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日本 隨筆 大成 第三 期 第 十一 卷 

凡  例 

1、 本 集卷十 一 , 卷 十一 一、 卷 十三に は、 翁 草 (前編 後編 一 一 百卷) を收 めたり。 

1、 本書 は、 神澤貞 幹の 編述 にして、 皇室、 公卿、 武將、 豐 太閤、 德川氏 及 其 一族、 諸 大名 及 旗本 與カ、 

諸士、 戰爭、 赤^§義士、 社寺、 儒醫、 和 5^ 連 俳、 諮 曲 ％ ^及 相 樸、 書籍 文章 碑文 及 書道-線 書 及 彫刻、 

圍碁及 茶道、 女 儀、 商賈及 金穀、 孝 s、 地现、 祥災、 處刑 人、 風俗、 外交 及 貿易、 裁判、 雜の 二十 六 

部門に 分ち、 麼史、 法制、 文學、 宗敎、 風俗 t.、 諸般に 涉り、 諸 書 を牧錄 し、 且足利 末季より 寬政年 

間に 至る 俥說を 評論し、 又 自己の 見聞せ る事寶 を も 記述した る大 編の 隨筆 なり。 故 池邊義 象 氏の 說に 

『傳 ふる 處に 依れば、 本書 明 和 年中に、 旣に百 卷を脫 稿し、 (世に 之 を 前編と 唱ふ) 後 また 百 卷を編 

成した る を、 天明 戊 申の 大火に、 その 半 を 失 ひ、 その後 更に 編述 して、 遂に 百卷を 草し、 (世に 之 

を 後編と 曰 JI ふ) 合せて 二百 卷 となせ りと 云 ふ。 この 他 塵 泥と 題せ る もの、 四十 ニ卷 あり。 全編 を 通 

覽す るに、 或は 目 錄を附 したる あり、 附 せざる あり、 符 養して 本文 を 補へ る あり、 朱 字に て 書 入れ 

たる あり、 蓋し 未定稿の 儘に 世に 寫し傳 へし ものなら む』 と 云 はれたり。 


本書の 版本 は、 嘉永四 年に、 池 S 東 離 校訂の 翁 草五卷 あり、 (初帙 のみ) また 近 藤瓶拔 編の 存採 叢書 中に 

僅に 一冊 あり。 明治 三十 八 年に 池？ i 義 象氏數 種の 寫本 を考訂 して 完本 を 出版したり。 本書 はこの 完本に 

據る ところ 多し。 

著者 神澤貞 S は、 本姓 は 人 江 氏、 名は與 兵衛、 貞 斡と 稱し、 社 口、 可々 齋、 靜座 等の 號 あり、 又 其^ 1^ 

とい ふ。 

少 より 俳諧 を 好み、 初め 呤花 堂晚 山に 從ひ、 後に 半時 確 淡々 の 門に 入り 出藍の 譽 あり、 少 にして 神澤彌 

十郞貞 s の 養子と なり、 京都 町奉行 與 力の 職 を 襲ぐ， 然れ ども、 幾く もな く 職を辭 し、 世 を 退きて 專ら 

編著に" y 事せ り。 豫て 加 世と は 即ち まよ ひた  > 死なん』 の 句 を 詠 じ、 官； 政 七 年 乙 卯 (二 四 五 五) 二月 

十 1 1=: 歿す。 享年 八十 六 歳な"。  . 

昭和 六 年 一 巧 三 十 日 
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® 人 詩書禮 易之 外、 繼之述 春秋、 以勸懲 補 震 民心、 森 秋 之 外、 固有 國史、 阔史之 裂、 

復有 稗官、 雖不 及！： 史論 世 品 人、 順逆 抑揚、 稱爲 文章 爾雅、 而 其事必 信、 淑 E 益 明、 

則苟 « 勸懲補 翼 民心 者、 安 輕而棄 蔑 之 哉、 本邦 亦 傚 作史， 亦 有 稗官、 師人神 澤# 、幹 

著 翁 草 一 編、 開卷觀 之、 亦 稗官之 流、 而 百 四 五十 年來 &說 口碑 所傳、 採 K 無 遺、 稽 

考 悉備、 其 出 于當時 雑 筆、 或詢諸 古老、 探 諸 秘錄、 前 te、 刖裔 孫、 當 今則鄕 貫、 

必 問而究 之、 郢喾燕 說正其 謬 解、 周 鼠鄭璞 辨其異 評、 抉 膜 讀等慈 之 碑、 薰胸 得忠憲 

之謚" 其 勤 亦 苦矣、 假使其 心 專乎傳 事情、 乃能激 義膽、 稗 名 敎功尙 未 可闕而 E、 與 

彼 喜 語 怪力、 貴 戯笑、 徒 貪. 俚兒 一 拍掌而 止 者、 相去不 遠耶、 世讀 之道聽 塗說、 時 誇 

其 多、 曰 是自勝 場、 則買犢 還珠、 非 所以 叙焉而 作者 之所歡 也、 

安永 五 年 丙 申 正月 

魯 堂 撰 


みじか 夜の あくる まもな ほ 長月の 曉 まつ 心地なん して、 

书. 1 の 覺の いと つれな き > に、 つらつらい にし へ をお 

も ひつ ヾ くれば、 のどけ き 御代 乙 そ はかりな け れ、 か く う 

つ， CNU;  くもの、 春秋の. 間 に、 名 ある 人の 言 葉、 あ る は 世の 

めづら かなる さまなん ど を、 古 人の ふみに つ >,ON 置ぬ る 

を、 せ ちに ひろ ひもの し、 な ほ はた それ かれの 翁の 物が た 

るか に殘， 9 し を も、 も ろと もに 藻汐艸 かき あつ め 

っ/^、聞くとぃふ緣にょ，.>  て、 乙 れを 翁ぐ さとよ ぶ、 

明 和 九のと しう の 花 月 

六 十 三 a 
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故 諺 記 

〇 板 倉 周 防 守 牛 込 時樂軒 を喩す 

1 牛 込時樂 軒の 語りし は、 吾等 忠左衛 門たり し 時、 御 目 付 被 仰 付、 其の 砌板倉 周 防 守へ、 大 聽こ參 りし 

に、 折節 在 宿に て對面 有し 時、 某 申す 様、 不調法の 拙者へ、 御 目 付 被 仰 付、 難 有奉存 候、 仍て 卸吹聽 

に 參り候 由 申ければ、 重宗 聞れ、 一段 目出度 事に 候、 御 自分の 不調法 を 必す御 隱し有 間 敷 s、 若し ド 

調法 を 鍩られ 候へば、 下に 立 候 役人に 迷惑す る 者 多き ものに 候、 御 自分の 不調法に、 立て 勤ら L 候へ 

ば、 御上に は 御 人 多く 候 間、 御 役 御免 遊ばされ、 其の 器に 當 りたる 者 を 被 仰 付 候 事故、 必 すせ、、 い 得 有 

へき 事の 由 被 申 候に 付、 恭き 御意 見に 候、 此の 御言 葉 を、 我等 守りに 掛け 相 勤 可 申と 申ければ 周 防 守 

又 云く 是れ 我が 言に 非ら す、 亡父 伊賀 守が 申た る 事に て 候、 序ながら 語て 聞せ 可 申 候、 以舟御 上洛 

の 京都に て 亡父へ 上意 有し は、 其方 事 も 年寄 候 儘、 代りの 役人 を 被 遣 度 思 召せ ども、 未だ 田， 3 召當 

られ たる 御 人 も 無 之 候 故、 不被遺 候 間、 其方 儀 も、 代り役 人に 可成 者 を 見 立 候へ との 仰な り、 其の 時 

伊賀 守 申 上 U  A る は、 枠 周 防 守な ど 見事 可 相 勤 者と 奉存候 間、 可 被 遣 候と 申 上け 候へば、 尤こ 矣ヒこ 

も- K: 々は 左様に 思 召る、 との 上意に て ありし 由、 某 事 其 頃 は 未だ 御 小 ili にて 御 側に 相 勤る 處に、 翌年 

不圖被 仰 出 候 は、 其方 事 伊賀 守 代りに 可 被 遣 間、 上京いた し 見習 ひ 可 申 由 上意に 付、 奉 長 由 御請 申 

上 登りし に 京 着の 日、 伊賀 守歷を 改め、 左右に 役人 を 置き、 帳 目錄を 並べ立て、 對 座へ 某 を；； 《 、二、 、江 

戶 表の 御機嫌 を 伺 ひ、 拉帳 目錄を 引渡して 今 n より 所 司 代 職 を 可 相 勤 由 申に 付、 某 も與覺 めて、 私儀 
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_  If 

只今 迄 御 側 勤 居、 世間 を 不存、 諸事 不案內 と 申し、 其の上 上意に も、 先 づ參て 一 兩年も 見習 ひ 候へ 

とり 御 事に 險へ ズ、 其の 通りに 仕度と 申け るに、 伊賀 守 申け る は、 御 目黑き 殿様の 可 勤 者と 思 召せば 

こそ 遣よ され たれ、 假 令ば 親子 にても 目顔 違 ふ 故に、 見 違へ る 人 もな し、 是と 同前な" 然れば 我等に 

隨ひ 居て は、 其の 間 は 我等 ごとく 可成 候へ 共、 離る、 時 は、 其方の 料簡より 外 はなし、 某に 隨 身して 

は、 いつ 迄 も 詮なし、 此の 故に 引渡すな り、 隨分 其方の 不調法 を あら はして 勤むべし、 もし 不調法 

を 隱す心 あらば、 畿內は 申に 不及 西國 迄の 難儀に 及ぶ ベければ、 少も銹 るべ からす、 不調法 は 上に も 

御 Jit 接へば、 大勢の 御 人の 內 より、 其の 器に 當れる を、 何時 にても 御 取替 有べ ければ、 不調法 は少も 

耻 ならす、 是非 今日より 相 勤べ しと 申す に 付、 此の上 畏 候と 請 合 候へば、 兼て 町家 を 調 置き、 伊賀 守 

は 其の 日に 彼 所へ 引 移り、 其 町の 名主 年寄 方へ 打 廻り、 關 東より 所 司 代 被 登 候に 付、 御役義 引渡し 御 

町へ 引 移 候、 仍て 今日より 御 仕置の 事 不存候 間、 萬 事 御 指 圖可受 と 申 廻り、 其の後 は 京の 名 ある 町人 

の 類 を 集め、 碁 を 打て 殘生 を樂れ ける が、 常に 其の 者 共へ 申さる、 は、 今度の 所 司 代 嚴敷ぞ 我等 を あ 

しら ひ 宾 様に 心得ば、 大に 迷惑す べしと 示されて、 町に 二三 年 も隱居 せらろ、 故、 下にて 我等 壮半を 

申さ ざり しなり、 其の 間に 某 も 役 を 仕 習 ひたるな り、 其の 節 伊賀 守 言葉 尤と存 候 故、 今 御 自分へ も 申 

すなり と 被 語し とか や、 

〇 板 倉 伊賀 守の 智德 

一 其の後 防 州へ 時樂軒 参られ、 四方 山の 咄の 序に、 御手 前 様に は， 尊父 伊賀 守 殿と、 智德被 劣 候 様 思 召 

候 哉と 被 申ければ、 重宗 答に、 碁に たと へば、 井目 も 遠 ひ 可 申 候、 其の 故 は 伊賀 守 御 役 勤せ し 時 は、 

京都の 町人の 妻子 を、 無遠慮、 勝手へ 立 入らせ 候に 付、 其の 者の 夫 或は 子供 親族 類、 公事に 出る 時 は 

斯様々.. -の譯 にて 公事に 出 候 儘、 我 親族に 御 勝せ 被 下 候へ と 袖に すがりて 願へば、 心得た るぞ 勝す ベ 

し坏と 挨拶し ける 故、 其の 者 ども 悅 びて、 公事 濟を 待ち、 勝手へ 出で 其の 様子 を 伺へば、 去れば、 北ハ 
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方が 夫に 勝せ 度 思 ひつれ 共、 僻事 故 負たり、 汝が子 を 勝せ 度 思 ひて、 斯 言へ かしと 思へ ども、 {tws 者 

にて、 左様に は 不言して 負た る、 ぞ など、 挨拨 しける、 御前 様の 左様の 思 召に 候へば、 無 是非と、 少し 

も 恨る 氣色 なかり しなり、 是我不 及 所な りと 被 語し とぞ 

〇 本 多 正 信 鷹匠 たりし 間の 話 及び 其 の 評論 

1 周 防 守 物語に、 家 康公伏 見 被 成 御座 時、 關 東より 飛脚 到来して、 、江 戶に 於て、 御城 下 夜に 入 候へば， 

御 旗本の 壯士 ども 致 辻 切 候 故、 日 暮ては 往還 留り、 諸人 及 難儀 候 由 申 来る を 聞 召し、 伊賀 守へ 上意に 

江戶 城下の 沙汰 聞 たるべし、 是は 其方 日 外物 語せ し 鷹 ぼ 何某 を 遣し 候 は，，、 辻 切 を 止めて 可來 者なる 

が 唯今 何方に か 居候 やと 御尋の 時、 伊賀 守 申 上け る は、 いかにも 其の 者 は 左様の 器量の 者に て 候、 夫 

故 見 立 候て、 先年 勤め 奉り 候へ 共、 御氣 短に て、 御 抱不被 成、 殘念之 旨 申 上れば、 寇に 其の 時に 御 抱 

不被成 は 御 誤な り、 此の 後 御 取 立 被 成 可 召 仕 候、 居所 は 不存候 哉と 御 尊に 付、 私 方に 居候 事 も 可 有 之 

候、 其の 思 召に 候 は 呼 寄 可 申 候 哉と 申 上れば、 早々 呼 出 候へ との 御意に て 被 召 出、 御懇の 御意の 上 

にて、 扨 江戸に 於て、 爾々 の 事 有り、 鎭て可 參由被 仰 付、 彼 者 長て 罷下、 ；； ；！ 戶 にて 老中 を 廻り、 御意 

の 趣 相 達 義有之 候、 御 旗本 十六 以上の 男子、 御 目 見 致た る も、 不致 も、 共の 支配の 頭 召れ、 可 致 登 

城 御 觸有之 様に 申達、 伊賀 守よりの 添 狀相渡 候に 付、 翌日 御 旗本 不殘 登城の 時、 件の 鷹匠 上座へ 直り 

申け る は 御意に は 何れも 御留 主に 被 差 置 候 事 は、 御用 心 向 御用に 可 立 ものと 思 召 候處、 如何 致して 1^ 

稜候 哉、 急 度 申譯可 仕、 此の 段 某 承 參候樣 被 仰 付、 罷下候 間、 否 哉 御 答 可 被 申 上 由相述 ければ、 年. 寄 

中 もい かなる 事. そと 被 存體に 相 見え、 各： E と 目 を 見合る 處に、 大久保 彥左衛 門 申け る は、 殿様に は 何 

事 を 御 聞な され、 左様の 事 を 被 仰 哉、 合 點不參 由 申 候、 其の 時 かの 使 云く、 御意に は 御用 心 向と 思 召 

て、 武勇の 者 ども を 差 置れ 候處、 夜々 溢れ 者、 江 戶中を 徘徊し、 辻 切 を 致 候 故に、 夜 は 往還 留り 候樣 

に 被 及 聞 召 候、 然るに 一人 も打留 たると 申す 義 不達 御 聽故、 左 候へば、 溢れ 者に 恐れ、 夜 は 門戸 を 銀 
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からみ 罷 在る 物に て 可 有と 思 召に 就て、 右 御 不審の よし 申達ければ、 何も 目と 目 を 見合せ る 計に て， 

物 を 申 者 も無處 に、 彥左 衛門罷 出、 何れも 斯様の 所へ、 うつ、 も 心付不 申、 油斷仕 候、 此の 御意 を 蒙 

るヒ ま、 今宵より 若き 者に 心懸 させ、 左様の 溢れ 者 は、 急 度 打 留め 可 申 候、 何れも 奉 誤 候 段、 何分 可 

然 御請 賴存 候、 各 存寄無 之 哉と 滿 座へ 向 申ければ、 各 一統 同様の 御請 申 上、 退出して、 其 夜より 人々 

、レ 懸ナる 程に、 今迄 辻 切に 出た る 輩 も、 倶に 停る 役人と 成て、 忽ち 辻 切 相 止み、 靜謐に 成た るよ し、 

此の 鷹-匠 は 後に 本 多 佐 渡 守 正 信と 號 して、 名高き 良 佐と 成られぬ と 云々、 

私 曰、 此の 條 不審、 本 多 佐 渡 守 は、 家忠 日記、 三 河 後 風土記、 其の 外 正 記 錄を閱 るに、 始彌 八郞と 

號し、 本 多 平 八 杯と、 同姓の 家系 分明な り、， 然る を 世 諺に、 鷹匠より 御 取 立と 申 傅へ、 岩 淵 夜話、 

北ハの 外の 書に も、 其の 趣 を 記し 候條 如何、 扭 本文に 神 君 伏 見 御 在 城の 折と あり、 然 らば 御 治世 前の 

事 成べ し、 其の 頃 は 板 倉 伊賀 守い， まだ 四 郞左衛 門と て、 御 旗本 小 騄の士 なり、 扳倉 立身 は遙 後の 事 

にて、 而も 一 說に は、 正 信 吹擧を 以て、 大名に 御 取 立と 云 ふ、 此の 本文と 頗る 齟齬す、 按す るに 如 

1. 佐 渡 守 元は 御鷹 匠た る を 御 取 立 有りて、 斷絕 せし 本 多の 家 を 正 信に 嗣 せられ、 再興 有しに や 

〇 本 多 正 信 加 增を辭 す 

一秀 吉 公の 御 時、 右 正 信 四 萬 石に て 御 仕置 被 致、 殊外 御用 ひ 被 成、 又 三 萬 石 御 加增仰 出されし に、 正 信 

云、 某 元 御鷹 匠に て 輕き身 成し を、 斯様に 御 取 立 被 召 仕 候へば、 只今の 祿 過分に 候、 此の上 御 加增拜 

領仕 候/ば、 冥加に 盡候 問、 辭 せられければ、 重て 上意に、 左様に て は 身上 成 兼 可 申 候、 是非 加增を 

可 受旨被 仰け るに、 正 信の 云、 某義 重く 召 仕 被 下れ 候へば、 天下の 諸 大名より、 金銀 財 寳を送 候 故、 御 恩 

にて 乏敷 事聊も 無御應 候よ し 被 申 上、 終に 御請 無 之、 拉 小き 嗇 一、 御前へ 被 致 持參、 御覧 被 遊 候へ と 

申 上らる、 御前 御 取 上 被 遊、 是は 誰が 送りた るぞ と御尋 有ければ、 黑田 よと 被 申 上、 上意 i. 羨 敷よ し 

御 戲被 遊た るよ し、 
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〇 本 多 正 信媳子 を戒む 

一佐 渡 守、 摘 子 上野 介へ 被 申け る は、 某 死後 必す 其方へ 三 萬 石、 御加增 有べ し、 右の 高 某へ 被 下 候 御 加 

增 なれば、 御請 申 上 然るべ し、 十 萬 石 共 被 不ば必 す 御請 無用な り、 もし 御受を 申な ば、 冥加に 盡 べき 

ぞと、 申 遣され しに、 十五 萬 石 迄の 御 加增を 請け、 父の 遺 旨に 遠 はれし 故 か、 又の 御代に て 不慮の な 

ん 有て、 身上 果られ しと ぞ、 

〇洒 井雅樂 頭の 諷諫 

ー酒井^^樂頭政親は、 御 三代 目の 御 後見に て、 御 祟 敬の 人な り、 或 時 御前へ 出られ 候處 に、 其 頃 時の 花 

たる 刑 部 梨 地の 御 印籠 を 御 il£ に 被 差 置た る を 見られ、 あれ は 何に て かと 被 申ければ、 御前に、 いか、、、 

思 召 候 や、 御 赤面 被 遊ながら、 加賀 守が と 計り 上意な りし 時、 雅樂頭 御 小 性 衆に 向 ひ、 あれ を是 へと 

被 申 候へ 共、 御前 御 赤面の 御 様子 を 奉 見、 立 兼 候 を、 御覽 有りて、 敢て 遣し 候へ と 上意 有ければ、 御 

小 性 衆、 则 右の 品 を 雅樂頭 前に 差 置く、 驰樂頭 lew 上 見て、 印籠に て 候 や、 加 賀守御 懇意に 乘じ、 年若 

故に、 物の 辨へ 薄く、 斯様の 華美なる 物 を 差 上 候と 相 見え 候、 以前 大殿樣 駭府御 在 城の 節、 夕 御 膳の 

御給 仕に 出 候 御 小 性 何某が 着し 候挎を 御覽被 成、 夫 は 何と 申 物、 ぞ と御尋 候へば、 彼 者、 茶 宇と 申 物の 

由 巾 上け るに、 以の外 御機嫌 損じ、 已 はにくき もの かな、 天下 久敷亂 に 及び、 渐く 頃日 靜に 成り、 萬 

民 も 安き 様に 成り か、 る 慮に、 名 を も 知らぬ 程の 衣類 を 着した る 事、 天下の 奢 を 始め、 亂の發 を發す 

不届 者な り、 御前 を 立 候へ と 御忿甚 敷、 ケ御膳 も 其の儘に 不被召 上 候 故、 某 ども 色々 御機嫌 を 取り、 

漸く 夜に 人り 御 膳 を 進 申た る 事 之 有 候、 然るに 御 先祖 檬と遠 ひ、 如此 天下の 華美なる 遊 道具 を、 御 賞 

^あそばされ 候 事、 以ての外の 由 被 申 上、 石に 當て打 ひじき 捨られ 候よ しなり、 此の 雅樂頭 はおとな 

しき 人に て、 嘉言善行 樣々 御 遣, にも 見えたり、 

〇 土 井利 勝 松 平信 綱 を諫む 
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一 御 三代 目の 御 時、 朝鮮人 來朝 登城の 前、 御 矢 倉の 白 土 落し 所み」、 增上 寺へ 成せられ 候 節、 ヒ覽 有て、 

還 御 迄の 內に、 白 土 を 付けさせ 可 申 由、 松 平 伊豆守 信 綱に 仰 付ら る、 信 綱 長て 外の 御 矢 倉の 戶を はづ 

し立替 させんと せらる、 を、 土 井 大炊頭 利 勝 聞き、 夫 は 豆 州の よからぬ 作意に て. 胺、 御大 人へ は 4$- ら 

ぬ 事 は 成らぬ と 知し 召る 》 様に 致す が 能く 候、 早々 足代 を 申 付ら れ可然 也 御 自分 は 才智 足りた る 器量 

故、 何時も 斯様の 頓智 は 可 出 候へ 共、 重て 又 外へ 此の 類の 事 を 被 仰 付た る 時、 誰も 此の 働 は不及 事に 

候へば、 其の 時 其の 人の 不調法に 相 成 候、 然れば 餘人は 勤に く、 成 申べき と 被 申ければ、 伊豆守 も 殆ど 

感心して、 此の 異見 を、 某が 一 生の 心得に 可 仕よ し 被 申け るな り、 

〇 土 井利 勝の 儉德 

一 或 時 大炊頭 利 勝 居間に、 一 尺 計りなる 片 糸の 切れ 有 之 を 拾 ひて、 誰か 在と 呼れ 候へば 御 次 e,^ より 大野 

仁 兵 衛と申 近習の 者^ 出 候へば、 是を 其方に 預る、 大事に 致 置 候へ と 被 申に 付、 彼者畏 候と て、 其の 絲を 

請 取 5 能 立 候 を、 次に 居候 若者 共 きて、 あの 絲屑 何に か 可成、 大名に 不 似合 事と 笑 ふ、 其の後 二三 年 も 

過ぎて 大炊 頭、 彼 仁 兵衛を 呼び、 先年 其方に 預け 置 候絲切 はと 尋られ しかば、 是 にて 候と て、 早速、 

巾着より 取 出す、 利 勝 請 取て、 脇差の 下緒の 先の 解た る を 結びて、 家老 寺 田 與左衛 門 を 呼び、 是を見 

候へ、 三年 以前、 仁兵衛 に、 唐絲の 切を捨 ひて 預け 置 候へば、 大切に いたし 置き、 唯今 尋 候へば 巾着 

の內 より 取 出し 候、 預け 候 節、 外の 者 共 は、 我等 を咨 きとて 笑 ひたる 者 多き 中に、 主の 一一 目 付 を 如斯大 

切に 守る 事 奇特なる 者な り、 知行 三百 石 とらせ 候 由 可 申 渡 候、 拉亦此 絲切を 我等 大切に せし 譯を 語り 

聞 せん、 抑 此絲は 唐土の 土民が 桑 を 取て 蠶を飼 ひ、 絲に 成し 唐土の 商人の 手に わたり、 夫より 京都 大 

阪の 町人 買 ひ 取て、 江戸 迄 下り 候 物 なれば、 其の 功勞 いか 計 かや、 左様の 辛勞 にて 出 來候者 を、 少し 

なれば とて、 捨てる と 云 事 は 天道の 冥加 恐し き 也、 今 下 ゲ緖の 先 をく ><れ ば、 費る に 非す とて 笑 はれ 

しなり、 扭我 一尺の 唐絲を 三百 石の 知行に て、 買 取し ぞと被 言し とぞ、 . 
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0 安藤 帶刀人 を 使 ふ 法 

大炊頭 語られし は、 某 未だ 御 側に 勤し 時、 紀 州の 屋 形へ、 初めて 御成 被 仰 出 候 節、 上意に、 此の度 紀 

州亭へ 成らせら る >r に 就て、 安藤 帶刀諸 役人へ 諸事 可 申 付 候 間、 其の 指 圖の樣 子 を、 其方 毎 日 參て見 

習 候へ と 被 仰 付、 依て 彼屋 形へ 參り、 斯様の 上意に て參候 由、 帶 刀へ 申 候へ は、 御尤も 成る 上意に て 

候、 隨分每 日 可被參 候と 被 申 候 故、 毎日 罷越 見習 候處、 諸 役人、 帶刀 前へ 出て、 段々 相 伺に、 心に、 

叶 ひたる 事 はうな づき、 不^事 はい ゃ惡 敷と 計い 被 申、 何と 差 圖無之 故、 其の 役人 退て、 又 品 を替へ 

料簡 を 伺 ひ 候へ ども、 氣に 入らねば、 唯い や/、 と 計に て、 何の 差圖 もな し、 其の 時 某存る は、 伺 ふ 

筋 あしく 候 は  >、 能樣 に指圖 有て こそ、 御用 も はかどり 可 申 もの をと 思 ひ、 推參 ながら 帶 刀へ、 右の 

愚意 を 申 候へば、 帶刀 答へ て、 我等 は 頓て死 申 候、 紀伊 殿へ 人を掎 へて 進 じ 申な りとの 返答 なれば、 

心得難く 默 して 居候へば、 帶刀 重て 云く、 合點不 行ば 御 申 聞さん、 總 じての 義を 此の方より 指圖 して、 

勤 さすれば、 其の 役人の 心掛 薄く、 伺 さへ すれば 埒 明と 心得て、 物每に はまる 事な し、 左様に て は 一 

期不 功に て、 能き 役人 出来ぬ ものに 候と 被 申し を、 尤と思 ひ、 某 は 叉帶刀 分別 を 潤色して、 御用 を辨 

する 由 物語 有しな り、 大炊頭 は 諸 役人より、 伺 ひ 有の 時、 心に 不叶 はいかに も尤の 様に 候へ 共、 未だ 

何と やらん、 仕樣 可 有事に 候と くと 仲間 衆へ、 今一 應 相談 ありて 申 聞ら るべ し、 仲間の 相談に て難决 

候 は. >  親類 衆 又は 御 自分の 家来 杯へ も 被談候 上に て 可 被 申出と 被 申しと なり、 

〇 安藤 帶刀同 苗 右京亮 を訪ふ 

一安 藤 帶刀直 次 は 唯 人なら す、 同 苗 右京亮な どへ も、 常 は 疎 速の 様に て、 假 初の 參會も 無り しに、 或 時 

いか  >思 はれ けん、 御城より 右京亮へ 被 申 越 は、 今晩 御 差 合な く 候 は  >、 其の 許へ 參り 語り 可 申 由、 

使者に て 被 達、 右京 聞 入 之、 珍 敷 事 哉、 何と 思 ひ 寄如此 やと、 殊の外 悅 にて 被 待設、 色々 饗應 有け る 

に、 快く 語られ、 時 移て 暇 乞し 被歸- たる 跡に、 刀 を 遣され たり、 何れも 跡に て是を 見 付、 早速 近習の 
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士に 持せ、 追懸 させ 乘 物の 際にて 腰の物と 申ければ、 乘 物の 戶を 明け、 內 より 刀 を 出し、 侍が 刀 を 忘 

る、 事 や 有る とて、 戶を ひしと 立て 被 行ける 故、 彼 士立歸 り、 爾々 と 申 候へば、 右京亮 泪ぐ まれ、 扭 

は 帶刀は 此の度 歸國の 上、 隱 居の 志に や、 其の 刀 は 某へ 形見に 送られた るなる べし、 惜き事 哉と 被 申 

しが、 菜して 其の 月の 末に 紀 州へ 歸り、 其の 年の 內に隱 居 被 致しと なり、 

〇 靑 山伯老 曰 守の 諫言 

一青 山 伯 香 守 は、 御 三代 ほの 御守りな りしが、 御上 其の 頃 躍 を 御 慰み 被 遊、 御 達 を 御 好みに て、 御髮 

を 揚られ 候 時、 御 鏡に て 御 粧ひを 御 繕 ひ 被遊處 へ、 伯 省 守參合 ひ、 是を見 奉て、 其の儘 御 鏡 を 取て、 

御 庭へ 投 捨て、 天 下 を 知し？^:: 御身に、 斯様の はしたなき 御擧 動、 是亂の 元に t: と、 强 く御諫 中ければ 

以ての外 御機嫌 損じ、 御前 遠 盧被仰 付、 伯 香 守 は、 是 より 蟄居す、 其の後 諸臣 の御諫 重り、 非 を改さ 

せ 玉び、 御名 君の 御釋 有し 頃、 彼の 伯 香 守の 事 を 被 思 召 出、 往事 御 赦免 有て 召れ ける に、 伯 州 云く、 

御前の 思 召 だに 御 改被遊 候へば、 某罷 出る は惡敷 候、 唯今 罷出 候て は、 却て 御誤改 りて 御 爲不宜 とて、 

終に 出仕せ すして 被 終し とか や、 

〇 井伊 tl 部 頭の 直言 

一 御 二 代 目の 御 時、 諸 大名 を 被 召、 土 井 大炊頭 を 以て 被 仰 出け る は、 来年 西 御 丸 様へ、 御代 御 譲り 可 被 

遊 間、 其 旨 相 心得 候 様に との 御 事な り、 各 目出度 奉存 由、 御請 被 申 上 退出 有しに、 獨り 井伊 掃 部 頭、 

御請の 體 見えす、 年若ながら 思惟の 様子に 見えければ、 大炊頭 見 之、 掃 部 頭 を 御白 書院 Q 方へ 呼の け 

て、 唯今の 上意の 趣に 就て、 何と、 ぞ思召 有 之 哉と 被尋、 掃 部 頭 云く、 尤も 御 察し 通に 候、 右の 上意 は 

IK 下の 亂の 端と 奉存候 故、 御請 不申上 候と 答 ふ、 利 勝 其の 意 を 問 ふ、 掃 部 頭 云く、 其の 事に 候、 大阪 

御陣も 未だ 間もなく、 江戶 御城 總 石垣 御 普請 幷に 御駿府 御城 普請、 其の 外 諸方の 御手 傳等 にて、 天 下 

の 大名 困窮 大 かたなら す、 然るに 又 候. 年 御 隱居被 遊 候 は. t、 右の 御 祝儀、 將軍 宣下 S. 御 能な ど、 彌 


1|1||^||1|311^の苦みに可相成鍵へば、 亂の 端と 存じ 歎 ケ敷奉 存旨被 申ければ、 利 隙もう なづ 

き、 則 掃 部 頭 を 倡 ひ、 御 次 迄 同道し、 利 勝 は 御前へ 被 出、 掃 部 頭 存分の 趣 を、 委く言 上せられければ 

是へ呼 候へ との 上意に て、 則 掃 部 頭 御前へ 被 出、 其の 時 上意に、 唯今 大炊 頭へ 巾 聞 候 趣 被 聞 召、 尤 

もに 思 召 候、 併 此の 傣は 最早 諸 大名へ 被 仰 出候義 故、 今更 被 成 方 も 無 御座 候、 以 來も存 寄の 義は、 無 

遠慮 眞 直に 可 申 上 由の 仰な り、 時に 大炊頭 は、 掃 部 頭へ、 御請の 義 を勸れ 共、 掃 部 頭不諾 して、 重て 

被 申け る は、 拙者 存 寄の 趣、 尤もに は 思 召 候へ 共、 最早 被 仰 出 候 事故、 御 取 不上被 遊 候 段 乍 恐 上意と も 

不奉存 候、 總 じて 上の 仰に 於て は、 御尤に 無之義 を、 被 仰 出 候て だに、 諸 大名 御請 被 申 上 候、 增て御 

尤もの 儀 を 被 仰 出 候 半に、 誰か 否と 可 申 上、 拙者 申 上 候 趣、 {n: 化に 尤もと 思 召 候 は  >  、 再び 大名 被 召、 

其の 趣 仰 被 直 候 は  >、 其の 時 こそ、 某 も 難 有との 御請 は 申 上べ けれと、 大炊 頭へ 向て 御 申け る を 聞 召 

て、 御前に も 聊御當 惑の 御 體を見 奉り、 大炊頭 御. S. 上け る は、 猛 など は 最早 老衰 仕り、 御用に も 難 立 

候. 處、 若き 面 々斯様なる 直言 を 申 上る 事、 天下 御 長久の 驗し、 目出度 御 事に 奉存 候、 掃 部 御 申 上 候 所 

道理に 相當候 間、 明日 諸 大名 を 再び 被爲 召、 掃 部 頭 申 上 候 趣 仰 被 出可然 哉と 申 上ければ、 御前に も 左 

様に 御 思 召 由に て、 明日 諸 大名へ 可 申達 旨 被 仰 出け る 時、 掃 部 頭 謹で 愚意 御 取： ffl 被 下 候 段、 難 有 旨-沿 

を 流し 申 上 返 出せら る、 仍て 翌日 諸 大名み-被 召、 掃 部 頭 御諫申 上る に 付、 明年の 御 隱居被 思 召 止の 旨 

大炊頭 を 以被仰 出しと なり、 此の 掃 都 頭 は、 子路 の决斷 の才是 なりと 世人 申 沙汰せ しと かや、 

〇 井伊 掃 部 頭の 智勇 

一 御 三代 E の 時、 萬 事 御 政道 を 御 先祖の 御 政 法に 御 屍し 被 遊 候 間、 左様 可 心得よ し 被 仰 出 候 折抦、 仙臺 

松 平 陸 奥 守 正宗 被 巾 上け る、 諸事 此の度 御 先祖の 御 政に 御返し 可 被 遊の 旨 被 仰 出 候 由、 依 之 御 先祖よ 

り 下し 置れ 候 御 書 出しの 寫を差 上 候、 唯今 迄 は 御代 も 替り候 故、 反古と 存 1 能 在 候へ 共、 右の 被 仰 出に 

就て、 如此 とて 御證 文の 寫を差 出す、 其の 義達御 聞、 大炊頭 を 被 召 仰け る は、 睦 奥 守 百 萬 石 被 下 事 有 
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5! 敷に も あらね ども、 是は 其の 節の 御 謀に て 被 下た る もの なれば、 是を御 取 上 有らば、 又 他家よりも 

其の 類の 事 を 願 ふべ し、 如何 御收計 有て 可然 やらん との 上意な り、 大炊頭 承り、 御 尤の御 俵に 奉存候 

加 様の 事 は 井伊 掃 部 頭へ 御 相談 可 被 遊、 掃 部 頭 御 事 未だ 若年に 候 人 共、 智勇 有 之 者に 候へば 可 然被召 

と 申 上る により、 則 被 仰 出、 爾々 の 由 仰聞處 に、 掃 部 頭 謹で 云く、 御前に 於て さへ 御當 惑の 御 事 を、 

不 功の 某 御請 仕らん も 無 覺束候 段、 被辭 けれども、 再往の 仰に 仍り、 無 是非 御請 申 上、 御城より 直. ぐ 

に 陸 奥守屋 舗へ 参向せられ、 陸 奥守對 面の 時、 掃 部 頭 被 申け る は、 唯今 風說を 承り 罷越 候、 今度の 被 

仰 出に 付、 御 先祖より 御 頂戴の 御 證文被 差 候 由、 實 事に 候 哉、 虚說と は 乍存、 不赛に 存じ！ 能 越 候 由 被 

申ければ、 陸 奥 守の 云く、 いかにも 其の 通りに 候、 御代 も 代り 候へば、 反古と 存 候へ 共、 今度 被 仰 出 

に 付、 不被差 置、 寫し差 上 候 由な り 、掃 部 頭 云く、 御 證文は 御 自筆に 候 や、 奥州 云く、 成程 御 先祖の 

御 筆に て 候 由 を 申さる、 掃 部 不苦候 は  >  卒度拜 見 仕度と なり、 仍て 家臣 を 呼で、 御證 文人た る 箱 を 取 

寄せ.' 掃 部 前に 差 置けば、 掃 部 やがて 莒を 明けて 取 出し、 押 戴き 拜 見し、 其の上に て 奥州へ 御 申け る 

は、 是は 時の 御 謀に て 候、 加 様の 事 は、 貴殿 も 御存の 事に 候 物 を、 誠に 以て 反古 たるべし とて、 御證 

文 を 二 ッ三ッ に 引裂れ たる 勢 ひ、 尤も 當時 無双の 英雄、 凛々 たる 體に、 さしもの 正宗 辟易し、 與覺て 

宽に 左様に 候. 是は 生れ 子に 敎られ て、 川 を 渡る と 申 物に 候と て 笑に なり、 扱 種々 饗應 有りて、 掃 部 

頭 は被歸 たり、 夫より 直に 登城し、 大炊頭 を 以て、 此 段 言上 有ければ、 御前へ 被 召、 御機嫌 不斜、 大 

炊 頭 も 殆ど 感心して、 色々 御 執 合 被 申け ると なり、 

〇 板 倉 周 防 守 職責 を 重ん す 

一 板 含 周 防 守 重宗、 京 所 司 代の 時關 東へ 下向 致され 逗留の 內に、 飛鳥 井 大納言に 御用の 事 有 之、 老中へ 

被 仰 召 出 被 召の 時、 周 防 守 所 司 代 職. t 免の 願 を、 酒 井 讃岐守 迄 被 申 上、 讃岐守 云く、 唯今 何事に て、 

御免 を 頭 はれ 候 や、 先々 被 差 止 可 然と 申さ れ^へば、 周 防 守 云く、 存寄候 間、 是非 御 申 上 可！^ 由な 
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り、 松 平 伊豆守 も、 是は 如何 成 御 事、 唯々 御 止り 候樣 にと、 遮て 被 申ければ、 周 防 守 云く、 讃岐守 殿 

に は、 久敷御 役 も 御 勤 候へば、 御合點 rnr 有、 御 自分な どの 御 合 體は參 る まじ、 若し 御 執 次 不被下 は、 

直訴 可 仕との 事 なれば、 譜岐守 無 是非、 御前へ 罷出、 爾々 の 趣 を 申上處 に、 御 笑 ひ 被 遊， 周 防 守を是 

へ 呼べとの 上意な り、 仍て周 防 守 御前に 罷 出候處 に、 上意に 御 誤 被 遊たり、 堪忍して 相 勤 候へ と 被 仰 

其の 時 讃岐守 周 防 守に 向 ひ、 難 有 上意な り、 御請 被 申 候 様に と 有け るに、 防 州 難 有と は不申 上、 御尤 

もなる 御 儀に 奉存 候、 此の上 は 上意の 趣奉畏 候と 申 上 退出 せらる、 讃州御 次に て、 周 防 守へ 被 申け る 

は、 上意 幷 御請の 趣、 且つ 元 來の御 訴訟の 主意、 一圓 難 心得 候、 いか 様の 義に候 やと 被 問、 防 州 云く 

不肯の 某 式 にても、 禁裏 守護 幷西國 迄の 御名 代 を 蒙り、 京都に？？ 化 在 候 儀、 今 更改て 不及申 事に 候、 然 

るに 此節 幸に 出府 仕 居候 所、 飛鳥 井 大納言 を 被 召 事、 某へ は 不被仰 付、 御 直に 被 召條、 御自身 京都の 所 

司 を 御 勤 被 成 候と 申す ものに 候へば、 我等 御 役 無用に 相 成 候 故、 御 訴訟 申 上 候へ 共、 唯今の 上意 を 承 

候 上 は、 御尤もの 御 事 なれば 其 段 を 御請に 申 上 候な りと 被 答し となり、 

〇 板 倉 周 防 守の, 文 

1 牛込忠 右衛門、 長 崎 奉行 被 仰 付、 始て登 候 時、 大阪 より 長 崎 迄の 內方々 より 訴訟 差 出け る 中に、 周 防 

守より 出された る 證文數 通有 之、 始め  一 二通 出し を、 忠 右衛門 披見 候に、 始終 腚と 證據 にも 成べき 文 

法と は 不見候 故、 周 防 守 は、 世に 名 ある 人ながら、 さす か 文に 疎き 故、 文言惡 敷との み 思 ひし 處に、 

何 通 出ても 格の 定 りたる は 不相見 候に 付、 措 は 何卒 様子 有事と 思 ひて、 翌年 江戸へ 歸候 節、 京都に 於て 

防 州に 對 面し、 其の 様子 を尋 しに、 防 州 云く、 其の 事に 候、 天下の 事 は 十 年 一 一十 年の 間に は 當ん障 出 

來て、 模樣替 る ものに 候へば、 我等の 出した る證 文に て可濟 事は濟 し、 又 可 障 事歟、 模樣替 度 時には 

此の 證 文に は嚴 ならざる 故に 改る事 も、 成 易く 候 其の 爲に 如此 となり、 自樂軒 常に 此の 事 を 感じ入り 

て、 長 崎 表の 仕置 も、 其の 意に 準し 被 勤た ると なり、 
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敷に も あらね ども、 是は 其の 節の 御 謀に て 被 下た る もの なれば、 是を御 取 上 有らば、 又 他家よりも 

其の 類の 事 を 願 ふべ し、 如何 御.^ 計 有て 可然 やらん との 上意な り、 大炊頭 承り、 御 尤の御 儀に 奉存候 

加 様の 事 は 井伊 掃 部 頭へ 御 相談 可 被 遊、 掃 部 頭 御 事 未だ 若年に 候へ 共、 智勇 有 之 者に 候へば 可 然被召 

と 申 上る により、 則 被 仰 出、 爾々 の 由 仰聞處 に、 掃 部 頭 謹で 云く、 御前に 於て さへ 御當 惑の 御 事 を、 

不 功の 某 御請 仕らん も 無 覺束候 段、 被辭 けれども、 再往の 仰に 仍り、 無 是非 御請 申 上、 御城より 直ぐ 

に 陸 奥守屋 舗へ 參 向せられ、 陸 奥守對 面の 時、 掃 部 頭 被 申け る は、 唯今 風說を 承り 罷越 候、 今度の 被 

仰 出に 付、 御 先祖より 御 頂戴の 御 證文被 差 候 由、 實 事に 候 哉、 虚說と は 乍存、 不 霧に 存じ 罷越候 由 被 

申ければ、 陸 奥 守の 云く、 いかにも 其の 通りに 候、 御代 も 代り 候へば、 反古と 存 候へ 共、 今度 被 仰 出 

に 付、 不被差 置、 寫し差 上 候 由な り、 掃 部 頭 云く、 御 證文は 御 自筆に 候 や、 奥州 云く、 成程 御 先祖の 

御 筆に て 候 由 を 申さる、 掃 部 不苦候 は  >  卒度拜 見 仕度と なり、 仍て 家臣 を 呼で、 御證文 入た る 箱 を 取 

寄せ、 掃 部 前に 差 置けば、 掃 部 やがて 宮を 明けて 取 出し、 押 戴き 拜 見し、 其の上に て 奥州へ 御 申け る 

は、 是は 時の 御 謀に て 候、 加 様の 事 は、 貴殿 も 御存の 事に 候 物 を、 誠に 以て 反古 たるべし とて、 御證 

文 を 二 ッ三ッ に 引裂れ たる 勢 ひ、 尤も 當時 無双の 英雄、 凛々 たる 體に、 さしもの 正宗 辟易し、 與覺て 

宽に 左様に 候. 是は 生れ 子に 敎られ て、 川 を 渡る と 申 物に 候と て 笑に なり、 扨 種々 饗應 有りて、 掃 部 

頭 は被歸 たり、 夫より 直に 登城し、 大炊頭 を 以て、 此 段 言上 有ければ、 御前へ 被 召、 御機嫌 不斜、 大 

炊 頭 も 殆ど 感心して、 色々 御 執 合 被 申け ると なり、 

〇 板 倉 周 防 守 職責 を 重ん す 

一 板 含 周 防 守 重宗、 古 <  所 司 代の 時關 東へ 下向 致され 逗留の 內に、 飛鳥 井 大納言に 御用の 事 有 之、 老中へ 

被 仰 召 出 被 召の 時、 周 防 守 所 司 代 職 .t 免の 願 を、 酒 井 讃岐守 迄 被 申 上、 讃岐守 云く、 唯今 何事に て、 

御免 を 願 はれ 候 や、 先々 被 差 止 可 然と 申さ れ^へば、 周 防 守 云く、， 存寄候 間、 是非 御 申 上可洽 由な 


り、 平 伊豆守 も、 是は 如何 成 御 事、 唯々 御 止り 候樣 にと、 遮て 被 申ければ、 周 防 守 云く、 讃岐守 殿 

に は、 久敷御 役 も 御 勤 候へば、 御 合點可 有、 御 自分な どの 御 合 體は參 る まじ、 若し 御 執 次 不被下 は、 

直訴 可 仕との 事 なれば、 譜岐守 無 是非、 御前へ E 能 出、 爾々 の 趣 を 申上處 に、 御 笑 ひ 被 遊. 周 防 守を是 

へ 呼べとの 上意な り、 仍て周 防 守 御前に 罷 出候處 に、 上意に 御 誤 被 遊たり、 堪忍して 相 勤 候へ と 被 仰 

其の 時 讃岐守 周 防 守に 向 ひ、 難 有 上意な り、 御請 被 申 候 様に と 有け るに、 防 州 難 有と は不申 上、 御尤 

もなる 御 儀に 奉存 候、 此の上 は 上意の 趣 奉 長 候と 申 上 退出 せらる、 讃州御 次に て、 周 防 守へ 被 申け る 

は、 上意 幷 御請の 趣、 且つ 元来の 御 訴訟の 主意、 一圓 難 心得 候、 いか 樣の義 に 候 やと 被 問、 防 州 云く 

不肖の 某 式 にても、 禁裏 守護 幷西國 迄の 御名 代 を 蒙り、 京都に？ 能 在 候 儀、 今 更改て 不及申 事に 候、 然 

るに 此節 幸に 出府 仕 居候 所、 飛鳥 井 大納言 を 被 召 事、 某へ は 不被仰 付、 御 直に 被 召條、 御自身 京都の 所 

司 を 御 勤 被 成 候と 申す ものに 候へば、 我等 御 役 無用に 相 成 候 故、 御 訴訟 申 上 候へ 共、 唯今の 上意 を 承 

候 上 は、 御尤もの 御 事 なれば 其 段 を 御請に 申 上 候な りと 被 答し となり、 

〇 板 倉 周 防 守の 證文 

1 牛込忠 右衛門、 長 崎 奉行 被 仰 付、 始て登 候 時、 大阪 より 長 崎 迄の 內方々 より 訴訟 差 出け る 中に、 周 防 

守より 出された る 證文數 通有 之、 始め  一 二通 出し を、 忠 右衛門 披見 候に、 始終 腚と 證據 にも 成べき 文 

法と は 不見候 故、 周 防 守 は、 世に 名 ある 人ながら、 さす か 文に 疎き 故、 文言惡 敷との み 思 ひし 處に、 

何 通 出ても 格の 定 りたる は 不相見 候に 付、 渚 は 何卒 様子 有事と 思 ひて、 翌年 江戸へ 歸候 節、 京都に 於て 

防 州に 對 面し、 其の 様子 を尋 しに、 防 州 云く、 其の 事に 候、 天下の 事 は 十 年 一 一十 年の 間に は 當カ障 出 

來て、 模樣替 る ものに 候へば、 我等の 出した る證 文に て可濟 事は濟 し、 又 可 障 事歟、 模様 替度 時には 

此の 證 文に は嚴 ならざる 故に 改る事 も、 成 易く 候 其の 爲に 如此 となり、 自樂軒 常に 此の 事 を 感じ入り 

て、 長 崎 表の 仕置 も、 其の 意に 準し 被 勤た ると なり、 
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 .  二 一 

翁 一  〇 板 倉 伊賀 守 周 防 守に 竹 笠 を 贈ろ 

一周 防 守 重宗、 未だ 御 小 性の 時 明年 御 上洛の 御供の 支度 を、 京都 父 4^ 賀守 家老の 方へ 申 越されけ るに、 

如何して 滯 りけん、 秋の 末 迄、 一色 も不下 候に 付、 立腹 致され、 右の 返答 春 中より 相 待 候へ 共、 今に 

草 一 一 色 も到來 せす、 不屈 等閑の 仕形に 候、 急 度 可 差 下 由、 催促 せらる 、 に、 十月 末に 至り 荷物 一 茵 下り 

たる 由 披露 申ければ、 一箇と は少 分の 事な り、 いか 様の 物 ぞと被 問に、 六尺 四方 も 可 有 之 四角 成箇に 

て 候と 申す、 周 防 守 其の儘に て持參 候へ とて、 我 前へ 取 寄せ 披 かせて 被 見け るに、 大 竹の子 笠 一 蓋 計 

なり 各 あきれて 居た る 所に、 周 防 守 は 打 笑 ひ 下け よと 被 申け る、 其の 席に 谷 三助と いふ 儒者 居 合せ、 

御前に は 合點被 遊た ると 相 見え 候、 あの 笠 は 何の 御用に 候 やと 尋 しかば、 防 州 云く 明年 御 上洛の 御供 

の 支度 物 を、 春 中より 京都へ 申 遣し ける に、 伊賀 守役 人 は、 今に 一色 も 不差下 候に 付、 早々 下し 候 様 

に 叱 遣 はせ しが、 就 夫、 伊賀 守 差 劇 致し 遣した る 物と 相 見えたり と 被 申、 三助 彌難 心得て、 再 往尋け 

れば、 はて あの 笠 を 着て 上 を 見るな と 云 事よ と 笑 はしと ぞ、 親 も 親、 子 も 子な りけ りと、 後日に 三助 

語りし となり、 

〇 阿部 豐後守 御？ il 殿 坊主 を かこ ふ 

一 御 三代 目の 時、 御行 水 を 被 仰 出、 御 側 衆 何某 承て、 御坊 主に 被 申 付 御 湯殿 を ひかせられけ るに、 未だ 

御 問 有べき と存 し、 御 湯加減 も不 致、 御 揚曳候 由 申 上る 所に、 存の外 早く、 御 湯殿へ 成せられ、 御 湯へ 

御手 を 入らる、 に、 熱湯 故 御 やけど を 被 成、 犬に 御機嫌 損じ、 阿部 豐後守 正 秋 を 召て、 右の 譯を被 仰 

彼の 坊主 を 御成 敗に 可 及 被 仰 出 候に 付、 奉 長 候 申 由し、 御前 を 被 立 候へ 共、 彼の 坊主 全く 惡 意に 非す 

過ちの 事故、 御機嫌 直り 候 は >、 死罪 迄に は 及 問 敷と 被存 ける 御 序に、 先程 不調法 仕 候 坊主、 いか 

様に 可 申 付との 上意に 候 哉、 存じ 迷 候 旨 被 申 上ければ、 豐後守 心底 を 御 察し 被 遊、 島へ 遣 候へ との 上 

意に て 八丈島へ 流されけ るが、 其の後 御 代替り に 御免に て 致歸府 候な り、 
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〇 阿部豊後守 鶉 を 放つ 

1 豐後守 正 秋 鶴 を 愛し、 多く^れ しに、 或時粮 町に 能き 鶉 ありし を 被 聞、 求 度 思れ けれ 共、 價 法に 過た 

る 故、 打捨 置れ し を、 或 人 兼て 豐後守 S 被 望し を 聞 及て、 買 取て 被饋 ける、 其の後 心安き 御 旗本 衆大 

勢對 客の 席に て、 鶴の 事を噺 出され、 加 様の 事に て は 鶴 は 好かれぬ とて、 多く 被 飼 置た る鹑 ども.^ 取 

寄、 客人の 前にて 一羽 も 不殘放 たれし となり、 然るに 仍て豐 後 守に 賄胳を 送る 人 無り ける となり、 

〇 阿部 豐後守 松 平 伊豆守に 直言す 

一松 平 伊豆守 信 綱、 御 老中 被 勤け る 節、 阿部 豐後 守へ 物語の 序に、 諸 大名より 音物 は 堅く 請 申さぬ がよ 

きかと 存候 間、 其の 段 申合せ、 向後 音物 無用の 旨、 諸家の 留主居 迄斷可 申と 存候 旨、 被 申ければ、 正 

秋 云く、 其の 許へば 方々 より 音物 被 送と 相 見え 候、 我等 方へ は、 何方よりも 送 物 無 之 候、 去れば 可斷 

方 も 無 之 候と 被 申ければ、 信 綱 恥 敷 被 思しと なり、 

〇 扳倉內 膳 正の 寬量 

1 板 倉內膳 正重矩 家に、 故 有て 傳 へし 弓 を 常に 居間に 被 置し に、 內膳留 主の 內に、 側に 被 召し 若侍、 素 

引して 見ん と 思 ひ、 引 込ければ、 古き 弓 成 故に、 大鳥 打の 外 竹 はしりたり、 此の 者 犬に 迷惑して、 家 

老迄爾 々の 由 を 申ければ、 夫 は以の 外の 事な り、 其の 弓 は 御代々 傳 はりた る 御 重寳の 一 なり、 御機嫌 

の 程 難 計と て、 先づ 其の 者 は 遠慮 爲 致. 內膳 被歸候 節、 機嫌み 見合、 右の 段 を 申 候へば、 內膳 聞て、 

其の 者 を 是へ呼 候へ と 被 申ければ、 定て手 討に も 可 被 致 やと、 其の 人 は 勿論 各 堅 唾を飮 居る に、 內膳 

被 申け る は、 居間に 立 置 候 弓 引 折た る 由、 其の 方が 常々 奉公の M 實有 故に、 心の 外 成る 忠義 を 成した 

るな り、 其の 故 は 彼 弓 は 用心の 爲、 居間に 置た るな り、 然るに 今 其方が 素 引して 折れる 弓 なれば、 某 

が 引ても 必定 折ぬべし、 左 すれば 急難 有 之 節、 我等 越度 を 取べ し、 無事の 時に 折れた る は 我等が 身の 

吉事な り、 穴 賢 迷惑に 思 ふべ からすと 被 申 渡しに より、 其の 身 は 中す に 及不、 近習 外 樣の者 共 一統に 
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感淚を 流し 此の 主人の 爲に 一 命 を拋ん 事、 露 不惜と 思 はぬ 者 は 無り しとな り、  ■ 

〇 井上 河內 守の 瞻畧 

一井 上 河 內守正 利、 遠 州 橫須賀 城主たり し 時、 在 城の 慰に 碁 を 打 被 居し に、 何方より ゆ 出る ともなく、 

一揆 起り たる 由 沙汰し ける 程に、 若侍 共 ひしめき 騒ぎけ る 折節、 同國 見附の 御 代官 秋 鹿 長 兵衛、 人數 

を 揃へ 乘 出し、 河內守 下知 を 可 請と て、 橫須賀 城へ 使者 を 以て 申け る は、 近 鄕の內 より. 一揆 起り たる 

由 風聞 仕に より、 御 下知 を 可承爲 に、 是迄出 候 由な り、 家老 共 聞 之、 偖 こそ 虛說に 非す とて、 早々 河 

內 守へ 其 段 を 達する に、 ^てお どろく 氣色 なし、 碁 を 打ながら、 何と 一揆の 沙汰に 付、 我等 指 §1 を 請 

ん とて、 城下 迄 被 出た る歟、 返事に 可 申 遣 は、 一 撥の 沙汰に 付 御 出の 由、 尤もの 事に 候、 早々 被歸、 

支配 所 百 性 共 騷ぎ不 申 様に、 御 鎭可有 之 候、 參 勤の 節、 其の 元 御 心懸の 段ば、 老中へ 披露 可 致と 申 遣 

候へ と 云 捨て、 碁 は 止ら れす、 家老 共 は 殿の 大様 過た る 事 哉、 加 様の 騷に 油斷の 事な りと て、 亦 前へ 

出て、 鬼 角 斥候 を 被 遣 可 然と 申ければ、 誰 成 共 見せに 遣し 候へ と 被 答に 仍て、 家老 共より 淺 井新 叫 郞 

と 云 老功 者に、 一 接の 沙汰 聞 屈て 可 參由申 渡け るに、 成 川 平之丞 とて、 十八 九 歳の 若侍 進出て 云く、 

かや、 フの 小事に 老功 者 被參に 及ぶ まじ、 某 見て 參 らんと 申に 仍り、 若輩に は 似合ざる 所望な り、 さあ 

らば 御 邊可被 越と 差圖を 請て、 平 之丞悅 び、 半道 計り 乘 出し、 高き 所に 上りて 見れば、 一 狭の 先手と 

覺 えて、 小 旗 差 上た る 者 共、 貝 鐘 を 鳴し 押 来る を 見て、 先陣 寄來 ると 心得、 逸足 を 出し 乘戾 し、 一揆 

の 先陣 近く 來 候と 注進し ける 程に、 彌々 騷 きて、 河內 守へ 其の 由 を 申せ 共、 正 利 見返 もせす、 其の 若 

輩 者め が 何 を 見て と、 猶も碁 を 打 被 居 諸 士心を もみ 候へ ども、 大 將如此 なる 上 は、 奈何 共す る 事な 

く、 唯議 勢の みに て、 鬼 角す る內 に、 其の 沙汰 も鎭 り、 夕 料理す、 むる 頃に 成し 程に、 近習の 者！ 能 出 

御 料理 能き 由 申ければ、 出し 候へ とて、 碁 を 被 止、 拔 先程の 一. 揆は、 如何と 被 問に、 其 沙汰 鎭り 候と 

申す、 其の 時 家老 共 を 呼び、 近習の 若者 共の 騷ぐ さへ 武邊不 案內成 事、 我家の 子に 不 似合と 思 ふに、 
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仕置 を も 致す 其方 等が、 迁說に 驚く 事： li 斷 なり、 先づ 案じても 見よ、 躍 相撲な どの 遊びに も、 場 

ならし をす るな り、 增て 一揆な ど 云 もの、 一時に 起る ものに あらす、 近くて 七 年 九 年の 催しなら では 

起らぬ も のぞ、 其の 內に 我が 耳に 不 人事 有べき 敷、 よく 考て 見よ、 返々 もお となし からす、 以後 を嗜 

むべ しと 被戒 ければ、 家老 共 各 赤面して、 御意 至極 仕り、 失 面目 よしを 申け り 【割注】 私 曰 此七年 九 年 

は餘り 長々 敷歟書 誤なる べし」 扭 此の 沙汰 は 何事より 申出た る や、 不審に 存る旨 各 申ければ、 正 利 云く 

是は山 方に て 境 を 論じ、 餓鎌 など 奪 合 打 合 等す る を、 近鄕 よりも 助 打して、 此の 沙汰に 及た る 成べ し 

聞せ て 見よ と 被 申しが、 果して 其詞の 如く 成し 由な り、 又 平 之丞が 見て 來 りし 一揆の 先手と 覺 しき は 

秋 鹿 長 兵 衛が參 たる を 見 違へ たるな り、 

〇 井上 河內 守の 即智 

一河 內守、 寺社 奉行 を 被 勤し 時、 登 械被致 部屋の 戶を 明よ とて、 先き 立て 吉田嘉 兵 衛と云 ふ 侍 を 差 越れ 

ける に、 嘉兵衛 部屋 鍵 を 落し、 可 明 様な く、 色々 尋ね 居る 處へ、 正 利被恭 など 戶を 明ぬ ぞと被 申、 嘉 

兵衛 承り、 爾々 の譯を 申し、 一分の 儀 は 何様に 成 候ても 不及 是非 候へ ども、 御前へ 御 耻辱を かけ 申 段 

何共 不能 了簡と 平伏 候へば、 河內守 云く、 何の 迷惑なる 事 可 有 や、 其の 鏡ぬ けと て、 錠 を 拾 切せ、 內 

へ 入り、 御城の 鍛冶 佐 市と 申 者へ、 早々 錠 を 致し、 鍵 は 我等 同役の 數程 持へ て 一刻も早く 差 越 候へ と 

被 申 遣、 其の 日の 八 時 前に 錠 鍵出來 して、 正 利の 前へ、 嘉兵衛 持 出ければ、 手紙 を認 よと て、 文 言 を 

被 好、 其の 趣 は 我等 家來 部屋 鍵 を 落し 申 故 持へ 直させ 候、 明日より 此の 鍵に て 御明 させ 有 旨、 同役 衆 

へ 被 申 越な り、 其の 翌日 小 笠 原 山城 守、 御城に て 正 利へ 被 申け る は、 昨 n: 被 差 越 候 鍵に て、 御 禮申事 

有 之 候、 足下の 御 了簡に て、 同役 中の 家來 共、 命 ひろ ひ を 致 候 事 忝と 被 申ければ、 河內 守、 其の 意 を 

被 問、 山城 守 一 K く、 其の 家 夾鍵を 落し 候 はば、 健に 液 を 切せ 申べ し、 然れば 足下の 御 了簡 を 手本と し 

て、 重て 誰の 家来 鍵 を 落し 候ても、 其の 元の 格に 可 致 候、 左 候へば 命の 事 は 無 子細 候、 返々 御 取 計 ひ 
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の 程 感じ入 候よ し 被 申しと なり、 

〇 井上 河內 守の 仁慈 

一河 內守、 家中 目 付 役 G 者に. 毎月 晦日々々 家中の 善惡を 書付 差 出候樣 にと 被 申 付たり、 仍て 晦日 毎に 

書付 を 出し 候處に 其の 書付 を 箱に 入 置、 毎年 大晦日に 封の 儘 被 燒捨し を、 長臣 津川攛 太夫 申 候 は、 目 

付 共 差 上 候 書付 を、 一度 も 御覧な く燒捨 られ候 事、 如何 成る 御 思 召に 御座 候 や、 目 付 共 承 候 は  >、 無 

本意 可奉存 候、 一度 は 御 覽可然 やと 申ければ、 正 利 云く、 目 付 共 は 其の 役 なれば 我等が 見不 見に は不 

拘 なり、 定て善 は 稀に 惡は多 かるべし、 然り とて 仕置に 云 付る 程の 事 は 有 まじ、 左程の 大惡 は、 目 付 

の 者 申 迄 もな く 我等 も 耳へ 不 入と 云 事な し、 かくの 如ん ば、 家來の 小惡を 知て 不届 者と 思 ひて 召 仕 は 

\ 某が 損に 非 やと 被 申ければ、 權 太夫 を 初め 家中の 士是 を承傳 へて、 主人の 仁慈 を感淚 しける とな 

〇 井上 河內守 猶子 をへ ％ す 

1 伊豆守 信 綱の 嫡子 甲斐 守 は、 河內守 猶子な り、 此の 人、 毎年 百 曰の 御？ 馱 にて、 在所 川 越へ 被參、 或 時 

川 越より 歸り、 河內守 方へ 被 參對面 有しに、 今度 在所に ていかなる 慰 可 有 之と 被 尊に、 甲斐 守 云く、 

前々 は 家中の 者 共に 武藝 を勵 せて 慰 申 候へ 共、 此の度 は 何と， ぞ 安樂に あらせた く、 いろ Z 、料簡いた 

し 候へ 共、 小身に て人少 く、 非番 も 稀々 故不任 心底 候と 被 申ければ、 正 利 犬に 褒美して、 一段の 存寄 

近頃 悅入 候、 小身なる 者 は 非番 多く は 成らぬ ものに て 候、 何程 も 遣 ふたる が 能く 候、 實に 安樂に あら 

せ 度 由、 巨細の 事に 不構、 大罪 を 戒め、 其の 餘の 事に 手 もっけぬ 心 搏被爲 が 下にて 安樂に 田-ふ ものに 

て 候と 被 申ければ 甲斐 守、 誠に 至極の 御 敎戒を 蒙り 候 物 哉と 犬に 被悅 ける となり、 

〇 井上 河內守 御城より 徒歩に て歸る 

ー荆 老中、 寺社 奉行 等、 御 域 返 去 は、 毎月 八ッの 時計 打 候 を 限の 御定 なり、 或 時 八ッ打 候て、 各 退出の 


草  翁 


時、 河 內守迎 の 者未參 よし、 御城 付の 家 來吉田 嘉兵衛 申ければ、 其方 召 連 候 者 はなき やと 被尋 故、 小 

者 一人 罷在 候と 申す、 草履 や あると 被尋有 之と 申 候へ ぱ、 夫れ を是 へと 被 申、 件の 草履 を はき、 嘉兵 

衛と 同人 小者と 主從 三人に て被歸 に、 其の 日の 大手 御門の 御 番本多 下野 守な りしが、 番頭の 侍 正 利 を 

見知て、 番所に 用意の 乘物を もたせ、 嘉兵衛 迄 追 かけさせて、 此の 乘 物に 召れ 候 様に と 申 遣 候へば、 

河 內守御 聞 能き 心がけに て、 是迄乘 物 を 越 候 段悅入 候、 野 州へ 逢 候 は、. -、 働の 段 噂 可 致と て 乘物を 返 

され、 夫より 高聲に 平家の 內小原 御幸 語. つて、 屋敷へ 被歸 しとな り、 其の 時、 供 番の者 犬に 驚き 迷惑 

し、 家老 津川權 太夫 迄 此の 段 申ければ、 權 太夫 犬に 腹 立して、 言語 道斷の 事、 八ッ打 候へば 御 下りと 

云 ふ 事は定 りたる 事な り、 然るに 御 歸迄も 屋敷 を 不出候 段 油斷の 至り、 定て 御機嫌 以の外 成べ し 先 御意 

迄 引 込 候へ と 押 込 置、 拉河內 守 前へ 出て、 今 日 の 儀 某 迄の 不調法の 旨 恐 入て 申ければ、 河 州 被 打 笑、 皆 

迷惑す る 歟と被 申 候、 津川 答て 最も 何れも 恐 入の 段 申 候へば、 右の 者 共 呼 出 申 渡べき 様 は、 某 夜咄を 

好み 度々 出るな り、 其の 度 毎に 供の 者 共 不肖の 體相 見え 候、 今日の 不調法と、 夜咄の 供と 爲替 にす る 

^、 向後 夜噺の 供に、 不肖の 體を するな と 申せて と 大に被 笑し となり、 總て 此の 河內守 は、 歌道に 心 

を 寄せ 優に 潤 敷、 しかも 勇氣 たくましき 人に て、 孟子の 氣性 ありと 世人 感ぜし 人な りと ぞ、 

C 井上 河內守 旱魃 を 見廻 はる  、 

1 或 年、 河內守 領分 早 魃 にて、 畠 枯れ、 百姓 共難義 のよ し、 代官より、 家老 迄訴 しにより、 役人 を 以て 

吟味 を遂 て、 それく に手當 して、 河內守 耳へ 入ければ、 民 は國の 元な り、 重き 事 なれば、 サギ 直に 不 

見して は 如何 也と て、 町 は づれへ 被 出 候 時、 芋の 塞の 旱に枯 たる を ー株乘 物に 入れて、 域へ 被 歸是に 

て は？ S も理 なり、 大切の 百姓 飢 させて は 叶 まじき ぞ、 其方 共 積た る 手當の 上へ、 金子 千兩 五百石の 高 

へ增て 取らせよ と 被 申 付ける、 此の 事 を 百姓 共傳 聞て、 城へ 向て 泪を 流し 拜 まざる はな かりきと なり 

〇 久世 大和 守 御 膳 の 虫 を 食 ふ 
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一 久世 大和 守、 御 側 勤の 時、 御 膳 被 召 上 候 御 側に 候し ける に、 御 汁の 内に 菜 蟲 の 有し を 御覽被 遊、 御箸 

にて 御 挾み、 大和 守 を 被 召、 是々 とて 件の 蟲を御 出し 被 遊 候 故、 兩手 にて 請け、 謹で 押 戴き、 口へ 入 

ける を、 上覽 有りて、 夫 はとの 上意 有ければ、 御 鹽梅を 見よ との 上意の 様に 心得な したる を、 御覽被 

遊、 役 を かば ひ 候と 上意に て、 御機嫌よ かりし となり、 大和 守 仁心 を 御 感じ 被 成た る 趣な り、 其の 日 

の！！ 膳番御 料理人 等、 後々 迄、 大和 守 を 祌佛の 様に 思 ひしと なり、 


〇 土 井大炊 頭. 江 戸城 等 普請 に 付ての 話 

1 或る 老翁の 物語に、 土 井 大炊頭 利 勝の 許へ、 ある 浪人 參り 断の 序に 申け る は、 當表 御城 其の 外 所々 御 

普請 止 間な し、 然るに 大名 衆 御手 傅の 方 も、 又 公儀 直の 御 普請 にても、 大工 曰 储長 休いた し、 御 普請 

仕 候 間 は、 僅に て 候、 尤も 目 付 役、 普請 方 役人 見廻り 候 節 は、 油斷 無様に 相 見 候へ 共、 その 透 間 は、 

多分 相 休み、 夫の みか は、 材木な ど を は づし取 申す 事 も、 折々 有 之 様に 承り 候へ ども、 强く御 吟味 も 

無 之 様子に 候、 是 等の 事 は 如何なる 義に候 敷、 數々 の 御 普請の 內、 不苦 所の 分 は、 勝手 能き 町人 共に 請 

合 被 仰 付 候 はば、 譬は何 間の 間 媒を 何程、 是 より 是 迄の 石垣 を 何程 杯と、 積 を 以て 請 取 候 は  > -、 假令 

積り 違 ひ 仕り 損 j?: 之 候ても、 渠 等が 損に て、 公儀の 御 構に 成不 申、 また 銀 高 拾 貫目、 又は rn 數 百日 懸 

り 候 所 も、 八 貫目 日數七 八十 日に て 出来 候へば、 御 益に も 相 成 可 申 候、 其の上 未だ それ 程 不損所 も、 

齊 普請 被 仰 付、 且つ又 所々 御橋の 大破に 及び、 御 掛け 直し も 可 被 仰 付 様なる は、 結句 霜 ひ 等に て 被 差 

置 候 事、 彼是 一圓 合 點不參 候と、 申ければ、 利 勝の 云く、 成程 I 應の 不審 は 尤もな り、 乍 去、 夫 は 其 

方の 全體 了簡 違 ひなり、 其の 子細 は、 是 迄の 通の 緩 かなる 衞 普請 相 止み、 其方の 被 申 候 如く、 町人 請 

合に 被 仰 付 候 は  >、 難義に 及ぶ 者 多く 有べ し、 畢竟、 公儀 御 普請の 事 は、 方々 出 來の爲 計りに 非す、 

夫に て、 y 戸の 補 ひに 成る 事 幾許 ぞゃ、 然る を 其方 料簡の 通の 御 普請に 成る 時 は、 別に、 江戶 中へ 御赦金 

にても 不被 下して は 叶 ひ 難し、 其の 義は甚 差 支 有る 事な り、 又 橋の 御掛 直し 遲き事 尤も 子細 有る 事な 

り . 橋と 云 ふ もの はか、 る 治世なら では、 十：！  く 成らざる ものな り、 亂 世に は 今日 掛し橋 も、 翌日 は 切 

落す 事 度々 有 之、 仍て御 普請 も 今程に 叮嚀に 無し、 當 時の 橋 は隨分 普請 叮嚀に して、 損すれば 修復 を 
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加へ、 續く だけ は 掛け 直さぬ こそ 泰平の しるし 目出度 事 なれと 被 申しと ぞ、 

〇大 久保彥 左衛鬥 井伊 直 政 を喩す 

一井 伊 兵 部 少輔直 政、 在 江戸の 節病氣 にて 引 籠られけ るに、 大久保 彥左衛 門 見廻と して 被 一 越、 廣 間に 

て 取次の 者へ、 病氣の 安否 を被尋 しに、 其の 段 直 政へ 達しければ、 病中 見 苦 敷 無 禮の體 なれ 共、 懸御 

目 由に て 居間へ 招 じ、 對 面せられけ るに、 彥左衛 門 云く、 今 貴公 は大 祿を領 せられ、 某 は 小身に て、 

御 旗本に 僅に 列す といへ ども、 前へ 方を存 すれ は、 互に 馬 を 並べて 雑 雄み-諍 ひし、 昔の 朋友の 好み 忘 

難し 御 見廻に 參 りたり と 被 申ければ、 直 政 も 去れば こそ、 往事 を存し 出す とて 泪を 流され、 扱 色々 饗 

應 有りて、 渐數 刻に 及ぶ 處に、 彥左衞 門 懐中より 何歟 小さき 紙に 包た る 物 を 出し、 是を 進す る 故、 朝 

夕 召 上らるべし とて、 直 政の 前に 差 置、 直 政 何 か は 知らね 共、 載き て 開き 被 見れば、 三四寸 計の 纏 節 

なり、 直 政 も興覺 て、 其の 所以 を 被 問 時に、 彥左衛 門 云く、 貴 邊は今 大身に 乘じ、 館 を 始め 衣食の 結 

構い はん 方な し、 夫 故 斯る御 病 氣も發 せり、 某な ど は 朝夕 鰹ぶ し 許り 少しつ. - 給べ 居候 故、 斯様に 一 

段と 息災に 候、 穴 賢 奢 を 愼み可 給と 教^し、 退出せられ しと かや、 此の 彥左衛 門 は 人に 勝た る氣 儘の 

人に て、 不禮 過言、 敢 てかぞ へがた しと 雖も、 理に 於て は 尤も 可な りと 云べ し、 其の 比 は、 井伊の 如 

き 大身の 面々 にても、 少の侈 を だに 兎や角と 批判せ しに、 近世 は、 小身 衆の 近習 廻り 迄 も、 茶 宇の 拷 

杯 を 着し、 萬 花 奢の 長 じたる 事 法に 過たり と ある 老翁の 申しき、 

〇、 江 州 一 つ 松の 小 祠に付 板 倉 周 防 守の 裁斷 

一、 江 州 滋贺の 浦丁ソ 松の 陰に 小き 宮 あり、 是山 王の 末社な りと て、 古より. 1^ 山の なり、 然るに 近年 

參詣 多く 繁昌す るに 仍り、 所の 者 申け る は、 志賀に 在る 神社 を、 敦 山より 支配すべき 道理な し、 自今 

此の 里より 支： &可 致と 云、 比歆 山より は 舊例を 以て 不聞 之、 公事に 成て、 京都 所 司 代 板 倉 周 防 守重宗 

の 前へ 出る、 防 州 被 聞、 前々 より 彀 山の 支 _ 恥なる を、 只今 何故に 斯は 申. そと 被 問ければ、 里人 申 候 は 
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代々 の 和歌に も、 志賀唐 さきの 一 ッ 松と こそ は 詠 置れ 候へ、 叙 山の 一 ッ 松と 申 事 は 不承 及、 其 陰に 祝 

ひ 初し 社 なれば、 唐 崎の 宫に 極り 候と 申す、 又戮 山より は、 古例の 正 敷 事共、 具に 申達ければ、 里人 

申 候 は、 兼 平の 謠 にも、 さ  > -浪 ゃ志賀 から 崎の 一 ッ 松とう た ひ 候へば、 古来の 證 例に 候と 申ければ、 

防 州、 其の 謠の 次の 文句 は 如何にと 有ければ、 里人 襠と 行當 りながら、 七 社の 神輿の 御幸の 梢 成る ベ 

しと 申 上る、 防 州 聞 之て、 然れば 山 王の 影 向の 松に 相違な しとて、 敷 山の 勝に 成しと かや、 

〇 井上 河內守 百姓の 律義 を 賞す 

1 井上 河 內守正 利、 在 園の 節、 鷹 野に 出られけ る 時 鳥 を 合すと て、 畠の 中へ 被 入ければ、 其の 畠 主 見 

附、 以ての外 忿り、 散々 罵り 呵る、 正 利 打うな づき、 早々 畠より 道に 被 出、 其の 前に も 代官 小 林 某と 

云 者 用 有りて、 田の 中へ 這 入け る を、 百姓 共 申 候 は、 定て 御用に て は 可 有 候へ 共、 隨分苗 損じ 不申候 

様に、 早々 御 道へ 御 出 候へ と、 手 をつ き 申 候な り、 拉正 利の 皇へ這 入られし 節、 呵り候 百姓 を 近習の 

者 召 呼 申 聞せ 候 は、 唯今の は 殿様なる に、 其の 方 共の 過言 卒爾 千 萬な り、 畢竟 御前 を 見知 奉らざる 故 

なれば、 此の度 は 格刖、 以來を 可 嗜と申 渡せば、 彼の 者 申 様、 假令 殿様に も 致せ、 斯様に 狼藉に 田 や 

*B へ 御 這 入 被 成 候て は、 田地の 爲御 年貢の 障に 相 成 候へば、 小 林 様より 御 叱 を 蒙り 候 故、 向後 とても 

御 W 捨申 難しと 云 ふ を、 正 利 ほのかに 聞れ、 其の 分に 致 置 候へ と 被 申、 一 曰 遊興 有て 被歸 ける、 此の 

代官、 跡に て 承り 以ての外なる 事故、 右 百姓い か， >r 可 申 付 候 やと、 家老まで 伺 ひ 候處正 利の 云く、 彼 

の 者 は 律義に て、 代官 共の 申 付る 所 を、 偏に 大切に 存る 故な り、 總 じての 事、 最も 斯く 有た きものな 

り、 向後 共彌々 代官 共の 申 付る 事 を、 ー圖に 大切に 守り 候 様に 致すべし、 夫 こそ は 大慶 なれ、 不禮過 

言 を咎 るに 不 及と 被 申け る 程に、 正 利の 量、 誠に 凡慮の 及 はざる 所な りと 聞く 人感 之け る、 

〇 酒 井讃岐 守 若 狹人國 の 時 百姓 の 言 を聽く 

一 古老の 物語に、 酒井讃 岐守忠 勝、 若 狹拜領 にて 入國の 折から、 國 中巡撿 せられけ るに、 何とか 云 ふ 在 
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にて、 百姓に 向 ひ、 何、 ぞ望 あらば 申 候へ と 有け るに、 外の 望 は 無 御座 候、 日 はいつ も大 島山の 後へ 人 

候 様になされ 被 下 候へ、 是 のみ 奉 願 由 申 候へば、 忠勝 聞れ、 成程 心得た るぞ、 いつも 大 島山の 後へ 人 

様に してと らせんと 有け ると なり、 昔は是 程の 人 律義に て 何事 も國 主の 自由に 成る 事と おも ひける、 

草 其の 氣を忠 勝 さとりて 斯くは 被 申 候と ぞ、 此大 島山と 云 は、 若 狭の 城より 西北に 當る、 至て 長 日の 時 

此の 山の 後へ に 日 入る と 云々、 按 るに、 此の 百姓の 願 ひ、 實に 日の 事に は 有 まじ、 如何に 其の 時代の 

土民な りと も、 日月の 運行 を、 地頭の 心に 任す 事と は 思 ふま じ、 是は 其の 譬 にして 地頭の 政道 を 長 日 

の 日脚の 如く、 緩 かせに 願 置た る 心歟、 忠勝も 流石 此の 心 を 察知して、 一諾の 答 有しと 見えたり、 本 

文の 說は 如何、 

〇 松 平 伊豆守 大名 旗本の 說 

1 松 平 伊豆守 信 綱 方へ、 或 浪人 參り 不審し ける は、 諸 大名 衆の 義、 允 も 其の 家の 由 緖功を 以て 大祿を 賜 

ふと 云へ ども、 させる 勤 方 もな く、 一年 宛の 休息 有りて、 在 國の節 は、 心 儘に 募され、 參 勤に は 上使 

を 被 下、 又 交代の 砌は、 拜領物 被 仰 付 候、 御 丁寧 成る 御 あしら ひなり 又 御 旗本 衆は國 休み もな く、 常 

勤に て、 色々 の 御用 被 仰 付 候へ 共、 何も 格別の 御 あしら ひもな く、 祿は少 く、 誠に 旗本 衆に は、 御 太 

儀 成る 物に 候と 申す、 豆 州の 云く、 夫 故 誰し も、 大名に 成 度 思 ふなり、 大名と 申 は 御 陣の節 は、 一方 

の 備を被 仰 付、 又 御 治世に は、 諸方 御 普請 御手 傳を 始め、 色々 御用 相 勤る に仍 り、 斯様に 平 m 御馳走 被 成 

置 候な り、 假 令ば 腰刀の 如し、 腰刀 は 一 代に 一 度 入る 事 も あり、 斯様の 治世に は、 十 人 か 九 人 迄は大 

方 一生に 一 度 も 不用と 濟事 なり、 然れ 共隨分 吟味して、 至極 祕藏 し嗜 むな り、 又 小刀 は 日夜 重寳 すと 

いへ ども、 腰刀の 様に は 人々 不思、 大名 旗本の 差別 凡そ 此の 如しと 被 答け ると なり、 

〇 松 平 伊豆守の 頓智 

；秀忠 公 御 不例の 節、 伊豆守 信 綱 を 被 召、 何 角 御 噺の砌 被 仰 候 は、 御 庭に 有 之大石 共、 不殘御 とらせ 被 成 
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はき 庭に 被 成 度 思 召 候へ ども、 大 石の 事故、 取扱 ひ 自由 成 間 敷、 大 造に 被 思 召 旨 被 仰 候へば、 伊一 《i 守 

承り、 夫 こそい と 易き 御 事に 候、 一日の 間に、 はき 庭に 致させ 可 申と て、 其の 石の 根の 邊を 堀せ、 大 

石 共 を 悉く 其の 所/埋め、 土 を 平均 候へば、 忽ち はき 庭と 成け る、 公信 綱の 頓智 感じ 玉 ふと 云々、 

〇 本 多 佐 渡 守の 諫言 

一同 御代、 或 時 御 》 野に 御 出 被 遊け る-か、 今日は 畢竟 御 養生 旁の 出御 なれば、 上下 打 くつろぎ、 支度 等 

も 可 致、 夫が 則 御 慰に も 相 成 候 間、 何も 御前 を 不惲、 休息 候へ とて、 野に 慕 を 打ち、 上に も 御 辨當可 

被 召 上と、 御 小 性 衆 御提重 を持參 しける を、 本 多 佐 渡 守 見て、 是は御 慰の 御成に 用 ひらるべき 器に 非 

す、 斯様の 品に 花 美 を被盡 候て は、 御供の 末々 迄が 見習 候て、 侈の 端と 相 成 候、 天下の 政務 を 執らせら 

ろ  >, 御身に、 以ての外の 御 事な りと て、 彼の 提重を 取捨ら れけ るに、 公是を 尤もと 思 召け るに や、 聊 

御機嫌 不 損して、 御供の 內 に持參 せる こり 鈑を差 上との 上意に て、 則 夫 を 被 召 上け ると なり、 この 伎 

度 守 は、 世に 知處 の名將 にて、 或 時 正 信へ 被 仰し は、 天下の 治亂國 家の 盛衰、 萬の 存亡 苦樂 は、 いか 

成 所より 發るぞ 、工夫 仕 候 やと 御 尋ね ありし に、 年來 此の 事に 曰 夜 工夫 仕り、 且つ 見聞 仕る 事共、 其の 道 

理を書 上 候て、 則 一 帳 を 被 差 上、 公御覽 有て 尤も 御 賞翫被 成け る、 後に 此の 書 を 誰 人 敫題號 して、 本 

佐 錄と稱 し、 世上に も 間々 有 之 由、 

〇 松 平 伊豆守の 即智 

一 或 時 御 ii 野 先にて、 御擧の 雲雀 燒候樣 被 仰 出け る處 に、 火 餘り强 過 候て、 燒く 人の 手へ 火 を 吹懸、 彼 

是隙 取候內 に、 はや 御 膳 を 被 召 上と て、 急ぎ 候へ ども、 急に 燒け不 申 故、 御 老中 迄 も 手々 に 雲雀 を 串 

に 指し 持 居られけ る處 へ、 松 平 伊豆守 被參、 此の 體を 見て、 則 豆 州 も 雲雀 を燒れ ける が、 其の 串に 鍔 

を 入て 燒る 故、 手元へ 火 を 吹 懸けす、 外の 面々 は 夫より 前に 燒 かるれ 共、 未だ 燒す、 豆 州 は 早速 燒 

立て 被 指 上け る を 見て、 餘の 老中 方 被 申け る は、 平日の 勤 は、 豆 州に 迚も 不及、 斯様の 假 初の 事. たに 

  .  二三 


草  翁 


  二 四 

仕 負た ると 被 笑し となり、 

〇 松 平 伊豆守 法 華 僧侶 を 服せ しむ 

1 或 時、 何とか 云 ふ 出家、 公事 を 仕出し、 寺社 奉行へ、 度々 出れ ども、 濟 兼る 故に、 松 平 伊豆守の 許へ 

參り、 何と ぞ早々 濟候樣 にと 度々 賴來 る、 ある 時又參 りけ るに、 伊豆守 對 面して、 和 僧 は 何 宗に候 や 

と 尊 ねらる、 法華宗に 候と 答 ふ、 豆 州の 云く、 法華宗 は 佛に向 ひ、 念 怫を唱 候 や、 僧の 云く、 不然、 

題 EI を唱へ 候、 豆 州の 云く、 佛 法は釋 尊の はじめ 給 ふ 物 なれば、 諸宗 共に 念怫 にて、 可濟事 なれば、 

其の 如く 宗旨に 寄て は唱る 事も替 るな り、 天下の 事 も 其の 通りな り、 寺社 奉行へ 出て、 埒 明す とて 某 

方へ 被參 は、 法華宗に て 念 怫を唱 る樣成 物な りと 申されければ、 出家 も 得心して 其の後 は 豆 州へ 不參 

となり、 

〇 安藤 對馬守 酒 井 讃岐守 に 我が 子の 事 を賴む 

一安 藤 對馬守 重 信、 病中に、 酒 井 讃岐守 方へ 使者 を 以て、 病中に 候へ 共、 御 目に 懸り度 義有之 間、 乍 御 

太 俵 御 入來願 入の 由 口上な り、 此の 時忠勝 は、 未だ 十五 歳な り、 襞て 入魂の 筋 もなければ、 彼の 家 

にて は 何事 有 之 や、 もし 門 違 ひに て はなき かと 云へ ども、 さもな し、 忠勝 不思議に 思 はれ けれ 共、 招 

きに 應 じて、 對州 方へ 行れけ るに、 對州、 病中 故 一と 入 見 苦 敷 候へ 共、 居間へ 御 通り 有べ しとて、 I ^い 間 

に 於て 對面 有り 唯今 招請 申 事 別 俵に 非す、 某 事 年罷寄 殊に 病に か、 り、 餘命も 久し かる まじ、 某 残 後， 

に は、 愚息 事 偏に 頼 申 候な り、 此の 約束 を 申さん 爲に、 申入 候處、 早速 御 入 來悅入 候、 末々 迄 枠と 御 

入魂 を 頼 入 候 印に とて、 腰の物な ど 送られけ る、 其の 比 忠勝は 若年と 云 ひ 殊にた ど/、 敷 生れ 付 故、 

返 容も驗 々勝れざる に仍 り、 對 州病氣 見舞 ひに 被 患 居 一族の 輩 も、 對州 病惱に 侵れ、 あらぬ 事 を被賴 

よと き、 家中の 面々 も、 同じく 不 霧に 思 ひける に、 後年 讃岐守 世に 普き 名臣に 成られし 時に こそ、 

對 州の 明智、 凡盧の 及ぶ 所に あらす と、 始て 諸人 感じけ ると なり、 
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〇 由 井 正 雪叛の 事に より 酒 井 讃岐守 紀州家 へ 赴 く 

、慶 安の 頃、 正 雪と 云ふ賊 長、 紀州 大納言 賴宣 公の 密謀と 稱 して， 徒黨を 催し、 事 露. i の 上、 同類 悉： 

被捉嚴 刑に 處 せらる、 然れ 共、 黨類 所持す る 所の 刺 物、 賴宣 卿の 御 判 形に 無 紛に仍 り、 眞僞を 礼 さ 

度と て、 評定 區々 なる 處に、 酒 井 讃岐守 云く、 某紀州 家へ 行き、 寶否を 正し 候 半と なり、 列座の 面々 云 

く、 當時 第一の 御身に て、 大切の 場へ 御 出 候 事、 然るべ からす、 餘人を 可 被 遣と 各 被 申しに いや/, \ 

至て 大切の 事に 候へ は、 他に 讓 るべき に 非す とて、 则紀州 家へ 被參、 賴宣 卿へ 對面 有りて、 爾々 の 趣 

を 被 述賴宣 卿の 云く、 其の 判 形 持 參有之 候 やと、 讃州 云く、 是に 候と て、 ^被 差 出、 つくぐ 見 給 ひ 

成程 印形 は 無 相違、 但し 此の 印 色は黑 し、 某が 印 は 青し、 共の 證例を 見せ 申さん と 居 置れ たる 印形 共 

を 取 寄 見せら けれる に、 不殘印 色 青し、 忠勝見 届て、 此の上 は 何の 疑 ひ 候べき、 賊徒 等 御 判 形 はよ く 

寫取 候へ 共、 印 色 迄 は 心 付 ざり ける よと、 即座に 件の 判 形 共 を 引裂 捨られ けれ は、 頼宣卿 も大に 安堵 

の 色に 見えけ ると なり、 

ー說に は、 件の 判の 事 は、 松 平 伊豆守 信 綱 被 相 越と 有り、 由 井根 元 記 杯に も、 信 綱 參向有 けれ は、 

賴宣卿 判 物 を 見 玉 ひ、 天下 は 倍々 長久 成べ しと 宣へ は、 信 綱 唯 あっと 答へ て； r お出せられ ぬと 記す、 

兩說可 追考、 

〇 酒 井 修现大 夫の 寬量 

一 酒 井 修理 大夫忠 直 在國の 時、 折節 夏の ダ暮納 凉の爲 に、 近所へ 被 出け るか、 町家の 二階 窓より 足 を 出 

し 居る もの ある を、 修理 大夫見 付ら れ、 近習の 者 を 呼 ひ、 あの 二階の 窓より、 足 を 出し 21? 候 もの は 何 

者ぞ、 尊 候へ と 被 申 付に 仍り、 何れも 初めて 是を見 付、 早々 彼 家へ 立 越え、 御 目通りの 不禮 沙汰の 限 

なりと 叱 けれ は、 彼 者の 女房 出て 相伦 ける は、 右の 者 は 此の 家の 主人に て御虛 候が、 二階へ 上り 虱 を 

入 候と て、 不圖寢 入り、 御 通り を も 不奉存 、不禮 の 至り 奉 誤 候 餘り恐 入 候て、 是へ得 罷出不 申 候に 付、 
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私 御 斷申上 候、 此の上 まか 樣被 仰 付 候ても、 無 是非 候旨中 之に 仍り、 先づ 其の 趣 を 中 上べ し、 B 可 

様の 御沙汰 有らん も 難 計、 詹愼 i 様に 申 渡し、 早 籠 作の 耳へ、 其 段 相 達る 所、 歸械 I 候て ^ 

申出け る は、 彼 者 は 家 Q 主と 有れば、 震 Q 內に ぼ、 いか 様に も f 儘に する 雷乂 某が 通る 

を 知らば よも さはせ まじ、 知らぬ 事 は 是非 もな し、 某も當 所の 主 ゆ ゑ、 かやう に S ふ 儘 こ、 領分 を 巧- 

る、  其 心 は 同じ 事な りと て、 曾て 被咎 様子 はなし、 其 分に 相濟 ければ、 諸人 匠 作の 溫和を 難 有 かりし 

となり、 

古老 燭談 に、 右の 外數說 有と いへ ども、 武野 燭談幷 に、 餘錄に 載る 所の 說は、 悉く 愛 こ.^ n して、 珍 

說 ばかり を 右に のす る 者な り、  ^ 

〇 南都 寳藏院 弟子 鐘 仕 相の 事 

正 保 三 丙 戌年 三月、 南都より 寳藏院 弟子 中 村 市 右衛門と 申 者、、 江府へ 出て、 十文字 鎗を 指南す、 此段 

Be 上覧 可 被 遊と て 安藤 右京 進 松 平、 出 雲 守 等 蒙 仰て 中 村 を 右京 進 宅へ 呼 寄せ、 右の 趣 申 渡、 三月 二十 三日 

安藤 右京 進、 松 平 出 雲 守、 中 村 を 召 具して 出仕す、 午刻 御白 書院へ 出御、 掘 田 加 賀守を 以て、 被 5, おけ， つ 

は 其方 鐘の 義、 兼て 達 上聞 依 之 今日 上覽可 有無 遠慮 可 仕と なり、 中 村愼て 御請 申 上る、 asl 手 ま 誰 こ.^ 仰 

と 有け るに、 御 側 衆の 中より、 岡 田 淡路守 進出で、 是を 望む、 上意に は、 淡路 守が 鎗に てま、 手 こ 

は 不足なる べし、 然れ共 望の 上 は 立 合て 見るべし と 被 仰 付、 淡 路守則 袴 を帶に 挾み、 左の 肩 衣を脫 ぎ、 

鎗を とって 向 ふ、 中 村 は 手す きを 懸て、 十文字 を 以て 立 合 ふ、 相互に 御前に 蹲踞す、 其 席 こま 御 老中 を 

始、 各 きら 星の 如く、  尺の 地 もな く 列座す、 何れも 晴 ならす と 云 ふ 事な し、 其 時 堀 田加賀 守、 立 寄て 

勝負 可 仕 旨差圖 す、 仍て雙 方 立食け るに、 淡路 守が、 鎗尖 にして 中 村に ひらりと 當る 時に、 今一 t と 上 

意 有り 加賀守 是を傳 ふ、 則 叉立會 ふ、 今度 も 淡 路守中 村 を 突く、 愛に 於て 入御 各 平伏す、 此事を 世 こ 

資藏院 上 覽の鏡 を 負たり と 云 ひ傳る は、 非な り、 斯て 寶藏院 は、 南都に 於て 聞 之て 大に奴 5 り、 早々， 江ョ 
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へ 下り、 御前 鎗を願 ひ、 久々 逗留し けれ 共、 竟 に上覽 はなく、 其 後 寳藏院 を 被 召 出、 黃金吳 服 等 拜領被 

仰 付、 安藤 右京 進、 松 平 出 雲 守 を 以て、 御 暇 被 下 S しく 歸 りけ ると- ぞ、 

〇 高 島 左 近 赤 井 彌兵衛 喧嘩の 事 

正 保 三年 四月 八 nl、 本 所 筋 御成、 未 刻 還 御な り、 御供の 面々、 段々 引返る 處に、 小 從人赤 井 彌兵衛 儀、 供 

奉の 內 より、 病 氣差發 、漸 供奉 を 相 勤め、 右 相 濟と相 組に 先達 而、 早々 宿所に 歸 るに、 下人 も 間に合す、 唯一 

人歸る 所、 松 平 伊豆守 屋敷 近處 にて 跡より 御 小 性 高 島 左 近 馬に て立歸 ける が、 先 供の 者 共、 彌兵衛 が 一 

人 先へ 行 を、 御 直 衆と 云 ふ 事 は 不知、 先を拂 うて、 彌兵衛 を 突 倒す、 彌兵衛 怒て、 狼藉者 推參 なりと 咎 

む、 左 近 も、 彌兵衛 が 面 を 見知ら ざれば 大に 怒って、 あれ 切て 捨 よと 罵り けれ は、 若 黨共拔 連て 蒐る、 

彌兵衛 も拔 合て、 忽ち 一 人 を 切捨て、 一 人に 手 を 負す 働に、 左 近 馬より 飛 下り、 十文字の 鎗を 取て、 後 

より 撗 さまに 駒 寄へ 鎗 付たり、 赤井猶 ひるます、 鎗を切 折らん， とする を、 大勢 立懸 り、 竟に赤 井 を 切 殺 

す、 左 近 は、 先、 松 平 伊豆守 屋敷へ 入る 處に、 跡より 小從人 衆、 追々 引來 り、 斯と 見る より、 二十 人 計 

伊豆守の 玄關に 詰 かかり、 唯今 相 組 赤 井 彌兵衛 を 討て、 是へ駔 込た る 者 を 出さるべし とひし めく、 伊豆 

守 家人 立 出で、 未だ 伊豆守 退出 不仕 候、 唯今 是へ御 入 候 は、 御 小 性 高 島 左 近 殿に て 候、 に 奉 預上廣 上 

は、 各 御 歸可被 成 候 由 申に 仍て、 何れも 得心して 立歸 る、 尤も 銘々 が 姓名 を 記し 殘 置く、 斯て、 豆 州 は 

家来より 右の 爲知を 聞て 立歸 り、 先づ左 近に 對 面して、 様子 を尋 るに、 左 近 云、 拙者 通り 懸り候 先にて 

狼藉の 擧動を 仕り、 其 體、 供 を も 不具、 唯一 人に て 候 故、 陪臣 浪人の 類と 存じ 打捨 候よ し 申 之、 再び 登 

城して、 老臣 中 評定の 上、 上聞に 達する 處に、 左近義 は、 先づ 伊豆守に 被預、 追々 御 詮義被 可 遂由被 仰 

出、 其 夜 一 アバ 刻に 至て、 老中 退出す、 去れば 此左 近事 は、 奥方の 出頭 人、 壽林 比丘尼の 孫た る 故、 大奥に 

於て いろく 御 佗の 御 願 ひ あり、 然れ ども、 鬼 角に 御沙汰 もな きに 仍て、 素 心 尼、 於 梅の 方を始 として、 

重立 候 女中より、 さま-^\執しける程に、 上に も 1^ 々に 思 召、 處に、 同 九日、 小從 人頭 幷に組 中  一：^ ルし 
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て、 S: 訴訟 申 上け る は、 今度 高 島 左 近、 赤 井 彌兵衛 喧嘩の 事、 奥と 外様の 差別 有と いへ ども、 御家人に 

於て 替る義 なし、 若 陪臣の 例に 准 せらる 》 時 は、 頗る 小從 人の 輩、 本意 を 失ふ處 なりと 頻に相 願、 孰れ 

も 追て 御沙汰 有べ しとて、 右の 輩 を 差 返し、 此段 上聞に 達する 處に、 右 願 ひ 尤も 其理 あり、 左 近事、 幼 

少 より 御 近習に 召 仕れ、 不便に 思 召と いへ 共、 法に は替 がた し、 切腹 可 申 付 旨 を、 老臣へ 被 仰 付ける、 

〇 高 島 左 近 切腹に 付 島 田幽也 評判の 事 

同 十日、 阿部 豐後 守、 阿部 對馬 守に、 御 目 付 喜 多 見 久太郞 差 添、 伊豆守 宅に 向 ひ、 高 島 左 近へ 切腹の 義 

を 申 渡す、 左 近 謹で 釣 命 承る、 豐後 守、 對馬 守、 伊豆守 俱に、 左 近 幼年より 御 側に 在て、 朝夕 相馴 たる 

事 なれば、 各 落淚に 及ぶ、 其後兩 阿部 は歸 られ、 久太 郞は撿 使と して 殘り留 る、 扭左近 は 行水して 伊豆 

守 書院の 庭に 席 を 設け、 爱に 於て 潔く 自 135 す、 介錯 は 御徒 目 付 某な り、 左 近于時 十九 歲、 見聞の 人嘆惜 

せす と 云 ふ 事な し、 則 死 駭を乘 物に 入れ、 寺に 葬る、 此左 近と 板 倉 市 正と は、 御 小 性の 內 にても、 殊に 

器量 勝れ、 勇氣 有りて 賢々 しき 者 なれば、 . 御意に 協 ひ 出頭し ける、 常に 伊達 を 好み、 三尺 餘 Q 長劎を 指 

し、 徒 士若黨 の 男 振 を 撰み、 大道 狹 しと 振らせけ る 程に、 世人 奴 左 近と 異名す る 程の 伊達者 成しが、 無 

由 口論に て、 身 を 菜し ける こそ 薄情 けれ、 或 時、 老中、 島 田彈正 人道 幽 也に 逢て、 左 近事 不慮の 死殘念 

なる. S 嗱 有け るに、 幽也 答て、 渠が 行跡に て は、 此事 二三 年 も 未だ 遲し、 准 南 子に、 善く 游ぐ者 は 溺れ、 

善く 騎る者 は 落る、 各 其 好む 所に 依て 禍を なすと 云へ り、 されば、 川 立 は 川で て、 木 樵 は 木で 果る世 

說の 如く、 左 近が 如き 喧嘩に て果 ざらん や と 被 答し とぞ 、 

〇 長 曾根才 市の 事 

將軍 家の 毅 冶に、 長 曾极才 市と 云 ふ 者 あり、 東 照言 御 時、 大切なる 錠 溢の 御用^し に、 諸 銀 冶 其 仕形 を 

得， 合點不 致、 御請 申 者 無き 處に、 長 曾 根、 是を 工夫 を鷺 して 御請 仕り、 御 好みの 如く 調達し ければ 上 

覽の 上、 殊の外 御意に 叶 ひ、 才智なる 仕形な りと て、 其 名を才 一 と 被 下、 代々 の 御用 承る 所に、 常憲院 
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樣 御代、 御用 筋？ i 違 ひ 有り、 評定 所に 於て、 御 穿 儀の 上、 其 時の 才ー は 御 仕置と 成り、 其家斷 絶す、 此 

才 一が 持 候 錠 1  投は、 いかなる 者 も、 德 切る 事不 成、 尤も 相^ 致す 事 曾て 不成 なり、 

〇 柳 生但馬 守 猿 を 飼 ふ 事 

柳 生 促 馬 守、 猿 を ニ疋被 飼、 常に 打 太刀の 相手に して、 劍術 をせられ しに、 猿 共 至極 手練して、 未熟な 

る 弟子 は、 毎度 此 猿に 負し となり、 或 浪人 鎗を鍍 練して、 何卒 柳 生 氏に 立會 ひ、 試み 度 思 ひ、 緣を 求て 

御門 弟に 成 度 よしを 望む、 則對 面せられけ るに、 自分 鎗の事 を 申立て、 立 會を願 ふ、 但馬守 易き 事な が 

ら、 先 づ猿共 を 突て みられよ と 有し かば、 彼士聞 之、 いかに 柳 生 氏 なれば とて、 畜生 を 相手に と 有 は、 

以の 外な りと 思 ひながら、 是非な く 竹刀 を 持て 立 向 ふに、 猿 は、 竹 具足に 相 應の面 を 懸け、 小き しなへ 

を 持ち 立會 ける が、 猿 はっか ム、 と 鎗の柄 を 潜り、 つと 入て、 何の 造作 もな く、 件の 士を 打たり、 彼 者 

案に相違して、 今一 つと 望む に、 最ー つの 猿立替 りて、 迫 合け るが、 今度 も 又 猿に 負けぬ、 彼士 大に悲 

愧 して、 立ち 歸り四 五十 日晝夜 工夫 を 懲らし、 柳 生の 方へ 行き、 但 州に 對 面して、 今一度 猿に 立會 度と- 

願 ふ、 但州其 機 を 早く 察知して、 其方の 工夫 殊外 上り 候と 見えたり、 今度 は 猿 は 中々 叶 ふ. まじ、 乍 去 先 

つ 立會見 玉へ と、 猿 を 出されし に、 互に 向 ひて、 未だ 鎗も 出さ >  るに、 猿 大に鳴 さけび 逃しと なり、 夫 

より 彼 士伹馬 守の 門弟と 成て、 劍 術の 奥義 を傳 ふとな り、 

〇 大猷公 御 放鷹 石 谷 十 藏馬士 相撲の 事 

正 保ニ已 酉年 十月 二十 二日、 大猷公 御 放鷹の 爲、 麻布 邊へ 御成、 御物 數 十六 七 八御擧 なり、 然る 所に、 

白銀 臺を、 小 荷駄に 乘て 通る 者 あり、 上意に あの 者 切て 拾よ と 仰な り、 石 谷 十藏御 傍に 在け るが、 走り 

行て 彼の 男 を 馬より 取て 引落す、 彼 者、 こ は 理不盡 なりと て、 十藏 に組懸 る十藏 は討捨 よとの 仰 なれ 共 

成と 知らざる 慮外 なれば、 助ば やと 思 ひ、 捕て 投ん とすれ ども、 强カ にて 投られ す、 終に 相撲と なる 

十藏は 元来 相撲の 上手な り、 件の 男 も 品 川の 馬子に て、 相撲に 名 を 得し 者 なれば、 大渡小 渡、 ひねりす 

二 九 
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かし、 外搦內 がらみ、 種々 の 手を盡 しけれ ども， 互に 上手 なれば、 勝負 不分、 公方 様 は 御鷹 を 小 野久內 

に 御 渡 被 避、 御床 几に 腰を掛 させられ、 相撲 を 上覽遊 さる、 堀 田加賀 守、 內田信 濃 守 牧野 佐 渡 守、 久世 

大和 守 以下の 御 側 衆、 御前に 伺候す、 加賀 守の 云く、 十藏は 相撲の 上手に て 候に、 勝負 付ざる は、 渠も 

した、 か 者と 相 見え 候と 申 上る、 上意に、 十藏 容易く おも ひ、 今 はもて 极ひ 兼る と 見 ゆと、 御 笑 ひ 被 遊 

斯 て十藏 は內搦 にて、 頭 を 傾け 續け ざまに え ひ聲を 出し、 渐 にして 打倒し 引 伏る、 公方 様出來 したりと 

御 褒美 あり、 夫より 品 川 御殿へ 入御、 此所 にて 御 膳 を 被 召 上、 暮に 及び 還 御な り 同、 二十 一二 日 右の 石 谷 

十藏を 召れ、 御 褒美と して、 黄金 五 枚、 御 小袖 一 重 拜領、 愼で 頂戴す、 時に 堀 田加賀 守、 自分と して 重 

藏に 云て 曰、 昨 R 乘 打の 下 菔 を切捨 よとの 上意 を 承らば、 誰 とても 早速 誅 すべき 處に、 畢竟 辨も なき 下 

藤の 事な り、 御成と も 知らす、 乘 打して 通る を 切 殺す は、 不仁な りと 助た る 志、 尤も 御機嫌に 叶 ひ、 感 

し S 召る、 由、 挨 1^ せらる、 彼馬士 は、 閥源藏 とて、 力量 人に 勝れ- 無隱 相撲の 上手なる よし、 後日に 

聞え し、 

〇 星 野 勘 左衛門 和佐大 八の 事 

矢數の 事、 濫觴 は 淺岡平 兵 衛と云 ふ士、 慶長 十一 年洛の 三十 三 間 堂に 於て、 其 弓勢 を 試 初し より、 相續 

いて 是を勵 み、 試む 事に なりて、 晝夜矢 數と云 ふ事始 り、 其 道の 達者、 追々 に 先輩の 通 矢 を 射 越て、 是 

を總ー と號 す、 世の 諺に は、 弓の 天 下と 呼ぶ、 慶 長より 六十 餘年 を經 て、 寬 文の 頃、 吉 井助 之 丞、 長屋 

六左衛 門、 杉 山 三 右衛門、 高山 八 右衛門、 吉見臺 右衛門な ど、 其 世の 精兵、 互に 總ー をい どみ 諍 ふ、 爱に尾 

州の 家 士星野 勘左衛 門、 寬文ニ 年に、 六 千 六 百 餘の通 矢 を 射て 總ー をと る處 に、 同 八年紀 州の 家士、 葛 

西 園 右衛門と 云 ふ 者、 通り 矢 七 千餘を 以て 總ー を、 紀州 方へ 取 返す、 星 野 聞 之て、 此 度は國 元より は、 

八 千の 樣を染 させて 持參 し、 寬文九 年 五月 朔日、 暮 前より 射 かけ、 翌 二日 午刻 迄に、 通 矢 八 千 本 を 望の 

通り、 容易く 射 上ぬ、 猶も 射るべき 餘裕 有れ ども、 さの み 射 越 なれば、 後 B 他 士の望 を 失ぶべし、 然れ 
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ば 弓道の 衰微に 似たり と、 愛に 止まりぬ る こそ、 憲に 英雄の 志 なれ、 斯て星 野 は矢數 終て、 右の 届と し 

て、 京都 所 司 代 町奉行へ、 騎馬に て 勤 廻り、 其 馬 を 南 頭に 振 向て、 直ぐに 島 原の 遊里に 趣き、 夜と a- に 

妓婦に 戯れ 酒 を 酌む、 其 活氣宛 も 平日の 如し、 見聞 人 美談せ すと 云 ふ 事な し、 然してより 十餘 年の 間 は 

總 一尾 州の 方に 止り 有し を、 貞享の 頃に 至り、 紀 州家士 和佐大 八、 頻に是 を 望み、 稽古に 身 を 委ねて、 

竟に貞 享四年 四月 十六 曰、 晝夜矢 數を張 行し， 總矢 一 萬 三千 餘通、 矢 八 千 百 三十 一 二 筋の 榜を揚 ぐ、 

說に 曰、 此時大 八郞、 十八 九 歳、 未だ 角 前髮の 大兵に て、 力 衆人に 越て 强勢 なり、 然るに、 當 日の 射 

掛り矢 振り あしく、 通り 矢甚 少し、 斯ては 願望 空からん と、 各 堅 唾 を飮む 所に、 尾 州の 棧 敷に 星 野 

勘 左衛鬥 見物して 有しが、 倩 見て 思 ひける は、 あたら 若者、 何と. ぞ 願望 を遂 させ、 弓の 總 一 を 譲らば 

やと 思 ひ、 色 々工夫して、 大八を 招き、 左の 手 を 開かせ、 小刀 を 以て 掌內を 突破り、 血を留 させ、 其 

の 後 射させけ るに、 夫より 忽ち 拍子 直りて、 竟に八 千餘の 通り 矢と 成りぬ、 星 野が 工夫、 凡慮の 及ぶ 

處に 非す、 此星野 永く 世に あらば、 またく 總ーを 射べき に、 惜ぃ 哉、 夫より 程なく 星 野 世 を 去りぬ 

れば、 共 後 も 度々 大矢數 張 行の 人 は 有れ ども、 是を射 越す 程の 精兵な し、 其 比 迄 は、. 總ー 他家に はな 

く、 尾州紀 州の 御兩 家より、 互に 競. 諍 ひて、 是を取 返し、 叉 取 返され、 此勵 み專ら 成け るが、 大八以 

後 は、 共 沙汰 止て、 年久しく 成りぬ、 其 後柳澤 家、 權勢 熾ん 成し 頃、 右 家中 米 田 新 八、 (後に 伴內) 

と 云 者、 是を 望み、 數度大 矢數を 企し か 共、 竞に 本意 を 不遂、 明 和の 今に 至 迄、 曆數 八十 餘 年の 間、 

總 一 は紀 州の 御 家に 殘る、 此和 佐大八 は、 尤も 總 一 を 射たり とい へど も、 其 術 星 野と は 雲泥の 違 ひな 

り、 星 野 は 其態寬 優に 餘裕 、豁 引に は 良久 敷 熟睡して 銳氣を 養 ふ、 諸人 是を 見て、 斯ては 時 移り 

望 を 失む と、 各 取々 に 評する 處に、 起 上りて 射出す 所の 矢 勢、 疾風の 如く 其 矢 悉く、 闇み の 所を拔 て、 落 

矢 は 稀れ にも 無り しと かや、 斯 くして 本文の 如く、 午 時に 至る 程に 射 上け、 ると なん、 其 世の 翁の 語 

りし、 是 に反して、 和 佐が 矢に は、 振 込 多く、  i 是の 通り 矢 は 少な かりし と. ぞ、 是堂 見の 方へ、 賄賂す 
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ろ 故な りと 惡說 せり、 其 上、 末に 至る 程、 次第に 射 前 をに じり 出で 堂檐の 半ばに て、 射たり とて 其頃甚 評. 

判惡 しとな り、 寳も射 前 を 動 出る は、 通 矢の 差別 犬に 違 ふ 事 なれば、 惡 みける も理 りなり、 去に 仍て 

和 佐 以来 射 前に 證據 木と 號 して、 關貫を 入れ、 不作法 を 制止す、 

〇 越後 屋八郞 右衛門 成立の 事 

昔 は、 上方 三十 六 人の 御 代官より、 御 金納と て 飛脚 を 以て、 江戸へ 通る、 仍て 道中 人馬の 御 W 繁く、 驛 

々難義 たる を 見て、 出目の 某と 云 ふ 者、 此 人馬に 費 を 止め、 公 俵の 御 爲も宜 く、 亦 請負 居る 者 も、 潤 を 

得る 仕形 を 巧 出して、 六十 日 爲替と 云 事 を、 目論見、 公儀へ 願 ふ、 此 仕形 は 御 代官より、 上方に て 金子 

を 受取、 六十 nz 目に 江戸へ 納る 事な り、 尤も 六十 rnni の遲滯 有と いへ 共、 道中 人馬 費な く、 請負人 は 右 

rr 數の 間に、 遊び 金 を 廻し、 其 間の 利德 又た 夥し、 如斯 積て 願 ひしに、 公儀 御 評定の 間に、 願主 不幸に 

して 病死す、 續て相 願 ふ 者 もな く、 此願空 敷 一 曰ー 廢 れし處 に、 越後 屋八郞 右衛門と 云 者、 

此八郞 右衛門 事、 元は 勢 州 松 坂の 者に て、 幼年の 頃、 三 井三郞 右衛門と い. ふ 京 町人の 方へ 奉公に 出る 

一一： 郞 右衛門、 江戸 店へ 用事 有て、 自身 下りし 時、 彼 童 僕 を 召 つれし に、 幼年ながら 唯 者なら ざる を 

主人 倚 て、 是を 試さん が爲 に、 鳥 SI 覚. H 文 を、 渠に 渡して、 是を 以て、 汝が存 付の 商 をして 見よ と 

申 付る に、 童 僕 長て、 是を携 て、 不圖出 行て、 共 晩に 鳥目 貳貫文 を受、 主人の 前に 並べて 畏る、 主人 

の 云く、 何を售 りし や、 童 云く、 此程 御供して 通り 候つ る 日本 橋 は、 御當 地に て は、 殊更 繁昌の 所と 

存候 故、 今朝 被 下 候鳥 目に て、 柄 袋 引 はだ を 調へ、 彼 橋の 中央に て、 往来の 人に 商 候處、 如 此に賣 候 

よしを 申す、 主人 も 幼稚の 者の 働に は 過たり と 感心して、 鳥目 を渠に とらせて、 猶も心 を 付て 召 仕 ひ 

試る に、 商道尤 賢く、 拔群離 倫の 性質 なれば、 秘藏の 者に 思 ひ、 程なく 元服 させて、 一 店 向 を 勤 させけ 

るに、 其 器量 唯なら ぬに 仍り、 後に は 主人 も是を 恐て、 いやく 永く 召 仕 ひ、 番頭に も 取 立な ば 却 

て 害に もやな らん、 去れば とて、 功 有て 科な きもの を、 徒らに 暇と らせん も 如何な りと や 思 ひけん、 


銀 五十 貫目 を渠に とらせ、 年頃の 功 勞を稱 美し、 但し 思 ふ 子細 あれば、 三 ケ津に 其方 店 を 構る 事を禁 

止して、 暇 を 遣すな り、 此 元手 銀 を 以て、 在所 勢 州に 立歸 り、 相應の 渡世 を 工夫す べしと 申 渡す 、八 

郞 右衛門 拜 謝して 國に歸 る、 番頭 以下の 手代 共、 是を 見て、 是迄舊 功の 手代 共の 宿 入に も、 斯る銀 高 

を 賜 ふ 事な しと、 偏執す る もの 多し といへ 共、 是非な し、 斯 て八郞 右衛門 は 國に歸 つて、 右の 銀 子 を 

様々 に 調練して、 年月 を 重て 夥敷大 銀と なして、 時節 を待處 に、 主人 三郞 右衛門 死去の 由 を 聞 や 否や 

三 ケ津に 店 を 出す、 三 井 方より、 是を 咎めし に、 答て 云く、 舊 主より 三 ケ津の 事 を 被留候 節、 永々 と 

は 申されす、 去に 仍て、 證文 にも 永々 の 字 は 無 之 候 故、 舊主 一代の 內は、 急 度 相 守 候、 死去の 上 は 憚 

るに 不及 とて、 承引せ す、 旣に 出入に ならむ とせし が 其 節 和 融相調 ひ、 夫より 八郞 右衛門、 次第に 繁 

昌に隨 ひ、 後に は 三 井の 苗字 迄 も 譲る 樣に 親く 成しと ぞ、 

三 井三郞 右衛門と 云 町人の 手代 成し か、 此 願主に 少し 由緖 有ければ、 願 ひの 跡 を 起して、 再び 相 願 ふ 元 

來濟 居た る 願 故に、 早速 八郞 右衛門に 仰 付ら る、 是に仍 て駿河 町に 店 を 構へ、 亦 京都に も 店 を 持て 代官 

衆より、 上納の 金子 を 京都に て 請 取、 夫より 吳服 反物 を 仕込、 三度 飛脚に て、 江戸へ 下し 賣 上て 其 金 を 

以て、 御 役所へ 上納す、 如此 手法に て、 江戶に 於て 現金 掛直 なしと 云 事 を、 始め、 外々 吳服 店より、 格 

^下 直に 賣 出せば、 是迄 斯様の 店 はなし、 殊外珍 敷、 次第に 評判よ ろしく、 買 人 日に 增て 多く 集て、 山 

の 如くの 代呂物 も、 暫時に 賣 きれば、 段々 いやが 上に 荷物 を 下し、 手 廣く商 ふ 故、 六十 曰の 間に、 二三 

度 も 往来の 利 分 を 取り 上納、 聊不滯 ば 公儀 表の 首尾 も宜 く、 次第々々 に 分限 富裕の 身と 成る、 因 玆三ケ 

津は 申す に不 及、 諸國 城下々々 賑 しき 所に は、 出店 を不 5!^ と 云 ふ 事な し、 吳服 物に 限らす、 萬 物 を 商 ふ 

當時此 子孫 代々 相續 して、 主人 三郞 右衛門が 苗字 を曬 ひ、 三ッ 井と 稱し、 又 趑後屋 と 云、 兄弟の 家、 六 

ッに 分れ、 諸國の 出店 誰渠. か 持 分と いふ 事な く、 六 人か總 持に して、 損德 共に 六ッ 割にして、 一已の 商 

にせす、 仍て 過分の 利潤 もな く、 又 家の 清る. - 程の 損 もな し、 手代 も いづれ の 支配と いふ 事な く、 、江戸 
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にて は 六 人の 番頭 有りて、 駿河町 は 申す に不 及、 所々 の 店 を 支 IS し、 一向 日々 の 商に は 不拘、 月に 六 

度 會合を 究め 置て、 會 所へ 重立 候 者 共 集り、 諸 店 商の 事 を 評議す、 京都 六 人の 主人 は、 一 ケ年 何程と 分 

量 を 究め、 日用 幷に臺 所の 贿相 渡す、 是れ より 餘慶 渡す 事 を竪く 禁止す、 仍て日 一 那分六 人の 者 共 も、 萬 心 

に 任せす、 手代 共同 様に、 幼少より 店へ 出 でられ、 商 を 見習 ひ 勤めて 聊 華奢 をな す事不 叶、 若し 其 法 を 

破る もの は、 たちまち 押 込 隱居を させて、 六 人の 名前 を 除く、 此六ッ の 名前 は、 八郞 右衛門と 云 を始と 

して、 各 役名の 如く、 八郞 右衛門 隱居 或は 死 失すれば、 次 座八郞 兵衛、 三郞助 等より、 八郞 右衛門に 成 

り、 段々 跡 もくり 上て、 名 を 改め、 假令續 き は 遠く 成ても、 當 時の 八郞 右衛門 を總領 とし、 二 男 三 ER と 

格 を 定めて、 篤く 因む 事、 誠に 兄弟の 如し、 主人 分の 家より、 替るく 勤 之、 町家たり といへ 共、 視矩 

正しき 家風 故、 當 時に 至て、 聊も 衰廢の 色な し、 

因に 曰、 近世 大ィ 丸と 稱 する 者 有り、 其 濫觴 は、 伏 見 京 町 四 丁目、 大文字 屋彥 右衛門と 云 ふ 小 商人 古 

手 類 を 商 ひて、 常に 洛に、 往來 する 路傍 一 の 橋に ある 瀧 尾の 社に、 ぬ かづいて、 我 千 人の 頭と ならば 

宮居 を 修補し、 祭祀 を悃 にせん と 祈誓す、 頃は享 保の 中頃、 尾 陽の 黃門 君、 華奢 風流 を 好 玉 ひ、 名 古 

屋の 町に、 遊廓 芝居 等 を 構ら れ、 木 曾 山 材木の 上品 を 以て、 費 を 厭 はす、 是を營 み、 上み 方より あら 

ゆる 妓女 役者の 類 を 抱 集め、 其 壯觀宛 も 三 ケ津の 繁榮も 超たり、 御自身 は 綾羅 錦繍 の、 え も 云 はれぬ 

麗しき 廣 袖に、 ^瑁の 笠 を 召れ、 牛に 鞍して 常に 遊行し 玉 ふ、 斯る 繁昌 を聞傳 へ、 他 邦の 商人、 吾 も 

/、と 此 地へ 入 込む 者 少なから す、 大彥、 時 を 得たり と、 僅に 拾贳 目の 元手 を 以て、 色々 の 良策 を 

廻らす、 先づ尾 陽へ 越ん と 欲する の 初め、 京都 ニ條 通の 藥店、 井筒屋 九 兵 淸と云 ふ 富裕の 者、 尾 州に 

店 有て、 常に 荷物 を運途 す、 其衛府 に、 丸の 內に大 の 字の 有る を 所望して 云く 予も彼 地に 店 を 構ん と 

欲す、 恨ら く は 身 不肖 なれば、 道中に 於て、 我 を 不知、 庶幾 は 足下の 衛府を 我等に 借せ、 夫 を 以て 諸 

運送 滯 なから しめん、 井九諾 して、 衛府を 借す、 自是、 萬 物に 丸の 內大の 字 を 用 ふ、 先 づ萌黃 地に 丸 
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大文字の、 大風呂敷 を 夥しく 仕込、 江 府の諸 商人へ 知る ベ を 求て、 悉く 配當 す、 能き 風呂敷 なれば、 

是を 得た る 者、 幸に して、 我 商 物を此 風呂敷に 包て、 彼 地の 竪橫を 徘徊す、 是迄斯 る萌黃 地の 大風 HI 

敷 は、 見馴 ざれば、 江 府中に 目立て、 自ら 丸 大を彼 地に て 見知る 樣に 成れり、 是寬大 の 謀な り、 而し 

て先づ 名古屋 にて、 始て大 丸 屋と稱 する 新 店 を 構へ、 諸 色 下 直に 賣 出し、 商の 調法、 又 三 井 共 風俗 替 

りて、 諸人の 請 宜し、 日に 增て店 繁昌す、 愛に 於て、 自分 は 京都に 居 をし つら ひ、 江 都に、 始めて 店 

を設 るに、 兼て 風呂敷に、 目覺 有る 大丸屋 なれば、 古来. より 仕 似せた る 店の 如く、 江戸 中に て 彼 風呂 

敷 を、 蒔 散し せ 置 ぬれば、 最初より、 手の 廣 かる 事、 餘 店に 超え、 萬 人爱に 群り 競 ふ、 大阪 にて は、 

松屋と いふ 潰れ 店 を 買得して、 其 儘 松屋の 家名 を 用 ひて 商 之、 三ケ津 名古屋 に、 須臾の 間に、 其 名 を 

發し、 一 の 橋 瀧 尾 社 を 結構に 造 立し、 彥 右衛門 剃髮 して、 正 啓と 號す、 右に 記す る 如く、 元來 僅なる 

商 夫な から、 性質 學問を 好み、 學才群 を 出で、 か. -る 繁多の 中に も、 常に 書籍 を 友と す、 此 故に 商 道 

に 行 ふ 策、 一 つと して 僞謀 なし、 悉く 遠く 計た る 正 策な り、 譬ば新 店の 事 なれば、 第一 人 を 得ん 事 を 

耍 として、 毎年 向寒の 節、 金子 貳百兩 分の 古布 子 を 持へ、 手代に 爲 持て、 京都の 端々 へ 廻し、 困窮者 

の 一 衣 を 求め 兼る 者へ、 是を あた ふ、 窮人 悅び拜 みて、 其 施主の 名を尋 るに 不答、 年々 如此 する 故に 

自然と 普く 人知り て、 是大 丸の 施行 やと 後に ぞ 沙汰し ける とか や、 是慈 のみに 非す、 人 を 得る の 謀な り 

此 慈に 懐きて、 大丸を 慕 ひ、 銘々 が 子供 を、 我 一と 彼 一家に 仕へ させむ 事 を 願 ふ、 其 他も是 に准じて 

可 知、 然るに 家名 を 京都に て は 大文字 屋、 江戸 名 古 屋は大 丸 や、 大阪に 於て は、 松屋と 所 毎に 替事不 

まなり、 是も正 啓が 方寸の 中に 其 所以 可 有事 敷、 爱に 商家の 者の 小 功 を 記す る 事、 其餘の 連綿に 不對 

揚に 似たり と雖、 其 功の 成す 所 は 一 なり、 凡亂 世に 渠を 出しな ば、 究て 夫々 の 功業 を 立ん、 治世に は 

功 を 立る に 品な し、 武門に 於て は、 漸く 主人に 出頭して、 知行 を 取 上る 迄な り、 結句 商家の 者 は、 銘 


々が f 雨と して、 思 ふ 儘に 震し、 天下に はびこる 業 も 出来るな り、 治世の 11 な fl^fg 

養^ 靡け て 降す 所 策な り、 籠に、 室僞の 一二つ 有て、 I 樣々 成るな り、 畢竟 せハ事 

よ、 i しくして、 其 成す 所 は、 兵 道に 異ならす、 仍て爱 に揚る 者な り 
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翁 草 卷之三 

〇 富士山 燒の事 

寳永四 丁亥 年 十 一 月 1 一十 日頃より、， 江 府中 fK 氣 曇り、 寒氣甚 敷、 朦朧たるに、 同 二十 三日 午の 刻 時分、 、 

づく ともなく 震動し、 雷鳴 頻 にて、 西より 南へ 墨 を 塗た る 如き 黑雲 たなびき、 雲間より 夕陽 多り て、 物 

すさまじき 氣 色なる が、 程なく 黑雲 一 面に なり、 闇夜の 如く、 晝八ッ 時より 鼠色なる 灰 を 降らす、 H 府 

の 諸人 魂 を 消て 惑ふ處 に、 老人の 申け る は、 此の 三十 八 九 年 以前、 斯様の 事 あり、 是は定 て IL ロ州淺 の 

燒る 灰な らんと 云、 仍て 諸人 少しく 心 を 直しけ るに、 段 々晩景」 至り、 夜に 入に 隨て、 彌 々強く 降し き 

り 後に は 黑き大 夕立の 如く 降來 て、 終夜 震動し、 戶 障子 杯 も 響き 裂け、 恐し さ譬 へん 方な し、 總て晝 

/ リ 過より、 空 くらき 事 夜の 如し、 物の 相 色 も 見えねば、 悉く 家に 燈を とほし、 往来 も 絡て、 適々 通行 

の 人： S 此の 砂に 觸れて 目 くるめき、 怪我 杯 もせし も 有と かや、 諸人 何の 所以 を 不知、 是 なん 世の 減る 

にやと、 女 童 は 泣 さけぶ 處に、 翌日 富士山 燒候 よし 注進 有て こそ、 拉は 其の 砂 を 吹 出して、 如此 ならん 

と 始てス 、も 地 付たり ける、 砂 降 積る 事 凡 七 八寸、 所に 寄り 一尺 餘も 積り しと ぞ、 事 終て 砂 を 掃除す ると 

雖も、 板屋 杯 は、 七 八 年 過 候 後 迄 も、 風 立 候 折に は、 砂 を 屋根より 吹 落し • 難義 いたしけ る 由、 亦 翌ヨょ 

り に 至り、 感胃 咳嗽 一 般に はやり、 家々 一 人も洩 さす 是に惱 さる、 其の 節 狂歌に、 

是ゃ この 行 も 歸るも 風 ひきてし る もしらぬ も 大方 ま 咳、 

前代未聞の 事共な り、 右の 事富士 郡より 注進の 趣、 

昨 二十 二 ョ 晝八ッ 時より、 今 二十 三日 迄の 間、 地震 間もなく、 三十 度 程 ゆり、 民家 夥敷清 申 候、 ^二 

十三 日 晝四ッ 時より 富士山 夥敷嗚 り 出で、 富士郡 一面に 響 渡り、 男女 絕入者 多 候-へ 共、 死人 は 無 御座 

1 一一 七 
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候、 然處に 山上より 煙 夥敷卷 出し、 山 大地 共に 鳴 渡り、 富 士郡中 一面に 烟渦卷 候 故、 いか 様の 譯共不 

相 知、 人々 十 方 を 失 S 能お 候、 晝の內 は 煙 計 相 見え 候處、 夜に 人 候 得 者、 一遍の 火炎に 相 成 候、 共 以後 

いか 様に 成 候 哉、 不 奉存、 先 右 燒出候 節、 不取 敢爲御 注進 罷越候 故、 委細の 義は、 跡より 追々 可 申 上 

由、 

右 注進の 後、 彌々 火氣 熾に 成り、 土砂 石 礫 を 吹 飛し、 近國 二十 里 四方へ 砂 石 を 降せ 申 候、 伊豆 相 模駿河 

は 所に 寄て、 二 丈 餘も降 積り、 堂 社 民屋も 埋れ、 勿論 田 畠の 荒夥 敷、 日 を經て 稍く 燒け鎭 ぬ、 其 土砂 を 

吹 出せし 所、 穴の 口に 犬なる 山 を 生す、 世俗 呼て 寳永 山と 號す、 本 海道の 方より 眺 れぱ、 右 流の 半 腹に 

かの 塊り 山 出來て 瘤の 如し、 さばかり 三 國無雙 の 名山に、 此時少 き瑾の 出来し こそ 恨み なれ、 

〇 京洛 火 幷禁裘 炎上の 事 

百 十四 代 東山院 御宇、 寳永五 戊 子年 三月 八日 午の 刻に、 京都 油 小路 通三條 上る 町 西側 北より ニ萌目 伊 

勢 屋市兵 衛と申 者の 方より 出火、 折節 坤風强 く、 須臾の 間に 及の 方へ 燒漫 り、 禁裏 院中、 共 外 御所々、 

一 時に 猛火 を 吹か くれば、 所 司 代 松平紀 守 以下、 主上 上皇 を 守護し 奉りて、 下 鴨へ 臨幸な し 奉る 處には 

や 下 鴨 河 合 社に 飛火して、 社家 町 も 同時に 燃 上れば 又、 俄に 鳳载 をうな がし、 上 加 茂へ 移らせ 玉 ふ、 前代 未 

聞の 事共な り 夫より 風替り 北風と なり、 寺 町の 弓手 馬 手 を また 南の 方へ 燒 1^、 り翌九 n 申の 下 刻に 燒留 る、 

鎭火 後、 近衛 殿の 亭、 假の 御所と 成る、 攝 家の 內 近衛 殿 類燒を 免れ 玉 ふ 故に 斯の 如し、 昔よ い， 御所 變 

有る 時は攝 家の 館へ 臨幸の 舊式 なり 攝 家に^ 殿 ある は 此の 謂と ぞ、 

上皇 割 (靈帝 元) は 院附の 武家 前後 して、 大怫 妙法 院御 門跡の 御 本坊へ 臨幸 成る、 此 道中 長 餘な 

れば、 常に 乎 さる 駕輿了 共、 亦鸞 を：： ォ煩ふ を 見て、 誕園 町の 者 共 願うて 界 奉る、 時 今 陽春に て 和 暖整ひ 

や、， を 催せば、 上に 共に 渴の色 あり、 故に 供奉の 內 より 淨水を 出せと 呼 はれば、 家より 隨分淸 き 桶に 

冷水 を湛 出しけ ろ を、 下様の 者 は 掬す ろ 共、 上々 へ は 召 上ろ 事な し、 其 御 様子み 見 奉りて、 或 家より 签 
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に 淨水を 汲んで 捧る處 に、 早速 上へ も 召れ ける となん、 是を思 ふに、 桶は淸 しと- 雖も、 據に觸 る 事 も あ 

り、 签は 他事に 不用 物 なれば、 汚 無と 心付ける 頓智の 程 を 傍人 感じけ り、 扨 御 本坊に 入せ 玉へば、 御門 

主迎 奉らせ 玉 ひ、 折抦御 庭の 白 牡丹の や、 綻び か、 れば、 一 枝 折らせ 玉 ひ、 1^ 覽に備 へ 玉へば、 あやな 

く. B 感 有て、 牡丹の 御噺 しのみ にて 回祿の 御沙汰 は 一向な く、 天氣 殊更に 常の 如く 穩 なりし とか や、 

其 外 御所々 へ も 主上 仙 院と御 一 緒に 行幸な りし や、 寳永五 年より 今 安永 元年 迄 六十 五 年 を經れ ば、 

此 時の 巨細 を覺 えたる 人な し、 適々 老翁 有ても 鼋 年の 人故尋 るに 分明なら す、 唯 云 傳へ殘 れるを 十 

が 一 爱に抬 ふ、 委に 至て は 後人 是を 正せ、 

竪町燒 亡の 分  ， 

北 は 丸太 町 上る 東側 南は姊 小路 下る 町 

北 は 下立賣 下る 町 南 六角 通 


油 小路 通 

西洞院 

新 町 通 

室町 通 

烏 丸 通 

東 洞院通 

高 倉 通 

柳 馬場 通 

白山 通 

寺 町 通 

河原 町 通 

中筋燒 亡の 分 


北 は 下 長者 町 下る 南 は 蛸 藥師通 迄 

北 は 上長 者 町 南 蛸藥師 下る 町 迄 

北 は 上長 者 町 南 は 錦 小路 上る 町 迄 

北 は 御 築地の 內南錦 小路 下る 町 迄 

北 は 右に 同 南 錦 小路 下る 町 迄 

右に 同 

右に 同 

北 は 今 出 川 一 一丁 上る 本 滿寺前 南 は 錦 小路 下る 町 迄 

北 は 荒神 口 南 は 一 一條 下る 町 迄  土手 町 通 


バハ通 

釜 座 通 

衣棚 通 

兩替町 通 

車屋 町 

間 之 町 通 

^町 通 

富 小路 通 

御幸 町 通 


北 は 下立賣 下る 町 南 は 六角 通 

北 は 下立賫 下る 町 南 は 三 條行當 迄 

北 は 下 長者 町 南 は 三 條行當 迄 

北 は 丸太 町 行 當り南 は 三 條行當 迄 

北 は 出水 行當 南は姊 小路 行當迄 

北 は 右に 同 南は姊 小路 行當 

北 南 右に 同 

右に 同 

右に 同 

北 は 荒神 口 南 不殘 

111 九 
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塔の 段の 內 五町 寺 町 新地 幷立本 寺 後 升形 不殘 

元 眞如堂 突 拔西は 御 築地の 內東は 寺 町 新地 

上長 者 町 通 西 は 室町 東へ 人 町 東 は 御 築地の 內 

下 長者 町 通 西 は 新 町 東 は 御 築地 迄 

出水 通 西 は 新 町 西 へ 人 東 は 御 築地の 內 

椹 木通 西 は 油 小路 東 は 河原 町 

竹 屋町通 西 東 同 

1 ー倏通 西 は 右に 同 東 は 河原 町 東 へ 入 町 

御池 通 西 は 油 小路 西 へ 入 町 東 は 寺 町 

三條通 西 は 東 右に 同 

蛸 藥師通 西 は 新 町 東 は 寺 町 

凡 南北 二 +餘町 東西 十 一 町餘 

1 禁裏 ：？= 洞 春宫 御所 中宮 御所 女院 御所 

一 下 鴨の 內河 合社幷 社家 大方 燒 

一町 數 四百 十七 町 ^數 一 萬 三百 五十一 軒 

寺數 四十 八ケ寺 道場 三十 五ケ 寺 社數 三十 六社內 大社 之 分 中 御靈、 下 御靈、 幸 神、 神明、 御所 

八幡、 

1 大名屋敷 二十 一軒 

紀州 水戶  相 馬 圖 書  上 杉 民 部大輔  木 下 右衛門 太夫  佐 竹 源次郞 

松 平 隱岐守  松 平 薩摩守  細 川 越 中 守  戶田釆 女 正  津輕越 中 守 


今 出 川 通 寺 町より 西へ 一 一町 

石 藥師通 西 東 右に 同 

中 長者 町 西 は 新 町 東へ 人 半 町 東 は 

下 立賣通 西 東 右に 同 

丸太 町 通 西 は 油 小路 西へ 人 東 は 河原 町 

夷川 通 西 東： S 

押 小路 通 西 は 烏 丸 東 は 寺 町 

姊 小路 通 西 は 東 右に ！§: 

六角 通 西 は 西 洞院西 へ 入 町 東 は 寺 町 

錦 小路 通 西 は 東 洞 院東は 寺 町 . 

大准后 御所 公家 衆 九十 五軒 


翁 一 


草 一 


長 門 守 土 井 周 防 守 井伊 掃 部 頭 朽木監 物  f  TS 

石 川 主 i 松 平 豐後 守 小 笠 原 右近 將監 加藤 謹 守 

1 禁裏 御 普請 御手 傳被仰 付 面々 

Jft?: 一十 萬 石) 安藤 長 門 守 (六 萬 五千石) 本 田 能 華 (十二 萬 石) 有 馬 裏 頭 (二十 二 碧) 

*=.TVf%5 守 (三 萬パ千 石) 

1 請續行 章 肥 後守(1  一士 二 萬 石) 御名 代 上京 秋 元 但馬 守 (長石) 

御 普請 奉行 武田丹 波 守 获原近 江 守 御作 事 方  柳澤八 郞右衛 1 に 被 仰 付 

此節 京都 諸 司 代 松 平 紀伊守 (五 萬 石) 町奉行 安藤 駿河守 中 根 攝津守 

〇 鋼 吉公薨 御の 事  あ もき ど 

已？ 正月 十日、 將軍 綱吉公 攀、 即日 被 仰 出 趣、 公 方樣 御 麻疹 段々 御 快、 昨 九 HSIS 

成 1 候 UJ、 昨夜より 俄に 御壽、 御 f 被 雲、 唯今 迄の 通、 大響樣 へ、 御 奉公 可 仕 2 曰、 I 言 

の 由 老中 大久保 加 賀守被 申 渡 候、  1^  • 

或 老翁 云、 綱吉公 (常 憲院 殿) 始は 文武 を宗 とし 玉 ひ、 さし も 良 君の 聞え 普ね かりし に、 中頃より 女色 を. 

愛で. 玉し 聊御 政事 等閑 あるに 似たり、 御 出頭の 面々 多き 中に、 柳澤 彌太郞 は、 僅 百 五十 のト士 なる 

力 至て 御 旨に 協 はれ 御大 名に 御 取 立 有て、 出 羽 守 保 明と 號し、 武州河 越 望と して、 八 碧 を 給 ふ、 

御 御用 人の 隨 一な りしが、 次第に 登庸して、 忪平姓 を ゆるされ、 御 諱字を 賜 ひ、 甲 州 一圓 十五 萬石拜 

領 にて、 從四位 少將松 平 美 濃守吉 保と 改名し、 其 職 老中の 上に 立て 大老に 比し、 威權 天下に 震 ふ、 又 一 

僭 あり 是を 御歸依 甚く、 護持 院と 云る 新 寺 を 御 建立 有て、 彼 僧 を 置かし む、 是义大 に 威 を 振 ふ、 渠が勸 

上 奉る に仍 て、 豪 御 憐の事 を 被 仰 出、 就中 戌の 御 年 故 犬 を 御慶 有て、 多く 被 集、 § 奔走靈 耳目 


1  ^ 
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を 驚す、 此 故に 世上に 於ても 犬 を 大切に 致し，， 犬 は 勿論す ベて 生類 を 過つ 者 は、 忽 死刑に 處 せられ、 其 

國風北 條の末 相 摸 人道の 所行に 似たり、 萬 人 眉を顰 む、 此事は 色々 の密記 有て、 夫々 委く錄 すれば 爰に 

略す、 實 にも 遠く は 唐の 玄宗、 近く は 相 摸 人道 宗鑑の 風俗に 彷彿た るが、 爱に又 御 伦界の 事に 就て、 秘 

說 あり、 其 所以 は、 御 養 君 家宣公 (文 昭院 殿) を 被廢、 松 平 美 濃 守に 百 萬 石 を 被 下、 幼君 輔佐の 事 を 被 任 

御 催し 御 決定 有て、 旣に表 向 御 披露 あらんと す、 御 臺所是 々聞 召、 是 天下の 大事な りと て、 密に 井伊 掃 

部 頭 を 被 召、 御 密談の 上、 御用 人橫瀨 何某 を 潜に 召され、 大切の 御用 有り、 其方 同役 何某 は 筆頭 なれば 

此 御用 を 申 付 度. 物ながら、 老人の 事な り、 老人に ては此 御用 は 勤る ベから す、 此 故に 汝に 是を附 す、 汝 

一命に 懸て可 勤 哉との 仰な り、 橫！ i 謹で 御請 申 上る、 其 時 密事 を 被 仰 含、 拉 定例 御對 面の 事 は、 御案內 

も 有事 成る に、 其 儀な く 其 夜 不意に、 公の 御座所へ 成らせら る、 折抦 公の 御 側に は、 御 幼君 御座して、 

御遊 興の 所へ、 圔らす も 御臺所 入らせ 玉 ふ を御覽 じて、 公 驚かせ 玉 ひ、 こ は 如何して 來り玉 ふと 上意 あ 

り、 其 時 御臺所 威儀 を 正させ 玉 ひ 御 側の 人を拂 はせられ、 宣 ひける は 唯今 參る 事、 餘の義 にも 候 はす、 

家宣 公と 御 不和の 嗱事、 世に 噂 喧しく おはし まし 候、 家宣 公に 於て、 いさ、 か 御 不孝の 事な し、 是には 

御 側近き 者 共の さかし らも ある 事に 候、 是と申 も 御 幼君 出来させ 玉 ふ 故に、 御 父子の 御中 も 疎く 成らせ 

らる 様に 聞え 候、 是 一 天 下の 歎き、 御 一 大事 此上 もな く 候へば、 家宜 公と 御隔 なく、 御した しみ を 偏 

に 願 ひ 候、 幼君の 事に 付、 自らの 嫉 より 御諫に 事寄せ、 斯く 申な ど、 思 召 候 半歟、 左様の 心 は 露い さ、 

か あらす、 唯 天下の 御 爲を思 ふの 一筋に 候と、 かきくどかせ 玉ふ處 に、 公 御 氣色替 らせ玉 ひ、 其 事 は 女 

儀の いろ ひ 玉 ふ 事に あらす と 仰ら れ、 一向に 御 許容な きを. 御覽 じて、 翁て 期せられ し 事 なれば、 それ 橫 

瀬と 御聲 か、 ると 等しく、 橫瀨 如何して 紛入 けん、 御座 近く 忍び 居たり しが 飛 出御 幼君の 何 心なく、 遊 

び 居 玉 ふ を 引 抱き 奉りて、 一 さんに 驗 出す、 公太く 忿り玉 ひ、 己れ 狼藉者と、 御 佩刀 を 取せ 玉ふ處 を、 

御臺所 抱き 留 させ 玉 ひ、 御 懷劍を I- て 公に 觸れ 玉へば、 御念 カ徹て 即座に 甍御 御臺所 も 御 懷劍を 取 直さ 


せ 玉 ひ、 直に 薨 御と 云々 V 斯 て橫瀨 は、 幼君 を 抱 取 奉て、 御 丸の 內を拔 出で、 馬に 飛乘 り、 一 さんに 井 

伊の 屋敷へ 駄 着き、 門 を 荒ら かにた、 く、 掃 部 頭 待 設られ し 事 なれば、 早速 門 を 開かせ、 橫瀨を 請 じ 入 

れ、 無比 類 働 を 賞美し、 幼君 を 被 請 取、 嗚呼 此御臺 所の 御 事、 本朝 烈女の 最 一共 云べき か、 近世 11 川忠 

輿の 妻室 は、 明智 光秀が 娘に て、 慶長五 年 大阪に 於て、 生害の 始末、 能く 事 整 ひて 其 功 高し、 され 共是 

は 亡親の 汚名 を 雪がん との 赤心、 武門に 生れて は、 女子たり 共斯 あるべし、 殊に 干戈の 動く 代 なれば、 

人の 心 もさ も ありなん、 此御臺 所 は、 攝關の 深窓に 長なら せ 給 ひて、 久敷 治まれる 御代に、^ る御擧 動、 

事々 物々 道に 協 ひ、 廣大の 至 功 この 上な かるべし、 惜ぃ哉 烈女 傳に あけん とすれば、 事に さはり 有て 記 

しがた き 事 を、 

右 は 或 人の 秘 庫に 此記 ありと て、 其 人の 語れる を、 恐れ を不 顧、 潜に 愛に 著す、 猶も委 に 至て は、 記 

錄を 見す ベ しとの 約 ありし に、 其 人 もはや 世 を 去 ぬればい たづら に 止ぬ 

私に 曰、 此說の 如き 御臺 所の 御 諫諷を 誰か 斯様に 詳に承 給て； しける にや、 是は前 條に述 る 如く、 

其 事 を 奉 察て 書る 成べ し、 實 にも 其 頃の 危き事 は、 愛に 記す 通 違 ひなかり し 由 なれば、 思 召 詰られ 

ての 事な らん、 然れば 本文に 書る 所 も、 あたらす と 云へ ども 遠から ざるべし、 

一 出仕 之覺 

十六 日 萬 石 以上 高 家 衆 奏者 番衆 十七 日 詰 衆 諸 番頭 諸 物 頭 

十八 日 御 家門 方  十九 日 諸 役人 寄 合 衆 

翁 一 1 一十 日 萬 石 以上 

右の 通爲伺 御機嫌 登城 可 有 之 由 

一 一 御 出 稍 御供の 面々 K 斗 目 長上 下 可 爲着事 

t_ 但し 熨キ目 は 無地 にても 脇 明 にても 上下 も 無地 小紋 可爲 勝手 事 
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一 落髮の 面々 も 御 葬 禮の節 慰 斗 目 長上 下 可 爲着事 

一 御 出 杭 御 道筋 灯燈 手桶 出し 可 申 事 但し 灯 燈は紋 有無の 構 無 之 常の を 用 可 申 事 

一 御 道筋の 家主 出る に 不及候 事 

一 窓藎可 仕事 

一 御 一 ヒケ 日 過 候 は  >  陪臣 月 代 剃せ 可 申 事 但し 御 目 見 仕 候 陪臣 も同斷 

1 正月 十五 0 於 西 御 丸 被 仰 付 之 

御 法事 總 奉行 大久保 加賀守  御 法事 御用 稻垣對 馬 守 

間 宮播摩 守  小 普請 方 福 王 市 右衛門 


小 普請 奉行 

御 大工 預楝梁 

東 鼓山 御 法事 御用 

寺社 奉行 

御 勘定 奉行 

奥 御 祐筆 

儒 者 

御 代官， 


一片 山 三七郞 

一依 田 豐 岐 


f 三 宅 備前守 

I 本 多彈： 止少弼 

中 山 出 雲 守 

.g. 目 權左衛 門 

人 見 义兵衛 

兩宫^ 兵衛 

南條金 右衛門 


大目 附 

御 賄 方 

表 御 祐筆 

御 勘定 組頭 

漆 奉行 


仙 石 丹 波 守 

伊藤 新兵 衛 

f 飯 高 善 左衛門 

一岡 四郞 左衛鬥 

t 岡 本 ^右衛門 


櫻 井 七 右衛門 

込 山 七 右衛門 

石 井 次 太夫 


1 京大 阪馼府 へ 御 奉書 持 參被仰 付 


1 


草  翁 


金 一 一枚 宛 被 下 之 (大岡 土 佐 守 組) 內藤傳 之 允 

(稻葉 紀伊守 組) 井上 伊懺 

1 正月 十三 ET 被 仰 付 之 

神 田 橋 外 槲原 式部 大輔  常 盤 橋 外 松 平 越 中 守 

馬場 先 外 戶田采 女 正  外 櫻 田 外 松 平 遠 江 守 

田 安 外 松 平 伊豆守  一橋 外 石 川 主 殿 守 

右 は 自然 火事 等 有 之 節 御城 最寄 へ 相 詰 得 指 圖可相 勤 事 

一同 十二 日爲伺 御機嫌、 大、 久保加 賀守間 部 越 前 守迄以 使者 被 申 上 

1 同 十三 日 西 御 丸へ 總 出仕 

1 同 十四日 爲伺 御機嫌 以 使者 被 申 上 

1 同 十六 日 辻 间被仰 付 面々 松 平 加賀守 藤 堂 和 泉 守 酒 井 雅樂頭 

松 平 伊豆守 本 多 吉十郞 戶田能 登 守 

右 井上 筑後守 尾 敷 前より 二王門 ャ ：！ 阿部 4^ 豫守 松 平 兵 庫 頭 

右 北 は 子 橋より 竹 橋 迄  靑山 下野 守 溝 口 伯 香 守 

右一つ 橋より 護持 院迄 此外辻 固 衆 中 遠 藤 主 膳 松 平內膳 

1 御 老中 御 本丸 泊 御番 

十 日 秋 元 但馬守  十一 日 土 屋相摸 守  十二 日 

十三 日 本 多 们誉守  十四日 大久保 加賀守 十五 日 

一 上野 御 法事に 付 警固 被 仰 付 

文珠樓  土 井 周 防 守  二王門 黑門 內藤紀 伊 守 


松 平 肥 後 守 


本 多 山城 守 土 井 周 防 守 

小 笠 原 佐 渡 守 

井上 河內守  . 


四 五 


同 裏口 

車 坂 

新淸 水口、 


松 平 山城 守 

松 平 縫 殿 助 

松 平 志 摩 守 


本堂 

裏門 


牧野 周 防 守 一 

保 科 兵 部 少輔、 


中堂 表口  松 平 豐前守 

薛風坂  酒 井信 濃 守 

淸 水口  北 條左京 

一 增上寺 御 法事に 付警固 御用 被 仰 付 

山門  青山 下野 守 

表門  板 倉 甲斐 守 

1 增上寺 御 法事に 付 御用 被 仰 付 

松 平 兵 庫 守 池 田 丹 波 守 

神 尾 十 郎左衞 門 (漆 奉行) 

一 當時御 老中 列 次 左の 通 

土 屋相摸 守 小 笠 原 佐 渡 守 

1 同 若年 寄 列 

久世 大和 守 加 藤 越 中 守 稻垣對 馬 守 永 井 伊豆守 大久保 長 門 守 

右當 月番 直に 御 勤 

一 追手 御門^ 

稻葉丹 後 守 松 平 下總守 

內樱田 御 門番 

.內 藤 能 登 守 岡 部 美 濃 守 

右 泊り 番被仰 付 

： 御 法事 御 5? 被 仰付隔 H. 御 本丸 泊 番被仰 付 


石 川 近 江 守 平 岩 若狹守 淺野與 左衛門 (御 代官) 


秋 元 ぼ 馬 守 本 多 伯誉守 大久保 加賀守 井上 河內守 


草  翁 


松 平伊贺 守 


秋 元 但馬守 加 藤 越 中 守 

一 御 法事 總 奉行  大久保 加賀守 

1 上野 火之番  近 藤 登 之 助 

一. 同一 一十三 日 御 松 供奉  松 平 右京 太夫 

右兩人 供奉に 付 老中 御供に 不及候 由 

1 御先  松 平 美 濃 守 

御供  稻垣對 馬 守 

右 願に 仍被仰 付 

一 御棺 御供 被 仰 付 面々 (但し 丸 付の 分落髮 衆な り) 

御 小 性 衆 

。黑田 豐前守 (御供に て は 無 之) 。長 澤壹岐 守 

。建 部 民 部少輔 。三 宅 下野 守 平 岡 和 泉 守 

御 小 納戸 衆 

。小 濱志摩 守 。曾 我 伊豫 守 。加 藤 肥 前 守 。杉 岡 十兵衛 。岩間 久五郞 。淺羽 巿左衛 門 

。花 村 三 郞兵衛 。星 合 伊左衛門 。木 原 兵三郞 (此， 九 人 は落髮 御免な し) 藤本 筑後守 

朝 倉 甚十郞 中 山勘 右衛門 美 濃 部 彌兵衛 山 下 善 右衛門 祌保新 五右衛門 本 多 平六郞 

山 田 伊右衛門 高屋 安右衛門 

御次番 

山 崎 岡 右衛門 小川 空 之 允 川 勝 彌三郞 

次 番頭 


。蒔 田 出 雲 守 。同 伊豆守 。. ^藤 山城 守 

內藤 日向 守 (兩人 は 落髮願 御免 無 之) 


WI 七 一 
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草 


  四 八 

薛田大 隅 守 中 條丹波 守 早 川 平四郞 

桐 之 間 

曾 根 主 膳 正 押 田 傳左衛 門 西 尾長 右衛閂 井出 八 之 允 川 勝 權之助 木 下 淸兵衛 

森 源 太 左衛門 同 勘十郞 中澤八 右衛門 島 田 利兵衛 

御醫師 

竹 田 法 印 養 安 院松庵 法 印 

右落髮 十六 人 御供 四十 五 人 此外は 御不斷 御供 衆の 中 

1 御臺樣 御院號 淨光院 殿  五の 御丸樣  隨靑院 殴 

大助御 方  壽光院 殿  新 助 御 方  淸心院 殿 

右 は 正月 二十 五 m 被 仰 出 候 

上野 参詣の 衆 中 曰 r=i 

二月 朔日 二日  1 

御三家 松 平 加賀守 諸 大名 萬 石 以上 幷婊子 

同 三月 四 曰 

高 家 衆、 詰 衆、 幷 嫡子、 番頭 衆、 奧衆 

同 五 曰 六日  ，- 

布 衣 以上の 役人、 醫師 

同 七日 寄 合 衆 

同 八日 九日 十日 諸 番頭、 小役人 

右 は 朝四ッ 時より 九 ッ時迄 


一 侍從 以上 直垂、 四 品 は 狩 衣、 諸 太夫 は 大紋、 布 衣の 面々 幷法印 法眼 装束、 無官 は 上下 着 之 可 有 參詣候 

引 馬 幷嗣勢 は 仁王門 前 橋の 外に 殘置可 申 候、 

一 仁王門 黑門淸 水口 車 坂 屏風 坂新淸 水口より 內へ國 持 大名たり と雖、 侍 四 人 挾宮持 一人、 草履 取 一人、 

若し 雨 }K の 候 は 簑宫傘 持 可 召 連、 此 外の 又 者 一 切 停止 之、 但し 宿坊 有 之 候 面々 は 可爲斷 次第 事 

j 御 香奠 獻 上の 覺  • 

六十 萬 石 以上  同 三十 枚 

十五 萬 石より 二十 四 万 九 千 石 迄 同 十 枚 

四 萬 石より 九 萬 九 千 石 迄  同 三枚 

三十 萬 石 以上の 嫡子 隱居  同 五 枚 . 


二十 五 万 石より 五十 九 萬 石 迄 

十 萬 石より 十 21 萬 九 千 石 迄 

一 萬 石より 四 萬 九 千 石 迄 

十 萬 石 以上の 嫡子 


御 香奠 獻 上の 使者、 K 斗 目 長上 下にて 朝六ッ 時より 五ッ時 迄の 內 のに 文珠樓 通」 


白銀 五十 枚 

同 二十 枚 

同 五 枚 

同 十 枚 

右一 萬 石 以上の 面々 

被 差 越、 中堂へ 被 爲獻上 事、 

一 萬 石 以下 三千 石 以上の 面々、 使者 は K 斗 目 半 上下に て、 四ッ 時より 九ッ時 迄の 內、 御成 御門 脇 通 被 差 

越、 本 坊へ可 被 爲獻上 事、 此 外の 面々 の 使者 も、 K 斗 目 半 上下に て、 九ッ 時より 八ッし 迄の 內、 御成 御 

門の 脇 通 被 差 越、 本坊 へ 可 被 爲獻上 事、 

右の 通 御 參詣の 翌日 可 被 爲獻上 事 

一 御佛 殿御 手 傳被仰 付 之 

新御佛 殿御 手傳 紬川越 中 守 

紅葉 山 御怫殿  松 平 下總守 

一正 月 二十 二日 上野へ 御 入棺 列 次 

高挑燈 手挑燈 御徒 士 


御法燈 

御 佛殿總 奉行 


松 平 右京 太夫 

本 多 伯耆守 


御 小人 目附 御徒 士目附 


御馬 御 小道具  御目附 

高挑燈 手挑燈 御徒 士 


御 具足  堀 田 源 右衛門 

御 小人 目附 御徒 士目附 

Mi^  屮： i 


御棺 


護持 院 

圓珠院 

柬淵院 

成滿院 


久松忠 一 ー郞 . 

久留十 左衛門 


松 平 右京 太夫 

松 平 伊賀 守 


稻桓對 馬 守 御 側 衆 


：3 場^^ 斗 # や 

掛 ゆ 


御 次^ 衆 

御 小 納戶衆 

御 小 性 衆 

土 屋薩摩 守 

中 川 淡路守 

一 柳 土 佐 守 

菌^ y 击 

^曹， お 士^ 

^IM. 翕 士^ 


00 


御 膳 奉行 曲淵與 左衛？ 


御徒 士目附 

御 小人 目附 


御 草履 取 


御鎗 御鐵炮 


御 長刀 


歴^ 止 g 賊 


1^^ 


御鎗 御鐵炮 


御目附 


^^穀^ 一  11 
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1 正月 二十日 御 遣 物 被 進 之 

御 褂物龍 (雪 舟 筆) 

日光 准 后 様へ 

御 脇 指 (一 庵 正宗 代金 二百 枚) 

尾 張 中 納言殿 

御 脇 指 (貞宗 代金 二百 枚) 

紀 伊中 納言殿 

右上 使 土 屋相摸 守 

御 脇 指 (贞宗 代金 百 五十 枚) 

水 戸中 Is 一口 殿 

御 脇差 (來國 俊 代金 百 枚) 

水 戶中將 殿 

新 古今 集 一 部 (一 一條 爲親卿 筆) 

八重 姫君 

二十 一代 集 (公家 衆 寄 合 書) 

美 代 姫君 

伊勢 物語 (後奈良 院接 翰) 

松 姫君 

右上 使 秋 元 但馬守 

御 脇差 (來國 次代 金 百 五十 枚) 


御茶 入 花瓶 口 茄子 

御茶 入 (宗無 肩衝) 

御茶 入 (唐物 文殊) 

御茶 入 (大隅 肩衝) 

御壹 (山里) 

御壺 (庄 司) 


松 平 加賀守 


五 1 


御 脇差 (行 光代 金 七十 五 枚) 

右上 使 稻垣對 馬 守 

一 ran 御 遺物 被 下 之 

牧溪竹 花 一 一幅 對 松 平 美 濃 守 

陳所翁 山水 一 幅 小 笠 原 佐 渡 守 

園溪 山水 一 幅 本 多 伯脊守 

1:^ 猴 門無關 一 幅 井上 河內守 

李 龍 眠 人形 一 幅 久世 大和 守 

1 休 墨 跡 一 幅 加 藤 越 中 守 

1 休 墨 跡 一 幅 大久保 長 門 守 

1 就 御 法事 公 〔A 衆參向 

勑使  菊 や內 大臣  ； 

束 使 小川 坊城 中納宵 

中宮 使 中 山 宰相 

ゥ.：； 命 使 平 松 少納言 

右 公家 衆 御馳走 役 被 仰 付 面 々 

勅使 御馳. y 溝 ロ伯老 U 守 

女院使 inr  伎 竹 凳岐守 

大准后 使 同  ！ IE 監物 

1 1 一月 十三 日 公家 衆；；： i 戶 到着 


松 平 若狹守 


牧溪竹 花 一 幅 

牧溪 山水 一 幅 

獨翁墨 跡 一 幅 

布袋 無 準書黉 一 幅 

芳汝 山水 一 幅 

馬 遠山 永 一 幅 


仙 洞 使 

女院使 

大准 11? 使 

副使 


醍翻 大納言 

綾小路 宰相 

町 尻 三位 

少內記 

仙 洞 使 舂宮使 

中 {a 使 


土 屋相摸 守 一 

秋 元 但馬守 一 

大久 保加賀 {せ 

間 部 越 中 守 一 

稻 IS 對馬守 一 

永 井 伊豆守 ， 


同 

同 


大村筑 後 守 

前 田 采女正 


翁 
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. 六 RI 上野 參堂 

1 同日 大納言 樣被爲 成 上野 

1 今朝 六ッ 時、 公家 衆參 堂に 付、 御馳走 方の 大名 衆に、 夜中より 相 詰 被居處 に、 公家 衆の 宿坊 惠恩院 と 

申 寺に て、 中宮 使 御馳走 人前 H 采女 正義、 大准后 使 御馳走 人 織 w 監物 へいか 成 意 恨 や あり けん、 又は 當 

座. の 口論に や、 即座に 監物を 討、 自分 は 其 場を拔 出て、 病 氣と稱 し 宅へ 被歸、 仍て骚 動 不斜、 其 夕方 采女 

正 は、 石 川 主 殿 頭へ 御 預け、 御 吟味の 處、 亂 心に 相 立 候 得 共 場所 がらと 申 旁以不 居に 付 同 十八 日 切腹 被 

仰 付ら る、 

1 今日 公家 衆參堂 相濟、 御成 も 無滯濟 せられ、 即夜 戌 刻 御 位牌 御 遷座 御 法事 相濟、 御 院號常 憲院殿 贈 正 

1 位 大相國 と 申 奉る、 

1 上野 御 法事 中 勤番の 衆 中 小屋 は 十八 日 切に 引 拂ひ被 仰 出 候條々 、 

1 向後 參 勤の 節 御 內證獻 上物 無用に 可 仕事、 

I 老中 越 前 守 若年 寄へ 音物の 義、 唯今 迄 表立 候て 遣 候 品の 外 は、 內證 の音幷 間々 の 見廻と して 音物 無用 

に 可 仕事、 

1 自今 以後 祝儀 等 相 遣 候 節、 馬 代 樽 代の 付、 且 婚姻に 外、 時 服 代 は、 其 分限に 應じ、 心 次第 たるべく 候 

右の 外 は 不依何 之 品に、 爲其 代金 銀に て 遣し ける 事 無用に 候、 向後 看 代 は 相 止 何 にても 輕き？ 一 有用 ひ 可 申 

事、 

1 作り 重 無用、 幷檜 重に 龕 具にて 御絃 付け、 其 外 3Kj 曰 彩色 無用の 事、 

一 願の 品の 儀 は、 月番の 老中 若年 寄 其 外 頭 々支！ -々々 へ、 勿論 可 申達 候、 外の 向より 不限 何事、 願候義 

1 切 申達 間 敷 事、 

1 老中 越 前 守 若年 寄 中 家来へ 贈物の 義、 親類 幷由緖 有 之 面々 より 相 贈る 儀 は 格^、 其 外よ 0 贈物 等彌以 

五三 


1 切 受納 爲仕間 敷 事 V 

1 袷の 時分 御禮日 等に は、 以前の 通 熨斗目の 拾 向後 着用 可 仕事 

1 與カ 御徒 S 丼 前 々より？ as 候 分 は、 自今 可 I 用 候、 但し 坊主 奥 向 共に 謹 は 着用 之、 平の 

坊主 は可爲 無用 候、 勿論 同心 乎 代 等の 類、 輕き者 は 一 切可爲 無用 候、 支配々々 より 遂 吟味， 5 ^りぬ^ 之樣 

. 可 仕 候 事、  , 

一 1 一月き lp、 明日より 上様 御 精進 解ら れ候 問、 御毫所 御料 现に. 羽物幷 貝類 遣 ひ 可 申 事、 

1 生類^の 観、 先 御代 思 召 候 通、 彌斷絕 無 之 様に 被 忍 召 候、 然れ共 右の 俊に 付 下々 迷惑 仕 候 様に 被 及^ 

召 候、 向後 北 (s 人 念、 生類の".^ に 付、 下々 困窮 不仕、 御 仕置 も 立、 間遠の 科 人も不 出來樣 可让^  御 仕 

笸 御代々 名 E は 相 立 時の 思 召に 付、 增滅有 之 事に 候 間、 奉行 中遂 相談、 下々 不及難 義樣申 談候事 肝要に 

1 町中 困窮 仕 候 由 被 及 聞 召、 犬 其 外 生類の 儀に 付、 町中 人 用金 等差 出 致 難義候 由に 候 問、 向後 相 止 候 様 

に 可 相 心得 事、 

一中 野 圍被相 止 候 間、 彼 地の 犬、 夫々 片付 候 様に、 是又 〔且 敷遂 相談、 下の 穩に成 候 様 被 思 召 事、 

,1 今度 御 法事に 付、 大赦 被 行 候、 就 夫、 諸家の 領分 百姓 等に 至 迄、 公儀へ 伺候て 申 付 候 者 は 勿論、 自分 

に 罪科 申 付 I 一？ -候者 差 免し 候ても、 仕置に 障り 不申候 分 は、 其 品に 寄 相應に 赦免、 叉 は 歸參の 養 も、 主人 

心 次第 宥 免お 之尤に 候、 其 趣 被存可 事、 

1 駿 府在番 前々 通當 秋より 罷趑候 様 被 仰 出 候 事、 

:fe^rlr—  ;    ；  t  
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翁 草 卷之四 • 

將軍 宣下の 事 

寳永六 己 丑年 五月 朔日巳 刻 家宣公 將軍宜 下、 

一 御黑 書院 出御 (御お 帶) 御上 段 御着 座 

御 裾 御太刀 御劍 

高 倉 中納言 衣冠 . 

右 出 墜 於 下段 御 目 見、 高 家 披露 之、 則 御上 段に 於て 御 装束 御 衣紋の 規式、 秋 元 但馬守 相 加り 勤 之、 但馬 

守 御 取合 申 上 退出、 

土 御門 兵部少 輔束帶 

右 出 座 御 敷居 外にて 御 目 見、 高 家 披露 之、 但馬守 先達 御 敷居 際迄罷 出、 土 御門 御上 段へ 登り、 御身 固の 

規式相 勤 之、 但馬守 御 取合 申 上 退出、 

一 御白 書院 出御、 御先 立 

御上 段 御着 座 

尾 張 中納言 殿 紀伊 中納霄 殿 水 戶中納 言 殿 水 戶中將 殿 

右 御對顏 老中 披露 之、 老中 御挨 |& 申 上、 畢て返 去、 

松 平 加賀守 

右 御 目 見 同人 披露 之、 畢て 退去、  し 
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松 平 肥 後 守  - 

井伊 掃 部 守 

右 御 目 見畢て 

一 大廣問 出御、 御先 立、 御上 段 御着 座、 

松 平 肥 後 守 井伊 掃 部 守 西の 板緣に 着座 

勅使  高 野 大納言  庭 田 前 大納言 

仙 洞 使  梅 小路 中納言  . 春 官 使  鷲 尾 中納言 

女院使  滋野井 率 相  中宮 使  外 山 宰相 

大准后 使  交野 三位 

右 一 人 宛 出席、 中段の 右に 着座、 束帶 

一 吿使山 科 民 部 承，、 束帶、 於 庭 上、 向 御前、 御 昇進と ニ聲呼 之、 則 退去、 

一宣 旨覽 箱に 人、 副使 青木 左衛 門、 御 車 寄 御 緣通覽 箱 持 出 之 時、 高 家 品 川 豐前守 板緣へ 出向 請 取 之、 

宣旨備 御前、 上覽 の內、 豐前守 は 下段へ 退去、 官務は 落緣へ 退去、 

一 宣 旨の 次第、 征夷 大將軍 右 近衛 大將右 馬 寮 御 監淳和 獎學兩 院刖當 源氏 長者 兩宣旨 右 ； 通 宛 上覽、 御 

右の 方に 被爲置 之、 其 後、 御納戶 構へ 久世 大和 守納 之、 豐前守 出 座 覽箱取 之、 西の 御 緣へ持 出、 安藤 長 

門 守へ 相 渡 之、 長 門 守 請 取 之、 砂金 二 包 箱に 入、 南の 板 緣へ持 出 之 時、 官務 出向 覽箱請 取 頂戴 之 返 去. 

1 宣旨覽 箱に 入 副使 青木 右兵衛 尉、 御 車 寄 御緣迄 持來、 押 小路 權大外 記へ 相 渡す、 大外記 落 緣通覽 箱 持 出 

の 時、 高 家 織 田 能 登 守 板緣へ 出向 請 取 之、 宜 3in 術 御前、 上覧の 內、 能 登 守 は 下段へ 返 去、 大外記 は落緣 

へ 退去、 

一宣 旨の 次第、 內 大臣、 右 近衛 大將如 元、 隨身 兵仗、 牛車、 兩宣 旨、 
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以上 五 通 

右 一 通づ 、 上覽、 御 右の 方 へ 爲置 之、 其 後 御 納戶構 へ 、大和 守納、 之 能 登 守 出 座、 覽箱取 之、 西の 緣 へ 持 

出 之、 長鬥 守へ 相 渡 之、 長 門 守 請 取、 砂金 一 包覽 箱に 入、 西の 板 緣へ持 出 之、 大外記 出向、 覽箱請 取 頂 

戴 之 退去、 

1 勅使、 院使、 御 返 座、 

1 禁裏 御太刀、 高 野 大納言、 庭 田 前 大納言 御前へ 同列に て 御 持參、 御 頂戴 畢て、 高 •： 永 御床に 納之、 

1 仙 洞 御太刀、 梅 小路 中納言 御前へ 持参、 次第 同前、 

1 東宮 御太刀、 鷲 尾 中納言 御前へ 持參、 次第 同前、 

1 女院黃 金、 滋野井 宰相 御前 へ 持參、 高 家 御 iK- へ 納之、 

■ 一  中宮 黄金、 外 山 宰相 御前 へ 持參、 同前、 

一大 准 后 黄金、 交野 三位 御前へ 持參、 同前 

右畢 て、 攝家、 親王 家、 御門 跡 方、 圓照 寺宫、 一 條大 政所、 鹰司 大政 所、 勾 當內侍 御 使者、 

右 一 人 宛 高 家 披露 之、 

一高 野 大納言、 於 中段、 自分の 御禮、 太刀 目錄、 高 家 披露 之、 則 左の 方へ 着座、 太刀 目錄 奏者 番引 之、 

1 庭 田 梅 小路 鷲 尾 滋井外 山 交野 各 同斷、 順々 御座 御 左の 方に 着虚、 此時 老中 出 座、 御 取合 申 上 畢て返 去、 

1 高 倉 前中納 言、 於 中段、 自分 之 御禮、 太刀 目錄、 高 家 披露、 不及 着座 退去、 太刀 目錄 奏者 番引 之、 

1 土 御門 兵 部 少輔、 太刀 目錄、 持參、 於 下段 御禮、 高 家 披露 之、 則 返 去、 太刀 n 錄 奏者 番引 之、 

一 押 小路 權大外 記 壬 生 官務、 太刀 目録、 持參、 於板緣 御禮、 奏者 番 披露 之 則 退去、 太刀 目錄引 之、 

一 ニ條 右大臣 殿、 近衛 左大將 殿、 於 御上 段御對 顔、 直に 右の 方に 御着 座、 御太刀 目錄高 家露披 之、 則 引 

之、 此時 老中 中段へ 出 座、 御 取合 申 上、 御 退 まの 節、 中段 迄 御 送り、 

I  五 七 


一 殿上人 櫻 井 少將、 大 原中務 少輔、 太刀 目錄、 持參、 下段 御 敷居 際にで 御禮、 高 家 披露 之、 則 退去、 太 

刀！ HI 錄 奏者 番引 之、 御禮の 次第 右 同斷、 

一 1 一條 殿 近衛 殿、 其 外 公家 衆、 殿上の間 迄 御 返 去、 

一四 品 以上の 面々 下段に 出 座、 御 目 見、 此時 老中 罷出、 いづれ も 今日 御 祝祠申 上の 3s 言上、 畢て返 去、 

過て 御 襖 障子 老中 開 之、 御 敷居 際に 立 御、 諸 太夫 布 衣 以上の 面々、 幷法印 法眼の 醫師、 幷 居て、 御 目 見 

老中 披露 之、 

一 吉田ー 一位、 幷： 一條 殿、 近衛 殿 醫師、 於 板 緣御目 見、 奏者 番披. 1 之、 此節攝 家 親王 御門 跡 方の 使者、 一 一 

條殿 近衛 家来、 吿使山 科 副使 靑木兩 人、 雨傳奏 家来、 樂人總 代、 御冠 師、 御 烏帽子 師、 御 末廣師 等、 板 

緣に幷 居、 獻物 前に 置き 一 同 平伏、 奏者 番 披露 之、 過て 御 襖 障子 閉 人 之、 入御、 

一 御先 立 重ねて 御白 書院 上段に 御着 座、 尾 張 中 納言水 戸中 納言紀 伊中 納言水 戸中 將御對 顔、 老中 披霧之 

八 7- 日の 御 祝祠申 上、 老中 御 取合 申 上畢て 退去、 

1 松 平 加 賀守御 目 見、 同人 披露 畢 退去、 

1 松 平 肥 後 守 井伊 掃 部 頭 御 目 見、 畢て 退去、 入御、 

1 殿上の間へ 老中 罷出、 公家 衆 退出、 此節板 緣迄送 之、 

1 出仕の 面々 退出、 伺 公の 面々、 束 帶布衣 素 襖 着、 

1 御 小姓 組 五十人、 御 書院 番五十 人、 素 襖に て 大廣間 四の 問に 列 居す、 

1 大 番組 百 入、 御 書院 番所に 列 居す、 

1 當番の 御 書院 番、 K 斗 目 半 袴に て 蘇鐵の 間に 列 居す、 

1 拜領物 

勅使-,. 高 野 庭 田) 白銀 五 百 枚 綿 三百 把 宛 


官土高 
務 御倉 
門 


仙 洞 使 (梅 小路) 白銀 三百 枚 時 服 二十 

春宫使 (鷲 尾) 右同斷 

女院使 (滋野 井) 白銀 1 一 百 枚 時 服 十 

中宮 使 (外 山) 右同斷 

大准后 使 (交野) 右同斷 

一白 銀 1 一 百 枚 時 服 十 

1 白銀 百 枚 時 服 六 

一同 三十 枚 

一 勅答 之 次第 

御白 書院 出御 (御 直垂) 御先 立 御太刀 御劍 

御上 段 御着 座 

勃 使兩- 人、 仙 洞 使、 春宫 使、 女院 使、 中宮 使、 大淮后 使 

右 一 人 宛 御 目 見、 高 家 披露 之、 下段 右の 方に 着座、 

一 御前へ 高 野 庭 田被爲 召、 將軍 宣下 御 任槐、 且亦御 祝儀 被 進 候、 御 禮被仰 出 之、 御 次 退去、 

一 梅 小路 鷲 尾 滋野井 外 山 交野 右同斷 

一 勅使、 院使幷 高 倉 土 御門 歸路の 御 暇 被 下の 皆 被 仰 出、 於 御 次の間、 老中 列座、 但馬守 上意の 趣演述 之、 

且又 拜領物 被 仰 付儀傳 之、 

高 野 庭 田 梅 小路 鷲 尾 滋野井 外 山 交野、 

右 一 同 出席 御禮、 但馬守 言上 之、 上意 有 之、 老中 伺 公畢て 退去、 其 外 一 同 出 座 御禮申 上る、 上意 有 之 退 

去 相濟、 御 間の 御 襖 障子 開 之、 御 敷居 際に 立 御、 御 次 伺 公の 面々、 御 目 見畢て 入御、 同 六月 六日、 將軍 
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宣下 御禮 井伊 掃 部 頭上 京、 

禁裏へ 

眞 御太刀 

白銀 千 枚 

仙 洞 へ 

眞 御太刀 

白銀 五 百 枚 

, ^せ n 御所へ 

眞 御太刀 

白銀 五 百 枚 

女院 御所へ 

白銀 1 一 百 枚 

中 {S 御所 へ 

右同斷 

姬宫御 方 へ 

白銀 五十 枚 

右の 通進獻 

一 御蕞樣 より 

禁裏 へ  ，：11 銀 枚 

春宫 御所へ 同五 十& 


延 壽國吉 (代金 十五 枚) 

綿 五 百 把 

備前 助長 (代金 十 枚) 

綿 三百 把 

1 一字 國俊 (代金 十 &) 

綿 三百 把 

結緬 五十 卷 


綿 百 把 


仙 洞へ 

女院 御所 へ 


； 五十 枚 

同 三十 枚 


〇 
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中宫 御所へ 同 三十 枚  大准后 御 方へ 同 三十 枚 

右獻 上な り 

勾當內 侍へ  同 三十 枚  禁裏 總 女中へ 同 五 百 枚 

仙 洞 春宮總 女中へ  同 二百 枚 宛  女院 中宮 大 准后總 女中へ 同 百 枚 宛 

〇 家宣 公の 事 

文 昭院殿 家宣公 は、 始甲府 に 御座の 頃より、 專ら 儒道 を 崇め 玉 ひ、 寬仁 篤實の 君な り、 御 養 君と して、 

御 本丸へ 被爲 入、 天 下の 主將と 成せ 給 ひて 後 は、 倍々 仁慈 を 施し 給 ひ、 世人 此の 御 恩 澤を仰 ざ 尊ざる は 

なし、 而 るに 中頃 戰國の 時分より、 胄の爲 によし とて、 月 代と 云 ふ事始 り、 將 たる 人 迄 も、 押な ベて 是 

を！： る 事、 國 風と 成て、 責賤 上下の 差別な く、 今 治世に 至ても 此の 風 を 用る に仍 て、 皇 都の 宮中の みは 

古の 風俗に て、 さし も 天下の 武將 たる 御身 も是に 習せ 玉 ふ 故、 御規 式に 仍て は、 威儀 厳重なら すして、 

平 人に 異なる 事な き 御截も 有て、 是 本邦の 正しき に 背き、 異國外 夷に 似た る を 厭 はせ 玉 ふに や、 此の 君 

御 一代 は 御總髪 成しと かや、 御 側 御用 人間 部 越 前 守 は、 元来 間 部 喜 兵衛と 云る 喜 多 座の 猿樂の 役者なる 

を 取 上られ、 釆^ 五 萬 石 大名に なされ、 ^近 無双の 臣 なり、 去れ 共 此の 君の 斯用 ひさせ 給 ふ 人 なれば、 

尤も 其 質 正く して、 元 卑賤より 出づ と雖、 其 志に 於て 偏に 忠貞に 身 を 委ねて、 寢食を 忘る. -良弼 なり、 

また 新 井 筑後守 は (白 石 先生と 號す) 元は 窮乏の 儒 子に て、 世に 用 ひられす、 漂 客と 成て、 町の 傍に 僅な 

る假 居して 在し を 召 出され、 釆地千 石 を 賜 ひて、 儒 席を饗 られ、 師の禮 を 以て 尊び 給 ひ、 國 政の 事に 迄 

携 はる、 朝鮮 來聘 使の 折からに も、 御 返 翰の 舊 法に、 不都合の 文章 有し を、 此白石 先生の 草案 を 以て 悉 

く 添削せられ、 大に 本朝 を 輝す、 其 所以 は舊 例の 法に は、 隣國 王と 取替す 書簡の 如く、 物 毎等葷 なる 事 

多し、 白 石の 文法 はさに 非す、 朝鮮 は 中 園の 年 號を用 ふる 國 なれば、 淸 朝に 屬すろ 諸侯の 國 なり、 我 朝 

は 闢以來 異國へ 朝せ し 事な く、 別に 年號を 立る 上 は、 小國 なれ 共、 皇天 子な り、 何 、ぞ 諸侯の 國に 等し 
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からん や、 愛 を 以て 文法 を 改られ しと、 ぞ、 塞に 國の 龜鑑其 功大な りと 云べ し、 此の 御 返 翰の 文章 を、 或 

翁の 荒く 語りし を、 予籠 耳に て 忘れ 侍る、 譬ば 異邦の 人、 其 國を自 稱し尊 ひて、 或は 大 明大 淸 など、 呼る 

を、 唯阈 名と 覺 えて、 我 朝 にても 同じく 大 明大 淸と唱 へ、 我 國の大 曰 本と も大 倭と も 云ざる 事大に 笑 ふ 

べし、 白 石 先生 又徂徠 など は、 專ら和 朝を皇 和と 稱す、 是れ 諸侯の 國に 非す、 皇 なる 事 を 異朝へ しらせ 

んが爲 なり、 卑俗 は 王と 云 は 君の 事と 思 ふ、 是我 朝に 諸侯 王な き 故な り、 中國に は、 諸侯 王、 古 來數多 

ある 故に、 王の 字 を 以て 君と せす、 皇を 以て 君と す、 是に 傚て 柳營の 御名 を 王と 書れ たる 事 杯、 書法 一 

々當れ りと 承り 傳 へぬ、 

〇 桑 名家 中 野村增 右衛門の 事 

勢 州 桑 名 城主 松 平 越 中 守定重 家来 野村增 右衛門 事、 元來桑 名の 內島田 村 出生の 者に て、 若き 內は 代官の 

下役 を 勤め、 八 石 二ん 扶持の 小 給の 者 成りし が、 十八 年 以前 浪人して、 島 田 村へ 引 込 居け る 間に、 越 中 

守 領内、 在々 山々 浦々 に 於て、 物 成 候 儀 共 帳面に 作り、 十五 年 以前、 領主へ 訴、 依 之、 目附を 以て、 增 

右衛門 注進の 仕方 を 吟味 あるに、 其 筋 一 々尤に 付、 十五 人 抉 持に て 呼 出され、 勘定 役 申 付ら れ、 增右衛 

門 何 か 地方の 事 を 引受 相 勤け るに、 最初より 積の 如く、 領內の 物 成、 是 迄と は 格 刖違ひ 益 多く、 下の 痛に 

も 成らざる 故、 追 日出 頭して、 年々 加增を 賜 ひ， 千 百 石 迄 取 上、 郡 代役ながら、 家老に 越る 權勢 にて、 

地方に 不限 萬の 政事 迄 も、 渠. か 自由す る 如く 成しに 付、 奢侈 日々 に 長 じ、 恣に私 を 構へ、 剩惡 事の 企 あ 

る 段、 越 中 守 聞 及ばれ、 寶永七.炭寅年^;1^ょり穿議有て、 野 村 一 族の 者 共、 其 外 是に與 みし 從ふ 者、 不殘 

召 籠られ、 月 二十 三日 左の 通 被 申 付、 

一 賄 役、 阿部 左 平、 同久 四郞、 馬 廻り 松 田作 右衛門、 今 井 宇 兵衛、 代官 中 村 與兵衢 於 在所 桑 名、 追放 

一島 原 長 兵衛、 同 五太 夫、 岡 田 安右衛門、 问 茂 右衛門、 義左衛 門、 小川 三 右衛門、 同 兵 右衛門、 島 原 

甚 右衛門、 此外 小役人 十六 人 浪人す、 


一足 輕 三百 人 暇 出る、 是は 古來無 之、 二三 年 以前より 增 右衛門 新 組 を 持へ 普請の 下 奉行 等に 遣し， 

不 斷は增 右衛門 方の 番頭 を 勤 させ 候 由、 

1 鄉 中より 百姓 百 人 呼出し、 一 人 扶持 づ>- 遣し、 毎月 五日 增 右衛門 方へ 遣 ひ、 其 外の 日 は、 耕作 致 候 

様に 申 付 置 候、 此 扶持 方 も 向後 相 止 候、 

1 賄 役稻川 小兵 衛、 是は於 江戸 追放、 

1 同 五月 一 一十 八日、 小細工 頭 山中 市 兵衛、 川邊 小兵 衛、 大工 辻內岡 右衛門、 岩 崎 六 太夫、 於 桑 名 追放 

一 同 晦日 於 桑 名、 斬罪、 

野村增 右衛門 (千 百 石 五十八 歳) 嫡子 同 兵 橘 (四百 石 船 奉行 子 一 人 三 歳) 二 男 同 政次郞 (1 一十 人 扶持 

無 役) 三男 同 吉彌四 男 同 政 之 助、 野村猶 右衛門 (二百 石 普請 奉行 增 右衛門 弟) 野 村 仁 右衛門 (七十 石 

三人 扶持 增 右衛門 弟 代官) 子 三人、 增 右衛門 親子 兄弟 孫 甥 共 合 十七 人 

勘定 頭 奥 田 又 六 (子 二人) 安藤 與古衛 門 (子 三人) 杉 山 孫九郞 (子 三人) 宇佐美 久 右衛門 (子 一 人) 竹內林 

右衛門 

都合 三十 一 人 成敗 

勸定頭 寒田淺 右衛門 (1 一 百 石) 乘松 武兵衛 0 一 百 石) 江戸 追放 

右の 者共增 右衛門に 同意 致に 仍而如 此被申 付 候、 

此 家中 騒動の 事 江戸に 於て 事々 敷 沙汰 有 之、 仍て. 越 中 守 首尾 不宜、 同年 越後 高 田へ、 本 高 十 一 萬 石に て 

所替 へ、 桑 名へ は 松 平 下 總守忠 雅を遣 さる、 

〇 箱 島 遠 流の 事 

月光 院 殿の 御 年寄 繪 島と 申す、 女中 は、 小 普請 組 白 井 平 右衛門 妹に て、 若年より 御 奉公に 罷出、 段々 御 

取 立に て、 重き 役儀 被 仰 付、 時め き. ける か、 其 行. ひ 正しから： i な 御 使 又は 宿 下りの 折 柄 は、 芝居 遊听等 
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へ 立 寄、 亂行擧 てかぞ へがた し 正 德四年 午 正月 十一 一日、 上野 增上寺 参詣の 先よ o、 直に 木 挽 町の 芝居へ 

行 候 事相 閜ぇ、 御 吟味の 處、 段々 不行跡 露顯し 其、 懸り 合の 者、 一 一 御 穿議の 上、 同 三月 五日 御 仕置 被 

仰 付 所、 左の 如し、 

但、 世 說には 芝居 役者 を 榧の 類に 入れ、 忍び/ \ に 御城へ 呼びた るな ど、 色々 の說も あれ ど 御 吟味の 

表如此 なれば、 其餘の 說は捨 之べ し、 

遠 流  a- 島 

1 繪島事 段々 御 取 立に て 重き 御 奉公 を も 相 勤、 多くの 女中の 上に 立ら れ候 身に て、 內々 にて は 其 行 ひ 

正しから す、 御 使に 出 候 折々、 又は 宿 下り 候 度々、 人の 貴賤 を不 撰、 能から ぬ 者 共に 相 近付、 さし 

たる 所緣 のな き 家に 泊り 明し、 中に も 狂言の 座の 者 共と、 年頃 馴 親み、 其 身の 行 ひ如此 なる 而 巳に 

非す、 傍輩の 女中 迄す 》 め 導び き、 遊び あるき 候 事共、 其 罪 重々 に 候と 雖も、 猶も御 慈悲 を 以て、 

命 を 助け 置れ、 永く 遠 流に 行れ 候 者 也 

但、 遠 流の 格 を 以て、 信 州 高遠 參萬參 千 石の 領主 內藤駿 河守淸 長へ 御 預け、 木綿 衣類 一 汁 一 菜に て 

可 差 置 段 被 仰 渡、 

死罪  小 普請 組 白 井 平 右衛門 

1 平 右衛門 事大 阪に 於て 御 役 相 勤 候內、 不法の 事共 有 之に 付、 大阪の 町人 共 度々 當 地迄罷 越訴 出 候 得 

共、 寬宥の 御沙汰 を 以て、 札 明 を も 遂られ す、 御 役 召 放され 候、 然るに 妹 繪島事 重き 御 奉公 を 相 勤 候 魔 

に、 內々 に 於て 其 行跡 正から す 候事ネ 種々 有 之と 雖、 制止に も不 及、 或は 傾城 町へ 相伴 ひ、 遊女 モ 

參會 せしめ、 或は 狂言 座へ 相伴、 役者 共と 會 せしめ 候條、 重犯の 罪科 擧て かぞ ふべ からす、 仍之、 

急 度 其 罪 を 正し、 死罪に 行れ 候 者 也 

追放 重科  新御番 豐島 平八郞 
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1 平 八 郞事妹 島義 は、 重き 御 奉公 を も 相 勤候處 に、 所々 遊興の 場へ 相伴 ひ 候 事、 尤 不可 然專 共に 候 

雖然、 就中 近来に 及 ひ、 奥山 喜內 誘引に 因て、 繪島 行跡 正しから ざる 事共 多 出 來候を 以て、 繪島を 

も 諫め、 喜 內をも 制止 候 事 有 之に 就て、 其舊 罪を宥 られ、 追放 重科に 被 行 候 者 也 

遠 流  御留 主居番 平 田 伊右衛門 

1 伊右衛門 事、 樓田 御殿に 於て、 御 役 勤來、 就中 近年 以来 は、 奥方 御 役 を も 相 勤 候 上 は、 總て 奥方の 

御作 法 は 云に 不及、 鎗島事 重き 御 奉公 を も 仕り、 多くの 女中の 上に 立 候 子細 等 は、 相 心得？ 能 在 者に 

て 候、 假令繪 島 事、 最初に 由緒 有 之 候 共、 近年に 成て は、 其 緣も斷 絕候處 に、 事 を 左右に 寄て、 密 

に 私宅に 止宿せ しめ、 猥に 外人 等に 參會 せしめ、 狂言 芝居 茶屋 等に 誘引し、 芝居の 輩 を 召集め、 夜 

更に 至て、 遊 輿 を 催 候 條々、 姦 犯の 罪科 重疊 すと 雖、 寬宥の 御沙汰 を 以て、 死罪 一 等 を 減じ、 永く 

遠 流に 被 行 候 者 也、 

遠 流  . 御 奥醫師 奥山 交竹院 

1 交竹院 事、 數年 以來御 近習の 御 奉公 を 相 勤、 表 奥の 御作 法 は不及 言、 糟島事 重き 御 奉公 相 勤 候 子細 

等 相 心得？ 能 在 候 者に 候、 然に綺 島 事、 兼て 親族の 好み も 無之處 に、 相 親み、 或は 潜に 私宅に 止宿せ 

しめ、 或は 猥に 外人に 對 面せし め、 遊興の 場に 參會 し、 就中 弟 喜 內娘を 以て、 繕 島 養女に 取 計 ひ、 

剩、 喜 内事 繪島を 誘引し、 種々 ST かましき 事 等 有 之と 雖、 不 制止、 罪科 重疊 候、 雖然、 寬宥の 御沙汰 を 

以て、 死罪 一 等 を 減じ 永く 遠 流に 被 行 候 者 也 

流罪  小 普請 方 金 井 六 右衛門 

一 六 右衛門 事、 表 向の 御 奉公 を 相 勤る 者に 候處、 猥に綣 島に 對 面に 及び、 剩、 狂言 芝居 茶屋 等に 令 誘 

引 芝居の 者 共 を 召集め、 夜 更に 至り 酒宴 を 催し、 其 * 應の料 は、 御用 承 候 町人 梅屋善 六と 申 者に 申 

付て、 彼 善 六 を も 精 島に 參會 せしめ、 殊に 又 年來其 身の 行跡 役 義勤方 等、 姦 曲の 罪科 重疊 候、 雖然 
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寬宥の 御沙汰 を 以て 其 罪 を 減じ 流罪に 被 行 候 者 也 

追放 重科  御 代官 金 丸 四 郞兵衛 

一四 郞兵 衛、 去年 夏、 平 田 伊右衛門 禱島を 誘引し 候に 付て、 狂言 芝居 等の 事 を 取 計、 茶屋に 於て 繪島 

へ及對 面、 夜 更候迄 北 〈輿 を 催 候、 總て 差た る 由 緖も無 之 外様 御 奉公の 面々、 奥方の 女中に 私の 對面 

の 事 は、 尤其憚 可 有 之 事に 候、 其 上 又 四 郞兵衛 事 は、 其 支配 幷 臨時の 御用 等の 勤 方に 付て、 钆明を 

可被遂 子細 有 之雖、 寬宥の 御沙汰 を 以て、 其 儀に 不及處 に、 此度徵 島 事に 付 露顯に 及、 其 姦 犯の 罪 

重 疊候を 以て、 追放の 重科に 被 行 候 者 也、 

改易  御 勘定 西與 一 右衛門 

1 與 一 右衛門、 去々 年 夏、 豐島 平八郞 誘引に 因て、 船 遊の 時、 総 島に 對 面せし め 候、 總て 外様 御 奉公の 

面々、 奥方の 女中に 私に 對 面し 候 事、， 其 憚 可 有 之 事に 候、 平 八郞に 屋敷 地 を 借し 事 細と 雖、 犯科遁 

ベから す、 仍 改易に 行れ 候 者 也 

死罪  水戶 殿家來 奥山 喜 is: 

1 喜內 事、 年來檎 島と 相 親み、 其 亂行を 誘 ひ、 所々 遊 輿の 場に 相伴 ひ、 或は 遊女 或は 狂言 役者に 參會 

せしめ、 其餘 種々 姦 犯の 罪、 擧 てかぞ へがた し、 其 罪科 死刑に 相 當るを 以て、 水戶 殿に 於て 其 沙汰 

可 有 之 由 被 仰 出 候 者 也 

閉門  吳服師 後藤 縫 殿 

1 縫 殿 事 代々 御用 を 承り、 殊に 御 奥方の 御用 を も 承り 候 事 は、 大切の 儀に 候 上 は、 御廣 敷へ 差 出 候 手 

代 は 其/、 品幷 年齢 を も 撰み、 其 制 禁を立 候て、 女中の 用事 は、 吳服 物より 外の 事 は不依 何事、 隱密 

の 事 承るべからざる 様に、 常に 嚴 重に 可 申 付 事に 候、 然に其 年 僅に 二十歳 計の 若輩者 を 申 付、 數年 

以来 御廣 敷へ 差 出し、 彼 手代の 者、 繪島申 候 旨に 隨ひ、 或は 船 遊、 或は 狂言 芝居 等の 事相 催 候 事、 


度々 に 及 候、 唯今に 至て は、 縫 殿 其 由 を不存 由申披 と雖、 其 怠慢の 罪遁 ベから す 候、 雖然、 S: 代々 

御用 を も 被 仰 付 候 者の 事に 候 故、 寬宥の 御沙汰 を 以て、 閉門せ しめ 候 もの 也、 

右 於 評定 所、 大目 附仙石 丹 波 守、 町奉行 坪 內能登 守、 御 目 附丸茂 五郎兵衛、 稻生次 郞左衛 門 立會、 丹 

波 守 申 渡す、 

遠 流 _  縫 殿 手代 淸助 

一 淸助事 數年繪 島 申す 旨に 隨ひ、 或は 船 遊 或は 芝居の 事 度々 相 催し 槍 島 申 旨に 就て、 辭 しがた き 由 申 

披 と雖、 主人 縫 殿へ 隱し置 候 由 を 申 候 上 は、 不宜 事と は 相 心得 候 趣に 候、 若輩の 者と は 乍 申、 主人 

申 付に 仍、 奥方の 御用 を 承 候 爲御廣 敷へ も 差 出 候 者に 候處、 公儀 を 不懌、 重犯の 罪遁 るべ からすと 

雖、 其 罪を宥 られ、 永く 遠 流に 行 ふ 者 也、 

追拂  縫 殿 手代 次 郞兵衛 

1 次 郞兵衛 事、 正月 十 一 日、 傍輩 淸助申 旨に 任せ、 狂言 芝居 等の 事 取 計、 同 十一 一日、 繪島等 見物の 棧 

敷へ も罷 越、 茶屋に 於て 料理 を も 申 付 候條、 輕き 者と は 乍 申、 主人 申 付 候て、 御 奥方の 御用 を も 承 

候處、 若年の 傍輩の 申 旨に 任 候 罪科に 仍、 追拂者 也、 

縫 殿下 人 七兵衛 

1 七兵衛 事、 正月 十二 日 手代 共 申 付 候に 付て、 狂言 芝居 茶屋 等へ 申 付 候 事 は、 輕 きものに 候へば、 支 

配 を も 仕る 輩 申 付 候 旨に 任せ 候 由、 依 之 構 無 之 者 也 

流罪  木 挽 町 狂言 座 長 太夫 (山村) 

1 長 太夫 事、 狂言 芝居の 座 本 を も 仕 候 上 は、 座中の 役者の 事に 於て は、 常々 其 指 引 を も 可 仕事に 候、 

總 じて 見物の 客人、 棧敷 茶屋 等へ 役者 呼 候 事 有 之 候 共、 女中 客に 至て は、 貴賤に 不限、 一 切 差 出す 

間 敷 候 事に 候、 然に 正月 十 1 一日、 繪島等 見物に 相 集り 候棧 敷へ、 長 太夫 も 罷趑、 其 上 自分 g 宅に 於 
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て、 禱島酒 相手の 由に て、 役者 共參會 せしめ 候 次第、 其 罪 重疊を 以て、 流罪に 令 行者 也、 

流罪  長 太夫 抱 役者 新 五郎 (生 島) 

一新 五郎 事、 先年 御城 女中 之 事に 就て、 世上に 申 沙汰し 候 事 有 之 者に 候、 然に 九ケ年 以来、 度々 に 及 

び、 繪 島と 參會 せしめ 候條、 其 罪科 重疊候 を以、 流罪に 行な はしむ る もの 也、 

追放  場 町 竹 之丞抱 役者 半四郞 (瀧 井) 

1 半四郞 事、 去年 夏、 緒 島 狂言 芝居 見物の 時、 度々 に 及び、 茶屋 等に 於て、 酒の 相手と して、 夜更迄 

參會し 候 罪科に 仍、 追放せ しむる 者 也、 

流罪  材木屋 栂屋善 六 

一善 六 事、 年來 公儀の 御用 を 承 給り 候に 付て、 其 身 を 起せし 者に 候處、 金 井 六 右衛門 申 付 候 由 を 以て 

去年 夏、 狂言 芝居 茶屋に 於て、 搶島を 振 廻、 酒の 相手と して、 芝居の 者 共 を 召集め、 夜更迄 其與を 

催 候條、 公儀の 憚 を も不顧 次第、 其 罪重疊 候に 仍、 流罪に 被 行 候 者 也、 

右 評定 所に 於て、 四 人 立會、 坪 內能登 守 申 渡す、 

. 流罪 (伊右衛門 養子) 御 書院 番 平 田 彥四郞 

1 彥 郞父 伊右衛門 事、 御 留主居 番相勤 候 者に て、 緣 島と 申 合、 潜に 其 宅へ 止宿せ しめ、 彥四 郞を以 

て， 狂言 芝居へ 繪島を 同道せ しめ、 其 身 も 跡より i 能 越、 父子 共に 茶屋に 於て、 芝居の 者 共 召集め、 

夜 更る迄 酒宴に 及、 其姦 犯の 罪 重 疊し候 得 共、 寬宥の 御沙汰に 仍て、 伊右衛門 事 死罪 一等 を 減ぜら 

れ、 永く 遠島に 被 行 候、 彥四郞 事に 於て、 彼の 犯 科の 者の 子と して、 况、 縫 島 を 狂言 芝居に 同道し 

酒宴の 座に 相 連り 候 上 は、 罪科 不可 遁候を 以て、 流罪に 被 行 候 者 也、 

追放 重科  六 右衛門 子 金 井 六 助 

1 六 助 父 六 右衛門 事、 さした る 由緒 も 無之處 に、 綠 島へ 緒鎵を 求め、 六 助を繪 島に 對 面せし め、 如此 


により、 其 身 も 島に 對 面し、 剩、 狂言 芝居 見物 Q 事み-催し、 父子 共に 茶屋に 參會 し、 是 のみなら 

す、 六 右衛門 平生の 行跡、 役 镇等勤 方に 就て、 奈 曲の 罪重疊 たるに 仍、 流罪に 被 行 候、 六 助 事 重犯 

の 者の 子と して、 况、 父子 共搶 島へ 參會の 俵 度々 に 及 候 を 以て、 追放 重科に 被 行 候 者 也、 

平 右衛門 總領 白 井伊 熾 

同一 一男 平七郞 

1 伊^平 七郞兩 人の 父 平 右衛門 事、 重罪の 科に 仍、 死罪に 被 行 候 を 以て、 兩人共 流罪に 被 行 候、 雖然 

兩人 共、 其 年 未、 幼稚た るに 仍、 十五 歳に 至る 迄 は、 親類へ 御 預被置 者な り、 

四 郞兵衞 子總領 金 丸 叉三郞 

同人 寳子ニ 男 同 三十 郞 * 

1 又三郞 三十 郞雨 人の 父 四 郞兵衞 事、 姦 犯の 罪重疊 たるに 仍て、 追放の 重科に 行れ 候 を 以て、 兩人共 

に 追放に 被 行 候 者 也、 

遠慮  疋田吉 十^ 

1 吉十郞 事、 寶父豐 島 平 八郞、 其 姊繪島 事に 就て、 罪科 被 行 候と 雖、 吉十郞 事 は、 他家 養子と 成、 其 

上 平 八郞事 も、 繪岛に 諫言の 儀 有 之に 仍、 其 罪 を も 減ぜられ 候 上 は、 旁 以て 吉十郞 に 於て， 兎角の 

沙汰に 不及候 間、 例式の 如く， 返 盧仕可 罷在者 也 

右 於 同所、 四 人 立 會讪石 丹 波 守 申 渡す 

伊右衛門 一 一男 平 田舍人 

六 右衛門 三男 金 井 五助 

同人 三男 同 拾五郞 

長 太夫 粋 長太郞 
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伊条長 
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  七 〇 

同 

新 五郞悴 

栂屋善 六 粋 

右 は 幼稚に 付、 十五 歲迄 親類へ 御 預け 

遠 流  木 挽 町長 太夫 狂言 作者 淸五郞 

ー淸 五郞 事、 奥山 喜內 引合せ 有 之 由に て、 繪 島に 對 面に 及び、 度々 に 至て、 狂言 芝居 茶屋 等に 於て、 

芝 の 者 共 召 呼び、 繪島酒 相手に 爲致、 就中 正月 十二 日、 長 太夫 居 宅へ 相伴 ひ、 芝居の 者 共 參會せ 

しめ 候 條々、 其 罪科 重疊を 以て、 永く 遠 流に 行 はしむ る 者 也、 

右 相识ひ 居候に 付、 奉行 與カ 差遣し 於 牢內に 申 渡す、 

1 御 廣敷御 小人  中島 久左衞 門  j 

稻川總 左衞門  一 

久野金 五 右門 ， 

竹 澤甚助 

正月 十二 日、 鎗^：？宮路其外女中、 上野 增上 寺へ 參詣の 先より、 直に 木 挽 町狂霄 芝居へ 越 候 節、 差 

副參候 儀、 彼 所に て 致 辭返候 得 共、 繪島 宫路、 重き 御 奉公 を も 仕 候 者 故、 達て 斷も難 申 候て 附參候 

由、 假令输 島 宫路申 付 候 共、 斷候品 も 有之處 に、 其 意に 任せ、 見物 場へ 罷越候 段、 不 届に 候へば、 

ill^ 度 可 被 仰 付 候へ 共、 罷歸候 節、 早速 御廣敷 番頭 迄 相 届 候 を 以て、 御 宥免有 之、 不及其 沙汰 候、 然れ 

共御廣 敷の 場所 を 被 相 止 候 間、 遠慮 仕らせ、 可 差 置 者 也、 

右 御 留守居 へ 、 豐後守 書付 渡 之、 

1 遠島 所々 
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利 島 平 田 伊右衛門 御藏 島 奥山 交竹院 八丈島 今 井 六 右衛門 .V 島 平 田 彥四郞 

大島 (狂言 座) 長 太夫 (山村) 神津島 淸五郞 (中 村) 新 島 (縫 殿 手代) 淸助 コー宅 島 栂屋 

善 六 三 宅 島 新 五郎 (生 島) 

ニー 月 二日 

町醫 山田定 庵へ 御 預け 御 年寄 宫路 

へ 御 預け 御 表 使吉川 

右 御 扶持 被 召 放 奉公 御 構 

一 同日 

宿 近 藤次郞 太夫へ 御 預け 御 中老 伊豫 

右 御 暇 被 下 奉公 御 構 

右の 通、 於 御 it 、敷、 松 前 伊豆守 申 渡 之 

一 同月 三日 

おくん 

おゆう 

おかん 

およし 


永 山 江 助へ 御 預け 御 中老 頭 梅 山 小 普請 手代 高 岡 新 六 


三ノ 間よ ね 同き つ 使 番藤枝 同 木曾路 


九 人の 召 仕 女 五十 七 人、 平 川口より 追放 被 仰 付、 


御 中老  おくん  表 使  おのし 

御 小姓  おゆう  御 半 女  おせん 

御 次  おかん  吳服之 間 おし も 

御茶の 間  およし  同  おせん 

右 御 暇 被 下 候、 

一 同 三月 寺社 奉行より、 左の 通 申 渡、 

寺社 境 內に有 之 候、 能、 說經 、操り 物眞似 等、 芝居の 事、 元祿 年中、 旣に 停止 候處、 訴訟の 旨 有 之に 付 

其 法を究 られ、 芝居 事輕く 構へ、 衣服 等 木綿の 外用 ふべ からざる 由 を 以て、 免許せられ 候、 然るに 
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  七 二 

近年 以来、 二階 梭敷を 構へ、 衣服 等. i、 是に 準じ、 諸事 及 結構 候 次第、 If 居の 至に 候、 仍之、 自今 

以後 急 度 彼 芝居 等、 一 切 禁制せ しめ 候 者 也、 

一 同月^ 町 木 挽 町 狂言 座、 幷 茶屋 共へ 被 仰 渡 候覺、 

1 狂言 芝居 近年 一 一階 三階 仕 候、 以前の 通 一 階の 外 は 無用の 事、 

ー棧 敷より 內證道 を 捲へ、 樂屋叉 は 座 本の 居 宅、 幷 茶屋 等に 座敷 をし つら ひ、 遊 輿の 義可爲 無用 候、 

總て 狂言 役者 舞臺 にて 狂言 致 候 外、 或は 茶屋 等へ 呼出し 候 事、 一 切 差 越 申 間 敷 候、 尤 自分の 居 宅に 

て も、 遊 輿の 客 呼 申 間 敷 候 事、 

1 棧 敷に、 簾 懸候事 無用に 仕、 幕 屏風 等 何 にても 圍候儀 相 止 之、 見通し 候 樣可仕 候 事、 

ー芝屋 屋根、 雨天の 節 も、 近年 狂言 致 候 様 仕 候、 尤 前の 通、 屋根 輕く可 致 候 事 

一 狂言 役者 衣類、 近年 美麗に 成 候 間 相 止 之、 向後 給紬 木綿 可用 之 事、 

一 狂言 暮に懸 り、 明り を 立 候 事、 堅く 無用に 仕、 七ッ 半時 分 仕舞 候 様 可 致 事、 

1 狂言 芝居 近所の 茶屋 輕く仕 座敷が ましき 俵 一 切 無用に 可 仕 候、 唯今 汔」 有 來候分 も、 町奉行 所 へ 可訴 

出 候、 吟味の 上、 可 申 付 事、 

右の 通 急 度 可 相 守 之、 於 相 背 者、 當人 は不及 申、 其 所の 名主 五人組 迄可爲 曲事 者 也、 

正德四 申年 三月 日 

^.s 一件に は、 色々 の悪說 有りと 雖、 夫に は 御 頓着な く、 表 向如此 にて 被相濟 ける となん、 乍 去、 此 

後 御城より 出入れ の井樓 類の 大箱 は、 度々 明 箱 を 番所に て 栢改、 通り 候 様に 被 仰 付 候 也、 


翁 
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翁 草 卷之四 

〇 木 下 淸兵衛 成立の 事、 井に 堀八郞 右衛門の 事 

常 憲院殿 綱 吉公御 母堂、 桂昌院 殿の 御姊、 瑞光院 殿 は、 京都 山 科 逢に 住居 せらる \ 嵯峨宗 賀と申 人の 

妻室な り、 挂昌院 殿の 御姊君 なれば、 關 東より 甚 御馳走 あり、 此の 宗賀の 若 黨木下 淸兵衛 と 云 ふ 者、 元 

は 江 戶本石 町に、 夏 は 帷子、 冬 は 革 足袋 杯 を 商 ふ 者の 方に、 奉公して 有しが、 引 負 出来て、 江 戶を駔 落 

し、 上方に 来て、 宗賀 方に、 奉公せ しが、 宗賀 死後、 瑞光 院^ も、 」：d 府に被 召 呼、 元 祿七年 出府に て、 

其 年 瑞光院 殿 は 死去、 遣 言に 仍て、 京都 西 岩 倉へ 遣 骸を被 葬、 木 下 淸兵衛 供奉 之、 淸兵衛 儀、 瑞光院 殿 

期まで 舊 功を盡 すに 仍て、 娃昌院 殿、 御 廣敷番 に 被 召 出、 其 後段々 御 加 增御取 立 有りて、 同 殿御 用人に 

被 仰 付、 森彥 右衛門 堀八郞 右衛門と 同役に 成り、 桂昌院 殿、 一 位に 被 叙た まふ 時、 各 受領して、 彥右衛 

門 は河內 守、 八郞 右衛門 は筑後 守、 淸兵衛 は 和 泉 守に 成る、 御 逝去の 後 は、 三人 共 小 普請に 入、 和 泉 守 

死後、 嫡子 淸兵衛 家督して、 後に 御 目 付と 成る、 夫より 御作 事 奉行 を 勤め、 伊豆守と 號す、 其の 子孫 今 

に 御 旗 元に 候す、 右に 記す る 堀八郞 右衛門 も、 元は 其の 親 助 八と 申て、 土 井 大炊頭 方に て、 百 五十石 取 

たる 小士 なる が、 桂昌院 殿の 御 弟、 本 庄次郞 左衛門 (後 二 五 萬 石 常 州 笠 間 本 注 因幡 守是 なり) と 心安く、 

故 助 八、 彼 家 浪人の 後、 男女 子供、 兩人を 次 郞左衛 門 世話 を 以て、 女子 は 挂昌院 殿へ 御 奉公に 差 出、 お 

りゐの 方と 申す、 然るに 常 憲公御 養 君と して、 御 本丸へ 入せられ、 桂 昌公も 三の 丸へ 被爲 入、 段々 御繁 

榮に隨 ひ、 おりう の 方 も、 重き 御 奉公 を 被 仰 付、 三の 丸 御 年寄 一 i 井岡 本 杯、 死 失の 後 は、 此 おりう に幷 

ぶ 人な し、 仍て諸 大名より 用ゐ かた 大方なら す、 依 之、 弟の 理介 も、 本 田 中 書家に 一 一 百 石 取り 勤 居し を 

被 召 出、 三の 丸御廣 敷添番 になされ、 八郞 右衛門と 改名し、 二百 俊 被 下、 其の後 御廣敷 番頭と なり、 段 

々御 加 增御取 立 有て、 三の 丸 御用 人 被 仰 付、 三の 丸一 位に 被爲 成に、 御 外戚 系り の 立身 多し、 堀 萬次郞 

I   .  七； 二 


杯 も、 元は 本庄 因幡 守家來 なりし が、 因 州 死後 兩番へ 被 召 出、 其の 餘爱に 略す、 

〇 、江 府新大 橋の 事 

^昌院 殿 は、 元 卑賤より 出 給 ふといへ ども、 其の 操 正しく、 御 善行 勝て 計へ がた し、 第一 神 佛を歸 依し 

給 ふ事淺 がらす、 廢れる を 起し、 新たに 堂 社 を 建立せられ、 御 寄附 領 等の 事、 悃に 沙汰し 給 ひ、 永々 靈 

社佛 場の 傾廢 せざる 事、 偏に 佛 菩薩の 化 現な りと 時の 人 申け ると かや、 武 野燭談 にも 委く書 つらね たれ 

ば、 爱に 略す、 將軍家 御 厄年の 事と かや、 諸 寺 諸 山の 御 祈りな ど、 いと 悃 成りけ る、 右に 仍て、 桂昌 公より 

御 願の 一筋 有り、 御 聞 届 有て 給 ひてん やとの 御 事な りしに、 素より 綱吉 公に は 御 至孝の 御 志 なれば、 如 

何様の 御 願 成と も 仰 玉へ、 叶へ 參らせ 侍らん との 御 答へ なり、 時に 桂昌 公の 宜く、 餘の 願に は 侍らす、 

江戶御 繁榮に 就て、 下 總の本 所 迄 も、 年に 增し月 を 重ねて、 賑ひ はびこり、 士農工商、 爱に 住し、 江戶 

本 所の 通路、 今に 於て は 差^な く、 偏に 江戸と 一所の 如し、 然るに 兩國橋 一 つに て は、 常の 通行 だに 廻 

り 道 多くして、 諸 用 差閊る 由な り、 增 して 非常の 折 柄に は、 世人の 難儀、 事に 寄て は、 生死の境 とも 成 

なん、 今 一 つ 中央に 大橋興 立 あらば、 大 いなる 世の 扶け、 是 もろく の 御 祈に も增 りて、 能き 善根なら 

む、 庶幾ば 尼が 願の 一 筋 聞かせ 給へ と、 かきくどき 仰ければ、 綱吉公 尤も 感 伏し 玉 ひ、 此の 御 願 は、 國 

土の 爲め、 廣大の 御 功德、 後世 不易の 御 善根な り、 いかでい なみ 申さん やと、 即時 御 催 有て、 其の 筋の 

役人へ 仰 付ら れ、 忽ち 橋 成就す、 則 今の 新 大橋是 なり、 實 にも 此の 功德萬 世に 徹 りて、 桂昌 公の 寛德を 

仰ぎ 祟み ける、 

〇 越 前忠直 卿の 事、 幷に 岩崎大 膳の 事 

忠直卿 は、 元来 荒大將 にて 渡らせ 給 ふ 上、 後年に は々 惡行 超過して、 或 時 鷹 野 先にて、 一人の 女 摘茱し 

て 居りし を 見 給 ひ、 岩 崎 大膳を 召れ、 あの 女 は 正しく 懷姙と 見えたり、 様子 を 見て、 つれ 来れと {ー且 ふ、 

大膳 長て、 かしこに 行き 見る に、 實 にも 孕 女な り、 不便に 思 ひ、 彼女に S. き、 摘た る 草 をば、 猶も懷 に 
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入れさせ 歸て 申け る は、 疾と見 届 候へば、 孕 女に て は 無 御座、 摘 草 を 大方 取り、 懷へ人 候へば、 懷 娘に 

似 申 候 由 申 上け、 虎口 を 助け、 ると かや、 直に 危き 次第な り、 忠直卿 は 斯様の 荒氣亂 惡の將 なれ ど、 勝 

れて雷 嫌 ひに て、 雷鳴の 時 は、 諸士を 屋根に 登せ 置れ しとな り、 此の 大膳は 武功 有る 者 故、 忠直 卿御預 

けの 後 は、 井上 河內守 方へ、 客人 分の 樣に召 抱へ、 今に 井上 家に、 其の 子孫 あり、 又 越 前にて、 大膳或 

時忠直 卿の 御 庭へ 忍び入り、 折節 牡丹 盛なる を、 中に も 御 秘藏の 花 を 脇差 を 拔て伐 取る 所に、 忠直卿 聞 

付 給 ひ、 自ら 犬なる 樫 木の 捧を携 へ、 大に忿 て、 何者. ぞと 咎め 玉 ふ、 大膳少 も ひるます、 某に て 候、 今 

日 珍客 を 得 候 間、 馳走の 爲に、 御 庭の 牡丹 を 盜に參 り 候 由 を 申し、 片手に 脇差 を拔 持ながら、 少も 恐る 

氣色 なく、 泰然と して 申ければ、 さしもの 忠直卿 も、 此の 勇氣に 壓れ玉 ひ、 言葉な くして 入り 玉 ふ、 

大膳猶 も 跡より 付 入ん とする 勢 ひなれば、 彌 足早に 入り 玉 ひ、 何の 御 咎め も 無り しとな り、 

〇 根 津權現 由 來の事 

甲府 宰相 綱 重 卿、 近習の 士に、 根津 何某 (一本に 宇右衛門) と 云 ふ 者 あり、 然るに 綱 重 卿、 大酒 を 好せ 給 

ふ を、 根 津氣の 毒に 思 ひ、 數度 御諫申 上る 處に、 御酒の 上に て 犬に 忿らせ 玉 ひ、 根津は 其の 座に て 御手 

討になる、 其の後 御酒の 席へ、 是非とも 根津 上下 を 着し 顯れ 出で 君 を 守護す、 何つ とても 斯の 如く なれ 

ば、 是か爲 に 御 1" 與 もさめ 果て、 綱 重 卿 も 借々 思 ひ 玉 ひける は、 渠が 一命 を とられし 恨 こそ 有べき に、 

左 は 無くして、 常に 假 初に. 目に 遮らす、 酒 を だに 飮ば、 忽ち 顯れ 出で 我 を 守護す る 志、 憲に 希世の 忠 

士 なり、 斯る 志の 者を誅 せし 淺猿 さよと、 悔 ませ 玉 ひ、 是 より 酒 を 禁じ 給 ひ、 其の上、 渠を 一社の 神に 

勸 請し 玉 ひ、 根津權 現と 號 せらる、 御子 綱豐 卿の 御 崇敬 有て、 其の 宫、 邊 土に て惡 しとて、 甲府 御下屋 

敷の 跡へ 引せられ、 社 を造營 有て、 今に 例祭 不怠 なり、 

〇 甲 府綱豐 卿 御 病惱、 幷！； 間部內 記の 事 

甲 府中 納言 殿、 櫻 田 御殿に 御座せ し 時， 御所 勞 有り、 後に は 御氣も そ，. r ろに 成せら る、 御 近臣 間 部內記 
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是は元 西 田 某と 申 者の 子に て、 御 能の 時、 樂屋 にて 御 装束 をき せ 奉る 役者な りしが、 容貌 麗しく 心 利き 

たる 者. 故、 御 取 立 有て、 御 小姓に 列す、 此の 者 卑賤より 出づ といへ ども、 無二の 忠士 にて、 餘の 傍輩 は 

交代して、 御 仕す るに、 內記 ばかり は、 晝 夜食 を 忘れ、 御 側 を 片時 も不 去、 誠に 御手 足 を 動かせ 玉 ふ 如 

くに. W へ 奉る、 然るに 御料 现人某 間 部に 申け る は、 本鄕 邊に義 孝と 申す 出家、 隨 分の 驗 者な り、 是に御 

祈， S: 付ら るべ う もやと 伺け る、 內記夫 こそ 珍重 なれと て、 則 右の 御 料理人 を 以て、 彼 儈を呼 寄、 對し 

て 御 病惱の 次第 を 語れば、 義孝 暫く 考 へて、 御寢 所の 下に 怪しき 事 有べ し、 是 を堀捨 なば、 立 所に 御 平 

癒 有べ しと 判す、 內記 不審ながら、 其 所 を 堀 見せる に、 七 尺 計 下より、 石 櫃を堀 出す、 中 を 開き 晃 るに 

人の 形 有て、 ^狙の 仕形 有り、 則 此の 由を義 孝に 談 じて、 丹精 を 凝らし、 祈禱 せられければ、 無 程 御 快 

然 たり、 因兹、 義 孝に、 様々 御 褒美 被 下、 御 料理人 も、 御 取 立な り 其の後、 此の 君の 御代に 成て、 義孝 

は 僭 正に 被 任、 其の 庵室 を も 御 建立 有け る、 右 呪 咀の事 は、 誰が 所爲共 知れす、 尤可 秘事 なれば、 其の 

後 何の 御沙汰 も 無り しと ぞ、 

私に 曰、 內 記事、 前 卷には 間 部 喜 兵 衛と云 ふ 猿 樂喜多 座の 役者な りと 云々、 按 るに 御 居間の 下 を 七 尺 

堀る 事、 いかなる 竊盜 のしれ 者 にても、 容易に 成べき 業に あらす、 七 尺と 有 は 誤なる べし、 石 櫃と云 

る も、 如何、 唯 呪咀の 仕形 成 もの を、 淺く埋 置た るに て 有べ し、 此の 義孝儈 の 時め ける 事、 御前 代の 

筑波山 護持 院 (後に 隱 居して 成 滿院と 云) に 似たり、 護持 院は俗 性甚卑 くして、 幼き 時 は、 百 人 組の 與 

力、 大 |1¥ 某が 許の 小 僕 成しが、 其の後 如何して 修驗道 を學び けん、 一 曰 一は 天下に 名を發 する 樣に 成り 

たる は 奇な哉 

〇 奥州 白川騷 動の 事 

奥州 白 川 領主 松 平 大和 守 基 知 は、 先祖 越 §. 秀康 卿の 第： A 男に て、 結 城の 家 を 相 續し玉 ひ、 十五 萬 石の 侯 

家な り、 基 知 寬仁溫 和に て、 老母に 孝 有り、 常に 下に 近くして、 衆人 懷き 親む、 途中 馬上 にても、 近習 
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の士と 親しく 雜談 など 有り、 然れ ども、 寵臣 土岐 半之丞 が爲 に、 其の 操を蕩 かされ、 享 保四已 f みの 冬よ 

り， 領內の 百姓 共 一統して、 翌春 三月の 始 百姓 一 萬 人ば かり、 徒黨 し、 白 川の 大手へ 詰懸 り、 郡 奉行 杉 

浦德左 衛鬥を 渡し 玉へ、 寸々 に 斬て、 我々  一 口 宛、 そや. E を 喰て 本望 を 達せん、 其の上に て 傲 訴の科 を 

受け、 死罪に 遇ん こと、 素よりの 覺悟 なりと 罵る こと 夥し、 家老 己下當 惑して、 色々 宥る といへ ども、 

少しも 得心せ す、 追々 數 萬人馳 重りて、 往還に 橫 はり、 德左衛 門 を 渡せ、 杉 浦 わたせと 叫喚す る聲、 雷 

の 如し、 杉 浦 其の 外、 城外に 有る 家士 も、 此の 勢 ひに 恐怖して、 登城す ろ事不 叶、 城下 往來 Q 旅人 も、 

是に 遮られ、 人馬 を繼 べき 樣も 無く、 白川驛 の往來 止れば、 隣 II 近邊 にかくれ なく、 此の 事 江府へ 追々 

に 聞え たり、 其の 元 を たづ ぬれば、 基 知 近年 不如意に 仍て、 百 姓へ 種々 課役 を かけ、 收納 尤も 嚴 しき 故 

に、 斯く 傲訴を 催しぬ とか や、 是れ 出頭 人 土岐半 之丞が 仕業に て、 以前よりの 郡 奉行 其の 外鄕褂 りの 役 

人 を 悉く 取替へ、 飽くまで 聚歛の 道に 長 じたる 者 共 を、 其の 役に 申 付ければ 渠等愛 を詮と 虐政 を恣 にす 

るか 故に、 斯く騷 動と は 成れり、 此の 半之丞 事、 元 來俊赛 强惡の 者に て、 基 知の 溫 潤なる を 思 ふ 儘に、 

酒淫を 以て 是を蕩 かし、 奢侈 驕馒、 日 を 追て 寡り しかば、 國枯て 民を激 する 事に 至り、 而て、 此の儘に 

差 置な ば、 此の上 百姓 ども、 如何様の 企 や 成すべき、 第一 江府の 聞え 惲 有りと て、 先 づ杉浦 德左衛 門 を 

禁獄し、 拉 濫觴 は、 土岐 半之丞 が奸惡 より 出 たれば、 其の 罪 死刑に 當 ると 雖も、 基 知 猶も惜 み 玉 ひ、 役義 

を 召 放して、 繩猿 町の 下屋敷へ 遣し 蟄居せ しめ、 十 人 扶持 を附 られ、 百姓 共も是 にて 得心 やしたり けん 

渐に鎭 りぬ、 其の後 享保十 ra: 酉年 八月 十四日、 基 知 病死、 行年 五十 一 歲 なり、 仰 高 院殿寶 性 英顯大 居士 

と號 す、 養子 土 佐守義 知、 家督 相續 大和 守と 改む、 其の 砲い か 成る 故 か 有 けん、 家臣 六 人 立 退 事 有り、 

夫より 何となく、 江戶 白川兩 所に 於て、 家中 以の 外に 騷 動す、 同 十月 七日、 家臣 豐 W 登、 杉 浦志津 摩、 笹 

瀨官 兵衛、 山ロ您 兵衛、 三 升 助 之丞、 品 川 伴藏、 三 升 八 太夫 等 改易せられ、 其の 外 暇 出る 者 大勢な り、 

憲に 近年 大騷 動打續 くと 雖も、 內分 にて 漸く 鎭ぬ となり、 
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〇 常 州 保 末 村 水 論の 事 

先年 常 陸 國筑波 郡に、 水 論 有り、 子細 は 用水の 爲に、 小 見 川 を堰上 ゆて、 上 之 鄕七ケ 村と、 下 之 鄕保末 

村 等へ 懸る 事な り、 此の 義、 公事に 成りて、 裁許の 趣 は、 堠 上け 水 を先づ 上之鄕 へと り、 其の後 下之鄕 

へと るべき なり、 然るに 其の 年 早損渴 水す る 故に、 下 之 鄕保末 村の 者 共、 密に 夜の 中に、 堰ロを 切て、 下 

之 鄕へ水 を 取たり、 上之鄕 より 大に 怒り、 御 裁許 破な りと 罵て、 爭論 起り、 評定 所へ 出て、 對 決に 及ぶ 

元 來上之 鄕の理 運 明白 なれば、 保 末 村の 者 共、 一 言の 申譯 なし、 裁許 破の 科 を 蒙らん とする 時、 名主の 

後ろに 藤 八と いふ 組頭 居たり しが、 此の 義 先達て 御 裁許 有と 雖も、 其の 節 何れ かの 殿様の 中より 被 仰 候 

は、 若 夫と も 旱損渴 水の 節 は、 止 事 を 得ざる 事 なれば、 堰ロを 切るべき 由 仰ら れ 候と、 高々 と 云 を、 奉 

行中 聞て、 其の 殿様と 云 は、 此 列座のう ち 誰なる かと 問れ る共不 見知、 奉行 中 も 互に 貌を 見合 せら るれ 

共、 心 當の人 もな し、 其の 間に 奉行 中 被 評 は、 いか 様 渠が申 通り、 用水 は 私の 事に 非す、 田地 は 何れも 

同事 なれば、 向後 互に 云 ひ 合せ、 兎角 作物 損せざる 樣 こそ 肝要 なれ、 其の 趣 を 以て、 用水 等分に わけ 可 

申 旨に 相濟、 保 末の 者 共 大に理 運して 歸 りしと なり 

〇 密夫 非密夫 論の 事 

享保 年中、 總 州の 內妻木 何某の 領分、 百姓 誰と かや 云 ふ 者、 他へ 每 養子に 行き、 夫婦 合は宜 敷と 雖も、 

養父と 不和なる に仍 て、 止 事 を 得す、 家 を 出る、 然れ 共、 妻と は未緣 切れす して、 折節 は 養父の 目 を 忍 

び 行 通 ひける に、 いつの 程よりか、 餘の 男に 契睦 ぶと 聞き、 或 時 忍び 行て、 様子 を 窺 ふに、 案の 如く、 

彼男來 て、 睦 じき 體を 見届け、 密 夫に 紛れな しと 思 ひ、 飛込んで、 唯一 と 打に 靳る、 女 驚き 逃る 所 を、 

後ろより 斬 付る、 去れ 共 是は淺 手な り、 此の 驟 ぎに 家內 近所より、 より 合て 捕 之、 此の 義支 配所へ 訴ふ 

切られた る 方より は、 解 死人 を 願 ひ、 切た る 者 は、 密夫を 殺し、 は切捨 勿論な りと 云、 評定 所に 於て 決 

せす、 式日に 出て、 雙方對 決に 及ぶ、 列座の 評議に § 耳 一 度 其の 家 を 出る と雖 も、 女の 方へ 離別 狀を遣 さ 


翁 


草 


る內 は、 夫婦の 緣 切す、 然 れば密 夫と 云 事 勿論な りと、 多分 被 申、 又 其內に 異議 も 有て、 猶 再吟味 有 

べき 由に て、 其の 日 御 聞 懸け 被 成る 時に、 御 勘定 吟味 役 杉 岡 彌太郞 云く、 總て 女の 男の 家へ 嫁して、 離 

^の 時 は、 緣 切の 狀を 取る 事 勿論な り、 男は顰 養子に 行て、 不緣 なる 時、 其の 家 を 立 返く 所、 離 緣の證 

據 なり、 奚ぞ 其の 男より 證狀を 求めん、 其の 所以 は、 家 女に 家相 續 させんが 爲に、 * を 取の 主意 なれば 

其の 家 を 離る 、所が、 則相續 せざる の證と 成れば、 是れ離 刖狀に 及ばざる もの か、 殊に 其の 男遠國 杯へ 

立 退き、 行衛 知が たき 時 は、 一 生 其の 女 やもめた らん、 旁 以て 其の 夫 立 出る 日より、 他人 たるべし、 然 

れば 常の 解 死人の 罪に 當 らん かと 被 申し かば、 其の 儀に 評決して、 件の 男 成敗に 被 行し とか や 

〇 子供 喧嘩 解 死人の 事、 幷に大 岡 越 前 守の 事 

近年の 事なる が、 淺草竹 町に て、 五 歳の 子と、 七 歲の子 一所に 遊び 居り、 五 歳の 子、 竹 を 持 居たり しも 

七 歳の 子、 是を奪 ひ 取ん とて、 お ふの けに 倒れ、 竹の 先 尖りた る 所に 咽咋を 突て 即死す、 兩親大 に 歎き 

彼 五 歳の 子と 爭 ひたる より、 事 起り たれば、 渠を解 死人に とらん とて、 雙方申 募り、 奉行所へ 訴へ いづ 

時の 奉行 大岡越 前 守な り、 越 州 さま，， <\理 害 を 申 聞せ 宥ら る、 と雖も 聞す、 然る 上 はとて、 被 申 聞け る 

は、 遮て 下手人 を 願 ふ 上 は、 願の 通 申 付べ し、 伹 十五 歳 未滿の 者に 斯る 例な し、 因兹 十五 歳に 成る 迄、 

八 左衛門 島へ 遣し 置べ し、 未 幼稚の 者 なれば、 介抱 人 無くて は 難 叶、 願 人の 方より、 乳母 一 人 召 抱て 付 

置べ し、 扶持 方 は 被 下べ し、 月々 一 度 づ、、 右の子 奉行所へ 連れ 來て、 改を受 くべ し、 尤も 病氣 ならば 

早速 訴 へよ、 右の 趣 急 度 相 守り、 所の 者、 心 を 付て 生 立せ、 十五に も 成らば、 其の 節可訴 出い か 様共沙 

汰に 及ん と 有ければ、 願 人幷に 其の 所の 者 犬に 迷惑して、 右 願 を 相 止め 事濟 ぬと なり、 右 大岡越 前 守 事 

元は 忠左衛 門と て、 御徒 歩 頭 等の 御 役 を 勤め、 其の後 町奉行に 成る、 此の 人 絶倫 俊才に て、 大に 世に 名 

を發 し、 御 政事に 就て、 普く 人口に 殘る事 最も 多し、 此の 故に 有 德院殿 之 を 賞し 玉 ひ、 本 高貳， 千 石の 上 

貳千石 御加增 有て、 四千 石に 被 成、 無 程、 寺社 奉行に 被轉、 堂 萬 石 以上の 格に 被 仰 付、 是迄 大名に 非す 
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して、 此の 御 役 を 勤めた る 人な し、 此の 越 前 守を始 とす、 其の後 山 名 因幡 守 (七 千 石) 右 例 を 以て、 寺社 

奉行 被 仰 付、 是 より 外に 當御役 を、 御 族 本より 被 勤 事前後に 無 之、 扭越前 守 當役被 仰 付砌、 是迄無 例 事 

なれば、 前 輩 衆の 色々 の 意味 有て、 越 州 は 御用の 外に、 何 角の 心 遣 ひ 有と かや、 其の 所以 は、 自餘の 同 

役 衆 は 皆 大名に て、 御 奏者 番 より 寺社 奉行 を 兼ら る \ 面 々なれば、 各 越 前 守と 同役た る 事 を 不悅唯 同役 

と は 申されす、 加役の 同役と 唱 へて、 諸事に 就て、 一等 是を 5g さる 、と雖 も、 越 州 少も是 を 不忿、 聊其 

の 身 を 高ぶらす、 同役 をせ す、 憲に介 副の 如くに して、 しかも 同役 衆懸 りの 御用 向 評議 あれば、 自分 

の 存念 を 無 底意 被 申に 仍て、 毎度 越 州の 蔭に て 御用 辨ぜら る、 事 多 かりし かば、 始の 様子に 替り、 後に 

は 萬 端 越 州に 任ぜら る 、様に 成て、 各是 を師 とせら る、 越 前 守 は元來 希世の 才士 なれば、 萬の 功 は餘人 

の 及ばざる 事 多し、 たと へば、 常に 御用 G 儀に 付、 同役 衆の 許へ 参らる、 に、 玄關 にて 取次の 士 下座 筵 

へ 出向 はんと すれば、 甚 制せられ、 平生 御 用談に 參る某 を、 左様の 客 あしら ひ 決して 無用な りと あなが 

ちに 止められければ、 後に は 下座へ 出向す、 越 州 取次の 側へ 行て、 其の 家に 於て 口 利の 用人の 名 を 指て 

御用の 儀に 付 逢 度 由 を 被 申入、 則彼士 出て 承 之に、 何々 の士、 加 様々々 と演說 し、 御 休息の 折 柄と 察し 

候 故、 御邊へ 談じ畢 ぬ、 疾と御 考の上 追て 御 返答 可 承と 申 置て 被歸 ぬ、 常々 の 御 ffl 談 大方 斯の 如し、 此 

の 心 は 同役 衆 は 各 大名 故に 世事 細やか 成 事に 置て は 尤も 疎し、 愁に 入り組た る 事 を 直談して は、 結句 物 

の 間遠 出来ぬべし、 夫より は物馴 たる 用人に 呑 込せ、 跡に て疾と 思案 させて、 返答 を 聞く 方が 遙に 直談 

より は增 なり、 其の上 大名の 事 なれば、 度々 御用に ての 應對 は、 難儀に 思 はるべし と 察しての 事と かや 

平日の 機變類 ひなし、 都て 御 役 を 勤る 面々、 多く 此の 風俗 を學 ばる、 越 州 は 其の 功 積り て 終に 一 萬 石に 

御 取 立 有て、 候 家と 成り、 其の 子 越 前守當 時專ら 奉仕 せらる、 

〇 見附 番所 供 割の 事 

近年 淺草 通に て、 何れの 見付か 御^所 代りの 時、 鐵 砲足輕 行列の 中 を、 町人 一 人 押 割て 通りければ 足輕 


怒て、 鐵 砲に てた、 く、 敲 かれて 逃る 所 を、 叉 一人の 足輕追 かけて 敲く、 雨 度 打れ て、 急所に 當り ける 

が、 彼 者 は 倒死す、 則 其の 所より 奉行所へ 訴ふ、 依 之 穿議の 上、 裁判の 趣 は、 總 じて、 供 を 割た る 者、 

切捨 たらん には子 細な し、 殊更 町人の 事 なれば、 論に 不及、 然るに 鐵砲は 其の 主人の 預る 大切の 番所 警 

衞の 道具な り、 夫 を 以て 人 を敲き 殺す 條 法外な り、 右 不法の 罪難遁 とて、 足輕兩 入牢 含に 成り、 相當の 

科に 被 行し とぞ、 

當代奇 覽拔萃 

〇 行 燈短檠 

1 古老の 物 諸に、 今の 世に 有る、 諸 器の 類、 いにしへ より 皆 有る 事の 様に おもへ ども、 さに は 非す、 行 

燈 など 土 K もの あれ 共、 今の ごとく、 蜘手を 中に 釣る は、 近き 事な り、 昔 は路次 行燈の 如く、 底 板に 

燈臺を 置た るな り、 中に 釣る は 小 堀 浚 州の 丸 行燈を 仕出し 給 ふより 始り、 角なる にも 中に 釣る 事に な 

れり、 短 樂は利 休 時代より 有り、 古 は 皆 燭臺に 土器 を乘 せたり、 古代の 縫に 有る 通な り、 靈山長 嘯 子 

竹 檠の哥 とて 

をし む 日 もや 、 くれ 竹の 燈は 世々 の 玉つ さ猶 てらせと や 

〇 茶 湯 

一 古老の 云、 今の 茶 湯 は 樣々 風流なる 事 を 作り出し、 是は利 休 作な り 杯と 名 付て、 京都 將軍義 政 公、 

東 山に 於て、 四疊半 敷の 數寄屋 を 造らせられ、 臺子茶 „1 ^を始 玉 ひしょり、 種々 の 茶器 出來 た.^、 珠光 

紹鷗迄 は、 皆.) 子 風 爐の茶 湯に して、 爐と云 事 はなし、 利 休 初て 爐と云 事 を 仕出せり、 圍 ひも 利 休 作 

にて、 泉 州？^ 淨土 寺の 椽側 を、 三 疊敷屛 風に て圍 ひ、 茶の湯 をせ しょり 始る、 去に 仍て、 圍ひは あら 

たに 造る ど雖 も、 片庇 なり、 數寄屋 は、 楝を 別に 建るな り、 中く  り は遙か 後に 出来たり、 利 休 時代 
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  八 二 

は、 中く  > りなく、 猿戶 にて ありき、 古田 織 部 正 重 勝、 中く  > りと 云 事 を 仕出さる、 圍 ひの 住居 種々 

の 事 は、 古田の 作 多し、 中程 は 利 休の 子の 道 安 初て 仕出しけ る を、 父の 利 休是を 見て、 無類 物 數奇な 

り、 しかも 汝が 仕出した りと 云 は tT、 後世 用 ひざる 事 もや^ん とて、 頓て 崩させて、 利 休が 圍 ひに、 

中に 柱 を 建し となり、 又 丸き 鐵 のどう こ を 板に 切入れ し は、 珠 光紹 鷓 時代より 有しよ し、 今 爐の灰 を 

隅 を あけて 丸き 形に する は、 鐵 のどう この 丸き 形 を 表する よし 云說 あり、 其 虚實は 不知、 

〇 多 波 粉 

1 寬 文の 頃 迄 有し 古老の 云く、 多 波 粉の 渡りし は 近き 事な り、 南蠻 人我 朝に 來て吞 初めたり、 其の 時 は 

小蠟燭 を燈 して 吞 たり、 去に 仍て、 nl 本人 も 小 蠟燭に て^み、 夫より 間も無く、 世界に はやり もて 長 

する 事に 成れり、 其の 時分、 世に こせ 瘡と云 物 はやりし に、 多 波 古 を 吞む人 は、 此煩ひ 無しと、 云 ひ 

はやらせて、 世に はやり 廣. まりしな り、 しかれ 共、 今の 如く 烟 草の 道具 はなし、 竹 きせると て、 細き 

竹の節 を 込め、 漸く 火皿 程に 切り、 筆の 軸 程 成る 物 を， 夫へ 横に 付て 吞 しなり、 夫 さへ 持た る 人 稀な 

り、 下々 杯 は、 に烟 草の葉 を、 くる/、 と卷 き、 口に 紙を卷 き、 火 を 付て 香たり、 大身の 大名の 

烟草 飮ん. と 有 時、 近習 小姓 片手に はつる の 付た る 火 入に 火 を 入れ、 脇に 小石 を 置、 片手に は 唐草の 二 

尺 四方 程 なる を 四つに 折持來 り、 主人の 前に 層、 革の 內に はきせ る烟草 あり、 其の 革の 上に 火 人れ を 

置て、 たは 粉 をつ ぎ、 指 出し 飮 給て 後、 石に て 灰 を 落し、 右 Q 革 を 元の 如くに 仕た まふ、 大名 さへ 如 

此况 や、 下々 に 於て、 今の 様に 多 葉 粉 盆な ど S 云 事 一 切なし、 大猷院 殿 時代に、 烟草は 世の 費な りと て 

堅く 御 停止 被 成、 ； a 戶町々 烟草狩 を 仰 付ら れ、 R 本 橋の 傍に、 矢来 を 結 ひ、 江戸 中の きせる を、 其の 

中へ 取捨る、 移 敷 事 云 計な し、 如此 堅き 御法度な りしが、 其の後 問 もな く 破れぬ と 老翁の 語りき、 

〇 挟 箱 

一 と 云 物、 古 はれ：； いける を、 秀吉公 薩摩御 征伐の 爲、 筑紫御 進發の 節、 丹州龜 山城 主 小 野 木 鏠殿介 


草  翁 


始て是 を 製す と 云々、 按 に、 秀吉 公、 柴田勝 家、 佐 久間信 盛と、 江 州 志津. か 嶽合戰 の 時、 秀吉公 一 詩 

駐 にて、 美 濃 表より 馳着、 志 津が嶽 の 東、 岩 原の 猿が 馬場と 云 所に て、 挾 箱に 腰 を かけ、 暫 休息し 玉 

ふと 一 書に あり、 然れ ば、 是は天 正 十五 年に て、 筑紫陣 より 五 年 前れば、 本文と 相違せ り、 猶 可追考 

乍 去、 挾 箱と いふ 名目 は、 其の 前より 有って、 今の 仕形と は 違 ひ、 板 二 枚 を 合 棒に かけて 持た るよ し 

老人の 物語な り、 旣に甲 陽軍缓 にも、 此の 名目 は 見えたり、 

〇 木 下 長 嘯の 詠 

1 或 人 烏 丸 大納言 光廣 卿へ、 東 山 長 嘯 子の、 八月 十四日の 詠なる 由、 扇に 書た る を 見せ 奉る、 

明る 夜の 月 を こよ ひの 庭に 見よ 命 も 知らす 曇り もやせん 

光廣 卿御覽 有り、 いか 樣心は 面白し、 され ども 言葉の 續き 優なら-さる 故に、 たけ 高から す、 此心を 詠 

ぜんに は、 

名に しあ ふ 月 は 今宵に 出て 見よ 身 は 浮 雲の 定めな き 世に 

.  かく あらま ほしと 宣 ひける とぞ、 

〇 震 元 院瘧の 御製  一 

1 靈元院 仙 洞に あらせ 給 ひし 時、 瘙を惱 ませ 給 ふ、 

まく さかる 野べ の わら はや 道 遠く 我が 住む 里に 歸り行 くらむ 

瘧 (ワラ ハヤ ミ) 隱し 題に 詠せ 給へ り、 此 御製に て、 忽ち 御惱 去し とか や、 され ぱ瘧を 煩 ふ もの、 此 

の 御製 を 書付て、 其の 發る 8 枕元に はり 置けば、 立 所に 瘧 落るな りと、 或 公卿の 語られし、 

〇 後水尾 院 御製 

1 後水尾 院 法皇に 成せ 給 ひし 時 御製、 

思 ふ 事 なきだに そむく 世の中に あはれ 捨て も惜 からぬ 身 を 
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  八 四 

〇 堀 田 正 成の 歌 

1 大献院 殿御 代、 堀 田 加 賀守正 成 は、 御兒 小姓に て、 御 寵愛 甚 しかりし が、 御 持 被 遊し 御 扇に、 紅葉 を 

彩りた ろ 槍 有り、 夫に 御 歌 を 被 遊て、 

紅葉 さ へ 物 思 へ とや こくうす く 一 葉の. 內 を染ぞ 分ぬ る 

返歌 をと 仰け るに、 加 賀守取 あへ す、 

紅葉の こき は 我 身の 思 ひに て 薄き は 君 か 情なり けり 

と 申 上れば、 御感 御入與 有しと なり、 

〇 大猷院 殿の 歌 

1 右 加賀守 元服の 時、 御 腰の物に 御 歌 を 添へ て 下さる、 

あれて しも 其の 名は殘 るいに しへの 志賀の 都の 花の 储 

〇 佐 賀和田 喜 六  • 

一同 頃、 山 州 淀の 城主 永 井信 濃 守 (尙政 後に 信齋 と號) 登城 有しに、 御 持 被 遊し 扇に、 御手 づ から 耿を 

1 首 書せ 給 ひし を、 信 濃 守拜領 して 返 出 有り、 家 來佐賀 和 田 喜 六 を 召れ、 其方 は 日頃 和歌に 心 を 寄せ 

風流 を 好めば、 今日 拜領の 物を拜 見させる なり、 是は此 頃の 秀歌な りと て、 都より 御 到来の 由、 則 御 

自筆に 遊し 被 下しと、 彼の 御 扇 を 見せ 給 ふ、 喜 六 長て 押 戴き 拜 見す るに、 

吉野山 花 待 頃の あさな/、 心に か  >. る峯の 白雲 

喜 六泪を 流して 申け る は、 拉々 冥加に 叶 ひ、 上聞に 達 候 段.. 身に 餘り難 有： id 合、 生前の 大幸、 何事 か 

是に增 り 候 はん、 此耿は 則 愚 詠に て 候、 富 春中院 大納言 通 村 卿 (正 保 四 年 內府- 一任) へ 詠草 を 差 上け、 

御 添 前 を 奉 願 候 ひし、 此耿も 其 一 卷の 中に 御座 候. H 申て、 則： S の 詠草 を 差 出す、 信 州 大に愕 き 此趣上 

聞に 達せら るれば、 尤も 御感 賞不淺 となり、 此喜六 は、 其の 頃 和歌に 名高く、 其の上 倭 漢の才 あ リ、. 
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參 Sf を 好みて、 晩年 薪 上 里の 酬恩 庵に 引 り * 懸瓢 居士と 號し 1： 遣の 身と 成り、 宇治の 佛德山 興 止 寺 

(永 井尙政 再興) に、 墓に 法名 を 記さす、 何でもなぃ事-^-と有が、 此 居士の 墓な り、 按 るに 此人さ 

ばかり 文武に 名 ある 人 成しが、 生得 蝦蟇に 恐れ、 是を 見る 時 は 立す くみに 成ぬ とか や、 斯る事 は、 勇 

士の 上に も 無き に 非す、 往昔の 佐 藤繼信 は、 名譽の 勇士 なれ 共、 鼬に 恐れし となり、 

〇 前 野 織 部、 生 駒 將監に 仇 を 報す 

1 讃州高 松 城主 生駒爱 岐守高 俊 (十七 萬 石) 、江戸 家老 生駒將 監と國 家老 前 田 助 右衛門と 諍 諭 出 夾.、 家中 

騷 動に 仍て 上聞に 達し、 寬永 十七 年 八月、 生 駒 所 帶沒牧 豐岐守 は 羽 州 由 利へ 配流、 前 田 助 左 衞門は 

切腹、 生 駒 將監は 雲 州 松 江 城主 松 平 出 羽 守へ 御 預けに て、 事旣に 落着せ り、 然るに 助 左衞門 甥に 前 野 

織 部と 云 者 有り、 倩と 思案し ける に、 此の度 將監が 非道に て、 伯父 助 左 衞門は 切腹し、 主人 は 流刑に 

成り 給 ひ、 結句 將監は 存命す る こそ 恨 なれ、 所 設將監 を 討て、 此鬱愤 を 散 ぜんと、 忍で 雲 州へ 下り 將 

監を ねらへ ども、 公儀 御 預け ものの ことなれば、 中々 容易に 本望 を遂 ゆかたし、 織 部 詮方 無き 儘に、 

將監が 在る 宅に 火 を かくる、 去れ 共其將 監を預 りの 番人 取 圍んで 立 返 故に、 討 事 不能、 然處に 將監は 

1 ケ 年に 一 兩度 程、 此 家の 長 臣乙部 九 郞兵衞 方へ 振舞に 招かれて、 終 c 慰る 事 あり、 依 之、 織 部 身 を 

やつし 緣を 求めて、 乙 部 方へ 鷹匠 奉公に 出る、 或 時 出 羽 守 鷹 野に 出 玉 ひ、 九 郞兵衞 も 供に て、 彼緻部 

に 鷹 を 居 ゑ させ 罷 出る 處に、 羽 州の 目に 留ぃ、 織 部に 事 を靠給 ふに 仍て、 あらぬ 偽 を 申て 是を陳 防す 

羽 州 殊の外 譽め玉 ひ、 汝は九 郞兵衞 などに 奉公すべき 人體 ならす、 九 郞兵衞 目 を かけて 召 仕 ふべ しと 

宜ふ、 斯て 其の後 九 郞兵衞 宅へ 將監を 招て 催し 有り、 織 部 時 至りぬ. と悅 び、 九 郞兵衞 に 願 ひける は、 

某 は 新参に て 御 家中の かた， <\- を 未見 知 不中候 故、 途中 不禮等 仕 候ても 如何に 奉存 候、 何卒 御 玄關番 

を 仰 付ら れ被下 かしと 云 ふ、 乙 部 開て、 尤なる 心褂 なりと て、 則 玄關の 執 次 を させけ る、 扭當 日に 成 

しかば、 生 駒 將監、 九 郞兵衞 屋敷に 來て、 案 內を乞 ふ、 織 部 あは やと ほ， -ひ、 是を 案內 し、 將監 書院へ 
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通ろ 所 を、 廊下に て やり 過して、 言葉 を掛 るより 早く 突 殺す、 乙 部が 家來 共、 こ はいかに と 熾 部 を 取 

廻す、 織 部 少しも 不騷、 斯の 次第と 始終 を演說 す、 九 郞兵衛 驚き 走 出て、 織 部が 手 を 取り、 拉々 神妙 

の 事、 先 は 本望 を 被 遂滿足 たるべし、 唯今 迄 斯とは 不知 失禮 せり、 大法 なれば とて、 一間 を 圍て番 を 

附け 置く、 此の節 出 羽 守 在 府に仍 て、 早 追 を 以て 注進す、 羽 州 急ぎ 上聞に 達せら る、 然るに 各 儀 御 評 

定 にも、 織 部が 働 を 被感、 何卒 助命の 事 御沙汰 有し か 共、 公儀より 御 預けの 者 を 討た る 咎遁れ 難く、 

織 部 事 切腹に 決し、 其の 段 被 仰 渡、 II 部 切腹 場に て 申け る は、 御鷹 野の 節、 出 羽 守樣、 某 を 御 見咎被 

遊し 時 は、 南無 三寳 1K 命に 盡 ぬる かなと 存ぜ しに、 不思議に 其の 場 を 遁れ、 本意 を 遂候段 悅び人 候、 

各方に は、 頼 母 敷 御主 君 を 持せ 玉 ひ候ぞ や、 御 眼力の 程天晴 明君と 見 請 奉り 候、 隨分勤 功を勵 まれ 候 

へ と 申畢て 靠 常に 自殺せ り と 々 、 

〇 伊藤 宗左衛 門が 働き 

1 小 笠 原 右近 將監忠 政 は、 肥 前 島 原 騒動の 砌、 彼 表へ 急に 發 せらるべき 旨の 御 奉書、 大阪 御城 代より、 

同所 屋敷の 留守居 伊藤 宗左衛 門と 云 者に、 糊 付し 儘に て 相 渡され、 急 御用なる 間、 早々 在所へ 及 相 達 

旨な り、 宗左衞 門 御 奉書 を 請取歸 り、 糊 付の 封 押切て 拜見 する 處に、 急に 島 原へ 發 向すべし との 御文 

言な り、 則是を 本紙の 通り、 今 一 通 寫取御 奉書の 大紙は 飛 船 を 仕 立、 船中 風雨 を 厭 はす、 片時 もはや 

く 着 加すべし と 申 付、 又 二 時ば かり 間 を 置、 彼寫を 同く 飛 船 を 仕立て 出したり、 然るに 最前に 出せし 

飛 船 は、 海上に て 惡 風に 逢て 着く 岸 遠く、 跡より 出た る寫の 船、 豐前小 倉へ 早く 着津 す、 忠政此 事 を 

甚赏 美せられ、 大切成る御奉^|^ー2の封を私として押切り、 寫を刖 に 差 下せし 段、 大 なる 働き 忠節 最も 拔 

群な りと て、 伊藤 宗左衞 門、 是迄 二百 石に て 有し を、 一 倍の 加增 にて 四百 石に 成り、 其の 子 迄 大坂留 

守 居 を 相 續て被 申 付と なり、 

〇 水 野 勝 成 難船に 逢 ふ 
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1 備後福 山城 主 水 野 曰 向 守 勝 成 は、 肥 前 島原騷 動の 時、 陣中 軍監 にて 在陣 せられし. か、 寬永 十五 年 春 落 

城の 砌、 諸將と 供に 歸陣の 時、 下の 關 にて、 俄に 難 風 吹き、 碇を 掛留る 事も不 叶、 船危く 成ければ、 

小船に 日 州を乘 せ、 近習 二三 人 供に て、 船 を 上ん と 申 を、 日州屋 形の 內 にて、 是を 開き 其の 儀 は 如 

何にも 叶 ふま じ、 我 I 命 を 助り て、 今度 一命 を拋 たる 家 士 共を捨 殺べき 法 や 有る、 存亡 は 天に 任せて 

我と 士卒と 供に すべし と、 屋 形の 障子 を 押 立ら る、 其の 間に 和ら ざし かば、 船中の 人々、 始て 生た る 

心地して、 夫より 何の 恙なく、 在所 福 山に 歸城 せらる、 勝 成が 志 を 上下 擧て 感心し、 落涙して 不悅者 

はなし、 

〇 女の 許に 文 を やる 作法 

】 星 野 角左衞 門と 云 古老の 物語に、 女の 許へ 文 を やらで 不叶 用事 あらば、 堅き 文字 を、 其の 文の 內へ書 入 

て、 I 人に て は 不續樣 に 云 送るべし、 是れ 作法な り、 女 筆に 用る 艷 なること 葉、 和ぎ たる 文章 類 能く 

辨 へて 差 略 可 有事な りと 語りき、 實 にも 古老の 云る 言 は、 畢竟 知れた る 事ながら、 男より 遣す 文章に 

御 うれしく の、 の、 或は そ もじ 様の などの 類、 能 調た る 程、 却て いか > し きものな らん か、 此星 

野 は 由有る 老人に て、 信玄 全書 も此 作と 云り、 

〇 越後 石臼の 火 

1 越後 國三條 村と 云 ふ 所の 百姓の 庭に 曰 あり、 此石 曰の 穴より 風 吹 出る、 此の 風に 火 を 付れば、 能く 燈 

りて 用事 を辨 す、 竹の 筒に て、 彼 火 を とれば 其の 內を通 ひて、 火 幾つかに も 移る、 近所の 女 ども、 夜 

の 手業 を せんとて、 彼 家へ 集り、 此の 火 を 借るな り、 また あ ふ ざ 消せば 消え、 又 火 を 付れば 燃るな り 

按 るに 此 家の 下 泥に て、 其 泥の 油より 風 出る と 見えたり、 其の 所以 は、 同國の 中に 大 泥の 池 あり、 高 

田より 北國 海道 を 三 里 行ば 荒 井な り、 荒 井より 三 里 川 手に 別 所と 云 所有り、 此の 村の 池 水の 上へ、 油 

の 湧 上る 事 夥し、 其の 油 を 汲取て、 土器に 入れ、 銘々 が 家に 燈 すなり、 是則 油の 運上 を 出して 燈す事 
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なり、 然れば 彼 火 も 其の 如く 油氣 より 生す る、 風なる べし、 去ながら 油の 句 ひえ もい はれぬ 惡 臭の あ 

りと なん、 夫 を 見た る 人の 物語な り、 去れば 越後の 內に は、 井の 內 より 潮 出で、 其 水に て 鹽を燒 所 あ 

り、 又. 奥州に は 石 を 割て 薪と し 土 を 干 乾かして 薪と する 所 も 有と. ぞ、 

〇 奥州 方言つ ほいけ 

1 奥州 ili 輕 にて は、 蝶 をて こな、 秋 津蟲を とんぶ りと 云、 遠 園に は 斯様の 類擧て 計へ 難し、 是に 就て 大 

江山の 謠 曲に、 馴 てつ ほひ は 山伏と 諷ふ、 いか 成る 心と も 知る 人な し、 然るに 或 時、 奥州の 侍の かた 

へ 振 廻に 行き、 酒宴 半に 亭主の 言葉に、 つ ほい ゆに 酒を勸 るな と 云り、 客 其の こ、 ろ を 間 ふ、 亭主の 

云く、 是は 上方に ていと > けにと 云 事に 候と 答へ し、 是 にて 大、 江山の 諷の 言葉 聞え たりと、 或 人語り 

し、 

〇 惟喬 親王の 墓 

1 洛 北大 原野 邊に、 陵と 云傳 へし 所 あり、 孰の 陵と も 知人な し、 苔む したる 石塔 有しが、 此の 傍ら 崩れ 

し 時、 所の 者 共、 其の 所 を 掘て 見る に、 石 榧 有り、 小さく して 棺 ほどの 物に 非す、 蓋 を ひらけば、 內 

に 一 つの 箱^り、 段々 三重の 箱！^ て、 內に 銀に て 作れる 器 あり、 茶人の 中次の せいに て、 少し 大き 成 

る 物な， り、 此の 內に ー卷の 書あって、 惟喬 親王の 御 一 生の 事 を委く 記せり、 容易の 物に 非す とて、 公 

儀へ 訴訟す る處 に、 東 武へ伺 ひに 成り、 東武 より 其の 書 を 織 田家へ 被 下、 其の 被 下た る 所以 は 不知、 

其の 掘 出せし 時 見たり とて、 相國 寺の 僧の 物語な り、 按 るに 花鳥 餘 情に、 山城に 小 野と 云 處ニ所 あり 

宇治 郡に 小 野 あり、 また 愛 《石 郡に 小 野の 里 あり、 此の 小 野 は 愛 { 石 郡の 名所な り、 ひえの 山 横 川の 麓、 

高 野と 云 所な り、 井蛙 抄に 云、 惟喬の みこの 御ぐ し をお ろして 住せ 玉 ふ も、 源氏に 浮 船の 隱れて 住し 

も此 所な り、 松ケ 崎な ども 小 野な り、 深 養父が 補 陀洛寺 も 小 野な り、 又 眞言 小 野 流と いふ は、 山 科の 

小 野な り、 小 野の 古鄕 は^ 勢の 圈 なりと 云々、 此の 洛北 小野鄕 の內、 大原 上野 村の 東北の 山際に、 大 


なる 杉 あり、 土人 一 本 杉と 云、 此の所に さき 塔 あり、 是則 惟喬 親王の 御 墓な り、 中頃 徹 書記、 惟喬の 

住 玉 ふ 御. 跡 をし めて 庵 作りして 住し 時 

我す まば 雪踏 分ん 人 もな くく やしと いはて 日 をゃ經 なまし 

〇 惺窩 五十の 歌 

1 妙 灣 院惺窩 五十 餘の 時の 歌な りと て、 人の 語りし、 

沈む とも 程 は あらしな f  J ろよ きのい そち 餘 りの 浪の捨 船 

此人は 冷泉 院家に 生れて、 日 域の 鴻 儒と、 世に 賞せられ たる 人な り、 羅浮 山道 春 を はじめ、 堀 正意、 

石 川 丈 山、 安 W 安昌 等の 名高き 儒 子、 皆此 門より 出たり、 墓 は相國 寺の 林光院 にあり、 
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翁 草 卷之六 

當代奇 覽拔萃 

〇 細 川 家の 香木 

ー紬 川三齋 (松 向 庵 ト號ス 越 中 守忠與 事) は、 武に 於て、 最も 世の 許す 所、 其餘 力に は 政道 を 嗜み、 父幽 

齋の 風流に、 を さく 不劣、 茶道に 心 を 寄せ、 優に やさしき 大將 故、 長 崎 表 異國船 入津の 折からに、 

彼 地 へ 家来 を 遣 はし、 珍 器 を 求めさ せらる、 一 と 年 與津彌 五右衛門と 云士 に、 相役 一 人 添て 差 越さる 

、處 に、 異なる 伽羅の 大木 渡れり、 本木と 末 木と 一 一つ あり、 其の ころ 松 平 陸 奥 守 正宗よりも、 唐物 を 

調ん 爲、 役人 下り 居し が、 彼 伽羅の 本末 をせ り 合 ひて、 三齋の 役人と 互に 勵て直 段 を 付 上る、 興津が 

相役 是を氣 毒に 思 ひ、 斯ては 直 段 夥しく 高直 なれば、 所詮 同 木の 事 なれば、 末 木の 方に せんと 云、 興 

津は 是非 本木 を 調ん と 云 募りて、 口論に 成り 彼の 相役 を 打 し、 終に 本木の 方 を 調て、 隈 本に 歸り、 

右の 段々 を 申達 切腹 を 願 ふ、 三齋の 云く、 某へ 奉公の 爲に、 相士を 討し 事 なれば、 切腹すべき 謂な し 

とて 彼 相士の 子供 を 召れ、 必す 意趣 を 遣す ベから すと て、 自身の 前にて、 輿津と 1^ を 申 付ら れ、 互に 

無事に 勤 仕せ り、 其の後 三齋 逝去 あり、 萬治寬 文の 頃、 第三 回忌の 砌、 彼彌 五右衛門 山城 船 岡 山の 酉 麓 

に 於て 潔く 殉死す、 大 德寺淸 宕和尙 引導たり、 今 も 右の 山の 麓に、 ー堆の 古墳 殘れ り、 此與津 が 調へ 

來 りし 伽羅 は、 類ゐ なき 名香に て、 三齋 特に 秘蔵せられ、 銘を 初音と 付ら る、 其の 心 は、 

きく 度に 珍ら しけれ は 郭公い つも 初音の 心地 こそ すれ 

此 古歌に よれり、 寬永 三年 寅 九月 六日、 二 條の錦 城へ 主上 (後水尾 帝) 行幸の 事 有り、 此の 時 肥 後 
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少將忠 利 (三齋 の 嫡子) へ、 彼 名香 を 御所 望に 仍り、 則是を 献ぜら る、 主上 敦感 有て、 白菊と 名 付 させ 

耠ふ、 

たく ひ ありと 誰か はいはん 末 旬 ふ 秋より 後の しら 菊の花 

此の 歌の心と ぞ、 又 仙 臺中納 言 正宗 卿 は、 役人 梢 を 調へ 來 りし を 大に殘 念 なられし かど も、 流石 名香 

の 事 なれば、 常に 是を 賞して、 柴 船と 銘 せらる、 

世の中の 憂 を 身に つむ 柴船 やた かぬ さきより こがれ 行らん 

此 歌の心 成べ し、 其の 名と り. <\ な. がら、 皆 心 面白し、 斯る 所以 を 知らぬ 人 は、 白菊 初音 柴^ は、 唯 

同じ 香との み覺 候、 或は 小 堀 遠 州の 所持の よし 色々 異說を 云 人 有り、 皆 誤な り、 

〇 大和言葉 

一 或 所の 床の 一 軸掛 りて 有る を 見れば、 女の 文に て 勾當內 侍の 筆な り、 其の 內 にしゃかん 堂と いふ 事 

有り、 釋迴 堂の 事な り、 なべて 大和言葉 は、 或は 假名 を 休め、 或はけ やけき を 和ら ゆ 讀 くせと り. 

シッ ハイトン セ フ ギ シャへ ウジ ヨウ ゥマ レゥゴ ゲン ヱ モン 

なり、 たと へば 出納 集 人少輔 牛車 兵仗 右 馬 寮御監 右衛門の 類、 あゆて かぞ へがた し、 和歌に は、 殊さ 

ら淸 濁な ど 有りて、 世に 唱 ふる 處と、 犬に 違 ふ 事 多し、 委く は耿學 有職の 道 を 聞 すん ば 解し. かたし、 

俗間に て は、 片言の 様に おもへ ども、 委く 其の 據 有りて、 五 音 相 通 横道に 協へば、 是れ 正しき 和國の 

言た る 事 を 測 知るべし、 此の 本書 當代 奇覽 にも、 旣 にしゃかん 堂 を、 上代の かた 言と 書かれ ども、 更 

に 左 は 有らざる べし、 是が爲 に、 あらまし を、 予 右に 註し 置な り、 

〇 本 阿 彌光悅 の 逸事 當代 三筆の 競爭 

1 本 阿 彌光悅 は、 了 寂 院と號 す、 晩年 北 鷹 峯にー 寺 を 建立して、 光悅 寺と 云、 能書の 譽 のみみ 賞して、 

光悅 が行狀 は、 人口に 傳ら す、 性質 無欲に して、 風流 類ゐ なし、 鷹 峯へ蟄 する はじめに、 家財 調度の 

然るべき 類ゐ は、 悉く 一家 或は 入魂の 友に 送り、 隨分麁 相なる 器の みを携 て、 茶 を 契し 樂む、 人是を 
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問へば、 去れば 能 器 は 損 ひ 破る、 勞 ありて 面白から す、 麁 物を翫 ぶこ そ 安 けれと 語りき、 折々 一家の 

方へ 訪らひ 行て、 本 阿彌の 繁昌 も、 今 十分と 見 ゆる、 斯て 人々 奢り を 究めな ば、 竟 には衰 へなん と、 

常に 諷諫 せし とか や、 一年 極月 晦日に、 年頃の 朋友の 許へ 行し に、 門口に 人 あまた 集り 居たり、 こ は 

何事に やと 驚き 内へ 入し に、 m 頃 出入す る禪 門の 居し かば、 何事 や あると 問に、 禪門 云く 此の 家の 仕 

くせにて、 每年大 三十 HI の 金拂を 小拂迄 も、 大 三十日の 夜の 四つ 前に 拂 はれ 候、 其の 子細 は鬧敷 折な 

れば、 銀 かろくても、 錢が 不足 にても、 請取歸 るに 仍て、 其の 德分 を考 ての 事に 候、 構て 御 氣遣ひ 候 

なと 云、 光悅興 もさまして、 亭主に 對面 もせす 立歸 り、 夫より 彼 人と は 再び 出合 事な し、 或 人 是を問 

ふに、 渠は拔 々淺間 敷 心 哉、 人々 翌は 元日と て、 己 かさま. <\. 取い となむ 折 なれば、 少 にても 渡す 物 

は 早々 渡さん とこ そ 思 ふべき を、 己が 僅の 貪より、 人に 難儀 を かけて、 夜中 迄の 事を延 すの みか、 剩 

へ、 相對 せし 段の 內を、 厘毛 も 掠る は、 是 れ盜賊 なり、 斯る 人と も 知らす して、 是迄 因み たる 事の 

悔しさよ、 是 我が 愚に して 人 を 知ら-さる 罪な りと 答し とか や、 最も さ 有りなん 事 か， 

因に 曰、 近衛 應山公 は、 尊 朝 親王の 筆意 を 擧び給 ひ、 御名 普く 世に 聞 ゆ、 瀧 本の 猩々 翁、 本 阿 彌光悅 

など、 问じ 流れ を 汲て、 應山 公と 筆力 を あらそ ふ、 此の 故に 常に 獲々 翁 光悅を 召れ、 御 側に 仕へ て 御 親 

しかりし が、 一 日 御 刖莊へ 光 悅を召 連ら れて、 成らせられ、 御酒 宴闌の 頃、 光悅 御前に 侍らざる 故、 

臣に 仰て 尋 させら る、 に 何 地 行けん 知 ざれば、 爱 かしこ を 探し 求る に、 時し も 五月雨の 晴間 なれば、 

前栽の 池の 邊 りなる 隈笹 より、 溜れる 露の 落る を、 光悅 傍に うづく まりて 餘 念な く眺居 たる を 見 付て 

御 召な りと 倡 ひ 出る、 應山公 近臣に 様子 を尋玉 ふに、 爾々 と 申 上る、 公 聞し めし、 など や 光 悅は此 程 

物 を 案す る 風情な り、 今日の 有様 かた-^ 以て 心得が たしと 宣ひ、 程なく 御遊 も 終て 還 御成ぬ、 其の 

翌日 光悅 方より 前日の 御禮 として、 一種 を 献す、 其の 添書に、 始て我 筆意 を顯 はし、 是を捧 ぐ、 則 後 

ゆに？ m れ ろ光悅 流の 濫觴な り、 應 山公是 を御覽 有て、 犬に せかせ 給 ひ、 去れば こそ、 頃日の 工夫 は是 
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なめり、 我 も 兼て 工夫 有し 故に、 彼兩 人に 魁ん と 思 ひ 設し處 に、 早く も 渠に先 をせられ ぬと て、 御 筆 

を 執て 御 返報に、 御 直 書 を 下さる、 是 近衛 様の 始 りなり、 獲々 翁 も是を 聞と 否、 素より 同じ 志 なれば 

忽ち 風俗 をた てる 所、 今の 瀧 本 t ^なり、 直に 其の 世の 三筆と も 云べ し、 筆の 熟する 所、 自然と 同時 成 

事、 奇成 哉、 

〇 器具の 華美 

1 世の中の 華美 結構に 成た る 事、 言葉に 述べが たし、 第一 衣服 器物 類な り、 以前 は 武士 も 利 方 を 第一 に 

して、 兵 具 等に 美麗 を 不用、 大名の 持鎗 杯に も、 銀 金物 は 稀 成しに、 今 は 陪臣の 末々 迄 も、 鎗は銀 持 

の 物と 心得、 刀 脇差の 結構 最も 是に 同じ、 其の 餘 衣服の 奢幾ぞ や、 大 神 君駿府 に御隱 居の 時分、 淺野 

彈正參 上 被 致、 土產 として、 茜 木綿 百 反被献 に、 其の後 本 多 佐 州より、 內意被 申し は、 茵 木綿 献上 は 

向後 御 無用に 候、 上様 は 能 物 かと 思 召し、 女中 方の 御 仕着に 被 下 候 故、 皆々 迷惑いた し 候と て、 被 差 

止ぬ となり、 古の 風俗 は斯 なん、 爱を 以て 今の 華麗 を 思量すべし、 

〇 日本人 明國に 漂着す 

1 城 州 伏 見 佛國寺 高 泉和尙 は、 黃檗山 萬 福 寺の 第五 世な り、 此の 和尙の 物語に、 若き 時大 明の 地へ 流 船 

きたる、 衣冠 正しき 人なる が、 素より 言語 通せ ざれば、 砥紙を 出す に、 

. 日出 扶桑 是吾家 漂洋 七日 到 中華 山川 人物 殺人 異 唯 有 寒梅 一 様 花 

と 云 詩 を 作れり、 其の 時代に 日本に て此 人な らんと 云覺ぇ 有な り、 彼 人は大 明に て 終られし との 物語 

なり、 

〇 羅山丈 山 を訪ふ 

ー羅 山道 春、 石 川 丈 山の 許へ 訪 はれし 時、 

韶明欲 見 月 來登 文選 樓 • 
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丈 山 如何して か 此の 答 無り しとなん、 •  - - 

〇 朝鮮 少年の 詩 

1 秀吉公 朝鮮 征伐の 時、 彼 地より 八 歳の 兒を擒 にして、 御 本陣 肥 前の 名 古屋に 送る、 其の 小 兒詩を 作， e 

り 

、 煙 水茫茫 歸路長 蒼 波 萬 里 隔故鄕 與 人欲 語 語音 別 終日 無言 送 夕陽 

太閤 是を 感じ 玉 ひ、 朝鮮へ 歸 させ 給 ふとな り、 

〇 江 州今津 1K 神 西 行と 問答す 

1 江 州 今 津と云 所に、 天神の 宫 あり、 里人の 云く、 むかし 西 行 法師、 船に て爱を 通られし に、 礎の 方よ 

り、 .H 髮の 老翁 来て、 若 狭への 道 を 問 ふ、 西 行 聞て、 

白雪 をいた. - きなら 若 狭と は 死 出の 山路 を 問 は  間へ かし 

翁 返し 

しら 雪 をいた  >- け はこ をと ひも すれ 若 狹へ歸 る 道 を しらね は 

とて かき 消す ことく 失せし となり、 此 天神の 顯 はれさせ 玉 ふに や 

〇 烏 丸 光廣 病 者を勞 はる 

1 烏 丸 光廣 卿、 有 馬へ 入湯 まし ませし 時、 播州 加 東 郡より、 貧しき 病 者 来て 入湯す、 彼 卿 不便 がらせら 

れ、 御臺 所に て 養せ 玉 ひける が、 有 馬 御 立の 節、 宿の 亭主へ、 病 者 痛 はり 遣すべき 由 仰 置れ、 其の 代 

など を 下され、 歸洛し 玉 ふ、 病 者 本復して 故 鄕に歸 り、 父に 斯と 吿れ ば、 父悅 びて 都に 登り、 烏 丸 殿 

の 亭へ參 着、 竊 やうの 物を捧 けて、 件の 御 禮を申 上る、 光廣 卿 聞 召、 奇特に 能く こそ 登れり とて、 い 

ろくの 品 を 被 下、 猶御自 詠の 短冊 を 下さる、 

あしきと て 思 ひ は捨し 親と 子のうと きを は猶 哀れと も 見よ 


今に 其の 家に 此 短冊 を 持傳 ふと かや 

〇 泉 八 右衛門の 人道 說 

1 備前 住人 泉 八 右衛門と 云 は、 熊 澤了海 方に て、 學才 有りて、 篤實の 人な り、 學校 奉行 を も 勤め、 仕置 

の 方に も懸 る、 人道の 事を尋 るに、 八 右衛門 云く、 諸經を 以て 云に 不及、 道 は 事 少して 簡易なる 物な 

り、 人 は眞實 より 外に 更に 尊むべき 物な し、 其の 實と云 は 天道 を 見て 知べ し、 天地 始て 開けし より 以 

來 夜が 晝 にも 成らす、 夜が 二 夜 も 不續、 三 ヶ月が 滿月 にもなら す、 四季の 轉變、 晝 夜の 境、 毫愛も 違 

ひなく、 其の 實の內 に 生す る 人間 なれば、 其 實遠 ひたる 時 は、 天罸を 得ん 事 疑 ひなし、 鬼 角 實を喪 

ふ 時 は、 人間 は 立ざる も のぞ、 其の 所 を 得心 すれば、 道 知れる 人な りと 被 申し、 

〇 黄 檗山千 杲和尙 の 言 

1 黄 檗山萬 福 寺 六 世千杲 和尙、 肥 前 長 崎 南京 寺 住職の 時、 隣家と 境目 i1 の 有て、 旣に 奉行所へ 訴 ふべき 

程に 成て、 住職の 事 なれば、 和 尙へ斯 と 申す、 千杲の 云く、 汝等 境目 を 論す る 事、 更に 心得す、 當寺 

の 境 內が狹 く なれば、 隣家の 地が 廣く 成な り、 曾て 地の 闕る 事無し、 奚ぞ渠 と 我の 差別 あらん やと 被 

申し かば、 相手の 者、 大 に慙愧 して、 此の 論 を 止めし とか や、 

〇 鑑飩を 小豆に て 煮る 

1 或 所に て、 饈飩を 小豆に て 煮て 出し >- を、 I 座の 人々、 こ は 珍ら しと 云け る を、 其の 中に 有職者 あり 

ける が、 特に 是を 賞美して、 此の 仕形 は 最も 古代の 風俗な り、 大貳 三位が 狹 衣に、 ほそし ほっとう を 

參ら せけ ると 有り、 ほそし は 熟贝、 ほっとう は是 なりと 被 申き、 

〇 後水尾 院 御製 

1 後水尾 院 御製に、 大隱は 市中に 隱る、 とい ふ 事 を、 

思 ひ 入る 心のお くの かくれ 家 はよ しゃ 吉 野の 山なら すと も 
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〇 後光明 院 御製  ， 

1 後光明 院の 御製 

餘 寒 

風氣 飄飄 霜 烈烈 赛來猶 遣 一般 塞 愧違翻 帝 脫衣德 還 党 重裘 覺體胖 

^„疋に難有御志なりとて、 其の 頃 人 感じ 奉れり となり 

〇 有 馬の 頰當 

1 有 馬 殿 頰當、 三 里 さがった と 世 諺に 云 ふ、 其の 故 を 不知、 古老の 云く、 何國 にての 事 やらん、 有 馬 氏 合 

戰を いとなまれけ るに、 餘り戰 ひ勞れ て、 頰當が 三 里の 邊 まで 屆く 計に すり 下りし よりかく 云 ふと 

ぞ、 

〇 加 藤嘉明 家の 格式 

1 加 藤 左 馬 介の 家に は、 老若 共に うしろ 帶を 結ぶ 事、 法度に て、 前の 方の 脇に て 結びし なり、 其の 故 は 

々^；^ 事の 折 柄、 帶の 解る 事 有り、 後に て は 結びに くし、 横にて 結べば 走り/ \ も 結ばる、 なり、 去に 仍 

て 具足の 上帶の 如く、 右の 脇に て 結びし とぞ、 是左馬 介の 息、 式部 大輔明 成に 小姓 を 勤た る、 奥村忠 

右衛門と 云 者の 物語な り、 延寶六 七 年の 頃、 忠 右衛門に 參會 せし 時、 此の 噺を 聞け りと 云々、 此の 左 馬 

介嘉明 は、 武邊の 吟昧殘 る 所な き 人な り、 家中の 士、 具足 胄頓當 を すれば、 戰場 にて 見知が たき 物な 

りと て、 一 家中の 具足 胄前立 物まで、 薛 風の 鎗に 書せ、 威 毛 以下 少しもた が はざる 様に、 極彩色に 爲 

致、 其の 姓名 を 記し、 會 津の廣 間の 番所より、 書院 迄、 屏風 何 双 も 立 置、 諸士 互に 是を 見知る 樣 にせ 

られ ぬ、 若し 誰 にても 具足 を 威し、 直す 歟、 何 にても 品の 替る事 有れば、 役人 迄 是を屆 け、 其 段繪師 

彼 土の 許へ 行き、 委 く見屆 て、 前々 の鎗を まくり 取て、 書 改め、 張 直す、 六尺の 六 枚 0^ 風に 六 人 宛 書 

されし が、 大家 中 なれば、 委く は書盡 されす、 侍大將 組頭 物 頭 物 奉行 小 荷駄 奉行 目 付 横目 あかし 使番 


等 を 出されし 馬 廻りの 士は I と 手く の 旗 さしもの、 相 印に て 分明な り、 其の 頃 諸家に て は、 是を 

取沙汰して、 尤も 能き 格式な りと 美談せ り、 

〇 大猷院 の 述懷歌 

1 大軟院 殿御 述懷の 御詠 どて、 人の 見せ 侍りし、 

老の山 たれ 狩べ くも あらぬ 身の いっこに し ム の 落て 行らん 

憂 時に 身 を かくすべき 山 は あれと 思 ふ 心の 置 所な や 

〇 越中捧 

I 紬川越 中 守忠輿 (後 松 向 庵三齋 ど號) 軍用の 利を考 て、 下帶を 割下 帶と名 付て、 中 を竪に 割て 並べ 合 

せ、 前にて 結ぶ 様に 持ら る、 是は 具足 を 着た る 時、 常の 下帶は 後ろに て 結ぶ 故に、 不勝手な り、 其 利 

方 を 以て 制せられ、 家中 不殘是 を 用 ふ、 然るに 後世に は 左様の 譯も 知らす、 越 中 棒と て、 簡略の 事に 

- 成りて 卑賤の み專ら 用る 事 どなりぬ、 


〇 手紙の 封 

手紙の 切 封 じと 云 事 近世の 事な り、 永 井信 州の 家臣、 佐 川 田 喜 六が 仕出せし なり、 糊 付の 封狀 は、 石 

田 治 部 少輔三 成が 作と 云へ り 

〇 渡邊 九十 郞， お 流 中の 詩 

.2 


草  翁 


  交 

I 天 和 二 年の 秋、 越後 中將 光長 丼に 御 嫡三河 守 綱國、 御 父子 共 配流、 其の 家 g も 夫々 の 御 仕置 有り、 其の 

中に 渡邊 九十 郞と云 ひし 者 も、 播州 姬路 城主 松 平 大和 守へ 御預 成りし が、 其の 年の 暮に、 

謫居 年暮欲 迎春 遠近 家家 世事 頻 獨閉柴 門 無刖意 依 患難 似 不知 貧 

しけ かりし 世の ことわ さに 引か へ て淚 ひまな き 年の 暮哉 

〇 秋 田 俊季の 妻の 歌 

I 奥州 三春の 城主 秋 田河內 守俊季 の內窒 は、 松 平 伊豆守 信 一 の 息女な り、 其の 頃 女性に は 稀 成る 歌人の 

聞え 有り、 或 時 名所の 月と 云 題に、 

月 は ひとつ 影 は あまたに 鳴 見が た 引 淺す汐 の 所々 に 

此欹中 院內府 通 村 公 (後號 十 輪院) 添 則 を 乞れ しに 賞美の 歌な りと 云へ り、 

〇 かう がい  ， 

I 刀の .s 指に する 梳 枝の 事、 何の 用 を しらす、 色々 に說を 設けて、 或は 軍 中の 箸な り ど、 是は 割かう が 

い を 云 ふなるべし、 割 枝 は、 近世の 制な り、 古來の 作に 割た る はなし、 爱を 以て 見れば、 右 は虛談 

なる 敷、 又 馬 醫の具 ど 云 ひ、 犬追物の 具と 云說 有り、 各 非 成べ し、 左様の 道具なら ば、 常の 佩刀に 副 

■ 置ん やうな し、 伊勢 流の 古實 者の 云る は、 古の 兜 は 裏 張な し、 布の 頭巾 二重 程に して、 夫に しころ を 

付けて 着る、 是を へりぬ りと いふ、 其の上に 兜 を 着るな り、 髮も 今の 如く、 月 代 は 剃らす、 總髮 なり 

し 髮の內 の 用具に したる ものな り、 男子 は 頭 をかざる 事な く、 頭に さすべき 様 もなければ、 佩刀に 副 

て 置と 見えたり、 則 冠の 制 も、 古代の 髮を 結た る 形な り、 横に さした る 針を椅 枝と 云、 是 文字 も 同字 

にて 頭の 具の 證 なり、 此說 可なら ん歟、 又 往古 は大將 分の 人 は、 もみ 烏帽子と て、 引 立れば 立 烏帽子 

に 成り、 押 付れば 頭巾に 成る 様に 持て、 是 にもし ころ を 付た るな り、 平士は 頭巾し ころ を 付けし 迄な 

りと、 老人の 語りし、 
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〇 石川宗 林の 墓 

1 石 川 備前守 は、 尾 州 犬 山の 城主な りし か、 慶長五 年の 秋、 石 田 三 成に 與し犬 山 浚 落の 後、 越 前へ 落 行 

夫より 洛に 登り、 妙 心 寺の 養 源 院に整 居し、 薙髮 して 宗 林と 號す、 池 田 輝 政 さまざま 執 しらる， に仍 

て、 罪科 御 赦免 有しな り、 去れば 犬 山城 攻の 時、 本 多 三 彌と鐽 を 合せし 事 を 語り 出し.、 互に 興に 入ら 

れ しと ぞ、 今に 龍 安寺の 大珠 院に宗 林の 墓 あり、 叉 妙 心 寺 養源院 にも、 石 川 一 家の 墓 有り、 尤も 宗林 

の 印 も 一 處 にあり、 

〇 信 長の 自讃 

1 信 長 公の 自讃 三ッ、 第 一 は 奥州より 獻 じたる 白斑の 鷹、 是れ 第一 希代の 逸物な り、 第二に 青の 馬、 是 

はいか 成る 砂 濱石原 を 召れ て も、 つま づく 事な し、 八疋の 龍馬と も 云べ し、 第三 は 御 小姓 森 蘭 丸、 是 

は、 忠功 世に 知る 處 なり、 此三ッ すぐれたる 御秘藏 のよ し、 常に 宣 ひしと. ぞ、 

〇 流行 小唄 

1 同じ 頃に 歌に 諷ひ しとて、 古老の 噺に 

木綿 藤吉米 五郎 左 か 、れ柴 田に のき 佐久間 

藤吉 は秀吉 なり、 此の 心 は 木綿 は 美麗に は 非 ざれ 共、 何に 用 ゐても 調法なる 物、 なくて 叶ざる ものな 

り、 藤吉は 何に 御 遣 ひ 有ても 自由にて、 調法 成る 人と 云 こ、 ろな り、 米 五郎 左と は 丹 羽 五郎左衛門 長 

秀の 事な り、 此の 人 は 殊に 暫くの 內 もなくて は不 叶、 おしなべて 上下へ 渡る 人と 云へ り、 柴田は 修理 

亮勝 家な り、 勇氣 盛んにして、 掛 リロの 能き 人な り、 退 口 は 佐久間 右衛門に 如く は 無しとの 事、 

〇 足 半 草履 

I 古老の 云く、 今 は 泰平の 御代 故， 聊の 軍事な し、 されば 戰 場の 事 ども 其の 犬なる に 至て は 習 ひても 知 

る、 些少の 事 は、 皆 人穿議 もせ ざれば、 知る 人な し、 たと へば 軍 中 履物の 事、 享鞋を 履く とのみ 思へ 
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り、 さばかり に は 非す、 尤も 人數 押に は、 草鞋 を 履な り、 拉戰 ひに 至て は 皆 足 半 を はく 事な り、 其の 

所以 は、 働きの 間に、 草鞋の 中へ 土砂 入て、 働の 碍と 成るな り、 仍て各 足 半 を 履くな り、 信 長 公 越 前 

金ケ崎 合戰の 時、 金 松 又 四郞、 はだしに て 働し を、 信 長御覽 有て、 余 松 を 賞美し 玉 ひ、 是を とらす るぞ 

とて、 金の 慰 斗 付の 鞘に かけても たせられ し 足 半 を、 又 四 郞に賜 ふといへ り、 大將 すら 足 半 を 用意し 

たま ふ爱を 以て 其の 餘を 知る ベ しと 語りし、 

〇 策 彥和尙 西 湖の 詩 

1 策 彥和尙 人 唐の 時、 人と 共に 夜中に、 西 湖の 景を 詠て 

餘杭 門外 日將暮 多景 朦朧 一 景無 請 得 雨 奇晴好 句 暗中 操 索 識西湖 

華 人 是を稱 美せ しとな り、 按 るに 增補華 夷 商考に 云く、 浙江 城下 を 杭 州府と 云、 春秋の 時の 國 なり、 

南京に 同き 上國 なり、 杭 州 府に西 湖 有り、 中華 第一の 風景に て、 繁昌の 地な り、 寺院 多く 民 屋富饒 の 

所な り、 徑 山寺 も 此の所に 有と ぞ、 日本より 杭州府 迄、 海上 三百 五十里 (三十 六 丁 一 里な り) 南京の 

南 隣な り、 唐の 世に 明 州と 號す、 往昔 日本より 渡世の 船 大方 明 州の 津に 入た るよ し、 是則寧 波 府の津 

なり、 四 明 山 も 寧波府 にあり、 天台 山は浙 江の 台 州 府に有 云云、 

〇 後水尾 院 御製 

1 洛の 般舟院 へ、 後水尾 院の 御影 を 遣され し 時御黉 

うし ゃ此 深山 かくれの 朽木 かき さても 心の 花し 匂 は > - 

或 公卿 云く、 さで もと 濁て よむべし となり、 

御辭世 

行き^,. -て おも へ はかなし 末と ほく 見えし 高 根 も 跡の 白雲 

泉 涌 寺へ 遣され し御辭 世、 
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時 有て 春 知り そむる 一 花 も 見よ 一 花も^ 淺 るか は 

身 はかくて 又も こぬ 世に 水 塞の 跡た に暫 しと、 めかね つ. - 

〇 蝦夷 噺の事 

捲 磨大蓮 寺と 云 ふ 寺に、 務白 上人と て、 淨土宗 の 僧 あり、 生國は 越後の 人な りしが、 普く 諸國 をめ ぐり 

大 かた 見 殘す方 もな く、 雲水の 境界に て、 宗旨 は淨 土ながら 其の 風俗 は禪に 似たり、 宏才 にて 諸 宗の學 

に 通じ、 儒敎 歌道に も 闇から す、 此の 僧の 物語に 先年 松 前に 二三 年 在て、 蝦夷 人 を 見たり しが、 蝦夷 人 

は 髮を梳 ると 云 事 もな く、 身に は 獸の皮 を 着し、 髭も不 剃、 日本の 半弓の 如き 弓 を 持ち、 脊 中に 毒箭を 

負 ひ、 是を 以て 鳥獸を 射る、 右の 箭と云 は、 竹串の 様なる、 物に 毒 を 塗た るな り、 松 前の 人 は、 其の 毒 

草の 名 を ふす くさと 云、 今に 思 ふに、 烏 頭 成るべし、 其の ふす 草と とうがらし を谏 合て、 矢に 塗る 若人 

にあ たれば、 養 麥殼の 灰汁に て 洗へば、 其 毒 消る と 云り 弓 は、 葛の ごとき また 荒 和布の 軸に 似たり、 何 

の 木と 云 事 を 不知、 板に 乘て 海へ 出で、 臘 虎の 類 ひ 其の 外海 獸を 射る 板 を 漕 廻る 事 自由 を 得たり、 每年 

秋の 末 松 前に 來る、 上 蝦夷 下 蝦夷と て、 兩 方より 船に て 来る 船 は 葛に て卷 立、 水の 入らぬ 様にから みた 

る 物な り、 乾 鮭 鳥の 羽 獸皮等 土 產物を 持 来る、 其の 時 は 領主 松 前 家より、 海 端に 小 家 を 懸け ヒ 座の 蝦夷 

を 置かる、 交易の 仕形 は 金銀 を 以てせす、 皆 代物 替 にて、 多く は 五穀の 類 を 好む、 蝦夷 專ら淘 酒 を 好み 

是を 器に うけて 箸の 如く 成る 木に て、 鼻の 下 成る 髭 を搔上 ゆて 飮む、 何れも 上戸な り、 其の 酒が 甚惡酒 

にて、 日本人の 飮る、 酒に は 非す、 拔 日本へ 来る にも、 己が 妻 を 連れ 來る、 女 は 髭の 無き 迄にて 外の 人 

相 は 男に 紛る 如し 貌に入 ほぐろ をして、 IB りと す 又 不審 成る 有り、 上 蝦夷と 下 蝦夷 一 人づ、 出て、 右の 

腕 を 額に 當て 居る 所 を、 一 方の 者 棒 を 以て 彼 腕 を 三つ 四つ 打つ を堪 へて 返く、 又 打た る 方より 出て、 腕 

を 右の 如くに して、 棒に て 打る 》、 如此 する 事 半日 計、 いか 成 所以 を 不知、 日本の 力 くらべ 杯の 如し、 

若 彼 棒に て强く 打れ 絡 入す る 時 は、 女房な ど 海 端へ いだき 行て、 潮に て 頭 を 洗へば 忽ち 蘇るな り、 松 前 
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より 一 里 計 奥 は、 はや 蝦夷の 內 なり、 仍て松 前にても 蝦夷 人 を 僕に して、 召 仕 ふに 不調法 等 有て 叱り 打 

擲 する 時 は、 泣く に泪は 出す して、 鼻より 水 鼻 を 流す 也、 男女の 交 も 人前 を不 恥、 畜類の 如し、 松 前よ 

り 五 里 十 里の 間 は、 金山 銀山 有れ ども、 險祖 にして 堀 事 叶 はす、 大木 は 山々 に 生 茂れ 共 出す に 便 無し、 

故に 炭 を 多く 燒く、 依 之 松 前に は 食物 をも大 かた 炭に て 煮る とか や、 义 ー說 に、 蝦夷の はづれ より、 北 

高麗へ 近き 事な り、 快晴に は 煙 氣の見 ゆる 程な り、 其の 間 は 深き 泥海に て大 竹の 如く 成る 蘆 生 茂りて、 

船の 通 ひもな し、 此の 蘆 折節 は流來 り、 海 端に て 拾 ふなり、 蝦夷 もさの み 廣き事 もな し、 眞 すぐに 通れ 

ば 六十 里程 も 有べ し、 又 松 前より 十 里程 行けば、 宫の 如き 物 有て、 義經辨 慶の像 あり、 蝦夷より 高麗へ 

度ら れ しと 云 も 少し 據 有る にや、 大 廻りに 船に て 行けば、 北 高麗へ 往る、 と申傳 ふ、 扨 又 北 高麗の 間に 

ある 泥海へ 犬 を 追 ひ 込ば、 靑き蛭 其の 毛に 纏うて、 身に つくな り、 それ を 取て 干す 時 は則緖 じめ と 成る、 

是を蟲 の i と號す 其の 取た る 半年 計の 內は、 彼 緒 じめ を 潮に ひたせば、 木の 蛭と 成るな り 云々、 

安る に、 此の 蟲の巢 の 事 は虚說 なり、 其の 所以 は 洞 家の 僧に 朴道 和尙 とて、 松 前家歸 依の 僧、 久敷松 

前に 居られし 故、 此事を 右の 和尙に 尋ねし に、 蟲の巢 の 事 成 ほど さやう の說も あれ ども、 夫 は 偽に て、 

寳は北 高麗へ、 蝦夷. よりの 往來は 自由なる よしなり、 去に 仍て懺 物 縫物 其の 外 金物の 類 見事なる 物 共 

を、 松 前へ 持ち 來れ り、 是皆北 高麗の 產 物の 由、 扭又 棒に て 打 事 は、 日本の 力 くらべの 類に は 非す、 

是は 蝦夷の 習し にて、 祝儀 不幸 を R? らふに も 鬼 角 棒 を 以て 打掛る を、 腕に て 請る ことなり、 いかなる 

听以は 知らす、 蝦夷 は 土地 廣く人 少なし、 海邊は 船つな ぐべき 樣も なく、 巖& く岸峙 てり 國の 風俗 

は、 都の 人より 律義な りと、 語られし、 常憲院 殿の 御代、 蝦夷へ 巡 撿使を 被 遣 彼 地を改 させられ しに、 

111 年に 及んで、 瑕 夷の 究竟 知れ ざり きと 承傳れ は、 前に 記す る 方 六十 里 說と大 に 相違す、 猶可重 校、 

男女 形 も差刖 分明に て、 男 は 長き 髭 有て、 是を綰 ね 弓矢 を携 へ、 矢 拫には 烏 頭 を 塗て 獵を專 とす、 女 

は 眉と 眉との 間不 切して、 一 つ 所に 績 けりと、 或 翁の 語りき、 
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肥 前 國其件 郡長 崎 (本名 深 江村 當時 總町數 七十 七 町) 方 境 狭き 島山な りと 雖も、 和漢 交易の 湊 にて 繁昌の > 

地な り、 古来より 異國 入津 は 有れ ども、 斯る喉 首 無くして、 物 毎 取し めざる を、 神 君 未-ば ^ を鑑給 ひ、 此の 

地 を 取 立 給 ふ 故、 異邦より 漫 りに 入 込む 事なら す、 旣 に御當 家より 前に は、 蠻人和 國を窺 ひて、 耶蘇 宗 

を弘 め、 人 を たぶらかし 靡け、 其の 風 普く 及 ひなば 其の上に て 日本 を 計り 取ん の 遠 策 を、 成しけ る を 信 

長 公 是を量 知 有ながら、 却て 反間の 爲に、 態と 其の 宗門 を. 立 置れ、 敢て 忌せ 給 は ざり しが、 秀吉公 は、 

甚是を 嫌 ひ 玉 ひて、 竟に彼 宗門の 寺々 を 破 壌し、 婆 天 連 $^ 流曼の 類、 悉く 征伐 有て、 其の 末々 迄 も、 夫 

々刑に 處 せられ、 根 を 結ち 葉を枯 すの 嚴命を 立ら る.^ 處に、 無 程 太閤 薨 逝に 仍て、 其の 令 未た 半ばに し 

て、 淺黨 諸國に 散在す る を、 神 君 相 續て是 を 禁止し 玉 ひ、 天下 を 穿ち 探して、 終に 其の 統を絕 ち、 且つ 

蠻 人の 來和を 停め 玉 ふ、 然れ ども 其の 當分 は蠻船 追々 人 込け る を、 後年 黑船燒 討 仰 付ら れ しょり 其の後 

は、 自然と 蠻 船の 入 込み は 止み けれども、 今に 至て 洋中 虞.； 見 番所 有て、 海上 七十 里の 目 鏡 を 立て、 常に 

是を 遠見す、 若し 怪敷船 見 ゆる 時 は、 早速 狼煙 を揚 け、 黑 星の 印の 急使 を 以て、 近邑の 諸侯へ 吿て、 列 

牧 兼て 手 當 ある 事 なれば、 面々 に警固 を 出して、 彼 船 を 追 返す、 若し 難^に 及べば、 燒 討の 法令な り 

如此嚴 重の 提を立 置、 黑田鍋 島兩國 主へ、 隔年に 長 崎 を 守護せ り、 渚 崎 府には 奉行 を 被 置、 交易の 事 は 

-町 年寄 八 人 承 之て、 奉行へ 伺 ひ 勤 之、 奉行 總司 之て、 異邦より 携來る 數品を 御 買 上と す、 譬は 反物 を以 

て 云 時 は、 大紋の 飛抄綾 着尺に て、 唐人の 相場 凡 貳匁七 八 分より 三 匁 位、 夫より 以上に 成れば、 甚 高直 

なるよし、 是を 公儀へ 御 &只上 直 段 凡 拾 七 匁、 また 商人 落札 直 段 參拾七 八 匁な り、 砂溏 一斤 御 買 上 直 段 六 

分 程、 商人 落札 直段貳 匁餘、 凡の 直 割 如 此、. 御 買 上 迄の 事 は、 町 年寄に て 吟味 を遂 て、 扱 御 買 上相濟 て、 

和の 商人へ 入札 被 仰 付、 荷 見せの 時分より 五ケ所の 絲 割符、 

此の 糸 割符の 事、 最初 長 崎 表 御 立の 節、 右 先祖の 者 共、 御 奉公の 品 有る に仍て 其の 褒賞と して、 唐物 
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諸 色の 內、 廣絲 一品 計 は、 一圓に 此者 共へ 被 下 之、 右 仲間へ 分々 に配當 し、 是を絲 割符 仲間と 號す、 

京 堺江戶 大阪長 崎 五ケ所に 在住し、 其の 內 にて 年寄 役 を 立て、 年々 江 戶拜禮 を 勤め、 尤も 五ケ所より 

年寄 一人 宛. 常に 崎 府に相 詰、 是を 宿老と 號す、 和の 商人 は 諸國入 込の 事 成れば、 他の 町 年寄より 支 

配 成り 難き に仍 て、 右 五ケ所の 宿老の 手に 附く なり、 然るに 中頃より 唐絲 一圓 相 渡らす、 故に 割符と 

云 は 名のみ にて、 聊の i: 當も なく、 當 時に 於て は、 年寄 長 崎 詰の 料 を 受取 計に て、 此の 仲間 大きに 窮 

せり、 

ー商廣 人の 事、 華 夷 入 交る と雖 も、 先づは 南京の 人 多し、 尤も 各淸 風に て、 頭 は 芥子 坊主に 制て 中の 髮 

を 三つ 打に して 長く 下け、 服 は 合羽の ごとく、 所々 鎮搣 にして、 下は踞 細な り、 其の 風俗 偏に 北狄の 

如く 野な り、 され ども 中華の 人 は、 流石 異邦と 違 ひ、 人品 宜し、 扭商 ひに 掛 りて は、 南京 邊の 人は殊 

に 利 倍の 事す どく、 杜 稗 を はね 込み、 人 を 計り 利に 趨る 事、 和 人に 超たり、 邊國の 唐人 は、 人品 尤も 

ふつ 、かなれ 共、 商 は 柔和な り， 是を想 ふに 都て 和漢 共に 都鄙の 情替ら ざる 事、 是自然 の 道理なる 敷 

此商 唐人 年 々入津す る 者、 逗留の 內に子 を 生す る 族數多 あり、 さ 有る 時 は、 其の 婦姙 身の はじめより 

出生に 至る 迄、 度 毎に 官廳 へ訴へ 下知 を受 て、 其の 所に て 養育す、 出生の 子 異邦へ 連 歸る事 難 叶 法令 

故に、 其の 親 來津の 度に、 夫々 の 產物を 持参して、 彼 子に 與ふ、 富祐の 唐人 は、 崎陽の 人に 賴て彼 地に 於 

て 家宅 等 を 調へ 其の 子に 附すも あり、 恩愛の 情い と 哀れな り、 餘國の 人相 は、 凡 日本と 等し、 獨阿蘭 

陀は 生す る 所の 子 鼻た かく、 其の 色 赤く して、 人相 異なりと 聞傳へ 侍る、 世に 唐人の 子と 稱 する もの 

遞逅に 有る は 此の 類 ひなり と 知るべし、 

ー繪 踏の 事、 是れ 筑紫路 にかざる 事な り、 貞德 翁が 俳諧 四季の 詞 寄に、 春の 部に 人たり、 是は 年始 三ケ 

日 過て、 四日より 長 崎の 町々 へ、 奉行所より 其の 鎗を 渡さる、 段々 に 踏んで、 次々 へ 相 廻すな り、 其 

の 接と 云 は 害 銅に て 造る、 火 入の 火屋の 樣 なる、 丸き ものに 人形 を 彫た るな り、 人形の 圖は 刑罰に 逢 


ふ 體の圖 なり、 耶蘇の 本尊な りと 云ふ說 あり、 其の 所以 分明なら す、 何れ 其の 類の ものと 見えたり、 

重の 箱に 入、 服紗 包に して、 常 は 奉行所に 藏め ありて、 以上 十七 面 有り、 一面 ごとに 其の 繪の形 少し 

づ、 違 ふ、 其の 內 一面 年始に 出るな り、 拉 右の 繪を 其の 町へ 請 取、 有り合 ふ 貴賤 男女 老幼、 或は 他國 

より 參り合 居候 者 迄、 人別 不： S 様に 踏 之で、 次の 町へ 相 廻す、 毎 町 此の 如し、 府內 踏畢て 奉行所へ 返 

上す、 異國人 も 始て崎 府へ來 る 者に は、 是を 踏す、 毎度 來る者 は、 夫に 不及、 阿蘭陀 計り は 被 除 之、 

其の 譯を しらす、 疑ら く は 渠は蠻 人の 內 なる 歟、 右の通り、 長 崎 中 相濟む 頃、 九州 路の諸 大名より、 追々 

使者 を 以て、 右の 繪を 奉行所より 請 取られ、 領分の 者に 蹐せ、 長 崎へ 返 達せら る、 是 九州の 宗門 改と 

かや、 去に 仍て、 餘國の 如く、 宗門 帳 杯と 云 事な く、 一  ケ年 一度 づ、 蹈繪 にて 相濟 なり、 

1 阿蘭陀 は 萬 里の 外の 戎 なりと 雖も、 國 風に 可稱事 多し、 第一 開闢 以來國 に 侵掠の 患な く、 萬 世 君 は 君 

臣は臣 とす、 干戈 炮箭 は、 他 國の賊 を 防ぐ 用と する 計に て、 等 類に 對し、 敵す る 事な し、 是 故に 他國 

にて、 邦 裏の 鬪諍を 嘲て、 是 敵と 云 物に 非す 友 喰な りと 笑 ふ、 渚 啼の禮 正しくして、 哺 時には カビタ 

ン (官名な り 崎 府へ來 る內の 上座 也) より、 次第 を 列して 曲き に 着き、 シ ツネ ク臺に 向 ひ、 唱事 有り. 

是 天地 幷に國 王への 禮 なりと 云へ り、 右畢 て各哺 す、 此の 禮假 にも 怠る 事な し、 又 崎府に 於て、 其の 

徒死す る 事 有れば、 其の 骸を 速に、 硝子 を 以て 吹 包み、 恭しく 床に 直し 置、 其の 者の 子弟の 親戚の 者 

此の 喪 を 務め、 生前の 如く 是に仕 ふる 事 五十 日、 其の 間 炎暑と 雖も、 厚き 硝子の 口 無き に 吹 包 ぬれば 

臭 氣も不 漏、 存 する 如く 硝子に 骸透 移る、 中陰の 日充れ ば、 是を 山野へ 舁 出て、 土 を 堀 穿ちて、 硝子 

共に 其の 穴へ 落し 埋て、 銘々 に 足に て 踏 固めて 藏之、 土塊と して、 墳墓 を 築く 事 もな く、 忌日 年回の 

營 もせす、 親子と 雖も、 夫 限に、 再び 不顧、 國の 風な り、 其の 國人 夭壽 にて 凡 五十 歳 迄 在る は 稀な り、 

生れて 十二 三歲に 成れば、 長 人の 如く、 各恰悧 なる 事、 餘國に 勝れり、 國に儒 怫の道 無く、 書な く渐 

く、 國字 三十 字餘を 以て、 萬 理を辨 する 事、 諸敎に 過き たり、 都べ て 此の 國は 交易 を 主と する 風俗に 
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て、 國王 以下 皆 商人な り、 故に 幼若の 頃より、 洋中を 家と して， 萬 里 を 遠し とせす、 普く 諸 州に 艄を 

寄せて、 國產の 物 を 交易す、 依 之 阿蘭陀 船の 製 他に 異にして、 世俗に 云 重箱 船な り、 帆の 數 十六、 風 

波の 凌、 縱萤 自由なる 事 比類な し、 且つ 船に 石火矢 を 構へ る 事 は 入津の 爲知、 as っ洋 中の 陰氣 怪しき 

寺こ是 を 放て、 陰 氣を拂 ふ 用と かや、 總 じて 此の 船 造に 不限、 阿蘭陀の 諸 器に は、 人 作の 不及妙 器 多 

し、 クロン バウ を 抱へ て、 奴 僕と す、 クロ ン バウ は 勝れて 色黑 く、 常の 肉色と 替て 人間の 色に 非す、 

至て 下國 にして、 畜類に 近し、 阿蘭陀 其國を 通行の 時、 一 生 を 買 切に して、 渠 を連來 る、 其の 價、 掉銅 

一本な りと 云り、 帆の あゆおろ し、 船の 駄引 自在なる 事、 梢に 猿の 傳 ふに 似たり、 食物 はパシ と號し 

て、 豆腐の 糠に 似た る 丸 かせな り、 阿蘭陀 人哺 食の 時、 是 を投與 ふれば 悅て 食す と 云々、 

1 拔 荷の 被 刑 時、 在府 の異國 人に、 是を 見せら る. -事 なり、 或 時の 刑に、 首 を 打 損す、 異國人 見 之、 大 

に 嘲 す、 大通 詞宫梅 三十 郞、 不 取敢、 汝等 鈍刀 を 笑 ふ 事 勿れ、 是は 科の 輕 重に 仍り、 重き を 鈍刀に 

て 斬り、 輕きは 利刀 を 用 ふ、 奚ぞ是 を 嘲る やと、 異國人 犬に 信伏す、 此の 段 時の 奉行 石 河 土 佐 守 聞 之 

官 梅が 言 最大な り、 日本の 刑 を 異國に 笑 はれて は 國の耻 なり、 然る を 頓智 を 以て、 異邦の 人 を 伏す る 

の 功、 甚 賞す るに 餘り 有と、 官梅を 殘に褒 せられぬ とか や、 
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淺野家 義士の 說 

問 足輕 专坂吉 右衛門 事、 色々 の說 あり、 巷說に は復饕 の 始末 を御舍 弟大學 殴へ 達せん 爲 に內藏 介より 

吉 右衛門に 申 含て、 藝 州へ 遣したり と、 又 ー說に は、 組頭 吉田 忠左衞 門が 家財 を 取 片付ん 爲め 跡に 殘り 

右 用事 を 仕舞て、 本 庄へ馳 付き 見 はば、 吉良屋 舗 は 門 を 鎖て 入る 事不 叶、 無 詮方、 門前より 遂電 すと 見 

えたり と 云々、 此事予 が 再 從弟田 中 武兵衞 と 云 もの、 大 SB- に 近侍して、 藝 州に 在り、 後に 大舉 殿に 召 

返され、 新 知 五百石 房 州に 於て 下 ちれ、 寄 合の 列に 被 仰 付 候 時 も、 武兵 衛是に 仕へ 候 程に、 其の 砌參會 

して 尋け るに、 吉 右衛門 事、 曾て 藝 州へ は不來 といへ り、 正說 奈何、 

答 某 古 君、 稻垣對 馬 守、 其の 頃 は 若年 寄に て、 右 ！^傷 復鬌の 節、 兩度共 御用 番に當 られ候 故、 前後 共に 

對馬 守も掛 りに て、 公 裁の 趣、 其の 外 委細の 事、 稻垣 家に は 明白な りき、 寺 坂 事 は、 吉田忠 左 衛門組 下 

の足輕 小頭に て、 義士の 列に 加 はり、 上野 殿 屋敷 にても、 一統に 働き、 復鑿： 事濟 みて、 各 泉 岳 寺へ 立 返 

候 節、 內藏介 差圖を 以て、 渠 一人 を 立ち退せ 候 趣 相 聞え 候、 去れば 連名に 寺 坂が 名 有りて、 其の 人 無き 

事 を御尋 有け るに、 内藏介 申け る は、 渠 は足輕 にて 候 故、 銘々 が 用具 等 を 持せ 候 迄にて、 其 場より 暇 を 

遣 候 由 申け ると なり、 案る に、 如此 ならば、 始 より 連名に 可除處 に、 其 名 を 列せ る 段 不審に 付、 委く尋 

るに、 元来 彼 家譜 代の 足輕 に、 寺坂吉 右衛門と 云 者 有り、 吉田 忠左衛 門が 組の 小頭な りし、 今の 吉右衛 

門 は 其の 養子な り、 先年 親吉 右衛門が 江戸 詰 之節附 添、 、江府 に 趣け るに、 道中 木曾路 にて、 吉 田が 家来 急 

病に て、 難镜に 及け る 故、 其の 所に 丸薬 を 商 ふ 者 有りて、 渠が 許に 於て、 養生 を 加る に、 亭主 夫婦 殊更 
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に 介抱して、 霍亂 忽ち 快氣 する に仍 り、 一 體の爲 め、 亭主へ 銀 子を與 ふるに、 曾て 不請、 さらばと て、 

北ハ の 銀 子に て 丸藥を 多く 調へ 禮 謝して 立 出、 江府に 着し、 在 番畢て 赤 穗に歸 り、 ー兩 年程經 て、 寺 坂 方 

へ 彼 木 曾路の 亭主 來 るに、 寺 坂 も 思ひ懸 無れば、 其の 様子 を 聞けば 彼 者 近年 不幸 績き、 妻 も 相 衆て、 渡 

世 成 兼る 故に、 身上 を 仕舞 ひ、 丹 波に 所緣 有りて、 夫 を 賴んで 彼方へ 尋 行けれ 共、 所 緣の者 死て 跡 無く 

候へば、 力なく、 先年の 儀を存 出し、 爱 元へ 尋來 候、 某 も 元輕き 武士の 枠に 候 間、 御 家中 若黨 奉公に 成 

とも 肝 煎 吳候樣 にと 申す、 寺坂諾 して 我 小屋に 留置き、 忠左衛 門に 其の 趣 を 語る、 吉田聞 之て、 さあら 

ば當 所に て 世話 可 致 遣、 先當分 其方に 留置べ しと 指 園す、 斯て寺 坂は老 ぬれ ど、 一子 も 無ければ、 幸 ひ 

渠を 養子に し 度 旨、 忠左衛 門へ 願 ひける に、 一段の 事な りと 忠左衛 門 聞 屈て、 則 寺 坂吉藏 と名乘 せ.、 養 

子と す、 或 時 內匠殿 鷹 野に 出ら る、 時、 足 輕病氣 の手替 りと して、 吉藏鷹 犬を牽 33 る處 に、 立 廻り 宜 

しく、 內匠殿 目に 留り、 其の後 無 程親吉 右衛門 相 茶る に 付、 則吉 藏を吉 右衛門に 改、 親の 跡 小頭 を 直ぐ 

に 申 付ら れ、 鷹 野 度每に 供し ける が、 彌々 主人の 心に 叶 ひ、 供 先にて 着 料の 羽織 を 脫吳ら れ候事 も 有り 

此體 にて は 無 程 取 立ら れ候 はん 様子 成しに、 圖らす も 變に逢 ひ、 家中 一統に 浪人し、 吉 右衛門 も 頭忠左 

衛 門と 一緒に 赤 徳を立 退き、 吉田か 若黨の 如く 成て 附添 居け るが、 吉田 は內藏 介と 申 合た る 事 有る 故に 

寺 坂 は^を 遣せ 共、 中々 立 去す 附纆 ひける 程に、 難儀に 思 ひ、 大 石に 語れば、 近頃 不便に は 候へ ども、 

左程 邪魔に 成らば 討棄 るより 外 は 有べ からすと 云 けれ 共、 流石に 得 討 もやら す、 折に ふれて は 無理 を 云 

ひて 叱り、 からき 目に 合せ ぬれ 共 少も厭 はす、 又窮 困の 體を 見せて、 朝夕 渴々 に 召 仕へば、 已が 衣類 迄 

資代 なして、 一飯の 助けと し、 無 他事 仕 ふる 眞 心に、 吉田 殆ど 感心して、 委く大 石に 咄 ければ、 大石も 

奇特に 思 ひ、 左程^ 志の 者なら ば、 密に有 增を咄 聞され よと 申す に仍 り、 寺 坂に 新と 吿る、 吉 右衛門 承 

て、 去れば 兼て 左様の 思 召 立と 存候 故に こそ、 是迄 色々 御難 題の 事も不 厭、 今日 迄 御 奉公 仕 候、 某 下 藤 

に 候へ 4r 殿様の 御 厚恩 を 戴き、 外なる 御 召の 物 等 拜領仕 候 段、 いかで 忘却 可 仕、 此上 はいか 様の 難 
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骸を 仕る とても、 何 國迄も 各 様の 御手に 付て、 御 恩 を 報じ 申 度 候と、 憲に思 ひ 入て 申す により、 大石も 

吉田も 深く 感じて、 人數に 加へ ける となり、 而 るに 落 居に 至て、 大 石が 立 退せ たる は、 如何なる 所以 を 

不知、 

私に 曰、 總 じて 事 を 筆記す るに、 密事 密語の 他に 漏 まじき 事 を、 有りく と 分明に 書る は、 文 華の 餘 

勢 許りに 非す、 さ 無き 時 は、 其の 事の 现義 分り 難き に仍 て、 是 はかく あるべし、 此の 事 はか 様な らん 

と 推量って、 文章に 決着して 記す る 習 ひなり、 此の 本文に 答る 處も、 雨なる べし、 大石吉 田が 密談、 

且寺 坂が 所行 も、 他に 知るべき 事に 非す、 假令寺 坂 後年 迄 存命す 共、 斯く 迄の 志の 者、 自らの 事を揚 

て 他へ 漏すべき 謂 無し、 然れば 世の 風聞の 儘 を、 翁の 答た る 成べ し、 復馨の 場より 逐電せ し は、 大石 

が指圖 なる 由 本文に 見えたり、 此條 いか 成 故に か、 他 察の 及ぶ 所な り、 

こ、 に 本 多 中 務大輔 殿 (忠國 一 に 政武) の 息、 吉十郞 殿 早世 有りて、 領知 十五 萬 石 被 召 上、 本 多 中務大 

輔殿 (忠良) へ 五 萬 石に て、 名跡 仰 付ら れて、 寳永七 庚 寅年 三 州 I 刈屋へ 移らる、 此 家中に 小 原 八 郞右衛 

門 (物 頭 役 三百 石) 那須彥 右衛門 (大目 付) 兩人 は吉田 忠左衛 門が！ T なり、 其の 緣を 以て 寺 坂 此兩人 方 

に褂り 人と 成り、 三 州に 在し が、 後 忠良 總州 古河へ 取替 (正 德元辛 卯年) の 節 も、 存命に て 古河へ 行た 

り、 其の後 は 如何 成た るか 不知、 忠左衛 門が 三男 は 惠學と 云 僧に 成て、 小 原 那須が 許に 居たり し を、 後 

に 本 多 家へ 呼 出され、 還俗して 吉田 吉左衞 門と 名乘、 三百 石 を 賜 ふ 由、 是は 吾等 舊友三 州 高 店 村 空 臨 寺 

(一向 宗) 老僧 物語な り、 本 多 家 _ ^谷へ 引 移の 節、 家中の 人 多く、 家中 屋敷 不足に 付、 當 分領內 寺院 町 

家 等に 銘々 假 宿す、 其の 砌那 須彥 右衛門 は、 空 臨 寺に 寄宿せ しに 仍り、 寺 坂 を も老儈 まのあたり 見た る 

由、 捲に 物語な り、 又 本 多 家に 中 村 輿 惣と申 者 は、 吾等 伯父に て、 小 原 那須共 傍輩 故、 寺 坂 事 は 能 知と 

語 候な り、 

私に 曰、 世 說には 寺 坂 事、 或 侯 家へ 呼 出され、 士分に 成りて、 折々 泉 岳 寺へ も參詣 すと 云々、 案る に 
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是は吉 田 忠左衞 門が 子、 吉 右衛門 事 を、 同じ 名 故に 誤た る 說歟、 寺 坂 は 公儀より 御尋は 無と 雖、 旣に 

公 裁に 逐電の 者に 決せり、 義士の 子供 は、 後年 恩 免の 御沙汰の 上に て、 諸家へ 召 抱へ し 事な り、、 寺 坂 

に 於て は、 素より 恩 免の 御 貪 着 も 無き 者 なれば、 憲の 日陰の 者に て 義士が 子供と は 等し かるべ からす 

仍て本 多 家に も、 忠左衛 門 子 は 呼 出さ るれ ども、 寺 坂 事 は 公儀 を惲 りて、 其 沙汰に 不 及と 見えたり、 

問 四十 六 人 泉 岳 寺 へ 立 退 候 節、 途中より 吉田忠 左 衞門富 森 助 左衞門 を、 大目 付 仙 石 伯 耆守殴 へ 遣し 候 

始末 委く承 度 候、 

答 兩人仙 石 氏へ 參候 は、 十五 日 早朝な り、 玄關 にて 取次 を 以て、 夜 討の 旨 趣を陳 ベ、 吉良 上野 介樣を 

討、 泉 岳 寺へ 引取、 御 下知 を 相 待 罷在候 旨、 連名の 書付 を 添へ 差 出す に 付、 先づ兩 人に 對 面して 旨 趣 を 

聞き、 兩人を 御 役宅に 留め置、 早速 伯 州 登城して、 老中へ 此 3 曰 を 達せら る、 卽 時に 奉書 を 以て 老中 若年 

寄 衆 を 被 召、 依 之、 土 屋相模 守駿、 稻葉丹 後 守 殿 を始、 對馬守 杯 は、 早馬に て 登城せられ、 伯 州へ 對面 

有て、 様子 を 聞 届ら れ、 伯 州に は 一 と 先 づ歸宅 有 之 様に 申 渡され、 扨 評定の 上 言上に 被 及處、 將軍家 未 

だ 御 目覺無 之、 御 小 納戶衆 兩人を 呼びて、 御 目覺を 早々 相 知 さるべし、 ^に 上聞に 達する 儀 有 之 旨 を 被 

達、 追 付 御 目覺の 由に て、 各 を 被 召、 老臣 列して 被 召 出、 相 模守殿 右の 趣 言上 書付 を 被 指上處 に、 御 取 

上 遊され、 上覽の 上、 喧嘩 は 去年な りしな ど、 御尋 あり、 栢模守 殿、 去年 三月に て 御座 候と 御請 被 申 上 

候へば、 渠等 去年より さぞ 辛勞 しつらん と 上意 ありて、 台 顏御淚 ぐ ませ 給 ふ御氣 色な り、 各 暫く 御請な 

く、 さし 俯き 居られ 候處 に、 稻葉丹 後 守、 斯る御 治世に、 陪臣 等に 至る 迄、 弓矢の 法 を 取 失 ひ 不申候 事 

彌、 泰平の 瑞と奉 恐悅旨 言上 あられ 候へば、 其の 返答 は 無 之、 各 能き 様に 評定して 可 申 上旨、 上意に て 

書付 を 相模守 殿へ 御 下け 被 成 候、 仍て各 御 次へ 退出せられ、 評議 有る 處に、 丹 後 守 殿 被 申 候 は、 新 様の 

先例 無 之、 差當り 料簡 決着 難 成 かるべく 候、 先、 候 家 へ 御 預けの 上、 追て 御 裁斷の 評定 可 有 旨、 各是 

に 同ぜられ、 拉御 預け 大名 衆 四 人 を 撰ばれ、 言上の 上、 四 家へ 御 奉書 を 以て 御 召な り、 斯て泉 岳 寺 は 
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寺社 奉行へ 訴出、 町方より は 町奉行へ 訴出 るに 仍て、 段々 言上 有 之、 刻限 差 移る に 付、 朝飯 御薹 所より 

出、 各 御城に 御 詰 有之處 に、 四 家の 候 家 追々 出仕 有り、 被 打 揃 候 上に て、 御 預け 者の 名前 書付 を 以て 御 

渡し、 各歸宅 其の 用意 可 有 之、 且、 請 取 場所 之 儀 は、 追て 御沙汰 可 有 由に て 退出な り、 さて 御徒 目付兩 

人 を 被 召、 急に 泉 岳 寺へ 行 向、 四 家へ 御 預之趣 申 渡 候 樣被仰 付、 兩人畏 て 御 次へ 立、 兩人談 じけ る は、 

泉 岳 寺へ 行、 上意 之 趣 由 渡て より は 天下の 囚人な り、 四 家へ 相 渡す 迄 は、 我々 預り 同意 なれば、 其の 間 

に 不慮の 變有 まじき に 非す (是は 言外へ 出さす と雖、 若し 上 杉 家より 人數 にても 出さるべき やと 心 付ぬ 

ると 聞え たり) 其の 覺悟 有るべき 事な りと 云け る を、 對馬守 襖 越に 聞 付ら れ、 右 用心の 心 付最に 被存に 

付、 列座へ 其の 段 申され 候へば、 何れも 評せられて、 然 らば 泉 岳 寺へ は、 御 小人 を 被 遣、 四十 六 人不淺 

仙 石 伯脊守 宅へ 呼 寄ぜ仰 渡さるべき か、 さあら ば 其の 途中に 於て、 いか 様の 儀 出来しても、 いま-た 公儀 

の 御手 掛り不 申 間 なれば、 跡に て 御 裁 斷被爲 よきと て、 御徒 目 付 を 止ら れ、 御 小人 一 兩人被 遣、 

問 四十 六 人 切腹の 儀に 付 色々 說 あり、 上裁 之 趣 は 如何 候 か、 

答 斯て、 年 暮れ 春に 至り、 老臣 以下 評定 有り、 此儀は 古例 も 稀なる 節義 なれば、 後世に 傳り、 且異國 

迄の 聞え も 有れば、 容易の 裁斷に 非す、 衆評 區々 なり、 第一 忠義 を宗 として、 復饕の 本懷を 達しぬ る 上 

は、 死刑に 當ら す、 但人數 を 催し 飛道具 迄 も持參 し、 公儀 を不撣 仕形、 徒黨に 似たり と雖 も、 其の 類 助 

命 有た る 舊例も 有り 杯 評せられて、 衆議 ー决 せす (是は 御前 代 奥 平 源 八 父の 敲を 討し 類の 事歟) 于時稻 

葉 丹 後 守 殿 云く、 渠 等が 貞操 今古 類な し、 惜 むらく は 助命 せん 事 を、 但 名を惜 みて 死 を輕ん する は武の 

常な り、 渠 等が 節義に 於る 更に 助命 を 庶幾べ からす、 速に 死 を 賜ば、 芳名 千載に 輝かん 事 を、 然れ共 死 

を 賜 ふの 罪な し、 去ながら 御 制禁の 徒黨を 企て、 御城 下 を不憚 飛道具 等 を持參 せし 越度 を 以て、 自 を 

可 賜な り、 尤も 夜 討の 主意、 節に 當れ ば、 陪臣に 舊例 なき 上使 を 以て 被 仰 渡 之ば、 義士 共の 春れ 成べ し 

と述ら るれば、 衆議 是に决 して 上意 を 被 伺け るに、 御 旨に 協 ひ、 終に 切腹 仰 付ら れ けるな り、 仍四 十六 
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人の子 供 女子 は 無 御 構、 男子 十五 歲 以上 は 遠島、 十五 歲 以下 は 親類 1; 預けに 成 候が、 無 程 御免 有て、 夫 

々に 片付ける 也、 

私 曰、 右 義人の 事 は、 赤 城盟傳 を始、 數箇の 記 錄に委 く、 且 切腹の 事 は、 義臣 俥の 大義 論に 評註 すれ 

ば爱に 略す、 或 夜話に、 義士の 切腹 殘念 成る 由、 語り合る 事 有しに、 傍 翁の 曰く、 義士 賜 死の 事、 誠 

に 大度の 規矩 此の上 有べ からす、 乍恐感 賞し 奉る 處也、 其の 所以 は、 此の 報 仇に 於る 大義の 前後 能く 

整 ひ、 本朝 は 申に 不及、 異邦に も 古今 斯る例 も 聞 ざれば、 日本の かざりな り、 是を惜 ませられて、 御 

助命 あらば、 良 雄 父子 其の 外 老曰老 の 者 共 は、 其の 操 を 全すべし、 其の 餘の壯 士輩幷 に 身輕の 輩に 至て 

は、 此の 末 生涯 を 過つ 者 有 間 敷に も 非す、 若し 左 も あらば、 節義 も 一朝の 嗱と 成て、 千載に 徹る事 薄 

かるべし、 死 を 賜へば こそ、 義名凛 乎と 輝け り、 爱を 以て 見る 時 は、 此の 死を惜 むは 庸愚の 論な らん 

と 申せば 滿座大 に 信伏す、 私 曰、 賜 死の 事、 良 雄 は 素より 庶幾す る 所、 假令御 助命 有と も、 良 雄 父子 

に 於て は自 13- を 以て 其の 罪 を 償べ し、 其の 故 は 羽 林次將 たる 高 家の 貴族 を、 陪臣と して 仇と 稱 して 侵 

之、 且つ 御城 下に 於て 夜 討の 始末、 公儀 を不 輝の 罪 有れば、 但御 書付の 內に徒 黨と有 之 儀 を、 良 雄 歎 

きて、 上使に 向 ひ、 被 仰 渡 之 趣、 愼で奉 承知 候、 此度之 儀 傍輩 共 申合せ、 報 仇 仕 候 迄の 儀に 御座 候、 

聊他を 語ら ひ 候 儀に 無 御 lli 候處、 徒 黨の御 咎を蒙 候 段 奉 歎 入 候 申 上け ると かや、 其の 虚實を 不知、 

右に 記せる 良 雄が 心 裡の事 は、 期に 臨で あからさまに 他に 語る ベから す、 前條に 記せる 想像の 說 なる 

べし、 

私 曰、 大石良 雄が 性質、 平日 魯 鈍に 見えて、 政事 以下 萬 端 大野 九 郞兵衛 が 指揮に 漏る、 事な し、 常に 

領分の 嗜 にも 內藏介 殿 は埒の 明ぬ 人 なれ ども、 筋目 故 立 置る. - なり、 九 郞兵衞 殿なくて は、 御 家 治り 

がた しと 沙汰し ける とか や、 大量の 人 は 其の 類 多し、 大儀に 及ぶ 時 其の 器必顯 はる i 也、 

私 曰、 細 川 越 中 守 殿、 淺野 家臣 を 御預り 有て 對 面の 時、 此度は 大儀 成る 事 をと 挨拶 有し 由、 是 普通の 
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大儀と 云る 詞 ならす、 誠に 大镜 成就の 折 なれば、 大人に は 能き 御 挨拶な りと、 其の 頃 取 さたせ しと か 

や、 松 平 隱岐守 殿へ も、 大 石主稅 を始、 同じく 義 黨御預 りなり、 隱州 家中の 士各感 美し 尊 ふとみ て馳 

走 云 計な し、 到着の 節 或 侍 馳走の 餘 りに、 足 蜜 を 直して、 主稅 が、 土足 を手づ から 洗 はんとす、 主稅 

いなみ もせす、 足 を 差 出し 洗 はせ たり、 是は彼 家に 其の 節 勤めたり し 浪士の 直 物語な り、 主稅 生年 十六 

歲 せい 高く 生 質 優な り、 この 足 洗に て、 凡、 大量 顧れ たり、 

問 切腹の 時 武林唯 七 首 を 介錯 打 損じた る 由 風聞せ り 左様に や、 

答 其 砌對馬 守 方よりも 御預 りの 四 家へ 家來 一 人づ、 差 越され、 陰ながら 見 届可參 由に て、 細 川 家へ は 

吾等 悃友腰 伊右衛門と 申す 者、 其の 外 三 家へ 參候者 共 罷歸、 物語 致す を 聞 侍る に、 武林は 世に 申 ふらし 

候 通に 候、 前 原 伊助 は 介錯へ 斷り、 左の 手に て 三方 を 戴き 腹 を 切て 首 を 討せ 候、 勇に は 見え 候へ ども、 

出来 過た る 様に 候と 評判に 候き、 堀 部 彌兵衞 は 小男に て、 腰の かがみた る 老人な りしが、 何れも 籃輿を 

玄關 に橫附 にし、 兩 側に 諸家より 見届けに 来る 諸士 並居た る 前にて 駕を 下し 候 時、 御預り 家の 中小 姓兩 

人、 麻 上下 無 刀に て、 駕の 傍に 立 寄、 一人 は 駕の戶 を 明け、 I 人手 を 取て 駕 より 出しけ るに、 堀 部は駕 

を 出で、 其の 所に 平 坐し、 左右に 揖 して 後た ち 上り、 切腹の 場へ 行て、 撿 使の 方へ 一 禮し、 介錯 人に 向 

ひ、 老人の 事に 候へば、 鍵 腹切る も 鳴 呼が ましく 候、 唯 首 打て 給り 候へ と、 顏色打 笑て 討れ ける、 しほ 

ら敷 振舞に 候ぬ と 語 候き、 

問 泉 岳 寺 墓所に て、 間 十 次 郞妻致 自害 候 由 實說に 候 や、 

答 成程 十次郞 妻女に 無紛 候、 我等 能く 存る筋 候 故、 永 物語に 候へ ども、 噺可申 候、 十 次郞 妻の 名 は、 

さ ごと 申 候、 諸士、 赤 穗引拂 の 時分、 銘々 が 妻子 を 夫々 へ 引取 候 節、 御目附 衆よりも 關所 手形 等 願 候 は 

や 可 被 差 出 旨、 御 申 渡候處 に、 十 次 郞內藏 介へ 申 候 は、 私 妻 は 江戸へ 差 出度 候 間、 御手 形 願 ひ 度 旨 申 之 

內藏介 は 此度申 合 候 事 も 有 之ば、 妻女 は 近所へ 引 拂可然 由 申 けれ 共、 當地近 國には 所緣も 無く 候へば、 
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是非 江戸へ 下し 度と 十次郞 申に 仍て、 內藏 介より 手形 を 願 ひ、 事濟 候、 其の後 江戸に て 各 寄 合 候 節、 上 

野 殿 屋敷 案內 伺の 爲、 橫川勘 平 は、 日 傭と 成て 入 込 候へ 共、 奥 向の 事 は 一向 難 知、 各 取々 に 思案す る處 

に、 十次郞 云く、 某が 妻 先達て 上野 殿 屋敷 奥方へ 奉公に 差 出し 置 候へば、 案 內の儀 は 心 易 候と 申す に 付 

大石も 去年 關所 手形の 節 は、 十次郞 未練の 樣に存 候し が、 さて は 奉公に 可 出 存念に て 有しな りと 大に感 

心せし となり、 其の後 は 横 川と も對 面し、 文 杯 を も 通 はし、 上野 殿 を 討 果せた る は 偏に 此の 女の 働な り 

其の 仔細 は 上野 殿 當時隱 居の 事 なれば、 用心の 爲、 旁 以て 上 杉 家へ 可 被 引越に 相究 り、 彼方に 於て 普請 

も出來 して、 俄に 引越し 日限 も 縮り、 臘月 十五 日 移徙の 害に 成り、 奥方に は 早 先達て 被 引越、 上野 殿 は 

明 RZ 引 移らる べきに 決しけ る 程に、 十四日 至り、 さ ご 方より 此の 急を吿 る、 仍て 俄に 申合せ、 其の 夜 打 

入 候な り、 其の 夜 は 暇 乞 振舞と て、 同僚の 高 家 衆入來 にて、 茶會有 之、 子 刻 計に 各 退散な り、 大友 因幡 守 

殿 も、 其の 夜 客人の 內 にて 有 之 由、 後日に 直 物語な り、 右の 客 濟で各 討ヌり 相働處 に、 上野 殿の 寢所不 

知、 潜 は 取 逃しけ る歟 と、 何も 齒嚙を 成す 所に 座敷の 床に 此の 壁 を 押べ しと 書付 を 張、 各 是に氣 を 直し 

て、 敎の 如く 押て 見れば、 此 壁の くるりと 回りて 夫より 長き 廊下 有り、 先へ 行けば、 寢 所と 覺 しくして 

臥 具 引 散して、 其の 主 は 無し、 大石瀨 左 衞門立 寄て、 是を 探る に、 未だ 臥 具に 暖り 有り、 然れば 立 出ら 

れ しに 間 も 有る まじと、 隈なく 探る 程に、 難なく 尋 出し、 間 十 次郞鎗 付て 終に 首 を 得たり と 云々、 其の後 御 

預けの 間に、 紬川越 中 守 殿、 內藏 介へ 何 角御尋 あり、 墓所 燒 香の 時 一番 內藏 介、 二番 間 十 次郞と 聞たり 

此の 者 は 格式 等 も 無 者の 由なる が、 第一 一番に 燒香 をし 譯は 奈何と 被尋、 內藏介 云く、 復饕の 心底 各 同意 

の 儀に 候へば、 燒香 次第 甲乙 は 無 御座 候へ 共、 十 次郞儀 は、 上野 介 様 御首揚 ゆ、 其の上 父子 兄弟 妻女に 

至る 迄、 忠節 他に 超 候 故、 諸士に 先達て 燒香爲 致 候と て、 さ ごが 働き を 物語り 候と なり、 其 後 さ ごが 行 

方 は 不知 候處、 義士 切腹 被 仰 付、 墓所 も 建 候 以後、 右 墓の 前にて 年頃 二十 七 八と 見えた る、 薄い も 有 之 

色黑 なる 女 自害 致 候 由、 泉 岳 寺より 寺社 奉行へ 訴へ、 則 檢使を 被越處 に、 間 十次郞 墓所に 短冊 二 枚 を 手 
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向、 十 次 郞妻さ ごと 書付、 茶碗に 水 を 供し 置き 自害せ しと 見え、 外に 吟味 之 品 も 無 之に 仍て寺 內へ取 

置の 儀 被 仰 付、 事濟 けるな り、 

私に 曰 間 十次郞 は、 我 妻の 烈婦た る を 知る 故に、 良 雄への 盟約に は聊 背く と雖 も、 大儀 を 妻へ 漏し ぬ 

と 見えたり 良 雄 は 亦 間が 赤心 を 知て 不咎 歟、 

問 不破數 右衛門 は、 先年 彼 家 を 出た る浪士 なる 由、 而る を爱に 加へ たる は 奈何、 

答 是も故 有る 事に 候、 數 右衛門 は、 元来 若輩より 內匠殿 心に 協 ひ、 側近く 被 召 仕し 小冠從 なる が、 壯 

年に 至て、 心猛く 試し 物を妤 み、 墓所へ 行て は、 新 葬の 屍.^ 出して 是を 試す、 或 時 茶道 坊主の 母 死して 葬 

之け る を、 不破 それとも 不知 堀 起し 見て、 女の 死骸 は 用に 不立 とて、 爱 かしこ を 少し 切 散し 歸る、 翌朝 

寺儈見 付て、 葬 主へ 爲 知ければ、 茶道 驚き、 走行 見れ ども 何者の 仕業と も 知れす、 爲 方な く波是 と取納 

て歸 り、 去る にても 憎き 奴 哉.， 尋 出度と 心掛れ ども、 手懸り 無れば、 扭 過ぬ、 其の後 家中に て、 不 破が 

仕業な らんと 密に噂 あり、 茶道 も必を 付けて 實否を 礼す 様子 なれば、 目附 より 是を申 上る、 然れ ども 聊 

も證據 無き 事故、 も 成が たく、 叉風說 喧しければ、 もし 不慮の 騷可有 も 計り 難し、 所詮 外事に 事寄 

せて 暇 を 遣し 可 然とて、 不 破へ 內證 にて 路銀 迄 を 賜 ひ、 浪人 させけ るな り、 去れば 今度の 變を、 不破聞 

と 否や、 年頃の 恩顧 を不 忘、 -內藏 介が 隱 家に 来て、 此の 盟に加 はらん を 願 ふ、 良 雄 も始は 同心せ ざり し 

が、 其の 深切 を見究 て、 追て 人數に 加へ たりと 承 及 候、 

ニ南齋 云く、 吉田 忠左衛 門が 草履 取關 助と 云 者、 後に 吾等 古 傍輩 下 村專助 方に 奉公し ける が 語りけ る は 

內藏介 忠左衞 門、 大阪に 暫く 住居せ し 事 有り、 其の 時分、 彼關 助、 毎度 忠左衛 門 供 をして、 大石 許へ 往 

して、 假の居 宅 なれば、 狭き 所に て、 雨 人の 對話 障子 一重 を 隔たる 表の 腰掛へ 手に 取 様 聞え 候、 終に 相 

談が間 敷咄し はなく、 唯 何つ とても 遊所亂 酒の 物語の せ 高聲に 聞え、 內藏 介衣帶 など も 寢卷の 儘、 帶は 

一重 帶 にて 出合れ 候 由 申に 付、 專助 不審に 思 ひ、 猶委く 尋問へば、 關助 申け る は、 終に 小 聲に被 噺候事 
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は 不承 候が、 唯今 御尋 にて 存當り 候 は、 內 藏介咄 され 候 時 は、 忠左衛 門 無言に て 聞 之、 忠左 衛門聲 する 

時は內 藏介默 して 聞れ 候と いふ、 依 之 專助考 候に、 互に 筆談に て右認 候內、 一方 は 雜談を 致し、 其の 答 

を 書 候內、 又 一方 は 高 聲に咄 し 候に やと、 專 助かたり 候き、 

又 曰、 吾等 父が 召 仕 ひし 安藤 半左衛 門と 云 者 は、 野 州 烏 山の 出生に て、 領主 永 井 伊賀 守 殿內、 篠原長 兵 

衞と申 方に 奉公せ しが、 伊賀 守 殿 烏 山より 赤穗へ 所替の 節、 供して 引越け るに、 赤 德に內 藏介召 仕 ひし 

をと な 某 農家に 引 込 居け るに 悃意 也、 此を とな (是は 瀨尾孫 左衞門 敷) 語りし は、 古主 內藏介 は 家老に 

候へ 共、 平生 人品 輕し、 家中の 若黨 申間體 途中 下 坐 致 候に も 詞を褂 け、 百姓 町人へ も權 威の 振舞 無り し 

故に、 大野 九 郞兵衞 杯より は 家中の 上下 共に 格別 尊敬 薄く 候 ひしな り、 赤穗騷 動の 五十 日計 前より、 い 

か 樣の譯 に 候 や、 病氣の 由に て 出勤 無 之處、 右の 變を 吿來 るに 仍て 出勤 致されぬ と 語る、 平日 も 萬事輕 

く 取 行 ひ、 奢が 間 敷 事 聊無之 由、 赤穗領 境に 某 古主の 領地 候し が、 右に 申す 下 村 專助領 境に、 百姓 ども 

の呤昧 有て、 其の 節大石 方へ 行 向 ひ、 面談せ し 事 有しに、 內藏介 は 平生の 衣服に、 如何にも 古き 袴 を 着 

て對 面し、 少しも 繕 ひたる 體 なく、 或 時， ダ飯 時分 成しに、 葱 雜炊を 振舞て、 酒 を 出して、 至て 質素の 風 

なりし と 語り 侍る、 

又 曰、 姫路 領主 本 多 中 務大輔 殿內中 村輿惣 は、 我等 伯父な り、 是も 赤稳領 境に、 公事 有りて、 郡 代役 成 

し 故、 領 境に 二三 宿 致し、 內藏介 方へ 其の 斷り 申達 候處 に、 其の 返答に 用事 も 候 は > 可 承 候、 旅 宿へ 見 

舞 ひ 可 申 候へ ども、 主人 江府參 勤の 留守に 候へば、 域內 あけ 難く 候と 申 越 候、 其の 時 は 右の 挨接 何の 心 

付 も 無く 候が、 後に 存じ 合すれば、 心有る 返答に て 候 ひしと 與惣語 之、 

又 曰、 富 森 助 右衛門 子 飼の 若黨 浪人の 後、 方々 渡り奉公し、 年經て 我等 方へ 召 抱へ、 彼 者の 申す を 聞け 

ば、 助 右衛門 は、 常々 衣服 器物に 至る 迄、 年久敷 可^物 を不 求、 樹木 を植 るに も 年 經て實 のる 類の 物 を 

不好、 接穗 をせ す、 武士 は 今日 有て 明日 を 不知と 申 候 由、 勝れて 能辯に して 何 にても 六 か 敷 口上に は 何 


つ とても 助 右衛門 を 使者に 被 申 付 候 由、 依 之 夜 討 後、 仙 石 殿へ 演說 する にも、 吉田 忠左衞 門と、 此の 助 

お 衞門罷 越 候ぬ と 語り さ、 

又 曰、 御先 手 組 與カ賀 茂宮源 左衞門 は、 御 右筆 加 茂宮喜 太郞の 弟に て、 村 松 喜兵衞 入道と は從 弟な り、 

彼 源左衞 門、 我等への 噺に、 先 村 喜兵衞 は、 某 伯父に て、 當 喜兵衛 入道 は 養子に て 候、 元來當 喜兵衞 は、 

津輕越 中 守 殿に 納戶役 を 勤 居け るが、 子細 有て 同役 三人 を 討て 立 退 浪人に て 蟄居せ しに、 或時淺 野. r 匠 

殴 屋敷 前にて、 町方の 男 だとて 云 溢れ 者と 口論し、 三人 を 相手に 取兩人 を討果 し、 一人 は 逃し 俊、 其の 身 

も 立 退ん とせし 處に、 近 處に薪 を 賣候家 有て、 是 にて 茶 を 乞 候へば、 亭主 も 去 者に て、 其の 手際 を 潔く 

思 ひ、 是を かくま ひ、 暫く 1 一階に 隱し置 候內、 其の 所より 奉行所へ 訴出、 撿使も 有 之 候へ 共、 元来 溢 者 

の 事、 其の上 相手 も 不知、 死骸 は 取捨に 成て 事濟 候、 其の後、 此の 薪屋、 先 村 松と 心 易に 付、 彼の 喧嘩 

の 事を咄 出し、 そと 彼 者の 噂 を 申ければ、 村 松是迄 男子 も 無れば、 望ましく 思 ひ、 薪屋 と內談 しける に 

他國 者に て， 江府に 親類 もな く 候 故、 加 茂宫を 親類 分に して、 村 松が 2* 子に 願 ひ、 娘 をぞ娶 せけ る、 然る 

に 今度 家中 一統に 浪人して、 村 松 は 市 谷 田 町に 借 宅す、 復鷥の 前日に、 加茂宫 方へ 何となく 來り. 暫く 

物語して 歸り ける、 勝手に 笠 を置歸 ぬる を、 翌日 見 付て 取 上 みれば、 笠の 紐に 短 册を附 置たり、 ^は 暇 

乞に 來て是 を 形見に 殘 しける よと、 各淚を 催しけ ると なり、 

私 曰、 右の 說はニ 南 齋由良 不湛が 答る 處 なり、 不湛は 元 野 州 烏 山の 產 にて、 稻垣對 馬 守. 祟 代の 長臣、 

稻垣 彌左衛 門弟な り、 蜜 歳より 落馬に て、 蹇の患 有る 故に 龍官、 漂 客と 成り、 松 月 堂不角 j が： 門に 遊 

て 知 角と 稱し、 中頃 城 和 尾 三の 郡邑 を經歷 して 粛を 善し、 雅を 以て 鳴る、 而 して 寳曆 年中 洛に來 り、 

東 流の 邊に寓 す、 余が 親戚に も、 此の 翁に 因む 者 有り、 余 もまた 折 を 得て 會 せん 事 を 欲する 內に、 明 

和 七 年 春秋 六十 三 歳に て 身 まかりぬ、 此の 本文の 如き は 誰か 問なる 事 を 不知、 武家 盛衰 紀脫 漏と 題せ 

る 物に 此の 問答 を 載た お、 是れ寳 に 不湛が 答なら ば、 實記 たらん 事 明らけ し、 但し 右 記錄の 文章 を閲 
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るに、 其の 時の 始末 を不湛 直に 見聞す と 書たり、 是は 時代相 違歟、 淺野 喧嘩 は元錄 十四 年、 復饕は 其 

の 翌年の 冬、 切腹 は 同 十六 年の 舂 なり、 今. 明 和 九 年 迄 は 七十 年に 及ぶ、 不湛は 明 和 七 年に 六十 三歲に 

て^すれば、 未 生 以前の 事な り、 按 るに 稻 家の 記錄、 且つ 不港 親の 物語 等 を 以て 答た る 成べ し、 

^ 私 曰、 義人の 說は 右に 不限、 其の 筋々 を 探らば、 正 說幾等 も 有べ し、 小 野 寺 十內事 を聞傳 ふるに、 十 

內は 京都の 留主居 役 成しが、 主人の 變を 聞と いなや、 逸早く 萬づ取 仕舞 ひて、 京 を 引拂ひ 在所へ 歸ら 

ん とす、 下役の 者 云く、 所 司 代 町奉行へ 相 届ら れ候 上に て 引拂可 然と 申け るに、 十 內聞も 不敢、 いや 

とよ、 夫 は 平日の 事な り、 斯る變 に 至り、 主人 もな き 某、 奚. ぞ 其の 儀に 及ん、 唯 片時 も 早く 在所に 歸 

り、 諸士と 進退 を俱 にせん には不 如と， 頓に 京師 を發 す、 廳府に 於ても、 跡に て 此の 沙汰 聞え て、 却 

て 被 賞し ける となり、 小 野 寺 は 其の 器 ひろく、 其の 齢耆老 にして 武を嗜 み、 骓に 遊びて、 風情い み じ 

く、  口 利 なれば、 是良 雄が 相談 相手の 其の 一人也、 十 內從弟 京 町奉行 組 與カ小 野 寺 重兵衛 方へ、 復響 

の 期に 至り、 始て此 事 を 吿て長 刖を惜 むの 書 を 送る、 其の 文章 粲々 として、 而も 哀情 を 含み、 辭 世の 

詠な ど を 書 連ぬ、 是を 見る 人感淚 せす と 云 事無しと 云々、 

又 曰、 進 藤 源四郞 (良 雄 伯母 婿 四百 石ヾ 小山 源 五右衛門 (良 維 伯父 三百 石) 事、 始 籠城の 評議より、 

報 仇に 及ん と 欲する 迄、 萬 事內藏 介に 等しく 諸 士を勵 し、 或は 宥め、 其の 機變 誠に 良 雄が 腹心の 者 成 

しが、 旣に良 雄 東行 を 催す に 至て、 進 藤 小山 は 未だ 時 至らす と 制止 之、 良 雄 は 大擧殿 左遷の 上 は、 最 

早當 家の 事に 於て、 賴み 無し、 是迄は 此の 善 惡の落 居 を こそ 見合 たれ、 然るに、 今 事 を 延すは 圖を外 

すなり とて、 爱に 於て、 進 藤 小山 を 捨て 諸 士に牒 し 合せ、 忍 ひ/,、 に 各 出府し、 大義 を遂 たり、 斯て 

復 響の 後、 內匠殿 後室 瑶泉院 殿 是を聞 給 ひ、 此 度の 企に、 假令內 藏介は 外る、 共、 進 藤 小山 は脫 すべ 

き 者に 非す、 返す くも 不赛 なりと て、 人 を 以て 兩士へ 主意 を 被尋、 進 藤 小山 則 一封の 書 を、 御 後室 

ゝ奉 しかば 、後窒 見 給ひ兩 人が 事 此の 書面に て濟 たりと 心 解 玉 ふ 云々、 按に、 始 より 不臣 幷に 違盟の 


は 論に 不及、 此の 兩 人が 事 は、 假令其 主意 立つ とい ふと も、 報 仇 以後 死 を 以て 不償之 は、 ^不臣の 

名遁れ がた し、 御 後室へ 一封 を 棒て 心 解 玉 ひしと 有れ ども、 是は女 儀の 事な. り、 巧言 を以、 て陳 せば な 

どか 是を Sf 一ら ざらん や、 唯 肝耍の 時に 至て、 其の 圖を 見損 じたる 故に 夫よ.^、 義心蕩 々たるに 必 せり 
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〇 關新助 算術の 事  一 

關新助 は、 元甲府 御家來 なり、 文昭院 殿御 治世に 至り 裨 旗本の 士と 成る、 若き 頃 は 八算を だに 不知し 一 

が、 家来の 持る 塵 劫 記 を 見て、 其の 法 を 家来に 習 ひ、 夫より 面白き 事に 思 ひ、 色々 算書を 集め 見れ ども 

不解事 多し、 夫より 算學語 蒙と 云 ふ 書 を熟讀 して、 天 元 一 の 道理 を辨 へ、 自ら 發 明して、 様々 の 術をェ 

夫し、 演 段の 理町 間の 術 (他流と は 違 ひ あり) 暦法 天文 悉く 其の 理に 通達す る 事、 御 聞に 達し、 御 重寳ー 

に 被 思 召、 甲府に 於て、 御 勘定 奉行 格に 仰 付ら る、 其の 頃 南都に 何 頃 敷 渡り けん、 唐本の 佛 書に 交りて 一 

一書 あり、 誰が 讀ても 其の 意 通せす、 儒 佛醫の 書に 非す、 無益の 物な りと て、 打 込 有る 由 新 助傳へ 聞き 一 

是は定 て 數擧の 書な らんと、 心 床 敷 御 暇 を 申、 南都へ 趣き、 懇望して 是を 見る に、 粟し て 算舉の 書な 一 

り、 雀躍して 南都に 暫く 逗留し、 夜 を 日に 繼て寫 取り、 是を懷 にして 江戸へ 歸り、 三年の 問晝夜 工夫 を 

凝し、 終に 其の 奧 儀を究 しと ぞ、 凡そ 算法に 於て、 我 朝に て 古今 獨 歩の 名人と 云へ し、 或 時. 江戸より 甲 一 

府へ 裨 用に て 通行す るに、 駕籠の 內 にて、 江戸より 甲府 迄の 道程 方角 地形 高低 迄、 悉く 繞 面に 認め 差 上 一 

る、 其 後 文昭公 天下 を 知し 召れ て 後、 御 納戸に 大き 成 伽羅 有り、 是を御 家門 方へ 分ち 被 進 事^り、 木の 一 

細かに 成らざる 樣に、 目 分 を 定て引 切 せらる 樣に被 仰付處 に、 是を 承る 人 大に當 惑して、 同殳 よりな 口て 一 

其の 割樣を 評すれ 共 ST 明す、 老中へ 伺 之け るに、 老中 相談 有て、 常人の 知るべき に 非す、 關新 助へ 被尋ー 

新 助長て、 件の 咖羅を 受取、 則 筋 引 をして 出 之、 頓て 其の 筋の 通 引 切掛 合せ 見る に、 厘毛の 違 ひなし、 一 

仍て新 助 御 褒美に 預 りしと なり、 又 先年 唐より 渡りし 人形 時計 有り、 下は臺 にて、 上へ 釣鐘 を 掛け、 唐： 

子の 人形 鐘 木 を 持て、 時，^ の數を 打つ、 半時 を も 打な り、 然れ共 年 を經て ぜんまい 損じ 又 錯朽て 人形 働 一 
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かす、 仍て 時計 師を 呼び 被 仰 付ける に、 誰 有て 直さん と 云 者 無し、 新 助 是を聞 及て 拜見 仕度よ し 願 ひ、 

疾と 見て 何卒 直し 可 差 上と、 彼 時計 を 奉預、 四 五十 日程の 內に、 元の 如く 直し 指 上しと なり、 様々 の秘 

術 あげて 數 へがた し、 今 其の 門 葉 有て 其の 流廣 まりしと ぞ、 藝州 にも 何の 六左衞 門と かや 云 者、 算 道に 

長 じ、 大 守の 庭の 泉水に 汐を仕 懸け、 指 引き 期 を 不違樣 にとの 好な り、 六 ii^ 衞門 承て 持る に、 少しも 潮 

の 指 引 違 はざる 様に しつら ひければ、 大 守の 入 興 大方なら す、 又 夏の 比、 大守暑 を 凌き 兼ね、 障子 を 開 

けば、 荒き 風 直に 當 りて 惡 しとて、 六左衞 門に 申 付ら れ、 程 能き 風 を 持よ との 事 成りし に、 六 左 衞門畏 て 

1 つの 器 を 捲へ 持參 せり、 其の 形 吹 子の 如く、 中に 扇の ごとく 成 物 あり、 是を 壁の 近所に 15- し 置に、 暫 

く すれば 自然と 內 より 風 を 生じ、 壁に 當 りて、 其の歸り風1^1凉風と成て、 其の 一 と 間 を 寒む からしむ、 

大守悅 喜 不斜、 此者 工夫に て渾 天機 を 持へ、 世に 珍 敷重寳 也、 其の 形圓 にして 日月の 運行 五呈 十二 辰 二 

十八 宿 破 軍の 廻り、 其の 外 天地に あらゆる 巡 環 分厘 違 ふ 事な き 奇術な り、 松 平 甲斐 守內 にも、 勘定 役に. 

五十嵐 平 右衛門と 云 算者冇 て、 杖 時計と 云 者 を 巧み 出す、 是は 杖の 上 を 丸く 犬に して、 十二支 を 書、 中 

に劍を 捲へ、 內の ぜんまい 廻りて、 其の 刻限の 所へ 劍先 廻る 様に 仕懸 たる 物な り、 其の 外 鍔 H 貰 緣頭等 

を 捲へ るに、 其の 家の 者の 細工よりも 增 したる 妙手 なれば、 所々 より 聞傳 へに 賴 まれ、 其の 謝 物 を 取れ 

は、 其の 有る 內は滔 を飮み 遊戯す、 皆に 成れば 窮す、 明日 を 貯ぬ淸 貧に 似たり と、 世人 沙汰し けるな り 

〇 水 戶黄門 君の 事 

水 戶黄門 光國卿 は、 祌 君の 御 孫に て、 希世の 良 君た る 事 普く 世に 知る 處 なり、 御隱 居の 後 は 西 山 公と 申 

奉る、 黄 門と 云る は、 中納 ー一 一一 口 の通稱 にて、 御三家に は 歴代 數多 中納言 殿御 座せ 共、 黃門樣 とだに 云へ は 

責賤 となく 女 童 迄 も 此の 君の 事と 覺 えたる も、 自然と、 御德 儀の 普く 及ふ處 成べ し、 百 家 閑談に、 光國 

卿の 御 市： If を、 彼是 書顯 せと も、 西 山 遣 事に 見當ら ざる 事 も 有て、 虛實 不分明なる を 以て 拏に 省く、 此の 

君の 御行^ を 知ん と 思 は r、 西 山 遣 事 を 見るべし、 是 疑惑に 不 涉の證 書な り、 
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〇 河 村瑞軒 成立の 事 

河 村瑞軒 事、 元は 車力 十 右衛門と て、 常に 車 を 押て 世 を 渡る 慵夫 なり 

一 說には 元来の 匹夫に も 非 や、 先祖 は 勢 州 田 丸 家の 家来な り、 H 丸 家 は 北 畠 源 中 納言顯 家 卿より 傳は 

りて、 代々 勢 州に 住し、 其の 末 分れて 田 丸 御所 信 太 御所と 云、 信 長 公の 時、 其の.^ 脉 亡びて、 信 長 公 

の 二 男 信雄鄕 を、 北 畠 殿と 號す、 彼 家 滅て後 は、 家士共 多く 土民と 成る 瑞 軒の 親 も 勢 州 頓宮に 民と な 

り 住すと 云々、 

十 右衞門 事、 か、 る 卑賤の 業に 暮 すと 雖も、 生得 其の 心廣く ネ智拔 群の 者な りしが、 或 時 不圖思 ひ 付、 

上方に 行て 身の 安否 を究ん と、 僅の 諸道 具を寶 て、 金 二三 歩 肌に 着て 小 田 原 迄 来て 一宿せ しに、 相宿に 

老翁 有り、 何 角と 語 合 ふに、 十 右衛門が 上方へ 登る 所以 を 問 ふ、 十 右衛門 爾々 と 答 ふ、 翁 笑 ふて、 今繁 

昌の 江戸 を 捨て、 上方へ 行、 何の 立身 か 有ん、 倩、 御邊の 人相 を 見る に 大きに 家 を 起すべき 相 あり、 不 

如、 江戸に て勵 まれん に はと 云、 十 右衛門つ く-^ 此の 翁 を 見る に、 唯 者なら ぬ氣 性顯れ ければ、 忽ち 

得心して、 實 にも 翁の 異見 尤もな り、 然 らば 江戶 にて 一 と勵 致して 見ん と、 翁 に^れて、 江府へ 引返し 

品 川 を 通け るに 折節 七月 盆 過に て、 瓜 茄子 夥敷機 端に 流れ 寄し を 不圖心 付て、 其の 邊の 食 共に 錢を取 

ら せて 取 上 ゆ させ 所緣の 所に て 古 桶 を 借り、 右の 瓜 茄子 を鹽漬 にして 引か づき 毎日 普請 小屋へ 行き 是を 

賣る、 大勢の 日 傭 ども 晝 食の 菜に、 吾 もくと 競 調る に仍 て、 夫より 段々 瓜 茄子の 漬物 を鹽 梅よ く 仕込 

みて 賣け るに、 元 來發明 者 なれば、 早速 御 普請の 役人へ 取 人、 役人 甚だ 十 右衛門 を 賞美して、 汝 左様の 

渡世 を 致さん より は、 日慵頭 をして 出精せば 立身す べしと 勸 るに、 渡りに 舟と 速 かに 長 請て、 夫より 御 

普請場の 幟を預 り、 大勢の 日用 共 を 引 廻し、 萬の 驗引 他の 及ぶ 處に 非す、 依 之 役人より 褒美 を もら ひ、 

餘程金 を 儲て、 夫より 下町の 表 店 を 借り、 家 普請 を 奇麗に 致し、 手代 を 差 置き、 大屋 幷近邊 の 者 共 を 振 

舞、 萬 づ寬濶 なる 體 なれば、 近所 にても {且 敷 商人の 樣に 取沙汰し けれ 共、 實 は餘慶 なき 身上 故に、 普請 
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振舞 等に 費て、 元手 銀 も 無く 成し か 共、 少しも 其の 色目 を 見せ や、 然るに 開運の 時 来る にや、 夫より 間 

も 無く、 江戶 大火に て、 自分の 居 宅も燒 けれ 共、 少しも 夫に 貪 着せす、 次第に 大火 を 見る より、 未だ 燒 

鎭 まらざる 內に、 木 曾 山 を 志し、 僅 拾兩に 足らぬ 金を携 へ、 夜 を 日に 機で 彼 地に 馳 趣き、 則 問屋 方へ 着 

て、 門內を 見れば、 問屋 Q 子供、 表に 遊び 居け るに、 懷 より 小 刹 參兩取 出し、 小刀に て 穴 を 明け、 紙縷 

を 通して、 持 遊の がら， （- にして 件の 子供に あたへ、 案 內を乞 ふ、 亭主に 逢て、 某 は 江 都の 者に 候が、 

大 造成る 急用 有て、 村 木 を 多く 調へ たし、 手代 幷所從 の 者 は、 追々 跡より 參る 積り、 某 は 片時 も、 早く 

用事 を 辨じ度 存じ、 夜 を 日に 績で、 先へ 到着す、 金子 は 跡の 者 共 持参すべし、 先 有 合 ふ 村 木 を、 悉く 見 

積り て、 隨 分に 調へ 申さん と 云、 亭主 も 十 右衛門が 體を熟 見る に、 如何 樣大 造の 事に 掛る間 敷 人相に 非 

t 其の 卜： 子供へ 小 1： を 持 遊びに して 吳れ たる 樣子、 實に、 江府に 於て 大器の 分限者な らんと 察して、 是 

を 馳走し、 段々 に 材木 を 見せけ るに、 一 々直 段 を 究め、 有 合の 村 木 を 不殘買 上て、 極印 を 入る、 斯て. 江 

戶に は、 燒 跡の 小屋 懸け 段々 に 始る處 に、 材木屋に 有る 處の 材木 共 も、 過半 燒 失すれば、 村 木 大きに 拂 

底して、 直 段 追 日 高直に 成り、 江 府中の 手. 悶 となる 故に、 材木屋 共、 追々 木 曾に 來り、 買 求めん とする 

に、 有 合 ふ 村 木の 分 は、 悉く 十 右衛門が 極印 有て、 外に 賣木 なし、 依 之 皆々 十 右衛門に 便り 相對 して 是 

を 所望し ける 故、 夥敷利 分 を 取て 賣 渡し、 則 其の 金 を 以て 問屋 を 仕切、 須臾に 數千兩 の 金 を貯て 江府に 

歸り、 家居 廣く きらびやかに しつら ひ、 手代 以下 多く 召 抱 所々 の 普請 を 請負 ふ、 ー兀來 才智 逞敷者 なれば 

公儀 御 普請 懸 りの 役人へ 悉く 取 入、 其の 外 諸： 豕の 普請 役へ も、 一 々取 入す と 云 事無く、 追 日 其の 名高く 

後に は 請負 事 は 此の 十 右衛門が 手 を 離れて は 難 出 來樣に 成し かば、 諸 請負人 渠に從 ふて、 事 を 成す に仍 

て、 益 分限に 成リ、 剃髮 して、 河村瑞 軒と 號す、 御 老中 を始、 都べ て 重立 候 御 役人へ 取 入らざる はなし 

其の 中に いかなる 故に や、 稻葉美 濃 守 方へ 計、 取 人事 難 叶 かりし に 一 ッの 思案 を 廻し、 其の 頃 美 濃守領 

分 相 州 小 田 原に、 長 高山と 云 寺 あり、 美 濃 守 尤も 歸 依の 地 なれば、 是へ昆 事 成る 銷蓮、 £ 手水 鉢を瑞 軒よ 
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り 寄附す、 濃 州 奇特に 思 はれ、 心 和た る 時節 を 見て、 緣を 求めて、 夫より 彼 家へ も 立 入る、 斯く諸 役人 

衆へ 不殘立 入て 最負を 請け、 尤、 身の 工夫 群 を 出る に仍 て、 其 成す 所、 御 入 E は少 くして 而も 自餘の 高 

札よりも 出来 宜しく、 手早く して、 間違 ふ事聊 無れば、 世 擧て感 之、 其の 身 は 日々 增 て富祐 豊饒に ぞ成 

にけ る、 瑞 軒が 機變の 事、 十が 一 を 擧て云 は义、 其の 頃增上 寺の 鐘 摟出來 立ちて 鐘 を 懸けし に、 暫 らく 

は掛 りて、 ゆれ 搖 くに 隨ひ、 其の 釣 延びて たもつ 事 不能、 落け る 故、 隨分 入念、 元の 如く 釣 上る 様の 御 

下知 有しに、 大勢 人夫 掛り、 足代 等大 そうの 事故、 何れも 六ケ舗 申す に仍 て、 入札 被 仰付處 に、 各 高札 

也、 瑞軒札 は 外々 の 半分に 及ぬ 安 札 故、 則 被 仰 付、 斯て瑞 軒 は 僅 人夫 二三 十 人 計 引連來 り、 先 近 邊の米 

屋 共へ 申 遣し ける は、 米を澤 山に 調へ 申べ し、 直 段 を 究めて、 增上寺 鐘樓の 前へ 持 運ぶべし と觸 ける 故 

吾 もくと 持 来る を、 鐘の あたりへ 並べさせ、 其の上へ 鐘 を 上げ、 又 其の 俊の 並びへ 二 俵 を 並べさせ、 

其 上へ を乘 せ、 又 其の上へ 其の 通りに 俵 を 並ぶ、 如此 段々 僚の 上へ 鐘を乘 せ、 程よ く 成て、 龍 頭 を 釣 

上け、 扨て 米屋 共へ、 先刻 調へ たる 米 を 一升 增に拂 ひ 可 申 間、 取に 來る べしと ふれさせければ、 吾 もく 

と 來て米 を 取て 歸 ける、 斯て 無造作なる 足代 を 以て、 二 時 三時の 間に、 本の 如くに 釣 上しと ぞ * 又 或 時 

同 寺 本堂の 棟瓦 破れ 落た る を、 入れ札に 被 仰 付る 處に、 瓦 は 僅ながら 足代 人夫 等に 多く 費る に仍 て、 入 

れ札直 段 過分に 高直な り、 瑞 軒が 札 は 外より 三分 一 にも 不及、 安 札 なれば、 是へ被 仰 付 如何なる、 仕形 

にやと 人々 思 ひしに、 折節 春の 頃に て、 東風の 吹を考 へ、 犬なる いかの ほり を 造り、 本堂の 楝を 越る 程 

にの ほせて、 能 時分に 狂 はせ 落しければ、 砜巾は 本堂に 跨る、 其の 時 件の 服 巾 を 捕まへ て、 是を 引く、 

其の 糸盡 たる 時に、 少し 太き 糸 を 繼で繰 引に させ、 段々 に 前より ふとき 糸 を 鼈ぎ 後に は 釣瓶 繩程 にして 

夫より 大綱 をニタ 筋に て是を 引せ、 此の 大綱 堂の 棟 を 跨る 時、 前後 四方に 聢と杭 を 打ち、 能 程に かう ば 

ぃを附 け、 綱 を 引 堅め、 是を親 階 子に して、 階 子の 子 を 幾つ も 持へ、 是に結 付、 段々 に 上りな からに 是 

を 持 行き、 暫時に 丈夫 成る 纈階 子出來 たリ、 如此 して 僅の 人夫に 瓦 を 持せ 登せ て、 速に 破 瓦 を 取替た る 
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となり、 其の 外、 験 州久能 山の 鳥居、 京師 東 山 八 坂 塔の 事 杯、 數々 人口に 在と 雖、 畢竟 其の 頓意發 明に 

於る、 其の 理 一なる に仍 て、 爱に 省く、 總 じて 瑞軒 は、 時の 才覺 のみなら や 地理に 委く、 未然 を考 たる 

事共 多し、 後に は帶刀 御免に て、 所々 御 普請場へ も帶 刀に て 出る、 常に 夙に 起き、 杖 を 突て 表へ 出て、 

古草 is^ 履な どの 踏 捨有之 迄 を も 拾 ひ 上て 取歸 り、 壁の す さとす、 都て 國 土の 費に 成 事 を 嫌 ふ、 又自餘 

の 者、 請負 事に て 大分 金子 を 儲けし と 聞けば、 大に悅 び、 滔看を 調へ、 客 を 呼び、 家 內の者 を も 集て 相 

祝 ひける を、 何とて 人の金 儲 を 手前に て 祝 はる i やと 不審 すれば、 瑞軒 答へ て、 去れば 公儀の 御藏、 其 

の 外 諸 大名 衆の 藏に在 は、 埋 たる 金な り、 町方へ 出れば、 夫々 の 請負 下職 日 雇 迄の 儲と 成て、 其の 金 は 

世上へ^ 横に 働くな り、 斯て 世上の 通用 金の 增す事 を、 世に 住む 身と してな ど悅ば ざらん や、 一己の 利 

みを樂 むよ、 、，：：- ちいさし、 奚ぞ 人と 吾との 差別 を 思 はんと 答し とぞ、 斯る寬 量 故に、 山海 川の 大な 

る 御用、 聊も 仕損なく 大に 功を顯 はし、 竞に御 直 參に召 出され、 始は先 づ俊子 百 五十 俵 を 賜 ひ、 還俗し 

て 河 村 平 太夫と 號し、 子孫 今に 至て 御 旗本に 列す、 

1 說に 曰、 本文に 記せる 木 曾 山 材木の 事 は、 瑞 軒に は 非す、 明曆 年中 大火の 節、 冬 木が 先祖 未だ 柊屋 

と號 して、 僅の 材木 尾-成しが、 本文に 書る 通の 手 立に て、 木 曾 山へ 往き、 大に利 を 得て、 夫より 冬 木 

の 名を發 すと 云々、 兩說可 追考、 

說に 曰、 瑞軒は 元 卑賤より 出で、 擧問 杯に 身 を 委ねし 者に 非す、 唯 生れな がらの 才 有て、 自然と 地理 

に委 く、 未然 を考 ふるに 當ら やと 云 事な し、 攝 州大阪 安治川口の 遠淺 に、 川 浚の 土砂 を 積で 山と 成し 

是を波 除 山と 號 す-、 世俗 呼て 瑞軒 山と 云是 なり、 此時瑞 軒が 曰、 自是 二十 年を經 ば、 後ろ 平地と 成べ 

し、 又 二十 年 を 過な ば、 陸路より 地核の 田地と 成らん と 申せし が、 して 山脊は 新田 出來、 其の後 段 

々後に 洲を 置て、 陸よりの IS に 追々 新田 開けて、 四十 年に 至て、 瑞 軒の 言の 如くに 成し ぞ奇 なりけ る 

又 大和 =r は、 元よ 大 K 御城の 東の 方を大 川へ 落た る 川な りし を、 諸 蓮 送の 爲に の 方へ 引 違 可 被 仰 付 
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と， 江府に 於て 御 評定 究て ch 瑞 軒へ 被 仰 渡に 瑞軒點 頭せ す、 此 儀は當 時の 形に て は 川の 里數も 縮り 

古川 床の 開發も 出来る 事 なれば， 御 益の 様に も； 4、 へど も、 後年に 至り、 決して 川 ii^ 高く 成り、 入. 船自 

1^ ならす、 蓮 送差閊 申べ しと 諫 けれ 共、 まのあたりの 利潤 を 以て、 竟に川 違 ひ •  傲 仰 付ける が、 案の 如 

く 年々 川床 裡り、 入船 一艘 も 無 之 様になり、 辦 衰微に 及ぶ、 又 同 州三ッ 頭と 云る は、 淀川 長柄 川中津 

川の 分 水口 也、 度々 の 洪水に 破損す るに 仍て、 公儀より 石垣 を 被 仰 付、 丈夫に 普請 成就す る處 に、 間 

もな く 洪水に 崩れ、 近邊の 田畑 水 腐して、 鄕民 痛く 難儀せ しが、 瑞軒 其の 邊巡问 の 折 を 得て、 村々 の 

者 ども 出向て、. 是を 歎く、 瑞軒 其の 邊を疾 くと 點檢 して、 此の 川懸 りの 村數 何程 あり やと 問 ふ、 則 何 

十 何箇 村と 答、 瑞軒 云く、 左 有らば、 其の 村 村より 十五 歳 以上 六十 歳已 下の 者 共、 人別に 青竹 一本 宛 

携へ來 り、 三ッ 頭の 鼻に 指すべし と 下知して、 瑞軒は 他の 見 分 所へ 通る、 仍て 面々 竹 を 持 来て、 件の 

所へ 指し 埋む るに、 俄に 藪 を 生す る 如し、 斯て 其の 竹 水勢に 魔きながら 流れ もせす 漂 ふ 問に、 其の 竹 

の 根へ^々 に 洲を置 程に、 日 を不經 して 竹の 末葉 も隱 る、 程の 置洲と 成る、 瑞軒歸 路に見 之て、 彌其 

の 上へ 竹 を 立 添 させ、 其の後 追々 に如此 しければ、 自然と 洲堅 りて、 丈夫なる 堤出來 たり、 是 人力に 

て 成す 所と 違 ひ、 自然の 水勢に 應 じて、 功み 積た る 築地 なれば、 洪水に 崩る る 事無し、 諸人 河 村が 英 

智を感 す、 

〇 石黑 三十 郞の事  ー 

石黑 I- 二十 郞は、 元 京都 町奉行 東 組の 與カ なり、 其の 祖父 石黑小 右衛門 は、 元 祿の頃 迄、 上野 下野 武州 邊 

の 御 代官 成しが、 過失 有りて • 元 祿六年 御 改易な り、 其の 頃、 山 州 伏 見 奉行 岡 m 晝前守 は、 石黑に 由緒 

有る に仍 り、 小 右 衞門子 小 藤 太 を 引取り 扶助し 置れ ける に、 幸 ひ 伏 見 組の 與 力に、 明 株 ありし 故、 小 藤 

太 を 御 抱 入に 致し、 小 藤 太爱に 奉仕す ろ處 に、 同 九 年 伏 見 奉行 止みて、 暫くの 內、 京都 町奉行より、 伏 

見 を 支配す、 其の 砌伏見 表の 事、 伏見與 力より 一 々京都へ 相 伺、 度々 出京せ しに 同じ 頃 京. ハカに、 明 
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株 有て、 伏 見より 石 黑小藤 太 を 召 呼れ、 京都 町 組の 與 力に 被 轉、 夫れ より 小 藤 太 京師へ 引越、 勤 仕して 

享保五 年に 病死す、 其の 子 平 八 郞房泰 、(後に 三十 郞政 宇に 改む) 父が 跡へ 召 出され、 同 與カを 勤む、 此 

の 平 八郎、 實は尾 州牧 氏が 子な りし を、 小 藤 太 養 ひて 子と す、 ^質 篤實 聰明に して、 文に 疎から す、 書 

拙な からす、 軍 學は山 鹿 流の 奥旨 を傳 へ、 武術 最も 相備 ふ、 父母に 孝に して、 父 死去の 後、 老母に 仕 ふ 

る 事 殊に 切なり、 其の 妻 一子 小 太 郞を產 み、 則 早世す、 政 宇 云く、 人と して 再娶は 道に 非す とて、 年 三 

十三より 淫 せす、 素より 妾た る 者 を 生涯 召 仕 はす、 我 手 廻り は、 子 飼の 若 黨兩人 を 侍らし めて、 家 用 を 

辨じ、 自ら 一 子 を 養育す る處 に、 一 子 小太郞 (後に 忠四 郞と改 む) 十八 歳に て 早世す、 政宇獨 夭と なれ ど 

も 悲哀 こ 不屈、 公用 日勤の 暇に は武を 試み 嗜み、 或は 近隣の 若士を 集て 夜と 俱に 武を談 する に、 威儀 を 

崩さ す、 去れ ども 嚴 にして 和 あるに 仍て、 若 士等是 に 翁せ すして 慕ひ懷 き、 常に 立 入て 師 とする 者 多し 

其の 身麁 服危茱 にして、 家居 を飭ら す、 聊の 奢侈 を 禁じ、 兵家の 嗜に 於て は、 我 着領の 具足 を、 種々 利 

方を考 へて、 具足 師春田 久左衞 門に 是 を^る と 雖も、 政 宇 貧乏に て、 其の 料 一旦に 不調 故に、 一年に は 

胴 を 張せ、 又 一年に は 小手 臑當袖 佩 立と 連年に 成就して、 是を樂 みとし、 武 馬具の 類 分限に 越て 嗜み挤 

立、 其の 外 平日の 勤 道具、 等 輩に 勝れて 爽 かなり、 政 宇が 常 役 は 公事 役と 號し、 京師 政務の 下司 たれば 

京都 町人 原、 是に 便らん と 欲する 者 多し と 雖も聊 一人 も 不容、 町人に 於て は、 其の 所以 有 ものより、 外 

に 立 入 事無し、 元文寬 保の 頃、 畿內 年々 洪水して、 所々 の 川々 破損す、 政 宇是を 役して、 其の 手當 一 々 

理に當 り圔を 不^、 其の 頃の 所 司 代 は 土 岐丹後 守頓稔 とて、 時の 良將 たる 事、 普く 世の 知る 處な リ、 故 

に 自ら 川々 を 點檢し 玉 ひ、 町奉行に 被 評に、 lEll 々として 決し 難し、 政 宇 を 被 召て 評し 玉 ふに、 其の 意忽 

に 理を霣 く 事 多し、 故に 深く 政 宇 を 被 賞、 况ゃ 常の 御 政務に 於る、 政 宇が 議 多く は 丹 州の 御 旨に 協 ひ 

し 故に、 一廉 御用に 可 立 者、 竞には 御 取 立 有ん と 思量し 給 けれ 共、 斯る 器に て 得て 行狀 不正 者 無き にし 

も 非す、 さ 有ん に は 如何と て- 密に政 宇が 常の 行狀 を立閒 せらる. -に、 希世の 人物 なれば、 甚 感嘆し 玉 
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IT. 丹 州 御 老中に 列 せらる &と 否、 寬保ニ 戌年、 政 宇、 東 武へ被 召、 其の 節大阪 表に 御用 有 之、 御 勘 一 

力 を 被 差 登に 付、 則 御 勘定 組頭 中 山 平左衞 門に、 政 宇 を 被 差 加 被 遣、 右 御用 無滯 相濟、 歸府の 上、 政 宇一 

を 街 目 見 勘定に なされ、 御 直 參の士 と 成り 小 右衛門と 改名す、 御 宛 行 は、 先づ 其の儘 京都 與 力の 通り、 一 

高 二百 石 四 物 成の 積 を 以て、 俊 子 二百 三十 使 を 賜 ふ、 勘定 所に 於て， 始めの 程 は、 政 宇が 質 を 知ら ざれ】 

ば、 如何 成ろ^ 諛を 以て、 立身せ る や、 必定 山 こかし の 類な らんと 思 ひ 侮りて、 是を樣 々試る に、 其の！ 

聰明 廉潔 云ん 方な く、 案に 相違の 人物な わば、 御 勘定 奉行 以下 各是を 賞し、 色々 六ケ敷 御用に 相懸 り、 』 

間もなく 駿府の 御用 を 仰 蒙り、 彼 地へ 赴へ.^ と 欲する の砌、 同輩の 士政 宇に 語りけ る は、 此 御用 を 被 承條ー 

先 以て 御 規模の 至な り、 是は 以前 も 有 i\ 一 候 事な り、 彼 地に て 斯く取 計時 は、 數百金 を 得るな りと く、 ： 

政宇假 りに 點 頭して、 拉て彼 地に 至り、 數箇の 御用の 內、 事遲 引して 可 差 支 分 は， 理の當 る 所 を 以て、 一 

1 々不 伺して 端的に 是 を決斷 し、 其の 中に 容易なら ざる 分 計り 一 二 ケ條を 追ての 伺に 殘し、 萬づ 正路に 一 

沙汰す るに 仍て、 毫 厘の 賄賂 を も 成す 事 不能、 御用 向日 を不經 して、 潔白に 其の 筋々 相 分れば、 諸人 大、 

に 安堵し、 石ぎ を感 賞せ ざる 者 無し、 而 して 歸府の 上、 彼 地の 趣 悉く 書付 を 以て 演說 し、 尙亦 伺の 個條^ 

は、 料簡 書 を 以て 言上 すれば、 御 勘定 奉行 中 も大に 信伏し、 數々 の 御用 向 を 事毎に 伺 ふ 時 は、 事 滞りて 一 

諸人の 難儀た る を 察し、 不 伺して 埒を 明た る 政 宇が 量 智を各 感心せられ ける、 斯ては 追々 の 立身 近き に 一 

ありと 見る 處に、 惜ぃ 哉、 土 岐丹州 閣老の 間もなく、 病に 仍て卒 ^Ki 玉 ふ 故に、 自餘の 老臣 達 は， 政 宇一 

が 才能 を 左程 迄 は 知 給 はす、 爱に 於て 拔 群の 昇 身 を不遂 事、 政 宇が 不肯と 云べ し、 去れ 共碌々 たろ 人 

に 非 ざれば、 等 輩 を 格別に 超越して、 作 州の 御代 宫と 成る、 政 宇 臺命を 奉じて、 彼 地に 赴く 處に、 此所" 

は 御 割替の 地なる に仍り 先役の 陣屋 もな く、 寇に 山中の 鄉村 にて、 居住すべき 家居 も 有ら ざれば、 と あ 一 

る 民家の いと 怪しけ なる を、 其 儘に かい 繕 ひて 爱に 移る、 土ん 等是を いぶせく 思 ひて、 急に 陣屋 を 取營ー 

んと 云る を、 政 宇 制して 容 膝の 窒 有お、 奚ぞ 此の上に 家居 を設 くる 事 あらん や、 さ 有らん に は、 鄕褂 り； 
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の 費 成るべし、 究て 無益な りと て、 其の 身 は 民の 長 名、 杯の 如くに て在邑 し、 而も 其 號令嚴 なれば、 近 

鄕 恐る、 事 自餘の 御 代官に 勝り、 また 土民 を兒る 事、 吾子の ごとく なれば、 民是に 懐き 從ふ事 嬰 兒の母 

を 慕 ふが 如し、 手代 以下 を 召 仕 ふに、 公務の 私な きに 至て は、 手代 以下 寢食を 忘れし む、 然れ ども 仁慈 

の 及ぶ 處、 我 手足 を 働す に似て、 各 其の 勞倦を 厭 はす、 素より 權威を 以て、 村民 を 煩す 事、 且つ 私曲の 

類 一毫 も 成す 事 不能、 又 常に 鄉夫を 遣 ふ 事 を 用捨し、 其の 身 耳順 を 越えて 老健 成る 故に、 竹舆 等に も不 

乘、 自ら 山野 を 馳走す る 事、 壯士に 越たり、 抑檢 見より 牧納に 至て、 御 勘定 所より 種々 の 難題 を 請れば 

夫に 應 じて 下民の 痛まざる 樣に事 を 計り、 上 を 看め 下を虐 せす、 勿論 其の 年の 豊凶に 仍て、 鄕 民の 私 を 

札し、 赏罸 鏡の 如くなる 故に、 政 宇江 府 に：？^ くの 折に は、 四 萬 石の 下なる 老幼 迄 も、 おしなべて 領境迄 

送り出で、 殿の 無 恙歸ら せ 玉 ふ 様に と涕 泣す る聲 喧し、 他領よりも、 政 宇の 德を慕 ひ、 爱に來 て 住する 

者 も 多し、 然るに 或 年 凶作に て、 百姓 飢に 及ん とする を、 手早く 夫 食 を 出して 是を救 ひ、 猶も 支配 下の 

者、 餓死せ ざろ 手法 を 詳に考 て 鬼 武へ是 を 伺ん として、 村民 共に 謂ら く、 此の 儀 他に 異なろ 伺 なれば、 

武 江の 御 下知 容易なる まじ、 然れ共 我が 老 命に 換て汝 等が 事 を 立て 得さす べしと 約して、 一心 貫徹の 伺 

ひを武 陽へ 捧 ぐる 處に、 良 程經て 後に 返 狀到來 す、 折節 政 宇は哺 食して 在し が、 哺を 吐て 拜 見す るに、 

不 伺して 夫 貪 を 賜 ふ 事 上意に 不協、 且つ 全體 伺の 一 筋 難 叶 趣な り、 政宇聊 驚愕の 色目な く、 去らぬ 體に 

て * 哺を 終り、 納戶に 入て 自殺す、 下 .IE の 者 共是を 不知、 遙時 移りて 是を見 付、 周章 騷 ぐと 云へ 共 詮方 

なく、 先 深く 秘 して、 卒死の屆を以て表向無滞相^6み、 江府に 於て 養子 石 黑平次 太 (政 宇實 弟) へ 家督 無 

相 1"; 被 下 候、 當 * ト j 平 次 太 御 勘定に 奉仕す、 .i^.呼々々政{于が生龍の行狀、 誰れ か是に 並ばん、 惜 むらく は 

治平に 產れ て、 格別の 顯功 なき 故に、 其の 名 匿れ ん槳 を、 余 患 之て、 僅に 其の 小 傳を揚 て、 芳名 をむな 

しから ざら しむ、 余、 政 宇に 膝 を 並ぶ る 事、 享保 十九 年より 寬保ニ 年に 至て 春秋 九 年、 老叔 より 師 なり 

其の 行狀 まのあたり なれば、 聊 一 毫の 虚誕 を 交へ す 鋒 之、 但し 寬保 三年より 以後の 事 は、 境 を 隔て、 直 


に 相 見 ざれば、 適に 說を傳 て爱に 記す るの み、 若しくは 誤 も 有なん 欺、 猶直抆 すべし 

按 るに、 此 自殺の 事 疑ら く は 妄言な らん、 若し 爾 ならん に は、 是 生涯の 一失と やせん、 其の 所以 は、 

村民へ 義を番 ふ 事 は、 枝葉に して 小 也、 政 宇が 勉カ 貫徹して、 祖父が 業に 復す るの 功 は 根元に て大也 

然る を 大を棄 て 小 を 採る、 豈、 義の 正しき とい はんや、 自殺の 事發覺 する 時 は、 其の 家 を 喪 ふ、 又是 

を 掩ふ時 は 上を詐 掠す るな り、 適、 祖父が 舊過を 憤 ふの 功、 一朝に 空し からん、 是政 宇が 常にせ ざん 

處也、 顧 ふに 政 宇頓に 卒せる を、 好事の 者 其の 潔白 を稱 せん 爲に、 假に此 瞭說を 構るな らん 敷 

或 人 曰、 此 自殺 强 ちに 虛 事共 云 難し、 凡そ 其の 役に 居ろ 者 事 迫る 時 は 自殺 を 以て 其の 罪に 充っ、 上是 

を 粗 聞 召て、 罪 を 謝する に 命 を 以てする 處に被 免、 表 は 病死の 披露 を 許容 有て、 何事な く 家督 相續仰 

付ら る V と 云へ り、 政 宇 も 其の 類な らんと、 余按 する に是頗 穿た る說 歟、 罪 有る 士は 多分 は 其の 考に 

も不 及、 身の 置 所 無き 儘に、 據 なく 死る 成べ し、 政 宇に 於る 夫と は 懸隔の 論歟、 唯 義の爲 に 死ろ 事な 

らば、 前に 評する 如く 成べ し、 

〇 土 岐丹後 守 賴稔の 事 

土 岐丹州 は 始め 寺社 奉行 を！ r 勤、 夫より 大阪 御城 代の 轉役、 其の後 京師 所 司 代と 成る、 其の 質 良 村英智 

にて、 普通の 將に 非す、 公武の 境、 規矩 程 能くして、 御所 表の 御覺ぇ 甚宜敷 然も 嚴 なりき、 譬 へば、 丹 

州 所 司 代より 御 老屮轉 役の 砌、 跡 御 役 牧野 備後 守へ 引渡しと して、 再び 入洛の 折 柄、 參內の 上、 時の 關 

白 一條 家へ 參向 有しに、 殿下 も 御 馴染の 事な り、 殊に 御 親しく 思 召れ、 早速 御對面 有て、 御 側へ 召れ け 

る、 丹 州固辭 して 遙御 次に 敬 せらる、 殿下 頻て 御-一 n 葉 有し 時、 愼んで 被 巾け る は、 是迄京 役 相 勤 候內は 

御用の 爲に憚 をも不 顧、 御 側近くへ 參上仕 候へ 共、 當時は 江戸 表 年寄 役 を 蒙り 候 上 は、 御 側近 推參 仕る 

御用 も 無 御 候、 然れば 已後は 格式 を 以て 拜顏 仕事に 候と、 恭敷 拱手 拜揖 して 被 申ければ、 殿下 も 丹 州 

の申狀 殊更に 感じ 玉 ひ、 此ト： はとて 丹 州の 意に 被 任ぬ とか や、 此の 一 事 を 以て も、 其の 矩を不 越 所 を 思 

1 .  1 三 1 


(H 


卓 


草  翁 


  ニニ  二 

ひ 量るべし、 又 政事の 微細なる 事 は * 丹波國 にて 鹿と 思 ひて 誤て 鐵炮 にて 人 を 打た る 者 有り、 則 捉て京 

町奉行 向井 伊賀 守の 廳へ曳 く、 公事 役人 石黑 三十 郞掛 りて、 段々 穿議を 遂る處 に、 直に 山奥の 野 夫に て 

何の 差^も 不知、 唯一 向に 早く 國へ歸 り、 親 妻子 を 育 せん 事 を 願 ふ處、 全く 過ちに 無 相違の 段 分明 なれ 

ば、 石黑も 自然に 惻隱 の心發 り、 死罪 一等 を 宥め、 流刑た るべき との 趣、 向井 伊 州へ 達 之、 伊 州 俱に諾 

して、 丹 州へ 此の 段 伺 はれけ るに、 丹 州の 云、 尤も 鹿と 過て 人 を 打、 打た る 所に は惡心 はなし、 扨 過つ 

て 人 を 打た らんに は、 自ら 斯と 名乘 て、 其の 所へ 出べき 事な り、 さ 有ろ 時 は、 下手人 を遁 るべ し、 鹿と 

思 ひて 打て みれば 人 成 故、 其の 場 を 逃 去た る 所、 人 を 害すれば 其の 罪 不遁と 云 事 を 知た る 故な り、 此の 

段 下手人に 當れ りとの 下知に て、 終に 彼 者 刑せられ ぬ、 其の 時石黑 自分の 下 愚 を慙愧 し、 丹 州の 英智を 

感じて、 後に、 此の 事 を 我に 語りて、 御 政道の 無量に 大切なる 事 を敎喩 せり、 义或 時、 御 築地の 內 堂上 

衆の 家に 失火 有り、 丹 州是を 聞と 等しく 供 揃 を も 待す、 一騎 龃に 馬に 鞭して、 御所へ 馳せ、 堺 町の 總門 

より^ 入る 時に、 總 門の 傍なる 下馬 札へ、 自ら 被 着た る 桔梗の 定紋の 火事 羽織 を ふ はと 打 着せて、 下馬 

の 字て 包 置て 乘 込る、 火 消 番の楚 追々 馳來て 見 之、 扨 は 下馬に 不及 とて、 各 騎馬に て乘 入、 早速に 消火 

す、 丹 州の 頓意 其の 頃專ら 沙汰し ける とぞ、 其の 外在 役 中の 事 を 記せば 赛 期 有べ からす、 故に 略す、 夫 

より 無 程 東都へ 被 召、 御 連判 列に 被 仰 付 始に或 日 御 老中 段々 御 登營の 席へ、 御 勘定 奉行 祌尾若 狹守被 籠 

出、 松 平 左近將 監に對 して 云く、 先日 相 伺 置 候 御成 先、 辨當 請負の 儀、 其の後 請負 願 置の 者、 毎度 伺 ひ 

罷出 候、 如何 仰 付ら るべき やの 趣な り、 將監閒 玉 ひ、 御 同役 衆の 方へ 向 ひて、 唯今 若 州 伺の 儀、 先頃よ 

り 御用に 取紛未 各方へ 評議に 不及 候、 幸 ひ 唯今 及 御 相談 候 右 願の 趣 何方の 御成に も 末々 に 至 迄の 辨當 

如 此の 仕形に て、 夫々 差 悶無之 様の 仕樣 書 相 添 有 之、 尤も 手 廻し 宜敷相 見え 候へば、 各方へ 御 相談 を遂 

候 上に て、 思 召 もな く 候 は i -、 願の 通に 可 申 付と 存る旨 被 申け るに、 折節 土 岐丹後 守 は 末座に 於て、 御 

川の 書付 を 認め 居られけ るが、 若狹 守の 方へ 向、 其の 仕形 を 有 增尋ら る、 に、 若 狹守詳 に演述 す、 丹 州 
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筆 を 止めて、 尤も 仕形 は宜敷 間 ゆると 雖も. 御成の 御人數 なと 云せ も果 す、 將監心 早き 人 なれば、 若 I 

此の 頤ひは 先と くと 同役 中 評議の 上に て、 重ねて 指圖可 致と て、 其の後 若 州 を 呼びて 願書 を戾 されし と； 

なり、 丹 州の 主意、 御成の 人數 下さ まの 者に 爲 積る 事 を 被 難しと 見えたり、 尤も 斯く可 有事 ぞ かし、 一 

惜ぃ 哉此將 永く 老臣の 席に 在ら は、 數々 の 嘉言善行 有べき に、 不幸に して 幾程な く 卒去せられ ければ、 一 

世擧 つて 嘆惜 せ. さる は をし、  - 

〇 本 多 中 務大輔 忠良の 事  一 

本 多 中 務大輔 は總州 古河 城主な り、 享保 年中 有德院 殿吉宗 公、 日光 御社 參の事 あり、 古河 城 は 右 御 道筋 一 

にて、 殊に 御 泊り なれば、 前方より 嚴 重の 用意 あり、 然るに 故 ありて、 御社 參の 日限 御 延引に 仍り、 御 j 

道筋 $ 諸家に 被設 たる 靑 竹の 類、 悉く 色 變じ見 苦 敷 相 成り、 各 竹 を 取り 替、 彼是 を 敗亡す る處 に、 此の 一 

中 書領內 計り は、 最初の 儘に て、 青竹 少しも 不損、 いと 靜 かに 右 御用 相濟 ける、 皆 人 不審して 其の 樣子ー 

を 聞けば、 始 より 青竹の 內 節を拔 て、 水 を 詰めた る 由， 依. N、 如何程 日 を經て も色變 する 事な しと かや 一 

總 じての 事是 に准じて 取 計ら ひ宜 敷、 公の 御意に 相 協 はれし とぞ、 其の後 江戶 詰の 砌、 川筋 御成 先にて 一 

出火の 事 有り、 因玆還 御の 御 道筋、 急 固め 被 仰 出、 御 使 番馬を 飛して、 諸家へ 急 奉書 を持參 す、 家々 に 一 

は 御 奉書 到來 すると 否、 待設 たる 人數を 面々 の 蒙 仰た る 持 口へ 繰 出し、 其の 河岸々々 を 警備す、 斯て川 一 

御座に て 還 御成る 處に、 河岸に は 家々 の 纏 を 立て、 其の 下に 人 數を備 へて、 御船 近く なれば、 上下 共に 一 

平伏す、 是 を上覽 有て、 段々 川岸 を 還 御成る 處に、 遙 向の 河岸に 纏 はなく、 吹貫 計 立た る 固 場 在り、 公一 

御覽 有て、 あれ は 誰が 固 場と 御尋 なり、 本 多 中 務大輔 が 持 場な りと 申 上る、 借 其の 邊へ 御船 近付し かば 一 

中 <* 牀机を 離れ、 岸 端に 出で、、 自身 計り 平伏し、 總人數 は 後の方に 嚴 重に 相 備て、 一 人 も 平伏せす、 一 

御船 を 守り 詰めて、 す はと 云 は と待設 たる 勢 ひなり、 此 體を遙 に上覽 有て、 御機嫌 麗く、 さすが 中務ー 

は 家柄な りと 饗させ 玉 ひしと かや、 其の後 間もなく 中 務大輔 に 老中 を 仰 付ら れ、 勤 仕せられ し-か、 惇信ー 
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院殿家 重 公 御代、 延享 年中 故 有て 退役 せらる、 然れ共 首尾 宜 敷して、 其の 身 一 代 は 溜 詰の 列に 加ら る 

或 人、 此 吹貫の 事を稱 美して、 實に纏 は 火 方の 具な り、 警 固の 印 なれば、 火 方と 差別 せられし 事、 尤 

も 家柄の 嗜 格別な" と 感畢、 」 


〈ム湖 . 草 卷之 九 
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〇 毛 利 安左衛門 物語の 事 

毛 利 安左衛門と 云 ふ 浪人、 生得 篤實 にて、 假 にも 虚談 無き 人な りしが • 此の 物語に、 大 阪御陣 に、 某 も 

長 曾 我 部 盛 親に 屬し、 城內に 在し が、 戰塲の 事 は 今時の 壯士 達に、 疊の 上に て 推量 せらる. -と違 ひ、 容 

易 功名 手柄の 成る 物に 非す、 凡そ 戰 場と 云 は、 晝 夜の 境な く、 心 を くるしめ、 寒暑の 防 もな く、 兵糧と 

ては黑 米に 鹽を かけて 漸く 瓠を 助け、 寄 手 は 竹 束の 陰に、 武具 を 枕み し、 露霜に 侵されて 夜 を 明し、 城 

中 は 满も晝 夜 を 分かす、 今や 寄す る 今や 夜 討と 寢食を も 忘る、 處に、 又 其の上に 色々 の雜說 有りて、 何 

某 は 敵と 內 通す るの、 誰 は 敵の 手引して、 今宵 火 を かくる 杯と、 様々 危き事 を、 毎日 云 ふらせば、 膝 を 

並ぶ る 面々 にも、 少しも 油斷 ならす、 寸時 も 安き 心なければ、 手抦 高名 を、 心懸る 段に も 非す、 勇 菊 を 

挫く 事の み 也、 其の上 鬪 諍と 云 もの、 喧嘩な ど は、 互の 怒より 勇氣も 出で、 死 を 顧ぬ ことに も 成な. =N、 

合戰は 敵に 對 して、 私の はなし、 唯 忠と義 とを楣 にして、 諍 ふ 事 なれば、 喧嘩 程に 勇氣 出ざる ものな り 

去れば 十 人が 火 人 迄 は、 如此 日夜 惱 さる i と、 高名 立身の 望 も 失せ 某て、 哀れ 此の 軍濟 なば、 武士 を 止 

め、 いかなる 賤敷業 をして なリ とも、 生 を 過さん 物 をと 思 ふ 者 計な り、 さて 敵と 取 結び、 鎗を 合す 段に 

は、 土煙 を 立て 人 毎に 心 は 朧月夜に 夢路 をた どる 如く 思 ふな..^、 場數 ある 人 はかく も 有 まじき やと 尋る 

に、 幾度 にても、 朧月夜の 様なる は、 替る 事な しと 答に き、 我等 八 尾 堤に て、 長 曾 我 部に 隨ひ、 堤 下に 

各 居敷、 鎗を 伏せて 居たり しに、 藤 堂の 備か、 り來、 押 太鼓の 音 近付く を閒 て、 大將盛 親 下知して、 采 

配 を 揚る迄 は、 必す靜 り 返って 扣居 べしと、 馬を乘 廻して 下知 せらる、 此の 時 堤 下にて わな.. -\ とふる 

ひ 出る、 こ は 口 惜き事 哉と、. 我心に 恥し めて、 傍 を 見れば、 外の 人 も 皆 ふる ひわな、 き 居た. S ^、間近く 
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成て、 盛 親 麾を揚 ると 等しく 鎗合始 る、 此の 時 忽ち 震 ひ は 止たり、 是は軍 中に 武者 震 ひとて 有るな り、 

曾て 後れた るに は あらす と、 後日に 或 人の 巾し き、 此の 戰に、 藤 堂 內歷々 の 物 主數輩 討死し 畢- 總 じて 

戰 場の 討死 ふさへ 云ば、 など や いかめしく 潔く 聞 ゆれ 共、 さばかり に は 非す、 大方が 亂 砲に 打倒され、 

又 落馬して 目 を 廻し、 馬に 蹴られ、 打倒る、 を 押 伏ら れて首 を 取られ、 或は 長柄 鐽に突 殺され、 溝川へ 

轉び 落て 蹈 殺され、 加 樣の死 ざま、 百 人に 五十 は 有べ し、 畢竟 忿 劇の 屮 にて、 誰か 委く改 る 者 も 無れば 

此の 類 も 皆 討死の 部に 入て 通るな り、 是れ 前に 云 ふ 藤 堂の 物 主 討死の 事 を 評する に は 非す、 なべての 戰 

場の 評な りと 云り、 

〇 加 藤 家斷絕 前表の 事 

蒲生秀 行に 仕へ て 一 萬 石を領 せし 神 田 淸左衞 門と 云 ふ士、 後に 加 藤 肥 後 守 忠廣に 仕へ 五千石 を領 し、 加 

藤家斷 絶の 後 は、 阿 州 松 平 阿波 守 方へ 抱ら れ、 三千 石 を 賜 ひ、 子孫 今に 彼の 家に 在り、 此の 淸左衞 門 物 

語に、 加 藤 家に て 寬永八 年に 不思 儀なる 事 有 之、 隙 本城內 に、 桐の 木に 冬 爪の 如くなる くだもの 餘 多生 

ひたり、 諸人 見て こ は 珍 敷 事 哉、 末 は 如何 成らん、 共の 儘 置て 熟する を 見よ とて 待 居け るに、 稍々 熟す 

る 頃に 至り、 內 より 鼠 此の 菓を瞳 ひ 破て 出る、 人々 彌 怪しみて、 彼菓を 悉く 取て 切 割て みれば、 內は皆 

. ^鼠 有り、 其の 鼠 を 悉く 打殺して 捨 しに、 又菓の 中に 蛇 一 ッ 有り、 不思儀 奇怪 云 計な し、 然るに 其の 翌 

寬永九 年 六月、 肥 後 守 忠廣同 摘 子 豊後守 光正 父子と も 配流に 被處、 領國を 除 せらる、 扨は此 前表な りと 

各^ 合な り、 彼； g は 子細 有りて 某 今に 所持し 居る 由 淸左衞 門 物語の 由 阿 州 家中の 士 語りき、 

〇 悔焉坊 の 富 

延寳 の始、 洛東智 積 院に悔 焉坊と 云 ふ 僧 あり、 生 國は筑 紫に て、 松 浦 肥 前 守 家中の 子な り、 道義い み じ 

く- 且つ 梵字 を 書 事 を 善す、 其の 名 世に 高し、 上座に 成し かど も、 席 を 捨て 寮に 居、 常に 茶を樂 しみ 花 

を 禅し、 其の 風儀 紫 野の 一 休 和尙に 似たり、 其の 頃 後水尾 院 法皇に て 渡らせ 玉 ひしが、 彼の 佾の 梵字の 
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專を as 召 及ばれ 羲覽 有べ しとて、 智積 院儈正 運敞の 許へ、 明日 巳の 刻 悔焉、 院參の 事 を 仰せ 下さる、 像 

正 急ぎ 悔焉を 呼て、 是を申 渡し、 從者 幾人 召 連、 加 樣加樣 の 支度に て院參 せらる べしと 被 申 渡に、 悔焉 

曾て 不悅、 是を辭 し 奉らん と 云る を、 僧正 樣樣に 申勸む 悔焉も 院宣 を默 すは撣 有と や 思 ひ 直し けん、 去 

らば、 明日 仰の 通に 院參可 仕と て、 寮に 歸る、 扭 翌日 供 をも不 連、 未明に 智積院 を 出で、 院の 御所の 邊 

を かなた 此方と 俳徊す、 其の 體 古き 紙子に 木綿 衣 を 着し， 筆 刷毛の 類 を 漉 紙に 包み、 自ら 是を携 へ、 怪 

敷體 にて、 御 內の邊 に \ィ ば、 番士、 乞食 僧と 思 ひ 叱 之 悔焉の 云く、 是は今 曰 御 召に 仍て 院參 仕る 悔焉と 

申 者に て、 唯今 參 上せり と 答 ふ、 番士も 其の 御沙汰 前夜に 承た る 事 成れば、 此の 由 を 申 上る、 則 悔焉を 

召る-. 處に、 其の 體古 紙子 木綿 衣の！ g 付た る を 撣らす 着して、 御前に 候す、 有 合 ふ 公. 卿. 殿上人 も 兼て 渠 

が 異風 は 聞 及ば るれ 共 加 程まで は 有 まじと 思 はれし に、 聞し に增 る有樣 哉と、 各 興 覺て覺 えられ、 院に 

は 却て 目馴 させ 玉 はぬ さま を、 こよな う 興ぜ させ 玉 ふと かや、 斯て 御前に 於て、 梵字 を數々 書す る を、 

甚數感 ありて、 退出の 時 御卷物 綿な ど を 下し 玉 ふ、 悔焉 1^ 戴 之、 退きて 傍へ 向て 申け る は、 有難き 御 事 

に 候へ 共、 愚衲が 境界に 加 様の 美麗なる 卷物 綿、 とても 入用 無 御座 候、 又 拜領の 物 を 代な すべき 道理 も 

なし、 迚も 此方に 致 方 無 候へば、 此の 品々 は 是に差 置 申 候と て、 其の儘に て 返 出せし とか や 又 或 時、 運 

敞 僧正、 院の 御所へ 漢和 連歌の 御會に 召る X 事冇 之、 僧正 院參の 用意 有け る 所に、 悔焉來 て 云く 明日の 

院參 一 宗の 事御尋 か、 論義 にても 仰 付ら る-ならば、 宗門の 本懷 とや 申べき、 何ぞゃ 其の 道に あらぬ 詩 

連歌な どの 事に 召 れん は、 恥 か 敷 事に 候 はす や、 禪宗 などの 懦 學に名 有る さへ、 他宗ながら も、 薄情 敷 

覺ぇ 候に、 智積院 の 僧正た る 人の 世に 連歌の 名 有らん は、 一 宗の 破滅に てこ そ 候へ、 さ 有ん 時 は 一山の 

所 化 詩 聯句に 心 を 寄せ 眞言の 舉 道に 怠なん、 此の度 は 勅 なれば、 一度 は院參 有と も、 重て は御辭 退可然 

かと 諷諌す、 佾正理 に 伏して、 自夫詩 連歌 を 被 止ぬ とか や、 悔焉は 常に 南都 浪華 等の 用事 有れば、 大佛 

前の 街道へ 出 居て、 往来の 者の 行 先 を 尋ね、 大阪へ 行と 云 ふ 人に は、 大阪^ 狀を賴 み、 南都へ と 云 ふ 人 
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有れば 奈 良への 狀を 言傳、 夫 を そこそこの 所へ 投入れ て 玉 はれと、 用具 金錢の 封じ込める も、 一 目 も 知 

らぬ 人に 渡し 歸られ しが 少しも 滞る 事 無り しとな り、 誠に 有が たき 志な りけ り、 

〇 盲人 亭甫の 事 

播州 完栗を 被 領し池 田備後 守に 仕へ し、 亭甫と 云 ふ 盲人、 擧才 if りて 經 *1 を 普く 覺 えて、 常に 講ず、 後 

年 土 屋相摸 守に 近 仕す、 詩文 章に 長 じ、 皆 此の 作 を 見て 美談せ り、 或 儒者 亭甫に 問て 曰、 吾 親 敷 者 北 越 

へ罷 越す 用 あり、 此の 者 多病な り、 時 今 向寒、 雪國へ 趣ん として、 途中 病を發 せば、 毛 を 吹て 疵を 求る 

なり、 不行時 は 事 延引す、 此の 決着、 某、 卜筮 を 以て 蓍 次第に せんと 思 ふ は 如何と 云、 亭甫 答て、 一鴻 

儒に 對し、 盲人の 斯る答 をな さん は、 嗚呼が ましく 候へ ども、 御尋と 成ば 申な り、 さし も 博擧の 御身に 

似合ざる 御言に 候、 凡そ 人 意に 不濟事 は 神明に 可祈條 勿論な り、 去れ 共、 是は人 意に て、 忽ち 濟む 事な 

り、 先、 其の 人 病身に て、 今冬に 懸り、 塞國に 趣き 如何な りと 思 ひ 決しな ば 止る がよ し、 又 行で 不 叶と 

決する 時 は 行べ し、 執れ 人 意に て 決定 自由なる 事 を、 神 冥に 懸ん事 道理に 當ら すと 存候旨 答 けれ は、 儒 

者 一言の 理に 伏して、 犬に 赤面せ しと かや、 

〇 井上 玄徹の 事 

女院 (東 福 門院) 御 不豫の 時東武 より、 良醫 の譽れ 有る 井上 玄徹を 御 登せ 被 成、 御藥 調進せ しに、 頓て御 

平癒 ましく、 玄徹に 御 暇 を 賜 ひ、 東 武へ歸 らんと する 時、 忝くも 御 色紙 を 被 下、 其の 序 を、 照 高院御 

門 主に 仰 有りて 染筆し 玉 ふ、 

いにし 年の 夏の 頃 ほひより、 女院 例なら すわたら せお はし まし 候に、 人々 良藥を 奉りし かど も、 月日 

を 經て驗 なかり しかば、 睦月の 二十日 あまりの 頃、 將軍 家の 御沙汰と して、 年久 敷、 武藏國 江戸に 侍 

ら ひし、 法眼 W 徹を 召され、 去年の 傣 なる 霜雪 を 凌ぎ、 はる. <\- の 道 を はせ 登らん 事、 老後の 苦 辛と 

人づ. てなら で宣 ひし を、 かし/ g く悅び 急ぎ 京都に 登り、 くす し 奉る 程なく さは や ざ 玉 ひし かば、 た r 
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にや はと 奏して、 法 印に なし 玉 ひ、 交 泰院と 院號迄 玉 ふ、 宮中の 輩 は、 此 國の耆 婆扁鵠 とい はんに も 

次なら すなん とい ひ あへ り、 天下の 悅び 云ば 更なり、 しか あれば、 令旨と して 關白 一 の 上より 初め、 

- 上達部 殿上人、 宫 門跡 迄に、 古き 和歌 を、 此の 色紙が たに 書し め、 綾小路の 局に あ ふせ 事 玉 ひて、 お 

まし 近き ひさしに 召し C 下し 玉 ふ、 悅び にたへ す、 一帖と なして 來由を しるしつ V くべき よし 有し か 

ば、 かたはし ばかりみ じかき 筆 をく だし、 のこ. 5^ の 紙 をけ がし 侍お ぬ、 

于 時延寶 第五 曆 睦月 下旬  御 判 

. 君 家 秋實を 香合に つ ヽ らしめ、 和歌の 色紙 方 百 枚に とり そへ、 國 母仙院 より 交 泰院法 印に 惠み玉 ふ、 

たちばな は 先院に 便り 有り、 又 あはせ 薰物 にも 仙人と 云 名 あれば、 銘を 仙窟と 云べき か、 蘇 吃 種橘髮 

井 以救鄉 里 有 病者以 井泉 一 橘葉即 己と 云傳 へたれば、 靈藥を 納めん にも 醫 家の 珍 竇 何物 か.^ 之 

于時延 寳五歲 次丁已 八月 1 1 十八 日記 焉  御 判 

〇 異鳥獻 上の 事 

嚴有院 殿御 代、 宗對馬 守義眞 より、 異國の 大鳥を 獻ぜら る、 其の 使者 酒 井 雅樂戚 の 屋敷へ 持參、 取次 を 

以て 此の度 力 ヮホソ セソ。 フランスと 云國の ホウ ゴ ロウ。 ス テレスと 云 島の リヨンと 云 鳥 を 獻上仕 由 を 

述ぶ、 取次 一 應は尋 返して 其の 趣 を 披露す るに、 聊無 間違、 記憶 能き 取次な りと、 其の 時 沙汰せ り、 案 

るに 華 夷 通商 考に 云く、 力 ァホテ ホウ スイス フランス、 曰 本より 海上 六 千 三百 里 (舟 六 町 一 里) 守護 もな 

く 仕置 もな く、 風俗 人倫の 作法に 非ャ、 商 ひ 道 も 不知、 阿蘭陀 人 往來の 時分、 船 を 寄せて 品々 を 取な 

り、 國に 四季 有れ ども、 尺 物 は 右に 記す る 如く 甚賤 し、 土産、 大鳥、 犀、 虎、 野牛、 鹿、 豕 此の 外鳥獻 

色々 多し と 云々、 是れ 紅毛人 商 買往來 する 三十 五ケ 國の內 なり、 紅毛 は 日本より、 海上 六 萬 二 千 九 百 里 

(卅六 町 一里) にして、 中華 日本より 西北に 當れ り、 右對 州より 言上の、 カヮホ ソセソ フランス は、 カァ 

ホテ ホウ スイス フランスと； e 國也、 遮牟國 とも 云 ひ シャム  一 £1 ゥ國 とも 云 類 か、 重て 可 校正 
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〇 加 藤 淸兵衞 の 事 

S 藤 肥 後守淸 正の 功臣 加藤淸 兵衞貞 正、 始の名 は 桑原 淸八を 云、 淸 正に 仕へ て數 度の 武功 を顯 はし、 淸 

*,^-肥後半國拜領以後は、 同 國玉名 郡 大津山 一晶の 嶽の 城主な り、 其の後 淸 正に 隨ひ、 朝鮮に 渡り、 森 本義 

太夫 庄林 隼-^ 杯と、 武勇 を勵 ベロた る 有功の 士 なり、 然れ ども 淸 正に 不足 有りて、 肥 後 を 立 退、 紀州 高野邊 

に隱れ 居け る を、 大神 君閗召 及ばれ、 渠が 武功 を 惜み給 ひて、 關 東へ 召れ、 本山 寺と 云 所に 指 置れ しが 

無お 奥州 二 本 松の 城主に なされ、 本山 豐前 守と 號し、 二 萬 五千石 被 下、 與カ 五十 騎附 置れ しが、 如何 思 

召 けん、 .i^ 津の 領主 加 藤 左 馬 介の 幕下に 被 成、 其の後 二 代 目の 加 藤 式部 少輔明 成、 故 有て 寬永 二十 年 五 

in: 領地 を 被 除し かば、 豊前守 も 牢浪の 身と 成り、 上方に 登り、 江 州 大津に 蟄居し、 彼 地に て 卒去せ り、 

摘 子 を 本山 內記 と號 す、 後年 二 本 松の 城主 丹 羽 左 京 太夫 家へ、 豊前 守が 與カ 家来 等、 かれ 是れ 大勢 有つ 

き 居たり しが、 渠 等が 願 ひに て、 本山 內記を 客人 分に て、 丹 羽 家へ 呼 出され、 今に 其の 子孫 右 家中と 成 

る、 又 豊前守 弟の 子孫 は、 本 多 中 書家に、 志賀彌 五左衛門 とて 今に 勤め 有 之 由、 

〇 加 藤 出 羽 守 吹 矢筒の 事 

讃州 丸龜城 は、 寛 永 十八 年 山 崎 甲斐 守 家 治拜領 にて 居 之、 相續 いて 二 代 目 を 志 摩 守と 號す、 志州卒 後、 

釆邑五 萬 石 之內、 舍弟勘 解 由へ 五千石 配分、 四 萬 五千石 を 摘 子 虎之助 領之、 丸龜在 城の 處に、 虎之助 無 

程 早世、 無 嗣に仍 り、 其の 跡斷 結す、 就 右、 與 州大洲 城主 加 藤 出 羽守泰 興に 城 請 取、 在番、 共に 仰 付ら 

る、 因玆、 羽 州 は、 人數を 率し、 丸 趣に 被 差 向、 其の 行列 巍々 堂々 たり、 然るに 羽 州 自分の 馬 脇に、 吹 

矢筒に 吹 矢 を 添て 持せられ たり、 斯る嚴 重の 行列の 中に、 異様に ぞ 見えし、 此の 羽 州 は 隨分武 の 心 懸け 

賢く、 鐘の 達人 成りし、 去れば、 右の 吹 矢筒に は、 何卒 子細 有べ しと、 其の 家来に、 之 を 尊れ 共 所以 を 

知た る 人な し、 異風 成 事故 爱に 記し 畢、 

此の 出 羽 守の 窒 は、 羽 州 新 城主 戶澤能 登 守 正 職 (六 萬 八 千 石) S 妹な り、 或 時 能 登 守へ、 羽 州. S 諫せ 
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らる、 事 有しに、 能 州 許容な きに 仍り、 其の 座に て， 一一 絶せられ、 歸宅 後、 窒 家へ 爾々 の 儀に 付、 今日 

より 能 州と は義筢 たり、 おことの 事 は、 是に可 被 在と も- 右に 仍り 戶澤 家へ 歸ら るべき 共、 心 次第り 

由 被 申け るに、 窒 家の 云く、 女の 身 は 夫に 隨 ふの 條 勿論に 候へ 共、 自ら は 外に 兄 第と てもなく、 能 登 

守と 唯 二ん に 侍らへば、 義絶の 事 歎 か 敷 候 儘、 自ら は 能 登 守 方へ 御返し 下さる べしとの 事に て、 の 

腹の 男子 三人 を 羽 州の 許に 殘し 置き、 戶澤 家へ 歸ら る、 嫡 r は 加 藤 遠 江 守 泰義、 家督 相續 せらる、 二 

男 大學は 分地して 後年 大阪 町奉行 を 被 勤- 彼 妻室 は 其の 時 尼と 成り 戸澤 家に て 生涯 を 被 終し とぞ 

〇 阿部豊後守 正 武の事 

武州忍 域 主 阿部豊後守 正武 ば、 才智 世に 越え、 仁愛 深き 將 なり、 或 時 秘葳の 小柄 目 貫 等 を 入 置れ たる 箱 

を 開き 被兒 しに、 秘藏の 品々 多く 紛失す、 怪敷思 ひ、 さ 有らぬ 體 にて、 日頃 立 入の 道具屋 を 呼れ、 何々 

の 模様の 小柄 目 貰 杯 あらば 持參 すべし、 調ん と 有ければ、 道具屋 方々 を 穿鑿して、 二三 ヶ月の 中に、 件 

の 小道具 一 一 色 三色 持參 する を 被 見、 則 紛失の 品 也、 夫より 段 々吟味 を遂 ぐる 處に、 近習の 內に惡 所 狂 ひす 

る 者 有りて、 金錢に 手詰り、 是を盜 出し 賣代 なし i 事露顯 せり、 故に 其の 者の 親 閉門 申 付ら れ、 本人 は 

番を 付て、 嚴敷 守らせら る、 斯て 二十日 餘に 成れ 共、 罪科の 沙汰 無れば、 家老より 是を伺 ひける に、 其 

の義 は先づ 追て 思案す べしと 計りに て、 兎角の 云 出し もな し、 少し 程經 て、 家老 中より 又 伺 ひける に、 

き やつ は 科 人 なれ ども、 渠が親 多年の 奉公、 中々 小柄 目 貫に は替 がた し、 疾と 思案 せんと 計りに て、 又 

何の 沙汰 もな し、 餘り延 々成る 故に、 今度 は 嫡子 出 羽 守 様子 を 伺ければ、 豊州 云く、 先達て 家老 共、 度 

々其の 儀 を 伺 ぬれ ども、 未 罪名 を 定めす、 最も 渠は犯 科の 者 なれ ども、 親が 多年の 舊功、 是が爲 に 空く 

廢 れん 事を惜 む、 此の所 を考 へて、 能き 樣に計 ふべ しと 被 答、 依 之、 羽 州 家老と 相談の 卜： にて、 渠を父 

に 下され、 心 次第に 致 候 様 仰 付ら るべき 哉と 評決して、 其の 段 m: ねて 伺け るに、 其： 池り 可然 由に て、 彼 

近習 を 親へ 賜 ふ、 家中に ての 取沙汰に も、 本人 は 死罪 親 は 御联と 取々 に 居け るに、 案の 外なる 申 渡な 
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  一四 二 

れば、 父 は 有難く 承 之て、 彼 者 を 請取歸 り、 父が 許に て 切腹 させ、 其の 身 は 無 刖條、 彌、 忠勤 を勵 しと 

なり、 又 或 時 御城に て、 老中 列座に て、 諸事 御用 向 も 相濟、 追 付 下城 前に 成て、 今日 各に 御 目に 懸け 申 

べき 書付 を 取 紛れ、 私宅に 殘し置 候 間， 唯今 取に 遣し、 御 目に 懸申 べしと、 豊州供 待の 家來を 呼で、 汝 

は 急ぎ 走り 歸り、 そこくに 差 置た る 書付 を、 皁く 取て 來る べし、 其の 序に 誰の 許へ 如此申 付、 使者 を 

可 差遣と、 家老 共へ 申達べ しと 申 付ら る、 彼士承 之て、 和田藏 御門の 尾 敷へ 走 歸リ、 無 程立歸 りて、 右 

御 使者の 趣、 糙に 家老 中へ 相 達し 候と 申す、 扱て 書付 はと 有け るに、 夫 は檔と 失念 仕 候と 申す、 豊州少 

しも 怒の 氣色 なく 又 御 同役の 席へ 被 出、 彼 書付 を 私宅へ 取に 遣し 候へ 共、 置 所の 違 ひとやらん、 尋ね 出 

し不申 候、 明日の 儀に 致 候 はんと 被 申ければ 各 退出せられ けり、 彼士 不調法 鬼 角 云べき 様なければ、 屋 

敷へ 歸. り、 其の 段 家老 中へ 相斷 り、 引 込て 居たり ける、 家老 も 各 驚て、 豊 州の 機嫌 を 伺ふ處 に、 豊州云 

く、 彼 者が 忘れし は、 不調法 なれ 共、 夫より 某が 登城の 節、 持參 致すべき 逢1 付 を 忘却せ しょり 事 起れ り 

然れば 不調法 を 競ん に は、 某 こそ 渠 より 猶增 りたれ、 少しも 不苦、 其の儘 相 勤よ とて、 何の 咎めな く 相 

濟 けるな り、 かく 家來を 愛し 惠 まる、 に仍 り、 一家 中の 輩、 君の 爲に命 を 抛ざる 者 はなしと ぞ 見えし、 

〇 吉川惟 足の 事 

嚴有院 殿御 代、 吉川惟 足と 云 神道 者 有りて、 世に 被 用し 人 也、 元 來は泉 州 驟の產 にて、 町人の 子な. 0,、 

始は 和歌へ 心 を 寄せ、 是に晝 夜 身 を 委ねし が、 和歌 を 修行 せんに は、 先 づ我國 の 神道 を 知ら すん ば爭で 

本理に 叶ん やとて、 吉 m 家の 神道 傳授 の爲 に、 一先 づ 都に 登りぬ、 然れ共 吉田兵 衞督兼 連 朝臣 は、 其の 

頃い まだ 幼少 成し か は、 获原 左衞門 佐虞從 朝臣の 許へ、 度々 參. CN、 其の 由 を 願 ひし かど も 聞 入な く、 結 

句咎 など 有し かば 

神の 道し る はか にそくれ は 鳥 あやし や 何とと がむな るらぬ 

と 書付て 歸り ける を、 眞從 とり 上げ 見て 大に感 貧し- 重て 參り ける 時、 對 面して 惟 足 を 様し 試ら る、 に 
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智辯 明らかに、 尤も 其の 器に あたれろ 者 なれば、 加 程の 器量 有る もの \ 望 を { 仝し ラ せん は、 却て 神慮に】 

背きなん と、 神道の 奥旨い はさる ひもろ ぎの 傳授 以下、 悉く 傳 へらる、 其の後 惟 足 は 江戸に 下向し、 押， 

城へ 召 出され、 天下に 其の 名を發 せり、 ト： 意に 仍て 後年 京都に 登り、 吉 田家に て 日本 紀 神代 卷を 講ぜし 一 

に、 大社の 禰宜 1： 主 以下 參 集して 聽閒 せり、 無 程歸府 して、 公儀よりも 御 扶持 を 被 下、 諸 大名 數 多くへ： 

立 入り、 保 科 中 將正之 朝臣、 殊に 尊敬し 玉 ふ、 惟 足 或 時の 歌に  一 

つ、 しみ を 人の 心の 根と しれば こと 葉の 花 もま ことに ぞ.^  く 

惟 足の 子 も 惟 足と 號し、 神道の 家と 成り、 今に 於て 相續 いて 勤 仕す  ^ 

〇 歌舞伎 淨瑶璃 濫觴の 事  一 

慶長 十五 年 二月、 西 國の諸 大名に 仰 付ら れ、 信 長 公の 父 織 田 備後守 信 秀の被 居た る、 尾 州 名古屋 の古感 

を、 再び 築かせられ、 尾 張 大納言 義直 卿の 御 居城と 成さし め 玉 ふ、 其の 頃い まだ 歌 舞妓と て 取し まりた 1 

る 事 はな かりし に、 諸 大名の 苦勞 をね ぎら はせ 玉 はんとて、 大きなる 石の 上に、 日 かくしの 屋根 を 張ら 

せ、 歌 舞妓 を 催さる、 其の 御 普請の 時の 小歌な りと て 或 翁の 云る は 

及びな けれど 萬 松 寺の 花 を 一 枝 折て ほしう ござる  一 

と諷 へり、 萬 松 寺 は 織 田 信秀の 菩提 所な り、 信秀の 法名 を 萬 松 寺 殿 挑岩大 居士と 號す、 夫に 寄た る 歌に や； 

其の 頃の 歌 舞妓と 云 は- ( 名 は 同じ けれども. 今時の 歌 舞妓と は、 {是 に 雲泥の 違 ひに て、 仕形 も 輕く淺 P 一 

なる 事な りきと 彼 翁の 語りき、 抑 歌舞 妖の始 り は、 京都 將軍 十三 代 光源 院殿義 輝 公の 治世、 永祿 年中、 一 

出雲大社の 巫女に、 くにと 云 ふ 者 有りて 都に 登り 居し に、 名 屋 三左衛 門と 云 ふ 浪人、 彼の 國に 容色に： 

愛で、 密通す、 渠等兩 人 共に 渡世な き 儘に、 兩人 相談して 祌樂 より 思 ひ 付て、 歌 舞妓と いふ 事 を 仕 初め 一 

見物 を 請て 渡世と す、 是れ 往古より 有る 所の 白拍子の 類 ひに、 祌樂を 交へ， 畢竟 神 樂の變 風 共 云べ し， 一 

くにが 許. に 下男 一 人 有り、 其の 名 を 猿 若と 云、 究めて 魯鈍 なり、 三 左衞門 常に 彼の 猿 若 をな ぶり 與す、 二 

I. ,  1 四 三  ^ 
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令に 至て 狂言に 猿 若と 云 名目 ある は 此の 謂な り、 又淨 Sf 璃の始 り は、 信 長 公の 侍女、 小 野のお 通と 云 ふ 

者、 源の 義經 と、 淨 瑶 璃姬 との 事 を 十二 段に 作"、 節 を 付て 諷 ふに、 其の 題號 を、 附 ると 云 事 もな く、 

直ぐに 是を 十二 段と 號す、 其の 節の 虱を傳 へて、 惣名 を淨瑶 璃と稱 す、 】 說 に は 淨瑞璃 は 太閤 秀吉 公の 

治世 文祿 年中に 始 ると 云へ り、 按 るに 是は小 野のお つうが 作り 初し 時 は、 未だ 世に 普く 流行せ す、 未た 

淨瑪璃 と 云 ふ 名目 も 無り し を、 文祿の 頃より 世上に 專ら被 行し と 見えたり、 是を 語る 者、 監物、 次郞兵 

衞 とて、 兩人 有り 西宫 より 傀儡師 を 呼 上せ、 淨 瑠璃に 合せて、 人形 を 遣 はせ し、 是れ操 芝居の 濫觴な り、 

監物は 後に 河 內と號 す、 淨瑶璃 太夫 受領の 始 りなり、 次 郞兵衞 は 後に 上 總と云 ふ、 夫より 左 內宫內 など 

V て、 相 績で淨 if 璃 太夫 出る、 芝居の 地 は 始め 五條の 橋の 南に 有し を、 秀吉公 伏 見より 御 參內の 御 道筋 

に 近き 故、 g: 條宮 川の 西 畔に引 移され、 其の後， また 年 を經て 今の 東畔に 移されし なり、 

〇 吉村兵 左衛門 物語の 事 

京 極 丹 後 守 浪人 吉村兵 左 衞門噺 に、 某 京 極 家に 在し 時 は、 腰物預 りの 役に て 候き、 或 時 山野 勘 十 郞と申 

す 得物 切參り 候處、 丹 後 守 勘 十郞を 呼れ、 頃日 何 ぞ珍敷 成敗 者 は 無き 哉と 被尋 候へば、 勘十郞 申け ろ は 

先日め づ らしき 者 をた めし 申 候、 1^ 井左衞 門尉樣 にて、 重ね 胴 を 仰 付ら れ、 則 上下の 胴 を 落し 申 候虔、 

下の 胸む くと 首を揚 ゆ、 怒れる 眼 をく わつ と 開き、 左衞門 尉樣ケ 丁と 睨 申 候に 付、 坑をか \ん と、 某つ 

と 寄らん と 仕 候 を、 左^ 門樣 待てと 御言 葉 を 被懸、 御 腰の物に 反 を 打れ、 檔 と 白眼 返させ 玉 ひ、 我に 恨 

み を 含みて 今の 様子と 見えたり、 左程の 魂なら ば、 物の 用に も 立べき 身が、 帶刀を も 致ながら、 雜 人と 

交り、 法外の 惡事を 仕出し i は 何事 ぞ、 其の 科に 仍て、 重ね 胴に 申 付たり と 白眼 付 玉へば、 其 時 眼 を ふ 

さぎ 申 候、 扨々 珍 敷 事に 逢 申 候、 則 御屋敷へ も參上 仕る、 本阿彌 光由 も 其の 場に 有りて、 是を見 申 候と 

勘十郞 語りし なり、 世に は 怪敷事 無き にし も 非す、 又 某 古 傍輩に、 武 光平 左衛 門と 云 者 有しが、 江戸へ 

下りし 時、 道中に て 何れの 家中 か、 乘 掛に乘 行に、 是 も乘懸 にて、 上方へ 登る 侍 在り、 互に 行 違 ふ 時に 
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馬士 同士 馬 を 替んと 云、. 侍 是非な く 馬 を 下りて、 荷物 を 解せ、 旣 に替ん とせし 處に、 一 方の 侍 腹 立して- 1J1 

始 より 申 付る 如く、 馬 を 替る事 は 決して 不 成と、 馬子 を 叱って 乘 ながら 行 過る、 最前に 下りし 侍 大に怒  、h 

り、 中間に 持せ し鎗追 取て、 彼 士に聲 を 懸け、 某 を 馬より 下し、 一 言の 挨接 もな く、 乘打 する は 不禮な 

り、 武士の 法 は 不知な り、 早く 下りて 勝負せ よと 呼ばって 追 懸ける 所へ、 平 太 左衞門 行か. -り、 是を見 

るより、 其の儘 馬 を 飛 下り、. 誰 人 か は不存 候へ ども、 御尤千 萬に 候、 乍 去、 唯今の 侍 左様に 言葉 を懸ら 

れて、 おめ/ \ と 馬より 下る 事 は 有 まじ、 然 らば 珍事に 及ん は 必定な り、 假 初の 口論に 無益の 命 を捨玉 

ふな、 爱は某 是非 もら ひ 申、 我等が 馬と 御替 有て 無事に 御 通り あれと、 挨按 すれば、 彼士 頗る 信伏して 

憲に恭 き 御 敎訓に 候、 さ 有らば 御 異見に こそ 隨ひ候 はめと、 武 光へ 返々 一 禮し、 其の 馬と 替て行 別れし 

武 光が 功 者 故、 不慮の 喧嘩 を 事故な く 取 を さめし とぞ、 

〇 鷲巢 見姓來 由の 事 

攝 州高槻 城主 永 井飛驛 守、 或 時 領內の 狩に 出られし に、 山中の 髙樹の 梢に、 赤子の 泣聲 あり、 怪しみて 

能々 樣子 見ら る-に、 彼 木の 梢に 鷲の 巢 在りて、 其の 內に 泣聲閒 ゆ、 扨 は 嬰 兒を抓 取て 餌と する にこ そ 

誰か 在る 彼 巢の邊 りへ、 鐵砲を 放て、 鷲 を 追 ひのけよ、 其の 隙に 巢に 在る 嬰兒を 下して 助けよ と 下知せ 

ら るれば、 則 鐵砲を 放て 試る に、 鷲 は 其の？ 某に なし、 仍て人 を 梢に 登せ て、 搜 求る に巢の 中には 鷲の 子 

と、 彼嬰兒 計な り、 則 嬰 兒を取 下して、 驛 州へ 見せければ、 甚だ 是を 憐れまれ、 直に 連 歸リ、 乳 味 を 付 

させ 養育 有しに、 稍 長なる に隨 ひ、 才智 發 明の 者 なれば、 手 廻りに 召 仕 はれ、 苗字 を 鷲巢兒 と附 られ祿 

百 五十石の 士と 成り、 其の 子孫 今に 彼 家に 在と 云 ふ、 先年 彼 家の 京 留守居に 鷲 見七郞 太夫と 云 ふ もの 有 

りしが、 其の 子孫な り や 可 追尋、 按す るに 鷲に 抓 まれし 嬰兒 の、 斯く疵 もな く 存命せ しと 云 ふ は、 蹇 に 

天命と や 云 はん、 奇なる 哉、 

〇 近衛 殿 應山公 御 詞の事 

【四 五 


往昔の 近衛 殿御 側の 人 を 召て、 障子 明た る 故に、 風 入て 寒し、 障子 を鎪 ざせ よと 宣ふ を、 御 父應山 公、 

ほの 聞 給 ひて、 化ハの 家に 生れて は、 みそ 一 もじに、 千々 の 心 を こめ、 あめつち を 動かし 鬼 祌をも 和らぐ 

る 道 を嗜む 身と して、 かりそめの 事に、 あだなる 言葉の 多き こそ 薄情 けれ、 など 障子との み宣 はざる や 

と 歎 かこち 玉 ふに ぞ、 殿下に も 面 ほてりい と 恥 かしく 思 ひ 玉 ひぬ とか や、 去れば 北條 氏康、 子息 氏政哺 

せらる- -時、 一飯に 再び か .4„r かけらる- -を ：13- て、 氏康 云く、 僅の 椀の 中の 積り だに 違 ふ 程なる 暗愚に て 

關 八の 守護 無覺 束と 嘆せられ しが、 案の 如く、 氏 政 は、 父 氏 唐と は 天地 懸隔の 盲將 にて、 氏康 死後、 太 

閤秀吉 公に 敵し、 永く 亡 滅の名 を 遣され しも、 其の 品 は換れ ど理は 一 つ 成る # ん、 

〇 藤樹 先生 溢 者 を 論す 事 

久世 大和 守領 下にて、 或 時 溢 者 人 を 過ち 白 匁 を 振て 明 家に 取 籠る に仍 て、 捕手の 者、 其の 家を圍 むと 雖 

も、 渠元來 した k か 者 故に、 迂 濶に捉 兼て、 唯 其の 邊に 屯して、 誰 有りて 踏 込ん 氣勢 もな く、 時 移る 處 

に、 領内に 藤樹 先生 (中 井 與右衞 門〕 寓 して 在け るが、 折節 其の 邊を 通り 合せ、 此の 由 を 聞て、 捕手に 向 

て 云く、 我 此の 者に 理害 を說て 伏せし めんに 許し てん やと、 捕手 諾す、 藤樹則 佩刀 を 解て 無 刀に 成り、 

彼 家へ つと 入る 其の 氣 平和な り、 溢 者の 殺氣 忽ち 是が 爲に拆 けて、 立 向 ふ 事 を不得 暫く 在て、 如何 敎諭 

しけん、 彼 *f 白 を 鞘に して， 藤 樹と伴 ひ、 表へ 出る、 藤樹 捕手に 向 ひ、 此の 者 旣に歸 降す る 上 は、 穴 

賢强議 の擧動 有べ からすと 云 ふ、 捕手 點 頭して 渠を請 取る に、 彼 者 自得の 上、 尋常に 繩 にか ゝる、 是れ 

藤 樹の德 の 及 ほす 處 なり、 
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翁 . 草 卷之十 

享保 以来 見聞 雜記 

〇 中 村 內藏助 以下 奢侈に より 罪 を 蒙る 

享 保の 始、 京都 町人 銀座 年寄 中 村內藏 介、 深 江 庄左衞 門、 關善左 衞鬥、 中 村四郞 右衞鬥 事、 奢 超過に 仍 

て、 關 東の 御沙汰と して、 右 四 人 遠島 追放 等 被 仰 付、 则 京都 町奉行 所へ、 四 人 を 召 呼ばれ、 內藏 介庄左 

衞門は 遠島、 善左衞 門四郞 右衛門 は 追放の 段、 奉行 衆 被 申 渡、 右 宿所へ 引 違て、 與カ 同心 を 被 差 越，、 金 

銀 諸式に 悉く 封 を 付 させ、 急ぎ 缺所仰 付ら る、 四 人が 宿所に は、 思 ひ 寄ざる 事 なれば、 周章す る 事 夥し 

中に も 深 江 庄左衞 門が 妻 は.' 驚の 餘 りに 心轉 動して、 其の 場 に^て 自殺す、 扱 諸式 金銀 を 改る處 に、 若 

狹忿 に、 小 倉 色紙 片輪 車の 手 営、 其の 外 天下の 名器 數多冇 之- 金銀 は 華奢に 費た る 故 か、 案の 外少 く、 

四 人の 都合 高 金に して 凡 十萬兩 計な り、 各ニ條 御城へ 納る、 此の 奢の 事に 付て は、 色々 の 物語 あれ ども 

筆に 盡 難き 故 愛に 略す、 內藏介 世 盛りの 時、 金銀 を 以て 歡樂 は、 凡そ 心に 任せす と 云 事な く、 あ..： ゆる 

事 を仕盡 しぬ、 此の上に 京都 根 生 ひの 町ゾ に參會 せざる 事 を 不足に 思 ひ、 是に 交らば やと 志して、 幸 ひ 

內藏 介が 別 莊烏丸 下 立 寶の向 ひに、 三 木 横 太夫が 宅 有れば、 茶 事 を 催して、 權 太夫 を 招ても 不諾、 其の 

所以 は、 渠、 今時め くと 雖も、 銀座の 役人な り、 兼て 閒 及ぶ 處、 其の 志 尤も 賤し、 我奚ぞ 渠に會 して、 

心 を 汚さん やと、 幾度 招きても 終に 參會せ ざり しとなん、 此 京都 根 生 ひの 町人と 云 は、 三木權 太夫、 井 

川 善 五郞、 辻 次 郞右衞 門、 那波 岸： 九 郞左衛 門 等の 類、 多く は 上京に 住す、 是等は 町人ながら、 各 由緒 有 

る 者に て、 三 木 は 本姓 黑 ffl なり、 先祖 は 筑前大 守の 息に て、 武門 を 嫌 ひ、 洛に來 て 町人と 成る、 如 水 長 
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政 時分の 事 也、 委く 不考、 然るに 子細 有りて、 本家より は、 其の後 不通 なれ 共、 分地の 黑 W 家より は、 

今以て 合力 有と なん、 井川 善 五郎 は、 殊に 古き 家に て、 世に 名高き 金賣吉 次が 末な り、 故に 兩替 善五郞 

と號 すと 云々、 斯く. m 緒 有る 者 共 なれば、 其の 家 衰廢に 及で も、 其の 生 立 上品に して、 世事に 疎く、 蹈 

諛 謀計の 姦 きを 不知， 貴と なく 賤 となく、 交り 穩 かにして、 偏-に 大名に 似たり、 此の 故に 金銀の 威 を 輝 

して、 己 を 潜す る 者 を 嫌 ひて、 斯 なん 答し とか や 

〇 內藏 介の 世 盛り 

或 人 曰、 內藏介 世 盛りの 時、 畫師 光^ 常にした しく 来る 或 時內藏 介、 光琳に 謂て 云く、 來る 何日 東 山に 

於て、 一家の 妻室 參會の 事 有り、 某が 妻女 も 出席す るな り、 定て 綺羅びやかなる 出會 成べ し、 右に 就て 

能き 物數寄 有らん、 其の 趣向 奈何と 問、 光琳 暫く 考て爾 々と敎 示す、 內藏介 諾て敎 に 任せ、 拔當 日に 至 

り、 晴の會 なれば、 家々 妻室、 花を粧 ひ、 段々 に 端の 寮 重 阿彌が 許に 来り、 乘物を 手ぐ りに して 奥へ 舁 

入れ、 數 多の 侍女 前後 をと り卷、 靜に乘 物 を 出た る さま、 唐の やまとの 美を盡 し、 綾羅 錦 繡の目 も あや 

なる に、 得なら ぬ薰り 粉々 として 座に 着ば、 追々 に 家々 の乘 もの を 入、 徐々 と 居 流れた る 有様、 ，何れ 

天人の 影 向 綺羅 天 を 輝す 計な り、 など や 內藏介 內窒の 蓮き と、 各 待 煩ふ處 に、 少し 程 有て、 中 村の 乘物 

を あないして 繰 入る、 皆々 あは やと 彼 內窒の 出立 >ゲ 詠れば、 襲帶付 共に 黑 羽二重の 兩 面に、 下に は 雪の 

如くなる 白 無 を、 幾重 も 重ね着し、 するりと 乘物を 出て、 靜に 座に 着けば、 人々 案の 外に ぞ有 ける、 

扨 其の 外の 內窒、 我 も/、 と 間もなく 納戶へ 立て、 前に 增れる 結構 成る 衣裳 を 着 替る事 度々 也、 內藏介 

妻女 も、 其 <5 度々 に 納戸へ 入て、 着 替る所 幾度 にても 同じ 樣 なる 黑 羽二重 白無垢な り、 一 と 通りに 見る 

時 は、 など やらん 座中 を 非に 見た る 様 なれ ども、 元來 羽二重と、 云 物、 和國の 絹の 最上に て、 貴人 高位 

の 御 召 此の上な し、 去れば 晴の會 故に、 羽二重の 絡 品 を 以て、 衣装 を 多く 用意せ し 事、 蜀 紅の 錦に 增れ 

る 能き 物 数寄な り、 且つ 外々 の 侍女の 出立 を 見る に、 隨分麗 敷 lis れ ども、 皆 侍女 相應の 衣服な り、 內蔵 


介 方の 侍女の 衣装 は * 外の 妻室の 出立に 倍して、 結構な り、 是 光琳が 物數 寄に て、 妻室 は 幾 篇着替 る-こ 

も- 同色の 羽二重 然るべ し、 其の 代りに 侍女に 隨分 結構なる 內窒の 衣装 を 着せられ よと、 指圖 せし とな 

り、 去れば にや、 始の程 はさ も 無く 見えし が、 倩 見る 程 中 村の 出立 拔群 にて、 一座 蹴 押され、 自ら ふし 

目に なりぬ、 其の 頃 世上に 此 沙汰 有りて、 流石 光琳が 物數 寄な りと 美談せ り >  其の後 內藏介 は 島より 召 

返され 剃髪して 風 竹と 號し、 漂 客と 成る、 昔に 引替た る さまな りし、 余 も 風月の 宴に 析々 出會 たる 事脊 

しが、 世 を 諷せし 中に も、 昔の 優美 殘り なつかしき 風情 も 見えたり、 去れ ども 付け 合の 句 は 多分 述懷成 

しも 實に理 りなり 

〇 吉宗 公の 尊王 尙武及 足 高の 制 

有 章院毆 家繼公 は、 御 兄 家 千代 君、 大五郞 君相績 いて 御 早世 有し かば、 文 照 公 第三の 御子ながら、 御 幼 

稚の內 より、 第 七 代の 將 軍職 を 受繼せ 給 ふ *  S の 御 年 故に、 世 良田 を 名 乘せ給 ひ、 世 良田 鍋 松 君と 奉稱 

然るに 正 德六年 丙 中 四月 晦日、 不 11 も 御 年八歲 にて 御 他界 有り、 外に 御世 嗣 なきに 仍て、 紀 伊中 納言殿 

を 江府御 本丸へ 迎へ入 させられ、 將軍 宣下あって、 第 八 代の 君に 立せ 給 ふ、 有德院 殿. is 示公是 也、 此の 

君は紀 州の 鼻祖 頼宣 卿の 御 孫、 大納言 光貞 卿の 御 三男な り、 御 若き 時 は 主稅頭 殿と 申て、 贰 萬石紀 州よ 

り 御 配分 あり、 其の後 御 兄賴職 卿の 御讓を 受糰玉 ひ、 .紀 州 御相績 なり、 右 贰萬石 御 分地の 頃 は、 御身 輕 

るに 渡らせ 玉 ひ、 常に 山野の 狩 を 好ませ 玉 ふ、 御領 內の i 来に、 御 心に 叶 ひし 出家 有りて、 御遊 獵 などの 

折に は、 彼 庵へ 立 寄せ 玉 ふ、 或 時 御供 を も 具せられ す、 御馬に て、 唯 御獨、 彼 庵へ 入らせられ、 亭坊平 

安な り やと 宣ふ、 此の 出家 は 自炊しながら、 御 會釋を 申 居る、 公 傍に 在る 枕 を 取 玉 ひ、 御 横に 成せられ 

亭坊 去る 頃も訪 ひしが、 留主 なりき、 何れへ かま かれる と尋玉 ふ、 亭坊の 云、 去れば 其の 頃 は 京都に 所 

用 有て 罷越 候ぬ と 申- れば、 其の儘 起 上らせ 給 ひ、 威儀 を 直させられ、 京都に 於て 禁： 院中 御機嫌 能、 

辨所表 御 靜諡の 御 様子 也 やと 爲 問ら る、 僧の 云、 釋 門の 身に 候へば、 京都へ 出 候ても 委： 事 は 不承 候、 但 
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御所 表 は隨分 御機嫌に て、 御靜 なる 御 様子に 候と 申 上る を 聞 召、 先々 恐 悅の御 事な りと 被 仰、 右 相濟て 

元の 如く 御寢 ころび 被 遊、 扨 京都の 噺を 聞べ しとの 御意に て、 夫より 何 角の 事 を咄申 上け ると なん、 彼 

僧 後に 此事を 或 人に 語りて、 さすが 後年 天下 を 知 召 御前 兆 有りて 假 初の 物語に も、 上の 事 を 申出せば、 

忽ち 威儀 を改 させられ、 嚴に聞 召け ると 語りし、 斯く 御身 輕に暮 させ 玉 ひ、 下さ まの 事 も委敷 知し 召た 

る 君 なれば、 江 都へ 入せ 給 ひて 後、 御前々 代 次第に 花 華 長 じ、 武は 薄らぐ に似て、 何となく 世の中 花の 

過た る を 歎 かせ 玉 ひ、 御 鹿 狩な どに は、 木綿 類の 物 を 着し 玉 ひ、 御 股引に て 御馬に めされ、 御 獨狩場 を 

騎 週ら せ 玉 ふ、 中古 已來 大樹の 御身に、 斯る御 輕き事 を 聞 及ば ざれば、 皆 人 大に駭 き 恐怖せ り、 是御像 

約の 事に 非す、 世の 華奢 を 止め- 武を勵 さる、 の 御敎戒 成る へし、 御前々 代に、 常々 有 之し 御 能 も、 相 

止みて、 其 代りに 絶て 久敷御 狩 度々 なり， 是も 治世に は 武を習 ふの 業 外にな し、 狩 は 亂の備 の 稽古、 且 

つ 人々 の 勇 憶 を も 試 玉 ふなるべし、 總 じて 御 近代 は、 故 もな きに 過分の 御 加 增拜領 の 人 多く、 暫くの 內 

に 大身と 成しが、 此の 君 御 治世. に 至て、 格別 有功の 人より 外 は、 御加增 なく、 漸く 紀 州より 御供の 內、 

有 馬 兵 庫 頭、 加 納遠江 守兩人 を壹萬 石に 御 取 立 あり、 其の 餘には 大岡越 前 守 を S 萬 石に 被 成しが、 外に 

過分の 御 加 增は被 下 ざり し、 是亦御 吝嗇の 樣に下 ざまの 者 は 申せし かど も、 全く さに あるべ からす、 加 

增の 名目 は 重き 事な り、 させる 事 もな きに. 是を 下されん に は 有功の 人に 何 を 以てせら れんや、 爱を以 

て 容易に 御加增 無しと 見えたり、 是の 故に 諸 役に 御 足 高と 云 事を始 させら る、 假 令ば 何 役 は 何千 石高、 何 

は 何 白 石高と、 其の 役の 勤る 程の 分限に 究 られ、 持 高の 夫より 多き は 其の 通り、 又少 きに は 御 役 勤る： S 

は、 其の 高 程 持 高に 足し 下さろ、 依 之 大身 小身の 差別な く、 其の 器に 當る人 何 役 にても 勤ら すと 云 事な 

し、 誠に 名君の 人 を 遣 ひ 王 ふ 事の 廣大に 自由なる、 御 いさをし を 思 ひ 量るべし、 一人への 御加增 は、 過 

分の 様 にても、 畢竟 は少 分な り、 總御 役へ 御 足 高 を 被 付、 其の 役 切の 事 なれば、 其の 人に 對 して は輕き 

樣 なれ 共、 其の 人 は替て も、 其の 役の 御 足 高 は替ら ねば、 不易の 事に て大 也、 焉ぞ是 を御儉 約と 云 はん 


や、 其の 外 此の 君の 御代に 始 させられし 規矩に、 聊か も 批判すべき 御 事な し、 世の 奢らお のづ から 潜り 

人々 武を嗜 む 心の 付し も、 偏に 此の 君の 御 功、 最も 神 君以來 御中 興の 君と 崇 すべし、 御 善行 御 嘉言 不可 

勝 計、 恐れみ 愼んで I に 筆を櫊 く、 去れば 御自身に は、 何つ 迄 も 御 庶流 を 立ら れ、 天下の 御 後見の 御 心 

にて、 御身 を 謙らせ 玉 ふと かや、 去に 仍て御 嫡家重 公 (御 幼君 長 福 君 第 九代惇 信. 院殿) に、 若^^^  (第 十代 

家 治 公) 出来させ 玉 ふ 折 柄 も、 御 宣名竹 千代 君と 稱し可 奉 旨、 一 統の 御沙汰 成しに、 御 嫡流の 御名 なれ 

ば 御 遠慮に 思 召る、 の 由に て、 許容な かりし を、 色々 申勸め 奉りし 故にて、 御 孫の 御名 を 竹 千代 君と 

被稱 ける と 云々、 

〇 朝鮮人 來聘 切支丹 調べ 

御 代替り に仍 て、 享保四 亥年 冬 朝鮮人 來聘 す、 〇 切支丹の 事 本人 は 追々 死 失 致し、 本人 同前 も (本人 同 

前と 云 は轉び 切支丹の 直の 子 を 云) 凡て 無く 成しが、 他國は 不知、 京師 西陣 須 磨の 町と 云處 に、 八旬餘 

になる 兄弟の 老婆 兩人、 莩 保の 始 迄生殘 居たり、 是則 本人 同前な り、 姊先 きに 死し、 妹 も 無 程 死す、 其 

の 節 與カ檢 使 を 差 越され、 死骸 を改 させ、 病死 無 粉に 仍て 死骸な 鹽 詰に 致し 置、 則 其の 趣 を 江戶表 宗門 

改の 面々 へ、 京 町奉行より 達の 處に、 願の 通り 死骸 取 置せ 候 様に 返簡來 り、 其の 通りに 取 計 ひ 相濟、 是 

にて 本人 同前 は 絶たり、 類 族 (右の子 孫 を 云 一死 失の 檢使は 同心 を 差 越され、 諸事 取 計 も 一等 輕く 相濟ょ 

し- 

〇 樓町院 

， 享保 五子の 年 正月 元日 寅 一 天、 皇太子 (百 十代 樓町院 ) 降誕、 同 刻洛に 火事 有り、 往古 廐戶 皇子 (聖德 太 

子 御 事) の、 降誕.」 月 朔日寅 一 天に て、 其の 時 御廐燒 たりと 云々、 偏に 聖德 太子の 御再來 ならん、 いか 

なる 聖主 にか 成せ 給 はんと、 世擧 つて 申 あへ り、 案の ごとく 普通の 君に 渡らせ 玉 はす、 踐； 6 の 後、 君の 

洪福 世に 掩 ひて、 上 卿 客の 風俗 改り、 聖 の敎、 我 國の道 を 踏 違へ す、 下民 は 己が 營を 直にす、 元 文 年中 
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に は、 結て 久敷大 嘗會新 嘗會を 行な はれ、 延享に は 上 七 社 宇佐 奉幣 を 再興 せらる、 も、 偏に 此 君の 德に 

ょれ.*^、 東に 有德公 在り、 公武 相備て 長閑き 御世の さまなる に、 程なく 御代 を 皇太子 (百 十七 代 桃園 院) 

に 讓らせ 玉 ひ、 仙院へ 移り まし、 寬延三 午年 崩御、 寳算 三十 一 に 成せ 玉 ふ、 なべての 人、 照る 日 を 失へ 

る 心地なん して、 憲に 諒闇 を 悲しむ、 東武 よりも わきての 御沙汰、 代々 の 例に 越えたり 

〇 皇太后 般若 六 百 卷を書 せらる 

大きさい の宫 は、 ニ條 家の 姫君に て、 外祖 は加賀 宰相 綱紀 卿な り、 元 文の 始に 御入內 なり、 此の 君 常に 

佛の道 を 深く 歸 依し 玉 ひ、 仙院 未だ 御 在世の 折 柄より、 般若 御 書 寫の御 願 有りて、 御 筆 をうな がし 玉 ふ 

始に、 院 こよな う. B 感 有りて、 御料 紙 御 硯樣の 具 を淸ら かに 取り そろ へられ、 大宫の 御 方へ 送せられ、 

穴 賢 怠らせ 玉 ふなとの 御 事 成しが、 程なく 院 かくれさせ 給 ひての 後 は、 猶々 御 菩提の 御 志 を も かけ 添ら 

れ、 夜と なく 晝 となく、 般若 三昧に 入らせられ、 二十と せ 餘り明 和の 半 頃と 申す に、 般若 六 百 卷の功 を 

終らせ 玉 ひ、 御 校合の 爲に、 圓滿院 御門 主へ、 是を 送らせら る、 嗚呼 般若 書寫 の功德 幾ば くぞ や、 大行 

者 だに 易から ざなる を 皇太后の 御水 壁に て、 其の 功を遂 させ 玉 ふ 事、 倭漢今 古の 例し を 聞かす、 末代 ま 

た 有が たし、 光明 皇后の 御 願に、 阿 閃怫の 示現し 玉 ふと 云 事 も、 上れる 代 なれば いざ 不知、 まのあたり 

の佛 菩薩と は、 此女院 の 御 事な めり、 されば にや、 桃園 院 崩御の 後、 此の 御腹 姫 宫緋宮 御 方 九 五の 御 位 

に 即せ 玉 ひ、 御 在位 八 年 (百 十八 代 仙 洞) 世の中 穩 かに 治りて、 皇太子 (桃園 第一 の 皇子 百 十九 代 今上) へ 

御 代讓り 有り、 上皇と 仰がれ させ 玉 ふ、 女院 折々 の 御幸 結せ す、 花の あした 月の ゆ ふべ の 御宴に 時め か 

せ 玉 ふ 事 も 此の 御 功德の 溢る i 處成 べし、 

〇 加賀 綱紀 卿 卜； 洛 

往年 加賀 綱紀 卿隱 居の 後、 上洛の 事 を 東 武へ願 ひ 玉 ふ、 其の 例 稀なる 事ながら、 格^の 御沙汰 を 以て 御 

許容 有り、 綱紀 卿 老後の 思 出 一と 方なら す、 歡喜 有て、 上洛せられ、 先ニ條 家へ 參 向し 玉 ふ、 稀 人の 事 
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なれば、 彼の 御亭 にも 樣々 御饗事 有り、 去れ 共 御 式法 は默 止されが たく、 綱紀 卿參 向の 節、 先づ 表に て 

御對面 有り、 其の 時 は 御 間を隔 られ、 凡その 御 目 見 同前な り、 右 相濟、 ニ條 家の 家 司 御 案內を 申し、 大 

奥へ 通らせられ、 奥 向の 御饗、 是に 善美 を盡 されい と捆 なり、 御內々 にて は、 御嗜 舅の 御挨 尤も 篤く 

御宴 閱 なる 頃、 姬君御 二方 (女院 御所 京極宮 御簾 中) 其の 頃 未だ、 十 歳に も 滿せ不 給が、 御 連枝 共に 綱紀 

卿の 御 膝. S 邊 りへ 御座して、 御いたい ゆ 成る 御 挨拶 ありければ、 綱紀 卿 は 悅の餘 りに、 落淚 頻にぞ 見え 

たりけ る、 斯く燕 席 終て、 綱紀： 卿 は 御 暇を吿 られ、 無 程歸國 にぞ： かれけ る、 

〇 臺灣朱 一貴の 亂及ひ 清朝 

淸朝康 ハ十 年の 頃 (本朝の 享保六 年に 當) 明 末の 朱 一貴と 云 ふ 者、 臺灣府 に 一揆 を 發し、 其の 徒 李勇杜 

君英 など、 共に、 近邊を 侵掠し、 縣令を 追 出し、 或は 討 殺す、 其の 威 日 を 追て 强大に 成り、 是に黨 する 

者 萬に 過ぐ、 萬 民 是が爲 に 惱亂し 苦む の 由、 都への 注進 敷浪の 如し、 依 之、 北京より 覺羅滿 と 云 ふ將に 

都督 を 賜 ひ、 施 世 標と云 將是に 副し、 數 萬の 兵卒 を從 へ、 臺灣府 に 向 ひ、 一 貴が 徒と 闘 ふに、 數戰の 上 

1 貴が 軍 利 あらす、 大に 其の 黨を失 ひ、 兵威 衰 へ て、 一 貴 は 跡 をく らまして * 終に 其の 行 所 を 不知と 云 

委 く臺灣 軍記に 錄 したれ ども 右 記す る 程の 事に は 無り しと かや、 其の 頃 長 崎より 到來 せし 書付の 寫 

ありし が 紛失せ り、 大旨は 右に 記る 如し、 康 帝 は 元北狄 なりと 雖 も- 清朝の ニ祖 として、 國政を 善く 

し、 今に 至て 一 百年 海 內皆治 を諷ふ (清朝の 創業 我 朝の 正 保 元年に 當) 清朝の 國 風に 世子 を 立る に、 皇子 

幾人 も國々 巡狩す る 事、 曆數 二十 年、 右 經歷の 間に 變 有る を 棄て、 無 恙歸洛 せる を、 世子に 立る、 是故 

に 年 四十 歳に 及ば ざれば 卽 位せす と 云々、 都て 帝王 一 世に 年號 一 宛な り- 世祖 の年號 は、 順 治 故に 順 治 

帝と 稱す、 一 一世 は康 M 、三世 は雍 正、 當時は 四 世乾隆 帝、 年號 則乾隆 なり、 是當 朝の 國風 なるよし 華 人語れ 

り、 康顆帝 は 至て 長壽 なり、 頭 不具に して 不囘、 左右 を 顧る 事不克 と閜傳 ふ、 實否は 不知、 又 近年 渡れ 

る圜書 大全と 云 ふ 唐本に、 淸朝は日本の源義經が裔なh^と有リ、 是奇說 な 力、 按す るに 蜈夷は 北 韃に近 
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  一 五 四 

しと 云へ り、 義經の 驍勇を 以て、 其の 昔、 韃に 渡りて 王と 成る 也 可 追考、 

〇 金銀 吹替 

金銀 吹替の 事、 正德四 年に 慶長 金銀 を始て 出され、 乾 金 元の 字 銀と 割合 ひに て、 通用 仰 付ら れ、 享保三 

年 迄に、 二つ 寳 三つ 寳 四つ 寶と、 段々 に 吹 出す 銀 を 見れば、 次第に 銀の 位惡く 成りて、 四つ 寳杯 は、 誠 

に 赤銅の 秀 たる 如く、 通用 銀と 思 はれす、 故に 世の 人の 氣風惡 く 成て、 諸式の 相場 大に狂 ひ、 米 價は石 

に 付 百 目 位に て 有しが、 暫の內 に 石に 付 四百 目に 成リ、 錢は 一 貫 文に 付 四十 目餘と 成り、 一 貫に 十九 文 

づ くにて、 世人 大に窮 困す、 享保 三年に 新 銀 を 吹 出し、 四つ 寳銀四 M 倍 を 以て 通用 仰 付ら る、 是は慶 長 

銀と 同位の 上 銀 なれば、 自是 世上 も 自然と 穩 かに 成り、 諸相 場 も 次第に 元へ 歸 りて、 同 七 年金 銀の 引替 

あり、 乾 金 四つ 寳銀 通用 相 止ければ、 彌々 世上の 通用 安らかな りし、 其の後 十四 五 年を經 て、 元 文 元年 

に 文の 字 金銀 を始 られ、 是 迄の 通用 金銀 を 古金 銀と 稱し、 銀 は 五 割 金 は 六 割 半增に 被定、 無 程 古金 銀 は 

引替 仰 付ら れ けれ 共、 是は 先年の 四つ 寳 銀と 違 ひ、 位 も 格別 あしからねば、 相場 等の 狂 ひも 左程に なく 

今に 至りて、 三十 餘年 無滯 通用せ り、 

〇 水 野 隼 人 正の^ 傷 

享 保十已 年、 信 州 松 本 城主 水 野 隼 人 正 忠恒、 江 都 殿中に 於て 喧嘩 傷に 仍て、 水 野の 所領 七 萬 石 沒牧、 被 

地 被 召 上、 嫡子 (實 は舍 弟：) 總兵衞 新地 七 千 石 被 下 之、 

〇 江 州 大津驛 町 支配 

江 州 大津驛 町 支配の 事、 彼 地 住居の 御 代官 古 郡 文 右衛門 相勤來 候處、 死 失に 付、 享保七 年 以後 京 町奉行 

より 兼 帶被仰 付、 

.〇 郡 山城 主の 更替 

^州 郡 山城 主 本 多 唐 之 助 早世に 仍て、 舍弟 喜十郞 家督 無 相違 仰 付ら る處 に、 打續き ：：ナ 世 無嗣、 因 玆同九 
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辰年 所領 十二 萬 石、 城 地 共に 召 上られ、 右の 跡へ、 甲 州より、 松 平 甲斐 守 (本 氏 柳澤) を 遣され、 甲府は ^ 

公儀 御番 城に 成る、 此 甲斐 守の 父 は、 松 平 美 濃 守と て、 前 卷に委 く 記す る 如く、 常憲院 殿御 治世に は、 ： 

權勢肩 を 並る 人な く、 領地 は 甲 州 一 圓に被 下、 諸 格 御 家門 國 主に 替る事 無り し を、 有德院 殿御 代に 至り、 次 

第に 格式 を 被 減、 又 此の度の 所替 にて、 並々 の 列候に 成られし なり、 〇 十三 申年、 公、 日光 御社 參、 一 

〇 異國 より 象來る  j 

同 十四 酉年 異國へ 仰 遣され、 象 を 取 寄 玉 ふ、 長 崎 表より 役人 象 遣等附 添、 同 四月 入洛 禁 庭へ 率せられ、 二 

數覽 相濟、 東 武へ率 之、， 江戸に て 象 小屋 を 造 被 入 置、 其の 餌 は 饅頭 使の 葉 等な り、 象 遣 ひ、 是を與 ふれば 一 

鼻を延 し、 鼻に て卷 取て 食す、 象 遣 ひ 鳶口 を 以て 象の 背中へ 打 立て、 是を扱 ふに、 象 遣 ひに 相隨 ふ、 共 一 

の疵 痛む 體も なく、 星 を 見れば 其の 疵 忽ち 癒と 云々、  一 

〇 西陣 大火  一 

同 十五 年 戌年 六月 二十日 未 刻、 京都 上 立 賨通窒 町 東へ 入 町 大文字 屋 五兵衛 家より 出火、 折節 東風 烈敷、 一 

北 野 松梅院 一條 通 淨福 寺、 此の ニケ所 飛火して、 其の 間十餘 町の 町家へ 追々 に 火 飛、 三 所の 火 一 緒に 成 一 

て、 西陣 一圓に 燒 亡す、 統べて 燒 失の 町 數百 十餘 町、 其の 曉に 至り 鎮火な"、 京都に 於て は 寳永五 年以ー 

來の 大火 事な リ是を 西陣 燒と稱 す、  一 

〇 靈元院 歌 を 好く した まふ  " 

法皇 御所 (靈元 帝) 後西 院 帝より 御禪 りを受 させ 給 ひ、 人皇 百 十三 代の 帝位 を 踐せ給 ひ、 其の後 皇太子 (百 一 

十四 代 東 山院) 御受禪 なり、 仙院に 移らせお はし まし、 後年 御落諾 ありて 法皇と 稱し 奉る、 夫より 後 は j 

修學院 御茶屋 林 丘寺宫 へしげ/ \ の 御幸に、 四季 折々 の 御詠 數々 の 中、 或 秋の 御製 を 拾 ふ、  j 

紅葉 は 入相の鐘に 色 ぞ添ふ 此の 山寺の 秋の ゅふ暮  一 

御寳算 いと 目出度、 米 字 を 越させ 玉 ひ、 享保 十七 年に 崩御、 泉 涌 精舍へ 葬し 奉る、 此の 君 敷 島の 道に た) 

.  1 五 五  j 


 .  一  五六 

け 玉 ふ 事、 代々 の 帝に たぐ ふべ くも 非す、 上に か、 る 君 ませば. * おの づ から 時 を 得て、 此の 御代に は 名 

にし あ ふ 武者 小路 實陰 卿、 中 院通躬 卿、 西 三 條公福 卿、 烏 丸光榮 卿、 冷泉 爲久 卿、 其の 餘の歌 匠 数多お 

はして、 和歌の 風體 いにしへ に 恥す、 偏に もろこし 盛 唐の 代に 似たり、 中に も 實陰卿 は、 和歌の 德 によ 

りて 家に も あらぬ 儀 同 三 司の 推 任 を 蒙り 玉 ふ、 君の 仰に も、 實陰は 逍遙 院 このかた ハ歌 詠な りと 贊 させ 

玉 ひ、 彼 卿 は 又 君 を 其の 世の 聖と崇 うとみ 玉 ふ、 去れば 絶て 久しき 撰 集の 御沙汰 も 有 ぬれ ども、 女房の 

歌な しとて、 其の 事 止ぬ とぞ、 嗚呼 惜 i_^、 折からの 御され 歌 すら、 優なる 御風 情の、 耳底に 止り 侍る、 

或 時 入江の 御所より 萌黄色の 御 頭巾 を獻 せられけ るに、 

打 かつぐ 靑 のり 色の 頭巾 こそ 入江の あまの 仕業な り けれ 

又の- - 字の 御 歌 

老の 身の 腰の のびたる 杖つ きの 乃の 字の なり S 字の 如くに て 

のの 宮の のちの 忍 ふの のちのよの 秋の かたみの たねの のこりて  中 院通躬 卿 

かたかな ノノ ノ字ノ なり ノ 似た もノノ 笹ノ 葉ノ繪 ノ墨ノ 一筆  武者 小路 實陰卿 

丸の のの のの 字の なりの 世の 人の こ、 ろの 丸き の そよ き  風 早 公 長 朝臣 

追加  川 か 鐘か蛟 にかし かまし 蚊屋の 陰 .  俳人 羅人 

十七 字の 內 にか 文字 九つ 有り 

右に 記す る 樓町帝 御 降誕の 節の 火事 は、 稻荷 門前な り、 其の 節の 火 消 役 九 鬼 大隅守 馬上の 吟、 

萌 出る はっかた 羽織き そ始 

若水 かけて 火 はと まりけ り  や；！ 習 

百衛. 寫ロ迄 もさへ つりて  徒 士 

ォ錦 集と 云る 本に 見えたり、 按す るに、 京都 火の番 は、 一 y 邑の 大名 役な り、 され 共、 0 身 京に は 詰られ 
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す、 人 數計相 詰るな り、 其の 以前 は 此の 外に 定火 消と 云物存 て、 壹萬石 計の 大名 被 勤 之たり、 享保五 年 

の 頃 は、 未だ 定火消 有し 也、 

〇 俳諧 士淡々 の 事 

俳諧 は 和歌の 一體 にして、 代々 の 集に も 其の 體 えたり、 然れ 共、 今の さまと は 犬に 異なり、 今の 如き 

は、 中古 伊勢の 荒木 田 守武、 山 崎宗鑑 など、 和歌の 竟宴に 申棄、 ある は 連歌の さまに つらね 行て、 興ぜ 

し を、 其の後 長 頭 丸貞德 (松 永 貞德と 云彈正 久秀が 甥) 連歌の 式に 傚 ひて、 其の 投を 立て、 俳諧の 連歌と 

云 事 を 始めし より、 長く 其の 道傳 はる、 北 村 季吟は 此の 門より 出で、 もろく の 草紙に 注して、 拾穗軒 

と號 して、 歌 學に長 じ、 世に 其の 名高く、 竟に 東武に 召れ て、 歌學 者と 成る、 其の 餘、 梅 盛、 重賴、 立闹 

以下 名 有る 門人、 貞德を 鼻祖と して、 此の 道を弘 め、 各 其の 統を 引く、 中つ 頃 芭蕉 翁桃靑 は、 伊賀の 產 

成しが、 みなかみ 拾穗 軒の ながれ を 汲で、 維なる 人な り * 終に 武門 を 去って、 國々 を 行脚し、 身 を 風雲 

に 任す、 禪に參 じて 心 裏 を 工夫し- 其の 情 を 述る事 句 每に禪 意 有りて、 此の 道の 中興と も 云べ し、 其 角 

嵐 雪、 去来、 許 六、 支考の 類、 其の 徒 諸國に はびこりて、 是を蕉 門と 云 ふ、 半時 巷 淡々 は、 元 浪花の 產 

にして、 若き より 東武に 在て 名を渭 北と 號す、 享 保の 始に 京師へ 出て、 其 角が 弟子と 稱 して、 名 を 淡々 

と 改め、 洛東下 河原 菊 水の 井に 隣り て寓 す、 其の後 東洞院 六角の 邊、 又 富 小路 四 條に移 居す、 其の 時の 

呤、 

京 を 出て 都 泊り や 璧 の 秋 

其の 頃、 洛に言 水、 方 山、 晚山、 鞭 石、 暮四、 雲 鼓、 其 ti 等、 其の 外貞德 翁. の統を 引く 宗匠 數多 有りて 

淡々 を 誹 誇す る 事 喧し、 去れ 共、 淡々 は 素より 去る 者 なれば、 他の 15^ 說に拘 はらす、 點譜等 を、 時の 人 

の 氣に應 する 様に 製し、 且つ 人に 說く事 神の ごとし、 故に 次第に 洛に名 ありて、 餘の 宗匠 は あれ ども 無 

きに 似たり、 斯 く繁榮 する につけても、 元来 其 角 弟子と 云 ふは虚 事故、 甸れ の傳系 もな きを 患て、 倩 思 
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惟し、 正宜が 弟子 大圭と 云 ふ 者 を 語ら ふ、 其の 所以 は、 正宜 は， 元、 貞德 翁より 系 正しき 宗匠 なれば、 

傳 *T の 類 を 多く 藏す、 正宜 死後に は、 是 を大圭 へ附屬 しぬ と 聞 及て、 何となく 大圭を 藤して、 厚く 交 因 

し、 是を 取らん とす、 淡々 は 年長け、 圭は 未だ 壯年未 鍛の者 なれば、 淡々 常に 舌 耕 を 巧に して、 自ら 圭 

をして、 己が 門人たら しむ、 大圭、 始は淡 を 信す と雖 も、 後に 其の 調義を 察し、 是を 疎みて、 師弟 間 あ 

り、 享保 十二 年、 師弟 確執と 成て、 其の 徒 二に 分れ、 互に 舌戰 してい どみ 勵む 事甚 し、 其の 頃、 京 町 奉 

行 長 田 越 巾 守、 滑稽 を 好れ、 ^淡々 を 信じ、 常に 淡々 是に 候す、 竟に 師弟 出入に 成て、 公 裁に 及び、 大 

圭 負たり、 淡々 は 時の 奉行に 出頭 すれば、 洛に用 ふる 事 日頃に 十倍して、 &ハ i> きたり、 其の後 建 仁寺禪 

居 巷の 長老 (俳名 一枝) 挨拶に て、 大圭と 和 融相整 ひ、 事濟 て、 其の 身 は退隱 して、 捆弟竿 秋に 苗字 點格 

を讓 り、 夫より 東武へ 赴き、 あれこれの 權門 高貴へ 立ち入りて、 是を 賞せられ、 就中、 其の 頃權勢 並び 

無き 加 納遠江 守の 用人 何某、 渠又 主人の 威に つれて、 天下の 諸 候に 用ゐ られ、 大に勢 ひ 有る 身なる が、 

如何して 睦び けん、 頗る 淡々 を 信じて、 公務の 僅の 暇に 淡々 と 因む 事 篤し、 斯て 淡々 は 東武に 於ても 普く 

名を發 して、 歸洛に 赴く 日、 彼 何某、 留刖の 餘り品 川驛迄 見送りて、 彼驛 にて 淡々 を 饗する 事い と 叮嘩な 

り、 是を 見聞す る 人 大に愕 く、 其の 故 は 彼 何某 は、 當時 無比 類 羽 振の 役 A 成れば、 諸家より 色々 招請の 

催し あれ 共、 寸時の 暇な きに 仍て、 悉く 辭 退して、 招に 應せ ざろ 身が、 遙々 品 川 迄 出て、 離別 を 惜む事 

宽に 淡々 は 庸人に 非す と、 其の 頃專ら 沙汰せ り、 夫より 淡々 は 洛に歸 り、 暫く は 市中の 陰に 在し が、 古 

鄕の 浪花に 居 を 卜せん 事 を、 洛の 門. <- 知己へ 是を吿 る 折 柄、 御 代官 角 倉與ー 許へ 往て、 斯と 申せば、 與 

1 離^ を惜 みて、 個に 饗し、 移 居に 就て は、 何 にても 用事 を 聞ん と、 其の 時 淡々 云く、 然 らば 一 つの 願 

ひ 侍る、 浪華 は 愚 翁が 舊里 故、 慕 敷、 老後の 幽栖 を是に 究め 侍るな り、 去れ 共、 恨ら く は 彼の地 は 川 水 

を 喫 する の 患 あり、 虎 幾 は、 京の 水 をた び 玉へ、 是を飮 して 老生 を 養ん と、 與ー閒 之、 實に もさ こそ あ 

らめ、 高瀬 運送に 毎日 水 一 荷 を 船へ 入れん は、 容易の 業 なれ は、 望に 任せん と諾 して、 其の後 淡々 が浪 


花の 隱栖へ 日々 の 給 便に、 水 を 慈み 施しけ ると かや、 浪花に 住し、 京の 水を飮 する 事、 いかなる 高貴と 

いへ ども、 古今に 其の 例し を 聞す、 是 にて 淡々 が 量 を 知るべし、 角 倉 は 過 書 船の 尹 なれば、 通 船 を 以て 

する 事 は 自在なる を 知"、 且つ 水 一荷 を 入る は、 容易の 業に て、 さの み 難き に 非す と 思 ひ 量" し處、 實 

にも 淡々 なる 哉、 其の後 浪華に て は、 淡々 の 名 を 投じ、 半時 庵 を 以て 號 とし、 隱栖の 跡 は 富 天に 繼せ、 

老翁 は 寳曆の 末に 春秋 八十 八歲 にて 殁す、 渠が 生涯の 事 を 筆記せば 限リ なから ましと 停 筆， 

〇 本 多 上野 介 正 純 滅亡の 事 

本 多 上野 介 正 純 滅亡の 事、 諸 記錄に 遠慮の 事 有て 離顯と 記して、 其の 譯 不知、 古老の 傳說に は、 台德院 

殿： n 光 御社 參の 節、 正 純 居城 宇都 宮は御 泊の 害の 處、 上野 介 逆.， 息して、 御 曰 g 殿に 落し穴 を 設け 弑し 奉る 

巧露顯 する に仍 り、 公 は 潜に 酒 井雅樂 頭ば かり 御供に て、 彼 表より 引返され、 江 城へ 御歸 り、 松 平下總 

守、 公の 御 装束 を 着し、 公に 代りて 御社 參 せられ、 ト： 野 介 を 計って 捉 1\ 一、 流刑 せらる と 云々、 按す るに 

正 純 父 佐 渡 守より 相績 いて、 御 二 代に、 出頭し、 次第に 大身と 成り、 天 下の 諸侯に 被 用より 奢 長 じて、 

斯る 大逆 兆しけ るに や、 然れ 共、 其の 頃假令 如何程の 權勢 成と も、 柳營を 試し 奉りて、 其の 身 天下 を 併 

吞 する 程の 威光 は 未 有 之 まじ、 察 之に、 御 連枝 御 家門に 內に、 正 純と 合 體の方 有て、 遂 1\ 一な ば、 君を換 

て、 正 純 心の 儘の 執政し、 後年に は 其の 君 を も弑 逆して、 天下 を 己 か 有と せんとの 巧 成べ し、 而 るに 暴 

逆顯 はれし に仍、 正 純 計 被罸、 其の 根の 所 迄 御 穿鑿 無り しなり、 但御 內密の 淘 取 計 ありし や、 爱の段 有 

る 故に、 諸錄に 遠慮と 記しけ るに や、 畢竟 正 純 叛逆 一通りの 事 は、 何の 遠慮に 不及事 なれ ども、 右の 事 

に 一一 一一 口外 を 憚る 品 有 之 や、 又 一 說に は、 不法の 密通より 事 起る とも 云リ、 I に 不審なる は、 加 程 Q 嚴 科の 

正 純 を 流刑に 處 せらる k 事 奈何、 究めて 礫 罪た るべき 物歟、 右 色々 の說に は、 妄誕も 多 からん と、 等閑 

に 承 置し が、 頃日 正 說を閒 ば、 宇都 宮城に、 今に 於て 其の 時の？ K 殿の 具 破 却 もせす して、 其の儘 城の 附 

渡りに 成り、 代々 の 領主 預り被 居 由、 是則當 主 松 平 主 殿 頭 家中の 噂な to/ 然れば 其の 事壞無 相違^、 是 
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を 其 儘 被 置 は、 何の 用ぞ や、 按す るに、 其の 次の 領主 入部の 折から、 早速 言上して、 破 却すべき を、 其 

の 事後れ て自 から 城 附の樣 に 成り、 其の 己 後の 領主 は猶 以て 伺 ひも 如何 なれば、 今以て 段々 附渡リ に 成 

しと 見えたり、 獬委 敷に 至て は 秘記を 尊て 可 重 校、 

〇 宇都 宮 下野 守國 綱の 事 

宇都 宫 下野 守國綱 は、 代々 野 州 宇都 宫 十八 萬 石を領 し、 關東 にて 豪家の 內 なり、 然るに 慶長 十二 年 十二 

月 二十 三日 卒去、 無嗣、 是迄 宇都 宫に 無嗣時 は、 .lii 流多賀 家より 嗣之、 多賀に 子なければ、 宇都 宮の 庶子 

を 遣て 相績 之、 今度 は 之に 反して、 家老 神 野 川 與左衞 門、 何の 正 安 等 內談を 以て、 淺野彈 正 三男 を 養子 

として • 家名 を 立ん とす、 多 賀閗之 犬に 怒り、 正 安が 右 談合の 爲に、 上方へ 登り 候 を 追手 を 遣し、 正 安 

を 殺害し、 神 野 川 與左衞 門 方へ は 討 手 を 以て、 彼 宅 を 取圍、 與左衞 門、 思程戰 ひて 切腹す、 此事神 君 開 

召し 犬に 咎め 玉 ひ、 多 賀には 切腹 被 仰 付、 宇都 宫 所領 十八 萬 石沒牧 せられ、 家名 永く 斷 絶す、 惜ぃ 哉、 

彼 家の 曩祖 粟田 關白道 兼 公の 玄孫、 宇都 宮宗圓 より 以來、 代々 彌三郞 下野 守と 號 して、 數 百年 宇都 宫の 

領主な りしが、 此の 時 一朝に 亡びぬ る こと 薄情 けれ、 餘裔今 僅に 殘 りて、 水戶 家に 勤 仕せ"、 

〇 西 國大村 五島の 類 外様大名の 事 

西 國大村 島の 類 外様大名の 事、 元來國 人に て鲸 突の 類な り、 戰國の 時、 恣に 近邊を 侵奪 ひて 押領 し、 御 

治世 後 公儀より 御改の 節、 能 程に 高 を 書 せし を、 檢 地の 御沙汰 もな し、 其の 高の 通に、 諸 格式 軍役 を 

仰 付ら る、 是を差 出 高の 衆と 云 ふ、 邊國に 此の 類 多し、 東國 の津輕 氏な ども 同前な り、 表 向の 高と は 十 

倍の 面々 有と なん、 右の 大村 五島の 邊に は、 今 も 御 奉公に 出ざる 大き 成 鯨 突の 島 持 多し、 或は 肥 前の 佐 

賀 其の 外 近邊の 領主へ 屬し、 年頭の 禮を 致し、 少少 宛の 運上 を 差 出して、 島 一圓の 地頭と 成 居る 類數多 

有さ 由 * 今の 交代 衆の 內米良 氏 も 中頃まで は， 世に 不知、 唯 山中の 隱虽 成しに、 近 國の民 山道に 蹈迷ひ 

て、 彼 里へ 出る、 見 駒ぬ 所 なれば、 其の 所の 人に、 是を尋 るに、 米 良と 云、 領主 を 問へば、 米 良 殿と 云 
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不審に 思 ひ、 せ (邊 を經歷 して 見る に、 領卞： の 館 は 城の 如く 結構に て、 都て 其 土地の 家々 豊饒に 見えたり 

斯て故 鄉へ歸 らんと する に、 途を しらす、 所の 者憐 みて、 山 口 を案內 して 送り出せば、 漸 にして 知 る 

道へ 出たり、 是 なん 桃源の 昔も斯 やらん、 夫より 在所へ 歸 りて 是を 語る に、 名主 庄屋 等 聞捨に 成が たく 

地頭へ 訴ふ (地頭の 名 相 良 氏) 地頭 も 又 其の儘に 差 置かた く、 則 彼 者 を案內 者に して、 檢 分の 役人 を 遣し 

其の 所を搜 求て 到着し、 何 角の 子細 を 聞く に、 先祖の 由緒 も 不知、 昔より 代々 爱を領 知して、 終に 世の 

交 をせ すと 云り、 右 地-曲の 方 境里數 等、 ましく 吟味して 立 り、 地頭へ 吿. >T 地頭より 其の 趣 江 府へ言 

上 有る 處に、 米 良 氏 を 江 府へ被 召 呼、 段 々様子 御尋 有れ 共、 十 ：！ 來 よりの 譯 一 切不相 知、 公儀に 於ても、 

外に 被 仰 付 方な きに 仍り、 向後 五千石 高の 交代 寄 合 衆の 列へ 加 へられ、 外 並に 參勤被 仰 付、 夫より 後 は 

参勤交代 せらる、 始の程 は 一向の 交り を 不知ば、 無骨 不都合の 事の みに て、 江戸 中の 物 笑 成し か、 次第 

に 外々 を 見習 ひ 聞 合せ、 今にて は 格^ 異なる 事 もな しとなん、 又 肥 後の 內にー つの 檜 山 あり、 四邊谷 深 

して 凹な り、 他 峰に 不續獨 立せ リ、 此の 山內に 住む 人 平 淸經の 末葉な りと、 所 從の人 も 各^ 家士の 子孫 

にて、 他の 人 を 山內へ 堅く 不入、 同國の 者に て 此の 內を 見た る 人な し > "山內 の 者 他へ 出る 時 は、 藤 を 幾 

らも 索 立た る梯を 向へ 投 渡して、 他 闽迄も 出で、 檜 皮幷檜 下駄 其の 外 獸の皮 を 商 ふに、 價 ひに 金銀 錢の 

類 を 取らす、 穀物 墮の 類と 交易す、 此の 山の 內の 人物、 各 裂 織と て、 木の 皮の 類に て 織た る祷の 如くな 

る 物 を 着して、 他所へ 出る、 又 年に 一 度 年頭の 禮 として、 熊 本へ 罷出、 山 內の產 物 を 差 上る、 其の 節國 

主より 鹽を 多く 賜 ふ、 此の 外に 年貢 運上 等 を 出す 事な し、 或 年 阈 巡撿の 衆、 江府 より 被 相 越、 右山 口 巡 

行の 節、 山 內の者 出向 ひける に、 巡檢の 面々 出內へ 入ん と 欲す、 是を 担んで 入れす、 巡檢衆 怒て、 公儀 

の 巡撿を 拒む 事 や 有る- 是非 入らん と ありし を、 渠等 答て、 往古より 同 國の人 すら、 終に 山內へ は不入 

公儀に もせよ 他の 人 を 入る 事 決て 不相 成と て， 梯を 引く、 巡檢の 面々 慾い なる 事 を 云 出し、 今更 奈何と 

もす る 事 不能、 其の儘に 彼 所 を 立 まられ ぬと かや、 總 じて 西 國には 平家の 未 胤た る もの 所々 に 此の 類 多 
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し、 旣に 安德帝 は、 肥 前の 川上 山と 云 所に、 後年 迄 皇居 成ぬ とて、 今 も 川上 山の 半 腹に 皇居 跡と て、 一 

精舍 有り、 長 资往來 に は 其の 山 を 横に 見るな り、 崩御 有て、 尊 體を同 國黑髮 山に 葬し 奉り、 今 も 其の 山 

こ 古き 五輪 有り、 是れ則 陵 なれ 共 表 向 を 憚て、 陵と は不唱 となん、 斯る趣 なれば、 平家 一門、 西 海に 沒 

せられた ると 云 も、 實否 定かなら す、 西國に 平家 荷 檐の人 有りて、 其の 方へ 悉く 落 潜り 玉 ふに や、 往昔 

の 事故、 殊に 其の 子細 知れが たし、 叉 長 府の邊 りの 片山里に、 市 女 ありて、 京師 北山の 市 女の ごとく 

薪 或は g: 季折々 の 物 を、 長 莳へ携 出て 售 之、 なべての 人に 兎せ よ 角せ よと いふ、 其の 言 貴人の 賤. へ對し 

て宣ふ 如し、 古より 爾 なれば、 鄕 語な. とて、 人是を 咎めす、 安德 帝の 宮 女の 裔な" と 云々、 
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嚴秘錄 と 名 付て、 近世の 事 を 記す る 物 あ.^、 其の 中の 怪しき を 去り しき を 揚げ、 旦っ 自ら 耳底 を 探 

りて、 猶も 遣れる を兹に 加へ て ひだりに 筆す、 

〇 吉宗公 御 本丸へ 被 爲入事 

第 七 代將軍 家繼公 は、 第 六 代 文昭院 殿家宣 公の 御子 也、 文 照 公正 德ニ壬 辰年 十 ほ 十四日 御 他界に 仍て、 

御 幼稚ながら、 御任槐 * 知 化の 臣 輔佐 羽翼す る處 に、 不圜も 同 六 丙 中年 (同 七月 改元 享 保と 號す) 春の 頃よ 

り、 御 不例に して、 四月 三十日 竟に御 他界な り、 時に 御歲八 歳、 四海 喑 夜に 燈火を 失 ふ 如し、 三 緣山增 

上 寺に 奉 葬、 有 章 院殿是 なり、 荆 早世 なれば、 御繼統 爰に絕 ゆ、 故に 井伊 掃 部 頭、 松 平 肥 後 守、 幷に閽 

老の 面々、 御 家門の 歷々 評定 有りて、 紀伊黄 門 吉宗公 を 上表す、 是は將 軍 家に 御繼嗣 なき 時 は、 御三家 

より 繼 せらるべき 條 勿論な り、 然るに 上座の 尾 張 殿 を 被 脇 置， 紀伊殿 を 上られた る 主意 は、 尾 州 は 度々 

代替り て、 御 血脈 遙に 遠く 成り、 紀州は 元祖 頼宣 公より 三代 なれば、 御續き 到って 近き に仍 て、 輔弼 衆 

議是 に： 火す とか や、 然れ共 吉宗公 深く 御謙讓 ありて、 我 素より 不器な り、 尾 州 殿 こそ 繼 せらる ベ けれと 

宣 ひける を、 水戶 殿御 手 を 取て、 上座へ 招 じ 玉 ひ、 天下の 人望 十手の 指す 所、 いかで 辭し玉 はんやと、 

押て 主將を 崇め 奉らる、 去れば 此の 君 享保元 申年 御 治世 有しより 神 君 已來の 名君に て、 德 普く 及し、 世 

上の 華奢 自ら 打 止み、 三十 年來、 長閑に 四海 を 治め 玉 ふ、 

〇 土 屋相模 守 殿中 杖 御免の 事 

閣老土 屋相模 守 は、 常憲 公より 當 御代 迄 御 四 代の 間、 老中の 重職 を 勤ら れ、 老年の 勤 功 を 感じ 玉 ひ、 向 

後 殴 中 杖 御免の 間 御座 敷の 內をも 突 可 申 旨 難 有 上意な り、 相州拜 謝して、 其の後 は 紫 竹 杖 を 突て、 殿中 

il 
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歩行 被 致け る、 江府 殿中 杖 御免の 事、 此の 人を始 とす、 往年 駿府 殿中に て は、 慶長 末より 元 和に いたり 

本 多 佐 渡 守へ 御免の 例 あり、 昔 鎌倉營 中に て、 安明 寺、 座敷に て 杖 を 突れ しと 云ひ傳 ふれ 共、 夫 は 上代 

の 事、 當時 希世の 規模な りと 世人 是を 沙汰し ける、 此の 相 州 は 在役の 間、 善惡の 批判 一 向 無り しと 云へ 

p， 凡そ 老 職に 居る 人 は、 善に つけ 惡 につけ、 人口 を遁る 、事 難し、 然るに 相 州、 而も 數十 年の 勤めと 

して、 永々 筆頭の 座に 居ながら、 人の 毀譽を 請ざる 事、 庸人の 及ぶ 所に 非す と、 心 ある 人 は是を 讃美し 

ける とぞ、 

〇 有 德公御 治世の 事 

有德 公の 御 事 は、 前卷 にも 粗 記し ぬれ ども、 猶も 概略 を 愛に 揚ぐ、 去れば 此の 文 道に は 御名 不周 様な 

.れ 共、 蕾、 寛仁 を體 とし、 武を^ K とし 玉へば、 自然と 御 政事 道に 協 ひ、 祌 君の 御風 俗に 彷彿たり、 御 

近代 包 戈の 御世に 馴て、 上下 共に 武に 怠慢なる を 患 玉 ひて、 御 旗本の 諸 士を勵 され、 度々 朝鮮 馬場に て 

武術 上覽 あるに 仍て、 諸士の 風俗 自ら 武を嗜 み、 騎射の 達者、 刀、 鎗 術の 妙手、 數多 出来、 叉 御徒 士水 

游等上 覽も冇 ければ、 名 を 得る 水練 者 も 出來、 また ii 家に は 荻 生惣. 右衛門 (徂徕 先生 物 茂 榔) 跡の 惣七、 

筆 道に は 細 井次郞 太夫 (廣澤 と號) 天文に は 猪飼豊 次郞、 西川忠 次郞、 數學に 永 井 孫 次郞、 總 じて 諸道に 

名 有 者 を 召 出され、 夫々 の 御 宛 行 を 賜 ふ、 又 功 家の 廢 たる を 歎 かせ 玉 ひ- 加藤淸 正、 幅 島 正則、 平 岩 親 

吉 等の 末裔 を 尋求玉 ひ、 各 御 旗本の 士 となし 玉 ふ、 又 評定 所幷に 京大 阪、 所々 の廳 所へ 御 箱 を 差 出され 

密訴 を聽玉 ふ、 是は 其の 所の 守護 奉行 役人 等の 非 を 訴へ、 或は、 仔細 有て 公訴に 難 及 事 を 訴 させん 爲な 

り、 十 ：！ より 治世 永く 績 けば、 上下の 問 遠くなる、 上下 遠き 時 は、 下の 事 不通 を 歎 かれ、 斯る法 を 建 玉 ふ 

事、 寇に 往昔 最明 寺幷 後の 最恩 寺の 諸 國經歷 せられし にも 勝りた る 御良智 成べ し、 或時濱 御殿 御成 有し 

に、 掃除人 足の 內 一人、 如何して 殘居 けん、 旣に 御殿へ 被爲 入所へ、 周章 さまよ ひて 御 側近く 惑 ひ 出る 

を、 御 近臣 叱々 と 制して、 御機嫌の 程 を 伺 ひ 愛、 堅 唾 を 飲む 所に、 御 後 を 願 玉 ひ、 目 附共は 有 哉と 御尋 
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なり、 目附は 不在 合と 申 上れば、 よし/ \ と宣 ひて、 御殿へ 人 玉 ふ • 其の 隙に 件の 雜人は 辛うじて 逃 出 

たり、 此の 思 召 は、 目附の 目に 遮りて は、 御 用捨 成が たし、 目 附の不 見附 事 は、 御 構な しとの？ t 心なる 

べし、 其の後、 右の 事、 何の 御沙汰 もな く、 其の 分に 相濟 けろ となり、 又 向井^ 賀守 (京都 町奉行) S. 語 

られし は、 某 御徒 士頭を 勤し 時、 御 鹿 狩の 御先 固と して 組 を 召れ、 未明に 場所 ュゲ固 居たり しに、 跡より 

唯一 騎乘 切て 來る士 あり、 未明の 事 なれば、 物の 相 色 もさ だかなら ざれば、 某 大昔に て 御成 先の 固 場へ 

乘打 する は 何者 ぞ 狼藉な り、 斯と. £■ す は 御徒 士頭 向井 兵 庫なる ぞと詈 り、 振歸り 能々 すかし 見れば 公な 

り、 はっと 飛びす ざり て 平伏し 居け るに、 其の 前 を 御馬 上に て 御 通り 懸けに、 兵 庫 精 を 出せと 上意に て 

過 させ 玉 ふ、 某 誠に 一世の 浮沈 進 返 爱に究 りぬ と 思 ひ、 相 固の 同役へ も、 この 旨 を 語り、 直に 爱を 引て 

指 控て可 居と 申ければ、 同役 云 ふ、 夫 は 足下の 心得 違 ひなり、 未明の 固 場に て は 誰々 も 斯る過 は 有べき 

事. ぞ かし、 是、 固の if: 意と する 處 なり、 因玆、 右の 上意 有と 見えたり、 此の上 意が 則 御免の 證 なるべし 

然る を 遠慮 指控 など を 被 伺な ば、 却て 思 召に 協 まじ、 唯 其の儘に 被 勤よ と 論し ける にぞ實 にもと 思 ひて 

其の 分に 勤け るに、 何の 御咎 もなか" しと、 伊 州 直の 蟠 なりき、 斯様の 類 ひ 不可 勝 計、 皆 こわ 御仁 慈の 

至る所 成るべし、 

0 山 下 幸內諫 *r の 事 

享保七 年の 頃、 山 下幸內 (異本 松 下 甚內) と 云へ ろ 浪人、 評定 所の 御 箱へ、 一封の 諫書を 入る、 其の 頃 世 

上に 專ら 此の 事 を 取沙汰して、 是を寫 し取翫 び、 或は 毀り 或は 譽る、 毀譽 共に 衆愚の 誇々 たる 二 物な り 

幸 內は已 が 小智 を 以て 寬々 たろ 臺智 に對し 奉る 所最 憚な りと いへ ども、 旣に 御沙汰の 筋に 仍て は、 其の 

身 を 過つ 事 も 有べき に、 夫 を不顧 は、 室に 不敵の 心なり、 昔 HT 祌 君の 御 時、 外様の 小士 に、 聊 御用の 

事 有て、 御前へ 被 召 事 有しに、 彼の 士 右の 御用 相濟、 懷 中より、 書付 を 取 出し、 傍に 差 置け る を、 祌君 

見 給 ひ、 夫 は 何かと 尋 させ 玉 ふに、 彼士愼 で、 是 は私存 寄の 儀 を、 時々 に 書付 置、 御序宜 時分 、奉 入 高 
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翁 覽度、 常に 懷 中仕 居候 由 を 中 上れば、 夫 は 奇特 成る 心 入な り、 開封して 讀 聞せ よと 宣ふ、 彼士 承りて、 

願く ば 御人拂 にて、 御聽被 下候樣 にと 申す、 折節 御前に 本 多 佐 渡 守 在し が、 佐 渡 守 は 苦しから す、 夫に 

て讀 べしと 仰ければ、 畏て封 をき り讀 上る、 一 ケ條 毎に、 尤の 事と 御意 有り、 數ケ 條を讀 終りし 時、 公最 

革 一 も 褒め 玉 ひノ猶 重ても 存 寄の 事 あらば、 無遠慮 可 申 聞 旨 被 仰ければ、 彼 士泪を 流し、 難 有 旨 御禮を 申し 

退出す * 其の 跡に て 佐 t: 守へ 仰け る は、 唯今の 者の 書付 を 何とかお も ふと 御尋 なり、 佐 州の 云く， 去れ 

ば 一 ケ條も 御用に 立 程の 義は無 御座 候と 奉存 よし 被 申 上ば、 いかにも 書付の 趣 は、 其の 通りに て S るに 

足ら ざれ 共、 渠が 身分 外様 小身に て、 主の 前へ 出る も 適々 の 事なる に、 主 を 大切に 思へば こそ、 日頃に 

己が 思 ひ 寄 を 書付け 置、 序 を 以て 主人へ 見せ 度と 存る 志、 其の 品の 用 不用 は 格別、 奇特 千 萬の 士 なり、 

總 じて H-: へ諫を 申す は、 先 は H 人の 不悅事 なれば、 事に 寄て 其の 身の 浮沈と も 成べ し、 夫な 不 顧して、 

中 聞る 志、 何にも 替が たしと 被 仰ければ、 佐 州も感 伏せら わしと なり、 今 幸內が 上表 も是に 等き か、 其 

の 後 御沙汰の 上に て、 幸 內を召 出され、 - 御 銀 贰拾枚 被 下、 御 褒美 有りし とやらん 承り 傳 へぬ、 

山 下幸內 評定 所之莒 へ 入候諫 狀之寫 

乍 恐 口上 

恭曰 天下の 武將と 備らせ 玉 ふ 御大 將は、 より 悉く 奉 撰將器 判談の 明衡を 以て、 名 將愚將 の 境 明らかに 

. 記錄 して、 武門の 家々 に留 り、 末世の 鏡と なし、 尤も 異國へ も 年 經ては 渡り 候 なれば、 至て 御身 持 御 政 

道 御 恥 敷 御 事に 御座 候、 然るに、 權現樣 以來、 珍 敷 も 當將軍 様、 自然と 御名 將に備 はらせられ、 天下の 

萬 民 歡の色 を 成す は、 此の 時に 御座 候、 依 之 一書 奉獻 上、 猶當 時世 上の 風 間 を詳に 奉書 上 候、 御 心得の 

端に も 相 成 候へば、 獬の義 にて、 一 天下の 響に 成 候 事に 御座 候、 尤も 隱し目 付 等、 數多御 出し 被 成 候 は 

世上の 風聞、 上聞に 達し 候と、 是又 風聞 仕 候へ 共、 有の 儘に は 不被申 上 候 故 か、 又は 面々 の 身 を 大切に 

かため 候、 む 故に、 細く 成る 事 は、 稗 目 付 衆 も 不被存 と 相 見え 申 候、 恐 多き 申 事に 御座 候へ ども、 下 拙 申 
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ト： 候 趣 は、 一た び 御 耳に 達し 奉り 候へば、 天然 自然の 道理 を 以て、 天下 國 家の 御 爲には 其の儘 相 成 候 事 

具に 御 感味可 被 遊 候 

衆人 奉 眷筒所 

1 紀 州より 御供の fs 々へ 過分の 御 加 增被下 候 事 一 法外の 御物 入御 停止、 幷御 役人 私欲 不成事 

1 猥に人 を 御 殺 不被遊 候 事  一 賄 胳輕薄 御 嫌 ひ 候 事 

1 下々 奉公人 請 人 繼判御 停止 之 事 

I 諸 水 損に て 田畑 永 荒の 場、 國主 地頭の 力に 及び難き 普請の 場 有 之、 訴出 候へば、 上より 御 力 を 御 添 

被 遊 候 趣の 事 

1 御 目 見 以下の 御家人 與カ迄 金銀 を 以て 家督^ 渡し 入 代り 難 成 事 

1 今度 新に 御 定め 被 遊 候 御高 札の 事  一 近代 打 候 日本の 武器 御 見附 被 遊 候 事 

右 之趣當 御代の 珍資 と奉稱 候、 偖、 此の上に も 御 爲に成 候 儀 申 上と、 無我 之 御 思 召、 萬 民 世に 難 有 

御 事に 御座 候- 御爲と 申す は、 天下 國 家の 爲をさ して- 御 爲とは 可 申 候、 當特 通用の 御爲と 申す は、 

金銀の 御德 ffl と 成 候 を 御爲と 存じ 込 m 在る もの 多く 御座 候、 是は 至て 下賤の 口す さびに て、 太夫 以上 

の 御 耳に は不入 事に 御座 候、 下 拙 言上の 御爲と 申す は、 曾て 金銀の 御爲に 非す、 天下 萬 民！： 家の 御爲 

萬 代 不易の 御寶 を奉獻 候,、 彼 金銀の 御 爲と御 競べ 、御 感味被 遊 候 外 他事 無 御座 候、 

1 右體 え-御 器量に 渡らせられ 候へ 共、 乍 恐 武門の 大道、 御 修行い まだ 疾と御 執 得 不被遊 候 か、 御 政道 思 

召の 儘に 行 届き ti、 是 のみ 御 苦 勞に被 遊、 御 工夫 御 思案 止む 時な し、 是 全く 天下 を 掌に 治め 玉 ふに あ 

らす、 先づ 初に 御 心 を 安んじ * 能々 御 心の 治りた る 以後なら では、 天下 全く 治らざる ものと 承 申 候、 

當時 泰平の 御代に 御座 候へば 事 不動、 仍て 能く 治りた る 御代と 可 被 思 召 候へ 共、 四海 泰平と 申す は、 

天下の 萬 民、 內チ 外ト能 服し 奉りた る を 全く 御代の 治" たると 申 候、 上 はべ は 御 威勢に 恐れ、 服し 額 
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にもて なし、 心底に は 服し 奉らす、 譬ば竹 を撓て 我に 隨 ふといへ ども、 撓の旲 り 寺ば、 元  一 反ろ 

が 如く、 何の 用に 不立 物に 御座 候、 一 慮 智思辯 を 以て 御 治 可 被 遊と 被 爲量候 は、 御 修行 御 不足なる， 

據 にて 御座 候、 人才の 智惠を 離れ、 照 命の 儘に て、 全く 天下 闽 家 治り、 一お 民！ S を脫で 服し 奉る 法、 r ぐ 

の 道理に 御^ 候、 則 武門の 大道 を 荒々 申 卜" 候、 此の 義不及 申 上、 被爲 遊御存 事に 御座 候へ 共、 御 修行 

の 厚薄と、 又は 其の 流の 善惡 御」 f 候、 乍 恐 盲 蛇に 不懼の 行、 唯 天下 阈家 を、 安から しめん 大願 方寸に 

備て、 賤き 文筆 を 奉持、 其の 罪不 少奉存 候へ 共、 萬士萬 民の 爲、 一 途に 分^ を 難れ、 照 命の 御 下知に 

住せ、 憚 を 不顧奉 言上 候、 良藥 口に 苦き 習に 御 庵 候へば、 彌不顧 恐 申ト； 候、 仍、 唯今 御 政道 之 衆評 を 

可 申 上 候、 慮智思 辯の 方便 計 を 以てな せる 事に は、 是非の 差別 御座 候、 御 一 人の 罪 は 天下の 困み、 日 

本の 慙、 乍 恐 大切 至極 之 御 事に 御座 候、 

衆人 奉 評 所 ， 

1 金銀 出入 之 公事、 御 取 上 無 御座 事 を、 天下 德 政と 被 仰 出しと 心得、 一 切 借り方 之 者 共、 大名 小名 之 外 

下々 迄、 返 辨不仕 候に 付、 追而德 政に てき 無 之と 被 仰 分 候 様に 被 遊 候 事、 ：大 下の 御觸 事に 違 之 儀、 

少々 にても 御座 候て は、 御 役人の 德 なきと 可 申 哉、 自ら トーの 御 恥と 成 候 事、 

1 右 之 被 仰 分 にても、 金銀の 公事 御 取 上 無 御座 候 上 は、 曾て 返 辨金不 仕、 依 之 新規 貸金 仕る もの 無 御座 

候、 斯ては 日本の 寳 すくみ、 困窮の と 相 成 候、 譬ば 流に 大木 を 横た ふ 如く、 終に 5g の 端と 可成 候 事 

に 御座 候、 金銀 は 通用す る を 以て 竇と代 候、 惡き 道に は 移 安き 習に 御座 候へば、 當時 大名 方の 借金、 京 

大阪 は不及 申、 江戸の 町..^ 共 買懸等 迄、 先年 切 金 成 候 を も、 曾て 不遣輩 多く、 依 之 古に は 無 御座 候、 

大名の 門に 妻子 連た る 町人 付 慕 ひ、 或は 駕籠 馬の 尾に 取り付、 願ひ賴 むと いへ ども、 其 恥 を 曾て 恥と 

せす、 名より 利 をと る 心に 成る も、 上に 御し まつ 多く 下より 過料 等 御 取 被 遊 御風 儀、 自然と 下へ 移り 

申 候 事、 日月の 光、 世間 を £i す 如く、 善惡 ともに 上より 下へ 移る 事雷坤 軸へ 響く に 同く、 疑 ふべき に 


.非 す 候. 偖 一 旦 借り 人 共德を 甘な ふといへ ども、 跡より 貸 手 共な きに 困窮し、 或は 國、 王； ：| 主 も、 惡事 

の 報 は 頭 を 廻らさざる 習 ひに 御座 候へば、 國に 風雨 曰 千 損の f 義、 年月 を經 すして、 大損 を 仕 候 事、 最 

早 御 心 當も可 有 之 御座 候、 結句 天下 德 政の 仰 出されに も 御座. ぎ、 は、 跡 は 金銀. S 通 W 自由 成 物に 御座 候 

其の 譯は 重ての 德 政と 申 迄 は、 大分の 年數の 事に 御座 候 故、 德 政の 跡 は 心 易き ものと 承傳へ 候、 露 

の 段 唯 いっとな しに、 金銀の 出入、 公事 御 取 上な しと 御 極な され 候 は、 日本 困窮の 元と 成 申 候、 斯る 

事 を も 委細 被 申 上、 御 役人 衆 も 無 御座 候 事、 眞 有る 人 を 御 好不被 遊と、 世 以て 奉 評義に 御座 候、 當分 

金銀 御德用 付き 候 事 を 申 上る も 御爲と 存じ、 又 上に も 夫 も 尤と思 召 候 は、 大き 成 御 違 ひに 御座 候、 將軍 

様の 御 志、 ま v 金銀 を 御 溜 被 遊 候へば、 一 天下の 萬 民 困窮 仕 候、 其の 譯は、 僅の 問屋 杯が 商^ をし め 

候 さへ、 其の 器 高直に 成り、 世上の 詰りに 成 申 候、 况、 公儀へ 資を 御し め 被 遊、 下々 立ち 可 申 哉、 斯 

樣 にて は 此の 己 後 五穀 打績 不作 仕り、 火災 水難 等 可 有 御座、 是 天性の 道理に 御座 候、 金銀 はいか 程澤 

山 にても 食物に 不成、 唯 大切 成 は 米穀に 究申 候、 當 御風 義は 米穀 を輕 じ、 金銀 を 重く 被 遊 候 樣に相 見 

難 心得 奉存 候、 乍 恐 紀州を 御 治 被 遊 候 御 質 失せ 不ホ候 敷、 凡そ 國、 王 郡 主 以下 は、 金銀 を m く 致し 候譯 

は、 自領 不作に 候へば、 他領 米 を 調へ 取 績き候 故に、 金鐵を 重く 米穀 を 次に 仕 候ても、 事 湾み 候、 夫 

だに 大身に は賤敷 意地と- 心 有 者 は 笑 ひ 申 候、 况、 天下 を 知し 召す 御身に 於て は、 金 釵は有 生 不减の 

世寶 にて、 融通す る もの、 来穀は 一年 切の ものに て、 惡； 祟 接き 候と き は、 何國 よりも 入る 事無く、 拔 

半日なくても 不叶 物に 御座 候- 此の所の 御 勘辨、 專 要に 奉存 候、 此の 境 を も 明らめす、 唯銘々 の 僅の 限 

を 規矩と して、 天下の 御 政道に、 御 助言 被 申 上 候 御 ゆ： 人 衆 こそ、 いと^ 無 本意 奉存 候、 昔嵯蛾 天皇の 

仰に、 所々 に惡 事の 起る は、 朕が 罪な り、 今日 を 送り 兼る より、 段々 諸々 の 惡事は 起るな りと 勅 有し 

とか や、 今 は 武家 一統の 御代 なれば、 將軍樣 の 御 心より、 諸の 善惡出 候へば、 此の上の 御 修行に 仍り 

國土 豊かに 水火の 難... 結 可 i 候、 此の 斜 修行と 申 は、 奥に 荒々 由 上 候、 #1 て 人 困り 候へば、 天地の 德薄 


i;   一七 〇 

く 成る、 天地の 德 薄ければ、 五穀 は不及 申、 千草 萬 木 共に 榮ぇ不 申 候、 

太閤 秀吉 公、 天下 を 知ろし召し 候 以後、 兩度 御藏 拂ひ有 之よ し、 其の 時の 仰に、 金銀 大分 納 置く は、 

能 士を牢 へ 押 込 置く に 等しと て、 不殘藏 より 出して、 天下の 四民へ 被 下ぬ とか や、 其の 頃 は 朝鮮 攻、 

其の 外様々 金銀 入用 多き 時 だに 如斯、 尤もな ろ 哉、 天下の 金銀 は、 昔將 軍の ものに 候、 古より 武將の 

金銀に、 御手 支 被 遊た る を 聞す、 若 御大 車 有らん 時 は、 海 內の寳 は 自ら 集り 候 事的然 なり、 由 井丸 撟 

が 如き 大望に さへ、 金銀に 手 はっかす と承傳 候、 況治國 泰平の 御代に、 金銀 をし め、 萬 民 を 困め 玉 ふ 

御 小 機 は、 いかなる 御事ぞ や、 當時諸 大名の 困窮い か 成 故と 思 召 候 哉 • 日本の 金銀 は 不易に 御座 候へ 

共 、唯す くむと、 よく 廻る との 違 ひに て 候、 全く 此の 源 を 御 考可被 遊 候 事、 

1 御 {み 人の 御 切 米、 金子に て 當年は 御 渡し 被 遊、 大分の 難義申 事、 量 も 無 御座 候、 米に て 定り候 は 米 を 

給 ひ 金 はいつ 迄 も 金子に て 御 渡し 被 遊^へば、 如何程 損 ハ- 化 御 1- 候ても、 上 を 奉 恨事 無 御 庵 候、 たと へ 

ば、 上に 御 損 被 成、 金子に て 御 渡 被 遊 候ても、 不定 成ろ 事 は、 天下の 御 什 置に 有 座 間 敷奉存 候、 殊更 

(：7 年の 被 成 方、 上に 御 德用眠 前に 御座 候へば、 御家人 下心に は 恨み 奉り、 色に こそ 不出候 共、 人情の 習 

ひ 御 賢察 可 被 遊 候、 上に 御德 用と 申す は * 當春御 張 紙 直 段より、 時の 米 相場 は 高く、 當冬御 張 紙 直 段 

高く 被 遊 候へば、 其の 內を御 借 被 遊 候に 付、 明に 御 德用相 見え 申 候、 斯様の 御 儀 能き 仕置と て、 日本 

の 萬 民 可 奉 服な り、 服せ ざる 時 は、 四： S 掌に 御 治 被 遊 候と 申 物に て は 無 御座 候、 第一 御大 切の 御家人 

を 僅の 事に て 御 責被遊 候へば、 况下萬 民の 事に 於て、 御 憐愍の なき 處、 乍 恐 下々 の 奉 察 事に 御」 候、 

御家人の 困窮 は、 御 鉢 先の なまりに て 御座 候へば、 此の 一條 は 至て 篾き御 事に 御座 候處、 御 歷歷の 御 家 

人 衆、 心 付ながら 御 諫も不 被 中 上 事 不本意と や 申べ き、 下々 の 料簡に 落不申 候、 

1 四季.，， 御 狩 は、 武將の 御 役目に て 御」 Ir. 候、 其の 外 は 御遊 興 一通りに て 御座 候へば、 御 用捨 可 被 遊 御 事 

^一江 戶 近在、 殊 si: 困 翁 仕事に 御 t 一 候- 外に，！： 樂 みは 可 有 座と 奉存 候， 御遊 輿の 爲に、 人民 を 困 候 


^^^乍恐如何敷奉存候、 人間の 欣は 天の 欣と 承り 候へば、 富 も 不驍貧 も不恨 こそ、 武門の 美景 上 無き 御 

樂 みと 奉 存候、 頃日 世上の 風說 に、 御 K 野は假 令の 御 事に て、 備立人 數扱等 被 遊、 御 釆配を 以て、 御 

人 數を御 仕 ひなら し 被 遊 候 由、 專 風聞 仕 候 • 尤も 四季の 御 狩 は 軍なら しに 御座 候へば、 乍 恐 御 尤千萬 

奉存 候、 然れ ども 今の 御 采配に て、 御 自由に！； 人 數御遣 ひ 被 遊 候 共、 生死の 場に 臨ての 御 規矩に は 成 

申 間 敷、 以前に 申 上 候 人 を 撓て御 遣 ひ 被 遊 候に て 御座 候 • 夫より は 眞の御 采配 を 以て 御 遣 ひ 被 遊 候 は 

5-、 人 も 又 心服して、 御 下知に 可 奉隨、 則 奉獻候 三つの 釆 配を餘 流と 御 くらべ、 御 考味可 被 遊 事- 

1 神佛を 疎に 被 遊 候 様に 申 候、 乍 恐 國家を 御 保 被 遊 候 道具の 一部に て 御座 候、 士農工商 を 以て、 國の機 

とし、 神 佛儒醫 の 四 道 を 以て、 國の慣 として 天下 は 治る ものに 御座 候. 御 修行の 上に て 明に 知れ 申 事 

に 御座 候、 機慣 全く 甲乙な 八く 揃 は ざれば、 國病 難治、 片荷 をつ けし 馬の 如く、 釣合ざる 物に 御座 候、 

1 金銀 は 片寄 安き ものに て、 多く 有 所に は 段々 集り、 乏敷 所に は 益 乏敷成 ものに 御座 候へば 隨分 融通 自 

在なる 樣に、 御 心 を 附られ す 候て は、 鬼 角す くみ 申 候. 是 困窮と 豊 なるとの 境に て 御座 候、 唯今 新 金 

銀四寶 等の 御 引替に つきて、 大分 位の 高下 有 之、 其の 位 違 ひの 所， 皆の 御德 用と 成 候 所、 旁 以て 金銀 

通用 不自由 成 折から、 又 候、 金の 公事 御 取 上 無 御座、 彌 すくみに 相 成り、 日本の 困窮 云ん 方な く、 大 

名 小名 も 御 奉公 向に 付て、 困窮の 體 は 朱 だ 見 及び 不 か 候へ ども、 內證の 手詰り 不 大方 候、 大小 名の 困 

窮程、 公義の 御 損 は 無 御座 候、 近き 事 を 以て 申さば、 江 戶慰門 所々 御 番所、 或は 京大 阪駿府 御 番所 等 

の 御番の 面々 末々 の家來 は、 當分 雇の 日 雇に 番を爲 致 候 類 ひ、 是、 變の 時の 御用に 相 立 可 申 哉、 いか 

にも 御 靜謐の 御代 とても、 常に 變の 御手 當、 等閑なる は、 御油 斷の樣 に奉存 候、 期る 世の 風俗に 候 故 

士 たる もの も 近年 は 身 を 持た る 町人の 方へ 文通 仕に も、 大方 樣付 にて 遣 ひ、 出會 の挨拨 も、 等 輩の 樣 

にて 武士 町人の 境、 見 分が たく 候、 是 全く 武威 薄く 成 候證據 にて、 何と やらん、 侍 は 町人の 蔭に て 立 

つ 様に 思 ひ、 町人 は 我が 用 を 達し 遣す 故に、 武家 も 立 行く 様 杯と 申す 族 多く、 扨々 苦々 敷 事に 奉存候 


斯様の 義、 皆 金釵を 重く 覺ぇ 候と、 武家 困窮との 二つに 御座 候、 

一 金 銀箔 類 御 停止 被 遊、 扨义 子供 手 遊の 土人 形、 雛の 道具に 結構なる もの、 類、 御 停止 被 遊 候 趣、 乍 恐 

御 器量 狭く、 則 日本の 衰微の 元に 御座 候、 世 卜 • 奢 故に 無益の 事に 金銀 を 費し 候ば かり、 一途の 思 召と 

奉存 候、 乍然、 加 様の 無益なる 物 を 調ろ は、 大身 內 福の 者の 翫に 御座 候 間、 溜り 候 金銀 融. 迎の爲 に 相 

成 候、 たと へば 水道 を さらへ る 如く、 費の 樣 にて 費に は 成不申 候、 取る .f> 遣る も 同じ 日本 を 廻る 金銀 

に 候へば、 更に 無益に 非す、 箔に 捨て 候 金銀 は惜き 様に 御座 候へ ども、 天運 は 是に不 限、 日月 は 西へ 

入る 敷と 思へば、 東に 出る、 人 死 る^と 見れば 人生す、 川 水の 晝夜 を不捨 流失る も 不盡、 一秋の 五穀 

を 一年に 喰 仕舞 ひても 不足な く餘 りて 捨し事 もな し、 金銀 又 ころくと 落す たれ 共、 土より 生す、 凡 

そ 世界の 事 は 車輪の 如く、 行 を 止 わば 出る 方 弱し、 是 天運の 眞 なる 所な り、 然るに 右の 仰 出されに て、 

諸 職人 商人 も 家業 を 失 ひ、 其の 日 を 過し 兼ね、 有 福の 者 は 是が爲 に 金銀 不働、 自ら 世 卜 困窮 仕 候 奢と 

申す は、 下 を 困め 上た る 人の 嬌逸 遊興 を 申 候、 富裕の 者 も、 過分の 義は 格別、 聊范 類の 物 を^ 候 は 奢 

とも 難 巾、 世上 通用の 助に 御成 候、 寳の すくみた る を、 人の 上に 喩ば、 血氣 廻らす して 滞る に 同じ、 

血氣 滞れば 腫物に 成歟病 生る 歟に 御座 候、 病ひ發 ざる 前方に、 御 養生 專 ffl に 奉^ 候、 乍 恐 唯今の 御 政 

道 は、 武門の 小乘 とや 申べき、 . ^一 幾ば、 武門の 大乘を 以て、 御 ュめ被 遊、 米穀 を 以て 本 身と し、 金銀 を 

手足と 被 遊 候 は 、下民 周く 安 かるべ く 候、 

1 近年 井澤と 申 者の 編 書、 明君 家訓と 申す 上下 二 卷の物 御座 候、 世 擧て將 軍 様 御作な りと て 譏譽に 評し 

候、 愚意に は 井澤が 自書と 決定 仕 候、 其の 譯は 井澤 ギ： 書に、 武士 訓と 申す 物 御 ®r 文法 等く 候へば、 

全く 上の 御作と は 不奉存 候へ ども、 世上 專ら左 樣に唱 へ 申 候、 萬 I 左様に 御座 候 者、 乍 恐 御 器量の 程 

相 知れ 候 事、 心有る 者 は 歎 敷奉存 ベく 候 板 仰 付ら れ可然 泰存候 、此 S 書の 非 は H 本 弓箭と、 漢傳弓 

箭と相 交へ、 書 綴りた る 物故、 曰 本 正道 S 弓箭に し * 大に： き禮 至極なる 物に 御座 候、 惣て百 乘の漢 


草  m 


士七千 五 百 人に 倭 兵 一 と備 (武士 五十 騎雜兵 七 百 人) を 以て 對揚 する 事 天 性な り、 末代と 云 ふ共變 るべ 

からす、 

祌后 皇后 三韓 退治、 幷 太閤 朝鮮 攻、 何れも 百 乘三備 之 格 を 以て 對鬪 する 條明 なり、 

然れば 兵 權の耍 法に 於て、 異國を 便る 者、 兵家の あやまりに 近 からん と、 明 典 を 引て 上 杉 謙 信 公宣 ひ 

しなり、 却て 異國の 弓箭 は 不義に して- 皇を弑 し、 下賤 十 善の 位に 卽く、 或は 敵の 石 を 嘗め、 或は 

匹夫の 跨 を 潜りても 後日 功 を 立れ ぱ是を 恥と せす、 日本の 陽 氣の武 機に 應じ、 正道の 龜鑑を 以て 自ら 

才智 聰明に して、 しかも 剛強なる 事、 天竺 震旦に 勝れり、 日本 はたと へいか 成； 0 立身 を すれば とて、 

パ便を 飮む者 有る ベ からす、 又 如何なる 勢 ひ を 得ても、 皇を弑 する 不義な し、 然るに 井澤が 書 を 見る 

に、 不義の 漢傳を 以て 治る 心 明らかに 見え 申 候、 是 日本 正道の 弓矢の 大旨を 不知、 宽に 子供たら しの 

草紙 なれば、 貪 着 無 御座 候、 井澤 か 作に さへ 相 究候は t -、 其の 分に 御 捨置可 被 遊 候、 唯： ：！ にば かり 能 

き 事 を 云て、 身に 行 ふ 事の 不 成が、 今の 世の 擧 者の 風に 御座 候、 井澤が 口 賢く 書た る も、 何の 用に 立 

ものに も 無 御座、. 又 世の 害に 成と 申 程の 書に も 無 御^ 候、 小 學問を 仕る 者の、 朝夕に 申す 古人の ロ眞 

似と 申 物に て、 加 樣の義 を. 撣な くも 上の 御作な ど.， 翫候 事、 乍 恐 氣毒千 萬奉存 候、 天下の 主將 たる 

御身 は、 細やか 成 事に 御 心 を 寄られす、 御 器量の 雞計を 以て、 名將と 奉稱に 御座 候、 執權老 職の 身 さ 

へ、 度量 狭窄して は 難 計 事 も御麼 候へば、 况武將 の 御身に 於て を や、 乍 恐 愚案 敬白 仕 候 段、 逐 一 御存 

知 可 被 遊 を、 押て 御家人の 給 米 を 金子に て 御 渡し、 剩、 百 俊の 內 にて、 八 兩宛御 借り 被 遊 候 段、 是程 

の 困窮 を 乍 御存御 構な く 被 仰 出 候 は、 深き 御 思慮 御座 候 事と 奉 恐察 候、 i§ じて 近年 は 武家 武撵衰 へ榮 

耀 にの みほこり、 t 竺麗に 世 を 遠り、 銘々 の 身の程 を不 顧、 高ぶり 申 故に、 自然と 困窮 仕 候 を、 御 察し 

被 遊， 御家人の 身の上し まり 申す 爲に、 御 切 米 を 金に て 御 渡し、 身を懲 させて 法外の 餘情を 碑お 留、 

猶 其の上に も 御 切 米の 內を御 借り 被 遊、 ：y の 上 こみちに 世 を暮し 候^の 御 示し、 是 に準じて 士農工商 
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も、 己 か銘々 に 身 を 約め、 世上の^ 奢 相 止ば、 自ら 家業 を嗜 み、 身 を修る 志に 立 歸り候 様に 成べき と 

の 思 召 JIT 又は 御 軍用の 爲に、 米に て 御藏に 多く 被 差 置 度、 金 渡りに 被 遊 候歟、 此の 二と 奉存 候、 斯 

迄 世上の 事に 御 心 を 被盡候 段、 乍 恐奉感 候、 然れ共 前に 申 上 候 慮 智思辨 より 出た る 御 方便に て は、 全 

く 平等に 難參、 要 門 大乘の 御 眼に て 御 覽可被 遊 候、 たと へば 滿 月の 光の 如く、 隈なく 照し 輝く といへ 

共、 日の 光に は不及 如く、 而も 月に は滿欠 有て * 一方に よければ、 片々 に 惡敷方 御座 候、 此の 一條と 

くと 御 考味可 被 遊 候、 拉 御藏に 米』 i 被 置 候て は、 世上の 采直段 上り、 萬 民の 難 義に相 成 候、 士民は 又 

御 米よりも 大切 成 御 寶に候 其の 士民 困み 候へば、 則 御 軍用の 害に 成 候、 唯 武士の 眞 眼が 御 軍用の 專 一 

に 御座 候 i^、 武門の 小 乘大乘 御 見 分 可 被 遊 候、 

右 品々 御考 味の 上、 御 用捨の 二つ を 御 治 定可被 遊 事に 御座 候、 i 是 なる 哉、 天に 口な し、 人 を 以て 云 

しむる にて 御座 候へば、 衆人の 口 は 天の 口と 可 被 思 召 候、 

要 門 

神儒佛 はなれて 外に 御影な しいつ まで 闇の 有て はつべき 

武 道 

たが 爲の名 なれば 身より 惜 むらん はかなき はた 武士の 道 

右幸 內が 書、 傳寫の 誤 有りて 理義不 分の 所 多し、 省略 之、 其の 要 柩を掾 ぐに 

〇 園 池 三位 與 歌の 事 

度 長の 頃、 京師 圜池 三位と かや 云へ る 公卿と、 洛の 町人 有來 新兵 衞幷 鎮醫 某、 常に 昵み 親し、 或 時绒醫 

の 許へ 有 来より 見事 成る 鯉 を 送る、 針 醫是を 徒らに 賞翫 せん は 無 下な リ とて、 園 池 卿へ 進ら す、 圜池は 

また 有來が 方へ 久々 音信せ ざり しに、 幸 ひの 事な りと て、 是を有 来へ 贈る 有來 は、 など やらん 鯉 を 見知 

たる 樣に覺 えて 斯る事 こそと 鎺 しければ 針醫 笑て、 去 わば 餘り あたらけ き 魚の 勢 ひなれば、 我 宿の 樂み 


せんより は、 彼 卿へ 進ら せんと 思 ひかくなん 計ら ひしが、 廻り/ \ てもとの 方へ かへ りし 事よ と、 互： 

輿せ し を、 三位 再會の 折から、 是を 聞き、 俱に與 じて 取敢す 、 一首 を兩 人へ 贈らる 

針 先に か-. - りし 魚 を 園 池へ 放せば もとのう らい へぞ行 

此の 有來は 本姓 丁 氏に て、 美濃士 なり、 洛に來 て 町人と 成り、 神 君 常に 御 目に 懸ら れ、 或 時駿府 へ參上 

せし に、 公 悅び玉 ひて、 朋自 遠方 有 来の 御 心に て、 向後 有來と 可稱と 名字 を 被 下、 此の 新兵 衞 陶工 を 好 

み、 勢 戶信樂 廢津備 前 等 .5 あらゆる 土 を 取 寄て、 茶 入 を 造る、 仍て 世に 茶 入 新兵 衞と 呼ぶ、 此作、 水 さ 

し 茶碗 等 は 稀に、 多く は 茶 入な り、 世 以て 賞す、 其の 裔 今の 新兵 衞は我 友な り、 右に 付、 させる 事に は 

あらね 共、 俥 說傳寫 の 誤の 甚し きを、 爱 にしろ す、 當 新兵 衛遠國 に 知 音 有り、 文通の みに て、 未だ 對面 

せす、 故に 有 來をゥ ライと 唱る事 を 不知、 彼方に てァリ キと覺 えたり、 或 時 彼 許より 用 寺 有て、 飛脚 を 

登せ ける に、 新兵 衛 宅地の 邊 にて、 彼 者 わり 木 や 新兵 衞は 何方と 問 ふ を、 近隣に、 是を 知る 人な し、 仍 

て 所々 尋ね 惑 ひて、 國 よりの 書狀を 出して みせければ、 宛所 有來 新兵 衞と 記せる 故に、 早速 相 知れぬ、 

飛脚の 者の、 割 木 やと 尋 ける 譯は、 國 にて ァリキ 新兵 衞と唱 誤りし を、 亦 誤て ァリキ をヮリ キと覺 えし 

なり、 三 寫烏焉 馬の 遠 ひ如此 し、 二度 誤れば 元 を 失 ふ 事 有り、 都て 遠國 杯の 文通に、 我 苗字の 唱違ひ 可 

有 類 は 苗字へ 假名 を 附むも 流石 なれば、 文の 端な どに 其の 斷を 述べ 遣さん も 可な らん、 此の 前 牧野 河内 

守 京都 所 司 代の 節、 執 次に 入交彌 六左衞 門と 云士 有り、 諸家の 使者、 執 次の 姓名 を 問 ふに、 通 六 左衞鬥 

か 言語 少し 口ごもりて、 さだかに 聞え 難し 再 往尋て も 分り 難く、 諸 役の もの 迷惑して 立 歸る砌 に、 門番 

に、 其の 士の 名を尋 て、 稍々 埒明 たると なん、 新る 類 世に 多き 事ながら 筆の 序に 記 之、 

〇 板 倉 修理 細 川 越 中 守 を 刃傷の 事 

延享四 卯年 八月 十五 日、 殿中 大晴間 四 之 間 北 緣に手 負 有 之由詈 る、 仍て詰 合の 御徒 士目附 凝 輩、 早速 彼 

所へ 馳行見 之、 惣身 朱に 染て 誰と も 見 分 難に 付、 姓名 を 問へば、 細 川 越 中 守と 被 答、 相手 を尋 るに 不 見知 
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者 成が、 上下 着し 居る 由 を 被 申、 因玆 方々 搜じ 求る に、 大廣間 小便所の 廊下に 拔 身の 脇差 捨在候 故、 其 

の邊 無限 尋る處 に、 小便所の 奥雪隱 に、 ん影 見えけ る 儘、 御徒 士 目 付 御 小人 目附立 か、 りて 捉之、 姓名 

を 問へば、 御 旗 元 板 倉 修理 (五千石) と 答、 其の 意趣 を尋 るに、 先刻 誰と は 不知、 小便所へ 參候 者、 脇差 

を 拔候樣 に 見 請 候 故、 拔 合せ 切 申 候、 其の後の 事 は 一向 覺ぇ不 申 候、 乍 去 人 を 切 候へば 遁れ 難く 存じ、 

懷 中の 鋏に て髮を 切、 ^差 は 拾 候 旨 申 之、 仍て先 づ雪隱 より 引出し、 蘇鐵の 間の 脇 小 部屋へ 入れ 置、 御 

徒 士目付 附添罷 在、 大目 附石河 土 佐 守、 水 野對馬 守、 御 目 付 中 山 五郎左衛門、 神 尾 市 右衛門、 土 尾長 三 

郞、 橫 E 十郞 兵衞、 橋 本 阿波 守 ノ菅沼 新 三郞、 八 木 十三 郞、 西 之 丸 御 目 付 神 尾 伊兵衛、 中島 彥 右衛門、 

安藤 喜右衛 I： 等立會 吟味 之處、 右 口上 之 通り、 全く 亂 心と 相 見え 候に 付、 卽 水野監 物へ 御 預け、 越屮守 

は 殿中 御 間の 內 より、 駕 にて 歸宅、 早速 御醫師 武田叔 安、 外科^ 玄哲を 御附、 上使 永 井 伊賀 守 を 以て 御 

尋、 ^又爲 上使 堀 田 相 模守被 相 越、 御懇之 上意に て、 板 倉 修理 義亂 心に て 如斯、 仍て御 預被仰 付 候、 追 

て 御 仕置 之 御沙汰 可 有 之 候、 上より 御 差 圖之趣 有 之 候 間、 家中 相 騷申間 敷 之 旨な り、 同 十六 日 越 中 守 養 

生 御 叶 卒去、 跡 式 之義御 存命 之內、 ト， 使 御 書付 を け； て 被 仰 渡 候 趣に 隨ひ、 不及願 實.？ ^細 川、 王 馬 五十 日 十 

月 之 忌服 屆、 御用 番之 老中 本 多伯誉 守 迄 被 差 出、 同 二十 三日 水 野監物 方へ、 爲 檢使大 3: 附水 野對馬 守、 

l&m 附橋本 阿波 守、 八 木 十三 郞、 御徒 士目附 御 小人 目附 差添罷 越、 板 倉 修理へ 被 仰 渡 趣、 板 倉 修理 義、 

去る 十五 日 於 殿中 細 川 越 中 守へ 手疵 負せ 候 始末、 雖亂心 越屮守 右手 疵 にて 相 3^ 候 上 は、 切腹 被 仰 付 候 者 

也 【割 頭〕 一 說 修理 事相 馬 禪 正に 意趣 有 之、 九 曜の紋 を 見損 じ 人 違に て 如」，； と 不知 實否 右に 付續之 面々 差 

控、 板 倉 式部 攝津 守、 板 倉 佐 渡 守、 板倉帶 刀、 酒 井雅樂 建 部 丹 波 守 幷御目 通 差控、 堀 m 加賀 守、 板 

倉 防 守、 花房 近 江 守、 堀 田 兵 部、 依 之 板 倉 修理 義、 於 水 野 監物邸 切腹、 領知を 除 せらる、 此の 時 細 川 

家に 功士 三人 有り、 江府 御城 使 某、 此の 變を 聞と ひとしく 御城へ 馳せ、 警衛の 士を 様々 謀て、 中の 口に 

到り、 新 上ん とする を、 各士停 之、 于時 佩刀 を 解て 無 刀に 成り、 主 尺 介 臥 抱の 爲 計に 候と * 其の 場 を Is- 
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角して かい 潜り、 越 中 守 臥 居らる る 虐に參 着して、 實は越 州 事切れられし を、 疵 大切 之樣に もてなし、 ， 

ものへ 乘せ、 守 謹 之して 屋敷へ 引取 始末、 無殘所 働きと、 又 大阪留 一 +: 居 某、 此の 飛 徵到來 すると、 直に 

彼 地に 於て、 一 萬 雨の 用金 を 借. =N、 其の 頃 は 彼 家 は 大家ながら 逼迫の 沙汰、 世に 流布して、 用金 調達の 

事 中々 容易なら ざる を、 而も 變に 臨で か >- る 早業、 凡士の 及ぶ 處に 非す、 扱 in 兀 にて は、 長岡帶 刀、 其 

の 日 遊 躐に出 居たり しが、 變の吿 を 聞と 否 哉、 吾 城へ も 不歸、 其の 場より 遊 臉 の 人數其 の 儘に て 出府の 

旅立す、 仍て 城に 殘る士 共、 追々 後れ 馳に 道中へ 馳 着て、 主人 を 供奉し、 夜 を 日に 籀で何 S 驛と かや 迄 

馳行處 に、 江府 より 追ての 飛札、 彼驛 にて 出會、 帶刀 江府の 御沙汰 を 開に、 舍弟重 賢へ 定式 五十 n の 忌 

を 請 候 樣被仰 付ぬ と 聞て、 扨 は 心 易しと て、 夫より 直に 國へ 引返し 歸 ぬと かや、 是 等の 功 何れ 敷 犬なら 

ざるべき、 長 岡 は 流石 長臣の 器に 當る 歟、 大阪の 某斯る 折から 急 事の 手當 容易の 業なら す、 此の 何某が 

日ごろ を 思量る ベ し、 江戸の 士 最も 機變 巧なる もの 歟、 

〇 朝 比 奈萬之 助の 事 

寬延四 年 未 八月 二十 二日、 御 小姓 組 森 川下 總守組 朝 比 奈百助 (千 石) 病死、 伎 之御屆 相濟、 二十 五日 出 葬 

の 積に て、 二十四日 沐浴 之 節、 百 助 妾き のと 申 者、 用人！^ 田彥 右衛門と、 前方より 密通 致 居 故、 沐浴の 

場に て不 ST の 仕形 有 之 を、 嫡子 萬 之 助 (二十 四 歳) 是を 見咎め、 々密通の 事 を も粗存 居候 故、 彥 右衛門 

を 叱 候へば、 結句 過言の 返答 を 申す に仍 て、 堪兼、 拔 打に 致す 處を、 彥； r 衞門、 百 助 死骸 を小循 にと り 

遁ん とする 處を、 彥 右衛門き の兩人 共に 切 殺、 其 外 傍に 居 合た る 下女 兩 人手 疵食、 殊外騷 敷、 共 6. 體亂 

心 之 樣に有 之に 付、 萬 之 助 妻の 兄植 村千吉 (采ニ 一 千 石 二十 二 歳) 參り 合せ、 後より 萬 之 幼 を 抱 止し を、 

萬 之助拂 切りに 致、 千吉 深手 故 即死 致 候、 萬 之助兒 之、 直に 押 肌 脫ぎ於 其 場 自殺す、 依 之 家内 大に騷 動 

し、 先 づ右之 段 森 川下 總 守へ 相 達し、 御用 番小出 信 濃 守 迄 御 屈 中 上る、 且つ 亦 植村千 吉家來 へ も、 同様 

御 屆之義 を、 各 相 勤め 候へ ども、 先づ 屋敷へ 引取、 其の上 之 儀に 可 致と て、 死骸 を乘 物に 入、 守麵 し歸 

.  1 七 七 
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て、 本家 植村土 佐 守 (一 萬 千 石 在所 上總勝 浦) へ、 此段を 達し、 土 佐 守 家 來と千 吉家來 內談之 卜 ：• 變 死の 

事 を 一 門 中へ も 押 包、 急病 死と 申立、 名跡 養子の 願書、 八月 二十 七 ta 月番 小 出 信 濃 守へ、 三 浦 織 部 正 

(三 浦 肥 後 守 嫡子 植村 千吉從 弟) 中 根 平 十 郞兩人 を 以て、 差 出す 處に、 先達て 朝比奈 方より 御： 之 趣と 相 

違に 付、 疾 と見屆 書付 改可差 出 由に て、 右 書付 返る、 依 之 一 家 衆 立 會呤味 之 上、 變 死の 事 書付に 相改差 

出す、 右に 仍て御 吟味 六ケ敷 成り、 同 二十 九日 御 目 附土屋 三郞、 稻 生下總 守に、 御徒 目附御 小人 目 付 差 

添、 千吉 死骸 御 吟味 之 上、 九月 二日 於 評定 所、 寺社 奉行 松-平 左 京亮、 大目 附能勢 因幡 守、 町奉行 能 勢 肥 

後 守、 御 目 附土展 長 三郞、 稻生 下野 守 立會、 一 件 懸り合 之 面々 愼被仰 渡、 朝 比 奈百助 屋敷、 幷家內 之 者 

共、 森 川下 總 守へ 御 預け、 植村千 吉屋舗 幷家內 共に 寄 合 組合 小 笠 原 隼 人、 津輕 式部、 根來 主馬へ 御 預け 

各 勤番 之、 同 十三 日 於 評定 所、 土 佐 守 家 來小野 寺 岡 右衛門、 知 野 玄哲、 千 吉家來 柳 ffl 喜內、 大嫁 庄藏揚 

やへ 被 遣、 且つ 土 佐 守 冢老堀 田 文 右衛門、 腰 之 物 取 上、 土 佐 守へ 御 預け、 右に 付 差扣之 面々、 酒 井左銜 

門 尉、 秋 元但馬 守、 酒 井石 Ha 寸、 三 浦 主計 頭、 松 平 周 防 守、 上田 能 登 守、 秋 元 隼 人 正、 植村出 羽 守、 大 

久保采 女、 前 田 出 雲 守、 御 目通り 差扣、 滔 井雅樂 頭、 酒 井. 讃岐 守、 酒 井 飛驛守 (此 外の 一家 衆 は 不及差 

扣、 仍て 名を不 記) 

ィ ュ 立 花 左 近將監  上 總勝浦 領主 一 萬 千 石 

植村出 羽 守へ 永 御 預け  植村 土 佐 

ィ- 安藤 對馬守  御 側 衆 五千石 

本 多 美 濃 守へ 同斷  三 浦 肥 後 

ィニ立 花 左 近將監  中 奧小性 衆 

三 浦 主計 頭へ 同斷  同  織 部 

ィ 二 安藤 對馬守  阿部 出 羽 守 組與カ 
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眞田 伊豆守へ 御 預け 

ィ - 松 平 越後 守 

柳 生 備前守 へ 同斷 

1 -ー 九 鬼 長 門 守 

井上 靱 負へ 同 斷 ， 

ィ - 松 平 越後 守 

半 知 被 召 上 小 普請 入 逼塞 

1 生之內 五十人 扶持 被 下 

1 生之內 三十 人 扶持 被 下 植 村千吉 祖母 

- 榮 壽院爲 養育と ゑ へ 朝 比 奈百助 母 

一 生之內 三十 人 扶持 被 下 百 助 悸萬之 助 妻 

重 追放  植村土 佐 守家來 

中 追放  植村千 吉家來 

江 In, 拂  植村土 佐 守 手醫師 

同  津輕岩 松 扶持 入醫師 

同  淺野備 前 守 扶持 人醫師 

同  朝 比奈百 助家來 


本 多 10: 聞 

市 川 出 雲 守 組 

丹 羽 主税 

松 平 下總守 

水 野 安之 進 

ィ - 寄 合 出火 見廻り 役 四千 五百石 

中 野 平十郞 

名代 酒 井 主 殿へ 申 渡す 

三 浦 永四郞 - 

自光院 

榮壽院 

と  ゑ 

堀 田 文 右衛門 

小 野 寺 . 岡 右衛門 

柳 田 . 喜 內 

大塚 良藏 

^  0 玄哲 

西 村 友礙 

田 中 廣伯 


宫 本 忠右衞 門 


一七 九 


-m  翁 


1 八 〇 


小島 右門 

此外懸 り 合 御 叱 御 ft 無き 分 は 爱に略 

右 於 評定 所、 大目 附能勢 因幡 守、 町奉行 能 勢 肥 後 守、 御 目 附土屋 長 三郞、 稻生 下野 守 立會、 因幡 守 申 渡 

之、 

橫 田 備中 it 

右 植村千 吉手疵 負 之 義乍存 疾と不 相； i 等閑 之 仕形 不念之 至に 候、 依 之^ 役 御免： 一一 ハ」 扣被仰 付 者 也 

右 板 食 佐 渡 守 宅に て、 若年 寄 列座、 御 目 付 脇 坂 主計、 松 前 主馬 立會、 佐 渡 守 被 申 渡 (但備 中 守 事：. 右 年寄 

ま 寄 合に 仰 付ら る) 

實滔井 左 衞門尉 男 植村土 佐 守 養子 

植村千 三 郞 

右 名代 滔井善 左 衞門幷 酒 井山 城 守 同道 罷出被 仰 渡 之 趣、 父 土 佐 守 不屆之 義 有 之に 付、 流罪 可 被 仰 付 候へ 

共、 有德 院樣藉 御 後 御 間 も 無 之に 付、 別段 之 思 召 を 以て、 同姓 出 羽 守へ 永 御 預け 被 仰 付 候、 其方 義も、 

父 之 科に 仍て、 改 •： 勿 可 被 仰 付 候へ 共、 右 之 通 刖段之 思 召 を 以て、 新規 二 千 俊 被 下 之、 小 普請 入 被 仰刊忙 

急 度 差 扣可罷 在 候 


本 多 百 介 子 

同道 


右同斷 新規 1 一 百 使 被 下 小 普請 入差控 


水 野 安之 丞子 

同道 


本 多 

高 力 

水 野 

牧 の 


吉 三 郞 

式 部 

早 彌 

圑 藏 


4；： 同斷 新規 百 俊 被 下 之 小 普請 入差控 


右 之 趣 相 摸 守 宅に 於て、 老中 列座、 大目 附松 下肥 前 守、 御 目 附八木 十三 郞侍 座、 相 摸 守 被 申 渡、 去れば 

一朝 之 變に仍 て、 さしもの 數 家傾廢 せし こそ 情 薄 けれ、 偏に 時節 到 來の爲 す 所 成べ し、 

〇 大岡出 雲守忠 光の 事 

御 當家御 治世 始 より、 凡そ 侯 家の 興 廢を考 るに、 興れる は 稀に して 廢れ るは餘 多な り、 其の 中に 大岡出 

雲 守 忠光は 先祖 大問忠 右衛門と 云へ る は、 御 旗本 之小士 なり、 往年 口論 1^ 傷の 事 有りて、 其の 時 危難 を 

逃れ、 僅に 家名 相續 して、 其の 子孫 大岡越 前 守に 至り、 越 前 守 才名の 聞え 有りて、 始めて 家 を 興し、 先 

祖を 輝す 處に、 亦 此の 出 雲 守 は、 其の 庶流と して、 父 は 大岡助 七と て、 僅 三百 俵の 御 宛 行に て、 大 番組 

之士 なり、 出 雲 守 は 始め 主 膳と 號し、 幼少の 頃より 淳廟に 近 仕し 奉て、 出頭 他に 異にして、 次第に 登庸 

し、 從五 位下 出 雲 守に 任ぜられ、 秩 綠 五千石 を 賜 ひ、 御 側 衆と 成る、 同列 高 井 兵 部少輔 (五千石) 是 又御寵 

臣 にて、 左右の 羽翼の 如く 奉仕せられ しが、 高 井 は 中頃より 寵衰 へ、 獨り大 岡の み、 日夜 を 不分呢 近な 

り、 親父 助 七 は元來 惰弱の 人に て、 生涯 御 役 をも不 勤、 雲 州 を 見る 事 君 父の 如し、 諸人 見 之 大に笑 ふ、 

雲 州 は 若年より 公に 馴 仕る 故に、 惇 公の 御言 語 餘人は 聞 取 難き 事 多く、 御手 廻りの 御用に、 ハ母度 間違の 

事共 有しに、 雲 州 は 聊聞違 ひなく 御用 を 被 勤し 故、 世に 重 寳に思 召、 萬づ 此の 人に 仰 付ら れ、 段 々御 取 

立に て、 武州岩 機 城主 釆邑貳 萬 石の 侯 家と 成り、 御 側 用人 を 被 勤、 仍て 天下の 侯伯 已下是 に媚誘 はざる 

はなし、 或 時 公 御 不例の 事 有り、 殿中に 於て、 越前少 將宗矩 朝臣、 出 雲 守 を 見 懸け 玉 ひて、 公の 御 例 を 

被 伺、 其の 節 出 雲 守 事 多き 様子 故に、 猶委敷 御 様體は 足下の 宅へ 參り可 承と て、 在宅の 日附を 被尋、 出 

雲 守 暫く 考て、 来る 何 n 何時、 在宅 可 仕、 其の 節 1 來駕可 被 成 旨 被 答、 羽林諾 して 當 R 出 雲 守 亭へ參 向 

有い 申込れ ける に、 執 次の 者出迎 て、 出 雲 守義留 主の 由 を 答 ふ、 羽 林大に 不興せられ、 夫より 直に 老中 

の 月番 松 平 右近 將監亭 へ 被 相 越、 其の 次第 を演 て、 出 雲 守 失 禮を被 怒、 將監 即答て 曰、 出 雲 守が 失敬 言語 

同斷に 候、 去ながら 元来 御 筋 違の 事に 候、 其の 所以 は 出 雲 守、 當時 出頭の 體に 候へ 共、 全 體怪き 身分 の 
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者に 候、 御 家柄の 御身 分と して、 渠が 宅へ 御 出 候て、 上の 御 樣體を 被 伺候 段、 有 之 間 敷義に 候、 不肖な が 

ら某等 斯て罷 在 候へば、 など 某 等 同役の 內へ、 御 樣體を 御 伺 不被成 候 や、 但某等 は 御樣體 を； ザず まじく 

候 や、 此の 段 御 心得 違 之 樣に存 候 共、 今：：： 被 仰 斷候趣 は、 同役へ も 沙汰に 不及、 聞 流しに 可 tl 候、 乍 恐 

出 雲 守が 失禮、 其の儘に は 難 差 置 候、 此義は 別段の 了簡 も 有 之 旨 挨拶せられ ければ、 羽 林も實 にもと や 

思れ けん、 少し 怒氣も 和ぎ て被歸 ぬ、 其の後、 出 雲 守義、 越 前 兵 部 大輔、 へ (羽 林宗矩 朝臣の 事) 對 し失禮 

有 之. H 風說 上聞に 達し、 不屆の 皆に て 暫く 出 雲 守 差 扣被仰 付 候と かや、 又 或 時 公 御成 先にて、 御 不例の 

事 有り、 其の 注進 有 や 否、 出 雲 守 早速 御成 先へ 被參 ける に、 無 程 御快然 にて 常の 通の 還 御な り、 此の 段 

出 雲 守より 西の 丸へ 被 申 上け るに、 家 治 公の 仰に， 御 不例 究て御 快 然之義 を、 出 雲 守は始 より 存 候て 罷 

越 候 やとの 御尋 なり、 出 雲 守 は 御 答に 惑 ふ、 其の 時 仰に 曰、 公之 御 不例 を 聞き、 速 かに 馳參 る條 勿論な 

り、 など 始に西 之 丸へ 吿 奉らざる や、 後來 若し か、 る 急 事 有りと も、 先 自ら 事 を 計りて 後に 言上 せんに 

は、 父子の 道 を 奈何との 御 事 なれば、 出 雲守醉 るが 如く、 全身に 汗して 差 扣を被 伺け るに、 又 仰に 曰 出 雲 

守 は公呢 近の 者な り、 吾 不{# 有 とても、 是を 令蟄は 公之 御用の 御妨 とやな らん、 其の 義に不 及との 御意 

なれば、 差扣る 事も不 叶、 雲 州 恐れ 愼れ ける となん、 去れば 其の 外の 事に も、 少し 寵に 誇らる、 事共 等 

ほの 聞せ 玉 ふに や、 當御 治世に 至り、 出 雲 守 は 無 程 返 役せられ、 頓て 卒去 有し を、 世上に ては變 死の 様 

に 取沙汰せ しも、 が  る 思 召 故の 事 成るべし、 


翁 . 草 卷之士 一 

〇 大阪 御金 藏 御金 紛失の 事 

享保 十五 年の 頃、 攝 州大阪 御金 藏に 於て、 千兩箱 一 つ 紛失す、 依 之 色々 御 穿議有 けれ 共、 戶 前の 鎮には 

御金 奉行 河原 淸兵衛 封印 付 有 之、 其の 外 御藏の 隅々、 少も 損じな く、 外より 忍 込 候體無 之に 付、 御金 奉 

行に 御 不審 相懸り 河原 淸兵 衛、 其の 外 同役 三人 共に 揚り 屋、 御金 同心 等 も 牢舍被 仰 付、 右爲 * 味、 自江 

府御目 附能勢 甚四郞 に、 御徒 士目付 靑山忠 兵衛、 野 間 角兵衛 差添罷 登、 於 大阪樣 々詮義 有 之と 雖、 一 向 

に手懸 りなく、 奈何 共す る 事 不能、 仍て 大阪中 遊山 所へ、 不殘相 令ら れ ける は、 其の 體怪 敷、 過分に 金銀 

を 遣 ひ 候 者 有 之ば、 早速 可相訴 由な り、 然るに 天 滿の大 黑屋と 云 ふ 茶屋 訴出 ける は、 頃日 武士 方の 輕き 

奉公人と 相 見え 候 か、 1 母 日 遊 輿に 參候、 風體 不都合に 金子 を 多く 遣ひ捨 候へ 共、 遊 所の 義に 御虚 候へば、 

客に 仕 候と 申す に 付、 則 野 間 角兵衛 同心 差 添、 大黑屋 へ 立 越え、 直に 彼 者を搦 て、 町奉行 所へ 連歸 り、 

段々 拷問に 及ぶ 處に、 右の 者 は 當年彼 地 在 番の大 御 番佐久 間 某が 中間 梶 助と 申 者な り、 是迄數 年 大阪在 

番 衆の 供に て罷 登、 御城 內の 案內 よく 覺 えて、 此の度の 盜 賊無紛 段白狀 せり (但 御藏へ 忍 入 候 仕形 は不 

詳追考 べし) 拔金は 如何 致した る やと 被 尊に、 白人と ねと 申 女に 遣 ひ 捨候由 を 申す、 則 心齋橋 横町 多 門 

屋 五郎兵衛 抱 女と ね を 呼出し、 穿議 あるに、 梶 助が 申 候に 無 相違、 渠だ 手より 衣服 金子、 其の 外 品々 貰 

候 ひよ し 申 之、 右 之 通り 盜 賊無紛 に. S て、 捤助は 於た 阪 獄門に 被 行、 御金 奉行 は 河原. &」 兵衛 ばかり、 御 

役 御免、 其の 外 同 投は御 構 無 之、 御：： n 附能勢 li-z: 郞は： i 倚 之 上、 時 Ml 一 ッ黃金 三枚 t 袞美被 下 旨、 御. t 

筆 部屋 橡 側に 於て、 御 老中 御用 番本多 中 務太輔 被 仰 渡、 御徒 士目附 兩人は 銀 十 枚 づっ被 下 之 旨、 燒火之 

間に 於て、 若年 寄 本 多 伊 與守申 渡す、 
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〇 利根 姫君 仙 臺御入 輿の 事 

利根 姫君 は元紀 州の 姫君な り、 有德 公の 思 召に は、 先達て 竹 姫君 を薩 州へ 遣せられ ぬ、 今度 此の 姬君を 

公儀の 御 媒酌に て、 仙 臺へ御 入 輿 あらば、 御 因み の御爲 にも {且 かるべき との 御 事に て、 閣老の 面々 其の 

御沙汰 仰 出されければ、 各 打 寄 被 評 之、 上意の 段、 尤も 御 因の 爲然 べき 御 事ながら、 彼 家 は 他家と 違 ひ、 

古 來六ケ 敷 事 多ければ、 卒爾に 仰 出されて は 如何な り、 自然 表 向に て 被 仰 入 時に、 若 彼 家に 故障 有て、 

御斷 など 有て は、 など やらん 上意 徒なる に 似たり、 先づ彼 家の 長臣を 呼て、 御 內意を 申 試ん と 評定の 上、 

長 臣片倉 小 十郞を 列虛へ 招かれ、 件 之 趣演說 有け るに、 片倉 即答して 曰、 當家は 代々 攝家淸 花の 御 方と 

緣結仕 候へば、 他家 緣談の 事 御請 難 申 上 候、 此の 義陸奧 守へ 申 聞る に不 及、 御 斷申上 候と 憚 所な く 答け 

れば、 老中の 面々 も 重ての 言な く、 片倉は 其の 座 を 退出す、 偖 老中 打 寄 評せられ ける は、 尤も 表面と 逮 

ひ內 意の 事と は 言ながら、 列座へ 呼て 議之は 畢竟 表面に 等し、 然る を斯る 返答の 趣に て は、 孰に も 上意 

の 所難濟 と、 猶御內 聞を經 て、 昔日 池 田 輝 政の 女 を台德 公の 御 養女に 被 成、 彼 家の 先祖 忠宗へ 遣され し 

舊例杯 を考へ 此の上 は 御 養 君に 被 成 可 被 遣との 御內 評に て、 重て 片倉を 被 召 呼 老臣より 其の 趣 を 達せら 

る > -處 に、 此の 時 も片倉 即答して、 公 满御養 君の 御 事に 候 は，. -何 しに 家例 を 申 上べき や、 是は、 當 家の 

眉目に 候へば、 是 又陸奧 守へ 不及 相逹 御請 申 上 候、 何時 にても 表 向よりの 御沙汰 を 奉 冀候旨 巾 上て 罷立 

しとなん、 右の 譯に 依て、 始は御 媒酌の みの 思 召 成し を、 片倉か 一 言に 仍て御 養 君の 御沙汰に 成しと か 

や、 

〇姬君方御和耿幷相.^1^衛門女和欹の事 

水戶 養仙院 殿と 申す は、 常憲 公の 姬君 にて 水 戸へ 被爲入 しなり、 近衛 殿へ も 御 II きお はしける が、 寳、 水 

六 年 巳 丑年 正月 常 憲院公 かくれさせ 玉 ひ、 打つ  > き 近衛 殿 水 戶殿も 同じ年に 世 を 去らせ 玉 ふ 故に、 殊に 

歎 かせ 玉 ひて かくなん、 
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憂事 はつ、 きか 原の 露な みだ 草の たもと は猶 しほれ つ . - 

いと 哀れな りし 御 事な り、 

證明院 殿と 申 は、 惇信 公の 御 臺所比 宫の御 事 をり、 一 年 隅 田川邊 御遊 覽の事 あり、 其の 御もう け 夥しく、 

伊奈 半左衛 門下 知して、 彼の 堤に 色々 の 摘 草を植 させ、 頃 は 霜月の 事 成る に、 春の 花 草. 咲亂れ たり、 此 

の 事後 日に 有德公 聞し 召て、 甚思 召に 不叶、 女義は 物う とき 物な り、 時なら ぬ 花な ど を、 見 すれば、 其 

の 頃 咬 ものと 思 ふなり、 唯 其の儘の 冬枯 のさ， ま を 見せ まゐら する こそ 尤 なれと 宣 ひしと かや、 此の 時宫 

御 方 隅 田 川に て、 

おも ひなき 身に しあれ ども 古 鄕の名 もな つかしき 都鳥 かな 

と 御詠 有け り、  , 

御先 手 鐵砲頭 布施 孫 兵衛組 同心 相澤 宇右衛門と 申 者の 女の 名 をい ゑと 號す、 和歌 を 好みて 風情 やさし、 

十五 歳の 時 詠草に、 

學べ た  >  ゆうべ に 習 ふ 道の ベ の 露の命の あす 消る とも 

此の 歌聖 語 をよ く 詠み 協へ たりと 世の ロ號に 成け る を、 利根 姫君 ほの 聞せ 玉 ひて 召 出され、 御意に 叶 ひ 

段々 御 取 立 あり、 後に はお もく 相つ とめて 父母の 名 迄も揚 にけ ると ぞ、 

〇 幼年の 面々 才智 發 明の 事 

水 戶殿十 一 歳の 時、 有德公 御對顏 有り、 老中 松 平 左 近將監 御手 を 引て 御案內 申され、 爱 にて 御 扇子 を 御 

取 候 様に と 指南 被 申 候へ 共、 其の儘に て 坐せ し 故、 再 I 稷 申ければ、 いやと よ、 扇子 は 此の儘に 罷在、 出御 

御 對面之 節 扇子 を 取て 御 禮申上 候が、 しほに 成て 能く 候 はむ と宣 ひける に、 將監も 舌 を 卷れ、 公の 御 聞に 

も 達し 御感 有け ると なり、 又 松 平 幸 千代 (後出 羽 守) 是も十 一 歲 にて、 始て御 見目 有 之、 御 家 衆、 始 ての 御對 

面に は、 御 盃を賜 ふ 舊例故 幸 千代 へ も 御 盃を被 下 慮に、 御 小姓 衆 誤て 幸 千代の 指た る 土器 へ 御酒 をつ ぎ 過 

1  <  五 
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したり、 伺候の 人々 是を 見て 氣の 毒に 思 ひし かど も、 御 K 息の 事 なれば こ ほす 事 もなら す、 手に 持て 被 居 を 

御覽 じて、 こ ほすべし との 上意 有して 仍て、 御 近臣 立 寄り、 御 一一 一方 を 幸 千代の 傍に 指揮せ し處 に、 幸 千代 

は 夫に 不構押 戴き、 一 口 飲て 其の 跡 は 自分 左の 袖へ ざぶ とこ ほし 入らる、 其の 體殊 外見 事に て、 其の 座 

の 人々 大に 感じ、 公の 御機嫌麗し かりし となり、 叉 竹 千代 君 御伽 衆の 內稻葉 (後 越 中 守〕 內匠 頭せ 弟に て、 

其の 頃 未 幼稚な り、 或 時 德川刑 部 卿 殿、 西 御 丸 へ 入らせられけ るに、 竹 千代 君と 御 一 所に 遊び 居け る を、 刑 

部 卿 殿 見 玉 ひ、 其の 方 はいくつ に 成 やと 尋ね 玉 ふに 返答な し、 再 應御尋 有れ ども 答へ す、 傍に 有 之 面々 氣 

の 毒に 思 ひ、 御 答 被 申よ と 言ければ、 其の 面々 に對 して 被 申け る は、 刑 部 卿 殿 は 先年 御 書付に て、 御三家 

格の 被 仰 出たり、 然るに 唯今の 御言 葉 御無禮 なれば、 我 何とか 答申さん と 言れ し を、 人々 聞 之て、 讃美せ 

り、 是十 歳の 時と かや、 水 野 惣兵衞 (後豐 後 守) も 御伽 衆に て 幼稚 成しが、 竹 千代 君 小刀 を び 玉 ふ を 制し 

奉りて、 御機嫌 を 損じながら、 夫 を 厭 はす もぎ 取 奉る、 仍て 幼君 御怒甚 しく、 暫く 御前 を 引れ ける を、 

大御所 聞し 召て、 竹 千代 は 能き 家来 を 持れ たると、 愁兵 衞を譽 させ 玉 ひしと なり、 竹 千代 君 御 聰明に 渡 

らせ玉 ひ、 大字 を 被 遊し 故に、 有德 公の 御前に て 御 席 書 を 好ませられ、 紙筆 を 御前に 差 置ければ、 筆 を 

おっとり 玉 ひて、 紙 一 ぱいに 龍と いふ 字 を 被 遊、 點を打 せらる、 所な かりし かば、 御 疊の上 へ點を 打せ 玉 

ふ、 公是を 御覧 じ、 其の 器量 を 大に稱 せられし となん、 亦淺草 寺へ 御成の 時雷鬥 を御覽 有り、 雷神に 乳の 

無き はいか 成譯ぞ と御尋 あり、 別當御 返答に 殊の外 困りし とか や、 御 生得の 御 英才と 諸人 奉 賞と かや、 

〇 松 平 伊豆守 土 岐丹後 守 等の 事 

松 平 伊豆守 京 所 司 代た る 時、 堂上の 面々 と殊 外心 易く 申 通せられ、 傳奏 衆と も 御用の 外の 出會 有り、 總 

じて 此の 職 は 堂上 衆に 交り 因む 事 を、 愼む 害なる を、 伊 州の 平日の 體如此 なれば、 關 東の 聞え 始は 勝れ 

ざり しとな り、 或 時 公家 衆 打 交り、 伊勢 物語の 講釋を 聞れ しに、 右畢て 跡に て、 卿相 衆の 雜談 に、 {是 に 

業 平 はたぐ ゐ なき 好色 人に て、 あやかり 物よ と 興ぜら る、 を、 伊 州 聞て、 實 にも 業 平 は 放逸 淫亂の 人な 
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り、 各方が 是を 羨み 思 召と 見えたり、 當時斯 る 公家 殿原 あらば、 關 東へ 申 迄 もな く、 此の 伊賀 守が 立 所 

に 召 捕へ て嚴 刑に 處 すべきな りと 云れ ければ、 列席の 人々 各 まじめに 成られし とか や、 此の 事 有 德公傳 

へ 聞し 召て、 夫より 伊賀 守 首尾 直りて、 其の後 老中 を 被 仰 付ぬ と 承、 また 土 岐丹後 守、 京都 所 司 代より、 

老中へ 御 役替の 後、 同役 衆へ 丹 後 守被尋 ける は、 老中の 往来に、 殊外乘 物 を 急がせ 候 は、 如何 成 譯に候 や 

と 被 申ければ、 傍なる 同役 衆の 曰、 去れば 其の 事 は 途中 願 人 等、 乘 物に 付て 六 ケ敷候 間 候 急がせ 候な りと 

被 答、 丹 後 守 云く、 夫 は 如何 成 事な り、 都て 願 は 理非に 不依可 承 事に 候、 是を 避ん とて、 乘物を 急がせ 

候 は 道理に 不當候 旨 被 申け る を、 松 平 左 近將監 聞て、 さばかり にも 候 はす、 年寄 中の 乘輿を 急ぐ 譯は、 

公镜急 事の 折 柄の み 乘物を 急けば、 自ら 其の 事 他へ： S る 故に、 常 を 急 申な りと 被 答し かば、 丹 州 信服せ 

られ ぬと なり、 

〇 谷 金 五 郞射鲤 の 事 

御 小姓 組頭 御 番衆谷 金 五 郞年來 御供 弓に 出る 【割 註】 御供 弓と は 御鷹 野の 節 射 留を仰 付ら る、 役な り」 

1 度 射 留候人 有れば 御 褒賜被 下、 其の後 は 餘人替 て 御供 弓に 出るな り、 然るに 此の 金 五 郞は數 度 御供に 

出 けれ 共、 度々 射 損じ、 人々 氣の 毒に 思 ひけり、 有德 公、 ある 時、 目黑邊 御成の 節 御供に 出しが、 今日 

も 射 損たり、 斯て還 御の 節、 虎 御門 新橋の 下の 鲤を射 候へ との 上意な り、 金 五郎 長て 射け るに、 多くの 

鲤 なれば、 直に 一 疋射留 て 差 上る、 則爲御 褒美 時 服 一 つ 被 下 之、 数度の 御 弓 今日 功 を 立てたり、 是 偏に 

御仁 慈に 依處 なりと 難 有 存じ、 彌 勤候不 怠と かや、 又 或 時 御成の 節、 御供の 御徒 士御 腰の物 箇を 持け る 

が、 誤て 取 落す、 其の 義御目 付 中 吟味の 上上 聞に 達しけ るに、 仰に 曰、 其の 徒士定 てころ び つらめ、 さ 

有らば 麁 相と いふに 非す、 其 分に 免し 候へ との 上意に て、 何の 御咎 もな く相濟 ぬと なり、 

〇 紅葉 八 講の事 

延享 元年 紅葉 山 八講之 1^ 沙汰 有り、 十月 十七 日 御座の 間 へ 、老臣 松 平 左 近 將監を 召れ 被 仰 渡 候 は、 來 年 

1 八 七 
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束照宫 百 三十 回 御 忌 御 勤 可 被 成と 思 召 候、 依 之 右 御用 藤り 可 相 勤 旨 上意 也、 同 十 一月 二十 一 日日 光 御門 

跡へ 爲御使 左 近 將盤を 被 遣、 其の 趣 は 先年 紀 州に 於て、 東照宮 百 回 御 忌 御 執行、 共の 後日 光 御社 參も遊 

され 候へ 共、 未だ 重き 御 法會御 執行 不被遊 候に 付、 來年 紅葉 山に 於て、 重き 御 法會御 執行 可 被 i 逝と 思 召 候 

御 法 會御取 計の 儀、 萬 端い か 様と も、 宫御方 思 召 次第 たるべく 候、 且亦 上み 方 御門 跡 御 下向 幷 山門の 衆 

徒罷下 候義、 是叉 いか 様に も 思 召 次第の 旨 被 仰 進、 同 十二 二日 御 奏者 番兼 寺社 奉行 本 多 紀伊守 正 珍、 

寺社 奉行 大岡越 前守忠 相、 河 野 豐前守 通喬、 御 勘定 奉行 神 谷 志 摩 守 又 敬へ 右 御用 懸り被 仰 付 旨、 芙蓉の 

間に 於て、 老中 列座 松 平 左 近 將監乘 邑申渡 之、 同 二十日 御贿頭 野澤伴 次郞、 御 勘定 組頭 中 山 平左衞 門、 

御 勘定 見 分 役 朝比奈 彌市郞 へ、 同 御用 懸被仰 付 皆、 御 祐筆 部屋 橡 側に 於て、 老中 列座 若年 寄 侍」 ま、 左 近 

將監申 渡 之、 延享ニ 丑 正月 十三 日 松 平 丹 後 守 光雄 代り、 內藤備 後 守政樹 【割 註】 此 類の 御用 當人 故障 

有 之 時の 爲に代 を 被 付舊例 也」 今度 梶井 御門 跡御參 向に 付、 御馳走 人 被 仰 付 旨、 波 之 間に 於て 老中 列座 

本 多 中 務大輔 申 渡 之、 同 御 法會御 執行の 內、 出火の 節 御宮 御 假屋坊 の 事、 松 平 肥 後 守容貞 へ、 同 十五 日 

御黑 書院 於 溜 間、 老中 列座 中 務大輔 申 渡す、 同 日 井伊 掃 部 頭 嫡子 備中守 直禮へ 御宫御 靈屋御 參詣の 節、 

御先 立の 儀 同席に て 中 務大輔 申 渡す、 斯て 如月 二十 五日に は 京師より 梶井 御門 跡 御 到着、 御旅館東^^山 

觀成院 なり、 同一 一十 六日 右 御門 跡へ 爲 上使 本 多 中 務大輔 忠良、 高 家 織 田 淡路守 信倉參 向す、 道中 無 御 障 

御着 珍重に 思 召 候、 近々 御 對顔可 被 遊 旨の 御 口上な.^、 同 二十 九日 左 近 將監被 相 渡 候 書付 三 通、 大目 附 

より 令 之、 

紅葉 山 於 御宮 八講御 執行 

三月 十三 日 初日 同 十五 日中 日 同 十七 曰 結願 日 

當 三月 紅葉 山 於 御宮 八講御 執行 中 式日 立 會內寄 合 可 被 仕 候、 初日 中日 結願 日 は 延引 可 被 仕 候、 勿論 拷 

問手鎪 或は 牢舍 或は 繩 掛け 候の 類の 義は 可爲 無用 事、 
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一 八 講中、 普請 嗚物 祭禮 法事 等 不及相 止 候 事、 

以上 

八講御 執行の 節、 三月 十三 日 御 參詣の 節谏參 行列、 毎年 正月 十七 曰 御 參詣の 時の 通、 

但し 豫參の 面々 還 御已後 拜禮、 行列の 面々 も 立 歸拜禮 可 有 之 事、 

一 龍 衣冠 着用の 事、 

同 十 四 日 右 大將樣 御參詣 、 但し 行列 十 三日の 通 拜禮の 趣 も同斷 

同 十五 日、 公方 樣右大 將樣御 參詣、 大 行列 享保ー 一年 五月 三 曰 紅葉 山 へ 、 初て 御 參詣の 節の 通、 豫 

參國持 幷四品 以上 

1 豫參 行列の 面々 拜禮 前日の 通、 

1 束帶 着用の 事、 同 十六 日、 右 大將樣 御 參詣、 諸事 十四日の 通、 同 十七 日、 公方 樣御 參詣、 諸事 十 

三日の 通、 

一八 講に付 紅葉 山 御參詣 行列に 不召出 面々、 衣冠 着用、 且布 衣の 面々、 其 装束に て、 三月 十四 曰 十六 日 

右 大將樣 還 御 已後拜 禮可有 之 事、 

1 行列 豫參の 面々 拜禱 相濟返 散の 時、 御 本丸の 行列の 輩 は、 拜禮相 濟蓮池 通罷歸 り、 大手 內樓 H より 退 

出、 西の 丸 行列の 面々 は、 拜禮相 濟て西 丸へ 立歸 り、 西の 丸 大手より 返 出、 豫參の 面々 登城 返 出 共に 

坂 下た るべき こと、 

一 行列 豫參に 不罷出 詰 衆幷御 門番 當番の 面々 者 相 番申談 じ、 一 度 行列 豫參に 可 I 能 出 事 

1 御 普 代 衆 外様大名 御門 潘當番 にて、 三月 十五 日 行列 不罷出 面々 者 三月 十六 日 右 大將様 還御已 後、 紅葉 

山へ 參詣可 有 候 事、 

1 火の番の 面々 も、 四 品 巳 上 は 豫參可 有 之 候、 若 出火の 節 は、 家 來計差 出 豫參相 濟候己 後、 其の 場所へ 可 

.1  i 八 九 


荜  翁 


  一  九 〇  ， 

罷越 候、 品 以下の 面々 者、 行列に 罷出 るに 不及、 三月 十四日 十六 日の 內、 右 大將様 還 御 巳 後、 替々 

拜禮可 有 之 事、 

右の 通 可 被相觸 候、 

二月  ： 

1 左 近將監 より 萬 石 以上の 面々 へ 相 達し 候、 書付 1 一通、 

當三 "紅葉 山 於 御宮、 八講御 執行 相濟 候、 御 祝儀  :. 

公方 様 へ 

二種 一 荷、 十 萬 石 以上 一 種 I 荷、 一 萬 石より 九 萬 九 千 石 迄 

1 種 一 荷、 (在 江 戶在邑 者) 十 萬 石 以上 嫡子 隱居 

右大將 様へ 

一種 一 荷、 十 萬 石 以上、 一 種、 一 萬 石 以上、 

右の 通 三月 十八 日以 使者 朝 六つ 時より 五つ 時 迄の 內在國 在邑の 面々 一 同、 御 本丸 西の 丸 御玄闢 より 獻 

上 可 有 之 候、 此外爲 伺 御機嫌 不及指 上物に 候 以上、 

1 一月 

當 三月 紅葉 山 於 御宮 八講御 執行に 付 

一 御太刀 御馬 代 黄金 一 枚、 十 萬 石 以上、 

一 御太刀 御馬 代 白銀 一 枚、 一 萬 石より 九 萬 九 千 石 迄、 

一 同斷、  萬 石 以上 嫡子 隱居在 府中 

右 御太刀 目錄以 使者 三月 十八 日朝 六つ 時より 四つ 時 迄の 內、 東 叙 山 本 坊へ可 有 奉納 候、 使者 號斗目 長 

袴 可 有 着用 候、 但し 服稳の 面々 は 服 明 候 已後可 被 致 奉納 候、 尤其節 可 被 伺候 以上、 
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二月 

同 三十日 

今日 東歙 山中 堂に 於て 八 講習 禮有 之、 出家 樂人 等參 堂、 

但し 兩 御所 門跡 御 參堂無 之 

右 習禮に 付、 寺社 奉行 本 多紀伊 守、 大岡越 前 守、 大目 付 河 野豐前 守、 御 目 付 駒井輒 負、 神 尾 市 左衞門 

御徒 士目 付、 御 小人 目 付 等 相 詰め、 尤 御用 相 勤 候 高 家 幷中奧 御 小姓 罷 越し、 何れも 服紗 小袖 麻 上下 着 

用 三月 二日、 於 中堂 習 禮有之 諸事 三十日の 通、 

同 四日、 捤井 御門 跡 御 對顏に 付、 公方 様 右 大將樣 御直垂 にて 御白 書院へ 出御、 御先 立 本 多中務 大輔、 

公方 樣 御太刀 (高 家) 堀川 兵 部 大輔、 御 刀 (御 小姓) 目 賀長門 守、 

右 大將様 御太刀 (高 家) 前 田 信 濃 守、 御 刀 (御 小姓) 大岡出 雲 守 持參、 御上 段に 御着 座、 梶井 御門 跡 

出 座、 御上 段に 於て 御禮、 御太刀 目錄、 高 家 織 田 淡路守 披露、 同人 引 之、 御門 主 は 御 右の 方に 着座、 

中 務大輔 御 取合せ 申 上、 返 出の 節 御 下. 段 迄、 御 一 同に 御 送、 同く 院家 尊重 院？ 能 出、 於 御 像 側 御 奏者 番 

披露、 同 出世 佛眼院 一 束 一 本 差 上、 御禮、 御 奏者 番披. 露 之、 進， 物 は 進物 番引 之、 备栢濟 御 向の 明り 障 

子 髙家開 之、 御門 主家 來醫師 一 緒に 幷居、 此 名前 寺 家 宰相 鳥居 川 治 部 卿 鳥居 川宮內 卿、 山 本 民 部 卿 井 

上 主馬 芳村 玄拘 上田 玄 三な り各捧 物の 扇子 を 前に 置 一 同 平伏、 御 奏者 番 披露す、 御 間の 褸 障子 本 多中務 

大輔酒 井雜樂 頭 開 之、 此節御 譜代大名 其 外 並居 御 目 見相濟 入御、 

梶井 御門 跡 御 返 出の 節、 大廣間 三の 間 迄 老中 送 之、 且今曰 御城 中 所々 勤番 等の 儀、 公家 衆 御 對顏の 

節の 通、 出仕の 面々、 直 垂大紋 布 衣 着 之、 

同 五日 捤井 御門 跡へ 爲 上使 高 家 織 田 對馬守 信 榮を彼 遣、 御旅 重 を 被 進、 是御 逗留 中 御 尋の爲 なり、 In: 

七日 紅葉 山 於 御宮 習禮有 之、 兩 御門 主 御 參宫、 其の 外出 家樂 人出 席、 老中 若年 寄 已下慰 斗 目 半 上下に 


  1 九 二 

て 相 詰る、 同 十日 習禮有 之、 諸事 七 曰 通、 同 十 一 日 御 使番三 淵鏠殿 助、 松 前 隼 人、 水野淸 六、 八 講中 

御 目 付 助 被 仰 付 

三月 十三 日 御 法 會初曰 

朝 座 武家 樂人等 着座、 次に 兩 御門 主 幷出 家中 參宮 御着 座、 以後 總 奉行 松 平 左せ 將監 より 御 目 付 へ 御 案內の 

書付 を 渡す、 則 御 本丸へ 遣す、 六つ 半時の 御供 揃に て、 五つ 半時 出御、 御先 立 御太刀の 役、 御 小姓 目賀 

田 長 門 守、 御 刀、 御 小姓 小 堀 土 佐 守 持 之、 御玄關 より 御轅に 被爲召 御社 參 (御行 列 書 略 之) 御 装束 (御衣 

冠) 御冠 (紙 樓懸) 御袍 (丁子 唐草 獎御紋 ) 御衣 (御 地紋 小藥 藤) 御 奴 袴 (薄 淺黄浮 線 綾) 御單 (紅菱 

繁紋) 金 装 野 劍御檜 扇、 

同 十四日 

右 大將様 御社 參諸例 如 十三 日 

Hi: 十五 日 

御中 日 御 法會、 五つ 時 過、 公方 樣 出御、 御先 立 松 平 肥 後 守 御太刀、 御 刀の 役、 (御 小姓) 御行 列 御先 隨身 

御 使 番六人 (二 行に 立) 束帶、 大名 幷同 嫡子 御 旗本 受領の 面々 (二 行に 立) 四十 餘人 (名前 略) 御轅供 

奉 (御 小姓) 以上、 右 同 刻、 右 大將樣 (惇信 院殿家 重 公) 出御、 供奉 行列 右 同斷、 

勑額 御門に 於て、 御 精より 被爲 下、 此の 時 伶人 奏樂、 紅葉 山 御門より 御 同道に て、 御 參宮、 大納言 様 (當 

將軍家 治 公 御 年 九 歳) は 御 長 袴 を 召れ、 御駕 にて 被爲 成、 紅葉 山 御控虛 敷に 於て、 御 直垂着 御、 着座、 

御 二： 家 御兩卿 (左 衞門刑 督殿部 卿 殿)， M 參 大名 十五 人 (名前 略) 御聽聞 所に 入御、 御 法 會相濟 候 上に て、 公 

方樣御 進獻、 眞の 御太刀 光長 (代金 抬枚) 御馬 代 (黄金 一 枚) 右 大將様 御 進獻、 眞の 御太刀 淸綱 (代金 

五 枚) 御馬 代 (黄金 一 枚) 大納言 樣御 進獻、 眞の 御太刀 景長 (代金 三枚) 御馬 代 (黄金 一 枚) 御 內陣へ 

奉納、 次に 公方 樣右 大將樣 大納言 様 御 奉幣 畢、 御 三方 奉幣 相濟、 神酒 御 頂戴、 御三家 神酒 頂戴、 畢て公 
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方 様 右 大將樣 還 御、 但 大納言 樣は 先達 而歸 御兩 御門 跡 幷僧衆 へ 被 物 あり、 

同 十六 日 

右 大將樣 御社 參、 諸事 十四日に 同じ、 

同 十七 日 

公方 樣 御社 參、 每式右 同斷、 

今日 迄に 八講御 執行 無 滯相濟 候爲御 祝、 兩 御門 主 へ 、 以上 使、 一 種 一 荷 被 進 之、 御法會 列座 輪 王寺宫 一 

品 公 遵法 親王 (日光) 圓融 院宫世 品 彀仁法 親王 (梶 井) 山門 東 塔 西 塔の 學頭、 東^^山の學頭、 院家 執當巳 

下、 儈衆 六十 餘 人出 座 (山門 橫川擧 頭 日光 山 學頭病 氣に付 不參) 其 外 役人 數多出 座、 

敬白 

請 諷誦 事  三 寳衆儈 噠襯有 Ml? 

右奉爲 東照宮 大權現 誊寫十 軸 妙 典 陳沒、 五日 梵筵 管領 親王 巳考 式於黑 髮山領 僧綱 碩舉將 開講 於 紅葉 

山 惟願大 權現受 用法 味 倍增感 德仍， 諷誦 所修如 件、 

廷享ニ 年 三月 十三 日  弟子 右大臣 正 二位 源 朝臣 敬白 

御 願文 

夫 扶嘉泰 運、 回 陽 和 春、 堯舜其 君、 唐 虞 其 民、 惟 伊 尹 周 公則 可能、 豈齊桓 晋文之 所堪、 伏 惟 我家 祖宗 

東照宮 大權 現、 恢廓 大度、 才明勇 略、 能芟刈 群雄、 勤 尊崇 王室、 速 奏華夷 一 銃 之 成功、 又 復文 武兼濟 

之舊 典、 況 乎悉隆 神社 寢微、 大興怫 寺 巳廢、 偉績 千古 無 雙焉、 令名 萬 世 有 昭矣、 吉宗幸 以宗窒 之裔、 

忝 承 正統 之 業、 從時厥 後爲政 三十 年、 昇 平 六十 州、 豈是遠 孫 薄 德之所 致、 實則 元祖 神靈之 餘澤、 常懷 

追 遠 之訓、 玆訪報 本 之 道、 乃 敬書寫 妙法 蓮華 無量 義觀 普賢 心 經彌陀 凡 五 般經、 特飾 城中祠 殴、 恭請東 

敦大 法王、 令統理 大衆 啓 建 盛會、 且屈梶 井 法 親王、 令 影 闇 法 筵詡黉 勝峯、 於是 名山 龍 象 飛 錫萃、 勝 刹 
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英俊 命 駕來、 建設 一 會講讃 五日、 歌 唄洋々 以頌揚 佛德、 議論 凛々 以 研究 經義、 蓋是 無上 法 施、 第一 妙 

供、 測 知 神德彌 熾、 與 乾坤 合 其洪、 靈驗殊 著 兼 日月 均 其 明、 雨 腸 時禾穀 登稔、 百 僻修巳 四民 樂業、 乃 

至沙界 利益 周遍 敬白、 


延享ニ 年 三月 十三 日 


弟子 征夷 大將軍 右大臣 正 一 一位 源 朝臣 吉宗 敬白 


御 呪 願文 

禮 樂前馳 眞道後 啓 五 乘七善 三種 一 實 循々 開迪 

開樂 悟入 功 高 一期 化 超三說 I 我 祖宗 東 照大權 

東征 西 伐 陽 宅皇家 金城 湯 池 陰 Si 佛門 昇 平 悠久 

萬 代 有 憑 日光 山 頭 大營 靈祠 本 府城上 前 奉 神 儀 

祀 奠雖修 薦 嚴未廣 客 歲發意 設張筵 席 今春 盡誠 

鍾鼓陳 張 一品 親王 專統會 事 圆融 親王 特液講 場 

寬永 大衆 府下 諸 憎 儀型 肅々 職務 秩々 卿相 坐 座 

當代盛 筵 建會 五日 日 列 二 坐 講讃妙 典 誰 陳玄文 

證 義刺斷 金 輸立辦 鷲 峯秘詮 臺島極 則 顯揚幽 頃 

此實 孝養 權迹 神威 靈驗愈 著 實 本智德 功 用益 廣 

風雨 隨時 禾穀有 年 人々 仁壽 各々 善 度 照臨 普偏 

延享ー 一年 三月 十三 日 

八 講相濟 候 爲御祝 御三家 幷諸 大名より、 御 本丸 西の 丸へ 御 樽 看獻上 之、 


稍々 誘掖 

受囑靈 山 

千古 無比 

殿宇 極麗 

啓 建法會 

延 暦英衲 

伶 倫 列 庭 

講 答通釋 

窮盡 淵源 

修 善旣洪 

利濟 平等 


雨 吹擊演 

現 迹日域 

本 支榮昌 

制度 准宏 

纔 蓋麗煥 

滿 願淨呂 

希世 大典 

雪 霧忽披 

是 眞法洪 

降 福奚窮 


御 女中 樣 方よりも 御 使に て、 一 


種 宛 被 進、 且つ 右相濟 候に 付、 日光へ 御名 代 松 平 右京 太夫 仰 付ら れ、 御 坐の 間に 於て、 御手 自ら 御 羽 折 
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被 下、 御馬 拜領 之、 又 松 平 左 近 將監を 被 召、 此度， の 卿 用 無滯相 勤に 付 御 刀 (二字 國俊 代金 廿五 枚) 被 下 

之、 且又 多年 御用 向 首尾 能 勤 功 を 被 賞、 采地 一 萬 石 御 加 增被下 3 曰、 上意 を 被 蒙、 右 相濟、 御三家 御對顏 

松 平 加 賀守松 平 肥 後 守 井伊 備中守 御 目 見、 次に 本 多紀伊 守、 大岡越 前 守、 河 野豐後 守、 神 谷 志 摩 守、 曲 

淵 越 前 守、 此 度の 御用 懸り相 勤 候に 付、 御 目 見 被 仰 付、 今 曰 總 出仕 各 K 斗 目 半 袴着 之、 其 席々 に 於て、 

老中 及 挨拶 各 返 去、 西の 丸に て は大廣 間に 於て、 當番の 御 奏者 番に 謁す、 尤も 老中 右京 太夫 能 登 守 及 若 

年寄へ 不殘爲 恐悅相 廻る、 右 は 三月 十八 日な り、 翌十 九日に は兩 御門 主、 其の 外 僧 中 樂人登 營御能 有 之 


御 能 組 

難 波 寳生 太夫 

入 間 川 

頼 政 十 太夫 

瓜盜人 

芭 蕉 觀世 太夫 

道 成 寺 金 春 太夫 

祝 言 八之丞 


彥太郞 

仁 右衛門 

茂 右衛門 

八 右衛門 

久 右衛門 

源七郞 

權左衛 門 


(市 郞兵衞 、權 九郞) 

(助 五郎、 久 次郞) 

(三 太郞、 新 九郞) 

(三 介 、五郎次 郞) 

(權 兵衛 、金蔵) 


(左吉 、又 三郞) 

(淸 左衞 門) 

(又 六郞) 

i 郞、 長藏) 

(傳 七郞、 久 八郞) 


日光 御門 跡へ 御 布施 物 白銀 貳千枚 被 進、 上使 酒 井雅樂 頭、 梶井 御門 跡へ 同斷 白銀 千 五 百 枚、 上使 同人 を 

以被 進、 右 大將樣 より 日光 御門 跡へ 時 服 二十、 梶井 御門 跡へ 白銀 二百 枚 綿 百 把、 上使 松 平 能 登 守 を 以て 

被 進、 其 外 今度 御 會出 座の 僧正 院家 以下の 大衆へ、 銀 五十 枚 三十 枚 二十 枚 十 牧夫々 御 報 を 被 下、 同 二 

十  一 R 又々 御 祝儀 御 能 有 之、 御三家 を始諸 大名 幷布衣 以上の 面々、 法 印 法眼の 醫師迄 見物 被 仰 付、 此段 

大目 附石河 土 佐 守より 書付 を 以て 相觸、 御三家へ は兩 番頭 を爲 上使 被 遣、 當日 各服紗 小袖 麻 上下 着け 見 

物の 席々 へ 着座、 
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公方 樣 右 大將樣 上覧の 席へ 出御 

御 能 組 

翁 (三番 叟) (彌 太郞) 

弓 八幡 金剛 太夫 久 右衛門 

八幡 前  八 右衛門 

0 三十 郞 彥太郞 

薩摩守  仁 右衛門 

田 十 太夫 新次郞 

橋 寳生 太夫 新之丞 

祝言 (養老) 大藏 太夫 茂十郞 

御 能 三番 過、 耍脚廣 蓋 相濟、 

名幷諸 嫡子、 高 家 御 留主居 _ 


(千歳) 

(彥 三郞、 久 次郞) 


(大 藏彌三 右衛門) 

(新 一 r 郞、 又 六郞) 


(市 郞兵衞 、淸 五郎) (又 三郞) 


龍 

石 


(三 太郞、 淸 次郞) (左 吉、 長藏) 

(久 三郞、 權 九郞) (憋 次郞、 小 八郞) 

, i  (甚 右衛門、 伊兵衛) (權 八郞、 甚 兵衛) 

御中 入、 御三家 幷松平 加 賀守表 向侍從 以上 溜 詰 松 平 越 前 守 四 品 以下、 表大 

I 應ヨ il, 二，， - 大 御番 環 御 番頭、 布 衣 以上 役人、 法 印 法眼 醫師、 夫々 の 間に 於て、 

理被 下、 御菌 各拜 lli 申 上 退出、 同 二士 ハ I 井 御門 跡 京都へ 御霍、 ^^^^^^^ 

り 候 面々、 高 永 寺社 奉行 I、  ？到 迄、 ，御囊 I ふ、 四月 十二 曰 於 西 丸、 八 講の御 i 幷 萬.. 

郞 殿御 誕生の 御 祝 被 兼、 公方 様へ 御 膳 を 被 進、 裨能有 之、 

S! 能 組 

(三番 叟)  權之丞  ノ 

十 太夫 源 七 (市 郞兵衛 、五郎三郎) (左吉 、又 六) 

寳生 太夫 彥太郞 (助 五郎、 權 九郞) (甚 兵衛) 

觀せ 太夫 久 右衛門 (三 太郞、 淸 次郞) (新 三郞、 パ八) 
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御中 入 

融 (统之 舞) 金剛 太夫 新， 郞 (三 介、 六藏)  (惣 次郞、 長藏) 

祝 (金 札) 金 春 太夫 茂 右衛門 (甚 右衛門 、金蔵) (權 八、 淸左衛 門) 

福の 神 仁 右衛門 

繩 索 八 右衛門 

巳 上 

右 者 永 井 丹 波 守 直 之 (始京 町奉行 後 御 勘定 奉行) の 蔵書に、 紅葉 山 八 講記有 之、 寛延 1 一巳 年寫 之畢、 其 

の 大略 を爱に 記す、 

〇 有 德公御 隱居幷 に 御 他界の 事 

有 德院殿 吉宗公 は、 貞享元 甲子 年 御 誕生に て、 延享元 甲子に 六十 一 歳に 成せ 玉 ふ、 故に 當年礫 野若狹 守に 

手 傳へ被 仰 付、 御 自ら 大黑 天 を 書き 玉 ひ、 是を 彫刻 させら る、 諸 十 幷に諸 寺社へ 頂戴し、 崇敬し 祭る と 

なり、 斯て有 德公御 治世 三十 年に 及び、 仁慈 四海に 溢れ、 右 大將家 重 公 も、 御 年 比に 成せられ ぬれば、 

御隱 居の 御志頻 にて、 廷享ニ 丑年 紅葉 山に 於て、 八 講の大 會を御 執行 有 之、 宗廟の 御祭 を遂 られ、 同年 

九月 二十 五日、 西の 丸へ 被爲 移、 御 政事 を 家 重 公へ 渡させ 玉 ふ、 自夫後 は 大御所と 奉稱、 然るに 寬延四 

辛 未年 春 比より、 中風の 御 症に て、 御 不例 重らせ 給し が、 翌寳曆 二 年に 至りて、 餘程 御快然 あり、 西 葛 

西 筋 御成 杯 も 有け るが、 同 舂の季 より、 復御 不例に て、 五月 中旬に は 殊に 勝れ させ 不給、 閏 六月 二十日 

竟に御 他界な り、 四民 擧て惜 み不奉 ものな し、 尊骸 を東敦 山へ 奉 葬 御 遣 命に 仍て、 新たに 御靈屋 を不被 

營、 大猷 公と 御 相 殿に 被 祭 之、 御 法事 御用 懸りは 堀 田 相 摸 守な り、 而 して 西の 丸 附御目 見 以下の 者 共、 

與カ 御徒 士を はじめ、 三十 年 以上 勤 候 もの は、 小 普請 組へ 入られ、 其の 餘は高 相 應に御 遣 金 被 下、 多分 

は 御 暇 を 賜 ふ、 是 如何なる 謂に や、 元來 淘徒士 は、 殊に 武役專 用の ものに て、 右より 組 數を究 られ、 御 
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  一九 八 

本丸に 勤 仕せ し を、 御隱 居の 節、 右の 內五組 を 分ち、 西の 丸へ 被 付た る 事 なれば、 御 他界 後 は、 御 本丸 

へ召歸 さるべき 條 勿論な り、 然る を 相 摸 守 取 計 ひとして 如此 なり、 仍て 諸人 犬に 恨み 忿り、 相 州の 鬥に 

法外の 落 書 杯 を 張り、 是を詈 る 事 喧し、 理 なる 哉 小 給の 輩、 御 他界 故に、 圔ら すも窮 困の 身と 成る 事、， 

御 孝養に も 背き、 且は表 役 第一 の 御徒 士等を 暫く も缺 組に 成し 置る. -事、 世人の 評する 處最理 なる にや や 

此の 人 閒老の 第一 座に して、 其の 比 時め かれけ るが、 右に 不限衆 口の 批判 を 請ら る、 事 多 かりき、 其の 心 

裏い かん ぞゃ、 其の 外 八 王子 千 人 同心 同 も、 當時 御用 無 之 者 なれば とて、 御 暇の 汰 有し を、 松 平 右近 將 

監の 一言に 仍て其 の 事 止ぬ と 承り 傳へ 侍る、 
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翁 草 卷之 十三 

澤庵和 尙百首 及び 東武 紀行の 事 

紫 野 澤庵和 尙百首 詠、 烏 丸 光廣 卿の 御點、 幷東武 紀行 を、 或 人の 秘め 置ぬ る を 愛に 寫す、 

但し 光廣 卿の 御 添 前 批判 は、 見分け 易から んが爲 に、 朱 を 以て 出す 

立 春 

け ふたつと 聞 こ ろより 出る 日の ひかり も 句 ふ ふ 四方の 春 かな 

山 霞 

春と い へ は 千里 もな へ て 知られ 凫 あらし 山 さ へ 霞 f  J ろ 哉 

. 海 霞 (朱) 北嶺 雪 未 消 南海 波已穩 道理 相叶矣  - 

(朱)、、 しの 嶺は 

北の 山 はけぬ るう へ なる 春 雪 を 南の 海 は 霞た な ひく 

子 日 

s;; 植て 昔の 舂も 知られけ りた かねの ひせし け ふの 老松 

g  (朱) 俊 成 卿た か 世に ひける 子 曰なる らんと かいひし ふること まてお も ひ 出られ 

。 。 まタ， 珍重々々 

いは ひつ、 出て つま、 し老 らく も 猶ゃ生 田の 野邊の わかな を 

朝 鶯 

おもはゆれ あさいの まとに 鶯の人 はと 鳴に 驚かされて 

1 九九 
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 .  二  0〇 

軒 梅 

植て 見る 軒 はの 梅 を 後の世に 野への 棺と 見む も はかなし 

夜 

(朱 ：} にあり かしられ し 

夕闇の 程 はたと りし 梅 か 香 は 月より 出る 花の 色 かな 

岸 柳 

舂見 へて 淀の 川岸 引 ふねの 綱手に か、 る 春 柳の 絲 

春 雨 

降との みおとに は 知らぬ 夜雨 を 朝の 花に もたせて そみ る 

(朱) ニーの 句い ひ を はせ かれき か  ，、 —  レノ 

舂 月 (朱) 秋 はさら なり 月 は 四時い つも 愚なる ものに は 深く 御 こ > "ろと めら わし 

1 とせの 月の 哀を 見なら ひに 心 をと めむ 舂の 夜の 空 

き I  (朱) 吾邦に は 春に 心 を 寄る よし 光源氏 物 かたりに も 見えたり 似 物な き舂曙 はと 

春 曙 は理 なる 哉 

花 句 ひかす みたな 引 あけ ほの はいつ に 似へ くもお も ほへ ぬ 哉 

歸 膈 (朱) 古 鄕難忘 ゆ ゑ 花 を も 見す つるかとの 御作 意お ほかた ならす 候  * 

古鄕 はいかに 戀 しき 物な らん 花に とまらぬ 天津 臈 かね 

栽 花 (朱) 感情 ふかく 候 

植 つら も泪そ もろき 老 らく は 花見る へ くも さため なけれ は 

Ig 花 (朱) 花 をし みれ はもの 思 ひもな しとい へる 心 か 

世の 外 を 日頃 はよ そに もとめつ ろ 花の もと はかね て しらす も 


せ  ， ぬ 
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惜 花 (朱) うらみつ る をと しへば 過去の 事 哉 現在 花 を をし む 題に かな ふべ く 候 

吹す とも 淺 らし 花 を あちきな く 風 を も 世 を も 恨つ るかな 

春 駒 (朱) 遲日難 喩白駒 由尤候 

若草に あろ はは やき 足 次 も 隙 行く かけ はお そき 春の 日 

欽 冬 

山吹の 花い ろ衣染 てきん あかぬな かめの 後の 名殘に 

七 も S  (朱) 惡紫之 奪 朱と こそい ひし かえなら ぬ 藤の た そかれ を 見す くさで 人 は 情な か 

せ 分 1  るべ し 

紫 をに くむと いひし ことの 葉 は 藤の 花見ぬ 人に や 有 けん 

暮 春 (朱) 造物變 化之理 面白し 

花 も 散 鳥 も かへ りて 見し 色の 消 行 春の いかにな るらん 

夏 十五 首 (朱) 新綠勝 花う つれ はか はり 候  ん 

昨 曰み し 梢の 花の いろかへ てけ さは かしこき、 若み とり 哉 

更 衣 (朱) すみの 衣手の 更衣 やう か はりて 感 深く 候 

しほた る 、すみ そめな からよ の 人と 同し 心の 衣 か へ かな 

卯 花 

あと ふりて ぬし は 誰と も 知らぬ 知らぬ よの 昔 忘れぬ 宿の 卯 花 

時 鳥 (朱) 初音 僧正 兆 同日 論 

老 らくの 耳に はう とき 時鳥お も ひ 出る や 初音 成らん 

庭 橘 
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香 を認て 遠き 昔と 思 はる . '誰 そで ふれし 庭の 橘 

早 苗 (朱) 稻 葉の 風 は 早苗と る 手に はや 吹く もの たれ も 不心付 候 

かそ ふれ は 遠き RI 數と思 へ とも 早苗と る 手に 秋風 そふく 

富 蒲 

人の 世 も あやめと る 手に 誘 はれて 軒端の 露の 眞菰 ふくな り 

五月雨 

あやした  神 や 岩戸に こもる らん 月日 も 見えぬ 五月雨の {仝 

夕 立  ， 

賤男か はこぶ とすれ とほす 柴の半 は ぬらす 夕立の 雨  一 

夏 艸  一 

夏 艸の をの か 時と やしけ るら む 霜に あはむ の 秋 も 思 はて 

夏 月 

夏の 夜の 月の かけより 降霜 はふむ に 跡な き 庭の 眞 砂地 

矍 麥 (朱) 天地 恩 父母の めぐみ 草木 とても 人 論に 替らぬ ことわり 

此欹 本書に とめ 落し 在 之 

氷 室 (朱) 陰德 陽報 

君 かため 氷室 を もれ はおの つから 夏 を も 知らて すくし ける 哉 

納 凉 (朱) 但能心 靜卽身 凉日號 氣味を そへ 候 

、い をは淺 E- 水に さそ はれて あっさ を 身 に は覺 えさり けり 
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. 夏 祓 

おろかなる 心 ひとつ を 御 威せ はなに はの こと も あしから め や は 

秋 二十 首 

3r  ^  (朱) 名 越 就と 申も大 と する 火の なをこして 金 位に いたろ ゆ ゑに 歟 南方の 

早 私 雲簇 西風に なびく よし 尤 珍重 

西に 勝 南に 負る あらそ ひの 雲の はたて にみ ゆる 秋 かせ- 

七 夕 (朱) 牛 女 年々 渡 ことわり なり 

こき はちり うすき は 久し 七夕の 紅葉の はしの 契し るし も 

滔 妻 (朱) よ ひ/、 に稻 葉に かよ ふ 稻妻は をのが 光に あら はれ そす る をのが ひかり 面 

風前の もろき 露に も稻 妻の あたくら へに はまけ しと そ 思 ふ 

籬 荻 (朱) をき にかよ ふ 松風 糸竹に もま さりて きこえ 候 

植て よし 峰の 松風 遠 けれ は籬の 荻に つたへ て そ 聞 

野 萩  - 

さく 頃 は 手 ことに かさす 宮城 野の 秋風い と S もと あらの 萩 

路 薄 (朱) ふるのい まみち の 女郎花う しとみ つ そな と 、 いひし る > 

道の 邊の 一 むら 薄 人 ことの 袖に 契て ほに や 出らん 

曉 露 (朱) さま.，^ に 寢覺の 心 をく だきて 休 困して 後 夢な りむす びそへ たる 露 催感淚 

更る まて 薪 吹 風に ね も いらて 夢より 結 ふ 曉の露 

隣 槿 (朱) 感於 隣人 之 深 情觀於 自身 之 無心 頗有 輿歟 
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  二 

人 は 身の 類 ひと 植し槿 を 垣 ほの よそに 見る はかな さよ 

蔦 風 (朱) 風の ちから 歌に もよ みなら ひ 候  ， , 

吹 風の ちから 有け り 月 かけ をく たきて 見す る 蔦の 下道 

夕 鹿 

鐘 ひ  き 月 出ぬ 暮 のさ ひしき は 尾 上の 鹿の 獨鳴聲 

初 膈 

今 そらに 渡る と 人に 初 腸の 吿る 計に 鳴て 過ぬ る 

t  (朱) 松虫 は 松の 聲 鈴虫 は 鈴の ひ 、きに て 然る を 近代 あやまり たる 由 幽齋杯 も 被 

i  £ 申 居候 是は それに 不限 いづれ の 虫 もお のがさ ま/、 名乘ろ 事に 戎畴 

草 むらの 陰に かくれて 住 ぬれと おのか 姿 を 鳴 虫の 聲 

倚 i  (朱) 秋 曙の あはれ なる 折 ふし 霧の むら/、 立 まよ ひたる 風情 三輪 か 崎の 雪の 夕 

^ 霧 の 眺望 をもう ちわ すれた る唯當 一 念 歌人の 可 思 心 成べ し 

め そく はる 川霧 しらむ 三輪 か 崎 雪に はまけ じ 曙の 秋 

嶺 月 

見る 人 は 世々 にか はれと 替らぬ は 音 羽の 峯に燈 登る 月 

湖 月 (朱) に ほの 海より 西 湖の 十景 迄お も ひ やられ 候 

唐土 や 西の 名に ある 湖 もに ほてる 月に 思 ひやら る 、 

關 月 (朱) 月 もれと て やとい ひしに いたくが はらす 候 

秋風に ある  ひさしの 板 間より 月見 はりて ゃ不 破の 關守 

濱 菊 

植 置し 昔に か へ る夕浪 のうち 出の 濱に句 ふ 白菊 


草  翁 


M 衣 (朱) 閨中憶 遠 境 妾 情 不可 堪也 

思へ ともい も か 心の あさころ も 確に そ へ て 音 を やなく らん 

f  g  (朱) よ ひノ、 に 時雨の かよ ふ 山の端 は 度 かさなりて 色に 出け りすが たうつ くし 

黄 茅 く 候 近代 は 黄昏 紅葉に 差異 御座 候よ し 心 付 候 

春の のみ かこぬ 人 そへ によし の 山 花より けなる 秋の もみち は 

暮 秋 (朱) いさ. -か御 存ゅゑ 加 昇詞候 

00  れ Q たれ 一、 いのちの 

うき 秋 もく る >f となれ はした はる i また， J んと しも 頼れぬ 身 を 

冬 十五 首 

刀 なー (朱) 夏と 秋と 行か ふ 空の かよ ひ、 ちとよ みし 水無月つ こもりの 耿是を 思へば に 

香 冬 冬 行か ふ は 秋に て なく や 加 様の 事 さして 道理な けれ 共 作例 まもり 候， 

秋に 冬 行か ふ 雲の かよ ひより 時雨 そ 見ぬ る此 ころの 空 

時 雨 

殘 つる 夢 を こ、 ろの 小夜 枕い や はかなく も 降し くれ かな 

落 葉 r 朱) 山 居之體 眼前に 候  _ 

一夜に も 道は絕 けりこ からしの 風 吹お つる 山 かけの 庭 

枯 野 (朱) 殊勝に 存候 

秋に 見し 後の 野 もせ そ哀 なる 花に も 葉に も 色 は 殘らす 

寒 蘆 (朱) あられ ふる 玉 江の 名に あ ふこと わり 如 磨 如 切 候 

夏 かりと 人 はいへ ど.， -霰 ふる 玉 江の あしの 名 にゃあ ふらん 

井 氷 

  二 〇s 


き 


t: 十 


今朝 はまた 氷る ま. - なる 山の 井 は 朝日 待て ゃ賤 かくむ らん 

千鳥 _ 

まれに 聞 なれても 須 磨の あら 波に 立お とろき て 鳴 かな 

殘 鳩 (朱) 題の 心 秋は歸 りお くれて 冬 来る 雁な く 

雪 さむき 冬 田の 面 を膈 金の 舂待 ほとの すみかと そす る 

網 代 (朱) 志 於 長夜 之 暗 照 一 曰 一之 身 網 代 之 火 一冊 可憐々々 

氷 魚よ する 網 代の 冊 影き えて 後の 闇路と ならん はかな さ 

寒 月 (朱) 極寒 之砌吟 ひて 寒氣 身に とほるべく 候 

竹の 葉 は 霜に しらけて 風 もな く 雲 も 障らぬ 月の 寒け き 

庭 雪 

あさ 戶 あけて 我 はかりみ る 庭の 雪 ふむ 跡 をし み 出 も やられす 

炭 竈 _ 朱 ) 一 業 所感 之 因 某 可 思 之  • 

身に 厚き わさ も あらまし 炭 竈に たつる は 薄き 煙な りけ り 

埋 火 (朱) 置 候 起 心 も そ ひ 申 候 哉 

寒き 夜 は 又お きそ へて いくた ひか 灰 かきならす 閨の埋 火 

怫 名 (朱) 越 格 之 體奇々 妙々 

罪 消 は 三世の 怫も よそなら し 我 名 を 唱ふ 時鳥 かな 

歳 暮 (朱) 一とせ のく る、 はかな さは 人世の 如ぐ 成べ し 

とやせ ましかく やせ ましと 思 ひつ 、今年 もけ ふ を 限と そなる 

戀 十五 首 


お 


草  翁 


初 戀 (朱 ^ 陰陽の 二 神の こと 初戀 めつ らしく おほしめ しょり 

神 やしる 思 ひかけ ぬる 一 一 柱 の 浮 はし 戀 わたる 身 を 

忍 戀 (朱) 切に 忍ぶ 心 あら はれし 

憂 時の 身 を隱す へ き 山 は あれと 忍 ふ 心の 置處 なき 

聞 戀 

たく ひなき しら へ と 聞て 爪 琴に 心 ひかる、 峯の松 かせ  - 

見 戀 (朱) 露 をな みだ 花 を 人に なぞら へられし  • 

垣 間み し 花の 朝露 我 袖に 置か はしつ  >- 物 思 ふころ 

尊 戀 (朱) 題の 心 親切に 案ぜられし 

替て住 行衞を 知らて 音に そ 鳴 S:T の 草 一お 尋ね わびつ . - 

斤 I  (朱) たと ひ 玉の 緖計 なりと もうき を わすれし 思 ひいでに せば やの 心 あはれ ふか 

。。 i  i  く候大 かたに て はき、 とる まじき にや 

なからへ て 憂 や 忘れん さりと も 祈る 契 は 玉の 細緖に  ： 

契 戀 (朱) 寸善尺 魔 尋常に 候 

又な にか さはり とならん 契りつ 丄仪を 待 くれて 胸 さわき ぬる 

待 戀 (朱) 自他の か はりの みい か、 

花に 待 もみち に： £ て 我 宿の 梢の 雪 を 見ぬ そつれ なき 

遇 戀 (朱： 中 川の 水に ひかれて ほのかに 結びし 軒の 荻の 露の ちぎり なるべし 

中 川 やさ はり は あれと 行水の 末の 逢瀨 となる そ 嬉しき 

別 戀 

おき 別れ 君 か 行 衞に有 明の 月 かた ふきて なく 計な り 

  二  0 七 


草  翁 


 I  二 〇 八 

顯 戀  、 

思 はす も 我 通ひ路 のけさの 雪 ふむ 跡 見えて あら はれに けり 

稀 ■ 

0  0  (朱) LL の 字 入られて 猶可然 也い か 

別つ あ ふこい つと も浪の 上の 浮 木の 龜の ためしと そ 思 ふ 

絡 戀 (朱) 句々 貫 玉 候 

我戀は 夢のう き 橋う つ、 にも 結に し 後 はふみ も 社 見ね  _ 

怨 戀  一 

思 ふ 程い ひも やられす 怨をは 浮 ふ 泪に又 を かれつ 、 

舊 戀 (朱) 此 題うた よみた てす る 人お ほく あやまり 候に 御 心得 不思議に 候 

ふるされて 身に うき 秋 は 積れ とも 我 思 ひ 草色 は 替らす 

山家  ふ 

名 も 高き 大內山 は 分 も 見す 住 なれて よし 我 小 野の 鄕 

田 家 (朱) 無事 神妙 

めくり 来る 垣ね の 水 は ほそ けれと 賤か門 田 は 秋 を 社 まて 

閑 居 (朱) 對顏成 二； 人面 白存候 月下 獨酌 御床し く存候 

ひとり 居る 庵と はい はしょな くに 我 影 添て 月 そす むな り 

籬 竹 (朱 )一 ふし ある 體に候 

薆 ふし を 人に いはれ て吳 竹の 籬に 秋の 虱戰 ぐな り 

覊 旅 (朱) 舟 路の枝 折 は 月の かつら 星の 林なら て はと 存候 

逢坂の 關 こえ 行け はに はの 海浪 のか へ るに 袖し ほるな り 


草  翁 


海 路 

|;|;.1^、> つくよ るへ もしら 浪の 花の しほり や 月 ほしの 影 

野 宿 (朱) 下句 殊 美く 

^しの はやとり 問へ き 方 もな しいくよ 尾花 を片 しきの 袖 

故 鄕 

、らくに て 見る も 替らぬ 色な から 月に はお も ふ 故 さとの 秋 

眺 望 (朱) 秋來見 月多歸 思な どの 風情 拔結 

詠れ は淡路 の！ 1 戶に雲 消て 唐土 まても こ、 ろ やらる 

述 懷 

1 とせに 花  >眹 春 は 有な まし 草木に たに も あらぬ 我 身 を 

懷 舊 

跡 もな き 人の 言葉の 何に かは殘 りて 今日の 泪と はなる 

哀 傷 (朱) 北 邙之煙 猶有餘 習 少林 之 風 頻絕妄 塵 

こ ろ ひく 方に やな ひく 鳥へ 野の 夕べ の 煙 空に をれ つ . - 

神 祗 (朱) 上下 風 體相叶 可 謂 君臣 合體也 

天 照す ひかりの 末 を さして 見よ 三 笠の 山に な ひく 浮 雲 

釋 敎 (朱) 此 和歌 はさして 釋敎題 なれば 中々 憚 ありて 不及 批判 - 

夢 や ふれこ  ろの 月 も 光 そふ 雲の はやしに あかつきの 鐘 

(朱) つくば.： g の ふもとよりも しゅき めぐみに 民の 竈のに ぎ は ひ 候 はん 事 千秋 禹 

祝 言 歲至 祝至禱 珍重々々 

  二。 九 


  二 一。 

筑波山 ふかき 惠 のかけ にす む 民の 竈 は ゆたかな りけ り 

元 和 六 年 冬日 於 和 泉 山中 詠 之 

十 竹 波 

(朱) 汚 墨 八十 一 篇之內 長 默六首  . 

(朱) 一 つ ふたつ ひろ はむ 玉も殘 るらん 我お ろかなる 袖の せ はさに  光 ！y 

, 萬 松 山 東海 寺 開山 澤卷百 首 詠 烏 丸 光廣 點終 

往歲乙 亥、 依 台 命 難遁、 臘月、 初 五日、 起 但州入 佐 山 之 草廬、 同 二十 R 入 幕府、 二十 八 曰徵入 殴、 備人 

事、 以禮謁 台顏、 不淺、 而後 時々 依 命窺拔 坦矣、 光陰 不留、 春往 來秋亦 去、 惟 時 十月 下旬、 吾山 開 

山祖 三百 年忌、 當此歲 臘月 二十 二日、 不可 有不 香拜、 依 此奉請 歸京之 暇、 蒙 許可、 仲冬 初七日 出 幕府 突 

亦 夢 寢去又 夢 寢醒寢 何時 乎 光陰 不留、 時不待 人、 吾 夢中 之 世、 壽六 十四、 不得半 曰 閑、 東 漂 lli!l、 面 身 

已 老矣、 吁是誰 過 乎、 

世上 光陰 下坂 車 歲云暮 矣欲歸 家 士峯 白雪 雖無飽 又 思 長 安 一 日 花 

過 品 川 

橋 過 品 川 倚 旅亭 知 音 携酒好 叮嚀 又 相 別 去 問前路 我此 生涯 水上 萍 

世 を わたる 品川賤 かくちに さけび かたに にな ふに うき しらる >, 

六 鄕の橋 を もす き あと 見し 人 もまへ になり さきにた ちし 人 もお くれぬ る 老少不定の さか ひも かく やと そ 

思 ひし 

たれ を か はさきた て たれ をの こしけん 殘るも 殘り果 ぬう き 身 を 

今宵 かな 川に やとり しめて 

憂世 哉 替る淵 瀨は人 ことの こ 、ろの 水に ふみまよ ひぬ る 


翁 
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八日に 此宿を 出て 戶塚を 過ぬ 

；: わ ふる 手 をに きる 十 束に た 、ぬよ を 永く も 我は頓 ぬる かな 

所の 名 を 立 人る ばかりな り 名所と しもき かね は 歌枕 も 知らす 藤 澤に晝 の やすら ひして .ケ..？っにへス. 

： 浪 かくと 岡に や 兼て 造る らん 花 さく 頃の 藤澤の てら 

此暮 に大. 礎の 宿に つく 此 里に 虎石と ていに しへ 遊君 石と なりて 今に 有りと い へ は 

石と 殘る姿 もさ そな もの ふの いる や もた 、し大 いその とら 

、 J よろ ぎの 礫も此 つ  > きとい へば 

世 中 はいつ くも 海と 浪 わけて 小 龜もか へ りこよ ろき のい そ 

九日に 小 田 原に 晝の やすら ひして 

賤男 かこ  >- ろつ くしに もる 小 田 はらうた けし 人の 知らぬ わさ 哉 

小 田 原と いはん はかり 且宿 次の しるしな り 

出 小 田 原 上莒根 山、 路繞 羊腸、 崎嶇難 三十 里、 漸臨 湖水、 見 之 思 之、 妙 高峰 頂、 行 舟 亦 何 難、 直 入宮で _ 仏寺 

則主聳 安山 立、 暮鐘 應空 谷、 樓觀列 波、 心親覺 身、 是到龍 宮城、 山 隈有新 村、 行以卸 角駄、 則 入 坐 湖水、 

湛前士 峯涵、 isy 世 外 之壯觀 也、 . 

遠 到宮根 山轉重 . 千年 古寺 暮樓鐘 影沉 湖水 有奇觀 

しほなら ぬ宮 根の 海の 水 烟そ, ：- のかけ さ へ 不一 一 や も ゆらん 

十日 午 時人 三 島、 先 參詣於 明 神矣、 本社 末社 新造、 華美 不可 勝 言矣、 

南無 三 島 大明神 本 地大通 怫變身 蓬 丈瀛洲 是當處 

浮 島 原 杜詩此 生 如 寄 耳 

行 處是皆 浮 島 原 此生如 寄 不留痕 雖藏身 尙未藏 影 


樵 夫乘舟 上士峯 


不紹弱 水 得 仙 M 


歸 去來兮 無月 村 

ニニ 


草  お 


p5 ふ 事なくて いっくに あり はてぬ し はしなる 世 を 浮， 島 か 原 

の ほる 左の 海原に 松の しゅり 有と いへば、 是 こそ 酸 河の 國、 千 本の まつ はらと て、 た、 人 を 白 にあて 

し 所と いふ 

むかし 爱に人 やなけ きを 植 つらん 今 もち もとの しけき 松原 

過 吹 上 

客 路風寒 吹 上 松 惟 時 1K 序 在 三冬 夕陽 牧盡浦 雲 合 

世に 高く 吹 上の 松の 名に たつ や 木末に かよ ふ沖津 しほ かせ 

多 子 浦 

焦 思 鹽竈缓 〈4^ 烟 世路 艱難 最耐憐 似 愛 風光 多 子 蟹 

田 子の あまく むし ほ 煙 風 をいた み 消 行 空に 身 を や 知る らん 

淸見關 

不鎖關 門 矣吏生 只 能 令 勝 境留行 暮雲 埋景有 遺恨 

人 や たれと むる ともなし 淸見 かた 浦の 眺ゃ 波の 關寺 

過 三 保 

三 保 松原 綠禱波 .y 東 絶勝 不尋佗 客 中 風景 未知 飽 

世 を 忘れ 三 保の 松原 ふしの 雪し ほやく 烟海士 の 釣 ふね 

十二 日の 朝 江 尻の 寄 を、 誰も 旅 なれば 府中 とても 心と  >  まらす、 阿部 

ぞ めば、 夕日 やにし きの 波 水鳥 や 鴨 履 を あけて 渡るな り、 葛 袴の すそ ぬれて、 うらみながら にう つの 山 

にか る、 

いく 程 そよ は 石の 火 をう つの 山 ひかりの まさ へ たと る 細道 


數杵猶 敲海寺 鐘 

檐 頭湖徵 月明 還 

淸見寺 中 鐘 一 聲 

强策羸 ま 信 脚 過 

とやらん もす ぎ、 まりこ 川に の 
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旅人に は 心 を かへの 鄉な. がら、 晝の やすら ひして、 さく 頃 思 ふ 藤 枝の 花 波 か > -る大 井川 を わたる、 

瀨は 淵と おも ひか はさ は大 井川 人の こ. - ろの そ こもたの まし 

十三 曰に かな やの 宿 をいて、 たと るに、 こ 、そとお も ふ 菊 川 も 過、 中 山に か、 れど もさよ あけす 世に め 

つる やから は 心 常にい そがし く それらに いざな はれて、 思 ひの 外に やどり をと く 出で、 中 山より 富 土の 

詠 もな りかね て 心に かけし も、 い たづら になれば、 

世 をお も ふ 人 ゆ ゑ やと をと く 出で 、また あけ やらぬ 小夜の 中 山 

年た けて 又と はかね て 思 は-さり しに また こ ゆると おもへ ば 

思 ひき やとお も ひなから に また こえて 行衞 はしらぬ さやの 中 山 

かけ 川に て 

ゆく ま  > に 立歸る へ き 老か身 はとは かり 袖に かけ 川の 波 

虱 ふくろ ひも 身に しむば かりながら 富 士を見 付の け ふとい へ ば 

富士 とい へ は 時 知る もの を 三冬 さ へ 珍ら しからぬ 雪 もめつ らし 

望士峯 


峰 臨 東海 所 何 似 


富士山 高 甲大倭 中 朝 五嶽亦 如何 

去歲見 富士、 今 作 記 于此、 

直上 由 旬 碧 落 間 千秋 積雪 擁東關 

十四日 濱 松の 宿 を 出 

里の 名 はとはても しるし 沖津浪 木末に ひ 

あら 井の 渡して 須賀の 海に のぞみ 

しら 菅の ねさし もしら てよ る浪の 岩に くた けて 引 そ 煩 ふ 


月明 夜 若 星 無 影 


.濱 松の 音 


只 見 漁 翁 雪 一 簑 


富 士峰前 不見山 


11 1 ミ 


鹽見坂 をの ほりて 

暮 待て 見 まし や 海 を わけの ほる 月影 添て さす 鹽見坂 

坂と はの ほり 行 道 をい ふに は あらす、 の ほりぐ て 上の たいらに して 海 を 見お ろす、 是を 坂の 本意と す 

思 ひき や 松原 遠く 行 右に 道 あり、 杜 若に 名 を 得た る 澤邊に 行 道 あり、 

ことのは をと めて 三 川の 杜若花 こそ あらめ ねさ へ かされぬ る 

時し も 三冬 なれば、 今は现 なり、 其 時 を 得て さへ、 花 は 名に さける のみ、 これ ぞ三 川の 澤と いふべき か 

たち もな し、 田 計 有りて 杜若 もな しと 與ぜ しも、 现とぞ おも ふ、 ふた 川と やらん にっきて 

かき あけて あら ひやな かすかち 人の よ をう みわたる かさの ふた 川 

難 波津の 事の あし も吉 田と 聞く にい さみ 有 里の 名の 五位 をへ ての ほれば しゐを ひろ ひても 世 を わたるべ 

き 山中な り 

あ ふこい つと 定めな けれ は 定め ある 命の 露の 風の 間 をし き 

赤 坂に やとり いれば 曰，， 、暮ぬ 十五 日の 朝 こ、 を 出て 

白妙の 雪 も 塊ぬ 赤 坂 や 名に たく 花の つ 、しなら まし  . 

岡 崎に ひるの 宿りして 

鉢 袋 手 を さし 入 て さかせ とも 何 岡 崎の 茶の 錢も なし 

嗚見 *v 暮か けて すぐる 

鄉の 子の 夕と； ろき に 沖の なみなる みと 是を入 や い ふらん 

池の 鲤鲋と 書て 里の. 名のち り ふといへば 

水底のう ろくす 迄 もす める 世に あ ふや 嬉しき 池の 鲤鲋 

あつたに つき： ei- を 思 ひ 出て 


la とてもい かて あつたの 宮人 はす  >- みとる らん 月の 人 海 

桑 名 S 城主 其 身 は 幕府に 在ながら 家郞に 仰て さきだって 三 n 迎舟給 はる 薄暮に 宫の前 をいた す 七 里の 渡 

なり 

過熱 田 前 初 月 寒 三更 雨進不 心安 征帆遲 速 風 消息 渡 是嚴陵 七里灘 

十六 日の 暮 かたに 桑 名に つく 此渡を こえて 人 皆 東 路の難 をの がれた ろ 心地し ぬ 桑 名 を かくして 

東方い く 海山に こ. - より はう けく はなしに か へ る みやこ 路 

こ 、を晝 にさが りて 出で 四日 市と いふ 宿に 一 夜 を あかす 

見渡せ はいせ や 尾 張の 海 つら を ふりわけて 行 まほのお ひ 風 

行末に 宿 あり 右に 瓦の 軒 高く 御堂 ありと へば 石藥師 とい ふ もし を かくして 

と はぬ より， 〕 ひしゃく しのはい f  J とに かき やる 文の 數は つもれと 

下 輿藥師 

拜石 藥師其 製ェ 應供方 土 本當東 露 含虚碧 瑶璃色 問 出身 途鎚整 中 

庄野を 經て龜 山に の ほる 

關之地 藏大悲 深 酒 肆思房 錫杖 音 誰 見 高 天 一 輪 月 淸光 昨夜 在蹄涔 

宿 坂 下 詣鈴鹿 御前  - 

鈴 鹿 明 神 古池 深 靈燈 一 點月懸 峰 聽消業 障 盡煩惱 溪水 山風 神樂音 

十八 日 こ、 を出づ 

松の 風水の ひ、 き やおの つからき ねか 袂に ふるす. -か やま 

名 をき けば はなれ かたきと 思 ふに 

ねき こと も われに はき かす 名 を 思 ふ 心 やみねと 神に 祈ら は 

ニー.； d 


土 山 を 越え 水口と いふに 晝の やとり して 所の 名 を 立 入 

惜め をし む 身 さへ 骨 さへ みな 朽て殘 る は 後の 名のみ ならす や 

橫田 山石邊 をと ほる 

久し かれ 治まる 君 か 橫田山 さ れいし へ も 苔む せる まて 

右に 鏡 山 を 見て すき 行に 

是も又 君 かこ  ろの すくなれ はすくなる をよ のか、 み. =^ 力な 

草津 とい ふ 所に 一夜 寢て 

まかなく に 人の 心 をた ね なれ はこと 草つ きぬ 敷 島の 道 

十九 日 ひるまへ に大津 にっき あけて 一 一十 日に 宿 をいで. - 

いにしと しうちいての 濱の 湖の 海 又 その 頃に か へ る 波 力な 

關 にいる とて 

山 科の 舂 をし もらす 梅 か 香に 誰に もま さるせ きむか ひ. P 

粟田 山 をいで 、初て 都の そらにむ-かひて 

粟田 山 やま 口 出て ほの くと 都に け ふ は 入 そうれ き 

二十日 ひろ 紫 野の 舊 居に 入る 

道の 記 終 


〈ム湖 草 卷之 十四 

〇 澤庵 和尙鎌 倉の 記 

宮柱 ふとし きたて  萬 代に 今そ榮 えん 鎌 倉の 里と 聞え し は、 昔年 三 浦の 一 黨、 賴 朝に 思 ひつけ 申て、 北 

條 より 此の 里へ 迎入 奉りて より、 威光め てた うして、 天下 を 掌のう ちに 治め 玉 ひける とか、 鳩の 峰 遠く 鶴 

か 岡に 移ります、 神が きも 宫柱 いやましに 立 添、 國萬代 を 祝す 成べ し、 本より 神と： S は 水 波の 隔、 一 體 

異名 なれば、 本 地 を あら はせば、 西方の 化 主、 日の 本に 跡 を たれ 玉 ふ、 神怫 一如 なれば、 瑞垣 もへ だて 

なく、 神の 宫 寺に は、 東方の 化 主 醫王善 逝 を 安置し、 夕曉の 鐘の 響、 無常の 夢 を 驚し、 四方の かためと 

て、 四隅に 四 箇の律 寺 を 創め、 國泰民 安の 禱を つとめ、 佛の 威儀 を あら はし、 衆生の 利益し 玉 ふ、 我禪 

法 流布の 時 や 至 けん、 後鳥羽の 建久ー 一年に 明 庵榮西 禪師、 大宋 より 歸り土 御門 建 仁に 洛陽河 東に 禪寺を 

立、 顯密を 兼お かる、 順 德院の 建 保 三年に、 鎌倉實 朝のと き、 壽福寺 を 立ら る、 是 五山の 其の 一 なり、 

總 じて 上 をう やま ひ、 下 をめ ぐみ、 現當を かねつ とめられ けれ 共、 夙 因の つむ 所 やうす かり けん、 現在 

の 果報、 家 も 短く して、 師子 身中の 蟲と かや、 身の 中に して 身 を やぶる 事と 成り、 I 貧 朝 はやく 公 曉の爲 に 

うしな はれ 玉 ひて 家 たじろぎ ぬれと、 萬 代の ちか ひや 理に淺 りけん、 後の 九 代 鎌 倉と かしつ かれ、 天下 

は 一人の 1K 下に あらす、 道 有て 代 を しづめ 玉 ふ 人の IK 下 なれば、 家 は 平に か はれ 共、 供 基 を ひらき 玉 ふ 

は 源な り、 中垣の 隔を いふ は 人の 情なり、 然るに 此の 家も數 重代 重 ぬれば、 上 をう やま ひ 下 をめ， ぐむ 心 

もう すらぎ、 侈に 家 かたぶきて、 其の後 尊 氏 公 1K 下の 武將 として、 一統の 代と 成て、 都に は 長男 義餘、 

皇閤を 守護し 給 ふ、 關東 をば 二 男 基 氏に 預け 玉 ひて、 此の 里 はと こしな へに 榮ぇ けらし、 前代の 形見と 

て、 世に 殘物は 神社 佛閣 なり、 平時 賴建長 寺を始 む、 五山の 第 一 たり、 大覺 禪師を 開山と す、 此の 禪師 
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は 字 は 蘭溪、 諱は道 隆大宋 より 後嵯峨の 寬元四 年に 來 朝し 玉 ふ蜀の 人な り、 昔年 千 光 國師榮 西、 建 保 年 

中に 入滅し 玉 ふ、 我 世 を 去て 後 三十 三年に 来朝の 僧 有べ し、 我 三十 三年の 枯 香の 師に請 すべし、 是を布 

施し まゐら せとて、 藕 紫の 装裟 衣を殘 されけ り、 年月 移て 三十 三年の 忌 を、 筑前國 羽 堅聖福 寺に して、 

いとなみけ るに、 來 朝の 僧 もな く、 譏 も あはぬな りと いひけ る 所に、 半濟の 時分に、 太宰府に 唐. ii 入ぬ 

いかなる 人 や 渡りけ ると たづね ければ、 大覺 禪師、 此 船に て來朝 なり、 即拈 香に 請 じけ る、 拈 香の 語 は 

建 仁錄に 見えたり、 

蜀地 雲高 扶桑 水 快 前身 後 身 兩 彩ー賽 

千 光 扶桑の 人な り、 水 快と は 千 光 をい へり、 大覺は 蜀の產 なり、 雲高と は大覺 自らい へり、 自贊の 語な 

り、 前身と は 千 光 をい ひ、 後 身と は大 覺の自 いへ るな り、 合一 人、 然ば雨 彩ー賽 といへ るな り、 藕絲の 

装裟、 今に 大覺 禪師の 塔、 西 来院に 在り、 千 光三 十三 年に、 大覺齡 三十 三に して、 寬元四 年に 来朝し 玉 

ふ、 昔年 千 光の 遣 言、 大 覺の來 朝、 千 光に 寂 三十 三年、 大覺の 年 三十 三、 誠に 符を 合る が 如し、 又 本朝 

に 三十 三年 有て、 後宇多の 弘安 元年に 壽六 十六に て 入滅 ありき、 瑞鹿山 圓覽寺 は、 時 賴弘長 三年に 建立 

し 玉 ふ、 其の 時大覺 禪師、 時賴 遊山の 次で、 禪師 がいはく、 此地は 叢林 相應の 所な り、 建立 有べ しと、 

時賴 時節 をう つす ベから すと て、 折節 田が へし 居た る 耕 夫の 鋤 をと りて、 時賴 一 下し 玉 ふ、 同大 覺鋤を 

取て 一 下し 玉 ひ、 其の 所に 草庵 をむ すび そめ 玉 ふ、 其の後 弘安 元年に、 大覺 入滅 有りて、 同 五 年 癸 S の 

年に、 時宗 公立お さめら る、 時に 詮藏司 英典坐 兩佾を 使と して、 大宋へ 渡され、 住持 を 請 せらる、 其の 

帖に 曰、 

時宗 留意 宗乘、 積 有 年 序、 建營 梵苑、 安止緇 流、 但 時宗 毎 憶、 樹有其 根、 水 在 其 源、 是以欲 請 宋朝名 

勝、 助行此 道、 煩 詮英ニ 兄 大覺之 弟子、 莫憚 鯨波 險姐、 誘引 俊傑 禪伯、 歸來 本國、 爲望 而已、 不宣， 

弘安 元年 戊 寅 十一 一月 1 不三曰  時宗 和 南 


草  翁 


詮藏 司禪師  英典 座禪師 

兩儈是 に 依て 宋に 入り、 同 二 年の 夏、 怫光禪 師請を 受て來 朝し 玉 ふ， 即圓覺 寺の 開山 祖是 なり、 圓滿 常. 

照國 師と號 す、 諱は祖 元 字 は 子 元、 自ら 無 字と 號 せらる、 第】 ニ龜谷 山壽福 寺は實 朝の 御 建立、 時代 も 先 

なり けれ 共、 十 刹の 位に て 有し 後に 五山に 任せられ ける 故に、 鎌 倉 五山の 第三に 列 なれり、 千 光 國師開 

山祖 たり、 塔 を 逍遙 院と 云、 第 四 淨智寺 は、 龜山院 の文應 元年に 来朝し、 徑山無 準の 法嗣兀 菴禪沙 開山 

祖 たり、 師檀の 緣ゃ淺 かり けん、 後 四 年に 時 賴旣薨 し 玉 ふ、 其の後 禪師は 志 有りて 宋に歸 り 玉 ふ、 附法 

の 弟子 心 翁 禪師、 南 淵宏海 和尙、 年若き を 以て、 大宋徑 山 石 溪和尙 の 法嗣佛 源兩師 を、 開山に 定置 玉 ふ 

兀庵を 開山と せ さる 事 は、 故 有りと、 ぞ、 第五 淨妙寺 は 山を稻 荷と いふ， 千 光の 法 嗣退耕 行 勇禪師 開山 

たり、 塔 を 光明 院と云 ふ、 此の 外 十 刹 諸 山の 禪院、 代々 の 新 營數を 知らす、 来朝の 諸師歸 朝の 列祖、 皆， 

此の 里に 跡 を 殘し玉 ふ、 其の 昔延 暦の 頃、 和 州 大安 寺 行 表、 和尙樂 寂、 其の 先神秀 派の 禪師來 朝 有り、 

即行 表和尙 大安 寺に 禪院を 立、 行 表 海最澄 等參禪 有し、 其の 禪は 宗派 斷 絶す、 南 宗の禪 日本に 傅へ て 

より、 此の 里 は 誠に 禪師の 源な りお のれが 十二 世の 先師 圓通大 應國師 も、 龜山院 の 文 安三 年の 秋に 歸朝 

有りて、 建 長 寺に 住持し 玉 ふ、 此の間 筑 前の 輿 德寺、 同 國横岳 山崇福 寺、 京師の 萬壽 寺に 住し 玉 ふ、 相 合 

て 四 言の 錄 有り、 後 宇多院 其の 道 をした ひ 玉 ひて、 國師千 化の 後 城 西に 龍 翔 寺 を 草創し 玉 ひて、 師の遣 

像 を 安置し、 跡猶 今に 殘れ る、 其の 外 域 南 薪 里 妙 勝 寺 所々 に 跡を殘 し、 終に 建 長 寺に 入滅 を 示し 玉 ひて 

天 源 庵と 云 ふなり、 天 筆 を染給 ひて、 塔の 額 を 普 光と 賜 はる、 一度 かしこに 行て、 一番 を燒 き、 報恩の 

志 をと け、 其の 外 諸 祖の塔 燒香順 禮せぱ やとて、 寬永十 年 癸 丙の 仲冬の 初に、 江府を 出れば、 旅より たび 

に 立 衣手 寒き 曉、 左 は、 y 水 浸々 として 白く、 右に 向へば 富 士の根 白し、 しの >- め も 時 行 空に 村 寺の 鐘な 

聞て、 

曉出、 江 城 對士峰 路邊水 白 照襄容 往人 馬上 知糯夢 道 者 緩 敲村寺 鐘 
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旅人の 朝 立て ゆく 馬の 上に 見つ 、 や 宿に 殘 しつる 夢 

また さめぬ 此 世の 夢を見て いや はかなる 身の 行衛哉 

た ひ 衣 かたしく 袖に 入 夢 はふる さと 人の よるの こ  >, ろ 敷 

旅枕 かり 寢の夢 は ゆめの 世 を 見なら はしと も 知らて はかなき 

, 行く 海道 を ふるに、 袖 も 引 ちぎらす、 上り下りの 人數 しらす 打 過ぎ ゆく、 いづれ か 世に 殘 りと，， まる 

〈き 夢に 逢 ひ、 夢に 別れ いつをう つ V ぞゃ、 行と まるべき 終の やどり を 知る 人 や ある、 本覺の 都と や 

らん も、 名に は 聞つ らん 覺束 なし、 

東 往西還 見 幾人 人人 相 遇 孰 相 親 親疎 不問 草 頭 露 露晚 風前 夢裡身 

いっくより いっくに 通 ふ 道 なれ は 此世を 旅の 宿と いふらん  西 行 法師 

とか る 事 を 聞ても、 身の 行衛思 ふ人ぞ まれなる、 

とまる 身 も 行 も 此世を 旅なら は 終の やとり を 人に 知ら さよ 

とまる 身 も ゆく も 此世を 旅なら は 終の やとり は， 町 地なら まし 

と、 口の 內 につぶ やきながら 行に、 かしこの 里の こなたより 左に 付て、 行く 所 こそ 金澤へ 入道な と、 

ふ、 そこの 鄕の名 をと へば、 かたびらの 里と 聞て、  - 

地 白なる はなの あしたに はた 寒く 夏 そき て みんかた ひらの 鄕 

と 俳諧して、 谷 相の 道 をへ て 行く、 やうく にして 高き 所に の ほれば、 古き 寺な ど 見 付て、 のがれた き 

心 もや ぶれぬ、 魂 傷 山 俠深愁 破 崖 寺 右と 杜 H 部が 作 けん 詩 を 思 ひ 出しぬ、 又 一 坂 をの ほれば、 一 木の 松 あ 

り あ； U の はりた る 正木の かつら は、 つ 》 らくる 人 もまれな るに、 山男 ひとり 爪 木， 1;^ が是 にと へズ、 能 

化 堂の 松是 なりと 云 ふ、 立より て 金澤を 見お ろせ は、 詞も なく、 實 にや 此の 入海 は 古しへ より 唐の 西 湖 

と、 もてなし ける ときく も、 いつはり なら じ、 迫 門の 明 神と て、 人 海に さし 出た る 山 あり、 古木く ろみ 
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麓に 橋 あり、 橋の 下より 潮 さし 入 ぬれば、 はるか 遠き 山の いりまで 湖水と なり、 潮 引 ぬれば、 水鳥 も 陸 

に まよ ふに こそ、 水陸の 景氣も あした 夕に か はり、 金 岡 も 筆 及ば ざり しとな り、 来て 見る 今 は 冬 枯の野 

島が 崎と ほく ふる は、 秋の 千草の 色 もな し、 水 むすびつ す、 みとる 折に ふれて や 名付けん、 名 は 夏 島 

に 夏 もな し、 島根に あまの 小屋み えて 網 を ほした る夕附 日、 漁 付の てらし 是 なり、 染てか はらぬ 筆の 跡 

硯の 海のう る ひに や、 雨に きて まし 笠 島 は、 人の 國 なる 潇湘 の、 夜の 心 も しられけ り、 目路 とほ けれど 

富 士の根 を、 心に 寄せて また ふりぬ、 江 天 の 雪と 打 詠む、 浪た ちかへ る 市の 聲、 風 まち 出る 沖津 舟、 遠 

寺の 鐘 も 響き 來ぬ、 洞 庭 とても 餘 所なら す、 月の 秋 こそしのば るれ、 水の 底なる 影 を 見て、 臂を やの ぶ 

る 猿 島 は、 身のお ろかなる な ゆきより、 おとして けりな 烏帽子 島、 蟹の 子供の かり 殘す、 沖の かちめが 

鎚の 音、 あら 磯 波に 釘うた せ、 朝夕し ほや さしぬ らん、 箱 崎な りと をし ふる は、 松 さへ しける あ ひに あ 

ふ、 しるしの 箱 を 納めつ、、 西 を 守る と 聞つ るに、 東の 海の 庭 深き、 神の 心ぞ たうと かりけ る、 

島々 やい く 浦 かけて 大和歌い かにな かめん 三十 一 文字 

かくて 爱に日 をく らしなん もい かなら むと て、 山 を 下り 里に 入 ぬれば 朔 日頃の 山の端に、 織 月 かすか 

にして、 鐘 ひびき、 海岸の 底に こたへ、 岡の やかた は浪 にう つり、 龍の 都に 入ぬ る やと 覺束 なし、 海士 

のい ざり をた よりに、 宿と ひて 一夜 を 明し、 先 寺に 詣け るに、 本堂 一 宇 あり、 諸 堂 皆 跡 計な り、 五重の塔 

も 一 重殘 りぬ、 此の 金 澤山稱 名 寺 はいつ の 年に か、 龜山院 の 御 願 所と 號 せらる、 此の所 は 一 切 在家 を ま 

じへ す、 今の 在家 は、 皆當 寺界內 なり、 殺生 禁斷の 浦な りし、 漁 人な と. -申者 は 一人 もな し、 時う つり 國 

1 度亂 る、 廢 亡して 再びい にしへ にか へらす、 庄園 黑 落て 武家 押領の 地と なり、 房 跡 は 漁 人の 栖 家と 成 

院々 は 跡な く 海 土の 小屋 數そ ひ、 當寺界 外の 下郎 共 は、 武家の 手に 付 門外に 有ながら、 却て かれらが 顏 

色 を 窺 ふ 有様 思 ひやるべし、 怫 前の 燈も ほそく、 朝夕 煙 もた えがち なりと、 老僧 達 三人 かたられけ るに 

袖 をうる をし、 むかし 船つ か はし 一切 經をも 取 渡し、 其の 外 俗事 外 外典 共 世に たぐ ゐ なき 本 共、 金澤文 
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庫と 事 付 有 は、 當， 寺より 紛失した るな りと かたらる、 經藏 もこ ほち ぬれば、 本堂に 一 切經 をば こめ 置と 

なり、 寺の 致 境 をめ ぐらし ぬれば、 山 かこみ 古木 そびえた つて、 松 杉の 隙ハ 母、 秋より けなる 紅葉の ほの 

めきて、 靑 地なる 錦 を はりた らん は、 か、 るべき かなと いひ あへ り、 

何とた 、{ なに 時雨の ふりわけて 染る楓 に まじる 松 杉 

堂 前の 池に は、 蓮 葉 亂れ、 冬の 水 ひや、 かに、 伽藍の 跡 共 は、 野菜のう ねとな り、 一 の寳 といへ る は、 

萱が 軒端 かたぶきて めぐりの 房々 も、 ひへ わたりて、 人の 音ない もせす、 思へば 却て 寂寞 無人 聲の扉 を 

とぢ、 坐禪觀 法の 床 を しめたる に 似たり、 かく 怫法 零落の 時節、 いかなる 人が 世に出 給 ひ 絶た る をつ ぎ 

すたれたる を 起し 玉 はんか、 慈 尊 三 會の曉 を賴む 計な り、 世に 生れて 人の 時め き樂 え、 何事 をな す も 心 

に まかせ 奉らす と 云 事な く、 いき ほひな びきぬ る 事、 幾 世の 因緣を つみて か、 ro^ 報の か. "る 事に はいた 

るべき、 ぞゃ、 唯 人と 生る. -の みさへ かたき 事な り、 たと へば 天つ. M より 釘 をお ろして、 廣 海原 や、 底な 

る 一 粟 を さしと らんと し、 浮 木 を もとめる 龜の 如し、 况か、 る まれなる 果報に 生 あ ひて、 三ば 四ば の 殿 

つくり、 軒に 軒 をなら ベ、 さき 草の さき-^ いやましに 榮 えむ 世 は、 濱の眞 砂 を數々 かそ へても、 なほ 

たらぬ 祈 は、 いつの 世 も 下より 上 をお しなべ てうと からぬ 心ながら も、 いにしへの 跡 を みれば、 淺 茅が 

露に 宿る 月 は、 よな く か はらす、 何事 もむ かし は、 蓬が そまに 引 立た る を 見る にも 淺るは 名な り、 宫 

寺な どはいと なみし かたばかり も 世に と  >  まりて、 今の 世 迄 も 是 はた れの はじめて、 草 をむ すび 給 置 

ふ、 是は 誰の 結た る を、 重て 取お こし 給て、 今まで かくなん と、 所の 者の 口に 殘 てった へ 申 を、 其の 代 

の 人の 形見と ぞ 見る、 是を 思へば 自の栖 居 は、 いかにして 形見 を 神社 怫閣 に殘 さま ほしき 事な り、 此の 

世に あだなが らも 殘る 名は朽 すして 傳へ、 後の世 は佛 果の緣 とならん、 然る を 時の 人 は、 か る 事 を かり 

をめ にも 聞て は、 かたはらいたき 事に いひな せ 共、 かしこき 世々 の 君、 いか 計 智慧 有る 人 も 信じ 来りた 

る 道 なれば、 下りた る 世の 淺き 智慧に て は、 此の 法 を そしり やぶりが たし、 やぶる はやす く 立る はかた 
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し、 やすき は 道 もと ほし、 道 はいたり がた き 物な り、 百日 か りていと なみし 家 も、 破る 、 は 一 日の 中 

に 有り、 何事 も か. -る理 とお も ふべき なり、 此の 寺に 來て見 まつる 笠の 軒 も 落、 時雨 も 露 も ふり そふ 有 

様ながら、 晨鑌タ 梵の聲 のみ、 かつ，， （\ もた えぬ 計に、 此の 法の 今少殘 たる しるしと. ぞ 聞し、 

山 言 金 澤寺稱 名 響 谷晨鐘 夕梵聲 時 去 池 蓮 餘欺葉 院荒竊 菊 尙殘英 

挾 風 松 竹 留秋見 聒雨 芭蕉 入 夜 鳴 尾 上 峰 宇 廊下 海 登臨 終日 隔 人情 

池の ほとりに 一木の 楓 あり、 いにしへ 爲相 卿、 

いかにして 此 一 もとに 時雨らん 山に さきた つ 庭の 紅葉 は 

とよみ 給 ひしょり、 此の 木 時雨に 染ぬ とて 靑 葉の 紅葉と 申 習 はすよし 語りぬ、 昔の ぬしに 手 向と て 「世 

々に ふる その 言の葉の 時雨より 染ぬそ 色 は 深き もみち は」 一 一日め も爱を さりが たくて、 かなた こなた 見め 

ぐり て、 迫 門の 明 神に 詣け るに、 千歳の 古木、 雲 をし のぎ、 回岩宫 をつ うみた る、 山の いき ほひ、 實に 

巨 靈祌の 手を延 て、 いづく よりか、 此の 山 をう つし けんと あやしき ばかりな り、 いかなる 御 祌ぞと 尋ね 

ければ、 三 島の 大明 神、 本 地は大 通知 勝怫 伊豆と 御ー體 なると、 神職へ 答け る、 まうて つる 昔 を 今に 思 

ひ、 伊豆の、 三 島 も 同じ 神 垣の 內、 

法身 妙 應本無 方 三 島不阻 一 封疆 山 色 涵波顯 無 跡 朝 陽 出 海 是和光 

社の 前へ は 島 を つき出して、 辨才 天を勸 請レ、 島へ は、 第一 第二の 橋 あり、 島の めぐり 古木 浦風に なび 

きけ る 波 木、 末 を あら ふ ー根淨 なる 時、 六 根 共に きょし、 我人の かう べに、 神 やどらる.！ にや 賴 もしう 

ぞ覺 る、 

波風 もこ  >. ろ もな きぬ 大海 を さなから 神の ひろ 前に 見て 

宿の あるじ 船 もよ ひして、 自體 をお して 汀 を 出る に、 秋 も 過 行 野 島 こ A なれば、 

身の あき を 思 ひ 合せ て哀 なり 野 島の 草の 冬 枯の色 
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夏 島 は 名のみ なる 時 は 冬な かばな り、 

三冬に も猶 ふる 雪の たまらぬ は是夏 島の 名に や 消らん 

笠 島に 来て 

かさ 島ゃ來 てと ふ 里の 夕 時雨 ぬれて 宿 かす 人し 有と や 

烏帽子 島と いへ る は、 と はで も それと 知るべし、 

朝夕に なみ 寄せき ぬる ゑ ほし 島 奥より あらき かさお もや これ 

箱 崎と いふ あり、 

神の 守る 西と 東 は替れ ともこ. - もしる しの 箱 崎の 松 

あくれば 三日、 鎌 倉へ おもむく に、 一 坂す ぐれば 里 あり、 こ. - なんむ つらの 浦 かと 問へば、 それと こた 

ふ、 海人の 子どもの 遊ぶ を 見て、 

四つ 五つむ つらの 浦の 蟹の 子の あそ ふ は 汐の遠 干潟 かな 

あまの すみ 家の あはれ を 見て、 

浪 あらす むつら の 浦の あまの 子 やか こふと する も滿 つるな りけ り 

山路 十 町 計 行て、 山の 高み をた > ちに 切と ほした る 道 を 入 ぬれば、 鎌 倉 山 を 見る、 岸へ そびえたり、 是 

等なら びて 松の 重み 是を 誠の 千と せの 松、 萬 代の 鶴 岡と 覺ゅ、 行 手の 右に 芝生の ひろき 所 あり、 是は右 

大將の 御殿の 跡な りと て、 民 今に たねもの を まかぬ となり、 德 程た うとき 物な し、 大將 ひとへ に 威 あり 

て德 まし まさす ば、 いかで か 今の 世まで かく あらん、 榮紂 はいに しへの 人 主 なれ ども 威 有て 德 なければ 

今の 世の 人 を续紂 にたと ふれば いかる、 夷齊は 古の 锇夫 なれ 共、 賢に して 道 を そんすれば、 今の 世の 人 

を夷齊 にたと ふれば 悅ぶ、 德を ばねが ふべき 事な りと 思 ひつ 、見つ、 過 行ば、 渐日も 山の はに 入相ば か 

りに、 鏠 倉の 里に つく、 爱を 雪の下と いふ、 折から あ ひに あ ふ 宿な hN、 
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夕 ぐれに 宿と ひ よれ は 折に あ ふ 雲の 下て ふ 名 さへ あやしき 

やどり は瑞 垣ち かき 所な り、 暮 方より 社頭 にぎやか なり、 いかにと 問へば、 今日は 霜月に 入て 卯 日な り 

神拜 あるよ し 聞 ゆ、 幸な りと て 夜に 入て 社參 す、 拜 殿に は 神樂始 り、 五 人の をの こ 八 乙女 拍子の 聲投 

に ひ > き、 笛 鼓の 音 肝に めいす、 宫々 の御燈 のかけ ほのかに して、 社參の 人々 の 足音 計 は 聞え て、 其の 

人 はさ-たかに 見えす、 燈 ちかく なれば、 神の 行か ひ 色めく 有樣、 よるの 神事 ほど 殊にす ぐれた ろ はなし 

石の きざ はし 高く の ほりて、 本社に 詣 ければ、 神主 着 坐 あり、 伶ん 左右に なみ 居たり、 御箸め ぐり 三獻 

過て 樂 初り、 左 座より 伶ん 出で 舞 ふ、 八 音の ひ き 內陣も 感動し、 鶴 岡の 松風 千と せの 聲>  な そへ、 鎌 倉 

山 も 萬 歳 をよ ば ふ、 神事 終り 宿に 歸り、 明れば 四日な り、 冬の 日は賴 みがた し、 木 枯の風 やしきり けん 

時雨の 雲 やき ほひ けん、 先い ざと ほき 方 をき はめて、 我 指 所の 寺に 行へ をし めんと て、 五山 寺々 をお く 

に ひめお き、 江の 島に 赴く、 道す がら 浦 山 かけて けしき も、 所々 にか はり、 目 を こらす 所 多し、 金 銅の 

大佛、 新 長 谷 寺 を も、 歸るさ をち ぎりて 忽ちに 行に、 濱邊 近き 山 本の 一 村 をば、 坂の下と 云 ふ、 名 もく 

もりな く、 底す みたる 星月夜の 井に、 かけ みれば 身のお とろへ に、 爱も老 の 坂 上と 越 行 は、 極樂 寺と い 

ふ 律 寺 あり、 

たのしみ をき はむ る 寺の 內 とても 世の 憂事 やか はらさる らん 

とい ひつ 、鬥に 入て みれば、 極樂 とい ふ 名に も 似ぬ ありさま、 佛は臂 おちみ ぐし かたぶき、 堂 はいら か 

やぶれ、 むなぎた るみ、 か、. ぐべき 寺 僧の 力 もな く， あらき 繩も てまと ひ 立た る は、 是ゃ七 寳正眞 のま 

き 柱な らん、 極樂 寺の か、 る 零落 を 見て、 地獄 門の さか ゆく 事、 そらに しられ 凫、 しか あれ ど、 さる 人の 

い へ る は、 地獄 極 樂の境 も、 さまでと ほしと も 聞え す、 方寸の 胸の 中、 一 心の 上より みづ からつ くり 出 

す 事 なれば、 時の 間に 地獄 も 消て 天堂 も 成べ し、 地獄 天堂 皆爲淨 土と 聞 時 は、 此の 寺の めぐりに しけき 

梢 をば、 七 元の 寳樹共 見、 囀る 鳥の 聲々 は 賓伽衆 鳥の 和雅 とも 聞き、 或は 大身 滿虚 空中と 聞ば、 佛 はま 
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翁 の あたり 億 土 も 遠から， ず、 去此不 遠と とけり、 是も 迷へ る 衆生に かりの 姿 を 方便して、 己 心の 覺體を 表 

すれば、 實に 利益 無邊 なり、 誰も 心 を はふら すべから す、 法 は 機に よって 修 すべし、 

極 樂寺前 地獄 門 人人 具足 業 障 根 野 曉幾回 舂風草 迅死受 生 原 上 魂 

草 一 濱の道 も はる-^ と 行て、 腰 越に て 舟 を かり、 島へ わたり、 つ > らおり なる 坂 をの ほり、 一 坂々々 に 海 

のお もて を、 木の間より 見お ろした る氣 色い ふかた なし、 丹 靑も筆 及が たく ぞ覺 る、 來て 見る 家 もよ そ 

の ながめと やならん、 見盡潢 湘景、 乘船入 畫圖と は、 か 》 る 事 を やい ひてん、 

眺 つる 家 を もこめ て ゑの 島 を 筆の 跡に や 人のと むへ き 

下 從金際 上 登 一  島 名高 抄八東 驅景何 知 自成景 人乘 舟人 書圖中 

於 同 島 和 天 祐和尙 之 韻 

西 湖 易 地 是君山 、江 島 眺望 天水 間 潮 滿側舟 潮 落 歩 波 心 一路 有人 還 

ほの/、 か へ る さ 催して 島 を はなれ もときし 道に 向 ふ、 流 を片瀬 川と 云 ふ、 

思へ ともお も はぬ 人の かたせ 川 わたら はす そやぬ れ增 りけん 

星月夜の 井 を 過る に、 夕日の かたぶけば、 

雲 はれて 道 は 迷 はし 星月夜 かま くら 山 は 名のみ なりけ bs  、 

新 長 谷 寺に 詣で、 

大和 路 やうつ せ は 爱も初 瀨寺尾 上の かねの 餘 所なら ぬ こ ゑ ， 

あま 小舟 泊瀨 とよみし は、 實 にこ、 なるべし、 海山 かけて 詠め 一 かたならぬ 所な り、 くれて 雪の下の 宿 

りに 歸り、 五山の 樣體 とも 所の ものに とふ、 建 長 寺 圓覺寺 はならびの 山な り、 淨知寺 もむ かふの 山な り壽 

福 寺 淨妙寺 は、 各^の 所な りと そこくの 道す がら を 委く伺 ひ、 燒香順 禮の爲 なれば、 香の 姿な ど 取した 

め、 威儀 をと ユ のへ、 先 づ建長 寺に むか ふ、 左の 偏 門に は、 海 東 法 窟と云 ふ 額 有り、 右の 偏 門に は、 
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1,^^ 卞禪 林と 額 あり、 正門に は 巨 福 山と いふ 額 あり、 山門に は 西燭の 筆に て、 巨 福 山 建 長 興國輝 寺と、 二 

行に 小額 あり、 中央の 爐は 石な り、 閤 壌て 今 はなし、 行て 見れば、 かりに 板 をし き、 其の上に 觀 音の 像 

を 安置す、 た > ちに 怫殿 にあ かふ、 ゆくての 右の 嵩 山と 云 ふ、 古木 雲 を 凌き、 常 磐の 松に 秋の色 を まじ 

へ、 折から 山の はえい はんかた なし、 開山 塔 西來院 は、 此の 山陰な り、 愁 門に 嵩 山と 云 ふ 額 有り、 怫光 

禪師の 筆な り、 方丈 有 庫 院有悲 堂に は、 圓鑑と 云 ふ 額 有り、 圓鑑と 打た る 額に 故 有り、 開山 隨 身の 鑑 有り 

入滅の き はに、 是を志 深き 隨 侍の 儈に授 玉 ふ、 開山 入滅の 後、 時賴師 をした ひ 給 ひ、 愁歎な のめなら す 

或夜師 夢に 時賴 にむ かひて 宣ふ、 我が 在世、 隨 身の 鐘 をし かぐの 儈に授 ぬ、 我 をした ふ 心 有ば、 此の 

鑑を見 玉へ、 其の 鑑に 我、 かすが たを殘 すなり としめ し 玉 ふ、 夜 明て 不思議の 思 ひ をな し、 しか，. L\ の 名 

付た る儈ゃ 有と 尋玉 ひければ、 さ 候と 申、 鑑ゃ 持た ると とひ 給へば、 夢のう ちの 師 のしめし に 遠 はす、 

さらば 其 か  >  み をと て 取 あけ、 時賴 常に 此の 鑑を見 袷 ひ、 師 をした ひ 玉 ふ、 鑑の金 をみ がきた るに、 觀 

音の 像と 見えた る 金の 紋 有り、 是を わがす がた を 鑑に殘 すと、 師 のしめし 玉へば、 實に師 は 大悲の 示現 

有りて、 辟 支 佛の身 を あら はし、 世 をす くひ 玉 ふなるべし、 時 賴薨じ 玉 ひて 後、 開山 塔に 籠 玉 ふ、 扭こ 

そ 圓鑑と 額 を 出た る なれ、 寺儈 語られし 鑑の體 は、 爐 形なる が、 爐の 丸み を鑑の 面に 見せて、 みがきた 

ろ 金の 紋に 大悲 のす がた ほのかに 有り、 遠目に 見る 如くな り、 開山 香拜 をと ゆ、 みづ から 先師 大應國 

師の 塔、 天 源 庵に 入ぬ る、 道す がら よのつねなら す、 其の 昔 我 山の 開山 祖朝參 普請して、 此の 道 を 行 還 

玉 ふ 事、 しらぬ むかし を 今 見る やうに 覺て あはれ なり、 爰は雲 開の 跡と て、 石に 切 付た る 柱の 跡 あり、 

遙過雲 關無舊 路と頌 せられし、 我 祖の句 裏の 雲關を 過て、 普 光の 塔に 入り、 香 をた きて 慈顏を 仰ぎ 拜す 

諸 師の塔 ども 殘ら す順禮 し、 次の 日 は圓覺 寺に 入り、 開山 佛光禪 師を拜 す、 所がら 常なら す、 仙境 やか 

く あらんと 覺ゅ、 塔樣 誠に 勝たり、 慈 顔うる はしく いける 人に むか ふ 如くな り、 いかなる 屈強の 人 も、 

淚を もよ ほす 事な り、 野鳥 來て 肩に なれ、 白 龍け さ に 現， すと 傳 しが、 在所の 有様 をう つし、 椅子に 白 
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き 鳩と まり、 裝裟に 白 龍 を きざみたり、 實 にや 谷虚 にして 山お のづ からこた へん、 無心に して 物よ く感 

t 芭蕉 無 耳 雷 を 聞、 磁石 無心に して 鐵を ためす、 無心の 力い くばく ぞゃ、 菩提心 さへ 胸に 殘 らば 煩惱 

なるべし、 まして 煩惱を 胸に おかん や、 即煩惱 菩提と いへ る こと 葉な り、 已眼 明らかなら すして、 達人 

の 言葉 を とりもち 來て、 我物と なして いへ る 倫、 世に おほし、 玉 は 本 石 なれば みが、 ざれば 光な し、 み 

が V さる 石 を さして 玉な りと いはん や、 玉と いは > 玉 成べ し、 光な くば 何 を 玉のと くと せん、 達人の い 

へる 心 は、 石 皆 玉な り、 などみ がきて 光 をえざる、 人 皆 ほだいな り、 修 して 何に 菩提の 光 をば なさ > る 

となり、 又修 もな く證 もな しと 云る も、 修得 證 得の 人の 言葉な り 祖師 先德 に花實 となりた りと、 今の 世 

に は あだ 花の みへ て實 なし、 言葉 をと る 計な り、 甘と いふ 文字と なへ たると て、 口 あま かるべ からす、 

火と 唱 へたり とて、 口 あっかる ベから す、 口の ほとりに 有る 佛法 頼もし からす、 何事 を も 腹に ぁぢ はん 

人 こそ 床し けれ、 怫 光の 塔 を 出て、 第 四淨智 寺に 入て 見れば、 三 間 四面の 堂 一宇、 ふるき 怫を 安置して 

いづく を 開山 堂と いふべき 様 もな し、 末派 邊 土の 僧 一 人來て かづく、 茅屋ち いさくい となみ、 かたはら 

に 有りて 其の に 又 一 僭 一宇 を かまへ てゐ たり、 佛 殿の 本尊 はや ぶれて、 こもとい ふ 物に てつ、 みて 有 

し を、 我等み づ から 立 負持來 りて、 膠 付な どして、 わびつ. r も 立 置ぬ とかたり ける、 淺 ましき 有様な り、 

天下の 五嶽、 など かくの 如く 成果ぬ ろ 事 や あると、 嘆息 やみがたし、 又 次 日 は 建 長 寺に 入、 怫國 禪師を 

拜す、 正統 庵 は 夕に 扉 を も 閉す人 住 ざれば、 夜 はけ-たもの、 栖と 成と 見えたり、 いかにして か、 る 様に 

と 問へば、 所領 庭園い さ 》 かもなければ、 舊祿 末派 も 有ながら、 我 私の 庵 を さへ 守り かねた る 事 なれば 

本 庵 を いかにも しがた しとて 語る、 常 舞の 塔 は、 風 扉 を ひらき、 さし 入物 は、 夜半の 月より 外 は あら じ 

禪師、 その かみ 

月 はさし 水 鶴 はた >- く 榻の戶 を 主 顔に て あくる 山 かせ 

と 詠 じ 玉 ひける は、 今 見れば 跡 を 謙し 給 ふに こそと 覺る、 さま-, 1.\色 どり 繪 書た る楝、 うつ はり を に 


くだし， 現容 よく にん 事 を 思 ひ、 志 をき ざみ し 尊像 も、 今 は 露 I 卞 にうる ほふ、 後門 Q 方 を 見れば、 から 

様に きざみな したる 典く づれ ころびて、 あれ ども、 たれお さむる 人 もな し、 か樣 にもす たれ はつる 事 や 

と 歎く 外な し、 いさ、 か 香の 資を 奉りし も 誰に かかく 云 ふべき 人 もな し、 門 派の 人 を尋て 授て歸 りし、 

驟居庵 は 大鑑 禪師淸 拙 和尙の 塔な り、 香拜 して 歸， りぬ、 一老 儈 後に 宿坊に 尋 られ、 古今の 物が たり 共有 

し、 次 日 は龜谷 山壽禮 寺に 入、 逍遙 院も今 はなし、 逍遙 院は あやなく に 水 かれて 草 青し、 入定の 石 龕 荊棘 

かこみ、 藜藿 さわり、 方丈 も 今 はなし、 殘 りたる 一 院に、 いさ、 か 開山 塔 を かまへ て、 香 燈を備 ふ、 千 

光 國師の 尊像 儼然 たり、 佛殿も かた 計の 體 なり、 淨智寺 は小佛 殿方 丈、 是も かた 計の 體 なり、 天地 唯 

一 僭 寂寞の 扉 をと ぢて音 もせす、 開山 塔 をば 光明 院 ときけ ど、 光 は 地に 落け むと 思 ふ 計な り、 爱を 出て 

むか ふの 山に 報國 寺と 云 あり、 總 門に 渐入境 塔と 云 ふ 四 字 を 題す、 是 より 這 入ば 岩の めぐりた るか ゆに 

佛殿 方丈 有ば かりの 跡な り、 爰をも 出て 又む かふ 谷に 入ぬ、 左に 深き 谷 あり、 覺園 寺と いふ、 律 家 有り 

實に 古跡な り、 尊氏將 軍の 再 輿し 玉 ふより、 此の かたの 寺な り、 むねの 札に、 たしかに 見えたり、 今の 

世の ェの 造りた るに 違 ひ 見所 多し、 長老 坊の 造りな ど 外に はい まだ 見ぬ さまな り、 月 中 行事の 順簿 有り 

叮嚀な り、 むかし はさて 今 は定て 十が 二三 も 勤 は あら じと 思 ふ、 八十の 老僧 一雨 人 打 眠て、 壁に 寄 か 

りたる 有様、 いづく にたと へむ 閑 さ共覺 す、 いさ、 かも 世 中 をば しらぬ が ほな り、 心に まかせな ば、 爱 

に 留て生 をお くらま ほしと ぞ思 ふ、 捨 ぬる 身 さへ 心の 儘に ならぬ 事な り、 人のお も ふに 違 ひぬ、 此の 寺 庭 

園 も 少は殘 り、 山林 も あれ ども、 人 を かくより 境 曰々 におと ろへ ぬと 見えたり、 甲斐 力の 人 有 はへ r 少軒 

を も か、 せ 庭の 木の葉 を も はら ひつべく ぞ覺 えけ る、 いづく にも 任に あたる 人 稀な り、 境 は 人に 依て あ 

ら はると いふ 事實 なり、 五山な どの 斯様 迄淺 ましく 成ぬ る 事 は、 いつの 時よりか と 問へば、 伊豆の 早 雲 

閥 八州 を領 せられ けれ 共、 そこ/、 の國郡 をし る 人達、 皆 北 條に隨 ふと 云ち ぎり 計に て、 國郡は 昔の 如 

く預り 居る なれば、 八州の 司と いふ 計に てし る 所 はせば かり けん、 事たら-されば、 力 も いらす して 落し 
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やすき、 寺社の 領地 を 皆お として、 我臺所 をに ぎ はされ てより、 かくの 如く 成ぬ となり、 五山な どい ふ 

地 をけ づ りて はたすべき、 いかがと て儈  一二 人 朝け 夕け をつ  >  けよ とて、 十 貫づ、 殘し 置て、 皆お とさ 

れ、 建 長 圓覺は 所 ひろき とて、 百貫殘 されし、 今 もせめ てむかし の 地なら は、 物の 數 にも 事た るべき に、 

しる 所 も 此の世に か はりぬ れぱ、 もと、 云 名 計に て、 庫院 のけぶ りも賑 ひう すきな ど、 語る に 付ても 思 

ふ、 人 は 世に よき 名 を こそ 殘 さま ほしき 事 なれ、 早 雲 か. -る事 をし 置て、 寺社 皆 はて、 我家 さらば 千代 

萬 代も榮 えば、 其の 家に 善人 生れ 合て、 惡敷道 をよ きに あらため なば、 先祖の 名 も 重て あら はれなん、 

家 はやく 果 ぬれば、 あしき 名の あしき 儘に て、 世に 殘れる は、 殘 多き 事な り、 家 をば 萬 歳 千秋と 祈る ベ 

き 事な り、 一度 惡事も 有 共、 あらためて よきに かへ せば、 惡敷 時の 名 かくれて、 能 名 を殘す はめで たし 

我 身に 事たら ぬからに、 外 をむ さほり 寺社 をつ いやす、 我 こそ 有て つけす とも、 人の 付た る をお とす は 

重罪な り、 され 共 無道ながら も、 なべて 世の 人の 心なり、 事たら ぬより 心の 外の 事 も 有べ し、 あまる 財 

あらば 外に ほどこして、 一は 菩提の 爲、 一に は 名 を 後代に 殘ば 外の 德何か あらん、 此の頃 神社 怫閣 修造 

の 御沙汰 有りと 聞に こそ、 御 家に 久敷傳 はり、 御名 も 萬 代 迄と 知ら るれ、 世の 安 からん 事 を、 上に お ほす 

より 下が 下 迄 人の いき ほひ かへ りて、 目 出た ぅぞ 見えけ る、 此の 山陰の 僧徒まで 末 たのもしき 哉と 云 あ 

り、 

龜か 江の やっと 聞て、 

くちぬ 名の 跡 はか はらし 己 か 身の ふる 萬 代の 龜か 江の やつ 

爱は 梅が 谷と いへば、 

むかした が 軒端に i< し 梅 かやつ 忘れぬ 宿の 香に 句 ふらん 

梅 谷 梅 開 憶 昔年 昔年 榮達盡 黄泉 紫 羅帳程 珊瑚 枕 曾 宿 此花誰 作 眠 

あ ふぎの 谷に 折 居て 見れば、 扇子 かたに ほりた る 石の 井 あり、 名 水と いへ ども、 夏 とても むすびつ ベう 
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も覺 えす、 山の かたに もみ ぢ いろ 能く 染て、 つま くれな ゐのぁ ふぎが 谷と ぞ 見し、 

夕 額の 日 扇子の 谷 なれ やつ まこ かした る 山の 紅葉 は 

此處玉 淵 筆者 落 字と 見 ゅ拉々 愚鈍なる 筆者 かな 

花の 谷に て 

さそな 昔 さき けん 春の 花の 谷 あとの 名 迄 も猶句 ふかな 

古 へ 阿佛此 里に くだり、 月影の 谷に かりのやどりして 居 給 ふ 跡と 聞て、 

其 身、 ) そ 露と きえても なき 玉 や 今 もす むらん 月影の 谷 

かくて 爲相 もく だり 給て、 もろともに 爱 にて なく 成 玉 ひぬ とか、 爲 相の 石塔と て、 慈 恩 寺の 上の 山に あ 

り、 各の 手 向に、 

石の 碑 はたか 後の世の ためすけと 問 ふこ そくちぬ 其 名な り けれ 

谷々 をめ ぐるに、 爱 はたれ それがし、 かしこ は 共な にがしと かや、 古き 跡 共 限 もな し、 

建 久封疆 多變寺 寺 終 廢壞又 平 蕪 千 旋萬化 不^跡 昔 R 英雄 骨 亦 無 

九 代の あと  云 ふ を 見て、 

見て そけ ふ 思 ひ あはす る 麻 はなく こ  ろの 儘の あとの 蓬生 

新勒 撰に 入と やらん 歌に、 

世の中に あさ は 跡な く 成に けり 心の ま  > の 蓬の みして 

と ある を 今 思 ひ 出て や、 

麻-はなく 蓬と よみし 言の葉 や 我 世の 後 を 兼て 言 けん 

同じき 歌の心ば へな り、 あれなる 岡べ の 社 は、 文覺 上人の 遺跡 なれと、 あない 親し 人の 申せば、 よそな 

がら 見て、  - 
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かくと いかに 住 世に おも ひ 岡 部なる 一 むら It 哀とぞ 見る 

有文學 遺跡 唯 不見其 人 遮 眼 霜餘草 斷根 水上 蘋 

懷今 復懷古 觀世 更觀身 四百 年 前 事 于時 感慨 新 

幾度 もとて 又 々八幡宮に まう で、 

十 か へ りの 梢 をなら す 風の 音に 聲を 合する 鶴 か 岡の 松 

吹 千年 綠鶴岡 松 永 翠蔽源 家後縱 禱 則感應 如在控 

人 一:1. 一福 山 建 長寺拜 開山 大覺禪 師於西 來院經 曰照于 東方 萬 八 千 土 云 々 1 


神宮 寺裡 一 聲鐘 


下載淸 風月 一 痕 


不覺從 前 大覺寺 照 東方 土 破群昏 嵩 仰 得 力 西 来意 

拜瑞鹿 山^ 覺寺 開山 佛光 禪師 

圆覺 伽藍 包： 大千 大千 日月 途中 旋 展 虚 午 禮三拜 

人 鼈 谷 山 壽福寺 拜千光 阈師於 逍遙 院 . 

照 暗 千 光本 一 光 逍遙 太宋止 扶桑 諸 看黑漆 i 見 3* 耳 

余峯山 淨智寺 開山 塔 

門 庭不設 祖師 禪 淨 智莊嚴 松竹旋 見 塵 我宗眞 建立 

拜稻荷 山 淨智寺 開山 塔 n 光明 院行 勇禪師 

月 沈 野 水 光明 院 峯披 靑雲祖 塔婆 當昔澤 菴蛇陳 所 

拜報國 寺 開山 佛乘禪 師題門 曰渐入 佳境 

認題門 空 人 佳境 沾木 圍岩曩 鐘 想 見 祖師 行 道 日 

拜蹄國 禪師之 塔、 先 問 塔 主 山風 1 ョ、 谷 常 寂 塔 者 無 香 灯 之備、 雖法鬥 之： 止統、 缺提綱之任否、 {4! 房而老 

i 白日 行、 野 狐 入 夜 宿 11 扉 不閉、 風霜 飽漫慈 影、 吁時乎 命 乎、 聞 昔年 之 盛事、 見 今日 之 類廢、 感慨 非 一 


宇宙 損 身 老矩禪 


敬爲 祖師 燒作香 


草深 一 丈 法 堂 前 


看來 今日 一 僧伽 


其 聲今開 意中 鐘 


草  ^ 


卒賦 俚語 云、 

土 曠人稀 一 塔 荒 禪扇 不载飽 風霜 可憐 此 法令 墜地 怫國 光輝 有 若 亡 

拜 大鑑 禪師淸 拙 和 尙於建 長 寺 禪居菴 

盤 結 乾坤 作草廬 大唐 日本 一 禪居 出 無門矣 入無戶 塔 樣直看 先 劫 初 

覺園律 寺 尊 氏 將軍再 輿 有楝銘 

覺園律 寺 日 苔 生 木 葉 鳴 風 布 蓬 色 八十 五僧 不言 戒 唯 依 床 壁 陲爲榮 

(t^;:? 義人 錄、 計 騐；： ¥章錄 、省 之) 
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草  翁 


翁 草 卷之 二十 五  - ^ 

京都 古町の 事  一 

二 

〇附_ 响 本願 寺 境 內洛境 御 土 居 濫觴 及雜 色町 代の 事  .) 

洛に 古町と 號 する 町々^ り、 昔よりの 由緒の 趣、 下 京 組の 記 錄有之 を 乞ひ需 めて、 其 要 を 爱に錄 す、 上京 一 

組に も 加 様の 類 あるべし、 他日 求 之、 珍說 あらば 可 追加、  一 

古町 記 錄書拔  J 

下 京 十 ：！ 町の 義は、 昔 京都 將軍 家の 末に 至り、 武威 衰へ、 度々 洛の戰 ひに、 町人 も 離散いた し、 在家 もこ 一 

、かしこに 僅に 殘り、 下 京、 高 倉 通 東 は 一 面の 河原に て、 家 もな く、 五條 通 (今の 松原 通の 事な り) より 一 

下 は、 田野 河原な り、 時に 天 正 年中 豊臣 秀吉公 御代に 成り、 大阪五 奉行の 內、 前 田 德善院 玄以法 印、 因 一 

州の 內五萬 石 【割 註】 私 曰 玄以法 印 丹州龜 山の 城主な り 因 州と ある 事 不審 可 追考」 の 領主 を 京 所 司 代に 被 一 

成、 寺社 奉行 を も 兼ら れ てより、 其 節 殘り有 之 町々、 則 今、 古町と 號す、 其 後段々 在家 建 繽候分 を 新 町と 一 

云 ふなり、 去れ 共、 下 京 は、 町 數も少 く、 其の上 寺社 も 町の 內に入 込 有 之 故、 寺社の 分 は 洛外へ 引 移す 一 

べき^！曰、 太閤より 德善院 へ 被 仰 渡、 渐々 に 寺社 は 洛外に 被 引 移、 右の 內 法華宗 寺々 の義 は、 德善院 右宗ー 

旨た る 故、 最 負に 被存候 や、 大方 はト； 京の 土地 高く、 水難 無 之、 而も 在家 多き 町中へ、 替地を 被 遣、 餘ー 

宗 にて は 上京に 有 之 誓願 寺 を も、 東の 河原の 眞 中へ 移され、 其 外の 淨土宗 等、 大方 河原 屋敷、 六 條通迄 一 

に、 寺 相 應の替 地 を 被 下、 いづれ も 當分は 難 義に及 ぬれ 共、 時 移代換 り、 今にて は 洪水の 難 も 止み、 繁ー 

昌の 地と 成る， 今の 京 極 通 (俗に 寺 町 通と 云) 是也、 昔 は 火難 水難と も、 六角堂の 鐘を撞 て、 京 中へ 其變ー 
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4? 


草 


を吿 しが、 天下 靜謐に 成り、 千 本 通 勘 解 由 小路に 遠見 を 建て、 鐘を撞 かせられ 候 様に に 成し 也 * 

右 古町の 方 境 は、 前に 記す 如く、 高 倉 逋東は 河原なる により、 爽は東 洞院、 西 は 油 小路、 南 は 松原、 北 は 

ニ條邊 迄の 間に 有 之 町々、 五十 九 町 を、 下 京 古町と 號す、 五 組に 分り、 良 組 中 組 四 條三町 川 西 巽 組と 云 

但川 西と 稱 する は、 當時 にて は、 堀川より 西の 事 なれ ども、 以前 は 西洞院 より 西 を 川 西と 號 せり、 此川 

は 至て 小川な から、 平安 城 開かれし 昔より、 葛 野 郡に 有來る 所の 谷川な り、 柳の 水 も 昔は淸 泉に て 有し 

が、 段々 民家 建 績き、 家.々 に 井 を 堀る 故に か、 浦き も少 く、 今にて は、 惡 水と 成る、 西洞院 は、 往古 は 

谷川 成し 故、 今 も 新 町 油 小路 共に 少し 地形 高き は 此の 所以な り、 東 藍染 川 【割 註】 今 東 院 より 東 人家の 

裏に 此流 今に 溝川と 成て 其 形 有りと 云 可 追考」 西 は 西洞院 川、 是皆內 川な り兩 本願 寺 境 內の事 は、 天 正 

十九 辛 卯の 秋、 西本願寺へ 下 京 六 條七條 の 間の 地 を 被 下、 右に 仍^、 法華宗 本國寺 は、 其 時 迄 南 11: の 寺 

にて 南に 總門 有て、 參詣 せし が、 此所 限り 本願 寺へ 被 下 故 表門 を 塞がれ、 無 是非 北東 裏に 總鬥を 建る、 

今の 總門 則是 なり、 西本願寺 境 內町數 五十六 町な り、 、本願 土 t 境 內の事 は 西本願寺より 十一お 後、 御當 

家の 御 取 立に て、 慶長壬 寅年 境內 屋敷 を 被 下、 加 藤 喜 右衛門 奉行に て、 兩 度に 被 打 渡、 此の 境 內町數 合 

五十 九 町な り、 

洛四邊 の 土 居の 事、 文祿 元年 高麗 陣の 時、 太閤 は 肥 前名 古 屋に御 在陣、 高麗の 都、 且つ 中國の 都の 構 杯 

の 事 を御閒 及び、 細川玄 旨前阳 玄以 等へ 御談じ 有て、 京都 g: 邊に土 居 を 被 仰 付、 竹を植 ゑ、 七 口 を 開き 

是を總 土 居と 號す、 鴨 川の 西北に 堤 を 築き、 皇 城の 構と 成す、 所謂 七 口 は 粟 K 口、 坤は東 寺、 西 は 丹 波 

口、 北 は淸藏 口、 艮は 鞍馬口、 東北大 原 口、 荒神 口な り 〔割 註〕 私 曰 洛繁榮 に仍、 東面の 土 居 は 段々 願て 

開 之、 町家と 成る 今 僅に 土居殘 る」 

鴨 川 堤の 事、 荒神 口より 北大 宮渡 迄、 西 堤 長さ 二 千 五 百 九十 四 間、 右の 內 荒神 口より 今 出 川口 迄、 堤 根 

石垣 有 之、 自夫北 二 千 間 は、 石埒無 之、 右 根 置 高 馬 踏の 事、 


翁 
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大宮 渡より 淸藏ロ 迄 

淸藏 口より 鞍馬口 迄 

鞍馬口より 荒 祌ロ迄 

柊 野より ニ條ロ 迄の 提 


(根 置 十 問 馬 踏 四 間)  高 九 間 

(根 置 十二 間 馬 踏 六 間) 高 1 丈 

右同斷 

(長さ 六十 八 町 十 間問數 四千 百 三十 間) 

大宫 より 荒 祌ロ迄 は、 公儀 御 修復な り、 荒祌 口より ニ條ロ 迄、 町人 請 取 場な り、 又ニ條 より 五條 迄お 西 

の 石垣 は、 板 倉 內膳所 司 代の 節出來 す、 

古 京の 町の 御 禮の事 は、 昔より 年頭 御 代替に 不限、 世の 治亂に 付、 默 上物 等 持参、 御 禮中ト -候事 は、 先 

御當 代に て は、 慶長五 年子 九月 關ケ 原御陣 以後、 京都 町より 革 津に 至り 御 賀儀申 上、 同 十九 寅 十月 湖 日 

大阪 御陣の 節、 上下 京より 鈴千兩 (ィに 千 斤と あり) 獻 上す、 此の 故實 世に 周く 知る 處 なり • 

又 御當代 以前の 御朱印の 寫 十七 通 左に 記す、 

信 長 公 洛中 地 子 御免 除の 御 書付 寫 

1 如 前々 可 令 還 住の 事  一陣 執 免除の 事 

1 非 分の 課役 不可 申懸事  一 地子錢 免除の 事  パ 

但し 追 々 可 申出 候條其 以前 何方も 可能 納所 事 

1 居 宅 週 畢の間 人足 免除の 事 

右 所差定 不可 有 相違 者也仍 下知 如 件 

元き 四 年 七月  (御朱印) 彈 正中- 

今度 新造 構の 條 寄宿 相 除 畢然上 は 家宅 無 油斷可 再興 之 狀如件 

天 正 二 年 正月  (御朱印) 信  長 

上京中 

 .  ニョ七 


二； 二八 


上 


上京 下 京地 子 御免被 成 單功錢 銀 子 二十 枚 請 取 申 候 也 

天 正 十九 年 十二月 二十 八日 


京 


此度爲 昔 信 單袖紬 七 到來遙 々 懇情 喜 入 候 條東國 の 爲體 上洛の 刻 可 申 聞 者 也 

四月 四日  (御朱印) 信 

.  上 

礼の 金子 二 枚 糙に請 取 申 候 以上 

十月 三日 

上京 下 京の 

京 中 屋地子 之 事 被 成 御免 許畢 永代 不可 有 相違 候 條可存 其 皆 *f 也 

天. 正 十 丸 年 九月 二十 二日 

上 

京 中 地 子 之 事 今度 被 成 御免 畢任 御朱印 之 旨 永代 可 相違の 狀如件 

天 正 十九 年 九月 二十 £ 日 


中 


牧野 淸 兵 衞 書！： 


老 


中 (旨) 


京 


玄 


京 


中 


以 誓钊 


山 

木 


內橘內 

下半 助 


書 1^ 


民 部 鄕法印 

就 端午 之 祝詞 御 帷子 一 一 幷數之 帷子 五十 到 來御悅 思 召 候 島 津事始 居城 諸. せ 相渡抬 身 八 叩中納 言陣 所へ 懸入候 

條不被 及 是非 被 成 御 赦免 薩州臺 川 太平 寺 へ 被 立 御馬^ 石 m 治 部 少輔木 下半 助 可 巾 者 也 

五月 五日  (御朱印) 秀  吉 

上 京 中 


m  m 


爲 音信 牛： 絹 一 反 帷子 十 到 來悅思 召候尙 委細 細 井新 助 可 申 者 也 

(御朱印) 秀  吉 

h 京 中 

此表就 在陣爲 音信 帷子 十 到来 毎年 懇情 令 祝 着 、追 付 歸陣の 條其刻 可 申 候 也 

七月 五日  (御朱印) 秀  吉 

上 京 中 

爲 八朔 禮儀縮 羅十反 到 來悅思 召 候^ 民 部 卿 法 印 可 申 候 也 

(御朱印) 秀  吉 

上京中 

爲 音信 生絹 同 惟子 百 到 來傥入 候 此表彌 任 存分 候條 心安 可 存候獮 玄以方 へ 申 候 恐々 謹言 

卯月 三日  (御朱印) 秀  吉 

上京中 

爲關東 御在陣 見廻 帷子 百幷 生絹 帷子 七 遠路の 到 來悅思 召 候 猶杉原 伯 香 可 申 候 也 

五月 五日  (御朱印) 秀  吉 

上京中 

爲 音信 鹽峭 五十 斤 紛 1 1 十 斤 到来 祝 着 候 猶法印 可 申 候 恐々 謹言 

六月 二十 八日  (御朱印) 秀  吉 

上京中 

爲 名古屋 見廻 指 越年 寄 共生 絹 帷子 1 一十 帷子 In 遠路 到 來悅. 忠召候 高麗の 事 都て 初 を 平均 被 仰 付則 國々 え 被 

仰 遣 御代 宫先 勢共大 唐え 可 相 働 由 被 仰 遣候猶 高麗 大明國 の 事 木 下半 助 可 申 候 由 民 部 卿 法 印 方え 被 仰 遣 候 

——  1  二三 九 


二 四 Q 


草 I 


也 


六月 八日 


： 御 来 印) 

上 


秀 


京 


中 


爲在陣 音， 信 單衣五 到 來悅入 候^ 安威 五左衛門 可 申 也 

壬 八月 十二 日 


秀 


吉 


吉 


(御朱印) 

上 京 中 

爲 音信 1： 夫殊 帷子 三十 到 來令悅 思 召 候 高麗の 儀 如 被 聞 明 無. 紛所故 入御 手 候 近々 太閣様 可爲御 渡海 3 曰の 處 

當 年の 義 是非共 御 無用の 由 家 康利家 被 仰 上 三月 迄 相 延申候 京 屮滿足 令 察 候 猶兩人 被 申 候 恐々 謹言 

六月 九日  (淺 野彈 正) 長  政 判 

h 京 中 

右 之 十七 通 は 上京 組 十三 町に 年 替に預 \ー、 大切に 護持つ 寫 なり、 尤傳寫 の 誤 も 可 有 敷、 利 支 丹 〔割 註】 

私 曰 吉利支 丹の 文字 十：： 來如此 書 候處、 常憲院 殿御 世の 節、 御諱 字に 相 障 候 故、 吉 利の 二字 を 相改、 切の 

字に 書眷 候て、 自夫已 後 切支丹と 相認候 事」 宗門の 事、 慶 長年 巾 迄に 盛に なり、 長 崎を始 京都に 至 迄、 所 

々に 寺 を 建る、 洛の內 にて は 五條 西洞院 一條 油 小路 此ニケ 所に 大寺 あり、 然るに 此 宗旨 邪法 成 由に て、 

國々 所々 の 寺 を 破 却せられ、 所 司 代 板 倉 伊賀 守より、 嚴令を 以て 制止す といへ 共不 止、 依 之麼長 十八 年 

六月 二十 一 日、 右爲 吟味 關 東より 山：！ 駿河守 を 西 國 へ 被 遣、 同 十二月 二十 六日 大久保 相 摸 守、 上方 爲政 

道 上京 冇之候 得 共 未 止、 後 其 段々 御 穿 儀 有て 國々 の 守護 地頭 代宫 等に 被 仰、 津々 浦 々に 至 迄、 一統に 宗 

門改始 り、 銘々 旦那 寺より 請 狀を差 出、 其砌 より 諸國へ 嘱託 之 高札 を 被 立、 其寫、 

定 

1 伴天連の 訴人に  銀 二百 枚 


1 印 留慢の 訴人に  銀 百 枚 被 下 1M と雖、 自今 以後 者 

1 はて れんの 訴人に 同 三百 枚  一 いるまん の 訴人に 同 二百 枚 

1 同宿 幷 宗門の 訴人に 同 五十 枚 

右の 條 々 堅 可 相 守 者 也 若 隱し置 脇より 顯 る- - におい て は 其 名主 五人組 迄 急 度 可 被 行 曲事 者 也仍て 下知 如 

件 

年號 月日  奉行 (當 時の 高札 八 ケ條銀 數も是 と は少々 相違す 其 後又改 りしに や) 

右の 高札 所々 に 建 之、 伴； 大 連と 申す は 耶蘇 宗 I： の 長 吏、 餘宗 の和尙 上人の 類な り、 印 留慢と 申す は此宗 

旨の 談義 を 致す 僧徒の 樣 なる 者な り、 提 宇子と 申す は、 本尊の 名な り、 毎に 善 次 まると 唱ふ、 右の 宗旨 

を 拾る を、 ころぶ と 云、 其 ころびの 者の 末 を 類 族と 申すな り、 

天 正 十 午年 明 智日 向 守、 上下 京の 地 子 免許、 同 十九 卯年 太 閣秀吉 公 上下 京地 子 御免、 此時は 未だ 町數も 

少し、 古 京 計りな り、 其 外の 畠 は 地 子 出る、 元 和 三 已年從 < ラ將軍 家、 下 京 畠 地 子 御免、 夫より 次第に 町， 

建鑌 き、 寬永十 一 戌年より 洛中 家 鑌の地 子 御免、 幷 洛外 迄 も、 地 子 御免な り、 其 節の 上下 京 町數、 家數 

の覺 

上下 町數  千 四百 六十 七 町  家 數三萬 七 千 三百 二十 五軒 

洛外 町繽  二百 四 町  家數 四千 九 百 八十 一軒 

西 東 本願 寺町數 fc 十九 s<  家 數ニ千 二十 三 軒 

. 下 京 八 組 古町の 分 

北艮 十二 町 組  町 代 山中 仁兵衞 

一 烏 丸 通 御池 上る  一 一條 殿 町  一 烏 丸 通 姉 小路 上る  虎屋 町 

一同 三條 上る  場の 町  ニニ 條通新 町 東へ 入  衣棚 町 

 ^   へ ま/  二 四 「 
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一 三條通 西洞院 東へ 入 

一 窒町通 御池 上る 

一 同 n 一條 上る 

i 御池 通 室町 東へ 入 

南艮 十二 町 組 

1 烏 丸 通三條 下る 

一 室町 六角 下る 

1 三 條烏丸 東へ 入 

一新 町三條 下る 

1 蛸 藥師窒 町 西へ 入 

1 六角 室町 東 へ 入 

三 町 組 

1 錦 小路 烏 丸 西 へ 入 

1 烏 丸 錦 小路 上る 


釜屋町 

御池の 町 

役 行者 町 

兩替町 

饅頭 屋町 

鯉山 町 

梅忠町 

三 條 町 

姥柳町 

骨屋町 

占 出 山 町 

手 洗 水 町 

右 組に は 昔より 年頭 其外總 ての 勤 方不仕 

巽 組 十 町 半 組 

1 東 洞院緩 小路 下 る  扇 酒屋 南半 丁 

1 同 高 辻 下る  燈籠町 

1 烏 丸 綾小路 下る  一 一帖 半 敷 町 

i 窒町佛 光寺 下る  山 王 町 


二 四 二 

1 窒町 通ニ條 下る  藥師町 

1 同 姉 小路 上る  圆福寺 町 

1 新 町三條 上る  新 町 頭 町 

1 姉 小路 室町 へ 入  兩替町 

町 代 奥 田 佐兵衞 

1 烏 丸 六角 下る  七 觀音町 

1 窒町 六角 上る  烏！： 子屋町 

ニニ 條窒町 東へ 入  御倉 町 

1 蛸 藥師烏 丸 西へ 入  橘 辨慶町 

1 六角 西洞院 東へ 入  西 六角 町 

1 六角 町 東へ 入  玉 倉 町 

町 代 同 人 

1 烏 丸四條 上る  笋山町 

1 四 條烏丸 東 へ 入  長刀 鉢 町 


町 代 石垣 甚內 

1 同佛 光寺 下る  髙橋町 

一 烏 丸四條 下る  水銀 町 

1 同佛 光寺 下る  大政 所 町 

ー佛 光寺 東！！ 院 西へ 入  上 柳 町 


草 ,  m 


大本 葛 

準祌 sfi 

町 町 町 


同室 町 西へ 入 


糸屋町 


松原 東 洞院東 へ 入 


紙子 屋町 


富 小路 松原 下る 

佛 光寺 柳 馬場 東 へ 入 


上 押 明 町 

佛光 束 町 


町 代 田內 彥兵衞 


一 同四條 上る 

1 四 條窒町 東へ 人 

一 綾小路 烏 丸 西へ 入 

一 新町佛 光寺 上る 

町 代 

一 窒町 綾小路 下る 

一 新 町 蛸藥帥 下る 

1 新 町 四 條ヒる 

一 新 町 緩 小路 下る 

1 上 同 

1 S 條新町 東 へ 人 


松原 幸 助 


菊 水 鉢 

函谷鉢 町 

竟 侍者 町 

南 袋屋町 


白 樂大町 

百足 a: 町 

北 四條町 

北 袋屋町 

南 岩 戶山町 

へ 扇 坐 町 月 鉢 町と も 云) 


二 四 三 


1 佛 光寺 烏 丸 ：3 へ 入  釕隱町 

j 高 辻 室町 西へ 入  繁 E 曰 町 

巽 組 枝 町 

一 高 辻 室町 東 へ 入  骨屋町 

外に 同 枝 町 小^ 五町 

一 高 倉 松原 上る 

一富 小路 萬壽寺 下る 

】 佛 光寺 鉄 屋町 東へ 入 


中 之 組 九 町 

一 室町 錦 小路 上る  山伏 山 町 

一 錦 小路 新 町 鬼へ 入  天神 山 町 

一四 條新町 西へ 入  革 堂 町 

1 綾小路 室町 西へ 入  善 長 寺 町 

中 組 十二 町 

1 窒町 四 條 下る  雞 鋅 町 

1 新 町 六角 下る  新^ 六角 町 

一新 町 錦 小路 下る  小結 店 町 

1 新 町四條 下る  南 四條町 

一 新町佛 光寺 下る  北 岩 戶山町 

一 綾小路 新 町 西へ 入  矢 田 之 町 


藤本 町 

檔螂山 町 

签也町 

喜 吉 町 


川 西 八 町 半 組 

一 西 洞院錦 小路 上る  古西 町 

1 油 小路 四條 下る  石 井筒 町 

I 西洞院 s: 條 下る  妙 傳寺町 ， 

「緩 小路 油 小路 西へ 入  西 綾小路 町 

1: 油 小路 松原 下る 南半 丁  樋 口町 

川 西 十五 町 半 組 

1. 醒井 叫 條 上る  藤 西 町 

1 四條油 小路 東へ 入  傘鋅町 

1 油 小路 佛， 光寺 下ろ  太子 山 町 

1 油 小路 松原 下る 北半 丁  樋 口町 

1 西 II 院佛 光寺 下る  本 柳 之 水 町 

lit 光寺 西洞院 西へ 入  木賊 山 町 . 

I 高 辻 西 洞院西 へ 入  永 養 寺 町 

二 咼辻油 小路へ 西 入  西 高 辻 町 

合 八十 一 町 半 

往古の 帳而は 五十 九， 町な り、 其 後 御靜謐 繁昌に 成 候て 跡より 追々 相 か はり 如此 也、 然れ共 元来よりの 組 

々、 川 西 組 二 組 中 組 二 組 巽 組、 此七組 を 古 京と 申 候て、 毎年 江戶表 年頭 御禮 等、 此組 計より 相 勤る、 私 

曰 上京 古町 組の 町數 幷故實 等 未考、 追て 此 末に 可 書 加、 

右、 江 II： 表 年頭 拜禮、 其 外 御 代替 等 臨時の 拜禮 共に、 ^下 京 古町 年寄 共 順番 を 以て、 上下 京より 一 人づ 


二 四 四 

1 町 代 田內 彥兵衞 

1 汕 小路 四條 上る 

1 西 洞 院四條 上る 

1 錦 小路 西洞院 へ 入 

1 佛 光寺 油 小路 西へ 入 

町 代 竹內 助九郞 

1 油 小路 錦 小路 上る 

1 油 小路 綾小路 下る 

1 油 小路 高 辻 下る 

一 西洞院 綾小路 下る 

一 綾小路 西洞院 東へ 入 

1 佛 光寺 西 洞院東 t 入 

1 高 迁新町 西 へ 入 

1 天使 突 拔高辻 下る 


山 田 町 

風 早 町 

麓 町 

綾西洞院 町 

蘆 刈 山 町 

菅 大臣 町 

堀 之內町 

舟屋町 


翁 
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幷ト： 下 京の 町 代 差 添、 例年？ 能 下、 S 斗 ほ 綾 島 等 献上 致來 候、 十 n 例 は 右 年寄 共 剃髪の 者 計に 候處、 享保八 

卯年 河 野豊前 守、 京都 町奉行より、 向後 俗 體有髮 の 者 差^な く 罷下候 樣被申 渡、 其 後 は 右の 趣に て 勤 米 

右參上 ハ砌、 所 司 代より 船 川 渡の 御證文 出る、 

京都 所 司 代の 事、 文祿 年中 前 田 德善院 玄以法 印へ 寺社 奉行 兼 役に て 被 仰 付と 記す、 其 前の 事 は不！ lOT 

私 曰 所 司 代の 事、 足 利 家 治世 應 永の 頃 多 賀豊後 守、 京 所 司 代な り、 是凡 濫觴と 見えたり、 其 後 文明の 

頃、 沛卜： 豊 後守此 職に 居る、 光源 院殿義 輝 公の 時、 松 永彈正 少弼、 信 長 公の 時、 村 井 長 門 守、 秀吉公 

の 時、 前 田 德善院 勤 之、 古萬覺 記に 見えたり、 

御當 家に 成り、 麼 長の 始 より 奧平美 作 守、 所 司 代 被 相 勤、 慶長五 年 九月 二十 三日 西六條 にて、 安 國寺惠 

瘦を被 殺、 其 次 板 倉 俘 賀守慶 長 五より、  - 

私 曰 古町の 帳面に 如此 有と 雖是は 誤 か、 慶長 五に 奥 平に 被 仰 付、 同 六より 板 倉 所 司 代た る 事 分明な り 

(武鑑 所 司 代 前 錄に同 八より と 有 は 非歟) 

同 二十 年 大阪御 陣 以後 迄、 元 和 六 年より 同 周 防 守 所 司 代 被 仰 付、 此 時分 京都 町中へ、 二十 一 ケ條 の御觸 

書 出る、 右 在役の 內、 寛 永 十 一 年 虎年 七月 十 一 日、 大猷院 殿 家 光 公 御 上洛、 公武の 歷歷 を始、 洛中 洛外の 

町 年寄 共 不殘山 科 迄 御迎に 出る、 同日， チ刻ニ 條の錦 城へ 入御、 同 壬 七 月 京都 町 年寄 共ニ條 御城へ 御禮に 

參上、 其 節 京 中へ 銀 五 千 貫目 拜領被 仰 付、 家數 三^ 七 千 八十 六 軒に 割る、 一軒に 付 銀 百 三十 四 匁 八 分 二 

厘づ i 頂戴 之、 此時 洛外の 家績地 子錢御 赦免 有 之、 周 防 守 跡 役 牧野 佐 渡 守、 承 應三ハ や 上京 九ケ條 の御觸 

此時 出る 此 在役 迄 は、 京都 町中の 事、 所 司 代に 於て 一 式 取 計 有 之 處、 寬文五 年 京都 町奉行 始て被 仰 

付、 其 後町 方の 義は、 所 司 代 を 離れ、 町奉行の 支配に 成る、 自是 先、 寬永十 一 戌年 所 司 代 板 倉 周 防 守 時 

分、 郡 代 所 を 五味 倫 前 守に 被 仰 付、 萬 治 1 一 亥年より 右 代り 小 出 越 中 守 相 勤、 其 頃 は 伏 見 奉行 も 郡 代 兼帶に 

て、 小 堀 遠 江 守、 水 野 石 見守 雨 代の 間 は、 五 昧備前 守、 小 出 越 中 守と 立會、 伏 見に て 月に 三日 京に て 月に 

 ^  ，  二 四 五 
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 L.  二 四 六 

1 二日 地方の 公事 裁許 有 之處、 越 中 守 死去 以後、 寬文五 年 跡 役 兩人仰 付ら れ、 郡 代の 名 を 被 止、 町奉行と 

稱し、 宫 崎七郞 右衛門 は若狹 守、 兩宮權 左衞門 は對馬 守に 受領して 上京す、 是 京都 町奉行の 始 なり、 是 

迄 郡 代の 內は與 力 五騎、 同心 十五 人の 處、 此 時より、 與 カ十騎 同心 三十 人づ、 に 成る、 夫より 追々 御抱增 

存之、 當時與 力 二十 騎、 同 心 五十人 づ i なり、 右兩 人の 跡 役 能 勢 日向 守、 前 田 安藝 守の 時分、 同 十三 年 

より 御 役 料 現 米 六 百 石づ、 被 下 之、 今以 同前な り 【割 註】 伏 見 奉行 郡 代 兼 帶の義 は、 水 野 石 見守 切に て 相 

止 京 町奉行 は 其 儘兼帶 す」 

私 曰 京都 奉行の 事、 十 n 町記錄 且つ 武鑑の 前錄 等に も、 五味 備前 守を始 とする は 非な り、 備前守 幷小出 

越 中 守 は 町奉行に 非す、 本文に 記る 所 正と しるべし、 

佐 渡 守 跡 役大阪 御城 代より、 板 倉內膳 正、 寬文八 年上 京、 其 次 同 十 年 二月より 永 井 伊賀 守、 其 次 延寳四 

年 七月より 戶 m 越 前 守、 此 時分より 所 司 代 御 役 料 一 萬 俊づ、 被 下 \ 一 (下略) 

町 代の 事、 板 倉 周 防 守 時分 漸ニ 三人 有 之、 町中より 給 銀 を 遣し 抱 置 候 者に 候處、 其 後 次第に 勤 方 も 多く、 

格 も 能く 成て、 一 旦は帶 刀 迄 仕 候處、 井上 志 摩 守、 前 田 安藝 守、 町奉行の 節、 天 和 年中より 町 代 帶刀被 

差留候 事、 

右 は 古 京の 記 錄の趣 を 以て 其 大旨を 起し 畢、 尤記錄 の內小 細の 事 は悉除 之、 古 京 帳面 も 天 正 以後 は 相 

殘り、 自夫 以前の 分 は 致 紛失 難 相 知の 由 奥 書に 有り、 上京 組に 古の 記 錄有ゃ 可 追 尊、 

雜 色の 事、 當時町 代と 其 勤 方 類す と 云へ 共， 是は 格別の 者な り、 雜 色の 名目 は 至て 久敷義 にて、 古き 書 

に 出たり • 大政 官府の 雜式共 雜色共 云り、 古 は ザッシ キト 唱 ぬる 由、 元來禁 庭に 候す る 下司に て、 囚獄 

の 泰に預 る、 朝廷の 御規 式に も、 其 品に 寄り 今 も 出勤す、 或は 先拂 警衛の 類 を 勤 之、 御 h 洛の節 行幸 御 

參內 御行 列の 露 先は雜 色な り、 是は汚 t: 不淨を 掃 ふの 爲成 べし、 又渠 等が 宗旨 は 日蓮な り、 其の 所以 は 

普廣院 殿義敎 公の 時代、 宗祖 日 親 上人 囚. と 成て、 雜色 共是を 呵責す る 時に、 色々 の 奇特 有て 上人 竟に枉 
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難を脫 すろ Q 妙に 歸 依して、 雜色共 皆 其 徒と 成と 云へ り、 自是 前北條 執政の 頃 は、 兩六 波？ f に 候す と ：3- 

えて、 太平 記 杯に も 其 事 あり 當 時の 勤 方 も、 、干： 役 は 牢屋 敷囚の 事に 於て、 其 他に 携る者 無 之、 悉く 渠.， 

が 役な り、 雜色四 人 を 四 座と 云、 其 譯は洛 の 方 境 を 四 條{ 至 町の 辻より 四隅に 分て、 乾の 方 は 五十嵐、 坤の 

方 は 松 村、 巽の 方 は 松 尾、 及 は 萩 野と 古來 よりの 定め、 是を 四方 內共號 す、 但 洛中の 事に は 不預、 洛外 

に 至て、 右 四隅の 在 邑の事 は、 悉く 右 四 人の 執 次に て， 公用 を 通達す、 古より 四 人の 雜 色へ 御朱印 二百 石 

地方に て 賜 之、 銘々 配分す、 配分 高 不同な り、 叉 其 下に 下 雜色八 人 有て、 是も 地方に て 小 給 あり、 又雜色 

上下共に祿園神事地のロとて、氏子の町にょり米錢を取る、此數古今替„5^^なく、是又知行同前也、總て賦園 

會の 事に 雜色 專ら預 る譯、 定て 故實可 有事と. 先年 雜 色へ 是を尋 しに、 渠等も 曾て 其の 由來を 不知と 云々 

彼 勤 方の 屮に、 殊に 目覺敷 は、 祇園祭 禮の 節、 各 烏帽子 素 抱 着用、 組 下 雜色八 人の 內、 四 人 はふち 座と 

て鐵 棒を曳 き、 着用 は上雜 色と 同 服な り、 四 人 は 切 子 座と て、 切 子の 棒 を 持つ、 着用 は 麻 上下 (切 子の 

捧と云 は 幕 串の 様なる 物な り) 上下 雜色敷 皮の 様なる 物 を 腰に 當る、 素 抱 上下 其 外 挑燈等 諸相 印 は 絞り 

幕の 如き 模様 を 付る，、 世上に 雜 色の 印 は 幕な りと 覺れ 共、 幕に は 非す、 宇治の 晒 布な りと 云々、 六角堂 

に 於て 山鋅鬮 取の 節 も、 其 場所へ 立食、 當日山 鉢 引出の 節 は、 四條柳 馬場に、 雜色四 人各宋 机に 着座し 

下 雜色八 人 是に屬 して 警 .i^ し、 其 前へ 曳懸る 節、 其 町の 尔寄 五人組より、 其 鉢 何番と 云ふ鬮 取の 印紙 を 

差 出す (此 印紙 京都 町奉行の 印な り〕 下雜色 受取て 上雜 色へ 披露す、 ト： 雜色四 人 床机に 在て、 此 印紙 を 取 

廻して 改之、 町役人 其？ i は 傍に 鎿踞 す、 改濟 て鋅を 引出す、 其 體尤嚴 重なり、 祭 禮の節 も、 眞先 妙法 蓮 

靡^と 書た る 循の扳 を 持せ、 其 次に 伊達 道具 鎊 道具 等 を 一」 行に 相 持、 見 座の s:<P 上下 着用、 先立 雜色は 各 

烏帽子 素袍麻 上下 等に て、 次に 列し、 持 鎗挟箱 合羽 籠 長柄 傘 等 を爲持 行列す、 其屮に 騎士 は 一 人 もな く 

實にも異風にぃかめしき樣な.：^、 其 外 御名 代 使 入洛の 節 は， 公儀 與カ M 心の 先拂の 次に 同様の 體 にて鎗 

を爲持 先を拂 ふ、 刑 入洛 を 引 廻し、 刑罸の 時、 是亦舆 力 同心の 先に 立 出勤す、 其 外 加 茂 祭 等、 公儀 祭に 
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も 凡與カ 同前の 格式に て 出る、 諸 裨 用の 勤 方、 士分の 格に 似 たれ 共、 公邊の 格は與 力の 支配に て 同心よ 

り 次に 列す、 餘國に 無 之 珍 敷 格の 者な り、 其 下に 見 座中 座と 云 者 あり、 見 座 は 牢屋に 相 詰、 牢飯等 其 外 

牢舍 人の 事 を 役す 常に 帶 刀す、 中座 は 奴 僕な り 囚人 出入の 繩取幷 牢舍人 平日の 事 を 見 座と 同 勤す、 其 長 

たる 者 は、 牢屋の 勤 を 省き、 諸 御用 警固 等に 與カ 同心 出 役す る 時、 鐵棒 を曳て 先に 行く、 是元來 京都 町 

々の髮 結 共の 役に て、 年 行事と 號し、 古 は 牢屋へ 相 詰. 右の 役 を 勤 候處、 中古より 替 りに 中座と 申 物 を 

其 町々 より 給 銀 を 以て. 召 抱爲相 勤、 若、 無人に て 御用 不足の 節 は、 今以て 年 行事 共罷 出、 中座の 助役 勤 

之、 右 年 行事 差 出 候 町々、 上下 京に 六十 九町冇 之、 是を年 行事 町と 號す雜 色の 事 一 に 故 實舊記 等 可 有 之 

義に 付、 雜色 共へ 是を尋 るに、 渠 等方に も 一圓 書留 も 無 之、 唯古來 よりの 仕來を 以て 相 勤 候 由、 京都 町 

奉行 交代の 節 も • 其 趣を雜 色より 勤 書に •！ 上る よし、 

〇 上京 六 丁 町 掃除人 足の 事 

御所 御 掃除 方 を 勤る 六 丁 町の 濫觴 は、 古へ 新 在家 六 丁と て、 御听の 傍に 商家 あり、 中頃 右 町々 御用 地に 

被 召 上、 當時は 皆 御 築地 內と 成る 今 も 新 在家 御門の 前 一 町 は、 其 六 丁の 內と 云り、 . 

寳永 五子 年 禁裡 囘 綠 の、 後、 長者 町 烏 丸邊の 町家 を取拂 ひ、 其 跡 堂上 衆の 屋敷 地に 渡り、 其 所に 新に 總 

門 を 被 建、 是 今の 新 在家 門な り、 世俗 呼で 蛤 門と 稱す、 其 心 は 燒てロ 明く と 云 ふ 心なり、 其 節 极取拂 

たる 町家の 分、 右の 六 丁 町 成べ し、 可追考 

御 掃除 を 致す 所以 は、 往昔 應 仁の 頃より、 公威 武權 共に 傾 魔して、 御所 は篱 にも. の 荒 Ei- たる さまに 

て、 狐桌 の栖と 成り、 草茫々 たる を、 六 丁 町の 者 共 朝 暮に見 奉りて 恐れみ 悲 みて、 責て、 草 を 引き、 御 

掃除 程 Q 事 は、 御邊" に 住る 冥加の 爲に、 營み 上げ 奉らん と、 御 掃除 を 致せし 事、 例と 成て、 其 後 禁裡 

御繁 榮に隨 ひ、 御所々 も 多く 成り、 宮前 きらびやかに 成る 儘に、 爱も六 丁 町の 掃除 場、 かしこ もとて 修 

理 職より 云 付ら れ、 又 其 上に 掃除の 外人 足 迄 差 出す 様に 成て、 其 失脚 夥し、 六 丁 町の 町數 計に て は、 右 


の 御用 勤り 兼る に仍 り、 山 頃より 右 組 町ん 被定、 西 は 窒町下 は 丸太 町、 東北 は 限りなく、 凡町數 八十 町 

程な り、 一 ヶ月の 人足 御用 高 凡 千 百 餘人十 ：！ 町に 年 行事 月 行事 を 定置て、 勘定の、 翌月 翊日 町奉行 所へ 書 

付 出す、 寳永五 年 以後 は、 最初より ハ親町 は 所 を 立 退 ぬれ 共、 追加の 町々 を、 其 儘 六 丁 町と 唱て、 今以 

て 同様に 御 m 勤め 来るな り (古町々 此 御用 を 勤ろ に仍京 役の 內竹切 御免な り) 伹新 在家 御門 前 御 W 御粽 1 

川端 道 喜 事、 彼 先祖の 者 御所 御 衰廢の 節、 供御 さへ かれ，.^ に 渡らせ 玉 ふ を 見 兼參ら せて、 朝 供御に も 

やとて 朝な朝な 己が 業なる 綜 を淸ら に取營 ふ奉リ しょり、 今に 至て、 毎朝 綜を獻 すと 云々、 
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翁 草 卷之 二十 六 

皇譜 後陽成 帝以來 

人皇 第 K:! 八 

• 後陽成 院— 

—覺深 法 親王 (仁 和 寺 殿 一 品 嚴島 御室) 任 助 法 親王 資 

母 大典 侍 藤 原 親子 中 山 大納言 親 綱 f 女 

天 正 十五 年月日 誕生 正 保 五年閏 正月 一 一十 一 日 寂 (六十 一 歲) 號後 南御窒 

—承 快 法 親王 (梶井 殿) 

母 1^: 上 (早世)  俗名 幸 勝 

第 百 九  諱政仁 

• 後水尾 院  .  ——  

^母 中和 門院 藤 原 前 子 近衛 關白前 久公女 

文 祿五年 六月 四日 降誕 慶長五 年 十一 一月 1 一十 八日 立 親王 (五 歳) 

同 十五 年 二月 二十 三日 於 小 御所 御 元服 (十五 歳) 同 十六 年 三月 二十 七日 受禪 (十六 歳) 同 

年 四月 十 一 一日 御 即位 寬永六 年 十 一 月 八日 讓位 同日 尊號 (三十 歳) 

麼安叫 年 五月 六日 御 落飾 法 諱圓淨 (五十六 歳) 御 戒師慈 照院仲 i. 和尙、 延寶八 年 八月 十九 

日 崩御 (八十 五 歳) 同閏 八月 八日 奉 難 于泉浦 寺奉號 後水尾 院御 在位 十八 年 

—信尋 公 (近 衞殿三 貌院關 白 准 三宮信 尹公爲 子) 
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i<M- 三月 十 一 日 染 法名 應 山.！、 云 (四十 七 歳)  -.^Jli^s 

慶 安一 一年 十月 十 一 n: 薨 (五十 一 歳) 號 本源 自性院 殿 

I 尊 性 法 親王 (大覺 寺 殿 一 一品 法務 東 寺 長者) 

母 藤 大典 恃輝子 日 野 大納曾 輝 資卿女 

？ i な 長 七 年月日 誕生 同 十八 年 三月 一 1 十一 一日 親王 宣下 

慶安 ra: 年 三月 二十 二日 寂 (五十 歳) 號佛恩 寺 殿 

I, 堯然法 親王 (妙法 院ニ 品) 天台 座主 

母 勾 當內侍 藤 原 孝子 持 明 院中納 言 二 孝 卿 女 

慶長七 年月日 誕生 同 十八 年 三月 一 一十三 日 親王 宣下 

寬文 丸年閏 八月 二十 三日 寂 (六十 歳) 號 慈恩院 殿 

I 好 仁 親 王.！  isii  

母 中和 門院 慶長八 年 三月 十八 曰 誕生 

同 十七 年 十一 I 月 1 一十 六日 親王 宣下 

寬永 十五 年 六月 三日 薨 (三十 六歲) 葬大德 寺號永 照院殿 

PI 明 子 (院 女御 長 仁 親王 御 母 母 越 前 宰相 源忠直 女) 

延寳八 年 七月 八日 薨同十 一 日 葬 大德寺 龍. if 九院 

號妙 吉祥 黨輔 義英大 夫人 

—女子 
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I 良 純 法 親王 (知 恩院 御門 主 一 一品) 

母 源 大典 侍 具 子 庭 田 大納言 重 通 卿 女 

慶長九 年月日 誕生 號八宫 

寬文九 年 <■ 月 一 日 寂 (六十 七 歳) 同 三日 葬 泉 浦 寺 

I 昭良公 ( 一 條殿 元は 兼避自 淨心院 關白內 基公爲 子) 

母屮和 門院 虔長十 年 四月 二十 六日 誕生 號九品 

同 十四 年 十二月 十七 日 元服 (五 歳) 

正 保 五 年 八月 四日 薙染 法名 惠觀 (四十 七 歳) 戒師大 德寺玉 舟和尙 

寬文 十！ 一年 1 1 月 十一 一日 薨 (六十 七 歳) 同月 1 1 十日 葬 東 幅寺號 知德院 殿 

1 尊覺法 親王 ( 一 乘院殿 1 1 品 與福寺 清水寺^ 富) 

母 同上 慶長 十三 年月日 誕生 

寬文 元年 七月 二十 六日 寂 (五十 四 歳) 號明 了院殿 

I 道 周 法 親王 (照 高 院殿ニ 品) 

母 土 佐 局 春 日 神主 大中臣 時廣女 

號吉宫 (早世) 

—道晃 法 親王 (聖護 院殿後 號照高 院殿ー 一品 園 城 寺 長 吏 三山檢 校) 

母 三位 局 古市 播磨守 胤榮女 

慶長 十七 年月日 誕^ 延 I 貝 七 年 i ハ 5 十八 寂 (六十 八歲) 


同一 一十 七日 葬 于白河 號遍照 寺 殿 

—慈 胤 法 親王 (梶井 殿！ 一品 天 台 度 主號常 修院 殴) 

母 土 佐 局 元 和 三年 月日 誕生 

元祿十 I 一年 十 I 1 月 一 一日 寂 (八十 三 歳) 

—皇女  (曇 華院 殿) 

母 中和 門院 (早世 五歲)  ， 

- 淸子內 親王 (准 三宫 ii 司 關白信 尙公窒 左大臣 敎平公 母) 

母 同上 文祿 元年 月 B 誕生 號三宫 

麼長六 年 十 一 月 九日 內 親王 宣下 

延寳ー 一年 十 1 1 月.？ -曰薨 (八十 三 歳) 同士 一日 葬 ま I 尊 院號大 鍰院明 極 文 至 

，皇女  (諱惠 山 大聖 寺 殿號東 御所) 

母 同上 文祿四 年月日 誕生 寬文 二十 一 年 八月 十 丸日薨 (&十 歳) 

- 皇女  (光照 院殿) 

母 同上 (早世 十四 歳) 

- 贞子內 親王  0 一條 攝政康 道公窒 光平 公 母) 

母 同上 慶長十 一 年月 誕生 齋 ion 
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延寳 三年 六月 十七：：： 薨 (六十 九 歳) 同 二十 二日 葬 于ニ尊 院猇貞 子院永 輝元壽 

—皇女  (諱 尊嚴 光照 院殿) 

母 目々 典侍 葉 窒中納 言 賴宣卿 女 

寬文九 年 三月 s: 日薨 

I 皇女  ( 諱 永崇大 聖 寺殿號 養德院 殿) 

母 平內侍 西洞院 宰相 時 慶卿女 

一： 儿祿 三年 七月 1 一十 曰薨 (At 一歳) 同 1 一十一 一日 葬 十 歡喜寺 

後水尾 院 皇子  

I 皇女 (魔 司 左大臣 敎平 公窒後 遁世 住 南都 號圓照 寺殿諱 文智) 

母 於 與津御 娘 人 四 迁 大納霄 公 遠 卿 女 

元 和 五 年月日 誕生 號梅宫 元 祿十年 正月 十三 日 遷化 (七十 九 歳) 

第 百 十 

© 明正院  (諱興 子) 

御 母 東 福 門院 源 和 子 贈 大相國 秀忠公 女 

元 和 九 年 十 一 月 十九 日 降誕 號女 一 {呂 寛 永 六 年 十月 一 一十 九日 爲內 親王 (十 歳) 

同 十 一 月 八日 受禪同 丸 日 母后 中 {a 爲東； 11： 院 

同 七 年 九月 十二 日 御卽位 (八 歳) 

同一 一十 年 十月 三 n 讓位 (一 一十 一 歳) 同 十一 一日 太 上 天 皇尊號 御 在位 (十四せ) 

元 碌 九 年 十  一 十日-: 朋 (七十 S: 歳) 月 一 1+ 五日 奉 葬， „ 水 涌 一寸 

I 昭子內 親王 (近 衞關白 左大臣 尙嗣 公窒〕 
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母 同上 寬永ニ 年 九月 十三 日 誕生 號女ニ Is 

同 十^ 年 十二月 八日 內 親王 宣下 

慶 安四 年 五月 十五 日薨 (二十 七歲) 同 十八 日 葬 東 福 寺 

號 光明 心 院寂照 尊 常 

I 高 仁 親王 

母问上 寬永 三年 十一月 十 f 二日 誕生 同月 二十 五日 親王 宣下 

同 五 年 六月 十 一 日薨 (三 歳) 號貞 照院殿 

—皇子 

母 同上 寬永五 年 九月 二十 五日 誕生 

同年 十月 六日 薨號光 融院殴 

I 顯子內 親王 

母 同上 寬永六 年 八月 二十 七日 誕生 猇女 三宫 

延寳 三年 壬 四月 二十 六日 薨 (四十 七歲) 同 五月 三日 葬 千 光雲 寺 

號妙莊 嚴院覺 海龍宗 

I 皇女  (竇鏡 寺 殴) 

母御 畫局逢 春 門院 藤隆子 櫛 笥左中 將隆致 朝臣 女 

寛 永 八 年 正月 一 一日 誕生 號 八重 宫 

明 曆ニ年 正月 八曰薨 (二十 三 歳) 同 十日 葬 于眞如 寺 

法號 前景 爱特 賜仙壽 院宫久 嶽理昌 長老 

  二  五 


草  ^ 


  二 五六 

—賀 子內 親王  0 1 條攝政 光平 公窒) 

母 東 福 門院 寛 永 九 年 六月 五日 誕 i:^ 號 五宮 

同 二十 一年 十月 二日 內 親王 宣下 

元 祿九年 八月 二日 薨 (六十 六 歳) 同 六日 葬于ニ 尊院深 信解院 is 

第 百 十 一 

• 後光明 院 (諱紹 仁) 

御 母 東 福 門院 實^ 壬 生院贈 左大臣 基 任 女 

寬永十 年 三月 十二 日 降誕 號素鵞 

同 十九 年 十一月 十五 日爲 親王 (十 歳) 同 二十 年 九月 二十 七日 御 元服 

同 十月 三日 受禪 同月 一 一十 一 日卽位 

承應 三年 九月 一 一十 日 崩 (一 一十 二 歳) 依 御 疱瘡 也 

同 十月 十五 日 奉 葬 于泉涌 寺 御 在位 (十 一 年) 

—孝子 內 親王 

母 源 大典 侍 (後號 小 一 條) 庭 田 左 中 將重秀 朝 ほ 女 

慶安 三年 十月 十五 曰 誕生 號女 一 宫 (明 正院を 奉號女 一 宫此號 不審 且 誕生 之 年猇も 前後す 可 追考) 

天 和 三年 十！ 一 月 三日 內 親王 宣下 寳永五 年子 正月 二十 三日 一 品 

—皇女 

母 東 福 門院 寬永十 年 八月 二十 三日 誕生 號菊宫 

同 十 一 年 七月 十五 日 (1 一歳) 號元 證院殿 

—光子 內 親王 (林 丘 寺 殿 後 普明院 殿)  


3  m 


母 達 春鬥院 寬永十 一 年 七月 一 日誕生號排宫*«^11^>-«^111||«*«| 

延寳八 年 九月 十 火 日落髮 (四十 七 歳」 戒師天 龍 寺 提西堂 

—尊敬 法 親王 (滋賀 院初祖 H 光山 輪 王 寺 殿 一 品 天台 座キ： 後改守 澄) 

母 壬生院 寛 永 十一 年 壬 七月 十一 日 誕生 號今宮 

同 二十 一 年 十月 二日 親王 宣下 

延寳八 年 五月 十六 日 於 東 1^ 山 寂 (四十 七 歳) 號 本性 院殿 

I 皇女 

母 小兵 衛局 (後號 帥 {呂) 水 無 瀨中納 言 氏 卿 女 

寬永 十一 一 年 六月 1 一十 七日 誕生 號新宮 (早世)  , 

I 性 承 法 親王 (仁 和 寺 殿 一 品 覺深法 親王 資) 

母 帥 局 寬永 十四 年 正月 十八 日 誕生 號豊宫  . 

正 保 四 年 九月 1 一十 七日 入窒卽 出家 (十 一 歲) 

延寳六 年 二月 二十 丸 日 寂 (四十 二 歳) 同 三月 二日 葬于法 金剛 院號後 大御窒 

I 皇女 

母 壬生院 寬永 十四 年 九月 二十 五日 誕生 號滋宫 

寬文 1 1 年 九月 五 曰 遷化 (一 一十 六 歳) 

第 百 十二   諱 良に   

• 後西院  .  

御 母 東 幅 門院 實者逢 春 門院  . 

二 五 七 


寬永 十四 年 十 一 月 十六 日 降誕 號秀宫 

正 保 叫ハ牛 九月 十五 日爲 親王 (十 一 歳) 慶 安四 年 十 一 月 二十 五日 御 元服 (十五 歳) 

承 i  二 年 十 一 月 1 1 十八 曰踐祚 (十八 歳) 明曆ー 一年 正月 一 一十三 曰 即位 (一 一十 歳) 

寬文 三年 正月 二十 六日 讓位同 二月 三日 太 上天 皇尊號 (二十 七 歳) 御 在位 (八 年) 

貞享 1 一年 1 一月 1 1 士 一日 崩御 (四十 九 歳) 同 三月 七 曰 奉 葬 千 涌 寺 

—性貞 法 親王 (大覺 寺 殿 1 一品 東 寺 長者 尊 性 法 親王 資) 

寬永 十六 年 四月 一 一十 八日 誕生 號 寬宫慶 安一 一年 四月 五日 出家 (十 一 歲) 

元 祿九年 正月 五日 寂 (五十八 歳) 號 金剛 心院宫 . 

—皇女  (鹿 谷 靈鑑寺 殿) 

母 壬生院 寳永 十六 年 二月 八日 誕生 號谷宫 

延寶六 年 二月 五日 薨 (四十 歲) 同 十二 日 葬于廬 山寺 號淨 法身 院月 江宗澄 

—皇女 (早世) 

母逢舂 門院 寬永 十七 年 八月 十二 日 誕生 號摩佐 i お 

—堯恕 法 親王 (妙法 院殿 1 一品 天台 座主 堯然法 親王 資) 

母 新廣義 門院 藤 原國子 贈 左大臣 基音 女 

寬永 十七 年 十月 十六 日 誕生 號照宫 

元 祿八年 四月 十六 日 寂 (五十六 歳) 號 獅子吼 院殴 

—皇女 

一 ま £.£ 完 竈、 K4't^.liHrE:  二  4 '八日. 龜生 號疰 一呂 
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1 皇女  C 寶鏡ラ 殿) -n  ^^i-f 

母 逢 春 門院 寬永 十八 年 八月 二十 二日 誕生 號栢 宫 

I 常子內 親王 

母 新廣義 門院 寬永 十九 年 三月 九日 誕生 號級宫 

寬文四 年 十 一 月 I 一十三 日嫁于 近衛 基熙公 

元祿 十五 年 八月 1  一士 ハ日薨 (六十 一 歲) 

—穩仁 親王 (八 條殿ニ 品 式部 卿 二 品中務 卿智忠 親王 爲不し 

母 逢 春 門院 寛 永 二十 年 四月 二十 九日 誕生 號幸宫 

明曆 元年 十月 十四日 親王 宣下 同 十 一 月 1 1 十四日 元服 

寬文五 年 十月 三日 薨 (1 1 十三 歳) 葬 于相國 寺 號金剐 壽院殿 

—尊 光法 親王 (知 恩院 御門 主 1 一品) 

母 權中納 言 局 四 辻 大納言 秀繼卿 女 

正 保 1 一年 九月 1 1 十九 日 誕生 號榮君 承 應四年 四月 六日 親王 宣下 

延寳八 年 正月 六日 寂 (三十 六 歳) 同 十二 日 葬于知 恩院號 無量 威 王 院大蓮 社超譽 

—道寬 法 親王 (聖護 院殿ニ 品 道晃法 親王 资) 寺 長 吏 三 山檢校 

母 逢 春 門院 正 保 四 年 四月 二十 八日 誕生 號聰宫 

明 曆ニ年 十二月 十七 曰 親王 宣下 

延寳四 年 三月 八日 寂 (三十 歳) 同 十五 日 葬于三 井寺 號淨願 寺 殿 

二 五 九 
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  二 六 〇 

I 眞敬法 親王 ( 一 乘院 1 一品 興 福 寺 淸水兩 寺^ 當尊覺 法 親王 資) 

母 新廣義 門院 慶 安二 年 四月 二十四日 誕生 號登 美宮 

明 暦 四 年 六月 九日 親王 宣下 寳永 三年 七月 六日 寂 (五十八 歳) 

I 盛 胤 法 親王 (梶井 殿 1 一品 天台 座主 慈 胤 法 親王 資) 

母 權中納 言 局 慶 安四 年 八月 二十 二日 誕生 號房宫 

延寶八 年 六月 二十日 遷化 (三十 歳) 正 法院殿 

I 尊證法 親王 (靑 蓮院 1 一品 天台 座主)  . 

母 新廣義 門院 慶 安四 年 二月 十日 誕生 號 玲瓏 宫 

永 祿七年 十月 十五 日 寂 (四十 四歲) 號後桂 蓮院殴 

第 百 十三  諱識仁  

• 靈元院 

御 母 東 福 門院 實者 新廣義 門院 

承應 三年 五月 1 1 十五 日 降誕 號 高貴 宫 

明 曆四年 正月 1 1 十八 曰 立 親王 寬文 1 1 年 十 1 一月 十 一 曰 御 元服 (九 歲) 

同 三年 正月 一 一十 六日 受禪同 四月 I 一十 七日 御卽位 (十 歳) 

貞享四 年 三月 1 一十 一 日 御讓位 (三十 四 歳) 同一 一十 五日 太 上 天皇 尊號御 在位 (廿四 年) 

正德 三年 七月 十五 日 御 落飾 御 法諱素 淨享保 十七 年 八月 六日 崩御 (七十 九 歳) 

同 葬 于泉浦 寺 

I 皇女  (光照 院殿 >  .1 


0 


草. 


母 權中納 言 局 承應 三年 七月 二十 二日 誕生 號睦宫 

天 和 三年 六月 一 日 寂 a 二十歳) 

■ 皇女  (大聖 殿 又 歡喜寺 殿 法名 求亨) 

母 新廣義 門院 明曆 三年 八月 二十日 誕生 號珠」  B 

貞享 三年 壬 三月 五！ n 薨 (三十 歳) 同 七日 葬 歡喜寺 

號 本元 院殿 


後西 院 皇子 


. 誠子內 親王 

母 女御 明 子 彈正尹 好 仁 親 女 

承應 三年 六月 七日 誕生 號 八百宫 貞享 三年 七 e:i 一十三 日內 親王 宣下 

同年 十二月 二日 薨 (三十 三 歳) 

長 仁 親王 (八 條殿無 品中務 卿) 

母 同上 明曆 元年 五月 十四日 誕生 號 若宮 

寬文九 年 一 1 月 I 1 十五 日 親王 宣下 同 十 一 月 五日 御 元服 (十五 歳) 

延寳 三年 六月 1 1 十五 薨 (1 1 十 一 歳) 同 1 1 十八 日 葬 于相國 寺號讓 照院殿 

一 I 幸 仁 親王  』 お栖， K 殿  11^ 兵 t 鄕 4 後 isi   

母 新 大納言 局 (後號 東 三條) 淸閑寺 大納言 共 綱 卿 女 


明 曆ニ年 三月 七日 誕生 號 二宮 寬文九 年 八月 二十 丸 日 親王 宣下 

同 十 年 十 I 月 二十 一 日 御 元服 (十五 歳) 元 祿十！ 一年 七月 十三 日 一 口 g; 


二 六 ！ 


草 


  二 六 二 

同月 二十 五日 薨 (四十 四 歳) 同 三十日 葬 于大德 寺 龍 光 院號本 空院殿 

I 承 秋 門院 (幸 子女 御) 

延寶八 年 九月 一 一十三 日 誕生 號英宫 

元 祿十年 二月 二十 五日 爲 女御 入內 (十八 歳) 

寶永四 年 五月 三 准 三 宮同五 年 1 一月 一 一十 五日 爲中宫 

同 七 年 三月 一 一十 一 日門號 宣下 

I 皇女 

母 新 大納言 局 明曆 三年 四月 十六 日 誕生 號女 二宮 

萬 治 元年 薨 (一 一歳) 葬于般 舟院正 源院殿 

—皇女  (M. 谷： 黨鑑寺 殿 法名 宗榮) 

母 萬 治 元年 十 H 十七 H 誕生 號撰宫 

延寶七 年 八月 六日 出家 (一 一十一 一歳)  、 

1 永 悟 法 親王 (圓滿 院殿無 品 大僧正 常尊附 弟)  、 

母權 典侍 岩 倉 中 納言具 起 卿 女 

萬 治 1 一年 九月 十八 日 誕生 號三官 

寬文九 年 一 一十 九日 親王 宣下 同 十 H 十三 日出 家 (十 一 歲) 

延寶 W 年 十 一 月 一 一日 寂 (十六 歳) 號法 性院殿 

—皇女 (大和 國法 隆寺內 中宮 寺 殿 法名 尊秀) 

母 新 大納言 局 寬文 元年 七月 一 日 誕生 號樂宮 

I 皇女  II  —  I  く，.."， ひ 


母 中內侍 富 小路 三位 頓直鄉 女 

寬 文- 兀年十 一 月 四日 誕生 號常宫 同 六 年 九月 日薨 (六 歲) 號眞 珠院殿 

—義延 法 親王 (實相 院殿！ 一品 大僧正 義附 弟) 

母 新 大納言 局 寬文ニ 年 六月 三十日 誕生 

同 十一 年 九月 十九 日 親王 宣下 同月 二十 五日 出家 (十一 歲) 

寳永 三年 十月 十九 日 寂 (四十 五歲) 同 十 一 月 1 一日 葬于岩 倉號十 如院殿 

I 守 全 法 親王 (輪 王 寺 殿 改天眞 1 一品 尊敬 法 親王 資) 

母 同上 寛 文 四 年 七月 二十 八日 誕生 號益宫 

同 十三 年 九月 十三 日 親王 宣下 同月 七日 出家 (九 歳) 

元祿 三年 三月 一 日 寂 (1 一十 七 歳) 解 脫院殿 

—皇女 

母 同上 寬文六 年 正月 日 誕生 號 賀陽宫 

延寳 三年 五月 一 一 十四日 薨 (十 歳) 葬于 報恩 寺號桂 德院殴 

—皇女 

母 六條局 梅 小路 中 納言定 矩卿女 

寬文七 年 五月 十八 日 誕生 號香久 宮同八 年 七月 日薨 (二 歲) 

—皇女 (曇 華院 殿) 

母 同上 寛 文 八 年 六月 二十 二日 誕生 號館 is 


草  翁 


  二 六 31 

延寳六 年 十 一 月 一 一十 七 曰 出家 (十」 歳) 法名 聖女 

—益 子內 親王 

母 新 大納言 局 寬文九 年 五月 十八 日 誕生 號賢宫 

貞享 三年 七月 一 一十三 日內 親王 宣下 同年 七月 一 一十 七日 嫁于九 條輔實 公 

I 公辨法 親王 (毘沙 1: 堂 殿 今 輪 王 寺 殿 大僧正 公海 附弟) 

母 六條局 寬文九 年 八月 一 I 十 一 日 誕生 號責宫 

延寳六 年 十月 十九 日 親王 宣下 同月 二十 六日 出家 (十 歳) 

寶永四 年 十 一 月 六日 准 三 后 

—道祐 法 親王 (聖 護院殿 道寬法 親王 資) 

母 同上 寬文十 年 九月 二十 七日 誕生 號攀宫 

延寳八 年 十 一 月 十 1 一日 親王 宣下 同一 一十 七日 出家 (十 一 歲) 

元祿 三年 十一 一月 十八 日 寂 (1 一十 一 歳) 號淨心 寺 殿 

！皇女 (寳鏡 寺 殿) 

母 新 大納言 局 寬文十 一 年月日 誕生 號搔宫 

天 和 三年 十 一 月 十四日 出家 (十三 歳) 德嚴理 豊周英 

延享 1 一年 五月 十一 一日 薨 (七十 五 歳) 號本 覺院殿 

—尙仁 親王 (八 條殿改 常 盤 井 殿) 

母 六條局 寬文十 一 年 十 一 月 九日 誕生 號員宫 —  I  I 


お-  m 


貞.？ K-t^fi-  I 月 一 ー-寸 七 nz 翁 rti ISIT  (十四 歲〕 同 三年 三月！ 一十. < 日 街 元服 nnmlpsi 

元 fil 一年 八月 六 R 薨 (十九 歳) 同 十日 葬 十 相 國寺號 無量 光院殿  ■ 

I 皇女 (光照 院殿)  . . 

母 六條局 寬文 十一 一年 十 一 月 十三 日 誕生 號滿宫  . 

延寶五 年 九月 七日 薨 (六 歲) 號 放光 院殿 

—皇女 (慈 受院 殿) 

母 同上 延寶ニ 年 正月 十九 日 誕生 號多 嘉宫 

天 和 三年 四月 十八 日出 家 (十 歳)  . 

寳永 三年 九月 六日 薨 (三十 三 歳) 葬 于大德 寺 龍 光寺 

I 皇女 (光照 院殿 法名 尊慶) 

母 同上 延寳 三年 六月 二十 三日 誕生 號壽宫 

—行 惠 法親ョ (初 圓滿院 後 聖護院 殿 又 照高院 殿) 

母按察 使 局 高 辻 大納言 豊长卿 女 

延寶 三年 十一 一月 十二 日 誕生 號菅宫 

同 六 年 六月 六日 入室 (g: 歳) 貞享 元年 十 一 日 親王 宣下 

同 三年 四月 十四：：：： 出家 (十二 歳) 元 祿 四 年 六月 五日 聖護院 門 室へ 入 寺 

同 十六 华三月 一 1 十九 日白 川 へ 入 寺號照 高院殿 

寳永 1 一年 丸 月！ 一十 九 曰 寂 (三十 一 歲) 葬于白 川號淨 光寺 殿 

I ,  二 六 五 
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  二 六 六 

—皇女 (人 江 殿 智恩寺 殿) 

ハ條局 延寳四 年 八 一十 七日 誕生 號貞宫 

貞享 元年 六月 二十 七日 得度 (九 歳) 

元祿 十六 年 三月 二十 五 = 寂 (： 一十 八 歳) 葬于 知恩院 

I 良應法 親王  (曼珠 院良尙 法 親王 資) 

母 向上 延寳六 年 六月 八日 誕生 號勝宫 

貞享四 年 九月 二十 八日 親王 宣下 同年 十月 九日 出家 (十 歳) 

寳永五 年 六月 1  一士 百 遷化 (三十 一 歲) 號圓 妙院殿 

靈元院 皇子 

- 皇女  ， 

母 多奈井 小路 局 西洞院 三位 時 良 卿 女 

寬文九 年 1 一月 1 -; 十八 日 誕生 同 七月 二十 九日 薨 

葬于廬 山寺 號智 光院殿 

ね子內 親王 

母 藤 大典 侍 小川 坊城 大納言 俊 廣卿女 

寬文九 年 三月 二十 一 日 誕生 號女 一宮 

天 和 三月 十一 一月 三日 內 親王 宣下 同月 十  一 n 嫁于 近衛 家熙公 

貞享五 年 四月 十 a n: 薨 n 一十 歳) 葬 于淨華 院號古 岳院殿 

、き 


草 


母 中納言 典侍 小 倉 大胁言 實起卿 女 

寬文十 一 年 八月 十六 日 誕生 號 一 宫 

天 和 一 一年 十月 1 一十 五 EH 無 品 親王 宣下 (士 一歳) 同月 一 一十 八 曰 55 家 (十一 一歳) 

元祿 十四 年 十 一 一月 一 一日 遷化 (三十 一 歲) 

i 隆法 親王 (元覺 寬义覺 助) 仁 和 寺 殿 

母 源內侍 愛宕 大納言 通 福 卿 女 

寬文 十二 年 九月 十二 日 誕生 號 二宮 天 和 三年 八月 十三 日 親王 宣下 

同 十七 日出 家 (十二 歳) 寳永四 年 九月 十六 曰 逝 (三十 六 歳) 

T 榮子內 親王 

母 新 上 西 門院 藤 原 房 子 騰 司 敎平公 女 

寬文 十三 年 八月 二十 三日 誕生 號女 二宮 負享三 ハ半丸 月 三十日 內 親王 宜下 

同年 十 一 月 一 一十 八日 嫁于 一 一條 綱 平 公 

I 皇女 

. 母 少將內 侍 菅原庸 子 (後 菅中納 言 局) 五條 大納首 爲庸卿 女 

延寶 三年 七月 五日 誕生 號三宮 同 五 年 七月 十八 H 薨 (三 歳) 

同 二十 1 一日 葬 于遣迎 院號見 性院殿 

• 東 山院.  ft  .  1  


御 母 新 上 西 門院 實者准 三 后藤 原 宗子中 御門 內 大臣 宗條公 女 

延寶 三年 丸 月 三日 誕生 號 五宮 

  二 六 七 


  二 六 八 

一 天 和 二 年 十二月 二日 立 親王 同 三年 二月 九日 爲 皇太子 (二十歳) 

貞享四 年 正月 一 不 三日 御 元服 (十三 歳) 同 三月 1 1 十 一 曰 御受禪 I： 年 四月 一 一十 八日 

御 卽位寳 永 五子 三月 八日 內裏 炎上 同 六月 二十 一 日讓位 

同年 十 1 一月 十七 日 崩御 (三十 五 歳) 同 七 年 正月 十日 奉 葬 泉 涌 寺 

I 皇女 

母 源內侍 延寳 三年 十 1 月 一 一十 七日 誕生 號綱宫 

同 五 年 六月 二十 五日 薨 (三 歳) 同 二十 六日 葬于淨 華院號 紅玉 院殿 

—福 子內 親王 

母准宮 延寳四 年 九月 十四日 誕生 號綾宮 初英宫 

貞享 三年 九月 三十日 內 親王 宣下 元祿十 一 月 五月 三日 嫁 于伏見 殿 邦 永 親王 寳永四 年 七月 四日 

薨 (三十 一歳) 

同 十日 葬于相 國寺大 光明寺 號淸淨 光院殿 

—堯延 法 親王 (妙法 院堯恕 法 親王 資) 

母 少將內 侍 延寶四 年 十二月 二十 八日 寶生 號六宫 

貞享 元年 三月 十日 御 入 寺 (九 歳) 

同 三年 九月 三十日 親王 宣下 同 十月 一 一十 五日 出家 (十 一 歳) 

—皇女 

母 准 后 延寳五 年 壬 十二月 五 R 誕生 友宮 元薰宫 

貞享 三年 六月 二十 八日 御 入 寺 (十 歳.) 同 五 年 八月 二十 七日 出家 (十二 歲) 


草 


一. I 文 仁 親王 |:！ 

母 同上 延寳八 年 八月 十六 日 誕生 號 富貴 宫 

元 祿十年 五月 十一 日 親王 宣下： 十六 日 御 元服 (十九 歳) 

寳永六 年 四月 七 曰 一 品 宣下 同 八 年 一 二月 五曰薨 (三士 一歳) 

葬 于相國 寺 慈 照院毆 號智惠 觀院殿 


一，. 家 仁 親王  (京 極 殿) 

I 皇女 

母 同上 延寶九 年 七月 二十 七日 誕生 號田鶴 宫改宫 

天 和 三年 十一 一月 1 一十 ヨ薨 (三 歳) 同一 不四曰 葬 于淨華 院號梅 光院殿 

—勝 子內 親王 

母 同上 貞享 三年 1 一月 1 一十 一 日 誕生 號養 良宮 改定 宫 

寶永四 年 三月 二十 八日 親王 (勝 子) 宣下 

I 皇女  (梶井 殿) 

母 同上 寅 享五年 五月 一 一十 一 日 號淸宮 

元 祿六年 九月 二十 六日 薨同 十月 三日 葬于淨 華院號 無量 心院殿 

—皇女  (常 盤 井 殿) 

母 菅中納 言 局 五條 大納言 爲睛卿 女 

元祿 1 ーハキ 六月 一 一十 七日 誕生 號正宮 改作 

同 五 年 四月 二十 三日 薨 (四 歲) 同 二 卜 七日 葬 于相國 寺號淨 功院殿 

  二 六 九 
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—性應 法 親王  (大覺 寺 殿) 

母 同上 元祿 三年 十一月 八日 誕生 號 八十 改澤宮 

同 十三 年 八月 1 一十 一 R 親王 宣下 同 十月 十 一 日 御 入 寺 (十 一 歲) 

正 德ニ年 辰 八月 逝 (二十 三歲) 

I 皇女 

母 源 中將局 (改仲 局) 東久世 宰相 通 廉卿女 

元 祿五年 十月 二十 七日 誕生 號德宫 

同 六 年 W 月 一 一十 九日 薨 (1 一歳) 葬 于淨華 院號瑞 林院殿 

—皇女  (圓照 寺 殿) 

母 菅中納 言 局 元 fi 六 年 三月 三日 誕生 號藤宫 

同 十五 年 十月 二十 二日 薨 (十 歳) 

I 皇女  (林 丘 寺 殿) 

母 同上 元 祿九年 七月 三日 誕生 號龜宫 

I 皇女 

母 仲 局 元 祿十年 八月 五日 誕生 號カ宫 同 年 十月 二十 二日 薨 

I 尊 照 法 親王  ( 一 乘院 殿) 

母 藤 式部 今 城 中 納言定 淳卿女 

元祿 十一 一 年 十 一 月 一 一十 二日 誕生 號多 喜宮 ， 

同 十五 年 三： 月 二十 I 日 御 入 寺 寳永六 年 w 月 二十 三日 出家 (十 歳) 


翁 


草 一 


- —皇女 In  (圓照 寺 殿」  應 

母 同上 元綠 十五 年 十一月 二十日 誕生 號乙宫 

寳永六 年 五月 十三 日 得度 (八 歳) 

皇子 

母 右衛門 入江 民 部權大 輔相尙 朝臣 女 

寳永六 年 九月 二十 九日 誕生 號嘉 智宫 ， 


東山院 皇子 

—皇子 

母 新崇賢 門院 櫛笥 大納言 隆賀卿 女 

元 祿六年 一 一月 十三 日 誕生 號若宫 

同 七 年 六月 十日 薨 (1 1 歳) 葬 于淨華 院號凉 照院殿 

皇子 

母！： 上 元綠九 年 五月 五日 誕生 號ニ宫 

同 十 一 年 六月 1 一十 五日 薨 (三 歳) 葬 于淨華 院號高 岳院殿 

一 ー 覺尊法 親王  (圓 滿院 殿) 

母 藤. I 侍 冷泉 中 納言爲 經卿女 

元 祿十年 二月 二十 一日 誕生 號三宫  ノ 

  rr 七 ：1 


I 


寳永五 年パ月 三十日 親王 宣下 同年 十 一 月 一 一十.^ 日 入 寺 出家 (十一 一歳) 

I 秋子內 親王 

御 母 承 秋 門院 有 栖川幸 仁 親王 女 

元祿 十三 年 正月 五日 誕生 (轉法 輪 右 府實治 公亭) 寶永四 年 五月 十八 日 親王 宣下 

—皇子 

母 新崇賢 門院 初 新 大典 侍 後 四條局  i 

元祿 十三 年 三月 十五 日 誕生 號壽宫 

同 十四 年 十 一 月 九日 薨 (1 一歳) 葬于廬 山寺 號靈 智院殿  一 

第 百 十 a 

秦中御 門院  (諱慶 仁)  ： 

御 母 新崇賢 門院 元 綠 十四 年 十二月 十七 日 誕生 號長宫 

寳永四 年 g: 月 1 1 十九 曰 立 親王 同 五 年 一 一月 十六 日爲皇 子 

同年 三月 八日 御所 囘祿 同 六 年 六月 一 一 十 一 日 御受？ i 

同年 十 一 月 十六 日 新 殿 遷幸 同 七 年 十 一 月 十 .1 日 御 即位 (十 歳) 

同 八 年 正. お 元日 御 元服 享保 二十 年 御讓位 

元 文 二 年 g: 月 十 I 日 崩御 (三十 七 歳) 同 秦葬于 泉 涌 寺 

—皇女 

母 同上 元祿 十六 年 八月 三日 誕生 號福， ざ 


寳さ  一 ¥g 月 一 不 七曰薨 (三歲 葬 于天祌 II 子 興 

號尊脇 法院殿 

1 皇子 

母 同上 寳永 元年 九月 九日 誕生 號秀宮 

皇女 

母 勾 當內侍 後 櫻 井 局 高 辻 大內記 長 量 朝臣 女 

寳永六 年 六月 十三 日 誕生 號高宫 


翁 
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翁 草 卷之ー 一十 七 

諸 錄拔萃 

〇 義昭 公信 長 公 へ 感狀を 下されし 事 

老人の.^ 語に、 當時 は書狀 にいらぬ 事 を 書く 故に、 文 言 無益に 長くなる なり、 tss 田 信 長 公の 武功 を 以て 

公方 靈陽院 義昭公 を 歸洛せ させ 參ら せ、 界び將 軍に 復し 奉られし 時、 公方 家より 信 長 公へ 感狀幷 桐のと 

う引兩 筋の 御 铰等を 被 下、 上使 は 細 川 兵 部 大輔藤 孝、 和 田 伊賀 守 惟正 也、 狀云、 

今度 國々 凶徒 不經日 退治 之狀 武勇 天下 一 也 當家再 輿 不過之 彌國家 之 安治 偏に 賴入之 外 無 他 猶藤孝 惟正 

可 申 候 也 

十月 二十四日 

父 熾 田 彈正忠 殿 

右 は 御 親 同前に 思 召る i との 御 事 成べ し、 珍 敷 御 書面 故爱に 記す、 

〇 毛 利の 臣 古志 淸左衛 門 有 地 九 郞左衛 門の 事  1 

朝鮮 歸陣の 時、 毛 利 宰相 秀元、 彼 地に て 功 有る 家中の 諸士を 呼出し、 を 賜 ふ、 其の 時 左の 一 の 座吉川 

駿 河守廣 家、 右の 一 座 は { 六戶備 前 守隆家 也、 一 の は 三 口谷 監物孝 和な り、 1 一の 盃の時 古志 淸左衛 門 進 

み 出で、 最早 私の 番に 候と て、 を 取ん とする を、 有 地 九 郞左衞 門、 古志-か 左の 手 を 取て、 己が 膝の 下 

に 引 敷き、 K 于ケ- 取て 飮ん とす、 古志、 左の 手 は 有 地に. ザ 敷れ な.、 から、 右に て 脇 指 を 拔き秀 元に 向て 御免 

候べき 敷と 斷る、 秀元 其の儘 立て 是を 押へ、 兩 人に 一 度に 盃を賜 ふ、 主人の 前 成 故、 古志-か 斷を 申； -る 

 1 [  二 七 五 
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事 諸人 稱 美しけ ると ぞ、 

〇 川 中島 合戰 評判の 事 

駿河 にて 川 窪 與左衞 門 宅へ 御 族 本 御 譜代 衆、 甲 州 先方 衆 寄 合 物語の 節、 一 人 曰、 川 中島 合戰の 時、 ■ 輝 虎 

唯 一 騎 にて、 信玄 旗本へ 乘込、 信 玄を切 付ら れ候、 其の 砌 傍に 居た る 諸 士數多 有 之 由の 處、 輝 虎 を 討た ざ 

る は 奈何と、 其の 座に 初 鹿 傳左衞 門 在て 答て 曰、 成程 尤もの 不{# なり、 川 中島 合戰 に、 原 町と 云 所に て 

信玄の 旗本 を 以て、 上 杉の 旗本へ 突 i り、 半 町餘押 崩し 候處 に、 大塚 村と 云 所に、 上 杉の 物 主 宇佐美 駿 

河守定 行、 千餘 にて 備居 しが、 橫 合に 鎗を 人れ、 武 田の 旗本 を 突崩す、 信玄の 旗本 ニ町餘 崩候處 に、 上 

杉 家 渡 透 越 中守乘 越え、 錯を入 候に より、 武田方 敗軍し、 御幣 川へ 卷り 入られ、 人馬 共に、 浮ぬ 沈ぬ 流 

れ候、 信玄は 川岸に 馬 を 立ら る 、處 へ、 輝 虎 萌黄純 子に て 包みた る 肩 衣、 竈 手 を さし、 白 手拭に て 頭 を 

包み、 三尺 許の 刀 を 拔て、 虎の 面の 如く 成る 鹿 毛の 馬に 乘り、 信玄は いづく に 有 やと 乘 込れ 候 を、 5. 州 

の 小人 頭原大 隅と 云 者、 信 玄は何 をして 是に 居らるべき や、 うろた へ 物 やとて、 鎗 にて 三度 突 候へ ども 

事せ はしく して 突はづ す、 其の 隙に 信玄は 川へ 乘 込み、 推參 也と 罵り 玉 ふ處、 輝虎續 いて 川へ 乘 込み 信 

玄 へ乘懸 り、 切 先 は づれに 三 刀 新る、 其の 時 信玄は 軍配 團扇 にて 受られ しに、 二の 太刀 は團 扇の 柄 を 切 

折て、 籠手の は づれへ 切 込み、 三の 太刀 信玄の 肩先へ 當る、 斯る處 へ原大 隅、 萩原 彌 右衛門 駔來 て、 鍺 

を 以て 輝 虎を敲 くに、 打 はっして 馬の 一一： 頭に あたり、 輝 虎の 馬 竿 立に 川の 深みへ 飛込み、 瀨 頭へ 流る 

信 玄の馬 も 是に駭 き、 淵へ 飛込 候 を 馬 取 共 口 を 取て、 渐 に引揚 ぐ、 此の 時 輝 虎信玄 物別れに 成 候、 初 輝 

虎た  > -み懸 て、 信玄を 打れ 候 時、 甲 州の 士 三十 人 計 も、 近所の 川 中に 居候 故、 各是を 見て、 あは ゃ主將 

の 懸命 爱に 迫りぬ、 いざ 駅 寄む と、 心 は 矢武に 逸れ 共、 折節 八月 十 曰 比より 雨降續 き、 川 水增て 早き 事 

矢 を 射る 如く、 瀨枕 をう つて 漲り 流る  を、 辛うじて、 流 を 渡る 最中 なれば、 左右 を 顧る 事 も 不能、 皆 

々牙 を嚙 て、 哀れ 平 場なら ば 輝 虎 を 遁す問 敷物 をと、 殘 念に 思 ひし 也と 語る、 川 窪是を 聞て、 其の 砌信 


草  翁 


玄の嫫 太郞義 信と、 輝 虎太 刀 打して、 義信三 ケ所手 負 ふ、 其の 時義 信の 近 士十人 計に て、 輝 虎 を 押隔っ 

夫より 信玄に 懸られ たりと 聞り と 云、 諷訪越 中 守 云く、 其の 節 人の 云る は、 流石 信玄 は名將 也、 威儀 嚴 

重に して、 太刀 を 不拔、 圑扇を 以て 受られ し 事い と 優 也と 譽 たる 由 を 申せば、 其の 座に 藤 田 能 登 守 有て 

是を 聞き 進み出で 申け る は、 某 は 各 御存の 通、 上 杉 普 代の 者 故、 其の 子細 をよ く 聞け り、 其の 節 某 も 右 

の 沙汰 を 承る、 仍て輝 虎に 斯と申 候へば、 輝 虎から くと 笑 ひ、 信玄 片手に て 手綱 を 取り、 片手に て圑 

扇 を 持た る 所 を、 我た 、みかけて 切 付る、 信玄 もさ こそ は 太刀 を拔 たく 思 ひつら め、 去れ 共 中々 太刀 を 

拔隙は 無り しなり、 烕儀嚴 重に して、 自の 太刀 を不 好な ど 土 K 樣成 段に て はなしと 被 笑し と 語る、 其の 

時 五の 字 四 半の 御 使 番衆四 五 人 居られけ るが、 藤 田に 對 して 云、 謙 信 川 中 鳥 退 口に、 和 田 喜兵衞 一 騎連 

高 梨 山へ 懸り 退れ しに、 馬 下りに 喜 兵 衞を手 討に 致され 候と 聞く 奈何、 藤 田 云、 和 田 喜 兵 衛成欺 は永錄 

三年 上 州 和 田の 城下に ての 事 也、 又合戰 より 直に 高 梨 山へ 懸 りて 退 候と 云 も虚說 也、 合戰の 翌日、 善 光 

寺に 陣取 候 事實正 也、 其の 時の 謙 信の 書狀、 世上に 流布せ り、 各 見 申さるべし、 又 武田典 廳の首 を も、 

其の 場に て 取 返した る 様に 沙汰 すれ 共、 さに は 非す、 川 中島 大合戰 は 三度に て、 始は 天 文 一 一十三 年 甲 寅 

八月 十 A 日の 事 也、 此の 日 十七 度の 戰 有り、 內六度 は 信玄の 勝、 十 一 度 は 謙 信 勝な り、 右 御幣 川に て 信 

玄謙 信の 太刀 打 も 此の 時な り、 信 玄舍弟 武田典 厩信繁 を、 謙 信 方の 村 上 義淸是 を 討つ、 武田菱 の 鞍紋を 

見て、 信玄 かと 思ひ悅 びし 也、 其の 闩謙信 旗本 を 破らる、 といへ 共、 竟に 芝居 を 取 返す、 其の 夜 信玄は 

引返る、 謙 信 は 翌日 引返く、 此の 日 甲 州 勢 を 討 取 事 三千 二百 餘人 也、 又 弘治ー 一 丙 辰年 三月 1 不 五日の 夜 

謙^ 筑摩川 を 渡って、 信玄の 本陣 を駔 破り、 板 垣駿河 守、 一條 六郞、 小 笠 原若狹 守、 諸 角豐後 守、 山 本 

11 助 巳 下 を 討 取る、 然るに 甲 州の 先手 戶神 山より 廻って、 前後 を攻 擊に仍 り、 謙 1  口の 兵 川 を 渡て 引返く 

翌 二十 六日 叉 七 度の 取合 ひ 有り、 二十 七日に 相 引に す、 以上 三ケ 度の 戰 也と 藤 田 物語な り、 

〇 毛 利 元 就 策 を 以て 永 井 丹 後 守 を 殺さし めし 事 

1】 七 七 
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中國の 探題 大內 義隆、 家老 陶尾張 守晴賢 入道 全姜と 不和に 成り、 陶 逆心して 天 文 辛亥 年 九月 義隆 生害な 

り、 陶大利 を 得て、 大友宗 麟の弟 三 郞義長 を 周 防へ 呼迎 へて、 大內の 跡目と し、 大內義 長と 稱す、 毛 利 

元 就 は 主人 義隆の 仇 を 報ぜん とて、 陶に 敵して、 數 年間 矢 を 取る、 陶か 方より 防 州岩國 城に、 永 井 丹 後 

守 を 置て、 元 就を壓 す、 此の 丹 後 守 智勇の 士 なる 上に、 岩國名 1^ なれば、 毛 利 方に も 常に 用心 怠慢せ す 

然るに 其の 比 座頭 一 人陶 方に て 罪 有りて 追 出された る 由に て、 藝州吉 H に來 り、 間諜と 成って 元 就 方の 

事 を 聞 出して、 陶 方へ 注進す、 元 就 聞 之、 是れ 究竟の 事な りと て、 俄に 自ら 平家 を 語り 習 ひて、 彼 瞽者 

を赏翫 し、 晝夜 傍に 置る 故、 陶方 にて 悅ぶ事 限な し、 或 時 元 就 家老 共 を 集め、 岩 國の永 井 此方へ 內 通の 

子細：^ 此と 語らる、 彼 座頭 ほの 聞て、 早々 陶 方へ 告知す、 全姜 驚き 疑 ひ 居る 處へ、 永 井 は 休息の 爲山ロ 

へ 歸り來 り、 其の 節 元 就 自筆に て、 內通滿 足の 由狀を 調へ 山 口に 遣す を、 町 口の 番人 是を捉 へ、 其の 狀 

を 奪取て 全 姜へ差 出す、 則 改め 見る 所に、 元 就 密簡に 相違な し、 全姜 怒て 永 井 丹 後 守を誅 す、 其の後 全 

姜と元 就 折 敷 畑と 云 所に て 一 戰 有り、 陶方 敗軍して、 大將宫 川 甲斐 守 討死す となり、 

〇 嚴島 合戰付 瓢單茶 入の 事  ■ 

全 姜大に 憤り、 重て 大軍を 催し 押 寄ん とす、 元 就 思へ らく、 陶大 軍に て 陸地 を經 て、 草津 1 一十 市へ 取懸 

なば、 平地に て 防ぐ に便惡 し、 殊に 要害と て は、 櫻 尾 一 城 なれば 中々 利 を 得が たし、 又敵嚴 島へ 取 渡ら 

ば、 大 軍と 云 共、 皆々 島へ 取込み、 宿陣 せば 乘來る 船 は 空 船な り、 火矢に て 是を燒 立ば、 宮 島の 敵 何程 

有 共 船な くん は遁 すべから す、 殊更 兵粮なければ、 全 姜矢武 に 思 ふ 共 不可 叶、 哀れ 何と ぞ 一て 全 姜を宫 

島へ 偽り 引出さん と 料簡し、 先 づ陶が 年来 遣 恨 深き 已斐藏 人、 新 里 右近 兩 人を宫 島の 小 浦の 城 へ 籠 置 

く、 是れ陶 を 偽り 引ん が爲 也、 渚 元 就 偽て 軍議して 云、 全 姜今大 軍を發 して 寄來ん とす、 願く は 草津ニ 

十日 市の 方より 寄せよ かし、 日頃 此の方に 手 立 あれば、 敵大 軍たり 共き り 勝ん 事必 せり、 若し 宮^へ 取 

渡らん は、 味方の 難儀た らん、 いかにもして 草津 一 一十 市より 掛り來 らば、 岩國に 有る 弘中三 河 守、 此の 
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方へ 內通 あれば 旁 以て 便宜よ し、 定て三 河 守より 全姜へ 其の 段勸ろ 成べ しな ど、、 あらぬ 評定 をす る を 

座頭 聞濟 し、 陶 方へ 申 送る、 全 姜是を 信じ、 宫 島へ 渡らん と 欲す、 弘中三 河 守 進み出で、 宮 島へ 御 渡り 

あらば、 味方の 負 たるべし、 唯 草津ー 一十 日 市へ 寄せられ よと 諫る を、 全 姜弘中 を 疑て、 是を用 ひす、 一 

つに は日來 憎き 已斐、 新 里が 宫 島に 在 を 聞て、 鬼角宫 島へ と 志して、 弘治 元年 十月 二十 八曰宫 島へ 押 渡 

る、 其の 人數 四萬餘 なれば、 西 は 野 崎長濱 荒夷 を 引 廻し、 東 は 大願 寺 食堂 宫の 前に、 大船 を懸 置、 皆々 

一 度に 睦 へ 上り、 經藏 回廊 舞臺 天神 大黑 堂賓の 御前 塔の 岡 山山 王 蟻 浦 中 麻 藥師蔵 山琳直 寺に 充滿 して、 

小 浦の 城を攻 む、 兵船 二百 餘艘、 二十日 市の 方へ 張 出し、 元 就の 後 詰 を 待つ、 元 就 此の度 は 十 死 一 生の 

軍に 究め、 吉田城 を 打 立、 草 津に陣 を 取る、 其の 勢 僅 三千 餘、 石 見の 吉見 安藝の 熊 谷豐後 守、 IK 野隆重 

阿曾沼 豐前 守、 三 澤攝津 守、 香 川 帶刀等 加勢、 合て 四千 餘草津 を 打 立、 三 里 押て 地の 御前 火 立の 浦に 着 

く、 頃 は 十月 1 一十 八日、 軍令 を 出して 曰、 押 前 押 後 を わけす 一 一行 三 行に して、 兵の 多少 を 見す る 事な か 

れと 云々、 1 一十 九日に は 火 立の 浦に 陣取、 爱に 地の 御前の 祌主、 毎日 拾 船に 乘て、 宫 島へ 渡り 奉幣す る 

作法 有り、 仍て元 就家士 一  人 を 此の 神主に 仕 立、 淨衣立 烏帽子 を 着せて、 宮 島へ 渡しけ るに、 陶が兵 共 

是に 向て 元 就 方の 様子 を 問に 答 云、 陶殿 草津ー 不日 市へ 御 取 蒐候は  >  味方 勝利 成べき に、 此の 島へ 御 渡 

こそ、 毛 利 家の 滅亡 なれと て、 元 就 火 立の 浦に 居て、 あきれ ST 今明日 中 草津へ 引取べき との 沙汰に て 

候と 語る 故に、 陶 方に は 彌油斷 せり、 元 就 潜に 軍法 を 示して 曰、 一 組 五 百 は混胄 にて 洲屋明 神の 前より 

密に 船より 上り、 大本の 御前より 多寳 如来の 前 を 通り、 宫 島の 町 口へ むか ふべ し、 但洲屋 明 神より 町 口 

迄 三 里 なれば、 B 暮て 押入べ し、 一組 は 吉田郡 山の 鄕人 五千餘 に、 元 就の 嫡子 隆元 を大將 として、 彌山 

島へ 取 上り、 奥の院 休 堂 瀧の 御前 座主 坊 より、 西へ 嶺を鶴 翼に 備て、 山々 の 梢に 炬松を 結びつけ、 鄕人 

五 千に も 矩松ー r つ 、持せ、 夜半の 鐘 を相圖 として、 一 度に 火 を 立て 鐵炮を 打 立、 鯨波 を揚 ぐべ し、 一 組 

は吉 川元舂 に、 武者 船 百 餘艘を 付て 海上へ 廻し、 浦 口に 懸置、 陶が 船を燒 立、 海 手より 攻 鬼るべし と號 
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令 を 示し、 晦日の 申 刻に 總 軍へ 令して 曰、 今日 草津へ 引取べ し、 人夫 小 荷駄 下人 共に 行列 を亂 さす、 引 

べし、 若 今朝よりの 雨風 彌 募らば、 元 就 は 今宵 火 立の 浦に 逼留 すべし、 その 用意の 爲に、 一 一 R 分の 兵 精 

を 皆 鎧に つけて 持べ しと、 ふれ 渡し、 rn 暮に 及で、 俄に 下知し、 元 就 唯今 宮 島へ 渡るべし、 各 早々 船 本 

へ參 り、 船 奉行 皆 書付 を 以て、 船 を 組て 人馬 乘 入よ、 冊 を燒く 事な かれ、 元 就が 船の 挑 灯 を目當 にせよ 

と 下知して、 酉 刻に 火 立の 浦 地の 御前 を乘 出す、 折節 大雨 大風に て 雷電 山に 響き、 波濤 雲に 漲て、 暗夜 

の 事 なれば、 渡海 甚危 しとい へ 共、 北風 故に、 宮 島へ は 順風に て、 其の 夜 亥 刻 着岸し、 宮 島の 西 杉浦鈹 

か 浦に て、 皆々 陸 へ 上り、 船 をば 一艘 も 殘らす 火 立 浦へ 歸 して、 士卒に 必死 を 示す、 陸へ 上る 時、 彼 座 

頭 を 呼出し、 汝が薩 にて 陶を宫 島へ 引出し、 今夜 大利を 得べ しと 申 聞せ、 海中へ 沈めに かくる、 隆 元は 

軍兵 二百 餘に、 人夫 五 千 をつ けて、 彌山 島へ 取 上らし む、 但 麓より 十八 町の 山な り、 伊豫の 國の船 手 能 

島來島 等 も、 元 就に 加勢して、 宮の 前に 懸置 たる 陶が番 船 を 切 取て、 閱を 上る、 隆 ー}:- は 父 元 就の 先手と 

して、 栗 屋掃部 N 司 右京、 赤 川十郞 右衛門 同源 右衛門、 兼 重彌三 郞千餘 にて 眞 先にす、 む、 元 就 本陣 一 一 

千、 宍戶隆 家 福 原 越後 守 貞俊は 後 詰に 續く、 吉川元 春 は洲屋 より 上て 押 鬼る、 小 早 川 隆景は 熊 谷 豐後守 

天 野 阿曾沼 等 五 百 餘を從 へ 海上より、 搦手へ 廻り、 一 同に 鬨を發 す、 彌 山の 嶺に は、 松明 夥敷燈 し、 大 

筒 を 打ち 鬨を 合せて 戰を 助く、 陶が 軍勢 飽迄 油斷の 上に 不意 を 擊れ、 犬に 周章して 俄に 取合せ て 防ぎ 戰 

ふ、 小 早 川が 手 は 海 手に 懸置 たる 敵 船を燒 立、 皆々 岸へ 打揚 る、 元 就 族 本の 先登 原 垣 井福 原 渡 邊飯田 中 

村三戶 三宅兒 玉等眞 先に 進て、 敵 兵 を 切 崩す、 吉川元 舂宍戶 隆家福 原 貞俊志 道中 羽 等、 人 替て多 寶如來 

の 前より 横錯を 入、 遂に 陶が大 軍 を 切 崩す、 陶方三 浦 越 中 守 一 ー百餘 にて 入 替り宽 ける を、 小 早 川 隆景三 

百餘 にて 渡り合、 越 中 守と 隆景鎗 を 合せ 翁 下に 越 中 守 を 突 伏る、 內藤內 藏允下 合て 三 浦が 首を耿 る、 去 

れ共三 浦が 兵 能く カ戰 する に仍 り、 小 早 川が 兵 草 井 刑 部 岩 井一 一 郞內藤 左 馬 允 山縣^ 四 郎等 討死す、 赤 川 

左 京 七十 餘騎 にて 橫鎗を 入、 三 浦が 兵 を 突崩す、 また 陶方弘 中 三 河 守 同中務 三百 餘騎 にて、 吉川元 春と 
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戰ひ、 三 河 守 を 始め、 一 人 も不殘 討死す、 陶が 本陣 も 散々 に 欺す る を、 兒玉內 藏允栗 屋與十 郞福原 左 近 

等 敵の 後を圍 て、 大半 討 取たり、 陶方羽 仁 越 前 守 同將監 三十 餘騎 にて 山手 を 廻る を、 石 見 衆 引 包て 殘な 

く 打取る、 斯て 明れば 霜月 湖 日、 全 姜は敗 兵 を 集め、 五千餘 にて 道場 山山 王 邊に陣 を 取る、 元 就 總軍を 

一 手に して 是を攻 る、 全姜も 爱を詮 と防戰 し、 卯 刻より 午刻 迄 十一 一度の 戰 ひに、 双方の 手 負 死人 員を不 

. 知、 全姜 終に 打 負て、 塔の 岡へ 引退 自害し ければ、 近臣 伊賀 民 部 山 崎 勘 解 由 以下 五 人 自害して、 尸 を 深 

く隱 し、 名 を 亡滅の 跡に 遺せり、 元 就 は 四千 七 百 八十 餘 人の 首を切り、 生 捕 八 百 五十 餘人 也、 其の. 外 岸 

より 落ち 海に 溺れ 死す る 者數を 不知、 其の 類 凡そ 三千 餘と聞 ゆ、 元 就は兒 玉. 內藏 允に 申 付、 全 姜が首 を 

搜 出し、 梟首して 主君 義隆の 仇 を 報じけ る、 十一月 十一 日迄宫 島に 陣 して、 殘 黨を誅 し、 夫より 小方津 

へ陣を 移し、 防府山 ロを攻 取らん と 支度 せらる、 蓮 花 山の 城主 杉 森 下野 守降參 す、 元 就 鞍 置 山の 城を乘 

取、 杉 治 部 を討果 し、 防府山 ロを攻 平け、 翌 三月 鈴 間へ 陣を 移し、 周 防 長 門 を 手に つけ、 四月 朔 日に は 勝 

山の 1^ を攻 て、 內藤隆 世 を 討 菜し、 長 門の 國府へ 押 詰らる、 大內 義長陶 安房 宇 同 五郎 一 戰に打 負 長 福 寺 

へ 引 籠る、 元就是 を取圍 み、 使者 を大友 宗鳞へ 遣し、 御 舍弟義 長 を 取 詰 置 候、 但 一 命 助 度 思 召さば 夫へ 

進し 可 申 由の 口上な り、 宗麟 返答に 曰、 義 長と は 兄弟 不和に 候 間、 義長義 は 元 就 存分に 可 被 任 候、 但紹 

鷗 所持の 瓢簟 S 茶人、 義隆 より 義長 手へ 渡. り 有 之 候、 是を取 送 賜 は 本望 たるべし となり、 元 就 則 彼荼入 

を義 長より 請 取、 大 友へ 遣す、 同 七 HI 大內義 長、 陶 一門 悉く 打 鬼 さる、 抑 も、 此の 荼人は 明朝より 渡り 

候 を、 公方 慈 照 院義政 公 御 道具と 成り 其の後 紹鷗 所持 之、 而 して 大 ts: 義隆 手に 渡り、 義 長に 至り、 元 就 

是を 取て 大 友へ 遣す、 天 正 十五 年大 友より 秀吉 ヘムへ 差 上、 第一 の 御重寳 なり、 其の後 聚樂 にて 秀吉公 手 

づ から、 上 杉 中納言 景勝へ 下さる、 子息 彈正大 弼忠勝 迄 五十 年の 間相傳 ふ、 其の 年 數久敷 を 以て、 世に 

上杉瓢 簟と號 す、 忠勝 逝去の 砌、 遣 物と して 公方へ 獻上 有り、 其の後 加 賀中納 言 利 常 卿に 賜 ふ、 利 常 逝去 

の 後、 又 公方へ 上りし を、 紀伊 大納言 賴 {ー 且卿隱 居し 玉 ふ 時、 公方 御手 づか ら賴宜 卿へ 賜 ふ、 今紀 州に 在 
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と 聞く、 憲に 稀世の 珍 器な り、 

〇 刖 所長 治の 臣中村 五 郞忠滋 の 事  ， 

播州 三 木の 城 を、 秀吉公 攻玉ふ 時、 城主 別 所 小 三郞長 治が 家人、 中 村 五 郞忠滋 と 云 者の 方へ、 秀吉 公よ 

り、 谷 大膳漸 好 を 使に て、 內應の 事 を勸ら る、 中 村 偽て 同心し、 總領娘 を 人質に 出し、 街 時日 を 約して 

秀吉の 人 數千餘 人 城 中へ 引 込、 跡 先より 挾みて 一 人 も殘ら す打果 す、 秀吉大 に 立腹して、 人質 を 礎 罪せ 

らる、 其の後 三 木 落城して、 中 村 五郎が 行衞 不知、 色 々尊ら れ、 丹 波 綾部の 奥山より 搦 出す、 秀吉公 曰 

三 木に 於て 我 をた ばかり、 究竟の 者 共 千 餘人を 討た る 事、 きざみても 不鉋、 去ながら 主人 別 所が 爲に、 

恩愛の 女子 を 捨てし 忠志 最も 切なり とて 被 召 出、 中 村 式部 一氏が 與 力に 被 附、 三千 石 を 賜 ふ、 時の 人秀 

吉 公の 裁判 を感 す、 但 傍の 入 評しけ る は、 中 村 娘を棄 たる 忠は 純粹 なり、 夫に 引替 落城 巳 後の 仕形 は奈 

何と 難ぜ しも、 實に理 りに や、 

〇 三 駿河三 勘 兵 衛兩兵 部の 事 

近世 高名の 士を 世に 稱 して、 三駿 河、 三 勘 兵衛、 兩兵 部と 呼ぶ、 所謂 三駿河 は、 上 杉 謙 信 家臣 宇佐美 駿 

河守定 行、 武 田信玄 家臣 加 藤 駿河守 光 員、 毛 利 輝 元 家臣 吉川駿 河 守 元 春な り、 三 勘兵衛 は、 石 田 治部少 

輔三成 內杉江 勘 兵衛、 田 中 兵 部大輔 內辻勸 兵衛、 藤 堂 和 泉 守 內渡邊 勘 兵衛、 兩兵部 は、 毛 利 家臣 浦 兵 部 

丞宗 勝、 德川 家臣 井伊 兵 部 少輔直 政な り、 

0 缺唇 勇士 

缺 唇に 勇士 有り、 上 杉 景勝 內川田 監物信 親、 家康公 御家人 本 田 百 助 正廣、 武田 家臣 山縣三 郞兵衛 昌景、 

II 島 正則 家臣 長 尾 隼 人 佐 一 勝各缺 辱な り、 皆 世に 名高き 大 剛の士 なり、 中に も 長 尾 隼 人 は、 元は 山路 久 

之丞と 云、 勢 州 神 戶下總 守 友 盛 Q 旗下 也、 高 岡の 域 主にて、 父 は 山路 玄蕃と 云、 北 伊勢に て隱れ なき 勇 

士 なり、 後に ー隔島 家に て 一 萬 石を領 し、 安藝 東條の 城主と 成る、 或 人 云、 隼 人 は 佐々 木 高 綱が 後^な り、 
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大兵 大力に て 十 幅 一 丈の 四 目 結の 白 綰の指 物に、 一 間 半 宛 出した る 銀の 如意 半月 を 出し さしけ ると. ぞ、 

聞え し、 關ケ 原御陣 の砌、 此の 隼 人 を 土中の 人參 なりと、 家康公 御稱美 有しと なん、 隼 人 孫 は 森 內記長 

繼 家に 奉公し、 長 尾 出 羽と 云、 隼 人が 末子 長 尾 勸兵衛 は、 紀 伊賴宜 卿に 奉公し、 其の 子 久三郞 相 續て紀 

州に 在と 云、 

〇 秀吉公 鶴 岡 參詣の 事 

小 田 原 落城 後、 秀吉公 は 直に 奥州へ 動 座 有り 其の 砌鎌倉 御 見物 鶴 岡 八 暢宫へ 御 参詣、 白 幡の宫 へ 御 參、. 

御戶 を. 開せ、 賴 朝の 像 を御覽 じ、 社 壇へ 上り 給 ひ、 彼 像に 向 ひて 宣く、 微少の 身 を 以て、 天下 を 平け 四 

海 を 掌握す る 事、 本朝に て は 御身と 我 計な り、 去ながら 御身 は淸和 源氏に て 王子 を 出て 遠から す、 殊に 

賴義義 家 東國の 守護と して、 諸人 其の 馴染 深し、 爲義義 朝も關 東を領 したる 故に、 御身 流人と 成ても、 

諸人 是を慕 ひ 敬 ふ 故に、 義兵 を擧 ると 等しく、 關 東み な屬從 し、 天 下 一 統 手間 人ら す、 我 は 素より 卑賤 

より 出で、 氏 も 系！ I もな き 身なる に、 加樣に 天下 を 取た る 事、 御身より 其の 功 優れり、 去ながら 御身と 

我 は 天下の 友達な りと て 木像の 背 を ほと ノ、 と 敲き玉 ふ、 誡に活 機の 大將 なり、 

〇 信 長 公三 好 長 慶を康 す 事 

織 田 信 長 公 は、 年若き 內 より、 兼て 思惟し 玉 ふに は、 尾 張 は邊國 にて 京都の 手番惡 し、 何卒 上方へ 打 出 

んと、 手 立 を 工夫 有りて、 桶 峽合戰 の 翌年、 永 祿四年 正月、 偽て 熊 野 参詣と 號し、 近臣 僅に 八 人 を 具し 

て、 潜 かに 入洛して、 京師の 有様 を 窺 ひ 玉 ふに、 其の 頃の 公方 は 尊 氏 公より 十三 代 光源 院殿義 輝 公也、 武 

權 尤も 衰へ、 r3 山 尾 張 守 高 政 は 病死し、 其の 子 次 郞昭高 は 幼少な り、 細川晴 元は 家臣 三 好 修理 太夫 長慶 

が爲 に、 播州 芥 川に 押 込ら れ、 其の 從弟細 川 氏 綱 同 藤 賢 其の 職に 居と いへ ども 名のみ にて、 諸事 三 好が 

儘な り、 信 長 熟ら 京の 様子 を 見 玉 ひ、 鬼角當 時の 體は三 好に 便らす して は、 大功 成 難しと 分^ 有りて、 

其の 頃 三 好 は 河內國 高屋若 江の 兩 城に 在に 仍り、 信 長 密に撐 の津へ 下り、 木 津屋と 云 ふ 町人の 家 を 借り 
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三階の 藏 屋敷に 暫く 逗留し、 畿內 西國を 見渡し、 天 下 を 量る 工夫 あり、 亭主 木津屋 は、 元來信 長と 云 事 

は 露 しらす、 唯 往来の 旅人の 逗留す るの み 思 ひ 居たり、 粤に美 濃國齋 藤義就 は、 信 長の 緣坐 なれ 共、 不 

和に して 常に 信 長と 鋒 先を爭 ふ、 然るに 信 長の 忍びの 巡行 を閜傳 へ大に 喜び、 是 究竟の 折な り、 ：iH5 長 を 

可 討と て、 逞兵 十一 一人 を 勝って 旅人に 仕 立、 堺の津 へ 遣し、 密に是 を 狙 はしむ、 信 長 聞 付て、 彼 討 手 共 

の 旅 宿へ 押 直行 玉へば、 渠肝を 消して 周章す る を、 信 長 太刀に 手 を かけ、 丁と 睨で 已原は 我 を 付け ねら 

ふと 聞し、 言語 道 斷の奴 原 哉、 一 々成敗 せんと 鍔 元 をく つろ ゆ 怒 玉 ふ、 其の 勢 ひ 偏に 金剛 夜叉の 荒た る 

如く、 是に 敵す る 擬勢な くして、 各 美 濃へ 逃歸 る、 信 長 は 夫より 河內 國高屋 城に 往き、 取次の 士を 以て 

申 入られけ る は、 某 は 織 田 信 長に て 候、 尾 張の 本領 を 三 好 家へ 進上 可 致 候、 右の 代地 を畿內 にて 賜 度 候 

御 許容に おいて は、 我 譜代の 士卒 五 千餘を 以て、 三 好 殿の 御先 手 を 可 仕と 望 玉 ふ、 長慶聞 之て 信 長 事 は 

名に お ふ 勇士な り、 所望に 任せて 渠 味方たら ば、 幸甚な らんと 有し を、 松 山謙齋 松永彈 正等諫 之て、 信 

長 去年 桶 峽の合 戰は不 及 申、 總 じて 彼 所行 唯 人に 非す、 愁に是 に 因み 給 は，. -、 却て 禍の根 を 稀る 成べ し. 

とさ、 ゆる 故に、 終に 事 整 はすして、 信 長 は 徒らに 尾 一!^ へ 歸り玉 ふと ぞ、 

〇 太 田道灌 潮の 滿干を 知る 事 

下總國 廳 南の 城へ、 上 杉 定政押 寄らる 》 時、 人數夜 押に する 其の 道 山涯海 端に て、 潮滿 ぬる 時 は 山涯を 

往 くに、 敵方より 山上に 石 弩を張 置き、 動もすれば 人數を 損する 事 有 故に、 定政 其の 手前に て 人 數を停 

め、 潮干たら ば 山涯を 除け て 遠 干潟 を 押べ しとて、 斥候 を せらる  >- に、 見切 惡敷 故に、 分明なら す、 時 

に定 政の 家老 太 田持資 人道 道灌、 進出て、 某 見て 參ん とて 乘 出し、 暫 して 立 歸り、 汐は 干て 候、 急ぎ 人數 

を 可 押と 下知して、 人數 もくり 出す に、 栗して 汐は 干て 遠 干潟 を 安々 と 押 通りぬ、 定政 曰、 其の 所まで 

到らす して 汐の滿 干 を 知る はいかに と 問る、 に、 道灌 答て 「遠く 成り 近くなる をの 濱衛聲 にぞ汐 の滿干 

をば 知る」 と 申 古歌の 候が、 千鳥の 聲 はるかに 遠く 聞え 候 故、 汐の 干た るを存 候と 答 ふ、 道 灌武に 賢き 
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上に、 il^ 道を嗜 ぬる 名譽 なりと ぞ聞 えし、 5 の聲に 潮の 滿干を 知る 證欹 は、 新 古今 集に も 「小夜 彻聲こ 

そ 近く 鳴見渴 かたぶく 月に 汐 やみつらん」 と 有り、 鳴 尾 は 津の國 鳴 海 は 尾 張な り、 

〇 三 好が 庖丁 人 评 內が事 

信 長 公 天下 を 知 まふ 始、 三 好 長 慶が臺 所 人 坪 內某を 生 捕る、 庖丁 人の 事 なれば 誅戮 に不 及、 放し 囚人に 

て 四 五 年 も 居る 處に、 賄 頭 市 原 五左衛門より 信 長が 出頭 人 菅谷九 右衛門へ 申け る は、 囚人 坪內事 は、 三 

好 家の 料理人 鶴鲤の 庖丁 は不及 申、 七五三 饗の 膳、 何 にても 公方 家の 法式 不知 事な し、 其の上 子供 一 一人 

は 先達て 御臺 所に て 召 仕 はる、 事 なれば、 最早 御免被 遊、 御 料理人に 可 被 仰 付 もやと 伺へば、 菅谷 則. & 

上處 に、 さ 有らば 料理 申 付 試よ との 仰に て、 其の 晚の御 料理 を 评 內是を 勤め、 自ら 鬼 取して 御瞎を 上る 

慮に、 其の 料理 御意 不^、 以の外 御 怒な り、 仍て 其の 段 坪 內に申 聞せ ければ、 坪內 承り、 さ 候 は >、 明 

朝の 御 膳 を 今 一 度 仰 付ら れ下 ださるべし、 夫 にても 御意に 不叶候 は >  、 いか 様の 御成 敗に も 可 被 仰 付と 

申、 菅ペ  1 相 伺 ひて、 其 Q 通り 被 仰付處 に、 其の 鹽梅宜 敷 事、 鬼 角 云に 不及、 信 長 公 御機嫌^り、 坪內を 

被 召 出、 後に 坪內 申け る は、 初の 御 料理 は、 三 好 家の 璧梅 にて 嫁、 後に 差 上 候 は 第 三番 迪の鹽 梅に 仕 立 

候、 三 好 家 は 筑前守 長 輝、 下總守 長秀、 薩摩守 長 基、 修现 太夫 長慶、 左 京 太夫 義權 迄、 五代 公方 家 S 御風 

儀に 傚 ひ、 萬づ 向上 成ろ 家風に て、 料 杯 も 花 車風 流の 事の みに 候、 後の 鹽梅 は田舍 風に 仕 立 候 故、 御 

意に 入 候と 云、 聞 人 信 長 公に 恥辱 を與 へ參ら せし と 笑 ひける となむ、 

〇 池 田 庄三郞 佐々 內藏 介の 事 

濃 州輕海 合戰、 信 長 公勝 利 有り、 齋籐龍 興が 家 ほ 稻葉又 右衛門と 云 大剛士 を 討 取た る 時、 池 田 庄三郞 と 

佐々 內藏介 相 討な り、 IT 長 公 御前に て、 首 實撿の 時、 兩 人相 討に てな しと 訟ふ、 佐々 は 池 田が 高名と 申 

池 田 は 佐々 に 高名 を 讓て不 決、 大抵 は 人の 取た る 首 を、 我 高名と 爭ふ 習なる に、 是は 互に 功 を 譲 合 ひて 

數刻埒 明す、 何と やらん 見事 過て、 信長不 與の體 を、 傍に 有り合 ふ鴻藏 主と 云 ふ、 信 長の 出頭 人 聞 之て 
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差 出で 申 候、 此の 首兩 人が 取た るに て は 有 まじく 候、 佐々 池 田が 申處、 尤もに 候と 云、 信 長 其の 譯を尋 

玉 ふに 鴻藏主 云、 何事 にても 御座な く 候、 兩 人が 取らぬ 首の 忽然と 落た る は、 瓜 杯の 如く 首の 落に て 

候と 申、 御前の 小姓 衆 どっと 笑 ふ、 信 長 公 も 機嫌 直りし なり、 

〇 皆 朱 玳瑁の 錯の事 

昔より 皆 朱幷玳 環の 鎗は 武功 者なら では 免され ぬ 事な り、 家 康公駿 府御隱 居の 砌、 御城 普請 を 大名に 被 

仰 付、 其の 節大 横目 衆に、 右 類の 鎗 禁制た る條若 持せ 候 輩 あらば 可 改旨被 仰 付、 共の 後 四 -K:^!!: 過て、 細 

川 越 中 守 町 場 近所に て 皆 朱の 鎗 もたせた る もの、 普請の 役人と 見えて、 菖蒲 革の 立 付に て、 供 廻り 三 卜 

人 計 召 連て 通る、 横目 衆 見咎めて、 名 を 問ば、 紬川越 中 守 內澤村 大學と 名乘て 通る、 其の 夜 御 耳に 逮す 

る處 に、 家 康公聞 召、 其の 大學事 は、 若き 時は才 八と 云て、 小牧陣 の砌、 太閣 方より 一 一重 堀に 化石 を 構へ 

m 根 野 倫 中 守 兄弟、 木 村 常 陸 介、 神 子 田 半左衞 門、 加 藤 遠 江 守、 其の 外 大勢 籠 置 候へ 共、 我 長久 手に て 

勝利 を 得たり し 故に、 太閤 殊の外 手 弱に 成り、 二重 堀 を 持 事なら す、 明 退き 可 然と 有 けれ 共、 若 我小牧 

より 打 出て、 付 慕ん かとの 事に て、 太 間 六萬餘 にて、 靑 嫁と 云 處に備 を 立、 彼の 此ー A の 人數を 引せ ける を 

我等 人數を 出し、 追討に 仍り 太閤 方 欺 軍す、 此の 時 細 川 は 太閤の 先手に て、 我 勢 を 引受 戰ふ 時、 彼の 澤 

村 一 番 t ぼな り、 其の 砌 眼前に 其の 功 を 見 及 だり、 加 様の 剛の士 に 持すべき 爲に 外の 輩が 皆 朱^ 瑁の 鎗を 

制するな りと 被 仰、 澤村 此の上 意を傳 茶、 IK4 き 事 身に 餘り、 紬 川も悅 喜不斜 となり、 

〇 木 村 常 陸 介 持 鎗の事 

木 村 常 ii 介、 越 前より 伏 見へ 登る 時、 先手の 鐵 炮大將 某、 行列に て乘 通る 所に、 持鎗 道端の 松の 枝に 懸り 

鞘拔 落た る を 見れば、 其の 身 さびたり、 常 陸 介是を 聞て、 不興して 彼の 物 頭 を 呼出し、 士の 持鎗を 左様 

に錡 させ 置 は、 不心懸 千 萬な り、 我 持鎗を 見よ と 取 寄せ、 鞘 をはづ せば 同じく 錡 たり、 常 陸 も あきれな 

がら 減らぬ 口にて、 大名の 持鎗 だに 錡る 事斯の 如し、 少身者 は、 猶 以て 油斷 すべから す、 切に 心 懸て可 
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改、 と 云 捨て、 乘物を 早む、 皆 人 興に 入て 笑ぬ、 

〇 細 川 三 齋胄立 物の 指 園の 事 

細 川 三 齋江戶 上下の 折 柄 はいつ も 京師 吉 田の 屋敷に 立 寄、 數日 逗留 有り、 其の 砌、 烏 丸 大納言 光廣 卿の 

許へ、 振 廻 ひに 被參 しに、 近 國の侯 家より 使者 有りて、 烏 丸 殿へ 三 齋の跡 を 追うて 來る、 是は胄 を 一 刎 

三齋 の物數 寄に て、 持 度との 使者の 口上の 趣な り、 三齋諾 して、 胄の 注文 を 書て、 使者に 渡さる、 其の 

趣 は 立 物 水牛の 角、 下地 は 桐の 木と 有り、 使者 是を 熟ら 拜 見して 申け る は、 主人 は 物 毎に 念 入る 生 質に 

候、 御 書面に 下地 桐の 木と 被 遊 候 段、 聊 不審に 奉存 候、 總 じて 武器に は 、強き 上に も 強き 物 を 用 ひ 來候處 

桐の 木 は 物に 當 候へば、 折 安き ものに 御座 候、 此の 段 愚意に 及 兼 候 故、 乍 憚 奉伺 候、 罷歸思 召の 趣み 主 

人へ 申 聞せ 度 候と 申 候へば、 三 齋打笑 ひ、 かやう の 立 物の 段 は、 折れ 安き がよ し、 働く 時 物に 懸り はづれ 

兼ん より は、 折れた る こそよ けれとの 挨後 なり、 其の 時 使者 押 返て、 さやう に 容易く 折れ 候て は、 後日 

如何と 申、 三齋 云、 兵の 戰 場に 臨に、 後日 を 期す る ものに あらす、 是れ 尤も 武の 法、 古今 珍しから ざる 

事な り、 然る を 僅の 立 物の 折 無き を 厭 ふ 程の 心なら ば、 二つな き 命の 思案 はいか，. - せん、 働きて 立 物 折 

たる は、 猶 見事 成べ し、 命が 折た らんに は、 代り 有べ からすと 被 申ければ、 使者 閉口して 歸り ぬと、 其 

の 座に 居た る 人後 日に 語りし、 

〇 八日 月の 胄の事 

天 正 十五 年 聚樂城 普請 成就し、 其の 冬 御移徙 有り、 天下の 諸 大名、 地下 町 入に 至る 迄、 御 祝儀 を 差 上る 

其の 中に 日 根 野 織 部 正 は 御胄を 上る、 千 利 休 は 石 燈籠を 上る、 右の 青の 立 物 は 銀の 八日 月な り、 利 休が 

上た る燈 籠の 火 袋の 窓 も 八日 月な り、 一人 は 武道の 物 數奇、 一人 は 茶道の 物 好なる がー 致せし も 奇妙な 

りと 世に 沙汰せ しと. ぞ、 此の 胄は 大阪 落城の 時燒 失せし とか や、 生駒宫 內少輔 物語に、 八日 月の 立 物 は 

胄の 後に 立て 月三步 一 ほど は胄 にかくれ、 一 一分 程 は胄を 越て 出た るな り、 中々 見事 成立 物な りと 語られ 

二八 七 


〇 加 藤 淸正臣 坂 川 忠兵衞 の 事 

加 藤 淸正は 士卒の 酒 飮事嫌 ひなり とて、 家中 上 戶を隱 す、 坂 川 忠兵衞 は 至て 上戸 なれ 共、 一滴 も 給 はす 

と 偽る、 或 時 家中 上下、 城に て 料理 を 賜 ふ 事 有り、 坂 川が、 右の 脇に、 玉 庵と 云 醫者並 坐し ける が、 上 

戶 にて 酒 を 大杯に たぶ-^ と受 て、 膳の 脇に 置た る處 へ、 淸正打 廻り、 酒 をし ひらる. -、 玉 庵が 控へ置 

たる 盃を淸 正 見て、 其の 酒 干て 今 I つと 有 時、 坂 川 我 1^ と 心得、 是を 取って 一息に つ、 と飮て 後に、 始 

て 他の 否なる 事 を 知り 大に 赤面し ける、 淸正鬼 角の 挨拶な しとな り、  參 

〇 同 臣田中 兵 助の 事 

關 ケ原陣 の砌、 淸正同 國宇土 城 (小 西攝津 守が 留主 城な り) を被攻 に、 或 夜淸正 曰、 今夜 は夜擊 有るべし 

油斷 すべから すと 令す、 して 夜 討せ しか 共、 待設 たる 事 なれば、 事と もせす、 日 下部 與助 出て 一 番鎗 

を 4 口す、 坂 川 忠兵衞 は 禁酒して 待 居し が、 與 助に 續 いて 鎗を 合す、 是に續 いて 伊藤 新左衞 門、 佐 久間角 

助、 井村 彥 右衛門、 山 田 太 郞左衞 門鐽を 合す、 城兵 不叶 欺れ て 引返く、 坂 川 忠兵衞 は 北る を 慕 ひ 行ける 

に、 城門 を 早く 打た ろ 故に 付 入 事なら す、 引返さん とせし が、 是迄 來る驗 しにと、 我疵の 血に て 門の 扉 

に 手形 を 押て 歸 りしが、 闇夜の 事 成れば、 血の 色 定かなら す、 若し 乾き 杯 もやせん 敷、 夫に て は 無詮と 

思 ひ、 又立歸 て、 門柱 を 十文字の 鎗 にて 少し 削て 歸る、 愛に 坂 川が 傍輩 田 中 兵 助 は、 上戸に て 宵に 數 

傾け、 武具しながら 眠 居し が、 関 聲鐵炮 の 音に 目を覺 し、 鎗 取て 走 出しが、 はや 夜 打 は 引取たり、 扱 は 

後れたり、 貴て 引 敵 成 共 討ん と 走行 道に て、 坂 川が 引返る に 行 逢 ふ、 坂 川 聲を懸 て、 物別れに なりたれ 

共、 散た る 敵の、 城へ 取 込む 事 有べ し、 急け くと 云、 田 中心 得たり とて、 土手 を 走行に、 物 主と 見え 

し 武者、 柵 外に 三人 殘 居て、 今夜 夜 討の 物 主 杉 本次郞 助と 名乘處 へ、 田 中 走 付て、 鎗を 合す、 杉 本 十 文 

字の 鎗 にて 兵 助が 左の 腕を懸 る、 少し ひるむ 間に、 杉 本 は 木戶仍 內へ駔 入、 門 を 打 故に、 兵 助 も 引取ぬ 


翁 


草 


港 其の 夜淸 正の 前へ、 今夜 害 を 合せた る 五六 人の 者 共 出る、 淸正 燭を秉 て、 手疵 又は 甲胄に 在ろ、 弓箭 

の痕を せらる 撿分、 時に 田 中 兵 助 進出で、 今夜の 一 番鎗は 拙者に て 候と 申、 淸正 能々 改て、 虚言 を 云 ふ 

奴 哉、 一番 鎗は日 下部 與助 歟、 坂 川 忠兵衛 成らん、 子細 は 與助忠 兵衛を 見よ、 具足の 胸板 胄の錢 に 矢 二 

筋 一二 筋 射 かけたり、 弓 は 鎗前五 間 七 間の 間 杯 は 鎗脇を 射る 物な り、 總懸に 成て は、 弓 は 射られざる 物な 

り、 與助忠 兵衛が 甲胄に、 矢 を 請 たれば、 一 番鎗は 渠等兩 人の 內に 必定せ り、 兵 助が 申狀 信用し 難しと 

叱られければ 兵 助 血眼に 成て、 是.^ 覽 候へ、 鎗手を 負 ひ 候と 云、 淸正燭 を 近寄せ 能々 手竊を 見て、 鎗手 

ならば 左 は 腕の 外、 右なら ば 腕の it なるべし、 猶委云 は > 左の 手 は 外の 方疵 深く、 內 の方淺 からん 敷、 

然るに 此の 疵は 外に はなく 內の 方に 有れば、 鎗疵 にて は 有 まじ、 己が 自分に 切た る 物 成べ しと 惡ロ せら 

る、 兵 助 怒て 淚を 流し、 拙者が 鎗の 相手 は、 白紙 四 半の 腰 養 をして、 鎗は 十文字 胄は 銀の 逆 おもだ かの 

立 物に て、 杉 本次郞 助と 名乘 候、 唯今に も 此の 城 扱 ひに 成 候 は V 、其の 時 は 知れ 可 申と 散々 に詈候 を、 

近習 小姓 等渐く 其の 坐 を 立せ 候、 其の後 十月 七日 小 西 攝津守 行 長が 自筆の 狀、 宇 土 城へ 到來、 其の 趣 は 

行 長 事 九月 十五 日 關ケ原 表 敗軍し、 黑田長 政 手へ 生 捕れ 畢、 運命 盡て、 十月 朔日 最期に 究 候條、 其の 域 

早々 明 渡し 可 申との 趣な り、 依 之 同 八日 城代 小 西 隼 人 切腹して 宇 土の 城 落 去す、 其の 砌小 西が 家來 大形 

淸 正方へ 被 抱、 中に も 杉 本 次 郞助を 呼出し、 先月 二十 二日の 夜 討 時、 柵 際にて 其の 方と 鎗を 合せ.^: ると 

云 者 有り 覺ぇ有 やとな り、 杉 本 聞 之、 引 口の 時 遲くは 候 得 共 一 人付 来.^、 外 張の 篑戶 口にて、 拙者 立堪 

へ鎗を 合す 十文字にて 彼 者の 左の 腕 を懸、 手 こたへ 仕り、 拉木戶 を 打ち 夜 明て 見 候へば、 十文字の 鎗に 

血 付 有 之 候、 其の 者の 胄 はとつ ぱいに 鳥 毛 か、 黑 熊の 引 廻し を附 て、 直 鳍を持 候と 申、 則 田 中 兵 助な り 

淸 正直に 兵 助 を 呼出し、 手柄の 趣 無 相違、 神妙な りと て、 加增 五百石 を 賜 ふ、 兵 助不悅 して、 其の 夜 一 

筆を殘 し、 熊 本 を 立 返く、 其の 趣 は 目 も 明ざる 主人に 唯今 迄 致 奉公、 世の 聞え も 無 面目 候、 此の度の 加 

增に本 地 を 添 返 進 仕 候と 書 置、 夫より 池 田 三 左 衛門輝 政へ 1 一千 石に て 出る、 後に 大野 久兵衛 と打果 しけ 
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ると なん、 其の 兵 助 元は 盜賊 にて、 强盜の 張本津 間の 土 兵衛が 小姓な り、 石 川 五右衛門が 烹 殺さる、 時 

獄屋より 河原へ 引出す、 途中 見物 群 を 成す、 兵 助 其の 頃 二十 六 歳 見物に 紛れ、 五右衛門 を 曳行繩 取 を 走 

寄て、 唯一 打に してい かに 五右衛門 殿 日頃の 芳情 を 報い 候 寸志に 候と 呼 はれば、 餘 多の 見物 崩れ 騒ぐ、 

共の 隙に 電光の 如く、 其の 場 を、 駄拔 け行衛 不知と なり、 常の 所行 如此 不敵な りしと ぞ、 又 右 一 番鎗の 

日 下部 與助 は、 後に 細川忠 輿に 仕 へ 淸水伯 香と 名乗し は 此の 與 助が 事な り、 


^  ^一 


翁 草 卷之 二十 入 

諸 錄拔萃 - 

〇 源義經 蝦夷に 渡ろ 事 

世 諺に 源 義經、 奥州 高 館に て 死せ る眞 似して、 蜈 夷へ 渡る、 蜈 夷人 義經を 敬す る 事 神の 如し、 後世に 至 

て 彼 地に 於て 祭 之 云々、 此の 事據 有る が 如し、 

金史列 將傳曰 (金 史刖 本) 範車國 大將軍 源光錄 者、 rn 東 陸 華山權 冠者 義行子 也、 始入 新餘锡 部、 爲千戶 

邦 判事、 身長 六尺 七寸、 性 溫和而 勇猛 才思、 甲 諸 部、 外 夷 多隨、 拜入學 館、 辨 禮義、 後迂 咸京錄 事、 

章 宗詔轉 光録 太夫、 累 任大將 軍、 久守範 車 城、 押 北方 往昔 權 冠者 東 小洋藩 君、 章宗顧 厚、 賞定總 軍曹 

事官、 令 入 北鑛、 不日 破 蘇 敵、 得 卯府、 飜來屬 幕下、 築範車 護焉、 頃 侵 北天 渡 龍 海、 得 一 島、 山河 麗 

奇而悉 金玉 也、 民 知 前ー靈 草、 少食 五穀、 屠 生肉 甚嫌、 故 無 邪 煩、 老他 伊香保 行、 辰 行 本命 法、 儀 相 無 

異怪、 德勝 故人、 義行歸 趣、 尊敬 得 長壽、 後 遊 中華、 隱見更 不定 云々 

義經高 館に 在て、 鎌 倉の 聽を 憚り、 義 行と 改名す、 I 說には 義經違 勅の 後 は、 時の 攝政 良經 公と 和訓 相 

通る を 忌て、 義 行と 被 唱と 云々、 

按 るに 中華の 北方に 女眞國 (女 直と も) 有り 其 Q 中間に 契丹國 あり、 宋の徵 宗政和 五 年 (本朝 七十 四 代 鳥 

羽院 永久 三年に 當る) 乙 未、 女眞王 阿骨打、 みづ から 帝と 稱し、 國號を 金と 號す、 金 此の 時より 勢 ひ 熾 

んに 成る、 金と 宋， -の 境に 在る 喫丹國 を、 宋と牒 し 合せて 討滅 し、 夫より 宋を攻 侵して、 宋の 都へ 攻詰 

靖康ニ 年 丁 未 四月に、 朱の 上皇 天 子 を 生 捕て、 金に つれ 行く、 宋は 都を攻 落されて、 徵宗 Q 子康 王と 云 

を 取 立て、 南京に 於て 位に 即け、 高 宗と號 す、 宋の地 過半 は 金へ 取られて、 南の 方 半分 を宋 にた もつ、 
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是を 南宋と 云、 夫より 六十 四 年を經 て、 南宋の 孝 宗淳翻 十四 年 丁 未に 金の 主雍 死す、 其の 子 金の 第二 代 

を 章宗と 云、 義經の 高 館沒落 は、 文治 五年已 酉な り、 夫より 直ぐに 蝦夷へ 越ら れし 成べ し、 蝦夷 は 金の 

地續 にして、 一名 を 毛 人 女 直と 云、 金の 本名 を 女 直と も、 又女眞 とも 云 也、 義經蜈 夷を從 へて、 而て 金に 

至り 章 宗に被 仕し 敷、 

私 曰、 前卷 にも 記せる 如く、 今の 淸 朝の 天子 は義 經の裔 也、 と、 是怪敷 說に似 たれ 共、 時勢の 轉變、 

且つ 本文の 說杯を 幷せ考 るに、 全く 浮た る 事に も 不可 有 敷、 猶後勘 を 俟而巳 【割 註 】 義經外 夷へ 趨く後 

の 事蹟 は 和 朝に 傳無條 勿論な り、 須く 異邦の 傅に 倚べ し」 

〇 楠 子 三代 0 事 幷に正 勝の 事 

楠 子 三代の 事 太 や 記 王 代 一 覽、 後 太平 記 等、 其の 外 書記す る もの、 楠 家の 遣 書 杯と 云へ る 物 有れ 共、 眞 

僞 不分明、 事實の 精密 を 不知、 水 戶西山 公 さばかり 穿鑿 有りて、 其の 大旨 を參考 太平 記に 著し 玉 ふの み 也、 

又 近世 太平 記 綱目 大全 評 刺 杯と いへ る 注 書 を 出す、 熟ら 閱す るに 評の 可否 は閣 之、 本文の 全篇に 悉く 傳 

を 付けて、 其の 誤 を 解く、 其の 傳と稱 する もの は、 何 ぞ出所 を 揚 ざれば、 其の 證 とする に 足らす、 疑ら 

く は 好事の 者、 其の 時勢 を 想像して、 妄りに 巧言す るな らん、 然れ共 今 是を講 する 者 は、 管 綱目に 倚て 

釋 する 故に、 すべての 人、 是 を事實 とせり、 聞 之に 就中 楠 子の 事 を專に 書り、 寳に斯 も 有なん、 據 るに 

は 非れ 共、 讀ては 面白き 物な り、 三 楠 實錄と 云る も 綱目の 拔萃 にて、 意に 於て 異なる 事な し、 正 成 正 行 

の德行 は不及 申、 正 儀に 至り、 南朝の 威 日に 衰へ、 其の 身 も 千劍屋 へ、 潜 居の 折抦、 京都 將 軍より 河 泉 

兩國の 上に、 大和 伊賀 伊勢 を幷 せて、 五ケ 國を賜 ひ 武家に 被屬 よと、 細川賴 之より 様々 被 申と 雖、 正 儀 

義氣偉 然として 不容、 幾程なくて 病死す、 其の 子 次郞正 勝に 至り、 明 德三壬 申年 (百 一 代 後小松 院 御宇) 

畠山義 深、 千 破屋 城を拔 く、 夫より 正 勝 は 十 津川邊 に 遁蟄す (此年 南 帝 降 三種 神器 皈洛ノ #2 く 年 を 經て後 

正 勝 舍弟正 元と 俱に洛 に 忍て 將軍を 狙ふ處 に、 事露顯 し、 主從 十八 人 j 所に 西 三條に 於て 討娱 され、 楠 
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氏の 系爱に 至て 斷 絡す 吁惜ぃ 哉、 

正 行の 男に 池田敎 正と 云 有り、 母 は攝州 住人 內藤 右兵衛 尉滿 幸が 女な り、 正 成 始め 此の 女 を 以て 正 行 

に 約す、 後年 嫁して 男子 を 産む、 一二 歳！. J して 早世す、 其の後 正 行 討死の 節、 彼の 婦姙 身す、 而 るに 滿幸 

二心 有て、 高武藏 守に 屬す、 正 儀 其の 不義 を 怒て、 彼の 婦を滿 幸が 方へ 送り 歸す、 故に、 婦人 は 同國池 

田 九郞敎 依に 再嫁して 姙 身の 男子 を產 す、 名將の 胤な りと て、 繼父敎 依 賞 之て 養育し、 七歲 にして 元狠 

せしめ、 我が家 苗 を 名乘ら せて、 池 田 十郞敎 正と 號す、 後に 細川賴 之に 屬 して、 池 田 兵 庫 助と 號す、 屢 

々武功 有と 云、 

駿臺雜 話 曰、 建 武中舆 の 人物に て は、 繕紳 家に 藤の 藤房韜 鈴： 豕に楠 正 成、 もとより 輿論の 歸 する 所に て 

候、 もし 其の 人品 をい は  >藤 房 は 公卿 輔弼の 臣 たり、 正 成 は 將師禦 侮の 臣 たり、 其の 材の 大小 をい は，， 

正 成の 材藤 房の 及ぶ 所に 非す、 藤 房 龍馬の 諫は、 直言 極諫 朝廷 を聳 動す、 まことに 朝 陽の 鳳 鳴と 云べ し、 

然れ共 正 成 恢復の 功と は 並 論じ 難し、 其の上 藤 房 は ー諫の 後國を さり、 世 をの がれし が、 正 成 は 其の 身 

國 難に 死す るの みに 非す、 忠義 代々 家に 傳へ、 1K 下に あら はる、 當時 誰か 正 成に 比する 人 有べき、 但正 

成 も 外の 言行 世に 傳 はら ざれば、 其の 爲人委 敷 事 は 知れ 侍らす、 世に 楠 家の 遣 書と てきれ ぐ 流布す る 

物 あれ ど、 多く は 後人の 偽作と 見え 侍る、 然れ共 其のし るき 事 は、 喪亂の 始め 一城 を もて 天下 を 引受て、 

始終 少も挫 屈せざる にて 其の 材 量の たくまし きを 思 ひ はかるべし、 殊に 仰 慕すべき は、 天下一 盛 一 衰の 

間、 名將 勇士と いへ 共、 時勢に 附て 反側 を 常と し、 朝夕 をた もたざる 中に、 獨り楠 家の み、 子孫 累葉か 

たく 遣訓を 守り、 一 門 闔族心 を 一 にし、 カを戮 せ、 各 身 を 以て 國に報 ひ、 三代の 間 一 人 も 一 一心 有る 事 を 

不聞、 古今 比類な かるべし、 正 成德澤 深厚に して、 永く 人心 を 結ぶ 事 無らん に は、 爭 で如斯 成べき、 然 

るに 世の 尙論 する 人 推 尊て、 諸葛孔 明に 比する は、 兩人 何れも 兵略 をつ とめ、 輿復を 謀り 父子 國 事に 死 

する も 同じければ なり、 夫 はま 事 なれ 共、 孔明は 臥龍な り、 道 德を懷 抱し、 功名 を 遣外し、 草 匱に て 一 
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  - 九 四 

生 を 終らん とせし に、 不圖 に蜀の 先主の 三 顧に 遇て、 不得已 して、 出仕し が、 一朝 關趙が 上に 立て、 君 

臣魚 水の ごとく 成し、 去れば 其の 出處 伊尹呂 望に 近し となん、 古人の 論 も有ぞ かし、 正 成 はもと 功名 科 

中の 人な り、 後 醍蝴帝 笠 置に 臨幸の 時、 近 園の 名士 を 徵れし 間、 正 成 も 召に 應 じて 參 じけ り、 是れ 其の 

出處孔 明と は 犬に 異なる 上、 恢復の 後 も、 尊 氏 義貞の 下に 列して、 專に 任用 せらる 事を不 聞、 孔明を も 

て擬 せば 恐らく は 其の 倫に あら じ、 其の 兵 を 用る も 孔明は 正大に して 奇計 を 用 ひす、 節制の 兵と 云べ し、 

翁 かねて 論す らく、 正 成が 敵 を 料り 兵 を 用る は、 韓 信に 似たり、 韓信楚 に 寄 貪す る 時より、 旣に項 王の 

易 制 を 知り、 正 成 河內に 家居す る 時より、 旣に鎌 倉の 易 弱 をし る、 よりて 韓信 高祖 を 見て、 盛に 項 王の 

勇を稱 して、 其の 勇 は 恐る、 に 足らざる 事 をい ひ、 正 成 後醍蝴 帝に 謁して、 盛に 鎌 倉の 强 きを 稱 して、 

其の 强き は恃 にたらざる をい ふ、 其の後 兩人 共に 多く は 鬵策を 用て 取 勝し 事、 掌握に 有が 如し、 韓信は 

囊沙背 水 敵 を 破り、 正 成 は 釣 屏木偶 敵を鏖 する を 見 玉へ、 兩 人の 兵 を 用る こと、 一徹に 出ざる か は、 何 

れも 摧堅拉 鋭と 云へ ど、 韓 信が 材は 敏速に してよ く 攻め、 いまだ 其の 守る を不 聞、 正 成が 材は持 重に た 

へて、 よく 守る、 未だ 其の 攻るを 見す、 韓 信に 城 を 守らし めば、 よく 正 成が 如く 成ん 歟、 正 成に 敵を攻 

しめば、 よく 韓信 がごと くな らん 敷、 古人 も 攻守 勢殊 といへば いか > 有べき、 翁が いまだ 決せざる 所な 

り、 しかいへ ど、 韓 信が 兵 は 利欲の 私に 出で、 一身の 爲 にし、 正 成 か 兵 は 忠義の 公に 出で、 國 家の 爲に 

す、 其の 底績の 心お のづ から 同じから す、 昔 河內の 人の 語りし とて、 或 人 翁に 云し は、 金剛 山の あたり 

に 南北の 明 神と 號 する 祠 有り、 其の 中 虚を丁 成と す、 左右 は 孫子 吳子 なり、 正 成 常に 我 1K 下に 武功 を 立 

る 事 は、 孫吳 のかけ なりと 云し によりて、 是を跗 祭す ると. ぞ、 是 にて 今に 正 成が 遺愛の 民に ある 事 をし 

るべ し、 但正成 かくの ごとく 絕 倫の 材を もて、 聖賢の 道を學 ばす して、 孫 吳が術 をのみ 崇 びし は、 遣 恨 

と 云べ し、 湊川 にて 自殺 するとて、 弟 正季と 最期の 一念 を 語る 事 甚陋し (正季 楠 家の 系 圖に不 見と 太平 

記 綱目に あり) 


草  翁 


私 曰、 正 成の 最期の 言 を、 鴆巢 先生の 陋 しめる は、 太平 記に 倚ての 評歟、 但正錄 に 此の 語 有り や、 余 

未見、 其實 記す ベて 其の 人を稱 せんとて は、 編者の 文 華 を 以て、 色々 に 薛 りて、 却て 其の 人 を？ S す 事 

多し、 愚按、 正 成 血戰の 中に、 帷幕 を ii て 最期 を 潔す と雖、 斯く忿 劇の 中に て、 誰か 此の 語 を 聞て 後 

世に 傅へ けん、 河內 への 遣 使、 耳を聳 て、 斯 迄の 事 も 詳に故 鄕へ傳 へしに や、 孰れに 其の 證を得 ざれば 

評論に 及が たき か、 鴆巢の 被 難し 上 は、 浮た る 事に あらす、 正錄に 此の 語 有と 見えたり、 いと 不審な 

り、 

又 曰 世に 楠 三代 を稱 して、 正 勝を不 云、 吁、 正 勝の 節操 豈 先代に 劣らめ や、 素より 將 器に 於て は、 父 

祖に 懸隔す るに 似 たれ ども、 其の 頃 は 南朝の 威 日に 衰へ、 有れ ども 無が 如く、 僅に 殘る 士卒 さへ 一 な 

らす、 是正 勝が 不器の みに 非す、 偏に 天成べ し、 斯る 期に 及べ 共、 義氣凛 乎と して 終を克 する を 以て 

見るべし、 而るを 獨り正 勝 を 除いて、 楠 子 三代と 稱 する は 奈何、 是正 勝が 不肖と 云ん 敷、 惜ぃ哉 

〇 聚樂 城の 事 

聚樂 城の 事、 百 七 代 正 親 町 帝 1K 正 十三 年 乙 酉 壬 八月、 豐臣秀 吉公築 之、 南北 は 一條より 一 一條に 至り、 東 

は 堀川、 西 は 內野を 限りて 城 地と す、 正 親 町 帝 行幸 有り、 後に 關白秀 次 公に 被讓、 文 祿四年 乙 未 七月 十 

五日、 秀次高野山に^^て生害の後は、 城 樓廢壤 して、 幾程な く 商 估の 家屋と なる、 今の 黑門 通り、 日暮 

通 等、 彼の 城の 外 門に 寄ての 名な り、 日暮 しと 號 する 所以 は、 城門の 結構 綺羅 天 を 輝し、 往来の 人眺に 

あかす、 佇立して 日の 暮るを 不知、 仍て 所の 號 とすと 山 州 名跡 志に も 載せたり、 

〇 一 一條 錦 城の 事 

一 一條 城、 永祿 十一 一年 己巳 正月、 京都 將軍義 昭本國 、寺に 居 玉 ふ 時、 三 好が 一 族 蜂起して、 本國 寺を圍 む、 義昭 

屡々 防戰 す、 而 して 織 田 信 長 尾 州より 討 登て、 義昭を 助け、 畿內の 諸 土に 命して、 此の 城 を經營 し、 In: 

四月 義昭信 長 諸共に 爱に 移り、 翌 五月、 信 長 は 岐阜に 被歸、 其 後 信 長 横死に 仍り、 此の 城 一 且破壞 せし 
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處に、 御 當家御 治世に 至て、 慶長七 壬 寅年、 今の 錦 城 を 被 築、 寬永元 甲子 年猶亦 修造 有り、 同 二 年 台 il;- 

院 殿御 上洛、 其の 節 後水尾 帝 此の 城に 行幸し 玉 ふ、 

〇 秀吉公 幷に毛 利 元 就の 事 

凡主將 たる 人義を 以てせ ざれば 其の 碩功 成り 難し、 明智 光秀 主君に 反して、 信 長 公 父子 を 殺す、 秀吉 

戰と稱 して 諸將を 語ら ひ、 不 R に 光秀 を 討つ、 陶尾張 守隆房 (ィ に晴 賢) 其の 主 大內義 隆を弑 す、 毛^：：^元 

就 是亦義 を 表に して、 叛臣 を 討の 名 有る に仍 り、 諸士 是に屬 して 陶 遂に 滅ぶ、 是呰義 借て 義の資 なし、 

若し 義の實 を 以てせば、 子孫 永久の 洪福 成べ し、 假に義 の 名 有 だに 如此、 其の 中に 秀吉公 は 暴 逆. S 一 u?;.^ の 

將 たる 事、 世 以て 知る 處 なり、 去れ 共 一世の 內に は、 天 是を罸 せす、 二世に 至る にも 不 及して、 反復の 

速なる を 以て 思量るべし、 又 毛 利 元 就 は良將 たり、 所行に 於ても 秀吉 公に は 比倫す ベから すと、 或 人の 

云る は宜 哉、  • 

私 曰秀吉 公の 事 は 諸錄に 色々 に 注し、 西 山 公 杯 も 此の 公の 事 は 可否 を 論じ 玉 はす、 唯 奇妙 將 とのみ 宣 

ひぬ とぞ、 さしもの 西 山 公 だに、 評 を閣れ ぬる を、 碌々 たる 者の 批判、 無 憚に 似 たれ 共、 云 はで やま 

んも腹 ふくる、 わざ なれば、 妄に 筆を搖 すべし、 先づ 庸人の 說を 以て 云 は  >、 秀吉 公の 大甭 ニ膦の 

に 海 內に及 ほし、 猶も 是を狹 しとして、 異國迄 手 を 延し玉 ふ 程なる に、 日頃の 不遜に 違 ひて 皇位み ゥ〕； 小 

め 玉ふ處 大方なら す、 世々 の武 將は將 軍職 をのみ 望 玉 ふに、 秀吉公 は 人臣と して、 其の 長た る 物は攝 

關の 職に 不 過と、 ひたすらに 是を 望まれ、 武門の 權 職に 非る 關 白の 高 職に 居て、 天子 を 補佐し 玉 ふ、 

是 尤も 人と 爵と 相當 せる 歟、 中古 武家 執政の 代に 成て こそ、 將 軍の 號を 重ん すれ、 凡そ 此の 號は 和漢 

共に 武官の 輕職 なれば、 棟梁の 人 を 崇敬す る 號には 非す、 是は右 大將頼 朝 卿へ、 絶て 久敷將 軍の 任 

し を、 共の 代の 眉目と して 被稱し 風俗、 後世の 習 はしと 成しと 見えたり、 旣に 近世 異國 往返の 書簡に 

朝鮮人 是を難 ぜし事 も 有たり、 斯る 所以に て、 秀吉公 は 此の 號を望 給 は ざり しに や、 右大將 家以， が、 
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IK 下の 政務 武家へ 出た る を、 14 び 朝 威 を 輝し、 武威 是に 副ら る、 事、 臣 たるの 道 を 立ら れ、 自ら は. & 

國を 亡して、 其の 國の 王た らんと、 飽迄神 裔を崇 し 玉 ふ 事 最も 本朝 人臣の 大度 全し とや 云ん、 太 政 入 

道の 上皇み」 押 込 奉り、 或は 遷都 を 催し、 彼是 恣に 朝議 を いろはれ しと は、 大 に事替 りたり、 又 中頃 公 

方 鹿苑院 義滿、 本朝 開闢 已來聞 も 及ばぬ、 中 國の封 爵を受 て、 臣と 被稱し 事、 吾 朝の 天子への 不義、 

且つ 和國 千載の 恥辱 を 遣され しに、 秀吉公 は 明主より 封 爵到來 しける を 犬に 怒て、 明 使 を 追 返されし 

事 杯 は、 後世 曰 本の 龜鑑、 義滿の 時代の 恥 を 雪め られ しなり、 斯る國 功の 大 なる を 以て みれば、 其の 

餘の暴 逆 は 枝葉の 事共 可 申歟、 S い 哉、 此の上に；： 義を 以てせられ なば、 子孫 榮久の 基、 千載に 赫卖 

たるべき を、 暴 を 被 用し 事、 嘆に 餘り 有り、 中華 麼 世の中に 比せば、 秦の始 皇の類 ひして、 而も 始皇 

に 優れる 歟、 萬 世 日本の 鎮 道具 成べ し、 又釋 氏の說 を 以て 云 は V、 怫 菩薩、 假に太 閣と顯 じ、 神 君と 

あら はれ、 世の 窗様を 示し 玉 ふに や、 【割 註 〕 今に 於ても 禁裏 院 中の 行事、 其 公家の 面々 の 規矩に も、 秀 

吉公關 白 職の 內に被 定置し 事 を 被 用事 多し とぞ」 

〇 龍 造 寺 隆信蒲 地 重 並 を 殺す 事 

肥 前阔龍 造寺隆 信、 威 を 近國に 震ふ處 に、 筑 後半 國の主 蒲 地 重 並隨從 せす、 隆信謀 を 以て 重 並 を 塔と す 

三年の 後、 重 並の 妻室 女子 を產、 爱に 於、 重 並 を 龍 造 寺に 招く、 蒲 地 左 馬 助 は 伯父ながら、 重 並が 家老 

なれば、 此の 事 如何 あらんと ハ見を 問 ふ、 左 馬 助 云、 旣 に御緣 親く 御子 も 御 出生の 上は隆 信の t 很心、 今 

はよ も 打 解ら るべ し、 今度 御 會合無 之 は、 又 鉢 循の端 たるべし と勸れ ば、 重 並 尤もな りと て、 .i. 下 三百 

許の 人數 にて、 寵造 寺に 至る、 隆信 美味 珍饌を つらねて 饗す、 重 並 逗留す る 事 二日、 爱に太 詖打似 我と 

云 者、 折節 京都より、 重 並の 許に 來れる を、 龍 造 寺へ 誘引す、 隆信悅 で 能 を 催し、 似 我に 太鈹 所望す、 

1 一日の 後、 重 並 暇を吿 て、 筑 後に 歸る、 往く事 一 里 許に して、 隆信 歩士に 一 封の 書 を 持せ て、 左 馬 助に 

遣す、 左 馬 助披き 見る に、 今度 重 並 を 招く は、 謀って 殺ん が爲 めな り、 曉 天より 銳兵 三千 前途に 伏て 待 

二 九お 
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之、 勁士 三千 後 を 追て 攻之、 網魚濫 獸何國 にか 遁 れん、 然れ共 御邊は 年来 相識の 好み 有り、 叉 似 我 は 天 

下の 名人な り、 無罪して 此の 災 にか、 らん 事 我 本意に あらす、 速に 似 我 を 連れて 可遁、 本領の 事 遠變非 

じとの 書面な り、 左 馬 助 は 跡に 連り て 打け るが、 重 並に 馳 着て、 此の 書 を 棒ぐ、 重 並 見て 是我述 命の 縮 

る 所、 更に 驚く ベから す、 汝は似 我 を 具して 速に 去り 害 を 避べ しと、 中々 憂る 色な し、 左 馬 介 云、 臣は 

貴 威に 懸 りて 忝くも 骨肉 を 等う す、 君 此の 難に 遇る は、 臣始に 人 を 知る 事不克 して 勸 めて 龍 造 寺へ 往し 

めた るに 仍る なり、 然る を 苟も 此の 期に 至り 不義 を 挾む は、 豈 人倫た らん や、 似 我 を こそ 助けな めと、 

似 我に 斯と 吿れ ば、 渠 云く、 假 初に 下りて 寵遇を 蒙る、 我賤き 猿樂の 身なりと 雖、 人倫に 於て 爭で 替ら 

んゃ、 君が 一 日の 恩義に、 百年の 命 を換ん と、 聊 遁る氣 色なければ、 重 並 此の上 は 力なし、 死 迄 も 伴 ふ 

勢に 社と 云も敢 ぬに、 前後に 鬨を發 して、 敵競宽 る、 左 馬 介 は 黄泉の 先 3^ と 呼て、 多 兵の 中へ 突入り、 

餘 多の 敵 を 突 伏せて 亂戰に 死す、 似 我 も 潔く 戰 ひて、 敵と 刺 遠 死す、 其の 隙に 重 並は雜 兵の 手に 懸らじ 

と 一 村に 荒 入 自殺せ り、 隣 國地を 諍 ふに、 策 を 以て 敵 將を討 は、 戰國の 習 なれ ども、 是は 敵の 地 を llf ん 

が爲 に、 我が 女 を 以て 死 間に 用 ふ、 是をも 忍ぶ ベ くんば 君 父 を 殺しつべし、 重 並 龍 造 寺に 来る は 降伏に 

非す や、 然 らば 患難 相 倶に助 之て 親 緣の因 をな さば、 領國を 幷す るに 增て、 佗 邦の 敵 を 防ぐ 便宜と なら 

んに、 亂 世の 人心 虎狼よりも 甚し、 東國に は武田 信玄、 隣 國灘訪 賴茂を 謀って 緣 座と 成る、 頼 茂 を賺か 

し 招て 殺害し、 剩へ 其の 女 を 捕へ て箕 妾と し、 領地 を 奪 ふ、 其の 外 中 國には 浮 田が 暴 逆、 畿內三 好 松 永 

が弑 逆、 其の 外 不可 勝 計、 〇 駿臺雜 話 曰、 應仁 文明の 頃、 京都に は 紬川畠 山黨を 分ち、 鎌 倉に は 足 利 上 

杉 雄を爭 ひ、 日夜 合戰 して 虚き 月な し、 しかの みならす 君臣 相 害し、 親族 相殺し 其の 毒 鬼. 蜮の ごとく、 

其の 暴 虎狼の ごとし、 天下に 人倫の 道絕 某て、 唯 日月の 地に 墜 ざる 迄に、 ぞ有 ける、 是を 以て 古今 亂 世の 

極と 云べき、 もろこし にて 云 は > 李 唐の 季 五代の 初に 似たり、 (中略) 去れば 應 仁の 後、 足 利 家の 代 を 終 

る 迄、 前後 百年の ii、 其の 名將 勇士 寒 促 飛廉が 徒に 非れば、 賁育 懸舍が 類な り、 中々 賢愚 得失 を 論す るに 


翁  i^: 


及ばす 云々、 實 にも 其の 世の 風俗 旦に義 有と 見る も 夕に 變じ、 生涯 全き は 稀な り、 右雜 話の 說む ベなる 

哉、 - 

〇 齋藤道 三義龍 父子 軍の 事 

齋藤道 三 は、 其の 元 美 濃の 土岐に 仕へ し小士 なり、 町 は づれの 擧亭に 居る、 其の 家狹 くして 鎗を 置く 所 

なし、 故に 門外に 竹 を 立て、 其の 節し を拔 て、 鎗を 其の 內に 納れて 雨露 を 防ぐ、 土岐 放鷹の 時、 鷹 此の 

竹に 居、 怪んで 問 之に、 道 三實を 以て 答 ふ、 土岐 感じて 其 後 道 三 を 畢用ひ 試る に、 才智 勇謀備 たる 將器 

あれば、 段々 取 上られ、 竟に國 の 執權と 成る、 爱に 於て 逆 意して 主の 土 岐を追 出して、 其の 國を 押領す 

道 三 家臣 稻葉 伊豫 守が 妹 を 妻と す、 艷容 比すべき 物な し、 然れ共 長 高き 事 六尺 計、 嫡子 義龍、 其の 腹に 

生た る 故歟、 其の 長 六尺 五寸、 膝 を 屈して 坐せ る 所の 膝の 高さ 一 尺 一 一寸の 扇 を 立る に、 手 一 束 足らす、 

膂カ 人に 超え 勇 銳倫を 絶す、 常は騫 愚なる 如くに て、 而も 穎悟 明朗な り、 密に 時勢 を 計て、 克く 之を辨 

ふ、 道 三 愛妾の 腹に 二子 有り、 喜 平 次 孫 四郞と 云、 道 三 義龍を 愚な りと して、 是を廢 し、 喜 平 次 を 立ん 

とす、 義龍是 を 察す、 義 龍は內 城に 居、 道 三 は 牙城に 在り、 義龍 日頃 長 臣を懷 け、 諸士に 謙り、 卒を撫 

て、 大に 其の 心 を 得たり、 長臣 伊賀 伊賀 守、 竹 腰攝津 守、 稻 葉伊读 守、 氏 家ト仙 等、 各義 龍に 服す、 其 

の 機 を 計って、 中に も 外戚 なれば 先づ稻 葉に 密談し、 偽て 病 ひと 稱し、 加持 祈 禱醫療 手を盡 し、 所勞大 

切なり と 披露す、 喜 平 次 孫 四郞は 兼々 義 龍と 不和 なれば、 不問 訊 之、 稻葉 1 一 弟 を、 賺 して、 其の 兄危疾 

に 居る を訪 はざる は 人道に 遠 ふ、 其の上 兄 死去 あらば、 其の 嗣に立 玉 ふべ し、 其の 時 諸士信 無き を 譏つ 

て、 服す ベから す、 士卒 不服して 國を 奈何と かし 玉 ふべき、 枉 けて 病 牀を訪 ひ 玉へ と、 誠しやかに 諫れ 

ば、 二 弟 其の 識の理 に 當るを 以て、 諾 して 翌日 是を 訪ん とす、 稻葉麋 し 課せて、 義 龍に 吿之、 則 日 根 野 

と 云壯士 に、 仕手 を 云 付、 世に 隱れ なき 有 動 刀と 云 ふ 大切 物 を 日 根 野に 授てニ 弟の 何 心なく 入 來る處 を 

一 刀に 殺して 相圖の 早鐘 を撞 て、 同意の 者に 示す、 道 三 は 牙城に 在て、 此の 騷を 聞き、 是は 必定 義寵. か 

,"|  I  —  11 九九 


草  翁 


  1 二 〇0 

反するな らんと、 大に忿 て、 俄に 兵 を あつむ 諸 士は道 三が 虎狼 心 を惡ん で、 義龍か 宏智達 方に 懐き、 大 

方 は義龍 方へ 馳 集り、 旣に着 到 一 萬餘に 及び、 道 三に 屬 する 者 は 僅に 二 千 計な り、 去れ ども、 義龍も 流 

石 親に 向 ひて 攻めん 共せ す、 道 三 は 兵少き 故に、 義 龍を不 討、 睨 合て 居け るか、 道 三 牙城 は 危うし とて 

是 より 一 里 半 を 隔て、 地 利 をえ たる 一 邑 有り、 かしこへ 出て 陣を 張る、 義寵は 侍臣に 向って、 父 道 三 我 

を 害する 心 だに なくば、 我奚ぞ 父に 對 して 攻戰を 好ん や、 唯 和 順 を こそ 庶幾 すれと 有し か 共、 道 一一 一 鬱憤 

更に 解す、 終に 義龍を 可 討に ぞ定 られ ける、 仍て義 龍 も不及 是非 城外に 出で 兵 を 備て待 之、 斯て道 三 は 

1 一千 餘の兵 を 以て、 一 陣ー 一陣 を 切 崩す と雖、 義 龍の 中備 後備 左右 族 本 少も列 を 不亂、 騎正を 整て 靜に進 

む を、 道 一一； 遙に眺 て、 義龍は 未だ 軍旅に 不 練ば 先手 敗せば 足を亂 さんと 思 ひしに、 渠か軍 立 老功の 者 も 

及 難し、 然れ共 我は爱 にて 討死すべし、 乍 去 此の 軍 立 を みれば、 我 死後に も隣國 より 義龍を 犯す 者な く 

美 濃 は 永く 當 家の 物なる べし、 是 死ても 我本懷 なり、 斯る將 器 有る 義龍を 不器な りと して、 庶子 を 立ん 

とせし は、 我 不明な りと 大息つ いて 居た る處 に、 義龍 二の 目 を 討て 始め 肷 せし 一陣 二 陣も守 返せば、 道 

三が 兵 忽ち 滑亂 す、 自是先 未だ 兵 を 交へ ざる 時、 義龍 士卒に 向 ひ， 汝等 今日 父 道 三に 逢 は  >  いか せ 

ん やと、 諸士 即答に 不及、 時に 永井忠 右衛門と 云 剛士、 異名 を 杉 先と 云る が 進出で 答け る は、 道 三 公に 

敵對 仕事 は、 臣 忍びざる 所有り、 乍 恐 夫と 見 奉らば 生 捕 申さん、 臣 不肖な りと 雖、 御 父子の 御 和睦 を 取 

結び、 道 三 公 御隱居 有り、 君 公 箕裘を 繼せ玉 は >、 禍轉 じて 福な らんと 申せば、 義龍 欣然たり、 拉軍始 

りて 道 三が、 控 たる 處へ、 杉 先會釋 もな くつと 寄て、 臣 更に 害心な し、 いざ 義 龍の 御 陣へ伴 ひ 奉り、 御 

和睦 を こそ 取 營み候 はめと 云せ も果 す、 道 三 鎌 鐽を突 蒐る處 を、 杉 先 かい 潜って、 旣に 生捕處 に、 小牧 

源 太と 云 者、 後より 走來 て、 道 三が 兩胶を 切 落し、 杉 先 を 押の けて、 道 三が 首 を 取る、 杉 先 無 是非 道 三 

彝を截 取立歸 る、 義 龍が 前へ 出て、 患る 色 有り、 無 程 小牧來 て、 道 三が 首 を 棒ぐ、 義 龍も駭 てこ はいか 

にと 問 二、 衫先淚 を 流し、 爾々 の 3 ほを述 て、 责て 印の 爲に、 御 鼻 を 截て參 候と、 義 龍が 前に 差 置、 是迎 


も 其の 罪遁れ 難く 候へ 共 武士 は 詞の違 ふ を 恥と す、 仍て 其の 證に 捧る處 なりと て、 夫より 杉 先 は 髮を切 

て 高 野に 赴く、 扭隣國 織 田 信 長 は、 道三壻 なる に仍 て、 軍 を 被 催、 義龍 聞て 尾 張より 美 濃への 道中、 

道 橋 を 造らせ 信 長打 向 は、 >  、 平 場に 待受 て. S の 勝 負 せんと 勇進け る を、 信 長聞傳 へに、 旣 半途へ 軍 を 出 

されし が， 如何 思 はれ けん、 師を かへ して 歸國 せられぬ、 斯て 無道の 義龍 なれ 共、 其の 身 一代 は 濃 州よ 

く 治り 嗣子 龍 興 代に 至て、 小牧源 太、 野 木 治 左 衛門兩 臣權を 諍 ひ、 小 牧が爐 邊に炭 を、 直し 居る 處を、 

野 木 乘懸て 是を靳 る、 小牧 短刀 を拔て 上け さまに 野 木 を 『刺て、 兩人立 所に 死す、 龍 輿 生質喑 弱なる が 野 

木 小 牧兩臣 が 力に 仍り、 敲の爲 に 犯され ざり し、 然るに 雨臣 不慮に 死して より 後 は 戰每に 利 を 失 ひ、 終 

に 信 長に 被滅 ぬ、 

0 竹 中半 兵 衛の事 

齋藤龍 興の 臣竹 中半 兵衛 一 萬 石 を 額し、 西 美 濃 菩提 城 を 守る、 沈勇 溫毅 にして、 人 其の 才器 を 不知、 龍 

興 か 三 老臣 安藤 氏 家不破 等、 竹 中 を 侮て 不和な り、 竹 中 三 老臣 を 殺さん 事 を 謀て、 本 城の 內に 普請 を始 

む、 竹 中、 承り 勤 之、 爱に 於て 勇士 二百 人 計 を 勝って、 傭 夫の 體 になし、 三 老臣が 登城 を 待て、 便宜き 

時分 ひしく と 兵 具 を 堅め 起立て、 三 老臣 を 殺害す、 竹 中 は 龍 興が 前に 行き 申せる は、 臣 更に 反 心 を 企 

るに 非す、 唯 三臣が il 奢を惡 みて、 君に 代りて 罪 を 誅し候 迄な り、 君 は 暫く 此の 城 を 出させ 玉ぶべし、 

事 鎭て後 迎へ參 らせんと 申ければ、 龍 興 も 不及カ 城 を 出る、 斯て竹 中 遂に 域に 據り ぬれば、 齋 藤が 士卒 

多 は歸伏 之、 扱 事 治りて、 龍 輿 を 呼 返 けれ 共、 おのれ 相將に 居て、 樓勢 並ぶ 者な く、 龍 興 は 有ても 無が 

如し 此の 時 信 長より 竹 中が 方へ 使 を 以て、 寵與を 殺さば、 美 濃 を 竹 中に 與ん との 事 なれ 共、 竹 中 是を不 

肯、 我 龍 興 を 背く に 非す、 唯 家臣の 罪 を 斬る 處 なりと て、 敢て 返答に も不 及、 竹 中が 在世の 內は、 信 長 

美 濃 を 侵す 事 不克、 竹 中 三十 六歲 にて 病死す、 生涯 手づ からの 軍功 は 一 度 もな し、 然れ共 文 を 嗜み武 を 

賢く して、 其の 器 人に 超 たれば、 人是に 服して 能く 國を 治ぬ とぞ、 


  三 〇 二 

翁  〇 山 田 仁左衛 門の 事 

時代 は委 不知、 駿州ヮ ラシ ナと云 ふ 所に 仁左衛 門と 云 者 有り、 生 質 才器 膽略 有け るが、 日本の 內 にて は 

させる 立身 成 難しと て、 暹羅國 に 渡って、 國 王に 仕へ ぬ、 國 王の 弟 叛逆して、 位 を 奪ん と 兵を發 して、 

草 一 甚 危難に 及ぶ 處を、 仁 左衛門 義を唱 へ、 籌を克 して、 亂を鎭 め、 殘黨迄 討 平け、 其の 功に 仍り長 臣と成 

り、 名 をォッ フラと 改め、 稍 隣 國迄も 伐 取て、 勢 尤も 盛な リ、 此の 時 謀 を 以て 呂宋 船を乘 取事餘 多な り 

呂宋船 は 力 ン ハ ンと 云て、 四五寸 計の 角 木 を 以て 格子に 組み、 舷に 一 面に 敷 渡し、 敵 其の 船に 乘 移ん と 

する 時、 カン ハ ンを ひたく と 下ろし、 掛姨を 以て 是を しめ、 其の 格子に 組た る狹 間より 矛 を 突出し 防 

ぐ、 故に 攻戰 墓々 敷から す、 仁 左衛門 計って 灰 を夥敷 用意して、 手ん 手に 是を 持せ、 攻戰に 及ぶ 時、 是 

を 雲霞の如く 蒔せ ければ 敵の 眼に 入て 働 得す、 色めく 處を、 斧鉞 を 以て ハ ン カン を 伐 破、 敵 船に 乘 移て 

大利を 得て、 船 を 奪 ふ 斯て仁 左衛門 一 度 歸鄕の 望 有れ 共、 遙の 波濤 費用 過分に して、 急に 調が たく、 厘 

々是 を貯聚 む、 其の 頃 は 日本人 暹羅へ 渡海の 者 多く、 生 國の者 なれば 懷敷 とて 呼 出て 對 面す、 其の 體左 

右に 衛士を 置き 劎を 持せ、 暹羅の 官服を 着て、 駐ひ 尤も 恭敷嚴 重なりと ざ、 終に 病死して 歸國の 志遂す 

とか や、 

〇 尼 子の 臣 山中 鹿 之 助の 事 

尼 子 右衛門 尉 晴久は 宇多 源氏 佐々 木 秀義が 末葉、 尼 子 伊豫 守經久 嫡子な X:N、 經久は 中國七 州を領 す、 晴 

久に 至て 國 減じて 五ケ 國を領 し、 雲 州 富 田 月 山に 居城す、 永祿五 壬 戌年 七月、 毛 利 右 馬頭 元 就 雲 州に 働 

き 入、 島 郡 を 伐 取、 爱 に在陣 して、 合戰 度々 に 及ぶ、 戰ひ午 角に して、 尼 子 氏 七ケ年 籠城す、 然るに 元 

就 策 を 以て 永祿十 一 戌 辰年 正月 大利を 得て、 晴久幷 に 嫡子 三 郞四郞 義久、 二 男 九 郞四郞 三男 百 三 百 子 兄 

弟 三人 降参す、 元 就 助 之て 藝州下 三 口村と 云 所に 差 置、 * 義久 は法體 して 瑞閑 齋と號 す、 爱に尼 子の 臣山 

中 鹿 之 助 は、 月 山 落城の 後 は、 丹 波に 往き、 明 智日 向 守 を 賴み信 長に 目 見して、 光秀 方に 遊客と 成て 居 
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たり、 松 永彈正 久秀、 和 州 111!? 責 城に 引 籠、 信 長に 敵す る 時、 鹿 之 助 も 信 長に 供奉して、 I  ニを爭 ： ノて域 

を乘 取、 其の後 丹 後へ 越る、 叉 因 州 鳥 取の 城主 山 名禪高 は、 家臣 武田豐 前 守が 爲に追 出され、 牢 浪の體 

にて 居られし が、 鹿 之助勸 之て 因 州に 下って、 山 名が 舊臣共 を 催し、 武田を 亡し、 禪 高を歸 城せ しめ、 

夫より、 江 州 安土に 參り、 信 長に 謁し 丹 波に 歸て 熟思 ひける は、 元 就 も 八ケ年 前に 卒し、 今 は 嫡子 輝 元の 

代 なれば、 元 就と は 弓矢 も、 格別 劣り、 能き 時節 成べ し、 詮 する 所信 長 を 後 橋に せんと 思惟して、 尼 子 

式部 少輔が 一 子、 泉 州堺に 出家して 居け る を 取 立、 尼 子孫 四 郞勝久 と 名乗らせ、 天 正 戌 寅 六 年 四月、 播 

州 上 月 城に 循 籠る、 毛 利より 攻 之て、 終に 勝利 を 失 ひ、 勝久 自害す、 此の 時勝久 大勢の 士卒 を 殺さん 事 我 

本意に 非す、 鹿 之 助 是を率 ひて 毛 利に 降り、 時 を 待て 叉 志 を 立べ しと 云、 鹿 之 助固辭 すれ 共 不聽、 終に 

勝 久が遣 命に 任せて、 鹿 之 助 は 毛 利に 屬す、 其の 頃 毛 利 家に て、 名 有る 岡筑前 守と 云 者、 鹿 之 助が 挨拶 

に 出る 是は 隱れ なき 剛士 なる-か、 長け 使く 不男 なり 鹿 之 助筑前 守に 向て、 貴邊は 音に 聞と 目に 見た ると 

は 大に遠 ふ もの 哉、 今對 面して 筑前 殿と も 思 はれぬ 男 振 哉と 云ば、 岡が 云く 誠に 鹿 殿の 言の 如く， 人 は 

唯 遠く 聞た ると 近く 見る と は 違 ふ ものに 候、 鹿 殿 も 音に 聞た る は、 日本に 隱れ なき 勇士と 沙汰 致 候が、 

主に 自害 を勸め 其の 身 は 敵方へ 降參 有べき 土と は、 存ぜ ざり しに、 案の 外に 候と 答、 鹿 之 助言 葉な く淚 

を はらく と 流しけ ると なり、 是を思 ふに、 山中が 筑前 守に 申せし 事 は 更に 岡を惡 口せ しに 非す、 岡 は 

毛 利の 勇臣 故に 人品 を 難す る 程、 其の 勇 を譽る 心に て 云た る 成べ し、 然る を 岡 は惡敷 聞て、 鹿 之 助が 我 

を 嘲 群す ると 心得て、 斯る 返答 をせられ しと 見えたり、 さしもの 山中 的 面に 恥辱 を與 へられ 淚を 流せし 

心の 內思ひ 量るべし、 其の後 毛 利 家に 在て、 藝 州へ 下る とて、 備中國 松の 渡と 云 所に て、 毛 利 家の 士河 

谷 新左衛 門に 討る、 其の 主意 を 不知、 時に 鹿 之 助 三十 四歲 なり、 天 文 十四 年 乙 巳 八月 十 l^- 日、 出 雲國富 

田庄に 生れ、 十三 歲 にて 初陣、 十六 歳に て 菊 池 音 八と 云 大剛士 の 首 を 取、 生涯の 武功 枚擧 する に 不遑、 

惜 むらく は義名 全から ざる 事 を、 又 岡 筑前守 元 良 も 一 代の 中に 首 三百 取た る大 功士な り、 此首數 餘り過 


三 〇 三 


^ 翁 


 ^   四 

分な り 可 追考、 

因 曰、 山中 鹿 之 助、 尾 州に 柱て 明智 光秀に 便りて、 信 長 公に 目 見す、 此の 時明智 が家士 野々 口 丹 波、 

山中が 旅 宿に 來て 云、 陪臣の 身に て 憚に 候へ 共、 哀れ 茅屋へ 来臨 あらば 1K4 かるべし と 招く、 山中 招き 

に應 す、 明智 よりも 其の 日 風呂 を 申 付ん とて、 山中 方へ 使 を 遣す 所に、 野々 口 方へ 先約 有りと て不來 

仍て 光秀より 雁 ー翅鞋 一尾 を 以て 山中 を 饗せよ とて、 野々 口に 與ふ、 野々 口山 中に 謂て 云、 小 Hil 不肖 

に 候へ 共、 時の 仕 合に て 男役 を 勤た る 事 三度な り 去れ 共 首 を 取 候、 其の 場に 於て は、 朦朧と して 首尾 

を覺 えす、 然るに 有功の 士は、 物 場の 始末 を 詳に覺 え、 後日に 人に も 語 候 は、 生得の 勇なる に 候 や、 

此の 段 不審に 候と 問 ふ、 山中 感じて 御 邊は僞 なき 人 哉、 言 を 錄 り 虚名 をと る もの は蹈 つめたる 事な き 

ものに 候、 御 邊の志 は末頓 母し、 我 今迄に 首 供養した る 事 雨 度な り、 始め 鎗を 合せ 首を切る 事、 四 五 

度の 內は我 も 御邊の 如くな り、 七 八 皮に 及ば 稍 夜の 明た る樣 なり、 十 度に 餘れば 平生に 異ならす、 敵 

の內冑 つき 能々 みえて、 兒 童の 杖 を 以てする 戯に 似たり、 御 邊未壯 年な り、 首數 かさならば 我、 云： M 

の 如な らんと 語りし とか や、 

私 曰、 當時 浪華に 在る 富裕の 商家 鴻 池と 云る 者、 此の 鹿 之 助が 裔 なりと 云ね、 
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諸 錄拔萃  一 

〇 相 馬の 臣金 澤備 中の 事 

相 馬 大膳亮 利 胤、 家中に、 金 澤備中 守と 云ふ士 有り、 相 馬 代々 の 忠臣に て、 旣に備 中に 至り 十一 代 主人の 

馬 前に 討死す、 其の 子 忠兵衛 は 利 胤の 子大膳 亮義亂 病死の 時、 先祖 十一 代 迄 御用に 立 討死 を遂け 候へ ど 一 

も、 當時は 御 治世に て、 左様の 御用 は 無 之、 責て黃 泉の 御供 仕らん と、 城下 中 村と 申 所に て 殉死す、 si 

に 稀世の 士 なりと 人稱嘆 之、 

可々 齋私 曰、 右 は 或 記に 載 之、 十二 代の 星霜 幾、 ぞゃ、 同家 十二 代相續 して 仕 ふるさへ 稀なる 事な り、 一 

殊に 各 討死 を遂 ぬと は、 宠に 古今 未曾有ない、 など や 其の 功名の 四海に 溢れざる、 淸思 之に 親子 兄弟 一 

叔 姪の 類、 ー戰 場に 貌を 並べ、 同時に 死た る を 代々 の 數に揚 る 成べ し、 さもなくて は、 代々 の 歷數、 一 

いかに 戰國と 云ながら、 左程 代々 戰の 有べき に 非す、 事の 寳否 は、 追て 其の 家に 便りて 可 尊 之、 松 本 一 

主 殿 頭の 同 主家に 仕へ て ra: 代招續 ての 討死 を だに、 向陽 子 春齋の 和漢 未だ 其の 例し を不 聞と 被 嘆し、 ： 

况ゃ 此の 備 中に 於て を や、  一 

〇 太 田 道 灌被誅 事 

太 田持資 入道 道灌 は、 太 田 道眞が 嫡男に て、 扇ケ谷 上杉定 政の 長臣 なり、 後花園 院永享 K 癸丑 年に 生る 

長 祿元丁 丑年 四月、 武州 江戸 城 を 築 居の 時に、 二十 五 歳な り、 其の 頃 山の 內上杉 Si 定と、 扇ケ 谷の 定政： 

とみ-雨 上 杉と 號す、 年. f お 不和に して 合戰止 時な し、 或 時 山の 內 老臣 長 尾景春 入道 伊玄、 計 策 を 以て 扇ケー 
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(介へ 密使 を 遣す、 其の 趣 は兩家 骨肉の 末 也と 雖も、 多年 不和に して 鉢循に 及ぶ 事 素 意 を 失ふ處 也、 是併 

其方の 太 田道灌 と、 手前の 長 尾 伊玄が 所爲に 在り、 不如 此の 兩人 を誅 して、 兩 家合體 せば、 伊豆の 早 雲 

を 亡さん 事、 掌 卵 を 推す よりも 易し、 而 して 關 八州 を 雨 家と して 治 之と 申 遣し ければ、 定政是 を 信じて 

其の 頃 道灌が 在々 を 治めん 爲に 旅行して 在る を 討 手 を 遣 はし、 是非な く 道 灌を誅 す、 父 道 眞は越 生と 云 

ふ、 所に 閑居し ける が、 道灌が 討れ たる 吿を 聞て 急ぎ 江戶 城へ 趣ん として、 途中に て 討る、 斯て 山の 內 

に は、 元來偽 策の 事 なれば、 會て伊 玄を誅 せ ざれば、 定政 大に忿 りて、 和融 忽ち 破れて、 再び 水火の 如 

くに 成ぬ、 

因に 記、 駿臺雜 話 曰、 (上略) 上 杉 氏の 時、 太 田道灌 こそ 名 將の譽 ありし、 然れ共 翁 思へ らく、 上 杉 氏 

山內扇 (4! 兩黨 たりと 雖も、 山 內を宗 室と す、 此の 時 越後の 上 杉 房顯、 山內の 家を繼 で、 其の 子 顯定に 

及べり、 道灌は 其の 父道眞 より 扇 谷の 上杉定 正が 家老 たれば、 定正 をた すけて、 顯定と 嫡庶の 義を講 

し、 親族の 好 を 篤して、 扇 谷の 家 を 安んじて こそ、 身の 輔 相たり し 甲斐 も 有べき を、 反て 謀 を もて、 

山 內の樯 を 奪し かば、 兩上杉 不和に 成け る 程に、 終に 兵難 を 招て、 定 政と 同じく 顯定 が爲に 殺された 

り、 恐らく は、 其の 材、 主 を 庇し 身 を 保つ に 足らざる に 似たり、 しかいへ ど 武略す ぐれた るの みに あ 

らす、 文擧に 志し、 和歌 を 好て、 か. -る亂 世に は、 得が たき 人 共と 云ぶべし、 翁い つも 思 ひ 出で、 感 

呤 する は、 世に 傳る、 か、 ると きさこ そ 命の、 とよめ る 歌に て 侍る、 此歌を 世に は道灌 殺さる、 時 臨 

終に よみし と 云へ り、 さに て は あらす、 慕景 集と て、 かれが 書 あつめし 藻鹽草 有り、 其の 中に 此の 歌 

をのせ て、 其の 詞 書に、 康正 元年の 冬 藤澤の 役に、 かたき も 味方 も 入 まじり、 三日 を かさねて いどみ 

あらそ ふ 事に 成ぬ、 され ども 味方の 武威つ よくして、 敵 北 條憲定 のぬ し、 ついに 自腹して、 餘兵 おの 

かじ、、 むなしう なり、 ある は あだに あたりて、 かたみに 死す る も 侍る 時、 藤澤 のかた への 松原の むれ 

にて、 た. - かふ 男 あるに、 味方 は 中 村 治 部 少輔藤 原重賴 とて、 京 家の人の 世に しづみ て屋 形に 扶持せ 
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られて 侍りし になん、 敵の 男 は 栗毛なる 駒に 乘て、 二つ 引 雨に 昇り 龍の 紋付 たる さし 物な りけ. cs、 遠 

目ながら 鎧の 毛 も、 いかめし こそ 見え けれ、 しばし 戰 ひて、 鎗を 合せし に、 目の前に 敵の 男つ きとめ 

られ、 やがて 中 村手づ から 首 を 取て 我 陣に來 りて、 かく/、 となん 語りけ るに、 いまだ 壯年 にも 足ら 

ぬ 男の、 色白う してた けた か、 るべき 心地したり、 髻の あたり、 た > ならす 炷 しめつ  > -、 哀も いやま 

し、 仇ながら にくから ぬ 係な り、 中 村重賴 この 心ば への 敷に、 歌 ひとつ ものして 手 向に とす  め 侍 

れば 其の 首に 向て 「か、 ると きさこ そ 命の をし からめ 兼て なき 身と 思 ひしら すば」 重賴 返し 「なき 身 

と は 誰も しれ 共 諸と もに いま はに およぶ 事 をし、 ぞ おも ふ」 此の 道 灌の歌 は、 孔子の 宣る勇 子 不忘裹 元 

と 云 心に も 叶 ひ 侍らん かし、 され ど 古の 勇士の 不忘喪 元と 云 ふ は、 某の 志 朝夕に 義を 重んずる に 在り 

首 を 刎ら ると も、 義を失 はじと なり， 必 しも 戰 場に 死 を輕ん する に 限る ベから す、 我 朝の 武士の かね 

てな き 身と 思 ふと 云 は、 其の 志戰 場に 死 を輕ん する にあり、 首 を とらる、 共、 後 を 見せ じと なり、 あ 

ながち、 朝夕に 義を 重ん する によるに 非す、 其の 趣 同じ様にて、 しかも 違 ひ 有りと 知るべし、 され ど 

其の 象 儀 は 暫く 差 置、 此の 事 歌に^ みあら す、 敵 も 味方 も 死た る も 生た る も、 とり， ^いさぎよく 優 

に， 賈敷 事と 云 ふべ し、 

〇 稻葉 一 徹 害を遁 る、 事 

稻葉 一 徹信長 公に 從 ふと 雖も 心服の 體に 非れば、 後患 あらん 事 を 思慮 有て、 一 日 一 徹を 饗し、 數寄屋 に 

於て 誅 せらるべき 催 有り、 而 して I 徹 召に 應 じて、 數寄屋 に 入る 時、 相伴の 三人 出て 挨 |& し、 且つ 懸 物 

の 書黉を 一 徹に讀 しむ、 一徹 少しく 文學 有り、 則 是を讀 む、 三士 其の 意 を 問 ふ、 一徹 解 之、 信 長 陰に て 

是を 聞かれ、 則 自ら 數寄屋 に 入て 曰、 御 邊は唯 勇武の みの 士と思 ひしに、 文學み ーも嗜 めり、 今亂 世に 奇 

特の 志な り、 今日の 事、 寶に 饗する に 非す、 計って 殺さん が爲 なりき、 然るに 今 御邊が 文學に 愛で 赦し 

永く 我が 爲に 謀臣と なれと 有ければ、 一 徹. も敬諾 す、 其の 時 三士に 懷劎を 解し む、 一徹 左右に 揖 して 謂 
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て 曰、 臣も 今日の 事 必定 如此 ならん と 察する 故に、 畢竟の 場に 至らば、 相手 を 取て 死ん と 存じ、 斯の仕 

合に 候と、 懐中より、 短刀 を 取 出して、 信 長の 前に 差 置ば、 信 長、 最も 其の 勇敢 を被稱 しと， ぞ、 

〇 上野 國重 長幷に 家臣 月 岡 左 門の 事 

上野 國に重 長 (其 姓 可 追考) と 云 郡 主 有り、 六 萬 石 餘を領 す、 上 杉 憲政と 戰ひ、 衆寡 敵し 難く、 竞に 降る 

憲政 是を押 籠て、 國へ歸 さす、 重 長 無 詮方、 落髮 して、 雲 林 院と號 す、 憲政 聞 之て、 雲 林と は 高く して 

及ぶべからざる を 云 ふ 敷と 怒る、 重 長も斯 有らん と 知らば、 戰 死なん 物 をと 後悔す、 重 長が 臣月岡 左 門 

と 云 者、 幼年より 寵 せられ、 此の 時 三十 歳計 成が、 此の節 迄 も隨從 し、 密に 主人に 云る は、 臣 一 謀の 候 

其の 所以 は、 君歸國 の御爲 に、 臣先 自^ 仕るべし、 則 首 を 先き へ 持せ、 其の 尸と 稱 して、 君 は 藁 筵の 中 

へ 人 給 ひ、 上に 血を漱 で、 門監を 欺き、 君 公狂氣 有って、 侍臣 月 岡 左 門 を 手 討に せられぬ、 尸 骸を小 野 

に埋 むと 吿られ ば、 容易く 門 を 遁出給 ふべ し、 さ 有って 急ぎ 國へ歸 らせ給 ひ、 本意 を 可被遂 と、 重 長 聞 

之 制止す、 其の 夜 月 岡 は 一 封の 書 を 遣して 自殺す、 其の 書に 云、 勇士 は 言 を 不遠を 本意と す、 御 制止に 

て 存じ 留る 程なら ば、 奚ぞ發 語 仕らん、 此の上 は 枉て臣 が 志を遂 させ 玉へ とぞ 書留た る、 重長涕 泣して 

金鐵 の忠士 が志爭 でさし くせん やと、 潜に 老臣 (姓名 不知) に 是を云 含て、 左 門が 手 立の 通に 取營 み、 門 

を 欺き 出ん とする に、 門 監東條 左 近と 云 ふ 者不諾 之して 云、 常に 月 岡 氏の 髙義を 承 及 候へば、 容易に は 

通し 難く 候、 藁藏を 一 鎗 突て 試 候 はん、 然ら すば 得 こそ 通す まじ けれと 申す、 老臣 氣色を 損じて、 月 岡 

死せ りと 雖も、 我 傍輩な り、 其の 骸を鎗 にて 突すべき 樣ゃ 有る、 出さす ば 出さぬ 儘よ 法外 也と 怒 けれ 共 

左 近 終に 不 許して、 老臣 は {4! 敷 引返す、 其の 夜 左 近来て、 老臣に 對 面し、 今日の 事 は 君の 事 也、 憲に止 

事を不 得、 互の 遣 恨 更に 有べ からす 某が 番も 今夜 切に て、 明朝 餘 人と 引替 候へば、 交代 已 後に 前の 謀 を 

用 ひて 御覽ぜ よと 云、 老臣 聞 も 不敢、 謀と は 何事、 ぞゃ月 岡が 死骸 を 御門 內に埋 むは 憚 有る 故に、 野外へ 

持 出す 迄の 事な り、 乍 去 御 芳志の 一 言 は悅人 候と 會釋 して、 左 近 を 返し、 翌朝 右の 手 立 を 以て 重 長國に 
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歸る事 を 得たり とぞ、  imp,  MmmMT 

〇 大內來 由の 事 

周 防 國大內 家 は、 -。 濟國^ g^" 太子の 末葉な り、 推 古 天 皇 十九 年 辛 未、 百濟 國餘璋 王の 第三 子琳 均， H< チ、 

防 州 佐 波 郡 多々 良 濱に來 て、 夫より 代々 防 州 山 口に 住す、 代々 九州の 官領に 補し、 義隆に 至りて 防 長豐 

筑藝石 七 州の 太守な. りしが、 天文 二十 年 辛亥 九月 二日、 家臣 陶尾 張守隆 房が 爲に、 長 州 深 川大寧 寺に 於 

て、 生年 四十 五歲 にて 自害せられ、 大 內家爱 に斷 絶す、 推 古 帝 十九 年より 春秋 九 百 四十 年に 及べり、 

因 曰、 義隆 幼年の 時龜宣 丸と 云 ふ、 或 時 下賤の 子供 錢を 以て 遊 居け る を 見て、 龜童 も是を 持て 遊ばん 

とせら る、 を、 其の 俥 杉伯誉 守 見 之て、 加 様の 賤き物 を 手す さみ 玉 ふ 事 や あると、 其の儘 彼 錢を黃 金 

の笄 にて はさみ、 笄 ともに 不淨へ 捨て 見せけ ると- ぞ、 大內冢 ほ 陶尾張 守晴賢 は、 參萬宵 を領 し、 其の 

威 並ぶ 者な く樓 抦を肆 にす、 又 老中 相 良 遠 江 守武 任、 才能 智勇 勝れて、 義隆寵 之、 晴賢猜 之で 權を爭 

ひ、 終に 隱謀を 企、 不意に 相 良 を 襲 ふ、 相 良 は 筑前花 尾の 城に 循 籠て、 陶が逆 意を義 隆に訴 ふ、 義隆 

是を忿 ると 雖、 群臣 大方 陶に屬 して、 義隆に 服せ す、 結句 義隆を 襲ん と 欲す、 故に、 義隆長 門に 趨て 

竞に大 寧 寺に て 自殺 せらる、 奢に 義隆の 侍臣 笠 井 帶刀左 門 正 盛と 云 ふ もの、 主人の 命に 仍り、 兼て 公 

方義輝 公に 奉仕し ける が、 主人の 變を 聞て、 公方の 暇 を 乞 ひ、 夜 を 日に 繼で山 口に 歸り、 主 城の 趾の 

廢 たる を 見、 悲 欺して、 先 己が 領地に 潜 居す る を、 毛 利 元 就密に 語ら ひて、 志 を 通じ、 態と 表 は 元 就 

に 服せ す、 陶に從 て、 實は元 就に 內 通し、 籌を 以て 晴賢 を嚴 島へ 呼 引出し、 毛 利 方 大利を 得て、 晴賢 

を 討ち、 主人 大 内の 仇 を 報じけ ると、 ぞ、 

〇 三 好長慶 連歌の 事 

三 好 修理 太夫 長慶 國を領 し、 畿 內を從 へて 天下に 志 有り、 其の 弟豐前 守之康 入道 實休を 河 內の若 江に 

居らし む、 永 祿五年 壬 戌 三月 五日、 畠 山 尾 張 守 高 政、 极來 法師 等と、 和 泉の 久米 田に 戰 ひて、 實休 討死 
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す、 長慶は 其の 日 飯 盛の 城に て 連歌 を 輿 行し、 其の 半に 至りて 「薄に まじる 蘆の 一 むら」 と 云 ふ 句に 人 

々附け 煩 ひ、 長 慶も首 を 低て ェ案 せる 折から、 實休 討死の 吿 有り、 封書 を 披見しながら、 其の 事 を 披露 

せす、 さりな ゆき 體 にて 「古沼の 淺 きかたより 野と 成て」 と 付る、 滿座 どよ み をな して、 此の 句 を感す 

暫く 有りて 長慶 云る は、 實休 敵の 爲に 討れ ぬ、 今日の 連歌 是 にて 終るべし と、 いと 閑に 營み 納めて、 拔 

即時に 兵 を 催し、 急に 弔 合 戰を遂 ゆ、 長 慶も危 き 程 成しが、 終に 大勝 4, 得たり、 

〇戶 次紹： 連 奮 戰の事 

筑 前の 立 花道 雪 嗣子な し、 豐 後の 戸次 紹： 連が 末子 を 養 ひて 子と す、 道雪卒 後家 を相績 す、 是を立 花飛驛 

守 宗茂左 近 將監と 云 ふ、 一年 薩兵騎 歩 四 萬 許 を 以て、 立 花の 城を攻 む、 此の 時 戶次紹 連、 筑 前名 島 城に 

在りて、 折節 微勢 なれば、 家臣 等速に 此の 城 を あけて 窒滿が 嶽に取 登り、 敵 立 花の 域を圍 ば、 後卷 をせ 

んと 申け る を、 紹 運不諾 して 云く、 敵 は 多勢な り、 人数 一 萬 を 分て、 窒滿が 嶽を壓 せば、 我 兵 窒滿を 下 

る事克 はじ、 是 敵を懼 るの 謖 有りて、 味方 を扶 るの 理 なし、 又 此の 城 持 こた ゆべ からす、 然れ ば當， S を 

出で、 死 兵と 成て、 戰ん より、 外の 議有 ベから す、 薩兵 盛んな りと 云 ふと も、 吾 死戰を 以てせん に、 な 

どか 見 苦 敷 軍 を せんや、 カ盡 なば 討死して、 我 徒の 勇 を 敵に 知らし むる こそ、 五 百 や 千の 援兵よりも 本 

域の 强み とならん、 我 墓 は 此の 城な り、 士卒の 內 にも 立 花に 名殘 有ん もの は 立 歸れと 下知 すれば、 各大 

將の 勇に 勵 されて、 偏に 討死 を 期して、 三百 餘 人の 者 共 奪發の 機顯然 たり、 扭薩兵 押 直に 及び、 紹運三 

百餘 人を眞 丸に 備へ て、 大 軍の 中 を 突破り、 竪橫に 血 戰を試 むれば、 薩 兵の 死傷 員 を 不知、 紹.^ は 思 ふ 

程戰 ひて カ盡 ぬれば、 今は是 迄な りと 思 ひける が、 士卒 諸共 一 人 も 不殘、 亂 軍の 中に 命を隕 す、 夫より 

薩兵本 城 立 花を圍 けれ 共、 城 素より 堅固なる 上、 智勇の 宗茂 士卒 を 指揮して、 防 之ば、 薩兵無 程 圍を解 

て師を 返す、 紹 連が 套戳 S 功銥； ベ r^.-   ：  ,. :. :.  .  ■! 
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和 州 筒井 順慶 家人に、 松倉權 助と 云 ふ 者 故 有りて、 順慶 家中に て、 臆病者の 名 を 取り、 無 是非 爱を 去て 

蒲 生 氏鄕の 家に 來て、 臆病者に も、 良將の 下に 用 ひらる、 道 あらば、 御 扶持 を 蒙 度と 願 ふ、 氏 鄕思ふ 子 

細 有りと て、 早速 呼 出されたり、 無 程合戰 有しに、 件の 松 倉鎗を 合せ 首 を 取る、 氏鄕思 ふに 違 はすと て 

fi 二 千 石を與 へ、 物 頭と せらる、 又 其の後の 軍に 衆に 抽で 働き 深 入して 討死す、 去れば 士卒の 勇 怯は强 

ち 生 質の みに あらす、 主將の 用る と 不用に も 因べ し、 叉 1 つに は 松 倉 先主の 家に て、 汚名 を 取し を、 口 

惜しく 思 ひて、 態と 我が 臆病 を 名乘、 良 將の許 を 望て 駅 廻し は、 其の 汚名 を 雪が むと 心を勵 ます 成べ し 

氏鄕叉 是を識 りて 抱 へられた ると ぞ見 えし、 松 倉 討死 を 聞て、 氏鄕被 申し は、 渠は 剛果に して 大志 有り 

恥 を 知た る ものな り、 仍て 早く 取 立し が、 今 思へば 取 立樣早 過ぎたり、 今 三年 遲く取 立ば、 加 様に 無理 

成る 討死 はす まじき を、 我 早まって あたら 武士 を 失 ひたりと 後悔せられ しと、 ぞ、 

因 記、 筒井 順慶 許に 木 阿 彌と云 ふ 坊主 (或は 瞽者) あり、 順慶 死去の 砌、 其の 頃 戰國の 事 なれば、 近國 

近邑 より 是を窺 はん 事 を 恐れ、 木 阿 彌が幸 ひ 順慶と 容貌 年齢 相似る を 以て、 暫の內 は 木 阿彌を 順慶に 

して、 近隣の 聞え を 防ぎぬ、 然れ共 始終 は相遂 がた き 事故、 後に は 元の 木 阿彌に 成たり、 今 も 世の 鄙 

言に もとのもくあみと 云 は 此の 出 所な りと、 

〇 北 條氏綱 病 者 を 憐む事 

北 條氏綱 豆 州に 攻 入る 時、 或 里の 家每 に、 二人 三人 病臥た る 者 有り、 其の 故 を 問 ふに、 此の 邊に 疫痢 流 

行して、 皆々 如是に 候、 適々 此の 難を遁 たる 者 計、 忿亂を 避て 立 退 候、 我々 は 敵の 手に 死る 敷、 病難に 

死る 歟、 何れに 難遁 命に 候と 申す、 氏 綱 是を憐 みて、 其の 邊を 侵さす、 藥を與 へ 食 を 施しければ、 民大 

に悅 びて、 是 より 衆人 氏 綱に 懷 きて、 伊豆 國忽に 手に入り、 無 幾程 關八を 從られ しと、 ぞ、 

〇賴 政 塚の 事 

下總國 古河に、 源 三位 賴 政の 嫁 在り、 今 は 古河 城內と 成りて、 其の 所 を 頼 政 曲 輪と 云へ り、 古き 物語に 
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頼 政 平等 院 にて 自害の 時、 渡 邊黨の 丁 七唱を 呼で、 我が 白骨 を 持て、 諸國を 修行すべし、 吾 止ら むと ョ 5 

ふ處 にて、 奇特 有べ しとな り、 丁 七 命の 如くして、 古河に 來り、 白骨な おろし 休ん て投ん とする に、 揚 

らす、 拉は 此の所に 止らん とに こそと、 則 そこに 埋み、 我 も 傍に 菴居 せりと、 其の 鉦 鼓 撞木 等 今に 在り 

と 云、 

按 るに、 此の 說不 霧、 賴政 末期に、 丁 七唱に 命じて * 關 東の 源氏 を 催した るなる べし、 其の後 丁-」. H 

の 所に 塚 を 築き 住け るな らん、 又續 太平 記に、 頼 政 死去の 後に、 郎等 下 河邊藤 一二郎 出家して、 往て舊 

蹟を訪 ふに、 夢の 吿 有て、 彼の 遣 骨 を 持て 諸國 をめ ぐるに、 三年の 後 五月に、 下總 古河に 至て 埋之云 

タ， 

〇 武田信 玄鳩を 殺す 事 

武 田信玄 信州發 向の 時、 鴻 一 羽、 庭 樹に來 る を、 衆 見 之て 悅ぶ色 有り、 信 玄其故 を 被 問、 衆 答て 是迄も 

様々 見る に、 鴻 樹上に 来る 時、 其の 軍犬 利を不 得と 云 ふ 事な し、 吉例た る 故に、 各 勇み 候と 申す、 ロ玄 

聞き も敢 す、 其 儘 鳥銨を 取て、 自ら 其 鳩 を 打 落し、 衆の 惑 を 解る、 是は 此の 後 出陣の 時、 場 もし 不來ば 

衆に 勇な からん 事み」 思量せられ しと ぞ、 

〇 上 杉 謙 信 神 保 二宮 を 討つ 事 

上 杉 謙 信 二の 宫と云 者 をして、 越後 越 中の 邊塞を 令守處 に、 越 中の 神 保 謀叛して、 二の 宫も是 に 內應す 

謙 信， £C て 不知 之、 越 中へ 働 人ら る， 時、 神 保 二宮 謀 を 合せ、 一 陣ニ陣 を やり 過して、 挺 兵 三千、 謙 信の 

旗本へ 突き 蒐る、 不意の 事 なれば、 旗本の 士卒 周章す る處 を、 謙 信 少しも 不騷、 釆配 採て 猛威 を 震 ひ、 

士卒 を勵 し、 神 保 二宮 を 手痛く 當て、 無二無三に 駔亂 さるれば、 一陣 は 遊軍と 成り、 ニ陣 後備と 成り、 

神 保 二宮 散々 に 敗して、 塞に 入處 を、 附入 にして 即時に 攻 落されたり、 孫子に 常 山の 蛇、 中を擊 ば、 首 

尾 共に 至と 云 もの 成べ し、 或 人 曰、 君に 向て 弓 を 引く 軍 大方 は 堅から す、 其の 士卒た る もの も、 時に 迫 
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りて 據 なく 主命に 應す どい へど も、 義は 素より 人の 本質な り、 仍て衆 皆 味方の 非 義に愧 る 心 有り、 是迎 

敗 形な り、 然れ共 是を征 する に、 寬々 を 以てし、 又は 柔弱たら ば、 其の 間に は 渠か兵 整 ふべ し、 疑の 心 

未た 止ざる 內に强 く、 當 つれば、 思 ひの 外に もろき 物な り、 庸將の 上 だに 如此、 況て 名に 負 ふ 謙 信の 勇 

悍 奮迅 は、 諸人の 恐怖す る處 なれば、 神 保 一 一宮の 兵 は 不意 を 打ながら も心虚 なり、 上 杉の 兵 は 精鋭なる 

上に、 敵の 叛逆 を惡 むの 怒氣を 加る 故に 彌强 し、 仍て虚 は彌虚 にして、 實 は益實 なる、 敵 味方の 機 を 謙 

信 量 知りて、 短兵急に 擊て、 何の 手 もな く 利 を 得られたり、 强み 一 偏の 事に 非す、， 明智 光秀が 信 長を弑 

逆せ し を、 秀吉 I 朝に 亡され し を、 希世の 沙汰に 申せ 共、 是は 秀吉に 限らす 誰 にても 義を唱 へて 急を擊 

ば 必す可 勝の 軍な りと、 明智 が家來 ながらへ て 後日に、 人に 語りし とか や、 是 右に 記す 或 人の 說と 同じ 

き歟、 

〇 信 長 公 松 永久 秀を勵 まされし 事 

松 永 彈正少 弼久秀 は、 三 好 長慶に 仕へ て 右筆たり、 經 上りて 長臣と 成る、 信 長久 秀と 善し、 或 時 信 長久 

秀に對 して、 御邊は 智勇の 士也、 恨ら くば 一 の疵 有りと、 久秀 其の 所以 を 問 ふ、 信長不 云、 久秀頻 に 問 

ふ、 さらば 無人 所に て 云ん とて、 潜なる 所へ 呼よ せて、 御邊 大身に 成る 道に 暗し となり、 是 より 久秀異 

心 を 生じて、 竟に三 好 家を滅 せし と 云 ふ、 

〇 班 鳩 平 次の 事 

謙 信の 士に班 鳩 平 次と 云 者 浪人して、 諸國 をめ. ぐり、 加藤淸 正の 家臣 庄林隼 人が 所に 來る、 淸正 其の 武 

功 を 聞 及て、 鈎 引 せらる、 隼 人 云ふ當 家に 仕 へられん や、 平 次 云 ふ、 我 願ふ處 なり、 隼 人 云 ふ、 祿の望 は 

奈何、 平 次 云 ふ、 僅の 俸 米に て 足る、 隼 人 思 ふ は 渠は上 杉 家に て 1 一千 石餘の 身上と Mr は、 今の 言葉 誠し 

がらすと、 强て祿 の 望 を 問 ふ、 其の 時 平 次 云、 謙； I ほ 家に て 功勞を 積で 取た る祿 を、 當 家に 来て 未だ 何の 

功 もな きに、 舊祿を てら ひて 貪る 事 は、 謙 信 家 杯に は 曾て 聞ざる 事に 候、 先 無 足に て 被 召 出、 此の 後戳 
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場の 首尾 を 合せ 候 は >、 一 度の 鎗を五 百 宛に 定られ て 被 下べ し、 是猥に 賜 ふに 非す、 徒らに 受 るに 非す 

追 首な ど は 勿論 其數に 入べ からすと 申せば、 面白き 望な りと て、 其の 願 ひに 住せら る、 朝洋の 陣中 こ、 

衆に おんで たる 事 七 度 有りて、 三千 五百石に 取 上たり、 平 次 若き 人々 に噺 ける は、 武士の 動に、 い 得有ク 

譬ば此 に 寄て 譽を 取り 立身し、 榮を 子孫に 遣さん との 心ば せに て は、 勝れた る 働 は 成ざる ものな り、 ， 

場に 臨まば、 爱を 死地と 究て、 身を不 顧と き は、 自然に 功 を 得る、 少 にても 存亡の 思慮 有て ま、 手後れ 

こて 人に 先 を せらる  >-ぞ と 示しけ ると かや、 

〇 加 藤 淸正臣 森 本 儀 太夫 述懷の 事 

カ藤淸 正の 軍 將吉村 又 市、 釜 山 浦に 於て 朝鮮人と 戰ひ、 日 旣に暮 に 及ぶ、 淸正 人數を 早く 引揚 すん ば危 

力らん、 誰 を 力 可 遣と、 其の 邊を 見廻さる、 に、 庄林隼 人が 遙 脇に 在りし を 呼 かけて、 是を申 はる、 隼 

人 承て 釆配を 取て、 兩陣の 間に 乘入、 難なく 衆 を 引揚歸 る、 此の 時 森 本 儀 太夫 淸 正の 傍に 在け るが、 淚 

を して 怒れる 色 有り、 淸正怪 みて 所存 を 被 間、 森 本 云 ふ、 君の 臣を 見る 事 注 林 C しかす、 是 武士の. 心 

辱に 候 庄 利と 臣と 同じく 君に 從て、 白 双 を 踏む 事、 庄 林に 不劣、 是 君の 御 眼前の 事な り、 然るに 臣君 

の 傍に 在る を 差 置れ、 遙 脇に 罷在庄 林 を 召て、 命ぜら る、 事、 此の 年頃 も斯 こそ 優劣 を 分られけ め、 S 

愚 味に して 是迄 不知 候 段 不覺の 至りに 候と 申ければ、 淸正 笑て さに は 非す、 汝等は ひとしく 我 か 咬 肱 耳 

目な り され 共 其の 用る 處は 其の 器に 隨 ふなり、 今 汝を遣 はさば、 必す 敵に 紐 合せて カ戰 すヾし、 是勇 

敢の 過て 軍 を そこな ふなり、 庄林は 今 見よ、 難なく 軍 を 引 揚て録 りなん、 若し 强敵 堅陣の 勇 を 不用して 

^ひ 難き をば 汝に 命ぜん、 是又餘 人 は 及べから す、 是汝が 長す る處 なりと 宥められけ れズ、 森 本 是こ肢 

^ 是淸 正の 森 本を滕 さるに 非す、 淸正士 を 用る の I 代の 心 法 成るべし、 

〇 同 臣坂川 忠兵衛 自ら 入札す る 事 

淸正母 衣の 者 二十 人 を撰定 ぬん とて、 諸 土に 命じて 入札 を させら る、 則 莒を廣 間に 出し 置き、 銘々 存寄 
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の 札 を 入る 處に、 坂 川 忠兵衞 は、 自ら 姓名 を 記して 入 置たり、 淸正 夫々 の 札 を 披見し、 坂 川が 自分の 名 

を 入た る 所以 を 被 問、 坂 川 云く 餘 人の 心 知る ベから す 候， 旣に臣 が 父御 眼前に て 二三 度 鎗も仕 候へ 共、 

明日の 首尾 は 難 測 候、 凡そ 生 ある もの 父子より 親き はなし、 其の 父子 すら、 互に 心底 は 存ぜす 候、 矧ゃ 

伦 人の 可 否 に 於て を や、 誰 を 指て 入札 可 仕 や、 倩ら 考 候に 吾 能く 知て 候、 母 衣 を 被預候 共、 名 を 辱る ほ 

どの 事 は、 不可 有 候、 依て 自身 を 申 上 候と 答ければ、 淸正汝 が 云ふ處 尋常に 非す とて、 則 一 倍の 加增を 

あたへ、 六 百 石に して 母 衣 を 被 許、 

〇 旅 儈小田 原の 制札 を 難す る 事 

北條氏 政の 時分、 六十 有餘 G 遍參 僧、 相 州 小 田 原驛を 通り、 制札 を 見て 嘆息し、 北 條家も 末に 成たり、 

亡 瑞顯れ ぬと 云へ る を、 所の 者 聞 咎めて、 町奉行に 吿之、 町奉行 彼 僧 を 招て、 爾々 の 旨 を 被 申し 由 承る 

制札の 面に 非理の 事 候 や、 其の 所以 を 包ます 被 申よ と 問 ふ、 儈の 云く、 制札に 非理の 事 は 見え 侍らす、 

而 るに 老納 が斯く 申し、 所以 は、 我 三十 年 以前、 此の 地 を 過 候 時 は 制札の 箇條 五ケ 條 程と 覺ぇ 候、 然る 

に 今日 見 候へば、 三十 ケ倏に 及べり、 國君威 有りて、 士民 服す る 時 は 法令 簡少 にして 能く 治り、 國君威 

衰へ民 不服 時 は、 法度の 箇條 年々 に 重り 政令 琪 細に 成る 故に 士民彌 服せ す、 國君を 怨み 議る、 如此士 5^ 

の 心 離れぬ る 時 は、 其の 君た る 人 誰と 共に 國を 治めん や、 我是を 以て 亡 瑞顯れ たりと 申し なり、 人の 

非 を 正さん よりも 自ら 省み 自ら 戒玉は > 昔の 世 盛に 還るべし と 云 ふ、 町奉行 殆ど 感じて 具に 是を 書留め 

向後の 挂 Q 一助に せりと 云々、 

。媪女 盗難 を 避け 得し 事 

人皇 百 一 代 正 親 町院の 御宇、 王烕 日に 衰へ、 武欉 月々 に 失せて、 諸侯 各國々 に はびこり、 肆に逆 威 を Iniil 

しう して、 隣國 を併領 せん 事 を 欲する の 外 佗 事な し、 諸侯す ら斯 く大盜 をな す、 增て 況ゃ國 中の 盗人 を 

や、 時 を 得て 我 も と 强盜切 取を專 とし、 就中 美 濃 尾 張の 間 殊に 甚し、 是 あながち 剽 殺 を 事と し、 財 
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を 貪る のみに あらす、 是が爲 に 剛柔を 試む と 云 ふ 風俗 なれば、 士 たる 者 も 其の 黨を 結んで、 憚處 なく 是 

を 業と す、 去れ 共 流石に 性 善の 本然 を顯 したる 事 有 か、 或 草屋の 內を盜 賊來て 窺 ふに、 一 婢の粥 を 煮る 

有り、 其の 粥の 熟した る や を 試る に是を 食ん とせす、 箸に て 粥 を はさみ、 釜の 蓋に 置て 指 を 以て 是を押 

し、 いまだ 熟せざる と 云て 又 煮 之、 盗賊 物の 隙より 窺て、 人 もな き 所に て、 かく 食禮 の亂れ ざる を 感じ 

我が 强盜の 業を是 にた くらべ 愧て、 其の 家 を 侵さす 去し となん、 又 一 廬に盜 の 窺 ふ 有り、 竊に 内の 體を 

聞に、 媼 女の 聲 にて 今宵 は 雨 荒く 風 烈し、 盜賊ゃ 有なん、 汝等 いざと くして 怠る 事な かれ、 鎗の雜 を は 

づし、 弓に 弦 かけよ、 此の 鏑は能 通る ぞ とて、 物 を 投る音 有り、 透 間より 見れば 緒 を 張る 具な り、 廬中 

をう か  >  ふに、 媼 女と 婢 女と 一 一人の 外 は、 寂と して 人な し、 盜等 其の 勇氣に 愛でけ るに ゃ不侵 之して 愛 

を 去る、 

〇 黑田 孝高豐 前の 巨 豪 紀伊を 斬る 事 

黑田官 兵 衛孝高 (後號 如 水) へ、 秀吉 公より 豐前を 賜 ふ、 此の 時分 は 伐 取と 號 して、 國 中に 不服 敵 有 4.- ば 

錚先を 以て 切從 へ、 其の 國を領 する 事 を 被 許 事 有り、 豐前も 其の 格な り、 然るに 豐 前の 紀 伊の 谷 は tfte 

の 地に して、 其の 地の 巨豪紀 伊と 云 もの 孝 高と 屢戰 て、 孝 高 を 入 立す、 度々 勝 欺 有り、 其の後 和平 成て 

緣を 結べ 共、 紀伊敢 て 出来ら す、 三年 を經 て、 今 は 別儀 非 じと、 孝 高の 城に 来る、 孝高饗 之、 吉田 六^ 

太夫 酌 を 取り、 森 太兵衞 (後 號但 馬) は 看の 役に 定む、 此の 二人 は 度度の 功 有る 勇士 なれば、 紀伊か 1^ を 

取ん 時、 是を 斬れとの 用意な り、 拔紀 伊座に 着て、 一 禮 畢て盃 出る、 孝高紀 伊に 勸之、 紀伊辭 す、 孝 高 

盃を取 揚て紀 伊に さす、 紀 伊頭 を 下 ゆす、 刀 を 指ながら 居な りに 取て 戴く、 其の 勢 ひに 吞れ ける 歟、 吉 

田が もじ/、 とする 體を 見て、 孝 高 森に 聲を 懸け 御 看 をと 云 ふ詞の 下より、 森 は 次の間に 刀 を 拔き走 出 

で 斬 付し が 斬 損じたり、 紀伊 心得たり とて 刀を拔 合す を、 孝 高 其の 間へ 飛 人て 紀 伊が 首 を 半 かけて 一 刀 

に 斬 伊す、 古田と 森 は 聞え たる 切士 成る が、 如何した りけん、 紀 5： が 勇に 後れて 切 損じぬ る を、 孝高是 


を、 仕留 たり、 去れ 共 日頃の 功士 なれば、 孝 高 此の 兩人 を捨 す、 紀 伊が 從者 夫々 に手當 して、 各 討留け 

ると ぞ、 

〇 下 津權內 岩 成 主稅を 討つ 事  ， 

長 岡 兵 部 太輔藤 孝の 家 來下津 權內之 介 は、 數 度の 譽れ 有る 大 剛の者な り、 元 龜四癸 酉年 七月 一 一十 八日、 

信 長 城 州 淀の 城 を 攻らる 、に、 戌 將岩成 主 稅介は 大力の 豪 雄な り、 岩 成 討て 出た る處 を、 下津見 之、 走 

寄て 戰ひ、 橋の 上に て 組と 等しく 橋の 下に 落たり、 下 津は河 內の素 生に て 究竟の 水練、 岩 成 は 水 を 得 ざ 

りければ、 水中に て 岩 成 を 突 放して は 息をつき、 一 刀 指て は 突 放し、 三 刀 指て 首 を 取、 馳歸て 藤 孝に 是 

を捧 ぐ、 急き 信 長へ 可獻 とて、 其の 首 を 江 州 高 橋に 持參 す、 無比 類 働な りと て、 感狀幷 に 百 金 を 賜 ふ、 

彼 岩 成 常に 云る は、 敵と 勝負 を 決せん に 無下に は 死 じ、 若し 刀 鎗の不 叶 場なら ば嚼 付ん と 云け るが、 此 

の 時下 津が 右の 小指 を 根本より 嚙 切ぬ とぞ、 下 津は靑 品 枝の 指 物な り、 下 津が靑 品 枝と て、 其の 頃 名高 

かりし とぞ、 

〇 出口が 妻の 事 

小 松の 城主 丹 羽 長 重の 軍將江 ロ三郞 右衛門が 從 者に 出口と 云 ふ 者 有り、 度々 手柄 を顯 せど も、 生 質 我 

儘 者に て、 人是を 不用、 、江 口より 祿 二百 石與へ 置たり しが、 關原 合戰の 前、 金 澤の前 田 利 長大 兵 を 以て 

山 ロ玄蕃 允が 籠りた る 大聖 寺の 城を攻 落して 引取ん とする 時、 丹 羽 長 重 其の 跡 を 付 慕 ふ、 出口 眞 先に 進 

で、 首 を 取 たれ 共、 出口 は 六十 有 餘の老 武者 なれば、 流石に 刀 疲れ 息 あへ ぎて、 暫く 休みけ る處 に、 誰 

共 不知 十四 五 人走來 て、 其の 首 を 奪 ひ 去る、 出口 犬に 怒れ ども、 訟方 なく、 茫然た る處 に、 出口が 妻、 

斑白の 髮を 頭上に 結 あゆ、 自ら 織 たる 麻衣 を 着し、 腰に 短刀 を 指し、 片手に 酒 瓢を携 で、 江 口が 陣 所の 

方へ 行み 一見 付て、 敵中 を 通り、 女の 身と して 是迄來 る事淺 からぬ 志 哉、 手に 提 たる は 定て我 好物の 酒 成 

べし、 我に 飮 せんとの 事な らん、 去らば 一 盃 酌て 咽 をうる ほし、 又 首 を 取らん と 心に 悅て妻 を さし 招き 
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出口 は 爱に在 ぞと呼 はれ 共、 見向 もせす 行 過る、 其の 邊に在 合 傍輩 共、 是を 知せ ける に、 彼の 老婦 云る 

は、 あれ は 我 夫に て 候、 殿 は 山上に こそ まします らめ、 よし 首 一 つ 計 取たり とて、 畫寢 して 居る 者に 飮 

する 酒 はなく 候、 和 殿原 も 命 の 働して、 手柄し 玉へ と 云 ひ 捨て、 淺 井山に ょぢ 上り、 酒 迎に參 りたり 

夫々 申つ がせ 玉へ と 云ば、 、江 ロも悅 びて 南部 武 右衛門と 云ふ剛 士と兩 人して、 一瓢の 酒 をた べ盡 しける 

出口 は 妻に 恥 しめられて、 いざ 去らば と、 また 敵中に^ 人、 首 一 つ 取て 手に 提ゅ、 淺 井山に 登って、 ji 

是 はいかに と 云へば、 妻 打 笑 ひ、 其の 首 は 和 主の 高名に あらす、 此の 酒 こそ 取 たれと 明た る 瓢を打 傾け 

て 見せければ、 出口 は 此の 古 婆に たぶらかされて、 あだ 骨折つ る 事よ と悔 む、 、江 口 も 南部 も 大に是 を 興 

ぜ しとな り、 
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翁 草 卷之 三十 

諸 錄拔萃 

〇 北 條氏康 息 氏 政に 敎訓の 事 

北條 氏康隱 居し、 子息 氏 政に 國中を 任せ 試ら る、 或 時 氏康氏 政に 謂て 曰く、 箕裘 を糰の 後、 何 を 歟樂と 

せらる、 やと、 氏 政 云く、 吏 士の能 否 を 撰て 樂 候と 答ら る、 氏康 云く、 最も 善し、 是主將 の 常と する 處 

殊に 今戰國 なり、 曰 頃に 士民を 愛惠せ ざれば、 他 邦に 趨て 明主 良 將に屬 す、 是 故に 士 民の 事 は、 家の 長 

臣 にも 任せす、 自ら 成す も のぞ、 富貴の 家に 生れ、 飽暖の 中に ひととなりて、 下情に 疎ければ、 功 を 積 

む共擧 けす、 勞をも 賞せ す、 仍て人 常に 恨を懷 く、 恨 をいだ けば、 變に 臨て 俄にせ 旨 を 加 ふる 共、 是盧. 

情と 成て、 豈服 せんや、 故に 平素に 寸 功一 勞をも {t5s^ する 事 勿れ、 是を 調義と 云て 嫌 ふ は 犬なる 誤な り 

此の 心 を 須臾 も 忘る ベ からすと 敎 論せられ しと ぞ、 

〇武 田 信玄撫 民の 事 

武 S 信 玄は敵 を 挫く 術に 長 じたる のみに 非す、 治國 安民の 事 も 隨て賢 こかり き、 譬ば他 國を伐 取ても、 

其の 地み 一 將士の 知行に 與 ふる 事な く、 甲 信の 內に 於て 民 も ありつき、 地 も 肥た る 所 を、 新地 加增 にあた 

へ、 新に 得た る郡邑 は、 青地 助 兵 衞小堀 伊勢 兩人を 郡 代と し、 賦稅を ゆるく し、 撫 民の 事を專 にせら る 

故に、 餘國に は 一 投. を 企 つれ 共、 信玄 一 世の 間 は、 手に 人た る國 民の、 再び 叛 きたる はなし、 主將た 

る 人 爱に心 を 用 ふべ し、 

〇 信玄謙 信の 評の 事 

I   ョ 一 九 
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老功の 士の 曰、 高坂彈 正、 信 玄を譽 て、 古今 稀なる 名將の 如く 書たり、 今武田 流の 軍法 を說く 者、 偏 3- 

頑 習して、 楠； 止 成に も 優れり と 思へ り、 是天地 懸隔 同日の 論に は 有べ からす、 楠 十の 尊 氏に 亡され たる 

は、 上に 暗君 まし/、 て、 絶倫の 忠義、 希世の 良策 もい たづら に 成し 故な り、 更に 比 il する 人傑に 非す 

もし 信玄 をして、 楠 子の 代に 遇 はしめば、 必す尊 氏 を 欺く 逆臣た らん、 甚敷時 は、 弑篡の 志を逞 うすべ 

し、 如何と なれば、 ァ、 倫自 物の 父子の 問す ら寇 響の 如し、 況ゃ 暗君に 仕へ て、 など 節操 を 立ん や、 逆 意 

鏡に 懸て 見る 如し、 信 玄子義 信 も 親の 兇惡に 傚て、 信玄を 害せん とす、 父子 醜名 を相續 いて 後 £ 比に 遣 さ 

れ たり、 楠： ナ數 代の 烈忠 に比べ 見るべし、 豈 懸隔す るに 非す や、 去れ 共 是は志 を 論じて、 軍 を 論す るに 

非す と 見る 人 も 有べき ながら、 羸 輪の 根本、 全く 爱 にか、 れり、 孫子 將の德 を 論す るに、 智仁勇 厳と 云 

へり、 楠 子 は不患 不惑 不 恐の 生 質の 美 有りて、 勉て行 ひ 勉て擧 び、 恥 を 知る 智仁 勇に 協 ふ 人な り、 事に 

臨で 信 有り、 兵 を 用る に嚴 なり、 治世の 輔弼 亂 世の 將帥、 和 朝に 於て 古今 誰 歟是に 並ばん、 信 玄は智 有 

れ 共邪智 なり、 故に 武威に 懼れ て脅從 すれ 共、 實に 服す るに 非す、 もし 楠 をして 對 せしめば、 奚ぞ人 信 

玄に服 せんや、 信 玄は嚴 勇 有て た 信な し、 たと へば 項と 劉との 如し、 項 王の 嚴勇 は、 沛 公に 勝れ 共、 沛 

公の； J 信 を 以て、 項 王 塚 下の 欺 敵 有り、 いかに 況ゃ 楠と 信玄を や、 嚴勇は 勝 劣 有べ から ざれ 共、 伫信は 

楠に 有て 信 玄には 更にな し、 是 比倫せ ざるの 分曉 なり、 楠に 靈魂 有て、 此の 說を閜 かば、 恐らく は 地中 

に 恨 有らん、 古 分 勝負の 意を說 くにへ 德は才 に 勝、 材は 力に 勝と 云へ り、 信 玄材カ 有と も德 有事 を不聞 

また 同じ 時代 を 以て、 評せん に、 弓矢 は 謙 信に 取 勝りたり と 云 ふ もの 囂々 たり、 其の 所以 は 武田上 杉の 

相 爭ふ處 の 信 濃 全 州、 信玄の 手に入 を證 とす、 是ー 槪の說 にて 信じが たし、 信 玄は信 濃 を 伐 取ら、 されば 

他 國へ働 事 不能、 是 故に 信 濃 を 取る 事を專 用に す、 謙 信に はさに あらす、 一 且村 上に 頼れて、 信 州へ 働 

くと いへ ども、 左程 信 州を耍 とせす、 其の上 越後 は雪國 故、 渐 く中舂 より 晩秋 迄の 間に、 信 州へ 兵 を 出 

す 事、 一 ケ 年に 一 度 程な り、 信 玄は隣 國と云 ひ、 殊に 信 州 を 望む 故に、 寒天の 折 も、 攻戰止 時な く、 一 
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年に 幾度と 云 事な く、 兵 を すに^ り、 信 州の 士 越後に 不從 して、 甲 州に 從ふ事 は、 戰の强 弱に は 非す し 

て 勢 ひに 寄な り、 川 中島の 合戰も 信玄は 海津の 、を 築て、 主將 ない 謙 信 は出嶺 み-越て 客戰 なり、 たと へ 

勝ても 永 逗留 は 成ざる 處 なり、 然れ共 一 一の 合 戰に謙 信の 兵 荒 手に. 擊負 たる 事は然 り、 其の 節 越後 兵の 鬪 

死 雜兵合 三千 餘、 但名 有る 士の 討れ たる は 少し、 ，中州 方の 討 g〉-Q 數は、 高 坂 忌みて 甲 陽 軍艦に 不擧 之と 

云へ ども、 其の 實を 聞けば、 凡そ 鬪死六 七 千に 及り と 云々、 いか 樣左も 有なん、 此の 戰に信 玄謙言 こ 

創 を 蒙り、 典 一 跌諸角 山 本 等、 大將 分の 討死 多き を 以て 見るべし、 叉 此の 戰に 謙： He 和 田 喜兵衛 一人 連て 敗 

せられた ると 云 も虚說 なり、 謙 信 親 軍隨兵 五十 騎計 にて 引取、 善 光寺に 陣を 張る 事 三日、 而 して 越後へ 被 

歸 たり、 然ら すん ば、 假 令甘糟 鬼神な. C 共、 一千に 足らぬ 人數 にて、 技くべき 味方な く、 可 防塞 もな き 

に、 野陣を 張て、 三日 逗留 せらるべき や、 信玄又 其の儘に 差 置べき や、 爱を 以て 川 中島の 軍、 謙 信の 負 

軍に 非す 午 角 成る 事必 せり、 是 信越 雨 州の 古老の 士の 語り 傳 へたる 趣な り、 右に 記す る處 は、 さしもの 

信 玄を誹 誇す るに 似たり と雖 も、 さに 非す、 其の 代に 於て 毛 利 元 就、 北 條氏康 、武田 信玄、 上 杉 謙 信 を 四 

將と 呼で、 世に 恐 賞す る 良 豪な り、 去れ 共 高 坂が 稱譽 は、 實に 過て 世 を 欺 罔す る說 多ければ、 其の 疑惑 

を 解む 爲に是 を 評する のみな り、 又信玄 自ら 謙 信 を 護て 分^薄し とす、 ^れ共 信玄を 以て 分^ 篤し と は 

云べ からす、 是 己が 長す る處を 以て 人の 短き に 比して、 互に 誹謗す る は、 唯 眼前の 寸理 にて、 最も 小 細 

の 論な り、 凡そ 分 刖の篤 薄 を 評せば、 生 の 規矩 を 以て 評すべし 债、 信玄の 生涯 を 見る に、 若う して 父 

の國 を押領 し、 讒を 不正して 嫡子 義信を 殺し、 敲將の 降服 を 偽て 斬 戮し、 其の 女の 容色に 惑て 是を 妾と 

して、 其の 腹に 隊賴を 出生し、 是に總 領を預 らしめ て、 萬 代の 名字 を 亡す、 又 長 坂 跡 部が 佞 を 不知、 其 

の 外の 事 は 枚 攀に不 及 右の 條々 豈 人道た らん や、 又分刖 篤し と 云ん や、 殊に 危き は、 敵の 女 を 妾と する 

事不敲 とやい はん、 畢竟 賴 茂の 女の 懦な るが 信玄の 幸の み、 山 本が 智 其の 不義 を 不知に 非す、 不諫之 は 

翻； H の甚 なり、 然る を 高 坂、 山 本 を 賢者と 云 ひ、 信玄を 明主と する は 何の 謂ぞ や、 信玄 誠に 明主たら ぱ 

一一 1111  . 
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姦邪 愎戾を 以てせす、 寛大の 和 術 を 被 用ば、 干戈の 勞に增 るべ し、 又 山本智 あらば、 降 參の賴 茂を不 殺 

して、 諷訪の 諸 士を懷 る 術 は 容易 かるべし、 さ 有 時 は 頼 茂の 女 を 愛せられん にも、 寇 SI の 患な からん に 

斯る業 は 返す く 不{岙 なり、 され 共、 名に お ふ信玄 なれば、 加 程 事 を 過 まらる べきに 非す、 定て 其の 時 

勢に 不得己 事 有しと 見えたり、 後世に 凡の 人の 思 ふに は、 信玄は 良將謙 信は强 將と覺 ねれ 共、 結句 謙 信 

は强 きのみに 非す、 義者 なり、 信 濃の 軍 は 村 上に 賴 まれし 故な り、 關 東の 軍 は 上 杉に 應 する なれば、 全 

くの 貪戰に 非す、 北 國の軍 は 其の 父 爲景の 仇 を 報す るの 義戰 なり、 謙 信 生涯の 內に、 格別の 非義 有事に 

不聞、 信玄の 生涯に 軍 利より 外に 揚て云 はん 美な し、 而 るを豈 良の 名 有ん や、 畢竟 を 云ば、 信 玄は軍 上 

手と 可稱 人な らん かしと 老人の 語れる も宜 なる 哉、 

〇 拔討 手柄の 評の 事 

度々 拔 討の 手柄 ある 士 有り (姓名 を 失) 若士 其の 心得 を 問 ふ、 答 云、 總 じて 仕 物の 類 は 尤も 勇に 寄と 云へ 

共、 一は 心得 有事な り、 相手に 拔せ すに 切ん と 思 ふ は 早まりな り、 夫に て は 多 は 仕 損する 物に 候、 又 第 

一 は 後より 斬らぬ ものな り、 是は 弱み 強みの 事に は 非す、 寄って 人 を 斬る に 聲を掛 ざれば だまし 討に 成 

故、 是非共 聲を掛 る、 其の 時 心得た る 者 は、 前へ  一 二 間 も 飛の きて 歸り さまに 拔 合する 時 は、 先太 刀 も 

打 得す 都て 氣を 奪れ て 仕 損する 物な り、 前より 切る は强み 計に 非す、 利 方 〔且 し、 其の 者 後 飛 は 成らぬ 者 

なれば、 互に 立 向て 御意、 ぞと 云て、 刀の 柄に 手を懸 る、 是先 太刀な り、 渠 心得たり とて、 刀の 柄に 手 を 

かくる とき、 我 は半拔 く、 渠半拔 く 時、 我皆拔 く、 渠皆拔 く 時 我切懸 る、 是 先太 刀を拔 さぬ 理 なり、 若 

斯心を 靜て仕 損する 事 は 無き 物な りと 語る、  . 

〇 初鹿傳 右衛門 指 物の 事 

甲 州の 初鹿傳 右衛門 は 加 藤 駿河守 末子な り、 信 玄家士 十二 人の 使 番の內 なり、 此の 使 番の指 物 は、 各 白 

の 四 半に 黑き 馬！ M を 書たり、 此の it 右衛門が 指 物に は 馬^な し、 信玄是 を咎ら る、 に、 初 鹿 云く、 人並 


に 馬^ を 付 候へば、 武者 振餘 人に 紛れ 候 故、 某 は 指 物の^に 一寸 馬 ほを附 候、 曾て 法 を 破る によ 候ます 

と 申せば、 信玄笑 はれし と 云り、 又永祿 十二 年已已 十月、 信 玄小田 原 城へ 發 向の 時、 傳 右衛門 具足 羽織 

に、 香車の 二字 を 書く、 信玄指 出た る 事 をす る 奴 哉と 被 申しが、 折節 小 田 原 酒 勾の 川 水增て g がヒ りし 

に、 切 鹿 生年 二十 五歲、 眞 先に 瀨蹈 して、 總勢 難なく 川 を 渡る、 或士初 鹿に 問て 曰、 香車ならば再び^^ 

へ歸ら ざる やと、 其の 時傳 右衛門 羽 II を 裏返し 見せければ、 裏に 金と 云 字を附 置たり とぞ、 

〇 丹 羽 長 秀の事 

丹お 五郎左衛門 長秀 は、 信 長の 老臣たり、 若 狹ー國 幷に江 州の 內滋賀 高島兩 都を領 す、 居 域 は 若 州靑井 

なり、 信 長 公生 害の 後、 秀 吉に屬 す、 天 正 十 一 年 癸未 四月 一 一十 四日、 柴田勝 家 滅亡の 後 ま、 著 一 國こ 

加 賀の內 1 一郡 加へ て、 七十 萬石餘 の領坳 を秀吉 より 賜 はり、 越 前 北の 庄の 城に 居す、 同 十三 年 四月 長-な 

卒す 子息 五郎左衛門 長 重相續 する 慮に 越 中 富 山城 主 佐々 內藏介 成 政と 一 味して、 秀吉 へ 逆、 い 有よ し！." 

顯 して 越 前 を 被 召 上、 加州 松 任へ 五 萬 石に 成て 移る、 其の後 五 萬石增 地、 十 萬 石に て 同 國小松 城 を 賜と 

云々、 但關ケ 原 以後の 事 は 諸錄に 戴に 仍り略 之、 

〇 森 蘭 丸 幷に明 智の士 安田 作 兵 衞の事 

森 藺丸は 森 三 右衛門 可成 一 一男 勝藏長 一 が 弟に て 信 長の 小姓な り、 生 直にして 韶鍩 事な く、 其の 志 曰 ぽも忠 

烈 なり、 或 時 信 長 公 厠へ 行 給 ふに、 蘭 丸腰 物 を 持て、 遷從 す、 傍に 控 居る 時、 其の 腰 物の 刻 鞘なる を、 

あの 數を算 へ 居たり、 信 長 公 密に是 を 見 給 ひ、 少程經 て 後、 御 側に て 夜話の 折から、 此の 鞘の 刻の 數を 

翁 一 云當 たる もの 有ば、 是を賜 はんと {1 且ふ、 面々 其の 數を 色々 に 申 上る 中に、 蘭 丸 は默^ として 是を不 云、 

信 長 是を問 玉 ふに、 某 は 兼て 存 候と 申す、 信 長 公 其の 廉直 を 感じ 玉 ひ、 則 腰 物を藺 丸に 賜 ふとな り、 明 

智光禿 叛逆 も 蘭 丸 は 未然に 知 之て、 光秀 本能 寺 を 襲 ふ 時、 敲は誰 ぞと各 周 意す る 中に、 蘭丸獨 ま明智 

草- なる、、 〈 L と 申し ュと なわ、 拉 本能 寺 を 十重二十重に 圍て、 昇 重 門より 亂入 する 處に、 艮 公ば、 白 綾の 
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單衣を 召れ、 弓矢 を 自ら 携へ玉 ひ、 爱に來 る 者 は、 明智 光秀が 從敷、 無道に 與 する 奴 原、 一 々射殺ん と 

大 音に 怒り 玉へば、 流石 其の 勢 ひに. 1 易して、 門外に 猶豫 する 中に、 安田 作 兵 衞と名 乘て鎗 を 捻て 突宽 

る、 信 長 矢 を 放 玉へば、 安田が 肘に 中れ. 共、 淺創 なれば 屑と せす、 信 長 公 を 刺ん とす、. 信 長 障子 を檔と 

さし 入 玉 ふ を、 安田 透 さす 障子 越に 刺す、 手 ごた へしければ、 安田 得たり やと 障子 を 押 明る 處を、 森 蘭 

丸十 文字の 鎗 にて 安田 を橡 先の 溝へ 懸け 落し、 續て 突く 鎗、 安^が 胶の 間男 根 を 半ば 突 切る、 安田 其の 

鎗を たぐりて 溝より 起 上り、 佩刀 を 拔て蘭 丸 を 斬る、 夫より 亂軍 押入て 內 より 火 を 放ち、 終に IS 田家 不 

意に 滅亡す、 

因 曰、 此の 安田 作兵衞 後に 寺 澤志摩 守に 仕へ て、 平野 源 右衛門と 改名す、 秀吉公 肥 前 唐 津八萬 石を廣 

高に 封ぜら るう 時、 廣高 平野に 八 千 石を與 ふ、 其の 昔-干 野と 廣高は 友な り、 常に 約し ける は、 今戰國 

な 5 鎗先を 以て 國 都の 主と ならば、 一 方 は 十分 一 を 取て 家臣と なさん と 誓 ふ、 故に 平野 を 尊 出して、 

如 約束 呼 出されし と. ぞ、 

〇 戶田武 藏守幷 に 山 口 佐々 の 事 

戶田武 藏守始 は 半 右衛門と 號す、 天 正 十 年 壬 午 三月 二十 八日、 武田勝 賴の舍 弟 仁 科 五郞信 盛の 籠れる 高 

遠の 城 を、 城 之 助信忠 旗本に て、 一時 攻 にせら る、 時、 戶田半 右衛門 重 政、 一番に &入 るに、 戶張隱 し 

の簀戶 に衡木 有り、 戸田が 赤 の 出し 金の 房 竹、 右の 衡 木に 懸 つて、 尻 居に 噴と 倒れたり、 其の 隙に 二 

番に績 たる 信忠の 小姓 山 口 小辨、 佐々 淸藏、 戸田 を乘 越て 一番 乘す、 後に 戸田 語て 云く、 敵に 臨で 宽る 

時 は、 萬づ 忘却し、 一途に 先 を 駔んと 心 早る 故、 母 衣 指 物の 物に 支る 杯 は 心 付 事に してな し、 至て 大勇 

の 人 は斯る 折に も 前後 を 量る、 是 我が 類の 及ばざる 事な りと 語る、 此の 半 右衛門 は 後 は武藏 守と 號し、 

關 原合戰 に、 石 田 三 成に 與し、 大谷刑 部、 平 塚 因幡 杯と 等しく、 西 軍の 內 にて、 隨 分の 驍將 たり、 金 吾 

秀 秋の裹 斬に 仍て 討死し、 首 は 織 田 河 內守長 孝 取 之、 長 孝 は 織 田 有 樂の螭 子に て、 雲 生 寺の 兄な り、 扭 


高遠の 一番 乘 せし、 山 口 小辨、 佐々 淸藏 事俱に 十六 歲 なり、 淸 藏は缝 中の 佐々 成 政が 甥な り、 ト辨 in, 

南 伏 見の 賤敷 もの、 子な り、 容顏美 成 故、 秀 童に 抱ら れ、 後に 小姓と 成る、 淸藏 は觀世 流の 能 を 善くす 

V 辨 は，， 7 歌の 上手に て、 其の 信 忠の寵 遇に 預る、 今度 戸田 半 右衛門と 云 ふ 大剛の 士を乘 越て、 一番 乘し 

殊に もき 付の 高名した る 事、 信 長 公大に 被 賞、 右 兩人幷 に 高遠に て 手に 合 ふ 輩、 戶田半 右衛門、 捤 1^  二 

郞 右衛門、 桑原 吉藏、 各 務兵庫 等 を 召 出され、 夫々 に 褒賞 せらる、 先 づ山ロ 小辨を 召し 今度 高遠 こての 

働 希代な り、 城の 助 目が ね を不遠 一入 滿足 なされ 候と て、 手 自ら 國久の 腰 物に 感狀を 添て 賜 ふ、 佐々 淸 

藏を 召し、 高遠の 働 骨折の 由 {ー且 ひ、 流石 大剛の 藏介 甥な りと 賞美 有り、 長 光の 腰 物 感狀を 添 被 下、 斯 

る 手柄の 小辨、 淸藏惜 い 哉、 夫より 曰數 六十 ョ 餘 過て、 一 一條の 域に て 信 忠卿を 明 智が討 奉る 時に、 兩人 

共 打 死す、 其の 節、 淸藏、 小辨に 云け る は、 我々 素肌に て 討死 せん 事 不意の 敵と は 云ながら、 屍の 上 恥 

力し いざ 物 具して 死ん とて、 兩人 共に 敵中へ 突入、 當敵を 討て、 銘々 に 其の 死骸 を 域 內へ引 込、 其の 

具足 を 取り 兩人 共に 是を 着し、 又 切て 出で、 亂 軍の 中に 死す と、 镜 小童ながら 烈士なる かな、 

〇 千 利 休 成 馼の事 

千 利 休 を秀吉 公成 欺し 玉 ふ 濫觴 は、 渠が 娘の 事より 起る と 云 ふ、 利 休 三人の 子 有り、 嫡子 道 庵、 次に 女 

子 (號吟 子) 三男 を少 庵と 云 ふ、 少庵は 後妻の 連來し 子に て、 利 休が 非實 子、 此の 女 茶 湯 を 善くす るに 仍 

り 迎て 後妻と せり、 利 休 娘 は 京師の 內. お と 申 者に 嫁せ しが、 夫に 離れ、 年 未だ 若 けれ 共 多くの 子供 

を 養育して、 其の 跡 を 立て 貞操 を亂 さすして 居たり、 天 正 十八 年の 春 は、 世も靜 なれば、 秀吉公 諸侯の 

翁 館へ 成せられ、 御 能 魔 野 等の 御遊 度々 なりし、 彌生 初旬 東 山邊鷹 野に 御 出 有り、 南禪 寺の 前 を、 黑谷邊 

へ 通らせ 玉 ふ、 佐々 淡路 守、 前 波 半 入、 木 下半 助 等、 其 外 御 小姓 等 供奉し、 御自身 魔 を 据ゑ玉 ひて、 細 

道 を 過 玉 ふ 慮に、 向の 方より、 女房 一人 婢女 二三 人 連れ、 乘物を 跡に 持せ、 破 籠 様の もの 下邊 男が 携て 

草 山々 の 花 を 詠 やり、 いと 靜 やかに 來る を、 木 下半 助 御先へ 馳 せて、 扇 を 上け、 上様の 御成な り、 笠 as 子 
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翁 を脫で 傍に 控ゅ べしと 呼 はれば、 各、 田の 畔へ 下りて 縳踞 す、 彼の 女 も 帽子 を脫 き、 額 綿 計に て 裳 を かい 

取り、 しづ しづと かたへ に 立 寄 を、 秀吉 公御覽 有に、 年頃 は 三十 餘 りに もや 有る らん、 盛 過た る さまな 

がら、 容色 艷に類 ひなき 姿に、 愛でさせ 玉 ひ、 あれ は 何者なる やと、 小姓 衆 を 以て 尋さ せらる、 に、 斯 

草 j と 申 上る、 則 聞 召て、 渠は內 々美女 成 由 聞つ るが、 聞し に 增る艷 色な りと て、 還 御の 後、 彼女 を 聚樂へ 

被 召 共、 貞操に して 仰に 隨 はす、 仍て富 田 左 近 を 以て 親 利 休へ 仰 有れ 共、 利 休 も 流石の 者に て、 我 苟も 

娘に 不， 喿を勸 め、 其の 餘光を 以て 公の 御意に 應 ぜん 事、 我が 本意に 非す、 よしや 夫 故に 御 不審 を 蒙る 共 

なけん と、 竞に 御請 を不 申、 此の 事 を、 秀吉 公內々 怒 玉ふ處 に、 利 休が 運の 究 にや、 大德 寺の 古溪和 

と相議 し、 山門 を 再興し、 楝札を 打つ、 a つ 利 休が 木像 を 造て、 山門に 安置す、 其の-校 は 己が 立てる 

姿 こ、 八 德を着 せ、 角 頭巾 を 右へ 投け、 尻 切 を 1^ き 杖 を 突き 遠見す る體 なり、 是を秀 吉公聞 召、 兼て 惡 

み 玉 ふ折抦 なれば 宣 ひける は、 山門 はいかなる *; 人 高位 も 通行 有 所なる に、 是を 己が 足下に 懸る 事、 言 

語道斷 の無禮 なりと 仰け る を、 折 を 得て 利 休に 宿意 有 輩 傍に 在て 讒 しける は、 總 じて 利 休 事 近来 世に 被 

用 こ 誇り 奢 超過し、 其の上 近頃 は 茶 具の 目 利に 親疎 有て、 私欲 甚敷由 申に 仍り、 一道の 宗匠た る 者、 左 

蒙の 私有 ま寇 に國賊 なりと 以ての外 怒 給 ひ、 天 正 十九 年 二月 二十 八日、 利 休 御成 敗に 究め、 爲檢使 尼 子 

一二 郞左衞 門、 奥山 佐 渡 守、 中 村 式部 少輔、 利 休が 宅に 向 ひ、 罪の 箇條を 申 渡し 賜 死の 命を傳 ふ、 利 休 敬 

して 承 之 一間の 小 座敷に 於て、 弟子 宗嚴 に萬づ 常の 如く 申 付、 自ら 花 を 生け 茶 を 調へ、 拉茶 終りて、 

彌陀 堂の 签鉢、 開の 茶碗、 石 燈籠を 細川忠 興の 方へ 形見に 進すべし、 自作の 茶杓と、 織 筋の 茶碗 は、 宗 

嚴に與 ふる、 ぞ とて、 利 休 は 夫より 床に 上り、 腹搔 切て 畢ぬ、 于時 七十 一歳な り、 

(辭 世) 人世 七十 力 圍希咄 吾 這寶劍 諸 佛共殺 

得 具足の 一 太刀 今此 とき ぞ 天に 拋 

【割 註】 右 は 其 裔如心 筆跡の 一 軸 を以寫 之、 叉 世に 利休辭 世と て 申 傳しは 「利 休め はと かく 果報の 者 


ぞ かし 菅 丞相に 成と 思へば」 自分に は 全く 讒口の 爲に 死す と 云へ りと 云々、 右の 歌ば^^ 娘 

方へ 書 送れり と 云、 一 說には 利 休 事、 秀次依 荷擔賜 死と 云、」 

宗嚴利 休 首 を 直 綴に 包み、 腰 懸へ持 出で、 三人の 上使に 渡す、 秀吉公 石 田 治 部 少輔に 被 命、 大德寺 山門に 

置た る 木像 を 引出し、 利 休が 首 を 彼の 木像に 蹈せ、 了條屍 橋に 梟首 せらる、 見物 市 をな す、 嫡子 道 庵 は 

飛 驛國邊 へ^ 隱れ、 賤屋の 後家 も行衞 なく 成り、 少庵は 市： 都に 殘 りし を、 大政 所 御 佗言 有て、 命 を 助け 

られ、 其の儘 屋敷 迄 下され、 其の 子 を 宗旦と 云、 宗旦の 子 宗左は 寺 澤志摩 守、 生 駒豐岐 守に 仕へ、 其の 

後紀 州へ 被 召 抱、 今の 千家 此の 裔 なり、 右 宗嚴へ 遺物に 添狀 有り、 宗易 末期の 筆跡な り、 

此織將 茶碗 細工の 茶杓、 形見と して 遣 候、 一 服 一念 可爲 本望 候、 木 判、 

右 は 宗嚴後 迄 所持す と 云、 

OT れ休 幽霊の 事 

堀左衞 門督秀 政の 長臣、 堀 監物直 政が 二 男 三十 郞事、 容顔 最も 美麗 なれば、 陪臣の 子ながら 十三 歳より 

秀吉 公の！： り 姓に 召 出され、 寵遇 篤く して、 名も改 られ、 丹 後 守 直 寄と 號す、 或 時 公、 女中 方 四 五 人 召 

連ら.， 數寄屋 へ 入せられ、 燭を 立て 炭 をし 玉 ふ 慮に、 利 休が 亡魂 忽然と 顯れ、 其の 形影の 如く、 黑き 

頭巾み-着し、 爐 前に 座して、 熟々 と 公の 置 玉 ふ 炭 を 見る、 其の 眼中 光 有りて、 呼吸に 火氣を 出す、 女中 

達 は 恐怖して、 皆 公の 御 側に こぞり 居ゐ、 秀吉公 は、 心 閑に 炭 を 置 終 玉 ひて、 利 休 を襠と 睨み、 頭巾 を 

力ぶ り 平 坐して、 我が 炭 を 見る 事、 無 禮推參 の 至な りと、 大に 叱し 玉へば、 其の 猛威に 壓れ ける にや、 

少 退て 床の 脇に 居す、 秀吉 公基 を 懸け 給 ひ、 靜に 御座の 間へ 歸らせ 給、 女房 達 は 公より 先へ^ 出づ、 拉 

秀吉公 御 小姓 を 召す、 堀 丹 後 守 其の 時 十五 歲 成が、 召に 應 じて 候す、 秀吉宣 ひける は、 利 休が 幽靈數 寄 

屋に 在り、 其の 體甚 無禮 なり、 汝往て 叱 候へ と 被 仰、 丹 後守畏 り、 數寄 屋へ往 くに、 靡 下の 窓 其の 外 明 

ナる處 を 塞ぎて、 數寄屋 へ 行 見る に、 何者 もな し、 罷歸て 其の 段 申 上れば、 公 感じ 玉 ひ 紫の 御 羽織 を 下 
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さる 

0^^ 公 禮儀 正しき 事 

家康 公御武 逢の 儀 は 申も不 及、 總 じて 義理 深き 御大 將 なり、 其の 昔 三 州 岡 崎 御 在 城の 頃 は、 駿 河の 今 川 

義 元に 屬し玉 ひ、 義 元の 姪 關ロ刑 部 少輔親 永の 女 (筑山 殿と 號、 岡 崎 コー郞 信 康公幷 奥 平 美 作 守 信 M 妥室の 

御 母 公) に 嫁せられ、 御 元服の 時 は 義尤の 一字 を 御囉ひ 有りて、 元 信と 名乘玉 ひ、 又 元廳と 改め 玉 ふ、 斯 

る 御 筋目 を、 後々 迄 聊違給 はす、 義 元の 子 氏寳漂 客と 成れる を、 一生 御 疎略 不被 成、 御 扶助 有り、 又義 

一： 儿 討死の 場所、 尾 州 桶 狹田樂 が 窪 を 鷹 野に て、 御 通りの 時、 いっとても 御 下馬 被 成 候、 小牧 長久 手の 御 

ー戰 は、 世 以て 周く 知慮の 義戰 なり、 後年 大御所と 奉稱節 にても、 御禮義 を少も 忘れ 玉 はす、 武 田信玄 

の 息女 賢 性 院御目 見の 時 は、 いつも 御上 段 を 下りさせ 給 ひ、 御禮義 有り、 大 阪御陣 前年 駿府 にて、 御鷹 野 

の 節、 擧儈の 往來に 御 下馬 有て、 靑々 一寸 松 中 有 棟梁 姿 後世 可懼、 此儈も 後 は 如何 成 知識に 賦 成ん と 上 

意な り、 ト： 杉 景勝 杯に 御 逢 被 成 時 は、 御 藍 輿より 下りさせ 玉 ふ、 是 は元來 {R 領家 なり、 其の上 元！^ 元年 

庚 午 七月、 其の 父ト： 杉 謙 信と 信 を 結び 玉 ひ、 御 誓 帝の 御 取替せ 有り、 其の 節 上村與 三郞、 中 川 巿助御 使 

す-、 上 杉 家に て は、 村 上 源 五 郞國淸 (義淸 之 子) 川 田 豐後守 長 親、 是を 執す、 御 家に 於 は、 松 平 太夫 眞乘 

石 川 日向 守 家 成 承 之、 御 互に 書翹 往来、 數 度の 上に て 事相 整 ふ、 右 謙 信の 書牒、 今に 植村 右衛門佐、 松 

平和 泉 守、 石 川 主 殿 頭 家に 在り、 元 龜ニ年 九月、 秋 場 山 權現堂 加 納坊と 云 ふ 山伏、 幷熊谷 小 次 郞を御 使 

として、 謙 信へ 御 入魂の 事 有り、 年々 御 音信 不絕、 斯る御 由緒 を 以て、 關ケ原 陣の節 は、 景勝 謀叛の 張 

本たり と雖 も、 其の 事を宥 免せられ、 子孫 今に 相續有 は、 此 所以と ぞ聞 えし、 

〇 佐 竹の 臣車野 丹 波 守の 事 

佐 竹 右京 太夫 義.： "臣車 野 丹 波 守 は、 隱れ なき 武邊 の士、 指 物 は 白き 四 幅 懸の四 半に、 火 車 を 書き、 關ケ原 

御 陣の時 は、 上 杉へ 加勢と して、 此の 丹 波大將 にて 會津へ 来る、 關ケ原 落 居 後、 義宣を 羽 州 秋 田へ 取替 


被 仰 付、 佐 竹の 本 城爲請 取、 本 多 佐 渡 守 正 信、 伊奈 備前 守、 長 谷川 七 左 衞門を 被 遣、 義宣は 伏 見 稗 城に 

於て、 諸侯 列座、 本 多 上野 介 を 以て、 國替の 事、 且つ 領知 十八 萬 石に 被 減の 段 被 仰 渡、 義宣不 及 違背 御 

請 申、 夫より 北 國通を 秋 田へ 被 越、 若し 御請 疑々 に 及ばば、 即時 御 誅罸の 御手 當 有り、 右の 屋敷に 老父 

義重も 在れば、 黄 門 秀康卿 三千 餘の 入數 にて 是を 壓ら る、 扭本 城へ 本 多 佐 渡 守 以下 發 向の 處に、 車 野 丹 

波 守 父子 三人、 組 付 六 騎混胄 にて、 義重 父子の 歸城を 待つ、 新羅 三 郞以來 相傳の 本領 を、 他へ 渡さん 事 

ロ惜 からす や、 恥 を 知らん 輩 は、 我に 同意せ よと 呼 はって、 城へ 甌 入らん とする 處を、 大手 門外に て、 本 

多 以下 大勢 取 園て 生 捕 之、 磔 にかけ、 火 車の 指 物を碟 柱に く. -り 付て 晒 之、 家康公 跡に て 聞 召 之、 車 野 

が 義勇 を、 最も 嘆 惜し 玉ぬ と 云り、 

〇^ 津家來 由の 事 

島津家 は賴朝 卿の 裔 なる 事 世に 知る 處 なり、 右 大將賴 朝 卿に 三 子 有り、 賴家公 實朝公 は、 稗臺所 (北條 

時 政の 女 號政子 御前) 同胞の 御子な り、 島津家 祖忠久 は、 朝賴 公の 三男、 母 は 比 企 判官 能 員が 妹、 丹 後 

局と 號す、 然るに 御臺 所の 嫉^に て、 大事 出来ん とする に仍 り、 丹 後の 局は懷 姙の內 に、 鎌 倉を遁 出で 

上方へ 忍びて 攝州 住吉に 至り 宿 を 借らん とすれ ども、 唯なぬ 樣子 を、 所の 者怪 みて、 宿 を 借 さす、 折節 

大雨 降て、 前後 を辨 へざる に、 剩へ 產氣附 たり、 詮方なくて 住吉の 社の 瑞籬の 傍なる 石に 腰 を かけ 居け 

るに、 忽然と 狐來 りて 火 をと ほし、 其 光に て 平產、 男子 出生 有り、 是 則忠久 なり、 于時治 承 三年 已 亥三 

月、 今に 其の 石を產 石と 號す、 又 住吉に 在る 稻荷社 を， 島津稻 荷と 稱 する は、 此の 因緣 とぞ、 其の後 丹 

波 局は錄 倉に 歸て、 惟 宗民部 大輔廣 言が 妻と 成る、 故に 忠久 も繼 父の 氏 をつ ぐ處 に、 建 久七年 八月 忠久 

に 薩摩國 を 賜 ふ、 是を拜 任して 四國へ 下る とて、 京師へ 立 寄、 近衛 殿へ 參じ ければ、 其の 時 近衛 家より 

藤 原 姓 を 賜 ふ、 【割 註】 當時彼 家に は 源 姓 を 被 用と 見えたり 同 追考」 又 家紋の 事 は、 其の 時賴朝 公より 旗 

幕 を 賜 ふ、 族 は 地 白に 黑 十文字、 慕 は 地 かちんに、 白の 十文字な り、 夫より 是を 家紋に 定 むと 云 ふ、 
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〇 黑田長 政 械井鎭 房 を 討つ 事 

豐後國 城 井彌三 郞鎭房 大剛士 にて、 城 井谷の 要害に 籠居て、 領主の 成 败に從 はす、 仍 て秀吉 公より 黑田 

如 水へ 內意 有り、 如 水 方便 をめ ぐらし、 城 井. か 女 を 甲斐 守 長 政が 妻に 娶り、 其 參會に 城 井 を 呼で、 其の 座 

にて 長 政 自ら 鎭房を 討 菜す、 長 政の 小姓 喜 多 村長 三郞 十二 歳に て 二の 太刀 を 討つ、 城 井が 從士 切入 處を 

黑田 家臣 栗 山備後 守.. 井上 周 防 守、 後藤 又兵衛 以下、 祝儀の 装束 長上 下にて 鎗追取 彼の 徒 を 悉く 平らけ 

鎭房. か 骸は、 秀吉の 命に 仍り 礎に 懸る、 後藤 は 彼の 働の 中に て 云け る は、 业= より 鎗も多 けれ 共、 長挎の 

鎗は 今、 ぞ始 ならん と 笑 ふ、 ^人 聞て 斯く いそがしき 中に ての 戲 ぶれ、 流石 勇者の 後一 i 程 有りと 譽之、 長 

政の 室 家 此の 由 を 聞 も不敢 「中々 にいき て枯 ぬる ものなら は 誰た め 織らん はた もの. -上」 と 書て 十九 歳に 

て 自害す となり、 

〇_^t 合淸 右衛門 井上 三 郞兵衛 物語 の 事 

落合淸 右衛門 井上 三 郞兵衛 兩人共 皆 上 杉 家の 浪人な り、 兩 人が 物語 云、 信 玄謙信 川 中島に て 太刀 打 せら 

れし は、 天文 二十 三年 甲 寅 八月 十八 日の 合戰、 御幣 川の 河 中に ての 事な り、 其の 時 武田典 践の鞍 紋を見 

て信玄 なりと 思 ひ、 村 上 義淸是 に 渡 合て 組 討に す、 此の H 十七 度の 合戰 の內、 十一 度 は 謙 信 勝、 六 度 は 

信玄 勝な り、 其 夜、 信 玄は返 散、 謙 信 は 翌日 引取られ 候、 其の 翌々 年 弘治ー 一年 丙 辰 三月 二十 五日 夜、 謙 

信 筑摩川 を 渡りて、 信玄の 旗本 を^ 破、 板 垣駿河 守、 一條 六郞、 小 笠 原若狹 守、 諸 角豐後 守、 山 本 勘 助 

初 鹿 源 五郎 等 を 討取處 に、 甲 州 先手 飯 富 兵 部 高坂彈 正、 眞田 ー德齋 等、 一 萬 餘兵戶 神 山より 廻て、 謙 信 

の 前後 を攻 る、 依 之 謙 信 は 川 を 渡て 引退く、 翌ニ 十六 R. 信 玄謙信 戰事曰 中 七 度、. 勝負 は 不附、 翌ニ 十七 

日 相 引に す、 上 杉 家中 兩 度の 合戰に 討死せ し鞏の 忌日、 年號月 P 分明な り、 永 祿四年 九月 十日 川 中島 合 

戰と云 事、 h: 杉，； }^ に は 沙汰な しと 物語け る 出、 

〇黑 田： 政 物 l^i の 事 
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黑田長 政 常に 語られし は、 我 十四 歳より、 自の 手柄 高名 度々 に 及ぶ と雖、 名に しあ ふ 有功の 如 水の 子な 

れば、 其の 害の 事の 様に 覺 えて、 我が 武を稱 する 人な し、 淺野幸 長 をば、 天下の 武勇 者と 譽る、 是は幸 

長の 父彈正 は、 分別 才覺の 事 は、 世に 稱美 すれ 共、 一生 さした る武邊 なき 人な り、 夫 故 其の 子の 武邊格 

^目に 立て 如 此と云 はれし とぞ、 

高麗 陣の 時、 都 南 大門の 合戰 は、 大明李 如 松が 三十 萬騎 と、 小 早 川隆景 か、 二 萬餘騎 との 戰 なり、 初 李 

如 松 は、 吳 惟忠 張 無爵と 十萬餘 にて、 山海 關を 出で、 鸭綠江 を 渡り、 朝鮮に 入り、 小 西 攝津守 行 長大 將 

にて、 大村新 八、 松 浦 刑 部 卿 法 印、 宗對馬 守 等が 一 萬 八千餘 にて、 桐 籠た る平壤 城を攻 破り、 小 西 等 を 

追て 朝鮮の 都み 指て 押 来る、 朝鮮の 軍勢 馳 加って、 三十 萬と 成る、 大 友義 統は、 峒 山城に 在し が 聞 逃し 

て 落る、 黑£ 長 政と 久留米 侍 從秀包 は、 白 川と 襄 陽に 在り、 小 西 大友等 も 此の $i に留 る、 小 早 川 隆景は 

開 城府に 在り. 都より 五 里 隔て 其の 間に 大河 有り、 隆景 此の所に て 明の 大軍を 引受、 死戰を せんと 蹈止 

られ ける を、 總大將 備前中 納言秀 家 幷石田 治 部 少輔三 成、 增田 右衛門 尉 長 盛、 大谷刑 部 少輔吉 隆の三 奉 

行より、 軍使 を 以て、 早々 都へ 可 被 引取、 大河 間に 隔て は難義 たるべし と 被 申 越 共、 隆. 景 一圓 承引な く 

我 渡海の 始 より、 再ひ歸 朝の 心なし、 本朝 無 異に 歸 したる 故、 予も疊 の 上に 死ん 事 を、 常に 悔しに、 幸 

に 此の 陣始 りし こそ 本懷 なれ、 我 齢 五十八 歲 最も 生涯 足れり 明 兵に 駔 合せ、 死 戰を快 せん 我 死す 共、 日 

本の 弱りに は 成べ からすと 英 氣祭然 たる 返答 なれば、 大谷 吉隆唯 一騎 開 城府に 來り、 隆景に 謂て 云、 

御 返答の 趣、 御 一分に 於て は 潔 侍れ 共、 責將を 失 ひて 後 曰の 軍 を 何とか せんや、 唯枉て 王城に 歸り總 軍 

を 倫て 贵邊 先鋒に て、 戰を 快く せらる べしと、 一向ら に諫れ ば、 隆景も 此の上 は 責邊の 旨に 隨ふ べし、 

去ながら 先鋒の 儀 を 何時も 某に 賜 ひなん や、 此の 段 許容 あらば 可 引と なり、 大谷夫 は 勿論に 候、 敢て他 

の 違 論 有べ からすと 堅く 約して、 白 川 城に 有る 黑田長 政へ 是を通 すれば、 長 政 も 久留米 小西大 友と 一所 

に 開 城府 迄 引 来る.. 夫より 諸將 一 緒に 王城へ 引 入る、 是文祿 一 一年 正 ほ 十五 日の 事な り、 杻隆景 一 組 は 右 
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の 所存 故に、 城へ は不 入、 南 大門の 外、 碧 蹄 館に 陣取、 同一 一十 六 曰 明 兵 二十 萬騎、 夜中に 川 を 渡り 都へ 押 

詰る、 其の 夜の 巡番 は、 隆景の 相備、 立 花 左 近 將監宗 茂な り、 家老 十時傳 右衛門 五百餘 人、 曉に打 廻り 

ける に、 李 如 松. か大 軍の 押來 るに、 紛に 出合 頭に 行 逢 ふ、 立 花 勢 思 ひ 寄らざる 不意の 事、 ■ 其の上 小勢 

なれば、 散々 に駄散 さる、 を、 傳 右衛門 蹈留 り血戰 して、 不殘 討死す 、雑人 四 五ん 漸く 馳歸 て、 此の 旨を吿 

ぐ 宗茂聞 も 不敢、 相 简隆景 幷毛利 七 郞兵衛 元康、 久 留米秀 包、 高橋筑 紫の 面々 へ 告知ら すれば、 隆景ょ 

り 王城へ 注進す、 仍て中 納言秀 家幷三 奉行 南 大門へ 馳來 る、 夜 も 早 明て 遙に 見渡せば、 李 如 松が 大軍ー 

里 計 向に 倫 を 段々 に 立て、 唯今 蒐る氣 色な り、 其の 勢 潮の 漲り 來る 如く 手先 二 里 餘に廣 がり、 勢子 波 を 

立て 夥し 共 中々 云ん 方な し、 秀家も 三 奉行 も、 此の 大敵 を受 て、 野合 戰は 不可 叶、 一先 づ都 城に 引 籠て 

防 戰の術 を胥議 すべきと 有し を、 立 花 宗茂眼 を いらけ、 眼前の 敵 大勢な りと て、 爱を 引て 籠城 せん 事、 勇 

士の 恥る 所な り、 偏に 野合 戰 して 運 を 天に 任せん には不 如と、 遮て 被 申に 仍り、 合 戰に究 る， 扱 諸將先 

手 を 面面に 被 望と 雖も、 先達て 小 早 川 隆景に 先鋒の 約 ありと て、 隆景に 先手 を 被 命、 仍て 其の 備を取 立 

先づ 一 の 先 栗 屋四郞 兵衛に 組頭 村上彈 正、 野 島 掃 部 を 副へ、 人數 三千、 一 一の 先 井上 五郎兵衛 組頭 佐 世 石 

見、 吉見大 藏人數 一二 千、 三番に 隆景 旗本 一 萬、 六備、 立花宗 茂、 久留米 秀包毛 利 元康、 六 千餘は 奇兵と 

して、 隆景の 右の 方 三 町 計 引 除て 備ふ、 扭合戰 姑り て 火花 を 散す 處に、 明 兵 目に 餘る大 軍 なれば、 さし 

もの 栗屋 井上. も、 旣に押 立ら れ候 を、 立 花宗茂 時分 はよ しと、 李 如 松が 旗本へ 咄と 叫て 横鎗を 入れば、 

明 軍 少し 色めく 處を、 隆景 正面より、 徐々 と被蒐 ければ、 明 軍 右往左往に 亂 立て、 總 敗軍と 成る、 首數 

三 萬 八 千餘、 隆 .43-1 手 を 以て 討 取て、 隆景宗 茂の 手， ー寇に 申す も 愚な り、 此の 時宗 茂 は 胄附の 首 二つ、 

直 取の 高名に て 鞍の 鏖手 につけ、 其の 身 も 馬 も 朱に 成て、 先手より 靜に 引れ ける が、 栗 屋四郞 兵 衛が備 

の 前 を 通る とて、 組頭 村上彈 正、 野 島 掃 部 を 呼 かけ、 今 曰 は 立ら れ問敷 處を推 立ら れ 候と 有ければ、 栗 

屋聞 も敢す 、さん 候、 立ら れる事 も 立ら れ 返す 事 も 返したり、 我備は 今日の 合戰の 巷に 成 候と 答 ふ、 蘭く 
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人 栗屋が 答を譽 る、 夫より 宗茂は 隆景の 本陣に 被參、 其の 體を 隆景見 之て、 左 近 見事に 候と 被譽 ければ 

左 近 聞て、 每事 仕ぬ と 返答な り、 能き 自讃な りと、 其の 場に て 聞し 人の 語られき、 

〇 同 陣黑田 長 政 魁 手指 揮の 事 

此の 時合戰 未だ 始ら ざる 時分に、 黑田長 政 唯 一騎 歩 士七八 人 連れ、 隆景の 旗本へ 被 見廻、 隆景見 之、 長 政 

は 幸 ひの 所へ 御 越 候、 栗屋 井上 等 先手 を 申 付 候 < ども 心 元な く 候 間、 責殿 先手へ 御 越、 萬づ 指揮 有之樣 

にと 被 申、 長 政 勇みて 諾し、 先手へ 被 出 頃 は 正月 二十 六日 辰 刻な り、 朝鮮 は寒國 にて、 寒き 事大 方なら 

す、 長 政は大 綿帽子 を かぶり、 胄は歩 土に 持せられ しが、 先手へ 出る とて 綿帽子 を 脫き胄 は 被 着、 冑は 

隱れ なき 水牛の 立 物な り、 水牛の 角 本 を ふす へ 革に て 結 付る、 隆景の 士卒 共 見 之、 長 政 先手へ 被 出 上 は 

今日の 軍 は 勝たり と 勇む、 此の 時 長 政 二十 五 歳、 未だ 壯 年に 不滿 して、 斯く 人に 武を 許さる. -事、 凡將 

にあらざる 事 を 測 知るべし、 長 政 常に 申されし は、 立 物指 物 等 を、 海老 はねに して 指た る 計に て は 働に 

得て は拔け 落る 物な り、 立 物に 穴 を あけう け 子に も 穴 を 明て、 皮に て 結 付る がよ しとな り、 自分の 犬く 

寺 水牛の 立 物 も、 薰皮 にて 被 結 付た る を、 見た る 人の 語りき、 
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翁 草 卷之 三十 一 

諸 錄拔萃 

〇 上 杉 政 虎 管領に 任ぜられし 事 

永祿 三年 庚申 三月、 上 杉 政 虎 (謙 信の 事) 鎌 倉へ 入り、 鶴 岡 神前に 於て 管領に 任ぜら る、 近 衞關白 ii: 久公 

御 下向、 公方 義輝 公より は、 た 和 兵 部少輔 上使たり、 其の 時關 八の 大小 侯 列座な り、 時に 千葉^ 國 胤と 

小山 政 種 坐 論 有り、 政 虎 云、 千 葉 は關 八州の 諸 士の上 たるべし、 小 出 殿は關 八州 諸士の 下た るべ から 

すと 裁判 致され 事濟 たり、 謙 信當意 即妙の 取 計ら ひなり と 時の 人 賞したり となり、 

〇 政 虎 入洛 輝 虎と 改名の 事 

同年 五月 政 虎人數 三千に て 上洛 せらる、 其の 時 松永彈 正、 三 好 長 慶を諫 て 政 虎 を 洛中に 不置、 大谁に 止宿 

なり、 扨 公方 義輝 公より 諱字を 賜て 輝 虎と 改名す、 政 虎若き 時 は、 長 尾景 虎と 號す、 上 杉 憲政の 譲 を 請け 

て、 上 杉 政 虎と 改む、 又 此の度 輝 虎と 號す、 幕の 紋ー に 菊 桐 二に 澤渴 三に 风の紋 御免、 乂網代 輿と 文の 裏 

書 免許に て、 管領 職 を 賜 ふ、 其の 年中 は 在京に て、 堺住吉 天 王 寺 洛中 洛外 宇治 南都 邊 見物 有り、 公方 幷 

に 三 好よりの 馳走な り、 其の 節、 三 好 松 永が 肆に威 を 震 ひ、 公方 を 蔑 如す る を 見て、 十二月に 御 暇 賜 は 

り、 歸國の 折節、 義義輝 公へ 密に被 申 上け る は、 三 好 松 永 叛逆の 兆、 粗相 見え 候、 もし 逆 意の 事に 候 は 

>、 何時も 御 內書を 被 下べ し、 輝 虎 馳走て 誅伐 仕 候 はんとな り、 義輝 公御感 有りて、 堅く 是を 約し 給 ふ 

夫より 三年 過て、 永 祿七年 甲子 三月 四日、 三 好 長慶、 河 州 若 江に て 卒す、 松 永彈正 一二 好 一 類と 相談して 

是 を隱密 する に仍 り、 翌年に 至り 漸く 公方の 御 耳に 達す、 爱に 於て、 義輝 公より 大和 兵 部 を 御 使に て、 
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越後へ 被 遣、 長慶 死去 候 間、 謙 信 早く 上洛 有て、 彼の 徒 を 退治 可 有との 御 內書を 被 下、 依 之 越後 S ん數 

發 向の 催 有る 事 を、 三 好 義繼、 松 永 岩 成 i 聞 付て、 謙 信 上洛して は 叶 まじ、 其の 前に 不意 を擊ん と、 五 

月 十九 日 俄に 兵 を 催し、 御所へ 詰 寄て、 義輝 公を弑 すと 云り、 

〇 三 好實休 討死の 事 

三 好長慶 は、 光源 院殿義 輝 公の 執事に て、 天下の 政務に 預る、 其の 弟 三 好 豐前守 之 長 入道 實休、 其の 弟 

安宅 木 攝津守 冬康、 何れも 四國の 守護 細 川 讃岐守 持隆の 家人な り、 持 隆は細 川 刑 部 大輔頼 より 九 代 

の裔 にて、 阿波 國勝瑞 に 在 城す、 然るに 天文 二十 一年 壬 子 八月 十九 日、 三 好實休 逆心して、 坂 東 郡 見 性 

寺に 於て、 紬 川持隆 生害な り、 其 子眞幸 幼少 故、 萬づ三 好が 儘に 執 計 ひ、 剩へ 持隆の 後室 を、 實 休が 妻 

窒 とし、 惡 逆頗甚 し、 、水 祿五年 壬 戌、 京都に ては江 州の 佐々 木義弼 逆心し、 其の 勢 三萬餘 にて 洛へ攻 入 

しかば、 公方 義輝 公，.， 洛を落 給て、 八幡 山に 楣籠給 ふ、 三 好長慶 も、 河 州釵盛 城に 籠る、 佐々 木が 先手 蒲 生 

下野 守 定秀、 八幡 山を攻 る、 伊勢の 北 畠 源 中納言 具敎、 畠 山 尾 張 守 高 政 も、 佐々 木 一味な り、 畠 山は紀 

州湯淺 より 打 出で. 根來 法師 を 催し、 和 泉國へ 出る、 泉 州に は 長 慶弟十 河 一存、 安宅 木 冬康、 三 好 刑 部 

同 左 馬 介、 岩 城主 稅、 小 淵 頼 母 等、 岸 和 田 城に 在て、 畠 山 を 防ぐ、 三 好實休 は、 一 萬餘 にて、 阿波よ. リ 

渡り、 岸 和 田の 東、 久米 K 寺の 山に 陣を 取る、 抑 も 此の 久米田 寺と 申す は、 聖武 天皇の 御 願、 行 基 菩薩 

の 開基な り、 建立の 奉行 は 橘の 諸兄 公と かや、 則 此の 山に 諸兄 公の 墓宥 り、 然るに 一一： 好 勢 此の 山に 陣し 

彼 墓 を も 堀 崩し、 石の 唐櫃 を 取 出し、 其 跡 を不淨 所に 用る 杯、 甚だ 亂暴 狼藉 を 成す、 心有る 人 は 是を見 

て 諸兄 公 は 橘 家の 祖 にて、 淸 友の 父な り、 淸友は 擅 林 皇后の 父に て、 螺峨 帝の 外 威な り、 か  る 高貴の 

御 跡 を 不法の 仕形、 罪 一人に 歸 せば、 實 休の 身の上 如何と S. きけ るが、 其の 陣中に て寳 休の 夢に、 「草 か 

らす霜 は あしたの 日に 消て 因果 はやが て めぐりき に 梟」 1^ に 起き 赏 休心に 掛 りければ、 岸 和 田に 居る 弟 

の 安宅 木 冬康に 語りければ、 冬 康取敢 す 「因果と ははる か 車の わの 外にめ ぐる も 遠き 武藏 野の 原」 と 云 
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ひければ、 實休も 少し は 是に心 を 慰みけ り、 其の 手の 土卒 共、 是を 聞った へて、 大將實 休 は、 主の 持隆ー 

を弑 し、 剩へ其 の 後室 を 犯し、 惡行 擧て算 へたが たし、 斯る 未然の 告 有れば、 行く末 とても 頼 無しと ぞー 

つぶやき ける、 三月 五日の 朝、 畠 山 高 政 は 手勢 一 萬 を 二手に 分ち、 一手 は搶木 山に 埋 伏し、 一手 を額ケ 

原に 倫て、 敵 を 待つ、 實休久 米 田 山より 見下して、 手勢 六 千に て 是に向 ふ、 高 政 先手？ お 川 直 元、 玉 置彈ー 

正、 遊 佐 新： A 郞等資 休に 切 立ら れ崩 行く、 寶休 勝に 乘て 足を亂 し、 敵 を 追ふ處 に、 拾 木 山に 埋 伏せし 拔ー 

來 法師 共、 能 圖に敵 を 引 請て、 鳥：！ をつ るべ 打つ 事 雨の 如し、 實 休が 先手 篠 原左吉 一 宮長 門、 西 條豐岐 等 一 

打 立ら れて 進み 得す、 色めく を 見 澄して、 畠 山が 兵、 三 木內匠 一番 鏠を 入、 續 て极來 泉職坊 荒土 佐 東 坂の.； 

鬼 大林等 叫び 懸 つて 鏠を入 ければ、 足を亂 したる 敵 なれば、 一度に 咄と 崩れ 懸る、 資休 は額ケ 原の 松の 一 

ニー 一； 本 有る 處に、 床几に 腰 を かけ、 旄を 振て きたなし 返せ、 赏休是 に 在と 下知 すれば、 柳れ 立た ろ 士卒； 

共、 守り 返し. 七 八 度 は 蹈留れ 共、 多分 討れ て殘兵 僅に 勞る、 實休猶 意 ひるます 下知す る處 を、 根 來法ー 

師 往夾. 左 京、 長 劍を眞 向に かざし、 寶 休に 討て か、 る、 寶 休推參 なりと て、 光忠の 太刀 を 以て 拔 打に 拂ー 

へば、 左 京が 臑當の 十 王 頭の 半切て 膝 ロを靳 付たり、 左 京 事と もせす 立直り 散々 に戰 ひ、 終に 赏休を 切 i 

り 伏せて 首 を 取る 時に 寳休 三十 七歲 也、 是に 於て、 三 好 方 往左往 に^す、 實 休が 小姓 共 思 ひ 思 ひに 戰し一 

が、 主の 討 たれる 前に 來て、 物具脫 捨て、 十七 八 歳より 4- 四 五 計の 者 共 十一 人 迄 追 腹 を 斬る、 畠 山 勇み 一 

て、 直に 岸 和 田に は懸ら す、 河內へ 押入り、 高屋 城を攻 取て 三 好 長慶が 籠る 飯 盛 城 を取圍 む、 安宅 木攝ー 

津守冬 康是を 聞て、 長 慶が急 を 救 ひ、 且つ 實 休が 仇 を 報ぜん と、 五月 十九 R 岸 和 田 を 出で、 天 王 寺へ 押 一 

詰る、 畠 山は釵 盛に 壓を 置て、 此の 敵に 向 ふ、 翌 二十日 高 政冬廣 藤 井寺の 南 葉 川 野に て祧戰 す、 高 政が 

士 安田 八郞 一番 鐘 を 合せ 數刻 戰ふ處 に、 冬 康 旗本 を 以て、 高 政 旗本へ 切 i る、 此の 戰に畠 山の 老臣、 湯 

川 直 元 打 死し、 仍て高 政 敗して 河 內の鳥 帽子 形 G 城 長 野の 注 を 指て 落て 行く、 冬康 勝に 乘り 追討し、 討 一 

取た ろ 首 共 を、 泉 州額ケ 原へ 持歸 り、 I 莨 休が 墓所に 備て 亡魂の 恨を馼 じけ る、 實休墓 は 岸 和 田より 一 里： 
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許 額 村の 道^に 在り、 墓の 上に 一 木の 松 在り、 雨降り {<K 曇る 夜 は、 其 墓より 火 出で、 彼 松が 枝に 止る と 

ぞ、 又 額 村の 益 一 里 許 大覺山 妙 泉 寺 (妙國 寺 一 派) と 云 ふ 寺に、 實休 石塔 有り、 是は樨 の 妙國寺 日光 上人 

年來 人魂 故に、 則 銘を彼 上人 自記して 建 之と 云、 新て 冬康は 兄の 弔 軍 を 快して、 岸 和 田へ 歸陣 せし が、 

世の中の、 君臣 父子 兄弟 鋒 先 を 諍 ひ、 大道 を 過つ を 嘆て 「いにしへ をった ふる 文の 跡もう しさら す はく 

だる 世と は 知ら じ を」 と 詠 じて 述懷 せりと かや、 

實休は 希代の 物數寄 者に て 天下の 珍 物 を あつむ、 所謂 正宗の 剃刀、 貞宗の 小刀、 定家爲 家 雨 筆 一 帋七首 

の 和歌 等、 其 外 珍 物 員 を 不知と なり、 

〇 寳休 光忠の 刀の 事 

信 長 公 天下 を 始め 玉 ふ 頃、 光忠の 刀 を 好て、 一 一十 五 腰 を 集め 給 ふ、 或 時 安土の 御城の 堺 衆被參 ける に、 

皆々 天 守に 被 召、 御茶 を 下さる、 其の 中に 木 津屋と 云 ふ 町人、 番の目 利と 被 聞 召 及、 彼の 光忠 を淺 

らす 見せ 給 ふ、 此の 中に 寶休 光忠 有り、 孰が それ ぞ撰 出せよ との 御 事な り、 木 Si: 屋則 二十 五 腰 を 不殘熟 

覽 して、 一 や 取 除け、 其の 御 道具 は是 にて 候と 申す、 5^ して 相違な かりし かば、 信 長 公 御手 を 拍給ひ 

如何して 見知れる やと 尋玉 ふに、 木 津屋は 此の 御太刀 切 先に 少し^ e. こ ほれ 拝見 候、 寳休 最^に 敏の臑 

當 を切拂 ふに、 匁 少し かけたり と傳承 候、 仍て 如是 申 上 候と 云 ふ、 信 長 感じ 給 ふと 云々、 

〇 竹 俣 兼 光の 太刀の 事 

上 杉 謙 信の 太刀に 小豆粥 【割 註】 鎌 倉 行 光三 尺 一 寸川 中島に て 信 玄に切 直 玉 ふ 太刀な り」 ((n 切 (來國 俊 

作) 竹 侯 兼 光と て、 三 腰 有り、 其の 內 竹お si- 光 は、 元來 S: 後 國老津 と 云 ふ 所の 百姓、 此の 刀 を 持て 山中 

を 通りけ るに、 折から 雷電 頻 にて、 旣に 頭の 上へ 落ち 懸る 心地 なれば、 覺 えす 此の 刀を拔 て、 切 先 を 頭 

上に 差 上け、 目 を 閉居たり しに、 暫く 有て H< 晴、 雷嗚 止し かば、 彼の 刀 を 見る に、 切 先より  一 n へ 餘り血 

に染 り、 其の 者の 頭 衣服に もま 懸 りなから も 無く 不思議に 危難 を遁 る、 叉 或 時 大豆 を 袋に 入て 市より 
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翁 歸 るに、 袋の 破より こ ほる、 大豆、 其の 刀の 鞘に 當る分 は、 悉く 一 一つに 切たり、 怪 みて 能く みれば、 其 

の 鞘 割れて 刀の 先 少し 出た るが、 夫に 觸て 切れるな り 竹 俣 三 河 守 是を聞 及び 希代の 靈劍 なりと て、 百 

姓に 乞 請て 所持した る を、 譫 信の 耳に 入て 所望せられ、 差 料と 成る、 弘治ニ 年 三月 二十 五日 夜、 川 中島 

草 一 二度目の 合戰 に、 武 田の 家士 輪形 月 平 太夫と 云 者、 一 兩 筒の 鳥 鋭 を 構 居た る 所へ、 謙信乘 かけ、 彼の 竹 侯 

兼 光に て 切 伏せ、 首 は 宇佐美 駿河守 郞黨塚 田 傳內討 之、 跡に て 甲 州 衆 輪形 月. が 死骸 を兑 るに、 深手 ニケ 

所 あり、 皆 鎧 を 掛て切 先 は づれに 切 込たり、 持た る 鐵炮の 1 一の 見 道の 上 を 蓮 切に 切 落して、 筒先と 一 一つ 

に 成たり、 是を 見る 者 不{番 して、 是は 何に て 切た るぞ、 人間業に は 有 まじと、 怪み 恐れけ る、 定めて 謙 

信 彼の 兼 光に て 斬た らん、 夜 軍 なれば 委く 見た る 人な し、 此の 刀 景勝の 代に 至って、 京都へ 遣し、 研 持 

等 を 被 申 付に、 一 年程懸 りて 結構に 出来し、 鉞 後へ 返る、 景勝 悅び老 ほ 各 を 呼び集め、 是を 見せられ、 

流石 都の 水に て 研 たれば、 一 入 見事に 成たり、 偏に 新^の 如しと 被 申、 時に 竹 俣 一一-河 守 熟々 此の 刀 を 見 

て、 是は 其の 刀に 非す、 必定 寶 物と 措替 候と 相 見 候と 申、 景勝 駭て其 證を被 問、 三 河 守 云、 誠に 能 も 似 

せ 候て、 見分け 難き 程に は 候へ 共、 一 つの 證據 御座 候、 彼の 御 刀 は 脛巾 元 一 寸 五分 上鎬の 方に 馬の 尾 一 

筋 通 候 穴 有り、 此の 事 某より 外に 存 たる 人 不可 有、 然るに 此の 刀に 其の 穴 見え 不申 候、 簧物無 紛由を 申 

す 景勝 犬に 怒て、 則 竹 俣 を 京都へ 登せ 何となく 他國 人に 仕立て、 備前翁 光の 二 尺八 寸 より 三尺 迄の 刀 を 

あれこれ 尋 求る 處に、 果して 淸 水の 南 坂より、 彼の 正 眞の刀 を 持 来る、 仍て 此の 段 を 奉行 石 田 三 成へ 訴 

ければ、 早速 彼の 賨物師 共 を 召 捕、 同類 十三 人、 日の 岡に て 悉く 礎に 被 行、 拉件 の^を 國 へ持歸 り、 景 

勝 前にて 彼の 穴へ 馬の 尾 を 通し 見せければ、 景勝 を始、 諸人 希代の 道具 也と 感之、 此の 段 秀吉公 御 聞に 

達し、 景勝へ 御所 望 有て、 其の 刀 聚樂へ 上る、 後年 大阪 落城の 砌、 浪人 取 之て 和 泉 河內の 間に 落 行たり 

との 風說 有る に仍 り、 台德 公より 精々 御 尊 有り、 若し 持 出る 者 あらば、 黃金 一二 百 枚 下さる べしと 相 令ら 

れ けれ 共、 終に 出-さりけ ると ぞ、 
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0 越 前 秀康櫛 於國歜 舞妓 を 見て 感ぜられし 事 

伏 見に て 越 前 黄 門 秀麼卿 御屋敷へ 於國 とい ふ欹舞 妖女 を 召れ 踊らせて 御 見物 有り、 水精の 球數を 襟に 掛 

て 舞へ る を御覽 有りて、 水精に て は 見苦しと て、 御 具足の 上に 御掛 有し 坰瑚珠 の 珠數を 下さる、 其 舞 を 

御覽 有りて 御 落涙な され、 天下に 幾千 萬 女 有れ 共、 一人の 女と 呼る. -は渠 なり、 我 は 天下一 人の 男に な 

る 事 叶 はす、 女に さへ 劣ぬ る は 無念な りと 仰せけ ると ぞ、 

〇 蒲 生氏鄕 高麗 陣を 望む 事 

高置陣 御手 間 入 候と て、 太閣の 御前に 於て、 家康 公利 家 卿 景勝 鄉 など 御 商議 有り、 蒲 生 氏鄉申 上らる 

は、 何の 事 も 御座な く 候、 朝鮮の 合戰を 某に 被 下 候 は  >、 切 取に 可 仕 候、 夫に て は 上の 御 苦 勞も止 候 間 

拙者に 被 仰 付 候へ と 申 上ぐ る、 太閤 是を 不興 有て、 夫より 氏鄕に 隔意 せらる と 云ふ說 有り、 

〇 久世三 四 郞坂部 三十 郞 斥候の 事 

何れの 軍歟 其の 所は覺 えす、 家康 公、 久世三 四郞、 坂 部 三十 郞兩人 を 召て、 先手の 斥候に 遣 さる、 坂 部 

は 御意 を 承る と 否、 勇み立て 直に 先手へ 乘 行く、 久世は 少し 猶豫 の體 にて、 立 振 宜しから す、 何と やら 

ん後 たる 様子に て、 先手へ 往く を、 御前の 小姓 衆 見 之、 久世を 笑ふ氣 味なる を 公 叱らせ 給 ひ、 其の 時の 

上意に、 坂 部 は 生得 剛勇に て、 敵 を 何とも 思 はす、 久世は 武邊を 嗜む心 深ければ、 物 を 卒爾に せす、 事 

に仍て は、 生て 再び 歸る ベから すと 勵む 故に、 假 初の 事 を も 大事に するな り、 今 見よ 三十 郞 より は 一 一町 

も 三 町 も 深く 近寄て、 能く 見切て 歸 べきぞ と {ー 且ふ、 案の ごとく 坂 部より 四 町 程 先へ 出て、 敵の 位 動靜を 

能く 見切て 歸し 由、 先手 高野山に て 內藤言 之 助 入道 物語な り、 此の 言 之 助 は 法名 言 入と 云 ふ、 龜田大 隅 

か Is^ にて、 見事 成る 士 なり、 高 野 登山の 砌、 彼の 山に て參會 せし 直の 咄 なりと、 或 人の 記に 在り、 

〇 上 杉 入 巷：^ 陽 軍鑑を 難す る 事 

上 杉義春 入道 入 巷 (ィに 畠 山) は、 公方 家 御悃の 上、 後年 老衰 故 隱居被 仰 付ら れ、 京都 麩屋 町と 云 處に閑 
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居な り、 後に は 兩眼盲 ひ、 徒然なる 儘に は、 傍の 人に 書物 を讀 ませ 聞れ 候、 寛 永 十二 年の 頃、 或 人 甲 陽 

軍鑑を 持参し、 慰めに とて 讀之、 入 情是を 聞き、 此の 書頗 相違 多し、 第 一 謙 信 を 梶原景 時 か 末葉と 書 

たる 事 誤な り、 謙 信 本 氏 長 尾 は、 村 岡 將軍忠 通 三男、 謙 倉 四郞景 村が 孫、 鎌 倉 次郞 景弘、 始て長 尾と 號 

す、 其 子孫 相 績し稱 之、 梶原は 村 岡 將軍忠 通 一 一男 權 太夫 景通か 末葉な り、 景通景 村 兄弟の 分れに て、 刖 

流 也、 叉 長 尾 義景と 書た る は、 我 舅 長 尾 政 景の事 也、 義景に 非す、 叉 天 正 三年 乙 亥 記録に、 公方、 靈陽 

院義昭 公と 書 載たり、 義昭公 は 秀吉公 他界の 前年まで 在世に て、 慶長 三年 丁酉 八月 一 一十 八 R 逝去 有りて 

靈陽院 殿と 號す、 高坂彈 正の 死せ し は 天 正 六 年な り、 慶長ニ 年 迄 は 一 一十 年に 成る、 如何して 死後 一 一十 年 

に 及ぶ、 院號を 書記し ける ゃ不赛 なり、 また 松 永 か 滅亡の 事 を、 天 正 三年 六月の 記 中に 載たり、 コ； 年後 

に 滅亡せ し 松 永 事を以 として 前に 知た る や、 又； 大文 十六 年 丁 未 二月 十五 日、 晴 信甲府 八幡に て、 山 本 勘 

介 を 呼で、 西 國の事 を被尋 に、 勘介大 內義隆 を、 家臣 陶尾 張守晴 賢が 討滅 したる 事 を 答し 由 を 載す、 義 

隆は 天文 一 一十 年 辛亥 九月、 長 門 國深川 村 天 寧 寺に 於て 生害な り、 五ケ 年後の 事 を 前に 書たり、 又 川 越の 

夜 軍 は、 北 條氏康 と 兩上杉 戰ふ由 を 記す、 是も 年月と もに 相違な り、 川 越 夜 軍と 云 ふ は、 北 條氏綱 (氏康 

父) と、 上 杉 五 郞朝定 との 軍に て、 天文 六 年 七月 十六 日夜な り、 兩上 杉に 氏康打 勝た る 川 越の 軍 は、 夫 

より 十ケ 年後、 天文 十五 年 丙午 四月 二十日 晝軍 なり、 此の 兩 度の 軍 を混雜 せる 誤な り、 又 十卷の 下に、 

松 山城 主上 杉 友貞と 有り、 其の 時 松 山城 主 は 上 杉 左衛門 太夫 憲勝 なり、 是 は山內 のト： 杉 民 部大輔 憲顯六 

代の 孫 也、 友 貞と云 ふ は、 上 杉の 一 門に は 無 之、 但朝定 事歟、 夫 なれば 右に 云 ふ 川 越 三度 目の 軍 天文 十 

五 年に 討死な り、 是 等に 不限、 前後 相違 且つ 誤 等 勝 計 ふべ からす、 其の上 謙 信 代の 事 は、 某 直に 存 たる 

事な り、 此の 書に 顯す處 は、 事々 物々 殊 外相 違僞 なり、 信用すべき 物に 非ず と、 重て は 甲 陽 軍 鑑を讀 せ 

ざると なり、 

〇 上 條又八 和 田 庄兵衛 を 討つ 事 
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上 條又八 は、 緻田 常眞普 代の 士 なり、 大阪へ 籠り、 冬陣に 團 右衛門が 夜 討に 屬し、 蜂須 賀家士 七條與 

三 右衛門 を 打ち、 翌年 落城の 日 も、 長！； 監 物と 一所に、 退 口に 敵 を 突 伏せ、 雨 人 共に 高名す、 其の後 大 

阪 浪人 御免に て、 森 右近 太夫 方に 有 付、 其の後 彼 家 を 去て、 淺野但 馬 守に 奉公せ しが、 傍輩の 和 田庄兵 

衛と 喧嘩 を 仕出し、 兩人 共に 改易せられ しが、 、江 都 西 福 寺と 云 ふ 寺に て、 法 華 經千部 執行の 折 柄、 其 場 

にて 和 田 庄兵衛 に 出會、 に 勝負して、 其 身 も 手 負ながら、 終に 和 田 を 討す まし、 曾 我 丹 後 守 宅へ^ 込 

居る、 其の 近隣 は 堀 丹 後 守 直 寄 屋敷な り、 仍て堀 家より 人 を 出し、 和 田が 死骸 を 見す るに、 帷子み-着 

たり、 上條 は徒膚 なりし と 風聞す、 直 寄 聞 之、 或 浪人 を 使と して、 上條 方へ 申 遣け る は、 首尾 克く和 田 

を 討可爲 本望 候、 但庄 兵衛は 着込 を 着たり、 御邊は 素肌なる 由 風聞す、 大事の 仕 物 は、 身を储 にして こ 

そ可然 に、 素肌 は 奈何、 是 にも 料簡 有ての 事に や、 此の 段 承 度と なり、 又 八 使に 向て 先 以て 丹 州 様へ 未 

得 貴意 候 處御使 被 下 過分 至極 奉存 候、 仰の 通 着込 を 着し 可 申 を、 無 其 儀 御 吟味に て 行當申 候、 住 兵衛が 

如く 鐵衣を 着し、 路 中に 踏ば り 果候は いか 計 見事に 可 有 之 候處、 素肌に て 着込 を 着た る 敵 を 思 ふ 儘に 

打果 し、 唯今に 存生 仕 候 段、 面目 も 無 御座 候と 返答す、 丹 後 守 聞きて、 拉々 憎き 返答 をした る 奴 哉と 股 

立せられ ぬと なり、 

〇 京 極 家の 臣赤尾 伊豆の 事 

赤 尾 は 京 極 家 代々 の 老臣な り、 赤 尾 美 作 守 は 信 長に 亡され、 其の 子 幼少 なれば、 取隱 して 多賀の 法師の 

弟子と す、 十一 ： 歲の時 華表の 邊に遊 居た に、 折節 武士 一  人通り 掛 りしに、 誤て 行當 りぬ、 彼の 士 叱って 

小僧め 胡 論た へたる 奴 哉と、 天窓 を はりければ、 此の 子 透 さす 彼の 士が 脇差 を拔 より 早く 唯 一 刀に 彼の 

士を剌 殺し、 其の 場 を 直に 趨て、 在所 赤 尾へ 逃歸 り、 後に 赤 尾 伊豆と 名乘 て、 京 極 家へ 歸參 す、 此の 伊 

豆 守隱れ なき 大剛 者に て、 高名 手柄 餘多 なり、 關ケ原 御 陣大津 籠城の 時 も 伊豆守 働 尤も 多し、 持 鎗に十 

三 ケ所切 込 有しと 見た る 人の 語りし な hN、 
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〇 聚樂 域に て 生 御 魂 祝 0 事 

天 正 十九 年 辛 卯 七月、 秀次 公より 生身 魂の 御 膳 を、 聚樂へ 被 上、 秀吉公 北の 政所 松 之 丸 殿 淀 殿御 一 座に 

て 祝 ひ 玉 ふ、 其 日 御馳走に、 觀世 今春 方 松に 能 を 仰 付ら る、 秀吉公 仰に、 今日 秀， 馳走 なれば、 何事 も 

客人の 望 次第な り、 能の 番組 は 何々 ぞと 尋ね 玉 ふ、 方 松 申 上る は、 白 髭忠度 野の 宮と申 上る、 秀古公 聞 

召れ、 脇能 をば 誓願 寺に 可 致と 宣ふ處 に、 古より 脇能 は 目出度 神祇の 能 を 用ひ來 候、 誓願 寺な ど は 如何 

に 奉；^ 候 旨 申 上 候へば、 重て 宣ふ は、 阿 彌陀如 來は九 品の 淨 土の 主な り、 其 主たる 身の 歡喜 踊躍 せらる 

>- は、 能々 目出度 事に て 有つ らん、 然れば 今日の 能 は 誓願 寺 を 脇能に 可 致との 事に て、 其の 通り 相 勤し 

とか や、 

〇 加賀利 常乘料 馬の 事 

加州 衆の 物語に、 越 前 忠直卿 謀叛 沙汰の 時、 加州 は隣國 なれば、 筑前守 利 常 御先 手 たるべし と 專ら風 

聞す、 然るに 利 常 折節 乘料 にすべき 武具 下の 馬な し、 依 之 百 二十 萬 石の 家中より ニ千餘 足の 馬 を 撰ばれ 

たるに、 其の 中に 鹿 毛に て、 ニ寸 五分 ある 乘跃 さき 頭 持 腕 爪 殘る處 無き を、 一 疋撰 出す、 去らば 物 を 

見ざる 歟 とて 城の 大 庭に 指 物 數百本 立 並べ 其の 中を乘 廻り 指 物 を 立 俯せ すれ 共、 耳 立 足 並 少しも 變らす 

弓 鳥 銑に も不 恐、 故に 是を利 常の 乘 馬に 定め、 名 を 優 婆 塞と 附ら る、 今 一 疋乘替 をと て、 色 々捜されし 

かど も、 終に 無 わしな り、 善き 馬 はなき 物な りと 被 語し、 

〇 明 智の臣 三 宅彌平 次の 事 

紬川越 中 守忠與 入道 三齋 は、 若き 時 は 長岡與 I 郞と云 ふ、 明智 光秀が 壻 なり、 或時忠 興明智 方へ 參られ 

しに 小姓 一 人緣頰 障子の 外 を 通る とて、 目 通 を 通る 如く 手 をつ きて 行く、 忠輿 物の 隙より 是を 見て 日向 

守に 向 ひ，^ 爾々 の 3 曰 を 語り、 奇特なる 者に て 候と 申さ るれば、 光秀 聞て 夫 は 三 宅彌平 次と 申す 者な らん 

其の 者 を是へ 呼び 玉 へと 呼出し 見ら る 、に、 果して 彌平 治な り、 忠與 ョ 向 守の 人 を 知る 事 を 被感、 彼の 
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彌平次 後 は 明智左 馬介秀 俊と 號す、 日向 守 肱の 將と 成る、 白 練の 羽織に 狩 野永德 に、 雲 龍 を 墨 緣に書 

せ、 具足の 上に 着し、 二の 谷と 云 ふ 名物 胄を 着、 明智が 先手 を 務め、 度々 の 高名 其の 名 かくれな し、 天 

正 十 年 壬 午 六月 朔 日の 夜、 光秀 丹波龜 山城に 於て、 明智左 馬介秀 俊、 同 次 右衛門 友 房、 藤 田 藤 一一： 藤舂、 

齋內藏 介 利 三、 溝 尾 庄兵衛 貞重等 を 呼 集て 申け る は、 各々 が 一 命 を 申請 度 事 こそ あれ、 若し 同心 無に は 

速に 吾 首 を 取れと 云 ふ、 各 目と 目 を 見合 返答 猶豫 する 處に、 左 馬 介 進出で、 何様に も 御意に 洩間 敷と 誓 

ふ 其の 時 光秀 逆 意の 趣 を 語り、 今夜 京都へ 柙詰信 長 公 御 父子 を 討 奉らん と 凝す、 齋藤內 藏介云 ふ、 時 

分 あしく 候 不可 然と 云 ふ、 左 馬 介 云 ふ、 一言 口外 すれば 駟馬も 追 事 不克、 此の 五 人 は 他言す ベから すと 

いへ ども、 天 知 地 知に て 事 露顕すべし、 唯 速に 京都へ 仕 蒐候は > 大望 成就 せんと 云、 

駿臺雜 話 曰、 近頃 明智 光秀が 織 田 信 長を弑 せんとて、 丹 波路より 引返す 時、 途中に て 旗本の 將 士へ隱 

謀の 企 有事 を 始て御 聞せ、 扭 一 黨 同心 せんと 云 ふ、 一 紙の 誓文 を 出しけ るに 軍士 互に 驚き 視て、 兎角の 

事に 及ば ざり しに、 齋藤 內藏介 申け る は、 此の 御 企 千に 一 も 御 利 運 可 有事に 候 は > 同意 致 間 敷 候へ ど 

も、 御 敗亡 は 見えた る 事に て 候、 夫に 唯今 辭返致 候 は 命を惜 みその 場 を はづし 申に て 候、 夫は士 

の義に 非す とて、 一 番に 血判し ければ 殘 りの 人々 も 一 言に 不及皆 同じけ ると なり、 孟子に 非義 之義大 

人 弗爲と 云へ り、 內藏 介が 義は 大人の せざる 處 なり、 此の 時 光秀 を 强く諫 て 聞れ す、 光秀が 手に 掛り 

て 死ん は 中中 增る べし、 萬 一 光秀 本望 を 達し、 永く 世に 在らば、 內藏介 生て をら るべき や 生て 居らば 

前に 云た る 事は僞 なり、 よし また 其の 時 自殺す るに せよ、 賊黨の 名 は 不遁、 世話に 所謂 犬 死と 云べ し 

畢竟 義理の 筋に くらき 故に、 小節に 拘り 時勢に 逼られ て、 竟に賊 黨に陷 り、 極 罪に 處 せらる. -は嘆 敷 

事なら す や、 

夫より 光秀 は、 西國 出立の 武者 行列 を、 信 長 公の 御覧に 入る と 披露して、 龜山を 亥 刻に 立て 夜中より 京 

へ 押 寄、 信 長 御 父子 を 討 奉る、 
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此の 時 光秀 京都の 地主 錢 をば 免す と 云々、 考 之に 洛中 地 子 免許の 事 は、 信 長 公の 時 沙汰 有て、 信 長 

公の 判 物 を 今に 於て 洛の 古町に 所持す、 然る を 此の 地 子の 事 は明智 が、 免許た" と、 世人 一統に 覺た 

る は 奈何、 按す るに 信 長 公の 代に 此の 沙汰に 被 及、 未-: U 取 定まら ざり し を、 明智に 至て 事を决 しぬ る 

にや、 ^重 校、 

其の 節より 後の 坂 本 城の 落 居 迄、 此の 左 馬 介が 働の 始末、 塞に 絶倫の 擧 動ない、 委く は諸錄 に顯然 たれ 

ば、 愛に せく、 惜ぃ哉 逆徒の 名 有に 仍り、 其 功赫卖 たらざる 事 を、 

〇 名物 胄の事 

細 川 三齋に 奉公せ し 老人 浪人して 京に 在りし が 物語に 云、 攝州 一 の 谷 一 一の 谷と 云 山 並び 峰て り、 一 の 谷 

の 峠を鐵 蒸が 峰と 云 ふ、 美濃國 菩提 城主 竹 中半 兵衛重 治、 一 の 谷と 云 ふ胄を 着せり、 明 智左馬 < ^力 青 は 


一 一 の 谷と 號す、 一 の 谷に 並びた る 名物 故に 

の 谷より 上と 云 ふ、 むな り總 じて 名物 胄は、 


斯く 云へ り、 又柴田 伊賀 守 勝 豐が胄 は、 鐵 蓋が 峰と 云、； 
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是皆 天下の 名物. なり、 また 加 藤淸： 止の 長 ：1| 帽子、 籐堂新 七郞が 帽子 も 名高き 胄 なりと 語お り、 

津田長 門 入道 常慶 物語に、 日 根 野 織 部が 唐 冠の 胄は立 物 鐘 旭、 耳 は 一 一尺 五 寸の脇 立な り、 ^右の 耳 は 半 

分よ. り 打 折た る 様に する、 是は 太刀 打に 構 ふ 故な りと ぞ、 
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〇 可 兒才藏 の 事 

可兒才 藏吉長 は、 隱れ なき 覺の士 なり、 笹を指 物にする 故に、 世々 笹の才 藏と云 ふ、 廣 島に 在し 時、 若 

士 ども 集りて 語る 時、 何程 剛士 なりと も、 年老て は 不可 叶と 云 ふ を、 才藏 老年 故、 耳に 懸て 年寄 も 人に 

寄らん と 罵りし が、 篾に 老年 迄 甲胄 兵仗 を帶 し、 馬上の 業 若士に 超たり となり、 若年より 愛宕 を 信じ、 

^3?-ば愛宕權現の緣，3に死んと常に申し .-が、 茶して 六月 二十四日 潔 齋し物 具して、 薙刀 を 持ち、 床几に 

腰を掛 ながら 总 絡たり、 人 皆 奇異の 思 ひ をな す、 遣 言に て廣 島の 矢 賀と云 ふ處の 坂の 脇に 葬り、 石塔に 

尾 州 羽 栗 郡の 住人 可兒 才藏吉 長と 書たり、 往来の 人心 有る は 墓前に て 下馬し 通る と 云へ り、 才藏 家来に 

竹內久 右衛門と 云 ふ 者 有り、 是又 頗る 剛士 にて 何方 にても、 才藏が 分限 半を頒 ちて、 久 右衛門に あた. ふ 

長久 手合戰 に、 才 藏は秀 次に 仕へ しが、 秀次馼 軍の 時、 才藏を 秀吉公 強く 叱り 給 ひ、 夫より 日陰者に 成 

りて 方々 徘徊し 居け る を、 福 島 正則 七 百 石に て 被 抱、 其 時 も 則 三百 五十石 を 分て、 竹內久 右衛門へ 遣し 

ける となり、 

石 田 治 部が 島 左 近 を 被 抱し 時 も、 我 領地 半分 遣し ける 事 諸 記に 見えたり 

〇 加 藤淸正 十文字 翁の 事 

加藤淸 正と 1K 草 伊豆守 ー戰の 時、 淸正 自身の 鎗 の手抦 は、 天 正 十六 年 霜月 五日な り、 其の 節淸正 錯 の橫 

手 を 突 折、 片 鎌に 成たり と 云 事、 世上の 說 なり、 また 其の 時折た るに は 非ら す、 元來片 鎌な りと 云ふ說 

あれ 共、 十文字に 無 違、 後年 其の 所の 領主 寺澤兵 庫頭廣 高、 家人の 物語 を 聞く に、 天草 合 戰は佛 木 坂と 

云 ふ 所な り、 淸正 十文字の 折れし 片鎌を 拾 ひ、 怫木 坂の 社の 內に 奉納して、 今に 在り、 所望の 人に は 取 

出して 見す るな りと 語る、 又淸 正の 鎗を 見た る 人の に、 鏠は 十文字 志津の 作に て 直 一?^ なり、 鞘 は 熊 毛 

橫 手は黑 羅紗な り、 瘧を煩 ふ 人に、 其の 熊 毛 を 一 筋 拔て飮 せけ るに 立 所に 瘧 落たり とぞ、 

〇 加 藤忠廣 暗愚の 事 
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加 藤 肥 後 守忠廣 は、 父淸 正と 違 ひ 暗愚の 人な り、 ある 夜話に、 忠廣云 ふ、 我 は 力 を 望に 思 ふなり、 十 人 

力 も 有らば、 重き 鎧の ニ領も 着なん、 さ 有らん に は、 矢 炮の氣 遣 ひなかる べしと 被 申、 飯 田 角 兵 衛聞之 

て、 御 力 は 入らざる 事に 御座 候、 旣に御 父淸正 公、 薄 金の 鎧に て、 御 若年より 數 度の 御 合戰に 遂に 御手 

も 御手 も 負せられ す 候、 假令 いか 様に 用心 致 候ても、 運命 次第にて 候と 申す、 拔返 35 の 時、 玄關 にて 御 

父と は斯迄 無下に 劣 給 事 哉、 最早 御 家 も 末に 成りぬ と淚を 流し つぶやきて 退出せ しとな り、 

〇 淸正 高麗に て 用心の 事 

庵原 助 右衛門 物語に、 淸正は 奇妙なる 大將 なり、 殊に 逞敷 聞え し は、 高麗 陣の 時签山 浦より 二十日 路程 

が 間 は、 H 本へ 取 切， 七 八 里 十 里程 宛に 城 を 構へ、 是 をつな ぎの 城と 號す、 戶田民 部少輔 は、 密 陽の 城 

に 居、 淸正は 全 州に 在り、 或 時淸； 止 を 日本へ 被 召淸、 正 歸朝を 催す、 全 州より 五日 目に 密 陽へ 着の 害な り 

戸田 は舊友 なれば 是を悅 び、 城 を 掃除して 馳走の 用意 叮嚀な り、 家老 眞鍋 五郎右衛門、 神 谷 平 左 衞鬥を 

路次迄 迎に差 出す、 午刻 過 兩士密 陽 城より 四 里程 出で 見れば、 淸： 止の 先 勢 人 數頭見 ゆる、 其の 頃 朝鮮 東 

の 方 は 大半 治り、 二三 十 里の 間 は 敵 も 無れば、 眞鍋、 神 谷 も、 革 羽 纖革袴 を 着し 出向 ふ處 に、 加 藤 人數を 

みれば、 何れも 物 具して 簞食 つけ 旌指物 推 張り、 鐵炮は 火 繩に火 をつ け、 兒 小姓 迄 も 具足 面 頰を當 て、 

嚴 めしき 體 なり、 妙法の 旗 押 立、 磨 筒の 鳥銃 五 百 挺眞 先に 立、 淸正は 溜 塗の 具足に、 金の 蛇 目 を 書き 例 

の 長 烏帽子の 胄の緒 をし め、 頗當脇 楣臑當 飯 箪迄取 付け、 下掛の 草鞋し め、 銀の 九 本 馬 蘭の 馬 印 を 自身 

背に さし、 月 毛の 馬に 白沫 かませ 來 かる、、 戸田より 迎の兩 使 道 を 除け、 畑 中に 下馬す、 淸正是 を 見て 

民 部 殿よりの 使者 激、 御大 儀な り、 口上 は 聞く に 不及追 付 それへ 着 陣可致 候、 殊外 垢つ き 小姓 共 もよ ごれ 

申 候、 風呂 を 可 被 仰 付 候、 下々 にも 卓 散に 湯 を あびせ 給 候へ、 此由 先へ 歸られ 民 部 殿へ 申さるべし とて 

高聲に 申さる、 兩士畏 候と て 馬に 打乘、 先へ 乘 切て 歸り、 民 部へ 斯 くと 吿る、 淸： 止 程なく 着陣 なり、 屏 

重 門へ 民 部 出迎ひ 見れば、 淸； 止 自ら 犬馬 印 を 背に 指す、 緣涯 にて 民 部 小姓 兩人 寄て 件の 指 物 馬藺を 取て 
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旗 籠に 立る、 拉 小姓 共淸 正の 草鞋 を 解き、 臑當を 取る、 淸正は 腰に 付た る緋純 子の 打が へ を ほどきて、 

1^敷 へ 投入ら る是を 見れば 米 三 升 干 味 t 曰銀錢 三百 文 を 入て、 其 重さ ー提 有り、 是は馬 印 を 指す に、 腰輕 

ければ つり 合 ひ惡敷 故、 如 斯と被 申、 民 部 輿を覺 し、 十 里 二十 里に は 敵 も 無に、 殊の外なる 御 出立に 候 

と 被 申ば、 淸正 聞て 去る 事に 候、 尤も 近 邊に敵 無 じと 雖も、 總 して 物の 大事 は油斷 より 出 候、 若し 物見 

を もせす うか/、 と參る 途中 不意の 變 あらば、 是 迄の 武邊を 水に 致すな り、 さらで だに 士卒 は油斷 がち 

なる に、 某が 怠 を 見るならば 下々 の 緩怠 申に や 及べき、 故に 身の 苦み を 不順 候と 被 申ば、 民 部 も 感淚を 

流さる とな わ、 
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翁 草 卷之 三十 二 

諸 錄拔萃 

〇 眞田表 七 本 鎗幷に 小 野次 郞 右衛門 迁太 郞助爭 論の 事 

一一： 州 小豆 坂 七本鎗 は、 信 長 記に 載たり、 志津嶽 七本鎗 は、 太閤 記に 見 ゆ、 眞田七 本鎗の 事、 何にも 記せ 

すと 云々、 或 老人 其の 席に 在りて、 某委く 知ぬ とて 語 之、 先 初の 眞田陣 は、 天 正 十三 年閏 八月な り、 二 

日の 合戰 に、 鳥井彥 右衛門 元忠が 兵、 小 見 孫 七鎗を 合す、 同一 一十 日 丸 子の 城下へ、 岡 部 內膳正 長 盛、 一 

乎に て 働き、 眞田 安房 守昌 幸と 合戰の 時、 內膳 家人 小 鹿 又 五郞、 一 番鎗、 奥山 新 六、 所 藤內、 近 藤 平 太 

內藤久 五郞、 向山 久內、 笛吹 十 助 能き はたらき なり、 家康 公より 岡部內 勝へ 御 感狀を 被 下、 右の 七 人 も 

同じく 御感狀 頂戴す、 所藤內 は、 鎗 下の 高名との 御文 言な り、 小 鹿 乂五郞 は、 I 番鎗を 合せ、 其方 一身 

の覺 悟、 諸 軍に 勝れ 候との 御感狀 なり、 此小鹿 は駿河 衆な り、 今 川 範忠の 二 男、 小 鹿 孫 五 郞範慶 後胤な 

りと 云、 又 後の 眞田陣 は、 慶長五 年 九月 六日な り、 台德院 殿秀忠 公御發 向、 眞田昌 幸 を 御 攻被成 候、 其 

時、 城 北の 門 は 根津長 右衛門 持 口な り、 御饌 本の 淺見 藤 兵衛、 獨夜 明に 付て、 堀の 淺深を 探る 處を、 城 

中より 鳥. 銑 雨の 如く 打 立る 故に、 朱の 十二 引の 指 物寸々 に 成る、 仍て 鐵炮を 避て、 地に 平伏す、 然る 處 

へ 小 栗 次 右衛門 續き來 て、 金- \〕 深 入す るな と 呼ぶ を 聞て (金 七 は 藤 兵衛が 前名な り) 其方に 先駔を さすべ 

きかと 云も敢 す、 立上りて 門へ 附く、 小 栗 も 同じく 門へ 附處 に、 城 中より 混胄 二十 餘輩門 を 開て 突出る 

淺見 小 架 立 こたへ て鐽を 合する に、 兩 方の 出群より 鳥 鋭 を 打 事 雨の 如し、 淺見が 小者 虎若 刀 を 拔き鎗 を 

く  > り 臑を拂 ふ 故に、 城兵 も 淺見 小 栗 を 打 得ざる 處に、 亂炮小 栗が 內胄 胸板 三 所 迄當て 討死す、 淺見 も 


鎗手 一 ケ所、 且鐵炮 に 胸板 をうた せ、 地に 倒る  >- を、 虎若 透 さす.： 屑に かけて 退ん とする を、 淺見 は 痛手 

の 中に も、 傍輩の 義を勵 して、 先 づ小栗 を 退けよ とい ふ、 虎若 腹 を 立て、 小 栗の 先途 を 見 届ん とて、 是 

迄 は參ら す、 主 を 捨て、 佗人 を 助く る 事 や k ジと、 淺見 を搔 負て 引退く、 淺見 重て 云、 鐽場 にて 指 物 を 落 

したり、 是を 取ら すん ば歸ら じと 云、 虎若 聞て 退 口に 指 物 を 落す こと は、 武の 越度な り、 鎗 場に 落さば 

敢て 恥なら すと て、 終に 淺見 を 連て 退く、 下賤ながら も歷々 の士を 欺く 程の 忠烈な り、 城に も 手 負 死人 

を 引 入ん てし ひて 淺見 をば 追 ざり けり、 扭 城兵 山本淸 右衛門、 依田 兵 部 唯一 人、 城外 二 町 程に 堤の 有 

之に 上り、 寄 手 を 見る に、 秀忠公 御 旗本より 早り 雄の 若士  二三 十騎、 馬の 鼻 を 並て 駔來 り、 堤に 兩人 が 

居る を 見て、 馬を乘 放し、 鐽追 取々々 蒐り來 る、 城 方 齋藤左 太夫、 兩 人が 跡より 来り 先へ 走り 拔け、 名 

乘 かけて 鍾を 合す、 御 旗本の 內小 野次 郞 右衛門 (此時 は 御子神 典 膳と 云) 辻太郞 助、 眞 先に 掛る を、 齋藤 

鏠を振 廻して 是を あしら ひ、 其の儘 引取て 是を僞 引、 小 野、 辻、 頻に 追て、 堤 涯へ來 る 時、 堤の 上より 

依田 兵 部、 山本淸 右衛門 立上り、 鏠を 直す と 等しく、 小 野、 辻、 鐽を 合せ 堤の 上と 下と にて 突 合 ふ、 拔 

より 追々 三十 餘 人出 重れば、 小 野次 郞 右衛門 元より 早業に て、 身の 輕き事 類 ひなければ、 鏠を かざし、 

堤の 上へ 飛 上れば、 辻 も俱に 飛込、 續 いて 朝 倉 藤 十郞、 中 山 助 六、 戸田 半 平、 鎭目 市左衞 門、 太 田甚助 

齋藤久 右衛門、 各鐽を 合す、 依田 兵 部 は 朱 具足に て、 面 も 不振 迫 合しが、 深手 負て 鎗 下に 臥す、 小 野次 

郞右衞 門、 其 首 を 取ん と、 太刀に て 依田が 內胄を 切る、 迁太郞 助 も 依田が 顏を 斬と 云へ 共、 城 方の 鐽先 

茅の 穗の 如く、 突宽 しかば、 是を取 事 あた はす、 山本淸 右衛門 も 四 ケ所鐽 手 を 負 ひ、 其の上 鐽を打 折け 

れぱ、 依田 を 肩に 引かけ、 域へ 曳き、 寄 手 方 喰留ん とす、 是を 見て 城兵 十餘人 突出で 是を援 く、 此の 時 

中 山 助 六 こたへ て、 鏠を 仕る、 太田甚 四郞繾 を 射て 物 付し かば、 流石の眞田方も城^^-へ引籠る、 朝 倉 

中 山 小 野 鎭目辻 戶田齋 藤、 勝に 乘て 付人に せんとす る處 を、 拔 より 雨の 降 ごとく 鳥 ：！ を 打 出し かば、 右 

の 輩も是 に猶豫 して、 味方の 籟を 待つ 處に、 本 多 佐 渡 守 下知に て、 早々 先き 手 を引揚 る、 牧野 石 見允康 
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翁 一 成 も 中の 手へ 向 ひし か、 眞田昌 幸 同信 仍 八十 餘 人に て 物見 僞 引を掛 るに、 右馬允 其 子駿河 守忠成 白旄を 

振て 追 之， 城 方 池 田 市 右衛門 等 一 一十 餘 人後 殿して 退く、 牧野の 兵、 西 尾 又 六、 辻 茂 右衛門、 今 泉 一 ー郞作 

福^3九太夫に追來るを、 眞田 父子 手 鼓 を 引て、 高 砂 を 謠ひ是 を 欺く、  S 〔原 康政遙 に 見 之 犬に 怒り、 二 千 

^一  餘 の人數 にて 乘 鬼る、 眞 田が 跡 を 取 切ん と、 脇道に 廻る、 渡 邊半藏 守 綱 は、 鐵炮を 打 立 させて、 同く 進 

む を 見て、 眞 田家 士， 松澤 五右衛門 申す は、 榊 原 備は僞 引 を 怒て、 猥に 足を亂 して _鬼 るに 非す、 跡 を 取 切 

て 付 入ん 氣色 有り、 早々 御 取 込 然るべ しと 諫 るに 仍り、 眞田 父子 も謠ひ 止て is- 入る、 是を 見て 榊 原 牧野 

追す がって 城門に 附く處 に、 本 多 佐 渡 守より 人數を 引取べき 由、 追々 軍使 來る上 は、 兩將も 無 是非 人數 

を 入る、 拉 其の上 御 評定 有りて、 上方 御 發向遲 く 成て は 如何と て、 此の 表に は 森 右近 太夫 忠政、 日 根 野 

筑後 守、 石 川 玄蕃頭 を殘し 置れ、 秀忠公 は 美濃路 へ 御發向 有り、 本 多 佐 渡守諫 之て、 和 田 峠 を 除け 加 

持ケ原 役の 行者へ 廻らせ 給 ふ、 榊 原 一手 は 二千餘 にて、 和 田 峠を越る、 もし 眞田打 出な ば 天の 與へ なり 

と 軍 を 持て 引 候へ 共、 一 人 も不出 故に、 諷訪へ 着して、 秀忠公 を 相 待ち 美 濃 路へ押 候、 其の 後伏見に 於 

て、 眞田 表の 御 吟味 有り、 小 野次 郞 右衛門、 辻太郞 助、 鎭目 市左衛 門、 中 山 助 六、 朝 倉 藤 十郞、 戶田半 平 

太 K 甚四 郞、 此の 七 人 も 加增を 下さる、 世に 眞田表 七 本 鏡と 稱之、 其の 節 小 野 も 迂と兩 人、 依田 兵 部 を 

太刀 討の 事に 付、 爭論 有り、 辻が 云、 依田 は朱胄 に朱頰 を、 當 たりと、 小 野が 云、 朱 胄に頰 はなし、 我 

其の 內胄を 切る、 初 太刀. ヌ論 なりと 云、 牧野 康成是 を 扱 ふと 雖も、 其の 證據 分明なら す、 右馬允 老將故 

に 家人 を 馬 ェ郞に 仕 立、 上田へ 馬 を 買に 遣 はし、 傳てを 求て 山本淸 右衛門に 逢 ひて、 其の 時の 様子 を尋 

るに、 山 本 云、 其の 論 尤も 所以 有り、 誰に もせよ、 正面 を 切た る 人 初 太刀な り、 依田 は 朱胄を 着し、 頰 

は掛す 候、 閑敷鎗 下の 事 なれば、 血の 染 たる を、 朱頓と 見られた るも理 りに 候と 云、 此の 由歸て 右馬允 

に 申す 依 之 小 野が 初 太刀に 究る、 此の 表の 手柄 は 牧野 右馬允、 酒 井宫內 大輔、 榊 原 式部 大輔 なり、 就中 

树原は 和 田 it を 越た る 事 勇猛な りと 世人 是を稱 しき、 
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右 七 人の 內中山 助 六 は、 隱れ なき 馬の 上手な り、 蒲 生 下野 守忠鄕 家中より 佐 野太 夫 かたへ 買 取し 音曲 

、と 云 馬 は、 拔 群の 早馬な り、 かう かい 節 有に 仍り、 音曲と 號す、 節 有て 猶 よしと 云 心なり、 佐 野太 夫 

是 を秀忠 公へ 上る、 則 名 を 古 龍と 被改、 元來跃 飛の 駿足に て、 乘人 無し、 將軍 家、 高 田 馬場 御成の 節 

中 山 助 六 照 守に 此の 馬に 乘 しめ 給 ふに、 早き 事 言語に 不及、 中 山が 馬上の 達者 を各感 す、 其の後 此の 

馬 血 落て 馬 ェ郞の 手に 渡り、 馬ェ郞 其の 血 を 養生して、 井伊 掃 部 頭 直 孝へ 遣す 時、 名 を 韋駄天と 改し 

由、 

〇 平 松 金 次 郞の事 

平 投金次 郞は家 康公御 譜代 土なる が、 度々 口論に 越度 有り、 殊に 遠 州 荒 井の 船 渡に て、 柏 原 新 五 郞と喧 

嘩し 出し、 眼前に て 我 若 黨を敲 かれ、 をめ/ \ と 堪忍す る 故に、 諸人 金 次 郞と刀 を I 所に も 置す、 此の 

儀 公の 御 耳へ も 入 ぬれ 共、 平 松が 眼 ざし 唯 物に 非す、 剛士 なりと て、 御見捨 もな し、 天 正 十二 年 四月 九 

日、 泡 田 勝 入 父子、 森武藏 守と 御 旗本の 戰ひ、 大事に 及び、 御人數 左右な く宽 得ざる 慮に、 金次郞 茜の 

羽^に、 十文字の 鎗を 持て、 唯 一 人 池 田が 數 萬の 陣へ鐽 を 入て 突崩す、 其の 働 天下に 聞え て隱れ なし、 

平 松 申け る は胎內 より 殿の 御 恩 を 請る 故、 私の 事に、 命 を 菜す まじと 存じ、 數 度の 喧嘩に 不覺を 取 候、 

最早 思 ひ殘す 事無し、 誰 にても 相手に せん、 是 迄の 金， 郞 とな 思 はれ そと 荒 言 を 吐く、 上方に も 此の 手 

柄 を 評判して、 先年 1K 王 寺勝曼 の鐽、 又貝穀 塚の 鐘、 備中蜂 濱の鐽 を こそ 申傳 へたれ、 今度 平 松が 鎗は 

近世 稀な りと て秀， ^公へ 一 萬 石に て 被 召、 平 松 は 長久 手 以後、 御加增 少しと て 憤 居る 折 柄 なれば、 则上 

方へ 走る、 此の 段 御 耳に 達し、 小 栗 又 市、 渡邊 半藏、 河 村 善 七、 坂 部 次 兵衛を 追手に 仰 付ら る、 叉 飛 力 

を 以て 岡 崎の 本 多作 左衛門 方へ も 御 下知 有リ、 終に 遠 州 袋 井の 北 可睡齋 にて 切 股す、 右 討 手の 內坂 部，^ 

兵衛 は、 平 松に 返り 討に 合しと 云、 

〇 竹 中半 兵衛 その子 を 叱せ し 事 
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竹 中半 兵 衛重治 は、 濃 州 菩提の 域 主にて 太閤の 軍 奉行な り、 或 時蕖會 して、 武者 噺 有り、 其の 半に 子息 

左 京 席 を 立て 次へ 行き、 暫く 有りて 其 席へ 歸る、 重 治 大に不 輿して、 何 用 有て 立し やと 問 ふ、 左 一；： 小 S 事 

を 達しに 參 しと 答 ふ、 重治猶 怒て、 小便が 致した くば、 など 座敷に て たれぬ ぞ、 竹 中が 子 は 武道 の 噺に 

聞 入て 座歸 にて 小便 を たれたり と 云 れん は、 世の 面目 成べ しと 叱し とか や、 

〇 久世 三左衛 門が 評言の 事 

江戸に ての 沙汰に、 紀伊賴 宣卿新 參の士 村上彥 右衛門 通淸 に、 武者 奉行 を 被 仰 付ける を、 普 代の 面々 つ 

ぶ やきて、 斯る重 役 を新參 者に 仰 付ら るべき 事 や 有る、 偏に 御 家に 人 無に 似たり と 憤る を、 久世三 左衛門 

頭 を 振て、 某 はさ は 不存、 其の 所以 は、 御 家に 歴々 御赞 代の 士 有れば、 御 人 無と 誰か 思 ふべき、 然る を 

斯く被 仰 付 事、 紀 州に は 古新の 差別な く、 唯 勇士 を 御 賞 就な りと 沙汰 せん 事 天下の 諸士を ひく 能き 御 謀 

と存 すれと 申ければ、 聞く 人久 世が 言を感 す、 此の 村 上 は豫州 久留島 家に て、 名高き 覺の士 なり、 其 子 

八十 郞相 續て紀 州に 仕 ふとな り、 

〇 姊川合 戰七本 鎗の事 

元龜 元年 六月 二十 八日 江州姊 川合戰 に、 家康 公の 御先 手 小 笠 原 與八郞 氏 助、 ニ千餘 にて 朝 倉 孫 三 郞重恒 

が 二 萬餘に 向て 戰ふ、 小 笠 原 內伏木 久內、 中 山 是非 之 助、 吉原叉 兵衛、 林 平 六、 伊達 與兵 衛、 渡 邊金太 

夫、 門 余 左 近 右衛門七 人鎗を 合す、 但伏木 中 山吉原 伊達 林 は 堤 を 下り、 畠 中 を 行く 故、 陰に 隱れ て、 

川 向の 信 長 公の 御 覽に不 入、 渡邊金 太夫 は 朱 3 逆 傘に 金の 短冊 十八 枚 付た る 指 物に て、 堤 上の 晴 なる 鎗 

を 仕る、 信お：、 公 川 向より 御覧 有て、 感じ 給 ふ、 門 余 左 近 右衛門 も 同所に て鎗を 合すれ 共、 猿 皮の 投 頭巾 

を 着て、 指 物な き 故、 聢と信 長 公の 御 目に 留ら す、 其の 夜 信 長 公より 家康 公へ 被 仰 遣 は、 今 n 御手 先に 

て、 朱举に 金お 冊 付た る 土 を 御 越 可 有と て 被 召、 則 渡 遷； 能 出候處 に、 信 長 公の 御前へ 被 召 出、 天下 第一 

の 鎗と云 御感狀 に、 御 腰に さし 給 ふ 貞宗の 脇 指 を 添て 被 下、 殘る六 人 犬に 憤り、 我ら は 早 けれ 共、 堤 下 
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の鏠 故、 御 目に 留ら す、 金 太夫 は遲 けれ 共、 堤 上なる 故に 如此、 高名に 無 甲乙 候 間、 我々 も 御 感狀給 度 

と 望に 仍り六 人 へ も 各 感狀を 賜と 云 々 、 

◦2. 州 衆多 田 久藏の 事 

長 篠合戰 に、 信 長 公の 方へ 生 捕た る、 甲 州 衆の 內、 赤裸に 緋純 子の 下帶 したる 者 有り、 信 長 公 見 給 ひ、 

渠か頗 魂 唯 者なら す、 名乘 せよ と宣 ふ、 則尋 之に、 美 濃 國 住人 多 田久藏 と名乘 る、 信 長 公 手 を拍給 ひ、 

されば こそ 是は 伯父の 死た る 時、 葬禮の 場に て、 火 車 を 切た ると 沙汰せ し覺の 者な り、 總 じて 美 濃 尾 張 

の 者 は、. 我が 普 代 同前 なれば 召 仕べき 間、 繩を 解き 免し 候へ、 昔惡 源太義 平、 曾 我 五 郞時致 も 繩に掛 りた 

り、 士の 上に は ある 習な りと て、 長 谷 藤 五郎に 命ぜられ、 傍へ 連行き 繩を 解せ る、 に、 其の 所 殊の外 

騷 ぎて 見えけ るが、 暫く 有て 藤 a 郞、 彼 久藏の 首 を 持來て 申け る は、 繩を とき 候と 等しく、 長柄の 鎗を 

寒 ひ、 四 五 人 突 殺 候 故、 無 是非 成敗 致 候と 申 上れば、 信 長 公 惜み給 ひしと. ぞ、 

〇 細 川 家臣 松 井 佐 渡 守 遣 言の 事 

紬川忠 興の 家臣、 松 井 佐 渡 守、 有 吉頼母 助 は、 兩 雄の 長臣 たり、 佐 渡 守 遣 言に、 士は 武道 一 篇が よし、 

其の 謂 は、 我 は 欲 道 茶の？ 1 辯 舌 公儀 等よ き 故に、 武邊の 事 を 人 は 言す、 場 數を云 は，. r  、 我 は有吉 より 一 一 

度 多し、 然れ共 世間に て は、 公儀 分別 は 松 井、 武邊は 有 吉と云 ふと 聞り、 唯士は 有吉が 如く、 武邊 計り 

にて 其の 外 不調法 成が よしと 申き、 

〇 謙 信 家老 北 條丹後 守 幷に荻 田與三 左衛門 上杉彌 五郎の 事 

上 杉 謙 ハ1ヌ 豕老北 倏丹後 守 は 大身に て 上野 國厩橋 越後の 北 條と兩 城の 主な り、 大剛の 兵に て 軍功 重累 す、 

指 物 は 白 練 一 幅 を 一 尺 五寸の 長け に 小 四 半に して、 六十 程の 熊 蟻 を黑く 書て 付る、 謙 信 見て 汝が 指物少 

さ 過たり と 被 申、 北條 云、 大抵 三 幅 叫 幅に して 大紋を 付 候 は、 敵方へ 能 見えん が爲 なり、 餘 人の 大指物 

より、 某が 此の 四 半 は 能く 見え 可 申 候、 其の 子細 は、 敵前 近く 乘 候に 仍 なりと 答 ふ、 此の 丹 後 守 謙 信 逝 
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去の 後、 三郞景 虎と 景勝 家督 爭 論し、 景虎は 春 日 山の 一 一の 丸に 居られ 候が、 景勝 本 城より 鳥銃 を 打 かくる 

故に 景虎 こらへ す 一 里 半 計 脇の、 館の 城へ 取 退く、 是を 聞て 前の 管領 上 杉 憲政 も、 北 條丹後 守 も、 館 _s 城へ 

籠る、 丹 後 守 は 坂 戸の 城へ 人數を 入て、 春 日 山の 城と 並びた る 愛宕山 を 取らん とす、 此の 山 は春闩 山の 

本丸より 高ければ、 是を 取れて は不 叶と、 景勝の 姊婚 上條の 城主、 上 杉 彌五郞 義舂を 愛宕山に 置く、 此 

の 義ー站 は 能 登の 畠 山義則 弟なる を、 五 歳より 謙 信 方へ 貰 ひ、 姪 婿に して 上 條の上 杉定實 の 養子と す、 定 

實は謙 信の 姊. が" なり、 度々 場數 ある 剛將 故、 愛宕山 をよ く 持て 景 虎へ とられす、 天 正 六 年 戊 寅 三月より 

翌年 二月まで 取合、 越後の 國 中二つ に 成て、 動亂 止む 事な し、 坂 戶の城 は 愛宕山の 麓 なれば、 景虎 方よ 

り も 大事に して、 一 母 夜 館の 城より 北 條丹後 守 忍て 宿 番に來 る、 夜 明に は 館の 域へ 歸る、 此の 由 を 愛宕山へ 

風 かに 聞き、 或 時 彌五郞 組 下 荻田與 三左衞 門、 ハの外 一 兩人城 を 出て、 館の 城と 坂 戸との 間、 蓮 池と 云 

所に 埋 伏して 待つ 處に、 如 案、 曉に坂 戸の 方 4i 具足の 上に 淺黄 小袖 を幌 着に して、 胄は 着す、 黑の馬 

の六寸 計なる に乘 たる 武者 唯 一 騎、 館の 城の 方へ 往くを 見れば、 大將丹 後 守な り、 天の 與 へと 悅て、 获 

田 か 同伴の 士 起立 を、 丹 後 守より、 元來 馬の 達人 なれば、 逸 參に駆 拔る處 を、 1 一番に 伏た る 荻 田 待ち 設 

けて ニ鎗 突く、 丹 後 守 事と もせす そこ を駔拔 け、 館の 城へ 歸り、 門前の 馬場に て 二三 遍輪乘 を掛て 城へ 

入る、 荻 田が 徒 は 皆 小 に 登て 見 之、 荻 田 は 糙に物 付たり と 云 ふ、 大 井田 監物 津波 木 與助、 其鎗を 取て 

見る に、 骨 引 血 付たり、 渚 も殘 多き 事 哉、 旣 に討留 べき 物 をと 悔て 立歸 り、 大將義 春に 斯と告 る、 傍の 

士笑 ひて、 荻 W. か 分に て 北 條を物 付た ると は 片腹痛し と 嘲る、 翌日 彌 五郎、 家老 毛 襄與十 郞と石 坂與五 

郞七寸 五分 監物 等、 四 五 人 斥候に 出る、 晩方に 蓮 池の 邊を乘 廻す 處に、 館の 城 近 邊の 三昧に て夥 敷く 葬 

禮 有て、 火葬の 烟見 ゆる、 皆々 是を 遠見す る處 に、 玉櫸 かけた る會 下僧、 館の 城の 方より 来る、 七寸五 

分 監物立 向 ひて、 あの 葬禮は 誰の 死に 候 やと 問 ふ、 彼の 儈云、 あれ は 北 條丹後 守 殿、 昨朝 手 負 申され、 

今日 死去に て 其 茶昆 にて 候、 我々 も 其の 役に 罷出、 只今 仕舞 歸 候と 云て 往 過る、 各 聞て、 拉は荻 田が 鎗付 
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^る 事 必定な りと て、 急ぎ 立歸 て、 事の 由 を吿. ぐ、 是を 聞て ヒ杉彌 五郎 先手に て 景勝、 館の 城へ 押 寄ら 

る、 城に は賴 切た る 丹 後 守 討れ ぬれ ぱ不 して、 景虎も 上 杉 憲政 も、 信 濃 境鲛が 城へ 落て ゆく、 彌五郞 

追 駅 彼の 域へ 責詰、 H< 正 七 年 三月 十八 日 終に 城を責 落し、 三 郞景虎 切腹 せらる、 上 杉 憲政 は 其の 晚： A 十 

六 歳に て法體 し、 立山 光 建 居士と 號す、 景 虎の 室と：^ 息 道 萬 丸と て 九 歳に 成け る を、 同道し、 是は 景勝 3 

姊と 甥な り、 我 は 謙 信 養父 なれば、 命 を 助けよ とて 降參 せられし を、 彌. A 郞執次 之で 景勝 を 色々 宥めし か 

共、 景勝 終に 承引 無 之 霧 澤と云 士に申 付、 憲政 入道 幷に景 虎の 窒家幼 息 迄、 悉く 生害して 越後 1 1： 景勝 

の國と 成る、 右の 荻 田與三 左衞門 は、 後に 越 前 黄 門秀康 卿に 千 五百石に て 居け る を、 家 康公聞 召 及ばれ 

越 前の 御 附人本 多 伊豆守 富 正 を 召れ、 获田 主馬 事 (與三 左衞門 事) 鎗 一 本に て、 景勝に 越後 を 取せ たる 覺 

の士 なり、 斯る 有功の 物 を 小身に て 召 仕 は、 秀 康不覺 なりと 被 仰に 仍り、 俄に 一 萬 五千石に 取 立 給 ふ、 

叉 上 杉 彌五郞 は、 後に 上 杉 民 部と 號し、 太閤に 仕へ、 其の後 家康 公に 奉仕し、 本名 畠 山に 仰 付ら れ、 後 

年法體 して 畠 山 入 庵と 號す、 又 上 杉 入 庵と も 云、 其の 子 は 下總守 義眞、 法 體後は 一 庵と 云、 其の 子 今の 

下 總守義 里な り、 此の 入 庵 事 一 代に 十八 度の 手柄 有り、 叉辯才 並ぶ 人 無し、 關が原 御陣前 小山 御陣 へ 

上方 反逆の 吿 有る 時、 諸侯の 胥議區 々にして、 是非 を 分ざる 處に、 上 杉 入 庵 は 桑 山左衛 門. 在， ー俱に 末座 

に 被 居し が、 進出て 福 島 正則 加藤嘉 明に 向て 云く、 各 はな ど 加 程の 儀に 惑 ひ 給ふぞ や、 抑 今度の 事、 妻 

子 を 三 成 方へ 入質に 出し 置、 內府の 御 味方 を 致さば、 筋目 も 違 ひ、 1K 下の 謗り、 且は 妻子の 恨 有ん、 是 

はさに 非す、 元來 人質 は 太閤 御 父子へ 差 出し 置れ ぬる を、 三 成 肆に橫 取した るな り、 然れば 不義 は 三 成 

に 在て、 此方に 無し、 斯て 理非 分明の 儀を默 止して、 誹謗 を 指頭に 受給 ふな、 速に 內府の 御手 を 引 れん 

こそ 最も 可なる ベ けれと 被 申ば、 福 島 加 藤 を. 始め、 衆議 是に 決す、 後々 迄 も 其 時の 入 庵の 申 分 聞き 事な 

りしと、 加 藤 左 馬 助、 紬川越 中、 桑 山 左 衛門杯 も、 折々 申出して 被感 し、 また 大阪 冬御陣 後、 ニ條 御城 

の 書院に て、 諸侯 出仕の 折 柄、 入 庵 を 召て 謙 信 以來上 杉 家 武者 押の 次第 を御尋 有り、 入 庵 はち ひさき 入 
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とする を 見て、 夜 廻の 雜人共 は萠れ 候へ 共、 岩 上 尼 子 山中 は 立 こたへ、 鎗を 取て、 柵 際へ 走り 行き、 栅 

を 破て 押 込む 一 揆 共と、 山中 作 右衛門 十字 鎗 にて 一 番に鎗 を 合す、 岩 上 尼 子 是に立 並て 鎗を 合せ、 一 揆 

ども を 柵 外へ 突出す、 山中 は 鐽手を 負 ひ 岩 上 尼 子 は 注進の 爲に 引取る、 其 所へ 黑田勢 段々 に入替 る、 其 

の 頃 世上の 沙汰に、 夜 討に 鎗と云 事 は 無き 法な りと 云り、 或 人 是を水 野 勝 成に 問 ふ、 勝 成 云、 太 簡小田 

原陣 に、 岩 槻十郞 氏 房 家 來廣澤 兵 庫 介 重 信、 物 主にて 蒲 生 氏 鄕陣へ 夜 討に 出る 時、 氏鄕 自身 一 番鎗 なり 

相 手 は 廣澤兵 庫な り、 氏 鄕內蒲 生 左 門、 同_.^-郞兵衞、 北 川 土 佐 守、 個 又 右衛門、 城方は右の兵^§^^田大 

u\ 其の 外 三 四 人鎗を 合す、 太閤 大に 御感 有て 鎗に究 る、 又 日向 國耳川 表に て、 极白 一 戰に宫 部 善祥坊 

が 錯も夜 討な り、 大阪 にて 蜂須賀 家人 稻田 修理、 岩 田 七左衞 門、 樋 ロ內藏 介、 長 谷川 小 右衛門が 鎗、 兩 

御所より 御 感狀を 被 下 も 夜 撃の 時な り、 山中 岩 上 尼 子が 島 原の 鎗を夜 討 なれば 鎗 にて 無しと 云は不 吟味 

なりと 被 申しと ぞ、 

〇 同時 松 平 伊豆守 鐘 相 圖の事 

右一 投の 時、 松 平 伊豆守 信 綱 奉 命して 彼 地に 發向 せらる、 諸侯 評定の 上に て、 賊 壘へ總 責に究 る、 仍て 

總 鬼の 相 li に は、 伊豆守 本陣の 鑌を撞 べし、 其の 時 諸手 同時に 可 攻と牒 し 合されし が、 其の後 衆議 有り 

て聊 日を經 ける 故、 伊豆守 思惟せられ ける は、 夜中 賊 方の 者 忍び入 歟、 又は 馬鹿者 杯 有て、 不意に 鐘 を 

撞き衆 を 誤る 事 も 有ん かと 撞木 を 取 寄て、 自分の 側に 被 置し が、 猶も 深く 考て、 鐘 を 撞んと 思 は >、 必 

す 撞木に も^る ベから す、 鐵炮 やうの 物 にても 撞 かば 撞 くべ しと、 鑌を 地へ 下ろさせ、 菰 にて 卷 せて 置 

れ しに、 忍ひ不 寄、 俄の 手 合せ 有ければ、 去ら ぱ鑌を 撞 せんとす るに、 下ろし 置た る 鐘 を 釣 上せ、 包み 

し菰を 解く 杯に 殊外隙 入て 間に合す、 其の 間に 諸手 段々 に攻 鬼ろ 故、 相 圖 の 鐘 を 待 間 無く、 我 一 と總乘 

して 攻^したり、 さしもの 伊 S 守餘り 細かに 思量 有て、 却て 過失 被 成し、 自是 以前、 江 都に て 執 政府の 

從事 井上 新左衛 門との 雜談 に、 伊豆守 は 物 毎 念 を 人る がよ しと 被 申、 新 左 衛門は 餘り念 を 人 過た る. は惡 
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しとて 狂談を 引て 與に 人し 事 有しが、 伊豆守 歸府の 節、 旅装の 儘 登城 有り、 折節 在 城の 面々 不殘 迎勞す 

新 左 衛門も 其 中に 有る を 伊豆守 早く 見 付て、 御 逢に 語る 事 こそ あれと て、 御前 返 出す ると 直に、 件の 鐘 

の噺を 致され、 日 外 御邊の 物語 を實 にもと 存 出したり と、 我が 非 を 悔て被 語け る、 伊豆守 理 にさと く總 

じて 人の 言を捨 す、 尋常の 人なら ば、 歸 着の 折抦、 斯る事 は 思 ひもつ け じ、 たと ひ 思 ひ 出る とも、 稠入 

廣 座の 中に て、 執政た る 人の 我が 誤を顯 して 物語れる 事 は 有 まじ、 伊豆守 は 平易 無造作に、 心 公に して 

器量の 犬なる も 知られけ りと 駿臺雜 話に い へ り、 

〇 松 平 伊豆守 大怫を 鑄 直して 錢 となし 、 事 

此の 伊豆守 寬 文の 頃 迄 も 執政の 職に 居られし が、 京の 大佛を 鑄 直して 錢 とし、 IK 下の 利益に せられし こ 

そ、 前後 も 聞ざる 事 なれ、 平重衡 また 近世 松永彈 正が 奈 良の 大佛を 燒しを 逆 罪の 一 つに いふ ぞ かし、 千 

年 以來佛 法 熾に して、 人心 を蠢 惑す ろ 事如此 なる に、 夫に 不拘 伊豆守の 卓識 { 是に 古今 傑出と 云べ し、 其 

の 外 善政 多き 中に、 始て 上聞して 天 下の 殉死 を 禁じ、 諸國の 人質 を 止め、 右の 錢を 鑄られし、 此の 三つ 

の 功 は 殊に 大 なりと 云ぶべし、 此の 時 伊豆守に 不限、 諸 執政 何れも 至 公 至 明に して、 諸侯 諸 役人に 對し 

て、 私の もとめな く、 私の 怒な く、 唯 正道 を もて 下知 せられし 程に、 其の 威令 行 はれし かば、 諸侯 以下 

恐愼 て萬づ 正し かりし ぞ かし、 而も 巳が 才智 を 以て 人 をふさが す、 己が 權柄を 以て 下 を 侮らねば、 諸 役 

人 も、 執政の 威勢に 憚らす、 上の 御爲 又は 官 守の 事に 付て は、 必 まのあたり 爭て言 を盡さ > る は 無し、 

(下略 已上 駿臺雜 話) 按 るに、 1^ 死 停止の 事 は、 黄 門光國 卿の 執し 給 と、 西 山 遣 事 杯に 見えたり、 然 

る を爱に 伊豆守の 功に 場る 處據 有べ し、 可 追考、 

〇 北 條の士 廣澤兵 庫 助の 事 

廣澤兵 庫 助 重 信 事、 小 田 原 落拔已 後、 其の 主 太 田 十 郞氏房 は、 北條氏 直の 供に て、 高 野へ 登山す るに 仍 

り、 廣澤も 弟 關根織 部 もろ 共に、 同 山へ 登る、 扭家康 公の 御子、 參 議秀康 卿、 結城晴 朝の 養子に 成らせ 
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られ、 御人國 有り、 廣澤關 根が 妻子 岩- 槻に捨 たるに 御 扶持 を 賜 ふ、 翌年 兵 庫 織 部兩人 共、 氏 房 手前 を 暇 

取り、 關 東へ 歸 候へ ば、 右の 仕 合 故、 直に 秀康卿 へ 被 召 出、 其の後 越 前 御 國替、 一 伯 殿御 代、 廣 澤は敦 

賀の 町奉行 を 勤めし が、 子細 有て 公儀の 囚人と 成し を、 酒井讃 岐守忠 勝、 兼々 大剛士 たる を 聞 及れ、 廣澤 

を 申し 預り、 小 濱へ被 引取、 其の 子孫 則 廣澤兵 庫 助と 名乗て、 彼の 家の 小 家老 相 勤 居候 由、 長 源 寺 上人 

物語な り、 

〇 結 城 十 郞兵衛 奥 村 桐 之丞鐘 合せの 事 

個 又 右衛門 物語に、 小 田 原 夜 討の 時、 氏鄕 家人 結 城 十 郞兵衛 と、 奥 村 桐 之 丞と錯 を 合す、 是は 始め 柵へ 

付た る 五十 騎 計の 內 なり、 北 (の 者 ども 諷と 引取 時に、 結 城 追 直け、 桐 之丞が 羽織の 桐のと うの 紋 着て、 

跡に 退きけ る處 を、 胶を 突く、 奥 村 振 返て 結 城が 冑を 突て、 物別れに 成る、 然れ共 其の 場 鎗とは 云れ す 

となり、 結 城 は 代々 覺の 者な り、 父 十 郞兵衛 は、 蒲 生 下野 守 定秀に 仕へ、 江 州 野良 田合戰 に、 淺 井久 政 

が 兵 百々 內藏介 を 討 取た る士 なり、 

〇巧 々內藏 介念怫 刀の 事 

百々 內藏介 は 覺の士 にて、 世に 其の 名 を 知らる、 又 名 譽の刀 を 所持す、 世上に 百々 が念佛 刀と 號す、 是 

を 以て 科 人 を成肷 する に、 打 放っと 其の儘、 切 口 吸 付て、 念佛高 聲に唱 へて、 其の後 一 一つに 成しと なり 

仍て斯 く 云へ り、 

〇 筑葉陣 島 夜 討 さ 部 以下の 高名 幷に尾 藤左衛 門の 事 

前に もせ 〕 部 善 蹄 坊が鎗 の 事 を 例に 引く、 龜井 武藏守 物語に、 天 正 十五 年 三月、 秀 吉公筑 紫へ 御 動 座、 島 

漆 御 征伐の 時、 搦手 はト. ^和 大納言 秀長、 近 江中納 言秀 次、 其の 勢 八萬餘 なり、 島 津義弘 同家 久 兄弟 は 二 

一 a? 餘の兵 を 卒して， 後-射 內 より n 向の 縣へ懸 り、 薩 摩へ 引取る 其の 跡 を 追て 亂 入し、. 高 城 財 部の 兩城を 

攻る、 附 城ん 十 一 ケ所、 其の 內に耳 川 を 越て 根 白と 云處 に、 砦 を 構 ふ、 宮部 菩祥坊 ff 潤、 木 下 平 太夫 興 


草  翁 


基、 龜 井新 十郞廣 政、 垣 屋隱岐 守 光成、 福 原 右 馬 介 直 高 一 萬 五千餘 にて、 障 を 取り、 島津が 出張の 口 を 

壓す、 然に 四月 十七 日の 朝、 義弘 より 使者 来て 云、 高 域に 籠 候 士卒 御 助け 候 は、"、 城 を 明 渡し 可 申と なり 

此の 段 五十 町隔 りたる 大和 大納言 殿へ 申 遣 はし、 自是 返答 致さん とて、 使者 を 返す、 善 祥坊は 此の 使者 

の樣 子に て、 今夜々 擊來 らん 事 を 察し、 先づ 人足 大勢 を 以て、 竹 木 を 伐り 集め、 陣 前に 深さ 一 一間 幅 三 問 

の 堀 を ほらせ、 其の 涯に 右の 竹 木に て 柵 を 振り、 自身 を 始め、 士卒 各 用意 を 整へ、 外聞の 者 を 出して 待 

之、 案の ごとく 其の 夜 亥 刻 計に、 島 津義弘 一 萬 六千餘 にて 押 寄る、 兼ての 調 儀 なれば、 善 祥坊は 靜り返 

つて 待設け、 木戸 口に 走迎 へ、 自ら 一 番鎗を 合す、 其の 手の 士田中 九 助 其の 子彥 六、 國友半 右衛門、 h 

田. k 郞 右衛門、 續 いて 鎗を 合す、 垣 屋隱岐 守、 南京 勘 兵衛、 木下龜 井福 原の 諸將 取合せ、 爱を詮 と防戰 

す、 義弘は 聞 ゆる 剛將 なり、 手づ から 長刀 を 振て、 眞 先に^る、 樺 山 平 田 伊集院 石 田 等 面 も 不振 柵に 付 

て攻宽 る、 双方の 手 負 死人 算を亂 す、 島津 勢の 柵に 着き、 空堀に 込 入 を 見て、 善祥 時分 は 能と て、 堀の 

控綱を 切 落せば、 昔 曰 楠の 釣雜に 均く、 數々 の 柵 堀の 上へ 押 倒す、 薩 摩の 兵 堀 下に 死す る 者 八^ 餘 人な 

り、 宫部は 思 ふ 儘に 敵 を 討て、 內の 柵へ 引 籠り、 薩兵は 元來勇 鋭に て 其の上 多勢 S 夜擊 なれば、 士卒の 

擊死を 屑と もせす、 死人 を蹈 越て、 內の柵 を 揉 破り、 寅 刻に 至て、 一 一三 丸を攻 破りし かば、 宮部を 始め 

各將 皆々 本丸に 籠り 身命 を 棄て防 之、 明れば 四月 十八 日、 義弘彌 進んで 攻 詰る、 秀長卿 は 五十 町隔 居ら 

れし が、 此の 合戰を 聞て、 三 萬 計の 人數 にて、 耳 川の 端 迄 押 來らる S に、 根 白の 軍 急迫の よしを 聞き、 

早早 後 詰 せんと 有し を、 尾 藤 左 衛門尉 知宣、 馬より 飛 下り、 秀 長の 馬の 口にすが り、 今 義弘が 勢 ひ はま 

田 勝 頼が 長 篠の褂 り 口に 異ならす、 此の 鎗 先に は 叶 ふべ からす、 川 を 御 渡の 事 如何な りと 諫 るに 仍り、 

秀 長猶豫 せらる、 藤 堂 高 虎ば かりこら へ 兼て、 手勢 を 引 連れ、 川 を 越て 搦手の 方より 根 白の 砦へ 紐ん て 

善 祥坊に 合力し、 高 虎 自身 數人を 突 倒し 働け ども、 義弘， 猶々 進て 攻 詰る 故、 宮部も 勞れて 見 ゆる 處に、 

黑田如 水 其の 子 甲斐 守 長 政 は、 秀 長の 進み 給 は-さる を 見て、 手勢 を 分て 進み 行き、 先づ 村上彥 右衛門 を 
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先手へ 遣し、 唯今 大和 大納言 殿 六萬餘 にて 後 詰 有と 呼 はらせければ、 砦の 者 共 聞 之て 轍 魚の 水 を 得た る 心 

地せ り、 無 程、 如 水 長 政 耳 川 を 渡す、 栗 山 備後守 利 安 先陣す、 後藤 又 兵衛、 毛利但 馬、 衣笠 因幡、 竹 森 石 

見、 井上 周 防、 打 入 打 人 義弘陣 へ切蒐 る、 秀長臣 羽田 長 門 守 も、 千餘 入に て 同く 耳 川 を 渡り、 黑 田に 先 

をせられ じと 鎗を 入る、 根 白の 方に は、 是に利 を 得て、 突出 づ、 小 早 川 隆景は 二 里 隔て 備られ ける が、 

根 白の 急み 聞て、 一 千餘 にて 耳 川端 迄 押 来り、 大納言 殿に 見えら る、 秀長 云、 今 我 川 を 渡て 敵に 掛 らん 

と 欲する 處に、 諸將に 異議 有て 難 決、 此の 義 奈何と なり、 隆景打 笑て 返答な し、 于時 隆景の 家老 井上 伯 

誉守就 遠、 浦 兵 部丞宗 勝、 皆 破 具足の 古物 具にて、 秀 長の 前へ 出で 云け る は、 島津は 今日の 珍客に て、 

懇に 訪ひ來 候に、 此方 亭主 振 あしく、 奚ぞ迎 に 出て 一 禮 無らん や、 御 相談 も 事に 寄 候と 不憚申 上る、 去 

れ ども 秀長も 尾 藤も猶 進れ ざる 故に、 井上 も 浦 も 則 馬に 打 乘て川 を 渡り、 島 津が跡 を 取 切ん と 進む、 義 

弘 甥島津 H 郞次 郞忠親 蹈留て 討死す、 其の 外 屈強の 兵 七 八 百計 討れ しかば、 義弘根 白の 圍を 解て 引返き 

在々 を 烽火し、 山 猪の 猛る 如くに して 引 入け る、 隆景如 水 使 を秀長 卿へ 遣し、 義弘は 人 數ー萬 六 千、 味 

方 は 八 萬に 及ぶ 人數 なり、 鳥銃 二三 千 挺に て、 左右の 峰 を 取て 大軍を 以て 追討な ば、 義弘 を討留 出ん 事 

. 必定な りと 頻に被 申 けれ 共、 尾 藤 左衛門 堅く 制止す るに 仍り、 義弘は 事故な く 遂に 引 入け り、 斯て高 城 

財 部 も 落城せ しかば、 島 津義久 は 總大將 なれば、 肥 後 國八代 口に 陣取て 在し が、 日向 口の 事 を 聞て、 是 

も鹿兒 £1:^ へ 引取ぬ、 隆景は 夫より 大隅豐 後へ 打 入、 其の後 島 津降參 して 筑紫 平均せ しかば、 六月 十八 日 

筑前博 多に 於て、 太閤 當御 陣中の 穿 儀 有り、 秀長を 召、 根 白 表に て 何とて 義弘 を打洩 され 候 や、 返 口 を 

附候は > 凡そ 義弘が 首 を 見るべき に 後れ 候 仕形な りと 忿り給 ふ、 秀長 陳謝 云、 當軍 中の 事 は、 萬 づ尾藤 

蜂須賀 次第と 被 仰 付に 仍ぃ、 兩 人が 指揮に 任て 候畢、 根 白 表の 儀 は 尾 藤 抑留 致に 付 懸り不 申との 趣な り 

右に 付 尾 藤左衛 門へ、 領國譜 州 を 被 除 改易せられ、 宮部善 祥坊に は、 感狀を 下され、 其の 外に も 御證文 

褒美 等 を 賜と なり、 
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或 書 曰、 尾 藤 左 衛門佐 知宣、 始は 尾藤甚 右衛門と 云、 秀吉公 普代士 にて 後に 登庸せられ、 讃州 一 國を 

賜し が 筑紫陣 の 時、 根 白 口にての 指揮 惡敷、 其 科に 仍り被 改易、 天 下 御 構 故に、 小 田 原 北條氏 政へ 駅 込 

奉公す る、 又 柴田勝 家が 猶子 佐 久間又 右衛門 安次、 同源 六 郡資政 兄弟 も、 勝 家 減 亡の 後、 其の 遣 恨 を 

晴 さんと 紀 州へ 駔 入り、 粉 川 法師 三 池 を 語ら ひ、 河 內國三 國峠霧 坂に 域 を 構へ て、 秀吉 公に 楣 つき、 

後に は 南 河內長 野の 烏帽子 形の 城に 籠て、 手强 き合戰 度々 に 及び けれ 共、 竟 には攻 落され、 是も小 田 

原に 柱て 氏 政に 奉公す、 然るに 小 田 原 落城して、 佐久間 兄弟、 金 澤の稱 名 寺に 駄込 居け る を、 秀吉聞 

召、 佐久間 兄弟、 伯父 勝 家が 仇 を 報ん と、 數年 我に 楣 つくと 云へ 共不 叶、 せん 方な さに 小 田 原へ 趨て 

猶も遣 恨 を 散 ぜんとの 志、 i 是に 大丈夫な り、 最早 四海 一統に、 秀吉が 者と なれば、 今 は 心 を 翻し 我 を 

父と も 頼めよ かしと、 佐 久間久 右衛門に 一 萬 五千石、 弟 源 六に 一 萬 石 被 下、 蒲 生 氏 鄕の與 力に 附られ 

後 は 旗本へ 召れ、 大阪 にて 奉公す、 尾 藤 左衛門 聞て、 此の 敵の 柴 田が 一 門 だに 御 赦免 あれば、 增て我 

は 秀吉公 御 小身の 時より 舊功 あれば、 御宥免 疑な しとて、 剃髮染 衣して、 七月 十七 日 秀吉公 小 田 原 を 

御 立 有て、 奥州へ 御 動 座の 道筋へ 出て 畠 中に 長る、 秀吉公 酒 勾 川 御着の 節、 是 を御覽 じあれ に 見えた 

る大 坊主 は 何者 ぞと 御尋 有り、 兼て 內聞 ある 故に、 御駕 脇より、 あれ は 先年 御 改易に 相 成 候、 尾 藤 左 

衞 門と 相 見 申 候、 小 田 原に 居候て、 先非 を 悔い 剃髮 して 御 詫 言に 出 候と 相 見 候と 申す、 秀吉公 御氣色 

換り、 佐久問 兄弟が 小 田 原に 籠た るは尤 なり、 尾 藤め は 大罪な り、 誠 赦免 を 願 ふなら ば 上方に 隱れ居 

て、 此の度 小 田 原の 先 乎に も 加り 陰の 奉公 にても 致べき 事なる に、 我と 弓矢 を 取る 氏 政に 奉公し、 落 

城已後 身の \ィ 無き 故に、 斯る 有様 言語 道斷 なりと て 尾 藤を捉 へさせられ、 御徒 士 衆に 引 張せ て、 備前 

兼 光の 御 腰 物に て、 御手 討な り、 皆 人御理 りと 云 はざる は 無し、 其の 子 勝 助 をば 福 島 正則 密に被 召 抱 

後 は 細 川 越 中 守に 仕 へ 、 尾 勝 金左衛 門と て、 三千 石を領 す、 島 原 I 授 落城の 砌、 紀州 浪人 平 塚 勘兵衛 

重 近、 唯 一 騎抽て 堀 際に 附 居る 處に、 尾 藤 金 左衛門 薄紅の 大 吹貫 を 指し 駔 つけ、 平 塚と 共に 面 も 不振 
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稱を乘 込、 內 より 鎗 長刀に て 散々 に 突く、 尾籐は 口中 を 突れ 弱る 處を、 又 眞中を 突れ、 其 手に て 討死 

す、 平壌 も 突 落され、 旣に 討死す る處 を、 紬川隆 印の 家士、 乃 美 庄右衛 合、 塀 裏より 平 嫁 を 突く 

敵 を 突 倒す、 平 嫁 起 上りて、 直に 堺 下へ 附く、 其の 勇猛 比類 無し、 此の 平 塚 は秀吉 公の 時の 平^ 因幡 

守吉 就が 甥な り、 乃 美 ild 右衛門 は、 小 早 川の 家臣 浦 兵 部丞宗 勝が 孫な り、 皆々 逸物の 末 は格刖 なりと 

沙汰せ りと 云々、 

〇 小 早 川隆景 の ほ 浦 兵 部 の 事 

小 早 川 隆景の 家臣 井上 伯 奢 守 就 遠、 浦 兵 部 丞宗勝 は、 中國 に隱れ なき 勇士な り、 伯 誉が子 は =fF^ 丄五郞 兵 

衛と 云、 浦 兵 部 は 中に も 其の 名高く、 武具 馬具 杯の 嗜物數 寄も餘 人の 如くに はせ す、 手に あたる 物を以 

て、 手柄 をす る、 毛 利 元 就、 豐前國 門 司の 城 を攻ら る、 時、 大友 宗麟大 軍に て 後 詰す る、 毛 利圍を 解て 

船に て 早々 沖へ 引取、 大 友の 臣瀧田 民 部、 唯 一騎 波打 際に 來る を、 浦 兵 部 沖より 見 之て、 船 を差戾 し， 

是も唯 一 騎 陸に 上り、 瀧 田と 鎗を 合せ 瀧 田を鏠 付、 高名して 又 船に 乘歸 る、 此の 時の 鎗も我 手元に 有し 

餘 人の 鎗を 取て、 斯の ごとし、 元 就が 船より 人々 遙に見 之、 あれ は 誰 やらん、 陸に 上りて 晴 なる 鎗を仕 

と 云 を、 元 就 聞れ て、 一 人 上りたら ば 浦 兵 部 成べ しと 被 申に、 果して 兵 部な り、 其の 時 元 就の 感狀 に、 

豐前國 門 司の 城下に 於て、 其方 一 人 陸に 上り、 大友內 瀧 田 民 部 丞と鎗 を 合 高名、 元 就 直に 昆及心 判 能 候 

と 云々、 
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諸 錄拔萃 

〇 島 原夜擊 注進 に 付 江戸に て 評議 の 事 

寬永五 年 戊辰 一 一月 一 一十 一 曰 、島 原 の 城より 黑田 寺澤鍋 島へ 夜 討 出る、 黑田忠 之 手前 屈 强の者 共 數十人 討 

死す、 鍋 島 も井樓 竹： s; 杯 を 燒れ、 中々 城方强 しと 江戸 表に 注進 有り、 御三家 を 始め 諸侯 各 登城 有りて、 

彼の 表の 胥議區 々なり、 紀伊頼 {ー且 卿ば かり は、 是を 聞き 給て、 拔々 目出度 事 哉、 定て 近日 落城すべし、 其 

の 上 鍋 島の 井 樓を燒 き 候 火の かけ 樣、 城內に 在る 者の 武略の たけ もはや 知れて 候と 宣ふ、 去れ ども 列 侯 

は是を 信ぜざる 處に、 不日に 落城の 吿 有り、 北 (の 時頼宣 卿の 英智を 各々 深く 被感 となり、 

〇 伊達 家 竹に 雀の 紋の事 

伊達 家 竹に 雀の 紋を 用る 事 は 子細 有る 事な り、 越 前の 一 伯 殿に、 大 井田 監 物と 云 ふ 使 番の士 有り、 元は 

上 杉 家の 浪人な り、 此の 監 物が 孫の 語りし は、 右の 紋は、 元 上 杉の 家紋な り し を 伊達 家へ 螺られ し な 

り、 其の 所以 は、 其の 昔 越後 國 主上 杉 房 能 は、 越後 府內に 在 城す、 庶流 上 杉定實 は、 越後 上條の 城主な 

り、 然るに 永 正 六 年 五月、 上 杉 家老 長 尾 六 郞爲景 逆心 し、 主の 上 杉 房 能 を 雨 漉と 云 ふ 所 に て 弑すト • 杉 

家臣 多き 中に、 琵琶 島の、 域 主 宇佐美 駿河 守定行 は、 其の 頃 未だ 二十 一歳 なれ 共、 度々 の戰功 有る 勇 

士 成る-が、 長 尾が 弑逆を 怒て、 千坂齋 藤本 條金澤 直 江 等 を 催し、 房 能の 弔 合 戰を思 ひ 立、 上條 の定實 

を大 特に 取 立、 宇佐美 重代の 備前翁 光の 太刀 を 定實へ 進上す、 此の 太刀 隱れ なき 大業物に て、 殊に 大剛 

の 宇佐美が 所持 なれば、 定實悅 喜 限りなく、 宇^美 兼 光と 號 けて 秘藏 せらる、 其の後 越後の 亂 治り、 定 
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寶女子 計りに て 男子 無き に仍 り、 it^ の 伊達 植宗の 1 一男 伊達 兵 部と て、 十一 一歳なる を、 定實の 外孫と 云 ひ 

生 質 賢き 由 を 聞 傅へ 、奥州へ 申 遣し 定實の 養子と せらる、 其の 時定實 より 名乘の 一 字幷 宇佐美 兼 光の 太 

刀、 竹に 雀の 幕 を 送らる、 俊 之 伊達 兵 部 は 上 杉 兵部實 之と 改名し、 天文 年中に は旣に 越後へ 參らる 上 舌 

成りし に、 實父 植宗と 兄晴宗 と、 父子の 取合 起り、 兵 部 事 も 越後へ 往 く事不 叶、 信 夫に 止り て 終に 越後 

へ 參られ す、 乍 去 相 傅の 兼 光の 太刀 も、 竹に 雀 も祕藏 して 所持 せらる. -を、 兄晴宗 所望して、 右の 紋を 

被 用、 夫より 後、 伊達 家に 竹に 雀の 紋を 付け、 兼 光太 刀 も、 伊達に 相傳 ふと 云々、 

築 川 表に て、 伊達 家の 看 經幕を 取候兩 人の 內、 曾 谷 宇 平 次 は隱れ なき 馬 好に て、 勢 州の 神 戶下總 守 友 盛 

が 馬術の 名人な りと 聞 及 ひ、 自ら 身 を やつし、 馬 取 中間と 成りて、 神 戸が 方に 三年 奉公して、 乘形 其の 

外： 術の 大事 を 習 ひ、 夫より 同國津 へ往て 馬の 名人と 成る、 上 杉 家 米澤へ 所替の 時、 浪人して 越 後村上 

城主 堀 丹 後 守 直 寄に 奉公す と 云 ふ 

〇 宇佐美 駿 河守定 行の 事 

右に 記す る 宇佐美 兼 光 (ィニ 長 光) の 太刀 は 希代の 大切 物な り、 宇佐美 駿河守 定行父 越 中 守孝忠 は、 越後 

國 主上 杉 相 摸 守房定 入道 常泰の 家老な り、 永 正 元年に 房定の 子息 トー 杉 1. 定と、 上 杉 朝定、 兩旗 にて、 北 

條早 雲と 武州川 越 一 戰の時 越後より 顯定 加勢と して、 宇佐美 越 中 守 孝忠、 其の 子駿 河守定 行大將 にて、 一 

萬 八 千 川 越へ 出陣し、 度々 合戰 有り、 或 時 斥候の 敵 一騎 鎗持 一人 召 連て 出る を、 牽忠乘 付 敵 を 一刀に 切 

落し、 鎗 持の 頭 を 向 齒迄切 付る、 則 彼 刀な り、 加 様の 事數 度な り、 是を 嫡子 定 行に 讓る、 右に 記す る ご 

とく、 永 正 六 年に 上 杉 房 能 生害の 後、 國中長 尾爲景 に、 過半 は隨 ひし かど も、 定行 は敢て 不從、 主人に 

男子なければ、 一門の 上 杉 兵 庫 頭、 定實を 取 立 重代の 太刀 を 定實に 進上す、 此時 上條方 軍兵 微 にして 兵 

粮 無く、 防 戰の便 無しと 雖も、 宇佐美定行 其 年 一 一十 一 歳の 若將 ながら、 義氣逞 く、 味方 を勵 し、 偏に 義 

の爲 に、 我 命を拋 たむ と 勇む に仍 り、 諸 士是に 恥て、 各 志 を 金鐵に 比す、 鉢 形よりも 房 能の 兄 上 杉 1. 定 
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加勢と し、 越後に 越る、 依 之 爲景も 越 中 西濱へ 敗軍して、 上 杉 方 運 を 開けり、 其 翌年 爲景は 信 州 士高梨 

攝津 守と 牒 合せ、 ！w び 越後へ 亂 入し、 顯 定と戰 ひ、 永 正 七 年 庚 午 六月 二十日、 越後 國妻 有の 庄長森 原 

にて 顯定 生害す、 時に 五十六 歳な り、 仍て 越後 は又爲 景に從 ふ、 上 州 白 井城 主上 杉憲房 は、 顯定 同陣に 

有りし が、 上 州に 引 入る、 此の 時 上 條の定 實を長 尾爲景 が： i." に 取て、 和談に 成る、 然れ共 宇佐美定行 は 

是に從 はす、 顯定の 遣 言に 從ひ、 古河 公方 高 基の 子 を 申請け、 顯定の 跡. M となし、 上 杉^ 郞顯實 と號し 

鉢 形に 入る、 定行は 越後 松 山城に 籠り， 永 正 七 年より 大永 元年 迄 十二 年の 間、 爲景と 取合 ひ、 大永 元年 

に 上杉憲 房の 暖 にて、 定行爲 景和談 し 越後 は 治る、 大永五 年 管領 憲房 卒去、 子息 憲政、 其の 頃 は 未だ 四 

歳な り、 故に、 古河 公方 高 基の 末子 賢壽 王と 云へ る を 申請け、 上 杉 阿波 守憲 廣と號 し、 上 杉 家相 續す、 

此の節 古河 公方より 宇佐美定行に 軍配 團扇を 免許 有り、 上 杉 相 續の事 は 偏に 駿河 守が 功な りと 云へ り、 

〇 岡 野 左 內の事 

岡 野 左 內が猩 々皮の 羽織に 正宗と 太刀 討せ し 太 刀痕 二つ 有り、 其の 痕へ金 線 を 入て わざと 是を顯 して 着 

之、 景勝 米澤へ 所替の 時、 左 內も浪 入す る、 正宗より 三 萬 石に て 呼 るれ 共、 夫へ は 不往、 蒲 生家に は馴 

染の譯 有りと て、 蒲 生秀行 六十 萬 石に て、 會津へ 歸られ し 時、 左 內ー萬 石に て 彼 家へ 出る、 武功 は元來 

人の 知る 處、 其の上 隱れ なき 福 人な り、 關ケ 原御陣 起り し 時 も、 永 樂錢ー 萬 貫 差 出て、 御 事 は 飲 かれ 間 

敷 候へ とも、 下々 へ 被 下 候へ とて、 景勝へ 上る、 其 外 金子 百兩 貳百兩 乃至 五 拾兩參 拾兩其 程々 に隨 ひて 

傍輩へ 見繼に 送る、 常に 一 ヶ月 一 一三 度 宛、 大判 小判 一 歩 を 書院に 一 面に 敷 並べ て、 其の a; 中に 枕して、 

是を 眺めて 慰と す、 世人 は 左內が 武功に は 似合す 金銀に めでたる を 譏 り^く、 或 時 近 逢に 喧嘩 を 仕出し 

雙 方に 荷檐 人出 來て、 旣に鬪 諍に 及ぶ 折節、 左內は 例の 金チを 並て 樂 居る 時な りしに、 是を 聞と 等しく 

秘蔵の 正宗の 刀 を 取て 其 所へ 走り 行き、 一日 二 夜 取扱て 無事にす る、 其の 間晝夜 彼の 所に 在し に、 宿に 

取 散した る 金銀の 事 は 忘れ 居る、 日頃 嘲し 人々 も 此の 時 左內を 感ぜぬ もの 無し、 又 馬 取の 仲 として 持 
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たり けん、 黄金 一 枚 所持す、 左內 聞て、 拔々 已は 奇特 者な り、 責賤 上下に 不限措 切て は 何の 心 掛も不 叶 

汝は 能き 心懸 なりと て、 褒美に 黄金 十 枚 とらせけ リ、 左內 後に は 岡 野 越後 守と 云 ふ、 蒲 生 下野 守 忠鄉に 

仕へ て 病死す、 臨終に 常々 御陰に て貯へ 候と て 黄金 參 萬兩、 正宗の 太刀 一 腰、 主人 忠鄕へ 遣 物に 上る、 

舍弟中 書へ 金參 千兩、 景 光の 刀、 貞宗の 脇差 を 指 上る、 扱 五 兩拾兩 貳拾兩 五拾兩 百兩、 諸 傍輩へ 夫々 遺 

物 を 送り、 日頃 貸 置た る 借 狀共挾 箱 一 つに 有け る を 燒棄て 死去せ り、 其の 子 左衛門 尉相續 いて 豐萬 石に 

て、 猪 苗代の 城に 居す、 蒲 生家 斷絕 に仍 りて、 子 源 五郎 は 浪人す、 此の 左 內は元 來吉利 支 丹 宗門に て轉 

なりと 沙汰して、 源 五郎 を 抱る 人 無く、 一生 牢浪 にて 江 州 三 井寺に 於て 病死せ り、 左內が 正宗と 勝負せ 

し 時 着たり し 角 蠑螺の 胄は、 南蠻 伴天連より 傅し 物な りと 云 ふ、 源 五郎 死去 後、 家人 ども 左內が 鳩胸 鷓 

口の 具足 角 蝶蝶の 胄を 持ち 紀 州へ 來 ける を、 布施 佐 五左衛門と 云 ふ士、 右 兩品を 買 求た る 由、 三 井寺の 

衆徒 物語き、 

〇 上 杉の 士永井 善左衛 門、 青木 新兵 衛の事 

上 杉 景勝 米澤 へ所替 の砌、 〔豕 屮の士 過半 暇 出る、 永 井 善左衛 門、 青木 新兵 衞は、 越 前の 秀康 卿へ 召 出さ 

る、 其の後 京都に て 加 賀利勝 卿へ、 秀康卿 茶の湯に 御 越、 御 相伴 は 伊達正宗 幷 町人 今 井 宗薰、 醫師松 坂 卜 

齋なり、數寄屋にて正宗の物語に、秀康卿には能者を被召抱候、今度4^、にて#折候內、靑木新兵衞鳥毛の棒 

の だし 黑幌 十文字 鎗 にての 働、 中々 鬼神 を 歎く 計に 候と 譽ら る、 秀康卿 は 永 井 善 左衞門 事と 間違 給 ひ、 

御歸宅 後家 臣麼 々へ宣 ひける は、 今日 正宗の 噺に、 永 井 善 左 衛門里 ー幌鳥 毛の 棒の だしに ての 働、 鬼に も增 

るべ しと 被譽 たると 噺玉ふ を、 落 合 主 膳 聞て 夫 は 青木 新兵 衛事 にて 候と 申す、 秀康 卿不與 有り、 我 糙に正 

宗の 物語 を 聞 り、 奚ぞ 間違ん やと 宣ふ、 主 膳 云く、 其の 時 一 所に かせぎ 候 齋道仁 (初 名 小 田 切 所左衛 門) 

唯今 浪人に て、 伏 見 藤 森に 居候 間、 永 井 青木の 指 物 を 尊に 被 遣 候へば、 相 知 申 事に 候と 申す、 仍て道 仁 

方へ 問に 遣 はさる. -に、 岡 野左內 は角蠑 蝶の 胄猩々 皮の 羽織、 永 井 善 左 衛門は 金の 抱 半月 赤幌、 靑木新 
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兵 衛は鳥 毛の 棒 黑幌. と 書付 來る、 秀康 卿是を 御覧 じ、 永 井 青木 は 共に 我家 人 なれば、 强く穿 整に 不 及と 

被 仰、 新兵 衛 事後に は芳 齋と號 す、 

〇 永 井 肩 衝永井 正宗の 事 

永 井 善 左 衛門は 元 來家康 公 御 譜代の 者な り、 小 田 原 陣の後 出奔して 蒲 生 氏鄕へ 奉公し、 氏鄉 死後 上 杉 家 

へ 出る 大兵 大力の 剛士 なり、 奥州 福 島 口にて 善 左 衛門唯 一騎 斥候に 出しに、 蒲 生の 沼 あり、 其の 內 より 

正宗の 伏兵 六 人 起て 永 井 を 取 包む、 永 井 六 人 を 相手に して 四 人 討 取る、 二人 は^ 去りぬ、 斯様の 手柄 度 

々なり、 若き 時 三 州 長 篠合戰 に、 太刀 討して 高名す、 其 時 右の 手の指 を 切られ、 太刀 を 取 落した る を、 

敵 奪取て？ a 行く を、 三 町 計り 追蒐 け、 其の 敵 を 討て 太刀 を 取 返す、 其の 時 右の 拇指 損じ、 後 迄 見 苦 敷 を 

人 其の 班み 問ば、 馬に 喰 はれし と 申せし となり、 總 じて 軍功に ほこらぬ 男な り、 後に は 永 井 道存と 読し 

御 旗本へ 召 返され、 御鎗 奉行 仰 付ら る、 此の 道存越 前み」 暇取り、 浪人に て 上 州 深 谷に 閑居す る砌、 御 旗 

本士 より 瀬戸の 茶 入 ももら ひて 秘藏 せし に、 召 仕の 女 取 落して 打 割ぬ、 道 存大に 腹 を 立 叱ければ、 彼の 女 

迷惑して 我 鏡 蹇の內 より 五倍子 を 入 置た る壸を 取 出し、 其の 代りに 償 ふ、 道 存是を 取て 役に は 立す とも 

是 にて 料簡して とらせん とて IS 藏 もせす 捨置 たる を、 或 時 小 堀 遠、 y 守不圖 此の 壺を 見て、 手 を 拍て稱 美 

し 唐物の 肩 衝に極 .s、 則 永 井 肩 衝と銘 し、 後に は 公方 御 道具と なる、 叉 道 存は板 倉 賀守 懇意なる 故に 

將軍家 御 上洛の 砌、 御 直に 御 詫 言 申 上、 御 旗本へ 歸參 させ 中さん 俊、 御 上洛に 先立て 上京なら るべ しと 

伊賀 守よりの 內 意に 任せ、 道 存は深 谷 を 立て 上京す、 浪人 を 一 人 同道せ り、 道 存は尾 張 名護屋 親類 方へ 立 

寄、 苟物は 浪人に 頼み 先へ 宮迄 遣し、 今夕 夜船に 乘 積に 宫 にて 行 逢べ しと 約して 立 別れ、 其 GQ 彼の 浪 

人 己が 刀と 道存 が指替 の 刀と 指 替へ紙 落す、 道 存宮に 來て大 に 驚と いへ 共 せん 方な し、 彼の 浪人が 淺し 

置た る 錯刀を 尻 付に 入て 京 着し、 校倉 方へ 落つ く、 勝 重 物語に 將軍家 御 上洛 以前に、 牢拂申 付る に仍 

りため しに 刀 脇差 數十 腰に 匁 をつ けさせ 候と なり、 道存聞 之て 道中の 次窮を 語り、 彼 浪人が 刀 もつ いで 
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一 にため し 見ん とて、 匁 をつ けさせ 見る に錡て 分明に は 見え ざれ どもね たば を 合する に、 常の 刀に 非す、 

研 屋が云 ふ、 此の 刀の 匁 味 幾 腰の 內 にも 類ゐ 無く 候、 大切 物歟、 叉 一向に 切れ もせざる 歟 にて 候べ しと 

一 云 ふ、 扭 ためし 者の 中に、 一 人 藤 身 有て、 不通に 切れす、 彼の 刀に て 切に 水 もた まらす 大切 物類ゐ 無し 

^一  と譽 る、 仍て鍩 を 落し 見る に、 刀の 出来 尋常なら す、 仍て錡朽たる中身を！^落し見れば正宗と銘顯はる 

道存を 始め、 各 不思議 さの 餘り 大切に 研 上み るに、 最上の 刀と 成る、 本 阿彌ー 目 見て 押 戴き、 正宗の 出 

來物 なりと 申に 付、 是も 公方へ 上り、 永 井 正宗と て 名物な りと かや、 

〇 絀川忠 與胄立 物の 事 

關ケ原 御陣の 時、 細 川 越 中守忠 輿、 唯 一騎に て 御 旗本へ 被參、 山鳥の 尾の 胄に 銀の 天衝 (或はく り 半月 

とも) の 指 物な り、 遠目に 見れば 共の 儘 舞 鶴の 如し、 家 康公遙 に御覽 有りて、 忠興は 武具の 好 世に 勝れ 

物 毎に 見事な り、 就中 胄と立 物と 立 合よ しと 御 譽被成 候、 則 銀の 天衝を 御所 望 有りて、 秀忠 公へ 被 進 候 

となり、 

〇 森 於 蘭の 事 

森 三 左衞門 可成 は、 江 州 堅 田に て、 淺井朝 倉と 合 戰の砌 討死す、 嫡子 勝藏長 可、 後に 武藏 守と 云 ふ、 次 

男 はお 蘭と いひて 隠れな き 美 意に て、 信 長 公 御 寵愛の 小姓な り、 或 時 御座の 間の 窓の 都 を おろせよ と 仰 

らろ、 お 蘭 承り、 少き竹 杖 を 以て 節の 突 上の 上 を 探り 見る に 犬なる 茶碗に 水 を 入て、 都の 上に 差 置た 

り、 お 蘭 踏 次 をして、 茶碗 を 下ろし、 扱 都 をお ろす、 若し 其の 用心 無くせば、 茶碗 も 落て われ、 水 もこ ほ 

れ なまし を、 假 初の 事に も 思慮 淺 からす、 是 はお 蘭が 様子 を御覽 ぜんと 信 長 公の 成し 置れ たると なり、 

斯の 如く 神妙に して、 然も 武勇 器量 備 はる 故に、 十六 歳の 時、 五 萬 石の 知行 を 賜 ふと 云へ り、 

〇 上 杉の 士柴田 因幡 守の 事 

上 杉 輝 虎の 家老 柴田 因幡 守 治 時、 十五 歲 にて 小 田 原 攻の供 をす る、 旣に四 門 蓮 池 迄 押 込み、 明 曰 は 此の 
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表を；^；揚ゅ鎌倉入と評定にて、 輝虎備 1^ を 出され、 明 曰 退 口の 定め 有り、 長 尾 越 前 守 政景、 宇佐美 駭河 

守定 行、 千 坂 對馬守 憲淸、 加 治 竹 股 三窒寺 等の 宿老 共、 皆尤と 同す、 時に 柴田 進出で、 此の 備立 然るべ 

からすと 難す、 輝 虎大に 怒て、 悴 め推參 なる 事 を 申す と 叱られければ、 柴田 少し 去て 頭 を 地に 付け、 さ 

候 は > 唯今 永き 御 睱を賜 候へ、 拙者 小 田 原の 城へ 駔 入り 氏 康の 先手 を 乞 ひ 請け、 越後 衆の 退 口を付け 申 

ベく、 此御備 立に て は 何の 手 もな く 切 崩し、 乍 恐滔匂 川より 此方に て 輝 虎 公 を討留 奉るべし と 無 憚 申 上 

る、 柴田渐 く 志學の 年に て、 斯る拔 群の 器量 を 深く 感ぜられ 越後の 麼々 衆 は、 各 舌を卷 く、 輝 虎 被 申け 

る は、 汝 が申處 尤もな り、 さ 有らば 備 1^ を 致さん とて、 猶 評議して 傭 を 立直し、 柴 田に 後 殿 を 申 付ら る 

柴 S 則 手勢 を 引 連れ、 上 杉 退 口の 大切なる 後 殿して 小 田 原 表 を 堅 田に 引拂 ひ、 其の 名 世上に 聞え たり、 

成人の 後 武力 重り、 上 杉 家に て 一 一 ーを爭 ふ大將 なり、 景勝 代に 成て 氣に違 ひ、 天 正 十 一 年 十 H: 十五 日 謀 

叛を 起し、 伯父 道壽齋 と共に、 五十君 野 柴田兩 城に 循籠候 を、 景勝 直に 度々 出馬し、 方 上 橋 佐々 木 川 八 

幡杯云 所に て 数度 はけ 敷 合戰有 之、 三尺 五 寸の元 重の 太刀に て、 切て 出で、 染月 毛と 云 ふ 馬に 乘り、 餘 

多の 敵 を 討て、 共 身 も 切 死す、 其の 露殘て 毎夜 其 討死の 邊 へ顯れ 出で、 怪しく 恐ろ 敷 事 ども 有と 云 ふ、 

彼の 柴 田が 染月 毛と 云 名馬 は、 雪の 如くなる 月 毛の 尾と 髮を 能く 洗て、 茜 を 刷毛に て ひたと ひきたる に 

半年 程して 紅に 成り、 後に は 3 具 紅の 絲を亂 すが 如し、 白き 馬の 太く 逞 敷が、 尾髮紅 なれば、 見事なる 事 

云 計 無し、 其の 戰に 井筒 女 之 助 其の 馬 を 分捕して 乘 ける を 見た る 人語り しなり、 

〇 北條家 高祖の 守の 事 

北條氏 直の 窒家 は、 家康公 S 御 息女な り、 小 田 原 落城の 時、 氏 直 は 高 野へ 登山 有り、 離別の 時 氏 直 肌の 

守 を 取 出し、 此の 守 は 高祖の 守と て、 當家 代々 傳る處 なり、 其の 由來は 五代の 祖早雲 (初號 新 九郞 盛時 

後改氏 茂) 豆 州より 切て 出で、 相 州を攻 平け、 明應 三年 九月 十一 百、 小 田 原 城 大森憲 頼を攻 落さる、 時 

首途に 出し 候 搗栗を 半分 i 良し、 接り を 鎧の 引合に 納めつ A 向 はれ 候、 其の 夜 小 田 原 拔を攻 取り、 其の 喧 
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ひ 殘の搗 栗 を 錦の 袋に 入れ、 氏 綱 i^. 康氏 政より 我 迄相傳 て、 高祖の 守と す、 我 旣に斯 る 身と なれば、 一 門 

の內 世に 殘る輩 あらば 是を 渡した び 玉へ と 云 置て 別 玉 ふ、 其の後 氏 直 赦免に て 高 野より 下山 有りて、 大 

阪へ 出ら る、 秀吉公 對面冇 り、 懇に 積欝を 慰め 玉 ひ、 其の上に て 近々 に 伯 香 國を可 賜と 御沙汰の 處に、 

幾程な く 氏 直 痘瘡 を 患て、 文祿 元年 壬 辛 十 一 月 四日 三十 一 歳に て 逝去せられ、 北條の 嫡流 爱に 於て 斷絡 

す、 氏 直後 室 を秀吉 公の 仰に て、 池 M 三 左 衛門輝 政へ 再嫁せ しめ 給 ふ、 其の 時 後室より 彼 高祖の 守 を、 

藝州 草津の 城主 北 條美濃 守 氏規へ 渡さる、 其 の 口上に 我 身 事 殿下の 仰に 仍り 再緣致 候、 此の 守 は 松嚴院 

殿(氏^^)如此巾化はれ候、 足下 は少 身な.. から 一城の 主たる を 以て、 是を傳 へ 候と 淚 ながら 仰 遣 はされ ける 

となり、 雠 政へ 再嫁 有て 後、 御子 二人 出生、 左 衞門督 忠繼、 {呂 內少輔 忠雄是 なり、 當時因 州 鳥 取 城主の 

祖 なり、 

〇 天 野 源 右衛門の 事 

本能 寺に て， 信 長 公 御 生害の 時、 堺重 門より 御座の 問の 大 庭へ 亂入候 は明智 が家士 箕浦大 藏丞、 古川 九 

兵衞、 安 ra 作兵衞 なり、 信 長 公 は 白き 單物を 召し 始めは：.：' にて 防 玉 ひしが、 弦 切た る 故、 餘を被 召に、 

地 紅の 帷子 着た る 年 二十 七 八 計の 女中、 十文字の 鎗の鞘 を は づし持 来たる、 夫 を 御 取 有りて 廣 庭へ 飛 下 

り 給 ひ、 三人の 者と 鎗 にて 暫く 御 迫 合 ひ、 そこ を 引取り 座敷へ 入らせ 給 ふに、 朱 だ 座敷に は燭臺 消殘り 

其の 燈の 光に 信 長 公の 影 障子に 移りけ る を、 安田 作 兵衛穗 長の 鎗 にて 障子 越に 突く、 其の 鎗信長 公の 右 

の 脇 股 を 剌て深 班 なれば、 叶 はせられ す、 寢 殿に 入て 自害し 玉 ふ、 其後數 年を經 て、 安田 作 兵 衛天野 源 

右衛門と 改名し、 【割 註】 安田 事 信 長 公を弑 せし 者 故、 秀吉 一大 下に 令し て 探さし め 玉 ふに 仍り 改名し 

て 世 を 忍ぶ と 云 ふ」 立 花 左 近 將監に 奉公し、 究浦大 藏は淺 野 幸 長へ 被 呼 出、 京都に て 天 野 源 右衛門 旅 宿 

に 居る 處へ、 古川 九兵衞 尊来り、 久々 にて 對 面し、 互に 昔 を 語り、 其の 座へ 箕浦も 不圖訪 ふ、 三人 打 笑 

ひ、 此の 手 合 は 本能 寺 以来の 參會 なり、 是は珍 敷 事な りと て、 亭主源右衞門さま，^馳走す、 三士 来し 
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ぶ を 語る 內に、 ^浦 古川と 本能 寺に ての 傲 を 論じ、 互に 云 ひ 募りて あす、 亭主 種々 极へ ども 承引せ や、 

然る 慮に 門外 物騒し き 故、 何事に やと 三人 共 二階の 窓より 3- れば、 上の 方より 大の男 唯今 人を靳 たると 

見えて、 血 刀 を 提て走 来る、 其の 跡 一 一町 程 隔て 一 一三 十人拔 道具に て 追 来る、 亭主 源 右衛門 1 一階より 下る 

其の 次に 古川 續 いて 飛 下りたり、 箕浦は 以前 鎗手を 負 ひて 足 少しく 不自出 成る 故 下る、 事遲 し、 古川と 

箕滞は 功 を爭ふ 最中 なれば 箕浦を おろさ じと 古川 早速 梯子 を 引く、 箕浦は 下る、 事なら す、 猶豫ひ 居る 

處に 彼の 曲者 廂の 上へ 飛 上って 走り 通る を、 箕浦 えたり や あ ふと 透 さす 組 付き 蹈 倒し 乘懸 つて 首 を 取る 

處へ、 1K 野 古川 も 紐 上る、 箕浦は 科 人の 首 を 古川に 見せ、 何時も 手柄 は 我等 先な り、 本能 寺の 事 も 云に 

や 及ぶ と廣 言す、 諸人 も 是を譽 たると なり、 其の後 天 野 は頗に 腫物 出て、 不癒瘡 の 中より 肉 舞 出る を、 

琴の 絲 にて しめ 上け、 竹 緣に結 付、 足に て蹈の たれば 大に 鳴て 肉拔 たり、 是 にて 癒 ゆべ しと 悅ぶ處 に、 

叉 元の 如く 肉 出る、 三度 迄拔 たれ ども、 跡より 元の ごとく 成れば、 i: 度 目に はせいて 自害したり、 信 長 

公 程の 大將 を弑 せし、 其の 業報な らんと 下々 は 沙汰せ しなり、 

〇 大崎玄 蕃允長 行の 事 

~大 崎 玄蕃長 行 は、 元は 與 ー郞 とて、 小身 者ない、 數十 度の 軍功に て、 木 村 常 陸 介が 先手の 大將 にて、 鬼 

支 蕃と被 呼、 關ケ 原陣に は、 福^13正則に奉公し、 正則の 募津 W 備 中守繁 元に 差 副、 尾 州淸洲 城の 留キ： 居 

を 致し、 正則 は會 律へ 向 はる、 其の 跡に て 石 田 三 成 謀叛 を 起し、 尾 張 口に 出づ、 大 垣の 城に 在て、 木 村 

宗左衛 門 を 淸洲へ 差 越、 其の 口上に 云、 正則の 御 事 は、 ； 止しく 秀頼 公の 御 家族 なれば、 今度 會津發 向と 

雖も、 內々 は 大阪の 御 味方た る條 勿論な り、 早々 北 (域へ も 此方の 人數を 入られ 可 然と 演說 す、 津田備 中 

守旣に 是に諾 し、 人數を 入れん とほす る を、 大崎 敢て肯 す、 正^ 直筆の 證文來 らば 格^、 さも 無き 內に 

はいかで 猛 として 他の 人數を 留守 城へ 入れん や、 此の 事努々 不可 叶、 依 之 軍勢 を 被 向 候 はんに は、 唯 城 

を 枕に 討死 せんより 外 無しと 返答して、 耍害嚴 敷 狭間 配し、 人數備 堅固に して、 此の 旨 小山へ 注進す、 
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內府 公、 正則に 仰け る は、 御 自分の 留 主に は、 誰 を 置れ たる や、 淸洲を 敵に 取られて は 大事な り、 心 元 

なき ことに こそと 宣ふ處 に、 彼の 注進 小山へ 到着す るに 仍り、 正則 早速 其 段 を 被 申 上、 內府公 御 感不斜 

大崎 支蕃事 は、 翁て 聞 及た る 者な り、 正則に は 能き 人 を 持れ 候との 仰な り、 後々 迄 も 關が原 勝利の 其の 

本 を 云 は 、、 、 大 崎が 淸洲を 能く 固めた る 故な りと 毎度 被 仰け ると ぞ、 廣島 落着の 時 は、 玄蕃 は：！ 1： 國辆の 

城主な り、 其の 組の 番頭 松 田 下總も 覺の士 なりし が、 玄蕃を 計て 廣 島へ 遣し、 我 一 人 鞭に 殘て 討死し、 

功 を 立ん と 思 ひ、 立蕃に 申け る は、 上使の 着 到 多勢 故、 三 原 東 條の城 衆皆廣 島へ つ ほむと 聞く、 いざ 廣 

島へ 引取なん と 云 ふ、 ^蕃は 此の 城 正則 公より 預 りなれば 下知な くして 開く 事不罷 成と て 不諾、 さて 上 

使 衆 寄來と 聞て、 松 田 は 城 を 持 支度 すれ 共、 玄蕃は 日頃と 違 ひ、 目 を 閉ぢ靜 坐して 居る、 仍て各 其の 所 

以を問 ふ、 大崎 云、 松 田 は豪氣 なり、 我 は 分別 あれば 不 構と 云 ふ、 諸 士頻て 問 之に 答 云、 今 台 命 を 以て 

此の 城に 向 ふ、 夫に 對 して 不法の 軍 をし、 あたら 士卒 を 殺さん より、 上使 到着なら ば 城門へ 出て、 大崎 

玄蕃と 申 者に て 候、 當城を 相 渡 候條、 城 中の 男女 不殘御 助け 下さるべし、 我等 一 人 切腹 仕と 相斷 て、 自 

殺せん と 思 ふに 仍り、 籠城の 用意 は不 入と 云 ふ、 松 田 を 始め 各 尤もな りと 感心す、 後に 將軍 家より 御 差 

圖 にて、 大 崎玄蕃 允、 村上彥 右衛門、 眞鍋 五郎右衛門 を、 紀 伊頼宣 卿へ 被 召 出、 長臣 安藤 帶刀、 右三人 

衆の 若年より のかせぎ を 問 ふ、 眞鍋は 十 ^歳の 働き、 詳に是 迄の 事を述 る、 次に、 村 上 是も十 叫 歳より 

竹の子の 初陣に 立ち、 壬 生 川に て 一 番鎗の 働より 是迄 のかせぎ を 語る、 何れも 聞 事に も、 一 座の 人々 耳 

をす ます、 拉大 崎が 手前に 成る 處に、 す： 蕃云廿 は與 一 郞と 申て 鎗 一 本の 者に て 候が、 段々 仕上 ゆ、 木 村 

常 陸 介 方に て は、 鬼 玄蕃と 呼れ、 正則 方に て は 備後辆 の 城主 迄に 成り 候 間、 若き 時よ リ 鈍に は 無り しと 

恩 召 候へ と 云、 帶刀 扨々 美事なる 挨拶と 感じけ ると なり、 

〇 永 井 左 近 太夫、 大 崎支蕃 允へ 使 を 遣 はす 事 

伊 互 國へ石 出しの 御 普請に 付、 彥坂 九兵衞 光正と、 右の 大崎 玄蕃 允を紀 州より 被 遣、 其の 普請 相 濟候時 
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分、 永 井 左 近 太夫 直 勝より 玄蕃 方へ 使者 を 以て、 未だ 終に 不申通 候へ ども、 語り 申 度 候 Si  、今度 歸路の 節 

淀へ 被 立 寄 候へ との 口上な り、 玄蕃 返答に、 御 使 忝く 候、 定て 古き 事 御 聞 可 被 成 爲と存 候、 其の 御 心 

入に 候 は >、 重て 次で を 以て 可 被 召 寄 候、 假 初の 通りが けにて は 難盡、 何の 詮も 御座な く 候、 又 是は御 

使者へ 中 候、 總 じて 此の 玄蕃は 指 寄た る 所 はた わけに て 候へ 共、 一日と も 長座 仕れば、 限りなき 程 賢き 

事 を 申 者に て 候 間、 重て 緩々 御 對面被 成 候 様に 御 申 給べ しと 返事す、 玄蕃が 孫 大崎三 左衛門 長增、 五 千 

石に て 今に 紀 州に 奉仕と 云、 

〇 勝 曼の鎗 の 事 

大阪 落城の 時、 細 川 玄蕃頭 興 元鎗を 合と 申 上る、 後に 大御所の 仰に、 鎗を 合と 云 ふ 事、 左様に 度々 有る 

ものに 非す、 先年 此の 茶 H 山の 北に 見 ゆる 勝 曼院の 山に、 佐 久間不 干 筒井 順慶荒 井村 重が 籠て、 大阪門 

跡 達 如 (異本 顯如) 上人より 攻候 時に、 本の 鎗 有りと 聞 及たり、 其の 外 上方に て は 餘り不 聞、 勝 曼の鎗 こ 

そ 昔より 云 傳る杉 形の 鎗と聞 及し かと 御意の 時、 佐 久間備 前守罷 出で、 上意の 通に 御座 候、 同姓 不 干が 

手に て 其の 日 兩度鎗 御座 候、 天 正 六 戊 寅年 五月 三日の 合戰 にて、 朝 は 茶臼 山の 西に 見え 候 難 波の 貝殼 塚 

合戰 にて、 不 干が 佐 久間久 右衛門、 问葵之 助、 梶川彌 三郞、 水 野 源 太郞、 水 岡 小 三郞六 人鎗を 合せ 候、 

晚は勝 曼院の 山に て、 不 干が 家士志 水义 市、 江原彌 助、 浮 貝 藤 助、 長瀨彌 五衛門 四 人鎗を 合す、 長瀨は 

唯今 小 右衛門と 名乘て 加州に 居候と 申 上る、 大御所 聞 召て 加 賀には 能き 侍 を 抱 持 候との 仰な り、 長瀨は 

黑幌に 銀の 牛の 舌の 麾 にて 鎗を 合す、 後に 門跡 降參 し、 城 內の輩 寄 手の 小屋 見物に 出て、 長 II が 小屋に 

彼 銀の 牛の 舌黑幌 有る を 見て、 日 外鎗の 時の 榥、 爱に 在りと て、 人 多く 集り 見た ると 也、 

〇 小 木 川 鎗の事 

中 村 伯誉守 一 忠の噺 に、 幾度 合戰 有りても、 鎗の 有る 事 は 稀な りと 聞く、 亡父 式部 少輔 一 氏、 根 來雜賀 

の壓 に、 岸 和 田 城に 差 置し 時、 根 來雜賀 の 一 授、 泉 州へ 打 出、 深 田 中 積善 寺 千 石 堀 畑 中 濱の六 城 を 構へ 
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1 二 七 六 - 

六番に 分れて 岸 和 田と 取合 ひ、 天 正 十 一 年の 夏より 同 十三 年の 一 一月 迄、 I 母 日の 軍 なれ ども、 本の 鎗は唯 

一度な り、 所謂 天 正 十二 年 甲 申 正月 十六 日、 小 木 川に て ー戰の 時な り、 式部 少輔 かたに て は、 成 甘 平 左 

衛門、 神 谷 平 右衛門、 林 門 太夫 鎗を 合、 國衆 にて は 山上 半 太夫、 寺 田 沙汰 之 助、 田賀 井左吉 右衛門 翁 を 

合、 此の 六本の 鎗 より 外 は、 三年の 內に鎗 と 云 物 は 無しと 物語な り、 

〇 高遠 城 落城の 事  ， 

天 正 十 年 壬 午 二  =:、 穴 山 梅 雪 逆心に 付、 勝 頼 も" g 訪ロを 被 引取、 獄田城 之 介信忠 は、 仁 科 五郎 信 盛の 籠 

る 高遠の 城 を 取 詰、 貝 根 原に 馬 を 立ら れ、 使 僧 を 以て 城へ 被 申 送 候 は、 早々 降參 有べ し、 武 家人 過半 

逆心の 上 は 勝 頼 滅亡 今 たるべし、 誰が 爲に城 を 持 こたへ 候 はんやと 被 申 越、 仁 科 五郎、 小山 田備 a. 守是 

を 聞 も 不敢、 則 使 僧の 耳鼻 を そぎて 一 戰 すべし との 返答な り、 信忠 せきて 高遠 城 を 一 時に 攻 よせ 玉 ふ、 

小山 田備屮 突出て、 信忠 を目蒐 け血戰 すれ ども 不叶、 則 引 入て 仁 科 五郞、 小山 田備中 守、 渡邊金 太夫、 

春 日河內 守、 原 隼 人、 今 福 五左衛門、 誠訪庄 右衛門 己 下 十八 人、 大廣 間へ 取 籠り、 死物 狂 ひに 戰ふ、 其 

の 中に 年頃 三十 五六 歳の 女房、 緋 威の 具足に、 長刀 を 水車に 廻し、 諷訪庄 右衛門が 妻と 名乘 て、 敵 七 八 

人薙 倒し、 其 後 自害す、 大廣間 は 七 間に 十二 間の 所なる が、 是へ取 籠って 働く 故に、 寄 手も攻 あぐむ、 

信 忠は淺 黄 金襴 3 幌を かけ、 廣 間の 前なる 稱 際に 桐の 木の 有る に 取 付き、 白旄を 振て、 身 を 揉で 下知せ 

らる、 .1: 科 小山 田 勢 ひ盡て 終に 自害す、 高：. V 落城の 四日 目に 見物せ し 人の 語りし は、 彼の 大廣間 天井 も 

注 も 鎗痕义 は 血に 染 りて 目 も 當られ す、 庭に 殘害 ありし が 血に 染て紫 雪と 成る、 地下 人 共 掃除に 來り居 

しが 申け る は、 是 なる 群の 上へ 城 之 助 様 御上り 被 成、 左の 御手に て 此の 木 を とらへ 下知な され 候 を、 仁 

科 殿 小山 田 殿 見知て、 七 八 度まで 切て 懸られ 候へ ども、 打 拂ひ王 ふ、 其 S 時の 太 刀痕に て 候と 敎 ふる を 

みれば、 彼の 桐 木に ひしと 疵 有り、 又 廣間ー 一間の 大床 有り、 張 付の 廣 紙に 血 腸 を 投付け、 指の 痕叫筋 血 

にて 一 尺 計 引て 見 ゆる、 地下 人に 尋れ ば、 仁 科 五郞殿 此の 床へ 上り 自害して 11 を 抓て 唐紙へ 打つ け 手 を 
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拭 はれ 候、 其の 指の 跡に 候と 語る、 年 十九に て 未だ 前髮 有り、 勝れた ろ 少年に て 有しと かたる、 拉 1^ 井 

を みれば 鐵炮 S 拔 たる 跡 幾 等と 云 ふ 限な し、 是を尋 るに、 大將仁 科 殿 若年ながら 流石 信玄の 御子に て 勇 

銳拔 群の 上、 小山 田 以下の 豪傑が 死戰 にあぐ みて、 森庄歲 殿の 衆、 屋根へ 上り 板 を まくり 上より 鐵炮す 

くめに 仕り、 漸く 各 を 打取ぬ、 仍 て皮藏 一手 衆 を 高遠の 屋根 葺 衆と 號て笑 ひ 候と 村民 語 之、 

〇 謙 信 上 杉義舂 不快の 事  ， 

天 正 一 一年 甲 戌 七月、 能 登國、 王 畠 山 修理 太夫 義隆 十八 歲 にて 毒害 死去、 家臣 遊佐彈 正、 S 井備 中、 長對馬 

を始 として、 十 一 頭人數 1 一千に て 七 尾の 城に 籠り、 信 長に 從ふ、 義隆の 伯父 上 杉 五郞義 春、 越後に 在り 

て 此の 亂を 聞き、 謙 信に 訴へ て人數 一 萬 三千に て 發向七 尾の 域み-八月 二日より 攻圍 む、 義春粉 骨 を盡し 

九月 十 一 日に 攻 落し、 域 中 宗徒の 者十餘 軍打果 す、 信 長より 柴田勝 家父 子、 前 田 利 家、 ：：：d 々成 政、 金 森 

五郎八 I 萬 八 千に て爲 後援、 加賀國 御幸 嫁 迄 来り 候へ 共、 七 尾 落 域 を 聞き、 早々 引返す、 落城の 三 H 目 

九月 十三夜に は、 謙 信 諸將を 集め、 月 を 賞して 詩歌の 宴 有り 謙 信、 

露 滿軍營 秋氣重 數行過 雁 月 三更 越 山幷得 能州景 任 佗 家鄕念 遠征 

又 連歌に  月す め は猶靜 なり 秋の 海  謙 信 

扭能登 國は畠 山 代々 の 本領と 云 ひ、 此の度 義 春の 功 を 以て 取 返された る國 なれば、 究て義 春へ 可 賜-この 

風聞に 仍り、 能 登 一 州 二十 萬 石の 者 共、 彌五郞 殿歸國 あらば 我々 世に 可 出と 悅て我 も と馳來 て、 彌 

五郞 手に 附し事 夥し、 謙 信は柴 山と 云 ふ 所に、 陣取、 總人數 の 押 前 を 見物 せんとて、 床机に 腰 を 掛られ 

彌五郞 も 側に 長居る、 能 州 先方の 人數爽 なる 武具に て 押 通る、 謙 信見咎 られ、 是は 誰が 人数. ぞと問 はる 

、に、 上 杉 彌五郞 人 數-こ 答 ふ、 次に 通る も 彌五郞 叉 其 次 も 同前に て 事々 敷 多勢な り、 謙 信 機嫌 あしく、 

良久し く 物 をも不 云、 其 後 被 申 は、 いかに 彌 五郎、 三 好宗三 は畿內 にての 弓 取 功 者の 大將 なり、 宗三常 

に 云く、 人 數は遣 はれぬ 物な り、 三百 騎 より 上の 勢 は 遣が たしと 云 ひしと 聞け りと 被 申、 其の後 は詞な 
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く、 謙 信 死期 迄 義春を 睨 付け、 一 百 葉 をも掛 や、 大形 勘當 同然に て、 能 州 を も不賜 不快な りしと かや、 . 

〇 武田勝 頼 天目山 討死の 本 說の事 

福 島 正则內 伊藤 伊右衛門 は 武田勝 頼の 首 を 取し 士 なり、 伊右衛門が 噺 なりと て、 津田幸 物語に、 州滅 

亡の 時、 勝 頼 父子の 行衞 不知、 瀧 川 左 近將監 一 益、 先手に て國 中を尋 る、 田野の 奥！ K 目 山の 麓に 落人の 

男女 五六 十 人 有 之 由 を 聞て 押 寄た るに 皆々 飢に 臨み、 働 不自由なる を 何の 手 もな く 悉く 討 取ぬ、 然る 處 

に 一 益が 旗本より 申 来れる は、 勝 頼 は 信 州 高遠へ 取 籠 候 間、 其の 元を捨 早々 可 歸と吿 るに 仍り、 是迄來 

れ る證據 に、 首 ども 少々 馬に つけて 府中へ 歸る處 に、 勝賴 高遠に 在と 云 ふ は虚說 なれば、 高遠 發向は 止 

め、 又 元の 田野 邊を搜 し 求る に、 村民 ども 田野の 溝 堀の 邊 にて、 皆 頭巾 様の 物 を脫ぎ ー禮 をな して 通る 

に 付、 其の 子細 を 問へば、 あの 堀の 中に 屋形様 御 父子の 御 首 御座 候 故、 恐 多くて 如 此と淚 を 流す、 各是 

に 駭て堀 を 捜せば 果して 首 ども 溝より 出る、 則 土民に 勝 頼の 首 を 撰 出させ、 其の 外 名 有る 首 を 持て、 信 

忠へ獻 す、 信忠是 を實檢 せられ 宣 ひける は、 勝 賴首は 瀧 川が 內 にて 誰が 取た る、 ぞ、 同じく は 一 益が 甥の 

瀧 川 儀 太夫 杯が 取たら ば、 世の 聞え も 然るべ からん とて、 儀 太夫 を 召て 見せ 給 ふに、 是は 某が 取た る 首 

にて は 無 候と 申す、 仍て廣 庭に ある 四十 級 計の 首 を 見せら る、 に、 是は 某が 謀が 取た る 首な りと 撰 出す 

則 土 屋愁藏 が 首な り、 伊藤 伊右衛門 は 庭 上の 首の 中には 我 取た る 首の 覺 無と 云 ふ、 勝 賴の首 を 見て、 是 

我 取し 首と 云 ふ、 其の 證據を 尊ら る、 に、 田野より 鹽手 にく、 り 付け、 道中 摺れ 申に 付、 首の 切 口に 某 

が乘 馬の 栗毛 粕毛 血に 交り 付 可 有 之と 申す、 則 被 改處に 伊右衛門が 申 通 なれば、 伊藤が 討し に究る 【割 

註】 落人の 首 を討捨 にせし 歟と 見れば 爱 の文談 にて は 首を携 たる 趣な り 途中に て捨 たる か 不審」 信忠其 

の 時 伊藤に 向 ひ、 其方が 取し 首 は 大將勝 頼が 首な り、 汝は士 の 冥加に 叶 ひたりと 被稱、 然るに 近年の 記 

錄 ども を 見れば 勝賴 切腹と 書る もお り、 又 事々 敷 働 て 討死と も 見えたり、 何れも 虛說 なり、 我 其の 時 


分 は 小 平 次と て 瀧 川 方に 奉公し、 右伊 右衛門と も 傍輩 なれば、 右に 記す 處聊 相違 無しと、 板 倉 周 防 守 重 

宗亭 にて 津田幸 巷 物語な りと 云 々 、 
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諸 錄拔萃  ， 

〇 大阪 冬陣夜 打の 時の 鎗の事 

大阪 冬御陣 蜂須賀 阿波 守 手へ、 墙團 右衛門 直 之、 夜 討の 節、 木 村 喜左衞 門、 畑 角 太夫、 牧野 潮 太、 田屋 

右 馬 介 四 人餘を 合す、 此の 內右馬 介 は 長刀な り、 右 吟味の 時、 if 團 右衛門 は、 長 岡監物 御宿 越 前に 向て 

田屋が 手前 鎗とは 申 上られ まじく と 云 ふ 人 有り、 此の 儀 奈何と、 御宿 云 ふ、 鎗も樫 柄 長刀 も 同 櫻 柄、 其 

の內 長刀 は鎗 よりも 短 けれど 猶强き 鎗に可 准と 穿議濟 なり、 木 村 喜 左衞門 は、 翌年 落城の 時 討死、 畑 角 

太夫 は、 後に 稻葉美 濃 守 正則へ 被 抱、 牧野 潮 太 は、 本 多中務 太輔忠 利に 奉公す、 田 屋右馬 介 は、 五郎 左 

衞 門と 名 を 改め、 紀 伊賴宣 卿へ 被 召 出、 後に 又 菊 右衛門と 改し 由な り、 

. 〇 兼 松 又四郞 物語の 事 

秀忠公 御 上洛の 時、 尾 州 熱 田に て、 國衆御 目 見に 出づ、 其の 內兼松 又 四郞も 出る、 共の 夜 土 井 大炊頭 を 

兼 松 方へ 被 遣、 義元 合戰の 時の 手柄と、 刀 根 山に て 信 長より 半鞋 を拜領 したる 事と、 且つ 猪子內 匠と、 

又 四 郞とは 年 何れが 倍し 候 や、 御覺に は、 猪 子 は 年 兄と 思 召る、 との 御尋 なり、 兼 松 承り 先 以て 御 尊の 

趣 忝き 仕 合奉存 候、 拉 今川義 元と 信 長 公 御 一 戰 の砌、 傍輩 七 八 人 一 緒に 打 立 候、 其の 時 某 1 一度 迄 馬 を乘 

損じ 候 故、 いな 事と 存じ 能々 見 候へば、 镫を 逆に かけ 候、 心中に 不吉に 存じ、 其の n は 進み 不申、 傍輩 

共 は、 $1 害に 合 高名 仕り、 我等 は 手 も 塞せ す 罷在候 を、 餘り 見-ぐる しとて、 傍輩 どもな ぶり 候て、 面々 

が 取 候 首の 血 を、 某が 具足に ぬり 草摺に 泥な どぬ り 付け 候て、 手に 合 候 輩に 交り、 信お 公へ 御 目 見 id^ 


其の 時 信 長 公 は 軍に 御 勝な され、 義 元の 首 を 公 饗に乘 せ、 御前に 被 差 置、 御機嫌 麗き 所へ 罷出候 故、 八 

人の 者 共同 前に ST 明け 龍 立 候、 又 刀 根 山 合 戰の時 は、 宵に 御 觸有之 候へ 共、 油斷 仕り、 信 長 八 入 はや 御 出 

馬 故に、 草鞋 はく 間 も 無 之、 素足に て駔 出で 高名 仕 候、 ：！一!5 長公是 を御覽 じ、 御太刀の 鞘に 掛られ たる 半 

鞋を被 下 候、 別に 骨折た る 事 もな く 候と 申す、 大炊頭 被 申 候 は、 猪子內 匠と 貴殿の 年齢の 事 は 如何 御請 

被 申 候 や、 爱松云 ふ、 是は將 軍 様の 御覺違 ひに て 御座 候、 內匠は 我等より 三つ 若く 候と 申す、 大炊頭 云 

左様に 候 共 御覺御 自慢に て 御 尊の 事に 候 間、 御覺の 通りに 御請 被 申 上 可 然と 有る、 兼 松 頭 を 振て、 年 君 

と 申 上る は 先 以て 勝手 能事に 候へ ども、 殘の ニケ條 は、 皆 武邊の 事の 御 尊に 候、 然るに 加 樣の聊 の 儀に 

も 虚言 を 交 候て は、 肝心の 武邊の 障に 成り 候 間、 有 體に御 申 上 可 被 下 由な り、 大炊頭 感心して、 此の 段 

詳に 言上せられ ければ、 御 感 不斜、 時 服 黄金に 御 內書を 添て 被 下と なり、 

〇 安藤 直 治 新 身 刀の 返答の 事 

安藤 飛 驊 守 直 治 は帶刀 直， ft- の 子な り、 江戶 にて 尾 州の 成 瀬 隼 人 正に 約束して 紀州銀 冶に 刀 二 腰 を 打せ、 

何れも 一 の嗣を 落し、 尾 張へ 遣す、 翌年 京都に て參會 せし に、 成！！ 云、 去年 は 新 身の 刀 殊にた めし 迄 御 

申 付 御 越悅入 候、 但尾 州に てた めし 候へば 切れ 不巾 候、 少しく 直させて 給 候へ とない、 飛驛守 云、 いな 事 

なり、 紀州 にて ためし 候 時 は 大切れ したる に 切ざる は 不審に 候、 乍 去 其の 譯に候 は > 打 直させ 可 進と 云 

成 瀬 云、 紀州 にて 能く 切れ 候 刀の 尾 州に て 切れざる は 尾 張の 人 は、 骨の 堅き 歟と 申す、 飛驛守 聞 も不敢 

尾 州の 人の 骨の かたきに 非す、 士 共の 腕 Q かひな き 故に 候、 紀 州の 士共 は、 なま 切なる 刀 も 能く 切 候 

は、 腕の 强に 候と 答 ふ、 聞く 人 飛 驛 守が 頓智 を 賞す、 

〇 明智 光秀 逆心 を 起せし 始の事 

明 智日 向 守が 逆心 は 心より 起る に 非す、 皆 信 長 公の 被爲 たる 事と 云り、 或 時 酒宴に 七盃 入の 大盆 を柴田 

勝 家が 控へ 居た る を、 信 長 公明 智へ 指すべし と宣 ふ、 明智は 下戸 故 中々 給 候 事 叶 ひがたし、 御免 可 被 下 
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と 申す、 信 長 御氣色 損じ、 是非 可飮 とて、 日向 守 を 押 伏せて、 折檻 せらる、 光秀 無 是非 彼 大盃に て If を飮 

む、 元元 來下戶 故、 前後 不覺に 苦み 惱亂 して 偏に 病人の 如し、 叉 其の後、 稻葉 伊豫 守 家人 那波和 泉 守、 

齋藤 內歲介 を、 光秀 高 知に て 召 抱、 伊豫 守 方より 斷を 申す とも 返さ じ、 信 長 公 聞 給 ひ、 早々 稻葉 方へ 返 

し 候 へ と 怒り 給 へ ども 御請 を不 申、 信 長 其の儘 光秀 を 取て 押 へ 、 兩の髻 を 抓み、 敷居の 上 へ 當て 打擲し 

玉 ふ、 信 長の 御 爪、 光秀が 月額に 入て 血 流る、 光秀 曰， 三十 萬 石の 大綠を 被 下と 雖も 我榮耀 には不 仕、 能き 

士を 求る も 偏に 奉公の 爲 にて 候と 申 上る、 信 長 公 己れ 成敗 を 致す ベ けれども、 一命 を 許す と宣 ひ、 光秀 は 

漸く 返 出せし と 也、 叉 其の後 家 康公穴 山 梅 雪 を 御 同道に て、 安土へ 御 登の 時、 大窒坊 を 御 宿に 定め、 御 

馳走 人 は 日向 守 を 仰 付ら る、 明智 山海の 珍 物 を 調へ 用意す、 信 長 鷹 野に 御 出 有て、 大窒坊 へ 立 寄せられ 

御覽 有る に、 五月の 事に て、 溫氣甚 しく 用意の 魚 鳥 下がりて 臭氣甚 し、 信 長 公 機嫌 損じ 草鞋 はきながら 

數々 調へ 置た る 膳部 已下 皆蹈 くだき、 以 の外呵 貴し 玉 ふ、 曰 向 守 迷惑し、 俄に 新しく 膳部 調度 魚 鳥 以下 

を 取調る 處に、 毛 利 輝元備 中ロへ 出張 候 間、 n 向 守 事 急に 彼 表へ 可馳 下との 趣な り、 光秀 犬に 恨み、 饗 

應の 役に 過分の 支度 を させ、 其 用意 も 空しく 俄に 支度 を 仕直し、 漸く 間に合せん とすれば、 又 西 國の急 

事 を 承る、 所； rn 様々 の 難題 を 以て 光秀 を 取 倒さる" 御手 立 なれば、 此の上 は不及 是非と て 俄に 反逆の 

企 を 成しぬ となり 自是 先に 諸士 列席 の 中に て、 森 蘭 丸に 仰せられ 光秀が 頭 を 蘭 丸が 持た る 鐵扇を 以て 

叩き、 頭より 血 流た る 事 も 有し、 您 じて 信 長 は 一 度 見限られ たる 者 は、 ひ 思 ひ 直さる 、事な く、 竟に 

は 其の 者 を 取 倒さる 》 の 質な り、 光秀 も 其 主意 は 不知 ども、 信 長の 意に 違 ひたる 事 有て、 如此 ならん か 

し、 逆 意に 於 は 評に 不 及と 雖も、 光秀が 心 裏 も 又 其の 所以 無に も 非す、 

〇大 井田 監物謙 信の 成立 物語の 事 

越後 浪人 大 井田 監物 は、 後に 越 前の 秀康 卿へ 召 出され、 使 番を相 勤る、 監 物が 筆記に 云、 越後 國は 代々 

上 杉 領分た る處 に、 永 正 七 年 庚 午 六月 1 一十 日、 上 杉 顯定と 家臣 長 尾 爲景と 妻 有の 庄長森 原に て戰 ひ、 顯定 
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討死な り、 爲景则上杉の庶流上條の上杉定實を：^^に取り、 我 子 長 尾 六郞を 定赏の 養子 分に して、 顯定の 

跡に 立て、 上 杉を繼 する、 爲景の 八 男に 猿 王 (謙 信の 幼名) とて、 其 性 尋常に 替り、 利根 發明 にて 大膽な 

る 故に、 父 爲景の 心に 不叶、 出家に せんとて、 下 趣後橡 尾の 淨 安寺へ 遣す、 後見の 金津 新兵 衞 供して 下 

り 越後へ 趣ん とて 米 山 越に 掛る、 此の 米 山 は 上り 四 里 下り 四 里の 大山な り、 猿 王 未だ 八歲 なれば、 歩士 

の 背に 負れ て 山へ 登る、 山の 峠に 藥師堂 有り、 寺 號を米 山寺と 云 ふ、 其の 堂の 椽に 休て、 破 籠 取 出し、 

猿 王に も參ら せ、 供の 者 も 中 食す、 ^母の 本 庄美作 も 供な り、 猿 王 は 幼少 なれば、 堂 を 廻り 遊び 居らる 

此の 堂より は 頸 城 郡 府內を 目の 下に 見お ろす 絕境 なり、 猿 王 は 古 鄕の方 をつ く ノ-- 眺て淚 ぐみ、 我籀母 

の 讒言に て如此 なる 事 無念な り、 成人して 本望 を遂 なば 此の 筋に て 一 戰 しつべし、 此の 山 は 府內を 目の 

下に 見お ろし、 能き 陣 場な らんと 宣ふ、 本 庄美作 も金津 新兵 衞も是 を 聞て 舌 を 振 ひ、 感淚を 流し、 其の 

一 11  一口 葉 を 忘れ 玉 ふなと 悅ぶ事 限 無し、 是則 1K 文 六 年 丁酉 五月、 猿 王 八 歳の 時な り、 夫より 九 年の 間淨 安寺 

にて 舉 問せられ けれども、 出家の 心 は寳に 無し、 天文 十四 年 乙 巳 四月、 長 尾 爲景、 宇佐美 駭 河守兩 旗に 

て 越 中 國へ取 Is- る、 松 倉 城に 麼人兵 庫 助-:: 山 下 左 馬 介 籠り 候 を、 宇佐美定行 三千に て 取 詰、 山 下 左 馬 介 

を始ー 一 百餘人 を打果 し、 松 倉 城を乘 取、 直に 其 城に 居す、 爲景は 八千餘 にて 放 生津の 城へ 差蒐 る、 此の 

城に は 德太寺 大納言 實規其 外 公家 衆 九人罷 籠、 其の 子細 は 京都 大亂 にて、 堂上 衆 も國々 へ 落 行れ、 德大 

寺 は 越 中の 畠 山 尾 張 守 尙慶の 外孫 故、 越 中へ 越ら れ しなり、 四月 九 R 爲景放 生 津を責 落し、 德大 寺實規 

卿 を 始め、 公家 衆 九 人 上下 七 百餘人 を討果 し、 城 を 乘取處 に、 畠 山の 留主居 椎名神 保 遊 佐、 江 波 等、 賀州 

の 一 揆共を かたら ひ、 後援に 出る、 賀州は 一 向宗 一 揆な るが、 降 參と僞 り、 道 を 造て 長 尾 勢 を 呼 引 入れ 

陷穽を 構 ふ、 爲景 は是を 誠の 降 參と思 ひ、 何 心なく 賀 州へ 押 人る 時、 椎名神 保 遊 佐 等、 一揆と 共に 所々 

に 起 合て、 是 を攻擊 つに、 爲景 の人數 彼の 陷穽 へ行懸 り、 防， ぐべき 術 無く、 大半 討れ、 大將爲 景も爱 に 

て 討死、 勉 敗軍と 成て、 殘勢 僅に 越後へ 引返す、 宇佐美定行 は、 松 倉に 十 一 日蹈 止り、 敗軍 を 集めて 備 
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を亂 さす、 徐々 と 松 倉 を 引拂ひ 越後へ 歸る、 越 中 勢 付 慕ん とすれ 共、 宇佐美が 武勇に 怖れて、 一 人も附 

る 者 無し、 扱 越後に は爲景 討死に 仍り、 其 子 上 杉 六郞國 を相績 す、 此年猿 王 十六 歳、 爲景の 死 を 聞て 忌 

中の 作 善懇に 沙汰し、 一 一： 回忌 過な ば 勢 を 催し、 義戰 して 越後 を 討 平ら けんと 工夫し、 宇佐美 を 語ら ふ、 駿河 

守 も 猿 王が 器量 唯なら ぬ を 見て 是に與 す、 天文 十六 年 丁 未 正月、 猿 王 十八 歳に て 元服し、 長 尾 平 三景 虎と 

名乘 る、 同 四月 九 n 三回忌 を 吊 ひ修て 義兵 を 上け 橡 尾の 城に 楣 籠る、 宇佐美 駿河 守、 本 ifl 美 作守馳 加る、 

兄ト： 杉 六郞聞 之、 妹 壻長尾 越 前 守 政 景に七 千 餘を附 けて、 橡 尾の 城へ 取懸 る、 景虎 櫓に 上って 寄 手 を 遠見 

し 今夜 寄 手引 取べき 相 色 有り、 其 退 口 を 突出ん と 被 申、 宇佐美 云、 長途 を 寄た る 敵が、 何し に 空 敷 引取ら 

んゃ、 必 卒爾に 突出ん 事 無用な りと 留る、 景虎又 云、 晝 より 寄 手 を 見る に、 唯 軍兵 計に は 小 荷駄 見えす 

然れば 長陣の 敵に 非す と 思 ふなり と 被 申ば、 宇佐 美大に 感じて 實 にも 尤に 候、 さらば 突出よ と 夜半に 切 

て 出づ、 景 虎の 積の 如く、 政 景旣に 引ん とする 返 口へ 切蒐 たる 故、 何の 手 もな く、 寄 手總欺 軍に 成る、 

景虎 勝に 乘て國 中へ 被 打 出、 宇佐美 本 庄も續 て 打 出、 梯 崎の 下濱に 陣取、 依 之 上 杉 六郞八 千に て 米 山 を 

越て 打 向 ふ、 景虎 一 戰を 取組 城 織 部、 鬼小^:5度々之助、 吉江 織 部の 鎗を 始め、 互にい どみ 諍ふ處 に、 宇 

佐 美 定行麾 を 振て 橫 入に 鬼り、 本 庄は傭 を 正 敷して 正面より 徐々 と _ 鬼 るに 仍り、 上 杉 六郞忽 I 戰に打 負 

け、 米山懸 りに 府內に 引返く、 景虎眞 先に 進で 追討れ しが、 米 山の 東 坂 本に て 被 申け る は、 我 甚だ 睡兆 

せり 暫く まどろみて こそ 追 はめと、 共邊の 小屋へ 入て 眠 らる、 宇佐美 見之是 はいかなる 事に 候 や、 今 

敵 を 追 ふ は 破竹の 如く、 其 勢 ひ を 失 ふべ からす、 米 山 を 追 越し 直に 頸 城 郡へ 打 出で、 府內 城を乘 取ん 事 

眼前に 在り、 此 n を脫し 給. ふべ からすと 勵せ ども、 景虎は 高鼾に て 熟睡 せらる、 故に、 宇 伎 美 を 始め 各 

牙 を嚙 で、 今少しの 所に 成って 運の 來ら ざる 事よ と悔 居け るが、 敵軍 米 山！ t を 三分 1 一 程 も 越た る 頃、 景 

虎が ばと 起て、 n 十 貝 を 吹せ 米 山へ 追 上る、 案の ごとく 六 郞人數 下り坂に 赴く 唯 中へ 押宽 られ、 龜破 坂よ 

りな だれ 落て 死す る もの 數を 不知、 後に 宇 伎 美人に 語て 云、 其の 時 景虎米 山 坂 下に て^る を不 追して 眠 
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居られた ろ は、 府內勢 米 山へ^ 上る 時、 急に 追て 若し 敵に 返された る 時 は、 敵 を かさに 請けて 却て 追 返 

されん は 必定な り、 景虎是 を 察し、 眠る 眞 似して 上り坂 を 敵に 上り 濟 させ、 下り坂に 趣く 所 を 計って 追討 

れ候 事奇々 妙々 なり、 我 若年より 數十度 事に 逢たり と 雖も其 Q 積 無き 處に、 景虎渐 く 十八 歳に て、 斯る擧 

動 は 偏に 佛 神の 化身 たるべし と 舌 を 振 ひける とぞ、 斯て景 虎 は 內の 城を攻 落し、 兄 六郞に 腹切せ て 後 

被 申け る は、 主人の 跡を繼 たる を 殺す 上 は、 國を 取る 望な しとて、 府內を 出で 高野山へ 趣ん と、 關の山 迄 

出られ 候 を、 上 杉の 家老 共 評議して、 景 虎な くんば 國を誰 欺 治めん、 忽 他人の 物と 成るべし とて 皆々 追 

懸引 留め、 達て 異見 を述 ければ、 景 虎も然 らば 以來 とも 我 下知 を 背く 間 敷と 起請文 を 宿老 中 書れ 候 は > 

歸る べしと なり、 其の 時 上 杉 家臣 二十 六 入、 其 通の 起請 を 書く、 依 之 立 歸り春 曰 山 C- 城に 入て、 上條の 

上 杉 定實と 申合せ、 越後 を 被 治、 長 尾 越 前 守 政景を 引付、 上 州 平 井 管領 上 杉 憲政に 從ひ、 扨 不義 有し 輩 

且つ 野心が， ましき 大身 共 十六 人、 翌年 林 泉 寺に て 切腹 申 付ろ、 然れ共 起請文 有る 故に 餘人鬼 角 を 申 事な 

らす、 如 此景虎 越後 を蹈鎭 たる 事、 呰 宇佐美定行と 內談の 上な り、 共 後景 虎 云 ふ、 上 杉 〔豕 を繼 たる 兄 を 

殺し、 我 子孫 を 立ん 事、 1K 道に 背く 處 なりと て、 十八 歳より 不識庵 心 光謙 信と 號し、 一 一十三 歳に て 上 杉 

憲政の 讓を受 て、 上 杉 政 虎と 改め、 永祿 三年 庚申 月 上洛し、 公方 光源 院義殿 輝 公より 一字 を拜領 し、 輝 

虎と 改名す、 菊 桐澤潟 瓜の 紋の 幕、 網 代 輿 文の 裏書 御免に て、 關 東の 管領と 成る、 越後 佐 渡 東上 野 越 中 

能 登 出 羽 庄內飛 驛加賀 迄. 手を延 され 候 事、 凡人に 非す とて 世人 賞し ける とぞ、 

0 宇佐美定行 忠死幷 子孫の 事 

越後 上田 城主 長 尾政景 は、 謙 信 S 妹^に て大剛 の大將 なり、 旣 に地藏 it にて 政景 一 手 を 以て 信 玄と戰 ひ 

飯 富 兵 部、 眞田 幸隆、 小山 田備 中、 桑原 左 衛鬥、 小山 阳左 兵衛： ん備を 切 崩し 小山 田 備中を 討 取 候 程の 剛 

將 なれば、 謙 信 も 頼みに 弁ら れ、 信 州 野 尻の 城に 置て、 信玄を 被壓、 宇佐美定行 も 同 城に 居る、 然るに 

謙 信 は 政 景を六 ケ敷思 ひて、 永 祿七年 甲子 五月 五日、 宇佐美定行 を 呼て 政景を 可 討との 密討 有り、 宇佐 
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美 云、 親き 御 一 門と 云 ひ、 見えた る 事 もな きに、 誅伐 あらん 事 世の 聞え 末代の 誘 も 如何な り、 思ひ留 り 

給べ し、 共の 卜： 政 景を討 給 は >、 上田 皆 敵に 成り 信 玄と手 を 合せ 候 はん、 旁 以て 由々 敷 大事に 候と 淚を 

流し 異見 すれ ども 謙 信 更に 承引 無し、 宇佐美 此の ト： は 不及是 非、 さあら ば 上田 も 起ら す 世の 批判 も 無き 

様の 手 立 を 以て 政 景を討 可 中と 肯ひ、 夫より 居城 柏 崎 琵琶 島の 城 へ 立 寄、 六月 中 逗留し、 下旬に 野 尻 

へ歸 る、 城下に 辨財 1K 池と て 湖水^り、 常に 魚 を 釣り 網 を 引く、 定行僞 て 船遊びと 稱し、 政景 と共に 此 

の 湖水に 船 を 浮べて 逍遙す、 船の 底に 穴しての み 口 を さし、 沖へ 出て 彼の、 み 口 を拔 く、 水 湧 人て 船 沈 

みければ、 政景を 始め 各 浮ぬ 沈ぬ 周章す る內 に、 宇佐美 は 政景を 水底へ 引 込たり と 見えて、 後 迄 も 政 

景に組 付て 共に 死す、 于時 政景卅 九歲、 定行 七十 六歲、 永 祿七年 甲子 七月 五日 生害な り、 ^^行 一 封の 遣 

書 有り、 其 趣 は 政 景を御 誅伐 候て は、 末代の 誹謗 遁れ がた く、 其の上 上田 領 敵に 成り 候 はんと 存じ、 

種々 諫を 奉る と 雖も無 御 承引 上 は不及 是非に、 政景を 打果候 は、 宠 行が 逆心 敷、 又は 當 座の 意 恨 敷と 世 

上へ 御 申立、 某が 跡目 御^し 被 成、 §： 藤 一一： 郞勝行 は 御 暇 を 被 下べ し、 さなく 候 は  >  政 景{ 豕士 ども 稱忍不 

仕、 亂の基 たるべく 候、 鬼に 角に 科 を も 不義 を も、 定行 一 人に 歸 せられ 可然 候との 書^な り、 謙 信 も 十 

六歲 よりお 行 を 被 頼， 越後へ 歸城 本望 を 被遂し 事、 偏に 渠が功 なれば、 此の 書： ま を 見て、 さ こそ 心底に 

は 深く 惜 るら め、 去れ 共 此の 事露顯 して は 宇佐美が 忠死も 徒らにな り、 第一 忽國 の騷亂 たれば、 萬づ定 

行が 遣 書に 任せ、 其の 跡： ni を 被 潰、 藤 三郞は 浪人す、 凡そ 士の 忠義 を 球く 者 多し と 雖も身 を 捨て子 孫 を 

絕し、 其の 事 をな す 者、 古今 類を不 聞、 此の 定行 一 人に 止れ りと、 此の 密事 を傳へ 聞く 者 は 感淚を 流す 

とか や、 斯て 政景の 後室へ は 使者 を 以て 子息 喜 平 次 景勝、 今年 十 歳なる を、 春 曰 山へ 呼 取、 養子に せら 

る 、故に、 山 田 表 も刖條 なし、 定 行の 子 藤 三 郞勝行 は、 後に 民 部と 號し、 小千屋 藤卷邊 に隱れ 居て、 謙 

信 出陣の 度に、 忍て 供な する、 景勝 代に 至ても 猶 かくの ごとし、 是上杉 家へ 歸參を 望む 故な り、 就中 天 

正 十 一 年 癸未 十月、 柴田 因幡 守 退治と して、 景勝 出馬の 時、 先手 中 條越前 守、 村 上 出 雪 守、 新 津加治 等 


に 1^ 立ら れ、 方 上 橋と 云 所 迄 耽 軍す、 因幡 守 勝に 乘て、 景紫族 本迄乘 蒐る處 に、 上 杉 入， よ fij 本の 

前 備にて 在し が、 景勝の 紺地に 曰の 丸の 族 を 取て、 三十 間 程 先へ 押出し、 入 巷 手 廻りの 士 ども をして、 

鎗を 取て 膝の 上に 乘せ、 芝居に 折 敷て 備を 立し むる 故に 因幡 守 も 引返す 處を 入、 P 備を 以て 是を慕 ふ、 七 

時 宇佐美 民 部 は、 入 巷 手に 附 在りし か、 胄首 二つ 迄 取て、 其の 身 も 手 負ながら、 旋 本へ 来り、 勘當 赦免 

の 目 見 を 願 ふと 雖も、 景勝 は實父 政景の 仇の 末な りと て 目 見 を 許されす、 民 部 は 二つの 首 を 寺ち 淚を， 

し 被 立し を、 上 杉 家中 平 林內藏 介、 井上 一二郎 兵衞、 落合淸 右衛門、 其の 場に 居て 見 及び、 後に 唔るを I 

に 記し 畢、 招 宇佐美 先祖 は 鎌 倉 右 大將の 時、 宇佐美 三郞祐 茂が 後胤な り、 祐 茂より 十三 V 宇 左 美 左^ ar^ 

尉 祐孝 は、 相 州 岡 村 如 御 輪 寺 合戰に 討死、 其の 子 一 一人 有り、 嫡子 宇佐 籠 登 守 入道 有 盛 は 勇士に て f 

人な り、 後土御門 院 勅撰 新筑波 集の 撰者な り、 1 一男 は 宇佐美 越 中 守 孝忠、 是則駿 河守定 行が 父、 民 部 勝 

行が 祖父な り、 此の 孝忠も 文武の 將 にて、 越後 琵琶 島 城主な り、 東 輻寺萬 里と 友な り、 萬 里が 孝 や：" こ 寄 

る 詩文 有り 梅花 無 盡藏に 載たり (萬 里 詩集) 此の 越 中 守 は 上 杉 相 摸 守房定 入道 常泰に 仕へ て、 三千の 將な 

り、 ：* 子 定行も 軍功 高し、 謙 信 を 取 立 兵學を 指南し、 越後 を 治めて 大^と 成り、 終に 至ての 忠死& こ 記 

する 如し、 其の 子 民 部 勝 行 は 勘氣の 身ながら、 謙： iJlE 景勝 二 代の 戰 場に 出で、 軍功 を顯 し、 夫お り 上方 

登り、 佐々 陸 奥 守成 政、 小 西 攝津守 行 長に： H へ、 其の 外方々 渡い 奉公して 關ケ原 御 陣にま 會津へ 籠り、 

景勝 米 澤へ被 移し 後、 又 越後へ 歸り、 三 條に引 込 浪人に て 終ぬ、 民 部 子 宇佐美 造酒 介 勝 興、 是も 浪人 こ 

T 大阪御 陣の節 村 瀬 左 馬 介 手に 付て かせぎ 有り、 其 後 水 戶中納 言賴房 卿へ 被 召 、後年 子細 有て 立 

退き. 奉公 御 構 ひ、 浪人に て 死す、 造酒 介 子 は 大關左 助 定祐と 云 ふ、 是は 水戶を 障り、 苗 氏 を 改め 幼少 

^て紀 も 大納言 頼： 一， 卿へ 召 出され、 左 助 子 宇佐美 造酒 介 孝定相 續て紀 州に 相 勤 由、 右の 次第 は紀 W 浪人 

何 t5 一井 专に 在りて 委く 物語せ し を 書記す るな り、  .， 

〇 東照宮 御訓 書の 事 
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東照宮 御 在世の 時、 御 近習の 若 土に、 汝 等身 をた もつ に、 簡耍の 語 有り、 五 字に て 云 も 有り、 七 字に て 

云 も あり、 いづれ を 聞 度ぞと 仰ら れ しに、 何れ を も 承 度と いへば、 五 字に てい は. >  「うへ をみ な」 七 字 

にて いは >  「身の ほど を しれ」 汝等是 を 常に 忘る ベから すと 上意 有しと なり、 當 世の 人、 大 かたは 上に 

目 をつ け、 身の程 を 知らす、 夫 故に 自ら 驕り高 ふりて、 物 毎に 華麗 を 一； 儿 とする 程に、 家 を 持 崩し、 不義 

の 事 も 出来て、 禍辱 にも 及ぶ ぞ かし、 叉 或 諸侯の 家老 何某 萬 石 以上の 身に て 有しが、 共の 國 にて 登城の 

時、 あかねの 木綿 羽^ を 着ける が、 路次 にて 雨に 逢て 濡 ける 程に、 玄關の 扉に 懸て ほしけ る を、 北 ハの主 

君 折し も 鷹 野 歸に是 を 見て、 茜 は 日に 干せば 色替る 物ぞ、 取 人 させよ と 云れ ける と. ぞ、 又 IT 頃 親 藩の 家 

にて 物 頭たり し 者、 黄金 十雨に て 着 替の鎧 を 威せ しが、 今當 家中に 是 程の 金 出して、 鎧 威す 人 は 有が た 

かるべし、 武具 は 格別の 物 なれば、 かく 結構に はしつ るな り、 子孫 我 此の 意 をよ く 知て 忘る ベから すと 

一筆書て、 其の 鎧に 添て 殘 しける と. ぞ、 また 同 頃 諸侯の 中に、 世に 賢 君と 稱す るお しに、 其の 家老の 子 

第 年若ながら、 蒔 縫の 印籠に 大 なる 珊瑚 殊 を緖グ にして 腰に さけた る を、 其の 主君に Ins 口ら れ、 他 R 北ハ 

人 を 前へ 呼で、 汝は 印籠 を 好む と兒 えたり 此の 印籠 は藥を 能く 持つな り、 是を さけよ とて、 黑 塗の 印籠 

に木欒 子の 緒 じめ を 附て賜 ふ、 夫より 國の 貴族 5：： 恐れて 華麗 を 禁ぜし となり、 是 等は呰 漸く 六 七十 年以 

前の 事ぞ かし、 いつの 程に 風俗 亂て覿 奢に は 成ぬ る や、 馬具 武具 は、 軍装に か、 る 物 なれば いか > はせ 

ん、 夫 も 華麗 を 尊に し 物 數寄を 事と する は 何の 用 をな す 事に や 有ん、 譽られ ぬ 事な り、 (下略、 駿臺雜 話) 

〇 堀 監物直 政 傍輩 を 論す 事 

北 越の 領主 堀 越後 守 家老に 堀 監物直 政と て 名 ある 者 あり、 主人 越後 守 伏 見の 邸に て、 R 暮に客 を 送り出け 

るに、 越後 守に 怨 ある 者 有しが、 隱れ 居て、 急に 切懸し を、 越後 守も拔 合せし 處に、 監物遙 の 後より 一 

番に來 て 彼 者な 斬 倒ける を、 左右に 供した る士 共、 諸共に 打留 けり、 後日に 右の 士は監 物に 逢て、 其の 

日の 事 を 云 出で、 日 暮と云 ひ 不慮の 事と 云 ひ、 我等 共 心なら す 少しお くれ 候 ひし を、 御身に は遙 跡に 御 


草  翁 


度り 候 ひつる に、 いか なれば 一番に 手に 御 逢 候 や、 不審に 二モと 一： ム へば、 いや 各 とても、 4!^ に武邊 s.ls 

劣に は 無 候へ ども、 某 は 兼て 一 つの 覺悟 有ての 事に 候、 各 は 其の 覺悟 なき 故に、 我に 先 を させら る 、と 

存候、 此の 後 も 各 は 殿の 御供 を 勤ら る、 事に て 候へば、 御 心得に も 可成 候 ま、、 今迄 は 人に は不申 候へ 

とも 傳授 致べ し、 惣 じて 君の 御前に 伺候し、 御 後に 供奉す る 時 は、 假 にも 脇へ 目をやらす、 初 中 終 君に 

目 を 放さす して 居る を、 簡耍の 法と 致 候、 左 候へば 君の 動 靜針程 G 事に も 見 付す と 云 ふ 事な し、 仍て不 

慮の 事 有る 時 も、 我 不知 手に 逢 事 速なる 物に 候、 此の 一言 を必 忘れ 給べ からすと 云し となり、 是武の 心 

懸 より 覺 悟した る 事に て 有べ けれども、 自ら 聖賢の 心に 叶 侍るべし、 (下略、 駿臺雜 話) 

〇 井^直孝 永井尙 政に 示す 一 句の 事 

寛 永の 頃、 永 井信 濃 守 尙政頻 に 昇進して 寵 任せられけ るか、 其の 頃 井伊 掃 部 頭 S 孝-, 一代の 元老に て 在 

せし に、 或 時 選 返して、 我等 事 弱年の 身に て、 特恩を 蒙り 重職 を勉候 事、 誠に 至極と 可 申 候、 其 許に は 

御 老功の 稗 事に 候へば、 我等 心得に 可成 事 思 召 寄 も 候 は > 被 仰 聞 候へ と あれば、 掃 部 頭 感じて、 奇特な 

る 心得に てこ そ 候へ、 いかにも 一 っ存 寄た る 事 候 儘、 傳授致 候べ し、 去れ 共 大切なる 事み-あからさまに 

は 申 難し、 彌御聞 有 度 候 は 某 か 宅へ 御 越 候へ と 云れ しかば、 R を 定て禮 服 を 着し、 彼 宅へ 往れ しに、 

部 頭 出て 對 面の 上 被 申け る は、 世話に 油斷 大敵と 云 事、 定 て御覺 有べ し、 某が 傳授 外に は 無 候、 此 一 

言に て 候ぞ、 必す御 忘れ 有な と 云れ しと. ぞ、 直 孝 常に 油斷を 禁じて 身に 一 マ. f つけぬ 心から、 眞 實に此 事の 

簡耍 たる 事 を 知る が 故に、 此諺を 大切の 事と し、 信 濃 守へ 傳られ しなり、 拔 群の 識 有に 非す して は爭で 

斯く 有べき、 其の上 あからさまに 云れ す、 前に t:: を 定め、 其 人に 感服 させて 重く 傳授 せられし も、 彼 太 

公望の 丹 書を武 王に 授けし 面影 あり、 斯く あらねば 其の 事輕 く、 其の 事輕 ければ 化 (の 信 深から す、 其の 

信 深から ねば、 其の 人の 益に 成が たし、 亦 誡意懇 到み-見るべし、 直 孝學術 の^し 沙汰 も 聞ね ども、 自ら 

聖賢の 敎に 叶へ る は、 極めて 殊勝の 事， こ 云べ し、 (下略 駭臺雜 話) 
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〇 越 前の 士杉田 凳岐の 事 

2- じ 頃 越 前 故 伊豫 守忠昌 卿の 家老に、 杉田橐 岐と云 者 有り、 元は 足輕 成しが、 其の 身の 材を もて 微賤よ 

り 登庸せられ、 厚祿を 受け、 國老に 列し けり、 忠 昌 卿參勤 にて、 一 年 在江戶 の內、 費 H? 過分 成し を、 C お 

に 前年より 支度して、 用度 足る 様に しける は、 偏に 壹岐が 功 成しと かや、 それ はさる 事に て、 常に 犯 超 

直言して、 f??^ の 過 を CHI 救す る 事 を 忘れす、 或 時忠昌 卿在國 にて 鷹 狩し、 喃 時に 及び 歸城 有り、 家老 共 何 

れ も出迎 ひしに、 忠昌 卿殊外 氣色宜 敷、 家老 共に 對 して、 今日 若者 共の 攝、 いつに 勝れて 見えし、 あれ 

にて は 萬 一 の 事 も 有て、 出陣す とも、 上の 御用に も 立べ しと 覺る 一て かし、 其方 共 も 承りて 悅び 候へ と 右 

しかば、 家老 共 何れも 御 家の 爲 何より 目出度 御 事に 候と 云し に、 釁岐 一 人 末座に 在け るが、 默々 として 

居たり し を、 何と ぞ云歟 と 暫く 見合ら れ しが、 こらへ 兼ら れ、 壹岐は 何と 思 ふと 有しに、 其 時 岐竞唯 

の 御意 承り 候に、 乍 憚 歎 敷 御 事に 存候、 當時士 ども 御鷹 野の 御供に 出 候と て は、 先にて 御手 討に 成 候 は 

んも難 計 候て、 妻子と 暇 乞して 立 別 候と 承 候、 加 様に 上 を 疎み 候て、 思 ひっき 奉らす 候て は、 萬 一 の 時 

御用に 立べき と は不存 候、 夫 を御存 なく、 頼 母 敷 思 召との 御意 こそ 愚か 成 御 事に 候へ と 云し かば、 忠曰  13 

卿た に氣色 損じければ、 何某と かや 云し 者、 忠昌 卿の 刀 持て、 側に 居たり しが、 凳岐に 座 を 立てと 云し 

を、 置岐 聞て 其 人 を檔と 睨み、 何れも は 御鷹 野の 御供して 鹿 猿 を 逐て駄 廻る を 御 奉公と す、 此豐， 岐が泰 

公 は 左に て は 無し、 入らざる 事 申な とて 其 儘 脇差 を拔き 後へ 投 捨て、 忠昌 卿の 側へ 進み 寄て、 御手 討に 

なされ 被 下 候へ、 むなしく 長ら へ 候て 御 蓮の 衰 へさせ 給 を 見 候 はんより は、 唯今 御手に 掛り候 は >責 て 

御 恩の 報じ 奉る 志の しるしと 存候 はんと 云て、 頭 を 伸べ 平伏しけ る を 見 給て、 何共い はで 奥へ 入られけ 

り、 其の 跡に て 外の 家老 ども、 萱岐に 向て 御 爲を思 ひて 被 申 は尤に 候へ 共、 折 も 有べき 事に 候、 今 in 御鷹 

野より 御機嫌に て御歸 おしに、 御 氣先を 折られ 候 事 は 遠慮 も 有べき 事に こそと 云し を、 骨； 岐、 君へ 諫を 

申 上 候に、 御機嫌な 考へ 候て は 能 折と て は 無 物に て 候、 今日はよ き 序と こそ 存 候へ、 其 上 某 事 は 御 取 立 


互 


草 I 


の 者に 候へば、 各と はわけ の 違 ひたる 者に 候、 御手 討に 逢 ひ 候ても、 其の 分の 事に て 候と 云ければ、 諸 

家老 各 感じ 合 ひける、 扭 家に 歸 りて、 切腹の 用意して、 ll;!; 命の 下ろ を 待け るが、 日頃 糟糠の 妻の 有け る 

に 向て、 そこに 云 置 事 唯一 つ 侍り、 御身 は 女の 事 なれば、 直に 御 恩を受 たるに て はな けれども、 我 御 厚 

恩 を 荷 ふ 故に、 足輕の 妻と 云れ し 身が、 今歴々 の 妻と て 大勢の 所從 に圍繞 せられし は、 限りなき 御 恩に 

非す や、 然れば 我 生害 仰 付ら る、 跡 にても、 た > 朝ク今 まで 御 恩の 難 有 かりし 事を不 忘して、 假 にも 上 

を 怨み 奉る 心 有べ からす、 もし 女心に て 我 身の 懶 きに 付て、 上 を 怨み 奉る やうなる 事 を、 言葉の 末に も 

露 置な ば、 黄泉の 下 迄 も 深く 怨と思 ふべ しと 云け る、 扭 今やと 待け るに 夜更る 程に 人來て 門を扣 きしが 

召 有 ま、 登城す ベ しとな り、 拉こそと思ひて登城しけるに^^に寢所へ召人、 其方が 晝 云し 事 心に 懸 りて 

寝られぬ 間、 夜陰 なれ ども 呼つ るな り、 我 誤た る 事 は觅角 云に 及ばす、 其方が 志 を 深く 感じ 思うて 滿足 

するとの 事に て、 直に 腰 物 を 賜し かば、 壹岐も 思 ひ 寄ざる 事に て覺 えす 落淚に 咽び つ、、 拜 賜して 罷出 

ける と-; て、 此の 事 翁 加賀に 在し 時、 越 前の 人語り しが、 今 思へば 此の 杉 田 杯 こそ 東照宮の 被 仰し、 世に 

難 有き 家老と 云べ し、 i 是に 一番 鎗 よりも 難き 事に あらん かし、 (同上) 

〇 阿閉 掃 部 青木 新兵 衛の事 

秀康卿 越 前に 被 封 給し 後、 阿閉！ S 部と て、 武功の 譽 有し 者 を， 厚 綠 にて 被 召 抱、 叉 柏 伊勢と て、 是も國 

にて 世 祿の麼 々なる か、 嫡子に Ills 着 初 させけ るに、 彼 G.^ 部 を 招待し つ、、 子に 鎧 着す る 事 を 頼みけ 

り、 拉饗 膳濟祝 ひの 盃に 及し 時、 化 勢 今 in は 愚息が 鎧 S 着 初にて 候 儘、 御身の 御 武功の 事物 語 有て 梁に 

聞せ て 給 候へ と 云し に、 掃 部い や 某が 身の上に、 御噺 申べき 程の 武功 は 覺ぇ不 申 候、 され 共 御望 も默止 

難く 候 ま、、 一 生の 內に、 武者 振の 見事なる 士を 一 人 見 申て 候、 其 事を咄 申べ し、、 江 州志津 嶽の戰 に、 暮 

方に 某 一 騎餘 吾の 湖の わたり を 引 候し に 〔割 註】 阿閉 3? 部-か 父 は 阿閉 淡路 守と て 明 智に與 しける となん 

然れぱ 志 津嶽合 戰の時 は、 婦部 は柴田 方に て 有べ し」 敲と覺 しくて、 後より 詞を かけし 故、 馬 を 引返し 
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為一 候へば、 其の 人 申 候 は 今朝より かせぎ 候へ 共よ き 敵に あ ひ不申 候、 御 人體を 見受、 幸，.」 こそ 存 候へ、 御 

不祥ながら 御 相 乎に 成り 申べき とてす ラみ寄 候 故、 夫 こそ 此の方 も 望 所に 候へ とて、 互に 馬み 乘 放し、 

旣に鎗 を 合せん としけ るに 其の 人 暫し御 待 候へ、 今朝より 雜兵を 多く 突崩し 候 故、 鎗 よごれて 候 儘、 鎗 

草 を 洗て 御 相手に 成 候 はんと、 餘 吾の 湖に 鎗を打 ひたし、 二三 遍洗 ひつ 、、 去らば とて 突 合しが、 久敷勝 

負 無り し 程に、 日も暮 茶て、 物の あやめ も 見えす 成りぬ、 其の 時 あなたより 义詞を かけ、 最早 鎗先 も不 

見 候、 御 殘多は 候へ 共、 是 迄にて 候、 御 暇 申 候べ し、 御名 こそ 承 度 候へ、 某 は靑木 新兵 衛と申 者に て 候 

とて、 某が 名ん 承 候て、 此の 後 又 陣頭に て 出合 候 は  >、 互に 人手に は 掛り申 まじく 候、 若し 叉 味方に て 

候 は， --、 割な く 入魂 致 候べ し、 去らば とて 立^れし が、 是程 見事 成る 武士 は 終に 侍らす、 如何な り果 

候に やと 語りけ るに、 共 頃 伊勢が 許へ、 心 易く 出入す る 靑木方 齋と云 ふ浪士 有り、 其 nz も來て 勝手に 居 

たりし が、 此の 物語 を 聞て 勝手より にじり 出て、 掃 部に 向 ひ、 拔も 唯今の 御物 語 承り、 今更 昔 を 思 ひ、 

そ > ろに 淚を 落して こそ 候へ、 其の 時の 御 相手に 成 候靑木 新兵 衛は、 耻 しながら 吾等に て 候、 斯く申 計 

にて は、 浮た る 事に 思すべく 候と て、 其の 時雙 方の 鎪の 威、 馬の 毛色 を 一 々云け るが 一 つも 違 は ざり け 

れば、 掃 部 驚て 扨々 久しくて 逢 候て 本望に 候と て、 手前に 有し を方齋 にさし、 是を しるしに とて、 腰 

S 脇^ を拔て 引ける、 夫より 方 齋.、 か 名國に 高くな りし 程に、 秀康 卿の 耳へ も 達せし かば 掃 部と 同祿 にて 

召 出されけ ると ぞ、 其の後 一 伯殿筑 紫へ 左遷の 時、 t§ 部 はいか  >  成 けん 不知、 方齋 は先祿 にて 加 贺へ被 

招、 夫より 直に 仕へ、 子孫 相續 して 今に 在り、 翁 加賀に 在し 時、 二人 此の 事 を 語 を 聞し が、 靑 木が 武者 

振の 見事なる はさろ 事に て、. 阿閉が 彼が 事 云 出て、 名乘 合て 悅 びし、 叉 5^ 勢. か 子の 鐘の 着 初に 掃 部 を 

招て， 子の 爲に とて 武功の 物語 を 望し、 何れも 指た る 事に て は 無れ ども、 其の 頃の 士風武 を 嗜し事 知れ 

侍ろ、 (下略 ：！^ 上) 
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翁 草 卷之 三十 五 

〇 豐國 社の 事 

抑、 洛 東豐國 社と 申 は、 太閤 秀吉公 薨去の 砌、 祌號 勅許 有りて 其の 廟を被 祭、 社 封 一 萬 石、 社務 は 照 高 

院御 門跡な り、 (御 本坊 は、 今の 妙法 院御 門跡の 地な り) 堂上 获原 家へ、 家 領千石 を 賜 ふ、 爱に 移て 神職 

を 勤ら れ、 是に屬 する 社士 餘多幷 僧院 三 宇 を 被附、 

此の 儈院三 宇の 內、 二院 は 豐國社 破 却の 砌 ともに 退轉 し、 右の 內祥雲 寺ー院 は、 元 和 元年 卯 五月 八日 

1 一條 御城へ 院主 R 譽儈正 を 被 召、 先 判 G. 寺領 二百 石の 上へ、 采地 一一： 百 石 被 加 合、 五百石 を 賜 ひ、 祥雲寺 

の 寺號を 投じて、 紀 州根來 寺の 舊號智 積 院に改 られ、 眞言 新 義を被 令修、 今に 於て 和 州 小 池 坊と相 並 

て、 眞言 一宗の 衆會 所と なる、 又 一 說には 其の 頃 迄大佛 殿の 鐘、 三時 を撞 ける に、 nz 譽 僧正 二 條 御城 

に 於て 被 願け る は、 右大 鐘の音、 三 段に 響 わたり、 論議の 碍と成 候 儘、 撞候事 を停丄 仰 付ら れ 下され 

候 様に と 申 上らる、 神 祖聞召 之て、 元來 彼の かね は 兵亂の 基た る凶鑌 なれば、 さ 無くと も 停止 仰 付ら 

るべき に、 幸 ひの 事な りと、 早速 御 許容 有りて、 右の 撞木 は 直ぐに 智積院 取 入 置 候 様に との 御 事に て 

今に 撞木 は 彼の 院に 在と 云 ふ、 是 等の 事 思 召に 相 叶し にや、 寺領 地の 事 等 被 仰 付し と 云々、 按 るに 

彼の 鐘 は 兵亂の 濫觴に て 供養 も 無 之、 始 より 廢ゎ有 之 鐘 なれば、 三時 を撞 候と 云 事 信じが たし、 叉 1 

日； 撞候は  >、 假 令今錡 汚たり とも、 撞木の 趾も 少は顯 るべ けれ 共、 更に 見えす、 其の上 鐘の 釣 様 外々 

と 遠 ひ、 逆に 釣 有し は 旁 子細 有 之 鐘と 見えたり、 叉 當時妙 門跡の 院家 日嚴院 (路傍 北 在) は、 豐國社 

拜參の 諸侯の 装束 所な りと、 今 は 無住に て 昔の 膳 具 等 殘り有 之 由、 右に 記す 社僧 三 院の內 なる か 可 追 

考、 
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公武の 崇敬 は 他社に 過ぎ、 都鄙の 貴賤 群集して 是 をぬ かづく 壯觀の 地 也、 然るに 御 當家御 治世に 至り 追 

曰衰廢 し、 

或 人 曰、 大 阪御陣 後、 南光 坊云、 彼の 廟社を 其の儘 被 立 置な ば、 神靈 愛に 止て 世の 仇 をな さん、 神 は 

人の 敬に 仍り 威を增 す、 神威 衰る時 は 害 を 成さす、 須く破 却 有べ しとの 勸に 任せ、 御 鞭に て 華表 を 三 

度槳給 ひ、 御陣後 早々 社殿 破 却 有しと 云々、 

今は舊 地の 跡 もな く、 郊野と 成て、 豐國の 名 を だに 知人 も 稀な り、 吁 一瞬の 問に、 斯く迄 榮枯を 換る專 

誰か 嘆息せ ざらん や、 或 雜錄に 曰、 大猷 公の 御代 老臣の 面々 に 仰け る は、 豐國 社當時 廢れる 事、 これ 道 

理 に不當 なり、 秀吉に 於て 敵と 稱 する 類 ひに 非す、 當家興 立の 事 も、 彼の 恩義に 仍 なり、 而るを 彼の 靈 

, 社 を棄ん は 奈何、 須く 修理 を 加へ、 祭祀の 禮を以 すべし と宣 ふ、 時に 酒 井雅樂 頭忠世 云く、 上意の 趣 謹 

で 承畢、 但、 倚、 相考 申處、 凡そ 神靈は 人の 敬 ひ 集りて 神威 是 より 生す、 是を廢 する 時 は 威 無し、 威な 

き 時 は 祟り を 成さす、 今假令 上條の 如くして、 被 祭 之と も、 正しく 社稷の 嗣秀頼 公 は 御 敵に して 亡命 有 

し 上 は、 奚ぞ神 靈祭を 受給ん や、 愁に今 御 取 繕 有らば、 是則御 武威の 虚と 成て、 邪氣 是に乘 じて 禍 をな 

さん、 唯 其の儘に 差 置るべし と 有ければ、 公 も是を 信じ 給 ひ、 共の 後 御沙汰 無り しと 云々、 

按 るに、 忠 世の 言 前に 註す る 南光 坊の說 と 同じ、 兩說 何れも 非なる べし、 一 說に 曰、 保 科 肥 後 守 正 之 

朝臣、 此の 廟 社の 衰壞を 奥て、 是を不 祭 時 は、 萬々 世の 後、 伦 姓の 國政を 執る 時、 當神廟 も 豐國の 例 

に 傚 ふべ し、 管 修理 を 加へ 例祭の 式 有べ しと 頻て被 諫に仍 て 、禁裡へ も 御沙汰 有りて、 吉 田家 江府へ 

參向、 臺命を 奉て 歸 京せられ、 時の 所 司 代 板 倉內膳 正、 彼の 靈社見 分 有しに、 妙法 院御 門跡 御 方より 

板 倉 伊賀 守の 證書を 被 差 出、 此の 靈社 を廢 する 所以 を被述 けれ 共、 右 證文內 膳 正の 意に 不應、 其の上 

事 決着の 上に て 被 差 出た る 段 取お くれたる 事な りと て、 坊官を叱り有りて取s^^れす、 專ら再 輿の 催 

し 有し. か、 堂上 にても 三 條西家 杯、 時の 議奏 傳奏の 職に や 有 けん、 右 再興の 事 は 不可な りと 被 維し が 


：譯 にや 中途に 御再與 3御 沙汰 止しと 云々、 

或 曰、 今、 倩、 數說を 幷せ考 るに、 靈社 荒廢の 儘に 棄 置れ しと 云 は、 僻說 なるべし、 古 宮の荒 る 杯 

と 云 は、 數 百年 を 經 たる 上の 事な り、 此の 社に 於る さし も 太閤の 靈社 なれば、 金 殿 玉摟の 結構、 申 も 

愚なる 造營 ならん に、 僅の 年 暦に 自ら 破壞 すべき 謂 無し、 旣 に大佛 の大厦 現在す る體を 以て 考へ 見る 

べし、 全く 破 却 有しに 必 せりと 云々、 

或覺 書に 曰、 京大 佛 殿の 前に、 石燈籤 一一： 十三 基 有り、 是は元 來豐國 社の 燈籠 也、 右 社 建立の 時、 諸大 

名より 被獻し を、 豐 國破壞 S 後 爱に被 移、 此の 燈明を 燈す役 は、 山 崎 離宮 八幡の 社 人の 役な り、 其の 

謂 は秀吉 公の 代 迄 は、 由緒 冇 りて、 日本 國に 油を絞る 事 は、 山 崎 社家の 外 は 停止な り、 依 之秀吉 公の 

袖 判 を 賜 ふ、 此の 恩 謝と して 豐國 社の 燈明役 勤 候な り、 其の後 唯今の 所へ 移され 候ても、 此の 例を以 

て 京 所 司 代 板 倉 周 防 守 殿 計 ひに て、 燈籠 一基に 付、 銀 五十一 一： 匁つ、 被 下、 永代 燈 さんとの 事な り、 夫 

故山 崎より 此の 邊に家 を 構へ、 火燈 しの 役人 を 置し が、 時代 を 經て今 は 其の 事廢 たり、 然れ ども 右の 

舊例 にて、 今に 至り 年始 禮に山 崎 社家より、 妙法 院御 門跡へ 胡麻油 五斗、 一 乘院 御門 跡へ も 同斷、 老 

中 所 司 代に も 同斷、 京 町奉行 へ 三 升づ、 を 進上す、 右燈 籠の 數、 豐國に は 六十 六 基 有しと かや、 今大佛 

に在處 は、 一二 十三 基な り、 奉 寄進 豐國大 明神慶 長の 文字、 或は 紋所 等 幽かに 殘 ると 云々、 

同 記 曰、 家 光 公の 御 時、 日光 御 造營御 長久の 仕形、 種々 御 吟味 有 之、 島 田幽也 (彈正 事) は 思慮 有る 者 

なる 由 聞 召 及ばれ、 二の丸へ めされ、 松 平 伊豆守、 阿部 豐後 守、 中 根 堂 岐守差 添 ひ、 上意と は 無く 幽 

也； 寄を尋 試ら れ、 御 襖 越に 聞 召れ 候へば、 幽也 云、 外に 存寄は 無御歷 候、 豐國社 を 御 修造 有 之 候 は 

>、 日光 自ら 御 長久 たるべく 候と 申て 返 出す、 時に 伊豆守 豐後守 を 召れ、 幽 也が 申す 處 一往 尤も なれ 

ども、 豐國の 破 壌 を捐置 には子 細 有る 事な り、 今に 於て 五月七日に は 誰と も 不知、 豐國へ 香奠 を收る 

由 被 聞 召 及たり、 大阪落 去 も 未だ 程， 速から す、 秀吉 恩顧の 者 も 多ければ、. 先代の 事 沙汰に 及ぬ を 以て 
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當代は 立 事な り、 是 故に 國には 手 を 不付差 置な りと 被 仰、 自是後 は 一入 忌せ 給 ふ 御 様子な"、 上方 

へ 上使の 節 は、 暨國の 御影堂 を 閉候樣 被 仰 付、 今に 至 其の 通の. H、 

问 記 曰、 豐國の 社 人、 右 社廢後 一 銃に、 牢 人バ. ^し、 瓦 町 邊に餘 多 散在せ り 近、 頃日 吉祭禮 御" 铒與 有" て、 

此の 者 共帶刀 御免 供奉 之、 又 伏 見 街道 七 町：：：： を 妙法 院 町と 云、 以前 は 妙法 院殿、 爱に 御本坊 有しと な 

り、 其の 由緒 を 以て 今に 此の 一 町 は 諸 役 免除、 毎夜 一 人づ. - 御門 主御蕞 所へ 番に 出る、 又瓦師 宇兵衛 

曰、 豐國 社御疊 なされ、 社 €： 幷寳藏 に 有 之數多 S 珍貨 名物 悉く 妙法 院へ 被納、 毎年 土用 中に 幾日も 蟲拂 

有 之、 豐國の 樓門は 江 州 竹 生 島へ 引 上、 歷閣は 同 州 木の 本觀音 堂へ 引、 唐門 は •  四 本願.^, ホへ引 候な り、 

愚按、 元 和より 安永の 今に 至り、 春秋 僅 百 五十 有餘 年、 まのあたり 近世の 事ながら 此の 事 踐を委 く 知 

人 無き 故、 色々 の 說を設 て 評すと 雖も、 孰是を 不知、 予が聞 傳る處 は、 社 領を被 除、 照高院 殿御 退去 

萩原 家 を 始め 社士 社僧 離散の 事 は、 大阪 御陣後 早々 の 事の 由な り、 

此の 時 萩原 家 辜 有て、 旣に豐 後へ 諭せら る、 に 御沙汰 究." し を、 細 川 忠與緣 坐た るに 仍り、 色々 愁 

訴有 之、 g に 於て 左遷 をまぬ かれ、 家 領千石 其 儘に て 禁裡へ 被 召 返と 云、 

其 節 靈社破 却 せらる、 に は 非す、 祭祀 を 停めて 廢社 とせられ しなり、 夫より 以後、 段々 に豐國 の寳前 

に 在る 諸侯の 獻燈數 十 基 を、 大怫 殿の 正面へ 移し、 秀吉の 五輪 塔を佛 殿の 橫 にあら はに し、 社 內の什 

器 は 妙 門 主へ 御 引取り、 誠に 社 は 狐狸の 栖と荒 si- て、 凡そ 明曆 年中 迄 は、 其の 形 も 僅に 殘り有 之 を、 

連々 に、 崩 取られし 様に 承傳 侍る、 是 とても 浮た る 事に や 分明の 事 は 可追考 (豐國 の 神 體は吉 W の齋 

場所へ 牧 むと 云) 

右說々 の 如くん ば、 大歃 公の 寬智、 正 之 朝臣の 良材、 惜 むらく は 僻論に 匿れ て、 徒らに 成し 事 可 嘆、 

但中國 にて 先 朝の 宗廟 を II" する 據例杯 を 儒家より 申 上て 爾 なり や、 さ 有れば 吾 朝 は皇主 不易 なれば、 

異 1. こは換 り、 秀吉公 を 先 朝の 例に は 引が たし、 去れば こそ； t 號を稱 する も 天子- $ 勒に仍 るな"、 然 
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る を 一度 勅許の 神號を 武家の 御沙汰と して 被嫒事 は 奈何、 但其础 勅-して 神 號を被 削し にや、 何れに も 

is 下賤の 評する も惲 なれば *^ に櫊 筆、 

〇， 江戶御 勘定 所 刀 褂の事 

寬 文の 頃 岡 田 豐前守 御勸定 奉行の 節、 御 代官 某 引 負の 沙汰 有て、 江 府へ召 呼れ、 定仰 付ら れ、 彼 C 士 

日々 に 勘定 所へ 出る、 然るに 右 吟味に 付て、 御 勘定 奉行 何某 (此名 不詳) に、 宿意 や 有 けん、 潜に 刀を携 

來て、 彼の 仁 何 心なく 柱に 寄 懸り睡 居た る處 を、 誰 一 刀に 截斷 す、 役 豐前守 傍に 在て、 早速 孜 合せ、 彼 

狼藉者 を打留 る、 斯て御 勘定 所 大に騒 立、 有 合 ふ 御 勸定所 衆、 我先にと 刀 褂の刀 を 取に 立つ、 其の 頃 迄 

は 御勤定 所の 刀掛 壁に 打 i= 有 之、 面々 G 刀 上より 下 迄掛並 たれば、 早 W 中に て は，、 我 刀の 兑分 けなく 

諍ふ內 に、 殊 外遲れ たり、 其の 間に 兎角して、 豐前守 は 彼の 士を切 倒す 所へ、 漸く 追々 に 諸士駄 来れ 共 

差た る 擬勢 も 無く、 唯 閱. ぐ 計な り、 豐前守 は 靜に事 を 取 仕舞 ひて、 老中へ？^: し、 爾々 の 旨 を 達し、 狼藉 

入 は 御 定 方の 面々 早々 立，？ し討留 候と 相 述べ、 我 功 を 他に 譲る、 右演 說の內 に、 豐 前守块 より 血した 

、る を 老中 見 之、 御 自分 S 抉より 血 流 候 旨 挨拶 有ければ、 拙者 儀 も 其の 場へ 少々 携候 てと 答、 諸人 豐前 

守を譽 ざる は 無し、 夫より 後 打 付の 總刀掛 は不耍 心の 物な りと て 御 勘定 所に て 是を被 止け ると 一て (石黑 

三十 郞 物語な り) 

〇 小 笠 原 島の 事 

小 笠 原 宮內と 云、 浪人より 差 上 候 書付 寫、 

覺 

一 信 州 深 志の 館 小 笠 原大隨 太夫 四 品 少將源 朝臣 長 時 姨孫民 部 少輔貞 頼に、 永 綠 年中より 奉 屬權現 樣御幕 

下、 數度軍 忠仕數 度の 御證文 頂戴 仕い、 就中 文 祿ニ年 高麗 陣歸朝 G 節、 權現様 御 證文を 以て、 伊豆 遠 

、江の 沖に て 凡百 里 四方の 島國を 見出し、 書圖幷 土產の 品々 取 來奉獻 上 候處、 永く 領地に 被 下 置、 於 今 
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開 起 者、 可 號小笠 原 島、 奉 蒙 御上 命、 文祿 二： 年より 船 を 通じ、 民 部長 直 迄、 令 領地 候處、 故お て 渡海 

及中絕 候、 其の後 延寳 三年； 兀祿 十- K::- 年 御 訴中上 候へ ども、 御免 許 無 之 候處、 去る 未年 御 月番 御 老中 松 

平 伊賀 守 様へ、 民 部長 直 孫 小 笠 原 宮內御 訴申上 候へば， 太 田 越 中 守 稼に、 御 吟味 被爲仰 付、 申 五月 二 

十七 日に、 勝手次第 見屆船 遣し 候 様に と 奉 蒙 御免 許 難 有 奉存候 趣、 書付 を 以て 御 月番 御 老中 左 近將監 

様へ、 御 禮に罷 出 同 口外 御 老中 様 方 も 不殘御 禮に罷 出 申 候、 委細 先規の 書付 由緒 書 等、 宫內 方に 御座 

候、 

文 綠 三 辛亥 年より、 寬永丙 寅年 迄 三十 一 一年に 成る 

寬永三 丙 寅年より、 延寳三 乙 卯年 迄 五十 年に 成る 

延寳三 乙 卯年より、 享保 十八 癸丑 年 迄 五十 九 年に 成る 

文 綠 三年より、 享保 十八 年 迄 百 四十 年に 至る 

大阪御 番所 へ 訴書寫 

謹て 奉訴 n 上書  (小 笠 原 宫內貞 任 名代 同 苗 式部 長晃) 

乍恐宫 tS: 曾 祖小笠 原民 部 少輔貞 頼と 申 は、 文 祿ニ年 高麗 陣の 節、 軍 撿使相 勤、 歸陣 の砌、 可 然島國 お 

之ば、 手柄 次第 可乘取 旨、 東 照{ 呂様御 證文被 爲成下 候 故 を 以て、 伊豆 國 八丈島の 南 沖に て 無人 家島國 

兑出 奉訴、 太 閬秀吉 公より 安堵の 御證文 被爲成 下、 殊に 東照宮 様 御感悅 の餘、 一 國 出現 者 非爲 一已 

之、 遊民 困窮 人 遠 流の 輩 を やり、 終 於 曲 起者爲 天下 也、 自今 苗字 を 以て 國名可 號小笠 原 島 之 旨 奉 蒙 上 

命、 爾来 折々 通 船 仕、 土産 等 取來候 得へ 共、 寬永 三年より 故 有りて、 渡海 中絶 仕 候、 然處 去る 享保 十二 

未年 彼 島へ 御用 船 可 被 遣 御沙汰 奉 承知 候に 付、 從 先祖 代々 雖爲 無納之 地、 奉 蒙 所領 候、 國 島の ■y., 御^ 

ひま * ゆ タ 

候へば、 手 船 仕 立 見 届 可 奉 言上 皆、 六月 御 月番 御 老中 松 平 伊賀 守 殿へ、 奉 願 上 候へば、 街 奉行 太田趑 

前 守 殿御 吟味に て、 翌 申年 五月 二十 七 勝手次第、 渡海 可 仕 旨 奉 蒙 御免^ 候、 此度於 御 當地船 調達 仕 
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C 山 帆 之 用意 仕 候 間、 暫御當 地 湊に船 を 繫ぎ置 候、 依 之 御 届 申 上 候、 叔父 宮內儀 老衰 病身に 罷在 候に 付 

名 ぼ 式部 御 訴申上 ：！ あ、 尤於江 戶舊冬 子 極月 十日 御用 番御 老中 松 平 左 近將監 殿、 幷右御 吟味 懸り" 太 田 

越 前 守 殿へ 叔父 宫內 一 同に 參上 仕、 右 御 届 申 上 候 以上、 

. 享保 十八 年 正月 七日 

小 笠 原 島に 有 之 品々 有增覺 

桑、 木 (多し) 野蠶 (多し) 生る 桑に 寄生 有 山 漆 (多し) 漆 木 (大木、 小 木 夥し) 蘇ね 木 (大木 は 色 

濃し 小 木 は 色 薄し) (三 把 四 把) 檜， 帆柱に 可成 多し) 檜 椴 楠 樫 松 (何も 大木； I 椎柳 (雜 

木 夥し) 

椰子 檳榔子 白櫝 木 香 丁子 胡椒 

人參 (朝鮮人 參に 勝り 長 崎 西 川 如 兄 _ ル眞と 云) 甘艸 肉桂 (氣味 、に 勝る) 龍 眼 肉 (多し) 

山芋 唐 芋 頭 芋 蕨 狗脊葛 砂淸葭 (きびに 仍り) 

鶴 雁 鴨 鷲 (黄鷺 多し) 鳩 程なる 鳥に 四 足 有 但延寳 三年に 取來 りうき うかう むりと 云 白き 大 

鳥 (兩羽 三 問) 鲷鰯 鰹餃鰊 烏賊 蛸 其 外 珍 敷 魚貝 海老 鮑 蛸 は (三 間 程) 海老 は 

(五 尺 程) 鮑 一 尺 五寸) 鼈甲 龜 鯨( 島々 に 能 取 場 あり) 

みちと 云 魚油 を 取れば 多く 出る 澤 山に 在 階^ 臍 多し 

金靑 辰 砂 水銀 其 外 砂金 石の 類 多し 

寬永 三年に は 金砂 多く 取來 り、 延寳 三年 御撿 使の 節不 取來、 右の 外 草木 品々、 海草 名 を 不知 故不書 

有、 

此度 渡海 船大阪 にて 候 事 

一 船 は 三百 五十石 餘、 帆 十四 五 反、 艫 五 挺 (四十 貫目 卅 五貫目 三十 貫目 廿 五貫目) ， 
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繩 (眞 物 檢木 からす 引る 見 也 念 入) 身繩、 差 添、 波 除、 波控、 修羅 木、 萬 力， 

右 船 は .卄 常の 通 にても 不苦 候へ 共、 ^l?船同事に敦瓦板等に至迄念を入、 萬 一風 波の 節、 伊豆 島に： W り 

候 時節、 iil へ 引揚： 候 用意 なれば 小船 能き なり、 但し 後に 直 乘水尾 筋覺 以上 は、 大船の 往來自 出に 可 

有 之 候、  一 

船 頭 水 主 八 人 (內四 人 は 伊豆 fl? 船乘 なり、 凡小 笠 原 島 及 見者な り) 藥 草識、 一 人 (藥箱 用意) 金 堀 

一人 (下男 二人) 

宮殿  一 

船 印 御玉 半弓 二 挺 彎刀 (大小) 五 挺 鐽 一筋 鹿 繾五筋 鐵炮ニ 挺 鋸 (大小) 五本 斧ニ铤 一 

鎌 五 挺 鍬 二 挺 S 角 三 挺 熊手 (大) 二 本 蔦ヌ大 ) 二 本 续 石 石 矢 g 鎖 幕 巾 梯子 (大小) 

三 挺 假 小屋 二 組 細引 挑燈 簑 笠 繩 苫 張 籠 水 桶  ^ 

右の 外世帶 道具 一 式 用意 船 積 也、 外に 伊 S 島 幷小笠 原 島 繪圖有 之、 

延寳三 卯年 閏 四月 七 n、 三 宅 島 を 出船、 同 八 R! に 八丈島へ 着岸、 九日 八丈島 出船し、 小 笠 原 島 凡 見 分 

相濟 候て、 島の 物品々 船 積、 同 五月 十八 R 小 笠 原 島 を 出帆、 同 II- 一十 四 In.y 戶品 F 表 津、 

+ 御 奉行 (伊奈 兵左衛 門竹內 一一 一郎 兵衞) 八丈島 御船 頭 (玉 木傳 右衛門 土橋 吉左 衛鬥) 御檢使 (岡 登 次 

郞 兵衛) 、江 戶深川 船頭 (島 屋市左 衛鬥)  - 

寳永： ん 子年 小 笠 原 島の 內父 島に て、 金砂 を 取 成 候 間 致獻上 候、 酒 井 讃岐守 殿御 取次、  一 

小 笠 原 島の 內凡 島々 に 有 之 見 及 申 書付 覺  一 

1 父 島 此 島に 鋸 山と 云 大山 有り、 此 山に は 檜、 掼、 杉、 松、 椴、 椎、 柏、 楠の 類 大木 多し、 山 深く 入 一 

れば、 椰子、 擯榔 子、 丁子、 胡椒、 其 外 藥木藥 草 多し、 唐 木 大分 見 候へ 共、 不知 物故 不書 入、 山川 を i 

傳ひ 行ば、 金靑 出る 所 あり 水 金 も 出 所 多し、 
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島 大山 大川 平地 六 分地 面よ し、 藥草、 藥木、 龍 眼 肉の 木、 肉桂、 木 香、 甘艸、 檳. m 子、 かんらん 

島 蘇 je、 肉桂、 白 擅、 is,g 子、 珍 敷 草木 諸 鳥 谷川に 金靑 出る 

島 人參 朝鮮人参より 勝る 長 崎 西 川 如 兄改、 腽肭臍 島に 渡る 

島 鼈甲 龜其外 同前 海松の ごとく 成 物 出る 

島 りうき う 芋 唐 芋と 云 黄の 鷺 多し 砂糖 木 

右の 外に 有 之 島々 大方 砂糖 葭也其 外 珍 敷物 有り 

右の 船 仕 立大阪 出船 は、 享保 十八 年 十一月 二日 也、 同 極月、 sfe 浦 鳥 羽の 湊着、 稻 垣攝津 守へ 相斷越 

る、 

〇 烟草蠟 燭の事 

焖草は 慶長十 年に 始て 南蠻國 より 種を傳 へて、 長島樓 馬場に 是を植 る、 後山 州 花 山に 作りて 刻賣 る、 是 

を 花 山 多 葉 粉と 云、 又吉 野、 續て丹 波に 植る となん、 初 はきせ ると 云 ふ 事 もな く、 紙 を卷て たばこ を 呑 

み、 或は 葭 又は 細き 竹 を そぎ、 夫に たばこ を 盛りて 吞 ける、 是に請 取 渡しの 禮 有り、 今 はす たれり、 

今の きせるの ごとく、 跡 先に 鍮を用 ふる は 頃 年の 事 也、 元 和 元年 六月 二十 八日、 天 下 一統に 此の 烟草御 

停止 有け るが、 此の頃 白木屋 某と 云 もの、 江戸 柳 原 封疆を 通りし に、 飢勞れ たる 乞食の 菰の 下にて、 忍 

びて 烟草 を吞 ける を 見て、 思 ひける は、 斯く嚴 敷 御 停止なる を、 糧に議 たる 者 だに、 是を捨 得ざる 事 

普く 世の 人の 好處、 是 にて 分明な"、 然れば 程なく 近々 に 多 葉 粉 御免な らん 事を考 へ、 夫より 京 江戶大 

阪 に捨れ るき せる 其の 外 はば この 具の、 當時 用に 立ざる もの を 悉く 買 入て 藏に納 む、 案の ごとくい く 程 

なく、 此の 禁 ゆりければ、 其の 時 一度に 是を賣 出て、 天下に 弘め、 大利を 得 富裕の 身と 成て、 八 「に 榮ゅ 

と、 

當時洛 の 貨殖 家大 村彥太 郞 白木屋が 祖 也 

四 〇一 
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翁 又 蠛燭の 事 は、 文祿 年中まで は m 本に 無し、 天 正の 頃、 11^ の 町人 納屋 助左衛 門と 云 ふ 者、 小琉 球に 渡り 

.. 呂采に 至り、 文祿 三年に 日 本へ 歸ろ 時、 藥壺 五十 筒、 傘 蟥燭各 千 挺、 秀吉 公へ 獻 すと 或 書に 見えたり、 

此の 獻る 所の 蠟燭に 傚て、 是を 製す、 唐蠟 燭 は 眞に葭 を 用 ふるに 仍り、 折に は 立 消す、 日本に て 是を考 

草 へ f やむ を 卷て眞 とす、 尤も はなはだ 上品な り、 其の 世まで は 常の 夜行に も大 かた 松明 を 用 ひたる か、 年 

中 行事 を 書る 昔の 繪に、 大晦日の 氣色を 書く とて、 掛 取の 帳と 俱に 松明 を 持せ たり、 今の 心に て 見れば 

嘸なん 不辨 にも 又は 不用心に も 有な まし、 今 御 治平 萬 世に 及して、 假 初の 用具 も 猶其上 を 巧 出して、 い 

さ、 かの ゎづら ひなく、 庶民 を 易から しむる 御代の さま- ぞの どけき、 【割 註】 傘も此 時より 日本に 初る と 

云、 しかし 平の 宗盛は 傘 張の 子な りと 云傳 ふ、 此の 秀吉公 0 時分より、 細工の 委く 成し 敷、 又 日本に 元 

來有 所の 具なら ば、 の 者の 獻上 にも 及 まじ、 伹 唐傘 は 用度の 製 日本より 勝れる 故に 獻ぜ しに や、 可 追 

考」 
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翁 草 卷之 三十 六 

〇 文 昭公御 遣 言の 事 

第 六 代 文昭院 殿家宣 公の 御 事 は、 前卷 にも 記す 如く、 就中 賢 君の 聞え ましく、 世擧 つて 此の 君の-恩 澤 

に 浴 せん 事 を 仰ぎ 庶幾 ひける 處に、 かけ まく も惜み 奉るべき は、 御 治世 僅 四 年に して、 正 德ニ年 辰 十月 

十四日 薨去な り、 I^IK 國 土の 人 を 辜す る やと 恐 嘆の 聲 喧し、 

御 遺書 云 

不肖の 身、 東照宮の 神統を 承し より 以來、 天下の 政事 を 常に 神 德に嗣 事 を 以て 心と す、 然るに 在世の 

日 短して、 其 志を遂 ざる 事、 今に 及て いふべき 所 を 知らす、 古へ より 主 幼く 國危き 代々 を 見る に、 其 

世の 人權を あらそ ひ、 黨を 立て、 其 心 を 相 和らけ すして、 相 疑 ふに よらざる は 無し、 吳 越の 人 も 船 を 

同して 渡る に、 其 心 を I つに してち から をと もに する 時 は、 風波の 難 を も 渡るべし、 況ゃ 世の 人、 當 

家 草創の 業の 後、 治 年 百年の 間に 生れ 長と 成 事、 誰か 東照宮の 神 恩に よらざる 者 あるべき、 人々 其 祌 

恩に 報 ひ 奉り、 世の ため 人の 爲を存 せば、 古への 主 幼く 國庖き 代々 の 事 を 以て、 深き 戒 とすべし、 若 其 

志な からん 人に おいて は、 當 家の 危難と 云の みに あらす、 尤も 是； 大下 〇 人の 不幸 たるべし、 すべて 1K 

下 責賤大 によろ しく 相 心得べき 事に 思 召 者 也、 

正 德ニ年 十月 九日  御黑印 

右 十月 十四日 於 殿中 諸 役人 衆へ、 御 儒者 林 七三 郞を 以て 被 仰 渡、 今日 總 出仕の 席に て、 老中 列座 井伊 掃 

部 頭 被 申 渡 候 は、 今朝 公方 樣御 養生 不被爲 叶、 御 佗 界被遊 候、 御代 は 若君 様へ 被 進 候、 何も 御 賴被成 候 

は、 御 幼少に 候 間、 殊に 御大 切に 御 奉公 可 仕 候、 御 遣 言 書 被 遊 置 候條、 此段相 守り 可 申 旨演說 せらる、 
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又 御 遣 書の 趣 

上古 已來 我國 にて 金銀 を 生じ 候 事 其數少 く、 1K 下の 財 用と ほしく 候 ひし 事共 は、 世の 人傳へ 承たら 所 

にて 候、 然るに 東照宮 御 治世の 始、 慶長七 年に 及て、 天運 時 至 候 故 か、 神德の 感じ 鍵 故 か、 天下の 寳 

山 一時に 開け 初り、 金銀の 生じ 出 候 事、 我 國の始 より 已來其 例 を 不閜、 是 よりして は 公私 貴賤の 財 用 

ゆたかに 事定り 候の みに 非す、 我國の 外より 金銀 を 求べき 爲に 渡来 候 を 禁ぜられ 候國々 多し といへ ど 

も、 爾今 至て 年々 渡り 來候所 も、 其數猶 少なから す 候 を 以て、 我國の 金銀 は、 萬 國の資 に 勝れ 候 事 

世の 人 又お し 知るべし、 然るに 叉慶 長より 以来 或は 異國の 中に 流れ 入、 或は 火災の 度に 燒 失し、 神社 

佛閣 衣服 器財の 爲 につ ひやし 用し 所 か、 凡 九十 餘 年の 問、 我國の 金銀 大半 減じ 候 故に、 天 下の 財 用 相 

通じ 候 事、 其始に 及が たく、 是 より 元祿 年中 金銀の 法 を 改 造られ、 我國の 通^の 金銀 又 其數を 倍し 候 

然 ども 其 金銀の 品 は、 東照宮の 定置れ し 所に は、 大に不 及 候に よって、 ェ 商の 類改、 造り 出され 候 金 

銀の 價を賤 しみ、 各 其 利 を 失 ふべ からざる 事 を 謀り、 諸 物の 惯を增 しく はへ て 商賣し 候に 及て、 諸 物 

の價は 年々 に 貴く、 金銀の S 、は 年々 に 賤く成 来て、 終に は 公私 貴賤の 難 俵に は 至ぬ、 異朝に して は 古 

へより 其 寳貨の 品 も 高下 同じから ざるに て、 就中 中古 以来 は、 寶錢 とて 紙 を 以て 金銀に 替て、 天下に 

通 ffl せしめ 饒事、 今に 至. S 相 聞え 候、 元 綠 以来の 余 銀、 たと ひ 北 〈品 は 下り 候と も、 異朝の 寳錢に はく 

らぶ ベから す、 然ば 我國の 四民、 其 家業 を相傳 へて、 共 財 用 を 相 通 候 事、 東照宮より 以來 代々 の國恩 

により 候 所 を ^候 はんに は、 金銀の 價 もさの みは 賤 します， 諸 物の 慣 もさの み贵 とみすして、 今日の 

難儀に も 及ぶ ベから す、 然 ども 財 を 重 じ 利 を あらそ ひ 候 事 は、 ェ 商の 類の 習 ひに 候へば、 あながちに 

咎 むべ からす、 唯 ひとへ に 其の 餘 公私 貴賤の 煩と 成 候 事、 今更 是非 を 論す るに 及ばす、 是 等の 事 ども 

年久敷 知し 召れ し 御 事に 候 を 以て、 御代の 始 より 常に 御 心に 掛られ 候 所 は、 金銀の 品 元の ごとくに- 

物の 惯も平 かに、 いかにもして 天下の 煩 を かるべき 御 本意に 候へ ども、 凡 物 一た び 破れ 候 後、 元の 


如くに なし 難き 事 は、 其 定れる 所に て、 中に も 今日 金銀の 品 を 元の ごとくに 成し 返され 候 事、 尤も 以 

て 難き 事に 候、 若し 可然謂 もな く、 今の 余 銀 を 元の 如くに なし 返され 候 はんに は、 天下に 通用し 來候 

金銀 は、 俄に 其 數の半 を 減じ、 天下の 人 各 其 家財の 半 も 失 ひ、 叉 エー の 類 利 を 謀りし 心 は 元の.. W くに 

候 はぱ， 其 諸 物の 價は其 半 を 減じて 商 賣し候 事 も 有べ からす、 然れば 金銀の 數は、 今迄の 半 を 減じ、 

諸 物の 價 貴き 事、 今迄の 如くに 候 はんに は、 公私 貴賤の 難儀、 今より は猶甚 敷に 至 候べき か、 此等の 

義 によりて、 卒爾の 御沙汰に も 及 難き 由 がら は、 新 金の 事、 或は、 火に 逢て 流れ 失せ、 或は 物に 觸候 

て 折 損じ、 其 寳を失 ひ 候 輩. kn 之よ し 聞 召 及ばれ、 止 事 を 得られす 先 共 品 を 元の 如くに、 改造ら るべき 

由 仰 出され 候、 其 形の 少しく 候 事 は 不可 然 候へ 共、 金銀の 法 元の 如くに なし 返され 候 迄 は、 天下に 通 

用し 候 金の 數、 其 半 を 減すべき 事、 尤 以て 不可 然 事に 有 之 w:^ に 候べき、 然るに 新 銀 法 次第に 其 品 下り 

候て、 去年の 冬に 至て、 銀に て 通用し 候國々 、貴賤の 難 俵に 及 候 由 聞 召れ、 誠に 不可 然 事に 思 召れ 候を以 

て、 新 銀 を 造 出し 候 事 をば 停止せられ 候、 此 上は猶 更に 金銀の 品 元の 如くに なし 返さるべき 事 日々 御 心 

を盡 され 候、 但 天下の 寳は、 天下と 共に 寳 とすべき 物に 候 上 は、 思バ E に 任せて、 御 決定 遊され 難儀の 御 

事に 候、 たと へ 今日 金銀の 品 を 元の ごとくに なし 返され、 其 數の半 を 減じ 候 共、 慶長巳 前の 代々 にく 

らべ候は>、天下の財用猶ゅたか成べき事は萬に^^し候べし、然る上は天下の貴賤、 相と もに 存候所 我 

國の 金銀 は 萬 園に i^: れ 候て、 萬 代の 後 迄の 寳 とすべき 物に 候へば、 た， こ ひ 各 其 財 寳の半 を 失 ひ 候と も 其 

品 を 元の ごとくに なし 返さるべき 御 事に 存候、 ェ 商の 類 も 相 共に 存候所 金銀の 品 元の 如くな し 返され 

候 は f.t、 たと ひ 其 利 を 失 ひ 候 共、 諸 物の 價は其 半 を 減じて、 商賣可 事と 存候、 年來 S 御 本意の 如く、 

すみやかに 金銀の 品 を 元 S 如くに なし 返され、 天下の 煩 を 除れ 候べ し 若 天下の 貴賤の 存所 も、 今より 通 

用の 金銀 其 數の半 を 減ぜられ 候 事 も 不可 然 事と 存じ、 ェ 商の 類 も 其 利の 半 を 失 ひ 候 はん 事 は 叶 ふべ か 

, ら すと 存， 侯に おいて は、 天下の 人 共に 其 時 を 待合せ 可 有 之 候、 唯 いづれ の 意に も 金銀 は我國 萬， 代 迄の 爲 
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に 東照宮 定置れ し 法の 如くに なし 返さるべき 御 本意に 候 間、 天下の 貴賤 〔且 敷 此旨を 可 存由被 仰 出 者 也、 

辰 十月 

右 御 遺書 井伊 掃 部 頭 披露、 老中 秋 元 但馬守 申 渡され 候、 

一 近年 大名 旗本 中 困窮 仕 御 不便に 被 思 召 候、 何卒 御 救 可 被 遊、 御 吟味 半に 不寄思 召 御 他界 被 遊 御 殘多思 

召 候， S 被 仰 置 候 御 事、 

一 近年 金銀 惡敷罷 成、 士農工商 困窮 仕 候， S 被 聞お、 御 詮議 被遂候 半に 御 他界 被 遊 候に 付、 不得止 事、 是 

非 諸人 爲御 救權現 様より 通用の 通 金銀に 可 被 仰 付 候 間、 其 旨 可 相 守 候 山 書付 被 遊 被 遣 候、 左様 相 心得 

可 申 事、 

一 諸家 中 町 在々 に 至 迄、 國主 城主 慈悲 を審に 仕、 憐愁を 加へ 可 申 事、 以上 

辰 十月 十四日 

〇 京師 西陣 火の 事 

西陣 火事の 有 增前卷 に 記す と 雖も猶 委く爱 に 註す、 

享保 十五 年 戌 六月 一 一十 日 未 三 刻、 上京 上立賫 室町 西へ 入 町 北側 大文字 屋 五兵衛 家より 出火、 今 口 五兵衛 

方 元 照 振 廻に て相賑 ひ候紛 に、 臺 所より 過って 出火す、 折節 束 北の 風猛 起、 南西 暫時に 燒廣 り、 夫より 

へ ほ 煙 四方に 移り、 申 下 刻より 風變 り、 南北 頻に 吹來 て、 西陣の 町々 一 面に 火 移る、 西北 は 北 野の 後 森に 

て燒 止る、 同夜 丑 半刻鎭 る、 

火元 筑前幅 岡 松 平 肥 前 守 吳服所 大文字 屋 五兵衛 

一類 燒 四十 じ 町 (家數 一千 四百 七十 軒 社 一ヶ所 寺院 九 宇)  町 i:: 大久保 勧 十郞持 

一同 七十 一町 (西 園 寺 殿 一 ケ所藤 掛民部 一ヶ所) (家 數ニ千 43 七 軒) 同 早 川 新 四郞持 

1 同 四 町  广 近衛 殿 一 ケ所) (綾小路 殿 一 ケ所)  同 梅 村 四 郞兵衛 持 
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一同 三 町 { 豕數 十四 軒  1^ 山內淸 兵衛持 

一同 一町  家數 三十 三 軒  同 本間乂 右衛門 持 

一 同 北 野 境 內八町  .  雜色 五十嵐 源 吾方圓 

(宮社 二十 四 ケ所寺 八 宇 北 野祠官 松梅院 一宇 同 德勝院 一宇 民家 三百 十三 軒) 

寺社 合 六十 七 宇 武家屋敷 一ヶ所 公家 衆 四ケ所 町數百 三十 四 町 民家 三千 七 百 九十 八 軒 

此外 非人 小屋 十一 1 一軒 燒 

一 五兵衛 土藏ー 一ヶ所 其 火 入、 夫より 艮風强 く 次第に 東風に 直り、 猶烈 く、 西の方へ 燒行、 此の 邊 にて は 一 町 

程 下る 入. 江 殿は殘 る、 石 野中 納言 殿、 花園 中納言 殿、 綾小路 中納言 殿、 三 島 求 馬、 平 岡 右兵衛、 岡 伊豆守、 

三 宅 四 郞兵衛 、中 川 內臉： 止、 爲替 後藤 證忍、 佐野治益等燒く、安1^^路 一 町 程 上り 候處、 同 北側 光照 院宫 

は殘 る、 南側 燒く、 近 衞殿樓 御所 燒く、 櫻 辻子燒 く、 小川 通 下る 一 一町 程 南側 燒く、 橋 本 權之進 家 切に 留る、 

夫より 本 阿彌辻 子、 本阿彌 一一； 郞 兵衞、 土 藏ニケ 所 共 火 入、 西 園 寺中納 一一 目殿燒 く、 同內府 殿は殘 る、 飛 

鳥 井 殿 北 裏少々 計燒 く、 夫より 堀川 船橋 を I 町 程 北へ 燒く、 一 一三 軒 町 報恩 寺燒 く、 挽 木 町 南側 燒く、 

寺 內通妙 顯寺千 宗左本 法 寺寳鏡 寺宫、 此分無 刖條、 伹 御前 は 燒く、 南側 東に て少々 殘る、 天神の 辻 子、 

西側 味 i "尾 辻 子迄燒 く、 山 殿の 辻 子 二 町程燒 く、 かいこの 辻 子、 まんだらの 辻 十、 石屋 辻 子、 寺 之內、 妙 

蓮 寺 寺 中 六軒燒 く、 番神堂 浴 堂も燒 く、 本堂 祖師 堂 三重 塔 方丈 表門 殘る、 大宮通 下須磨 町、 夫より 觀世町 

横大 {a、 極 之 口、 安居院 北 にても 一 町程燒 く、 觀世 屋敷 燒く、 今 出 川 通大宮 東へ 入 町より 西へ 北 野犬 

神の 御門 前迄燒 く、 だ 辻 通 南側 不殘燒 く、 般舟院 不殘燒 く、 淨善 寺、 聖天町 夷町、 いさとの 町、 大猪熊 北 

小路 燒く、 東 社 町 南側 燒く、 紋屋 辻子燒 く、 本 隆寺は 方丈 寺 中表 門番 神 堂も燒 く、 本堂 開山 堂 鐘摟堂 表門 

殘る、 聖天社 岩 神社 燒く、 親 緣寺護 念寺燒 く、 燈明 寺、 草 林 寺、 國圓 寺、 枕 町稱念 寺、 擾木町 御所の 內燒 く、 

千 本 通 は 焰魔堂 切に 殘る、 堂 表門 無^ 條、 瑞雲 院燒 く、 釋翻堂 本堂 殘る、 方丈 小宫院 感應寺 不殘燒 く、 
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姥 が懷燒 く、 本瑞 寺、 常 行 寺、 金山 天 王 寺、 紅梅 殿社燒 く、 眞盛町 南側 燒く、 眞盛寺 內同向 側 藥師堂 

淺る、 妙 藏院殘 る、 德勝院 門前と も 不殘燒 く、 馬食 町 一 町程燒 下る、 松 梅院燒 く、 大門 は殘 る、 七 間 

茶屋 共燒 く、 常 能 能 能 記 能永壽 命院燒 く、 東 石の 鳥居 筋 迄 一 一町 餘程 北の 森の 內宫 社も燒 く、 御 本社 

小官と もに 無 別條、 今 小路 西へ 一町 程燒 く、 七 本 松通械 木屋、 勸 學屋、 大助燒 く、 寶 壽院燒 く、 淸和 

院殘 る、 中 筋 撰 絲棚元 誓願 寺 通、 柬は 知惠光 院通燒 く、 笹屋町 は 南側 淨福 寺迄燒 く、 天 道社燒 く、 千 

本 通 下 は 一 條迄燒 く、 大 超寺怫 生寺燒 く、 淨福寺 は 本堂 方丈 寺中殘 る、 東向惠 光寺 殘る、 低 書付の 次 

第 は 右の 通に 候へ ども、 燒候順 は、 火元 近 邊燒候 最中 申 上刻 頃、 一條 淨； i 寺、 北 野 松 梅院兩 所へ 致 飛 

火、 同 下 刻 迄に {至 町より 北 野 迄の の 三つの 火口 一緒に 成り、 右の 通 燒亡候 事、 

一 北 野 祠官松 梅 院類燒 後、 庭 を 堀 候へば、 ； つの 壺を堀 出し、 其の 中に 竹 流し 金 多くお 之 .5、 是 は^代 

前の 松 梅院女 は、 關白秀 次 公の 愛妾に て、 秀次 滅亡の 時 婦 人 三十 餘人、 三條 河原に て 被 刑 其 中の 一 人 

也、 

囚記、 其の 51 人 塚 を 太 閣秀吉 公 畜生 嫁と 稱 せらる、 是は 其の 中に 母子 一 緒に 秀 次の 寵を受 しも 有し 

故 か、 其の 人 はさ も あらば あれ、 餘 はや ごとな き 姫君 達 も 多 かりし に、 なべて 畜生の 名 を 蒙らし む 

る 事 如何なる 所以 は 知 ざれ 共、 是等を や 太閤 暴 逆の 一 つと や 云ん、 三條 中島 は 今 こそ 人家 も 建 込た 

れ、 御 當家御 治世に 成ても、 草茫々 たる 河原なる に、 右の 嫁の みあら はに 獨立候 を、 角 倉與ー 、 高 

瀨往來 に 常々 是 を打眺 て、 さばかり 麼麼の 人の しるしに、 あらぬ 名 を 付て 後世 迄 も 辱る 事の 痛 はし 

さよと、 彼の 塚の 地に あらたに I 宇 を 建立す、 今の 瑞泉 寺是 なり、 

定て 其の 時代の 物な らん か、 竹 流 金 は 太 間の 御 時代 出來候 か、 夫より 前後に は 無き 物 也、 

ー此度 西陣 類燒 難儀の 者、 御 吟味の 上、 西陣 組 百 八 町へ、 拜借米 五 千 俊 出る、 一 軒 役 米 七 斗 三 升 五合 宛 

也 
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1 知恩院 より 類燒 困窮 人へ、 錢百貫 文 施行、 末寺 燒寺 六ケ 寺へ 祠堂銀 六 貫目、 十 年賦に 被 貸 之， 

i 千本焰 魔堂焰 魔王 像大像 故、 引退 難く 幾つに も 割て、 藪の 內へ取 返け、 門は燒 候へ ども 本堂 方丈 は淺 

ろ、 

一般 舟 院類燒 御 位牌 燒失 故、 御 位 脾殿燒 け 灰 は、 其 儘に 致 有 之 候、 

ー歡 喜寺聖 1K 像 弘法 大師 像も燒 失の 様に 承 候、 此聖天 は 京都に て 一 體の 尊像な り、 叉 弘法の 像 も 東 寺 像 

と眞向 合に 御座 候と て、 名高き 名 像な り、 此外岩 神の 御 祌體大 石 も 方々 燒 損じ 候 由、 

I 釋迦 堂寺內 に、 能 登 寺守敎 經の舉 問 所と て小窒 有り、 其 時代の 宮殿 怫閣舊 室の 類 は、 應 仁の 兵亂 に、 

凡 亡失せ、 僅に 此小窒 相殘有 之、 古代の 造作に て、 いと 殊勝 成舊 室な りしが、 今度 燒 失せし は惜ぃ 哉、 

1 近國火 役の 大名 在邑の 面々 は、 各 被お 化 登內、 攝 州高槻 城主 永 井飛驛 守遲參 不首尾の 由、 

1 西陣 11 屋の高 機 機 木綿 はた、 今度 類 燒の分 三 萬 十二 機な り、 凡 上京 下 京 總機數 七萬餘 なり、 

1 火元 大文 宇屋 五共衛 事、 親類へ 御預 の處、 八月 十二 日 過料 五十 貫 文、 御 取 上 預け 御 赦免 也、 是は 出火 

の 翌日、 末 何 之 御沙汰 無之內 に、 燒跡板 圍等仕 越度に 仍て 也、 

一類 燒の 堂上、 花園 石 野 緩 小路 家へ、 關 東より 金貳 百兩銀 三十 枚づ、 被 下、 近衛 殿 幷西園 寺 家 は、 少々 

の 類 燒故か 無 御沙汰、 此外 御所 役人 類燒の 分、 夫々 御金 被 下、 

〇 朝 興 裏 陶器の 事 

享保 十六 亥年 正月、 五條 橋 通 東 建 仁 寺 町 東側 松屋 三 右衛門と 云 茶碗 屋へ、 泉 州 備前屋 太 郞兵衛 方より と 

て 書狀. を 以て 申 越け る は、 唐人 御用 燒物被 仰 付 候 間、 早々 彼の 津へ可 被 下 旨 申來に 付、 三 右衛門 悴平三 

郞 i 能 下り、 太 郞兵衛 平三郞 同道して、 堺 政所へ I お出 候處、 御用の 品 御 奉行 直に 仰 付ら れ、 注文 御 渡に 付 

平 三 郞請取 京へ 登り、 下 細工ん へ 夫々 に 割 跳 候、 其 注文の 趣 は、 本 碗 二 碗 壺皿 平皿 五 千 人前な"、 急の 

御5^三し、 下 細工 人 夜 を 日に 糰て持 立 漸く 半分 出來に 付、 荷物 仕 立、 伏 見 船 積 致し、 指 札に は 朝 興臺比 
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類 御用 (異本、 朝 與臺御 窒碁笥 m 碗臺皿 平皿 吸物 碗 相 添) と 書付、 伏 見 問屋、 大塚屋 庄兵衞 方へ 差 出、 

右 代 銀 五十 貫目 餘の 代物の. S 、此度 は 一一； 右衞門 直に 罷 下り、 太 郞兵衛 に對談 候處、 太郞 丘ハ衞 一 向に 覺無之 

申に 仍り、 一二 右衛門 大に駭 き、 早々 平 三郞を 呼 下し、 致 吟味け るに、 最初 平 三 郞親三 右衛門に も 相談 無く 

入 銀いた し 金 渡 候 由 を 申す、 其の 所を尋 候へば、 綾小路 邊 とも 申し、 又^ 藥師の 様に も 覺ぇ鬪 子の 奥に 

侍 血_ 《- 多く 居られ、 そこにて 相對 いたし 金 請收候 様と 申 言葉 も不 揃、 狐 付の 如く 物 狂しく 相 見え、 下 細工 

人手 問 代 も 渡し 不申 故、 右下 細工 人より 公訴いた し、 七月 1 一十 五日 双方 對 決の 處、 平 三郞申 付胡亂 に付牢 

舍仰 付ら れ、 親 三 右衛門 は 町へ 御 預け.、 弟子 三人 も 悲田院 小屋 下へ 御 預け、 右下 細工 人 八 人の 手間 代、 十六 

I2;ln 計の 事、 段々 穽議 を被遂 とい へ 共、 平三郞 返答の 趣、 唯 夢中の 如く、 奈何と も 分く 事な く、 畢竟 狐 獲の 

仕業と 相 見 候に 付、 三 右衛門へ 存當の 事^ 之 やと 段段 尋 有りし に、 先年 狐に 仇せ し 覺御瘦 候 段 申 上、 公儀 

に 於ても、 鬼 角の 裁判に 及れ 難き 不實の 事に 付、 右燒物 所々 に 散在した る を、 八 P 書 を 以て 不殘被 集、 公 

儀 御 取 上物に 成り 相濟候 事、  . 

〇 捉虎事 談の事 

朝鮮の 地、 南 S 海邊 を、 釜 山 浦と 云 ふ、 其の 地に 一 つの 役所 有り、 en 本對 馬より 建 置く、 對 州の 役人 交 

代して 居 守る、 朝鮮よりも 亦 常に 此の 役所に 居 守る 人お り、 日本 朝鮮 分列して 治る 所に して、 大抵 は對 

馬に 掌ろ、 一 月の 內に六 m 宛、 市と 云 ふ 事 有て、 日本と 朝鮮との 商蕖 り、 商 をす るな り、 對 馬より 行て 

商す る 人 は、 皆對 州の 免許 を受 るな り、 又 此の 役所に 在て 是 より 北方 朝鮮の 地へ 行く 事を禁 す、 朝鮮の 

人 は、 其の 邦の 人 なれば 往來禁 する 事な し、 對 馬よりも 亦禁 する 事な し、 是を和 館と 云 ふ、 對 馬より 海 

上 五十里に して 近き 船路 を 經て着 處即和 館な o、 此 Q 館 中に 東 向寺と 云 ふ 寺 有り、 明 和 七 年 庚 寅 十二月 

三十日、 其の 東 向寺の 下人 私の ffl 事 有りて、 外に 出て 夜 深く 歸 館の 門に 入らん とする 時、 後より 何 か は 

不知 引 倒ん とする 者 有り、 下..^ 力 を 出し、 門柱に 手 を 掛け、 渐く內 に 入け る、 跡に て 見れば、 爪 をれ 立 
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たりと 覺て、 肩先 を 看れ は 綿 入 羽織 一 つ 布 子 一 つ 身に 近く 着た る 袷 衣 一 つ、 已上 此の 三つ を 通し 少く傷 

付たり、 又 春に 至り、 折節 館 內の犬 を 取 去 事 多し、 是皆 虎の 所爲 なろ 事後に ぞ 知れけ る、 初 下人の 門に 

入た る 時、 虎 跡より 不 追して 其 儘 山に 歸 けら 事、 思 ふに 又危き 事なる べし、 辛 卯の 春 三月 二十 三日、 對 

州藥 種別 重役 橋 末 加 右衛門と 云 者の 家僕 八之丞 とて 有け ろ、 和 館の 後の 山に、 虎の 居た る を 見 驚き 歸り 

龜屋喜 平 次と 云 ふ 者に 其の 由 を 語る、 喜 平 次 も 亦 恐し きこと に 思 ひ、 即館守 島 田 左 近 右衛門に 注進す、 館 

守と は對 州より 交代して 和 館に 居 守、 萬 事 支配 をす る 役人に て、 即對 州の 家臣な り、 左 近 右衛門 此の 事 

を 聞 届け、 人々 評議して 館 後の 山 を 紐て 虎 を 捕 ふべ しと 定む、 館中に^^：合たる對州人に示し、 其の 役々 

を分附 して 勤し む、 各 下知 を受て 或は 山刀 を 持 も 有り、 或は 捧を提 け 出る も 有り、 此の 日 市日に て 朝鮮 

人 殊に 多來 居け る、 此の様 子み-着て 嗤笑 ひ、 虎 は 古よ" 龍 虎と 並稱 して、 此の様の 事に して 中々 容易に 

捕 へらる、 獸に 非す と 云け る、 中には や 侍 中 組 中 杯 云 役々 叉 下々 に 至る 迄、 山中に 向 入て 驅 回る、 程な 

く 虎一 つ 走 出て、 山の 西へ 指して 行ん とす、 對州家 Ei: 大、 介 左 一郎、 三 穴の 鐵炮を 構へ、 副 侍 送 使 家の 裏 

手に 控 へたる が、 眞星 を打脫 し. r る處 へ、 左 近 右衛門 家僕 庄司折 平と 云 ふ者趨 て、 其 前 を 過. ぐ、 左 一 郞 

虎 は 何方に 在 やと 問ければ、 折 平 答て、 山中 を駔回 所所に て出會 候へ 共、 私 方に 山刀の みに して、 鐽を 

も 鐵炮を も 持す 候へば、 唯 虚く追 回し 候と 云 を 聞き、 左 一 郞即持 前の 三 穴の 鐵炮を 打 平に 與へ、 是 にて 

打てと 云ければ、 折 平 喜び 戴き、 虎の 過べき と 思 ふ 十四 五 間 計 脇に 身を控 a? たり、 然るに 又 左 近 右衛門 

若 黨小出 小 平 太と 云 者、 副 侍 道 使 正官人 房內の 上手より 鎗を持 出、 山中 を驅 回りけ るに、 ニニ： 間 程對ひ 

小投の 深く 繁 りたる を 後に して、 一 番 とも 云べき 大 なる 虎一 つ \ ィ居 たり、 小 平 太 鍾を取 延べ 向 ひければ 

虎 も 恐れる 氣色 にて、 橫 手の 方へ 歩み 行く、 即折 平が 思ひ設 たる 山の 麓 を 指し、 又 折 平 を 望 看て、 飛掛 

んと勢 ひもな す、 小 平 太 急に 折 平に 聲 して 虎 下る、 ぞと 呼り ければ、 折 平手 比に 及て、 持 構へ たる 二つ 玉 

の 鐵炮、 虎の 眞中を 一 打に 打つ、 うたれ て 一 反 反りながら 勇に 猛き獸 なれば、 猶折 平を認 て飛褂 らんと 
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す、 小 平 太 透 さす 跃 着け、 鐽を 以て 虎の 肩先 を 突く 事數ケ 度に 及ぶ に、 骨に 當り 透り 翁、 弱りた る 色 無 

く、 動ん とする. により、 即鎗を 取 直し、 處を變 て 突ん とせし に、 小 平 太に 眞 向に 飛褂 り、 怒て. i-^ する 

聲、 譬て 語るべき 様 無き 畏 しき 響 有て、 口より 青き 色に して 霧の ごとき 氣を 吐かけ、 小 平 太 臟腑に 透る 

計に 覺ぇ けれ 共、 猶 々橈ます、 胸の 下り を 太刀 打 際 迄 突 込け る、 其 もも 振 切り はね 返し、 叉々 小 平 太に 

喰 ひ 付ん とする を、 小 平 太 鎗を取 直し、 今度 は 虎の 左の 耳の 脇よ. り 右の 耳の 脇へ 突き 鎗の 核" 先 地に 人け 

れば、 漸く 弱り 行く を、 遂に 二人して 左右な く 殺 獲たり、 是 にて 虎と 云 ふ 物 最早 館の 邊 りに は 有 まじと 

人々 喜け るに、 猶復ー つの 虎 有て、 通 事 家の 山手に て 見た る 由 言 者 有り、 各噪ぎ 立て 休 事な し、 且つ 今 

目前に 折 平 小 平 太 二人の 績を 看た る 事 なれば、 吾 もくと 勇進め り、 對州 家臣 津鄕 in 之 助 下知して 驅回 

ける に、 又 左 近 右衛門 若 黨齋藤 小 次 郞と云 ふ 者、 裁判 家の 上手に て、 H^3て虎に出曾ふ、 即鐵炮 打 放ち 

虎の 背に 常り、 少し 弱べき と 思 ひの 外に 事共せ す、 畏 しき 聲を 出し、 怒て 竹の 繁に 蔵ん とす、 方々 に尋 

回り、 通 事 家の 上手の 蔽內 に踞り 居り 候 處を見 付、 此度は 二つ 玉を以 つて、 虎の 平 腰 を 狙て 打け るが、 

平 腰より 少し 脊の 方の 大骨を 外にして、 打 込し に 走 來て通 事 家の 裏へ 飛込む、 厥 時 大廳に は 日本人 朝鮮 

人 多く 集り 居け るが、 人々 鷲き 遁 れんと 喧しく 噪 かりけ るに、 虎 も 却て 驚き、 山中に 飛 去ん とす、 氣を 

吐き 聲を 出し 怒れる 様子、 恐 敷 事 形どる に 暇 無し、 遂に 山手へ 驗 行し を、 小 次郞 跡み」 慕 ひ、 方方 尋 回れ 

る 中に、 向 を 見れば 人 一 人 木に 登り 居る 冇て、 虎 は 此の先 手に 有と 云ければ、 小 次郞も 共の 木に 登り、 

虎の： る 處を兒 定め 打留ん と、 巳に 足 を 斡に 蹈 かけ. る處 に、 折節 誰と も 不知、 上手より 鐵炮を 打つ、 

是に， H て 何く に 居け る や、 眞 落に 飛 下り 来て、 小 次郞を 看が け、 飛懸 り、 左の 足に 己が 前足 を 串き、 林 

に 入れり、 小次郞 聲を揚 けて 人 を 呼ければ、 器物 方 札 小 田 又 吉と云 ふ 者 急 ざ 駔 つけ、 脇 指 を 以て 虎の 小 

鼻より 目の 下へ 掛け 切り込み けれども、 噴 放さす、 又 虎の 頭 を兩度 切る、 虎是 にも 屈せす、 猶 其の 足 を 

放さ >れ ば、 又吉は 心得、 徑に 虎の 打懸 たる 前足の 先 を 爪と も 云 はす、 三つに 切 割け る、 虎 是には 少し 
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傷た る や、 放し 脇へ ひらき、 即叉吉 に飛懸 る、 對州 領主の 輿丁甚 助と 云 ふ 者、 是を 看て 走り 寄り 山刀 

を 以て 矢庭に 虎の 眉間 を 散々 に 切 付る、 叉亩も 脇 指 を 取て、 處々 に 切 付ければ、 山手へ 登らん と 飛揚る 

處を、 甚助资 く 山刀に て 虎の 足 を雞伏 倒した る を、 其の 時人々 m りて、 遂に 亦 殺し 獲たり、 小 次 郞は又 

吉に 因て、 危き處 を 免れ、 叉 吉は甚 助の 力 を 以て 難 を 免 かれ、 折 平と 小 平 太 は 椅角を 以た事 を 成す、 日 

本人 虎 を 捉る事 奇なるに、 叉 ii 白穽檻 等の 具 を假ら す、 且 人の 爲に害 を 除く、 最是功 有り、 然れば 表 賞の 

道必 行るべし とて、 朝鮮 東萊 より、 翌ー 一十 raH に傳令 一 通 を 書き、 白米 一 一石、 活ける 鷄 を贈來 る、 米 は 

促た る 人々 に、 鷄は 虎に 傷つきた る藥 なれば、 傷 を 蒙た る 人に 贈れるな り、 和 館の 建た る 釜 山 浦 は 朝鮮 

東萊友 配の 伸 vx^ ばな り、 一 一つの 虎の 內 一 つ を 其 儘 壟に 清け、 一 つの 虎は餘 りに. 處々 に 班 付 たれば、 皮 

を 刹 取り、 頭に 副へ 飛 船 を 以て 供に 對 州へ 送來 る、 館 內に惣 四 郞と云 ふ學者 有りて、 本 艸を讀 み 其の 功 

多き， S 云ければ、 皮剝 たる 肉 は、 館內 日本の 士庶 煮て i きしり、 文章 を鍍 はす 辭飾を 設けす、 對 州に て签 

山の 註 進 を 聞た る 儘を寫 し後證 とす、 

傳令 訓^ 等 

即聞館 人 等 遷捉ー 一虎 於 館 後山 云、 其 爲民爲 除 害 之 功 極 爲嘉尙 不可 無 表 賞 之 道、 其 中 一 人 爲虎所 傷 云、 聞 

甚驚 念、 今 送 白米 二 石 分 給捉虎 人、 活 鷄爲呀 虎良 藥云、 W 與被傷 人 使 付 傷. 處、 宜當 者、 三月 一 一十 四ヨ、 

觀日木 武人 虎  朝鮮人 

掉尾爲 旌頭是 域、 吼時 霹靂 覺凰 生、 日 東 雄 士眞多 力、 驀地 爭傳瑪 婦聲、 

同 

負蜗震 怒氣呑 牛、 豹變 文章 三 錦 浮、 勇士 鋒 端 周 處績、 春風 自貢海 東 舟、  .... 

對州 武人 捉虎于 和 館 後山、 以事苦 于本符  ゾ-. 

幷贈獻 所 獰錄所 聞 畢作此 詩  ： 

  四 I ミ 


四 一四 


翁 寞言 饒舌 弄毫 端、 眼 落 斑 皮瞻亦 寒、 午 杭 緣何圓 夢 去、 禪堂驚 殺 老豐干 

右 西 堂 作  • 椿 首 坐寫藏 
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翁 草 卷之 三十 七 

〇 尾 陽 侯の 事 

尾 張 中納言 宗春卿 は、 亨 保の 中頃 御 舍兄繼 友 卿の 御 家督 相續 有し 以後、 前代と は 大に違 ひ、 國政 我意に 

被 任、 花 奢 風流 を專 にし 給 ひ、 始 ての 參 勤の 行 雜花麗 を盡 さる、 事、 前代未聞なる， H  、兼て 沙汰 有て、 江 

都の 責賤品 川に 群がりて 是を 見る 事 市の 如く、 各 目 を 驚す、 前卷 にも 有增を 記せ ども、 猶其委 敷 を 云よ 

>、 御 部屋 住の 中より、 僅の 給金に て 被 召 仕し、 星野彌 右衛門と 云 ふ 下 ざまの 者、 無類の 出頭に て、 御 

家督 以後 段々 に擧 用ら れ、 ハ ；< 地 三千 石 を 賜り、 星 野 11 部と 改名して、 權勢双 者 無し、 名古屋 城下に は、 

西 小路 月見 原と て、 方 四 五町の 新地 1 一箇所 開かれ、 此の所に 傾城 町 を 建ら れ、 京大 阪 伊勢 等より、 餘多 

の 遊婦を 取 寄られ、 其の 外 町々 にも あら はに 遊女 を 抱： .1^ き、 晝夜歌 三味線の 聲絕 す、 傾城 町の 結構 は、 

名に しあ ふ 御領 內本曾 山の 良材 を 以て 營み、 格子の 掛り鹿 敷の しつら ひ、 其の 廣く花 美なる 事、 京大 阪 

江 戶と云 ふと も、 中々 及が たし、 叉 芝居 を 被 取 建、 三 ケ津の 役者 多く 呼 集て、 常 芝居 を 興行し、 名古屋 

の壯觀 今古 類ゐ 無し、 御自身に も 斯様の 繁華の 地へ も 立 寄せ 給、 或は 町人 共の 家々 にも 編 笠 様の 御 忍に 

て 御 入 有り、 又 一 一ヶ月ば かり 御所 勞の 沙汰 有しが、 其の 間に 近習 士四五 人 召 連ら れ、 潜に 上方へ 御 登り 

四條 河原の 納凉、 ，お 原の 夜見世、 祗園 町の 踊 杯御覽 り、 夫より 大阪 天滿の 祭禮、 新 町の 夜 遊 等、 人 も 

怪しみ けれ 共、 唯 遠 國の侍 衆と 披露して、 飽迄、 遊 輿 有りて 歸給 ふ、 名 古屋域 中には 乾 御殿と 申す を 新 

造 せらる、 此の 花麗 言語に 絕す、 此の 內に 京大 阪 より 女 を 五 百 人 抱 置れ、 消 宴の， i とし 給 ふ、 又 在 江戸 

の內 は、 常に 葭 原へ 通 ひ 給、 相 馴給ふ 傾、 城の へ 御名 乗の 一字 を 賜 ひ 小春と 稱 せし とか、 去臘 二十 八：：： 

より 吉 原の 遊 宴に 蕩て、 旣に 晦日に 至り 歸り不 給、 仍て御 ^；: 敷より 櫛の 齒を f^.:^ く 御迎參 といへ ども、 

■  Eli 五 
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沈醉 にて 歸り不 給、 渐、 元日 曉に 至り 歸給 行水 髮月代 杯 有て、 朝 五 時 登城な り、 是 等の 事 上聞に 達し^ 

や、 

元 文 四 己 未年 正月 十二 日、 尾張屮納言宗春卿隱^^被仰出、 尾 州 家 御 相 續の儀 は、 松 平 但馬守 殿へ 被 仰 出 

候 次第、 

尾 張 殿 家老  . 

成 瀨隼人 正  竹 越 志 摩 守  成瀨 大和 守 

同 豐 前 守  川 村 兵馬 

右 今 n 御城へ 被 召、 老中 列席 御 書付 を 以て 被 仰 渡 

尾 張 殿 家せ 以後 不行跡の 段 被 及 聞 召、 先年 年寄 共よ い 相 達 品^ 之、 其 上 家中 幷國 中の 仕置 不 《几、 末々 

迄 及 困窮 候. s、 粗 達 御 聞 候、 依 之 去年 中 左 近將監 より、 竹 越 志 摩 守、 成 瀨隼人 正に 兩度迄 中 達 候處、 

1 應は 承知の 由 答お 之 候へ ども、 別て 被 相 改候儀 も 無 之 様子に 被 聞 召、 御 不興の 御 事 候、 急 度 御愼有 

之 候 様 可 申 上段 被 仰 出 候、 

右の 趣 於 羽目の i?、 老中 右京 太夫 列座 左 近 將監申 渡 之、 

同 家老 共 へ 渡 候 別紙 

1 今 IT 被 仰 出 趣之爲 御請、 志 摩 守 隼 人正內 一 人後 刻 可 有 登城 候、 

一 被 仰 出 候 趣に 付、 其 尾 敷鬥々 しめかため、 出入 等 無 之 様 可 仕 候、 併 家老 共 其 外 外 宅の 者 も 可 有 之 候 へ ば 

其爲 出入 門 一 ケ所 は、 尤被念 入 出入 申 付、 無據 用事の 外 は、 急 度御改 出入 仕 申 間 敷 候、 此旨相 心得 家 

中共に 相愼 可お 之専、 

一市が 谷 尾 錦 は、 右 S 通念 度 相 愼、 外 屋敷々々 も 居 屋敷 程に は 有 之 間 敷 候へ ども、 居屋 錦に 准 じ 可 被 申 

や 事 


草  翁 


I 市が (へ n 屋敷 は 勿論、 其 外の 屋敷々 々迄 も 火の元 入念 堅 可 被 申 付 事、 

1 萬 一 屋鋪燒 失 等の 事 候 は 、 いつ 方 成と も 外 屋敷へ 中納言 殿に も 御 立 退 急 度 御愼被 在、 其 段 年寄 共へ 

可 被 御 屈 候 事、 

右爲 御請 成瀨隼 人正罷 出、 老中 右京 太夫 被謁之 

上使  松 平 右京 太夫 本 多 中 務太輔 

水戶 殿へ 上使  松 平 右京 太夫 

書付の 通申演 之て 書付 可 進 候 

右の 通 候 問 伺 御機嫌、 明 十三 日 四時 可 有 登城 旨 可 達 候、 

紀伊 殿へ 上使  本 多 中 務太輔 

書付の 通申演 之て 書付 可 進 候 (中將 殿在國 也) 

中將殿 へ も 此段可 有 御 申 遣 之 由、 御意の 段 可 達 候、 

右の 通 候 間爲伺 御機嫌 右 同斷、 

一 紀伊殿 右の 趣 承知の 上 へ 、 使 札 可 被 差 越 候 問 御 申達 可 有事、 

ョ 月 十三 日 

1 年寄 中 若年 寄 中服紗 小袖 麻 上下 表 向平 服、 

大納言 様 被爲入  水 戶中將 殿 紀 伊中 將殿 

於 御白 書院 西 御 緣頗掛 御 e: 候 以後 指阅 次第 御黑 書院 溜り へ 寄せ 可 被 申 候、  . 

松 平 安藝 守 松 平 大學頭 松 平 播磨守 

右 竹 御 廊下 中程に 寄せ 置 可 被 申 候 

尾 張 殿 家老 一 人 
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右 御 廊下の 末に 寄せ 置 可 被 申 候 

松 平 但馬守 

右 浪の御 間 被 寄せ 置 可 被 申 候、 

右の 輩 於御黑 書院 御 下段 申 渡 儀 有 之、 相濟申 候て、 水 戶殿紀 伊 殴 は、 休息所へ 御 越 御 控有之 様 可 仕 

一 安藝 守大擧 頭播磨 守^ 馬 守 は、 竹 御 廊下に 被 差 置 候、 

1 尾 張 ^雨 人 家老 は、 御白 書院 西 御， t 頗 邊に控 寄せ 置 可 被 申 候、 

右相濟 候て 溜 詰 一 同に、 

安藝 守 大學頭 播磨守 但馬守 水戶殿 紀^ 殿 

右 順々 に 御 目 見 有 之 候、 

水戶 中將^ 紀 中將殿 

右 於御黑 書院 御 下段 老中 罷出、 今日 尾 張 殿 へ 被 仰 出 之 趣 被 申達 之、 

松 平 安藝 守 同大 學頭 is: 捲 磨 守 

右 於御黑 書院 御 下段 御 使の 儀、 老中より 被 申 渡 左 之 書付 渡 之、 

松 平 但馬守 殿 尾 州 家相 續 S 儀 書付 正！^ 十三 R 

尾 張 中 納言殿 家督 己 後 不行跡の 段、 被 及 聞 召 先年 年寄 其より 相 達 候 品 も 有 之、 其 上 家中 幷國 中の 仕置 

不宜、 末々 迄 及 H 窮 候^、 粗 達 御 耳、 去年 中 左 近將監 より 竹 越 志 摩 守成 瀨 隼 人 正へ 雨 度 迄、 內意 申達 

候 趣 之 通、 ー應は 承知の 由 答 有 之 候へ ども^て 相 改申儀 も 無 之、 此通 にて は 畢竟 家相 續難成 被 思 召 候 

依 之 隱居被 仕、 1!町鋪に0^住、穩便に急度愼可被有之候、尾張家御相續の儀は、 松 平但馬 守へ 被 仰 付 之 

候、 此段 安藝 守 大學頭 捲 磨 守！ 能 趑可相 達 由 御意 候、 
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松 平 安藝 守 投平 大攀頭 松 平 播磨守 

一中 納言 殿に は 直に！！ 町 屋敷に 被 在 之、 昨日 相 達 候 通、 門々 もしめ 急 度 相 慎 可 被 在 之 侯、 

一 伍 馬 守 殿 事^ 段に 相續の 儀に 鍵へば、 中 納言殿 父子の 譯 にて 無 之 候 間 可爲其 心得 候、 •  .  • 

1 萬 事 但馬守 殴 へ 、 竹 越 志 摩 守成 『g 隼 人 正より 無遠慮 相 伺 {4 様 可 取 計 事 候、 

右の 趣 家老 共へ 可 申 聞 候 

右兩 通の 御 書付 家老 共へ 可 相 渡 旨 申 聞 渡 之、 

安藝 守 大學頭 播磨守 へ 心得に 渡 候 書付 

1 鐘 町 屋鋪へ 被 相 越 中 納言殿 へ 不及 面談、 御 書付の 趣 竹 越 志 摩 守成？ 1 阜人 正の 外、 家老 共へ 被 申 含 可 相 

達 由 被 申 聞、 書付 二通 共 志 摩 守 隼 人 正へ 可 被 招 渡 候、 御請 も 右の 者 共 【能 出 達 候 害に 候、 

1 御請の 儀 は 三人 共に 直に 登城に て 可 被 申 聞 候  - 

但馬守 殿 家老 衆 へ 

1 但馬守 殿 返 出より 唯今 上の 屋 錦へ 御 越、 夫より 本家 格の 供 廻り 等 被 召れ 候て、 市が 谷 屋敷へ 可 有 御 移 

候、 

二  1 町 屋敷 は 中 納言殿 居城の 事に 候條、 追て 御沙汰 有 之 迄 は、 昨 rn 申達 候 通、 門々 もしめ、 急 度 御愼被 

在之樣 申達 候、 市が 谷 屋敷 幷に其 外 屋敷 は 但馬守 殿 屋歸に 候；^ 愼の譯 に 及 不申候 

一^ 馬 守殿爲 御禮、 明 二十 十四日 御 本丸 西 丸へ 御 登城 被 成、 退出の 刻 年寄 共 宅へ 御 越 可 被 成 候、 

右の 通 可 申 上 候 

尾 張 殿 家老 1 一人 

右 同 斷の儀 老中 列座に て 被 申 渡、 

〇 無人島 漂流船の 事 

四 I 九 
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享保四 年 秋 伊豆 下田 御 代官 所 板 橋 五太 夫 支配の 節、 遠 州 新 庄筒山 五兵 衞船沖 船頭 佐 太夫 水 主 共に 九人乘 

增水主 1 一人 已上十 一 人、 仙 辜. 荒 濱へ參 り、 御城 米 一 艘積 請け、 則 同所 上乘、 一 人乘 船、 都合 十一 一人、 荒 

濱 出船 走り 巾 候處、 順風 惡敷成 候に 付、 銑 子 口へ 船 入 度、 所 役人 中指 圖 にて 御 米お ろし、 夫より { み 船 

にて 中 南部 閉 伊の 宫 古へ 参り、 運賃 材木 船 積 出て、 同所 出船 候處、 夫より 仙 小 竹 浦へ 入船、 同 十 一 月 

二十 六日 (或は 一 一士 一日) 此所 出船、 段々 走 候處、 同 晦日 上總國 九十 九 里の 沖 迄 參候處 、俄に 難 風に 逢 ひ、 

波 荒く 遙に 沖へ 吹 出され、 夫より 曾て 島山 も 見え 不申、 一 向 十 方 を 失 ひ、 漂流仕^^が、、 其の上 船中 水 飯米 

等 も 遣 ひ 切り、 存， 命 限に 成 候處、 翌年 正 バー 一十 六日 頃と 覺ぇ申 候、 何國 共不存 ii? 山 を 見 付、 船中の 者 共 

大にカ を 得、 不殘 踪へ乘 移り、 先太 神宮の 御稜、 下 W 御 番所の 切 乎、 幷粮米 鍋釜、 其 S. 外 小道 几ハ 入候宮 

一 斧 一挺、 彼 島へ 持 上り、 先々 水を尋 候內、 俄に 大 しけに 成"、 本船 綜 共に 破船 仕 失 ひ 候 故、 無 是非 夫 

ょり^：^にて人家ゃ在と方ん尊候へども家も無く、 勿論 無人島に て 十二 人の 者 十 方 を 失 ひ、 何に 取 付 助命 

可 仕方 便 も 無 之、 無 詮方 も岛を 巡り 候處、 先 づ此島 凡 一 里 餘も有 之、 高さ 三 町 程の 岩山 燒石 等に て、 木 

草 も不相 見、 山の 下道ば かり 有 之、 其 外は國 方に て 茱英と 申す 木少々 有り、 扨 住居に も 可 仕 場所 を 見 立 

候處、 島の 奥に 高さ 六尺 計 幅 七 八 尺の 岩穴 一 一つ 見 付、 幸 ひ 是を栖 に定罷 在 候內、 粮米も 絶え、 夫より 

濱邊へ 下り、 磯草 魚 鳥の 類 を 取り 食物に 仕 候、 此の 島 水 無 之 儀 難 俵 仕、 漸く H< 水 を 請 候て、 飮 水に 致し 

1 兩年經 候， に、 老年の 者 三人 死し 候、 同 六 年頃と 覺ぇ申 候、 何 國の船 共 不存、 人 も 無き 船 一 艘流來 り 

入江に 着 嫁 故、 九 人の 者 共 急ぎ 見 申 候處、 米 積 有 之 故、 皆々 悅び請 出し、 濱へ 先取 上け、 住居の 八 迄 

は 凡 五 七 町なら では 無 之 候へ 共、 何も 食事 も 聢と不 仕 候 故、 精力 も 落ち 甲斐々々 敷 働 も 成 兼ね、 若き 者 

は 一 俊 老人 は 一 一人に て 一 俊 を 荷 ひ、 八 曰 計の 間に 漸じ十 程 取 上 候、 其の 外 切 口 帆 一 端 窵ロ釘 等 有 之、 

船板 迄 も 取 上 候處、 又々 大 濤打來 り、 濱に殘 有 之 船 米 等 は 波に 取られ、 僅に 引 上申 七十 俊の 米 干し 立 候 

へば、 ； 人 三 石 宛に 冇之 候、 ，1^ 使 S 內 一 俊 芽吹 有 之 を 切 ほどき 見 候へば 籾に て 候 故、 左 太夫 佛祌を 伏し 


ii に Bp- は.？ 桐より！^ 1 せ， ^々 a::c>i^lM  < 黼るしるしび^種に， 鼷<K1Sそカに^まじと曰冗を^^く相 

談致 候へ ども、 元来 此の， ii^ 南方 故 n 照强く 神火に て 度々 燒候 故、 樹木 は 一 本 もな く、 茅葭 のみに て、 夫 

より 一 一十 一 年の 間 三度の 燒に、 右の 類 も 一 本 も 接ら す燒 失せ、 全體 3 嚴石 計に て、 地形 少く候 を、 漸く 僅 

の 土地 を 開き、 ^^杯をまけ献のごとく仕り、 又 蔦 口 等に て 土 を 和らけ、 右の 粒 を 蒔 付け 候へば 少しく 生 

立ち、 一年に 渐三四 俊 (ィに 三 四 斗) 程 出来 申 候、 此の 米 は 常に は 給べ 不申、 病 氣の節 計り 少々 粥に 燒き 

藥の替 りに 闭ひ 候へ ば、 大方 は 快氣仕 候、 右に 申 如く、 暑熱 强き 所に 候 故、 暑氣 節 は 海へ つかり 錢邊 

へ 上り 候へば、 火 煙の 如く 誠に 地獄の 有 樣も斯 やらん と存 計りに 候、 拉 同船の 者 共 も、 五 七 年の 內に段 

々死去し 殘り少 に罷成 候、 去れ 共 萬 一 故 鄕へ歸 る 間 敷物に も 非す と、 下田 御 番所の 御 切手 幷 金子 ニ兩錢 

百 文 算用 帳 類、 是等を 失 ひ 4 きし は 若し 切 ま 丹 杯 歟と御 不霧も 可 有、 其 時の 爲 とて 大切に 所持 致 候、 又遂 

に は 此の 島に 朽果 申べき、 こ、 珠數を 用意 仕と て、 礎邊 S 流木 を 抬ひ取 候に も、 故鄕懷 かしく、 日本に て 

見 馴候木 を 撰り 拾 ひ 集め 申^、 又 何 鳥 か 名 は存ぜ す、 掛目三 赏目も 有之大 鳥、 島の 中に 居 申 候、 出生 一 

IS 年の？ 1 は、 其 色黑く 下腹 計り 白く、 三年 も 過 候へば 全體 白くな り、 誠に 其 群居 候 事、 *^ 盤に 石 を 並べ 

候 如くに 候、 此の 鳥 を 取り 食事に 仕 候、 夏の 頃 五六 七月に は、 何方へ 參候ゃ 一 羽 も 居 不申候 故、 其 間 は 

魚 鮑 類 を 取 給べ 申 候、 然れ共 風 惡き時 は、 魚 も 取れ 不申、 總て 夏の 簡は 多く は鹱に 及び、 殊に 水 無き 所 

故、 渴し候 節 は 天 を拜 し、 雨 を 乞 候へば、 大 かた 三日 程の 間に 雨 降嫁 を、 鍋に 用 ひ 候大鮑 ：！！！ハ 杯へ 請け 溜 

め貯へ 置き、 飮 水に 仕 候、 ^其 後 何 頃か遙 沖に 帆 陰 一 艘幽に 見え 候 故、 いかにも 致し 便船と 存 候へ 共、 

粽は無 之、 遠方 故聲は 届き 申さす、 我 もくと 身 を 抛て、 祌風を 祈り 候へ ども 甲斐 もな く、 其內 一 兩人 

は 迚も 爱 にて 死る 共、 魂 は責て あの 船に 乘 らんと、 岩 上より 身 を投ん とする を、 左 太夫 色々 と 宥め 申す 裹 

實 にも 親の 子 を 制する 如し、 今 も 其の 時の 事 思 ひ 出れば 哀に 悲しく 難 忘 候、 夫より 外に 船と 申 もの、 二 

十 一 年の 間に 遂に 見掛け 不申 候、 慇に 船の 見えぬ も增 かと、 皆々 申 候、 魚 鳥 等 を 取り 候 隙々 に は、 太 神 

WI  二  I 


宫. の 御 拔を濱 へ 持 下り、 潮 垢離 を 取り、 何卒 一度 歸國の 義を毎 曰々々 禱り申 候、 九 年 以前 左 太夫 死し 巾 

候 時 遣 言に、 段々 老人 ども 先立ち、 今 三人 殘り 候、 其內 平四郞 (于時 三十 四歲) は 若ければ 跡へ 残るべし 

此の 四 品隨分 大切に 仕れと 申： 一 候、 夫より 殘る 三人の 者 は、 迎も歸 國の事 は 思 ひ 切り、 島に て 菜 申す 覺 

悟に 究め 罷在 候處 に、 去 午年に 攝州大 阪江戶 堀 三 町 目 宫本善 八 船 沖 船頭 富藏 水、 王 十七 人乘 にて 奥州 南部 

八戶 にて 大豆 需麥積 出し 船 沖に て 難 風に 逢 ひ、 何方 共 不知 吹 流され 漂 ひ 候內、 水に 渴候 故、 何と、ぞ^^?へ 

寄り 水 汲 度と 願 ひ候處 に、 當未 三月 十三 日渐と 島を兒 付け、 船頭 水主悅 て、 各お に乘り 島へ とり 見 候へ 

ば、 大成る無人島(此^15凡ニ虽計有之岩山の由)とて水は曾て無候を、 方々^^廻り候內に、 R 暮候 故、 無 

是， y. -、 其 ニ臾ュ 島に 臥し、 夜 明 候て 見 候へば、 本船 は 何方へ か 失 ひ 候、 十七 人の 者 共力 を 落し、 其 內綜結 

揖 など 持へ、 諸事 要害いた し 腙へ乘 い、 夫より 日和見 合 風 も少々 靜に成 候 故 走り 候處、 其 間に 段々 粮米 

も少 くな"、 n 數八 日計り 過ぎ、 同 二十 九日 頃 また 島 を 見 付 候て、 各 悅び岛 へ 上り 候へば、 是も 無人島 

にて 水 も 無く、 方々 尋 廻り 候處、 大 なる 巖穴 有て、 其內 より 身に は 綴 鳥の 羽 を 纏 ひ、 髮 はち，. - みたる 鬼 

の 様 成 者 一一： 人出て、 互に 不 霧に 存し、 富藏を 始め 十七 人の 者 共、 一 同に 脇差 又は 斧に て 打殺. さんと 懸り 

候へば、 言語 は 日本の 言葉な り、 いか 様子.！ 有べ しと 富 藏殘の 者 を 制して、 様子 を 聞ば、 二十 一年 前 下 

田 御 番所 御 切手 を 以て 渡海いた し、 爾々 の由委 敷物 語 を 聞き、 各 安堵して、 互に 親しく 名乘合 ひ、 三人 

の 者 共 は、 地獄に て 佛に逢 ひ 候 心地に て、 唯 岩 上に ひれ 伏し 嬉し 泣に 泣 居たり、 哀さ詞 にも 述が たし、 夫 

より 粮 米の 淺 にて 粥を燒 き；^ 合 ふ 看の 類 を 給 させ、 何卒 をし つら ひ、 三人と も歸國 さすべし 皆々 相談 

して、 綜を 丈夫に 致し， rn 和 見合 候へ 共、 方角 知れ 不 申に 付、 皆々 磯邊へ 下り、 潮 坂 離 を 取り、 太 神せ" 

へ 祈誓 致し、 船中の 傳授 にて 髮を 切り、 御 鬧を取 候へば、 戌 亥の 方へ 可 走 由御鬧 上り、 其 積り に 出船 致 

1^、 一一： 人の 者 は 右 四 品 を 太 切に 仕、 且島にて作り取候粗四斗船へ積み、 島中にもニーー：斗程粒を^^^殘し置 

「お、 かくて 三月 二十 九.：：： 南風 吹 出 候に 付、 命 限りに 走り 候處 四月 中旬 (異本 五月 二日 慕 方) 八丈岛 へ 着船 
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^-.  ほ 人へ も 0,h  、： (i 届、 綜の 破損 も譜 ひ、 暫く 彼 ：- 島に 滞留の ，2:、  人 御免に て、 御用船出帆有^3 

其砌 此の 二十 人の 者 共 も、 不殘 便船いた し、 同 十九 日 浦賀御 番所へ 着船、 五月 一 一十一 一 riT,y 戶着、 八丈島 

御用 船々 頭 服 部 源藏、 地^人 菊 池 織 部、 名主 彥十 郞、 年寄 彌次 右衛門、 水 主 十 人、 御免の 流人 幷 漂着 

人 を乘せ 出帆に 付、 御代 官齋藤 喜六郞 方に 一し 吟味の 上、 御 勘定 奉行 神 谷 志 摩 守 迄、 此段申 上 候處、 達 上 

聞、 六月 二日 吹 上 御 庭へ 右 漂着 人 を 被 召、 小 笠 原石 見守、 建 部 左 京亮、 大島 近、 江 守立會 にて、 委細の 儀 

を 被尋、 右三人 幷此 度の 漂流の 者 共 左の 通罷 出づ、 

(元 松 平 伊 S 守 領分 當時 松平豐 後 守領) 遠 州 荒 居 筒 山 五兵衛 船 (揖 取) 甚八 (當年 六十 七 歳) 

(水 主 £ 三郞 (當年 六十 四 歳) 同 平三郞 r 當年 S 十二 歳)  . 

攝州大 阪宫本 善 八 船 船頭 富藏 茂兵衛 (水 主) 庄兵衞 

右の 附添 八丈島 地 役人 船頭 名主 年寄 幷齋藤 喜六郞 手代 一 一人 罷出 

御 庭案內 石丸貞 右衛門 

右に 記す 如く、 最初よりの 趣 委紬中 上る 且つ 亦 下向の 切手、 板 橋 五太 夫 方へ 被 遣被改 候處、 正 印 粉 無 之 

外に 仕切 書 是は靈 岸 島油屋 二： 郞兵衛 と 有 之に 付 召 呼れ 御 見せ 被 成 候處、 是又正 印 無 粉 由 申 tp、、 

三人の 者 持 歸候品 

船中 rn 記 帆に て 仕 立 候 綴 三つ  釘 二 本  制 刀 一挺 

同 SM  古金 貳兩 (但 歩钊) 錢 三百 文 印判 一 

金印 判 三 品 は 左 太夫 死後に 首に かけ 居候 を 見付け 申 候， S 

二十 一年の 間、 鍋签 三つに て 持 こたへ 候 は、 大 鳥の 膏强く 候 故、 鍋し まり、 殊に 大切に 致し 洗 候 事 も定と 

不仕故 少々 破損 は 有 之 候へ ども、 持 こたへ 申 候、 椀 杯 も 同前に 御座 候、 衣類 は 漂 鍵 節 着し 鲜儘、 其 後 

は 切れ 柳に て 持 用 候、 段々 死 失 候 者 共の 古着 を 追々 用ゐ、 又は 鳥の 羽 杯に て 持へ 申 候、 辍ー つ, a ま f ベリ 

四 二三  ， 


%t  翁 


  四 二 四 

迄 持 こた へ 候、 剃刀 櫛 道具 當分は 有 之 候 へ 共、 段々 損失 候て 刺 刀 一 挺相殘 候に 付、 髮は中 切に い たし 置 候 

扨 U 季の 様子 は 冬と 覺 しき 時 も 暖に雪 も 降り 不申、 夏 は 難 耐暑氣 に 御」 I- 候、 雷 も 度々 鳴り、 總體 雨し け 

く.^ 4. り 巾 r-,c<、 其外^^^^に指て替る儀も無之、 風浪 は 常に 荒く 候へ ども、 元夾 船方の 者に て 候 故、 珍 敷 も 

不存 候、 島に 獸類蟲 類 一 切 無 之. S 申 之、 且つ 义 海上 里數の 事、 御尋有 之、 富 藏申上 候 は、 、江戶 ^よい 彼 

三人り 者 一能 在 候 島へ は、 凡 四百 里程と 存候、 江戸より 八 丈へ 二百 m -、 八 丈より 彼 ^：^ へ も 二百 里 計と、 覺 

え 候 旨 申 上ろ、 

右相濟 ，せ 三人の 者へ、 御 米 一一-依 宛 被 下 之、 尤も 故鄕新 に 於て、 相應に 扶助 致し 痛り 遣 候 様に、 地頭 松 

平豐麦 守 方 へ 被 仰 付、 善 八 船の^ 共 へ の 鳥目 一 ぼ 文 宛 被 下 候 主人 方 へ 相 渡 候 様、 神せ 志 摩 守より 齋藤喜 六 

郞 方へ 申 度され、 六月 二日に 一件 相 濟み松 平 後 守より 留主； 5 祌尾彥 右衛門 徒 士足輕 等 召 連れ 參り、 三 

人の 者へ 衣類 帶 鼻紙 扇 等 迄持參 致し 着用 を 致させ、 駕籠に 乘せ、 召 連れ 歸り 候、 一一： 人の 內平三 郞事殘 

り、 二人の 老人へ 殊外 親切に 致 遣し 候 由 噂 仕 候、 齋藤 喜六郞 方へ も 一一-人へ 帷子 ーづ、 吳候 よし、 此の 漂 

流の 趣 御 尊の 節、 口上書 は 今少しく 事 永く 候へ 共、 無益の 儀 致し 省略 候 由、 右喜 六郞 手代 村 W 仙 藏と申 

者の 覺書を 以て 爱に 記す のみ、 

因！！：、 難船の 事 は 年々 餘 多の 事に て不 珍と いへ 共、 中に も 怪說故 筆の 序に 記す、 頃日の 夜話に、 但， サ 

i お に 住せし 人の 語れる は、 元 文宽 保の 間 年月 は腚と 覺ぇ不 申、 位馬豐 岡に 鍋屋 五郎右衛門 (站由 利) 

と 云 ふ 船 持の 豪家 有り、 五郎右衛門 荷物 を 船 積して 二 里 半 程 脇なる 小島 村と 云 所の 船頭 次 郞兵衛 と 一ぶ 

ふ 者 受取り、 二百 石 積の 船に て 出帆せ しに、 越 前 浦の 沖に て、 難 風に 逢 ひ 破船して、 船頭 水 主 不殘死 

せりと 聞き、 五郎右衛門 無 是非 事に 思 ひ、 渠 等が 妻子 も 泣々 孝養 を營み 居る 處に、 少しく 程經て 若.^ 

小. お S 何 寺と かや 云る 寺よりの 由に て、 右 五郎右衛門 名代の 者 八 郞兵衞 の 親族 幷日ー 那寺永 源 寺 (曹洞 

, 右 与 i 々小 濱へ差 遠 さるべき 旨 飛札 来る、 何事 かと 五郎右衛門 手代 庄次郞 八 郞兵衞 甥左吉 


お；. ガぉ， r-:/ く， メ.： つお 連て 小濱へ 来り、 彼 寺へ 案內 せし に、 住持の 僭 云く、 誠に 思 寄な き 事に、 旁 を 相 招 

き定 みて 各に も 不{恭 たるべく 候、 御 渡し 申 もの 侍れば、 先づ其 次第 を 語り 申べ し、 去る 夜の また 宵の 間 

に燭燈 下に 寂寞と 座す る處 に、 誰と も 不知 男の、 年頃 幾つ 計り 身に は 斯様の 物 を 着し、 勝手 S 方より 

常に 立 入 者の 風情に て、 不圖來 て、 我 は 但馬豐 岡邊の 船頭に 候と て、 爾々 の 事 を 語り、 難 風に て 破船 致 

候へ 共、 我 は隨分 堅固に て、 洋 中に！ 能 在 候、 乍 去 荷物 愛 かしこに 散在いた し 有 之 事、 國 許へ 相 達し 度 

候、 明 R 佛 場に 於て、 貴僧へ 御 渡し 申 もの、 候、 穴 賢た しかに 御 届 被 下 候へ かし、 此 外の 儀 は 申す に 

不及 候と 云ひ畢 て、 勝手の 方へ 立 行く を、 猷も 問ん とする に、 はや 表の 方へ 出け る 儘、 伴僧 漠 等に 追 

かけさせ ぬれ 共、 忽然と して 行方 を 失 ふ、 愛に て 愚衲も 夢に や 有ん と 思 ひ 返せば、 又 さらに 現な り、 

奇特に 怪 敷も妄 相に こそと 思 ひて、 其 夜 は 臥し、 あけの 日 擅 家に 作 善の 事 有て、 其 許へ まかりし に、 

斯る物 こそ 流 寄 たれと、 掛硯を 其 座へ 持 出る、 亭主 諸と もに 改め 見れば、 莒の內 に 金子 1^ 百兩 且つ 荷 

物の 帳面、 何 角 委細の 書付 を 見る に、 前夜 来りし 男の 申し  >  に 露た が はす、 故に 亭主に 其 由 を かたれば 

亭主 も 奇異の 思 ひ をな し、 相 共に 地頭へ 訴えし 上に て、 各 を 招きた ると、 段々 の 子細 を演 て、 拉 件の 

掛視を 渡し、 且つ 永 源 寺の 事 は、 八 郞兵衛 旦那 寺に て、 往来 手形 も 被 差 出た る 由 なれば、 是亦 一緒に 

申 遣せ しとな り、 但 馬の 者 共、 倩ら 物語 を 聞く に、 一 々相違な かりし かば、 A 郞兵衛 が 最期の 一 念に 

仍り、 まさに 今斯の ごとしと 各 感涙して、 早々 國元 五郎右衛門、 其 外へ 達し、 荷物 散在の 先々 を改る 

に、 聊の遠 ひ 無く、 五郎右衛門 も不思 寄、 數 筒の 荷物の 譯 分明の 上、 右の 金子 迄 を 請 取べき 様な し、 

若 州の 寺へ 寄附して 八郞 右衛門が 孝養と せんと 申し けれ 共、 住持 肯 はす、 各 譲 合て 詮方な さに、 又々 

訴えて、 裁判の 上 夫々 へ 配分せ りと かや、 此の 事 怪力 亂神を 語る に 似 たれ ども、 一 念 凝滞 すれば、 か 

> る 奇事は 今古 ま、 多し、 然れ共 凡 佗 は 愛着より 出る のみ、 八 郞兵衞 に 於る 己が 欲に 着す るに 非す、 

管 其の 正を顯 さんと に 在り、 普通の 迷に は 似る ベから す、 忠義の 烈士 杯の 死後に 怪を 遣す 類 か、 一念 
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旣に 貫徹して、 死後に 至て 其 事 を 解す る 事、 偏に 正直の 果德 とやらん、 

〇 明智 光秀 齋藤利 三 墓の 事 

明 智日 向 守 事 は、 世に 普く 知處 なれば 愛に 略す、 古墳 洛東 粟田口 黑谷 街道より 東の 方、 路傍 北側 人家の 

裏に 在り、 雍州府 志、 山 州 名跡 志 等に も 見えたり、 前なる 家 は 町の 會所 なり、 庭に 古木 陰々 として、 其 

下に い：： き 五輪 あり、 是 光秀が 墳 なり、 僅なる 庭に 老樹 茂りて 影 闇く、 是を 伐ん と 欲すれ ども、 少 にても 

是に觸 る 者 は、 忽ち 崇り 有と 古より 申傳 へて、 聊 障る 者な し、 又 白 川 橋 通三條 下る 邊に、 能役者 (笛) 明 

田现 右衛門と 云 ふ 所有り、 然るに 明 和 八 年の 春 頃、 見馴ぬ 男挎を 着し、 理 右衛門 方へ 來り卒 談を乞 ふ、 

則 出向て 尋 之に、 我等 は 粟田口 邊の 者に 候、 乍 卒爾 其 許 御 先祖の 由緖 子細 有りて 承り 度 候、 尤も 御氣遣 

之 筋 は、 毛頭 無 之 事の 由相演 ぶ、 理 右衛門 も 不存寄 事 を尋掛 られ當 惑せ しが、 答 云 我等 事 若年に て 親に 

後れ 候 故、 先祖の 譯 一向に 不存 候、 但 亡父が 申せし とて、 老母の 語りし は、 先祖 は 丹 波の 者の 由 承し 計 

にて、 名 も 不存、 勿論 由緖 等の 儀は猶 以て 不存、 其 母 さへ 故人と 成 ぬれば、 今に 於て は 曾て 知れが たし 

と 答ければ、 彼 男 云、 我等 は 町中よりの 使に 参 候、 其の 趣 を 何れ かへ 可 申 聞 由 を 申立 歸ぬ、 现 右衛門 頗 

る 不{ 番晴 す、 何と やらん あやしき 心地に て 居け るに、 一 一三 日 過て、 叉 彼 男 来り 頃日の 趣 相 達 候處、 町 役 

人 共 御 面談 申 度と 申 候、 夫々 相 揃ひ參 候ても 目立 候 如何に 候 願く は 此方へ 御 入来 候 様 致 度と なり、 现右 

衛門諾 して 兼 日 を 約し、 彼の 町へ 行 向 ふに、 則 件の 家へ 招 入る、 年寄 五人組 出會 て、 年寄 申け る は、 声」 

に 卒爾の 事 を 申 進し さだめて 御 不審に 可 有 之 候、 此方に は 様子 有て 其て 其 許 御 先祖の 事 を 粗 承り 候、 御 

自分 は明智 殿の 御子 孫 か、 叉 は 宗徒 か、 所從の 人の 末 かにて 候、 此 家の 裏に、 右の 古墳 有れば、 則 家屋 

敷 共に、 其 元へ 譲り 申 度 候、 尤も 斯く申 上の 儀に 候へば、 家賣 得の 譯には 無 之、 町 內へ樽 一 つ 被 差 越、 

夫に て 餘の掛 り もの 一 同 無 之、 尤も 右 家に 付、 借 銀 等 懸り金 曾て 無 之、 南 禪寺領 故、 屋敷 年貢 少々 出 候 

ども、 口 H は 表 S 借屋 宿料に て 相濟候 旨、 委 く相演 ければ、 理 右衛門 大に駭 き、 其 由 緖は鬼 も あれ、 當 
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時 何の 所以 も 無く、 家屋敷 譲らるべき 段-、 甚雞及 料簡と 辭 しけれ 共、 各 一統に .是 非と も 讓んと 云 ふ、 其の 子 

細み- 1& れ ども、 其の 様子 は 不語、 3^ 衛門も 止 事を不 得、 さ 有らば 一 存 にて、 即答 も 如何な り、 h 罷歸り 一 家 

共に も 相談 を 遂げ、 其 上に て 可 致 、戌 答と て 立^れ、 せ： の 後 打 寄 相談の 上、 許容 致 返答、 公儀の 割印 も 頂戴し 

て， 相濟 ける となり、 但理 右衛門 居 宅に して は、 勝手 惡き 故、 抱 屋敷に 致し、 其の 庭に 在る 古木の 生 茂りた 

る を、 是迄は 懼れて 手 も 指 ざり しに、 现 右衛門 は 少も構 はす としきと て 皆 伐拂ひ ぬれ 共、 何の 咎も 無し 

とか や、 意 ふに 右の 町に 何ぞ 奇怪 か、 正 敷 夢想の 吿 にても 有て、 如此 成に や、 其の 子細 は 町內の 密事に 

して 語ら ざれば 知れが たし、 叉 齋藤藏 之 助 利 三 は、 無隱 勇士に て、 諸 錄を閱 に、 信 長の 隸士 にて、 明智 

が 麾下に 屬す 共、 又は 明 智が服 心の 臣の樣 にも 見えたり、 兩說 不詳、 逆 戰の時 を 以て 考れ ば、 明 智か臣 

の 如し、 光秀と 俱に首 を 梟 せらる、 利 三が 女 は 不圖も 後年 大猶 公の 御 乳母に 召 出され、 劬勞 積て 公寵權 

勢 並ぶ 人 無く、 世に 名高き 春 日局是 なり、 沒 後鳞祥 院と稱 し、 其の 墓 は 洛西妙 心 寺 塔 頭に 在り、 則其院 

を 麟祥院 と 云 ふ、 公儀よりも 別 御朱印 有り、 淀 侯よりも 釆地貳 百 石 を 寄られ、 崇敬 最 叮嚀な り、 親 利 三 

は 夫に 引替へ、 大 刑の 人 なれば、 僅に 眞如堂 東 陽 院に墓 殘れる を、 當 院主 其の 由緒 を 淀 侯へ 訴 欺く、 淀 

侯 聞 之て 爲に記 文に 著せよ と、 院主 奉じ. て 是を懦 士那波 主 (聖 護院 邑寓魯 堂) に 託す、 主 膳 院主に 代って 

章句 を 成す、 其の 記 曰、 

眞如堂 東 陽 院長 盛、 與海 松 齋藤藏 之 助 利 三 恨 學茶式 干 千 利 休 交友 幷深、 利 三 舊事明 智日 向 守 光秀 天 

正 十 年 壬 午 光秀 心 生 覬覦弑 平信 長于 京都 本能 寺 ：！：？ 長 臣有秀 吉西討 逗備中 阔聞之 回 軍 入京 誅 光秀 及 利三以 

爲 復讎、 特梟ー 一人 首級 于 粟田 長 盛 與友松 謀 曰， 光秀 不必問 惟 至 利三諠 不可 忘、 夜 到 粟田 將收丼 首級 護衛 者 

防 之 友 松 止鬪、 騷擾之 際、 長 逸 遂袖其 首 而歸葬 于院後 之 墓 域 友 松 亦 逃來、 利 三 見誅之 後、 其 _ 姿 於 安 唯 有 了 

女、 懷而避 匿、 往延 12 寺 之 山 下、 家 道 乏絶， 義故 散盡、 獨長盛 友 松、 各以 財物 給 其 衣食、 歳月 之 後賃屋 

遷置 京都、 猶尙助 資、 女亦渐 長、 初 林 八 左 衞門正 成 美 濃 國稻葉 監塵通 富 之 裔、. 臣事 信 長 見 弑秀吉 襲 職、 
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躬爲關 白 正 成 亦 事 秀吉妻 稻葉兵 庫 頭重 道 女生 正 次正定 而卒、 於 是納齋 藤氏 女生 宇右衛門 正 勝內記 正利改 

姓 爲稻葉 從其舊 也、 久 之出齋 藤氏 女 女復與 母家 居 貧 益甚、 長 盛 友 松 周 不倦、 當時^ 吉 已沒、 樂推之 運 

民 謳 歸于柬 照 宫慶長 八 年 癸 卯、 京師 賜朿 照宫以 軍號、 九 年 甲 辰 先是東 照宫 定臺 德公爲 主器是 歳大献 公生 

臺德 公之 冢子 也、 命 擧謹厚 女 徒 二十 人擇 乳母、 友 松嘗知 司服賈 人後 藤 縫 殿、 托以齋 藤氏 女 女 其 選改稱 

春 日 局、 授以 三位 亦號 三位 局、 局 其 職名 也、 十 年 乙 己臺德 公立、 即拜 軍號、 東 照君稱 大御所、 春 日局爲 

人敏辨 貞淑、 與參內 治、 元 和 一 一年 丙 辰 東 照 君薨、 勅稱權 現寬、 水 九 年 壬 申^ 德 公薨、 大猷 公立、 即 拜軍號 

如 臺德公 故事、 臨 政 之 日、 感舂日 局 意 養 劬勞之 有績、 寵遇殊 深、 凡 所復逆 多賴此 人、 所 乞 多 可、 於是徴 

林 八 左 衞門正 成 爵爲佐 渡 守、 賜 釆地ー 一 萬 斛以有 本 多 佐 渡 守 改爲內 匠 頭 釆地如 故、 秀吉沒 之 後、 正成仍 

事 柬照君 以來、 采地 三千 石、 朱お 爵號此 度 之擧、 特稱優 通、 以 宇右衛門 正 勝 爲嗣、 後 賜 薛丹後 守、 實淀 

侯 之 宗而舂 日 局 之 所 生 也、 母 弟 內記正 利、 事駿河 大納言 忠長重 道 之 女 所 生、 正 次 賜采地 五千石， 正定爲 

尾 張 侯 ほ 其 佗 以族屬 1 當 賜；^ 差、 然正成 一旦 出舂日 局、 於 是欲定 避 嫌、 更妻山 內土佐 守 之 妹、 生 $ ^勢守 

正 能、 亦 賜 釆地千 石、 卷曰局 年老 朝，， 于 京師、 禮畢之 日、 求 友 松 友松已 死、 唯 有 其 老妻 稚兒與 在 長 盛 在 皆 

贈金帛 深謝 舊恩併 叙 離合 之 感長盛 之 弟子 良海以 還、 燈々 相繼、 香華 不絶ー 一 百年、 墳營ー 歸然、 三 友 之諠、 

女 氏 之 守、 皆可傳 也、 簡犢多 漏、 史乘存 略、 併 操 現 住 東 陽院與 道傳聞 之說、 考校作 記、 冀爲 後證、 

右 明 和 九 年の 事 也、 

齋藤利 三 素 美 濃 園明智 光秀が 妹の 子に て、 光秀の 爲には 甥、 稻葉 一 徹 が^な o、 其の 子 伊豆守 利 光 は 

山 崎 合 戰の時 十六 歲 にて 野々 揭彥 之丞と 水中に 組て、 彥之丞 を 討し 勇士 なれ ども、 光秀が 軍 一 擧に敗 

して、 光秀 幷に親 利 三 を始、 其の 徒悉亡 ぬれば、 利 光 は 世 を 潜て 出家と 成り立 本と 名 を 改め 匿 居す る 

を、 後年 舂日局 登庸の 後、 兄弟の 事 なれば 尋 求て、 是を擧 し、 還俗して 御 家へ 召 出さる、 然れ共 本姓 

を！^ て改 て、 稻 葉の 氏族と 成る、 爱に 記す る 族屬赏 賜の 內也、 
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〇 孑の 字の 事 

孑の 字 を 寅の 略字に 用 ふ、 是は孑 斗と て、 軍器の 內 なり、 陣中 を 令す る 証な り (和訓 ドラ) どらの 假名 を 

誤り、 寅に 用 敷 可 笑、 

〇 牡丹 花 肯栢の 事 

牡丹 花 肖 栢は泉 州^の 人、 和歌 を宗 祇に學 び、 其 名 世に 聞え、 後柏原 院に 召れ て 禁中の 連欹 有り、 肖相發 

句な り (此 句闕) 賜 天 K 弋 中頃 は 攝の池 田に 居り 後 は揚に 在り、 大永 丁亥 歳 四 卒、 壽八 十五、 

〇 柔術の 事 

柔術 は 近 世紀 州の 關ロ柔 心を祖 とす、 其の 子 八 郞左衛 門 希世の 妙手 也、 其の 弟彌 太郞义 父兄に 同 じ、 高 

弟^ 川 伴五郞 二十 叫 歳に て、 東武へ 出で、 諸士に 術を傳 ふ、 其の 徒 千 人に 超 ゆ、 又菅谷 其と 云 ふ 浪人、 

是も 此の 術に 長 じて、 門弟 數多 有り、 一 日^ 川が 藝を 試ん と、 三 田 町 佛乘院 にて 會す、 兩徒擧 つて 見物 

す、 遂に 菅谷 川に 負て、 ^川 益々 高名な り、 

〇 里 村昌程 連歌の 事 

里 村昌程 連歌の 附 句に、 

いっくの 山に かくれ 住らん とい ふ 句に 

卯の花の さけと も 鳴ぬ 郭公 

と 附られ し を、 一座 感す、 父 昌^ 聞 居て、 4 「少し 有べ しと 也、 人々 いか 成る やらん、 此の頃の 秀句なる 

をと 申されし かど、 かぶり を 振り 給 ふま. -、 昌程 又し ばらく 案じて、 卯の花のと 五 字 文 を 執筆へ 渡さる 
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、を、 昌琢 夫に てこ そよ けれと 有り、 

卯の花 Q- ちれと もなかぬ 杜宇 

流石の 昌琢 なれば、 二の句 を 聞す はや. 

, 〇 源 語 秘訣の 事 

源 語祕訣 源氏の 大事 十 五條 


-合點 有し を 人々 感ぜし と ぞ- 


桐 竜， 卷 

夕顏卷 

あふひ 卷 

榊卷 

あかし 卷 

乙女 卷 

初音 卷 

籐 のうら 葉卷 


源氏の 服 有無の 事 

揚名之 助の 事 

大將 かり 隨 身の 事 

との ひの ふくろの 事 

まくな きの 事 

をし かい もと あるし の 事 

巾 子の 事 

朔 日頃 G 月の 事 


夕顏卷 

花宴卷 

あふひ 卷 

あふひ 卷 

うす 雲卷 

玉葛卷 

こて ふ卷 


侍 童 着 指貫の 事 

翁 も ほと/、 まひ 出ぬべき 事 

ねの こみつ ひとつの 事 

さる もしい ませ 給への 事 

わか 君の たす き 引 ゆ ひ 玉 へ る 事 

水鳥の くが に まとへ る 事 

ひの よそ ひの 事 


此內 殊に 三ケの 大事 は揚名 助ね のこ みつひと つとの ひ 袋 也、 

C 子の 日に 爪 を 切らざる 事 

昔 は 正月 子 日に 爪 を 切ら ざり しに や、 土 佐 日記に、 二十 九日 船出て 行く ほと に 曰 照りて 漕ぎ ゆく、 つめ 

いとなが くなる にと る を 見て、 日 を か. そふれば け ふ は 子 日 なれば 切らす と 云云、 

〇 書法 及ひ闕 字の 事數條 

1 三禮ロ 決と 云 ふ本兒 侍りし に、 書札の 法式 古代より 三色な り、 內封謹 上 腰 文、 內 封と 云 ふ は 文の 端 を 

切. 紐に して 上 を 包み 上書す る を 云 ふなり、 近世の 半紙に 書て、 上 包して 粘に て 封 じたる は、 古の 內封 
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の 略な り、 謹 上書 S 事、 近 はの 立 文と て狀の 頭の 方 捻り、 叉 結て 封 じ 上書す る狀 は、 古の 謹 上の 略な 

り、 腰 文 は 上 包 無して、 本紙 計に て、 紐 をす る 故に、 腰 文と 云 ふ、 今の 手紙に 似たり、 

1 我 名に は官 Q 唐 名 を 書く まじ 無禮 なり、 他 は 唐 名 を 稱 する は 敬 也、 

1 目 錄幷に 注文 共に、 端 書に 目錄 注文と 書す、 進上と 書す、 又 書く 事 も 有り、 是に 一 と 書 時 は、 下に 物 

の數 書べ からす、 下に 員數 書く 時 は ！ と 書す ベ からす、 又 一 つ 二つな と 添書す ベ からす、 た >  一二 

と 可 書、 

1 法度 書の 事、 登 端に 法度と 書く まじ、 た >定 と 書くべし、 總て 注文に 注文な し、 目錄 に目錄 無し、 制 

札に 制札な し、 高札に 高札 無しと て、 端 書に せぬ 事な り、 

一平 出、 皇祖 (謂 不及曾 高 也) 皇祖 妣 皇考 皇妣 先帝 天 子 皇帝 陛下 至尊 太 上 1K 皇 天皇 

諡 太 皇大后 太 皇^ 妣 太皇大 夫人 同皇太 11? 皇大妣 皇大 夫人 CI 皇后 

1 闕字、 大社 陵號 乘輿 車駕 觔 明 旨 聖化 天 恩 慈 旨 中宮 至尊 (謂 一 人 也) 闕庭 朝 

庭 東宮 皇太子 殿下 

1 御 霜 事、 詔書 勅書 及勅符 並用 書 日、 詔書 勅書 覆 奏文並 書 可、 論 奏及諸 衛擬舍 人並 畫聞、 皇太 

子 令 皆 用翥 n、 

平 出 は 行の 頭へ 上て 左右の 行頭と 等く 書く を 云な. リ、 闕字は 一字の 問を闕 く、 朝 庭 刺； S 伊勢 

賀茂 ん 職の 類 陵號 詔書 勅旨 聖化 天恩 龍顏 H< 氣 逆鱗 ^^感 中 一呂 春 {呂 皇太子 

殿下 等の 類な り、 若し 一行の 頭へ 上らば 不及闕 字、 叉 古事 を 引く 類 ひ 平出闕 字に 當ろ事 も、 當代を 指 

すに 非れ ぱ不及 平闕、 此の 法 古法に て 令義解 第七卷 公式 令に 出たり、 漢例 尤も 有る 事な り、 武家に 於 

て は 公方 將軍 大樹 御臺所 或は 將 軍の 御 父母 等 平 出 たるべし、 上意 御敎書 御 奉書 御代 

御世 嗣 御 若君 等闕字 可爲、 詔書 勅旨 は 同じく 論 言ながら、 重 事 を 詔と 云 ひ、 尋常の 小事 を 勅と 
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云 ふ令義 解に 詳 なり、 

1 謹 上書 幷殿叉 様 書の 事、 信 長 公 以來渐 く 書き 来るな り、 共 時分 も 謹 上書に 殿 書 も 問々 有 之し、 當 代に 

至り 様の 字 通例に 成れり、 先 は 犬 正の 頃より 弘 安の 禮法は 絶たり、 

1 昔 足 利 家 公方の 時より 直に 被 下 御 書 を、 御內 書と 云、 表 向より 仰 遣 はさる、 を 老中の 奉書と 云、 御內 

書 は備中 引合 紙 一 枚に 書 之、 封 を 常の 如く、 御 判 有り、 御 教書 は 杉 原 一 枚に 書 之、 不封表 包 を 押 折て 

墨 を 引す、 御 內書は 月日 計り 書くな り、 御 敎書は 年 號月曰 有り、 御 敎書は 管領の 狀、 奉書 は 奉行の 狀 

を 云、 又 御 下知と も 云、 

1 古文書に 多く 在 判と 書く、 其 紙の 裏に 判 有と なり、 但 在の 字 は 古代の 誤な らん、 有の 字 可然、 

一 耿は眞 名が ちに 書 を 嫌 ふなり、 假名が ちに 書 ものな りと、 

I 同じく 事 書 は 歌より 二字 下け 書、 また 左 書と いふ 事 有り、 是は 歌の 左の 方に、 此の 耿は或 人云柹 本人 

丸が 歌な り 杯と 云 ふ 類な り、 是は事 書より 又 一 一字 下け て 書くべし、 

一文字に 體 用と 云 事 有り、 時雨 ふる、 初 時雨 降る、 時雨な どは體 なり、 うち 時雨 、しぐれつ、、 し. ぐるら 

ん是等 は 皆々 用 也、 用 は 何 ケ度も 假名に 書くべし、 體の 文字 は眞 名に 書くべし、 叉 假名に 書く 事 も 有 

り、 歌 一 行の 様子に よるべし、 

1 和歌 又は 和文な ど は、 たと へばむ めの 花 を、 梅花と 書く、 の 文字 入る、 は あしく、 た > 梅花と かいて 

讀に はの を 入て よむな り、 山城 國 伊勢 國 などの 文字 を 添て 讀む習 ひなり、 

一 草紙 書 様の 事、 紙の 端よりか く 事定頼 卿の 法な り、 また 兼 載の 說に は、 面 一 片は 除て、 紙の 左方より 

書初る 通 法な り、 云々、 

一 欧書幷 外題 押 やうの 事、 物語 は 中に 押し、 其 外 は 常の 書の 外題の ごとく 本の 端に 押す、 (東 野 州 聞 書) 

ー將棊 駒の 王將、 方々 に は 點を打 事 は、 兩王を 忌て なり、 (禮記 天 無二 日 國 無二 王、 埃 囊抄に 出づ) 


1 檀 紙と は 引合の 事 也、 源氏に みちの く 紙と 云、 奥州より 渡 出す 故な り、 

一行の 頭へ、 書. まじき 假名 字、 ゃ，^ハft^りv^しっのれ^cぉもくへ等也、 又 行の 下に 書 ましき 字、 

ハ ふ卞 ほと 乙樂 堂た すな そ は， M を 力 

一 口宣と は 職 事 奉之覺 書す る を 云 ふ 內記書 之、 

1 宣命は 詔書に 似たり、 中 臣拔の 文體の 如し、 

1 勅宣と は 凡の 詔 を 云 ふ、 詔勅の 謂に 非す、 觔； SI 旨 皆 同、 

一 朝臣 を獼、 如此 書く を位署 書と 云、 位 Sff は 姓名の 上に、 官位 を 書 連る を 云、 • 

〇樂 器の 事 

1 樂 器の 事、 敍は上 管 鼓 は 次な り、 終 は 堂上 管 鼓 は 堂 下 用、 

〇 官職 位 動の 事數條  - 

1 幼 主の 御 時 御代に 政事 を 行 ふを攝 政と 云、 御 元服 後、 事 をぁづ かりまう すを關 白と 云、 本朝 攝政 は忠 

仁 公に 始り、 閥 白 は昭宣 公より 始る、 是は 臣下の 事な り、 仲哀 崩御の 後、 神 功 皇后 攝 政たり、 併帝統 

には不 入、 推 古の 御 時 1^ 戶 皇子 攝政、 齊 明の 御 時 中 兄 皇子 攝政 也、 

一 諸 太夫 は 正從四 五位 上下 也、 從四 位に 叙す を 四 品の 諸 太夫と 云、 凡 五位 にても a 位 にても 侍從 になら 

ぬ は 諸 太夫 也、 

一 左 近 太夫と 云官 は、 左 近將監 にて 有ながら 從 五位に 叙す を 云、 五位 は 太夫な り、 

1 官 無くして 從 五位に 叙る を、 無官 太夫と 云、 

一正 大納言 大臣に 任す る. の 大饗と 云 ふ 事 行 ふ 時、 其事ケ 司る 人な"、 近代 大饗 なし、 故に ル：： 權大納 言 

なり、 

一 散 位と 云 は、 位階 計に て、 官無 きを 云、 前 大納言 前 中 納言等 也、 
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「叙留 とは^ 官に 任す と雖 も、 舊官 本の 如き を 云、 大將如 元の 類 也、 

一 尸と 云 ふ 事、 朝臣 眞人 連宿禰 等の 類、 姓に 寄て 一 一十 四 品 有り、 姓 も 氏も官 にも 非す、 古へ より 其の ik^ 

に 付て 稱 するな り、 唐に は 無き 事な り、 

一. 勳士 一等、 昔 は 神祇. 叉 功 官等へ 賜 ふ、 今 はなし、 從 一等 到 十二 等、 

〇 聖護院 宮人 峯の事 

正德 三年 己 七月 一 一十 五日、 聖 護院宮 一 一品 法 親王 道 承 金峯山 御入峯 、御輿に て 寺 町 下 へ 、五條 橋 伏 見 街道 御 

下り、 御 t 衣 束 御 頭に ははね 燕 尾 被？^ n、 左の御膝元に御太刀下に紅帷子目なし縫|^^、 上に は 忍 指 御 鈴掛、 

御輿 黑塗、 總 It 繪、 金鐵 物、 御先 行列に 長 六尺 計の 大山 伏亂髮 に、 兜 巾 大髭斧 持、 其 次 引導 山伏 (先達と 

云) 塗 輿、 御 後陣、 院家 一二 人 各 塗 輿、 其 外 騎馬 諸國の 先達 山伏 井下 山伏に 至る、 凡 五 百人餘 なり、 寺 町 

四倏： y 惡 王子 社 前にて 宫の 御輿 少し 下 候て、 夫へ 被 向御拜 有り、 其 外の 舆は、 皆々 舁 下し 拜 せらる、 騎 

馬 山伏 は、 寺 町四條 上る 所より 下馬して、 件の 社を拜 し、 同 下る 町に て乘 馬す、 此 所より 新に 下馬 札 を 

建ら る、 此社は 泉 浦寺內 來迎院 より 兼帶 す、 熊 野 山 王 寺の 內 也と 云り、 

〇 靈元帝 御 落飾の 事 

同 八月 十六 ロ仙院 (靈元 帝)！； 落飾、 御 法 諱素淨 と 奉稱、 御 戒師捤 井 宫ニ品 道 仁 法 親王、. 山門 衆徒 十人陪 

侍、 勅使； 止 親 町 大納言 公通 卿 也、 一 一條 右 府綱平 公、 近衞內 府家久 公、 醍醐 大納言 照 尹 卿、 六條 宰相 有 藤 

卿、 此外諸 卿院參 出納 院麼官 主 典 代 出、 此度御 落飾 御 相伴の 衆、 園 前 大納言 基 勝 卿 五十 一 歳、 (號 義觀) 

押小路前大納ー；目公音卿六十四歳(號〇〇)淸閑寺前宰相長時卿五十七歲(號惠雲)櫻井三位兼供卿_^^^十六歳 

(號徹 源) 東久世 三位 博 高 卿 五十 五 歳 (號善 翁) 右人 道 達 へ 現 米 三十 石づ、 被 下、 御 番も其 儘 被 勤 様に との 

御 事 也、 (此時 御寳算 六十 か) 

〇 御名 代 使 上洛 人名の 事 


御名 代 使 上洛 前錄 

一 寬永七 午年 

一同 二十 未年 

一明 曆ニ 申年 

一 寬文： 一 卯年 - 

1 貞亨四 卯年 

一 天 和 三 亥年 

1 寳永七 寅年 

ー寳永 五子 年 

一 慶 安四 卯年 

一 承應ー 一已 年 

一寛 文 九 |go 年 

1 元祿十 丑年 

一 元祿 十五 午年 

一 寳永ニ 酉年 

一 同年. 

一 寳永六 丑年 

一 延寳ん 申年 


明 正院御 即位の 時 

後光明 院御 即位 

後西 院御 即位 

靈元院 御 即位 

東 山院御 即位 

春宫成 

中 御 門院 御 即位 

春宮成 

家 綱 公將軍 宣下 

家 綱 公 右大臣 轉仕 

御入內 (鷹 司 殿より) 

御入內 (有栖 川 殿より) 

桂昌 院殿從  一 ^昇進 

綱吉公 右大臣 轉任 

家宣公 大納言 Rl- 進 

同將軍 宣下 

綱 吉公將 軍 宣下 


(秀忠 公 御 使) 

(家 光 公 御 使) 

(兩 上使) 


： ほ 井 雅樂頭 

土 井 大炊頭 

酒 井讃岐 守 

松 平 伊 豆 守 

松 平 讃 岐 守 

松 平 出 羽 守 

保 科 肥 後 守 

松 平讃岐 守 

構 原 式部 大輔 

松 平讚岐 守 

酒 井 雅樂頭 

保 科 肥 後 守 

松 平 美 作 守 

本 多 中務 大輔 

本庄安 藝 守 

酒 井 雅樂頭 

松 平 隱岐守 

井 伊 掃 部 頭 

井伊 掃 部 頭 
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四 三 六 


一 正德三 巳年 

一 同 六 申年 

一 享保元 申年 

一 同年 

1 同 十 已 年 六月 

一 同 十三 申年 六月 

1 同廿 卯年 十 一 月 

1 元 文 元 辰 十 一 月 

1 寬保元 酉 九月 


家 糰公將 軍 宣下 

八十 姬君御 結納 

吉宗 公將軍 宣下 

御入內 (近衛 殿より) 

{ 永 重 公 大納言 御 任官 

春 "pa  . 

櫻 町院御 即位 

御入內 0 一條 殿より) 

吉宗公 右大臣 轉任 

(家 重 公 右大將 兼任 竹 千代 君 元服 任官) 

家 重 公將軍 {1 日； 下 

桃 鬨院御 即位 

御 入 內( 一 條 殿より) 

家 重 公 右大臣 轉任 

家 治 公 右大將 兼任 

仙 洞 御 i?. 位 


一 延享ニ 丑 十 一 月 

1 同 叫 卯 九月 

一 寳曆五 亥十 一 月 

一 同 十 辰 三月 二十 一 日 

1 同 三月 二十 I 一日 

一 同 十三 未 十  一 n:: 廿 二：：！ 

〇 鬼 丸の 太刀の 事 

鬼 丸の 太刀 は 粟 S  ロ國綱 作、 fs- の 長 二 尺 五 寸八分 有り、 .3 作直燒 |3-、 柄 は 革の 片手 卷下 胶卷、 金の 被の 

目 貫、 鍔 は 鐵の塗 鍔、 緣頭は 無地 赤銅、 鎺は 金、 切羽 は 銀、 鞘 は 革の 縫く、 み を 塗 上る、 是 は北條 家に 

, 時 政已來 代々 傳て元 弘の頃 は、 名 越 尾 張 守 所持な り (太平 記に 見えたり) 夫より 年！ ti を輕 て、 田！ 111? 長 公 


松 平下總 守 

阿 部 豐 後 守 

松 平 隱岐守 

松 平 出 羽 守 

酒 井 左 衞門尉 

酒 井 雅樂頭 

井伊 掃 部 頭 

松 平 大和 守 

松 平 肥 後 守 

酒 井 左 衞門尉 

松！ f 譜岐守 

藤 堂 和 泉 守 

松 平 出 羽 守 

松 平 讃岐守 

松 平 肥 後 守 

酒 井 雅樂頭 
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の 所持と 成り、 後に 秀吉 公へ 傳 はり、 其 節 本阿彌 光成へ、 秀吉 公より 此の 太刀 を 預けら る、 光成 是を預 

りて 研 之に は、 精進 潔齋 して 勤 之、 御 治世 以後 も、 共 儘に 本 阿 彌に被 預け 置、 將軍家 御 一 代に 一 度づ 、 

上覽 有りと いふ、 

0 花- 稻 荷の 事 

花. 咲稻荷 社、 東洞院 と、 高 倉の 間 松原 上に、 稻荷 町と 云 ふ I 町 有り、 此の 稻荷 社の 內に、 木 花 耶姬の 

小社 有り 仍て 名づ く、 松 永貞德 暫く 爱に 住して、 花-咲 宿と 號す、 

〇 堂上 方 武家 呢近 衆の 事  > 

堂上に 武家 呢 近の 家 十七 軒 有り、 是は 京都 將軍 武權 盛りの 時分より 始る となり、 其の 濫觴 は 不詳、 御 《い 3 

^に 至ても、 先代の 格， ゲ 以て 此 名目 有り、 公方 {kx 御代 始に、 武家へ 對し不 依 何事、 疎略 有 間 敷 由の 誓 害 

を 差 出す 由、 又 武家 傳奏 も、 其の 職に 補 せらる  >- 時、 所 司 代より 右の 趣の 案文 を 被 差 越、 誓 書 致さる A 

となり、 昵 近と 稱 する 家 は 

nl 野 廣橋 柳 原 勸修寺 飛鳥 井 高 倉 四條 山 科 冷泉 舟橋 西三條 竹內 橋 本 梅園 

堀川 土 御門 也、 

〇 數寄屋 庭の 事 

或 人 數寄屋 庭の 物 好 を 利 休に 尋 しに、 古詩 一 句に て 答 ふ、 靑苔日 厚自無 塵、 又 遠 州へ 尋 しに、 朧月 海す 

こし ある 木 問 哉、 と 答ら れ、 又 宗旦に 問へば 「心と めて la れば こそ あれ 秋の 山ち が やに まじる 花の 色々」 

物 好 は 心々 に替 る事斯 なん、 利 休 は 幽玄に 奇麗な り、 遠 州 は 閑 靜に物 さび、 宗旦は 柁體餘 りて 細かに 心 

付し とふる き 書捨に 在り、 

〇 將軍家 上洛の 節 道 橋の 事 

寬永 三年 六月 將 55^ 御上 措に 付、 東海道 大名 領地の rT 道 橋 掃除 等に 至る、 尤 御旅館の 結構、 各 心を盡 
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し 御馳走 有り、 就中 駿河忠 長， は、 御領 分大 井川に 浮 撟 を 渡さる、 供奉の 面々 は 此の 大 造成ろ 御馳走 を 

感ぜし に、 將 軍の. 思 召に 叶 はせられ す、 上意に は 凡 東海道 第 一 の 要害の 地 は、 此大 井川と 莒 根に 不如然 

る を 浮 橋に て、 容易 渡る 事、 其 主意 を 失 ふ 所な りと 御 不興 有しと ぞ、 . 

〇 西 丸 失火 酒 井忠世 蟄居の 事 

同 十 一 戌年 七月 十 一 日、 家 光 公 御 上洛 有り、 同月 西 丸 出火 有て、 西 丸 中 過半 燒 失す、 御 留守の 儀 は 酒 井 

維 樂頭忠 世に 命じ I 直る、 處に、 如此 なれば 忠世將 軍の 御 怒を懼 て、 自ら 罪 を 蒙て、 叙 山へ 蟄居し、 {is 

次 を 以て 京師へ 注進す、 公 聞 召て、 執事 土 井大炊 頭、 酒 井 讃岐守 を 召て 仰け る は、 西. ^ 火災の 事、 奚ぞ 

雅樂 頭が 罪と せんや、 予が治 戸に 在 とても、 火災 を遁 るべき に は 非す、 然る を K りの 城 を 開 退き、 寬永 

寺へ 入る 條、 其 心實に 心得す、 假、 我怒强 くして 忠 世に 刑 を 命す 共、 諍 ひ諫て 大切の 守 城 を 立 去 間 敷 事 

なり、 其 身の 罪 は 小事な り、 城 を 守護す る は 大事 也、 大を捐 て 小 を 取る、 是 元老た る #S 、意に 非す、 武 

の 吟味 尤も 閒し、 御 眼力に 違 ひたりと 以の外 怒らせ 給、 此段申 遣べ しとの 上意に 仍り、 兩人 方より 委 絀 

山 わ 世に 報す、 忠世拜 見して 彌々 身の 罪 を 顧み、 恐怖し、 關東御 下向 以後 も、 謹で 東歡 山に 蟄す、 南光 坊 

掉之、 種々 愁訴 有りて 漸く 御 赦免の 上、 執 權職被 召.^ ぬと ぞ、 

〇 生. 幽軒 年賀に 老人 壤會の 事 

正 德五年 未 三月；： d 戶 にて 生 島幽軒 八十の 賀に、 老人 七 人集會 有り、 

榊 原 越 中 守，： &來初 名 金 五郎  志 賀 瑞 翁 (百 六十 七歲) 

醫師  小 林 齋 (百 三十 六歲) 

松 平 肥 後守內  左 治 宗 見 (la 七 歳) 

御 旗本 初 名 權左衞 t:  石 寺 宗 壽 (九十 七歲) 

罾師  谷 口 一 雲 (九十 三歲) 
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御 旗本  下 東 長兵衞 (九十 三歲) 

浪人  岡 本半丞 (八十 三 歳) 

御 旗本 初 名山 田 市之丞  (亭主) 生 。幽軒 (八十 一歳) 

此瑞翁 は 百 八十 歲の頃 迄 存，、 S 成し 由、 享 保の 中頃 江府 殿中の 御沙汰 書に も 見えたり、 正德五 年に 百 六十 

, 七歲， こ 有れば 後奈良 院 御宇、 武將 光源 院殿義 輝 公、 天 文 十八 己 酉年の 生れ 成べ し、 i 是に 希世の 老翁な り 

世に 瑞翁 六腑 丸と 稱 する 賣藥 有り 此の 翁の 傳 なり やい なや、 但し 藥功を 以て 壽を延 る事說 無にし も あら 

ね ど、 先 は 信じ 難し、 享壽の 人に 多く 不養生 成る 入 有る ものな り、 此藥も 世 を 惑 はす 類な らん か、 當代 

も洛東 安井の 邊 りに、 何の 主稅 とか や 云る 隱士 (後に 改名) 高壽の 人な-から、 其の 壽を隱 して、 自ら 八 九 

十 翁と 稱す、 去れ ども 噺の 興に 乘 じて は、 不都合の 事 も 出て、 まさに 石 田 治 部 杯 をも覺 たる 口 振 なれば 

凡百 六 七十 歳より 下にて は 有 まじ、 此の 翁 伊賀の 產- にて、 先年 彼國 G 一揆の 事 を 有々 と 語る を、 連座の 

內に其 事 を 粗聞傳 たる 人 有て、 眉 を ひそめ 指 を 折て、 夫 は年號 何の 比に て 今年より 八十 九 年に 成れば、 

其 事 を 能く 覺給ふ 上 は、 誠の 年齢 を 明され よと 問れ て、 翁 も 笑ながら 一虚 しらけし と、 此の 類の 事 折々 

有りと かや、 隱士 にして 壽を隱 す は 入らざる 事の 樣 なれ 共、 此の 心 を 察する に 高壽の 事、 流布せば 高貴 

へ 召れ、 老後に 公武の 勤始 りなば 世の 愧 なりと m 心 ひて、 包し にや、 實 にも 間近き 先縱 有り、 享保 < 癸 卯 

年 三月 湖 日、 靈元 法皇の 御所より 高 壽の人 を 被 召、 尙齒會 を 被 催 御料 理を玻 下、 

御 姊宮暮 明院宫 御 年 I 九十) 

1.1 ^糊 水 本) 釋幽院 大僧正 有雅 (九十)  西洞院 大納言 時 成 (七十 九) 

藤 波 正 二位 景忠 (七十 七) (仙 洞 Q 女房) 大 進 (八十 二) 

醫官法 印 浦 野道 英 (七十 八)  針師 法眼 岸 本壽賢 (百 二十) 

上 北面 松 室仲觀 (八十 二)  上 北面 松 窒綱然 (七十 九) 

1   gii 二. fe 
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樂人 蜜 甲斐 守 (八十 七) 針師 高 谷 玉 泉 へし ハ 十六) . 

此時岸 本壽賢 即席の 詩 有  ， 

恭 1 御苑 松 奉祝 - 

聖壽  法眼 岸 本 惟明 

御苑 靑松尾 上遷、 靈苗獻 日 遠 差 肩、 

凌雲 蒼 色问皇 輝、 相 共 千年 又 萬 年、 

右獻之 .s 洞 院家藤 波 家 幷釋， 僧正 へ は、 松の 墨 繪に富 士綿を 添 被 下地 下の 輩へ ま、 同繪， ； 白銀 一 枚 宛 

添 被 下 之、 夫より 壽賢は 式禮の rn は 公武の 御 禮を勸 め、 鳩の 杖に すがりて、 其體勞 倦に 見えたり き、 ケ 

、る 例 を 思 ひける にや、 安井の 翁 は、 生涯 己が 齢 を あら はに 云す、 一雨 年 跡 明 和の 末に 身 まかりぬ と 聞 

ゆ 

〇 松 平 肥 後 守 脇 指 拜領の 事 

會津 城主 松 平 肥 後 守容貞 朝臣 は 寬保冗 酉年 生年 十八 歲、 美質に して 才智 有り (幼名,^ 菊)^ 德公右 府御轉 

任の 時 都 御名 代 使 を 被 命、 御 暇の 折から、 大樹 君の 佩 せらる、 御 脇 指 を、 御手 自被下 之、 i^- で HH=- 

有り 元の 座に 暫く 控 居らる、 故、 御 側の 面々 より 御 返 出 可 有 旨 被 申 時、 彼 旁 へ^ひ、 御.； 川の 御 腰 あき 

しお 差控 居候と 被 申、 依 之 早々 御 指 替を持 出、 右相濟 上に て 退出 せらる、 跡に て々 こ 御， おきしと 也、 

〇 諸士性 名の 事  ~  ■  {, 1 H 

享保 二十 九 卯年 於江戶 大納言 樣 仰の 由、 諸 大名の 家來 姓名の 分、 書 上 候 様に との 儀に： f,、 左の、 >s^々 

より 書 上る、 

藤堂大 學頭內 力 ^ お 兵 衞 松 平 大隅守 C  f  ^^^^1 

七寸 五分 刑 部 左衛門  ^  ^  ^ 
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平 田 木 * 尾 戶 位サ 


平 霜 
學 カ總: 


藏 

卿: 


>梶 さ谷ミ 好; 
^ 摩 マ 次- 津 


順 

此 
外 

東ぎ 田 
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村ゥ 
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松 平修埋 太夫 內 

酒井雅 樂頭內 

鍋島攝 津守內 

松 平 甲斐 守內 

伊達 遠、 江 守內 

紀伊 殿御 內 


松 平 大和 守內 


此外 奇怪の 姓名 諸家 

〇 陵の 事 


谷 谷 谷 谷 

サ ィ /. ショ テン ゼン 

三方 一 所 典 膳 

竹 下 太郞八 左衞鬥 

一石 八 斗兵衞 

嬉野白 石 社宗彌 次 郞 

穴 山 宮 內 兵 衛 

東海 村 舍人 

宇 知村條 利九郞 

ョ 0 フ  ヂ  セン 

了  治 泉 

ハタ  ヲノ  ヂ 

秦  斧 治 

サル 

猿 

コゥ サ a 

勾 坂 

の數多 有り 繁き故 略 之、 


松 平 陸 奥守內 

松 平 相 模守內 

牧野 河 內守內 

水 野 日向 守內 

松平備 中守內 

松 平下總 守 


フ 八幡 男 也 

.f^I屋敷跡新五郞•^f^左衛門 

ジョ  スケ 

小 助 助 助 

入 交 彌六 左衞門 

ォホヲ カタ ニラ 

大岡田 村 正 九 郞助之 進 

t ラ  タヒラ  へッ  ヘイ 

平平 平， 

#  一 i 車 戶 二 

且來賀 多 右衛門 

加 留田多 之 右衛門 

ゴ  クワン ヂ 

吳 官治 左衛門 


近世の 天子 は 洛東泉 涌 寺に、 陵赫々 たれば、 汚 Si 不淨の 論 無し、 其餘は 所々 に 散在して、 或は 模野 山林 
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保 之 介 (且來 十 村 は 紀州鄕 名 也 李 氏 吳氏は 共に 朝鮮人の 末^) 
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の 問、 或は 荒廢の 寺院の 內 杯に、 僅に 存 して、 雜人 土人の 爲に 俊し 穢 さる A 類 多し、 又 上古の 変に ま、 

g 維に 疊 して 小 丘 を 構へ、 其營 嚴に數 千載の 後 迄、 方境最 分明なる も 有り、 其 類 ま 土人 妄こ 穿つ 事も不 

能、 和 州 畝 傍の 透に 在る 陵 は 凡 如此、 夫 だに 石棺 を 穿ち あばきて、 內に 詰た る 朱 を 摩偷も 有しな り、 斯 

く 陵 S 倾壞 する を閣 るべき に 非す とて、 享保三 四 年の 頃、 其 御沙汰 有て、 京師 兩， 廳の與 力石 崎 喜 右衛門， 

入江 安お 衛 門に 被へ 叩、 畿内 近 國に在 處の陵 を點撿 させ，： れ、 备陵 圖に寫 して 玉垣 石垣 等の 修理 を み义 

安定 あらぬ 事 は、 其 逢の 領主の 方幷 地下 人へ 尋ね- 土地に 隨て 修理の 品 を 被究、 然れ共 百 餘皇の 陵、 せ、 

上 往古の 事 なれば 分明なら ぬ 事數多 有て、 年 を 超て 不成、 後年 同與カ 加納武 助、 飯 窒助左 衞門是 を 糖て 

i (遣る を 補 ひ 改畢て 陵 毎に 制札 を 建て、 或は 玉垣 或は 石垣 等 を修營 し、 後年 破賀に 及 H->、 所の 者 

より 可 i 令して 右兩人 i りて 撿之、 後 I なら ざら しむ、 但、 適、 霞に 在 陵の 分 は、 京都より 不 

指揮、 是は 其资主 S 方 へ 、其砌 達せられ しゃ 未考 (其 砌京所 司 代 水 野 和 泉 守 町奉行 山 口 安房 守 誡訪肥 後 守 

なく  ) 

麼 帝陵 左記 


神 

安 


武 

德 


.れ^|綱ー5;^^^%^の-荷纖抄_輪の上に難〇问國2^畝傍村- -在畝 iB 東 ト 一呂ち ) 

絲紗 i 給 は 不知、 神 保 主 膳 知行 所 〇 陵 除.^  fpffelll^uf 
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成 


安 
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仁 

哀 


1^國}_^吐^1れ^^多せ」葬〇同國同郎三窒付字|5-山と云小宫有、 導 多お ま不 f ？、 、 

タ とーュ 小山 有 博 多 を 誤 か、 永 井 播磨守 知行 所 〇 陵 は 除 地 ュ/" や la^T^.  ノ 

I 删 iissl^g^siiii  ，小物 成 山に. si 御代 II 良 右衛門へ 

大和 國葛 下馬 郡 片丘馬 坂 一 s〇 同國 同^ 王 寺 村に 在、 井 孫 兵 衞御 代官 所 〇 陵 は 除 地 

■SI 灘 ilmis ま禱 sl，s 川 村に 在、 字 中 山 塚と ■ か 淵 i なり、 ，池の 

； 湘，？ I 上 晬^^ t- 葬 〇 同邵奈 寺 境 內に在 字 坂の 上 山と 云 春 日の 卒= ^り 

顿辦き I 油 坂 村 H 內は IC 陵^ 年： 寅き き 3.§會| 胸^ 齢 お？ 

ま giSiifiisigfi 陽 ggi^Jis} 村 S に 陵 一ヶ所 在、 字大墓 

islMiilssiMg 寺 村 擎豪山 If 西喜本多唐 之 io 

同 城 上 郡 山邊道 の 上 葬 〇 崇 神の 下 に 記  _  . 

J ザ^ 下 ，激^ 雁 列； 池 f に 葬 〇 同 郡 超界寺 付に 在、 字 石 家 山と 一 IT 水上 大也と 一 I- 也！ g!:^ 


內國志 紀郡惠 我 長 野 西に 難つ 同 錦. II ゆ^ 野 庄ト- 原： tr, 

字-：:, 〕 山と 云、. 本 多 唐 之助領 C 陵 は^ 参 一 i  -.^ ォ —で 


. 小 官有 〇 惠我長 野 不知、 
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I  四 四 四 

功 吠, 國添 下^ 狹城盾 列 池 上 葬 〇 同 郡超异 寺に 在 〇 本 多 唐 之助領 〇 陵は除 地、 超 照 寺 分 

鄕 委細 前に 在 

祌 Ip;^ 國志紀 § 惠我藻 伏 山の 岡に 葬 〇 同 古 巿郡譽 田に 在、 藻 伏 山と も 申 傳〇 志 紀惠我 藻 

伏 山 不知、 譽田 八幡 境內、 御朱印 地の 內後 山陵 有 〇 譽田 八幡 は 則應祌 皇勸 請の 由 

德 5! 泉 國大鳥 郡 百舌 耳 原の 內に葬 0 同； pi 袖 松 村に あり、 久下藤 十郞御 代官 所、 陵 地 は^ 

奉行より 支配 立 木 等 も 同 斷〇 陵 廻り S 地 は 久下藤 十郞御 代官 (袖投 村、 中 筋 村) 石 

原 新 十郞同 (北庄 村、 添 村) 用水  . 

中 同， 同邵 百舌 耳 原の 南に 葬 〇 同 郡 上石 津 村に 在、 久下藤 十郞御 代官 所 〇 陵 は 年貢 地 〇 

百舌 耳 原 未知 

正 同 15 活耳原 葬 〇：！： 郡 中 筋 村に 在 〇 陵 地 は 裸 奉行 支配、 久下藤 十郞御 代官 所、 陵 廻 

り 荒 場 は 中 筋村領 

恭 内 國志紀 郡 惠我長 野 北に 葬 〇 同 郡國府 村に 在、 渡 遷備中 守 知行 所 〇 陵 は 年貢 地 免 置 

0  ,;;<;|酒！^び1馆原伏ぉ0„四に葬〇^^-來寺村に在、 字 兵 庫山 頂に；？ 之、 陵 年貢 地 0 

牛 頭 天 王 社に 勸 請す 北の 氏神な り、 本 多 唐 之助領 

略 :5、北郡丹北高鷲原に葬〇同郡^1^泉村に在、 秋 元 伊賀 守 知行、 陵 は 除 地 〇 丹北髙 

鷲 1^ 不知、 

寧 ^Is ま ^报 源， ま 葬^^ 郡 11^ 村に 在、 間 宫三郞 左 衛門御 代官 所、 三方 田地 は 北條遠 

江 守 土 岐圖書 知行 所 〇 陵 は 除 地 

宗 れ馳， 臈吓， 淋^ t§ に 葬 0 同 郡 平野 村に 在字片 岡 山と 云 0 傍 丘. お-杯 丘 不知 0 本 

多 唐 之 助 知行 ia:.〇 陵 無 年貢 


河 內國丹 北 郡 坡生坂 本葬 〇 墙生坂 本 不知 

大和 國葛下 郡 傍 丘 磐 杯 丘 北に 葬 〇 同 郡 平野 村 在、 顯宗の 下斷 

，！： 國 1 上 郡 三 島 藍 野 葬 〇 同 島 下 郡 太 田 村に あり、 島 上 島 下兩郡 境の 山に 陵 有、 今 島 

下 郡に 有 〇 三 島 藍 野 不知 〇 松 平紀. 5, 守 知 m、 陵 除 地. 羊 力 3, 

河內國 古市 郡 古市 高 屋の丘 葬 〇 同 郡 古市 村に 在 〇 高屋丘 は 不知、 本 多 豐前守 知行 所 

大和， 一、 咼 市^.^ 狹祧 花鳥 坂 上 葬 0 同 郡高屋 村に 在、 字 ミサ ン サイ 山、 陵 は 公義 小， 成 

山に 有會田 伊右衛門 御 代官 所な り、 鳥屋^ は 神 g 主 g 知行 所 U  Fil^^ 

同 國同郡 檢隈坂 合に は 葬 〇 檜 隈坂合 は 不知 陵 無の 由 同 郡 檜 前 村 は植村 右衛門佐 知行 所 

I 隨， M 圳娜， 納 ，腹中 尾 葬 0 同 郡 太子 村に 在 敦福 寺 境內. 1 朱印 平 山に あり、 太 

--J-WIT^PT 禾. E_ ス 1.1、 失 

同 國同郡 同所に 葬 〇 同 郡 春 日 村に 在 松 平和 泉 守 知行 所、 陵 は 除 地 

大和 國 古市 郡 含 梯！： に 葬 〇 同 郡 倉 橋 村 字 岩屋 山に 在、 會 W 伊右衛門 御 代官 所 

河 內國石 川郡碟 長の 山 田に 葬 〇！E 郡 山 旧村に 在、 字 馬 塚、 松 平和 泉 守 知行 所 陵 年貢 地 

;kゝ和國^^^r肺押坂內に難〇同國式上郡忍坂村に在り、 字 タン ノ塚、 き 田 伊右衛門 御代 

官所、 年貢 地 

齊 明と 同 帝 

Jl: 內國石 川 郡大坂 磯長に 葬 〇 同 郡 山 田 村に 在 〇 碟長 不知、 径 平和. 2^ 守 知行、 陵 地 年貢 

差 免 
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齊 明 ■ 大和 國高市 郡 越 智！： 上 葬 0 同 郡 鳥屋 村に 在り 字 塚穴、 起智 村の 東に 當、 祌保主 膳 知行. 

所 陵 除 地 

1K 智 山城 國 宇治 都 山 科に 葬 0 陵 村 は 禁裏 御料 玉虫 左兵衛 支配、 同，？^ 山 科 鄕陵村 御廟 野に 小 

宮在、 御 履 石と 申 石 有 之、 境內ー 一町 四方 除 地 宮守 竹 鼻彥三 

天 武 大和 國高市 郡 檜 隈大內 に 葬 〇 同 郡 野 口村に 在、 陵境內 年貢 除 地植村 右衛門佐 領 

持 統 天武の 陵へ 合 葬、  . 

文 武 大和 國高市 郡 檜隈安 舌！： 上 葬 〇 同 郡 平 田 村に 在、 無 年貢 地、 植村 右衛門佐 領 

元 明 大和 國添 上， 邵奈保 山 東 葬 〇 同 郡 法 華 寺 村に 在 字 宇 和 那邊山 〇 奈保山 は 不知、 法 華 寺 殿 

支配 法 華 寺 村 は 四 株、 法 華 寺 殿 海 龍 寺 南部 十一 ーケ寺 衆徒 御朱印 地 

元 正 同 斷奈保 山 葬 西 〇 元 明と 同所に て 山 は 別 字 小那邊 山と 云 

聖 武 同國同 郡^ 保 山の 南 葬 〇 同郡奈 良 町 佐 保 山 履 間 寺境內 山頂に 在、 眉間 寺 御朱印 百 石 有 

孝 謙 稱德と 同 帝 

廢 帝 淡 路國三 原に 葬 〇 同 國三原 郡 十 一 ケ所 村に あり 〇 廢帝勸 請 (野 問宮、 大 炊宫) とも 云、 

^平淡 路 守領國 の內、 陵 は 除 地 

稱 德 大和 國添上 郡 高 野 葬 0 同 郡 超 昇 寺 村に 在、 除 地、 本 多 唐 之 助 知行 所 

光 仁 大和 國！ 上 郡 m 原の 鬼に 葬 〇 同郡爽 原 村に 在 字 塚の 本、 藤 堂 和 泉 守 領地の 內、 ^地 

桓 武 山 1^ 國紀 郡 柏 原 葬 〇 同 郡 深 草 山の 內に 在、 柏 原 は 不知、 深 草 村 谷 口町 裏の 方に 在、 

公儀 茶 山の 內 にて 陵 地 御山 預り、 1111^、 八 n 川 太兵衞 


草  翁 


^ 大和 國添上 郡 楊 梅に 葬 〇！： 添 下 郡 超 昇 寺 村に 在、 字 j 

は 添 T 郡 在 〇 楊 梅 不知、 本 多 唐 之 助領、 無 年貢 地 ， 


ャケ 山と 云、 上 添 下 都 境 今 


平 

嵯 ^ 山城 國葛野 郡 峰 蛾 山 北 葬 〇 同 郡峻峨 一 一尊 院寺內 後山 在、 同 淸凉寺 寺 內&大 寺 堂 前 在、 

兩 等の 內陵歟 火 i 所 敷 難 決 

淳 和 同國乙 irsl 物 集 女 村に 葬 〇 同 物 葉 女 村に 在、 同所 車 塚 有、 禁裏 御料 一 條殿 家領隨 心院殿 

寺領入 組、 陵 除 地 

仁 明 山城 國紀伊 郡 深 草 山に 葬 〇 同 深 草 山 安樂 行 院寺內 に 堂 一 宇 あり、 是陵 とも 叉 御 骨 堂 共 

深 草 山 法 華 堂と も 云、 安樂 行 院に陵 無 之 申 傳も無 之 

文 德 同 葛 野 郡 田 邑に葬 〇 同 郡 陵 村に 小宫 あり 田 邑の舊 地 之 由、 陵 山 あり、 京 極宮御 家領の 

內、 田地 中 塚 有 除 免 

淸 和 同 愛宕 郡 粟田 山に 火葬 〇 粟田 山 不明、 御 骨 丹 波 水 尾 山上 藏、. 同 葛 野 郡 水 尾 山に 陵 有、 

字 粟田 山、 山林 は 公儀 運上 山、 水 尾 村 は 施藥院 知行 丹 波 山城 境 あり < 「は 葛 野 郡な り 

陽 成 同 國同郡 神 樂岡葬 〇 神樂 岡陵 所 不知 

光 孝 同 葛 野 郡 田 邑鄕立 屋の里 小 松原 葬 0 同 郡 小 松鄕ー i 王 寺 村に 有 之、 仁 和 寺 殿 寺 領の內 田 

地中 有 之、 陵 除 免、 小 松 里と 申 傳〇 立屋小 松原 は 不知 

宇 多 大和 國大內 山 葬 〇 陵 所 幷大內 山 不知 

醍 醐 山城 國 宇治 郡 醍醐 寺に 葬 〇 後の 山山 科と 號、 同 郡 醍醐 村 三 寳院寺 領の內 に 有、 除 地 

朱 雀 同 愛宕 郡 愛宕山 邊に 火葬す 〇 御骨提 劉き 藏、 火葬 所 不知、 同 宇治 郡 醍醐 村 三 寳院院 家 

理性 院御 朱印 地の 內、 吉田權 右衛門 屋 歸ー晏 にあり 

村 上 同 葛 野 郡 村 上 山に 葬 〇 村 上 山 不知 • 
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  SIM 八 

冷 泉 同 櫻 本 寺 前 火葬 〇 御 骨 其 寺の 山側 藏 〇 同 葛 野 郡 小 野 鄕上村 下 村に て 百姓家 側 § ^二 ケ？^ 

あり、 上 村 御 骨 藏下村 火葬 所歟、 法皇 御所 御領の 內  P ー  戶 

圓 融 同 ¥i 遞寺北 原に 火葬す 〇 御 骨 村 上 山藏、 同 愛宕 郡 大宮鄕 雲 林 院村大 德寺領 の內小 野！^ 

梅院 知行の 内に 陵 有、 此所圓 融寺舊 地 〇 村 上 山 不知  ^  r^^ 

花 山 g 城 調 紙屋 川上 法 音 寺 北 葬 〇 同 葛 野郡大 北山 村 法 音 寺に 申傳無 之、 陵 所 紙屋 川上 法 昔 

1 條 同 北^ 長 野に 火葬 ハ 御骨圆 成寺藏 〇 同 愛宕 郡 V 宫鄕大 德寺領 船！： 山の 北、 圓融 寺舊祖 

に 古 塌ニケ 所有、 I 條、 堀川 兩 帝の 間 難 決、 長野ィ 一一 長 坂 巧 科 知、 4  L.§ 1^ 

11 一 條 同巖 陰に 火葬 〇 御 骨 北山 藏 〇 火葬 所 巖陰幷 御 骨 藏所も 不知 

後 - 條 娟 sijisg 麵 1;^ 舊 sf I 同 寺菩鍵寺藏 、同 郡に 淨土 寺と 云 寺無 之 

後朱雀 ilff 齧； 寸 1111 山 謹 臺寺 境內畑 中に 有 之、 後朱雀 

後 冷 泉 岡 山 西 野火 葬 〇 御 骨 右 同、 同 郡 千 本 蓮. 豪 寺 境內北 森の 中に あり、 後冷泉 斤」 衞兩 

せ 數：^  ■ 

後三條 同 郡 祌樂岡 南 火葬 〇 御 骨禪林 寺藏- 火葬 所 不知、 禪林寺 御 骨 納所 も 不知、 申 傳も無 之 

白 同 郡 衣笠 山 東 麓に 火葬 〇御 せ 香隆 寺藏、 後鳥羽の 塔 中 蔵、 竹ョ村 安 ぶこ 申 it もせ" 

之、 E 郡 衣笠 山の 柬麓 I 寺 境內大 北山 S 川 中^ 家 爾田鮮 g 刚 P ま 卿賴 W ま 

堀 川 銷 一 i 歡瞎^ 御 骨 仁 和 寺圓融 寺藏、 同 郡 船 岡 山 乾 蓮 臺寺境 內に陵 有 之 M、 後先 
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鳥 

後 白 

安 


羽 

德 

衞 


條 
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後鳥羽 


土 御門 


山城 國鳥羽 安樂 壽院葬 0 同 紀伊郡 竹 K 安樂 壽院の 內雜御 塔に 藏候由 申 傳有之 

^艰嚷 怕， ま；^ 權 t め？^， S 國 ^ 宕郡 に宫を 立 粟田 宮と 猇、 不知 0 讃技國 阿野 郡 綾^ 

山の 峯寺 境內 乾の 方 有 之、 長 寬ニ年 八月 一 ー十六：11同郡府中&詖，っ^^_ぼ柳『1魏勃 

松 山に 有、 左右 爲義爲 朝の 墓 有 之、 松 平讃岐 {l^i 行 所 君 わ まさ I,--  ^^c 陵 緩 

m ^姻輕 15 聯^ 肩 山の 西， 映， ra. 碑，, 足 院常行 堂藏、 後に 鳥 羽 東 殿 美 一声 ；盒 塔藏、 

銷^き きき^ if き？ 1^ 仁 和 寺 御門 跡 寺 領の內 畑に 有、 年貢 地， 美 福 門 敞， 鳴 安 


同 蓮華 王 院法華 堂 葬 〇 陵 幷法華 寺 不知、 蓮華 王院 は大佛 

と 申、 一 一間 四方 堂 後 白 川 尊 險；？ ： 之  ョ r 1 お 


問 堂の 您名、 法 iii 寺 殿 


11 細 I 懇寸； S 鶴 8ifi 霞ま I、 火葬 所 不分明、 同 愛 I 船 岡山讓 I 境內 

同 國東山 淸閑寺 葬 〇 清閑 寺に 申傳有 之と 雖、 陵 地 不知、 

同 淸閑寺 葬 〇 同所 歌 中 山 境 內に有 之、 

長鬥國 赤間關 入水 故 無 葬 所 

，お ，，^沖，；，. J 火葬 〇 御 骨 山城 國大原 法 華 堂 蔵、 山城 is 野 部よ 大 M 勝 林 

g 顧 ggtl^ 有 御 火葬！ 岐國 I 海士 郡海士  f にも 社 爾ぁ 

稱^ 铜 M バ狄 一， 綱 原 法 華 堂藏、 ぼ 山 会 原 法 華 堂 不知、 同 國葛野 郡 二 

齡 P 動 陵の 由に て 御 石 f  、 阿波 國救野 1 浦 鼻 中. 11:、 火葬 |耶1 齡, 


九 
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y 德 佐 渡 國雜太 郡 H 野火 難 〇！： 骨 山 5.:^!! 大原法 0 ま藏、 山坡國 愛宕 郡大 原. 境內 後鳥羽 御 

1  骨 iij 藏、 佐 渡 國雜太 郡 竹 阳村眞 野 眞輪寺 境 に 有、 

後 堀川 山城 國 東 山 觀首寺 葬 〇 同 愛宕 郡 泉： 油 寺 塔 頭觀音 寺に も 申 傳無之 

四 條 同 泉 涌 寺 葬 〇 同 泉 涌 寺 御 位牌堂の 後山 有 之 

後嵯峨 山城 國龜 山の^ 院藥 草院に 火葬 0 御せ 淨 金剛 院藏、 後西 山 法 華 堂 金 原 法 華 堂藏、 金 

剛院舊 地 天 寵寺邊 なり、 1 一尊 院寺內 後山 御堂 有 之 

後 深 草 同 紀伊郡 深 草 山 葬 〇 所 不知、 深 草 安樂 行院 にも 申 傳無之 

龜 山 同龜 山上 火葬 〇御# 淨 金剛 院南禪 寺 金剛 峯寺三 所藏、 金剛 峯寺 不知、 同 葛 野 郡 1"哦；大 

龍 土 寸境內 御 火葬 所 不知、 同 愛宕 郡南禪 寺境內 山陵 幷 尊像 在 

後宇多 同 蓮華 峯寺葬 0 同 葛 野 郡 緩 峨大覺 寺 殿境內 後山 字 蓮華 峯と申 山に 有 之 

伏 見 同せ" 伊 郡 深 草 山 火葬 〇 御 骨 後深草 帝 法 華 堂藏、 深 草 安樂 行 院境內 とも 申傳無 之、 火葬 

所 幷深草 帝 法 華 堂 も 不知 

後^見 山城 國葛野 郡嗟峨 野に 火葬 〇 御 骨 深 草 山 法 華 堂藏、 深 草 安樂 行 院境內 に 申傳無 之、 火 

葬 所 幷深草 法 華 《.^ 不知 

後ニ條 同 北 白 川 葬 〇 同 愛宕 郡 北 白 川 村 畑 中に 陵 在、 字 福 塚、 玉虫 左 兵衞御 代官 所 

花 園 同 妙 心 寺 葬 〇 同 葛 野 郡 妙 心 寺 開山 堂徹笑 庵に 在 之、 開山 關山國 師の石 堂と 左右に 在 

後醍醐 大和 國吉野 山麓 藏王堂 葬 〇 同吉野 郡 4!n 野 山 如意 輪 寺境內 後山 陵 在、 吉野山 日光 御門 跡 

御 支き 吉野町 は會田 伊右衛門 御 代官 所 


光 嚴 丹 波 國山國 山 G 後 葬 0 同 桑田 郡 山 國庄井 戶衬常 照 寺 境. 2： の 山に 在、 玉虫 左 兵衞御 代官 

所 

光 明 攝津國 勝 尾 寺 葬 〇 同 島 下 郡 應頂山 勝 尾 寺 境内に 在、 本堂より 五町 程 柬に陵 在 

祟 光 山城 國紀伊 郡 伏 見 葬 〇 同 伏見大 光明寺 今 は 大手筋 大 光明寺と 云、 陵 申傳も 無く 不知 

後 光 嚴 同 泉 涌 寺 火葬 〇 御 骨 深 草 法 華 堂藏、 同 愛宕 郡 泉： 寺 塔 頭 雲 龍 院寺內 に 在、 安樂 行院に 

申傳は 有と 雖 陵 不知 

後圓融 同 泉 涌 寺 葬 

後小松 同斷 〇 右二 帝 泉 浦 寺 塔 頭 雲 寵院內 後山 在 

稱 光 同 泉 浦 +1^ 葬 〇 陵 不知 

後花園 山城 國# 田院葬 〇 同 愛宕 郡 西陣 扇 町大應 寺の 內に 在悲 田院舊 地の 由、 大應寺 無住 本キ. 

興聖 寺より 支-配- 

後土御門 同 泉 涌 寺 葬 

後柏原 同 

後奈良 同 

正 親 町 同 

右 四 帝陵 泉 浦 寺、 御代々 御 位牌堂 後 在 (是迄 陵改有 之) 

後陽成 後水尾 明 正 後光明 後 西 東. 3 
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右 六 帝陵 泉 浦 寺に 在り 改は無 之 

右 は享保 年中 陵 改之寫 也、 但 地頭 支 la^ 名、 當 時悉換 ると 雖も、 北ハ 時の 儘に 記 之、 假 令ば、 本 多！^ 之 助 

(郡 山城 主 十一 一 萬 石、 享保九 年 本 多 喜 十郞に 至て 早世 無嗣邑 除) 郡 山領松 平和 泉 守 領と有 は淀領 なり、 

數十 年を經 る內、 御領 私 領の割 替等も 可 有、 可 追 校、 

靈元 中 御門 櫻 町 桃園 

右 四 帝 は陵改 以後の 崩御な り 各 陵 泉 涌 寺に 在、 
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翁 草 卷之 三十 九 

〇 和 州 郡 山城 主 本 多 家 斷絕の 事 

享保七 寅年 九月、 和 州 郡 山城 主 本 多 唐 之 助 十六 歳に て 死去、 舍？ 十郞に 家督 相續仰 付ら る に、 翌八 

年 十 一 月泡瘡 にて 死去 (于時 八 歳) 幼少 無 嗣に仍 り 家名 斷減、 域 地 を 被 除、 城爲 受敢、 丹波笹 山城 主 松 平 

紀伊守 被 仰 付、 同 九 年 辰 正月 三日、 江 戶御暇 歸國の 上、 二月 十三 日 笹山發 出、 郡 山へ 被 相 向、 行 姓 騎馬 

五十、 引 馬 二十 匹、 鐵炮 五十 挺、 弓 二十 張、 長柄 五十 筋、 旗 五本、 乘掛 の士百 人餘、 雜兵千 人 上下 ョ千 

人、 紀伊守 は 紫 羅紗 陣羽織、 各騎 陣羽織 陣笠 着用、 押 (豕老 奥平與 惣左衛 門な り、 郡 山家 中 諸士は 引渡 前 

より 致 出城、 南都 法 花 寺に？ 能 在、 夫より 退散す、 城 內には 家老 用人、 其 外 役人 少々 殘 居て、 城 地 引渡 無 

滯相濟 む、 二月 十九 日 紀伊守 歸邑、 本 多 喜 十 郞江戶 屋敷 は 松 平 左 京 太夫 拜領 なり、 

0 中 御 門院 謎の 御 歌の 事 

中 御 門院 勒製謎 の 御 と 申す は、 

秋風の はら へ は 露の 跡 もな し 获の上 葉 も 亂てぞ ちる 

是を 月と 解くな り、 心 は 上の句 露の あと 無れば つ 文字な り、 下の句 萩の 上の は を 散せば き 文 宇殘る 故に 

月と 成る、 誠に 幽玄 成 御 謎な り、 法皇 御所 も、 謎 御 好み 遊され、 勅 製餘多 1^ しと 聞く 「四 國の刀 r, 師絲と 

解く、 心 は 「阿波 讃岐 伊豫 土 佐の 片名 なり 「びびび 「光國 刀と 解く、 心 は 「儲 前 備中備 後 三 國の片 名な り 一 

待 宵に 更行 鐘の 聲 きけば くるま (車) うし (牛) 「あかぬ 別れの 鳥 は 物 か は、 はなれう し (放 牛)」 是等も 法皇 

の 勅 製と 云り、 は 不知、 又 「渭北 春犬氣 江 東 日 暮雲、 是を 「藻と 解く、 心 は」 渭北春 1K 退き、 江 東 R 暮退 

く、 右 皆 返く 跡 は、 もの 一 字殘 る、 是も 右の 類 か、 

I  I  EI 五 三 
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翁  〇 唐 崎の 松^ 事 

唐 崎 松の 事、 此 本に 在る 御社 は、 大已贵 を 祭 守と 云々、 南都 春 日 大宫と 御 一 體 にて、， K 宮衞 現と 申 奉る 

昔 此の 松の 下に、 女^ 當と云 者 住り、 此 女の 勸 請す る 所な りと、 往古の 松 は、 應 仁の 兵火に 燒 失す、 今 

草 一 在る は後植 ゑた るな り、 又 六月 晦日 千日 參の 故實 は、 名 越 就な り、 昔 は 貴賤、 この 濱に むれ 居て 我 をせ 

しと ぞ、 

〇 儀 同 三 司の 事 

儀 同 三 司 は 元從ー 位の 唐 名な り、 近代 准 大臣の 後 號儀同 三 司、 然れ ども、 官に 非れば 人 數も定 りなし、 

また 辭表 にも 及す と 云り、 

〇 紫 寝殿の 柱の 事 

紫宸殿 は 皆 丸 柱な り、 徂し艮 の 方 一 本 角柱 有り、 往古 大極殿 角柱な り、 今の 紫宸殿へ、 大極殿 を 籠らる 

ろ 所以に て、 角柱 I 木殘 さると 云り、 下々 此柱を 削りて 守 袋へ 人る、 旅行に 災 なしと 云ひ傳 ふ、 

〇 內 ：^: 所 及び 伊勢 祌 (a の 事 

內侍所 御 序つ 槪ニ 合、 御正 體北向 也、 是 至極の 神秘な り、 堂上の 說に は、 御內 陣^ 向な り、 又 一 說外陣 扉 

は 北 向な り、 內陣は 丑 寅の 方に 向 ふ、 御殿 は 西 向 也、 

內侍所 平生！： 輿に 乘居給 ふ、 m 方 錦に て 包 之、 伊勢の 神體も 常に 船に 乘居給 ふ、 內宫は 八 花形の 鏡、 是れ 

陰 神の 御 神體、 外宫 璦矛是 れ陽體 なり、 前に 鶄鴿 の繪の 几帳 を掛 く、 其 次に 小車紋 錦の 御 帳 を 褂く其 次に 

翠 旅を垂 る、 其 次に 布 帳を垂 る、 

小 車 錦 は 大如錦 也 地 薄 紫に て 小き 車紋 なり、 是 伊勢 外宮 御 S なり、 又屋 形紋 錦と 云 は、 地 紅に 御殿の 形 

を黄絲 にて 織 る、 是 は內宫 御用な り 大和 錦 は 東； f 院ー 一條 南櫟 井と 云 者、 代々 織 之 錦 II 氏 本姓と 云り、 

御 子 男子 は 十五 歲 限り、 女子 は 月^ ある.^ 以て る、 朝夕 配膳 內宮に 十人內 正殿 三人， 左 御船に 男子 
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三人、 右 御船に 女子 三人、 荒 祭 女子 I 人 合 十 人 也、 

〇！K 下の 御 旗の 事 

天子の 御 旗 は 代々 持明院 家の 御预り 也、 是は神 功 皇后 三韓 御 征伐の 御 族な り、 年々 六月 土^ 中に、 莒の 

儘 出さる，， 迄 也、 

〇 八 葉 車の 事 

八 葉の 車 は 輪の 葉 八つ 有り、 常より 大形なる を大八 葉と 云、 小さき を 小 八 葉と 云、 七 葉 は 輪の^ 七つ 有 

り、 小 八 葉は轅 頸木に 至る 迄眞直 也、 御 車大工、 昔 は惣) ET 久太郞 とて、 車屋 町 丸太 町 上る 所に 居腾 故に 

車屋 町と 號す、 今 は 久太郞 は 丹 波へ 引越し、 おか 一族 司 茂左衞 門と 云 者、 上京の 本 町に 居て、 御用 を 

勤め 且御車 副に 出る、 

〇 御名 代 使 井 s^lit 部 頭に 御 料理 を 下されし 事 

享保ー 一十 卯年 樓町 帝御即 の 時、 上使 井伊 掃 部 頭 幷高家 衆 禁中に 於て 御 料理 被 下砌、 傳奏圜 大納言 相 半 

なり、 御 料理 後 御茶 下され、 小 原木と かや 云る 御茶 粟 子 出る、 是は 胡桃の 入し 菓子な り、 園 大納言 胡^ 

嫌に て 有し 故、 楊 杖に て 胡桃 を 探 出し たべられ しも、 上使 も 高 家 も是を 見て、 各 楊枝に て 胡桃 を 出した 

ら ベら れ しとな り、 一笑々々、 乍 去 武門の 麼々 ながら、 大內の 事 は 不案內 なれば、 作法 故實の 事、 覺 束な 

く斯 せられし ん實 にさ も あらん かし、 

〇 駿 州草薙 神社の 事 

駭河國 ^度 入. 江 府草雞 村に、 草 薙祌社 有り、 日 本 武尊を 祭 奉る と 云、 此所 上古 尊 東 祉の御 時 草， ゲ薙ざ 火 

を遁れ 給ふ舊 跡と 云、 右 社駿府 より 行程 二 里 計り、 吉 EI 村 南 谷 K 村 東の 方に 左り、 11^)^ 社燒 失して、 4「.,ュ 

形ば かりの 小祠 有り、 奮 社の 礎石 等殘 り、 社 傍 右の 方 大木の 楠 有り、 土人 傳ろ 處. 尊の 御 時 生 出た る 木な り 

と、 最甚 老樹に て、 共の 板に うろ 有り、 うろの 內凡 1 丈 四方 有て、 寳， 殿の 如く 其の 邀 多く 石と 成る、 或は 

.  四 五 五 
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枯朽 たる 根なる 所 も 有り、 其 上より 尋常の 大木 程なる お生じて 繁茂せ り、 世に 希有なる 大木な り、 

阔益頭 郡に 尺， y 大明 神と 云 社 り、 元は 燒半种 社と 云、 草雞と 同じく、 日本 武尊を 祭 奉る、 义 庵原 にも 

久佐奈 岐の祌 社 有り、 右 草 雞燒半 久佐奈 岐各三 社と も、 延喜 式祌名 帳に 見 ゆ、 

〇 下總 國鴻臺 の 事 

下 總國眞 田 川 弘法 寺 山 左に 八 町の 大門に 鴻臺 とい ふ あり、 曹洞派 安 國山總 寧 寺と 號す、 此 山中に 里 見 北 

條合 lir の 城 趾堀等 有り、 一間 餘の 石提 あり、 寺 僧 も 恐れて 堀を不 越、 今 は 荻 傅 生 茂れり、 大門 前に 鴻宮 

有り 小祠 なり、 口 本武尊 東征の 御 時、 此の 川端に 趣せ 給 ふに、 此の 鳥瀨蹈 して 參ら せし かば、 尊 之 を 赏 

し 玉 ひ、 此の 山 を 鳥 S 栖に賜 ひ 仍て鴻 裹と號 すと 傳說 す、 

〇 强盜 日本 左衛 門の 事 

延享七 寅年 口木 左衛 門 と 云 ふ 强盜の 儀に 付 御 令 出、 

1 せい 五 尺八 九寸程  (重 右衛門 事) 濱島庄 兵衛. 

小袖く じら 尺に て 三尺 九寸 

1 年 一 不九歳 見かけ 三十 一 1 - 歲に兒 え 候  一 月額 こ 

1 鼻筋 通り 

1 貌 面長く 

1 ゑり 右の かたへ 常に かたぶき 有り 


ハ疲 一 寸 五分 ほど 有り 


1 色白く 齒 なみ 常の 通り 

1 目の 中細く 

一 髮 (中び ん中少 そり 元 結十卷 ほど 卷き) 

右の 外 去 候 節 着用の 品々 

1 こはく びんう ろじ 綿 入 小袖 (但 紋所 丸に 橘) 下着 單物 もえぎ 紬 白郡內 じゅばん 

1 脇 指- 长ニ尺 五寸 つば 無地 ふくりん 金 もやう さめ 眞鍮 筋金 有り、 小柄な 丄亍、 生物 色々 切羽 鲕金 さや 黑 


スて  翁 


1 鼻紙 袋 もえぎ 羅紗 裏金 入  一 印籠 鳥 Q まきゑ 

右の もの 惡黨 仲間に て は、 異名 日本 左衛 門と 申 候、 其 身 は 左 檬に名 乘不申 候、 右の もの 於 有 之 は、 其 

所に 留置、 御領 は 御 代官、 私領は 領主 地頭へ 申出、 夫より 江 戶大阪 京 向 寄 奉行所へ 可 申達 候、 尤見及 

聞 及 候 は 、y 其 段 可 申出 候、 若隱 置き、 後日 脇より 相 知 候 は  >  可爲 曲事 候、 

寅 七月 

右 御 書付 江府 より 到來 候、 山城 國 中へ 可相觸 者な り、 

日本 左衛門 事、 海道 筋 幷東國 在々 を 横行 致し、 富祐の 者の 方 へ 間諜 を 人て 財物の 有無 を 能く 測 知て、 後 其 

徒數十 人み， 卒ひ、 深夜に 押入り、 を圍 み、 劍戟を 振て 防ぐ 者 を殘戮 し、. 僻に 夜 討の 如くに して 過分 

の 金銀 を 摩 ふ、 是に隨 ふ 惡黨夥 く、 近世 希有の 强盜 故、 公儀 御尋 ものに 成る 然るに、 注 兵衛事 道中 見 付 宿 

の邊 徘徊 す る 由 注進 有 之 、 公儀より 捕手 を 被 遣し に 、 其 捕 手を切 拔 て 逐電す 是 故に 彌 々 草 を 分 て搜 求ら 

れ しに、 京都 梶井 御門 跡 近習 新 參の士 に、 怪敷者 有て 召 捕られ、 穿 議を被 遂處、 庄兵衛 が 腹心の 徒、 中 村 左 

膳と 申 者 成 故に、 同年 十二月 京 町奉行 三 井下 總守、 永 井 丹 波 守より、 與カ 河合现 右衛門、 神澤與 兵衛に 

同心 を 被 副、 左 膳 を 江 府へ被 遣し に、 翌 卯年 正月 庄兵衞 事、 天に 脊く てまり、 身の 置き所 無しに や、 自ら 名 

乘て、 京 永 井 丹 波 守役 所へ 出け る 儘、 吟味の 上庄 兵衛紛 無き に仍 り、 與カ盥 律 太. 郞 兵衛、 棚 橋 八 太夫に 同 

心 を 添ら れ、 是亦 江戸へ 相 渡され、 同年 江府に 於て、 皮 兵 衞左膳 其 外 重立 候 惡黨數 人 梟首、 殘黨 死刑 等 

に被處 (右 皮 兵 衛左膳 江戸へ 被 遣 節、 所 司 代 牧野 備後 守よりも 家来 を 被 添) 

〇 洛西鳴 瀧 盲人 城 松の 事 

洛西 に 城 松と 云 ふ肓人 音律に 委し、 能く 洞 蕭を籟 き、 瀧に 對 して、 是を籟 くに 唯簫聲 のみ 变し、 瀧の 聲 

なし、 人 $： 奇 なりと す、 一 日 勃然として、 人に 云け る は、 此日 風水に 異聲 有り、 里 中 恐らく は禍變 あらんと 

人 怪で是 を 信ぜす， 城 校 は 獨是を 恐れて、 愛宕山に 登り、 院 中に 止宿す、 衆して 其 夜大に 地震して 近 s~ 
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は 勿論、 畿內壓 死す る もの 許 多な りと、 何 頃の 事に や、 年曆 不知、 寳 永の 地震 敷、 

〇 廣南 象渡來 幷に 武者 小 路實 陰 卿 默の事 

享保 十三 戊 申 六月 廣 南の 商船 象を獻 す、 雄 は 七 歳 雌 は 五 歳、 其 雌 は 長 崎に て 死す、 同 十 M 年 三月 十三 日 

長 崎 を 出で、 四月 洛に 人り、 寺 町 淨花院 に、 象 II を 造る、 象 遣 二人 名 は 潭數潭 綿廣南 人な り、 長 崎 人 も 

1 人 其の 術を傳 へて 是に 加る、 象 頭に 跨て 鐵鉤を 持て 象 を 遣 ふ、 象の 長丈餘 高さ 七 尺、 食物 は 饅頭 笹の 

葉の 類な り、 同 二十 八日 禁 庭べ 參り叉 上皇 宫に 入る、 廷に 當て拜 跪、 人 意 を 解す るに 似たり、 右濟 て東武 

に發 す、 

院 御製 

已か 名のき さらき やよひ S かけて 

武者 小路 寳陰卿 

いさやまた 見ぬ をみ し 哉 大和なる きさ 山河の 名に は 聞ても 

其外餘 多の 詠 かご 耳に て 侍る、 「今や 曳く 不一 一の 裾野の かたつ ふりと 俳諧師 仙 鶴が 申せし を も、 

其 頃 人 沙汰し 侍る、 

因に 書す 儀 同 實陰公 は、 世に 知る 慮の 歌 匠な り、 反古の 端に 見當 りし 和歌 を少 々愛に 拾 ふ、 

朝日 圓如鏡 (仙 洞 御 會始) ます 鏡 もろこし かけて 春 そと は 見る や 朝：：： T の 本つ かひ かり を 

柳 色辫春 (公 宴 御 會始) 吳 竹のう てな の 春に 色 そへ てな ひく 柳 も 萬 代 やしる 

江上 春 望  心 ある 和駄 のうら 人い かに 見ん 入江 は 春の 波 露む ころ 

忘- 戀  たのめても か はる 一一 一一 I： 葉 はつ ゐ にかく 忘る  > 草の根 さし 成け め 

夏 煙  夕け ふりまか ふ 螢は夏 かりに あまの たく 火の あしのやの 里 

深 溪餘塞  消 かての 雪の 埋木谷 ふかみ 春と もしら す さ ゆる 山風 


草  翁 


荻 似人來  露 分る 袖と 聞し は それならて そよ や 秋來る 荻の 上 風 

村 夕立  里つ き 梢 をす くる 雨の 音に 山 もとつ とふ 夕立の 雲 

薄 氷  もとよりの 淺瀬 にか  >- る 瀧の 糸 は 5 すき 氷に やかて たえぬ る 

耻人戀  思 ひ 川 人の 思 はんこと を さ へ しらす はいかに 身 を 沈め まし 

花忘老  さかりなる 色に ましれ は老 らくの 外より そ 行 花の 下道 

七 夕  岩戸より 出し 其 夜の 月 やしる 1K 津星 合の 秋の 始を 

山 花  三 芳野は 花に 句 はぬ 岑も なし 雲 も 櫻の 色になる 頃 

寄苔戀  色 かへ ぬ ものと も 人に いかて 見む 苔む す 岩の かたき 契 を 

歡遊不 限 年  八 千と せ も かきらぬ 君か舂 にあ ひてい さや もろ 人 花に あそ はん 

落 葉  さそ はる 土 音 は 時雨の 梢より 嵐を染 てち る 木の葉 かな 

,  (嵐 山の 花見 給 ふける 日む しろの すゑより よみて たてまつり 侍る)  似 雲 

けふこ に君かためとゃ山の名の嵐も花をょきてふくらん 

返 し  東 阡莞翁 


誰かた めはしら す 嵐 もよ きて 吹く 折し も 花 を 見る か うれし さ 

因 記、 似 雲 は 今 西 行と 呼れ て 雲水の 身ながら、 嵯峨 よし野に はな ほ も 心の よるべ を殘 して 

住替ん 草の 花 野の 秋 はさが 春 は よし野の 花の 下 庵 

となんよ みて、 三し ぅ院の はやしの 中に かりの いほ を むすびて、 秋は必 こ、 に 住める を、 あると し 

の 秋暮る 頃、 予も 彼い ほり を訪 ひしに、 林の 朽葉 はう つ 高く あやしの 岡 をな し、 かたへ に は あした 

に 歸る鹿 鬼の 落葉 韶分 たる 道 一 筋の、 お ほろ け なる をた つきに つた ひ 行て、 いほり を のぞきて、 ひじ 

り やお はする と 音な へ ば、 よくこ そとて まねき 入らる 、 に、 いほりの 內は、 疊ー 一帖 敷か 三帖か 忘れた 
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り、 西の方に 一 圓窓 有り、 常に かき 餅 を 食と して 自炊の 勞も なくた 丄余を 樊 する 具の み 有りて、 他 は 

1 物 もな し、 淡し き 茶 を もてなされ、 しば かたら ひて、 折 柄の よみ 駄を尋 しに， 打 ほ 、ゑみて、 さ 

れズ この頃 はさせる 事 も 侍らす、 一 日程ち かき 小 くら 山の もみち を 見に まかりし に、 峰に は I 木 も 

la- えす、 院內に はや、 色づく 木々 も 見え わたれば、 其 梢に かくなん すさみて むすびつけ 歸 りしと て 

心 あら は 峰に も 移せ 小 くら 山 ふもとの 紅葉 一 本な りと も 

と 語られし も、 三十と せ餘 りの 昔な りけ り、 

〇 茶 名 極 揃刖義 揃の 事 

茶 名に 極 揃^ 義 揃と 云 ふ は、 揃 は そろへ るの 義撰 出すな り、 極 は 最上 を 云、 ^儀と は珠 光と 云 茶人、 松 花 

の靑 香に 茶 を 詰られし に、 眞壺餘 り 持 過て 茶 炎 故、 密に 宇治へ 云 遣し、^ を少 させし なり、 是 より 珠 光の 

別儀に 仰 下さる S とて、 薄茶の 上 をば 別儀と 號す、 亦 半 一 と 云 ふ 事 は、 一 斤の 茶 HI 一 百 目な り、 夫 を 十 

に 割り 一 つ を 一 袋と 云 ふ 茶 Nl 一十 目な り、 其 一 袋 を 二つに 分く る 故に、 半 一 と 云 袋 を 半に するな り、 

〇 茶 種 を 植る始 の 事 

本朝に 茶を植 初し は、 建 仁 寺 千 光 國師、 栂 尾妙惠 上人、 同船に て 入 街し、 同時に 歸 朝す、 共 時 茶 種 を 持 

來て、 筑前脊 振 山に 植て、 岩 上 茶と 云、 叉 上人 栂 尾に 移し、 宇治に 移す、 夫より 所々 に弘 まる、 又曰義 

滿將 軍の 時、 大內 氏の 人 をして、 宇治に 茶 種を植 さしむ、 其 後 森 祝 長 井 氏の 人 茶 を 製す、 上 林 等の 茶師 

丹 波 上 林より 来て 茶 を 製す る は、 近世の 事な りと、 

〇 有德公 日光 社 參幷に 鹿 石の 事 

享保 十三 申年 四月 十一 一 曰、 將軍 吉宗公 (有 德院 殿) 日光 山 御社 參、 御發 輿、 雨！ K 黑き御 服、 黑 縮緬 御 紋付 

御 羽織、 萬 蒲 皮 御 袴、 鲛鞘 御大 小、 唐人 笠 (表 あめ 色襄 金) 被 召、 

諸國 より 集 役 馬 一 一 萬 六 千 六 百 七十 三 匹 (但千 石に 村七疋 宛の 積) 


翁 


草 一 


總御人 數个萬 三千 人ん 歩 一 一十三 萬 八 百 一二 十 じ 入、 役 馬 三 萬^ 千 九十 匹、 

n 光 御祭 禮の 次第、 

榊 四 人に て $1 覆 子 持 筋の はっぴ  大太. 詖鈴 四十 本 鳥 甲に て 歩行 

騎馬 神主 一 人 (束 帶) 幣持  朱鎗 九十 本 子 持 筋 はつび 

神馬 十 匹  弓 五十 張  獲々 皮鐵炮 五十 挺 

矢 箱  玉 藥箱 (海老 皮嗣證 武者) 百 人 

御 刀 錦 袋 入せ おひ 束帶 にて 騎馬 I 人 御 脇 指同斷 

吏 帶三騎 (五 人 神 樂男八 人 乙女)  猿面掛 装束に て 子供 三十 人 

猿 引 一 一十 人 猿 一 一十 疋  鷹師 五十人 作り 鷹 五十 居 

樂人十 人 大太鼓 鉢 十本 (わくに 入 白 張に て かつぐ) (此 中程に 大太鈹 有) 

大太鼓 眞 鍮の幣 持束帶 一 人 歩行 

賴政權 現  1^ 幣同斷  - 

東 照樯現  同 

秀鄕權 現  樂人 

(左 松 平 玄蕃頭 右 本 多豐前 守) 束 帶步行 

大太詖 

(日光 奉行) 林 備後守 大紋 歩行 

右三人の 刀 番八人 

御宮より 鉢 石 迄 行列な り、 尤 上覽、 御 榊より 先へ 日光 御門 跡 

右 御 瓧參の 委式可 追加、 
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日光 山の 祌體 社殿へ 被 爲入は 御 造き より 遙 以後の 事.^ り、 難祖 i: 在世の より 御廟に 建ら る 、所の 石 形 

色 寸法 等 迄 圖に顯 して 普く 國々 を 求 させら るれ 共、 其 石な し、 然るに、 泉 州^ 浦に て、 漁獵の 網に 異な 

る 石 を引揚 る、 同所 絲 割符の 者 倚 見 之に、 彼靈 石の 圖に 頗る 違 ふ 事無し、 大に奇 なりと して、 政所に 訟 

幷 京師 其 外 所々 (京 SH< 阪江戶 I 崎.. ー乎ダ 五ケ所の 割賦と 云) の 割符 人へ 吿之處 に、 京都 所 司 代より 右の 御 

石 を 割賦 人 共 大切に 守護して、 早々 江 府へ可 差 上旨 下知 有に 仍り、 道中 嚴 重に 警衞 し、 東武に 至る、 寺社 

奉行 衆 を 以て 獻ぜら る 、 に、 御 褒美の 上 直に 日光 山 へ 可 奉納 旨 臺命を 蒙る、 夫より 日光へ 趣き、 社殿 へ 

奉納す、 此割陚 の 者 共 は御當 〔^御 草創の 頃、 長 崎 入船 開發仰 付ら る >r 砌、 格刖御 奉公 筋 有 之 者 共 故、 公 

儀より 數 筒の 1? 絲を 年年 下され、 是を 仲間へ. 配當 する、 仍て絲 割賦と 號す、 今度 も圖ら ざるに、 大切の 靈 

石 を 獻る條 其 功 最大な りと て、 社殿 石の 間 迄、 御免 を 蒙り 參 上し、 祌供 神酒 を 其 所に て 頂戴す、 右 由緒 を 

以て、 今に 於て、 年頭. 江 戶拜禮 より、. 直に 日光 登山、 舊 例の 通に 社殿 を拜 すと 云、 

沮 右の 靈 石に、 惟 石 貫 遣 命の 文字、 儒 士那波 了 淳に被 命て 書 之と 云傳 ふ、 

〇 書家 廣澤の 事 

近世の 書家 廣澤 は、 筆 を 執る 時 心に 浮む 故人の 風俗、 自ら 筆力に 顯れ、 或は 歐陽 明か 如き 有れば、 文徵明 

に 似た る 有り 子昂卽 之と 其 折々 の 筆意 換 りて、 見る 人眞 書に 惑 ふと 云り、 常憲院 殿、 淺草 寺の 額 を上覽 

有て、 誰が 書な りと 御尋 有り、 爾々 の 由 を 申 上る に、 御稱美 有り、 浪人なら ば、 召 抱ら るべ しとて、 老臣 

敷 若年 寄の 亭へ廣 澤を召 呼れ、 書 は 孰の 流 義を學 やとの 御尋 に、 廣澤 云、 夫 書に 流 義と申 物 は 無 御座 候 

古の 名筆 皆 以て 雨に 候と 御 答申け る を、 上に 對し 不敬の 放言と や 思し けん、 重て 被 召 出御 沙汰 も 止け る 

が、 有德院 殿の 御代、 書名 世に 鳴る を 以て、 御先 手 組の 與 力に 被 召 出、 細 井次郞 太夫と 號し勤 仕す、 惇信 

院 殿の 御手 本 を も 被 仰 付 差 上しと なり、 門弟 多き 中に、 關原內 (號 思恭) 三 井 孫兵衞 (號 親和) など 殊に 純 

粹 なり、 
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0 大阪 傾城 屋幸齋 の 事 

大阪新 町 傾婉屋 茨木 屋幸齋 事、 身分 不相 ％) の 奢 を 極め、 我 居間 は 余 襖 水晶の 障子 を 輝し、 宛 も 宮殿の 如 

く、 朝夕 掛盤 にて 饗 膳の 式に 等しく、 山海 S 珍味 を 揃て 食 之、 餘多 抱への 傾城 禿陪膳 給仕す、 己が 心に 

叶 はざる 料理 をば 足 を 以て 勝 を 蹴返し、 身に は 綾羅 錦 繡を纏 ひ、 臘 虎の 敷 皮、 梨 子 地の 曲条 其の 過 奢 高 

位の 人に も 超え、 共 頃 八文字 屋自 笑が 出せし 草紙に も、 傾 械竈將 軍と 題せ し 五 冊 物に、 其の 侈 を 書け り 

我家の 裏に 公儀 地 S 有しに、 夫へ 能 舞臺を 建て、 常に 猿樂を m ぶ、 加 様の 類 重々 超過して、 享保ヨ 年 か 四 年 

に、 公儀へ 被 召 呼. 處に、 虚病を 構へ て不 出、 仍 て先づ 手錠 懸け、 所へ 御 預け、 家內 は急闕 所な り、 余 銀 財 

寳の高 は 未考、 

傾城 太夫 (三十 ヒ入) 引 舟 (三十 七 人) 禿 三十 七 人) 天神 (四十 一 一人) 禿 (四士 一人) 

其 外局 女 杯 大勢 有 之、 凡家內數.^:!百人許なり、 同 九月 三 m 吟味の 上、 ま 齋幷枠 多 助 牢舍被 仰 付、 せ 落着 

は如何相濟しゃ聞き^^：-し侍る、 其 後 茨木 屋の 家名 は、 公儀 を 憚て 相 止め、 幸 齋が子 一 人 は 京都 .i? 原に 来 

て、 新に 家業 を 始め 拮梗屋 治 助と 號す、 一人 は 大阪新 町に て大 阪屋彥 一一： 郞 とて、 今に 兩 所に 相 續す、 

〇、 江 城 御 能 開に 文句の 事 

正 德五乙 未年 四月 十七 H. 東照宮 百 回 御 忌相濟 み、 五月 十 一 日 江戸. t 城に 於て 御 能 有 之、 開口の 文句 は弘文 

院 製す る處 左の 如し、 

夫 日の 光山 高く 動かぬ 御代 はも、 年の 後な ほ 萬つ 代々 かけて 若 竹 3 葉の 生つ く 松の 綠は みさをに 

て 目出度 かりけ る 時と かや 

〇 宮城 野の 萩の 事 

宮城 野の 嵌 は木获 にて 灌木の ごとく、 尋常の 草 萩と は 異にして、 弓な どに 作る 樹 なり、 また 本 あら のぎ 

とい ふ は、 梢に 靑き 生 出で、 其 枝に 花 > 咲 ゆ ゑ 本の あら はれざる と 云 (下略) 歟. 

I —   EH ハー！ 1  . 


翁 一 


草 


宮城 野の 本 あらの 获露 おもみ 露 を 待 こそ 君 を こそ まて 

山 萩 は、 北國の 山中に 有る 木な り、 花 は 白 或は 白 紫. 咲 分な ど 有り、 其の 犬なる 物 は 凡の 柱に 成るべき 程 

の 木な り、 又 四國の 山に は、 南； 大 (0 大木 有り、 仍 に畿內 逢の 人 は 異なりと す、 

〇 伊豫 國の 十六 櫻の 事 

伊豫 國和氣 山 越 村 了 恩 寺の 林 中に 一 本の 櫻 あり、 正月 十六 日に 花 なり、 故に 十六 櫻と いへ りと、 

〇 相 國寺搏 興の 事 

洛の 相國寺 は、 慶 長年 中東 呂 再興な り、 故に 方丈 は 其 後に 東 福 門院の 御所 を 爱に引 せらる、 に 仍り最 

も 華 龍な り、 塔の 傍の 風樹々 さ 一 ー圍 許り、 枝葉 茂り 紅 黄交染 て、 餘色 絶妙な り、 是も彼 御所の 御 愛樹な 

る を 當土寸 へ 移さる  > -、 元は 高 雄 山より 召れ し樹 なりと、 

〇 富士山 人 穴の 事 

並 河 五 I 郞と 云る 浪士、 奉臺 命、 五 畿內志 撰の 爲め 上京の 砌、 道中に 於て 富士 登山の 志 有りて、 麓の 度 

子 五郎右衛門 家に {5 し、 名に しあ ふ 人 穴 を も 見む と 云ば、 五郎右衛門 大に 制し 止めて、 人 穴の 麝は 普く 

人の 申 傅る 通り、 古來 奇怪の 說 多く、 か、 る 御用に 上京し 給 ふ 人の、 其の 道中に て 自然 變 有らば 奈何、 

是非 無用の. H 止め けれ 共、 五 一 郞は其 怪敷窟 を も 見 展 てこ そ國 志の 實を 礼す 物の 本意なら めと、 五郎 右 

衞 門が 言 を 不用、 案內者 三人 連れて、 人 穴へ 往く、 嚮 I 場 者 も 恐し く 思 ひながら 、食物 水筒 is 火餘 多用 意し 

て、 さだか ならぬ 道 をた ど. り、 渐と窟 の 口に 至る、 夫より 火を燈 して 入ぬ、 內 もさの み狹 からす 人 長け 

に は 餘り唯 蝙蝠 多く 飛 かふ 計に て、 忍 ひの 外 穴も淺 し、 三十 間 計り 往 けば 向 は 岩に て 行 常る 夫より 先 は 

道な く、 向の 塞り し 所に、 一 尺 計の 小 穴お り、 杖に て 穴の 內を突 試る に、 僅 三 四 尺 程 入し なり、 此 外に 

何の^ 敷 事な し、 古より いかめしく 書 傅へ 云 ひ傳れ ども、 聊も變 事 見えす と 五 一物 語りし 由、 

〇 天地 始終 消息の 事 
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草 一 


凡そ 年月に 春秋 有り、 日に 晝夜 有り 生 有る 物に 死 有 や、 天地 も奚ぞ 始終な からん や、 邵康節 一元 を 立て 

天地 一 始終の 事 を 云 ふ、 一 元は 十二 萬 九 千 六 百年な り、 是 をば 十二に 配し 十二 會 とし、 ー會を 一 萬 八 百 

年と す、 先づ 

一日 (即 十二時) 一月 (三十日 即 三百 六十 時) 一年 (十二月 即 三百 六十 日) I 世 (三十 年 三百 六十 月) 

一 運 (士 一世 即 三百 六十 年) 一 會 (三十 運即 一 萬 八 百年) j 元 (十二 會即士 一 萬 九 千 六 百年) 

かくの ごとく、 十二より 三十、 三十より 十二と 反-覆 相乘 して 十一 一 萬 九 千 六 百年と 成る 時に 至て 天地の 終 

る 時と する の 现數と 知るべし、 佛 家に は、 成住瓌 の 四刼を 立て 箅數 をな す、 總 計す るに 十三 萬 四千 四 

百年 を 以て 極數 とす、 是は 何の 數 による 事に や、 今 皇極經 書の 數 によりて 算を 起せば、 享保乙 巳の 年 迄 

は、 混沌 未 分より して 六 萬 八 千 百 四十 五 年に 當る、 此數を 十一 一 萬 九 千 六 百年の 內 にて 引 去る 時 は、 六 萬 千 

四百 五十 五年殘 る、 此數 終て 後天 地 滅却して 又 混沌の 時と 成と 知るべし、 

初會 子會 三千 年 を 經て天 略 有り、 五 千 四百 年に して 1K 始て 開き、 七 千年に して 1K 大に 開き 一 萬 八 

1 萬 八 百年 U 曰 年に して 天す でに 成る 其 天 西北に 傾く 

ニノ 會 丑  一二 千年 を 經て水 を 生し 火 を 生す、 三千 年に して 地赂 凝て 木 を 生じ 土 を 生す、 五 千 四百 年 

一 萬， > 百年 一にして 地始て 開き、 一 萬 年に して 地盡 く、 平き 水流れ、 火炎 上り、 土石 かたく 日月の 行 道 

(有り、 定地已 に 成る 其 水い まだ 東南に 滿す、 

；  一 五 千 四百 年 を經て 人始て 生じ、 七 千年に して 天 地の 氣定ら す、 或は 蛇の 身に して、 鱗 有り 

だ  11 人 一 或は 牛の 首にして 角 有り、 或は 馬の足 蹄 有り、 潜 葉、 獸の皮 を 衣と し 毛 を 食 ひ 血を飮 む、 

一 f  ノ 百年 一人に 人倫な し、 此時 (III 本 阈常立 尊 中華 般古 王) に當 る、 

.  J 一 天皇 氏 地皇氏 人皇 氏是を 三皇と 云、 又 九 頭 記より 蔬化紀 に 至て 凡十紀 有り、 此問 卯の 會 

萬ノ 百年 1 より 已の會 に 至る、 此時 (日本 天照 皇太 神宮^ 火 火 出 見 尊) 

gH ハ五 


；， 
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第五 辰 『何 を 以て 天地の 始終 をし る や、 邵子天 を 見る に 寅の 會の箕 宿り 一 度より 午の 會の 星宿の 

一 萬 八 百年 一 一 度に 至る、 該四 萬： A 千年、 是を 以て 推て 前後 許 多の 數を 知る、 

已 已の會 の 末に 至て 伏犧 出で、 書 契 を 作り、 神 農 五穀 を 種 ゑ 百 草 を 嘗て 藥を敎 へ、 商賫を 

1 l\^E. 始め、 黃帝 干支 を 定め 律呂に 及び 內經を 作る、 堯舜曆 を 作、 閏月 を定、 五倫 五常 有り、 曰 

(本 葺不合 尊に 當る、 

第 七 午 一 夏 禹王卽 位の 後 八 年、 午の 會始 一 年に 入、 卽 開闢より 一 元 半分 六 萬 四千 八 百 一 年な り、 

1 萬 八 百年 ー日本^：！：^不合尊に當る、 是 より 貞享 甲子に 至る 迄、 凡 三千 八 百 八十 二 年 

第 八 未 f 

一 萬 八 百 ill 三 四千 年 を經て 後、 此 時に 至り、 人 五十 巳に 過た る 如 者、 血 氣旣衰 へ 天地 老矣、 

第 九 申/ 

1 萬 八 百年 ー數 謹ず 得、 

第 十 酉 I 六 千年 を 經て後 懦道衰 へ 神仙 俱に盡 く、 存 する 事無く、 釋談に 云る 井に 烟を 生し、 樹に火 

一 萬 八 百年 一生す ると は是 なり、 

第 十 一 戌 I 三千 年に して 日月 行す 星辰し かす、 五 千年に して 後、 天 大に昏 く、 六 千年に して .rK 壞 H 

〇  1 月 星辰 常な く、 一  萬 年に して 此時大 壌盡、 

第. H 一  貧 (五 千年に して 此 時に 至り 水流 下らす、 火 また 炎上ら す、 土 凝結す、 石が たからす、 六 千 

^萬 \ 百- r 一年に 比して、 此 時に 至て 地闔 了て ！萬八 百年に して 天地 萬 物 却て なし、 又始て 循環 窮な 
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々曰 孺子有 句 邪 正 由 對曰有 之 即書以 呈几上 其 句 曰 ほの にさく 朝顔 や 垣の 本 翁 嘆 

其 秀逸 而施 長點誘 之以爲 弟子 也 翁 辭世之 後 正 由渐ー 一十 歲隨 木！！ 三 之 而傳習 其 遺事 兼學和 

歌 而深究 其 奥 故 耿道之 門人 亦多于 諸國矣 

又 曰 此翁病 將死之 時 欲書辭 世詞而 不能 起 使扶牀 之人掀 料紙 而臥拈 筆 書 其詞曰 を はり ま 

で 筆 を はなさす ゆく 水に 數 かくよりも 我、 ぞ はかなき 又 有 狂耿曰 かり 置し 地 水火 風 も 

かへ すなり 何も もたねば 殘念 になし 如月 一 一十三 日夜 半 書 畢忽瞑 
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松 堅 


晃山 


!L 藤 谷 氏 初名號 良好 後 改兼字 號仰雲 軒乂自 稱桂 翁元祿 十四 年 辛 巳 十月 二 汁 七が^  八十 七 

,貞^ 戲 曰貞兼 勘令德 化；^ 也 人 訝 其 犯 貞字於 是令德 誘 之 以使視 師翁而 爲直弟 云々 辭世 月 は 

彌陀 ほざつ や 一 一十 御來迎 


. 西 角， 


方 


. 正式 池 田 氏 和 州 郡 山人 

ィ 一一 貞兼 正式 ノ間ニ 德元未 得 玄礼加 友- 

. 日 能 越 前 本 勝 寺 


-養ヲ 列 シヲ江 戶五哲 トス 


-道節 末 吉氏攝 州 平野 人 

-貞宜 中島 氏號 蝶々 子 初季吟 門人 而後 爲直弟 移住 于東府 

-宗畔 馬 淵 氏 

-元知 西 田 氏 

-未得 石 田 氏 號乾堂 東府人 

-可頼 靑地氏 

-是誰 池 田 氏 播州 姫路ん 


正 胤 友 重 良 貫 
在 及 仙以保 風— 


加 藤氏 號空門 子 

片桐氏 或 曰 元 令 德鬥人  、 

谷 口 氏 

有 馬 氏、 y 州 人 

岡 本氏備 前人 

小 原 氏 元 西武 門人 

右 正式 以下 數人皆 鼻祖 許可 之 點者也 其 家譜 不詳 門人 傳系 絶無 但贞宜 未 得 之 孫 弟 在 于東府 今存矣 

〇 荒木 田 支流 譜 

^勢 山 田 神官 荒木 田 氏 號園田 長官 善 連 耿瓮嗜 俳諧 IK 文 十八 年已酉 八月 八日 卒私曰 卒去 年 

一^お— 紀有異 說苟由 一 說而載 之 又 不審 行年 幾何 

き , 杉 田 勾當 伊勢山 田 人.^」 遠 慕 守 武之俳 虱 雖異世 同道 如 師弟 老後 每受貞 德翁之 添削 寬永七 年 庚 

i 一  午 六月 二日 殁八 十三 非點者 I  ：:  ：  ノ 


，寿 拿お I 伊勢山 田 人 杉本吉 太夫 光貞 妻 也 正 保 四 年 丁亥 ヒ月ニ  g 殁 六十 £  • 

ま"？，  一  ISS 家 之 集 記 光貞 妻者此 女非點 者；—  ：；，  I 

ま P 岡 西氏備 前人 也初號 一 有後改 惟中 號 一 時 軒 後 爲宗因 門人 元 祿五年 壬 午 八月 十日 沒于浪 華 行 

翁 一 jis- 年 不詳 


伊勢松 坂 人 也 不審 其 苗 氏 或 曰 驛亭之 娼曾師 美 津女舉 俳諧 雅趣 不歌 丈夫 惟中 去 鄕住于 浪華 

一— 固 女 之 日 迎之爲 妻 中沒後 移住 于柬 屬 其角擧 芭蕉 流 後經廻 京師 塾 ii 浪華 而復歸 于享保 十 一 年 丙 

ま  午 四月 二十日 殁七 十四 
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〇 宗鑑 家譜 

> 宗鑑 


J  ニ郞範 光善 連耿 故： H 足 利 家 浴 恩 澤復難 染居亍 城 南山 _tiL せ^ I 

國琴彈 山 邊而假 ト居號 一 夜 巷々 4 「爲 寺尙存 fa^ 永 

一 f 望？ SI ぉ顏 sissli はおち 7 と 人の i ふなら ばちと 用 ありて あ 

の 世へ とい ふ 


支那 氏 江 州 人^々 黨也 

庵 跡 今 見 在 頃 年 趣 于西國 


II： 示 因 


世傳 宗因學 俳諧 於宗鑑 云々 或 日， 之 w?^^ 獨爍 预 fS! 徘纖； ^贿^ 踪 

^^^^^ 一  翻 ^侮 翁 又號^ 翁 江 北. 人 葡人也 曾 慕宗鑑 法ぎ？ 之 風流 往學速 歌せ.^ s^^.s 

细 麵,。 お 逾 li^fs 東 "4. 舆立擅 林 1 風 信 德桃靑 等 黨之或 日.：  一 ま 維： J 

耐麵 おき 鎖 力 觀林風 又 或 曰 宗^ 出 自連敎 而立 俳諧 實是 一 派 之 鼻 «  J 坛 仁に 

紅 鶴 鶴き お ，^之 後 r 里 村家赛 fil?^ ぶ？^^ 姻 wra 曰 ほ 附^り 1 

幅鹏 晴^ 觀, awwim  ，ぼ： Mi 底 也 世人 以之推 謂 人 重 賴之門 者 乎 叉』」 B 因 依 維 舟而得 俳諧 之 

I 御^ • 細 ll^isk^ き ％ 之支證 天 和 一 一年 壬 戌 三月 一一 十 A 日殁 七十 三 

私 曰 右一 一記 ス跳 系ハ 近年 千載 堂 丈 石 カ編ル 俳諧 家譜 二 倚ル、 爱-記 ス所ハ 其繁ヲ 省キ、 管 鼻祖 俳 壟 直 弟 

ノ譜ノ ミ拔萃 セリ、 尙委キ 二 至 テハ、 丈 石 力 本書 ヲ可 見、 但丈石 力 募、 タル ハ大皆 點業ノ 弟子 ノミ、 不業 

ノ人ハ ，二，， 瓜 タリ、 是故 一一 芳名 ノ人 多ク脫 之、 將彼 書ヲ管 見スル 二、 系統 不分明 ナルヲ モ不涉 較正、 當 

時 稱スル 儘 一一 記シ、 或ハ殁 年等ノ 相^ モ見ェ タリ、 如是 ハ後^ ヲ需 モノ 也、 此外東 府露沾 子 (奥州 岩 城 

領主 fli 氏】 ノ 弟子 沾德カ 類、 爱-脫 スル者 不少、 佗 日 可 追加、 ， 
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翁 草 卷之 四十 一 

〇 仙院 尺八の 一 手に 勒名を 賜 ひし 事 

仙院 (靈元 法皇) いまし 給 ふ ある 秋の 暮っ かた、 御苑の 高殿に て、 御 つれ/, 御遊の 折から、 何 地と 

もな く籍の 音の 風に たぐへ て 吹 送れる、 共 聲怨が 如く 慕 ふが 如く、 た ならぬ を院 聞し 召て、 御 はしへ 

勒 有て、 其籟の 行方 を 求めさ せらる.^ に、 仕 丁の 輩 御 築地の 裏、 京 極 街の 遣りへ 立 出 みれば、 獨の普 化 

僧の 街 を 通る 手す さみに てぞ 有け る、 ^渠 をい ざな ひて 御所へ 歸り參 り、 かくと 奏すれば、 今の I 手 は 

何と 云 ふ 一 曲な り やと 人して 尋 させ 給 ふに、 薦僧 云、 唯今 吹す さみ 候 は、 名の ある 曲 にても 候 はす、 何 

となく 秋暮の 物悲しき に 感じ 候て、 時の 調子 を はからす もしら ベ 候の みに 御座 候と. E. 上れば、 其 者 能に 

堪 たりと 歙感 有りて、 渠が 名を尋 させられ、 今の 一 手に 夕 暮と云 ふ 勅銘を 下さる、 儘、 此 後に 一 曲に 定 

むべ しとの 御 事に て、 御 かつげ 物な ど を 賜 ひ、 時の 面目 を 施し こも 儈は 退出せ り、 夫より 此の 一 曲 を 端 

手の 組に 入て、 今 も是を 吹と かや、 其 こも 僧 は 鈴 木 了 仙と なん 云る、、 正德享 保の 始迄も 有し、 尺八の 

妙手な りと 承り 侍りし、 

〇 投 前の 昆布の 事 

或 侯 家の 陪士、 主人より 松 IS への 使者 を 蒙て、 彼 表へ 立 越え、 何 角 用 向 無 滯相濟 み、 歸椅の 時、 松 前 侯 

よ n 殊に 今般の 功勞を 賞せられ、 彼士へ 昆布 一本 を 賜の 段、 其 家の 長より 達之處 に、 使者 心 裏に は、 喪 

賞の 微 なる を 怒る と雖 も、 流石い なむべく も あらねば、 不快ながら 請 之に、 家長い ふ、 右の 品 は 跡より 

船 便宜に 江府 御屋敷へ 可 着 由な り、 かくて 使者 は 江 府へ歸 居る 處に、 其 屋敷 は 船 入の 邊 成しが、 或 朝 着 

船 有て、 大荷 を引揚 る者喧 く、 長屋へ 聞 ゆれ ども、 何 心 も 付す よそ 事に 聞な し 居け る處 に、 其 船の 船頭 
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何某 か 長屋 を尋來 て、 昆布 着船せ り、 如何 可 致 やと 問 ふ、 彼士 不案內 なれば、 唯 尋常の 物と 心得、 是へ 

持參 すべし と 答ければ、 船頭 云、 拉 は 兼ての 御用 意 無 之と 相 見 候、 中 々左様の 容易の 品に は 無 之、 大そ 

う 成る 物に 御座 候、 御 不案內 に 候 は^、 當 所の 問屋へ 此方より 相 賴み宜 き 様に 取 計 可 進 やと 申す に仍 て、 

其 意に 任せ、 問屋へ 相 捌かせければ、 閂 屋是を 請負て、 夫々 に頒 ち、 其價銀 三十賈 目 計りに 成りけ る を、 

彼士へ 渡け る、 彼 士も始 の 怒に 引替へ、 おも ひ設ぬ 過分の 金銀 を 得て、 殆ど 喜びけ ると かや， 松 前にて 

昆布 一本 を 賜 ふと 云 は、 格^の 譯に 非す して は 無 之 事と ぞ、 昆布 一本に も 大小に て 犬に 遠 ひ 有りと 云、 

〇 水 野 山城 守 士の謀 判の 罪 を 問 は ざり し 事 

水 野 山城 守 (釆邑 六 千 石) は、 始十兵 衞と號 し、 若き 時 はは さら を 好み、 角力 取 を 抱て 徒士 とし、 奴 僕 

迄 も 究竟の 壯者を 揃へ て、 供 立 爽に振 立 させ、 假 初の 事に も 肱 を 張り、 我心に 應ぜぬ 事 は、 上へ 對 して 

も 無 憚 所 放言し、 無隱 男伊達の 名 を 取し 人な りしが、 稍 年長け 物 ごと 次第に 穏便に 成て、 後は兩 番頭 を 

蒙り、 山城 守と 改名し、 勤 功 せらる、 處に、 自分の 組 何某と かや 云る 御番 衆、 差 詰る 事 有りて、 余 子 を 

他 借 せんと 欲すれ 共 自力に 不調に 仍り、 山城 守の 名 を 偽て 謀 判し、 其 身 は是を 世話す る體 にもて なし、 

金子 百兩 調達して、 要用 を辨 じぬ、 旣に期 月に 至り 金主 返濟 を責れ ども 奈何 共す る 事 不能 故に、 金主よ 

り 組頭 某へ 此段 を訴 ふ、 組頭 聞屆て 山城 守へ 達す、 M 山城 守 彼 某 を 呼て、 尋之處 に、 爾々 の耍用 有て、 

懸命に 及 候に 付、 金子 才覺 仕と 雖も、 一 向 不調 候に 付、 不得止 事 御名 を僞 り， 御 印形 を 蟹せ 畢ぬ、 無道 

の 事 露 顯の上 は、 覺悟 仕ぬ、 相 當の罪 を 可 蒙と、 少も わるびれす 白狀 す、 城 州 倩. 聞て、 聊の 陳謝な く， 

尋常の 白 狀責て もの 事な り、 委細 承ぬ とて 其 士を差 返し、 組頭 を 呼て、 右 借金の 事、 自分 印形 有 之 上 は、 

自分より 返金 致さば 事濟 なん や 否と、 組頭 云、 畢竟 左樣 にさへ 有 之 は、 普通の 事な りと 云、 城州然 らば 

某より 金 を 可 返と て、 金子 百兩貸 主へ 相 渡さ るれば、 勿論 金主 も異 儀な く 金子 を 請 取、 證 文を戾 し事濟 

ける、 其 後少程 過て 右の 何某 事 平日 行跡 不宜事 有 之 問、 御 潘を被 除、 小 普請 入 可 被 仰 付な りと 相 伺 けれ 
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は、 其 品の 御 钆明も 無く、 伺の 通 仰 付ら れ ける となり、 城 州內々 にて 被 申し は、 一組の 事 は 飽迄も かば 

はる i 事 は 可 取繕條 勿論な り、 况ゃ 僅の 金子の 事に て、 侍 I 人捨ん は、 頭た る 者の 本意に 非す と 被 申し 

を；^ 聞し 人 感じて 語 之け る、 

0 松 平 下 總守忠 明の 行狀 

播州 姬路 城主 從四品 拾 遣 補 闕前總 州 太守 源 忠明卿 (年 六十 二) 行狀、 

山 西 出將、 山 東 出 相、 風土 之 偏 也、 使之然 乎、 治世 出 相、 亂世 出將、 期 運 之 數之然 乎、 文武 之 才常難 得 

如此、 蓋稽之 古昔、 盛 周 之 十 亂大漢 之 三 傑、 世以爲 盛事、 下 此^ 麒麟 之圖、 雲臺之 丹青、 一善 一能、 皆以 

顯 榮矣、 爱前拾 遣 補 闕總州 太守 源忠明 卿， 世將種 也、 其 先 出 于兒玉 之 族、 父 前 作 州 太守 奐 平家 昌、 母 盛 

德 夫人、 前 大相國 家 康公摘 女、 以 fKl^ 十 一 年 癸未、 生 太守 于參州 設樂郡 平 井邑、 生 而聰敏 、長而 英武、 具 

瞻之 器、 出于 天 成矣、 年 六 歳， 家康 公視 寧馨之 不凡、 養爲 子、 含 飴 之 愛、 異伦、 十 歳 賜 食 邑于上 州 長 根、 方 

長 順 事、 上 養老 之敎、 存敬兄 愛 弟 之 道、 其 守 己 也 信、 使 下 也 以禮、 太守 之溫潤 也、 於是可 見、 慶長庚 子 

秋、 太守 十八 歳、 從家康 公 SI 于 濃州關 原、 公 以其慈 孫 故 置 之 麾下、 不容 妄發， 是以雖 無血 匁 之 功、 猶懷枕 戈 

之 志、 1 一十 歳 又 封 參州作 手 一 萬 五千石 【割 註】 中華 以所藉 戸口 多寡 計 地 之 大小 吾邦 以所納 租粟量 數較地 

之 廣狹」 是 先人 墳墓 所在 也、 惟孝 之 誠 感動 天 心、 於 是存累 祖之典 刑 【耀晝 錦之榮 光、 前後 八年于 此矣， 其 問 

或朝駿 之府、 或 貢武之 城、 述 職勤衛 一 日 不馒、 二十 八 歳增封 勢州龜 山城 萬 石、 庇磨士 衆、 保育 幼 孤、 常 

欲 立 功于變 事、 三十 二 歳 甲 寅 冬， 大阪之 役 太守 又 從家康 公 在 軍、 旣而兩 軍 相 和、 修盟于 城下 而歸、 明年 乙 

卯 夏 公 再征 大阪、 太守 爲 一 方 都督 軍事、 濃國之 軍旅 悉歸 之、 一 柳 城門 郞德永 左 典 厩、 遠山 久左衞 門 尉 等、 

在 太守 之 列 伍矣， 五パ 五日 太守 道于 大和、 進兵陣 于河內 國府、 前 有 I 山 越、 翌日 昧爽、 大 阪軍將 後藤 又 兵 

衞尉 等、 帥 軍 而来 前、 太守 陟山、 興 後藤 挑戰、 遂擊而 走 之、 斬首 三十 餘級、 太守 軍 吏 山 HZ 十 郞兵衞 尉、 

菅 沼七郞 右衛門 尉 等 死 之、 太守 加 失 右左 手 而心猶 不屈 也、 騎士 百餘 旌旗數 十旒、 知 小 之 不可 敵大、 轉虚爲 
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實、 變正 爲奇、 整 兵于藤 井寺、 以備敵 人之來 也、 少 問大阪 援兵 四 萬餘來 于此、 雨 軍相對 不敢爲 先、 已.€ 

敵 人欲 引兵而 去、 旌旗 亂繞、 士卒 變動、 太守 欲 尾而摩 之、 於是 使人于 後 M 林忠輝 卿、 進軍 趣戰、 招仙臺 

黃門 正宗 曰、 敵人將 退請擊 之、 而彼多 我 寡、 不足 抗之、 願君爲 後援、 我爲 前隊、 正宗 不肯 曰、 其 孿兵也 

應節爲 善、 彼將退 其勢已 成、 我擧 後矣、 欲戰 不可 得、 且自此 距大阪 行程 三十 里、 不獲 已而驅 之、 刖昏而 

得 執 下、 時彼爲 主我 爲客、 彼 爲佚我 爲勞、 日 募 道窮、 後難 將至 巳矣、 勿復 言、 1: 請 之、 掉 _1 而不 顧、 途 

議罷矣 、惜 乎、 此日隨 太守 之 言、 則 逆 儔 蟹 一 遣 矛 矣、 正宗 面 折 之、 而心竊 美 其 神武、 從此締 忘年 之 交、 越翌 

日萬國 四面 進 兵迫于 城下、 太守 抽身而 先登、 直 入城 中、 斬首 六十 餘級、 俘戢之 功、 於是居 多矣， 此日城 放 

大、 飛焰蔽 天、 灰塵 滿城、 咸陽之 紅 可 幷按焉 、家 康公感 太守 之 大勳、 同年 六月 初， m 、賜 封 火 阪十萬 石、 特表 

.1 馬之勞 也、 裂 城 分地 之 賞、 首于 此矣、 太守 不日 而遷 大阪、 問 亡 國之墟 顧 敗軍 之 場、 E 野曠而 不毛、 村 

落寂而 i 呷  1;、 唯 見 人馬 麼爛、 狼藉 街衢 而已、 於是蠲 焦土、 除 枯骨、 疏池隍 平 郊壘、 經之營 之、 三 里 之 城 

七 里 之郭、 不幾而 成矣、 市人 安 行旅 出 塗、 城下 之 見 戶日滋 不經歲 而過萬 家、 法 約 三 章刑審 五^、 號令遍 

行、 吏お 得 所 太守 之 政治、 於是籍 茶矣、 居 之 五 年、 先 是丙辰 四 年、 家康 公薨于 駿府， 大相阔 征夷 大將 軍秀忠 

公代 立、 於 是元和 已未秋 轉封遷 和 之 郡 山、 增秩贰 萬 石、 專爲邦 畿之里 寄、 兼領 南！； 之 藩屛、 太守 相 其 比 之 

^陋 也， 招士廣 居、 構 字 結屋、 ：1^<戶#_ 密、 生齒繁 育、 阡陌墾 問、 而地利 不廢、 溝洫脩 築、 而水早 得 便、 

加 之 不奪農 時、 愛 財 節用、 居 者 守 積 倉， 行者 窟镞 糧、 都下 殷阜 十倍 曩時 矣、 太守 之 川 心于民 也、 可 謂 至 

矣、 寬永乙 S 冬 朝 東武、 明年 五月 辭武 城、 秀忠公 手自賜 靑木鄕 (寳刀 名〕 驗功課 之最、 示 寵異之 誠、 太守 歸 

國、 QJ 後 比 年大聘 三年 一朝 相 繼而不 お J、 辛 未 秋 朝 東武、 于 時秀忠 公， 1 疾、 明年 正月 薨， 當斯時 今 之 大君 

年猶壯 也、 太守 先 後三年、 勤省武 城、 與聞 政事、 凡 朝廷 有 疑 isT 則 召而問 之、 太守 擧前朝 之 故事 對之、 指 

《拳 合 節、 如 記錄之 備參考 也、 衆 皆 歎 服焉、 人 掌 機密 出領 藩鎭、 太守 之 事 上 也、 可謂備 也、 於 是海內 安 如 

覆孟、 靜如 泰山、 太守 徐々 而退守 愚 致忠、 而不失 天 下 之 功名、 太守 之 操 心 也、 可 謂 明而哲 也、 癸 酉春大 
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君 使 太守 歸國治 私事、 時賜晚 櫻、 (碾 茶壺 名) 表 太守 之勞 也、 始終 恩賜 不知 幾千 萬、 是獨擧 其 重器 而巳、 

丙 千 冬 朝鮮 國賀 大君 之 新 立、 使 三 使 航海 而来 聘、 時 太守， E 武 歸國、 逾 ：！！： 會有 朝^ 來使 事、 星言卉 波、 直 

至武 城、 太守 與 一 二 之 執事、 共傳 國命于 彼、 因：.； 苎ニ韓 知 太守 之 威名 矣、 己 卯 三月、 增封 播州 姬路 十八 萬 

石、 專任 四方 之 節度、 旁 招 ra: 方 之 客士、 虎賁紕 靴倍于 往昔、 前後 六改 封、 於 是封境 益大、 經界 漸廣、 水 

陸 之 咽喉、 舟 車 之 交衢， 窒津在 西 明 石 在 東、 武夫 臨濱而 虎視、 戍卒 守門而 誰何、 太守 之備于 不虞 也 如此、 

此 年南蠻 之邪說 流言、 我 邦 眩亂愚 fi 欲 伺麈而 入寇， 朝廷 憂 之、 深 禁其說 、制 之 邊塞、 故 使 太守^ 警邊 事、 

是以 常置 諜于長 崎、 折 蠻賊覬 覦之策 1 若 有 第 于邊、 卒欲發 兵而應 之、 平日 備船楫 之 具、 待 不時 之變、 

然兵介 居 千里 之 後、 折衝 千 規 之 前、 非 神 謀 奇策 不能 决矣、 假令 太守 之 智以担 之、 勇 足以威 之、 力 小則不 

足當 之、 且 器械 不具 不能 濟軍、 篙師！^ェ不足、 又 無 通 轉蓮之 用矣、 常以爲 憂、 於是 朝廷 豫命備 前 小豆 島、 

編 戶屬之 太守、 有變則 補助 船 梁 之 手、 太守 之 任 重大 也 又 如是、 蠻虞聞 之 震慄、 昔 三韓 傳名、 今蠻賊 潜迹、 

太守 之 威風、 非 獨暢我 邦、 而延流 荒 域 之 外、 鳴 呼矍鍵 乎、 太守 也 德孺被 名 于塞垣 之 草木、 伯 顔 飛 榮于江 

南 之 梅花、 方 斯蔑如 也、 居 之 前後 六 年、 去年 十 有 一 月、 太守 不幸 而罹 風疾、 然恐失 朝聘之 期、 强朝武 城、 

逾年疾 不平、 至 春 喉 生 膿 血、 治 方萬變 無所不 至、 朝廷 日 使 人 問疾、 良 醫多在 側、 使者 幢々、 冠 盖相臨 於 

道路、 大漸 彌留、 針藥 不達、 扁倉逵 巡而歛 手、 和緩畏 蹙而颦 眉、 凡 國內之 臣民、 焦 思 腐心、 禱于 山川、 

無 神 而不吿 所、 命 哉、 今年 三月 二十 有 五日、 逝 于東武 私 第、 旣而屬 之 不署氏 葬 城外 之 地、 諡號天 祥院心 

巖 玄鐵大 居士、 行年 六十 有 二、 平生 不近 婦女、 屬纊之 日 又然、 易簀結 II 之 意見 于此 矣、 蒼天々々、 何不 

怒 遣 梁木、 摧折泰 岳 傾頹、 朝廷 悲之、 爲减膳 徹樂、 都下 遏八 音、 且使執 專松平 豆 太守 賜朱提 一 百 tr 彻 

含 捲 衣 衾 之 具、 孝子 鶴 松 君、 敬 拜釣命 之焉、 朝廷 之 恩 非 無餘于 太守、 太守 之忠非 不足 于 朝廷、 何 君臣 相 

感之深 也、 乃 使 太守 死灰 更燃、 祜骨、 復肉矣 、况闔 國之臣 ゆ j 聞 之 不堪 哀慟、 豈翅春 人不相 商賈罷 郾而巳 哉、 

猶子 喪 父母 也、 若 可 贖 則 誰 不有其 身 哉、 夫 太守 之 在世 也、 身 自藤事 三 朝 之 間、 謙遍而 不驕、 正身而 下人、 
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小臣國 島康之 謹書 


孜々 而全 大臣 之 節、 功烈 如是、 其 人 也 一 文 一 武貫 他、 張于治 s^、 或 寬或猛 、宜相 濟于處 置， 有始 有終 者、 

其 惟 太守 乎、 因是觀 之、 威 德之士 豈其抅 風土 之 偏屈 期 運之數 乎、 獨恒 太守 之 不解讀 書 也、 如 益 之 以博文 

學、 初 其功豈 可止此 乎、 盖想 太守 生于戈 之會、 而 弱齢 之 餘習猶 未 除 也 者、 漢高帝 有 曰、 乃公 馬上 得 天下 

何事 詩 書、 太守 之 微意 在 此乎非 乎、 然漢祖 聞 陸賈之 語、 不能 無感于 太平 之 時、 太守 亦 如 有悔于 老成 之 日、 

加旃 太守 之雄辨 也、 精理 分毫、 驚 人 耳目、 太守 之折獄 也、 明寃 鈎距、 服 民 之 心 志、 其 聰明 過 人 遠矣、 至 

是學 者猶有 愧焉、 (小 臣) 不堪 犬馬 戀至之 情、 恐 太守 之 令名 勳績 不傳于 無窮、 故 擧所聞 之 萬 一 、 而 之期不 

si 伏、 

寬永廿 一 年 四月 上浣 

附 錄 

謹 奉 悼 

前 拾 遣總州 太守 源忠明 公捐館 

芳烈 功名 達 四方  可 知 遣 愛 詠甘棠 

猶餘東 閣拓賢 地  多少 来賓 問 北 a- 

謹 上 震 前 

® 頭 號泣更 無言  哀淚恰 如 河水 飜 

自愧神 靈明住 事  辨香何 報 1 1 天恩 

寬永甲 申 四月 

〇^ 所長 治 墓石 之銘、 東 播八郡 總兵刖 所府君 墓表 

君子 之觀人 不必以 成敗 與亡 而定其 論、 蓋 取 其義之 當與不 當焉、 夫 成敗 勢 也 興亡： 大 也、 在天 在 勢 者 非人 之 

所 能 其 淮顧共 志 之 所在 如何 而已、 府君姓 源氏 別 所、 諱長治 朝臣、 世 之 所謂 赤松 圓心 之裔、 而其先 出 >「、1 村 
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上帝、 圓心之 孫 敦範爲 ^所 氏、 屬 赤松 麾下、 貞和五 年 大樹 尊 氏 公、 以 播州 佐 5^ 豊福 ニ邑、 陽 敦範、 此乃 

府君 之曩祖 也、 高祖 大藏少 輔諱则 治、 盡忠於 其 主 政 則、 英譽芬 郁、 初 圆心屬 足 利 氏 有功 勞、 而賜 播州 及 

旁近數 州、 曾孫 滿祐傳 領播備 年 三 州 之 地、 嘉吉 之弑逆 也、 赤松 氏 幾 纖長祿 應仁之 際、 政 則 勃興、 文明 之 

末 但州之 兵 入 播州、 州 兵 失 利、 政 則 敗走、 則 治 護 政則來 京師、 密謀 秘計、 聞 于東山 相 公、 請討但 兵以復 

舊國、 相 公許 之、 於 是奉政 則、 歸 播州、 與但兵 相 持 者 五 年、 但兵 夜^、 播州 盡平、 備州作 州 相次 克復、 

赤松 氏 騰茂則 治 是賴、 政 則感其 忠誠、 割 膏艘之 地 封 之、 遂. 以東 播八 郡隸其 管下、 居 三 木 城、 而則治 之 威 

名大 震 方 國.， 曾 祖某相 糧克厥 家、 乃 祖加賀 守諱就 治、 勇 有 智略、 信愛 御 衆、 大永之 初邦內 搶攘、 兄弟 親 

戚 备懷異 志、 就 治 能處其 間、 撫順誅 逆、 遂致蕩 平、 雲 州 尼 子氏卒 大兵 入 播州、 所 至城堡 望風而 週、 三 木 

一城 固守 不降、 州 有 叛者借 兵、 三 好 氏 攻三木 城 累月、 就 治 大戰敗 之， 別 所 氏 之 世々 有人、 可 謂 盛矣、 考 

安治 亦 有 父 風、 不墜 家聲、 府君幼 喪； E 恃， 叔父 賀相重 楝相共 執 家政、 永 祿八年 三 好 義繼、 弑 大樹 義輝 公、 

暴 橫畿甸 平信 長 奉義昭 公討賊 >  馳徵 四方、 府君 使重楝 卒兵柢 京師、 カ戰 有功、 及 信 長 之 開 幕府、 將伐毛 

利 氏、 遣 使 于府君 曰、 願卿爲 我^ 導 中國、 府君許 之、 天 五 年 信 長 使秀吉 出兵 播東、 府君遣 叔父 賀相及 

三 宅 治忠謁 之、 秀吉問 西征之 策、 治 忠盡言 以對、 秀吉大 言 曰 勿 多言、 卿 等爲前 鋅カ戰 可也、 若 號令籌 略、 

我 自有處 置矣、 府君大 怒 曰、 吁吾初 謂、 是役也 信 長 之 行 將若非 信 忠則信 雄矣、 今 乃 使扠隸 秀吉爲 之將、 

吾 若 爲彼先 驅掃馬 前 塵、 爲 天 下 之 笑、 不若 違約 絕和、 决 勝敗 于此矣 、急 機 麾下、 聚兵城 守、 使^ 將各據 其 

城、 與三木 角立、 秀吉召 重 棟、 曲論 利害、 府君不 答、 途與秀 吉絕， 秀吉自 卒親兵 放火 略 行、 巡 親 せ而 

還、 旣而用 嚮導、 按地圖 曰， 我 若 直攻三 木、 則 諸 城 出兵 掎角其 後、 不若 先拔諸 城、 使 三 木 孤立、 乃可以 成功 

也、 而 先攻 野 口 城 急擊下 之、 府君求 援于毛 利 氏、 輝 元 遣 兵 三萬教 之、 信 長 亦 使 信忠以 大兵 到 播州、 毛 利 ハ 

逗界于 備作之 間而不 進、 信 忠攻神 吉城拔 之、 主將 民部躬 自力 戰、 遂爲其 下 所 殺 凱 還、 使 秀吉築 寨于平 山、 逼 

三 木 城、 明年 二月 府君使 弟 治 定及賀 相、 卒精騎 三千、 攻平 山寨、 不克 鎏戰數 刻、 治定鬪 死、 一 日 秀吉襲 
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淡河定 筋、 定範出 奇計 破之而 退、 保 三 木 城、 毛 利 氏 使蒙衝 二百 到 叨石魚 住、 納糧于 三 木 域、 秀吉急 築 砦 

列 柵、 潢亘數 十 里、 絶 三木餉 道、 毛 利 兵潜與 城兵 刻 期 襲 平 田寨、 斬 守 將谷衞 好、 秀吉馳 救 之、 城兵 敗衂， 

淡 河定範 健闘 死 之、 於是秀 吉圍三 木ハ. 奴 急、 城 中 食 竭殺馬 堀嵐飢 羸 特甚、 外 城 旣陷、 府君謂 弟 友 之 曰、 吾 

當竭心 勵勇以 克復 爲念、 將 士守義 不叛、 然 糧道 已絕、 命 在 旦夕、 縱能强 戰何得 復當敵 哉， 顏吾 兄弟 自殺、 

可以救 衆人 之 命、 友 之 奮起 曰、 君言是 也、 因 遣 書 秀吉、 請 以身 代 衆、 秀 吉報 曰、 頃 年 之 戰君雖 還 失 利、 

而非戰 之 罪、 殆 時勢 之乖； 大 運之窮 也、 而今 立志 守義、 殺 身代 衆、 雖古之 英烈、 役 何 過此、 讀盡不 覺淚之 

淫々 下 >  若 然我豈 食 首、 因 贈 酒殽慰 之、 府君大 喜 謝 衆 吿訣、 悲歌慷慨、 手 刺 妻： 十 兄弟 相 共 自^ 一十お 

三、 實天正 八 年 正お 十 有 七日 也、 喧嗜 嗚呼 人 之 立 其 朝、 食 其綠、 而 患難 顚沛之 際、 忘義負 恩、 委靡軟 熟、 

惴々 然苟免 之不睱 豈遑恤 佗、 而况爲 人 之 君、 自殺 其 身、 以代萬 衆 之 命、 若府 君、 天 下 有 幾人 哉、 府君當 

此時、 突圍 出奔 耶、 RPJ 奮疲 羸、 惜ー戰 死 抑 槌 城 潜 逃耶、 亦將出 奇計 而降 之、 然則信 長之淺 暴、 秀^ 之舆 

怒、 城 中 之 屠戮、 禽馘麾 有： 氺遺、 府君慮 之、 周 明 立志^ 國斷義 救 衆、 上 無 辱 祖先、 下 不負士 民、 寧 可 玉 

碎不爲 瓦全、 豈 不誠烈 丈夫 哉、 東播 父老 相 共 語 曰、 府君之 死于今 百年、 嚮微府 君 之 代 衆、^ 我鄕 先人 殆無 

瞧類、 吾 倚 至 今 保 許領、 而優游 於 太平 無事 之 日 * 府君之 賜 也、 願勒 義烈 于貞 石、 而き 令名 于 不朽、 使 我 

子孫 知 所 敬、 不亦可 乎、 遂相謀 来さ ム師、 屬余記 之、 余 謂 如 府君事 載 靑史、 名傳 口碑 不待鄙 言 赫然顯 著、 

雖然樂 道 人 之 t: 者 君子 之 道 也、 不敢 以辭、 想 夫 非 府君之 賢、 孰能感 父老、 千 kn 年 之 後、 非 父老 之 厚、 亦 

何 慕 府君千 kii 年 之 前、 所謂 斯民直 道 相 感相慕 一 出于義 也、 遂書顚 末蘩之 以銘、 銘曰 

維 赤松 族  分 枝播東  突 葉垂蔭  百戰 偉功 

八 郡之督  萬 夫 之 雄  時運 所 否  勇烈 遂签 

重 義輕命  代 衆 致 裏  胡爲不 仰 彼蒼穹 

人 誰 無死  孰 若 我 公  民 好懿德  爱懷遣 風 
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fm 年相感  千載 共同  石 其可靱  英聲 無窮 

延寳六 年 歳次 戊 午 春 正月 十 有 七日  . 

江 東 柳 順 剛撰幷 書 

此 墓表 は予が 祖父の 許へ、 寳永三 戌年 六月 播州 高木 郡 孫 兵 衞と中 者、 ^所 記と 俱に 携來る を、 爱に寫 置 

なり、 別 所 記 は. 卷に 一 篇 とする 而巳、 

〇 宇喜多 能 家之傳 

竊案、 宇喜多 和 泉 守 能 家 先、 上世 爲百濟 國王之 子、 甫兒時 兄弟 三人、 依 後 母 讒泛船 漂流、 來于 本邦 備前 

1 島、 始措新 第、 旗 職 皆 書 兒字爲 紋矣、 仍其 所曰兒 島焉、 中年 立 姓稱三 宅、 三 子 別居 故 也、 有 武名 以備 

之 鄕邑號 宇喜多 (一 曰 浮 W) 文治 之 頃 丁 源平 騷亂之 日、 與佐々 木 盛 綱 戰藤戶 浦矣、 厥孫當 赤松 氏 執阔權 

其 家臣 浦 上 美 作 守、 紀 则宗爲 京洛 所 司 代、 守于備 州、 能 家事 紀氏代 爲£ ^肱， 明 應六年 r 已、 ；： d 州 前司紀 

宗助、 略 地 于州之 伊福、 軍 不利 退 禦險、 松 田 之 兵圍之 四面、 能 家 獨身入 宗助壘 、身 被 堅 執 銃相戰 四十 日、 

1 日 勝 鹿 EE 軍 群 敵 解國而 去矣、 同 八年已 未、 紀則 宗禍起 蕭牆、 與播之 東軍 戰退日 出陣 人白幡 城、 親族 群 

臣首廣 不爲者 夥矣、 能 家 切 齒勵聲 曰、 人生 一 世 之 1^、 烏 能央々 有贰心 乎、 乃歸 則宗、 衆 皆 愧能家 言、 而 

屬 則宗、 々々舆 幼 主 (赤松 政 則) 而入 赤松 下野 前 司 政秀之 播鏖屋 壘カ戰 數矣、 能 家 軍功 不可 枚擧、 能 家 

法諱常 玖、 通稱玄 仲、 前 南 禪九峰 成 和尙、 作贊褒 之、 能 家主 延石城 (備 前邑久 郡) 有 故爲島 村豊後 守せ 

(高 島山 城主) 殺、 能 家 子曰與 家、 々 々子 曰 直 家 (和 泉 守) 爲 紀宗景 (備前 守則宗 子) 寵臣， 而 威橫掩 

國、 有 中 山、 備中守 某 (沼 城主〕 輕宗景 命、 於 是宗景 竊議、 直 家 曰、 誅中 山者最 容易 也、 于玆島 村 者 我 

祖父 敵、 而城地 舊領與 爲復所 奪， 願 使 吾 誅渠、 則 須伐中 山、 宗 景諾、 旣而寄 言 左右 呼 島 村 (豊後 入道 觀 

阿彌) 於械 中、 忽令 直家誅 之、 而賜島 村 田領於 直 家、 々々能 謀 竞戮中 山、 亦與其 采地、 直 家 移 居 沼 城、 

而 振威國 中、 是以與 宗景弟 政宗有 隙、 政 宗與兼 光宗 高 (岡 山城 主) 交 好、 直 { 《讒 曰、 政 宗宗高 作叛、 宗 
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景命直 家 欲 討 之、 少焉政 宗往岡 山、 數日 放鷹、 底 家 窺 之" 乘 不意 率 多 兵、 夜襲 岡 山、 得擊 二士、 亦復領 

其 地、 移 岡 山、 使 弟 舂家與 1^ 城于 忠家頒 八幡 山 域 (南大 寺) 是故不 假宗景 之 援兵、 速 略備中 欲刼美 作、 

後； i 美 作 守 高 光 (作 州 海老 城主) 勢大 竟修婚 爲壻、 後鵠殺 之、 而領作 州、 猶且親 長 船 戸川 明 石 花房 岡延 

原 國富高 畑 等、 同 州而割 所領 地與 之、 於 是視宗 景譬如 父、 辭家而 子 立直 家 無 嗣子、 養 兒姪基 家 (舂家 子 

與 太郞) 爲子、 宗 景欲誅 宇喜多、 而計 家長 及 國人皆 以不應 宗景、 憑 播州 之 族、 及 藝州毛 利、 而欲攻 岡 山、 

直 家 聞 之 追 宗景、 々々奔 播州 窒、 感鹽鉋 島、 得 妹 尾 氏 扶助、 又 倚 願 佐々 木 美 濃 守 (兒 島主 飽浦 氏) 而新 

築 兒島江 島兩 城、 日戰不 息、 基家竟 5^ 命、 永祿 十二 年 己巳 三月 十五 日、 宗景爲 直 家 被？ r 直 家 天 正 九 年 

辛 巳 二 卒于岡 山、 其子秀 家事 于豊臣 秀吉、 住中納 言、 爲備播 作 三 州 太守、 慶長五 年 庚 子 秋 九月、 與石 

田 三 成 件 東 照 神 君命、 秀家 父子 配 豆 州 八丈島、 國除 家絕. 應于戶 川 氏 安吉 丈 人 之需、 考檢舊 記擧其 概略、 

紛冗之 中不遑 樓陳、 暫俟它 日 云爾、 

延寶四 稳龍輯 丙 辰 十 一月 二十 五日  加 松 子記焉 

右 は戶川 記に 首 記す、 戶川記 は 次 卷に篇 す、 

〇 鳩 i 室 先生 行狀 

先生 諱直淸 字 師禮、 又字汝 玉姓窒 氏、 鳩 i 其號 也、 窒氏之 先 出 於 熊 谷次郞 直實、 直實 次子、 曰 直秀、 直 

秀 始食備 中州 英賀 郡、 子孫 遂爲 英賀 人、 高祖 諱某拜 大和 守、 曾祖諱 某稱孫 三郞、 相 繼仕尼 子 氏、 祖諱某 

又稱彌 三郞、 亦 仕 尼 子 氏、 後 仕 浮 田 氏、 考諱 玄樸號 草庵、 始自備 徙家武 州、 不仕、 妣 平野 氏、 先生 以萬 

治 元年 戊戌 二月 二十 六日、 生 武州谷 中邑、 幼名 孫 太郞、 幼而 穎悟、 大 異常 兒、 總角巳 如 成人 矣、 寬文十 

二 年 先生 年 十五 始仕賀 藩、 稱 順祥、 以 君命 往擧于 京師、 遊 於 順 巷 木 先生 之 門、 稍 長 慨然 以道 自任、 於 世 

之 功名 富貴、 無 一 動 其 心 泊 如 也、 天 和 元年 在 京師、 二月 詣於北 野 祌廟， 疏 自警 之 目 十 餘條、 與祌約 守 之、 

三年 在 東都 藩邸" 是歲丁 草 巷 先生； #、 居 喪 三年、 貞享 三年 夏 奉 太夫 人、 遷賀 州、 是歲 改稱新 介、 元祿十 
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年 太夫 人 卒于賀 州， 三年 服 闋有思 二親 十二 首 之 作、 十五 年大擧 章句 新疏 成、 是歲 十月 赤穗侯 諸士、 報 主 

仇 於 都下、 先生 深 義諸士 之擧、 而偉其 事、 乃 具 其 始末， 以著 于篇名 曰赤穗 義人 錄、 先生き 元祿十 年、 常 

在賀 州、 我 先 侯 時 引見 使 講說、 侯嘉 嘆焉、 嘗 上書 論 事、 語甚切 至、 侯 手書 答 之、 寶永五 年 今 侯 君 夫人 氏 

入邨、 有 寄 新 井 君 美 國慶百 韻 之 作、 新 井先 生 嘆賞 以爲 昭代 盛事 也、 先生 在 州、 誘 進 後學、 擎々 不倦、 其 

愛 君 憂 時 之 誠 動見于 色、 州 之 人士 化 其德、 而鄕 學者頗 衆、 鳴 呼 使 先生 終老 在賀、 將 見其樂 育之 功 偏 及 於 

國、 而人村 之 成就 也， 其 所裨益 豈少々 哉、 然其防 閑 fi: 道、 禁遏 邪說、 以爲 天下 之 歸焉、 ^未 必能如 今 之 

盛 也、 此吾州 之 不幸 天 下 之 幸矣、 正德 元年 辛 卯 先生 年 五十 四， 是歲 三月 有 東都 之徵， 十月 朝鮮 使臣 來聘、 

奉 命 草 國書稱 旨、 與學士 李 IS 等 唱和 於 客 館、 有 與李礤 等 詩文 若 千篇、 及 叙 三韓 事蹟 二百 二十 韻 之 作、 二 

年 二月 賜 宅 於 駿河臺 上、 六月 自大塚 市中 舍移居 之、 享保ニ 年 正月 都下 大火、 延 燒駿臺 宅、 書籍 器用 蕩盡 

無餘、 復舍大 塚 市中、 五月 宅 成 反焉、 四 年 九月 以今 大家 命、 與 二三 同職 開講 高 倉 書院、 六年閏 七月、 命 

撰 六 論衍義 大意、 七 年 三月 特召 先生 於內 殿、 始講尙 書、 從此迄 於 九 年 秋、 屢引 見者 無數、 講良觀 政耍、 

及 進 五倫 五常 和解 等、 皆 在於此 間、 其 他 凡 所論 諫、 退而 不出于 口、 故 其 將順之 美、 人 不得而 知 之 也、 十 

年 十二月 遷西城 侍講、 常 俸 外 別歲賜 二百 e -、 十一 年 二月 八日 講大 擧卷首 一條、 十二 年 得 支疾、 十三 年舂 

困疾乞 解職、 優命不 允、 居久 之疾逾 劇、 復表請 辭職如 初 終 不聽、 先生 雖以 老病 廢、 而 日夜 研究 典籍 未嘗 

休止、 疾痛之 甚人所 不能 堪、 而處之 裕然略 無 戚容、 患^ 藤 維 禎荻生 茂 卿 之 徒、 妄 非毀 程 朱、 敢肆 其邪誕 

而無 忌憚 也、 嘗曰大 厦之傾 非 一木 所 支、 然而辨 別 邪 正、 明 章 眞僞、 使 學者莫 迷 於 所 歸裔、 此吾志 也、 其 

不信 於 今、 必有傳 於 後 乎、 於 是著駿 臺雜話 等 書、 常 云 疾敎誨 生徒、 至 卒之前 七日、 尙臨講 席 如 平生、 四 

方擧者 翁然以 先生 爲歸、 惟 大家 亦 深 知 先生 而重 之、 不聽其 請、 蓋惜 先生 之 賢 也、 十九 年 甲 寅 八月 十 日 

終于正 寢、 享年 七十 七 先生 晚年尤 潜 思 於 周 子 之 書、 病 諸 儒 之 說莫能 得 周 朱 之 意、 乃 就 朱 子 圖解之 書、 li^ 

復 論述 爲太極 圖述、 草 藁 巳 成、 手 親 繕寫、 未終而 歿矣、 夫 周 子 之 書、 最爲 淵微簡 奥、 微朱子 固 莫以發 周 
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子 之 旨、 微 先生 亦 豈能達 朱 子 之 意 哉、 而使 舉者昭 然若發 隱、 是可謂 有 大功 於 道學者 也歟、 論語 孟子 等 解， 

嘗已屬 草 藁、 權厂 酉 之災、 隻字不 遣、 厥 後 凡 所 論述、 論語 廣義 三篇、 左 傳辨疑 ニ卷、 僅克成 編、 其餘 iS: 

未 及著定 可勝惜 哉、 先生 二 男 四 女、 洪謨 今繼任 幕府、 一 早 亡、 女 適 幕府 士高 階經道 先卒、 其 三 亦 夭、 

孫 男 一 人 今年 正月 生、 先生 之卒、 門人 飯 窒長邕 河口 光遠^ 東 貞思地 繼美集 堂 厚兒玉 一 鳳 等、 聚謀 後事、 

乃 請 于官， ト于善 地、 以卒之 月 二十 一日 安 厝于大 塚 新田 村 之 原、 以成 先生 之 遺 意 也、 其 他 愼終之 禮必以 法 

故 不苟、 皆 頼數子 之カ爲 多、 洪謨走 書 使 昌玄狀 先生 行實、 將求於 有 道而文 者、 以 銘焉、 昌玄伏 念、 先生 

之 蘊固非 昌玄等 能 窺知、 姑 取 其 較著可 見者 而書 之、 至 於 其 深 造 自得 之實、 則 世 之知德 者、 觀諸其 書 亦 可 

見矣、 謹狀、 

享保 十九 年 歳次 甲 寅 冬 十 1 一月  甥賀府 大地 昌玄狀 

〇 山 コカシ の行狀 筆の 次 手に 山 こかし の 行狀を 著せよ との 友人の 勸 めに 應じ漫 に 狂 筆す 

或 國史本 記に 曰、 世 祖姓耶 摩 名 狐、 字 古 可 志、 國號供 羅矣、 其 先 出 于瑞見 王、 世 繼於洪 業、 云々 此君究 

めて 謀計 深く、 寓言 は 老莊を 欺き、 辯 舌 は 蘇 張 を あきれさせ、 常に 他領の 山川 を 我物に すれ ども、 敵す 

る 人 無し、 世 祖以來 耶蘇 宗 魔法 を 相 兼て 行 ふ 故に、 世々 耶 摩の 二字 を 以て 姓と すと、 又 一 說 には怫 誕生の 

摩耶を 倒して 是を始 と せ り、 邪法 を 立る とも 云り、 され 共 伴天連 伊留滿 などの 名目 をも以 て せ ざれば 憚 所 

なく、 縦横に 行 はれぬ、 是莊 子に 所謂 大盜成 諸侯に 近き もの 歟、 此 君の 錦 域 或 時 は 空虚に して 兵糧 は 米 

からとの 隅に 有 やなし やと、 かげろ ふのお のれ は紗綾 縮緬の たぐ ひ を 身に 纏 ひ、 家の つき/ \ しく、 屏風 

襖 は 余 銀瑶璃 をち りば め、 一 軸 は廣の やまとの 奇 筆に、 表 相 目を駭 しめ、 常 釜 を かけて 香 氣紛々 として、 

琴線の 音 絶えす、 不夜城 水邊の 遊郭に も、 能く 名が 通り、 立 者 役者 も悃 なり、 武に 疎き かと 思へば、 何 

に 人る やう 指いても 大事ない、 身が 指 これらし 行義 }±； しくして、 常に 袴 を はなさす、 そこ 爱の拜 領の絞 

を ひらめかし、 有る 事 も 無き 様に 云な し、 無き こと を もま ざく 敷 有と 云.、 人 を たぶらかす 事 幻術の 如 
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し、 „ 插鬥の 人の 名を賣 あるけ でも 尻も來 す、 東都の 時め くれき くの 狀を びろ つかせ ども 咎 なし、 智謀 

群 を 出たり といへ ども、 人 n に乘る 程の 勝利 も 得す、 又 落城せ すして 鬼 や 角 仕 似せて 居る 內に、 終に 古 

池の 主と 成て、 サァ ー丈餘 りの ス ツボンに 成り 課せければ、 最早 網に も掛ら す、 生涯 安穩 なり、 是を崇 

む 人、 呼で 山 狐 王と 號す、 是 故に 落城に 及ん と 欲る 人 は 早く 此 君に 降 參 して、 麾下に 屬 する 時 は 名目 陣 

と 名る、 官府に 召れ、 乇 トメ ンと云 有司の 者 を附ら る、 彼刖 斥候 間牒と 成て、 所々 へ 人 込、 城 を 十重 二 

十重に 書 入れ、 下し 文と し て 軍勢 を 催促す、 此 モト メン の 者 共神變 不思議の 軍 者に て、 官軍 僅 百 金 一 一 百 金 

を、 何 萬 銀に も 遣 ひこな す 故に、 其 威を羡 みて、 大小の 貨殖 侯より さま- 手 を 入れ 機嫌 を 取て 大勢の 

援兵 を 差 出す により、 $ ^に は 猛勢を 取 込て、 城 を 持 固る 歟、 又は 城の 要害 あしきと 見れば、 態と 城 を^ 

けて、 多勢 を 卒し、 ネィ とする も 有り、 何れに も 宜數、 調練の 出来る 事 なれば、 今 鳳 城に て は、 我 も 我 

もと 此耶摩 氏へ 心 を 通 はす 人の みに て、 此 道の 廣く行 はる、 事、 宛 も 儒 怫の敎 より 盛んになり、 また 隣 

國 にも 曹 馬子 翠峯 など k 云る 收伯 有り、 孰 も 一個の 豪な り、 曹 馬子 は 其 國海濱 を 請 たれば、 船 軍に 馴た 

り， 其質寬 量に して 天文 地理に 委しく、 智勇 備 りて 而も 雅 なり、 常に 秋風 を 愛して は、 故人の 春宵に 直 

段 をつ けし を 笑 ひ、 風 {仝 一 尅憒 千金と 飜 案して 諷動 すれば、 城を乘 取る 兆 有り、 軍勢 千金 貳 千金の 打 死 

を 屑と もせす、 死の 决斷 さっぱり として、 翌は菰 を かぶる も 厭ぬ 將 なり、 翠 峯は義 有る 將器 智勇 襲備る 

と雖 も、 惜 むらく は寬 量なら す、 常の 戰も 多く は 夜襲 を ffl ひて、 晴々 敷駄 合を不 好、 是 故に 後記に 留る 

程る 程. Q 大合戰 も 無し、 去れ ども 義を宗 とする 所 は、 響ば 異心の 輩 九 良と いふ 所に 寨を 築き、 欲心 鐵盛 

の 角 を 振 立て 偽計 を 企る と 聞 や 否、 翠 峯みづ から 出馬して、 目 を いらけ て是に 向へ は、 鼠輩 大に 恐怖し 

て、 忽 に降參 す、 假 初に 僞計を 悪む 所 如斯、 其 風 犬に 麾下に 及ぶ とか や、 耶摩氏 曹氏翠 氏 鼎の 如く そば 

たちて、 互に 威 權を競 ひ-, ひ、 中に 耶摩氏 は 殊に 時 風に 協 ひ ぬれば、 次第に 其 徒 盛んに 成て 恣に 手を延 

し、 南 州 大怫八 坂 邊に砦 を 構へ、 南 州の 浪人 を 催促す るに、 是に應 する 徒夥く 爱に馳 集る、 凡 I 度此砦 
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に循 籠る 輩 は、 いか 成る 勇士 も是を 責ん事 難く して、 手 を 空う する 故に、 世俗 呼て 難 手 町と 號 すと かや、 

喪家の 面々 は 各 好む 所に 隨ひ、 或は 耶摩 氏に 屬す るか、 曹 氏に 降る か、 何れ 此三國 の內に 便らざる は 無 

く、 虎落 氏、 田須李 等の 小 臨 主 多く あれ ども、 泛々 の 輩に して、 其黨を 立る 程の 器に 非れば、 辨す るに 

不遑、 但し 知謀の 歷 主の 內 にも、 適に は 敗北の 君 あり、 それに 名の 上に 被の 一 字 を 冠ら しめ、 山 こか さ 

れと 呼て、 道統を 省き 廢 主にす るな りと 云々、 
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〈ム期 草 卷之 四十 二 

〇 別 所 記 ^所 家 與織田 信 長 鉢 楣之記 

^所 小 三 郞長治 は、 大 藏少輔 安治の 男に して、 村 上 源氏 具 平 親王 二十 六 代の 孫、 赤松. 則 村人 道圓 心が 庶 

裔 なり、 圓心 父子、 元 弘建武 の 間に、 武名 を 輝かす に仍 て、 足 利 家 天下 創業の 始、 頻に其 功 を 賞せられ、 

備前 美作播 磨の 三 州 を 賜 ふ、 家門 繁榮 する 處に、 圓 心の 孫 赤松 左 京 太夫 滿祐 入道 道 性、 奢に 誇り、 逆 意 

を 挿み、 嘉吉 年中、 大樹 普 廣院殿 義敎公 を 奉弑、 本國 播州へ 逃 下て 旗 を 上ろ 故に、 細 川 山 名 等の 請 將を被 

向、 彼國に 於て 數戰の 上、 滿祐 父子 遂に 滅亡して、 家 苗斷絕 す、 其 後長 祿の 頃、 赤松 政 則 僅に 家名 を 興 

すと 云 共、 始の勢 ひ 十が 一な り、 長 治は曩 祖敦範 (圓心 之 孫) より、 世々 總領に 仕へ、 長 治の 高祖 大藏 

少輔則 治、 特に 功 有に 仍て 總領政 則より 東 播八郡 を割與 へ、 三 木の 城主と して、 長 治と 五代 是に 居す、 

長 治若將 ながら、 將器 有て、 士卒 を 愛憐し、 同姓 山城 守賀 相、 舍弟、 孫 右 衞！： 重 棟 (長 治 叔父) 扶 之て、 

國事 直き 故に、 家風 伦 家に 勝れり、 然 に永綠 年中、 京師に は 三 好 族 叛逆して、 將軍義 輝 公を弑 奉り、 逆 

威 を 震 ふに より、 將 軍の 御舍弟 南都 一 乘院 門跡 覺慶 は、 南都 を 忍 出て、 江 州へ 趨り、 還俗して 義昭と 名 

乘り、 佐々 木 承藏を 頼まん とすれ 共 不諾、 却て 殺さん とする 故に、 夫より 若 狹越前 を 漂泊して、 濃 州へ 

出、 織 田 信 長 を 頓み給 ふ、 信長諾 して 國々 軍勢 催促 せらる、 此 廻し 文 長 治の 許へ も 到来す るに 仍て、 則 

^所 孫 右衛門 を 首と して、 人數 三百 人 を 添へ 上洛せ しむ、 京 白 川の 戰に 於て、 孫 右衛門 粉 骨の 功 有に よ 

り、 三好沒 落後 義昭 公より 格別の 御感 有り、 面目 を 施して 歸國 す、 夫より 重 楝其功 を 高し としけ るが、 

奢 恣日を 追て 募り、 諸士 を輕ん じ、 舍兄山 域 守 を も 侮る 故に、 兄弟 不和に 成り、 賀相 方重楝 方と 二つに 

分て、 家中 不穩、 或は 法 を 犯す 者 あり、 賀相是 を 罰せん と 欲すれば、 重楝是 を荷擔 す、 是に 於て 家風 亂 
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れ、 偏に 亡 瑞を顯 す、 斯る處 に 信 長の 武威 旭の 如く 四海 を 偃し、 旣に^ 西 征伐の 企 有て、 評定の 上^ 所 

長 治 魁 首 たるべし、 さ 有らば、 播州 一圓の 事 は 勿論、 其 餘の賞 は 功に 寄べ しと 巾 送らる、 長治辭 する に 

不及、 時日 を不 移、 慕 下の 城主の 人質 を 取り、 信 長へ 使者 を 以て 被 言 送け る は、 國人 皆々 味方に 屬し候 

畢ぬ、 此上は 急ぎ 大將を 可 腸、 西國 魁の 事、 長 治 吃と 長 侍る となり、 信 長 是を聞 給て、 西國 退治の 將は、 

心が さ 有て、 勇 も 勝れ たれば とて、 羽 柴筑前 守 秀吉に 被定、 秀吉將 の 任を帶 して、 其 勢 七 干 五 kn 餘騎、 

天 正 六 年 寅三バ 四日 京師 を電發 し、 中國へ 赴く、 其行粧 善美 を盡 せり、 而 して 同 七日 播州 加 須屋が 館 を 

本陣と す、 國 中の 諸 士 門前に 市 を 成す、 中に も刖 所の 老ぼ 同姓 山城 守賀相 (異本 告親) 三 宅 肥 前 守治忠 

は 爲軍儀 伺、 ^吉の 旅館へ 參 向し、 恭しく 總 督を拜 する 禮義を 以て 敬て ロト • を 演け るに、 秀吉對 面 あり、 

其體嚴 重に して、 織 田の 貴族に 等く 威 を 逞して、 遙の 次に 兩人を 蹲 居させ、 應對、 吾が 從士に 言が 如し、 

然れ共 兩士敢 て 怒の 色を不 出、 平伏して 軍 慮 を 伺 ふに、 秀吿 曰、 長 治西國 の案內 者た るべき きに 仍り、 

信 長 公爲御 代官 今度 某 下向せ り、 其方 冢の 軍令、 且西國 攻擊に 付、 不日に 挫 敵 謀 有 ゃ演說 すべし となり、 

三 宅治忠 曰、 今度の 御 合戰、 一 國 I 城の 小 迫 合と 違 ひ、 輝 元は 大軍 なり、 萬 死 I 生の 合戰、 何 か^も！^ 

之 候へば、 定て 御手 間 とられ 候 はんと 存 するな り、 就 夫 當家陣 の 張 様の 事、 代々 の 法令 を 以て 先 づ陣を 

押す 事 I 日の 行程 三十 思 (上 道 五 里) に不 過、 卯 刻より 前に 不出、 朱 刻 を 限て 陣取 を 定め、 而 して 斥候 

を 遣して 夜 鬼の 用心 伏兵 を 置き、 扭陣を 取 同る 法 は、 四時に 隨ひ、 東西南北に 相尅有 之、 夫に 應じ陣 を 

張る、 尤も 地形 Q 險易. 斥候の 仕形 如斯に 候と、 詳に演 ければ、 秀吉宣 く、 さやう 0 延々 成る 術 は對揚 

Q 人数の 事な り、 今度の 敵 は 大勢、 味方 小勢 なれば、 唯 不意 を 討て、 五 度 も 三度 も强き 働き を せ 敵に 

臆病 神 を 付ねば 急に 勝利 を iS! がた しと 有ければ、 治 忠搏申 上る は、 强く 働く 計り は 必勝の 術なら す、 柔 

能く 剛を 制する 御 術 こそ 專耍に 可 有 御座 候と、 尙も 軍議 を述ん とする 時、 秀吉 色換 つて、 ャァ卿 等 は 先手 

の 役 なれば、 隨分働 を心掛 べし、 軍の 指揮に 於て は、 此方より 指圖 すべし- 無：！ .1 の 長 詮議 を 述る事 勿れ 
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不輿 氣に惡 口せられ ば、 兩士ロ を閉て 退去し、 歸 城して^ 所 一 族 宗徒の 面々 會 合して、 是を 評定す、 

山城 守 遮って 申け る は、 抑 も 秀吉當 園に 下向して、 近 國に威 を 振 ひ、 當 家へ 對し、 遠慮なく 事 を 執 計 ひ、 

l£H 等 を芥め ごとく 惡 言す、 是を 察する に、 偏に 信 長の 謀計と 覺ゅ、 其 故 は 近年 東國 の巷說 に、 關 東に 四 

大將 有り、 北條 氏康、 武田 信玄， 上 杉 謙 信、 綠田信 長 あり、 中に 信 長 は 表裏 第 一 の大將 なり、 仍て 家風 

輕薄 にして、 實 無しと 云り、 今度 も當 家に、 西國の 先手 を させ、 西 國靜謐 の 上に て は、 初の 約を變 じ、 

當家を も 亡して， 播州 は 秀吉に 宛 行 はるべき 信 長の 心底 顯然 たり、 如斯 表裏 を 察しながら、 其 謀に 乘ん 

事、 ロ惜き 次第に 非す や、 所詮 此方より 色 を 立ん には不 如と 申ければ、 長 治 莞爾として、 いざと よ、 信 

長より 兄弟の 思 を 成さん 杯と、 頻に賺 されし に仍り • 心なら す も 同意して 一人の 大將を 乞し に、 定て信 

忠か信 雄 を 差 向ら るべき と， 待設 くる 處に、 思 ひの 外 秀吉を 被 向ぬ、 此秀 吉事 は、 誰か は 知らぬ 匹夫よ 

り 出て、 稍. - 昨日 今日 侍の 眞似 をす る 者 を、 如何に 拔 群の 人物 なれば とて、 長 治 其 下風に 付て 軍せば 1K 

下の 物 笑 たるべし、 凡 大將を 立る に は、 其 人 を 撰む は 至て 大切の 事に て、 古今 和漢に 其證 多し、 然るに 

信 長 其の 蘊奥 を 不知、 卒 忽に秀 吉を將 として 差 向る 事 • 淺智の 至り、 就中 當家 を輕ん する 條謂 無し、 此 

等 は始の 約を變 じ、 向後 信 長と 矛循 たるべし、 先づ手 はじめに、 秀吉が 首 を 見るべし と 有ければ、 舍弟 

小 八郞： ^年 十七 歲成 るが 進出て、 軍 立 不意 を擊 つに 利 有り-長 會議 して 敵に さとられて は 後悔なる べし、 

某に 人 數四五 百 賜り 候へ、 今夜 夜 討に して、 火 を 放ち 切て 廻りな ば、 秀 亩 を 討ん 事必 せりと 潔く 申され 

ば、 別 所 甚太失 暫く 思案して、 尤も 御 謀 も 一 理無 きに 非す、 去れ ども 一 國 一郡の 軍に は、 夜 討な ど可然 

術な り、 流石 一 K 下に 旗 を 立る 信 長 公が、 秀吉 程の 侍 五 人 三人 失 はる- - とも、 させる 損に は 非るべし、 同 

く は 尋常に 敵の 色 を 立て籠 城して 驅 相の 合戰を 仕、 敵 引かば 付 慕 ひ、 引返さば 城に 籠り、 縱撗に li さば、 

敵 は 他國、 味方 は自國 なれば， 糧米其 外 Q 手番 ひな どか 味方に 勝らん、 敵 退屈の 費に 乗て、 中國の 援兵 を 

乞 ひ、 一 當 あつる 程なら ば、 秀吉は 敗すべし、 逃る に 追す がりて 京洛へ 攻 登り、 一 日な りと も 天下に 旌を 
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立るならば、 武門の 本意， 且は曩 祖圓心 公の 元弘の 吉例に 似たり と 云ば > 山城 守 を 始め、 是を點 頭して、 

籠城に ぞ究 りけ る、 去らば 先 づ敵を 欺ん とて、 信 長へ 使者 を 以て 被 申 趣 は、 去 七日 羽 柴秀吉 爲西阈 征伐 

御 代官、 當國へ 下着 畢、 毛 利 輝 元は、 元 就 以来 大國 數多領 知し. 大身の 事に 候へば 一 旦の 合戰に 勝食决 

し 難 かるべし、 苟も 長 治 魁 首 を 蒙 候 上 は、 蒐引 自由の 爲， 又は 軍勢 を勞 慰の 爲， 居城 齊請 仕度と 申 遺す、 

長 治に 於て 斯る企 有ん と は 思 寄す、 信 長 許容し 給 ふ、 其 往返の Si に、 要害 を 固め、 近？ i の 城主 ま づ志方 

に は 櫛摺左 京亮、 祌吉に は 神 吉民部 少輔、 淡 河に は 淡河彈 正忠、 高 砂に は 梶原平 三 丘へ 衞、 野 口に 長 井 四 

郞左衞 門、 端 谷に 衣笠 豊前守 等、 最前より 人質 を 出す 故、 異議なく 同心して、 各お 城 を 守る、 殘る小 域 

は 悉く 引拂 ひ、 上 月 中 村 高 橋 服 部 後藤 長 谷川 神 澤大村 光枝 上 原 魚 住 加 古 加 須屋來 野 垂井釵 尾 藤 田 以下、 

各人 質 を 出し、 總勢 合て 七 千 五 百騎、 三 木 城に 楣 籠り、 敵の 色 を 立る 秀吉是 を 聞き 心得ぬ 刖 所が 振 まひ 

哉、 信 長 公 他に 異にお ぼし 召て、 當國の 人質 を 預け 置れ、 今度 西國發 向の 魁 を 任し 給 ふ 上 は、 何の 恨 有 

ての 謀反 ぞゃ、 偏に 若 氣の致 所 か、 左 無くば 同 苗 山城 守が 所爲 なるべし、 別 所 孫 右衛門 は、 味方に 志の 

者 なれば とて、 密に手 立 を 以て 孫 右衛門 を 呼 寄 t 様子 を 被尋、 先 明 石 小 寺 は 奈何と、 重楝 云、 右 兩人は 

初より 無二の 御 味方に 候、 然 らば 卿 は 山城 守 弟 なれば 敵 たるべし と宣 ふ、 重 棟 承て 正 八幡 も照覽 有れ、 

此 度の 企、 某に は聊の 評定 も 無く、 唯 面目 を 失 ひ罷在 候と 落涙して 答、 秀吉公 左 有らば.， 卿より 狀を調 

て、 長 治に 說 べし、 其 旨 趣 は、 信 長 公と 別 所 家、 水 魚の 思 ひ を 成して 中 國の魁 首 を 賴み給 ひ、 名家の 事 

なれば、 軍法 等 萬 端、 長 治の 指揮に 可 任との 仰なる に、 何の 恨み 有ての 逆心 ぞゃ、 其 趣意 を 承って、 秀 

吉 いか 様に も 執 計べ しと、 重楝に 書簡 を 調 させて 遣す と雖、 長 治 返答に 不及、 再三に 及て 長 治よりの 答 

に、 多年 毛 利 輝 元に 頼まれ 申 上 は、 從來の 好み 默止 難し、 夫 を 破て、 表裏 第 一 の 信 長へ 睦ん 事、 勇士の 

本意なら す、 此上は 當城を 枕と して 討死す るか、 秀吉の 首に 對 面する かの 外な しと、 手 切の 返答な り、 

秀吉 然る 上 は 是非な く 當國の 面々 を 敵に 請け、 爱 にて 一 戰を 遂げ、 長 治 を 討 すん ば 捂州を 一 足 も 引 まじ 
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とて、 則 軍勢の 手 分して、 三月ニ十九^！：三木城へ押寄る，抑：^城と申は，前に大河ぁり後は高山にして、 

要害 堅固の 名 城な り、 殊に 城主 は 別 所 累代の 名家 なれば、 一族 譜代 恩顧の 輩、 數を盡 して 八 千騎志 を金鐵 

に 比して 楣 籠る、 四方に は 淡 河 志 方 祌吉高 砂 野 口 端 谷の 城々 有て、 敵 三 木 城へ 寄るならば、 横槍 を 入ん、 

後 を 取 切ん と 待 直 たれば、 容易に 可 落と は 見え ざり けり、 秀吉先 谷々 を 放火して、 足 輕軍を 懸け、 敵の 

動 靜の位 を 計り、 卒爾の 軍して、 敲に氣 を 付れば、 後日の 軍 仕に くき 物な りと て、 輕く兵 を 引 楊ら る、 

旣に 斜陽に 及し かば、 羽柴小 一 郞秀長 後 殿して、 秀 吉は釆 取て 信 長 流 Q 車 引に、 人數を 左右へ 引取り、 

城の 若武者、 跡 を 慕ん とて 城戶を 開き、 打 出ん とする 時、 別 所 左 近と 光枝 小太郞 先を爭 ひ、 喧陣に 及ぶ、 

山城 守 紐 付て、 對陣の 病 は 火事と 口論な り、 穴 賢 和平 有べ しと、 双方 を 宥め 制止し、 城門 を 鎖て 兵 を 出 

さ t.- りけ る、 

〇 野 ロ合戰 

秀吉先 づ當國 の 案 內者を 呼て、 國畫圖 を させ、 地理 を 量り、 宗徒の 面々 へ宣ふ は、 國人 ども 銘々 の 居城 

を 守 居る は、 第二 二 木 後 詰の 爲 なるべし、 先づ其 城々 を  一 ニケ所 も攻拔 なば、 殘る小 城 は 不攻に 明 退べ 

し、 然る 時 は、 後に 敵 無して 本 城を攻 るに 易 かるべし とて、 四月 三日 早天に、 長 井 四郞左 衞門循 籠る 野 

口 城へ 押 寄る、 此城は 播州 一 の 名 城に て、 四方 沼 深して 紐 引 自在なら ざる を、 秀吉 下知して、 近 邊の樹 

木 を 伐倒して、 沼へ 打 込々々、 平地に して 先手 咄と 閧を發 して、 媒 下迄攻 鬼る 所 を、 城內 より 弓 鐵炮、 

爱を 先途と 射出し 打 出し、 少しく 瘻む處 を、 大筒 をつ るべ 懸け 放け る 間、 手 負 死人 を亂す 如く、 諸 勢 

崩て 引退く、 斯て戰 ふ 事 三日に 及べ ども、 城 更に 不弱、 秀吉 怒て 中 國の者 共と、 手 始の戰 に、 か、 る 拙 

き 軍の 仕樣 や ある、 秀吉を 手本に して 敵に 息な 繼せ ぞ、 美 濃 尾 張の 名 折ば しすな と、 馬 廻り 三百 騎を卒 

し、 采配 を揚 て、 自身 眞 先に 跃給 ふ、 是を 見て 總勢 潮の 涌く 如く、 一 度に 押蒐る 勢ひ當 りが たく、 旣に 

外側 四 五十 間 は 打 破られ、 城 勢 詰の 城へ 逃 入 時、 城主 長 井 四 郞左衞 門， 勢 盡て降 を 乞 ふ、 諸 勢 は何條 4r 

四 九九 - 
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と 成て 降參は 未練な り、 唯鏖 にせ とん 勇進む を、 秀吉 制して 降 人を誅 する は、 敵 必死と 成て、 重ての 

軍 大事に 成 物な りと て、 則 降 を 許し、 城 を 受取ら る、 秀吉の 智勇 を感し 賞せ り.、 

〇 祌 吉城攻 

去 程に 播州 軍 立の 趣、 長 治より 羽 書 を 毛 利へ 飛して、 援を乞 ふ、 輝 元 披見して 則 小 早 川 左 衞門督 隆景、 

吉河駿 河 守 元 舂を將 として、 人 數三萬 差 添へ、 傭 作の 境に 出張 させら る、 京師に も此事 聞え ければ、 秋 

田 城 之 介信忠 卿、 三 萬騎を 卒し 進發 有り、 毛 利 勢に 對し、 播州の 內に陣 を 被 構、 而 るに 毛 利 家に 衆議 有 

て、 唯國 境に 屯して 陣を不 寄、 仍 て信忠 衆は斯 て、 徒らに 在らん より 近邊の 祌吉の 城を攻 落して、 敵の 

氣を 折ん と、 大 軍神 吉を 十重二十重に 圍み、 一 擧に揉 崩さん とすれ 共、 城兵よ く 防て 先手に 三百 人の 討 

死 有り、 故に 寄 手 少しく 攻ロを くつろげ、 重て 足場 を 平均し、 竹 把 を 付て 押 i 鬼る、 其 頃 迄 中 國には 未だ 

竹 把 を 不知、 不思議の 術 哉と、 城兵 阡 を 消す、 城 將祌吉 民 部少輔 は、 心剛 にして 自ら 大手の 櫓に 上り、 

敵に 向て 廣 言し、 橹を 下りて 大手の 城戶を 開かせ、 究竟 Q 兵 二百 を眞 丸に 備て 突出し、 寄 手の iR 手千餘 

騎を 突崩し、 颯と 倫 を 引 楊て 城へ 引入處 を、 寄 手喻留 すがうて 城へ 付 入ん とする を、 民 部 釆配を 捨て、 

自ら 重代の 備前菊 一 文字 則宗の 太刀 を 以て 切て 廻る に， 向 者 討れ ざる は 無し、 見 之 新手の 城兵 百騎 計り、 

咄と 叫て 打 出入る 敵 を 追 崩し、 大將を 押 包て、 門內へ 引けれ ども、 寄 手大軍 故、 新手 を 入替々 々をめ き 

叫んで 打 入け るに ぞ、 遂に 外 構 一 重 打 破られ、 城兵 二 丸へ 引 籠る、 去れ ども 橋 板 を 引た る 故、 寄 手も暫 

しためら ふ處 に、 三 木よりの 加勢 梶原十 右衛門 道 t 奄と云 ふ 勇者、 行 桁 計り. の 橋 を 渡って 敵 を 欺き 走 廻る 

體、 さながら 古の 筒井 淨妙 とも 云つべし、 寄 手 我 打取ん と 相 寄 を * 長刀 を 以て 三人 迄 堀へ 切 はめ * 一  人 

は 深手 を 負 ひ、 今一 人と 引 組で、 敵の 首 を 撥 落し、 手に 提て 引ける を、 譽 ざる 人 はなし、 是に鑌 て、 三 

木 加勢の 內、 小 寺 主馬 介、 柏 原 治 部右衞 門、 中 村 壹岐、 長 谷川 權 太夫、. 藤 田 藤 二、 行 桁 を わたり、 爱を 

詮と戰 ける に、 械 中より 民 部が 家の 子、 同 苗 藤 太夫、 矢文 を 以て 一命 を 助け 給 は ^^t^m^KMm 
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spfir なり， .K 消 許容の 旨 を躬 、适 させら る. * に， .1^ と 21^rt.:5r!  \H ^もお く  BSB を，^ fii て. ，を 損け：^ 

外へ 逃 出、 大將へ 棒ぐ、 t 〔太夫が 爲に民 部 は 甥な り、 骨肉の 總領と 云 ひ 主君と 云 ひ、 渠が 人畜の 擧動を 

惡 まざる ものな し、 斯り しかば 大將を 討れ て、 城兵 廢込 する 處を、 大軍押 込て 打 散し/ \途 に 城 を乘取 

ける、 梶原道 庵ば、 手の 三十 人前 後に 從ひ、 散々 に戰 ける が、 郞等 大方 討れ ければ、 主 從三騎 櫓に ナ、 

を 放て 自害す、 此道 t 奄 十三 歳の. s、 親の 仇 備前國 获原與 一 と 云ふ大 剛の者 を 組 打に せし により、 其 名高 

く 尤も 場 數も餘 多 有 之、 惜き 勇士の 打 死 哉と、 大將も 嘆息し 給 ひける、 かくて 大 將信忠 卿、 首實撿 有り、 

夫より 三 木 城點撿 て、 卽 時に 落城し 難く や 思し けん、 二三 里の 問に 向 ひ、 城 を 數ケ所 付 させ、 中國勢 

の手當 等、 秀吉と 評定の 上、 此 表の 仕置、 秀吉 へ指圖 有て 信 忠卿は 歸洛し 給 ひ、 秀吉は 平 山の 峯に 向械 

を 取て 三 木 を 守 居られけ る、 

〇 平 山合戰 

三 木に は 軍 評定 可 有と て、 天 正 七 年 己 卯 二月 五日、 早天に 各 相 詰る、 上座 は 小三郞 を始、 兄弟 三人、 同 

苗 山城 守已 下、 一族 郞從、 宗徒 C 面々、 威儀 を 整へ 居 流れたり、 時に 長 治 曰、 去年 以來野 ロ祌吉 の兩城 

を攻 落されし 事、 士卒の 科に 非す、 偏に 長 治が 過ちな り、 此上は 各の 軍 慮 を 聞ん、 心底 を 不遣可 被 申と 

なり、 各默 して 暫く 答ざる 處に、 久米 五郞、 • 志 水彌三 郞兩人 進出、 末座の 異昆憚 有り、 諸 將の術 を 承て、 

其 上に て 愚意 を 述んと 云、 山城 守 曰、 去年 秀士 L 發 向後 永き 對陣 の內、 差た る 一 戰も なく、 唯 籠城 を 期し 

たる 計 も 云 甲斐 無き に 似たり、 其 上中國 援兵 も來 ると 雖、 國 境に 屯す る而已 にて、 墓々 敷 牒し合 も 無く、 

斯く 徒らに 月日 を 送る 間に、 國 中の 城々 攻 拔れ、 後 詰の 根 を斷れ なば、 味方 犬なる 弱り 成べ し、 今虔は 

ほ覺敷 一軍して 敵の 氣を 折くべし、 合戰 は、 明日 辰の 初 刻、 城 を 出で、 先づ 長屋 表に 總人數 を 伏 置" 武 

者 五六 百に、 足 輕少々 添へ、 窒田保 隅 岡 村 を 足 輕大將 とし、 前なる 川端に て 敵 を 呼び 引べ し、 秀 吉勇將 

の 上、 野 口 神 吉を攻 取て、 氣に乘 たる 折 なれ は、 我 一 と 川 を 渡さん、 其 時 暫く 會釋 して， 僞て 敗せば、 
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敵 足を亂 して 追ん 所 を、 伏兵 四方より 起って 備を 固め、 さし 狹み引 包て 討なら ば， 敵を虜 にす る 謀 成べ 

しと 申ければ、 久米志 水 あざ笑て、 城 州の 術 一理 有と 雖、 昔より 川 を 隔たる 軍に 渡た る 方 は 勝ち、 渡さ 

れ たる 方 は 負る 事必 せりと 云へ ば、 山城 守 重て 夫 は 一 概の 評な り、 第 一 地理 人數の 多少に も 寄 事 なれば、 

強ちに 申 難しと 有ければ、 兩士 遮て 申け る は、 渡して 善れば こそ 背 水の 術 漢に始 る、 特に 今度の 儀 は、 

當 家の 一族 數を盡 して、 普 代 恩顧の 手勢 計に て、 而も 人數 敵より 多く、 敵 は秀吉 一 朝の 威に 誇る と雖、 

數 代の 主君に も あらす、 唯 信 長 秀吉の 猛威に 懼て、 常 然從ふ 者 どもな り、 凡そ 城攻 は三曆 倍の 人数に 非 

して は、 攻難 きものと 承る を、 大勢 城に 籠な， がら、 小勢の 寄 手 を 恐れ、 手 立して 勝た ると 云 れん もロ惜 

し， 手 立の 軍 は 敵 大勢に て、 味方 若干 小勢の 時 こそ 入 事に 候、 願く は 明日の 軍 は、 法令の 通の 手 分して、 

先 乎 は 城 州を將 として、 秀吉の 先手に 鬼り、 軍 を被始 時、 跡の 一手 は 小太郞 殿を將 として、 吾等 ども 加 

り、 東の 山の 麓より 秀吉 本陣へ 攻 鬼り、 ー擧の 勝負 を 決し、 若し 味方 打 負ば、 某兩 人に 於て は、 秀吉と 

組で、 打 死 を 可 期と、 さも 潔く 申ければ、 軍議 是に究 りて、 明れば 如月 六日 卯の. 刻より 二手に 分て、 先 

手 大將は 刖所左 近、 小野權 右衛門、 櫛橋彌 五三、 足輕 大將窒 E 內匠、 保 隅 越 巾、 岡 村 因幡、 其 外、 國 人に は 

高 橋 源 太 左 衞門， 神澤民 部 、加 古 左 京、 大村九 郞左衞 門、 小 寺 若狹、 黑田 右衛門 尉、 廣岡藤 九郞、 矢 田 太郞左 

衛門、 其 他 侍 七十 二人 都合 二 千 五 百餘、 又 一 手 は 別 所 小 八郞、 大將 にて • 侍 大將 刖所甚 太夫、 同 三 太夫、 

光 技 小 太郞、 同道 碩足 輕大將 は久米 五郞、 志水彌 三郞、 幷國人 服 部 五郎右衛門、 後藤 又左衞 門、 加須屋 

玄蕃、 垂 井武藏 守、 IF 田 兵 庫、 端山 左 馬 介、 永郞魚 住、 巳 下 六十 三人、 多勢 は六ケ 敷と て、 態と 勇士 を 

勝て、 七 百餘騎 勇み 進て 押出す、 秀吉平 山より 見下し、 敵 寄 来る ぞ、 いざ-直れ とて、 軍使 を 以て 令 せら 

る、 常々 軍令 不怠 故、 夫 を 聞と 否 ひた ひたと 馬を乘 出し、 前後左右へ 備へを 配る とぞ 見えし、 先手 千餘 

騎. 風と _ 鬼 向、 互に 足輕を かけ、 暫く 鐵炮迫 合 有て、 夫より 若武者 五 騎十騎 二十 騎跃 出々 々戰 ける が、 

後 は 兩方入 亂て打 込の 軍に なり、 ^唯へ 刀らざる 處に、 二 M: の 三 水勢、 備を押 ar 新手 を入眷 敷と みれば、 
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今日の 軍 は 勝た るぞ、 其 故 は 敵 味方の 間 十町餘 なり、 其 間を驅 て、 人馬の 足 勞れ、 備 しどろ なる 所 を 打 

なら ま、 必定 味方 勝なん、 但居 ながら 敵 を 向れ は、 陰の 位に 成て 惡し、 吾釆 配に 付けと て、 敵 間 半 町 計 

と 見えし 時、 蒐れと 下知し 給 や 否、 旗本 慵 一 度に 咄と宽 る、 秀吉の 弟 羽柴小 一 郞秀長 先登に 柚で 一 番鎗 

たり、 是を 見て 宗徒の 勇士、 我 も/ \ と鎗を 合す、 兩陣 攻撃の 烈しき 有様、 喩 るに 物 無し、 實 にも 城兵 

は 純 粹の者 を 勝り、 寄 手 は 名に あ ふ 秀吉の 勇士 なれば、 互に 命 を 風 毛に 比して 不顧 も理り 哉、 去れ 共 城 

方の 微運 遂に は駄負 敗軍と 見えければ、 久米志 水 は 如何して 紛入 けん、 敵中に 入て 大將 をね らふと 雖、 

志遂不 得、 見顯 はされ て、 雨 人 共に 兼ての 言の 如く 切 死にし ける こそ 勇々 敷 けれ、 一二 木 勢 色めき立て、 

右往左往に 敗軍す、 敵 透 問な く 追 直る を、 大將小 八郞手 廻り 百 五十 騎 にて 返 合し、 自身 後 殿して 相 働 故 

に、 京方に も 手 負 死人、 立 所に 數 百に 及ぶ、 是を 屑と もせす、 ひた 追に 追 打に 仍り、 小八郞 手勢 も 漸く 

卜^ 五騎に 打な され、 小 八郞も 今は斯 とや 思れ けん、 自ら 鎌鎗を 取て、 敵中へ 入らる、 を、 本 究釆女 

と 云 ふ 小姓 引留れ ども 不止、 樋 口 某と 云 ものに 會 して、 遂に 討死せられ ける こそ 潔 けれ、 是を 見て 衣笠の 

摘 子 岑本金 右衛門、 中島 藏人、 山 下 勘 解 由、 4. 山 民 部、 竹 下金 五郎、 松 本 又巿、 以下 十四 五 騎の者 共、 

一人 も 不殘其 場に 於て 打 死す、 別 所 山城 守 は、 味方の 敗軍 を 見て、 高き 岳に 百騎 計り を從 へ、 屯して 退 

u を 思惟し ける 處に、 敵是を 大將と 見て 討て 鬼る、 三 木 勢の 內、 上 月 宮內、 高橋彌 五左衛門、 神澤义 市、 上 

原 越 中、 同 孫 之 允、 眞 先に 進み 寄る 敵を眞 下に 突崩す、 殘る 百餘騎 もへ 叩 を 抛て 働け る 故、 敲五 百 餘騎咄 

と 敗して 引ける を、 追 捨て 跡 を 顧れば、 櫛 田 傳藏、 釵 尾長 吉、 藤 田總六 手の者 二十 人 計り 引淺 る、 廣澤 

左衞鬥 佐是を 見て、 此 若者 共、 敲 引返さば 一定 討るべし、 いざ 引れ て歸 らんと 云 を、 山城 守 聞て 加 様に 

後 股に したき 者 は^ 殺す 物ぞ、 不構 引べ しとて、 徐々 と 退ける が、 慕 ふ 敵 も 無り ければ、 鬼 角して 右の 

若者 共も馳 着て 無恙 引取け る、 其 外餒尾 吉左衞 門、 伊一 勝 某 後れて 引ける が 退 口に 敵三騎 切て 落し、 靜に 
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退ける、 武者 振 見事な りし を、 鐵炮 にて 旣に 打ん とす、 秀吉 制止して、 あたら 者 共 を 助けよ、 當國 平均 

の 後出して 召 仕ん と 有しに 仍り、 不思議に 雨 勇士 は 虎口 を 遁れ、 是も 子細な く 城へ 歸る、 此日城 方大將 

刖所小 八郞を はじめ、 宗徒の 侍 三十 五騎 上下 合て 七 百 八十 餘人打 死す、 秀 吉勝鬨 三度 げ、 氣色 ばりて 

本陣へ 引返さる、 天 正 七 年 二月 六 B 平 山 合戰是 なり、 嗚呼 刖 所の 軍 立、 拙き のみに 非す、 唯秀吉 の髙運 

に 應る」 物歟、 凡 將の位 等しければ、 勝敗の 事 も 計略 且つ 時運の 可否に 依るべし、 拔 群の 將に 至て は、 

共 論に 非す、 全 體の位 懸隔す る 故に、 自然に 位負す るな り、 秀士 " に 於 を や、 後年 R 本 は 物 か は、 異國迄 

手 を 掛給ふ 程の 古今 獨 歩の 將に對 して、 亡 家 Q 長 治い かで 其 鋒 先に 向ん や、 

〇 丹 生 山 夜 觀幷淡 河 軍  _ 

I に攝州 守護 荒木 攝律守 村 重 は、 信 長 を 恨る 子細 有て、 謀 K の&を 立る、 依 之 播州より 京師へ の 往返 自 

由なら す、 秀吉駭 て 村 重を滕 すと 雖、 曾て 承伏せ す、 斯ては 前後に 敵 有て、 無勢の 永陣成 難しと て、 秀 

吉 より 京師へ 軍勢 を 乞る、 拉高槻 茨木 兩城 を、 早く 調議を 以て 味方と なし 荒木 方の 城 は、 有 岡 一城 計に 

して、 播州より 都への 通路 自在なら しめ、 道中 詰りく に 城 を 構へ、 專ら 敵の 乎當 有け る を、 三 木 城に 

は 聞 之て、 攝 州に 藥出來 る は、 責めても 味方の 潤色な り、 衰 れ秀吉 を追拂 はん 事、 近き に 在と 勇て 荒木 

が 端 城、 丘 ハ庫募 熊に 內 通し、 a つ 永々 の 籠城に て糧乏 ければ、 毛 利 家に 乞て 糧米を 運び 入ん 爲に、 丹 生 

の 山 は當國 第一 の 切 所 なれば、 此 所に 近邊の 一 授ニ千 計り 籠め 置、 淡 河の 城下 を 糧道に 支度し ける を、 

秀士 n 聞 付て、 夜 討に 馴 たる 究竟の 士 三百 人す ぐり、 風雨の 夜 を 待て、 丹 生 出へ 押 かけ、 一揆の 大勢 を 切 

散し、 丹 生の 砦を乘 取る に仍 り、 淡 河彈正 一族 郎徒を 集め 申け る は 近邊丹 生の 一揆 を 敵より 迫 落しぬ る 

上 は、 定て不 n: に當 城へ 押 寄すべし、 防の 用意 をせ よと て、 曰々 に 城外へ 人夫 を 出し、 敵の 寄すべき 道 

を 堀 切 落し を 付け、 或は 馬 さぐり 車麥を 蒔せ、 彈}^- も 自ら 出て 下知し ける を、 竊盜 より 秀 告へ吿 故、 舍 

弟 小 一 郞秀長 五 百餘騎 にて、 俄に 押 寄 けれども，：，^ 馬 さぐり 等に 支 へられ、 少 ためら ふ を；^^ して、 J- 
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, 禅 正 足 輕に中 付 置、 兼て 近 江より 率 寄た る 女 馬 を 五六 十疋揃 立て、 寄 手の 方へ 向け、 ％ を敲き 立て、 鬨 

を 作って 敵中へ 追 込めば、 敵方の 馬 ども、 大 にいれ て 刎 廻り、 馬 武者 を 刎 落し、 廢亡 する 所 を、 彈正手 

の 者 五十 餘人咄 と 叫て 驅入 ける 程に. - 秀 長の 備 しどろ に 成て 敗し ける、 城 中よりも 彈正弟 新 三郎、 百 五 

十騎 にて 打 出 追討け る、 彈正甥 江 見 又 四郞、 其 外 柏原大 膳、 宅 野 兵 庫、 高田與 一 など 働 有り、 彈正長 追 

を 制して 城內へ 早く 引取ん とする 時、 江 見 叉 四郞が 云、 今日の 軍 不意に 勝利 を 得た る 事、 大將の 妙計に 

よれり、 定て秀 吉腹を 立て、 多勢 を 以て 押 寄ん か、 左 あらば 味方 如何に 猛く とも、 無勢 なれば 遂に は 打 

負べ し、 其 時 落人の 體 にて、 三 木 城へ 引ん は 見苦し かるべし、 今日の 働 を 一 面目に して 三 木へ つぼまん 

は 如何にと 云ければ、 彈正 始め 各尤と 同じて、 淡 河 城 を 燒拂ひ 一族 郞黨を 具して、 三 木 城へ 引 人る、 長 

治 を 始め 各彈 正の 智勇の 程 を 賞せ りと かや、 

〇 大 村合戰 

三 木より は 毛 利 家へ 粮を 乞て、 蓮 送の 道筋の 手當 有け る處 に、 粮米 未着ざる 內に、 丹 生 淡 河の 耍害も { 仝 

數廢 し、 いと ^ -?, ゆ 魚の 魚 をな す、 少程經 て 中國の 加勢、 古川 小 早 川の 許より 兵部兒 玉內藏 太夫 を 首と し 

て、 兵 精船數 百艘、 三 木 城 見 繼の爲 、 明 石の 魚 住へ 漕 寄る、 紀州 雜賀の 武士 ども.^ 海 邊を警 備 して、 此 

船 着す る處 に、 敵方より 三 木と 魚 住の 間 を 取 切ん と、 君が 峯を 始め、 方々 に附城 役所 を 構へ、 つまりつ 

まりに 柵 を 振り、 粮 道を斷 ちけ るを兒 て、 ^吉は 奇妙の 大將 哉、 僅 六 七 千の 人數を 以て、 六 七 里の 間の 

陣を 張り 却て 味方 0 多勢 を I？ ますこ そ 心得ね、 抑 三 木の 後 詰と して、 去年より 出張しながら、 衆議 區々 

として、 涉々 敷 一 戰 にも 不及 mr 人口 も 如何な り、 三 木へ 牒し合 可 有 一 戰 とて、 此旨を 三 木へ 申 遣し， 

来る 十日 fi 刻 合戰と 定め、 堙を相 圔に城 中よりも 押ー见 り、 双方より 挟て 可攻 討と なり、 夫に 就ても 城 

中糧 乏して 働 自在 成 まじければ、 九日の 宵に 城より 案 內者を 出し、 間道より 城へ 兵粮 を 取 入ん と 中國方 

へ 其の 手 答 を 定置、 約束 Q 通、 手 島 市 之 助、 土橋 平 之尤、 渡 邊藤左 術 門、 案內 者と して 百餘 人に 弓鐵炮 
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を 持せ、 忍て 間道 を經 て、 魚 住へ 遣す、 斯て 1K 正 七 年 九月 十日 丑 刻、 中國 勢の 先手 生 石 中 務ケ將 にて、 

秀吉 の與カ 〔4! 大 膳と 云 者、 平 田に 城 を 構へ 居る 處へ押 一鬼り、 相圖の 狼煙 を 揚げ、 咄と鬨 を 作て、 透 問 も 

なく 打 入、 未 夜 深 なれば、 敵 周章す る 中に て、 大膳は 手の者 八 人に て、 大勢の 中へ 切入り、 散々 に 働き 

討死す、 城將 討れ て 色めき立 間に、 夜 は朗々 と 明ける、 三 木 勢 も 狼煙 を 見て、 平 田 城へ 押 寄る、 倦 亦 兵 

粮 奉行の 手當 土橋 渡 邊は七 八 千の 人夫に、 兵粮 を 運ばせけ るが、 平 田の 城旣に 落る と 見えければ、 運び 

褂 りし 兵粮の 事 は 打 忘れ、 我 一 と 平 田へ 駅 付る に仍 り、 人夫 散亂 して、 はか ふ \ しく 城 內へ糧 米の 不着 

こそ、 切ての 運の 究 なれ、 平 田 城 は 前後左右に 敵を受 て、 迚も 遁 ざる 處 なりと 必死に 防ぎけ る 問に、 秀 

吉の千 手備千 餘騎、 疾風の 如く 駔 付て、 中國 勢の 後を擊 つ、 秀吿 令して 是 程相圖 をお る 軍 なれば、 敵に 

は 術 多く 有べ し、 先 三 木 勢と 城の 間 を 取 切れ やと 笠 坂の 上より 打て 直る、 刖所 山城 人數 三千に て大 村の 

前に 控居 たる を、 秀吉 大音揚 て、 多勢と 平 揚の軍 は 尋常の 如くに て は 仕に くしと て、 味方の 勢を鋅 矢の 

陣に 押し 推掛 りに 突か-^ る、 双方 數戰 して 城 方 多勢と 雖、 遂に 甌 負て 敗走す、 秀吿の 勢 是を追 打 事甚急 

なり、 爱に 於て 三 木 方 侍大將 別所甚 太夫、 同 三 太夫、 同 左 近、 光枝 小 太郞、 同道 碩、 櫛橋彌 五三、 高 橋 

平左衞 門、 三 宅與平 次、 小 野 權左衞 門、 硬掘彌 太夫、 大將分 十 人、 相從者 九十 六 人 、一度に 取て 返し、 今 

日 を 限と 戰 ひける が、 一人 も不淺 討死す、 淡河彈 F; 此軍 にも 不覺を 取らす、 カ戰 して 痛手 負、 郎等 五 

騎打 連て 退ける が、 敵に 追 はれて、 重 創に て 働 も 成 ざれば、 切て 當の 敵に 差違ん とや 思 ひけん、 と ある 

芝居に 坐して 自害す る眞似 をして 俯に 成た る を (脫文 あるべし) 敵の 首 を 取り、 膝に 首 を 抱て 腹 を 切る、 

郞等も 甲斐々々 敷 働して 打 死す、 名譽の 討死と、 跡に て 母 衣 を みれば、 村 上 源氏 具 平 親王 二十 三代の 後 

胤 淡 河彈正 定範と 有り、 扱 は 先日 淡 河の 域に て 術 を 成せし 大將 成べ しと 諸軍擧 つて 感じけ る、 毛 利 勢 も 

是に僻 易して 敗走す、 秀吿馬 廻 二三 百に て 小高き 所に 上り、 馬 印 を 押 上られば、 軍を亂 して 追討す る 味 

寡、 H  I を J て、 ^4-1  sgg: ふ、 mA. き 
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,<百爵.<;^ー„^る. ふ asl- に： j^th&e^r 一， ti  04^^  a  J^ii 1 u ur- 1 、 . 

私 曰、 中國 援兵の 將は、 名に 負 ふ 吉川小 早 川 なれば、 斯程 拙き 軍 は 有 間 敷 事なる に、 最も 不審な り、 

按 るに 別 所長 治、 始は毛 利に 屬し、 中頃 信 長に 通じて 却て 毛 利へ 鉢 先 を 向ん として、 亦聊の 憤に 同盟 

して、 再び 毛 利に 從ふ 事、 兵家の 常に 戒る處 なり、 されば^ 所 家 累代の 家柄た ると 雖、 時の 勢 ひ微に 

して 自立す る 不能、 戰國の 間に 狭れ て、 心なら す 其 威の 及ぼす 所へ 靡き 從ふ 事、 主將の 失の みに 非す、 

時代の 成 行と も 云つべし、 毛 利 別 所の 合體、 表 向 計に て、 底に は斯る 隔意 ある 故、 實に長 诒を救 ふの 

義に 非す、 唯 援兵の 名目の みに て， 誠 は 自國の 境 を 固る 主意な らん か、 去れば こそ 三年に 褂 りし 對陣 

の 間、 さしもの 吉川小 早 川が、 仕出した る 事、 一 つもな く、 徒らに 守 居し は此謂 か、 

或 問、 秀 吉永陣 の內、 させる 術 もな く、 唯 年 を 重ねて 對陣 し、 敵の 色 立 時は是 を會釋 ふの みに て、 緩 

みたる は、 日頃 端的の 勇將に 似合す、 若 其 ii に中國 勢、 實に 援け來 らば、 敵 は 自國と 云 ひ 多勢と 云 ひ、 

塔 は 小 早川吉 川な り、 良 將の軍 立 を 以て 惱 ます 物なら ば、 さしもの 秀吉 なりと も 叶 ひ 難 からん、 又 其 

頃、 天下 I 統に亂 て、 さも 鬧敷 中に て、 信長隊 下に 於て、 一 ニを爭 ふ秀吉 程の 將を、 斯く寬 々として 

置るべき 樣も 無し、 此儀 奈何、 答 曰、 此秀吉 永 陣の事 は、 實に^ 所に 對 する 計に 非す、 先は關 西の 事 

暫く 秀吉を 以て 壓 置物 か、 其 所以 は、 其 頃 四 夷 八蠻、 一 銃に 亂れ、 漸く 東北 は 有 增に征 せられ、 信 長 

上洛 有と 雖、 未 半に も不 及、 西 巾 國の事 は、 素より 東國の 面々 不知 案內の 上、 中 國に毛 利と 云る 一豪 

家 有り、 是 卒爾に 可責 敵に 非す、 是 故に 西國の 先手と 稱 して、 一 篚の 將を提 て、 先づ是 を壓へ 置き、 

其 間に 市ん 北の 根 を 全して 而後に 西 屮國へ 手を延 さるべき 計 策 か、 去に 仍り 秀士" 戰を耍 とせす、 敲に應 

じて 會釋 迄と 見えたり、 尤も 小 早 川 吉川實 の 援兵なら ば、 六ケ 敷かる ベ けれ 共、 秀吉 良材の 將 なれば、 

敵の 機 を 察して、 直の 援兵に 非ざる 事 を 鑒られ し 成べ し、 左 無くば 刖所 如き 小敵に、 永々 敷 將卒を 費 

すべき 事に あらす、 唯 敵の 位 を 測り 時 を 待つ 所、 關 西を壓 るの 主意 成るべし、 
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  五 〇 八  . 

〇 三 木 城兵 糧攻  ♦ 

去 程に 秀吉 所々 の 戰に打 勝ち、 國 中の 城々 も 過半 攻 落し、 中國の 援兵 も大 村合戰 に手懲 し、 三 木 城 も 粒 

盡て 見えければ、 今 は 斯うと 彌々 附 城に 打 寄り、 南 は 八幡 山、 西 は 平 田、 北 は 長屋、 東 は 大塚迄 詰 寄ら 

る、 敵 城と 近き 所 は 僅 五六 町に 不過、 城に 井樓を 高く 上げ、 前に は 柵 逆茂木 を 振り、 大筋 を燒 き、 鎭 

り 返つ c、 偏に 兵粮 詰と ど 見えし、 如此 して 秀吉城 中の 烟の立 様、 運 氣の位 を見定 て、 天 正 八 年 正月 六 

日 自身 Q 馬 1 一計り にて、 ！ ほの 上の 要害 を乘 取、 則宫の 上より 城內を 見下ろし、 兵力 旣に盡 たりと て、 同 

十一 m 南の 構に、 人數を 付て 山 下 を 放火し、 長 治の 弟^ 之 進 友 之の 持 ロ廳尾 山城 守が 構の 新 城へ 鬼り 給 

ふに、 城兵 飢ゑ 勞れて 甲斐々々 敷働不 叶、 適切 出る 者 も、 忽爱彼 處に切 伏ら せ、 中に 名 を惜む 者と 見え 

て、 老 武者 三十 八 人、 大手の 木戸 を 開き、 各 一面に 立 並て、 一度に 腹をぞ 切たり ける、 仍て 易々 と 大手 

より 乘入、 首實撿 ありて、 詰の 城へ 打 寄らる、 

〇 長 治 友 之 自害 

當城を 守護して、 十四 代^ 所 小 三郞長 治に 至り、 旣 にカ盡 き蓮究 りて、 一族 郞 徒と 供に 詰の 城へ 集る、 

其 時 長 治の 曰、 古今 和漢の 良將 だに、 運 迫って は、 敵の 爲に命 を？ &^、 是 兵家の 常な り、 況ゃ長 治 如き 

怯 弱の 身と して、 今更 愁 ひの 軍して、 拙 ま 死 を遂ん より は、 不如 吾等 兄弟 幷 山城 守、 速に 士卒の 命に 換 

り、 自殺して 泉下に 怨を 報ぜん とお も ふなり、 斯迄 先途 を見屆 け、 義を 重んじて 吾等に 屬 する 忠勇の 士 

を、 悉く 滅 さん 事、 將の 心に 非す、 此旨趣 を 友 之 執筆して 敵將 Q 許へ 書 を 送るべし と宣 ふ、 友 之 承 之て、 

则 一封の 書 を、 近 士宇野 右衛門と 云 者に 持せ て、 淺野 彌兵衞 方へ 遣す、 彌兵衞 是を捧 て、 秀吉の 前に 於 

て讀 上る、 其 文に 曰、 

唯今 申入 旨 趣 者、 去々 年 以来 敵 對の事 雖不無 其 故、 今更 不克述 素 意、 併 時節 到來、 蓮已 窮矣、 安嚙臍 

乎. 長 治 友 之 山城 守 三人、 來るト 七 n 申 刻 可 切腹 定畢、 然 士卒 等 以憐慜 於 被 助命、 今生 之 本 懷奈如 之 
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哉、 此旨宜 被 披露 者 也、 nilr 

天 正 八 年；. In: 十五 日  ^所 小 三 郞長治 

淺野彌 兵衞殿 

秀吉聞 之、 暫く 首 を 低れ 默 然として 歎息し 宣ふ は、 長 治將の 意に 叶へ り、 早く 領 掌の 返書 を 記し、 且つ 

最後の 慰めに、， 酒 看 を 添て 送るべし、 是士の 情と て、 樽 尋常に 整へ、 55- 報と 俱に城 中へ 遣す、 其囘章 

に 曰、 

霄札 到来 令 披見 候、 今度 籠城の 始末 合 戰ー無 不當理 失 勝利 更 不可 謂 怯、 是併 運命 之 致 所歟、 然來 十七 

日 申 刻 長 治 友 之 賀相被 致 自害、 淺 士卒 及 雜人被 助命 度 之 旨、 寇大將 愛 士之道 可 謂良將 也， 感其 心底 落 

淚雞 止、 三人 於 自害 軍卒 赦免 之 事 不可 相違 候、 猶從淺 野 彌ぉ衞 方、 委細 可 申達 候 謹言、 

F: 月 十五 日  羽 柴筑前 守秀吉 

別 所 小 三郞殿 

長 in 則 披見して、 翌十 六日 早朝 諸 軍 不殘召 寄せ、 長 治 威儀 を； 止して 曰、 去る 天 fi- 六 年より 前後 三年の 間、 

當城堅 岡に 持 答へ、 防戰に 於ても 人口 を 愧ぬ振 まひ、 全く 士卒の 忠勇に 依れり、 然れ共 運 縮て 丘 ハ糧盡 き、 

勢力 脫 する 上 は、 世 も 今 を 限りと 覺 えたり、 就 夫斯る 義臣 を 悉く 亡命 させなん 事大 將の 意に 非す、 所詮 

吾等 自殺して 殘卒 助命の 事 を 敵 將へ請 ふの 處、 許諾の 返 寄到來 せい、 仍て 明日 吾等 自殺に 及ぶべし、 特 

に 敵の 情 有て、 美酒 i 有 を 贈れり、 是 にて 最後の 酒宴 有べ しとて、 酒 看 を 士卒へ 配分 ありければ、 せ疋に 

同流 ー簞の 醪な りと て、 上下 淚 と共に 酌 流し、 大將の 寛仁 をぞ 仰ぎ 嘆け る、 斯て翌 十七 日に は， 婦人 幼 

兒は見 苦から ぬ 様に、 早く 生害 然るべ しと、 其 旨 を かきくどき、 解き 聞せ 給へば、 皆々 潔く 覺悟 有て、 

十七 日 早天に 山城 守窒 (攝州 畠 山 之 女) 先づ 童子 こそ 死 出の 山の 案內致 侍らめ と、 幼き 男子 二人- 女子 

一人 を 守 刀に て 刺殺し、 其^ を 取 直し 自ら 生害し ければ、 女ながら いしく も 計 ふ 物 哉と、 長 治是を 賞し 
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て 其 身 も 三歲の 男子 を 引 寄せ、 一 刀に 刺殺し、 同室 (備前 國守浦 上則宗 女) 友之窒 (播州 端 谷 城主 衣笠 

女) 俱に 殺害して、 备の 骸を大 庭へ おろし、 都遺戶 を打碎 き、 心 閑に 火葬し、 今 は 心 掛りも 無しと、 兄 

弟 打 笑て 容 殿に 疊 一帖 づ. - 敷せ、 兄弟 左右に 坐して、 山城 守 はな ど遲 きと 待 居らる、 めのと 三 宅 肥 前 守 

台. 忠は 年老 ぬれ ども、 意 氣揚々 として、 威儀 を 崩さす、 最期の 供 せんと 傍に 在し が、 山城 守が、 遲參を 

不審に 思 ひ、 生害 唯今な り， 疾く出 座 あるべし と、 使者 を 立ければ、 ^城 守 曰、 抑將 たる 者 は、 國家 Q 

柱石たり、 故に 將の 命に 換る 士卒 は、 古今 類 ひ 多し、 士の 命に 換る將 は 例し 少し、 然る を 長 治 士卒 を愍 

み、 自殺 Q 企 有らば、 士卒 は 乂其恩 儀 を 感じて、 將の 命に 替る歟 、或は 將の 死に 殉 ふべき 條 勿論なる に、 

長 治が 慈愍を 能き 事に して 助らん と 欲する 不義の 者 共 を 助けて 何 かせん、 唯 城に 火 を かけ、 將も 士卒 も 

死 を 供に せんと 答て、 旣に 櫓に 火 を 放ん とする を、 山城 守が 手の者 共 大に忿 て、 長 治 公の 仁愛と は， 雲 

泥の 遠 ひ 哉、 敵將 許諾して、 相濟 たる 事 を 今更 賀 相の 我意 を 以て、 鏖に 成ん 事、 思 ひも 不寄、 其 儀なら 

ば •> 賀相を 打 果し參 らせんと て、 各 一 銃に 走 寄 是非 を 云 はす、 山城 を 討て 出す、 長 治 友 之 は是に 不拘心 

閑に 生害 有し を、 三 宅 治 忠是を 相け て、 自身 も 其 刀 を 以て 1^ 死す、 別 所 累世の 垂統、 兹に 絡る こそ 是非 

なけれ、 

一本に 治忠當 家に 於 は、 宗徒の 老臣に て、 緣坐 たる 上に、 長 治の 5^ 人 たれば、 常に 賞^ せらるべき 身 

なれ ども、 如 可成 故に や、 日頃させる ffl ひも 無り し を、 治忠 兼々 述懷 づ、 而 るに 今生 害の 際に 至て、 

さし も寵 ほの 輩 も 死に 不殉、 治 忠義に 仍て， 殉死す と、 自ら 廣 言して 腹 を 切る と 云々、 

予が 先祖 神 澤善充 衞門治 勝 は、 三 宅 治忠が 1^ なり、 治忠沒 期に 遣 命を諾 して、 治 勝 三 木 を 去と 云ひ傳 

ふ、 治 勝 事 我家に は貞 勝と _ ^り、 別 所 安治 長治兩 代に 蓽へ、 長臣六 人の 內其獨 にて、 百 三十 騎の 士大 

將と 有り、 此記錄 に 神 澤民部 祌澤又 一な ど」 同姓の 名 は 見え たれ 共、 善左衞 門は不 見、 若く は 此兩名 

の內 善左衞 門前 名なる 歟、 1  後世 其裔 にして、 其 祖先 を詳 にせす、  Imn 
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チは. 唯 恨 もな しゃもろ 人の 命に 替る我 身と 思へ は  長  治 (生年せ 三) 

諸 ともに 消柴る こそ 嬉し けれ 後れ 先立 習 ひなる 世に  同  窒 

命 をも惜 まさりけ り 梓弓 末の世 迄の 名 を 思 ふ 身 は  友 之 (生年 廿 一) 

頼め こし 後の世 迄に 翼 を も 双 ふる 鳥の 契な りけ り  同  窒 

後の世の 道 も 迷 はし 思 ひ 子 を 我 身に そへ て 行末の {殳  山城 窒 

君な く はう き 身の 命 何 かせん 淺て 甲斐の ある 世 成と も  三 宅 治忠 

翌 十八 日群士 助命の- 砌、 長 治の 小姓 林 辰 之 介、 此 短冊 を携 出て、 秀 吉に獻 すと かや、 長 治の 質、 日頃 

は 柔弱に 似り と雖、 沒 期に 諸 卒を扶 け、 連枝 曁び 令室の 人々 迄、 各 一首の 詠に 思 ひ を 述處、 仁 勇 全し 

て 而も 優にい み じき 振舞 ひ、 吁人は 死 を 善くす る こそ 後代の 鑑 なれ、 山城 守 賀相は 其 性 佞に して 人 を 

猜み、 表は忠 に似て、 底に は 逆心 有 敷、 始長 治を諫 て、 秀吉 と鉢循 たらしむ る も 良計に 非す、 一度 反 

する だに 武門 愧 たり、 况ゃ！ w びす る 時 は、 豈毛 利の 合體 整ん や、 去れば こそ、 毛 利よりも 援兵の 名 

のみに て、 實に援 る 事無し、 是若 將を賺 して 自を 立る の 謂 敷、 其 所以 は、 舍弟孫 右衛門 重楝 は、 信 長 

秀吉と 善し、 賀相 元より 重 棟と 不和 なれば、 行末 東 士に睦 びて は 威 を 重 棟に 奪るべき を 察しての 所行 

成べ し、 故に 最後 を 善くせ す、 後の 嘲 を 遣す 物歟、 孫 右衛門 重楝 は、 功に 誇りて 舍兄を 始め、 諸士を 

蔑 如し、 我が 威 を 輝す 所 不可な り、 去れ 共 一本に 天 正 元年 酉 八月 別 家名 代と して、 重 楝池田 輝 政 (時 

代 相違 是は池 田 信 輝なる べし) に從 ひ、 信 長に 謁す、 其 頃長秀 をして、 但馬 EE 幡の山 名 兩家を 征伐の 

事 有り、 重楝迎 之案內 者と して、 但因兩 國に向 ふ 慮に、 供に 信 長に 降て 平均す、 翌年 天 王 寺 河 州 若 江 

表 信 長 出張の 節 も、 別 所 家 功名 有り、 夫より 信 長に 屬し、 西國發 向の 魁 首 も 承れけ ると 云々、 是皆重 

楝が働 成 を 悪んで、. 賀 相違 盟の企 を 勤る もの 歟、 尤も 重 楝總領 長 治を棄 て、 秀 吉に屬 する 條、 不義の 
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名 は遁れ がた し、 去れ 共 元は 賀 相が 不和より 起て、 重 棟 身の 立 所 無き 儘に、 東 士へ從 ふ 成べ し、 過失 

を 競へば、 賀 相が 失は猶 重し とや せん、 重楝は 右の 譯 にて、 一家の： W 亡 を 遞れ、 僅に^ 所の 家系 を 遣 

し、 今に 至て 御 旗本に 其裔 有り、 

かくて 秀吉三 の 首 實撿の ト：、 翌十 八日 城兵 不殘 助命 有り、 則 三 將の首 京都へ 登せ、 信 長 公の 實撿 に備 

へ、 殘黨 11^ マ ji^ 方 魚 住の 城々 を卽 時に 攻拔 玉へば、 此勢 ひに 但備作 三ケ國 一圓に 屬し， 其 餘風西 國四國 

へ 及ぼして、 使節 到 來の國 も出來 ければ * 此旨 京師へ 訴ら る、 處に、 信 長 公よ 0. 勇武 調 儀 無比 類. a の感 

狀を賜 ふ、 而 して 三 木 城へ 引 移り 城 地 を 掃除し、 堀 を 俊へ、 離散の 人民 を 呼 返し. 國 中の 法令 を 立ら る 

に、 須臾に して  一 EE ュ E をぞ諷 ひける、 
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〇 戶川記 上 

戶 川の 濫觴 は、 曩祖を 平 右衛門 秀 安と 云 (幼名 平 助) 備後阈 門 田と 言 ふ 所の 產 なり、 父 は 門 田 某、 姓 一 X 

不詳、 天文 七 年 戊戌 誕生、 五 歲の時 父 死、 母の 介抱に て備 前に 漂泊す、 攻は 女子に て 二 歳なる を 母懷に 

て 養育し ける が、 母 熟思 ふ 様、 今亂 世に て、 男子た る 者 は 蓮に 任せて、 いかなる 立身 を もす るぞ かし、 

哀れ 平 助 を 世に 在せ 度と 念願し、 先づ此 女子 を携て は-足 手 纏に 成て 妨 なりと ある 池へ 女子 を 沈め 殺し、 

夫より 平 助 獨を倡 ひ、 州に 富 川 某と 云 入道 は、 我姊 にて 名 有 者 なれば、 渠を賴 まば やと 思 ひ、 作 州に 

たどり ゆき、 一入 道 に^と 云ければ、 人道 平 助 を 倩 見て、 未だ 嬰兒 ながら 唯なら ぬ 所有り、 後に は 家を與 

す 間 敷 者に 非す と 甲斐々々 敷 請 合、 則 養子と して 富 川 を名乘 せけ り、 母 悅て平 助 を こ. -に殘 し 置、 自ら 

は 再び 備 前へ 歸る、 其 頃 宇喜多 興 家 は、 備 前の 守護 浦ト： 備前守 宗景に 仕へ、 邑久郡 音 湖の 內に 於て、 僅 

三百 貫 を領し 小身に て 在し が、 次男 忠家 出生して、 其 乳母 を 求め、 彼 平 助が 母 を 召 抱へ、 此 女生 得才發 

にて、 主人の 心に 協ければ、 家事 を 悉く 渠に 住せて、 甚 籠す、 然るに 作 州に は、 干戈 起て、 富 川 入道 も 

害せられ、 母の 姊も 死に 臨んで、 姊歸 伎の 儈に平 助 を 託す、 此僧肯 て 平 助 を 連て、 儲 前に 越て、 實 母に 

渡す、 主人 宇喜多 憐 之で、 母と 偽に 召 仕 ひ、 幸 ひ 嫡子 直 家 も 未だ 幼若 なれば 直 家が 伽に して 扶助し 置く 

(平 助 は 直 家より 年五ッ 劣) 忠家稍 長す るに 仍り、 乳母 を 宇喜多 家來岡 悠兵衞 (岡豊 前 守が 父) 方へ 主 

人より 令 嫁、 爱 にて 男子 三人 女子 一二 人を產 しけれ 共、 此 後の 子どもの 事 は 大抵に して、 母 は 偏に 秀安を 

取 立る の 心なり、 女ながら 軍陣に も馴 て、 子供に 具足 を 着せ、 跃引 進退の 事 杯 をも敎 ける と 也 >  或 時 夫 

子 共の 留守 を 知て、 强盜大 勞來る 音し ければ、 其儘强 張の 簇を取 出し、 矢た ばね を 解 音して 靜り 返って 
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人 を 呼 集る 體を， 盜 外面に て 聞 之 恐怖して 逃 失け ると なん、 斯く けなげ 成る 女 故、 秀安を 思 ひの 儘に 生 

立、 宇喜多の 長臣と 成て、 武功 飽迄逞 敷かり し は、 偏に 母の 功な りと ぞ、 此秀 安武 功の 事、 正 敷 記錄は 

無しと 雖、 其 人の 姨幷 古き 人に も粗覺 居た る 人 有て 語りし を、 左に 少く書 顯す物 也， 秀安後 受領して 肥 

後 守と 云、 又 富 川 を 戸川に 書改 候、 右の 母 は長壽 にて、 孫 肥 後 守 達 安、 備中國 廣瀬在 城の 節 迄 存命し、 . 

諸人に 崇敬せられ， 慶長八 年 九十 二 歳に て 死、 法名 妙珠 云々、 

富 川秀安 は、 生 質 廉直 柔和に て 仁慈 有 故に、 政事 賞罰の 事 直 家に 不直有 時 は、 何 返 も 押返諫 之て 正理に 

行 ふ 故に、 人 敬 怖し 懷 く、 岡平內 (後豊 前 守) 長 船 又三郞 (後 越 中 守) は 共に 短慮に して、 動 すれば 口 

論に 及ぶ を 宥之論 之、 此 三人 不和 成る 時 は、 主家 破 却の 基と 淚を 流して 抑留す る 故、 兩人も 和平せ りと 

や、 直 家 は 表裏 ある 將 にて、 時々 相 差 ふ 事 多き を 隣 國に克 く 知って、 何角議 する 事 有 時 は、 秀 安が 起請 

文 を 乞 取て、 是を實 なね とす、 秀安 武勇 場数の 事 は、 右に 記す 如く 委くは 難 知、 智 異相 備 はり、 後の 肥 

後 守より は猶增 りたり と云傳 ふ、 主人 直 家 音 湖に 居て、 小身の 砌領知 高よりも 人 多き 故、 世路鑌 兼、 一 

ヶ月 三 五 度 は 失 貪と て、 扶持 方を控 へ、 是を溜 置、 兵粮に 用 ふ、 其 頃 は 家老 共 も、 塞に 幽 なる 身體 なれ 

ば、 窮迫の 砌は、 長 船 岡 を 始め 岡 山邊へ 出て、 夜 盜辻切 杯 を 致 けれ 共、 平 助は不 出、 右の 兩 人に 被 勸て、 

唯一度 犬に 後悔し、 再び 不出、 偏に 身 を 約 かにして、 餘 人の 如く 不窺、 其 行 ひ 正 敷篤實 なり、 而 して 直 

家 跌扈の 後 も、 秀 安が 貞 心に 智勇 相 備るを 被 愛、 大小の 密事 此秀 安へ 不被談 事無し、 傻直家 美 作 國へ手 

番ひ 有て、 年 を 經て不 止、 富 川 平 右衛門 岡平內 長船大 三郞、 此三將 は 始終 作 州の 付 城に 在り、 備 前より 

飛徵を 以て 指揮 せらる、 其 時の 狀、 少々 所持せ る 人 あり、 上書 は 富 平 岡 平 長大と 片名 書. なり、 (是は 其 頃の 

風俗に て 貴賤と なく、 片名 にて 通用せ るよ しなり) 此砌作 州に は、 村 上 某と 云 者强將 にて、 數囘 の攻戰 

有し 也、 右 戰に平 右衛門 異父の 弟、 岡 與八郞 十九 歲、 力量 人に 勝れ、 數度 高名す、 刺 物 は 揚羽蝶 片羽九 

尺に して 麾に 七道 具 を 立る、 作 州 三の 城へ 一 番に乘 込 時、 頗先を 射られ、 與八郞 怒て 其 矢 を かなぐり 拔 
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とて、 顿骨を 割り 氣縫 せし 處を、 津島善 右衛門と 云 者 走 来て、 與八郞 が 首 を 取る、 無双の 勇者に て、 浚 

に は 平 右衛門に も 劣 間 敷物と 惜 まざる は 無し、 是岡慰 兵衞が 子な り、. 其次甚 a 郞と云 早世す、 其 次 岡 市 

之丞、 後玄 仲と 號す、 E 川 叉 左衞門 父な り、 

秀吉公 播州 發向 Q 頃 迄 は、 直 家 も 毛 利に 屬 しける が、 數 年の 間^ 所に 秀吉 公の 弓矢の 體を、 隣國の 事な 

れば、 直 家倩鑑 て、 密に秀 安に 被 申け る は、 信 長秀吉 の鋅先 不可 及、 其 上. 賞 を 重て 罰を輕 くす る 故に、 

人 是に懷 く、 不如今 是に屬 せ すん ば 後悔す とも 甲斐 有 まじ、 急ぎ 秀 吉を镇 み， 信 長に 屬 せん は 如何 こと 

有ければ、 秀安 尤も 御 詫の 通に 候、 早々 思 召 立るべし、 事 延引の 上に て は、 其 功 立 難 かるべし と 申す、 

直 家 聞き 夫 は 去 事ながら、 汝がニ 男 孫 六 人質と して、 備 後に 在り、 是を捨 殺さん に不 忍と 被 申、 秀安 云、 

御 家の 大事に、 幼稚の 者 一 人 杯を替 申さん や、 其 儀に 枸らせ 給べ からすと 遮って 勸之、 直家大 に感、 I. し 

て、 左 有らば 孫 六 事 は 後日の 手 立 有べ し、 先秀 吉を賴 むと、 其調義 整け る- 天 正 七 年より 信 長に 從ひ、 

播州の 合戰 にも 加勢 を 出し、 毛 利 家へ は 手 切の 使者 を 遣し、 庶幾ば 人質 を 可 返 賜 由 申 遣せ 共、 勿論 毛 d 

に 於て 承引せ す、 然るに 安國 寺惠瓊 所用 有て 上京す と 聞き、 是 究竟の 事 也と、 京都 安阈寺 許へ 使者 を 登 

せ、 御歸國 の節備 前へ 立 寄せ 給 ふべ し、 內談を 得度 事 有と 申 送る に仍 て、 安國 寺歸國 の砌、 藤 前へ 立 寄 

し を、 Be- 押へ おき、 藝 州へ 使 を 以て 富 川 平 右衛門 子孫 六 を 御 返 可 有、 左 無ば 惠瓊を 此方に 止 置、 其 式に 

可 隨と申 遣 故、 毛 利 家に も 色々 評定す と雖、 所詮 安國寺 は難捨 とて、 可 引替に 定、 備中河 逢 川 を MB て 一,:! 

に 人數を 出し、 川 中に て 行 違ひ樣 に、 K 方 を 引替、 孫 六 を連歸 る、 秀安 等く 拜謝 之、 孫 六 事後に 助左衞 

門と 號て、 御當 家に 奉仕す と 云々、 

右の 後 は、 毛 利より 備中 境目 を 侵し、 備 前の 內二呂 のまへ、 辛 川 表 迄も責 入に 付、 直 家 兵 を 出し 戰て、 

是を追 退く、 其 頃 平 右衛門 秀安 は、 兒 島の 常 山城に 居、 藝兵此 城 を 取卷體 にて 大勢 充滿 す、 是を 見て^ 

山城に 籠る 組頭 中島 左 馬 進 廣戶某 杯より、 岡 山へ 注進して 加勢 を 乞 ふ、 直 家 聞て 驚き、 急て 兵 を 前へ 
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口に 艤 すれ 共、 城の 上將秀 安より 何の 注進 も 無き は 子細 有べ し、 先秀 安が 一 左右 を 待て、 出 勢 可 然と 猶 

豫 する 所に、 翌日 秀 安が 注進 狀 到來、 急ぎ 披 きみれば、 決して 御 出 勢 不可 有、 是は 敵の 手 立に て、 岡 山 

より 當 城への 加 兵 を 出させ、 其 ト： にて 兒 島と 岡 山の 船 手 を 取 切、 岡 山の 無勢 成る 虚を 見て、 本 城 岡 山 を 

攻る 術と 存候 間、 某 を 御捨殺 有べ し、 假令 無勢に て、 城 は 責拔れ 候 共、 味方の 瑕瑾に 成る 働 は 仕 問 敷と 

申 越に 仍り、 直 家 其 意に 被 任 慮に、 案の 如く 敵の 計略 相違 故に、 無 程藝兵 は引拂 ひ、 秀 安が 良 智掌を 指 

が 如し、 直 家 最感賞 せらる と 云々、 

宇喜多 忠家 (入道 後號 安心 小 野四郞 右衛門 (直 家 家老 分 Q 者 也) を擊 つ、 直 家 犬に 怒る、 忠家 怖て、 

富 山城に 引 籠る、 直 家 呼 之 出、 旣に 叛心と 見 ゆるに 付、 岡豊前 長 船 越 中 杯 は、 日頃 忠 家と 中惡 敷に 仍 

り 事 を 幸 ひに、 御菜し 可 有 旨を讒 す、 秀安 は忠家 乳母 子 故、 是を 歎き、 某に 御 任せ 可 被 下 相 願 ふ、 借 

富 山城へ 向 ひ、 一 言の 敎訓 にも 不及、 偏に 城攻の 用意して 仕 寄を附 け、 井樓を 用意し、 夥敷攻 戰の勢 ひ- 

を 震 ひ 見せければ、 忠家此 勢 ひに 僻 易せ しか、 起請文 を 以て 降參 す、 秀安是 を 取 精て 和睦 整ぬ、 忠 家の 

日頃 物 驚の 氣質を 能 知て 斯の 如しと なり、 

備中 國撫川 鄕定場 城、 秀安 一手 を 以て 攻之、 小 城ながら 地 險に泥 有り、 道 狭して 驗引 自在なら す、 少手 

問 入と 雖、 翌 は可乘 取と 申 居る 處へ、 直 家より 花房 助 兵 衞を被 差 越、 其 城の 事、 先 一日： 賫 ほくし 引取 候 

様に との 使 03 曰 趣な りし かば、 助兵衞 爱に來 て、 城の 輒く可 落體を 見て、 忽ち 使の： 02 趣 を 違て、 H; 疋程^ 

小 城、 など や 乘！^ る 事 や 有る、 早く 可乘 取との 仰な りと 云 も 不敢、 某 先手して 攻 屠ん と 眞 先に 城 を乘破 

る、 籠 兵 も 元来 城 を 明 退く 心なれば、 墓々 敷 担ぐ 事 もな く、 ー擧に 落城す、 則 域に 火 を 掛け、 秀 安助 兵 

衞 供に 岡 山へ 歸 ると 云々、 

症 家 卒去の 後 は、 猶々 毛 利より 兒 島の 內を 犯す に仍 り、 兒島 波知須 表に 城 を 築き 可 守と て、 字 喜 多與太 

郞基 家、 (春 定子直 家 甥 八郞秀 家の 名代) 檢 分に 出る、 ^安 も 12 く 渡海す る 由、 備中 境に 在る 毛 利の 者 共 
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聞 付て、 大勢 を 催し 不意 を 襲 ふ、 宇喜多 方 は、 思設 ざる 俄 事に て 仰天す、 墓 家勇將 にて、 自ら 眞 先に 出 

で、 士卒 を勵 ます 處に、 亂炮 たちまち 基 家の 胸板 を 拔て立 所に 討死、 備兵は，.^^^^、 散々 に 崩 引く、 基 家 

乳母 三 五兵衛 (苗字 欠) 唯一 人、 基 家に 抱 付て 切 死す、 敵勢 ひに 乘て追 之、 秀安は 死を究 て、 馬 引返す 

處に、 能勢大 五郎と 云 者、 同く 供 せんと 一 番に 馬の 口に 引 添、 績て 馬場 重 助、 岸本惣 次郞、 小 林 三郞右 

衞鬥 、(今一 人 不詳 栗 井 三 郞兵衞 か) 追々 駐來、 國 富 源 右衛門、 完耳太 郞兵衞 は、 外の 山手に 在し が、 遙 

に此 體を視 て、 谷 岸と も不云 馳來、 秀 安が 馬 前に 於て、 國富は 能 敵 を is- 付て 首 を 取， 完耳も 同く 敵と 鏡 

合け るが、 嶮 蛆を馳 たる 勞倦 にて 墓々 敷 働き 兼、 る を、 國富 己が 當 敵の 首 を 取て、 直に 太 郞兵衞 に 助る ぞ 

と聲を 懸け 突宽 る、 兩 人して 其 敵 を 鐘 付、 太 郞兵衞 は我勞 たり、 其 首 源 右衛門に 取れと 云、 馬場 重 助 は 

上の 岸に て衝 き、 敵の 首 取て、 岸に 腰 を掛て 居し が、 是を 見て、 太 郞兵衛 喰 ひ 付て 成 共、 當 敵の 首 は 取 

る も のぞと 呼る 聲に應 じて、 太 郞兵衞 起 上りて、 其 敵の 首 を 取る、 秀 安が 蜜 然として 自ら 殿す る を 見て 

引懸 りし 者 共 も、 追々 に 引返せば、 足を亂 したる 敵 兵 故、 又 追 崩されて、 物 別して 各 岡 山に 歸る、 其 後 

常 山城に て 高名 穿議の 上、 能 勢 又五郞 一番 供の 功 を 以て 一番に 盞を賜 ふ、 二 は 國富源 右衛門、 三 は完耳 

太郞 兵衞、 夫より 次々 賜 之、 小 森三郞 右衛門 鎗合 有れ 共、 山 を 隔て 證人 無に よって 帳面に：^ る-, 敵方に 

は 能 見て 譽け ると 後日に 聞え し、 此 振舞の 時、 功 ある 者 は 朱 碗 を 以て 饗す、 尤も 上座に 着、 功 無き 者 は 

黑碗 なり、 下座に 着、 日 比 名 有 者 も 黑碗多 かりし、 先年 武田信 玄此事 有し 出、 其 例 を 以て 如此、 右 七 人 

の 者 共、 殘らす 手に 合 ひ、 秀 安馬 前の 働、 憲に 七本鎗 とも、 可稱れ ども， 天下 軍に 非れば、 普 人 不知 之、 

功名 匿る. M 擧を馄 む、 乍 去 後年 肥 後 守 達 安の 時、 備前 宰相 忠雄卿 を庭瀨 城に て 招請の 時、 ， 皮知濱 軍の 事 

を 尋給ふ 故に、 肥 後 守詳に 物語 有り、 忠 雄卿甚 感心 有て、 中に も 國富源 右衛門 は拔 群の 者な りと て 其 

席へ 呼 出され、 iEl に 褒美 有しと ぞ、 

天 正 十 年に は、 東北 國は凡 靜謐に 成て、 信 長 公在洛 なり、 秀安其 比 病 氣を患 ひ、 幸 ひ東國 治り ぬれば、 
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關東草 津の溫 泉へ 爲療用 立 越 逗留す る處 に、 秀吉備 中高 松 城 を水攻 にせられ、 危急の 吿 有り 歸 らんと 欲 

する 處 に- 信 長 公 御 父子 不慮の 撗 死に 仍り、 諸國 一 銃に 騒動し、 東海 北陸の 邊 は、 殊に 一 向 通路 も 成 兼 

に 付、 秀 安心なら す 草津に 四月より 八月 迄 逗留し、 八月 上方へ 登って、 則秀吉 公に 拜 謁し、 其 後 大阪へ 

も 相 詰る となん、 去れ 共 此病氣 故、 年々 御陣 にも 不出事 多し、 天 正 十四 五 年頃、 秀 家長 ほ 五六 輩 受領 被 

仰 付、 秀安 叙任 從 五位 下肥 後 守、 暫 有て 病氣を 申立、 受領 を 嫡子 助 七郞達 安に 謹り、 其 身 は 入道して 友 村 

と號 す、 兒島常 山麓に 引 籠、 茶 湯 連歌 幷 文筆 を 翫ぶ、 日頃 日蓮 宗を崇 み 病 ひ 超過の 後 は、 の 外 無 他事、 

備前 家臣 古老の 面々 は、 不殘 日蓮 宗を 尊崇す、 慶長ニ 年 八月 六日 死、 肥 後 守 達 安高 麗陣 留守の 內 なり、 

常 山に 葬る、 其 所に 今 も 石塔 在り、 法名 自住齋 坊授友 村と 號す、 惜ぃ 哉、 生涯の 行狀、 記錄 無れば 委く 

難 知、 僅に 十が 一 を 爱に擧 るの み秀 安、 秩錄ニ 萬 五千石、 外に 預 五十人 組 凡 合 六 萬 石、 人數 三千の. 先手 

備にて 直 家 第 一 の長臣 なり、 

其 子 肥 後 守 達 安、 永 錄十年 丁 卯 生る、 始名 助七郞 (功 名大 二) 人體長 高太逞 く、 力量 衆に 超え、 若き 時 は 

相撲 を 好む、 寺 尾 作 右衛門 は 鹿 角 を 引裂く、 高 畠 平 八 は 八 人 舁の石 一 方 を 荷 ふに、 片方の 者 挫く 者の 强 

力 成が、 達 安も是 等と 無 甲乙、 年老 齒落 白髮に 成て は、 偏に 二王の 如し、 

天 K 七 年 直 家信 長 公に 屬す るに 仍り、 其 秋 毛 利 家より、 小 早 川 隆景、 備 中に 出張して、 備前 境に 在る 宇 

喜 多 方の 忍 城を攻 屠る、 其 後備 前 津高郡 辛 川 表へ、 藝兵押 込に 付、 備兵打 出 大合戰 有り、 藝兵 敗北、 是 

を 辛 川陣と 云、 此時肥 後 守 未 助七郞 とて 十二 歲 初陣な り、 敵中へ^ 入 付添た る 家人 高名す、 達 安 若年に 

て 健 か 成る 故、 首 帳に 達 安高 名に 立つ、 

天 正 十ハ+ 四月 秀吉 公、 備 中表 出陣、 備前勢 右 先手と して、 備中宫 地 城 (今 足 守の 上の 山) を備前 一手に 

て攻 落し、 其 外 冠の 城 を 屠る、 其 外 高 松 城水攻 等の 事 は、 餘錄に 見 ゆるに より 爱に 略す、 此時達 安 十六 

歲、 父 平 右衛門 入湯 S£ 主 故、 家老 先手 役 を 勤む、 秀吉公 歸陣の 節， 岡 山城へ 被爲 入、 城主 宇喜多 八郞秀 
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家 (于時 十歲) 岡 山人 口 迄 御迎に 出で、 助 七 郞も御 直に 御禮申 上る、 今度 毛 利 家より 差出處 0 備中川 東 

九 萬石餘 を、 此般の 賞に 秀 家に 賜 ふ、 

明 智合戰 にも 備兵差 登、 爲 人質 戶川平 右 衞門娘 幷明石 掃 部 其 節 未 幼少なる を 差 出す、 

天 正 十 一 年 柴田勝 家 合戰の 時、 備兵 出陣せ しゃ 否 不知、 

同 十二 年小牧 長久 手 合戰に は、 備 前より 大勢 登る、 助七郞 登し 哉、 平 右衛門 出陣 か 不詳、 • 

同 十三 年 根 来攻の 時、 和 泉 國千石 堀に 於て、 備前勢 軍功 有り、 根來寺 滅却の 後、 紀 州雜賀 へ御發 向、 諸 

勢 丁 場 を 分て、 llf^ 堤 を 築き 水 攻の節 備前丁 場の 堤 切れ 水 溢出づ "秀吉 公 御機嫌 損す、 岡 豊前守 早速 御前 

へ 出で、 私不念 故に、 堤 を 切せ 候、 申 譯には 切腹 可 仕と 申 上れば、 忽 御機嫌 直り、 加 様の 事 は 有 物な り、 

早々 水を留 候へ との 上意に て相濟 み、 卽 時に 人夫 を掛 て、 元の 如くに 提を 直す、 無 程 落城に 及し なり、 

其 頃 秀安は 病氣、 長 船 は 死 故、 萬 づ豊前 守 一 人の 指揮な り、 

同年 六月 四 國攻の 時、 長 曾 我 部 元 親 弟 親 安が 籠る 一 宮城 攻戰の 時、 肥 後 守 家人 靑井 善兵衞 一 番乘 す、 城 

兵 早 落 去て 人 無き 故に、 井の 釣瓶 を 取歸り 高名と 成る >( 此 軍に 平 右衛門 出陣 共 云 不分明) 九月 四國 平均、 

同 十五 年 三月 秀吉公 九州 發向、 毛 利 輝 元 浮 田秀家 先鋒、 秀家は 初陣たり、 黑田 如水豊 後の 大友長 曾 我 部 

幷 豫の衆 中 は、 前 手より 下て 城を搏 居る に仍 り、 毛 利 浮 田 も 都 喜 枝 城 を 築き、 秀吉公 渡海 有て、 日向 

ノ境高 城 を 總勢を 以て 攻之、 備 前の 攻ロ肥 守 後手より I 番に乘 破る、 此 時分 宮 部善祥 坊が陣 へ、 島 津義弘 

夜擊す (ー說 島 津中務 とも 云) 克く 担て 島津 敗す、 其 後 豐後府 内 岩石 城 小 熊 城、 其 外 九州の 城々 攻 屠り 

大 隅より 薩 州へ 打 人に 至て、 島津 修理 太夫 義久 降參、 秀吉 公鹿兒 島に 入 給 ひ、 筑前博 多に 御 逗留 有て、 

御 凱陣、 此 陣中 備 兵の 功、 肥 後 守 持， 其 語に 不及、 達 安 自ら 夜 廻して 寢食を 忘る と 云々、 

頃年秀 安重 病に 仍り 家老 役 を 肥 後 守に 讓る、 其 頃 大阪に 於て 御 普請 止 事無し、 右 公用に 達 安出 精す る 故 

に、 殿下の 御意に 叶 ひ、 亦 岡豊前 守が と 成る、 其 頃は備 前の 國事、 豊前守 一 入に 執 計け るが、 肥 後 守 
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緣組己 後 は、 何事 も 肥 後 守 住せ 仕置 事 申 付る に、 政事 聊も私 無き 故に、 词戶川 程の 家老 は 他家に も 無 之 

と、 世 擧て稱 美 之、 

同 十八 年 小 m 原 陣御發 向な り、 浮島ケ 原に て、 備前秀 家と、 武者 競 有べ しと 上意に て、 殿下 も 異形の 御 

出立に て 御 競 有りに、 備前 勢の 爽さ肥 後 守が 逞さ を上覽 有て、 御 旗本 備 より は備 前の 軍 粧 勝れり と御感 

不斜、 此御陣 に は岡豐 前は不 出、 肥 後 守 國兵を 掌て 進發 す、 山中 城攻 落、 翌日 湯 本迄攻 寄、 殿下 松 山に 

御 本陣 を 被 構、 肥 後 守は備 前の 魁 首と して、 湯 本の 北の 山を攀 登り、 小 田 原の 尾 首に 至り 城 近して 鐵炮 

茂く 来る 故、 峯へ は不被 出、 味方より 鐵炮可 放 様 無き 處に、 中吉 與兵衞 は、 百 挺 Q 鳥銃 頭 成が、 我 足輕 

を i て、 {t^ へ 向て、 鳥 読 を 放つ、 其 音 松 山に 聞え て、 御 旗本より 加 兵 を 被 遣、 糠 酒 等 卓 散に 被 下、 倫 前 

家老 は 一 日替に 先手 を 勤る 法令に て、 其 日 は 長 船紀伊 守が 先手 當番 なれ 共、 押懸 りの 事 なれば、 肥 後 守 

尾 首の 山へ 押 詰め 陣を 取る、 長 船が 與頭延 原 土 佐 も、 旗 驗押立 來る處 に、 肥 後 守 弟 戸川 玄蕃 (後 號助左 

衞門) 肥 後が 跡 勢 を 召 具して 来る を、 延原 押へ て、 今日の 先手 は紀伊 守な り、 先へ は 通す 間 敷と 云、 玄 

蕃 怒て 肥 後 守 唯今 先手に 於て 戰 最中な り、 先番 後番 とて、 敵に 斷り 申さるべき や、 宿老の 御邊 にても 妨 

らる、 に 於 は、 相手 たるべし と鎗を 取て、 馬より 下る を、 土 佐 老功に て天喑 若手の 强盛尤 に 候、 左 有ら 

ば 通り 給へ と 先を讓 る、 于 時玄蕃 生年 十六 歳な り、 戸川が 旌 奉行 中村彌 右衛門 旅 押 立、 先へ 押 行 を、 土 

佐 組の 內 より 聲を掛 て、 彌 右衛門 は 昨今 迄 同 組に 居て、 今拉を 破り 不知 顔に て 押 行 は 如何にと 云、 中 付 

曰、 紀伊守 殿に 從ふ內 は 勿論な り、 今 肥 後 殿に 屬 する 身の、 なん ぞ紀伊 殿の 言 を 用ん、 武道 不案內 の 申 

様 哉と 詈て 先へ 進み、 尾 首の 山に 登り 旗お し 立る、 夫より 寄 ロを不 去、 榔を振 ひ 弁樓を 揚げ、 大筒 を掛 

け、 & 々攻擊 有て、 其 後 銀 掘に 穴 を 振せ、 旣に 櫓へ 堀 付る 處に、 城內 にも 知 之て、 內 より 熱砂 を 流し 懸 

る 故に、 其 功 空し、 何れの 手 も 同前な り、 鬼 角して 小 S 原 城 亡、 夫より 直に 奥州 御 進發、 秀 家も俱 奉し、 

白^に 於て、 秀 家に 檢地仰 付ら れ、 肥 後 守 承 之て、 組 家来 を 出し、 早速 撿 地相 濟み御 歸陣後 御稱美 有て、 


金銀 等 を 被 下、 小 田 iHt の 事 は、 餘錄 にも 委く 諸家の 事 は、 備前 Q 手に 不拘 事故 愛 に^す、 

：大 正 十九 年の 頃 は、 秀家稍 長 ぜ ら れ、 參議に 被 任、 . 器量 骨柄と 「マ r 公儀 向殊 に 宜しく 諸人の 覺ぇ 他に 異な 

り、 天下の 御 a- として、 威勢 最盛 なり、 長臣 代る 大阪に 詰る、 岡 豊前守 は、 第 一 の 宿老に て、 勇武 

才智 人に 超え、 世に 良 臣の名 有り、 殿下の 御前 能くして 萬づ御 直に 言上す、 故に 家中に 異議 を 云 者な し、 

戶川肥 後 守豊前 守に 相 鑌て威 有り、 或 夏 夜 殿下 秀家亭 へ 御成 有り、 凉 取の 茶屋に て饗應 有り、 小 西攝津 

守 御前に 在て、 明年 高麗 御進發 Q 軍議す、 肥 後 守 は 茶屋の 廊下に 踞り 居け るに， 殿下 御聲を 被褂， 是へ 

罷 出で 軍議 を 聞 候へ との 御 誌 ゆ ゑ、 緣 側に 長る、 小 西 朝鮮の 事 を 手に 握る 如く 申述 ぶ、 御機嫌 不斜、 夜 

闡 にして 御虛 敷へ 入御の 時、 茶屋と 座敷の 間に 土 堤 有り、 其 所に て 肥 後 頁 ひ 候へ と 上意な り、 則 負 ひ 奉 

て、 御座 敷へ 歸らせ 給、 扭々 强勢 成る 負ひ樣 哉と 御 笑ながら 褒さひ 給と なり、 

文錄 元年 四月 朝鮮 國へ 御先 手、 諸 勢 渡海す、 殿下 も 肥 前名 護 屋迄御 動 座、 日本の 大小 名、 皆 名 護 屋へ詰 

る、 秀家は 第 八 番目 渡海の 定 なり、 然るに 小 西 行 長、 彼 地に 於て 先登し、 所々 城 を拔き 武威 を 震 ふ 注進 

有り、 秀家 老臣 を 集め 謂て 曰、 行 長 朝鮮に 於て 危事 多し、 渠深 進んで、 屍 を 異域に 暖， さば、 殿下の 御 損 

我 も 亦 日頃の 睦ひ 有れば、 是を餘 所に 見ん に不 忍、 不如 早く 渡海して 救 之と 被 申、 長 臣等各 承り、 尤可 

然と 申す、 是は 殿下 朝鮮へ 進んで 渡る 者を强 ちに 悅給ふ 事 知て、 幸 ひに して 勸之、 仍て同 五月 出船な り、 

肥 後 守 魁 船して、 一番に 釜 山 浦へ 着、 秀家も 引績着 有て、 行 長と 對議の 上、 都て 签山 浦の 間 城々々 (是 

をヮ タリ 城と 號す) 秀家を 以て 令 守 之、 肥 後 守 則 其 一 ケ所 を預、 或 時 組 衆 を 働に 出す に、 朝鮮 兵 大勢 蒐 

て、 組頭 中島 空 助 を 打殺す、 淺兵 敗して 歸 るに 付、 翌日 肥 後 守 自ら 出る、 先 斥候と して、 宿老の 組頭 新 

面 伊賀 岡 巿之丞 小山 岑に 登て 敵の 形勢 を 測る に、 廣 野に 群る 人數思 ひしよりも 大勢な り、 雨 人 も 此多兵 

に は當り 難く 見切り、 本營へ 引と つて 担ん と 云、 肥 後日、 各 老功 者 なれ 共、 夫 は 臆 心なり、 引かば 敵 可 

追 打つ、 待て 戰ん は卒 少して 難 及、 所詮 多 兵の 內へ驩 入て 打破り 引取ん、 死地に 入 時 は必遁 る、 唯 我に 
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任すべし とて、 小 松 山の 有る に 旗 指 物 小 荷駄の 人夫 を 登せ、 此 山に 勢の 在る 如くに 兒 せて、 手勢 一同に 

備 へて、 一度に 親と 鬼る、 鮮兵此 勢 ひに 僻 易して、 忽壞 北して 後口に 存る 川へ 逃掛り 亡す る處を 追討 

して、 數 百の 首を秀 家の 本陣へ 遣す、 是 備兵鮮 兵との 戰手始 なり、 其 後日 を經 て、 肥 後 守 持 分の 所々 へ 

人數を 分て 働に 出し、 此 留守の 虚を 敵方に 窺知て、 雲霞の ごとく 金 太鼓 を 打ち 鬨を あげて 鬼り 来る、 宗 

徒の 者 は、 皆 外に 在り、 是に居 合す 者 は、 老人 若年の 輩 計なる に、 肥 後 守 敵の 手 並 も 知ぬ、 心靜 に湯漬 

を 噴 ひ 酒を飮 み、 士卒 を勵 して 云、 敵 は 異國人 なれば、 此營 中に 在る 人々、 敵に 紛れて 落べき 様な し、 

然る 上 は 死 を 一途に 究て 突破るべし、 死なん と 欲れば 活き、 活 とすれば 死る、 則今此 時な り 穴 賢 見 苦 敷 

働して、 國の 耻を顯 すべから すと 下知して 疾風の 如く 突出す、 景山作 十 郞と云 若士、 一 番に 敵中に 驅て 

打 死す、 中 問 小人の 大頭 砂場 六郞 右衛門、 山上 甚左衞 門 杯、 力量の 者に て、 大に 働き 敵 を 打つ、 然れ共 

敵 多勢 なれば、 彌が 上に 下り 重り、 營 中の 味方 も あぐみ 勞 せる 處に、 所々 へ 働きに 出た る 者 ども、 是を 

聞て 追々 に馳 戻って 敵の 後の 山に 旗 を 立て、 後より 蒐る をみ て、 あは やと 色めく を、 • 得たり やと 前後よ 

り 突崩せば、 敵擾亂 して 引返す、 追討 之苜 ども、 數多 持せ 秀 家へ 獻 じて、 其 次第 を 相述れ ば、 秀家大 に 

賞美して、 感書を 賜 ふ、 其 後 は 敵も懲 ける にや、 兵 を 出す 事無く、 右兩 度の 首 日本へ 送り 委細 注進す、 

然 ども 自分の 働の 事故 公儀 帳に は不錄 となり、 

豊臣 將軍譜 曰、 文祿 元年 朝鮮 征伐 之 時、 戶川肥 後 守 屯 一 營士民 逃竄、 肥 後 守 論 曰、 非殺汝 也、 其 勿 恐 

焉、 乃 出 木 檩六百 分與之 曰、 持 之 則 無 其 害 傷焉、 土民 大喜以 油紙 裹之 、係 于頸以 安 其 心、 於是 四民 雜商， 

皆 肉 足 來聚肥 後 守營、 故 米 粟豊、 材木 滿矣、 炭 薪 積矣、 魚肉 足矣、 每事無 不足 者、 旣而肥 後 守 移 他營、 

則 人 居 其 前營時 土民 繁木 標來 曰、 肥 後々々 其 人 曰 汝何謂 乎、 卽悉 捕殺 之、 自是 而後 朝鮮 土民 皆 曰、 日本 

人 者 虎 猿 也、 不可 觸近、 其 軍法 不定 矣、 皆 躱避于 山中 也、 又祌功 皇后 以弓弭 書 巨石 曰、 高麗 王者 吾 日 

本狗 也、 其 石今尙 存焉、 肥 後 守 歸朝之 後 謂 人 曰、 秀吉自 赴 朝鮮、 則 軍法 堅而 善矣、 然則 諸將豈 殺人 如 
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肥 後 守 朝鮮の 人 を、 自身 一 人 も不剪 之、 其 所以 は 始め 刀を拔 て、 鮮入を 斬らん とする 時、 手 を 合せ 聲を 

揚て泣 叫ぶ 事、 日本の 婦 童に 劣る、 達 安是を あざみて、 武人の 斬る 者に 非す とて、 追討 杯の 時 も、 自身 

は 匁を以 せす と 云り、 達 安常に は驍 勇者 成 故に、 家 來手討 幷刑人 を 自ら 様し 杯し ける が、 夫と は 遠 ひ、 

異邦に して 一 人 も 人を不 害、 

文 綠ニ年 正月 小 西 攝津守 平壌 城に 在 を、 明 兵 二十 萬 を 以て 攻之、 大軍不 當を考 て、 さしもの 攝津守 も， 

夜 城 を 出て 都に 歸る、 依 之 總軍も 一先 づ都 を引拂 ひ、 加 藤 淸正兀 良哈の 境に 在て 引取ん とす、 秀 家より 

家臣 三人 加勢に 遣す、 戸川 肥 後 守 其 第 一 たり、 則馳往 ければ、 淸 正の 戰 最中な り、 仍て加 兵 もカ戰 して、 

1 方 を 打破る、 淸 正大に 感悅 す， 扨 明の 大將李 如 松、 十 萬の 兵を卒 ひ、 開城 を 出て、 都に 日本 勢 少き由 

を 聞て、 速に 開城 川 を 渡して 夥敷備 を 立る、 是を 聞て 日本の 軍 監列侯 軍談 有り、 各將 先鋒 を 望む， 小 早 

川隆景 臼、 先陣 は 我必是 せん、 日本犬 明の 戰、 大事 此 時に 有り、 老年ながら 先鋒に 於て、 豈 他人に 渡さ 

んゃ、 諸 將不肯 、隆景 頻て乞 ふに 仍り、 各 其 望に 住す、 是 明と 日本 兵 を 合す 手始 なれば、 都 被 攻出は 辱な 

りと て、 今度 は 不殘、 碧 蹄 館に 出づ、 隆景 先鋒たり、 二 は 立花宗 茂、 久 留米秀 包， 毛 利元康 段々 に備 ふ、 

浮 m 秀家は 第 八の 備にて 遙已 下な り、 日本 勢 は 山手、 明 兵は廣 野に 陣す、 秀家、 陣は 後備 なれば、 地形 

に仍り 敵陣へ は 却て 近し、 秀 家の 先 備肥後 守 山より 下て 森に 出で 備ふ、 辰の 下 刻に 軍始 り、 一 の 先 小 早 

川の 手へ 敵打宽 る、 此 手の 先備栗 屋四郞 兵衞、 暫く 戰ひ 二の 備 井上 五郎兵衛 入替 て奮戰 すれ 共、 明の 大 

兵 人 替々々 克戰ゅ ゑ、 井上 も 突 負る 時 肥 後 守 古老の 組 中 を 呼て、 明 軍の 位 を 見て 曰、 二の 先立 花 手 は 多 

分 可堪、 其 時我撗 合に 可 蒐と少 く 山手に 登り、 尙も敵 味方の 働 を 見る に、 案の 如く 立 花立堪 て、 敵少卻 

色 を 見て、 其 儘麾を 場げ、 諸 卒に聲 を 掛て馳 出る に、 敵の 本陣より 色めき立て 頹 敗す、 小 早川總 勢橫鎗 

を 入て 突破る、 爱に 於て 明 軍犬に 亂 崩る、 味方の 諸 軍 一統に 追討す、 肥 後守眞 先に 追討 處に、 引 後れた 
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  五 二 四 

る 敵、 馬に 離て 歩 立に 成り 引き 行く 體、 明 人の 內 にても 物 主の 類と 見、 大の 男に て 究竟に 逞 敷に、 國富 

源 右衛門 追 付て、 餘 付ん とする に、 長き 袖に て 刀 錯を卷 き 取、 源 右衛門 透 さす 組 付ける を、 事と もせす 

國富を 組敷、 國富も 他に 勝れた る 大男の 力量 者なる が， 敵 は 又 夫に 一 かさ 增 たる 大男に て、 大力 なれば、 

國富刎 返す 事不 叶、 旣に源 右衛門 を 引 敷て、 喉 を 捻 殺さん とす、 國富脇 指 をつ-^ 張りて 是を堪 へ、 危き 

處へ 家人 下り 合ひ漸 にして 敵 を 討つ、 其 外 我 もくと 追宽 け、 敵 を 開城 川へ 追 込、 諸手へ 討 取 明 兵數千 

人な り、 各 川 を 起て 追ん とする を、 隆景長 追 を 制止して、 爱 にて 敵 を追棄 つ、 各 都へ 引取 云々、 寬 永の 

頃、 大樹 公御咄 衆と て、 立 花 飛 驛守戶 川 肥 後 守 等、 其 外 江 都に 在て、 常に 出合 中に も、 此兩人 は 入魂 故 

に、 色 々雑談の 折節、 肥 後 守 此戰の 事 を 出し、 貴公の 驍勇を 以て、 大敵 を 挫き 給 ふと 被譽 は、 飛 州 は 

又 其 時 貴 客の 本陣 を 突崩されし 故に こそと 互に 功 を 譲て、 譽 返されし なり、 さて 岡 豊前守 は 朝鮮に 於て 

病に 罹り、 八月 卒 而後 は、 秀 家の 事、 軍事 其 外 何事に 不限、 一圓に 肥 後 守 執 之、 三月 明 兵猶々 莫大に 來 

て 所々 の 城に 籠る、 秀家 は據龍 山、 米穀 數十萬 石 庫に 納置 を、 明の 將杳大 受竊を 入て、 米穀 を燒 く、 仍 

て粮乏 くな りて 兵 大に窮 す、 
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〇 戸川 記 下 

文 綠ニ年 六月 朝鮮 爲 和議、 加藤淸 正の 去歲擒 にせし 彼國の 二王 子 名 護 屋に被 留置し、 今年 歸し給 ふ、 朝 

鮮の 上下 悅合事 限な し、 明 將李如 松 は 未だ 朝鮮に 滞留す、 

秀吉公 福 原 右馬助 熊 谷 內藏龙 を 爲御使 在 朝鮮の 列候へ 被 仰 遣 旨 趣 は、 晉 州城始 軍に 越度 を 取 候條， 此度は 

總勢を 以て 攻落候 由な り、 右の 始 軍と 巾す は、 當三 月頃、 加 藤 遠 江 守、 長 岡 越 中 守、 木 村 常 陸 介、 長 谷 

川 藤 五郎 等、 彼是 七 將抽て 晋州城 を攻、 城 中 寄 手の 小勢 を 見て 出 勢して 相戰 ひ、 • 七將 各カ戰 すと 雖、 城 

方 多 兵に て 勝 事 を不得 引退、 城兵 強く 追討、 七將 夜に 人て 漸 王城に 歸る、 此義を 被 仰 遣し なり， 又 七月 

に 淺野彈 正 黑田如 水 を 被 遣、 城主 牧司 能く 担 由、 急ぎ 渠を討 取 可 攻屠皆 諸 將へ申 渡す、 依 之 八月 諸手 一 

同晋 州を攻 む、 加 藤 淸正小 西 行 長 先鋒たり、 毛 利 秀元浮 田 秀家各 一方へ 向 ふ、 島津 義弘、 鍋 島 直 茂、 長 

曾 我 部 元 親、 蜂須賀 家政、 立花宗 茂、 小 早 川 隆景、 黑田長 政、 淺野彈 正、 伊達 政宗 一手と 成り *  S 方よ 

り攻 之、 城兵 最も 強く 防ぐ、 加 籐淸正 は 高 櫓 一 堀 崩して 一番に 攻入、 黑田長 政 手に は、 後藤 叉 兵衞、 龜 

甲と 云 物 を 揃へ 持る、 其 仕形 は 厚板 を莒に 刺し、 內に强 切 梁 を 立る、 石 杯 落し 掛ても 挫けざる 樣 にして、 

其內へ 又兵衞 入て 捧を 棹に して 地 車 を 掛け、 跡 先 自在に して 石垣 刎 崩し、 城へ 乘り 入る、 肥 後 守 も並備 

にて、 後藤と 一度に 石 壁 類 倒して 攻 人る、 秀 元は 西の方より 攻 入る、 前後左右 同時に 攻寬 て、 一 擧に城 

を 操 落せば、 城 中 さばかり の 强兵も 散々 に切亂 され、 或は 山より 落ち 後の 川へ 飛 入る、 凡 死す る 者 二 萬 

五千餘 人な り、 伊達正宗 小勢に て、 竭軍 忠秀吉 ハム 感書を 賜 ふ、 城 將牧司 は 逃て 藪 中に 匿る、 を 浮 田 物 頭 

岡 本權之 介と 云 者 見 付て 首 を 捕り、 降 人に 見 すれば 相違な し、 仍て首 を鹽漬 にして、 名 護 屋に獻 す、 秀 
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翁 「 吉 公大に 御感 有て、 感狀を 被 下、 日本へ も 名高き 强將を 檔之丞 打取 事、 武の 冥加に 叶 ひ、 剩此 功に 仍り 

備 前の 方黑 田より 先登に 定り、 注進 目録に 如此 書く、 然れ 共軍監 幅 原 右 馬 介 は是を 承引せ す、 此城乘 の 

一 潘は黑 田 甲 州內、 後藤 又 兵衛其 次、 浮 H 家 戸川 肥 後 守な り、 我 は 監察の ie^ なれば、 歸 朝の 砌申 問ん と 

草 I 約して、 後日に 其 段 言上せ しとな り、 此事秀 家 幷肥後 守に 於て は不 諍、 清 正 長 政と は 一 二の 諍 ひ 有り、 

淸正 一番 乘に定 ると 云々、 

同 十月 殿下より、 毛 利秀元 浮田秀 家へ 御 書 を 賜 ふ、 寒天に 向 ふ 間 可歸朝 由、 故に 衆に 先立て 歸る、 殿下 

も 名護屋 より 御開 陣、 签山 浦に 淺る列 侯 皆 以て 三年の 春歸 朝、 名 護屋に 詰る 大小 名 も 不殘大 阪へ歸 る、 

肥 後 守 は 當時備 前 一 の 老臣に て、 國中 仕置 一 人して 申 付る に、 山 州 伏 見に 城 を 築せられ、 諸 大名 夫々 請 

取 場 有て、 右 御 普請に 掛る、 秀家は 本丸の 手傳 なり、 此 御用 長 船 紀伊守 a 二 家老の 內越中 守 嫡肥後 守 妹 

婿な り) 勤 之、 普請 御 急に 付、 別して 本丸の 事 なれば、 紀伊 守萬づ 叮嚀に 執 計 ふ、 晝 夜の 境 無く 出精 致 

す、 尤も 普請の 下知 等に 付ても、 才智 類な きを 殿下 御感 有て、 向 後備 前の 事、 一 圓に長 船に 可 申 付よ し 

上意な り、 自是先 花房 志 摩 守 幸 次、 殿下 播磨姬 路御直 館 Q 時より 御 使して、 御意に 叶 ひ、 備前 大小 蔡に 

不限、 三 家老よりも 內々 志 摩 守へ 仰 付ら れけ るが、 此度長 船へ 如 此被仰 付に 付、 共 以後 は、 長 船 心の 儘 

に 國事を 執る、 肥 後 守を始 各 怒れ 共、 上意 なれば 詮方 無し、 近年 軍役 繁く、 其 上 所々 御城 普請 打續 き、 諸 

大名 勝手の 難儀 大方なら チ、 去れ ども 秀家卿 は、 天 下の 御壻 なれば、 威勢 他に 異にして、 世の 用 ひ 目 出 

度 かりし 故、 次第に 奢侈 長 じ、 物 毎 我儘に 擧 動る、 鷹 野 を 好て 黄 鷹 百聯、 鷹匠 三百 人 を 抱へ、 鷹 場の 經 

營 言に 陳 がた し、 又 猿 樂を數 寄て、 度々 の 能 興行 を 如上 方 家 取 計 ふ、 其 外の 花 奢に 費す 事夥敷 故、 他 兌 

と 違 ひ、 勝手 向存の 外に 不足な り、 鲁に中 村 次 郞兵衞 と 云 出頭 人 有り、 是は秀 家 卿の 窒家 に附 て、 加州 

利 家 卿より 來る 者な り、 又 浮 田 太 郞左衞 門と 云 先代よ わの 用人、 是も 出頭して 彼 兩人紀 伊 守と 入魂して 

様々 密談して 伏 見へ 登り 御內々 を 伺 ひ、 四 年 春 御 家 不如意に 仍ぉ、 儉 約と 號し 宇喜多の 分國 悉く 撿地を 
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入、 且つ 譜代の 諸 士の拜 地 を も 宜敷分 は割替 て、 所 替を申 付る、 是皆次 郞兵衞 が 仕業 故に、 諸 士擧て 彼 

を惡 む、 又 己に 親き 者 を吹擧 して 取 立、 疎き をば 聊の 事に 閉門 遠慮 申 付、 或は 身上 を 滅すも 有れば 各簿 

氷 を 踏 如く なれ 共、 上意 を 以て 行 ふ 故、 奈何と もす る 事無し、 其 折から 岡 越 前 守 組と、 肥 前 守 組に 分 

出来て、 雨 家 引 分れ 鬪 諍に 及ぶ、 一家 中の 諸士緣 に觸れ て、 兩 家の 內 へ荷撸 す、 備前 騒動 大方なら す、 是 

故に 秀家 卿の 母 儀 大方 殿より 老人 を 使と して、 大使 御 留守 主の 內と. 云 ひ、 欺る 擧動 双方 共に 犬に 不可な 

り、 是非 堪忍 可 仕と 遮て 扱て、 漸く 無事に 相濟 ぬ、 同年 夏の 頃、 秀 家の 窒 家所勞 なり 其 病 物怪の 如くに 

て、 醫 術に 不及、 伕之 祈禱の 事、 日蓮 宗の 僧徒に 被 申 付、 各 柚 丹誠、 數日 いのれ 共 無 驗、 其 後山 伏 加持 

して 平復す、 秀家 怒て 向後 家中の 輩、 日蓮 宗を相 改め、 他宗に 成 候樣被 巾 付、 其 時 明お 掃 部 正、 吉利支 丹 

宗門 をす k め、 伴 天 連 を 呼 下しければ、 我 もくと 此 宗門に 傾かざる は 無し、 肥 後 守 は 親友 林 殊更に 日 

蓮 宗を崇 みたる 故に 斷を 申、 其 儘 日蓮 宗を 立る、 其 外 浮 田 左 京 允、 岡 越 前 守、 花房 志 摩 守、 花房 助兵衞 

以下、 家中 半 は 肥 後 守 一統な り、 紀伊守 方 は 次 郞兵衞 太 郞左衞 鬥延原 土 佐 杯、 一味す、 明 石 掃 部 は、 此 

宗門 を廣 めしの みに て、 何れへ も不 寄、 如此 家中 和せ すして、 常に 靜 ならす、 遂に は 浮 田家 滅亡の 端と 

成ぬ、 

慶長 元年、 大 明と 和議 整 ひ、 冊 使 遊擊來 朝す、 太閣 殿下 御馳走の 饗嚴 重に 夥し、 然るに 大 明の 書簡、 大 

に 思 召に 齟齬す、 殿下 忽 御機嫌 損じ、 兼 日 饗應の 用意 徒らに、 明の 兩使を 泉 洲堺へ 早々 追 返され、 すご 

ぐと 本 國へ歸 る、 依 之 ふた- -び 朝鮮 征伐の 事 被 仰 出、 同 二 年 三月 毛 利 秀元浮 田秀家 以下， 總勢 十三 萬 

餘釜山 浦に. S たる、 戶川肥 後 守此度 も^なり、 同 八月、 全 羅道南 原 城を攻 む、 一 手は秀 家、 先手 小 西 行 

長、 島津 義弘、 蜂須賀 家政、 長 會我部 元 親、 加 藤 左 馬 助、 生 駒讃岐 守な り、 其 勢 五 萬、 一 手 は 毛 利秀元 

加藤淸 正、 黑田長 政、 淺野幸 長、 其 外人 數五 萬、 慶 州より 干； 城へ 奇て、 明 兵と 戰ふ、 名 島中 納言秀 秋 も 

1 方將 にて 釜 山 浦に 在り、 南 原 城 後援たり、 島 律義 弘加藤 嘉明闈 取して、 金 州に 向 ふ 南 原 城 (南門と 云) 
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五 二八 

秀家 行長攻 之、 肥 後 守 家人 完耳太 郞兵衞 (家老 分の 者) 靑井 善兵衞 (物 頭) 同時に、 壁 下に 着、 靑井、 

先 壁 上に 乘る、 完耳、 人 は 無 かと 問 ふ、 無しと 答 ふ、 我 を引揚 くれよ と 云、 靑井則 手 を 取て 引揚 る、 太 

郞兵衞 壁に 乘と 均く 、大昔に て名乘 故に、 完耳 一 番に定 る、 靑井は 一 番 に乘れ 共、 太 郞兵衛 に 出し 拔れ て、 

其 次に 成り 後悔 すれ 共 詮方 無し、 諸手に 先立て、 肥 後 守 手 一番 乘の 事、 殿下の 御 聞に も 達す、 夫より 諸 

手 追々 乘入 高名 取々 なり、 討 取首數 三千 餘、 小 西 行 長 猛勇 を 震 ひ、 本 所 乘破生 捕 千餘、 此內女 多し とな 

り、 南門の 一番 乘と稱 する 者、 頃 年に も聽之 共、 皆 僻事な り、 完耳靑 井が 外に は 無しと 知べ し、 同 三年 

秀家卿 上意に 仍り歸 朝、 御前に 於て、 南！： の 城 一番 乘の 軍功 御稱美 有け り、 

花房 助 兵衞長 船紀伊 守と 申 分 有て 備前を 立 退、 源 君內府 公、 其 勇敢 を 聞 召 及ばれ、 關 東へ 下り 螢居 すべ 

き 旨 仰ら れ上州 岩 村に 住す、 

同 十八 日 殿下 御 佗界、 五. 大老 衆 盟書を 以て、 秀頼 公輔 佐の 義被申 上、 秀家卿 も 其 一人な り、 

同 四 年長 船紀 守 病死、 旣に 死期に 臨て 先非 を 悔ゐ、 肥 後 守と 和睦して 跡 式の ^を 頼む、 紀^ 守覽子 無し 

弟 吉兵衞 二 賞 は 甥) 相鑌 す、 近年 中 村 次 郞兵衞 が 仕置に 仍り、 家 屮恨を 含 者 夥し、 今度 長 船 死し： 冉び肥 

後 守 仕置と 成ても、 是 迄の 通に て 差 置 故、 浮 田 左 京亮、 岡 越 前 守、 花房 志 摩 守 等內議 して、 肥 後 守に 面 

會し、 此 分に 差 置れ なば、 御 家の 減 却 近き に 有べ し、 唯 打 破られよ と勸 るに 任せ， 先づ紀 $ ^守が 腹心と 

賴 みし 寺 內道作 を、 山 田 兵 右衛門と 申 者に 申 付 殺 之、 夫より 大阪 に-: H て、 屮村 次郞兵 衞を染 さんと 欲る 

.5 を 聞き、 中 村 は 奥 向 緣有者 なれば、 奥に 入て 不出、 因玆、 門に 侍番を 付置處 に、 中 村 は女乘 物に 乘て 

夜に 紛れ 遁 出で、 加 賀に趨 る、 秀家此 次第 を 聞れ、 長臣 共の、 主人 を 蔑 如し、 我意に 住る 仕形 を 怒て、 

大谷刑 部 少輔を 被 頼、 刑 部亭に 於て、 肥 後 を 可 討に 極まり、 旣に刑 部が 招に 應じ、 肥 後 波の 亭に往 き、 

玄關に 坐 居所に 老臣 共此 催を拽 聞て、 浮 田 左 京 は 自身 長刀 を 提げ、 谷が 廣 間に 至り、 肥 後 を 引 連立 歸 

る、 其體樊 が鴻 門の 會に 到る に 似たり、 而 して 大阪玉 造りの に 取 籠、 則 岡 越 前 守、 花房 志 摩 守同彌 
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左衞 門、 戶川 助左衞 門. (肥 後 弟) 角 南 隼 人 (肥 後. 妹 壻) 猶村監 物、 戶川叉 左衞門 (肥 後 從弟) 巾 吉與兵 

衞等 一統に 爱に 集る、 左 京 曰、 唯今 討 手 可來、 如斯 にて は 敵 味方 辨 へがた し、 各剃髮 して 一人 も 不遁様 

に覺 悟して、 一同に 働べ し、 是に 集る 者 は 卜； 下を不 云、 不殘 剃と て 其 身 一 ti^ に 坊主に 成る、 仍て 上下 不 

殘剃髮 して 必死に 究め 待 _ ^る、 秀家も 討 菜 度 思れ けれ 共、 大阪の 騒 を 遠慮 有て、 一 先 延引の 處に、 慶长 

五ハキ 正月 源 君 御 取扱^て、 右の 者 共を關 東へ 御 下し、 岩 付に 蟄居 させら る、 暫く 夫に 在て 左 京 亮越前 守 

志 摩 守 助 左 衞門隼 人 等は備 前へ 下る、 

内府 公と 秀 家常に 御^ 不宣、 秀家隨 意 を 以て、 內府 公へ 無 會釋、 其 外 大名 中へ も 凡 如此、 唯 奉行 幷小西 

攝津 守と 計り、 諸事 被 申 合、 何ぞ 底意 有 之 事に や、 

同 六月 上 杉 景勝 謀叛に 仍り、 爲御 退治、 源 君 京都 御進發 なり、 東海 北陸 四 國中國 迄の 大小 名 下向す、 秀家 

爲 名代 浮 m 左京亮 奥州へ 趣く、 其 時 肥 後 守、 花房 助 兵衞、 岡 五郎右衛門 各 御供に 出向、 然る 處に石 田 治部少 

輔 謀反 を 起し、 濃 州 關ケ原 出張の 注進 有り、 依 之 軍 を 斑 さる、 先鋒 福 島 左衞門 太夫、 田 中筑後 守、 細 川 越 中 

守、 加 藤 左 馬 助、 黑田 甲斐 守、 池 田 三 左 衞門等 引返し 登る. 肥 後 守 も 同 敷 登る、 肥 後 其 頃 は 浪人の 事 なれば 

僅の 家人 を 連る、 黑田甲 州 殊に 入魂 故 引 廻し に預 る、 花房 助 兵 衞も肥 後 同前、 是は尙 以て 手 廻り 計な り、 

秀家石 田 三 成 小 西 行 長に 與 しける を、 古老の 者 共 諫れ共 無 許容、 岡 花房 巳 下の 者 戶川肥 後 守に 同意して 

今度 歸參 したる 者 共 は、 秀家 隔意して、 偏に 外様 者の 如なる 故、 新る 大事 を擬 すべきに 非す、 勿論 此度 

の陣 立に も， 供 相 除かるべき 由 を 聞き、 岡 越 前 花房 志 摩 戶川助 左 衞門角 南 隼 人 猶村監 物 父子 備前を 立 退、 

肥 後 母 妻子 は、 卷 より 奈 良に 居る に 付、 右の 面々 も 一先 南都に 蟄居す、 同意の 輩の 內- 浮^ 左 京 計は陣 

代と して 關東へ 下り 軍 中 を 勤む、 

秀家卿 は 家老 分幷 宗徒の 者 は 大方 立 退き、 相殘れ る內に は、 長 船 一一 n 兵衞 こそ 第一 の 筋目の 者 なれ ども， 

未年 若く、 侍 大將も 申 付ら れ ざる 故に、 今度 は 明 石 掃 部 正 先手 を 承り、 諸 軍法 唯一 人に て- W- 付る、 掃 部 
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もさせる 武功 は 無れ 共、 生 質大氣 にて 釆配を も 任せら るへ き 器な り、 當時 は備前 一 の 大身、 四 萬 石を領 

す、 九月 先鋒の 關 東方 美 濃 圃 に、 至り、 歧阜 中納言 秀信 卿の 城を攻 落して 鄕戶 六の 渡へ 押 詰、 翌日 未明、 田 

中 黑田細 川 加 藤 等 同意して、 福 島 正則の 陣に至 、正則 唯今 起た る體 にて、 寢卷を 着しながら 迎 入て 軍議す、 

諸 將川を 可 渡 や 否と 云、 正則 曰、 金 吾秀秋 表裏と 云 ふ巷說 あれ 共、 川 を 渡す に 於て は、 兎角 一 戰可 有と 

云、 左 馬 助 云、 川 を 越ば 我 一 人たり 共可戰 由、 黑田長 政 も 同様に 被 申、 依 之 諸 將皆是 に 同す、 正則 其 儀 

ならば、 勢 を 出さん、 山 陣は治 部 少輔と 見 ゆ、 先鋒 は 加 藤 殿 たるべし と 云、 左 馬 助 歡て諾 す、 正則 は 軍 

議決す と 否、 早 勢 を 繰 出し、 自分 も 寢卷の 上に 武具 を 直に 着し 出る、 肥 後 守 は 此議評 を 聞き、 黑 田の 臣 

後藤 又 兵衞と 連て 川端へ 行き、 渡 ロを定 む、 後藤 云、 今暫 愛に 待 給へ、 我 長 政に 可吿事 有り、 追付可^| 

來 とて、 本陣へ 引返す、 肥 後 守 は爱ぞ 後藤 を 待合す 事 や 有と、 自身 颯. と 川へ 打 入、 家人 續て 渡す、 後藤 

歸來て 直に 渡す、 是を兑 て、 總軍 一 同に 川 を 越す、 川 向の 敵 小勢 故、 味方の 川 を 渡す を 見て、 川端 を 退 

ん とする を 討 之， 肥 後 守 一 番に鎗 を 合 (此敵 は 石 田 內柏原 某と 承る) 思 切て 討死の 體 なり、 田中吉 政の 

士鎗提 て 馳來、 肥 後 守 を 見知て、 御 助 申と 聲を 掛け、 敵 を 突く、 敵 は 十文字の t 一にて 少し 高き 所に 居て、 

二 本の 鎗を あしら ふ、 田 中の 足輕體 の者馳 寄て、 此 敵に _ 鬼らん とする を、 田 中 Q 士 叱して、 卒爾に 掛ら 

ば、 汝 共に 突 殺さん と 云、 鬼 角して 肥 後が 鎗 敵の 耳 下に 入て 倒る、 田 中士の 敵に 乘掛 つて、 此首可 賜 や 

と 云、 肥 後 いかにも 御邊 にくれ たりと て、 其 場 を 去る、 戶川又 右衛門 鎗は 無しと 雖、 其 働 犬に 勝る、 近 

藤 勘十郞 (後 勘 右衛門 又 助 兵衞) と 云 ふ 十六 歳に て、 組 討して、 手 負 事七ケ 所、 取た る 首 を 前に 抱な が 

ら、 臥 居け る を 黑田長 政見 付ら れ、 肥 後が 小姓 成る 事 を 知り、 若年の 手柄 申 計 無しと て、 藥を賜 ひ、 首 を 奪 

れ ざる 爲 にと て、 人 を. 付て 送らせら る、 福 島 田 中 も 是を覽 て、 甚感 ませら る、 岸 本 與右衞 門、 能鎗 をす る、 

？ I 原 治 右衛門 能 働き、 手 を 負、 其 外 手に 合た る もの 餘多 有り、 肥 後 守 は 朝鮮に て は 勿論、 總 じての 軍陣 

に自の は 心に 掛す、 常に 云け る は、 少 にても 人 數を扱 ふ 者の、 自の働 を 心 掛るは 大に惡 し、 唯一 筋に 
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軍の 駄引 を不 忘、 人 を 遣て 勝を專 用と す、 爱ぞ 一 已の働 を 好ん や、 高名 手柄 は 我人 數 にさせた る こそよ 

けれと 申せし となり、 今度 肥 後 は 浪人に て、 我備 なき 故に.' 自 の！！ S をせ しと 見えたり、 

鄕戶 川端 滯留の 頃、 肥 後 守へ 公より 御內意 有て、 明 石 掃 部 方へ、 肥 後より 內情を 遣す、 其 旨 趣 は， 秀家 

卿 東方に 荷镥 有て 尤に 候、 西の 利 運に 可成 儀に 非す、 御 家の 大事 此 時に 候との 趣な り、 則認 遣す 處に、 

返. 書 有り、 公の 御 怒 を 憚り、 此 返書 は 上 覽に不 入 候 也、 文 言 は 大抵の 報な り、 其 時 此方より 遣 候 書狀案 

幷 返書と も、 今に 戸川 家に 在り、 掃 部 色々 諫 と雖、 一 且申 合た る 武の道 を可飜 と、 遂に 無 承引と なり、 

肥 後 守 後 迄 申出して、 我備 前にあるなら ば、 假令秀 家 卿い か 様に 宣ふ 共、 諷諌すべき 物 をと 嘆し とや、 

私 曰、 肥 後事、 左程に 節義 有べ からす、 抑 中 村 次 郞兵衞 を 討ん と 欲して より 後 〇 所行 一 つと して 理に 

不當、 主人 を 蔑 如して、 自を 立る 物な り、 安 ぞ實忠 有ん や、 此內狀 の 事 も 自らの 心より 出る に 非す、 

公の 仰 有 故 不得已 なり、 而 るに 後日に 斯く 嘆く 事、 肥 後が 奸惡 むべ し、 臂 ば當醫 が、 先 醫の事 を 難す 

るに 似たり、 此 書元戶 川の 家士が 編む 處 にして、 其 主家 を 輝かさん と 書る なれば、 若しくは 斯る說 を 

も 編者の 臆し 構へ たるに や、 

關ケ原 御陣金 吾秀秋 裏切 有て、 大谷 刑部爱 に 命を果 し、 其餘の 上方 勢總 崩に て 伊吹山の 方へ 敗す、 島 律 

一 乎の み 備を不 崩、 海道 を 直ぐに 引退く、 他家の 落人 も是を 頼み、 從 行者 は 大阪迄 無事に 引た る 者 多し 

となり、 肥 後 守 は如定 加藤嘉 明の 先手に 加 はり、 治 部少輔 陣に蒐 り、 石 田家の 者 六 七十 騎、 棚 破り 一同 

に 突出す る を、 嘉明勢 左右に 開き、 押 包み、 一人 も 不殘討 殺す、 此手總 衆 は 其 側に 備て、 拔 落の 者 あら 

ば、 打ん と 先手に のみ 働かせて、 其餘は 後に 見物す 他家 衆是を 見て、 偖 も 見事 成る 討 様 哉と 稱美 せり、 

三 成 は 軍 評に 他の 備へ往 たる 儘に て、 我陣へ も不歸 敗走す、 右嘉 明の 先手と 戰ひ切 死せ し大將 は、 島 左 

近な りと 云り、 關ケ 原沒落 前後 佐 和 山の 城 屠. 其 時 肥 後 守 も 諸 勢 一 同に 乘り、 岸本與 右衛門 兜 一 刎 取て、 

肥 後へ 差 出す、 與 右衛門 は 今度 鄉戶に 於ても 働 有 故、 右 § -を與 右衛門に くれる、 後 迄の 験に、 岸 本 方の 
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家寳 とす、 內 "財 公 御 入洛、 石 田 三 成、 小 西 行 長、 安國 寺惠瓊 を虜り 来、 京師の 河原に 梟首す、 御 敵の 衆 

中 除 國遠流 様々 なり、 v^p 利 輝 元、 上 杉 景勝、 佐 竹 義宣領 知 を 减ぜら る、 軍功の 衆 中 阈拜領 過分の 御加增 

有り、 筑前秀 秋 は 備前美 作 拜領、 仍國爲 引渡、 肥 後 守 浮 田 左 京亮兩 人に 仰 付ら る、 肥 後 守 は 先達て 備中 

へ 下り、 濱 村に 居、 秀秋 入國の 時、 兩 人より 國を 引渡、 扨 肥 後 守 は 本 知 高 二 萬 五千石に て、 備 中の 內庭 

瀬鄕を 賜、 宇喜多 左 京 本 知 三 萬 石、 石 州津和 野に て 賜、 花房 助 兵 衞本知 高 七 千 石、 備 中高 松に 於 被 下、 

此 三人 は 軍 中 勤 故な り、 岡 越 前 守 (備 中. y 野 七 千 石) 花房 志 摩 守 (備中 橫谷七 千 石) 播村角 南 も 相應に 

領知 下さる、 是等は 南都 蟄居して 御 陣を不 勤 故に 領高 減す、 

秀家卿 は 敗北の 後 伊吹山に 隱れ、 其 後 忍て 大阪へ 立 越、 船に て薩 摩へ 下り、 島 津を頓 まる、 其. S 達 上聞、 

急き 秀家を 可 出 旨、 薩 州へ 被 仰 下、 島津 承って 古より 我家 を 賴來る を 出した る 例 無 之、 此義に 付 縱令御 

不審 を 蒙る とも、 御請 難 仕 由 言上す、 其 時秀家 我事に 仍り、 島津 家の 大事 を 起さん は 本意に あらす、 速 

に 出て 誅に 伏せん となり、 島津は 又秀家 一命 を 御 助けに 於て は、 出すべき 由 を 被 *、 此段御 許容 有て、 

秀家 出府、 死罪 一 等 御 赦免 遠 流に 被處、 子息 侍 從幷ニ 男 父子 三人 供 侍 五 人 (姓名 失念) 八丈島へ 被 遣、 

秀 家剃髮 して 名 を 休 福と 改む、 長壽 にて 八十 有餘迄 島に 在て、 寬永 年中に 卒す、 子息 兩人幷 侍も悉 先へ 死 

す、 秀家獨 父と 成て 後年に 至被卒 ぬと 云々、 

內府 公江 戸へ 御 下向、 公方と 奉 仰、 日本の 列侯參 勤して 源 家 御 治世と 成る、 扨駿河 府中 城 御 普請、 大小 

名 奉て 石垣の 御 \%傳 す、 肥 後 守 も 丁 場 を 受取、 家来 相 詰て 石垣 成ぬ、 其 後 右の 御城へ 御隱居 有、 肥 後 守 

も駿 河に 相 詰、 其 外 備前衆 岡 越 前 守 花房 志 摩 守 花房 助 兵衞榴 村監物 等、 各駿 河に 詰る、 秀忠公 は 江戶御 

在 城、 日本 諸 伯 在府、 妻子 家臣 を 人質と す、 肥 後 守 も 江戶に 屋敷 拜領 して、 二 季には 江戸へ 越 御禮申 上る、 

中 納言秀 秋 備前美 作 拜領の 後、 岡 山に 在 城して、 威 を 震 ひ、 隣邑の 領主 を 蔑 如し、. 領境を 擅に し 肥 後 守 

と 兼々 問 不宜、 然に秀 秋の 長 臣に云 分 出来て、 兩 人家 を 立 返、 兩 人の 內稻葉 內匠佐 退 候 節、 肥 後 守を賴 
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み、 一先 づ庭瀨 迄 立 退ん と 欲す、 肥 後 守^ 許容して 廣瀨 境に 堀 切して 橋 を かけ、 柵 木 等 用意し、 專ら防 

戰の 支度す、 其 頃 は 宇喜多 浪人 名 有 者 共、 所々 に 散在せ る を、 肥 後 守 夫々 合力 も 致 置 ぬれば、 す はと 云 

はぐ、 彼 輩 庭 瀨へ跃 集る へし、 左 有らば 備作 兩國の 人數を 以て 攻ら る、 共 容易に は 被 取潢間 敷と ぞ： 0^ え 

し、 扨 內匠立 退 日限に 至り、 肥 後 守より 池 m 巿右衞 門 小 森三郞 右衛門と 云 物頭兩 人に、 足輕 五十人 添、 

境目の 少 先に 川 有る、 白 石と 云 橋 迄 出向、 內匠を 守護し、 庭 瀨に歸 る、 內匠^ 使 を 以て、 段々 の 御手 當、 

憲に不 忘 置恭存 候、 備 前表 何の 無 子細 引 拂候上 は、 是 より 直に 可 立 退 候と 一 謝す、 肥 後 守 町 口 迄 出て 面 

會し、 互に 式 代して 立^、 內 匠は兒 島下津 井より 船に 乘り、 上方へ 登る、 其後秀 秋より 肥 後 守 方へ 手 入 

有て、 近隣 Q 事な り、 殊に 宿老の 義、 萬 づ賴存 の 旨 申 越る、 故、 以後 はかの { 鬼へ 出入 致し、 庭 瀨へ秀 秋 

卿 招請の 時、 秀 秋より 大左 文字の 刀 を 被 送、 肥 後 守より 通 天と 號る 駿馬、 是は關 ケ原鎗 場の 馬に て、 無類 

の 駿足なる を 進上す、 夫より は彌々 悃意 にして、 肥 後 弟 戶川主 水 を秀秋 卿へ 遣し、 備 前に 居す、 無 程 秀秋逝 

去 有て、 家 斷絕、 其 跡へ 池 m 輝 政人國 せられ、 是は 殊に 從來 の懇 故、 隣邑に 成て 彌々 したしく 被 因 候 事、 

肥 後 弟 助 左 衞！： は、 黑田筑 前 守を賴 み、 二三 年 九州に 居り、 其 弟 主 水 備前斷 ，1  ぶ 後、 秀忠公 御 小姓に 出 

で眤 近す る を 羨み、 色々 御 願 ひ 申 上、 助 右衛門 も 被 召 出、 駿河詰 被 仰 付、 二 千 石 側 中の 內 にて 拜領す • 

慶長 十九 年、 大阪御 謀反 御手 切に 成り、 片桐巿 正 茨木に 楣籠候 を、 大阪 より 被 打 潰 風說頻 なり、 其 頃 肥 後 

守 は、 駭府御 暇 を 賜 ひ 在所へ 歸る とて、 京都へ 立 寄、 所 司 代 板 倉 伊賀 守の 許へ 參向 する 處に、 伊賀 守 云、 

片桐市 正 茨木に 在 を、 大阪 より 可 被攻の 由な り、 仍て 唯今 加勢の 事 專ら相 催 候との 物語な り、 肥 後 守 も 

不取敢 甘 は 常の 旅行 故、 一 人人 數も少 候へ 共、 是 より 直に 加勢に 可罷 越な り、 板 倉大に 感心して、 流石 

は 肥 州な お、 其 許 於 御加援 は、 茨木 最も 潤色 たるべし と 被 申、 依 之 其 場より 直に 肥 後 守 は 茨木へ 立 越、 

巿 正に 對 面し、 爾々 の 旨 を述ぶ 市； 止 大にカ を 得て、 則 城の 前 成る 大 寺に 肥 後 守 を 置く、 肥後爱 に宿陣 し、 

四 五日 滯留 する 處に、 大阪に 異議 出来、 其 上 肥 後 守 加勢に 來る專 など を 聞て、 容易なら すとの 評定 有て、 
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  五三 四 

茨木 攻の 事相 止み、 彼 表 無事なる 故、 一先 肥 後 守 も 在所へ 歸る、 扨 諸 國御陣 令 出る、 肥 後 守 は備中 組の 

頭に て、 岡 越 前 守 花房 志 摩 守 同 五郎左衛門 戶川助 左衞門 一同に 登る、 花房 助 兵 衞は隱 居して 足不立 共、 

駕籠に て 出陣す、 籠界の 者に 謂て 云、 今度 危戰に 及ば、 我 籠 を 向へ 棄て汝 等 は 可 生 延と申 付る、 霜 月 五 

日出 船して 大阪へ 着、 肥 後 守 は 尼 崎 口より 寄る， 池 田 右衛門 督 大和 ロ乘取 時、 肥 後 守 東の 向中 島に 陣取、 

其 節 九 鬼 長 門 守 シン ケィを 犬に 働き 取 段 御 本陣へ 注進す、 且戶川 肥 後 守 等 近邊に 居候 共、 曾て 取合 不申 

候、 加勢 を 可 被 下 由 申 上る- 則 奉書 を 以て 手柄 仕 段 神妙な り、 加勢 可 被 仰 付 由に て、 池 m 右衛門 督へ被 

仰 付、 肥 後 守 も 右衛門 督に屬 する 故、 一緒に 御請 申 上、 シン ケィは 地 狭く 池 田の 多勢に て は 難 居候、 シ 

ンケィ は 敵自燒 して 立 退候處 を、 船 手の 面々 押 寄せ 被 申 候、 右の 場所 は 戸川 肥 後 守 人 數相應 に 御座 候 問、 

可 被 仰 付な りと、 與養法 印 を 以て 申上處 に、 則 奉書に て 肥 後 守に、 シン ゲイへ 可 移 旨 仰 付ら れ、 彼處に 

陣を 移す、 船 手の者 は驟 浦へ 可 被 趣旨に て、 九 鬼 以下 革 島に 退く、 翌日 肥 後 守 上 福 島 を 取 敵 大方 立 退、 

淺 兵の 首 十 計 取て、 御 本陣へ 上る、 御感 有り、 上 幅 島 は 城 間近く、 大事に W 心 召 由に て、 上使 安藤 帶刀成 

溯 隼 人 正 山 口 伹馬守 を 被 遣、 小勢に て は 無 御 心 許と て、 淺野但 馬 守に 加勢 被 仰 付、 叉 上意に 自是西 大小 

名攻ロ 軍の 儀 は、 一向 肥 後 守 申に 可 住 旨 被 仰 渡、 然るに-幅 島 Q 地 狭して 淺野陣 難儀 の出 に 付、 家臣 淺野 

佐衞門 鐵炮百 三十 挺、 加勢に 来て 後の 村に 在り、 初 海老. y に大阪 より 砦 を 構 持 之、 此 所へ 九 鬼が 船三艘 

寄 を 見て、 肥 後陣より^ 近 故、 早速 手の者 を 出し、 九 鬼と 仉に 働く、 首 四つ 捕る、 安宅 丸の 人 も 無き 流 

船 を 肥 後家 人 景山總 左衞門 山上 甚左衞 門乘取 を、 肥 後 制して 人 も 無き 流 船 を 取 は、 僻事な りと て 兩人を 

叱して 船を捨 る、 此船を 船 手 衆 取 之て 高名す、 其 後 今 橋 筋 中島へ 押 詰、 大勢 井樓を 揚げ、 大筒 を 打て 小 

路の 通路 を 止む 仍て此 筋の 敵 敵 俵に 及ぶ と 云り、 是 より 先 戸川 方へ 上 福 島 を 取し 時、 戶 川が 小勢 を 見 

て 城より 夜 討 を 掛んと 云 を • 後藤 五兵衛 曰、 肥 後 は少勢 にても、 夜擊 杯に 討 破らる.^ 者に あらす、 結局 

多勢の 陣に は油斷 有り、 渠は 能く 人 を 遣 ふ此企 無益な りと 止む、 後藤 は 古より 肥 後が 武邊を 能 知 故に 如 


此、 斯て 近々 總乘 の御觸 有り、 何れの 手に も 支度す る處 に、 極月 末 扱 ひと 成り、 和 儀 整 ひ 御 凱陣、 諸 軍 

圍を 解て 歸 II し、 一度 は 御 靜謐に 成ぬ、 

慶長 二十 年 (號元 和 元年) 兩 公正 月末 御 歸府、 無 程大阪 との 御 和睦 破れ、 同 三月 御陣令 有り、 急に 出陣 

可 仕 由に て、 四月 諸 大名 悉 登る、 兩 御所 四 月末 御 上洛、 內藤 紀^ 守 尼 崎 御番仰 付ら れ、， 肥 後 守 幷備中 組 

不殘尼 崎 加 番被仰 付、 各 彼 所に 相 詰 番所 を 構へ、 往来 を 改む、 五月 始諸勢 大和 口より 押 詰、 國分道 明 寺 

松 坂に 陣す、 五月 六日 兩公被 出御 駕合 戰始、 同 七日 朝 未明 肥 後 守 船 を木津 口へ 遣し、 戰の 様子 を 立 聞せ 

ける に、 唯今 合戰眞 最中の 由、 七日 朝 五 時 前 注進す、 肥 後 守是を 聞と 否、 尼 崎に て は 松 平 宫內少 輔へ見 

廻と 申斷 て、 花房 助 兵衞. &合、 天 王 寺 表へ 馳る、 其路 次に て、 早大 阪 城に 火 掛り御 勝利な り、 則 茶 21 山の 

御 本陣 へ 參 上し、 與巷法 印 執 次に て 御 目 見 申 上、 肥 後 守 御 直に 申 上け る は、 尼 崎 御番仰 付ら れ候 へ ども、 

御 旗本の 儀 無心 許 推 參仕申 上る、 上意に 何の 尼 崎と 被 仰 御機嫌 能し、 拉 助 兵衞は 駕籠より 抱 下して 肥 後 

守 側に 居 ゑ 置、 花房 助 兵 衞義も 參上仕 段、 肥 後 守 披露 申上處 に、 大御所 御覽 有り、 汝 若き 時より 軍 好 故、 

其體 にても 出陣 奇特との 御意な り、 雨 人 平伏して、 御前 を 立、 助 兵 衞は肥 後 守を拜 み、 今 此読を 蒙る 事、 偏 

に 和 君の 御 恩 生々 世々 不可 忘、 老後の 面目 何事 か 如 之と 歡事 不斜、 夫より 大樹 公の 岳 山 御 本陣へ 參上、 御 

目 見 仕、 尼 崎へ 歸る、 肥 後 弟 戸川 主 水 は 御 旗本に 在し が、 榊 原 左衞門 佐、 (後 飛彈 守) と 一 同に 乘込、 樓の御 

門 迄 到る 處に 城內に 火滿て 人事 不叶、 中 山勘 解 山に 言を番 ひ、 後に 御 旗本 御 食 儀の 時 中山證 人に 立つ、 

其 後大阪 落人 死生 御 詮議 有り， 明 石 掃 部 死 場 不知、 岡 越 前 守 等 は 掃 部妹壻 にて 越 前 嫡子 平 內は又 掃部壻 

翁 一 にて 重緣 なり、 子細 有て 越 前と 平內 父子の Si 不和に 成て、 親の 許 を 出て 流浪し、 今度 掃 部 大阪に 在る を 

便に、 平內も 籠城す、 此事 京都に て 犬に 御 穿 霞 あり、 肥 後 は 一所の 事な り、 平內 越前內 通の 事可存 と、 

御 直に 上意な り、 肥 後 申 上る は、 越 前 父子の 間不宜 不通 仕 條歷然 なり、 中に 內 通の 事 は 有間數 候と 申 t 

る處 に、 御機嫌 惡く、 此儀陳 する 專 有 は、 汝も 同罪と 仰な り、 肥 後 私に 於て、 聊 陳謝 無 御座 候、 此上如 
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  五三 六 

何様の 上意 にても 別に 申上處 無しと、 御前 罷立、 其 後證據 有て、 越 前 は 科に 伏し、 肥 後は證 人の 申處不 

存に 相究、 北 ハ科を 免る、 乍 去 御 浮議の 場に て、 肥 後 申分强 過た る處， 御 心に 有しに や-, 御 他界の 節、 駿 

河 詰の 而々 へ 御 遣 言の 御加增 有 けれども 肥 後 は；？ おけるな り、 扨 岡 平 內可搜 出 旨、 肥 後 守 越 前 守へ 仰 付ら 

る、 平 內は備 中に 居た る 家人、 伊賀 四 郞兵衞 と 云 者の 寝所の 下に 穴 を 堀り、 夫婦して 給仕し 匿 置、 召 仕 

にも 知せ ざり しに、 六月 末に 至り、 親 越 前身 上 危由を 傅へ 聞き、 我 身 を 週ん とて 親の 難儀 を餘 所に 聞べ 

きに 非す とて、 平內 自ら 名乘て 京へ 出る、 則 肥 後 守へ 預り、 七月 越 前 守 は妙顯 寺に 於て 切腹、 平 內は耶 

蘇宗を 信す る 故に 自殺 を 忌て 斷を 立て 首 を 斬らる、 越 前 二 男 忠兵衞 は、 江 府 にて 切腹す、 明 石 掃 部は大 

阪 にても、 大將 分の 上 日頃 耶蘇 宗を專 ら勸る 故、 殊に 御 憎み 深く、 肥 後 守に 仰 付ら れ、 业：： く 草 を 分て 搜 

求れ 共 遂に 死生 を 不知、 蠻國へ 渡た ると 云說 有り、 元 和 二 年 辰 四月 十七 日、 東 照 大權現 御 他界に 仍り、 

駿河 詰の 面々、 皆 江戸へ 歸り、 同 五 年 夏 臺德院 殿御 上洛、 於 伏 見 .1 島 左 衞門領 國被召 上 時、 家老 福 島 丹 

波 難 溢 致に 仍り、 中 國四國 の 大名 藝州 廣島發 向の 時、 安藤 對馬 守、 永 井 右近 太夫、 戶川肥 後 守 三 奉行と 

して 出陣す、 四 國中國 の 列 侯 崇敬 取 用 不斜、 安藤 永 井は眤 近の 家柄 なれば、 さも 有なん、 肥 後 守 は外賴 

の 身分に て、 此御 を 蒙る is^K 王く 武功に 寄 物な り、 右の 節 加 藤 左 馬 之助嘉 明に 先鋒 仰 付ら る-^ 處 に、 嘉 

明 云、 ；止則 在國不 仕家來 計の 儀に 候へば、 私 一人 にても 打 し 可 申 は 容易の 業に 候と 申 上る、 右 各 伏兒 

に 於て 被 仰 付， 諸家 段々 に廣 島へ 押 詰、 重々 の 御 下知 を 相待處 に、 伏 見より 花房 志 摩 守を爲 上使 江戶へ 

遣され- 正則 へ 仰 遣 さる k 旨 あり、 ，正^ 心 伏して 無滯 御請 申 上 * 則證文 を； 則 自擎に 認め、 廣島 へ 遣す、 

福 島 丹波是 を披き 見て、 然る 上 はとて 無事に 城 を 渡す、 正則 は 越後に 蟄居、 四 萬 石 を 被 下、 

元 和 九 年 臺德院 殿御 上洛、 家 光 公 同 始て御 上洛な り、 臺德公 其時奈 良へ 御成り、 寶藏等 上覽、 肥 後 守 御 

供 仕、 外様大名 分に は 肥 後一 人な り、 是_ は 肥 後 若き ょり擧 を 好み、 東 福 寺和尙 (名 闕) に睦 び、 故 實等博 

く學ぶ 事、 道 春 杯 も 能 知らる」 に仍 なり、 其 後 於 江 戶御噺 衆 を被定 にも、 藤 堂 和 泉 守、 加 藤 左 馬 助 丹 羽 五 
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郞左衛 門、 立 花飛騍 守、 青木 民 部 少輔、 谷 出 羽 守、 戶川肥 後 守、 三 好 因幡 守、 栃木 卜齋 等な り、 三日に 

一度 .wi 能 出る、 古き 事御尋 は、 大方 肥 後 守と 上意な り、 隨分御 答申け ると なり、 寬永四 年の 頃、 大猷 

殿 肥 後 武勇 を 聞 召 及れ、 臺德 公へ 御所 望 有 之、 御沙汰の 處に、 同年 夏より 肥 後 病惱を 受け、 醫療 手を盡 

し 上よりも 御 醫師餘 多 被 仰 付、 度々 上使 を 以て 御 彻の御 事 成しに、 醫療無 験、 同 十二月 二十 五日 春秋 六 

十 一 歳に て卒、 法名 不變 院覺如 居士 武州池 上に 葬る、 家督 は 二 男 市藏正 安， 後 號土佐 守、 次子 戶川 內藏 

介へ 髙 三千 四百 石、 其 次 戸川 平 右衛門に 三千 三百 石 分 知し、 土 佐 守 は 二 萬 二 千 五百石 を領 す、 其 外 女子 

迄に 似合の 高少宛 遣す、 肥 後 守 道具 目 利 を 好み、 能 道具 餘多 所持す、 伎 之 公儀へ 上 候 遣 物 は 不及甲 老中 

已 下の 役人 中 或は 親類 末々 迄、 夫々 相應に 所持の 品 を 悉く 頒 ける、 弟 戸川 助 左衞鬥 は、 寬永四 年 舂於備 

中 病死、 其 子の 孫 六 (後 助左衛 門と 號) 同 十 一 お • 御 上洛 御供 仕、 於 京都 病死、 無 子して 斷 結す、 

肥. 传 嫡子 は 平 助と 云、 子細 有て 在所に 蟄居す、 肥 後 煩の 舂、 江府に 下り、 其 後斷を 遂げ、 京都に て 家 を 

調へ 京 住人と 成る、 每年現 米 三百 石 宛 在所より 合力 を受 て、 遊客に て 生涯 を 終る、 

戶川土 佐 守 は、 次 勇の 頃より 臺德 公の 御 小姓 を 勤め、 阿部 對馬 守、 太 田備中 守な ど i 同事に 勤 仕す、 七 

佐 守 家督の 翌年 夏始、 臺德公 日光 御社 參、 御先 は 井上 主計 頭、 戶川土 佐 守 左右に 列し、 御供 をつ とめ、 

辰年 大阪御 普請 一 分 役 石垣 を營 す、 寬永七 年 午年 寺 澤志摩 守 女 緣組被 仰 付、 志 摩 守 死後 息 兵 庫 頭より 祝 

言 相 整、 後の 土 佐 守 安宣 は此 腹な り、 寬永， X 年 F: 月 二十四日、 大相國 秀忠公 御 他界- 奉稱 臺德院 殿、 土 

佐 守剃髮 在所に 歸る、 大猷院 殿 寬永十 一 年 御 上洛 御供に て 登、 同 十五 寅年 高 野犬 塔 御 造營、 先 奉行 死去 

に 付、 小 出 大和 守、 戶川土 佐 守 被 仰 付、 早々 造畢、 何 角無滯 相濟、 其 後 火 消 役 蒙 仰、 十 年餘勤 之、 老臣 

より 褒詞 の 事共 有 之、 世上 に も 右 勤 役 の 內譽た る 事 多 し、 大猷 院殿慶 安四 年 辛 卯 御 他界、 家 綱 公 御 冶 t、 

寬文 三年 癸 卯 仙 洞 女院兩 御所 御作 事 有り、 分 部 隼 人 正 御手 偉 被 仰 付處、 其 年の 五月 朔日 大地震に て、 北 

近 江山 崩れ 川 溢れ、 領分 大瀵 の邊 損亡 甚敷 故、 右 御用 御免 有り、 寅年 六月 右 代 土 佐 守へ 仰 付ら れ、 則 家 
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來 ども 差 登せ、 御手 傅の 相 組 稻葉加 藤 伊東 黑田毛 利 一 柳 等の 諸家 申合せ、 自分 も兩度 上京し、 卯 七月 迄に 

造畢、 九月 御徙 移、 御 勘定 等 無 滯相濟 •  土 佐 守 平日 御 奉公 向 至て 大切に 相 勤め、 十 年餘も 病身に 成候以 

後 も、 御 禮日は 勿論 柳の 事に も 登營缺 事無く、 智 有て 列 侯 も 手 を 置れ し 人な り、 治世に 出る 故、 拔 群の 

功 は可錄 事無し、 島 原 一 揆も國 を 隔たれば 出陣せ す、 寬文九 酉年 五月 二十 二日 卒、 行年 六十 四歲、 法名 

は 無 之、 土 佐 守 正 安との み稱 之、 其 子玄蕃 安宣 (後 土 佐 守) 家督 を繼 ぎ、 二 萬 干 石を領 し、 舍弟 杏之助 

千 五百石 を 分 知す、 若年ながら 公家 衆 東武參 向の 御馳走 役 を 勤め、 幷御 門番 等 を 仕る、 領分へ も 兩度歸 

る、 家中 以下 領內の 慈み 篤して 能き 主君と 末 頓母敷 思ふ處 に、 不幸 短命に して、 延寳ニ 寅年 極月 二十 八 

日 年 二十歳に て 庭 瀬に 於て 早世す、 法名 淸性院 殿 覺庭圓 意と 號す、 無嗣、 同 苗 鏠介殿 嫡子 を 家督に 願 ふ 

處に、 翌辰 六月 願の 通 被 仰 付 相續之 (于時 五 歳) 弟 主計 (四 歳) 千 石 を 分 知す、 幼少 故 伯父 戶川 杏之助 

後見す る處 に、 延寶十 年 八月より 病氣同 霜月 二日 卒無 嗣邑 除かる、 弟 主計 五千石 を 賜 はり 御 旗本に 候す， 
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〇 木 村長 門 守 重 成の 事 

木 村長 門 守 重 成 は豊臣 右大臣 秀賴 公耳 目の 臣 なり、 父 は 常 陸 介 軍： 玆と號 す、 關白秀 次 公 Q 難に 遇て、 攝 

津 茨木 城に て 自殺す、 其の 時 長 門 守は當 歳に て 母の 懐に 抱かれ、 江 州 馬 淵に 落 行き、 稍 長る 頃、 ，y 州 先 

大守 佐々 木 義鄕の 介抱に 仍り、 文武の 道を學 ぶに、 其の 材 衆に 柚で、 無 程秀賴 公へ 被 召 出、 忠勤 不怠處 

に、 慶長 十九 年 不慮に 大佛殿 鐘の 銘の 事より、 大御所と 秀賴 公と 不和と 成せ 給 ひ、 其の 事發覺 して、 旣 

に 天下の 動亂と 成る、 然れ共 大御所 元來寬 仁の 君 なれば、 頓に御 和談に 成り、 御 互 御 誓詞 可 { ^に 定まり、 

其の 御 撰 有て 臘月 二十四日 巳 刻 大御所 御 判 元の 拜見木 村長 門 守 重 成 生年 十九 歲 〔割 註ピ說 二十 三 非 也、 

父 生害の 時 當歲當 年 十九 也」 大阪 二の丸の 大手 門 を 出で、 天 王 寺より 茶臼 山 御 本陣に 至る、 其 出立、 肌 

に 白 小袖 ト： は淺 黄に g: ッ目 結の 紋付 たる 小袖、 同色の 麻 上下 を 着、 常の 大小 を帶 て、 葦毛 馬の 逞敷 にか 

r み 鞍 置き、 紅の 厚總 手綱に て 大文莒 を淺黄 巾に 包み、 首に 掛け、 徐々 と乘 出す、 口 取 一 人 侍 二人 鐘 草履 

取 挾 箱 上下 僅 七 人の 外 を 連す、 最各素肌なり、本町八町目藤堂和泉守持場ょり、淺野但馬守5-達g^^奥守、 

段々 に途を はさみ、 長柄 を 以て 是を警 固す、 其の 體 頗る 嚴 重なり、 長 門 守 は 睦奧守 陣場を 通り過ぎ、 御 

本陣に 至り、 御門 前に も 馬より 下り、 御 營へ入 時、 成 瀨隼人 正、 安藤 帶刀 出迎 ひ、 御 玄關に 伴 ふ、 爱に 

於て 本 多 上野 介迎 へて 御 書院に 倡 ふ、 此時 御玄關 廊下に 群 列の 面々 は、 皆 御 譜代 勇 功 Q  士な り、 長 門 守 

其 中 を 見向 もせす， 尤も 默禮 に不 及、 刀 を 指ながら 御文 宮を 左右の 手に 捧て 仰向 通る、 諸士其 の 無禮を 

怒と いへ 共、 大切の 御 使の 事 なれば、 是を 咎めす 堪忍す、 ，g 御 書院に 座を設 居る 處に、 秋 元但馬 守、 西 

尾豊後 守、 成 瀨隼人 正、 安； 勝帶刀 出て 御上 段 近く 左右に 侍 座す、 暫く^て 大御所 出御、 先づ御 同朋 德阿 
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彌小蒲 圑を持 出て、 上段の 眞 中に 敷く、 次に 御 小姓 鳥居 左 京亮御 脇息 を 持 出て 上段に 差 置く、 大御所 御 

肌に は 着込の 綿 子 (尾 張義直 卿の 御 母堂より 上られた る 物と 云) を 召れ、 其の上に 茶 縮緬の 御 小袖、 同 

胴 服、 糯 子の 御 袴、 紫 縮緬の 御 頭巾 をニッ 折に して 御 頂に 置せられ、 はみ出しの 御 腰の 御、 御 刀 は 竹 腰 

筑後守 持 出て 御座の 左に 差 置く、 少し 退て 是 一人 は 始終 御 側近く 候す、 其の 時 本 多 上野 謹で 御城 中より 

御 判 形の 御 使 木 村長 門 守參上 仕と 披露す、 其の 時 木 村 進んで 頭 を 上げ 言上して 曰、 主君 秀賴 公、 今度 不 

慮に 叛逆お 之處、 其の 罪 を 被 免 御 和睦に 相 成 候 段、 主君 欣悅 不斜、 此上 慈慜を 仰ぎ奉る、 殊に 泰平の 證と 

して、 御 誓詞 可 被 遊 之. H、 重々 御慈惠 何事 か 如 之、 仍て御 判 形拜見 之爲、 HI を 被 差 越 候と、 少も 不憶鮮 

に 口上 を 演畢、 少しく 退き 謹で 平伏す、 公宣く 和睦の 上 不及其 儀と 雖も、 互の 誓詞 は 世上 静謐の 爲 なり、 

可默 止に 非す、 .^^、に汝は常陸介子とゃ、 {是 に 面 指 父に 似て、 天晴の 骨柄、 大將の 器 愧る所 無し、 昔：！： 關 

白 殿 全盛の 時、 北 野 松 梅院に 於て、 汝の 父と 茶の湯に 會 せし 事な ど 今更 思 ひ 出るな り、 常 陸 介 は 智勇 兼 

備 Q 者な りし を、 太閤、 治 部少輔 が識を 信じ、 罪 無き に 死 A, 賜ぬ、 汝 其の 時は當 歳と 聞く、 弓矢 取る 身 

ほど 無 墓 もの は あら じ、 但汝は 父の 仇 石 出 增田長 束 等の 奸臣 は、 先達て 予が打 亡す 所な り、 相 構て 練く 

なお も ひそと 仰 有れば、 木 村が 鋭氣も 少く拆 けて、 不覺 の淚を 落す、 時に 御 祐筆 曾 我 左衞門 佐、 文臺に 

御 硯宮と 大文宫 を 置き 持 出て 御前に 差 置き 退く、 公 御 誓詞の 認有 之を披 せられ、 墨 を 被點、 御諱 塱御釗 

を 被 遊、 封^ を 以て 御 指 を 突 給に、 御 血 出 ざり しかば、 公宣く、 歳 老て血 も 乾きけ るに や、 深く 突と も 

不 出と 上意な り、 此時 諸人 思へ る は、 木 村お て 御 血判に 不 及と 可 申 上と 察る 處に、 然ら す、 右の 御言 を 

空不 聞して、 俯ながら 御手 元 を 目 も 離さす 守り 居たり、 公 も 時 移りて 如何と や 思し けん、 御 舌の 先 を 裂せ 

られ、 御 血を盟 紙に 液ぎ 玉 ふ、 則御醫 師粉藥 を持參 して 御 舌先に 點し 奉る、 上野 介は臺 共に 御 誓紙 を披 

きし 儘に、 木 村が 前に 置く 木 村 同く 臺 共に 捧げて 是を拜 見す、 其の 眺る事 良久し、 其の 間に 御醫師 入り、 

曾 我 御前へ 出て 御 硯文莒 等 を 取 入る 時に- 御 血判 漸く 乾く 故に、 木 村 靜に卷 て、 持參の 文箱に 納め、 巾 
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を 以て 上 を 包み、 左の 手に 是を 棒げ、. 右の 手 計 を 拱て 稽 伏す、 鳥居 左京亮 K 斗臺を 持参す， 竹 腰 筑後守 

御名 代に 立て、 慰 斗 を 挾む、 是御 測へ くべ からざる 爲 なり、 重成頓 首して 御 K 斗 頂戴、 右 相濟、 公人 

御、 重 成 も 坐 を 起て 始て刀 を 置し 處迄 退き、 御文 箱 を 又 首に 掛け、 刀 を帶て 退出、 御玄關 廊下の 中央に 

寄て、 徐々 と 坐して 謹で 云く、 最前 は 未だ 君命 を 不述、 台 命 を 奉らざる 內 故に、 各へ 失禮 御宥恕 に可預 

と、 恭く述 之、 列士 感心の 餘り、 卽 答に 不及處 に、 良 有て^ 奈筑後 守 御念 入 候 御 事、 早々 御 通り 有べ し 

と 答 ふ、 成瀨 安藤 式 薹迄送 る、 斯て木 村、 城に 歸て、 委細 を 言ト； す、 城 中の 諸將各 不感は 無し、 或る 評、 

木 村が 盟 使に 向 ひし 時 七 功 有り、 其 一 に、 素肌に て 敵陣に 至る、 其 二、 人 數を不 連 奴 僕 計り 僅 を 召 連、 

其 三、 御 玄關に 於て 列 土に 不缉、 其 四、 大御所の 御前に 於て 聊無 憶、 其 五、 御 血判 Q 時 血虚の 上意 を 耳 

に不 聞が 如し、 其 六、 御 血判 濟て 良久し く拜兑 して 其 血の 乾く を 待つ、 其 七、 文莒を 首に 掛る、 是上を 

敬し 且つ 變に遇 ふ 時 働よ し、 此數 筒の 功 僅 生年 十九 歳の 重 成が 智勇 全く 遂之事 如何 成る 功士 も 及が たし、 

翌年 夏 陣には 死 を 決して 胄の內 に 蘭 奢 待を炷 きしめ、 忍 緒の 未 を絕て 討死 を 諸人に 示し、 類 ひ 無き 死 を 

遂て、 芳名 千載に 輝す、 後世 豈斯る 英雄 有ん やと 云々、 重 成 首 を 井伊 家士 安藤 長 三郞御 本陣へ 持參 して 

實撿に 入る、 兩 公共に 先づ 安藤 長 三郞と 御詞褂 る、 偖 首 をト： 覽 有り、 大御所 拔々 能嗜 哉と 上意 有り、 依 

之 諸人 心 を 付る に、 此首甚 蒸す、 阿部 備中守 本 多 上野 介 感心の 餘り、 立 寄て 耳鼻 を 嗅ぐ に、 口に は鷄舌 

香 を 含み、 耳鼻 同じく 薰藥を 詰て、 向暑の 砌 なれ 共聊の 臭氣 なく、 重 成 元来 美質 なれば、 其 首の 見事 さ 

喩る者 無し、 兩公御 側の 面々 へ 向せられ、 斯る英 士の擧 動 を 見習 ひ 置べ しと 被 仰に 仍り、 我 も/ \ と 立 

掛り 見て、 後 は 御前と も不 云して 群集す る 故に、 兩公御 叱 有り、 御 小姓 衆の 內 より 加 程 最後 を嗜む 身に 月 

代 〇 少し 延しは 奈何と ©•  く を、 雨 公 再び 御 叱 有りて、 夫 は風氣 なる 敷、 又は 胄の しまりの 爲に、 態と 钊- 

ざる 歟成 べし、 死 を 決した る 首 なれば、 忍 緖の端 は 必定 切て 可 有、 改見 よと 御意に 隨ひ改 之に、 ral- して 

上意の 如く 成りと ぞ、 
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右 は或櫃 中に 在りし を 愚 父寫し 置ぬ 故に 爱に擧 る、 

〇 肥 前 島 原 一揆の 事 

予が 曾祖父 神澤善 太夫 良宜 は、 善 左 衞門治 勝 (系に は 良 勝) が 孫、 理右衞 門 八 勝が 子な り、 當姓は 赤松 

と祖を 同う して、 俱に村 上 源氏の 庶裔 なり、 元 弘建武 の 比 は、 先祖の 者 赤松 圓 心に 屬し、 六 波 r 維 攻に相 

加り、 山 崎 合戰の 時、 田 中小 寺 八 木 神 澤の者 共 (下略) 太平 記に も 見えたり、 予が系 連綿 不全 故、 其 頃の 

事 不詳、 總 じて 神 澤を稱 する 者 齊 く 他姓に 無し、 適 名乘は 悉く 同姓な り、 總領 赤松 斷滅の 後 は、 同 庶別所 

家に 從ふ、 ^所長 治、 三 木 城に 喪し 後、 善 左 衞門治 勝は備 前へ 趨て、 宇喜多の 家臣 花房 志 摩 守； .i; 成 は 治 

勝が 壻故、 正 成を賴 て、 爱に 生涯 を 終 ふ、 其 子 理右衞 門 八 勝 は 黑田長 政の 許に 浪 客たり しが、 大 阪へ駔 

入り、 毛 利豊前 守に 屬し、 五月七日 天 Hf 寺 表に て 働 有り 【割 註】 證人同 組 永 井 九兵衞 なり、 九兵衞 後に 

保 科 家に 在て、 加 古 自齋と 改名す」 創 を 蒙て 戰 場より 直ぐに 落 行き、 再び 花房が 許に 蟄す、 其 子 善 太夫 貞 

宜は 花房が 臣と 成る、 寬永 年中 肥 州 島 原 耶蘇 一 授の頃 は、 貞宜 未だ 壯 年に 不滿、 然るに 彼 蜂起の 巷說 喧し 

ければ、 勇 氣殆堪 すして、 主家に 暇 を 乞へ ども 不容、 是 故に 匿れ て 西國へ 趣く、 忿 劇の 折抦 なれば、 御關 

所 殊に 嚴 にして 制止 之、 貞 i 且 兼て 是を 察して 花房が 偽書 を 整へ、 黑 田家への 軍 中 使な りと 欺きて、 事故 

無く 御 關所を 通って、 日 を經て 某の 浦 (地名 闕) へ 着して 島 原へ 渡海の 舟 を 索る に、 段々 嚴令 有て、 諸 

家の 使者 も 所以 無くして は 渡海 を 禁ぜられ、 彼 浦に 御用 舟より 外 は、 一 艘も 無し、 こ はいかに と 惑 ひて、 

爱彼 所を尋 廻る に、 蘆 間に 獵船 一艘 有り、 是 天の 與 へと 漁夫に 渡海 を 乞 ふ、 漁夫が 云、 領主より 固く 制 

せられて、 獵船 すら 自由なら す、 去れ 共 今日の 營 なく 飢渴に 及ぶ 故に、 舟 を 隠し 置て、 忍び/ \ の 世 渡 

を 致す 事な り、 其上此 小舟に て 島 原 迄の 渡海 思 ひも 不 寄と 答る を、 よしや 沖に て 破船せ は 運の 究 ならむ、 

是 より 徒らに 引返すべき 様 や ある、 唯 運 を 天に 任せて、 舟 を 出せよ と 軍用金 を 解きて 拾兩彼 漁夫に 取せ 

ければ、 漁夫 大に 1^ て 押 戴き、 斯る 過分の 金 を 生涯 得た る 事無し、 吾 元 來孤獨 の 身なり、 故に 爱に 名殘 
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を 惜む心 もな し、 斯く 所の 制 法 を 破る 上 は、 此金 を携へ 他に 越て 營 をな さんと 勇進んで、 速に 舟 を 出し 

ければ、 運に 乘 じて 無 恙島 原へ 着岸す、 夫より 松平忠 之の 陣 所へ 行き 其來 趣を演 ければ、 て 花房 家へ 

も睦 有り、 殊に 貞宜が 父 は 長 政の 許に 在し， S 緒 を 以て、 忠之 早速 許諾し、 我 陣に差 置く に、 貞宜爱 に 在 

て 様子 を 聞ば、 松 平 伊豆守、 戶田 左鬥爲 上使 着陣 以後 は、 偏に 兵粮 攻の 積り 嚴令 有て、 攻戰は 停止な り、 

城 中 も 稍 兵粮 盡て、 一 旦 の勇氣 折け ぬれば 中々 合戰は 無しと 聞て、 宜はカ を 落し、 退屈して 徒らに 日 

を 55^ る に、 二月 二十 一日 夜、 何となく 陣 中 轟て 夜 討 出たり と鬩 く， あは やと 自ら 具足 を 着、 指 物 を 差 

し 鎗を携 へ 躍 出る に、 後より 誰か 引留る 如く 覺る を、 放せ- (\ と 振 切て 竹朿の 外へ 鎗を稳 て 突出る、 此手 

の 夜 討 殊に 手痛して、 忠 之の 長臣黑 田監物 父子 討死す、 其 外歷々 の 者 共餘多 討れ 崩れ 懸る 所に、 忠 之の 舍 

弟 黑田市 正 守り 返され 難なく 徒 黨をも 追 出し 追 返す、 貞宜も 是を追 打て、 と ある 川端に て 一 揆 原を鐽 付、 

鎗を 打ち 折り、 其 身 も 手 旅 を 蒙け る を、 忠之遙 に 見て、 後日の 證人 吾な りと！ a に貞宜 を感美 せらる、 斯 

て 夜 討の 者 共、 引鹽 いと 物 閑に して、 人 數扱ひ 容易なら ざれば、 黑田衆 も 良 追せ す、 追 棄て陣 所に 歸る、 

島 原 落 居 後、 忠之貞 宜が働 を 被 賞、 千 五百石の 俸綠 にて、 是を 招る、 に、 花房 家に 聊の 我意 有之諾 せす、 

事 く廢 せる こそ 本意な けれ、 貞宜が 創 何も 急所 を 外れ ぬれば、 日 を 經て平 愈し、 生涯 障る 事無し、 但 

飛び 玉に て 左の 大指を 打れ、 大 指の 骨 少しく 不具になる、 又 夜 討の 時 後より 引 留と覺 し は、 指 物 竹 束に 

掛 りて 自由なら ざり し を、 振 放す とて、 指 物す た （-に 裂たり、 此 具足 指 物 胴着 今に 所持し 畢ぬ、 平士 

の 着料麁 品たり と雖 も、 まのあたり 事に 逢た る 具足 故に、 所望して 見る 人 不少、 瞷着 Q 血 其 儘に 百有餘 

年 Q 後に 遣り、 殊勝 Q 品、 予が 家の 珍 器な り、 但 落城の 時分 は、 貞宜彼 地より 歸り けるな り、 又 黑田手 

に 付て、 戎乘 にて 出け るに や、 父祖の 言傳も 無れば、 右の 餘事は 知が たし、 貞宜暮 齢 八 旬有餘 迄、 至て 

堅固に して、 其子與 兵衞宜 茂が 許 隱 居し、 禪入 居士と 號し、 元 fi 六 癸 酉年 十二月 廿 五日 死、 與兵 衞宜 

茂が 朋友 石 崎 喜 右衛門 衆 長と 云 ふ士、 禪人を 敬て 自らの 師父 を 崇め、 常に 傍に 来て、 軍 慮 を 問 事 切なり、 
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  五 四 四 

予が 父祖 沒 故して 先祖の 事 ども 聞 漏し ぬる を、 他日 此衆 長に 尋て、 補闕 しける 事 多し、 禪入翁 彼 地に 於 

て、 所の 刖當 杏左衞 門と 云 者の 書付た る  一^ を 携へ歸 て、 匱 中に 遺し 置け る を、 今閲 之に、 文章 至て 俚 

言な りと 雖も、 時の 土民の 筆記に して、 假 にも 虚 譚を不 交、 有の 儘 を 著す る 所の 記錄と 見え たれば、 一 

字の 添削 をも不 加、 左に 全寫 す、 好古の 士は 更に 賞して 翫味 せらるべし、 

〇 島 原 一揆の 次第  ， 

寬永 十四 ハゃ 丑の 八月 中旬より、 天草の 內大矢 野 村の 百姓 松 右衛門、 久 右衛門、 善 右衛門、 宗意此 四 人の 

者 申 候 は、 先年 異國へ 伴 ：大 速 御返し 被 成 候、 ^彼 伴天連 申 置 候 は、 當 〔ヰより 何年 目にあたり、 束 西に 雲 

の 燒け野 山に 白 はた 立、 諸人 驚 事 有べき 由 申 候、 是を考 へ 見 候へば、 當华に 相當申 候、 いか 様 不思議 も 出 

來可申 候 哉、 朝 は 東の 雲の 燒 たに は 西の 雲の 燒申候 事 * 何れも 不審 成 由 、天草に 風聞 仕 候よ し、 島 原へ も 

其 沙汰 仕 候、 此段 原の 城、 落人 山 田 左衞門 佐、 松 平 伊豆守 様より 御 尋の刻 も 此通書 出 差 上申 候、 

其 時分 天草 大矢野 村に 益 田 四 郞と申 者 年 十六 歳に て、 名 擧を致 候. m 、近國 風聞 仕 候、 此四郞 稽古 も不 仕、 

かきょみ を 仕、 諸經 の講釋 をいた し、 頓て 切支丹の 世に 成 候よ し 申 勤め 候、 其 證據を 見せ 可 申と 中、 夫 

より 鴻を 招き 寄せ、 手の 上に て、 卵を產 せ、 夫より 割 候て 切支丹の 經文を 取 出し 見せ 申 候、 或は 竹に 雀 

の 留り居 申 候 を、 枝 折な ど 仕、 萬づ 不思議なる 事の み 致し、 天草と 有 馬の 間に 有 之 伊島と 申 島、 海上 を 

陸 渡り 仕 見せ 申 候、 萬づ是 を 見 及 及 聞、 元来 切支丹 を 心底に 含 申 候 者 は、 彼 伊島に 出會、 四郞勸 めを受 

申 候、 其 後此島 を 談合. は.？ と 申 候、 中に. も 先立て 進み 申 もの 島原領 Q 內南有 馬 村の 注 屋次郞 右衛門と 申 者 

なり、 弟. .用 藏此有 馬 村の 三 吉と申 者、 兩人 共に 百姓に て 御座 候、 此 二人の 者 御法度 之 刻、 隱置候 切 死 丹 

の繪 像の 怫を取 出し I- 人に 是を拜 せ 申 候. 5、 島 原へ 相 問え 申 候、 夫に 付 代官 本 間 九 郞左衞 門、 林 兵左衞 

門、 有 馬 村へ 越 e. 候、 其 外 代官 衆不殘 持々 の 村へ 被參 候、 是は 十月 卄 二三： n 之義に 御座 候 事、 

角藏三 吉義、 九 郞左衞 門 兵 左衞門 方より 島 原へ 被 申 越 候に 付、 こさん 足 輕市川 平 兵衛、 松 平 左 兵衞、 尾 
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中 平 左衞門 以上 二十 人、 小 早の 舟に て 有 馬 村へ 被 遣、 角 蔵 三吉兩 人妻 子 共、 十六 人搦 捕、 十 H 廿五 日な 

り、 朝 島 原へ 牢舍被 申 付 候、 其 翌日 十月 廿 七日の 朝見せ しめと して、 成敗いた され 候 事、 

右 角 藏三吉 召 捕れ 候義、 何れも 無念に 存候 にや、 南 有 馬 岡と 申 所に て、 代官 林 兵 左衞門 を、 十月 廿 五日の 

四ッ 時分に 殺し 申 候、 本間九^^左衞門も殺し申相談仕候を、 北 有 馬 村 庄屋 長 助と 申 者、 日頃 九 郞左衞 門 

目 を 掛け 申 候、 其 上 切 利 支 丹の 志 無 之 者に て、 此內證 九 郞左衞 門に 聞 i -、 則 弟 一 人 枠 一 人相 添 落し 申べ 

き 相談 仕 候、 然： S 道 口に は 方々 に 番を召 置 候に 付て 通り 申 候 俵、 不罷成 候、 悴弟儀 は 有 馬より 溫泉越 を 

仕らせ、 島 原へ、 差 越 申 候、 九郞左 衞門義 は、 北 岡と 申 所に 鐵砲屋 御〕 SI 候、 是は 切支丹と も 見へ 不申 間、 

先 此鐵炮 屋大膳 所へ 御 越 候て、 相談 被 致候樣 にと 申に 付、 上下 三人に て、 十月 廿 五日の 暮六 時分に、 遠 

干潟、 汲 打 際より 忍び 被參候 折節、 天草より 切支丹の 畫 像の 怫を拜 みに 參候者 共、 乘捨被 置 中 候 小船に 見 

當、 是に乘 漕 出し 候、 然處に島原ょ.o^兵船數多參候に付、 有 家 村立 石 之 沖に て、 岡 本 新兵 衞と申 家老 乘 

參候舟 近く 漕 寄せ 候へば、 何 舟 ぞと被 申 候、 本 間 九 郞左衞 門と 答、 有 馬に ての 様子 一 々次第 新兵 衞に咄 

被 申 候、 有 馬 村 北 岡に 鐵炮八 百 挺 程に て 戰申內 に、 淺る 勢に て、 島 原の 城 を 取 可 申 相談の 由、 九 郞左衛 門、 

新兵 衞に咄 申 候 新兵 衞被申 候は爱 元にて 敵蹈 潰し 候ても、 人 替し餘 の 勢に て、 島 原 を 取られ 候て は、 專 

も 無き 事に て 候 間、 歸 候て 城 を 固め、 其 後 押 蹈 潰し 可 申 候 由 談合 極、 兵船に て 不淺島 原へ 押 返 申 候、 

角 藏三吉 搦取島 原へ 被 召 寄 候 跡に、 見 分の 爲に 甲斐 野 半 之 助と 申 侍、 小 早の 舟に て被參 候、 半 之 助被存 

に は、 有 家村濱 川へ 舟 を 着け、 代官 體 島久 太夫に 相談 仕、 案 內者を 召 連 可 申と 存、 有 家 村の 庄屋 源之丞 

濱 川の 乙 名 (長 十 歟十准 之) 善 左衛門 平作、 此者を 舟に 乘せ、 北 有 馬藏の 下に 舟 を 着 候へば、 百姓 共餘 

多 押 寄、 切支丹の 宗旨 取 返し 可 申 候 由 申 候に 付、 渐舟を 漕 出し 申處 に、 石煉を 打蒐、 其 上 鐵炮を 打 申 候 

へば、 半 之 助 道具 持に 中り 相果申 候、 庄屋 源 之 丞も手 を 負 申 候、 此舟も 九 郞左衞 門 同前に、 新兵 衞乘參 

候 舟に 着、 新兵 衞に樣 子 咄申候 事、 
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  五 H 六 

林 兵 左衞門 害し 候て 不移 時劍、 北 有 馬の 權目藤 窒加兵 衞幷島 原より 瓦 積に 參候 船頭 水夫 十五 人 害 申 候 事、 

賀津左 之 代官 山 田 小 右衛門、 小濱 村に て 代官 高橋武 右衛門 害し 申 候 事、 

新兵 衞有馬 村へ 被 參候義 は、 代官 林 兵 左 衞門を 殺し 申 候 由申來 候に 付， 十月 廿 五日の 暮六ッ に、 家老 岡 

本 新兵 衛、 同 多 我 主 水大將 にて、 侍不殘 數船數 大小 十允艘 にて、 有 家 村立 石の 沖 迄 被 參候處 に、 彼九郞 

左衞 門に 様子 聞き、 同八ッ 時分に 被歸 候， 町に は 町奉行 菅野加 兵 衞岸田 七 右衛門、 町 横目 木 村 彌平次 池 

田權之 助、 大手 門 脇 別當杏 左衛鬥 所へ 出 町 刖當乙 名 共 を 寄せ、 町 を 被 固 居候， 然處に 有 馬 村より 何れも 

船 を 被乘戾 候に 付、 船 場に 筋 火 を 燒相待 居候へば、 船中より は 最早 町中 も 敵に 成 候と、 船 を 着け 兼 申 を 

町奉行 横：： 被 申 候 は、 町中 替事無 之 由 被 申 候へば、 何れも 舟 を 着 揚り被 申 候、  . • 

右 之 通に 1^ 下 之 町人 を 心許なく 被存 候に 付て、 刖當乙 名 相談に て 老中 迄 申 候 は、 今度の 儀に 御座 候條、 

隨分 御身 方 可 中 上 候條、 武道 具 御 借し 被 成 候 様に と 申し 候へ 共、 承引 無 之 候、 左様に 御座 候ば、 人質 を 

上げ 可 申と 申、 妻子 共 城 中へ 傳々 に 上げ 候て より、 鐵炮 長柄 御 貸し 被 成 候、 最早 七 ッには 城中陣 立と 申 

觸られ 候、 

家老 E 中宗夫 同田賀 主水義 は、 十 R: 让 六日の 朝六ッ 時分に、 江 東 寺 之 南 今 村 之 橋 際にて 着 到 付けさせ 勢 

を 揃へ、 夫より 安德 村へ 宗夫內 馬場 七 之丞を 使と して 被 遣 候、 安 德之義 は 味方 仕 候 哉、 返事 次第に 押 寄 

踏 漬し可 申と 被 申 候、 安德村 庄屋 太 左 衞鬥義 は、 深 江村へ 様子 見聞の 爲參候 由に て、 太左衞 門弟 內藏介 

乙 名 忠兵衞 を 質に 取參 候、 夫より 岡 本 新兵 衞 城より 罷出、 宗夫義 は 歸城被 致、 IT を 持 被 申 候へ、 新兵 衞 

替り 候て 可參 由に て、 深 江 野原へ 押 寄 被. S. 候- 私 親 空 左 衞門義 は、 宗夫 兼々 目 を かけ、 其 上 名 付の 親に 

候 間、 宗 夫に 被賴、 宗夫悴 田 中 藤左衞 門に 仕、 深 江の 合 戰に參 候、 安德 村と 深 江村の 境目より 中 木場 村庄 

屋吉兵 衛乙名 市 右衛門 兩人 を、 深 江村へ 使に 被 遣 味方 申 候 や 返事 次第に 蹈濱し 可 申 由 被 申 候へば、 唯今 

1 合 戰可仕 候 急ぎ 御 出 候 様に と 申 候、 十月 廿六 H の 丸 時分に、 敵 は 深 江村の 廣 はたと 申 所に 罷出、 


互に 鬨の聲 を 揚げ 鐵炮 にて 打 合 申 候、 敏は I 度に 鐵炮を 打 放 申 候、 此方より は 半分 打せ 敵廣 はたに て、 

鐵 炮の藥 つか ひ 仕 候と 相 見へ 候 時分、 半分の 鐵炮を 打 掛け、 鎗 長刀 太刀 打に 追 散し、 夫より 深 江村 寺 之 

北 脇 乙 名 半 兵 衞と申 もの、 家に、 取 込 候 を 踏破り、 以上 敵 八十 五 人 討 捕 申 候、 味方に は 富 岡彌左 衞門鐵 

炮に 中り 相果申 候、 其 外 新 藤 甚兵衞 鐵炮手 を 負 ひ、 翌日 相 栗 申 候、 鐵炮大將ー^^田長右衞門父子竹村新右 

衛門 中西甚 五兵衛、 是も鐵 炮手を 負 申 候、 荻 野馬 之 助 下々 に は 餘多手 負 死人 御座 候、 敵 は 布津村 さして 

敗軍 致 候、 若侍 衆 被 申 候 は此勢 ひに 押蒐、 踏 滑し 可 申 候へ ども、 新兵 衞被申 候 は、 面々 召れ 候 者 ども、 

或は 敵の 兄弟 供に 召 連 候へば、 城の 義も心 許. L< く 候、 其 上 拙者 義も此 ごとくに 右手 を 負 申 候 問、 明日の 

事に も 可 然と 被 申 十月 廿 六日 八ッ 時分に 引 申され 候、 深 江 合 戰の练 に、 人 江與 右衛門 新兵 衞內林 田淸左 

衞門 は、 鐵炮十 挺 付 殿り 被 申 付 候 事、 

深 江村の 合戰、 布 津堂崎 有 家 此三ケ 村 之 者 聞 付、 早速 龊付 候へば、 深江陣 最早 引 被 申 候に 付， つけ 入に 島 

原の 1^ へに 押懸申 候、 安德 村の 百姓 共、 牛馬に 荷 を 付け、 子供 を 抱き、 島 原の 城へ^ 參候、 最早 江 東寺樓 

井寺に は 火 を 付 申 候 由 申 之、 私 所に 町奉行 衆 町 横目 衆 原 兵左衞 門と 申者罷 居候、 私 父子 何も 櫻 井寺の 手 

前 白 土迄參 候へ ども、 敵 大勢に て 御 候に 付て 引 申 候、 其內に 城より 新兵 衞大將 にて 大手 門 溜りに 押出 

し 被 申 候、 若侍 衆爱彼 所に て 防ぎ 可 申と 被 申 候へ ども、 新兵 衞 申され 候 は、 城內に 火付 餘多入 候樣存 候、 

城 中 を 穿鑿 致し， 籠城の 用意 可 然と 申、 押 込 被 申 候、 最早 大手の 內 にて 火付 を 捕へ 切捨、 門 を 立候處 に、 

大勢 咄と押 寄せ 錢 なた 長刀に て 門 を 打破り 申 候、 大手に て 働 候 侍 は、 菅野加 兵衞、 木 村彌平 次、 林 治 部 

左衞 門、 相 良 金左衛 門、 .HI 石市郞 右衛門、 野 村長 左衞 門、 靑木住 七、 隨部四 郞左衞 門、 其 外 は 大手 摒裘 

に餘多 見へ 申 候へ ども、 腚と覺 無 之 御 候、 親术ェ 左衛門 馬場 七之丞 は、 門番 部屋より 鐵炮 にて 打 申 候、 

大手に て 敵 八十 三人 程 打取 申 候、 大方 は鐵炮 にて 打殺し 申 候、 味方に は 靑木庄 七、 鐵炮手 少く負 ひ 申 候、 

其 夜の 八ッ 時分 町燒拂 ひ、 先驟門 脇に 町家 少く殘 り 申 候、 討殘 され 候 敵、 有 家より 侍 衆 乘歸ら れ候舟 を 
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取、 有 家 之 様に 罷歸 候、 翌日より 媒 裏に 長 筒 を 仕 懸け、 晝夜 共に 鐵炮を 打 居 申 候、 

十月 廿 六日 大手に 押 寄 申 候 刻、 鎮炮 町に 火 を 付け、 樓 門に 大勢 押 寄せ 戰ひ申 候、 樓門 にて 井熊 助 之丞と 

申 者 討死 仕 候、 

十月 廿 七日の 朝六ッ に、 豊後御 目 付 衆 様へ 島 原 家老 中より 以 使者 被 申 上 候 事、 

村々 より 其 刻 御城へ 細工に 參候 鍛冶 三十 人 餘居申 候 を 吟味 被 致 候へ 候ば、 在所より 切支丹に 立 歸り可 申 

と 申 狀杯越 巾 候に 付て、 不殘廿 七日に 城 中に て 成敗 被 仕 候、 

同 什 七日 朝 細 川 越 中 守 殿より 爲 使者、 道家 七 郞右衞 門と 申 人 參被申 候、 夜前 は 肥 後より 大火 事の 様に 見 

え 申 候、 併し 鐵炮之 音 夥しく 聞 候に 付、 不思議に 存じ 勢 を 川尻に 繰 出し 候へ ども、 先見 分に 参り 候に と 

被 申候樣 間、 罷越候 出 被 申 候、 

三 會村之 百姓 共、 餘多 味方 可 申 由に て、 城へ 籠り 申 候處、 いか 様に 存じ 候 ゃ鐵炮 長刀 六十 程 取り、 樓門 

の 脇禅褒 より 逃げ 敵方へ 參り 候、 夫に 付 三 會村之 者 吟味 被 致、 1 1 百 人 之餘域 中に 獄門に 掛られ 申 候 、三き 

村に 屆 申す 敵、 十 一 月 晦日 迄 は、 千 本木に 罷 居候、 中 木場の 敵 はか はらの 平に 籠居 申 候、 十 一 月 十日に 

三 會村杉 谷 之 藏に米 御座 候 を、 籠城の 兵粮と して 取に 遣し、 米 七 百 俊 程 城に 籠 被 申 候、 其 翌日 は 休み、 

十二 日に は 田 中 宗夫世 枠 藤 兵衛、 家老 脇 金 木 善 兵衞、 金澤角 右衛門、 佐 野 您左衞 門、 鐵炮 大將松 W 半 太 

夫、 高 畑次郞 太夫、 舟 奉行 高 橋彌治 右衛門、 三 浦 十 右衛門、 人 江 千 右衛門 以上 九 人、 足輕舟 手の者、 町 

人足 都合 四百 人に て參り 候、 此 人足 ども 明 家に 入亂 り、 財寳を 望み 色々 不行 義に罷 成候處 に、 千 本木 か 

はらの 平より 敵 共 忍 出て，.、 高 畑次郞 太夫、 入江 與 右衛門、 高 橋彌治 右衛門、 船頭 又 助 以上 四人鐵 砲に 

て 打殺し 申 候、 田 中 宗夫は 我 屋敷に 罷在 候が、 此段 承り 紐 出し 申 候、 就 夫 田賀主 水、 北門 持 口 之 侍、 何 

れも雨 家老に 打 連れ、 杉 谷の 道 迄 參り候 • 杉 谷に て打殘 され 候 衆 敗軍 仕 候に 打 連れ、 同前に 被歸 候、 新 

兵衞 は筋鐵 門に 居 被 申 候、 宗夫主 水 杉 谷に 參り候 由 承り、 楔 門 北門 を ゑび おろさせ 被 申 候、 宗夫主 水 其 
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外既 出し 候 衆 迷惑いた し、 新兵 衞に申 分 被 仕繞、 新兵 衛被申 候 はいか 樣持ロ を 明齔： t: 申され 候へば、 其 

儘 は 引れ 申 間 敷 由 被 申 候、 何も 三會に 兵粮 取に 參候 衆、 首尾 惡 しき， m 申 候、 

千々 石 村に ての 事、 山 田 守 山野 井 愛津の 代官、 牧田長 兵 衞新甚 左 衛門雨 人に て、 四ケ 村の 百姓 を 召 連れ、 

千々 石 村へ 柙 懸け 燒拂ひ 申 候、 味方 仕 候 者 は、 山 田 村の ごとく 引 申 候、 敵方に 逃 申 者 は、 追 付々々 打殺 

し 被 申 候、 淺者共 敵方へ にげ 參候 事、 

島 原 一揆の 義、 十一月 丸 日に. y 戸に 相 聞え、 同 十日の 晚に松 倉 長 門 守 殿、 板 倉 內膳樣 石 谷 十 藏樣、 江戸 

御 發足被 成、 長 門 守 殿 は、 十 一 月 4» 九日に 島 原へ 御着 被 成 候、 

松 倉 右近 殿、 十一月 十四日に 御 暇 被 下 候て、 極月 朔 日に 島 原へ 御着 被 成 候、 

板 倉 内 膳樣、 石 谷 十藏樣 は、 肥 後高瀨 にて 牧野 傳藏 殿、 松 平 甚三郞 殿、 近 園の 家老 中 御 寄 合な され、 御 

来談に て 御 逗留 遊ばされ、 極月 e: 日 內膳樣 十 藏樣島 原へ 御着 被 成 候 事、 

十一月 卄 九日 之 晩に、 長 門 守 殿 被 仰 候 は、 千 本木の 敵 ども， 其 儘 召 置 候 義不覺 と 被 仰、 晦日の 朝 踏. 浸し 

可 被 成 由に て、 人數付 御座 候處 に、 城 內に殘 る 衆、 合 點不仕 候に 付、 一 日 相延申 候、 其 段 歒承付 申 候 や、 

千 本木 を あけ、 居不申 候、 煙な ども 立不. & 候に 付、 近 藤 源 右衛門、 か はらの 平に は 白 石市郞 右衛門、 極 

H 朔 日夜 忍び 參見申 候へば、 居 不申候 付、 火 を かけ 燒立 罷歸 串 候、 極月 四日 五日 雨 日に は 鍋 島 信 濃 守 殿 

御 內鍋島 安藝 殿 先陣に て、 中 木場 六本 松より 今 村 迄 後陣 續き申 候、 

極月 六日 松 倉 右近 殿、 雜兵千 人に て、 安德 ほうしの 瓦に 一番 陣、 七日に は 深 江に て 二番 陣、 同 八日に 松 

倉 長 門 守 殿、 內膳 様、 十 藏樣、 何も 御 Ig: 前に 有 家 村の 御陣 場、 道す ぢ 敵の 明 家い」 も 皆々 燒拂ひ 申 候、 極 

月 六日に 越 中 守 殿 傳藏殿 甚三郞 殿、 肥 後 高 瀨を御 立 被 成 肥 後のう ち 宇 土に 御 泊 被 成、 翌日 三壽 三と 申 所 

に、 二三 日 御 逗留 遊ばされし. S 申 候、 

同 八日に 有 家 村 之 陣取 罷在候 刻、 天草の 敵 小船 餘多 乘、 原 之 城へ 罷越申 候、 
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同 九日に は 有 家 村 を 何れも 御 立 被 成 辰 刻に くひ 越と 申 所に て、 長 門 守 殿 使 番天方 又左衞 門、 白 石 市郞右 

衞門、 敵方 見 分に 被 差遣 候處 に、 一 揆の內 より 老人 一 人 落 參候を 捕へ、 様子 相 尋被申 候へば、 原の 城に 

籠り、 ひの ゑみ 城 其 外 所々 に は I 人 も 居 不申候 由 申 候、 其 段 內膳樣 十 藏樣聞 召 被 上、 落人 之 義は島 原へ 

被 遣 牢舍仕 候 事、 

彼 落人 元 來吉利 支 丹に て 無 御座 候に 付、 凱 陣之刻 御扶被 成、 其 上 御 褒美 被 下、 有 馬 村に て 百姓 仕 候、 

同 十日に 原 之 城へ 押 寄せ、 互に 鬨の聲 を 合せ 鐵炮 にて 打 合 申 候， 長 門 守 殿陣に は、 時 枝 宇右衛門と 申 者， 

鐵炮に 中り 相 梁 申 候、 下々 に は 手 負 多く 御座 候、 鍋 島 殿御 陣所 にも 手 負 死人 御座 候 由 承り 候、 一 日 そこ 

にて 御 陣場被 成、 十 一 日に は銘々 御 陣場定 り、 柬濱 ばた 松 倉 長 門 守 殿 同 右近 殿、 夫より 西大 江の 濱 ばた 

迄、 鍋 島 殿の 御陣 場に て 御座 候、 ， 

板 倉內膳 様、 石 谷 十藏様 御陣場 は、 鍋 島 殿 長 門 守殴陣 場の 後に て 御座 候、 

同 ±1 日陣 小屋の 用意、 竹 束の 用意に て 互に 鐵炮無 油 斷晝夜 共に 打 申 候、 

追 付 立 花 右近 殿、 有 馬玄蕃 殿、 原の 城に 御着 被 成 陣場替 り、 東の 濱 端に は 立 花 飛 驊 殿 父子、 其 次 松 倉 長 

門 守 殿、 同 右近 殿、 其 次に 有 馬玄蕃 殿、 其次大 江の 濱 ばた 迄、 鍋 島 殿御 陣場 にて 御座 候、 

十二： T 廿日に 立 花 殿御 一 手に て、 三の 丸 を 御 攻被成 候へ 共、 城 破れ 不申、 手 負 死人 大分 御座 候て、 四時 

分に 御 引 被 成 候 侍 大将 立 花 三 太夫 殿 打 死、 松 倉 長 門 守 殿 侍 奥 田 左 京と 申 者 駔付打 死 仕 候、 內の者 餘多手 

負 申 候、 

右 同日に 諫早豊 前 殿 二 丸 を 攻被申 候へ 共、 破れ 不申、 死人 手 負 多く 御座 候 由 申 候、 

餘の陣 所より は 持 詰 懸居申 候、 

什一 日より 何も 陣場能 固め、 竹 束 近く 押 寄せ、 鐵炮嚴 敷 打 懸け 日 を 送り 申 候、 

右の 間 方 * よりの 使者 御座， ほ、 北ハ， z: に 有 馬 左銜 鬥佐毆 使者 光井 丹 下、 山 尾 五左衛門 主 從廿入 程 打 死 仕り 


草  翁 


一 兩人淺 り 申 候、 

fil 月 朔日寅 刻 總掛り 巳の 刻に 押 寄せ 候へ ども、 城 中より 中々 防ぎ 鐵炮嚴 敷 打 申 候、 有 馬 玄蕃殿 懸りロ 出 

丸より 橫矢烈 敷 打 申 候に 付て、 玄蕃殿 勢 崩れ 申 候、 北 (刻 內膳樣 御馬 を 駅 出し 被 爲成處 に、 城よりの 鐵炮 

にて 討死 被 遊 候、 夫より 戰は午 未 刻 迄にて 陣 所々々 に 引返 田 候、 

同一 一日より 竹 束 裏より 鐵炮を 打ち 日 を 送り 申 候、 

同 六日に 松 平 伊豆守 樣御 父子、 戶 m 左 門樣御 父子、 細 川 越 中 守 殿御 父子、 松 平 甚三郞 殿、 牧野 傳藏 殿、 

其 後黑田 右衛門佐 殿、 同 甲斐 守 殿、 同市 正殿、 寺 澤兵庫 頭 殿、 有 馬 左 衞門佐 殿御 父子、 水 野 日向 守 殴、 

此御衆 有 馬 村 御着 被 成 候て、 寄せ 口の 陣場替 申 候 事、 

陣 場の 事、 ^5^大手細川越中守殿、 其 次 立 花 飛驊守 殿、 其 次 松 倉 長 門 守 殿、 同 右近 殿、 其 次 有 馬玄蕃 殿、 

其 次 鍋 島 信 濃 守 殿、 其，^、 寺 澤兵庫 頭 殿、 其 次黑田 右衛門佐 殿、 同 甲斐 守 殿、 同市 H 殿、 其 後の 山つ きに、 

小 笠 原 右近 殴， 同信 濃 守 殿、 其 次 有 馬 左 衞門佐 殿、 

細 川 越 中 守 殿御 陣の 後、 松 平 伊豆守 様御陣 場、 其 次 西に 戸田 左 門樣、 其 次 水 野 日向 守 殿、 其 近所に 御 目 

附衆 御陣場 有り、 

右の 如く 陣場替 り 候 以後、 城 中の 敵 ども、 千 殺しに 可 被 成 Q 由に て、 竹 把 付 柵 を 振、 要害た しく 被 成 

候、 城 中 は 兵粮 も きれ、 東大 手より 礎 物 取に 參 りて 歸申處 御覽被 成、 越 中 守 殴栅を あけ 召 置 被 成、 落人 

參候は 生 捕に 可 被 成との 事に て、 御 待 被成處 に、 落人 ども 餘多參 候 を、 とられ 被 成候內 に、 島 原より ま 

きごめ に 被 成 候 者 ども 是 有に 付て、 城 中の 樣子 こま，， ^御尋 候へ！ li  、矢 だね も盡き 兵粮 も 無 御座 由 申 候、 

二月 什 日の 晩に 方々 へ 夜 打に 出 申 候 事、 

右 夜 打 鍋 島 信 濃 守 殿、 井樓に 忍び 火 を 付 申 候へ 共、 子細 無 御座 候、 陣 所々々 にて 餘多打 留被成 候、 夜 打 

の 晩に、 黑田監 物 殿 父子 共に 打 死の 由 申 候、 長 門 守 殿陣所 にても 夜 打 之 者 十二 人 打留申 候、 其 晚の陣 に 
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  五 五 二 

西 尾 七 郞兵衞 と 申 者 打 死 仕 候、 

廿 I 日の 頃より、 細 川 越 中 守 殿、 陣 場より 釣 井樓を 引上げ、 三の 丸の 內 見下し 鐵炮を 嚴敷打 懸被成 候に 

付、 三の 丸 明け 居不申 候、 

同廿 七日 Q 申 刻に、 鍋 島 殿 手より 出 丸へ 乘入火 を かけ 申 様に 相 見. え 申 候に 付て、 何も 追々 に 總乘に 被 成 

候、 其 日の 暮合迄 は、. 本丸 計り 落不 申候處 に、 越 中 守、 殿 本丸に 御 乘被成 候、 其 後 何れ.^ 一度に 御乘被 

成 候、 日も暮 候に 付、 小屋 共に 火 を 掛け 燒 立て、 其晚は 本丸の 外側に 御 陣被成 候、 其 刻 牧野 傳藏 殿御 乎 

を 負 被 成 候 由 承り 候、 松 倉 右近 殿 も 手 を 負 ひ 申 候、 

廿 八日の 卯 刻本 丸乘 破り、 落城 仕 候、 落人 方々 に 御座 候 を、 陣 所々々 にて 成敗 被 成 候、 落人の 內山田 右 

衞門佐 御 抉け 被 成、 松 平 伊豆守 様 被 召 連、 江 戶へ參 り 候、 松 倉 長 門 守 殿より 口 津に召 置れ 候藏 奉行 三 宅 

次郞 右衛門と 申 者の 世 粋 半 三 郞と申 者 兄弟 三人、 大原次 郞兵衞 世 粋 熊 之 助、 此四 人黑田 右衛門佐 殿 被 召 

連筑前 へ 參候、 

正月 中旬に、 船ニ艘 紅毛 船 二 艘被召 寄、 城 近く 寄せ、 紅毛に 石火矢 を 打せ 被 成 共、 少の利 も 得不申 候、 

結句 城より 阿蘭陀 一 人鐵炮 にて 打殺し 候に 付、 長 崎の 様に 御 歸し被 成 候、 

御 目 付 衆 様 御 越 大方の 覺、 石 谷 十^ 殿， 榊 原 飛驛守 殿、 馬場 三 郞左衞 門 殿、 林 丹 波 守 殿、 松 平 甚三郞 殿、 

牧野 傳藏 殿、 中坊 長兵衞 殿、 其 外 は 不覺に 御座 候 事、 

有 馬 籠城の 刻、 島 原 Q 城 本丸に て 小 笠 原 壹岐守 殿、 二の丸に 久留島 丹 波 守 殴、 上代 被 成 候 事、 下 曾 根 

三十 郞殿、 野 瀨四郞 右衛門 殿、 島 原の 御 仕置 被 成 候 事、 

原 之 城 落人の 內、 小濱 村の 注 屋三會 村の 金 作 有 家 村 Q 甚吉、 此 三人 は 島 原に て 竹 鋸 引に 被 成 候、 此 御に 

くみの 故 は、 三會 村に て 佳 を 殺し、 小濱 にて 代官 武 右衛門 を 殺し 申 候に 付 如 此被成 候、 

二月 五日  ！'  肥 前 島 原 有 馬 町刖當 


右覺 書と 或 正錄を 幷せ考 へて、 耶蘇 實 記と 題して 余が 著しけ る 物 有り、 其 委しき ことに 至て は 可閱之 _ 
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〈崩 草 卷之 四十 六 

〇 由 井 正 雪の 事 

慶安 年中の 奸賊由 井 正 雪 【割 註〕 大 阪御陣 より 三十 餘年島 原 一 投 より 十餘 年後な り 令 安水に 至り 百 二十 

餘 年になる」 が 事蹟- 其實 記を搜 求る に、 未 得 之、 世に 流布す る慶 安太 平 記、 望 猿 記の 類 は、 皆 後人の 狂 

言に して、 可翫味 物に 非す、 由 井根 元 記 (一名 寸虫 大望 記) は、 其 頃駿械 加番秋 az 安房 守內 山下彌 惣右衞 

門が 覺書、 又 松 平 5- 豆 守の HI 鈴 木理 右衛門が 錄し 置た る兩 筆を幷 せて 著す る 由、 奥 書 有れば、 先 づ實記 

の 様 なれ 共、 文法 花 有て 而も 不審 多く、 信じ 難し、 去れ 共 正錄を 得る 迄の 間、 姑く 根元 記に 倚て、 其大旨 

を 書す、 ：.^ 雪 は 生 國駿府 紺屋の 子な り、 姓氏 不詳、 由 井と は自稱 なり、 幼少より 實業を 疎み、 武 藝諸擧 

を 好み、 同所 手 習の 師に、 高 松 半 平と 云 ふ 浪士、 記錄を 好て 汎く是 を^ぶ 正 雪 小賢しく 師の 傍に て 是を試 

むと 雖も、 未だ 幼稚 なれば、 文字の 怪敷を 患 ふ、 其の 中に 在る 太閤 記幷に 楠の 壁 書な どこ そ 平 假名に て 

讀 よければ、 常に 机 邊に隱 し 置て 讀け るが、 太閤の 卑賤より 出て、 洪業を 開き、 且つ 正 成の 仁 勇 古今 獨 

步 成る 事 を 幼な 心に 羡み 初け る こそ 恐し けれ、 稍 志學に 近き 頃、 密に菊 水の 旗 を 染め、 一 卷の系 を 唐櫃 

に藏 め、 竊に淺 間 山の 松が 根に 埋 むと 云々、 而 して 其 身 は 生！： を 去て 武 江に 出で、 兵 擧に身 を 委ね、 素 

より 才智 絶倫 なれば、 頓て其 名 東武に 溢れ、 諸侯 幷に御 旗本の 處士 より 師の禮 を 以て 招かれ、 凡 是が門 

弟た る 人、 千 を 以て 算ふ、 正 雪 時 を 得たり とや 思 ひけん、 或 時 悃弟四 五 人 を 集め 申け る は、 祖先 正 成 昨 

夜 夢 裏に 来て 余に 曰ら く、 爾が生 所 駿州淺 間 山の 松が 根に こそ 去る 驗 有れ、 相 構へ て 夫を證 として 我 系 

銃た る 事 を 忘る、 事 勿れと、 正しく 吿を 得たり、 去れ 共 奇怪 を 人に 語らん も 流石 我心に あらす、 旁 は 日 

顷斷 金の 交 有れば 潜に 吿る なりと 云 ふ、 是を聞 者 共、 奇異の 思 ひ を 成し、 此事爭 で 唯に や 止なん、 我輩 
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急ぎ 彼 地に 越て、 其 ほ を 見るべし とて、 壯士 五人淺 間に 往て、 そこ 爱と尋 求る に、 ral- して 古松の 根よ 

り怪 敷物 を 掘 出し、 改め みれば 件の 品 出たり、 各感淚 して 是を携 へ 東 武に歸 りて、 正 雪に 渡せば、 正 雪 

も撗 手を拍 て、 拔は 浮た る 事に て は 無り けり、 正しき 吿 にて 有け るよ と、 頻 に落淚 し、 是を 得て 家寶と 

す、 此事 世に 流布して より 彌々 正 雪 は 楠の 裔と世 擧て是 を 信じけ るに ぞ、 後に 逆 意の 節 も、 諸人 多く 語 

ら はれけ る、 又 一 說には E 雪東武 徘徊し ける 時、 楠 不傳と 云 ふ 兵舉者 有り、 渠は楠 家の 裔 にて、 菊 水の 

旗 幷に正 成の 秘藏 せし 中 脇 指 を相傳 しける を、 正 雪 偉 聞て、 不傳に 因 を 篤し、 是に仕 ふる 事 師父の 如し、 

不傳感 之， 且正 雪が 器量 群 を 出た るに 愛で 其 品々 を讓 りぬ、 然後正 雪 楠の 裔と稱 すと 云々、 兩說 不分明、 

乍 去 上の 御沙汰に は、 不傳 より 相續 しける に 決定し ける となり、 又 丸 橋忠彌 は、 管鎗の 妙手に て、 門弟 

數多 有り、 其氣 ざし 尋常なら す、 筋目 も 正 敷 故、 方々 より 過分の 高 知 を 以て 招 るれ 共 承引せ す、 正雪渠 

が 智勇 有る 事 を 聞 及て、 兼て 是に 交らん 事 を 欲す、 又 弓師 藤 四 郞と云 者、 丸 橋と は 殊に 懇 にて、 丸 橋が 

內證賄 迄 も 致 遣し ける、 奥 村八郞 右衛門と 云 ふ 浪人 も 忠彌幷 に 藤 四郞と 親しく 出會 ひける が、 此奧村 さ 

る 者に て 1^ 雪と 知人に 成け る 故、 奥 村 誘引して 正 雪 忠彌に 入魂 被 成け るな り、 

私 曰 丸 橋忠彌 は、 長 曾 我 部 盛 親子と 云ふ說 有り、 また 吉田初 右衛門 は、 明 石 掃 部が 子な りと、 其 外 色 

々の 異說 を、 迁講釋 の 者 共 杯が 口に 任せて 詈る を、 嘲る 人 有れ 共、 一概に 非な りと も 云 ひ 難し、 尤其 

事 を 謗りて、 文章に 綴り、 或は 夥敷 說述る は、 古今の 習 ひなれば、 其の 十が 一 と 知べ し、 中に 一向の 

非說 有る ベければ、 翫 味して 取捨すべし、 按 るに 慶 安の 頃 は、 未だ 御 治世 間 も 無れば、 百 六十 年後の 

今の 人心と は 大に替 ふべ し、 其 頃 は 未だ 大阪 の餘類 も究て 有る 害の 事な り、 渠は誰 子是は 何某が 家來 

杯 云ん 者、 幾 等 も 存命 有べき なれば、 徒 黨は凡 其 類 多 からん、 殊に 京大 阪の 大將 分に て、 其 器 を 撰て 

差 向けた る 者 共 は、 最も 各 由 緖も正 敷、 さる 覺の者 共 成べ し、 今より 見れ は、 正 雪が 逆 謀 有べき 事と 

も 思 はれぬ 故に、 多分 は虚 談の樣 なれ 共、 時代の 相違 を 以て 考れば 有 間 敷に あらす、 
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  五 五六 

由 井丸 橋 屬因を 重る 儘に、 互に 大義 Q 心 を 通じて、 かれ 是の 問答 を、 根元 配に 書 連れ 共、 斯る 密談 を 誰 

が聞傳 へて 後世へ：^ しけん、 畢竟 は 外より 推量て 能 程に 書る 事故に 爱に 略す、 又 金 井 半 兵衞と 云、 浪人 

知 E 勇 逞しく、 其 上飽迄 金銀 を 貯し者 故、 忠彌 が吹擧 にて 正 雪 半 兵 衞參會 し、 如何 説賺 しけん、 金 井 同心 

す、 是等大 將分五 人の 内な り、 連判 帳に もー國 一城の 主 金 井 半 兵衞と 書り とか や、 此金 井が 働に て、 兵 

具の 用意 等 も 多く 調し と 云り、 新て. S 井丸 橋 密計に 祌身を 凝す 事 已に三 四 年に 至る、 其 間に 忍び— に 

語ら ひ 入た る 同盟の 徒黨凡 ニ千餘 人、 中に も 正 雪 忠彌に 劣る 問 敷 器量の 者、 佐 原 十 兵衞、 長 山 兵 右衛門 

など、 是等は 連判 狀に、 一 國 一 城の 主と 記す、 其 外 宗徒の 者 金 井 半 兵衞、 吉田初 右衛門、 平 味 次 郎右衞 

鬥、 同七郞 右衛門、 櫻 井 喜 兵衞、 岡 彌左衞 門、 岡 村 次左衞 門、 加 藤 市 右衛門、 熊 谷三郞 兵衞、 櫻 井彥兵 

衞、 同 伊右衛門， 加 藤 長左衞 門、 小川 六左衞 門、 齋藤九 右衛門、 土屋市 右衛門、 岩山 六左衞 門、 同 三 七、 

栗 山 又左衞 門、 句坂甚 兵衞、 原 £ 五郎右衛門、 渡邊 半左衞 門、 松 田 右兵衞、 河 內八郞 兵衞、 柴 S 三郞兵 

衞、 河 島 三左衞 門、 柴原 七左衞 門、 同 又左衞 門、 金田庄 太夫、 松 田彌五 七、 曾 根三郞 兵衞、 井上 五郎 右 

衞門、 草 下 六左衞 門、 野 田庄兵 衞、， 粟屋 三 右衛門、 平 川 治 兵衞、 幷に 材木屋 又 兵衞、 畫師 彥兵衞 に、 其 

外 は 聞：^ しつ、 其 中に 畫師彥 兵衞を 加へ し 事 は、 正 雪 駿州久 能の 要害 を 察して、 畫圖を 此彥兵 衞に畫 せ 

ける に、 亲兵衞 何とな き 物語の 內に、 總て縱 の 事 我 凡 二十 餘 年の 問 心 を碎き 候に、 稍 筆法 其 片端 を 得た 

り、 聖賢 武將 歌人 各 其 僮る 相 有り、 卒爾ながら 貴邊に は究て 大將の 相お はします、 若し 見 違 候 はぐ 我 一 

生の 名折れ 成べ し、 此言 fK 晴違ひ 候 はじと 云、 ；止雪 倩 聞て、 渠 はさる 者 哉、 誠に 門出の 能 者な り、 さら 

ば 語らん と 思 ひ、 かの 旌系圖 を 見せければ、 拔 こそ 御覽候 へと、 天に も 登る 心地に 歡び ける、 則 徒黨の 

數に 加り、 ； お雪が 潛に設 る 旗の 紋等 も、 悉此彥 兵衞に 書せ、 其旌 0 上に 何れも 淺 Si 大 菩薩と 書り とか や、 

忠彌が 母 は此逆 謀の 事 を、 日； 夕に 歎き、 小夜 更る 頃に は、 忠彌が 夢 を 驚して、 千度 百度 敎訓 すえ.？ 斯 

る 大事 をお も ひ 立 2£ の忠彌 なれば、 慈母の 異見 も 徒に、 竟には 母 も 鈴 森の 刊 罰に 骸を 並べし は、 か.^ 彌カ 
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八 逆 罪なる べし、 又 正 雪が 相 借屋に、 干物 屋又 助と 云 者 有り、 此者 家業に 入 事 有て、 朝な/ \正 雪が 扉 

を 音 づれ、 其 日々々 の 天 氣を 問に、 正 雪空 を眺て 先に 答 ふに 遂に 聊違ふ 事無し、 去れば こそ 江戶 にて 逆 

意の 綻 たる を、 其 身 駿府に 在て 未然に 知ぬ とぞ、 

fi^ 雪 平家物語の 評 を 著す、 逆 意の 後 絕板仰 付ら る、 全部 二十 四卷、 文法 餘 書に 勝た る 物な り、 世に 流布 

する 平家物語 評判と 題せ る 物 は、 他 作な りと 云り、 

忠彌 妻と 物語の 事、 根元 記に 著し たれ 共、 是も 想像の 說に てし るすに 不及、 實に忠 彌が妻 は 畢竟の 場に 

て、 連判 狀を燒 しと 有れば、 甲斐々々 敷 女に や、 

正 雪潛に 駿府へ 赴き、 先づ我 志す 城郭 なれば 淺間 山に 登り 點檢 して 地理 を 量り、 夫より 城下 足 洗 村 百姓 

に 半左衞 門と て、 名高き 豪家の 者 有り、 渠を賺 さば やと 彼 許へ 立 越れば、 半 左 衛門悅 びて 馳走す、 其 時 

正 雪 黄金 一枚 取 出し、 是は紀 伊 殿より 拜領 せり、 御 邊に可 譲と て 遣 之、 半 左 衛門大 に欣受 之、 如何 賺し 

けん 其 時半 左衞門 も； 味に 判す、 渠が働 を 以て 兵粮の 手番 ひ、 其 外用 脚自， E なりし と 云、 

浪人 奥 村八郞 右衛門 事、 初 正 雪 忠彌を 引合せ、 無二の 友 なれば、 連判の 第 一 座た るべき 處に、 是を 除き 

たる 子細 は、 I 日此 三人 會 して 棋を圍 む、 fi: 雪と 奧 村相對 す、 丸 橋 傍に て 見物し けれが、 鶴に よそへ て 

正 雪へ 助言す る 事再應 なり、 奧村 大に忿 て、 丸 橋に 向て 刀 を 取る、 正 雪 其 儘 中に 入て 是は盤 上の 戲 なり、 

など 左程 忿り給 ふぞ、 今の 手 を 用る にこ そとて、 頓て石 を 置 直して 奧村 を勸め 打け るに、 始は由 井が 勝 

の 様 成しが、 終に は 正 雪 三 目 負に 成け る 故、 奧村も 心 解て 座興に して、 其 座は濟 ぬれ ど、 夫より 奥 村 丸 

橋が 間少く 疎く 成り、 仍て 連判に 洩 しとな り、 斯る專 共數々 有て、 正 雪、 丸 橋 事を危 くお も ひ、 由な き 

者と 與 しける 者 哉と 後悔し ける が、 案く 如く 忠彌が 方より 大事 は： しなり、 

正 雪 は、 紀伊亞 相 君の 御名 を 犯して、 其 徒 を 集る に渠が 辯侫を 信じて、 是に屬 する 黨 強大に 及け る處 に、 

大獣公 御 不例の 御沙汰 頻 りなれば、 其 紛れに 事 を 遂んと 寄々 徒黨を 催す 慮に、 慶 安四 年 卯 四月 二十日 薨 
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御 有し かが、 時 至ぬ とて、 同 二十 五日 夜 深更に 宗徒の 惡 黨集會 して 評定す、 此會所 由 井が 宅と も 丸 橋 宅 

とも、 义 は道灌 山と も 云わ、 斯る 集き は 巿亭は 可 憚 事 なれば、 道灌 山と 云說 可なる か、 正 雪 釆配を 採て 

議之、 先 當地は 丸橋忠 彌を將 とし、 大阪は 吉田初 右衛門、 金 井 半 兵衞、 京都 は 加 市 右衛門、 熊 谷三郞 

兵衞を 首と して、 其 徒 是に從 ひ、 指揮 を受 くべ し、 此三所 最も 專 要に 候、 唯 火 を 掛て燒 打に 不如、 丸 橋 

に は 內通を 以て 二 Q 丸 焰硝藏 に 火 を かけられよ、 其騷 動の 紛に、 葵 御 紋の印 兼て 支度し 置々 たる 品を携 

へ、 面々 城 內へ入 込 事 第 一、 二 ッには 表立 候 大名屋敷へ 投火 致し、 江戶 一 面の 暗闇と し、 水道の 水上、 

其 外堀々 へ も 毒 を 流し込み、 天下 半分 生死の境 を究る 事盱耍 なり、 愚意 此上 を不 存と述 る、 丸 橋 云、 而 

して 正 雪に は 何方へ 被 向 候 やと、 正 雪 云 某 は 駿府久 能 を 志し 候、 乍 去 小 地に て 前方より 舆 力の 面々 を 忍 

せ 置べき 所 無く 候へば、 相阖を 定め ト： 方より 騎馬 鐵炮 の卒差 越さるべし、 日限 は 追て 諸方 牒し 合せ 同日 

同 刻 たるべし と、 其 外の 軍議 鷄 明に 至て 事畢、 各 退散す と 云.^、 是徒黨 の 者 共 後日に 拷問 白狀の 趣如此 

と 云り、 

金 井 半 兵衞、 吉田初 右衛門 は、 正 雪が 下知に 隨ひ、 其 徒と 共に 忍びく に 大阪へ 登り、 吉田は 同 國有馬 

に 着、 金 井 は 住吉は 着、 兩人 城內の 手筋 を 伺 ふと 雖も、 就中 當所 城內の 通路 は、 甚 容易なら す、 徒らに 

日數 移る 故に、 斯ては 徒黨の 面々 も、 云 ひ 甲斐な く存 すべし、 所 訟兩人 所 を 隔て は、 評議 も 渉 取らす、 

先づ吉 田と 一 所に 在て、 急に 事を議 せんと、 金 井 は 住吉を 立て 有 馬に 赴く， 加 藤 市 右衛門、 熊 谷 三郞兵 

衛も、 同時に 關東を 立て、 洛に來 る、 加 藤 は 朱 雀 邊に居 を 定め、 始の程 は 彼是 を 窺 ふ 様に 見えし が、 名 

にお ふ 都の 遊廓 島 原 は、 朱 雀に 隣り て 問 近く、 不圖其 廓に 通 ひ 初し より、 日頃の 有 增は失 果て、 軍用金 

は 是が爲 にっか ひ 捨て、 唯 日夜の 洒 宴に 現 心 もな し、 或 夜 熊 谷 も 打 交り 揚屋に 宴す る 折 柄、 熊 谷 加 藤に 

云る は、 關 東より 其 後 通路 もな し、 如何 有 やらん と 云 ふ、 加 藤 は 酒色に 蕩 されて 「其 返答 も そこ-/ \ な 

れば、 熊 谷 も 加 藤 を 見限り、 斯る 者と 議 して 爭で 大義 を. 奴さんと 思 ひける か、 又は 斯る 御代 を 動かさん 


は 檔螂が 斧な りと 始めて 観念し ける にや、 加 藤に は 鬼 角關東 Q 事 心 許 H チズ "さ f5 ァ. 0. 核子 を 窺て こそ 

歸 登らめ と賺 して * 遂に 行方な く 失ぬ、 後に 白狀の 者に、 色々 街尋 有し かど も 知者な し、 淵に や 入 けん 

山に や 籠 けん、 其 後 は 御沙汰 も 止け り、 

正 雪忠彌 は、 右の 手 分の 後、 其 用意 大方に は 調 ふと 雖も、 日本一 の 大事 なれ ど、 闕 たる は 多く 滿る は、 

百 か 一 なり、 さて 京大 阪の事 奈何と、 忠彌が 腹心、 の 下人 八 藏と云 者、 下 藤ながら 連判 者 なれば、 渠を 

飛脚と して 差 登す、 手簡 は 焰硝を 人て 封す とか や、 八 藏馳て 上方に 登り、 京大 阪の首 士に會 して、 大事 

を議 して 手簡 を 渡す に、 熊 谷が 關東 下向の 事 を 聞て、 日限 を 積て 大に 不審し、 さ 有る 時 は 是非 關東 にて 

可 遇 事 候に 其義 なし、 是は究 て 逐電 かと 覺 候へば、 片時 も 早く 馳歸 て、 此旨を 正 雪 忠彌に 可 吿と返 翰 を 

取て、 夜 を 日に 繼で立 歸る處 に、 道中 天龍川に て 折節 雷鳴 頻に 白雨 笹を衝 が 如し、 船 を 呼べ ども 渡し守 

無し、 八藏 心せく 儘、 何 條事ゃ 有らん と、 繁げる 船 を 解て、 自ら 棹 さす 處に、 雷雨 も 止て、 船頭 河原 表 

へ 出て、 八 藏が擧 動 を 見て、 犬に 怒り 船盜 人よ とて 大勢 立掛 て八藏 を投ん とす、 南無 三寳 一 生縣 命の 揚 

なりと、 様々 詫 言し、 辛うじて 虎口 を 遁れ、 無 程して 東 武に歸 て、 兩士へ 返 翰 を わたし、 先 以て 熊 谷 三 

0 郞兵衞 の 逐電と 相 見へ 侯 由、 様子 を委敷 語ければ、 兩人 大に駭 き、 正 雪 は 忠彌に 向 ひ、 早 時 至ぬ るぞ や、 

熊 谷 か 注進せ ぬ 先に、 月と も 成れ 闇 ともなれ、 取掛 らば やと 存 するな り、 徒黨の 面々 へ、 急ぎ 廻文 を 出 

し、 色々 用意 こそ 專用 なれと、 犇々 と 手配り をぞ 致しけ る、 扨 徒 黨を集 申け る は、 多年の 蟄懷、 今此時 

開畢、 兼て 牒 合る 通り、 某 は 七月 廿 二日 駿府 へ出發 致すべし、 諸 士は丸 橋 殿を将 とし、 二十 五日の 夜 を 

期と して 丸 橋の 指揮 を 守り、 十 死 一 生の 働 を 要と せらるべし， 上方 兩 所へ も 此段牒 合する 處 なり、 某が 

同道 は 由 井 三左衞 門、 熊 谷六郞 右衛門、 粕 野九郞 右衛門、 同十郞 兵衞、 同 作 右衛門、 儈 廓然、 是 等と 俱 

に 可 越と ぞ述 たりけ る、 此廓然 は 日蓮 宗 にて、 宗旨の 奥 示 を 究め、 身延 山の 法燈を 挑げ て、 一宗の 長 共 

可成 器 を 以て、 斯る 徒に 交りし こそ 惜ま ゐれ、 吉田初 右衛門 も 元 來增上 寺の 會 下に 登 雪の 窓 を 求め、 舉 
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頭の 聞え ある 儈 なしが、 如何 成所爲 にや、 綸 3 曰 頂戴に 登る 折から、 品 川に て 丸 橋に 會し、 忽に三 衣を脫 

て、 其 徒と 成り、 剩 器量 抜群 故、 黨 中に 於ても 擧 用ら る、 是は元 來福佾 の 聞え おる ト： に、 智勇 有る 事 を、 

丸 橋 兼て 能く 知り、 其 金銀 を も 出させ、 日. 一宗 徒の 人 數に加 へんと て勸 入し となり、 斯て正 雪 は、 七月 二 

十二  ：11、  ^s-武を發するに、 態と 不 目立 様に 人數を 先立て、 神 奈川宿 迄 出し 置、 自ら は 侍 一人 草履 取 計り 

を 連れ， 地歩 行の 體 にて 夕方に 江戶を 越え、 鈴 森に て 鈴 蟲の鳴 音 を 聞て 「鈴 蟲の 誰に 振らる、 夕 かな」 

と打吟 じて、 神奈川 宿に 至る、 由 井の 人 や 渡 候と 尋さ せければ、 待設けた る 者 共、 皆對 面して そこ 爱ょ 

り 出来る、 爱 にて 正 雪 は 心 裏に 思 ひ 有る 體 にて、 唯なら ぬ を 粕谷九 郞右衞 門 早く 見咎 て、 其 所以 を 問 ふ 

に、 正 雪 云、 江戸に 一 つの 心掛り 有り、 哀れ 忠彌を 討て 登らば やと 窮 ぬれ ども、 折を不 得して 其 事 徒ら 

なり、 渠は 大欲の 者に て智淺 し、 金銀の 爲に仕 損すべき は 丸 橋な りと 悔みし が、 果して 大褰 は忠彌 より 

洩 けるな り、 拉徒黨 の 輩 段々 爱に落 合 ひ 花 を たる 如く、 尋常に 出立、 凡 五六 千 名の 供 廻りに て、 其 夜 

藤 澤驛に 宿し、 翌 二十 三日 莒极關 所に 駕籠 を 番所の 前に 寄て 戶を 開き、 是は紀 伊 大納言 殿 家 來由井 正 雪 

とま 者に て 候、 病氣 に付紀 州へ 罷下 候， 起居 不自. 5 に 付 致乘打 候と 相斷 に、 不及 食議御 通り 候へ とて、 

無 子細 關所表 相濟、 同日 駿府へ 七 時 到着し、 梅 屋と申 者の 方に 上下 旅 宿す、 

武には 早 手 答 の 日 附近 付ぬ、 丸 橋 は 晝夜寢 食 を 忘れて 事 を 調べる に 付て は、 鬼 角 川！； 手 支へ 心に 任せ 

ざれば、 又々 此才 覺に掛 り、 E 代 又左衞 門と 云 ふ有德 成る 浪人の 許に 往て、 火急の 要用 を賴 みける に、 

田 代 當時不 有 合と 答 ふ、 丸 橋 重て 忠彌が 眼 違 ひたる にや、 且は御 爲と存 するな り、 十雨に 百 石 百 兩に千 

石の 返報 を 致さん、 達て. &には 非す と m 代が 耳へ 口 を 寄て、 何やらん ける、 田 代 首 を ® て 思惟し、 追 

付 金 持參可 致、 -迚 判の 義其節 たるべく 候、 是迄 御愼の 段、 „JK 々深き 御 心 慮に 候と て 或は 恨 或は 賺し 計つ 

て 忠彌を 返しけ る、 忠 彌先づ 安堵して 御茶の 水の 我家へ 歸る處 に、 留 主に 聲 する 者 有り、 誰な らんと 見 

れば、 弓師 藤 四郞が 例の 余 催促な り、 忠彌內 へ 入て、 いつも 申 事ながら、 百 IE に は 八 一一 两 Q 返報 町申當 
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なりと いへ ども、 藤四郞 中々 承引せ す、 最早 何 地へ か 可 漏 有增を 語り 聞 せんと 渠に 啤ん とする を、 女房 

制止 之 けれ 共 不用、 是迄 不審に こそお はすら めと、 一 々B. き 聞せ ければ、 藤四郞 驚きながら 得と 様子 を 聞 

届け、 忠彌へ は 一 味と 返答し、 我家に 歸て 蚊屋の 内に て 足う ちた- -き 有け るが、 むくと 起て、 天 晴斯る 

不道人 も 有る もの かな、 能き 末代の 見懲 成べ しと 袴 を 取 出し、 是を 着る 儘に 甌 出る、 女房 は 此體を 見て、 

狂氣成 やと 引 留るを 振 はなし、 一 さんに、 町奉行 石 谷 將監の 役所へ 甌 行ば、 早 先立て 訴人 や 有 けん、 政 

所に は挑燈 星の 如し、 

田 代 叉 左衞門 は、 忠彌を 欺き 返して、 直に 御 老中へ 甌 込み、 丸 橋が 耳 相談の 趣 一 々に 注進す、 仍て諸 向 

俄に 騒動し、 老臣より 早々 上聞 を 被經し 上、 夫々 役々 へ 命令 有り、 弓師 藤 四郞は 奉行所へ 走 付て、 是を 

注進す、 石 谷將監 早速 藤 四郞へ 直に 尋問せられ、 先立て 注進の 者 有りと 雖も、 神妙の 訴人、 其 段 言上に 可 

及と て、 帳面に 留置る、 其 後林理 右衛門と 申 者 も、 訴人の 內 なり、 松 平 伊豆守へ も、 同時に 訴人 あり、 

是は奥 村八郞 右衛門 兄弟、 奥村稷 兵衞、 同四郞 右衛門 は、 伊豆守 家来 成る 故、 其緣 によって 八 郞右衞 

門より 相訴 ふ、 尤も 權兵 衛四郎 右衛門 も、 一統に 注進す、 右 注進の 趣、 正 雪 は 駿府に 在 由 なれば、 卽時 

に 駒 井 右京 進へ 討 手 を 被 仰 付、 殿中より 早乘 物に て發 出、 自分の 人數 は、 追々 支度して 跡より 追 付く、 

扭丸橋 は 大切の 囚人 故に、 其 夜 石 谷 將監與 力 同心 を 召 連れ、 自身に 相 向 ふ、 丸 橋が 家の 四方 を 固め、 火 

事と 呼る を 相 圖に踏 込べ しと 牒し 合せて、 將監は 左 隣に 控ら る、 如此 手配して 後、 合壁 を敲 き、 火事よ 

水よ と詈れ ば、 忠 彌が寢 耳に 入て 女房 を 起し、 罩帶 をして 刀 を も 取敢す 走り出ん とす、 次に 寢 たりし 八 

藏俱に 飛 起て、 表の戸 を 明ると 否、 一番 駒込彌 右衛門 飛込て、 忠彌に 組む、 忠彌 あは やと 思 ひ、 丸 橋に 

手 向 ふ 者 は、 けなげ 者と 彌 右衛門 を かい 抓み、 一二 間投 出す、 二番 手 三番 手 透 間な く 落 合々々、 竟に繩 

を掛 る、 其 隙に 女房 は 甲斐々々 しく 連判 帳 を 取 出し、 燈に 付して 灰爐と 成す、 捕手 は 忠彌八 藏を搦 て、 

猶 奥に 人 在と 駔 入る を、 女房 立 向 ひ、 騷 ぎた まふ 程の 事 も 無く、 老 たる 母と 我の みに 候と、 髮 かき 撫て 
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衣紋 を 直し、 尋常に 繩を 請る、 女ながら 靜 まりた る 勇氣、 天 晴忠彌 に は 勝りたり と 人々 稱嘆 之、 石 谷 は 

丸 橋が 一 類を洩 さす 搦 取る 氣 色ば うて 歸 ける 又 徒 黨の內 柴田三 郞兵衞 は、 其 翌日 髮 結の 噺を 聞けば、 夜前 

弓 町に 捕物 有て、 丸 橋忠彌 とい ふ 浪人 捕れた る 由 聞く と 其 儘 逐電す 御 設義有 けれども 行衞 不知と なり、 

正 雪 は 駿府に 於て、 七月 二十 五日の 早旦 に、 東方の 空 を 良久し く眺 居け るに、 粕野作 右衛門 傍に 有て、， 

向の 黑雲は 風 か 雨 か、 又は 其 儘に 散 候 はんや、 何となく 唯なら ぬ氣 色に 候と 問 ふに、 其 答 はせ す 內に入 

る、 折節 水 仕 女の 釜より 釵を うつし 上る を 見て、 正 雪撗手 を檔と 打ち、 東武に 於て、 大事に 發覺 す、 恨 

むらく は 丸 橋が 所爲 ならん、 今にも 東武の 討手來 るらん、 運の 盡る所 は、 過去 世の 因緣 無量な り、 此上 

は 尋常に 自害の 用意 肝要な りと、 かすがい を餘多 調、 居間に 一 々行渡し、 是に 細引 を 結 付て、 竪橫に 

く、 譬は 碁盤の目の 如し、 其 後 疋雪湯 を 浴み 髮を 剃り 身に 香 を 留め、 速 判 帳 其 外 書物 書翰 類 を 集めて 悉 

く燒き 捨て、 偏に 自害 を 期したり ける、 扭：^ 武 より 駒 井 右京 進、 夜 を 日に 繼で、 二十 五日 晝八時 駿府へ 

着せられ、 御城 代大久 保玄蕃 頭に 會 して、 件の 旨 趣 を 被述、 玄蕃頭 則 町奉行 落 合 小 平 太に 達して、 往來 

の 旅人 を 止め、 與カ 同心 を 以て 旅籠 町の 跡 先 を 堅め、 旅人の 風 體を改 る- 駿府 町人 共 は、 右京 進の 早 

乘 物の 體、 其 上 右の 改を 見て、 是は定 て 切支丹 宗門の 者、 當 所に 在よ し 訴人 有りて 如此 や、 何にもせ よ 

唯 事なら すと 府內 大に噪 動す、 旅籠 屋 町の 亭主 共 は、 皆 町奉行 所へ 呼れ、 不殘 口上書 を 上る、 其 中に 梅 

屋が 書付 こそ 正 敷 癖 者 なれ、 上下 十人內 法師の 樣成者 有り、 亦 四方 髮も有 之、 何れも 詞の品 傍 楚には 疎 

く、 又 道 連と も不 見と 書 上る、 右京 進東武 より 持參 ありし 正 雪が 人相 を 合せ 被尋處 に、 彌々 是に决 し、 

さらば 取卷 せとて 西北の 方 は 加 番秋田 安房 守 人數、 東南 は 大久保 落 合、 其 下の 與カ 同心 を 以て 取圍 み、 

其 後 駒 井 右京 進よ.^ 使者 を 以て 梅屋が 座敷へ 云 入られけ る は、 今度 江戶に 於て 人 を 討ち 立 返 候者此 所に 

落 止り 居 申 候條、 一々 詮 義を遂 候、 其 者に 手 創 有 之 候、 若 左様の 心 當無之 や 及 吟味 度と 申 遣 はさる 正 

雪 聞 之、 柏 野 作 右衛門 を 以て 答け る は、 手前に 於て 曾て 左様の 覺無之 者に 候、 某 儀 は紀伊 大納言 殿家來 
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にて 年般紀 州へ 罷 下り 候が、 病 氣に付 對面不 致 候、 胡 論に 思 召 候 は 座敷へ 御 入 有て 御見屆 有べ しとの 

返答な り、 右京 進 押 返て、 所 勞の段 承り 候、 左 候 はビ旅 宿の 式臺迄 杖に て 成 共 御出で 可 途對面 候、 天下 

の 御名 代と して 園の 政道 を 執行 ふ 一 人に て 候と 重て 申 遣 はさる、 此往 反の 間に、 夜 は ほの.，^ と 明ぬ、 大 

久保氏 は究て 荒武者の 聞え 有る 人なる か 右京 進の 應對 手ぬ るく 思 ひ、 某 直に 罷 越て、 其 者に 對面可 致と 

被 申、 右京 進 鬼 も 角 もとの 挨拶な り、 仍て 玄蕃： St 屋が 方へ 被參、 當地 御城 代大久 保玄蕃 頭、 直談の 爲に 

是へ罷 越畢、 夫へ 推 參可申 哉、 是へ可 被 罷出ゃ 承 度と 被 申入、 正 雪 聞 之、 拉は 使の 分に て は 無 ぞいで さ 

らば 對 面せん と、 練の 桃色の 裏付た る 拾 帷子に、 菊 水 Q 紋所 を ふせ 縫に して、 ^綾の 丸ぐ けの 帶を ゆる 

く 結び、 杖に て路次 下駄 を 履き 左右に 爽 成る 七 八 人 召 連れ、 坊主に 刀 を 持せ、 坪の 內の戶 を 開かせ、 靜 

に 座に 附て、 昨夜より 樣々 被 仰 越 候 趣、 返々 其の 沙汰 無 之 者 共に 候、 一 々御改 候へ とて 面々 肌 を^だり、 

玄蕃頭 云、 さ 候 はぐ 町奉行 落 合 小 平 次 方 迄 御 越 候て、 右の 段 御 巾斷り 候へ、 若 同心 無 之 候へば 無力 事、 

乍 去翅を 以て 天 を 翔り 水搔を 以て 大海 を 渡され 候 共、 是 より 外道 は 思も不 寄と、 言葉 を 放て 被 申、 正 雪 

打 笑 ひ、 然 らば 追付參 候べ し、 乘 物の 通り 候 はん 36、 門 を 開かせ 御 待 候へ と 云て、 其 儘內へ 入る、 共 様 

自然と 威 有りて 人に 勝れた る 器量 を 得たり、 さしもの 玄蕃頭 も 少し 後れて ぞ 見えし、 

正 雪 座敷に 立 歸り由 井 三 右衛門、 熊 谷 六 郞左衞 門、 糟 谷九郎 右衛門、 同吉 兵衞， 同 淸兵衞 、同淸 右衛門、 僧 

廓 然其外 下人 迄 車座に 並で 最後の 酒宴 を始 む、 其 中に て 一 通の 書 捨を認 む、 是を硯 の fil に 差 置き、 扭 某が 

介錯 は 廓 然に賴 むな り、 各に は是を 手本に 跡より 追 付れ よと 押 肌脱ぎ 短刀 を 腹へ 突立 引 廻し 聲を かくれ 

ば、 廓然透 さす 首 をう つ、 殘る者 共 追々 に 自滅の 音洩 聞え て、 すは搦 捕れと て、， gi 方より 踏 込 けれども、 

戸口々々 に は 跡 付 様の 道具 を 積 上げ、 其 上 千 筋の 繩を張 たれば、 急に 入 事を不 得、 刀 を 拔て切 拂ひノ \ 

して 亂 入る、 其 間に 徒 黨の者 共 は、 心靜に 自殺し ける が、 廓然は 介錯に 時 移 わける や、 または 後れし に 

や、 敢 なく 搦 とらる、 其 外 一 人當 座の 死 を 遁れ、 永く 拷問の 苦 患に 逢り 、扱 人々 亂 人して 喂 なく 捜せ 共、 
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心掛の 物は不 淺燒捨 ぬ、 唯一 通の 書捨 のみな り、 玄蕃頭 を はじめ、 各立會 披見の 上、 江 府へ差 上、 自害 

の 首 は與カ 同心に 預り、 先づ生 捕の 者 を 拷問 せらる" に、 廓然は 一言に 不及、 眼閉て 居け るが 小者が 白 

狀 にて、 足 洗 村 半 左 衞門も 召 捕れ、 半 左衞門 を責ら るれば、 是 も無敢 落て 色々 騷 動に 及け り、 

正 雪 書 捨之文 言 

4 「度 讒奸有 之 私 ま 叛逆の 様に 被 入 聞 候 段、 尤新可 有 儀奉存 候、 併 私 體四代 天下 ：：.：• 可 叶 義無之 候、 然 

共 天下の 制 法 無 博 上下 困窮 仕事、 心 有 者 誰か 不悲 哉、 然に松 平 能 登 守 殿、 雖爲諫 被 遁世 却て 狂人に 執 成 

忠義 志 空 敷 罷成事 は、 天下の 大成 敷、 上様 御 爲不宜 儀奉存 候、 私義不 宵に 御座 候へ 共、 fK 卞 困窮 …：： 

讚 岐守等 爲令遠 流 謀叛と 偽 人 數を暫 ：…… 其 上に て は 如何様に も 罷成可 申と 相 謀 候 得 共、 不肖の 身 徒に 

成 行 申 候、 紀伊 大納言 様の 御名 を 借り 不申候 得ば、. 人數 語ら ひ 難 成 候 故、 仍御 扶持 を 蒙る 者と 申 候、 

私儀 誰 人よりも 扶持 申請る 者に 無 之 候、 此外無 他 御座 候、 申達 度 事數多 御座 候 得 共、 時 急 故 早々 申殘 

候、 

慶 安四 年 辛 卯 七月 二十 六日 

右 は 根元 記に 有りと 雖も 誤字 多し、 理義不 分の 所 は ……： 略す、 可 追 校 

半 左 衞門訴 ける は 攝州有 馬 金 井 半 兵衛、 吉田初 右衛門と 申 者， 大阪 御城 を 窺 ひ 罷在候 由 申に 仍り頓 て 捕手 

を 差 登 せらる、 捕手 攝 州に 到着して 案 內者を 以て 吉 田が 隱 家へ 踏 込み、 初 右衛門に 小者 權助を 捉へ金 井 を 

尊れ 共 行方 不知、 吉 田と 小者 計 を牢を 組て、 是を乘 せ、 駿府へ 指 下す、 金 井 事 は 吉田を 拷問せば 可 知と 各 

申 合れ ける 處に、 大阪天 王 寺に 自滅の 者 有. E、 飛脚 到来す、 則 小者 權助 手錠 を 懸て天 王 寺へ 遣し 見せら 

る、 處に、 金 井に 相違な し、 仍て首 を if; 詰に して 江府へ 送り 品 川に 梟首 せらる、 此金井 は 中に も 五 人の 

大將分 故、 其 科 重し とか や、 次に 吉 H を 拷問に 懸 るに、 度々 に 及び 白狀 しける は、 京都 朱 雀に、 加 藤 市 

右 寄 門、 熊 谷 三 郞兵衞 と 申 者、 ニ條 御城 を 心 懸罷在 候 由 申 之に 付、 時刻 を 移さす 討 手 を 被 向、 加 藤 も 先立 


翁 


草 I 


て 事 露顯を 聞ければ、 立 退ん とし けれ 共、 所 支配の 者共怪 C 付 1: ひ 候 故、 無 是非 日 數を經 る 間に、 駿府ー 

の 討手馳 上って 安々 と搦 取り、 直に 東 武へ被 引、 拷問の 節 熊 谷 事 様々 問れ けれども、 元來 逐電の 者 なれ 一 

ば竟 に不尋 得、 其 餘の事 を 猶も加 藤に 問る れ共默 して 不答、 是 故に 巿 右衛門 子供 兩人を 加 藤が 眼前に て、 一 

様々 憂目 見せて 苦しく ば 親に 詫 言すべし、 可 申 事 を 包 故な りと、 又責 ければ、 加 藤 も 流石 恩愛に 引れ、 白 „ 

狀の 趣、 七月 二十 六 n: 夜久能 を可乘 取手 害 を 定め、 大將分 佐 原 十 兵衞、 長 山 庄左衞 門と 申 者 共 は、 五 人： 

の 指 折に 候 旨 申 上る、 折節 久能山 御 門番 榊 原 越 中 守、 在江戶 成しが、 此白狀 に仍り 時節 は遙に 違へ ども、 ： 

此砌の 事 なれば とて、 御 暇 下され、 急に 久 能へ 被 歸、 ^越 中 守指圖 にて 柵 を 振り 其 外の 手配 有り、 猶無ー 

人に て は 如何と、 老中 評定の 上、 戶田籐 五郎 を、 被 遣 尤も 駒 井 右京 を 秋 m 安房 守 (奥州 三春 城主 五 萬 石) 一 

へ 合力の 事， 御 下知 有に 仍り、 安房 守 家来 荒木 金 右衛門、 松井彥 兵衞、 荒木 武兵 衞、 五十川 文 左 衞鬥、 一 

植 田次郞 右衛門、 奥 村太郞 兵衞、 馬場 喜左衞 門、 龍 W 藤 右衛門、 靑木 七左衞 門、 高野淸 右衛門 を 首と し. 一 

て、 侍 足 輕等餘 多 添ひ久 能へ 遣す、 其 様子に 寄り 安房 守 も 出馬の 積な り、 然共寄 來敵も 無く 其 沙汰 止し 一 

とか や 〔割 註】 吉田初 右衛門が 小者 權介 は當座 雇の 者に て 非 徒 黨申譯 相 立 追て 御免な り」  ： 

又 半右衞 門白狀 に、 七月 二十 八日 夜鐵炮 五十 挺、 騎馬 二十 騎計 にて 駿府へ 押 來候害 申 合 有り、 大將は 平 一 

味次郞 右衛門、 柴田 又左衞 門、 同 七 郞右衞 門、 各 智勇 有る 者 共に 候と 申 上る、 因 兹各兵 具を帶 び、 弓鐵！ 

炮の備 立 等 有し かば、 町中 又々 騷 動し、 盜財雜 具 を 取 除き、 老若男女 逃 惑 ひ 敗亡 大方なら ざる 故、 町 奉 一 

行 落 合 小 平 太より 制止す と雖 も、 崩れ 立た る 者 共 なれば、 耳に も不 人、 悉く 落 失せて 町中 は 寂々 として 一 

人 もな し、 其虚を 窺て 盜贼亂 入して、 資財 を ふ 由 えし かば、 與カ 同心 を 以て 被 制 之、 斯り けれ 共 其 一 

沙汰の みに て 寄 來る敵 もな く、 徒ら 事に ぞ成 ける、 七月 二十 七日に は、 何事 やらん、 駒 井 右京 進 早 駕にー 

て 東武へ 下向 せらる、 故、 又 珍事 出来せる やと 上下 安き 心なく、 箱 根關所 も、 四 五日 は 往夾- を 停止 せら i 

れ、 萬 人の 烦 ひ幾ぞ や、 其 節 小 田 原 城主 稻葉美 濃 守、 自身 箱 根に 詰て 武具 を 枕と して 明され ける、 駿府ー 
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の騷動 大方なら ざるに 仍り、 駿府に 於て 拷問の 義は 暫く 可 相 止 旨 御沙汰 有て、 足 洗 村 半 右衛門 も 江 都へ 

送られけ る、 

丸 橋忠彌 は、 於 東都 嚴 しく 拷 g に 逢 ふと 雖も、 一句の 白 狀に不 及、 松 平 伊豆守 自ら 轧 明して 理害を 論 

さる-. に、 忠彌 云、 不肖に 候へ どもせ 木 も 武士の 數 にて 候、 何程 被 責と申 共、 迚も 白 狀被致 や、 伊豆守 殿 

程の 人が 侍に 對し、 物の 問 ひ 樣御存 無き 様に 存候、 此 度の 企に おいて、 所詮 耩の 人語ら ひて、 事 を 可成 

候 はんや、 日本に 溢る- - 大望に 誰 を 指し、 何 を 指て、 白 狀可致 や 徒黨の 面々 は 1K よりも 不降 地よりも 不 

沸、 御 裳 濯 川の 流 を 汲み、 源平 藤 橘 士農工商と 分れ ども、 元 同姓 同 侍の 人間な り、 豈自 佗の 〈左 別 有ん や 

と 答し かば、 伊豆守 も 言な く 獄屋へ 歸 されけ ると ぞ、 

此時 忠彌拷 間 の 苦 患に 堪 兼る を 兑て、 錫 天 目に 水 を 入れ、 伊豆守 手づ から 與 へらる、 忠彌拜 謝して 請 

之と 极元 記に 在り 不知 實否、 

黨 の內、 加 藤. 長左衞 門、 小川 兵 左衞門 は、 日 比 入魂 成しが 密に申 合け るに や、 兩人 一 所に 奉行所へ 被 

出、 某 等 は 逆 意の 數に 人た る 者 どもに 候、 I つに は 其 科 を 悔ゐ、 二つに は 逆 罪 難 遁を覺 悟 仕 自訴罷 出 候、 

疾く首 を 被 刎候樣 にと 申す、 石 谷 將監聽 之先づ 大小 を 取り 繩を 掛け、 神妙 成る 訴へ 何様 一 W 申 看 旨稱美 有け 

れぱ、 是を聞 傳て將 監の詞 の 端 を 頼に して 自ら 訴出者 共に は、 齋 藤 九 右衛門、 土 屋市郞 兵衞， 岩 上 六 左 

衞 門、 栗 山 乂左衞 門、 匂 坂 甚兵衞 • 福島傳 兵衞， 原 田 五郎右衛門、 渡邊 半左衞 門、 內 山八郞 兵衞、 簿師 

彥兵衞 等な り、 また 麻布 土 取 場に て、 以上 十一 人 自害の 者 有 之 由 注進す、 則 生 捕の 內八 藏を牢 より 引出 

し、 撿 使に 副て 差遣 はし、 一 々見せられけ るに、 何も 連判の 者な り、 川. cl^ 三左衞 門、 柴原七 兵 衞* 同ヌ 

門、 金 S 庄太 夫、 松 E 彌五 七、 曾 根三郞 兵衞、 井上 五郞丘 ハ衞、 草 下 六左衞 門， 野田庄 兵衞、 粟屋 三 

門、 平 川 淸兵衞 なり、 各 名 を 書留 印 を 付け 接 多に 被預、 室に 無 下の 次第な り、 其 中に 正 俊と 書る^ 
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三十 五 歲彌長  如何 千歳 松邊遊 

按 るに 此句松 田彌五 七が 名 を 含めり、 .r^- 俊 は實名 成べ し、 其 外 誰と も 名はなくて， 

曉の 鐘より 先に 消る 身の 露よりも 猶哀 とや 見め 

七月 二十 八 曰暮方 駿」. I： 旅籠 屋 町に 怪敷者 を留 たるよ し訴 ふ、 則 與カを 以て 今 窺に 不分明 故に、 また 駿府 

中騷 動に 及ん とせし が、 其 夜 四時 分に 實事 知て 各 安堵 をな しぬ、 右 旅人 三人 は、 久保寺 小左衞 門、 油 原 

八左衞 門、 谷 庄兵衞 とて、 正 雪 を 能 知た る 者 故に、 同 i マ 味の 爲に、 江府 より 被 遣し とぞ、 

やお- 府 阿部 川 河原に 於て、 由 井 正 雪、 同 三左衛 門、 熊 谷 三 郞左衞 門、 佐 原 十 兵衞、 長 山 兵 左衞門 〔割 註】 

此兩人 は 五 人の 大將 分の 中 なれば 礎 罪た るべき に枭 首に 被 處は是 も 自殺し ける か」 箱 野九郞 右衛門、 同吉 

兵衛、 同 作 左 衞門等 梟首 せらる、 其 時の 落 書、 

阿部 川に 六道 錢も 持され は 首 計りに て かち 渡す る 

正 雪 は 元 か 紺屋て 有 けれ はこく もん 振 か 見事な りけ り  • 

又 正 雪が 辭世 とて 

秋 はた 馴し 世に さ へ 物う きに 何國留 りの 門出なる らん 

彌 打績靜 なりければ、 榊 原 越 中 守 駒 井 右京 進 も 東武へ 下向 せらる、 (前條 に 右京 進 を早駕 にて 束 武へ下 

向と あり 奈何) 

八月 二  rn 於 評定 所、 左の 通に 仰 渡、 加 藤 長左衞 門- 齋藤九 郞右衞 門 を、. 京 極 主 膳 正へ 御預、 小川 六左衞 

門 を 三 浦 志 摩 守へ、 金 丸 權左衛 門、 岩 切 兵 左 衞門を 土屋民 部へ、 畫師彥 兵衞を 堀大學 へ御預 なり、 同日 

松 田 忠兵衞 、佐 藤 善 右衛門、 栗 山 又左衞 門、 土 屋三郞 兵衞、 福島傳 兵衞、 金井庄 兵衞， 名 倉 太 兵衞、 同傳 

右衛門、 安藤 五右衛門、 原 田 五郎右衛門、 此者共 は 最前 御 詮義の 上申 譯相立 徒黨の 者に 非す とて 御 赦免 

を 蒙る、 同 十日 於 江 都 鈴 森 嚴刑を 被 行、 丸 橋 忠彌は 人品 骨柄 群 を 出で、 實 もさる 見と 見えたり、 行年 四 
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十 歲餘、 四方 髮 にて 大小 は 朱鞘 を 好めり、 刑 日に 至り、 衣類の 義好を 願 ひ、 隨分爽 に 美を盡 して 出立け 

る、 頃日 嚴敷 責を受 ると 雖 もさせる 疵も なく、 勞 倦の 色 も 見えす、 莞爾として 眞 先に 引渡さる、 績て岡 

彌 右衛門、 同權 十郞、 平 味 次 郞右衞 門、 加 藤 巿右衞 門、 同龜之 介、 同 辰 之 介、 岡野彌 兵衞、 同 三 七、 村 

木屋又 五郎、 岡 村 治左衞 門、 櫻 井 彥兵衞 、父 三 太夫、 同 伊右衛門、 忠彌 母、 同 妻、 彌 五兵衛 母、 淸兵衞 母、 

彥兵衞 母、 (其 外闕) 以上 二十 六人碟 罪な り、 中に も 忠彌妻 は、 母に 十 念を勸 め、 尋常に 最期 を途 たる 

由、 權十郞 が兄武 兵衞、 同弟吉 十郞、 彌 五兵衛 養子 大藏與 三左衞 門下 人 八 藏七人 は 斬罪な り、 其 外 四十 

餘人、 追 日 被 刑、 忠彌は 品 川に て、 馬より 抱 下され、 直に 役人へ 一 禮を述 ぶ、 其 後 は 物 を 不言し が、 辭 

世と 覺 くして、 雲水の 行 衞と云 出る 言 薬の 下より 血烟を 立て 見えければ、 見物 も あは やと 無 下 成る 事に 

云 合へ り、 流石の 忠彌 なれ 共、 數 日の 拷問に 身 神 疲れし にや、 唯」 鎗に息 絶け ると ぞ、 其 後 雲水の 跡 を 

色々 綴りて 云 ひわたり けれ 共皆僞 なり、 

雲水の 行衞も 西の 空な れは賴 むかひ ある 道し る へ せよ 

雲水の 行衞 ともなき 此身を は 何に 寄ら まし 南無 阿 彌陀佛 

また 落 書 も 取々 多 かりき、 

丸 橋 を かけし 品 川な りければ 安房 上 總迄云 渡る かな 

八月 十四 n 訴人の 面々 國の 騒動 を 止る のみ か、 厚く 恩賞 を 蒙る、 松 平 伊豆守へ 御加增 五千石 下され、 家 

來奥村 權兵衞 に 五百石 白銀 十 枚 時 服 を 被 下、 奧 村八郞 右衛門 五百石、 同四郞 右衛門 五百石、 田 代 又左衞 

門 五百石、 林理 右衛門 五百石、 右 四 人 は 召 出され、 石 谷將監 組に 仰 付ら る、 弓師 藤四郞 白銀 百 枚 米 百 五 

十恢下 置れ、 內 五十 依 は 永代 被 下. H なり、 駒込彌 右衛門 も 召 出さる-^ 御沙汰 成しが、 病 氣故御 延引の 內 

に、 彌右衞 I： 病死に 仍り無 其 儀、 矢場 榮 的と 云へ る 町人， 渠も 訴人の 內故、 則 住所 本鄕 にて 屋敷 拜領し 

ける、 同 頃 御中 間 頭 吉岡源 右衛門 父子 三人、 佐 渡へ 流罪に 被 行、 科の 子細 は 知 ざれ 共 E 類と 云と も 遠 か 
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らぬ 類と 沙汰せ り、  一 

今度の 噪動其 根元 は 皆 正 雪が 謀計 を 以て、 奥深く 徒黨の 者に 申 聞す と雖 も、 右に 付 大名 以下 應 々 Q 面 一 

々に 疑し き 筋 も 一圓 聞え す、 唯紀 州の 御 事の み 人口に 在り、 旣に正 雪が 書捨 にも 亞相 公の 御名 を 顯す處 一 

不審な りと 老臣の 評議な り、 松 平 伊豆守 云、 我等 事 年老 露命 旦夕に 在り、 天草 巳來 渉々 敷 御 奉公 も 無 之、 一 

老後の 思 出に 某紀伊 公へ 參り、 御 直談 を 遂げ 試ん と 有ければ、 各最と 被諾、 仍て豆 州は紀 伊の 屋敷へ 越 一 

し、 其 段 申 入られけ るに、 早速 御對面 有て、 唯 平生 Q 通な り、 豆 州 云、 今般 由 井 F: 雪 事、 數度 御名 を顯ー 

し 候と 雖 も正說 とも 不存、 然るに 最後 自筆の 書 捨に是 を 淺し置 候、 幼君 を 守護し 奉 候へば、 萬 端 無心 許 一 

奉存 候處、 稍 世 も 靜に罷 成 候と 相述 られ、 書付 を 入御 覽、 近う 推參 し、 す はと 云 ぱの兆 あら はれし にや、 一 

紀州 侯是を 二三 遍見給 ひ、 斯る 目出度 左右 や 有る、 天下 長久 成るべし 伊豆守と 宣ふ、 豆 州 は 唯 あっと 計 一 

り 被 答、 其 後御盃 出て、 豆 州へ 賜 ふ 豆 州 頂戴して 1^ 事相 濟み 退出 せらる、 右の 御 一 言に て、 賴宣 卿の 御 一 

胸中 を 測 知る、、 豆 州の 英智 唯なら す こそ、  一 

一 說に此 御 使 伊豆守に は 非す 酒 井 讃岐守 (法名 签印) なりと 可 重 校、  _ 

落穗集 云、 問 云、 慶安 年中、 由 井 正 雪と 申す 逆賊 有 之 由、 奈何、 答 云 其 儀 は、 大猷院 殿御 他界の 砌の事 一 

に 候、 我等 幼年の 時に て、 聢とは 覺不申 候、 正 雪 事 は 同類と 示 合、 其 身 は 駿府へ 上り、 府中 梅屋 とやら 一 

ん申 所に 罷在、 種々 の 惡意を 企 居た る內 に、 當 地に 訴人 有 之、 悉致 露顯、 駿府へ 駒 井 右京 進 を 被 遣、 波 一 

御城 代大久 保玄蕃 允、 町奉行 落 合 小 平 次 杯 評議して、 正 雪 を 捉んと 欲る に、 正雪幷 同類 不殘旅 宿に 於 一 

て 自殺す、 御當 地に て は 丸 橋 忠彌と 中 浪人 召 捕れ、 其餘の 同類 大勢 捉ら れ、 數日御 食議の 上、 品 川 表に i 

於て 從類 迄其輕 重に 隨ひ、 磔罪 斬罪に 仰 付ら る、 右 科 ども 引渡され ける を、 某 も 井 の 屋敷に 於て 見物 一 

致せし が、 丸 橋 忠彌は 鼻 馬に て、 其 跡 段々 績き、 妻子 等 も 引渡さる、 嬰兒は 切繩を 首に 掛 させ、 手に は 一 

人形 風車 杯 を 持せ、 機 多是を 抱て、 母親の 乘候 馬の 傍に 引 副て 參候、 其 節 迄 は、 櫻 田 御門 外、 唯今 馬 溜； 

  五六 九  」 


草  翁 


 t  五 七 o 

り 被 成 候 所に、 上 杉の 向屋敷と 申て 有 之、 其 門前 迄 丸 橋が 先織參 りつる に、 跡の 艤は末 だ 麴町上 橋邊に 

相 見え 申す、 前代未聞の 事と 諸 見物 も 申け る、 

問 云、 正 雪 は 後に 楠と 名乘、 先祖 正 成 傳來の 兵法の 由 門人 を 集め *i 上廣く 知れた る 其 俗姓い か 成 者ぞ、 

答 云、 楠 末裔と 申す は虚 事に て駿州 由井驛 紺屋の 產に 無紛、 幼稚の 時、 其 親 同 國淸見 寺へ 遣 はし 出家に 

せんとす るに、 釋門を 嫌ひ遁 出て 江府に 徘徊し、 牛 込遶に 在て、 次第に 富裕の 身と 成る、 浪人に て罷在 

處に、 下町 邊に楠 正 成 嫡流の 由 を 申 令 家書 杯 を 所持す る 年老た る 浪士有 (楠 不傳 と號) 正 雪 傅へ 聞て 緣 

を 求め、 是に 因り 朝夕の 賄 迄 營み遣 はしける 程に、 彌々 親しく 成り、 遂に 父子の 約 を 成して、 近所へ も 

披露し、 其 後 彼 老人 歿しければ、 其 喪 を 勤て、 夫より 楠 正 雪と 名乘、 家 流と 號 して 書 を 編み、 門弟 廣く 歷々 

の 知 音 も 多 成 候と や、 生得 才藥 有る 故に、 人 是に懷 くと い へ ども、 元正理 より 出た る 事に あらざる に仍 り、 

大逆 無道 Q 企に 墮ち、 其 身は不 及申餘 多の 人 を 損 ひ 亡し、 逆賊の 名 を 得た るな り、 右 御 刑 相濟て 以後、 御 

當地焰 硝の置 場 御 吟味 有り、 且つ 駿州久 能 御宮 附 として、 榊 原 越 中 守に 與カ 同心 御 預け 被 差 置な り、 


草  翁 


平 

熊 

捤 

梶 

梶 

佐 

和 

畠 北 

山 

谷 

原 

原 

原 

々 

田 

山 條 

武 

次 

木 

小 

五 者 

平 

源 

平 

四 

太 

庄 四 

七 所 

郞 

次 

太 

郞 

郞 

司 郞 

季 

直 

景 

ガ、 

お 

高 

義 

重 時 

重 

實 

高 

季 

時 

綱 

盛 

忠 政 

〈崩 草 卷之 四十 七 

〇 武家時代 分限 

世に 流布す る處の 世々 の 分限 帳、 其 實否を 不知と 雖も 左に 錄す、 右大將 家の 時代 は、 武家 國初 なれば、 

當 世と 大に換 りて 見 ゆる もさに 有なん、 尊 氏 公に 至て は 最早 國々 に 累代の 大名 多し、 所謂 筑 紫に 小！^ 大 

友宗 像島津 等、 四 國に河 野 一族、 中國 Q 赤松、 東北 國には 夫々 名高き 豪家 有り、 然るに 爱に 記す 處、 僅 

に 其の 十が 一 にして、 而も 分限 最も 微 なり、 是は足 利 家 草 業の 時、 華族 井に 幕下に 屬 する 他家の 楚を封 

する の 高歟、 何れも 難 信と 雖も、 本書の 儘 載 之、 秀吉 公の 時代に 於ても、 姓名の 遠 ひ 漏脫等 不少、 他日 

之 を 正すべし、 

鎌 倉 右大將 家の 時 


四 萬 五 千 町  (相 州 甲 州 豆 州の 內) 

三 萬 町  (武 州上總 の內) 

1 萬 七 千 町  (相 州 武州豆 州の 內) 

g: 萬 町  .y 州の 內 

1 萬 町  上野の 內 

七 千 町  相 州の 內 

三千 町  野 州の 內 

七 千 町  武 州の 內 

三千 八 百 町  同 
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秀 安信 盛 盛 義次幸 依幸 常 正 友 友 忠近信 房 安義 
房 國 綱 直 高 正 綱 ま jfl 義 胤 義 光 綱 平 則 義 本 房 澄 


五 七 二 


萬 町 

一 萬 町 

萬 町 

萬 五 千 町 

一 萬 三千 町 

一 萬 八 千 町 

一 萬 町 

一 萬 七 千 町 

一 萬 町 

一 萬 町 

一 萬 五 千 町 

一 萬 八 千 町 

二 萬 五 千 町 

一一 萬 八 千 町 

一 萬 五 千 町 

1 萬 町 

1 萬 町 

一 莴町 


同 

相 州の 內 

NC.  MM  ？  .PJ 

W 州の 內 

豆 州の 內 

駿 州の 

下野の 內 

(下野 下 總の內 し 

下野の 內 

下 總の內 

同 

同 

上 總の內 

常 州の 內 

ト： 總の內 

常 州の. 2： 

豆 州の 內 

同 

h 野の 內 


三 浦 

足 立 

成 田 

武 田 

金 子 


大 

I 


舟趑 三十 郞 

宇都 官 彌三郞 

結 城七郞 

堀 彌太郞 

千 葉 助 

小山 小四郞 

相 馬次郎 

猿 島 兵 衞 

里 川彌， _ゾ 、郞 

竹 下 孫 左衞門 

片 山三郞 

佐 竹太郞 

田 代 冠者 

村 上 判官 代 

行方 次郞 


草  翁 


宗久助 高 秀遠重 有 義重秀 S 久賴賴 是 道高義 
高秀政 光重 光 氏 本 盛 道 長 正 茂 助 光郎 道 定秀久 


5： 
ヒ 


1 萬 五 干 町 

1 一 萬 三千 町 

一 萬 五 千 町 

1 萬 八 千 町 

1 萬 八 千 町 

1 萬 五 干 町 

I 萬 町 

I 萬 町 

一. 萬 三千 町 

1 萬 五 千 町 

I 萬 八 千 町 

1 萬 八 千 町 

1 萬 町 

三 萬 町 

一 萬 五 千 町 

1 萬 五 千 町 

1 萬 町 

1 萬 千 町 

1 萬 八 千 町 

1 萬 八 千 町 


同 

房 州の 內 


山城の 內 

大和の €： 

同 

河 內の內 

信 州の 內 

同 

遠 州の 內 

伊賀の 內 

伊勢の 內 

美 濃の 內 

同 

下野の 內 


茨 木 彌五郞 

東 城 五郎 

安 濟 兵 衞 

朝 比 奈民部 

逸 見  三 

小 笠 原將監 

南部 佐 源 次 

下山 彌太郞 

石 堂次郞 

內藤 次郞 

0 藤 彌次郞 

井 上 三 郞 

濱 原太郞 

豊 田 彌次郞 

加 藤 彌太郞 

ゆ 31 川 小 源 太 

藤 堂 民 部 

五 4 "胤 小豊次 

立 井藤 次 

那 須與巿 


草  翁 


次 安房 篛泰森 高 助 次 澄 次 高^ 房 本 高 本 信忠重 


五 七 四 


一 萬 町 

1 萬 町 

七 千 町 

五 千 三 町 

三千 町 ， 

五 千 町 

七 千 町 

三千 五 百 町 

千 町 

千 町 

三千 町 

三千 町 

三千 町 

三千 町 

二 萬 五 千 町 

五 千 町 

三千 町 

五 千 百 町 

三千 八 百 町 

千 八 百 町 


下野の 內 

豆 州の 內 

武 州の 內 

相 州の 內 

武 州の 內 

相 州の 內 

武 州の 內 

同 

同 (畠 山 靈 忠稱從 第) 

甲 州の 內 

甲 州 


太 

稹 

板 


田 原判宫 該 

田 三郞秀 

我 太郞祐 

屋兵衞 高 

間 彌太郞 信 

助 義 


越太郞 

村 源 三 

リム  良 

佐 助 

1 ノ彌太 

侯 小 平 六 


重 

忠 


見 兵內氏 

井 四郞助 

戶 民部頓 

父 六郞重 

條. t ^良 横 

垣四郞 高 

佐久間 宗次郞 元 

和 田 小太郞 義 


草  翁 


1 一千 町 

千 町 

千 町 

三千 町 

五 千 町 

五 千 町 

三 萬 町 

五 千 町 

三千 町 

】 萬 五 千 町 

三千 五 百 町 

三千 町 

千 町 

1 萬 町 

七 千 町 

七 千 町 

七 千 町 

七 千 町 

六 千 町 

五 千 町 


武 州の 內 (重 忠 長男) 

(同 直實 長男，) 

(同武 田 五郎 息 男) 

豆 州の 內 

同 

(武州 豆 州の 內) 

同 

豆 州の 內 

同 

駿 州の 內 

同 

下野の 內 

同 

下 總の內 

上 總の內 

同 


畠 山太郎 

熊 谷 小次郞 

成 田 小兵 衞 

眞 田 與 市 

秋 田 彌源次 

木 下 庄衞門 尉 

金子 十郞 

河原 小太郞 

河原 次郞 

土 肥次郞 

後藤 兵衞 

相 生 小太郞 

後藤 新 次 

新開 四郞 

長 沼 五郎 

木 村兵內 左衞鬥 

小 原 小 次 0 

丹 波久內 

玉 村太郞 


重 

家 


氏 

盛 賴 

盛 重 

實 平 

眞 基 

賴 高 

直 次 

忠 政 

重 基 

宗 正 

重 房 

秀 次 

久 盛 

^ チ 


五 七 五 


草  翁 


田 B 巴 

谷 谷 原 

彌 

四 太 

四 藤 十 

GI5 郞 郞 

郞 太 郞 

き 遠 

高 

友直義 

m 平 

光 

正 重 連 

五 千 町 

三千 町 

千 町 

千 町 

五 千 町 

五 千 町 

三千 町 

五 千 町 

五 千 町 

七 千 町 

七 千 町 

三千 五 百 町 

五 千 町 

三千 町 

八 千 町 

三 干 五 百 町 

三千 町 

七 干 町 

五 千 五 百 町 

七 千 町 


豆 州の 內 

武 州の 內 

同 

和 州の 內 

一 n.: 州の. 

馼州 Q 內 

上野の 內 

同 

同 

房 州の 內 

、河 の內 

信 州の 內 


五 七 六 


佐 

榛 

土 

高 橋 彌次郞 

長 北 三 郞 

長 南. 郞 

金 岡 小 f; 〈郞 

小 寺 左 源 太 

山 田藤內 

片 岡三郞 

山 田 {.c 內左衞 門 

依 彌次郞 

露 壁 與 市 

金 丸 判官 

出 名 右 馬 

近 膝 三 

黑田小 四 


允 


之 元 

師 光 

光 重 

重 高 

高 光 

氏 基 

正 久 

重 方 

幸 安 

是 久 

基 茂 

氏 政 

是 義 

友 高 


草  翁 


八 千 町 

三千 町 

四千 町 

三千 町 

三千 町 

五 千 町 

七 千 町 

八 千 町 

七 千 町 

七 千 町 

三千 町 

七 千 町 

千 町 

1 萬 町 


同 

遠 州の 內 

伊賀の- C 


村 上次郞 是 


Oil 一力 

已 三百 廿五人 


石山 又太郞 

白 河兵衞 

佐 久間庄 司 


西 越 

今 川 


良 


杉 

山 


浦 

本 


三 

十 郎 

兵 衛 

冠 者 

次 郞 

禾 庄 -P 

九 郞 

橋 源. s: 

門兵衞 

崎四郞 


安 

義 


意 

-1m 一  1 

賴 

實 


右領高 一 萬 町は當 時の 十 萬 石な り、 下 傲 之 云. -<、 

愚按 姓名に も 誤 多く 見え、 中に も 後人の 不知 姓名 多し、 平家 追討の 人 數に拽 たる 輩 は、 其 剛臆と もに 

後世に 匿る. - 所以 也、 且つ 領國を みれば 凡そ 關東幷 幾 內の國 々計りに て、 南西 北 國 は 一 圓に不 記は奈 

何、 また 一 萬 町 十 萬 石の 割 不審、 爱に 記す 町 數百廿 三 萬 五 千町餘 見えたり、 右の 格 を 以てすれば 千 二 

百 三十 五 萬 石な り、 中々 關 東幾內 計りに て 此の 石數 有べ からす、 定て國 名の 書 違 ひ 敷石 割の 違 ひ 成る 


五 七 七 


涞  翁 


八 /、一二  ニニ  二 五 九  一二 一十 ニニ 五一 二 

千千 萬 千千 千千 千千 千千 千：^ 千千 千千 千 
貫 n  if 貫 Jt  K 賞 K 11： 貫 貫 貫 頁 It 貫：^ 貫 


五 七 八 


べし、 司 追考、 

尊 氏 公 時代 


(八幡 太 郞義家 九 代號寂 光寺) 


(同 十代 號斯波 法名 道 朝 引付 頭 人) 


引付 頭 人 

(細 川 八郞次 郞頓貞 男) 


(勸修 寺內舍 人良鬥 十六 代 胤) 

(養父 审： 顯實 〔又憲 藤 


(八幡 太郞！ f 家 九 代諱範 國號： 光寺 

(心 省甥阔 子) 


吉 良 左 京 太夫 滿 義 

(長男) 同 上 總三郞 滿 貞 

石 堂 中 務大輔 賴 房 

同 左 馬頭 直 □ 

尾 張 修理 太夫 高 經 

(子息) 同 民 部少輔 氏 經 

(同) 同 左 近將監 氏 賴 

細 川 刑 部大輔 頼 春 

同 兵 部大輔 顯 氏 

(頼||^:甥) 同 相 模守淸 氏 

島 山 せ！： 內少輔 國 頓 

畠 山 大 藏少輔 直 宗 

上 杉 伊豆守 重 

同 彈 正少弼 朝 

同 左 馬助賴 

今 川 五郎 入道 心 

同 駿 河守賴 


吉 良 左 近 太夫 M 


能 

經 


草  翁 


同 同 同 五 同 八 七 六 五 五 
千 千千 千千 千 

貫 貫 貫 貫 貫 貫 


五 二  3l 五 九 五 九 五六 八 
千千 千千 干 千千 千千 千 

貫 貫 貫 貫 貫 貫 茛貫貫 貫, 


房 茂 長 氏 道 胤 親 綱 淸矩賴 綱 雄 兼 康盛勝 長 章 氏 


(新田 義重九 代 法名 道靜) 

(執事 職 引付 八幡 太 郞義家 十 一 代號持 地院) 

(頭 人 管 镇賴章 弟) 

(八 蟠ナ& 郞義家 十代) 

(源賴 光 十五 代 善忠) 

(賴 康弟號 下野 入道) 

(賴 康弟號 出；^ 入道 祐禪 號大興 寺) 

； 宇多 天皇 十五 代道譽 子) 


(桓武 天皇 十九 代 常 風より 八 代) 


(新羅 三 郞義光 十二 代) 


山 名 伊豆守 

P 木 左 京 太夫 

仁 木 右京 太夫 

同 彈正 小， 弼 

桃 井 修理 亮 

土 岐 刑 部大輔 

同 明智， 郞 

同 新 人 

佐々 木 ir: 渡 判. F 


ナん夫 判官 

五 郞左衞 門 

次 郞左衞 門 

四 郞左衞 門 

な 田 判官 

葉 助 

宇都 宫三河 

武 田 伊豆 前 司 

小 笠 原 兵 庫 助 

速 見 八郞 

結 城 小太郞 


時 

義 

秀 

一一 目 

助 


五 七 九 


草  翁 


  五  <〇 

同  梶原三 河 守景茂 

同  (新羅 三 郞義光 十 一 代)  佐 竹 掃 部 介師義 

M  同 和 泉 守景義 

同  三 浦 遠 江 守 行 述 

二 千 貫  和 田 越 前 守 該 M 

五 千 貰  土 屋備前 守範遠 

七 千 貫  土 肥 美 濃 守 高 眞 

同  大友豐 前 守頓時 

五 千 貫  島 津四郞 左衞門 輝 親 

二 千 貰  大高 伊豫 守 重 成 

五 千 貫  (天武 天皇 廿 三代 高 階氏師 直號從 弟) 高 土 佐 守， 師秋 

I 萬 貫  木 曾 藤 太義行 

二 萬 貫  九 鬼 兵 庫次 郞 景 虔 

同  安田 民 部大輔 仲 景 

五 千 貫  宇佐美 三 河 三 都 淸 氏 

三千 贯  (八 格太 郞義家 十一 代 新田 義重九 代) 里 見 蔵人 義宗 

合 五十 四 人 

高 合 三十 二 萬 貫、 石に して 三百 计萬石 也， 一 萬 贯は十 萬 石の 積、 下 傚 之 *( 此割 相違 歟、 可 追考) 

秀吉公 御 時代 

二百 四十 萬 二 千； わ  大老  (德 川) 江戶內 大臣 家康公 


草  翁 


百 二十 三 萬 石 

百 二十 萬 五千石 

丸十 一 萬 九 千 石 

四十 七 萬 四千 石 

三十 三 萬 六 千 百 十 石 

十三 萬 千 石 

三十 三 萬 石 

十 萬 千 石 

十三 萬 石 

安藝 中納言 領 高之內 

六 萬 石 

四 萬 五千石 

六十 三 萬 石 

六十 一 萬 九 千 石 

十 一 萬 石 

五十 五 萬 石 

五， 十三 萬 石 

廿 一 萬 五千石 

二十 萬 石 

十五 萬 石 


同  (前 田) 

同  (毛 利) 

同  (上 杉) 

同  (宇喜田) 

(小 早 川) 

(織 田信忠 公嫡) 

(家 康公御 三男) 

(丹お 

(京 極) 

(辯 田常眞 息) 

(島 津) 

(伊逹) 

(細 川) 

(堀) 

(佐 竹) 

(前 田 孫 g: 郞利長 弟) 

(蒲 生) 


加 賀大納  一一 H 利 家 卿 

安 藝 中 納 言 輝 元 卿 

會津 中納 言 景勝 卿 

備 前中納 言 秀家卿 

筑 前中納 言 秀秋卿 

岐阜 中納 言 秀信卿 

越 中 宰相 

結 城 宰相 秀康卿 

松 iid 宰相 長秀卿 

毛 利 宰相 秀元卿 

大 津 宰相 高次 卿 

大野 宰相 

薩摩少 將家久 

大崎 少將正 宗 

丹 後少將 忠 輿 

越後 侍從 

常 陸侍從 IS 宣 

能 登 侍 從利政 

宇都 宫侍 從 

吉田侍 從輝政 

五八 一 


革  m 


奉 
行 


同 奉 
行 


五 
八 


十三 萬 二百 石 

十三 萬 石 

十一 萬 石 

九 萬 八 千 石 

八 萬 石 

七离石 

十三 萬 二 千 石 

六 萬 1 1 千 石 

四 萬 五千石 

四 萬 石 ， 

三 萬 五千石 

六 萬 石 

1 萬 石 

三十 一 萬 石 

卄 一 萬 石 

卄萬石 

十九 萬 五千石 

十九 萬 g: 千 石 


(立 花) 

(長 谷川 藤 五郎) 

(お 曾 我 部) 

(毛 利河內 守) 

(森) 

(木 下) 

(安房) 

(き 

(毛 利 藤 ra: 郞) 

(筒井) 

(宗) 


柳 

東 

伊 

金 


川 侍從宗 

上 侍 從 義 

江 侍 從 秀 

佐侍從 元 

奈 侍 從 秀 


山 卜 ザ 


從 忠 

ト£ 

,仳 勝 

トザ 

從 忠 


若狹侍 

里 見 

郡 山 侍 

久留米 侍 從 乃 

伊賀  侍 

對馬 侍從義 

鍋 ぁ加賀 守 直 

淺 野 彈： 止少弼 長 

增 m 右衛門 尉 長 

羽 柴左衞 門 

,1 島 左衛門 太夫 正 

加 藤、 王 計 頭 淸 

石 E 治 部少輔 三 


茂 

賴 

盛 

Be 

正 

成 


草  翁 


五 
八 


一 和 HIj 蕃鎭嘉 近 秀高佐 伊 祥吉信 吉孝ー 行 家 
豊守守 允信 明 世 衆 重 虎 守 守 坊政直 晴高氏 長 政 


十七 萬 三千 石 

十四 萬 六 千 三百 石 

十四 萬 五千石 

十三 萬 石 

十 一 萬 二 千 石 ■ 

十一 萬 石 

十 萬 石 

八 萬 石 

八 萬 石 

七 萬 石 

七 萬 石 

六 萬 千 石 

六 萬 千 五百石 

六 萬 千 石 

六 萬 石 

六 萬 石 

五 萬 八 千 石 

同 

五 萬 三千 石 

五 萬 石 


蜂須賀 阿波 守 

小 西 攝津守 

中 村 式部 太輔 

黑田 甲斐 守 

堀 尾帶刀 

南 部 大勝 太夫 

田 中 兵 部太輔 

宮部法 印 善 

靑 木 紀 

小川 土 

藤 堂 佐 渡 守 

中 川 修理 太夫 

那  須 

生 駒 稚樂頭 

加 藤 左 馬 助 

松 浦 民 部 

石川玄 

仙 石 越 

小出大 

山 內對馬 守 


な  翁 


lg>     -L.     ノし = ブぇ 3  „ 

m 家 豐昌太 ャ ― 少 只 玄 正 將 吉 
勝隆氏 幸夫理 郞郞郞 輔守以 家監隆 


  五八 四 

五 萬 千 石  大 谷 刑 部少輔 

五 萬 石  富 M 左 近 

五 萬 石  奉行  長 束 大 藏太輔 

同  同  德善院 僭 正 

同  羽柴伊 

同  ，  宫部兵 部 

同  秋田籐 

同-  高 橋 • 

四 萬 石  加 藤 佐 

同  有 馬： 

三 萬 九 千 石  佐 竹 修理 

三 萬 八 千 石  眞 m 安房 守 

三 萬 五千石  有 馬 玄蕃頭 

三 万 四千 石  九 鬼大， 隅 守 

同  古田 兵 部少輔 

三 萬 三千 石  金 森 . 法 印 

三 萬 千 三百 石  寺 澤 志 摩 守 忠 高 

三 萬 干 石  小 野 木 縫 殿 介 

三 萬 石  伊藤 長 門 守 

同  德永法 印 


草  翁 


五 
八 
五 


介 守 頼 衞久正 守 守 道 郞守吉 郞守政 京郞郞 治 守 


m  土 

氏 

岡 

方 

膝 m 

家 

本 

左 

內 

下 

兵 雄 

膳 

野 

人 

通 


同 

二 萬 八 千 六 百 石 

二 萬 八 千 石 

二 萬 七 千 石 

同 

二 萬 五千石 

二 萬 二 千 石 

二 萬 石 

同  ： 


原 隱岐 

脇 坂 中 務少輔 安 

戶澤九 

小 野 寺彌七 

津澤右 

小 出 播摩守 秀 

木 下肥 後 

島 津又七 

日 极 野 辯 部 正 當 

堀內 安房 

直 田 源 三 


大村 新八郞 純 

多 賀 出 雲 

一 1 原 右 馬 


田 川 島 山山 濱橋紫 浦 谷 尾野柴 下—^. 下 
木 肥 孫 出修 主上 宫越豊 和 下美衞 備 

卞  【つ 

磨 ェ後衞 羽 理法 民 膳野少 後後 泉總作 『』 中 
守 頭 守 門く f 亮 印部 正 介 輔守守 守 守 守 夫 守 


同 

同 

同 

1 萬 九 千 石 

1 萬 八 千 石 

同 

同 

1 萬 七 千 石 

1 萬 六 千 石 

同 

同 

一 萬 五千石 


五八 六 

山 崎 左 馬 介 

木 下 宫內 

木 

. 水 

- 筑 

橫 

(石 田 三 成 兄) 石 


草  翁 


大 矣 糟 石 稻 新 新 松 片 津 竹 龜 兩 戶 木 伊 吉 別 氏 
野 田 田 谷川 槧庄庄 下 桐 田 中 井 田 村 藤 田 所 家 

31 修雅孫 內備兵 駿越右 長 豊遠下 伊 飛豐志 
七 理樂三 膳 後 庫 河 前 兵 市門 源 的 野 勢 民 騾後摩 

亮 頭 郞 守 頭 守 守衛 IK 守 助 守） ii 守 守 部 守 守 守 


同 

同 

1 萬 四千 三 fc 石 

1 萬 四千 石 

同 

1 萬 三千 石 

1 萬 二 千 石 

同 • 

同 

1 萬 石 

1 萬 二 千 石 

同 

一 萬 千 石 

同 


や -  翁 


同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同一 

萬 

.  石 


伊 靑秋岸 織 池 寺 寺 松 山中 蒔 山 長 福 早 赤 戶池盥 

藤 木 月 m 田 田 西 西 浦 口 ひ 田 崎 谷 島 川 松 m 田 冶 

民                          式  川 
丹        伯 三 河下備 0> 右 權左 掃 主上 豊 儲 隱 

部—                       部  右 

後&、 一  耆十內 野中 勢 京， L 、之 京 部 馬 總 前中岐 

守 輔郞守 郞守守 守守亮 輔佐 亮衞 頭. TH 介 守 守 守 


5<< 


同 

九 千 石 

合 百 六十 七 人 

領高凡 千 七 百 九十 萬 石餘也 

此 外に 延寶九 辛 酉年、 薩 州へ 巡 撿使を 被 遣 i: 改 あり、 i!^ 中分 限 を 書付 出さる-^ 由、 薩州 分限 帳と 號す 

る もの 之と 雖も薩 州の 人に 尊る 處に虚 事なる 由、 仍て爱 に 除く、 


 .  五 九。 

<ム| 草 卷之 四十 八 


. 〇 正 倉 院寳庫 蘭 奢 待の 事 

南都 東大寺 勅 封の 庫 蔵に 蘭 奢 待、 槩、 大 紅塵の 名香 在り、 

總目三 貫 五 百 目 黃雙 香、 蘭 奢 待と 云、 今 此形殘 り 有 之 

長 五 尺 一 寸本 ロ周リ 三尺 九寸 指渡シ 一 尺四寸 

末 口 周り 一 尺 五寸指 渡シ中 周り 1 一尺 七寸 五分 

外 小 切 一 ッ長 一 尺 (木口 指渡シ 三尺 五分 末 

胶 一寸 五分) 


大 紅塵 香 長 三尺 四寸 末 口 指 渡 九寸五分 本 口 

同眞 中太サ 三尺 ニ寸 五分  切 闕-ー テ 

1 一尺 四寸 1 一分 外 小 切 一 尺五寸 五分 (九寸 一 分 

六寸 二分) 

總目四 貰 七 百 五十 目 


右、 東大寺 正 倉院勅 封の 庫に 在り、 元龜 三年 三月 什 八日 織 田 信 長公經 奏聞 任 先例 一 寸八分 宛 切 給 ふとな 

り、 其 後 慶長七 年 六 n 卜 一 日、 家 康公も 切 給 ふ、 此外靈 寶數多 有り、 就中 十六 股 鹿 角、 鴨 の 昇 風、 吉 

備 大臣 中國 より 持歸 基盤 等寶 物の 最上と す、 


草  m 


： き 


Hjiim 曙 


WW 

恃 m 


卢 な畜ネ *ri^ 書お i" 


お^^ 


ffr は 
者す 


お 


お 


1 


.9 穴 W 下 


法お きゅ薛 


^か 匣 

き^  - 


草 


翁 


■      I  - 


キ ぉ誠 さ 


五 九 二 


樓^ 院 御宇 元 文 三 午年 十 一 ，一 

絕て 入し さ 大甞會 を被统 I 仃鞫 

假殿 畫圖， 


や： r フ 


^  翁 


〇壺 碑の 事 

奥州 壺 碑之圖 

石 厚 南方 一 尺  石 色靑紫 

此 間八 寸 五分 j  . 去 京 一千 五百里 

. 去蜈 夷國界 一 kE 卄里 , 

多賀城  去 常 陸國界 四百 十二 里 

.  去 下野 國界 三百 七十 四 里 

,  去榦 竊國界 三千 里 

■ 此 城神龜 元年 歳次 甲子 按察使 兼 鎮守府 將軍從 四 位 上 勳四等 

大野 朝臣 東 人 之 所 置 之 也 fK 平 寳宇六 年 歳次 壬 寅參議 東海 東 

山 節度 使 從四位 上 仁 部 省 卿^ 按察使 鎮守府 將軍藤 原 惠美朝 

臣 侯 造 也 

天平 寶字六 年 十二月 一 日 

石高 六尺 五寸  幅 三尺 四寸  厚 北方 二 尺五寸 

奥州壺 の 碑 は、 賴朝 公の 詠歌な ども 有て、 殊に 世に 普く 知る 處、 四十 七代廢 帝の 御宇、 都 は 平 城 年號は 

天平 寶字、 安永の 今に 至て 千十餘 年、 此碑 何の 頃 敷、 土中に 埋れて 知人 無り しに、 近年 國の大 守 古跡 を 

掘らし めて、 ふた i び 世に 顯れ、 其 所に 立 置る、 千載の 後 一 字の 磨 減 無く 筆蹟 最も 奇古 にして、 好 書の 

輩 は 特に 是を嘆 【輪す、 其 所 は 奥州 宮城 郡 市 川 村の 北阜に 在り、 自然 石に て 其 背 馬 K の 如し、 筆^<?も誰な 

^  五 九 三 


五 九 s: 


草 


る 事 を 不知、 近世 陸 奥 風土記と 云 物 出で、 夫に 出る 所 は、 故 鎮守の 門 碑 は、 惠 美の 朝 狩 1. 押 勝 子) 建 之 

見 雲 眞人淸 書す と 云々、 

〇 千 枚 分銅の 事 

寳永六 年 歳次 己 丑 十 一月 二日、 依 台 命 被 鑄 千 枚 分銅、 


御 

絞 


紋 

紋 


中の 御 紋の間 文字 

安 不可 用盡 


上 之 文字 

行軍 守 城 用 


ふ 


右 は 石 見 灰 吹 金. にて 數百枚 被 鑄な り、 ， 

〇 松 蔭 硯の事 

百 萬 遍智恩 寺に、 松 蔭の 硯と云 ふ當寺 第一 の寳物 有り、 是は趙 州 Q 宋 王より 平相 國淸盛 公へ 被饋虑 

なり、 其 後 三位 重衡卿 譲受ら る、 而 るに 彼 卿 源氏に 囚 はれ 刑に 被 慮の 砌、 導師 法然 上人へ 布施に 被 贈 之、 

故に 當 寺に 傳 ふと 云へ ゥ、 

紫 石 

ノ  竪七寸 三分 

^  撗四寸 八 分 

き  厚 1 寸 三分 

、   ^ン.  . 月形 は 海な り 

せ" ゅ高ン  >  雲 は 彫 上 篆字 は 彫 入な り 


翁 


草 


此硯應 仁亂に 紛失す、 五十 年 計 過て、 江 州篠原 Q 正 淋と云 人より 當寺廿 五世 傳譽 上人へ 歸 すと 云々、 

〇 博 多 長 正 寺の 法 馬の 事 

筑前博 多 長 正 寺 ( 一 說福岡 正 福 寺) と 云 ふ 寺 有り、 此 寺の 擅 方 先祖 代々 の 墓地 數度 水難に て 地形 損する 

故に 住持に 斷り 改葬 せんと、 旣に 墓地 を 掘返す 處に、 一 丈 計り 下にな りて、 大分 綠靑 出る 故、 怪 みて 猶 

も 掘返！ nj- れば、 大 なる 壺を掘 出す、 內 にもな ほ綠靑 大分 有り、 壺 中には 黄金に て 作れる 鳳凰 一 雙同 龍の 

目 貫 丸く 環の 樣 成る 腐りた る 物 幾 等 も 有り、 亦 金銀の 法 馬 數十入 有 之 故、 檀 方と 住持 Is- 論に 及び、 則國 

主へ 訴る處 に、 加 様に 諍 論に 及ぶ 物 は、 上へ 可 取上條 勿論 なれ ども、 墓地より 出し もの なれば、 資領可 

致と て、 則 彼 寺へ 被 下、 其 法 馬 皆々 京都 金 坐に 登せ 引替る 所、 凡 銀 高 百參拾 貫目 計の 由な り、 其圖如 左、 

金目 四百 丸十 八 目  同 四百 九十 三 目 


經藤 郭德洞 

行 寧 宣政院 福 建 分院 

提調 宣副 便矢監 


同 百 三十 五目 


花 銀 肆拾捌 丙 重 験 銀 匠彭襖 


長 二 寸六分 

厚 六 分 


長四寸 五分 厚 九分  〇 此長厚 本書に 記な し 

數 大小 八 (大三 小 五) 斤目 各 不同 

右 は 正 德四午 六月の 事と 云 ふ、 亦享保 Q 始とも 云へ り、 京都 金 座へ 登りし は、 亨保三 戌年 四月の 頃な り" 

土中 を 穿て 奇物 金銀 を 獲る 事 は、 今古 不 珍と 雖も、 是は 過分の 事故 爱に 記す、 

〇 忠岑硯 及び 西 寺 瓦の 事 

先年 壬 生の 田 間より 壬 生 忠岑の 硯を掘 出す、 則 今 壬 生 寺の 什物と 成る、 その 形 古雅に して 忠岑 形と 稱し、 

五 九 五 


草  翁 


  五 九 六 

此の 寫 世に 多く 翫ぶ 追て 可圖、 亦 西七條 の南鹽 小路の 田 間より は 西 寺の 瓦 折々 出る、 其 色 古 銅の 如く、 

瓦の 甲に 西 寺と 銘 有り、 予が 友、 彼邊の 土民より 是を乞 得て、 硯に 製す 最雅 物な り、 

〇 道 成 寺 鐘の 事 

洛ニ號 寺 町妙滿 寺の 什物に、 紀州道 成 寺の 鐘 有り、 是は謠 に 有 之 鐘より 已 前の 鐘なる .5 久しく 民家の 竹 

林に 埋れ 有し を、 故 有て 當 寺に 納 むと 云々、 - 

右鐘銘 

聞鐘聲 智慧 長 菩提 生 煩 惱輕離 地獄 出火 玩願 成佛度 衆生 天長地久 掷願圓 滿聖齊 日月 教葬等 乾坤 八方 歌 有 

道 之 君 四海 樂無爲 之 化 紀伊州 日 高 郡 矢田庄 文武 天皇 勅願 道 成 寺 始鑄鐘 

勸化 比丘 瑞光 別當 法眼 定秀 

檀那 源 萬壽丸 幷吉田 源賴秀 

分力 諸 擅 男女 大工 山 田 道 願小ェ 太夫 守 長  • 

正 平 十四 年 己 亥三 月 十 一 日 

按に正 平 は、 南朝 後村上 帝の 年猇、 十四 年 は 北朝 後光 嚴院延 文 四 年に 當る、 

勝 知 按に謠 曲に ある 道 成 寺の 故事 は 元亨釋 書に 載 たれば、 正 平より 前の 事な り、 今妙滿 寺に 在る 物 は、 

其より 後に 鑄た る 物と 知べ し、 

〇 勢 州 劎が淵 岩窟 奇 惟の 事 

勢 州 愛志 郡 川 股 川劎の 淵に， 方 一 丈餘の 岩窟 有り、 寛 文 年中の 頃、 此窟の 內に人 有り、 川 向の 家 城 村より 

遙に是 を 見て 怪み、 里人 筏 を 組みて、 其 所に 至る に 三十 計の 女 髮を亂 し、 空 ざまに 髮の 先き を丄の 岩に 漆 

膠 を 以て 付なる 如くに 釣て、 苦 も 無き 體 にて、 中に 在り 里人 抱き 下さん とする に髮 離れす、 中より 髮を 

切て 抱 下し 里に 連歸 り、 水 嫩ぎ藥 杯 あたへ ければ、 正氣に 成ぬ、 仍て國 所 幷に其 仔細 を 問 ふに、 前後 を 


翁 


草 


不知、 美濃國 龍が 鼻 村の 長の 妻なる 由 を 云 ふ、 この 所 は津の 領分 なれば、 ¥ 速訴て 領主より 濃 州へ 相 達 

せらる、 處に迎 の 者 大勢 来て 具して 歸 りぬ、 いかなる 所以 を 不知、 . 

〇 火浣 布の 事 

元 祿 の 頃 長 崎に 苦 明と 云 ふ 俳 詣師、 一 つの 小 袋 を 所持す、 白き 茶 宇の 如き 地 組の 裁な り、 是 所謂 火浣布 

成 由、 異國 にも 今 は 殊外拂 底な りと 云、 明 淸戰の 時、 明朝より 國姓爺 を 語ら ふに、 數の寳 を 贈りけ る 其 中 

の 第 一 なり、 火 浣布は 神 異經に 云 荒 外に 大山 有り、 不盡の 木 を 生す、 晝 夜.^ 燃えて 暴風 猛 からす、 猛雨 

に滅 せす、 不盡 木の 火の 中に 鼠 有り、 重さ 千 斤、 毛の 長さ ニ尺餘 り、 細き 事絲の 如し、 但し、 火中に 居 

れば 赤色に して 時 *： 外へ 出れば、 毛色 白し、 水 もって bI 天 是に沃 げば、 卽 死す、 取て 其 毛 を 績き妨 織て 

布と す、 掠つ く 時 は 火 を 以て 是を燒 ば、 則淨く 成る、 按 るに 火浣布 は、 南方 诲 外の 山 泉 毛な り， 雲 南國ょ 

り 貢す と 有れば、 妄說 ならざる 敷、 今 製の 火垸 布と 云 ふ もの は、 明ばん を 以て 木綿 布 を 煮る 事 半日 計に 

して、 是を 晒し 乾かして、 再び 砂 瑭の煎 汁 を 以て 是を 浸して 亦 晒し 乾かして、 僞て. と號 す、 則 火 

に 逢て 暫は 不燒と 云へ り、 

〇 し ほじり の 事 

ゆ 勢 物語に 富士 Q 山の 形 は、 しほ じりの やうに なん 有け ると 云々、 此 しほ じりと 云 ふ 事、 諸說 有て さぞ 

かなる 事 を 不知、 多く は 古注に 隨 ひて、 逢 甕と いふ 物の 尻、 山の 形に 似た る 故、 鹽 尻と 云 ふ、 此說 もし 

かと 落着せ ざるな り、 亦 一 說に鹽 じりと は 近 江 國三上 山 を 云 ふ、 此の 三 上 山の 形、 不二と 同じき 方 なれ 

ばな り、 是を じりと 云 ふ は、 此 山に 月の 上る 事 下によ つて 潮の 指 引 を 知る 故に、 潮 知と 名づ くと 云 

々、 續拾 遺集 淨助法 親王の 御 歌に 「雲晴 る、 三 上の 山の 秋風に さ、 波 遠く 出る 月影」 と あれば 潮 知の 說 

も據 有る 歟、  . 

0 藝州大 桃 樹の事  . 

 ！  五 九 七 
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  五 九 八 

安藝 國新庄 村と、 佐 鬼 村の 缀に大 なる 桃樹 有り、 南 は 新庄、 北 は 佐 東な り、 此の 桃實佐 東の 方へ 指た る 

枝に 生す る は 苦く 新庄の 方の 枝は悉 甘し と 云へ. 

〇 駿府 大^の 事 

元祿年 ゆ、 駿府の 寺に 一 夜の 內に、 庭に 假 山の 如く、 地形 凸に 成る、 怪見 るに 一 兩日 過れば、 生 ひた 

り、 近隣に 數無 きに 希有の 事な りと 沙汰す る內 に、 追 S "^成長し 大 竹と 成り、 目通り 凡 三尺 廻 有り、 前 

代 未聞の 事と、 諸人 群集して 是を 見る、 其 後 往来の 御番衆 某、 是を聞 及て、 彼 寺に 立 寄 見物して 住僧に 

所望す、 住持 も此竹 故に 寺內へ 人の 群る を 厭 ひて、 幸に 伐 之て 彼 士に與 ふ、 彼士是 を携歸 り、 人々 に 配 

分して 思 ひくの 器物と す、 丸 盆 煙草盆、 或は 榑 杯に 製して 珍 器と す、 或 人 飯 器に して 翫 びし を 見たり 

と 語れる 人 有り、 其大 さわた" 八九寸 有" しと ぞ、 

〇稻 虫 及び 狂犬の 害の 事 

享保 十七 年、 畿內 南海 山陰 山陽 西 海道の 國々、 稻に蟲 つきて 實 のらす、 米價 最も 貴き 故に、 たづき 無き 

者 は、 道路に 袖 を ひろげて 物 を 乞へ 共、 與 ふる 人 稀 なれば、 飢死 する もの 夥し、 故に 公儀よりも 御 救 米、 

且つ 夫 食 等 を 賜 ふ， 其餘 東海 東 山 北陸の 諸道 は能實 のりて 異なる 事無し、 就中 西 國中國 の 困窮 云ん 方な 

し、 其 上 犬 ® ひて、 狂 ひ驅て 人に 喰 ひ 付 倒死す、 凡 中國邊 は、 犬 悉く 死界て 一 疋も なし、 ズ其毒 氣に觸 侵さ 

れて 人も卽 死、 或は 日 を經て 死る も 有り、 其 後同廿 一年 丙 辰の 春 も、 南海 畿內に 人 病 流行し、 東海道 は 

翌己 Q 夏 頃、 流行して 犬の みに 非す、 狼 狐狸の 類 ひ 多く 死す、 人 牛馬 も嚙 付れ たるが、 熱 強く 三十日 五 

す 日 乃至 一年 も 惱み、 食事 を 絡ち 犬の 如く 狂 ひ 這 廻り 死す、 醫カ爱 に屆き 兼る 處に、 或醫 Q 一  方此 病に 

的中して、 是を 服す る もの は、 各々 其 害を遁 る、 是は元 鼠 に^れた る 時 Q 奇方 なりと かや、 總 じて 獸の 

毒 を 消す 妙藥 たりと 云、 中に も 鼠の 毒 は、 强く受 る 時 は、 癩病の 如く 成て 死す と 云、 必此藥 を 服すべし 

と 或 人の 書 置る を 爱に顯 す、 


翁 


草 


土 茯ー令 (大) 川芎 甘草 (少) 

右大 服に 煮 じ 可用、 

〇 歸香 鼠の 事 

肥 前 長 崎に II 香 鼠と 云 ふ 物 有り、 常の 鼠より 少く喙 尖く、 庭 Q 砌牀 下に 在て、 龛物を 偷む臭 氣强き 故に 

猫 も是を 取らす、 人 は 勿論 是を 忌縑 ふ、 其 句 ひ 麝香に は不 似と 雖も、 靈猫を 麝香と 云に 對 して、 欺く 

習 はせ るに や、 餘阈に は 其 鼠. なし、 

〇 公武 御 誕生日の 事 

今上 皇帝 英仁桃 圜院第 一 皇子、 寳曆八 寅年 七月 二日 誕生、 明 和 九 壬^ 六月 卽^、 御 寶笄、 安永 二 己に 十 

六、 人皇 百 十九 代、 

仙 洞 (智 子) 櫻 町院第 I 皇女、 元 文 五 申年 八月 三日 誕生、 御算箅 (當 己) 三十 四、 人皇 百 十八 代、 

大樹 家 治 公、 惇信院 殿 家 重 公の 長子、 元 文 二 己年 五月 二十 二日 誕生、 (當已 ) 三十 七德川 十代、 大納言 家 

基 公、 家 治 公 長子、 寳曆 十二 午年 十月 二十四日 誕生、 (當已 ) 十二、 

〇 公儀 御 忌日 Q 事 

1 東 照 宮 (家康 公) 

ーム 口 德院殿 (秀忠 公) 

一大 猷院殿 (家 光 公) 

1 嚴有院 殿 (家 綱 公) 


(元 和 一 一 丙 辰年 四月 十七 m 薨) 

(安永 當 己に 至 百 五十 五 年) 

(寬永 九 壬 申年 fi-Gul 一十 四日) 

(同 百 四十 1 一年) 

(慶 安四 辛 卯年 四月 二十日〕 

(同 百 1 一十三 年) 

(延寳 八 庚申 年 五月 八日) 

(同 九十 四 年) 


金地院 

知日 恩 院 

養源院 

同 

五 九九 


六 〇〇 
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草 一 


憲 

昭 


院 

院 


1 常 

一文 

一有 章院殿 

1 有 德院殿 

1 惇信院 殴 


(綱吉 公) 

(家宣 公) 

(家 繼 公) 

(吉宗 公) 

(家 重 公) 


(資永 同六已 ft 年 正月 十日) 

(同 六十 五 年) 

(正德 一 一 壬 辰年 十月 十四日) 

(同 六十 1 一年) 

(正德 丙 申年 十月 十四日) 

(同 五十八 年)， 

(寬延 四 辛 未年 六月 二十日) 

(同 二十 三年) 

(寳曆 十 一 辛 己年 六月 十二 日〕 

(同 十三 年) 


同 


智 恩 院 


同 


養 

智 


源 

恩 


院 


〇 芭蕉 國分幻 住 養の 記 

石山の 奥 岩間のう しろに 山 あり、 國分 山と いふ、 その かみ 國分 寺の 名を傳 ふなるべし、 麓に 油き 流れ を 

渡りて、 翠溪に 登る 事 三曲 二百 歩に して、 八幡 {吕 た. 1 せ 給 ふ、 神體は 彌陀の 尊像と かや、 唯 I の 家に は 

甚 忌なる 事、 兩部を 光 を 和らげ 利益の 塵 を 同じう し 給 ふ もまた 貴し、 日頃 は 人の 詣ざ りければ、 いと も 

神 さび 物靜 かなる 傍に、 住捨し 草の 庵 有り、 よもぎ、 根 軒を圍 み、 屋根 もり 壁 落て、 狐狸 ふしど を 得 

たり、 幻 住 巷と 云 あるじの 僭 何某 は、 勇士 菅沼 氏曲翠 子の 伯父に なむ 侍り-し を、 今 は 八 年 計りむ かしに 

成て、 正に 幻 住 老人の 名のみ せり、 予又 市中 を 去る 事、 十 年 計りに して、 五十 年 や、 ちかき 身 は簑虫 

の 蓑 を 失 ひ、 蝸牛の 家 を 離れて 奥 羽 象 潟の あっき 日に 面 を/ J がし、 高すな ご 歩み くるしき 北海の 荒 礎に 

踵 を 破りて、 今歲 湖水の 波に 漂 ひ、 鴻の 浮巢の 流と まるべき 蘆の I 本の 一 陰 たのもしく、 軒端 ふき あら 

ため、 垣根 結 ひ 添な どして、 卯月の 初い とかり そめに 入し 山の、 やがて 出 じと さへ おも ひそみぬ、 さす 

が 舂の名 殘りも 遠から すつ、 じ^き 殘り山 藤 松に か i りて、 時鳥し ばく 過る ほど、 宿 かし 鳥の 使 さへ 

有 を 木つ- - きのつ r くと もい と はじな ど、 そ ろに 興じて 魂吳楚 東南に はしり、 身 は 潘湘洞 庭に 立つ、 


草  翁 


山 は 未 申に そばた ち、 人家よ き ほどに 隔り、 南董 一峯より おろし、 北風 湖 を 浸して 凉し、 日 枝の 山、 比 良の 高 

根より、 辛 崎の 松 は 霞 こめて 城 あり 橋 有り 釣た る、 舟 有り、 笠 取に 通 ふ 木 樵の 聲、 麓の 小 m に 早苗 取 歌、 

螢飛 かふ 夕闇の. S に 水 鶴の た、 く 音、 美景 物と してたら すと 云 ふ 事な し、 中に も 三 上の 山 は 不二の 俤に 

かよ ひて、 むさし 野の 古き 栖も おも ひ 出され、 W 上 山に 古人 をかぞ ふ、 さ、 ほが 嶽、 千 丈が 峯、 榜 腰と 

云 ふ 山 有り、 黑津の 里 はいとくろう 茂りて 網 代 守に そとよ みけむ 萬 葉 集の 姿な りけ り、 猶 眺望く まな 

からん と、 後の 峯に這 ひ 登り 松の 棚 作り、 菊の 圓坐を 敷て、 猿の 腰 懸と名 づく彼 海棠に 巢を いとなみ、 

主 薄 峯に庵 を 結べる 王 翁 陳$1 が 徒に は あらす、 唯 睡僻山 民と 成りて、 屏巖に 足 を なげ 出し、 畫 山に 虱 を 

們て 座と す、 くまく 心 まめなる 時 は、 谷の 淸水を 汲て、 自炊ぐ、 とうとうの I 卞を 佗て、 一 爐の備 へい 

とかろ し、 はた 昔 住 けん 人の、 殊に 心 高く 住な し、 侍りて、 た. -み 置る 物す きもな し、 持佛 一 問 を 隔て、 

夜の もの 納 むべき 處 などい さ 、かしつら へり-さる を 筑紫高 良 山 の 僧正 は -賀茂 の 甲斐 何某が 嚴子 に て 、 

此 たび 洛に 登りい ま そかり ける を、 或 入 をして 額 を 乞 ふ、 いと やすくと 筆を染 て、 幻 住 巷の 三 字 を 送 

らる、 頓て 草庵の 紀 念と なしぬ、 すべて 山 居と 云 ひ 旅 寐と云 ひ、 さる 器た く はふべ くもなし、 木 曾の 槍 

笠、 越の 菅簑 計り 枕の 上の 柱に 懸 たる 畫は稀 々とぶら ふ 人々 に 心 を 動かし、 ある は 宮守の 翁、 里の をの 

こども 入来て、 いのし、 のね くひ あらし、 鬼の 豆 畑に 通 ふな ど、 我 聞 しらぬ 農談、 日旣に 山の端 K か、 

れば、 夜坐靜 かに 月 を 待て、 影 を 伴 ひ、 燈を 取て はかげ ぼしに 是非 を 凝す、 斯 くいへば とて ひたぶ るに 

閑寂 を 好み、 山野に 趾を かくさん とに は 非す や、 や、 身 人に 倦て 世 を 厭 ひし 人に 似たり、 倩 年月の 移り 

こし、 拙き 身の 科 をお も ふに、 ある 時 は 仕官 懸命の 地 を うらやみ、 一た び は 佛籬禪 室の 扉に 入らん とせ 

しも、 たよりなき 風雲に 身 をせ め、 花鳥に 情を勞 して、 暫く 生涯の はかり 事と さへ なければ、 遂に 無能 

無才に して、 此の 一筋に つながる、 樂人は 五臓の 神 を やぶり、 考 杜は疲 たり、 懸愚文 質の 等しから ざる 

も、 いづれ か 幻の 栖 ならす やと 思 ひ 捨て ふしぬ、 

六。 1 
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先た のむ 推の 木 も あり 夏木立、 

〇 淡々 の 文 

半時 庵 淡々 が 文、 あまた 有 中に、 一通 を 爱に拾 ふ、 

星霜 時 を 忘る- -計、 參と 商と も 可 申 候き、 不絕丁 這 御 忘却 無 御瘦、 此度俳 道の 秘意 御悃 望、 常に 蛭牙齊 

より 相 聞え 候、 神慮の 御 事 も 候 や、 此節 珍重 欣然の 一 筋、 御 書 寫の事 ども、 一 派の 大慶 指 上に 難 略 候、 

(中略) 世上の 宗匠 ども 秀逸 付 句 は 承り 候へ 共、 發句は 橋に 不承 候、 羅人は 精出し 候歟、 二 章 計 耳に 留り 

候て 有 之 候、 然共 多く は 句 發と申 物に て、 發句は 無 之 候、 か k る 文章 も 出 候へ 共、 是亦章 文と 申 物に て 

候、 若者 ども は、 老人の 邪念な ど 打 捨て 云 ひ 散し 申 候、 みづ から 譽 候て、 一道の 奥義 を 不知 不尋、 當時 

諸藝、 渡世の 事に 成 行 申 候、 俳 は 古今 集の 一品、 中々 利 を 追 ひ 候 心 裏にて は 行ぬ に 極り 候、 其 憶 は 句の 

上に も 見え 申 候、 各點 者に て朽 可申歟 と、 寐覺の 遣 恨 不淺罷 在 候、 昔より 連 俳 相仍に 宗匠 得が たき 物に 

て 候、 先 比 左 京の 節、 朱英と 申す 門人、 三本 木に て 求 淸風候 催に て、 竿 秋 各罷出 候き、 七 ッ八ッ 探題 有 

し 中、 神樂岡 半月 

初 月 や 夜 は 夏 なれ や 短 山 

七月 當年 土用の 內、 四日の 事に て 候き、 五 文字の や 文字、 發 句の 專耍此 境 御 勘辨第 一 にて 候、 

七夕 

此 日高瀨 にて 下る 掉主 云、 いづれ の 御 時 敷、 七つの 井戶を 掘らせ 玉 ふに、 七ッ とも 名 水と 語る 卽吟、 今 

七ッ 井と 云、 

けう 汲む や 東 竹 H の 七 ッ井戶 

七の 字、 東の 字 を 幸に 得たり、 尤西竹 EH に 有 之て は 語 をな し 兼 候、 織女 を 東 女と 申 侍り 候歟、 誠に 紀行 

の 一 體 にて 候、 自意 汲の 字の み 實境直 語の 一 格な り、 淀川 舟 中の 夜 申出 候 は、 


星 逢 夜 水の 枕の 舟遊び 

暫く 旅情 くるしき 中より 遊の 字 を 下し 候 事此夜 成べ し、 因 以後の 字虚 ならざる 敷 去月 末、 獨臥 徒然と して 

朝惚て 闇な ほ 露の 柏 かな 

右 小 庭 五六 樹 有り， 其 中に 愛る 有りに くむ 有り、 其 中の 一樹 申出 候、 是ら發 句と も 申 侍らん 歟、 古人 も 

柏の 句 は 申 落し 候歟、 

壬 七月 七日 夜 

鵲は 宵から 寐るゃ 雁の文 

是らは 咽 詠な り、 所 訟篇序 題 曲流の 工夫 ー體に 止る ベから す、 風 斌比與 雅頌を 押 かへ し 押た. -き、 一 體 

の 車輪の ごとく 相 考不申 候て は、 詩歌の 達人に 對 しがた し 俳人と 云 もの、 當 時目當 にす る 所な し、 よし 有 

とも 俳句 は 詩歌の 達人 を 勘 破すべし、 月明 垂葉 露と は 老杜と 申せ ども、 闇な ほ 露 は 愛すべし と 打 罵べ し、 

兎角 申 中には 老情盡 き 筆ち にみ、 心疲は からざる 所に て 文 も 文章 も 申 止 候 事、 常の 事に て 候、 恐惶 謹言、 

壬 七月 十五 日  半時 庵 

水 を まくらのと 云宜き 句な り、 水のと 堪耐 たる 所の み、 てにをは 專 要の 事な り、 以上、 

〇 京地 役人 格式 及び 大工 棟梁 由緖 書の 事 

御 大工 頭 中 井 主 水 事 以前 は 帶刀不 成、 馬 は 御免 ゆ ゑ、 一 刀乘 馬に て 出勤す、 吳服町 茶屋 四 郞次郞 も 一刀 

乘馬 成し、 其 後 主 水 は帶刀 御免、 御 目 見 以下の 士分に 成る、 延享の 頃より 故 有て 掷目見 以上に 准ぜ られ、 

御 代官の 次に 列す、 角食與 一 ( 京都) 高木 作 右衛門 (長 崎) 等 も、 元は 町人 成 を、 御 取 立お て、 御 代官 被 仰 

付 候、 其 外 簑笠之 助 等 各 御 代官の 末座たり， 宇治 御茶 師上林 又 兵衞、 上 林 門 太郞杯 も、 先年 は 御 代官 を 

勤め、 右の 類たり しが、 雨 人 共 越度 有て 御 代官 被 召 放 >當 時 御茶 師計 故、 御 目見已 下な り、 近 江 蘆 浦觀音 

寺、 是も 先年 は 御代 宫を 勤む、 今 は 輪 御門 主の 院窒 を預る 而已、 淀川 過 書 船 支配 木 村 宗右衞 門 も、 以前 
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は 聢と御 目 見 以上の 格と も 無り しが、 近世 如何して か 格 も宜敷 成る、 右 同役 河 村與三 右衞鬥 は、 祌祖御 

草 業の 頃より、 御 奉公 申 上、 淀 城 水車 杯 も、 渠に始 ける 由に て、 淀の 與三 右が 水車と 世に 諷 はる、 程の 

者 成が、 元 綠の頃 此役を 召 上られ、 跡 役 を 角倉與 市へ 仰 付ら れ、 與三 右衛門 浪人す、 子孫 は. S 十に 淀に 在 

り、 此譯可 追考、 同所 木 村 藤 五郞義 も、 代々 御 宛 行 を 頂 載 致ながら、 無 役 浪人の 如く 成 を、 恐 嘆て、 御 

奉公 願 を 差 出す と 云へ 共、 今に 於て 何の 御沙汰 もな し、 又嵯峨 Q 角 倉 平 次 (與 一 同家) 是も帶 刀 無 役に て 

年久しく 御 扶持 頂戴 致 居け るが、 御代々 御 奉公 願 を 差 出け る 故に、 元 祿 の 頃、 賀茂 川筋 堤 奉行 仰 付ら る 

それ迄 は 右の 堤 京都 町奉行 支配し ける を、 平 次へ 引渡す、 (尤 平，？^ 事 御 目 見下な り) 又 中 井 主 水 下に 御 

扶持 人 棟梁と 云 者 三人 有り、 右 由緒の 者 共 なれ 共、 常帶 刀に も 非す、 漸 御用 帶刀 御免に て、 町 棟梁の 上 

に 立、 御 普請 御用 を 勤む、 町 棟梁 は、 作 料 を 下され、 此 三人 は 役 扶持 を 下さる、 町 棟梁と 云 は、 皆 和 州 

法隆 寺より 京都へ 相 詰て、 主 水 役所 を 勤めき、 其功勞 年齢に 隨ひ、 太夫 成りと 號 して、 在所 法隆 寺へ 立 

歸り、 其舊式 有り、 右 相 濟て名 を 何 太夫に 改む、 又 其 中に て 重 も 立 候 者 を 撰み、 頭 棟梁と す、 禁裡 御 普 

請 御用 を 勤れば、 其 規模と して、 頭 棟梁へ 呼名 を 賜 ふ， 御 扶持 人 棟梁に は、 左様の 式 無 之、 是は御 扶持 

人の 方 は、 古來 よりの 大工に て 無 之、 町 棟梁 は聖德 太子 已來 大工の 筋目 故 今に 至り 色. <  の 古式 有りと 

ぞ、 御 扶持 人 棟梁 三人より、 公儀へ 差 上 候由緖 書の 扣、 左に 記す、 

,«  高 百 石  辨慶小 左衞門 

1 高祖父 辨慶仁 左 衞門義 、吉岡 新 三郞と 申、 劍術 指南 仕、 細 川 幽齋老 御 披露に て、 1K 正 七 卯年 三月 參州岡 

崎に て、 權現樣 へ 被 召 出、 御 奉公 相 勤、 每 度御陣 御供 仕、 就中 小 牧御陣 の 節 相 働、 御 褒美の 上 御 出馬 毎 

に 新 三 郞を辨 度と 被 召 出、 直に 名字に 仕候樣 にと、 難 有 蒙 上意、 其 後 は 御藏 米に て、 二百、 石 被 下 置、 

其 時 拜領仕 候 武具 馬具 等 今に 所持 仕 候、 高麗 御陣の 節、 筑紫肥 前國名 護屋へ 御供 仕、 京都への 御 使 被 

爲仰 付、 上下 首尾 克く相 勤、 此節 知行 地方に 被 成 下、 近 江 國甲賀 郡 針 村に て、 百 石拜領 仕、 于今 頂戴 
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仕 候、 天 正 年中 慶長 年中、 度々 御陣場 御用 相 勤、 駿府 御城 下に 屋敷 拜領仕 候、 寬永 I 一年 十 1 一月 十 一 日 

台 德院樣 御朱印 頂戴 仕、 度々 御 目 見 被爲仰 付、 御城 御作 事 御用 相 勤 申 候 御 事、 

高 七十 一石  池 上 五郎右衛門 

1 先祖 畠 山三郞 次男 池 上 五郎右衛門より 以來、 寳箧院 殿義詮 公勝 定院殿 義持公 光源 院毆義 輝 公信 長 公太 

閣秀吉 公より 所領 被 下 qj 曰、 右將軍 家の 御 下 文、 信 長 公秀 吉 公の 御朱印 于今 所持 仕 候、 

1 當五郞 右衛門より 六 代 先、 池 上 五郎右衛門 義、 慶 長年 中中 權現樣 に 被 召 出、 御 奉公 仕 候、 駿府 御城 江 

戶 御城 尾 州 名護屋 御城、 其 外 所々 御作 事 御用 幷大阪 御陣の 節、 御陣 小屋の！： 用 相 勤、 其 後大阪 御械御 

作 事 御用 等 被 仰 付、 相 勤 申 候、 元 和 三 巳年 八 R: 廿 八日、 御 知行 山城 國岡崎 村の 內 にて、 高 七十 一 石 如 

前々 被 爲下置 之 旨、 台 德院樣 御朱印 項 戴 ir 度々 掷目見 被爲仰 付、 譜 御作 事 御用 相 勤 可 申 候 御 事、 

高 三十 八石餘  矢倉久 右衛門 

1 先祖 中 西 源 七と 申、 尊 氏 公 御代より 以来^ 作 事 御用 相 勤 申 候、 秀吉 公より 所領 拜領 仕、 御 朱 £于 今 所 

持 仕罷在 候、 

1 曾祖父 中西久 右衛門 義、 慶長 十三 年 欉現樣 へ 被 召 出、 駿府掷 城：：： i 戶尾州 街 城 御作 事 用 被 仰 付 招 勤 申 

候、 御城 御 櫓の 建 様、 御 感被爲 思 召、 御用の 度每に 櫓と 被 爲召呼 候に 付 名字 を 矢八ゲ 3 と 相 改候大 阪御陣 

の 節、 御陣 小屋の 御用 被 仰 付、 其 後大阪 御城 御 普請 等 之 御用 相 勁 中 候、 御 知行 之 義、 元 和 五未 年 九月 

十五 日、 山域國 愛宕 郡 田 中 村の 內 にて、 三 卜 八 石 餘被ド 置 之 旨、 台德院 樣！： 朱印 頂戴 ii、 于 令 拜領 仕、 

御 奉公 相 勤 申 候、 

1 私共 先祖より 每度江 府へ參 上 仕 候 節 は、 權現 様より 以来、 御代々 御： H 見、 小 書院 帝鑑之 問御緣 側に 

て、 獨禮 被爲仰 付， 允獻 上物 指 上 御 暇 被 成 下 候 節 は、 御 服 或は 御 銀 頂戴 仕 來候御 事、 

右三人の 者 共由緖 略如此 御座 候、  (四十 九 (いろは 辨) 五十より 五十 三まで (同文 通考」 省 之：) 
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翁 草 卷之 五十 四 

〇 濃 州 郡 上 噪動幷 金 森 家邑除 大略 

美 濃 國郡上 城主 佘森兵 部 少輔頓 錦 は、 其 鼻祖 金 森五郞 五郎八 長 近 入道 印 素玄、 信 長 公悉吉 公に 仕へ、 天 

正慶 長の 問、 武功 屢 人口に 在り、 庚 子の 亂に、 神 君に 屬し 奉る、 功に 仍り、 御 勝利 後 濃 州 郡 上 八幡 領ニ 

萬 石 御 加 恩 領池飛 州 を 被 下， 三 萬 八 千 石を領 す、 夫より 六 世の 裔出 雲守頓 時の 代に 至り、 元綠 三年 七月、 羽 

州 上の 山へ 所替、 同 十 年舊領 の內、 郡 上 幷に越 前 大野 郡 穴馬の 谷 を 合せ、 本 高に て 歸邑被 仰 付 〔割 註】 元祿 

の 頃 迄 は 飛 州 一 圓を 領し麼 主の 中に 飛彈 守と 稱 する もの 有て 凡國 主の 如し 然 ども 小 家の 事故 外々 郡邑の 

侯と 列 を 同して 國 主の 格に は 非す」 當主賴 錦 は、 此の 賴 時の 孫に て、 御 奏者 番を 勤む、 頓 錦の 質 奢侈に 

して、 京師より 妓を 餘麥呼 寄せ， 日夜 淫 酒に 耽り、 領內へ は 過分の 課役 運上 を 掛け、 專ら 聚斂 を 事と す、 

長 臣金森 左 近、 渡邊外 記、 粥 川 仁 兵 衞事を 執る 處に、 左 近 は諷諫 の咎に 仍り楚 居の 上、 金 森の 名字 迄 取 

上られ、 本姓 田 島に 改む、 其 子 又 五 郞渐く 本 知 千 石の 半 减を賜 ふ、 外 記 は 老い 衰へ其 職に 列す るの み、 

萬 づ粥川 一人が 指揮に 洩 ざる 事な し、 仁 兵衞事 H< 性侫姦 邪曲の 者なる 故に、 已が 徒の 年寄 役 大野 舍 人と 

心 を 合せ、 主人の 貪戾 なる に、 猶々 薪 を 添て、 その 焰を 爆ん にす、 仍て兩 人が 威勢 肩 を 並ぶ る ものな し、 

金 森 左 近が 弟、 半田 園 右衛門、 其 兄と は 質 犬に 異にして、 粥 川に 媚韶 ひて、 同じく 出頭す， 爱に 於て、 

粥 川が 徒 恣に威 を 振 ひ、 已に蹈 ふ 士を揚 て、 潔白の 土 をば.^ 凡て 咎 罰し、 領分 富裕の 者より は、 用金 を 

取 上、 また 難^の 者に は、 無體 なる 課役 を 掛け、 或は 所 を 追放な どす るに より、 農 商 日夜 安き 心なく、 

薄氷 を^む 思 ひ をな す、 然るに 寶暦四 年、 黑崎左 一 右衛門と 云 ふ 浪人 を、 大野 舍 人が 吹 擧に仍 り、 召 抱 

られ、 いかなる 由緒の 者に や、 古 參歷々 の 者 を 指し 超え 無 程 用人 格に 云 付ら れ、 目 ざまし く 出頭す、 彼 

者 地方 功 者の よしに て- 同年の 秋 領內を 悉く 巡檢 し、 村々 より 反別 帳 を 取り、 其 上に て 百姓 共 を 呼出し 
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申け る は、 當領の 事 は 四方 は 高山 多して、 寒 氣他國 に 越え、 五穀 不順の 譯を 以て、 先 領主 代々 貢 納の高 

下 を 平均の 上 今に 於て 定 免の 地と 成ぬ、 然れ ども 此 免の 事、 當時 曾て 他に 例 無き 事 なれば、 隣國の 法に 

准 じて、 年々 見 立 免に 申 付べき 旨 を演瑜 す、 百姓 共大に 歎き、 當所は 元 祿の比 迄、 遠 藤 家の 御領 地に て 

【割 註】 元祿 年中 遠 藤 岩 松 早世に 仍り、 一 旦 家苗斷 絶、 其 後 同姓 備前 守へ、 江 州 三 上に て 一 萬 石 被 下、 苗字 

を 立る」 彼 御 家 斷滅の 後、 暫く 笠 松 御 郡 代 所の 支配と 成る (御 代官 岩 手 藤 左衞門 時分.) 又 無 程 井上 家 (井 

上 大和 守正峯 時分) へ 渡り、 夫より 當 御領と 成 候き、 元来 地形 惡 しく、 百姓 共 年々 ffl 窮仕候 段、 關 東へ 

御 願 ひ 申 上、 遠 藤 公の 御 時代より 世々 の 御 地頭 皆定 免に て 納來り 候、 然るに 近年 凶作 相 繽き候 も、 聊御 

救の 恩 澤も無 之、 剩種々 の 課役 運上 を掛 られ、 百姓 共 飢餓に 及 居候 上に、 叉々 此度 見取 免の 事、 一向に 

存も不 寄と、 一統に 强議の 返答に 及け る を、 黑崎 或は、 威し っ宥 つ、 色々 利害 を 說と雖 も、 一向に 諾せ 

す、 口々 に惡 口して、 旣に 珍事に も 及ん と 見えけ る 故、 黑崎も 無 是非 其 日の 穿議は 止け る處 に、 

自是 先見 立 免の 事、 郡 奉行より、 百姓 共へ 申 渡け る 時、 見 立 免 を 請 敷なら ば、 米 一俊 を 四 斗 六 升 入 

にして、 四 斗 使に 立 可納ゃ 杯と 申け る を、 百姓 共 兩條共 不諾事 有しな り、 

夫より 直ぐに 百姓 千 人 計り、 八蟠の 城下へ 群り 来て、 三十， 餘簡條 の 訴狀を 棒ぐ、 各 蓑 笠 を 着て、 城下 を 

橫 行し、 叫び 罵る 事 夥し、 因 兹目付 役 物 頭 等、 足輕を 以て 制すれ ども、 敢て不 聞 入、 益 人數も かさみ、 

數千 人に 成て、 強訴に 及ぶ 故、 家老 渡邊外 記、 粥 川 仁 兵衞、 役所に 立 出で、 百姓 共へ 申 渡け る は、 太守 

の 御 事、 當時 天下の 御 役 を も 勤 させ 玉 ひ、 公儀 御 法式の 事 は 勿論 御存の 上， 爭で 非義の 政道 を 行れん や、 

見 立 免の 事 は、 世上 一 銃の 事 なれば、 仰 付ら る. -所 なり、 然る を斯く 強訴に 及び、 上 を 蔑 如す る 段、 太 

守の 御 怒 量り 難し、 去ながら 近年 百姓の 困窮 も 眼前 相違 無き ie^ 故、 此度相 願 候數條 の內、 十六 箇條に 於 

て は、 伐々 精力 を盡し 申立 遣 はすべき 間、 先づ穩 便に 在所へ 立歸 るべ しと 演 ければ、 百姓 共 口々 喧く悪 

口す る 中に、 上の 保 組 明 方 組 下 川 組 三 鄕の內 より 頭 立た る 口 利 ども 進出て 申け る は、 然る 上 は 唯今 仰 聞 
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らる、 趣、 證文を 下さる べしと 答 ふ、 仍て兩 家老 印形の 書付 を 渡しけ るに、 また 望みけ る は、 御 家に 於 

て 金 森 左 近 殿の 事 は、 法 印 樣已來 格^の 家柄、 御 家 第一 の 仁な り、 當時 蟄居たり と雖 も、 其 印形 を 加ら 

るべ し、 さもな くば 各方の 如き 纖俊 邪曲の 面々 の 印形 計に て、 證文 とする に 足らす と 申せば、 數 干の 郎 

民 一度に 喚き 叫て、 是を 望む、 其體 もし 否と 云 はに、 必死に 成て、 狼藉 を 衝ん勢 ひ歷然 なれば、 止 事 を 

不得、 左 近へ 是を 達し、 右の 一 紙に 左 近 加 印せ しむ、 其證 文に 曰、  - 

1 御 年貢 買 納直段 先規の 通、 町方へ 御拂 相場に 願 候 事、 

1 茶 木 紙 油 荏 • 先規の 通、 半 荷物 迄 も 御 通 被 遊 候 樣願候 事、 

1 植木 持 林 御崎 山の 外雜 木の 儀、 持主 自由に 願 候 jef.- 

1 竹 藪 御用の 外 御 拂竹藪 役 御斷申 上、 藪 主 自由に 願 候 事、  . 

1 絲の御 役 先規の 通、 願 候 事、  ，，.. 

1 牛馬の 掷役御 斷申上 候 事、  . 

1 他領より 人 米 先規の 通、 平 入に 願 候 事、  ； 

1 農 鍛冶 御 役 御 斷申上 候 事、 

1 音物 御 役 御 斷申上 候 事、 

1 銀 立 上納の 錢替 町々 相場に 願 候 事、 

1 棚 木の 儀 御定の 通り、 願 候 事、 

I 御 毛 附駒無 川の 外、 代金 馬主 相 對に願 候 事、 

1 薪 直 段寶買 相場に 願 候 事、 

1 計 御藏 箕御釣 被 遊 候 事、 前々 の 通 願 候 事、 

1 橋 御用 木 近 村に 御 立 被 遊 候 樣願候 事、 


一 當夏指 上 候 反^ 帳 御返し 可 被 下 事、 

右の 趣 江戶 表へ、 何分に も 申 上、 御免被 成 様に 可 致 者 也 

戌八リ  金 森 左 近 印 粥 川 仁 兵衞印 

渡 邊外記 印 

郡 上 郡中總 百姓 共 

1 此度立 毛 見 立 免 被 仰 付 候 得 共、 其方 共 御 斷申上 候 趣、 令 承知、 我等 共 引 請、 此度願 之 趣、 諸事 江戶 

表へ 何分に も 可 申 上 候 間、 左樣相 心得 可 申 者 也、  右三人 連 印 

戌 八月  宛所 右 同 

鄉人等 此の 二通 を 受取 退散し ける が、 此 Q 騷 ぎに 時 移りて、 各飢勞 ければ、 いざや 日頃 怨 有る 者の 方へ 

蹈 込て、 飢を 助けん と 城下町に 居住せ し 用 聞の 町人、 池戶 仁右衞 E: (本 町 茶 1.5) 方へ、 千餘 人の 者共理 

不盡に 押入て、 家 內を亂 暴 狼藉し、 思 ふ 儘に 食 をした、 め 己々 が 本 鄕へ歸 りぬ、 此の 池 戶に怒 有事 は、 

池戶事 地頭 表の 首尾 能く、 諸 役人に 心 易き に仍 て、 川 除の 普 譜を願 ひ 郡 中より 夥敷 人足 を 出させ、 池戶 

が 所持の H3 畑の 痛な き 様に 構 持し を恨惡 みて 如此 とか や、 失より 郡 中 暫は靜 成しに、 寳曆五 年 亥 二月 中 

旬、 八幡の 役所へ 右の 百姓 共 を 呼び集め、 郡 方 役人 山 下 藤 右衛門、 同 郡 上 一郡の 代官^ 府彌 格、 猪 子-:: H 九 

郞立會 ひ、 足 輕に嚴 敷 固め を 申 付け、 百姓 共 を 呼 出す、 彌格 申け る は、 去 秋汝等 強訴 狼藉の， 第、 一 々 

御 聞に 達し、 以の 外の 御 怒な り、 其の 科 死に 當る と雖も 畢竟 土民の 事、 上の 御 ij^ をも辨 へす して 致せし 

事 なれば、 不便に 思 召 御 憐憨を 以て 命 を 被 助候處 なり、 此の 厚恩 豈廣大 ならす や、 斯 くの 趣 なれば 十六 

箇條の 事 は 勿 41、 存も不 寄 事、 已後急 度 思 ひ 止るべし と、 相 演しは 偏に 金 森 喪家の 兆と ぞ聞 えし、 百姓 

等 聞 之て 大に 信伏せ や-、 抑 今度の 願の 主意 は、 鄕中相 鑌の爲 に、 銘々 が 丁、 叩に 換て 訴る處 なり、 然る を 

其訴は 空く 成て、 我 拋たを 命 を 助ら る. -段、 奚ぞ是 を悅ん や、 其 上 家老 中より 渡されし 誓 印、 徒ら 事と 

六 。九 
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  .  六 1〇 

成る ぞ、 武士の 意地 は、 何 を 以て 立ら る や、 所詮 我々 餓死に 及ん より は、 事の 起り は、 黑崎 なれば 渠を 

打殺して、 死を俱 にせん と、 ひしめき ける を、 黑崎も 聞 及て、 自身 十文字の 鎗を 提げ 待 けれ 共、 鄉. 中に 

異議 有て 其 事 止ぬ とか や、 黑崎も 此騷動 竟には 其 身に 蒙らん 事 を 恐れし にや、 其 夜 直に 逐電して 行方 不 

知、 〔割 註】 此黑崎 は 先年 同 國加納 の 城主 安藤 家の 領內 百姓 を騷動 させし 村 山 小 助と 云 ひ のよ し」 斯て村 

々ひねなら す 日夜 集會 して 物騷 なる 故、 金 森 家より 內々 の 示談 や 有 けん、 

金 森 賴錦は 御 老中 本 多们奢 守へ 緣 有に 仍て、 內 分に て賴 有り、 則伯耆 守より 御 勘定 奉行 大撟近 江守幷 

靑木次 郞九郞 杯へ も內々 の 沙汰 有し 故、 靑木 方に て 本文の 如く 取 計 ひし 事な りと ぞ、 

亥 七月 同國笠 松の 御 郡 代、 靑木次 郞九郞 方へ、 郡 上上の 保 明 方 下 川 三鄕の 名主 共 を 呼 寄せ 計 策 を 以て 藤 

し 課せ、 不淺 得心の 請 證文を 取る、 此事鄕 中へ 早速 聞え て、 武淺 郡上兩 郡に 相殘 居た る 百姓 共、 大に怒 

り、 凡 ニ千餘 人 村々、 蓑 笠 を 着し、 川端へ 出て、 川 東 は 勝 原 村 松 方 村、 川 西 は 木 尾 村 母 野の 芝 原に 屯し、 

風雨 も不厭 出張して、 此度 名主 共總 百姓へ 相談 を 不遂、 私と して 請 證文を 差 出 候條謂 無し、 然る 時 は 名 

主の 面々 共に、 我等が 爲の 仇敵な り 今にも 歸 らば 證文 を取戾 すか、 もし さも 無くば 在所と て は 入 立 名 じ 

と 忿り詈 て、 老若の 差別な く、 川端に 關 所の ごとく 出張して、 五十 曰が 程 彼 者 共 を 在所へ 入 立す 、其 5? に宗 

徒の 百姓 四十 人 計り、 江府余 森が 屋敷に 馳 下って、 訴訟 を 企つ、 依て 何れに も 双方 和 順すべし、 さ 有らば、 

是 迄の 定 免の 上に， 二分 五 厘 加 免 有べ しとの 申 渡に て、 百姓 共 夫を規 摸に して、 本 國 へ立歸 ぬ、 名主 共 

は、 當分郡 中へ 歸入事 不能、 無 是非 笠 松 近所 岐阜 邊に迷 ひ 居け るが、 右 申 渡 相 聞え たる 已後 は、 自然と 

圍み ゆるみし 故に、 各 竊に本 鄕へ歸 り けれども、 兎角 和談調 兼、 請 印の 者 幷に加 免 願 之 者へ、 荷擔 する 

分 を寢物 方と 唱へ、 訴を 企る 者 を 立て物 方と 稱し、 ^中二つ に 分て 親類 且 隣家たり と 雖も、 言語 をも不 

通いと 不平 成る 有様な り、 斯て 亥十 一：：：： 立方の 者 共 內談の 上、 氣良那 比 前 谷 切 立 箇 村の 內 より 五 人 勝 

つて. 1 符へ 下り、 御 老中 滔井 左衛 門尉忠 寄の 御駕 へ、 數© おの 訴狀を 棒ぐ、 R 玆郡中 村々 の 名主 笠 松 請 


印の l# 共、 J::! 戶へ召 呼れ、 諸 百姓 共、 右 請 印の 趣 得心に やと 評定 所に 於て 御尋 有る 處に、 得心 Q 分 は、 

御請に 及し 故、 駕訴の 者 を 村 預に被 仰 付、 郡 上へ 召 連歸、 領主より^ を 付 置る、 又八轄 城下 C 町人 は、 

近在 野 村 小 野 村 田 尻 村 五町 村 等の 田畑 を 買 求め、 面々 高 持に て 百姓 同前の 者 多し、 依之此 度江戶 にての 

公訴 入用の 割合、 高掛 りに て、 一 石に 付 壹贯甙 百 六 拾 文づ. -餘 出すべき .5 催促頻 なりけ る を！； T 人 ども 再 

三斷に 及べ 共、 百姓 共 承引 不致、 彼是 申暮し 上、 寳勝七 丑年 六月、 百姓 等 二百 人 計 相 催し、 域 下町 年寄 

原サぼ 十郞、 與兵衞 、平野 長兵衞 〔割 註〕 此者共 を 三 町 代と 號 して 帶刀 免許 田畑 多 所持して fn 田裕者 也」 を 

始、 其外怨 有る 家々 二三 箇所へ 亂 入して 出錢 Q 催促 惡ロ 狼藉 以ての外 なり、 領主より 制止の 役人 出て、 

是を 制すと 雖も、 却て 嘲 悪口し、 强氣益 盛ん なれば、 取 鎭る事 不能、 町人. 共 は 利を盡 して 其 斷 を述れ 共、 

得心せ す、 さ 有らば 田お お を 本 鄕へ取 上べ. しと 申に 仍り、 無 是非 町人 總代 として、 四 人江符 へく だり、 地 

頭金 森 家へ 願 ひけれ 共、 聢々 と 裁判 も 無く， 一  筒， f 餘滞府 す、 又 同年の 冬、 八 皤新町 太平 治と 云 ふ 者、 商 

人 宿に て、 届 方の 不屆 有に 仍て、 入牢す、 元 來此者 城下に て、 立方 成 故に、 此度 訴訟の 事に 付、 牢舍せ 

し 百姓 ども 推察し、 十月の 頃又鄕 中より 二百 人 計 招 催し、 町 代 原 茂 十郞の 家に 亂入、 汝 等が 申條に て 

太平 治 入牢と 覺 えたり、 此者を 貰ん 爲に 来れり と、 例の ごとく 狼藉に 及ぶ を 三 町 代 共 出 食て、 全く 其訴 

の ml に 非す、 外の 事に ての 牢舍 なりと 委申 聞て It 事濟 けり 此時も 地頭よりの 制止 も あれ ども、 裁許 不濟 

の 土民 共 なれば、 公儀の 博 旁に て、 强て手 ざし も 無り き、 斯て 町人 所持の 田畑 當秋は 百姓 ども、 我儘に 

刈 取て、 所務 しけれ ども 鬼 角 申さば、 ズ騷勡 にや 及ん と、 持主： -ュハ に是を 堪忍し、 又 誰 有て 請 作 せんと 云 

者 は 無れば、 多くの 田畑 徒らに 荒 架る を 領主 Q 役人 見廻して、 大切の 田畑 斯く 荒し 置條、 以て Q 外たり 

と、 利害 を陳 聞せ ければ、 百姓 共 も 此理に は 伏して、 寳暦八 寅年の 春 迄、 村々 より 八幡 町 地主 共に、 田 

畑と 魏種を 添 事故 無く 返しけ りと ぞ、 去れ 共 前年の 立 毛 は 村 方へ 悉く 刈 取て 地主へ は、 一 粒 も 取 事 不能 

しとなん、 村 方に 於ても 寢物方 九 家へ 立方の 百姓 每度押 込、 出 錢の事 を 申立、 狼藉に 及ぶ 事數を 不知、 


十一月 下旬 上の 保 筋步岐 島の 內、 干 田の 野 村 四 郞左衞 門 等い ふ 百姓、 此 度の 公訴 其 外 萬の 元 じめ 張 本の 

聞え 有に 付、 地頭より 爲召 捕に 足 輕を被 差越處 に， =^ ハ沙汰 を 聞て、 四 郞左衞 門 逐電す、 仍て藉 帳面 は 

領主へ 取上げ、 家財 雜具は 封 を 付け、 同村 寢 方の 者へ 被預、 百姓 共 番を致 居る 處に、 立方の 者 共、 彼 家 

へ 踏 込み、 寢 方の 者へ 狼藉し、 番人 難儀に 及ぶ 由、 相 聞え 候爲、 警固足 輕を被 向し を傳へ 聞、 立方 三 

千 人 計 催し 來由、 八幡へ 注進 有、 依 之 代官 足輕 小頭 徙 目附鄕 廻し 役 等 五十人 計駔 付、 四 郞左衞 門 家へ 入 

處を、 s: 方 八方より 百姓 共 群り 出て、 礫 を 打つ 事 雨の 如く、 稻麻竹 葦に 取卷 て、 旣に 珍事に 及ん とする 

故、 無 是非 足輕 ども 刀を拔 き切拂 ひく 辛 じて 城下へ 引返る、 礫疵を 蒙る 者 五六 人、 百姓 方に も 手 負 三 

十六 人、 双方 死亡の 者 は 無し、 是 だに 有に また 郡 中 相談 を遂 て、 歩 岐劍、 市 島 東 僕、 二百 町 向鷲兑 六 © 

村より 總 代の 者 六 人、 同 八 年 三月 又 東武に 越て、 傳奏の 箱へ 追訴 を 棒ぐ 江戸に て は 去年 駕訴の 上、 郡 ト： 

名 、王 共 を 被 召、 百姓 共 得心の 趣 なれば、 夫に て事濟 ぬらん と、 重て 評定 も 無き 處に、 又々 右の 訴を 上る 

に仍 て、 再吟味 を遂ら る」 處に、 野 村 四 良 左衞門 方へ 亂妨、 地頭へ 對し 不法の 働 等、 ： 々露顯 せし むる 

に 右懸り 合の 者 共、 悉く 江 府へ召 呼れ、 . 禁獄せられ、 札 明 相濟て 後、 寶曆八 寅年 十二月 二十 五日、 

張本人 三人、 駕訴の 者 五 人 箱訴六 人、 合て 十四 人 討 首に 被 仰 付、 歩 岐島村 四 郞左衞 鬥空水 村 由 藏前谷 村 

貞 四郞、 是等 は、 殊に 張 本た る 故に、 翌卯 f:^- 月 十八 日 郡ト： へ 被 遣、 數見 峠に 於て 梟首 せらる、 其 餘那比 

村彥吉 遠島 七 人 は 重 追放、 歩 岐島手 負の 者 三十 人餘悉 追放、 また 寝 方 百姓 總代十 人 は 過料 三 貫文づ -^、 

庄屋 二十 人 は 役 義^ 上， 

右の 逋 落着 相 片付 被 仰 付 候て 相濟 けるな り、 

【割 註】 私 曰 野 村 四 郞左衞 門 方 亂妨十 一 月下 旬と 有 、又 奥に 金 森賴錦 御預り 十月 1 一十 四日と 記、 同 二十 九 

日より 彥 根に 人 數を以 郡 上手 當被仰 付た る 趣 なれば、 十 一 月下 旬に 斯る變 は 有 まじき 事 か 時節の 書 遠 

なる べし」 
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爱に乂 一  つの 難儀 重れり、 越 州石徹 白の 地 は、 加賀 白山の 社 地に て、 白山 權現 は泰澄 大師、 養老 年中；^ 一 立 

有り、 此山越 前 飛 驛美濃 三國へ 跨り、 加州 牛 首 越 前の 平 泉 寺內、 幷に石 徹白皆 何れも 白山 へ參詣 する 道筋 

の 麓な り (石徹 白より 白山へ • 丸 里) 高山 三つの 峯峨々 と 聳え、 本 地 十一 面觀世 音別當 は、 平 泉 寺に し 

て 石徹白 一 邑家數 二百 餘軒、 無 高 無 年貢の 地に て、 郡 上 侯の 預り 支配 也、 祌 主上 村 豊前、 松 本 左 近、 威 

を爭 ひて 不和な り、 已に石 徹白は 皆 社家ながら、 田舍 Q 事 なれば、 當に 農作 木 樵 を 業と する のみ 成に、 

獨左近 は 神 學を嗜 み、 白 河 神祇 伯の 門下と 成り、 豊 前は吉 田家の 門人 故に、 彼是に 付て 爭論 止む 時な し、 

爱に飛 州 高山 正 蓮 寺 末寺 威德 寺と て、 本願 寺宗の 道場 有り、 左 近に 從ふ 者、 甚此 宗旨 を歸 依す る 故に、 

正 蓮 寺より 親鸞 上人の 名 號數軸 を 遣し、 威德寺 吹擧を 以て 信 迎の者 過分の 價 にて、 是を 調へ、 豊前は 社家 

共の 佛道歸 依す る 事 を 難 じ、 其 上威德 寺と 不和 なれば、 京都に 登り、 本願 寺 坊官下 妻に 其 次第 を 語る、 

因 玆本寺 表に 於て 被遂 吟味 處に、 右の 軸物 饔 物に 究り、 烕德寺 は 追院申 付ら れ、 後任の 事 は、 社家 中の 

望に 任せ、 住職 可 申 付 旨、 本願 寺より 書付 來と雖 も、 社家 各 得心せ す、 是皆豊 前が 所爲 なれば 其 分に 可 

差 置に 非す と、 一統に 怒 を 含け る、 然るに 豐前は 金 森 家へ 由緒 も 有 之、 常に 彼 家の 諸 役人と 入魂に て、 

用 木 等 所望の 節 は、 我儘に 神 領の木 を 伐て、 金 森 家へ 遣し 所に 於て 傍若無人に 威 を 振 ひ、 奢の 餘り 京都 

吉 田家へ 相 願 石徹白 一 社中 は豊前 支配た るべき 旨の 許狀 到来、 寺社 手代 片重半 助より 社中へ 申 渡す と雖 

も、 各 承伏せ す、 金 森 家へ 一統に 願 ふ處に 本願 寺の 院家 安養寺へ 右 扱の 儀 を 申 付ら れ、 安養寺 色々 取扱 

ひ、 押て 和融ぜ しむと いへ ども 左 近 以下 各 信伏に 不能、 寳曆四 戌年 東武に 下りて 寺社 奉行 本 多 長 門 守へ 

訴狀を 上る 處に、 金 森 家より 本 多 長 州へ 內談有 之 故、 左 近が 訴狀を 下げら る、 仍て無 是非 同 九月 下旬 歸 

鄕 する 處に、 越訴 仕 不屈の 由に て、 松 本 左 近、 上 村十郞 兵衞、 櫻井吉 兵衞、 右一 二人 手錠に て、 町 宿預、 に 

申 付、 翌亥 五月より 牢舍ゅ 付 〔 永々 の 間 何の 吟味 もな く、 其 儘に て 打 過け る、 豊前は 左近已 下の 者 を 思 

ひの 儘に 退け、 猶も 石徹白 一 邑を 我物に せんと、 金 森 家へ 媚 ひ、 當所我 一 人の 支配に、 仰 付ら れ候は 
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ぐ 郡 上へ 永々 米 千 石 金 甙百兩 宛、 年々 貢納可 致と 願 ひし かば、 貪欲 第一 の 役人 共、 一一 ぞき 穿議 にも 不及、 

同 十 Inl:  二十 六日、 左近已 下^ 三人 追放 申 付て 黨八 十五 入 を 八幡へ 呼 寄 一夜 獄に 入、 翌日 皆々 追放す、 

父母 妻子 老幼 是が爲 に 所を拂 はる. -者、 合 四百 九十 人、 路頭に 迷 ひ叫悲 む、 時 巳に 十 一 月下 旬、 特に 塞 

國の事 なれば、 積雪 軒を埋 み、 路街歩 を 絕の折 柄、 老幼 婦人 家 を 離れ そこ はかと なくた つき を 失 ひ、 飢 

凍て 横死の 者、 不可 勝 計、 誠に 前代未聞の 惡逆 なり、 E 畑 山林 家屋敷 は、 悉く 豊前 一 人が 有と 成、 斯て 

左 近 は 木 尾 口へ 追拂 はれ、 須 原へ (白山 權 現の 神主 尾州領 なり) 赴く、 須 原の 社家 是を憐 て 衣服 帶劎を 

仏^ ふ、 夫より 京師 白 川 家へ 願 出ん と、 芥 nRri: 迄 往く處 に、 篠 m 源 兵 衞と云 豪 民、 翁て 左 近に 因 有 故に， 

是を迎 て當分 扶助し 置、 左 近 暫く 爱に 止り、 其 後江 州 三 井寺に、 左 近が 弟の 僧 有け る を 便宜と して、 圓 

滿院御 1： 跡へ 御 歎き を 申、 御門 主より 御 取 持 有て、 白 川 家に て聞屆 けられ、 平 速 添 簡を賜 ふ、 八 H 左 近 

出府して、 御 老中 松 平 右近 將監へ 是を訟 ふに 仍り、 豊前も 江 府へ被 召、 先 双方 共獄に 入られ、 石徹 白の 

社家 不殘 追々 束 武に被 召、 御札 明の 上、 寅 十二  P ユー 十五 日、 畳 前 は 討 首に 仰 付ら れ候 件、 夫々 の 御 仕置 

有り、 委くは 奥に 記す、 

金 森 家の 苛政、 數々 令 露 顯に仍 り、 寅 丸 月金 森 兵 部 少輔頼 錦 指控仰 付ら れ、 且 在所に 罷在候 家来の 內、 

渡邊外 記、 粥 川 仁兵衞 (家 者) 大 isl 人 (年寄) 半田 圜 右衛門 (大 奉行) E 島 五郎左衛門 (用 入) 根 尾 

甚左衞 門 (寺社 奉行 大目 附鑀) 津田平 馬、 石黑十 左衞門 (郡 奉行) 其 外 代官 役人 足輕等 迄、 掛り 合の 

五十 四人幷 安養寺 同 末 僧 願 蓮 寺 常 因 寺 等、 各 江 府へ被 召 呼、 同 十月 二十四日 金 森 賴錦を 松 平 遠 江 守忠名 

(攝州 尼ケ崎 城主 四 萬 石) 御 預け、 屋敷 は 親類 間 部 若狹守 (越 前 鯖 江 城主 五 萬 石， - 案 川 兵 部少輔 (在所 下 

f.- 生實ー 萬 石」 に 御預、 同 二十 九日 井伊 掃 部 頭へ 濃 州 八幡 城へ 可 心 付： 012、 台 命に 仍て、 早速 彥根 人數八 

幡へ被 差 越、 同 十月 二十 九日 於 評定 所、 左の 通 被 仰 渡、 

本 多 伯耆守 


(名代) 黑田 大和 守 

其方 儀 加判の 列 栢勤候 節、 金 森 兵 部少棘 領分 • 村々 k" 姓 飼主の 申 付 を不相 用、 無法に 相 募 候 儀に 付， 屆 

可 有 之 如 之 旨 間柄の 譯を 以て 及 內談候 節， 內々 取 計の 不！^ 之 手段 致 候 -5^ 兵部少 輔家來 共、 其方 家来 石 

QJtl 丹 下 被 申達し、 承知の 上、 其方へ も 爲申聞 候 由、 右體の 不埒の 儀 承り 候 はと 扎之、 列座へ 申 談取計 方 

可 有 之處、 無 其 儀、 畢竟 丹 下 申 聞 候 節、 不輕義 を 等閑に 相 心得 は 不閒屆 け 其 通 打 捨置候 事に と 相 聞 入 候、 

仍て兵 部 少輔啤 彼是と 申達の 儀に 候、 且靑木 次 九郞、 筋 遠の 取 計 方の 儀、 於 評定 所 御 勘定 奉行 等 度々 尋 

有 之 節 も、 右內々 子細 列座へ も 可 申達 心得 も 無 之、 全く 重き 御 役 相 勤 候 身分に 有 ii 敷、 等閑 成る 所存 

不屆の 儀と 思 召し 依 之. 逼塞 被 仰 付 候、 

寅 十 ：！！：  二十 九日 

右 於 評定 所、 祌尾 備^ 守 (大目 付) 伕田和 泉 守、 (町奉行) 菅沼 下野 守 (御 勘定 奉行) 牧野 織 部 (御 目 付) 

立 會慵前 守 和 泉 守 申 渡 

本 多 長 門 

其方 儀 金 森 兵 部 小ゾ輔 領分の 義、 大橋近 江 守へ 賴の儀 無 之 候 得 共、 右 領分の 儀、 兵 部少輔 物語りに て、 承 

り 候 趣 を、 最初 近 江 守へ 申達る 儀 具に 尋之、 度々 右體 の義、 決て 無 之 旨、 相陳、 於 評定 所 御尋有 之、 今 

更存出 候 旨. &之、 兵 部少輔 より 近 江 守 を 以て、 青木 次 郞九郞 へ 頓れ爲 取 計の 儀、 最初より 其方 存罷 在、 

右 噂 幷近江 守へ きし、 少輔致 面談 度 申 候 節の 儀 迄、 申 上 候 問 駕籠 訴訟 吟味 伺 書 幷答書 役義の 節、 評定 一 

座へ 右存 居候 譯可申 談處、 無 其 儀、 剩 先達て 兩度迄 御 尊の 節、 勤 柄の 儀 も 思 召、 格段の 御 尋方有 之處、 

近 江 守へ 賴 Q 義無之 等 申 候 儀 も 無 之 旨 相違の 儀 共 申な り. 再 應相尋 の 節に 至り、 存出候 旨 申 候 段、 後 

閽き儀 重き 御 役 を も 相 勤 候 身分に 有 之 51 敷 儀、 重々 不 届の 至に 候、 使 之 領地 被 召 上、 松 平 越 前 守へ 永 御 

預け 被 仰 付 候、 
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大橋近 江 

其方 儀 金 森 兵 部少輔 領分 取 計の 義に 付、 本 多 長 門 守 挨拶の 上、 兵 部少輔 より 書狀を 以て 賴 越し、 迚も 同 

人家 來へ致 面談 支配 之 靑木次 郞九郞 へ、 兵 部 少輔頓 の 趣 印形 を 以て 申 遣し、 其 後長 門 守 中 聞 令 任せ、 兵 

部少輔 宅へ 罷越、 次郞 九郞存 寄の 趣、 ：！^ 越 候 儀 も、 返書の 指圖難 及、 兵 部 願 筋 能 片付 仕 癖 も 直り 候 様、 

可 取 計 旨 急 度 申 遣 候 故、 次 郞九郞 も 御用 同前に 心得 違、 右の 譯 百姓 共、 遣 致 吟味、 始末 相 直り、 殊に 郡 

上 百姓 共、 駕籠 訴訟 相 渡 候 儀 承 はり、 最初 次 郞九郞 へ 賴遣候 段 心得 違と も存 付、 次郞九 郞へ掛 合て 書付 

返書 豊後 守へ 相 渡右體 心得 違の 義に付 豊後守 を 以て 伺 置、 其 上 伯耆守 承知の 事と 相 察、 伯 香 守 幷長門 守 

へ も 相 障へ きなり、 駕籠 訴訟 吟味 書、 評定 Q 義其節 も 次 郞九郞 へ掛合 相談 一 墜 へ 不申， 再 應相尋 候 節 も、 

相違の 義共申 上 候、 剩次 郞九郞 方より 一 通り 利害 申 遣して 殊濟候 段、 跡に て 相 屆け候 段、 一 向 無 之 儀 を 

取扱 之 間、 今般 吟味に 相 成 候ても、 最初 相陳 段々 心得 違 を 可押隱 所存 候て、 僞の義 を 申達、 御 後 闇き 儀 

重き 御 役 相 勤 候 身分に 有 之 間 敷 儀、 重々 不屈の 至、 依 之 知行 被 召 上、 相 馬 彈正少 弼へ永 御 預被仰 付 候、 

此 一條 殊に 理義不 分、 本の 儘寫置 之、 

曲 淵豊後 守 

去 亥 秋 金 森 兵 部 少輔聞 合の 節、 最初 近 江 守 を 以て、 靑木 次郞九 郞へ賴 置、 兵 部少輔 領分の 儀、 相濟承 S 能 

在 候 駕籠 訴訟、 近 江 守 次郞九 郞と掛 合の 訴狀共 請 取 g 候處、 駕籠 訴訟 吟味 幷伺書 答 書 評議の 上、 右の 趣 

申出 候 て は、 同役の 心得 遠 相 知 申 趣 有 之、 其 上 駕籠 訴訟 吟味 の 儀と は 別段 Q 事と 心得 逮、 同役 を かこ ひ 候 

心底に は 無 之 候 段、 其方 右の 趣 申出、 心 付 も 無 之 段 不^の 至、 依 之 御 役 被 召 放、 小 普請 入閉 门 被 仰 付 候 

靑木次 郞九郞 

金 森 兵. 部 少輔賴 錦 最初 近 江 守より 申 越 候， 兵 部少輔 より 書面 を 以て 家来 差 越 候に 付、 段々 領分の 義承 札、 

存 寄の 趣、 近：： d 守へ 中 達 候處、 何れも 筋 能 片付 候 様、 急 度 申 遣に 付、 御 ffl 同前と 心得の. E 申 候 得 共、 近 
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江叫寸 返答 難 及 差 園と 有 之 上、 取 計 嫁 處無其 儀、 兵 部 少輔と 度々 懸合、 右 領分 kn 姓 共 を 其方 陣屋へ 呼出吟 

味、 其 上 百姓 共銘々 同心 印形 不申 付、 庄屋 組 年寄 百姓 計 請 證文爲 致 印形 取 候 段、 押て 印形 取 候 同然の 義、 

且兵 部少輔 手紙に 本々. -伯耆 守へ 致 內談候 趣、 兵 部少輔 領分の 儀、 何分 取 計 可 遣 所存より 吟味 筋の 儀 迄、 

兵 部 少輔掛 合 取 計 候 始末、 不埒の 至、 依 之 御 役 被 召 放、 小 普請 入 逼塞 被 仰 付 候、 

(長 門 守 養子) 本 多 兵 庫 頭 

父 長 門 守 不屆の 所有 之に 付、 松 平 越 前 守 御 預被成 候、 依 之 其方 改易 被 仰 付 候、 

(近： d 守 總領) 大橋 海老 之 助 

父 近： a 守不 届けの 所有 之に 付、 相 馬 彈正少 弼へ御 預被成 候、 依 之 其方 改易 被 仰 付 候、 二 男 大橋主 水 三界 

同 主 膳 右 同斷、 

(大橋 近 江 守 家来) 齋藤 喜 次衞門 

其方 儀 主人 大橋近 江 守より、 美 濃の 郡 代 靑木次 郞九郞 へ 佘森兵 部少輔 領分に 付、 藤 合の 書狀 認め 候 上、 

近 江 守 支配 Q 次郞 九郞、 右 體の頼 筋の 儀 申 遣 候 儀、 近： y 守 心得 遠に て 有 之 候 間、 存寄を 可 申 處無其 儀、 

用人 役 を も 相勤不 届に 付、 急 度 叱 置、 

(本 多 伯 香 守 家来) 石 居 丹 下 

其方 儀 金 森 兵 部少輔 領分、 美 濃 郡 上 郡の 儀に 付、 兵 部少輔 より 大橋 近；： d 守 を 以て、 美 濃 郡 代靑木 郞九 

郞へ賴 遣、 笠 松の 陣屋に て、 百姓 共 利害 申 聞 候處、 致 難^ 者 共有 之 由の 儀、 兵部少 輔家來 宇都 (呂東 馬雜談 

に 申 聞 候 節、 伯 香 守へ 咄候儀 有 之 候 得 共、 兵 部少輔 家来 伊藤 彌 一 郞、 右の 趣 申 聞 候 義に不 相 知、 其 外 鬼 

馬 申 聞 候 儀 を も、 聢と 覺不申 候. S 申な り、 彌 一 郞東馬 申 聞 候 趣 も、 得と 承 扎伯署 守へ も 委細 申 聞、 書面 

等 も 致 可 © 儀 無 其 儀、 且 近；： d 守 幷兵部 少輔へ 御 尊の 儀、 有 之、 次 郞九郞 も 御 呼 下しの 由、 承屆 候砌、 ， 伯 

耆守 相尋候 節、 心 付 無 之 旨 申 候 得 共、 旣 に们； 一 せ 守より 尊の 上に、 心 付 無 之と 申 儀 は、 此 節申陳 候て 先達 
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て 東 馬 物語り を、 伯耆 守へ 申 聞 候 節， 挨拶 無 之 候 得 共、 覺忘も 難 計 儀に 候 間、 一件 御 吟味 始り候 以後、 

最初 東 馬 物語り 候 趣 を、 猶又申 聞せ、 主人 心得に も 可 招 成 事に 候處、 少捨 置、 伯誉守 相尋候 儀に て 有 之 

上 は、 不心得と 申 儀、 不忠に 相 聞え、 旁不 2S きに 付、 重 追放 申 付 者な り、  . 

御 搆無之  (青木 次 郞九郞 手代) 山 崎 權 右衛門 

急 度 叱  狩 野 條左衛 門 

(同 元手 代當時 角倉與 一 手代」 西 村 左 七 

右 於 評定 所 被 仰 渡、 

同 十二 巧 二十 五日、 於 評定 所、 阿部 伊豫 守 (寺社 奉行) 祌尾備 前 守 (大目 付) 依 m 和 泉 守 (町奉行) 稻 

生 播磨守 (御 勘定 奉行) 牧野 織 部 (御 目 付) 立會 左の 通 申 渡、 

申 渡之覺 

金 森 兵 部 

其方 儀 去 戌年 領分 郡 村の 撿 取 付の 儀に 付、 百姓 共 及 強訴 候 故、 戌年 は定 鬼に 致、 取鎭 候處、 一 旦中 付の 

檢 見取 之簇、 其 分に 難 致、 大橋近 江 守 を 以て、 靑木次 郞九郞 方へ 頼 遣し、 百姓 共へ 利害 申 聞 候. m の 儀 を、 

家來 宇都 宫東 馬より 本 多 伯 著 守 家来 石 居 丹 下へ 雜談 同様に 申閜候 迄の 儀 を、 次郞九 郞方掛 合、 度々 自 華 

の 書面、 伯誉 守へ も 及 內談、 權門 方へ も 申 聞 置、 伯 誉守も 委細 承知の 趣認、 重き 御 役 勤 候 者の 儀 を 度々 

次 郞九郞 方へ 申 遣、 幷曲淵 豊後守 大橋近 江 守へ も 申 談取計 候 趣、 認遣候 段、 畢竟 次郞 九郎へ 丈夫に 可爲 

取 計、 彼是 取 集 事、 厚認 遣、 幷西氣 良 村 茶助駕 訴訟、 落着 も 無 之處、 相 屆候心 付 も 無 之、 仕置 申 付、 且 

石徹 白 社 人 上 村 次 郞兵衞 儀、 家來极 尾^ 左衞 門 取 計、 追放 申 付、 跡に て 承 候 節、 叱 候 迄にて 差 i^、 甚左 

衞鬥儀 段々 不屆の 品 有 之 を も 不存、 松 本 左 近 は、 石 徹白豊 前 惡事を 申立 候處、 豊前钆 も 無 之、 殊に 吉田 

n 川 支配の 儀 を 取 計 候處、 吉 田家へ 計懸 合、 白 川 家へ 掛合無 之、 右體 Q 儀 は 公儀 御 吟味 も 可 相 願虑、 無 


草  翁 


吉郞藏 織 


其 儀、 旣に此 度 吟味の 上、 豊前惡 事 有 之 肉 先達 fsKi 吟味 ク改、 其 旨 を も 不存、 左 近 其 外 大勢の 社ス 

共 を 追放 申 付 候 始末、 不屆の 至、 ； 之 領地 被 召 上、 南部 大膳 太夫へ 永々 御 預け 被 仰 付 者 也 

金 森 出 雲 

父 兵 部 不屆の 儀 有 之 候に 付、 南部 大膳 太夫へ 被 成御預 候、 依 之 其方 儀 改易 被 仰 付^ 也， 


右 同 謝 


伊 

備 


(兵 部 三男) 全 森 

(同 五男) 同 

(同 六 男) 同 武 

(同 七 男) 同 

押 込  (金 森 兵 部 家来 元 目 付 役 代官 兼 帶當目 付) 別府 彌吉 

輕 追放  (同人 家來 用人 當時郡 奉行 兼帶)  石 黑十 左衛門 

江 戶十里 四方 追放 (同人 家 來當時 在所 年寄)  大野 舍人 

同  (同人 家來 用人)  平 田園 右衛門 

輕 追放  (同人 家来 側 用人)  宇 都 宫 東 馬 

急 度^  (用人)  田 島 五郎右衛門 

(存命 -I 候 得 ハ 遠島 申 付 候 旨 御鷹 匠 組頭 小 野 新九郞 へ 申 渡) 黑崎左 一 右衛門 

構 無 之  松 本 小 平 太 

同  黑 川 左 衞 門 

(同家 來構無 之) (足輕 小頭)  三  人 

同  (足. 5  三十 四 人 


六 一 九 


草  き 


六 二 〇 

(同人 領分 越 前 郡 石 徹白元 社 人)  松 本 左 近 


急 度 叱  久保田 丸郞助 

同  ■  森 清 左衞門 

同  上 村 五郎 右衞 1: 

同  上 村 十 郞兵衞 

同  上 村 七 左衞門 

死 罪  (石徹 白 神主) 石 徹白豊 前 

搆無之  同  左 膳 

同  長 左衞門 

中 追放  (豊前 召 仕)  由 助 

(石徹 白 威德寺 先住 當時飛 驛守山 東 本願 寺掛所 に罷在 候) 

(存命 -ー 候 得 ハ 中 追放 申 付 候 東 本願 寺 輪番 法 泉 寺 へ 申 渡〕  惠 俊 

輕 追放  (不 遠 寺) 祐明 

(存命 -ー 候 得 ハ 死罪 - 一 申 付 候 旨 森 川 兵 部 家来 へ 申 渡) (兵 部 家来) 根 尾 甚左衞 門 

中 追放  (同)  津 田 平 馬 

死罪  (同)  片重半 助 

遠島  (同人 郡 上 在所 家老) 渡 邊外記 

同  (右 同) 粥 川 仁兵衞 

重 追放  (江戶 家老) 伊藤 彌 一 郞 

耩無之  (石徹 白 社家) 上 村 喜 平 治 


草  翁 


ふ 


勘 次 傳吉彌 四 寒 由 今 小 
ナ郞 多き 

^         4a  十"^ 

次 兵 十： i4 次 郞 
衞 衞 


衞 


左 
衞 


左 


郞 門 


松 

押 櫻 

原 

上 

山 

山 

谷 井 

口 

村 

崎 

茂 

孫 

左 

與 

太 

右 
衞 

右大 

m 

衞 

愁 

丘 

郞 

門 

n 膳 

人 

門 

衞 

同 

同 

郡 上 -1 テ 獄門 

死罪 

同 

同 


(社 人) 

(石徹 白 祠官) 

(同社 家) 

(兵 部 家來) 

(郡 上 安養寺) 


(寒 水 村) 

(前 谷 村) 

(やひ 崎 島 村) 

(向 鷲兑 村) 

(三 田 町村) 

(步崎 島 村) 

(劍 村) 


草  翁 


四 


右 


郞 

兵 右 二 


郎 吉 助 門 衞 門 


喜 藤 長 4!^ 孫 太 


紀尾邊 川 部 森 

m 島 政 

y ィ半 ナ  '11、  <n 大 
フエく 助 吾 ガも 女 リカ UJj 


同  (東 俣 村) 

同  -  (市 島 村) 

同  (氣良 村) 

同 

同  (那比 村) 

同  (切 立 村) 

. 右 は駕訴 五 人 箱訴六 人の 者 共な り 

無 構  (百姓) 

所拂  (同) 

重 追放  (同) 

中 追放  (同) 


庄屋 役人 組頭 役 俵 取 上 其 外 百姓 十 人 過料 三 貫 文 宛 

. 金 

.  同 

兵 

右 郡 上に 被罷 在し を 余 森 左 京方 へ 被 引取 候. B 

(仁 兵 衞慰領 十四 歲) 粥 

(外 記 養子) 渡 

(^左 衞 門惣領 十三 歳- & 

(同 二 男 八 歳」 お 


三十 七 人 

二十 三人 

四 人 

I 人 


草  翁 


右叫人江戶 へ 被召^^^月十日出立 

先達 而 牢死 (代 宫) 增子庄 九郞 

郡 上記 畢 

附錄 

1 說曰 越前國 (社號 不知) 大明祌 は 大野 郡 中 村に 在る 三 社の 神な り、 性 古より 除 地に て社領 五百石 餘、 

社家 を 松 本 左 近と 云、 其 別家に 石徹. HI 豊 前と 云 者 有、 當社は 昔より 雨 部の 神道 を 修め、 左 近に 至る 迄 七 

十代、 年中 祌事無 懈怠 相 勤、 吉£ 家 白 川 家へ も不屬 して、 一流 立 之 社家な り、 然に五 年 以前 豊前事 上京 

して、 始て吉 田家へ 參 候し、 爾来 は吉 W 家の 門下 たるべし と 約して 歸國 致し、 其 由 左 近へ 達る 處に、 左 

近 一 圓肯 す、 當社は 日本 三 所の 社に て、 古 來兵亂 にて 無斷結 寶燈を 挑げ、 孰れの 門に も 不霉、 一 つの 流 

義を 立る を 以て、 當 社の 規模と せり、 然る を <fr 更 事新しく 吉 W 家に 藝 せん 事、 何の 謂ぞ や、 其 上 當社は 

世々 兩部を 修めて、 當 所の 擅 方 一 梳に錦 依す る處 に、 巳來唯 一 の吉 E 家の 流儀に 改む 事、 所の 者の 思 ふ 

所 も 有、 旁以 存も不 寄と 聊 承引せ ざれば、 豊前も 無 是非 此由 を吉 3： 家へ 申 遣す 處に、 吉 田に 於て 評定の 

上 右 社 は 金 森 家 領內の 事故に、 金 森の 方へ 右の 譯を 巨細に 相 達せられ、 違背な し吉 田家の 支配 を 請候樣 

御 申 付 候 様に 致 度との 趣 也、 因 玆金森 {k< より江 府 寺社 奉行 本 多 長 門 守へ 聞 合 有 之、 長 門 守 は 內意を 得て、 

金 森 家へ 松 本 左 近 を 召 呼れ、 委細 吟味の 上段々 利害 を 被 申 聞と 雖、 左 近 一圓 承引 不致、 且は 一村の 者 共 

も 往古よりの 傣を 申立 一統に 不 得心 故、 此上は 領主の 命令 にても 承引 致 問 敷 の 證文を 書せ、 而後 强訴 

の咎に 准して、 神主 左 近 は 令 追放、 幷 右の 儀 を 申 募 候 頭取の 百姓 共 を、 御法度の 徒黨の 科に 比して、 死 

罪に 處 せられ、 扭社領 の 事 は 金 森 家より 役人 來て繩 引 竿 を 入て 改る處 に、 古来 竿 八ざる 處故 五百石 4i の . 

地面ながら、 今 竿に て 三千 石 程 あり， 此遼余 森の 領分 は 高 凡 一 萬石餘 有と 雖、 新撿打 詰の 地 なれば、 右 

社領改 Q 節 今 竿 を 以ノ. 五百石 餘 を祌領 に究、 打 出しの 二 千 五百石 は 公儀へ 屆けも 無く、 金 森 家の 領 知と 

六 二三  ， 


^  翁 


I .   六 二 四 

せらる-^、 是 等の 始末 は 非 儀 無道 御 後ろ 闇き 事 を、 左 近疾と 書付に 調へ、 出府して 三年 以前 老中 松 平 右 

近將 監の乘 物に 付て 訴訟す とい へ 共、 取 上 無 之、 仍て此 度 又々 箱訴 仕と も、 又は 老中 堀 田相模 守へ 乘物 

訴 致せし とも 云り、 兩說 不分明、 何れに もせよ、 九月 七日 評定 所へ 松 本 左 近 を 被 召 出、 御 尋の上 左近義 

も 先 宿 預け 被 仰 付、 且此 一 件の 科に 仍て 死罪に 被處し 百姓 其の 妻子 眷屬 は、 左 近 同様に 相 願 ひ、 其外領 

分 豪 訴の忿 動、 彼是 一度に 起て、 遂に 金 森 家 滅亡に 及畢、 併翌卯 六月 金 森 左 京 (兵 部 伯父) を 被 召 出、 格 

の 思 召 を以、 越 前 國南條 今 立の 內 にて、 新地 三千 石 被 下璧旨 被 仰 渡と 云 *、 


翁 


草 


へ 扇 草 卷之 五十 五 

〇 異國舶 入津の 事 

古 來戰國 の 時分 は、 定 りたる 港 も 無れば、 異國船 濫りに 津々 浦々 へ 入 込て * 己が さま/, \ 交易す、 耶蘇 

宗門の 日本へ 渡りし も、 其 頃の 事と かや、 其 後 御 當家御 治世に 至て、 始て 峙府を 入船の 港に 定められし 

より、 規矩 令に 及びて 嚴 なり、 御 治世 始迄 は、 南 蠻の黑 船 入津して、 名物 奇寳の 類數々 携來 りし 故、 土 

地の 賑ひ大 に 今と は 異なりし が、 黑船御 制 禁の後 は、 指た る 貨物 も 来らす、 今に 於て、 名 裂 名陶の 世に 

稱 せらる、 物 は、 凡て 蠻國 より 持 渡りし なり、 其 後 も 常憲院 殿御 治世の 頃 は、 特に 華 物 を 取 はやされし 

故、 人 津の船 多く 結構の 諸 物 を 積 来り、 爱に 記る 享 保の 頃 迄 も、 大船に て、 船 積の 品 もト： 品に して、 船 

數當 時と は 格別 多 かりし が、 吾 朝の 金銀 を、 年々 過分に 異國へ f 政 さる-^ 條 不可 然の由 にて、 段々 に减ぜ 

られ、 始は船 一 艘に銀 高の 定め もな く、 幾 萬 雨の 物 を も積來 りし を、 一 々歳の 銀 高 船 數を究 られ、 猶も 

次第に 銀數 減じ、 今にて は 一艘の 高 銀 百 三十 貫目 限、 船 は 一 ケ年 十三 艘を 限と して、 異 國人歸 帆の 節、 

長 崎 奉行より 信 牌 (切手の 事) を 渡され 翌年に 来る 時、 是 を持參 して 交易の 證 とするな り、 此 切手の 改 

所、 南京の 港、 左 浦と 云 所に、 十二 軒の 船 問屋 有て、 北京へ 運上 を 出して、 諸 州の 船を改 ため 此信脾 を 

以て、 日本 Q 渡海 を 免す となり、 享保 十四 酉年 入津 船镜 荷物 貝錄、 或 記に 有りし を 左に 記す、 

八番 南京 船 

一白 絲  千 九 百 三十 五 斤  一大 飛紗綾  五百^«-十八反 

1 無 紋紗綾  九 百 反  一 繽大 緋綜緬 百 反 

1 上緋 縮緬  百 四十 反  一 尺長緋 縮緬 百 五十 反 

  .  六 二 五 


草  翁 


1 右同斷  五十 反  一 上 Aii 緬 

1 濱白 縮緬  二百 四十 反  一 尺 長 同 

一大 白同斷  二百 五十 反  一 錦 

1 尺 長白路  八十 一反  一 白し やり 

I 島 純 子  百 二十 反  一 純 子 

1 紗  二十 七 反  一緋 まが ひ絲 

一手く す  九十 斤  一 水 銀 

一木 Q みら う  一 萬 千 五 百 斤  I 甘 艸 

1 白砂糖  三 萬 三千 斤  一 地 揄 

1 五味 子  百 三十 斤  一地 骨 皮 

1 肉蓰蓉  九十 斤  一 白附子 

1 黄  一 S  百 二十 斤  一 大凡 子 

ー黑 砂糖 . 二百 五十 斤  一 桂 枝 

九^ 寧 波 船 (十 n  二十 二日 入津) 

一白 絲  千 五 百 斤  一 大飛紗 綾 

1 無 紋紗綾  二百 反  一 上白 縮緬 

1 大白 縮緬  三百 反  一 績小白 縮緬 

1 大耕 縮緬  三百 反  一尺 長 白 同 新 

1 白 路  三百 八十 反  一木 綿 

1 眞 綿  四百 反  一毛 氈 


百 八十 反 J 

二百 八 4 '反 ； 

一 反 一 

百 反 一 

1 反 ， 

五十 斤 

千 八 百 三十 斤 一 

三千 六 百 斤 I 

二 千 四百 斤 1 

三百 八十 斤 一 

二 千 斤 一 

六 百 斤 一 

二百 斤 

九 百 六十 反 一 

六 百 反 一 

二百 二十 五 反 一 

五十 反 i 

五 百 反 

二十 反 一 


草  翁 


白^ 白 小 白白 白大甘 白白 
砂 人ま请  人  砂 

藥溏 參緬絲 參 艸 7ft  m 


十 番寧波 船 


1 蜜 

十 一 番臺灣 船 

I 白 絲 

一大- n 綜緬 

1 白路 

1 眞 綿 

十一 一番 南京 船 

1 白砂糖 


1 萬 五 千 斤 

六 千 八 百 斤 

四千 八 百 九十 斤 

十一 斤 

六 千 斤 

(十月 1 一十三 日 入津) 

九 百 六十 斤 

千 一 一 百 九十 斤 

百 四十 五 斤 

一 萬 八 千 斤 

一 萬 千 斤 

一 萬 千 八 百 斤 

八 千 斤 

(同月 入津) 

六 百 斤 

五 百 反 

六 百 反 

干 斤 

一 萬 八 千 斤 


I 水 0 

i 藥 

1 めう ばん 

1 小人 參 


1 大飛紗 緩 一 

1 鑌 廣緋紗 綾一 

1 白 龙 i 

一山 歸來 < 

一黄 *y 一 

1 せ 艸 一 

1 甘 松 一 

一大 飛紗錢 一 

1 上白： Si 緬 一 

1 繽白段 子 一 


1 甘 艸 


四千 斤 

二 千 八 百 九十 斤 

1 萬 千 斤 

二十 三 斤 


八十 七 反 

三十 反 

八 千 斤 

三 萬 斤 

六 千 三百 斤 

二 千 八十 斤 

千 斤 

八 百 反 

三百 六十 反 

四百 反 


i 一： 千 四百 斤 

六 二 七 
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木 甘 水 人 
實 

m 艸 銀 參 


1 玄 參 

十 三番 寧 波 船 

一白 絲 

1 白ま かひ 

1 大緋 まが ひ 

1 績小緋 まが ひ 

1 白 路 

十四 番南豆 船 

1 大飛 さや 

1 大白 縮緬 

1 上緋同 

1 島 路 

I まが ひ絲 

一白 絲 

十 五番 寧 波 船 

1 人 參 

一水 銀 


十六番.^3城船 


九 斤 

八 百 四十 斤 

百 八十 斤 

百 八十 斤 

百 五十 反 

五 百 反 

千 1 1 百 反 

三百 反 

五十 反 

百 一 一十 反 

三十 五 斤 

干 九 百 斤 

十六 斤 

1 一千 百 斤 

六 百 四十 斤 

五 千 斤 


六 二八 


1 眞 綿 

1 大白 縮緬 

1 績小 縮緬 

1 同小 綸子 


七 百 斤 

五 百 反 

五 百 四十 反 

五 百 反 


1 上白 縮緬 

1 績小 縮緬 

1 大緋同 

】 木 綿 

1 眞 綿 


六 百 反 

二百 二十 五 反 

三百 八十 四 反 

五 百 反 

四百 斤 


1 白砂糖 

1 蒼 朮 

1 黑さ かほ 

1 蠟 燭 


二 萬 三千 五 kn 斤 

二 千 斤 

三千 三百 斤 

二 千 九 百 斤 
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黑延破 甘 麻芍小 
I 砂 胡 故 

溏索紙 艸茅藥 銀 


黑知黃 升 山 連 砂 麻 水 白白 白 
砂  ^  砂 

溏母芬 麻 仁 翹參黄 銀 7!1：：?£溏 


人 參  十七 斤 七 A" 

黄 S  二 千 八 百 斤 

蒼 龙  二 千 二百 斤 

甘 艸  .1 萬 五 千 七 ki: 斤 

めう ばん  三 萬 三千 斤 

山歸來  四百 七十 斤 

木の 實蠟  一 萬 \t 

當 歸  八 百 斤 

肉 桂  七十 斤 

大腹皮  二百 斤 

白つ こん  二百 斤 

附 子  二百 五十 斤 


十七 番 東京 船 

二 八十 斤- 

千 五 百 斤 一 

七 百 斤 ： 

1 一千 斤 一 

七 百 斤 一 

二百 二十 斤； 

千 九 百 斤 ： 


二 萬 三千 二百 斤 

二 千 六 百 斤 

六 千 五 百 斤 

三千 斤 

百 八十 斤 

1 1 百 六十 斤 

九十 五 斤 

百 斤 

二百 斤 

1 1 百 五十 斤 

三百 八十 1 一斤 

三百 斤 

白 ^  二 千 二百 斤 

連 翹  千 三百 斤 

地 黄  二 千 六 百 斤 

ろかん 石  七 百 四十 斤 

白 龙  二 千 七 百 四十 斤 

百 部 根  千 斤 

木へ つし  百 斤 

六 二 九 


.1 ハー 二 〇 
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百 斤  1 鳥藥  百 三十 斤 

二百 八十 斤  1 大腹皮  百 斤 

八十 斤  一 白砂糖  六 百 七十 斤 


1 草 杲 

一 遠 志 

一木 爪 

以 上 

〇 新 渡 伽羅 幷 に 近 松 門 左衞門 の 事 

享保八 九 年の 頃の 船に、 最上の 伽羅 渡りし を、 御用 物掛り 高木 作 右徵門 【割 註〕 元 長崎總 年寄な り 近世 御 

取 立 ありて 御家人に 成り 御 代官 仰 付ら れ當時 御 代官 高木 菊次郞 父」 改之處 に、 各掛 H 百 目餘有 之に 仍り 

【割 註】 掛目百 目に て 不足 ははした 物に 成て 御用 物に 不相 成異 格の. s」 江府へ 伺 上候處 に、 有 德院殿 吉宗公 

03冗 を 被 召て 甚 賞せられ、 禁裏へ 被獻、 霞 元 上皇 是に 勒銘 有て、 かくれ 家 T 軒 もる 月と 呼せ 玉 ふ、 自是 先々 

に 新 渡の 伽羅 を 獻ぜら る- -事 有しに、 其 香 富士の 煙に 似て、 又淺 問の 風情 有と て、 ふた 山と 名 付 させら る 

となん、 其 頃 は 大阪竹 本 儀 太夫、 芝居に 大內裏 大官臭 鳥と 云新淨 るり 出て、 世に はやる 事 類 ひ 無 之、 

なべて 人の 口に 有り、 其 道行の 序に、 かくれ 家の 軒 もる 月に こがれ 出で、 露に やしな ふ は そて 香爐 をし 

やす かりと 姓き しめて、 下着に 殘る 番取姬 (下略) 新 勅 銘の隱 家軒洩 月と、 言葉の 始に とり、 句 づ-- き 

優艷 にして、 今の 世の 淨 るりの ごとくい やしから す、 其 次の 言葉う つぶし 色の 裂裟 朝に かけて 云へ お、 

うつぶし 色 は、 俯しの 心に、 黑 色の 事なる 由、 袋 草紙に 見えた る 言葉な り、 是 作者 千々 が 攀を勵 して、 

近 松が 餘風を 慕 ふ も Q なり、 近 松 門左衞 門が 作に 於る 今古 類 無し、 譬ば 蝶の 翼の 白粉 を 草に こぼして 稍 

に は 鶴の 霜 \ ^を脫 かくる は、 • 時 賴記雪 之 段に、 風 色 を 詠る 道中の 言葉な り、 是 等の 對句 など は、 凡老杜 

を も 欺くべし、 佳作の 數々 周く 人の 知る 處 なれば、 一 々擧 んに遑 あらす、 近 松が 素性 は、 岡 本以筑 にて 

其 頃 名 有る 町醫の 弟に て、 若き 時； 止 親 町家に 仕へ ぬ、 正 親 町 一位 殿 は、 名に お ふ 狂歌の 達人なる が、 

1 位 殿 或 時參內 有しに、 若殿 上人 集りて、 一 首の 狂歌 を 衆議 判に つ i りて、 かくなん かけられ ける、 
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本 歌 を は 詠ん たら 德か正 親 町 狂歌 をよ むは 一 いらぬ もの 

言下の 返し 

一 いらぬ 物と おも へど 狂歌 さ へ えよ まぬ 公家が 世に 正 親 町 

彼 卿 若 冠の 頃、 戲に 宇治 加 太夫が、 薪淨 るり を 作られし を、 近 松 其 使 をして、 加 太夫 方へ 常に 往 反して、 

其 身 も 筆才 有に 任せて、 此 作の 事 を乎傳 ひ、 次第に 是に 遊て、 加 太夫が 高弟 義太夫 を そ」 のかして、 新 

たに 義太夫節と 云 ふ 一 流 を 語り 出させ、 已も竟 に 其 作者と は 成ぬ、 また 其 世に 江 島 屋其碩 と 云る 浮世 艸 

紙 Q 作者 有り 【割 註】 世に 大佛 餅屋 Q 本家な り 當時大 i: 前に 住する 〇o と は 家 異なり」 是も禁 短 ハ淑色 三味 

線 曲 三味線、 其 外 何質氣 など 云 ふ 草紙に、 世の わざの 事、 又は 時の 人情 を、 よく 書 こなして、 今に 至て 

名 を 遣せ り、 同じ 狂歌ながら、 近 松 は、 此 草紙 を 書く 事 難く、 其 碩は又 淨璃理 を 作り 得す、 適々 淨 るり 

を 書けば 趣向 は 面白 けれども、 人形 働ら かざりし なり、 斯る 事に も、 其 道々 に 差 利 有事 知ぬべし、 

〇 長 崎 高木 ^右衛門の 事 

長 崎 奉行 は 他國の 奉行と 違 ひ、 交易の 事を專 要に して、 其 餘の事 は 枝葉の 如し、 町方の 仕-造 公箏 出入 等 

迄、 悉 同所 年寄 方に て 吟味 を 遂げ、 奉行所に は 相屆候 迄にて、 年寄 方に 於て、 夫々 申 付る 事な り、 故に 

町 年寄 戚に 誇りて、 我意 を 振 ふ 事 多し、 此已前 正 德の頃 か、 總ハゃ 寄 高木 彥右衞 门 (總 年寄 八 人 有) 不慮 

の撗 死に 仍り家 if 絶の 事 左に 記す、 丧右衞 鬥 は 中 にも 御 本丸 御用 物掛 りに て、 威勢 も 他に 越え、 家富榮 

て、 常に 傍若無人 多 かりし が、 其 子 出生して、 產神 1^ 訪 社へ 宫參の 折 柄、 途中に て 深堀官 右衛門 〔割 註】 同國 

深 堀の 地主に て 代々 其 所 を 領鍋島 家の 家来 分 無 役に て 代々 長 崎 住居」 家 來足輕 體の者 通り 合せ 候 を乘物 

の 脇より 片付 候へ と聲を 懸け 候 故、 道の 傍へ よけ 候と て、 折 柄 雨後の 溜りへ^ 込、 蹴 上の 水乘 物の 內迄 

入ければ、 こ は 慮外 狼藉者と て、 駕 脇の 者 大勢 立直り、 散々 に 打擲し、 傍なる 溝へ 路込、 いか.^ 敷 行 過 

る、 彼 者 卑賤ながら 帶刀も 致 居候 者 を、 町人の 分に て、 法外の 仕形と 以の外 怒て、 主人 屋敷へ 立歸 り、 
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傍輩に 吿ぐ、 傍輩 共 皆 久敷長 崎に 住て、 漦て高 太が 威光 を 能 知た る 者 故、 一向に 是 を宥れ 共、 渠は 在所 

より、 近頃 来て、 所 不案內 の 者 なれば、 一途に 鬱憤して、 其 日 屋敷 を 出奔して、 右 所 深 堀へ 七 里の 海上 

を馳歸 り、 在所に 有て 諸士に 語れば、 各俱に 怒て 其 翌朝 まだき 德 目の 頃、 濱の町 高木が 宅の 前へ、 船 を 

漕 着け、 何 か は 知らす 大勢 催來 て、 高木が 門を敲 き、 明る や 否、 各 內へ押 込て、 家 內を切 散す、 彥右衞 

門 も 不意の 事ながら 頓て 手鎗を 取て 立 向ふ處 に、 大勢 立掛 り、 忽切 害して、 彼 本人の 足輕 一 人 玄關に 相 

淺り、 腹 を 切る、 其餘 助太刀の 者 は、 直に 船に 乗り、 深 堀へ 立歸 る、 玆因^ 議 有之處 に、 深 堀 方 は、 昨 

日甌 落いた し、 其 後の 儀 は、 曾て 不存 由、 官左衞 門より 屆有之 故、 大勢の 助太刀 は、 全く 深 堀より 来る 

に 必定な りと 雖も、 强て不 及 穿議、 彥 右衛門 家は斷 絶し、 其 跡 親類 高木 作 右衛門へ 總 年寄 仰 付ら れ相勤 

候處、 近年 御 取 立 有て、 作 右衛門 事 御 代官に 相 成 候 事、 

〇 南部 信 濃 守 使者の 事 

奥州 盛 岡 城主 南部 信 濃 守より、 獻 上物の 使者、 代々 御 家老 中面謁 有て 古格の 處、 寳曆の 頃、 御 老中 御用 

有 之 出に て、 御 奏者 衆の 披露と 1^ るに 仍り、 南部 家に て 後 例 を 歎き、 翌年 も 叉 右の 格に 相 成 候 はビ、 遮 

て 家格 を 申立る 存念に て、 翌年の 使者 佐 藤 左 次、 留守居 尾 崎 富 右衛門 申合せ、 おなじく 六月 右兩人 同道 

にて 致 登城け るに、 御 目 附大久 保 荒 之 助 出 會れ、 當年も 御 老中 御用 向 候 事 多に 仍り、 御 奏者 衆に て 可 被 

取 計 被 申、 時に 尾 崎 進出で、 去 歳 今年 相續き 右の 御沙汰に 候へば、 主人 家格に も 差 障り、 此段當 惑 仕 候 

問、 何卒 古格 之 通 奉 願 候、 御用 向相濟 せられ 候 迄、 差 扣へ可 罷在旨 强て申 之に 付、 又々 御 目 附稻生 下野 

守 出られ， 再 往被申 聞 ども、 富 右 右衛門 承引 不致、 然る 上 は、 今日は 先立 歸る べし、 追て 御沙汰 可 有 之 

の 山、 下野 守 挨拶に 仍り、 使者 は 其 儘に 退出す、 其 後 御用 番御 老中へ、 牧野 豊前守 を 召 呼れ、 六月 廿八 

日 豊前守 も 相 越 候處、 南部 信 濃 守 儀、 御 目通り 差扣の 格に 被 仰 出、 尾 崎 富 右衛門、 佐 藤 左次義 は、 國元 

へ 早々 差 遺、 押 込 可 置 旨、 信 濃 守 間柄に 仍り、 豊前守 を 以て 被 相 達 候 也 扨 御 評定の 上， 陪士殴 中に 於て、 
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過言 ハ 古例、 奥 御 祐筆 柴田藤 三郞、 神 保 左 兵 衞へ被 仰 付、 大默院 樣已來 の 御 日記 訟義有 之處、 今度の 類 

格 曾て 無 之 候 段 申 上る、 依て 潜 裨 評定 有り 渠等 殿中 を不 憚、 多言 被 中 募 候 段 法外に 候、 然る 上 は、 急 度 

可 被 仰 付歟、 信 濃 守は不 被； 事ながら、 自分の 使者の 越度 なれば、 右に 准 じ 被 仰 付 品 有べ しと 被評處 に、 

獨 西尾隱 岐守默 然として 出 語 無り ければ、 堀 ffl 相 模守隱 州に 向て、 如何 思 召 も 候 や、 承 度と 有ければ、 

其 時隱岐 守に は、 各方の 御 評議 上の 敬 を 思 召 候 段、 御尤 至極に 候、 乍 去 慮外 も 不敬 も 事と 品に 寄 可 申 哉、 

今度の 者 共の 過 者 等、 敬 は 全く 自の爲 に 非す 偏に 主家の 爲に 殿中 を も 不辨、 其 身の 科と も不顴 段、 流石 

奥州 土の 風俗、 f.^ 骨に は 候へ ども、 忠誡憲 に感入 候、 斯く 主人へ 身を拗 志の 者 を 被 罰 候 は i -、 世の 風俗 

如何 可 有 之 哉、 爱を 以て 考る時 は 不敬 は輕 く、 其 志 は 最も 重し、 豈其 重き を 捨て 輕 きを 取ん や、 是御 政道 

の要柩 とこ そ 存じ 候 へ 、信 濃 守 も か 、 る 忠士を 公 命に 仍り 罰し 候 は 、さ こそ 惜しく も存 ベ き、 加 樣の士 

を、 隨 分家々 に 多く 所持 仕度 ものに 候、 則 是が御 治世 第 一 の 御手 當成 べしと 被 申ければ、 各人々 信伏 有 

て 其 段 上聞 *v 被經、 同 八月 十一 日、 御用 番御 老中より、 南部 信 濃 守 在所の 使者 城 夫々 內を 以て 被 獻候樣 

被 仰 出、 則 使者 被 出 候處、 古例の 通、 老中 本 多 伯誉守 面謁、 さて 首尾 能く 獻 上の 式 相濟 ける と、 はり、 

〇 江 戶吉原 松葉 屋瀨 川の 事 

享保 年中 江戶淺 草の 邊小蔡 (搏法 庵) に 住める 自貞 尼が 來由を 尋ねる に、 此の 尼 元は 吉原 江戶町 松葉 屋 

抱への 瀨 川と 云 ふ 遊女な り、 其 親 は 和 州 南都の 產 にて、 若き より 都に 出で、 富 小路 家に 仕へ、 大 森右瞎 

と號 す、 然るに 我家に て、 傍輩 Q 女と 不義 有 之、 露顯の 上、 兩人 共に 暇 出て、 京都に て 住居 難 成、 其 女 

を 連れて、 古鄕 南都へ 歸り、 大森通 仙と 變 名し、 醫 業賫藥 等に て、 伦敷暮 しける 中に、 女中 を設 く、 幼 

名た かと 號す、 是^ 瀬 川が 事な り、 たか 十六 七 歳の 頃、 町奉行 組 與カ玉 井 興 一 右衛門が 若黨源 八と 云 も 

の、 たかに 戀 慕して、 通 仙が 僕與 八を賴 て、 艷書を 送りたり、 是に從 はざる 遣 趣に 仍り、 密に源 八が 所爲 

として、 鹿 を 殺して、 夜中に 通 仙が、 表に 置く、  L 割 註】 南都 は 鹿 を 殺す こと 古来 堅 禁制 也 若 過 之と き は 殺害 
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力 mw 

人の 科より 重し 故に 本文に 記す 如くな り」 翌朝 見 付て、 奉行所へ 訴ふ、 依 之 撿使を 差 越され、 色々 吟味 

有と 雖も、 殺人 不知 故、 先 づ通仙 牢舍申 付ら れ、 段々 穿議の 上、 通 仙が 仕業と は 見え ざれ ども、 殺人 不分 

明の 上 は、 通 仙 其 儘 差 置るべき に 非す とて、 所拂と 成る、 夫より 通 仙 は 京都へ 来て、 山 脇 通 仙と 改め、 

僅の 營を 致し 居け るが、 様々 の 難に 遇 ひ、 其 後 大阪に 漂泊して 死す、 跡に 遣れる 後家 娘 難義に 迫りぬ る 

が鲷屋 大和 (貞柳 狂歌に て 鳴る) 通 仙と 親し かりし が、 世話 致し 遣し、 御城 代 內藤豊 前 守 小 野 W 久之進 

と 云 ふ 者 百 五十石 取 候 勘定 役の 者の 方へ、 彼 娘 を 嫁せ しめ、 母 諸と も久之 進に 引取、 暫く は 安堵の 思 ひ 

をな せし に、 享保 三年 豊前守 退役に て、 江府へ 下らる \ に 付、 久之進 も 供 致し 立歸 り、 江 戶深川 屋敷 Q 

長屋に 罷在 しが、 大阪跡 勘定の 爲、 同 十月 久之進 は、 用金 四百 五十 兩を預 り、 携 へて 罷 登る 處に、 道中 

江 尻驛に 於て、 盜賊の 爲に橫 死す、 仍て豊 前 守 怒て、 多く 用金 を 取る. -の みか、 其 身 も 云 ひ 甲斐な く、 

盜娀の 手に 掛 りたる 條、 他の 聞え 難相濟 とて、 久之進 跡目 立 難く、 家 內の者 離散に 成け る を、 飛 澤町若 

松屋 金 七と 云 ふ 者、 日頃 懇故、 之 を 憐み當 分 母子共、 先づ 我方へ 引取り かくま ひ 置け る內 に、 近隣より 

出火して 急火の 類 燒に逢 ひ、 金 七 倶に大 に 難儀の 身と 成け る 程に、 金 七が 妻の 弟 余 戶町竹 本 君 太夫と 云 

ふ 方へ、 久之 進家內 もろ 共、、 暫く 掛り 居る 內に、 たか 我 身の 憂さ を、 1|^^太夫にかきロ說き語り、 .此 上 

老母の 養育い かにと も訟 方な し、 所詮 我 身 を 遊里へ 賣て、 母 を 育み、 其 遊廓 は 諸 國の入 込と 聞 傅れば、 

もしも 夫の 歒 Q 手筋の 知る 事 もや 侍るべき、 願 は 何卒 肝 煎 給 はれと、 淚 と共に 賴 めば、 君 太夫 も 哀を催 

し、 幸 ひ 專に吉 原へ 人 込 身 なれば、 吉原 松葉 屋 にて、 爾々 の 由 を 語る、 松葉 屋に は、 其 折 柄、 能き 奉公 

人 を尋る 最中 故、 早速 親方 君 太夫が 方へ 參り、 たかが 様子 を 見て 相談 究り、 十 年 百 廿兩に 召 抱へ ぬ、 お 

たかは 老母の 事 を、 金 七に 吳々 賴 置て、 自分 は 松葉 屋に 行て、 つき出しの 女郎と 成しに、 元來 容儀 風俗 

相備 り、 諸藝 格別 宜しければ， 親方 大に悅 喜して、 間もなく 瀨 川と 名 を改 させ、 此家 第一 の女郞 とす、 

此名は 松紫屋 々の 通り名に て、 通例の 女郎に は、 此名を 付 させす、 前の 潮 川 は、 去年 大嫁馬 町の 何 其- 
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に受 出され、 暫く 此名絕 たりし を、 幸 ひと 是を後 Q 瀬 川に して、 二 間の 座敷 を 持せ、 時め きたる 折抦、 

享保七 年 四月、 上方の 容 三人 速に て、 松葉 屋 方に 數， 日 逗留し、 中三の女郞歌浦八重へi^錢世と云ふ三人を 

揚て 遊戯せ るが、 或 日 亭主 を 呼て 云け る は、 我々 是 より 鎌 倉 一 見して、 又爱 に歸 るべ し、 夫に 付 金子 少 

々爱に 有り、 右一 見に、 是 携行ん も 心 遣 ひなれば、 路用 計り 持參 して、 其 餘は爱 元に 預けた し、 自然 右 

路f^、にて、 金子 遣 ひ 切 候 事 も あらば、 飛脚 を 以て 取に 越す 事 も 有べ し、 其 時 は 渡し 可 給と なり、 亭主 諾し 

て 尤も 金銀の 事に 候へば、 容易に は 仕 難し、 印鑑 を淺し 置れ よと 云 ふ、 尤 なりと て 印紙 を 渡す、 亭主 請 

取て、 勝手へ 人、 女房に も 其 段 を 語て、 印紙 を 出し 見せけ る處 に、 折 抦瀨川 は 女房の 髮を 直す とて、 其 

座に 居 合け るが、 彼 印形 を 見て、 何と やらん 見知た る 印形 故、 其 儘 部屋へ 歸り、 夫久之 進が 印形の 書付 

を 取 出し 見る に、 凡そ 遠 ひ 無し、 故に 亭主に 相 新て 彼 印紙 を 借て、 とくと 合 見る に、 聊も 違ぬ 同 印な り 

扨 はと 女房に、 其 客の 事 を 問へば 傍輩 歌 浦が 客に て、 上方 歷々 衆の 由な り、 さあらん に は、 其 腰 物 を 見 

せ 給へ と 云 ふ、 じて 遊廓の 法に て、 貴賤と なく 遊興の 間 は、 其 宿へ 腰 物 を 預り置 事 なれば、 女房^ 戶 

棚より 歌 浦と 札の 付た る 脇差 を 出し 見せければ、 瀨川 取て 改見 るに、 夫 指 料に 違 ひなし、 瀨川 はさり 

げ なき 體 にて、 女房に 脇差 を 1:1^、 し、 部屋に 歸て、 金 七が 方へ 文に て 知せ 心 靜に身 持して" 用意の 一 腰 を、 

襲の 裾へ 隠し、 彼 遊び 居る 座敷へ 忍 行き、 襖の 問より 差 のぞけば、 歌 浦に もたれ 掛 居る 客 は、 健に 其 昔 

見覺 たる 源 八な り、 あは やと 騷ぐ胸 を しづめ て、 密に歌 浦が 禿 を 呼て、 歌 浦の 客 は あれ 成 やと 聞轧 し、 

扨 歌 浦 を 禿に 呼の けさせ、 客 は 襖に もたれ、 淨 if 璃を語 居る 處を、 思 ひ 込て 襖 越に 詞を かけ、 肩先より 

乳の 上 迄 突 通す、 源 八 は 不意の 事に は 有り、 念力の 理劎に 貫れ、 悶 苦む 計に て、 敏 する 事 不叶、 連れの 

兩人瀨 川 を 抱留ん とする を、 振 切て 夫の 敵き なれば、 斯の 如しと と^め を 刺ん と、 源 八が 上に 乘 りか、 

る 所 を、 親方 其 外 家內の もの、 大勢 追々^ 付、 敵 討と 有ても、 證據 云で は 上への 申 上 容易 成 まじ、 先此 

儘に て 公儀へ 訴へ、 撿使を 請て、 公儀へ 住すべし と、 早々 訴出 る處 に、 金 七幷瀨 川が 老母 君 太夫、 皆々 
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息 を 切て 馳來 り、 委細の 様子 を 聞き、 年來の 本望 此上 無しと 悅び事 無限、 拉檢使 曲 淵 治 左 衞鬥廣 瀨作之 

助來 り、 段々 訟議の 上、 手 負 を 連れて、 奉行所へ 立歸り 町奉行 中 山 出 雲 守、 御 役所に 於て、 嚴敷手 負 を 

礼 明 有之處 に、 奈良 にて 鹿 を 殺し、 通 仙に 難儀 を 掛け、 京都に 於ての 惡事 數條、 夫より 道中の 强賊と 成 

り、 江 尻に て 小 野 田 を 殺し、 金 を 四百 五十 兩、 其 外 腰 物 已下雜 具不殘 奪取、 上方 者と 僞ゎ、 此處に 遊興 

致 居る 段、 悉く 今 白狀、 同類 も 相 知、 神奈 川に て 二人共 被 捕， 大 科の 者 共 なれば， 鈴ケ 森に て、 源八始 

三人 共 梟首 せらる、 又 瀨川事 は、 年來の 本意 を 達し、 其 上 右の 事より、 大科 人相 知れ、 尤も 神妙の 至り、 

依 之 今日より 傾城 奉公 御免被 成 旨 被 ゆ 渡、 松葉 屋亭 主事 不存義 と は 乍 申、 盗賊の 宿 を 致し 候 段不屆 候に 

付 瀨 川が 抱へ 料 百 廿兩の 内、 今日 以後の 所 損失 たるべし、 且又盜賊所持の金子ニ百兩の^?^、 元 來は內 

藤 豊前守 用金た る 山 なれ ども、 取 初 右 盗賊の 事、 公儀へ 屆も無 之に 仍り、 右 金子 は 公儀 御 取 上 被 成 候 段 

內 藤 家 來被召 呼、 仰 渡され、 右 金 二百 兩を、 若 松屋 金 七、 竹 本 君 太夫に 渡され、 其 仰 渡 趣 は、 金 七 君 太夫 

儀 年頃 瀬 川が、 老母 を 育み 遣し 候條 奇特の Kjl なり、 今度 瀨川 事、 女の 身に て 難 知 敵 を 討ち、 手筋より 公 

儀の 科 人相 知れ、 其 身の 本望 而已 敷、 上の 御 奉公に 相 成り 祌妙 に付き、 右 金子 瀬 川へ 被 下 候、 金 七 世話 

致 老母 諸と も、 流浪 不致樣 取 計ら ひ 可 遣 旨に て、 一件 悉く 落着 被 仰 付ければ、 湘川は 夫より 直に 幡隨院 

の 弟子と 成り、 剌髮 して 自貞 と名乘 り、 淺草邊 の 小 菴再法 巷と 云る に 住て、 親 夫の 跡 を ひ、 尤も 老母 

諸共 念怫 三味に 入、 行 ひすまして 居け ると ぞ、 法菴の 壁に、 數 首の 歌書 付 有り、 其 中に、 

池 水に 夜な-, \  、影 は 移れと も 水 も 淘らす 月 もけ かれす 

其 後代々 の瀨川 何れも 各 題 者に て、 其 名高し、 近頃の 瀨 川が 文と て 或 人の 寫し 置る を爱に 拾 ふ、 

聞 ま ゐらせ 候 所、 此 里の 火宅 を、 け ふし 御 はなれ 候て、 凉 しき 都人 御 根 引の 花め つらし き 御 新 まくら、 

御浦 山し きと は 物 か は、 殊に 殿 は 木、 御 そ もじ 様 は 土、 一  陰陽 を 起し、 陽 は 養に して 御 一生 養と いふ 

字の 卦、 萬 人の 養育 萬 人に か しづかる、 と、 頼もしく もめで 度 御中と、 ちょっと うらない *.^s7.-、 穴 
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賢、 

松 瀬.. < - 

てう 雛樣御 もと へ 

丁子 やの 雛 鶴へ 遣した る 文な り 

〇 江戶 大火 

明 和 九 辰年 二月せ 九日 晝九時 頃 (或 未 刻) 目黑 行人 坂より 出火、 南風 强く 白銀 臺邊 樹木 邊 夫より 相模殿 

橋 麻布 新 町邊、 仙臺坂 近所、 夫より 善 福 寺 裏 通、 十番 馬場 近所、 長 坂 通 麻布 六本 木通、 重兵衞 町、 かせ 

んほ 谷、 赤 坂 溜池 近所 火 消 屋敷、 夫より H 器 坂 中程 迄、 西の 久保通 切通し 邊、 江戸 見 坂、 虎 御門 外屋數 

方 町家 共、 新橋 近所 町家 計 幸 橋 御門 通燒 失、 幸 橋 御門 內 屋敷 方 不殘、 虎 掷門內 屋敷 方不 殘燒、 

但上虎 御門 鼈 井能 登 守 伊 東大. W 守北條 豊吉淺 

夫より 外 櫻 田 之 倉 尾 敷 方不殘 類燒、 樓 E 御門 內御 老中 屋舖幷 御用 屋舗、 幷松 平下總 守、 松 平 肥 後 守、 夫 

より 和 田 倉 御門 外、 大名 小路 屋舗方 不淺、 傳奏屋 舗共燒 失、 日 比 谷 御門 內 屋敷 燒失、 

但靑山 大和 守 松 平， 玉 殿 頭 町奉行 屋敷 井伊 兵 部 少輔殘 

右 之 外 尾 敷 不殘、 神 田 橋 御門 內、 常 盤 橋 御門 內 屋敷 方不殘 御作 事 方と も、 民 部 卿殿殘 る、 夫より 神 田 

橋 御門 外 通、 御成 道、 稻葉丹 後 守 迄、 三 河 町 鎌 倉 河岸 邊、 祌田 白銀 町邊、 石 町 本 町駿河 町淺草 御門の 內、 

1 町 前まで、 町邊、 江戶橋 近所、 日本 橋邊不 殘燒、 中 橋 北へ 一町目 迄、 夫より 昌平 橋の 內 屋敷 不 殘燒、 

祌田明 神？ S 島 天神 聖堂、 夫より 池 之 端邊、 榊 原 屋敷 迄、 上野 黑鬥町 二王門.. 右 之 近邊、 上野 下 寺 町 不殘、 

幡 隨院幷 門跡 小 寺 共 移り、 淺草觀 音 一町 程 前 迄、 夫より 千 住 宿、 右 宿 二 町 程燒、 小 塚 原村不 殘燒、 六鄕 

兵 庫 頭 共、 右近 所燒 失、 同日 夜 五 時より、 本鄕 丸山臺 より 出火、 菊 坂邊、 小石 川 白山 權現 社內、 夫より 

追分 駒 込邊、 千 田 木 原、 松 平加賀 守、 新 奥御殿、 水戶 殿御 下 尾 敵、 夫より 羅津權 現 社、 谷 中 三 崎 道、 日 
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暮 里邊、 上野 新 御 關屋御 類燒、 

別 書 曰  鎌 倉 川岸、 祌田 御門 外へ 燒、 下 谷通淺 草、 晦日 朝 六 時 千 住大橋 向に て. K 鎭 候處、 南 又 風 

替り、 大 北風 吹 屍し， 淺草 御門の 內馬喰 町、 撗山 町、 兩國橋 手前 一 面に 相 成り、 柳 原 大手筋、 紺屋 町、 

大傳馬 町、 小傳馬 町、 本 町、 石 町、 町へ 燒、 堀江 町、 室町、 本 舟 町、 日本 橋燒 落、 江戶橋 半分 錢り、 

本 村 木 町、 日本 橋 一町目より、 西 川岸 I 面に 相 成り、 中 橋 迄 燒拔、 通り 四 町 目の 內半 町錢 り、 人 死の 數 

夥し、 凡 長さ 六 里、 幅 廣き所 二 思 或は 一 里燒申 候、 二十 九日 未 刻より 燒出、 晦日 夜 子の 下刻鎭 火、 

火元、 E 黑 行人 坂 明王院 中念怫 堂より 出火 (ィに 火元 行人 坂 中程 天台宗 大圓 寺と 有り) 

大名 衆 類 燒左之 通 (⑩， S 上 尾 敷 〇 印 中 屋敷へ 印 下屋敷) 

行人 坂 有 馬 左 衞門佐 五 萬 石 へ 堀 直 一 郞 一 萬 石へ 


五島 大和 守 一 萬 二 千 六 百 石へ 

分 部 集 念 二 萬 石へ 

松 平 ii 奥 守 六十 二 萬 五千石へ 

土方 近 江 守 二 萬 千 石餘へ 

飯 八： ig 織 E 丹 後 守 一 萬 石餘鬱 

秋 EH 信 濃 守 五 萬 石 〇 

稻垣長 門 守 一 萬 三千 石秦 

龜 登 守 S 萬 三千 石 〇 

れいなん 坂 石 川 近 江 守 二 萬 石 ® 

松 平 千太郞 十五 萬 石 ® 

溜池 松 平 筑前守 C 


检平 阿波 守 へ 

伊達 和 泉 守 三 萬 石へ 

土 屋能登 守 九 萬 五千石へ 

大田原 出 雲 守 一 萬 四百 石⑩ 

上杉彈 一:!- 大弼へ 

稻葉能 登 守 五 萬 六 千 石へ 

木 下肥 後 守 一 一 萬 五千石 豢 

西 久保仙 石 越 前 守 五 萬 八 千 石- 

谷 町眞田 伊豆守 十 萬 石 © 

牧野 新次郞 〇 

松 平日 向 守 一 萬 石 © 


白金 松 平 讚岐守 十二 萬 石へ 

^田 丹 波 守へ 

植村出 羽 守 二 萬 五千石へ 

同 長 坂 松 平 右近 將監へ 

眞田 伊豆守 〇 

上 杉 駿河守 一 萬 石 ® 

市 兵衞町 南部 甲斐 守 二 萬石詹 

永 井町 水 野 和 泉 守 六 萬 石 S 

牧野 新 次 郞七萬 四千 石き 

江 戶見坂 土 岐美濃 守 三 萬 五千石 一 

松 平 肥 後 守 〇 

山 口 但馬守 一 萬 石像  . 
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嶽田八 百 八 1 1 萬 石 S 

芝 新 三 橋 京 極 能 登 守 五 萬 千 百 石 

三 浦 志 摩 守 一 一 萬 三千 石 ® 

霞 ケ關松 平 筑前守 五十二 萬 石 © 

相 良 讃岐守 六 萬 石 S 

戶 田 豐次郞 一 萬 石 S 

本 多 伊豫 守 一 萬 五千石 嚳 

同 向 屋舗鲁 

增山對 馬 守 二 萬 三千 石 © 

朽木出 羽 守 三 萬 二 千石參 

丹 羽 勘 助 一 萬石嚳 

松 平 薩摩守 七十 七 萬石餘 S 

西 御 丸 下滔井 飛驊守 一 萬 石 ® 

松 平 下 總守六 萬 千 石 • 

枝 倉 佐 渡 守 三 萬石睿 

本 多 平 八郞五 萬石參 

核 平 相模守 三十 二 萬 五千石 ⑩ 

试 平 土 佐 守 二十 四 萬 二 千石縿 

检平 內藏頭 三十 一 萬 五千石 餘秦 

松 平和 泉 守 六 萬石參 


藪 小路 木 下 佐 兵 衞門佐 一一 萬 1- 千 石 < 

虎 御門 內掘田 相 模守十 一 萬 石 • 

高木. 王水 正 一 萬石秦 

松 平 安藝 守 四十 二 萬 六 千 石 S 

阿部 駿河守 一 萬 六 千石豢 

松 平 筑後守 三 萬石⑩ 

北 條豊吉 一 萬 石 © 

松 平大膳 太夫 三十 六 萬 九 千 石き 

松 平大膳 太夫 〇 

南部 大膳 太夫 十 萬 石 • 

幸 橋 內松平 美 濃 守 十五 萬 石餘⑩ 

山 下 御門 內 井上 河 內守十 萬石⑩ 

阿部豊後守 十 萬 石 • 

松 平 肥 後 守 1 一十三 萬石⑩ 

松 平 右近 將監き 

永 井能 登 守 三 萬 六 千 石き 

青山 下 總守五 萬 石 • 

西 尾 主 水 正 三 萬 五千石 秦 

松 平 舂之丞 七 萬石秦 

土 井 大炊頭 七 萬 石 


一 相 良 壹岐守 二 萬 二 干 百石鲁 

內 藤 備後守 七 萬石參 

九 鬼 備後守 三 萬 六 千石⑩ 

外 櫻 田 永 w 大擧頭 三 萬 二 千 石 t 

板 倉 隠岐 守 五 萬 石き 

上杉彈 正大 弼 十五 萬 石 © 

小 笠 原 能 登 守 六 萬 石き 

太 田 備後守 五 萬 石 餘き ， 

大岡越 前 守 一 萬 石 • 

有 馬常吉 一 萬石⑳ 

福 島 加 賀守七 萬 三千 石 餘© 

松 平 肥 前 守 三十 五 萬 七 千 石 0 

鳥 井 5. 賀守三 萬 石 滲 

水 野 壹岐守 一 萬 五千石 嚳 

大名 小路 牧野 越 中 守 八 萬石參 

本 多 伯 香 守 四 萬 石 書 

投平 阿波 守 二十 五 萬 七 千 石！！ 

溝 口 主 瞎正五 萬 石 S 

松 平 丹 波 守 六 萬石⑩ 

松 平 能 登 守 三 萬石嚳 
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六 四 〇 


細 川 越 中 守 五十 四 萬 石 書 

松 平 周 防 守 五 萬 四千 石 • 

秋 元 攝津守 六 萬 石！！ 

小 堀 備中守 一 萬 六 百 石餘き 

酒 井 雅樂頭 十五 萬 石 • 

酒 井 左 衞門尉 十四 萬 石 • 

遠 藤 下野 守 一 萬石秦 

筋 遠 御門 松 平 伊賀 守 五 萬 一一 一千 石 一 

松 平 長 門 守 二 萬 千 二百 石秦 

細 川 玄蕃頭 一 萬 六 千 石 • 

立 花 和 泉 守 一 萬石秦 

酒 井 大和 守 一 萬 二 千 石き 

石 川 宗十郞 六 萬石秦 

向 柳 原 小 笠 原 佐 渡 守 〇 

同 向屋敷 〇 

立 花 左 近 將監十 一 萬 九 千石秦 

宗對馬 守 十 萬 石 以上 格き 

佐 竹 左 京 太夫 二十 萬 五千石き 

七 間 町立 花 左 近將監 〇 

松 前 志 摩 守 無高秦 


戶田釆 女 正 十 一 萬 石き  一 

安藤 對馬守 五 萬石秦  一 

常 盤 橋 內大岡 兵 庫 頭 二 萬 石 暴 ： 

小 笠 原 左 京 太夫 十五 萬石會 一 

榊 原 式部 大輔 十五 萬 石き i 

松 平 越 前 守 三十 五 萬石秦 

小 笠 原 飛 驛守ニ 萬 二 千石⑩ ： 

土 井能 登 守 四 萬 石 • 

松 平 備^ 守 一 一 萬石⑩  W 

神 田 明 祌下內 藤 美 濃 守 一 萬 1- 千 石 < 

下 谷 大名 小路 大關辨 吉ー萬 八 千 石 一 

小 笠 原 左 京 

井上 筑後守 二 萬石秦  ム 

藤 堂 和 泉 守 三十 二 萬 四千 石 •  • 

藤 堂 和 泉 守 〇  一 

柳 原 新シ橋 向佐 竹 右京 太夫 〇 一 

津輕出 羽 守 四 萬 五千石 書 , 

柳澤 式部 少輔 一 萬石秦 ■ ； 

本多彈 正少弼 一 萬 五千石 ⑩ 1 

寺 町 板 倉 備中守 三 萬 石 0 一 


松 平 右京 太夫 七 萬 二 千 石 • 

堀 大和 守 二 萬石秦 . 

酒 井石 見守 1 1 萬 石き 

田 沼 主 殿 頭 三 萬 石 • 

水 野 出 羽 守 一 萬 三千 石秦 

祌田橋 外 松 平 釆女正 二 萬 石 © 

稻葉美 濃 守 十 萬 二 千 石き 

戶田 因幡 守 七 萬 七 千 石餘秦 

元 誓願 寺 前 市 橋 伃豆守 一 萬 八 千 石- 

一 建 部内 匠 頭 一 萬 石 暴 

> 堀 丹 波 守 三 萬石秦 

黑田 大和 守 三 萬石秦 

天神 下 扳倉攝 维守ー 一 萬 石 • 

藤 堂 左 京 五 萬 三千 石秦 

下 谷 御徒町 加 藤 次 郞四郞 六 萬 石- 

酒 井 左衞門 尉へ 

三味線 堀 松 平 下總守 〇 

大久 保^ 豆 守 三 萬 石 • 

織 田 山城 守 1 1 萬石秦 

松 下 出 雲 守 十 萬 石 へ 
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元 鳥 越 松 浦 肥 前 守 六 萬 千 石餘き 毛 利 讃岐守 一 萬 石 •  松 平 筑後守 へ 

下 谷 金 杉 石 川 宗十郞 〇  戶田釆 女 正 へ  本多彈 正少弼 へ 

六 鄕兵庫 頭 1 一 萬石⑩  根津谷 中鄕田 攝津守 へ  伊豆守 一 當 三百 石 へ 

三 浦 志 摩 守 へ  本 鄕本多 平八郞 へ  駒 込 小 笠 原 信 濃 守 一 萬 石 へ 

西 御 丸 水 野 壹岐守 一 萬 五千石 秦 加 納遠江 守 一 萬石⑩  鍛冶 橋 御門 內松平 越後 守 五 萬石⑩ 

桔梗 御門 內角櫓 西 丸 下 御厩、 和 田倉內 御厩、 西 丸 下馬、 桔楝 御門 外、 大手 先 下馬、 虎之 御門、 櫻 田 御門、 

馬場 先 御門、 和 田 倉 御門， 日 比 谷 御門、 神 田 橋 御門 燒、 上野 仁王門、 淺草寺 中共、 新吉 原、 堺町 芝居、 

幡隨院 不淺、 

目黑 行人 坂より 千住大 橋の 向 ふ 掃 部 宿 二 町 程 先 迄、 凡 長 四 里、 

凡 明曆三 酉年 正月の 大火 r 割 註】 其 節 は 御 丸 炎上 西 丸 は 殘江戶 中 過半 燒 委しく は落穏 集に 有 之」 以後、 百廿 

年に 及び、 尤も 今後 程なる 大火 は 無 之、 大名 衆 百 七十 三人 類燒 旗本 衆は存 の外少 く、 三百 計燒、 明 暦の 

節 は、 燒 死人 十 萬餘と 見え たれ ども、 今度 は 燒死夥 敷、 沙汰の みに て、 員數腚 と不相 知、 大和 屋敷 內に 

死人 怪我人^て 多く 有 之. S に 候へ ども、 表 向 屆も無 之 故、 其數難 知し、 火事の 方 境、 或は 四 里に 幅 二 里 

とも 申、 或は 長 六 里 杯と 書付に 仍り、 色々 遠 ひ あれ ども、 四 里餘と 有が 實事 成べ し、 右 火事に 付、 御老 

中 方 其 外 重 御 役人 類燒の 方へ は、 舊 例に 任せ それ， <\ 御金 を 被 下、 屋敷 普請 有之處 に、 同年 八月 二日 大 

風雨に て、 右 普請 悉く 吹 倒し、 本 所 深 川 邊は致 出水、 所々 寄 火事 跡 假屋も 水 込に て 流失、 誠に 水火の 難 

に 逢 ひ、 途を失 ふ族少 からす、 重 御 役人の 御 役宅に は、 直に 再 造作 有之處 に、 又々 九月 十七 日 大風に て 

元の 如く 吹壞 す、 此 費幾ぞ や、 斯く地 怪打續 く は 如何 成 所以に や、 昨」事 ならす と 諸人 安き 心 も II 一し、 自 

是 先に 人々 評しけ る は、 明 和 九の 曆數 和音 迷惑と 通す、 古より 年號 の難陳 か.^ る 例し 多し、 今年 世の 迷 

惑 や ありなん と 眉 を ひそむ る 人 無にし も 非す、 果して 此 大火に 仍り、 世界の 迷惑 大方なら す、 京大 阪は 
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  六 四 二 

勿 11、 日本 國々、 此 江戶燒 響き渡りて 農 商 各 産業に 閊窮 する 事甚 し、 其 故に 欺 同年 冬 改元 有て、 安永と 

す、 是に 付ても 珥合 ける は， 最早 明 和 九 世上へ 行渡りて * 以後の 改元 なれば、 實に 其！ f,"d 無しと て、 色 

々誹謗の 落 書な ど を、 取 はやしけ る も、 例の 京 意 部の 應 なるべし、 


翁 I 
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翁 草 卷之 五十六 

塵 泥拔萃 

翁の 几の ほとりに 塵 ひち と 呼る 反古 有り、 これ 怪談 輕談 にも 非す た 2- 風情の を かしげなる 噺を、 より 

,\ にす さみて、 かいつ もれる 物に ぞ有 ける、 其 中 を 拾 ひて、 爱に 一 一 ーを擧 る、 

〇 芝居 役者 巿川 海老 藏澤村 宗十郞 0 事 

芝居 役者 市川诲 老藏、 澤村 宗十郞 は：： d 戶雨 輪の 立 物な り、 或 年 同座の 芝居 を 勤ぬ、 上手の 出合 故、 其 年 

は 面白き 狂言 有べ しと 沙汰す、 其 二の 替大怫 供養の 狂言に、 海老 藏惡七 兵衞、 宗十郞 は重忠 なり、 惡七 

兵衞 衆徒の 姿に て、 長刀 を かひ 込み、 幕の 前 をの さ/, \ と 花道へ 立 歸る所 を、 重忠 幕を揚 て、 景淸 まて 

と 呼ぶ 事な り、 仕組の 時、 其 所 鬼 角 思 はしから す、 ひた もの 仕直し 見れ ども、 兩 人が 心に 叶 はす、 肝心 

の 所斯の 通に て は不當 ならん と、 皆々 氣 毒に 思 ひながら 是非な く 初日 を 出しけ るに、 くだんの 所に て、 

景淸 のさ，/ \ と 花道 を立歸 るに、 花道 を 這 人る 迄， 幕の 內 より 呼ばす、 ゑび 藏も 不審ながら、 そこにぶ 

ら ついても 居られす、 實に這 入る 心に 成て、 すっと 花道より 入る 所 を、 親と 幕 を あげて、 景淸 まてと 呼 

ぶ、 海老 藏も誡 に 驚き、 踊り 返って 白 し 所、 流石の 上手な れぱ、 自然の 大當 り、 言語に 不及 初日より 

夥敷 評判 ありけ る、 則 其 初日の 氣を 手本に して、 致しけ る 故、 毎日々々 そこの いき 込み、 格別 成しと に 

や、 兩 輪の 立 物ながら、 其 所の 工夫 は 宗十郞 勝りし か、 尤も さしもの ゑび 藏 なれば、 澤 村が 工夫 を 請て、 

忽我 工夫 を附 しなるべし、 京 にても 此の 宗+郞 師匠 G 長 十郞、 或る 狂言の 仕組 も 敵役 松 本 友 十郞、 魏と 

障子 を 明て 出る 處を難 じて、 夫に て は あしきと 云 ひ、 また 出直しても 氣に 入らす、 拨々 久敷 役者ながら、 
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  六 四 四 

是 式の 事 合 點不行 やと 叱る を、 友十郞 聞て、 いかに 自ら 上手な りと て 傍若無人の 申 様 哉と、 實に腹 を 立 

て、 颯と 障子 を 明る を、 それよ く 夫に てこ そ あれ、 其氣を 忘る ベから すと 申け る 由、 又條塚 次郞左 

衞 門、 二の 替り 狂言に、 若殿の 放^ を、 我 引 負に して、 相 家老の 訟義 にあ ひ、 科 を 身に 請て、 あほう 拂 

に 成る 趣向、 作者 かたより 中 出しけ るに、 次 郞左衞 門 云、 尤もよ き 趣向ながら、 其 詮議 をす る 家老、 此 

座に なし、 その 訟議 の： H 様 あしければ、 あたら 狂言が はやる まじ、 幸 ひ 山 下 京 右衛門、 役者 止めて 引 居 

れば、 京 右衛門 程の 役者が 暇 乞の 狂言 一廉の 事 無て は 惜き事 なれば、 此 家老 を 名殘に 勤めよ かしと 勸め 

られ よと 申 遣せば、 尤 なりと て、 京 右衛門に 斯く 云け るに、 次 郞左衞 門、 相手なら ば 成程 可 勤 由に て 珍 

らしく、 其 役 を 勤け るに、 其 設議の 段、 十：： 今にな き大當 りに て、 則 傾城 男 山と やらん 云 ふ 名 題 狂言と 成 

しめ、 又芳澤 あやめ、 老後 素人と 伴 ひ、 傾城 淺間嶽 と 云 ふ 狂言 を 見物し ける に、 其 狂言 はやりて 見物 夥 

しかりければ、 舞臺の 上の かたみと かや 言 所に て 見て 居たり しゅ ゑ、 狂言 を 目の 下に 見し ける に、 三 浦 

とい ふ 傾城 を、 霧 波 瀧 江と いふ 女房 勤け るが、 二度の 勤に うられ 行く あたり、 見物 も淚を 催す 所なる を 

あやめに 伴 ふ 素人， あやめに 其 日の出 來を 問ければ、 先 は あの 様な 物の 由に て、 さの み譽す 其譯を 重ね 

て尋 るに、 されば あの 三 浦の 藝は、 我々 たび.— 勤めし が、 我 娘 を 殺され、 其 場より 主 夫の 爲に、 ふた 

、び うられ 行く 段、 毎日々々 身せ まりて 悲しく、 樂屋の 方 を 向きて、 顏を 直す ふりに て、 淚を拭 ひ、 笑 

を 作りて 勤めぬ、 唯今 瀧 江の 致さる、 に、 樂屋を 向きて、 顏を 直す 計に て、 誠の 淚は兑 ぇチ、 瀧 江と も 云る 

、役者が 左様の 情 移らす して は、 立 者と 言 難しと 難ぜ しとな り、 されば 坂 田 藤 十 郞が切 幕 を 出る 時、 常々 

手に は 扇 を 持て、 ちょと 扇の 頭に て 押 ゆる 體 をして 舞臺へ 出る 癖 有り、 人 是を尋 ける に、 見物の 氣の立 

て 有 所へ 出れば、 うけあし き 物な り、 其 氣の頭 を 一 つ 押へ て 出るな りと 云、 此の 藤 十郞或 大盡の 座敷 を 

勤めけ る 所 節、 其 頃 名高き 能 太夫" 4 谷 某 も 侍 座し ける に、 彼 大盡へ 藤十郞 訴訟 有げ なり、 大盡 何かと 尋 

ければ， ？；！ 谷 氏の 居 曲舞 を 御影に て拜 見し 度 由 望ぬ、 則- 1 谷へ 斯と 申せば、 易き 事な りと て 三 井寺の 曲 
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舞 を 居りて うた ふ、 藤十郎 感心して、 見物し、 我 藝に其 機 を 用 ひと 聞 及びぬ、 此 類の 事 は、 近世 男 鈴が 書し 

役者 大全、 或は 耳 塵 集な どに、 數々 書 置 ぬれば、 餘は 略す、 斯る賤 敷 業に も、 道の 長す る 者の 心 は I なり、 

〇 能 太夫 橋 本權之 進の 事 

近頃に も 能 太夫 橋 本權之 進、 友人と 伴 ひ、 堀 井 千 助が 辻 能 を 見物す、 其 日 道 成 寺 を 致せし を、 いかにも 

感心の 體 にて、 見 居たり ければ、 友人 曰、 辻 能 杯 は、 畢竟 心 を留る 物に 非す、 誠に 其 形に 似た る 事 を 

して、 間 を 合して 置く 物な り、 增て道 成 寺な ど は、 笑 種 計の 事なる に > いかで 左様に 見 給ふぞ と尋れ ば、 

實々 さに 非す、 千 助が 道 成 寺 今日 始て 見る に、 感心 云 ふ 計 無し、 今 口 をき く、 太夫に 是程道 成 寺 を 舞 ふ 

人は覺 えす、 尤も 其 形 はわけ もな き 事に して、 からが 一 體道成 寺 我物に 成て あるな り、 餘の物 をす る 心 

も、 道 成 寺 も 同じ 心に て、 勤る ゆ ゑ、 自ら 道 成 寺 くつろいて 面白し、 理り 哉、 爱彼 こに て、 道 成 寺の 場 

數千助 ほどの もの 他に 有 まじ、 いか 程 上手 にても、 場數 少なき 故、 あれほど くつろ はすと 云て 、憲 に感 

心して 見物し ける は、 流石 權之 進と 云 はる、 太夫 程 有と、 人々 稱 せし とぞ、 

〇謠 曲更 科の 事 

謠 曲に 更 科と 云 ふ 曲舞 有り、 さも なきやう なる 謠 ながら、 福 王 派に て 大切に する 謂 は、 一 昔 白 極 善兵衛 

(或は 葛 野 九郞助 兵衞) と 云 ふ 鼓 打 其 世の 妙手な り、 福 王 茂兵衞 も、 謠曲 堪能たり、 或る 侯 家の 饗 席に、 

此兩人 を 召て 鈹の 一 挺 を 打 せらる k に、 次の間に て、 福 王 白 極に 對 して 何 を か 謠と問 ふ、 白 極 何 心なく、 

何 成と も 謠 はるべし と 答、 無 程 一挺 始り、 福 王 出て、 此の 更科を SI 出す、 白 極 此の 謠を 知らす、 去れ 共 

隱々 の饗 席と 云 ひ、 殊に 何 成 共と 答へ し 上の 事 なれば、 時宜に 隨ひ鼓 を擊ち 終ぬ、 聞く 人 雨 人が 堪能 を 

興す、 其翌福 王が 許へ、 白 極 行 向 ひて、 頻 に慙愧 す、 福 王 其 所以 を 問 ふ、 白 極 手 を 拱て 曰、 予藝に 誇る 

心聊 無しと 常に 相 嗜む處 に、 昨日 不圖も 御 邊に對 し、 卒忽 成る 過言に 及ぬ、 あれ は 何の 謠に候 や， 御傳 

へ 可 賜と、 誠に 悔悛の 心 面に 顯れ ぬ、 福 王手 を拍 ち、 扨々 堪能の 人 哉、 其謠を 不知して あの 如き 一 挺の 
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感情、 凡手に あらす、 あの 謠は更 科に て 候， 御 次に て 御 邊へ相 伺 ひし 時 何 成と もと 有し 故、 心廣 く不圖 

心に 浮み しま、、 此の 諮 をうた ひ 候が， 例よりも こ、 ろの どかに 謠 よく 覺 候ぬ と 申せし かば、 白 極 は 偏 

に 我が 非を悔 て、 是則 我心の 師 なりと て、 福 王が 弟子と 成ぬ、. 友れば 自然と 人 をな びけ たる 謠 なれば と 

て、 流義 の秘藏 とせり と 云へ り、 

〇 富士 太鼓の 能 舞 損じの 事 

下手なる 能 太夫 富士 太鼓 を 致しけ るに、 猶も 思へば 腹 立 やと 云 ふ 所に て、 手く たり を 忘れび つくりして 

舞 ひたりし を、 見物 聲を かけて じゃく 申せし を、 此の 太夫 は 南無 三 寳舞損 ひぬ る氣の 見えぬ るに や、 兑 

物 笑 ふよと 面の 內、 、汗をかきて、 やうく 舞牧め ける、 後日 知 音の 人、 此の 富士 太鼓の 事 を 申出し 贊 めけ 

れば、 され は 加樣々 々の 次第にて 有し 故、 見物の 聲か、 り 候 は、 健に 舞 損 ひの 見えて 笑 ひし 物な らんと 

覺ぇ 候と 申ければ、 彼の 人手 を拍 て、 いか 様 其 時の 面 は 凡なら す、 上手 名人の 業と こそ 見え たれ、 慮外 

ながら 足下の 御 執行に て、 あれ 程の 出来、 返す/、 不審に 存ぜ しが、 今の 返答に て 合點參 りぬ、 其 前 迄 

ほれ 切た る 所に、 狂氣 にて 心 替る味 ひ、 面に 移り、 感心 餘り 有り、 其 氣の替 り 求て は 出来 難 かるべし、 

舞揭 ひが 怪我の 高名な りと 笑 ひしと なん、 

〇 柳 生 但馬守 能 を 兌て 掛聲 c: 事 

昔 n 東武御 能に、 諸侯 威儀 を 整て 着座し、 靜り 返ぬ るに、 其 頃の 觀世 太夫、 幕 を 切て すっと 出た る を、 

列 侯の 內 より ィャと 聲を掛 し 人 有り、 嚴 重の 席に て、 卒爾の 事、 誰 人に や、 あは や 御 不審 を 蒙なん と、 

各 堅 唾を飮 み、 互に 顔 を 見合 ぬれ ども、 誰の 云し とも 不知、 案の ごとく 御 能濟て 後、 先程 列席の 內 より、 

かけ 聲の えし は 誰 成 や、 何と 存じ 聲を 掛け 候 やと 御尋 なり、 于時柳 生 但馬守 進出で、 先刻 觀世 太夫 切 

幕 を ズット 出 候 を 党 候に、 其氣 みち/ --、 一身の 固め， - 少も透 間な く、 中々 容易に 立 向が たく、 相 え 

候 故、 御前 を 忘れ、 思 はす も聲を 掛け 由 被 申 上ければ、 追但馬 守、 相 應の賛 め やうな りと て、 何の 御咎 


も 無り しと ぞ、 

0 小 堀 和 泉 守 茶道 功 者 c> 市 I 

小 堀 和 泉 守政岑 は、 享 保の 末より 伏 見 奉行に して、 延享 年中 西 丸 若年 寄 仰 付ら る、 和 泉 守 先祖 遠 州 は * 

茶道 一 統の祖 として 高名なる 故に、 和 泉 守 許へ、 諸家より 茶 湯の 事 を被尋 事屢 あり、 泉 州 思へ らく 柳 生家 

の 代々 刀術 を嗜 る. -は 勿論の 事な り、 我 {_条 を 夫に たぐへ て、 茶 湯の 家の 如く 世に 唱ら る、 は、 本意に 非 

すと て、 悉く 不知と Q み 答へ て、 常に 其 道 を 避ら れ しが、 久しく 伏 見の 在役の 間に、 洛西革 島 村に 有 之、 

宮極 殿の^ 莊は、 先祖 遠 州 Q 作成 由 を 聞 及て、 何ぞ し 置る、 事 も 有 けん、 障り 無き 折 柄に、 一 覽致度 由、 

彼の 御 家へ 申込れ ける に、 容易の ー爭 なり、 いつな りと も 御 越し 候へ との 返答な り、 拉泉州 日を定 て、 か 

しこに 相 越され、 御屋敷 守案內 にて、 隨 はく 一 覽 致さる、 處に、 路 次の 飛石の、 いかにも 苔む したる へ、 

足 を かけらる、 と、 首 を 傾けて、 此 石と は 御尋、 案 v2 者 答 之、 さん 候、 其 石 は 先年 加 樣の譯 にて、 後 入 

の 由申傳 候と 答ければ、 さも 有りなん と 被 申、 一 覽畢 て被歸 ぬ、 常 は 茶道 不案內 の 由 成しが、 實は 隨分毅 

鍊 有しと なり、 此の 石 杯 も、 年久數 昔の事 故、 聊 後人と は不 見、 尤も 其 道の 人の 入 置た る たれば、 普通 

に別義 無り し を、 直に 後 入と 知られし は、 流石 遠 州の 裔 なりと 屋敷 守の 物語りき、 

〇^ つきの 事 

有 德院殴 御代 の 側 衆 小 笠 原石 見守 家来 末 の 者に 狐 付て 退かす 、御 次に て、 その 沙汰 有 を 聞し めさ は、 石 見 

守 をめ して、 其 狐に 我 申 付る 間、 早々 退けよ と 申せと 上意な り、 石： is 寸 長て、 急ぎ 退出せられ、 上意の 

趣述 されければ 勿 狼の きて 正氣と 成る、 則 登 域して 其 由 言上に 被 及 候、 其 箸の 事と 御意な り、 石 州 重て 

被 申 上 は、 畜生の 儀に 候へば、 自然 上意 を 背く 間 敷物に 非す、 若し 然る 時 は、 如何 仰 付ら れ候 やと 被 申 

候へば、 夫 こそ 易き 察よ、 江戸 中 狐 狩して、 一疋 も 置ぬな りと 被^し とか や、 先年 尾 州に も、 隱れ なき、 

强 氣の士 有り、 (名 失念) 彼士の 僕に 狐 付て、 部屋に て 叫ぶ、 傍輩 色々 制すれ 共不 止、 主人 聞 付て、 おと 
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なを 呼て 尋け るに、 爾々 と 云 ふ、 主人 暫く 默然 たりし が、 我家 来に 狐 付た ると 外へ 聞え て は 恥な り、 不便 

ながら 其 僕 手 討に すべし、 書院の 庭へ 廻せ よと 申 付、 自分 は 下げ 刀に て はや 立 上る 勢 ひ、 日頃 申出せ し 

ニー 目を飜 さぬ 生 質 を、 おとな も存 居れば、 扨々 不便なる 事 哉と はお もへ ども、 無 是非 部屋へ 行て、 其 僕 

に 旦那の 御用 有り、 路 次へ 廻るべし と 呼ぶ、 かの 僕 震 ひわな、 き、 御免 有れと 云 ふ を、 大勢 引 張て、 無 

理に 連行ば、 最早 退きます. （- とて、 路次 口にて、 大勢 を 振 散し、 表へ 飛 出し 倒れぬ、 呼び 生れば；. 氣 

に 成り、 忽狐は 退きたり 是威 しに 非す、 一徹の 强氣 者の 實に手 討に せんとす る、 氣に、 狐 も 負た るなら 

ん、 或 時 鹿 狩に 夜 深より 太守 御 出馬 有り、 御先 儲 段々 山 口へ 押 行く 處に、 山奥の 方より、 猿の 年の 猿 月 

の 日 猿 を 殺せし 何 こに ぞ怪敷 恐敷聲 にて 叫ぶ、 是を 聞と 等しく 總勢 上下と もに 醉 るが 如く 蕩け 候、 趾へ 

も 先へ も不 行、 太守 聞 玉 ひて、 彼の 何某 は 居ざる やと 高 聲に呼 給 ふ、 遙 跡より 聞 付て、 一 さんに 馬を馳 

せ來， 御意 を 承て、 直に 御先 備へ を乘拔 け、 山 口に 蹈 またがって、 尾 州御內 何某 是に 在り、 斯る奴 は 何 

奴ぞと ハッタと 自 眼て、 仁王 立に 立たり ければ、 妖怪 立 去し と 見えて、 夜の 明た る 如く、 總 勢：， に 氣に成 

て、 何事 も 無り しと かや、 其 頃 名高き 士 なり、 

〇1 向宗 風俗の 事 

親鸞 上人 は、 末世の 風俗 を 能く 計： S ひて、 流義 Q 僭 侶 を、 凡俗に 等う し、 剩へ 門下の 徒 慕 ひ 信す る裹、 

餘宗に 超え、 一 宗皆定 る 事 を 知 ごとく、 敎 置る- -、 いかなる 方便 か 不審 成る 宗旨な り、 隱元 禪師來 朝の 

後、 此宗 旨の 女 犯 肉食 を 許せる 事 を 聞て、 其 開山の 德 を被稱 しに、 二十 八日 を 大切に 精進す る. H を 申け 

れば、 眉を颦 て、 精進日 を 立れば、 其餘 は不淨 になるべし、 夫 は 不審な りと 被 申しと や、 

〇 俳 席雜談 の 事 

年忘れの 俳 席に、 三 上 勘 治 香山玄 超と 云 ふ兩士 有し を、 三 上 勘 治、 タチ ハナ 香 山 玄超ハ コ イタと 興せし 

は、 實 にも 暮 行年つ もの を 寶る聲 に 彷彿たり • 
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〇 全 暇 狂 畫の事 

全 暇 は ざれ 畫に長 じたり、 費 人 Q 宴に、 席畫 祌を搖 しぬ る を、 迚もの 事に 長銘 をと 好 給へば 言下に 筆 を 

點 して、 日本 鍛冶 宗匠^ 賀守藤 原 金 道 上の 町 全 暇と 書く、 有 合 ふ 人々 是を 見て 一 度に 咄と笑 ふ、 か、 る 

活氣を 以て 常に 狂 畫に委 る 故に、 翁 毎に 祌在 るが 如し、 惜 むらく は 此の 筆意 を 正 畫に用 ひなば、 一 世の 

妙手に 成ぬべし と 嘆す る 人 多 かりし、 

〇 諸道 衰微の 事 

近世 諸道 衰へ ぬと 云 人 有り、 一 概の說 か、 諸 藝の內 勝負な き 事 は、 據 りが たし、 譬ば 盤の 遊 は 立 所に 勝 

敗 有る 故に、 名人と 稱 せし 何せ 木と、 誰との 手相 如此、 其 誰より 相次で 誰々 と 連綿す る 故、 其 名人 今 在世 

なれば、 今の 誰と 是 程の 手相た る 事顯然 なり、 夫 を 以て 考 るに、 左程の 衰 にも あらす、 少は 劣なん、 又 

妙手の 出 まじき ほどの 様子に も 無し、 されば 諸道 其 格なる へ けれ 共、 毀譽 のかし ましき に、 勝劣紛 る、 

なり、 不易の 世界に、 僅 五十 年 百年 見 ざれば とて、 昔の 今のと いふ 差別 あらん や、 千年 や 二 千年 は、 皆 

今の 人 ii の 仲ケ間 なれば、 人の 氣憶 Q さほど 違 ふべき 様 もな し、 唯 故人 を 慕 ひ、 今 を こなす 故に、 其い 

きさつに て 懸隔の 様に 聞 ゆる 計な り、 去れ ども 治 久しき につれ て、 人々 の 奢 益々 高く、 畜佞日 を 遂て募 

る 故に、 人の 志 も 篤から す、 然れば 道に 堪る人 は、 此後 次第に 乏し かるらん や、 中に も 武の道 こそ、 

〇 棋打木 村道 仙の 事 

洛の木 村道 仙 は、 棋 局に 鳴る、 享保 年中 迄 在し 人な り、 時の 國 手へ 先々 先の 手相に て 凡そ 上手に 等し、 

又專 龍と 云 ふ 碁 打 有り、 浪華に 鳴る、 或 時 道 仙 を 招て 手 合 はす、 其 半に 道 仙所勞 {^ とて 棋を^ さすして 

去る、 是 故に 專 龍が 門人 幷に 群り たる 好士 評しけ る は、 道 汕棋を 以て 名 有と 雖も、 我師 には不 及、 去れ 

ば こそ 碁 を 半に して、 已が負 を 知て 所勞 を僞て 止ぬ と、 浪華の 評判 喧し、 是を洛 に傳へ 聞て、 道 仙 門人 

懶き 事に 思 ひて、 道 仙に 吿ぐ、 道 仙 云く、 それ は存の 外なる 評な り、 其 碁 は 打 終る 時は專 龍が 負に 成な 
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り、 專龍も 浪花に 於て 飾 範を產 とする もの なれば、 あの 碁 を 打 損じて は、 家業の 障と ならん 事 を 顧て、 

わざと 蒜 を 半に せし を、 斯く 評判 を 成す 時 は、 我 志 徒らに 成ぬ、 不如 1$ 會を 催し、 勝敗 を 分明に せんと、 

重ねて n を 定て、 其棋を 次ぐ に ral^ して 專龍 負たり しとな り、 

草 I  〇 匁 物 目 利の isi^ 

^物の 目 利す る 人に、 其 道を尋 るに、 外に 稽古と て はなし、 唯 たくさんに 見るべし、 目 功に て 自然と 覺 

る 事な り、 先 づ鲤ロ をす つと くつろげ ると、 燒 出の 味 ひに て 何となく、 初 一 念 浮むな り、 扨 上々 の 出來を 

考る內 に、 日本 國の 鍛冶が、 もや. /(- と 心に 出で きたるな り、 去れ 共詮 する 處， 大方 初 I 念へ 房る もの 

なりと 語ければ、 同席に 有る 醫師 云く、 醫業 素より 一 なり、 診脉の はじめに、 初 一 念發 す、 拉て 樣體を 

聞に 付て、 色々 四百四病 混じて 分ち 難し、 夫 を やう や う^を 取、 段々 自然と 初 一 念に て調劑 する 事 多し 

と 申き、 凡 諸の 目 利、 皆 此の 格なる べし、 其の 初一念に 品々 有べ し、 未練の 初一念 は、 あたる ベから ざ 

るか。 

〇 世 謹 ろくしきの 事 

世 諺に ろくしきに 覺ぇ ぬと 云 ふ 事 有り、 是れ鄙 言に 非す、 識に 九つ 有り、 爱に至 事 は 難し、 凡そ 物 を 六 

識に覺 ゆる 時 は、 其の 事 を { 仝 うする 物なる 由 

〇 思 ひやり の 事 

色 好む 生涯 Q ふるま ひな ど、 文の 餘情を もて 云 つらねな ば、 光源氏 在 五 中 將も物 か はと、 其 人の さま 心 

にて 床しく 思 はる、 を、 拨其質 を 見れば、 案に 違 ひて、 さも 醜き 人 多し， なべての 事 かくの ご. とし、 已 

がさ ま， <\ に 引 くらべて 見る により、 智識 良將 名人 も、 我が 分量 程 Q 人に 成て 化 舞 ふなり、 されば、 背 

公. V 一 始め、 義經重 盛 }i: 成、 近く は 大石良 雄 Q たぐ ひ を贊ん とて、 文 花 を鎊り 過て、 却て 其の 人 を 辱し む 

る 樣成事 ま、 多し、 思 ひやり の 合ぬ 事 は、 徒然 草に 翳る が 如し、 I  .  .   
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〇 昔 律の 事 

.聖樂 は 僅に 吾 朝に 遺る、 中華 も 今 は狄樂 なり、 淸主 元北狄 より 出 給へば、 物き 自 から 其 國の夙 を 用 ふる 

様に 成ぬ、 理 りなり、 本朝 は 御 裳， 濯 川の 流れ 結せ す、 中國は 今に 不限、 歷 世に 異域の 君 も 有て、 國風色 

々に 換れ ば、 樂 のみなら す、 諸の 道、 上古の 風 は 悉く 失て、 國土 計り は、 中國 にして、 物每我 朝より は 

劣なん と覺 ゆ、 時の 謳歌に、 國 風の 顯 はる、 にて 知るべし、 たと へば 謠曲は 戰國の 時 出来た る 物故、 自 

然と 音聲に 殺伐 有て、 律に 合が たしと 云へ り、 又 其 他の 淨 るり 小歌の たぐ ひ は、 尤も 治世の 製 なれば、 

音聲は 隨分穩 なれ ども、 メリ カリ 大に 不順に して、 律法 犬に 違 ふ、 中に かぐらす き 歌、 田植 歌な との 調 

子 まだ も 順な りと にや、 實も其 類 は 急に 下げ、 急に 上る 事な く、 順 を 立て あげ 落し をす る 所、 古風に て、 

少は 音律の ゆかり 有 やらん、 其 外 流行の 歌 は 風流に せんとて、 注 を も 不知、 めった 無性にうた ひち らし、 

唯淫聲 さかんなる たは 言 成 ベ し、 

〇 江 都 方角 火 消の 事 

江 都 大火の 頃、 方角 火 消の 諸侯 銘. -の請 取 場へ、 人 數餘多 出して 被 固に、 火勢 強大に して、 稍 時 を 移し 

て不 止、 喃時を 過 ぬれば、 或 大名の 固 場へ、 屋敷より 辨當を 運びて、 それらへ 割 手 を投る 事、 環の 事し、 

其 格々々 相應に 間違 ひなく、 さしもの 大勢 上下 共に 飢 たる 色な し、 さすが 手の 廻る 事大 家 は 格別な りと、 

見る 人感 す、 去 にても 仙臺の 固め 場 は、 未 •  た辨當 の體も 見えす 勞れ たる 様子な り、 他家 すら かくの ごと 

しな どや 遲 しと 評する 處に、 暫くす ると 總大 將總 奉行、 其外始 の人數 ほど 少も違 ひなく、 新手の 一 備來 

て、 始の 人數は 交代して 歸 りぬ、 去れば こそ 辨當の 段に て はな かり けれと 諸人 我を折ぬ、 

〇 學 者の 臭 氣の事 

1 狂者の 曰く、 擧 問と 云 ふ 物 こそす まじき 物 なれ、 あしく 擧問 だて を すれば、 夫々 に質氣 出來、 儒者く 

さう 成り 坊主く さう 成りね ぎく さう 成り、 もろく の 道の 句 ひして、 其臭氣 故に、 先づ 一 番に 慢心と 云 

六 五 一 


草  翁 


  丄ハ 五 二  ， 

ふ蟲 がわき、 我 行 ひ は 不正に して、 人 を 非に 見、 佞奸い やまし 邪路に 入て、 直なら す、 是等は 唯已が 

々に 物を覺 たる、 藝 者と 云 ふ 物に て、 先生と 尊ぶべき ものに あらす、 是獨 世の 人 故 • 眞の學 問の すべ 

て を 知らぬ からの 事 なれば、 邪心の 學問 は、 なま 兵法、 大疵の 基と 云が 如く、 益な くして 害 多し、 

こ.^ ろ だに 眞の 道に 叶 ひなば 祈らす とても 神 や 守らん 

神明に は 限る ベから す、 萬づ是 にて 濟 なりと しゃべりぬ、 新る 狂者 は 己が 放蕩 を 忘れ、 諸敎を 詰る、 凡 

人た る もの、 諸 意を棄 て、 今日の 道理 計に して 行 ふ 時には、 譬ば 器用なる 者の、 諸 藝を習 はすして、 我 

才覺 にて する に 等し、 大概 は覺 たる 樣 なれ ども、 役に立す、 夫より は 不器用に て 修行した る 方が 篤し、 

假 初の 藝能 さへ 如斯、 增て 一 道と 立た る敎 を、 此 狂者が 見の 様に 蹈破候 は、 所謂 斷 無の 見に 墜て、 tK 地 

の 間の 罪人な らん かし、 去れ 共 此氣遠 ひが 言葉の 中に、 擧 問の 奥 氣の事 は 尤も 成歟、 此句 ひの 出る 事 は、 

もと 擧 問の 仕込 樣が惡 敷 故な り、 何れの 道 にても、 篤實の 先生に 隨 順し、 鹽 加減 さへ よく すれば、 いか 

成 炎 天 にも、 臭氣は 出す、 能く 馴て 熟する と 知るべし、 

〇 柘植如 水の 事 

作 州に 助 三 郞と云 ふ桶屋 有り、 或 時 細工に 行た る 先にて、 上方より 懦士を 招 じて、 大擧の 講席を 催す、 

助三郞 亭主に 願 ひて 其の 末座に 連なり、 始て 明明 德の 所を聽 て、 頓に 志を發 し、 我 屋に歸 て、 直に 家職 

を 弟に 讓り、 其の 身は學 窓に 入て、 聊 他念な く、 工夫 を 凝し、 發 明して 竟に 博學宏 村の 大儒と 成り、 柘 

植如 水と 號 して、 中國に 双び 無き 先生な り、 其 後 彼 大學を 講ぜし 儒士、 再び 其國へ 来れる に、 如 水 立 向 

て 拱手して 謝 之、 儒 士自始 り 事 を 聞て 犬に 感嘆し、 何 を 以て 發 明し 給 ふやと 問に、 我す ベて 好け る 事 を 

退治して、 而 して 道に 入ぬ と 答 ふ、 其見大 にして 儒士 頗る 信 依し、 今 は 我 及ぶ 所に 非す と 申け る を、 其 

我の 學を 難す、 儒士最 閉口せ りと かや、 近来 常 陽の 繁伯 氏が 暴る 何と やらん 題せ る 書に も、 此如 水の 事 

出たり と 聞 侍りし * 
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〇 鳳凰 出現の 事 

享保 十七 年の 頃、 長 崎 奉行より 京都 通用の 文の 端に 申來 ける は、 雍正帝 【割 註】 淸の弟 主雍冗 元年に 日本の 

享保八 癸 卯年な り」 は 希世の 仁君に て、 貢稅 三分 通 年の 豊凶に 不拘、 戌 亥兩年 (雍正 八 年 九 年 日本 享保十 

五六 年に 當る) 大淸 一統に 是を 許さる、 萬 民大に 潤色して、 其德 化に 懷く、 同年 三月 北京 西 山の 上へ (西 

山 は 帝の 離宮 都より 東行 程 三 里) 鳳凰 雄 雌 二 羽 出で 飛行す、 鳴く 聲數十 町に 聞 ゆ、 大鳥 ニ^ 先に 立ち、 

諸 鳥 夥敷後 を 守護す る 體に見 ゆ、 鳳凰の 羽 色 五色 長 は 凡 一 丈 程と 見えた る 由、 

右書附 にて 申來候 由、 長 崎 奉行の 紙面 有 之、 

〇 坊主 小兵 衛の事 

元綠寳 永の 頃、 坊主 小兵 衞と云 ふ隱れ なき 巾着 切の 名人 有り、 犯 科に 仍て 囚獄 せらる、 又た 其の 頃 目 あ 

かしと 云 ふ 物 有り、 夫 は 獄舍に 在る 囚人の 內を 選て 是を 役せ しめ、 盜賊 0^ つ 溢 者 を 指せ、 其 指 口の 功 重 

る 時 は、 渠が科 を 免 さる、 常に 役人 京 街 を 廻る 時、 此目 明し の 者に、 腰繩 をつ けて 召 連る 事な り (享保 

の 初の 頃より 目 明し 止む) 此の 小兵 衞も、 目 明し を 勤む、 或 時 同心 目附 役、 加々 山 權兵衛 と 云 ふ 者， 小 

兵衞を 連て を 廻る、 權丘ハ 衞戲に 小兵 衞に 云て 曰、 汝は 巾着 切に 妙 を 得たり、 人 r 日 某が 下け 物 を 切て 見 

よ、 我 亦 聊爾に 切れ まじと 云 ふ、 小兵 衞諾 す、 拔所々 打 廻りて 廳へ歸 る 時、 權兵衛 鹿の 門前に て、 我 腰 

を 架り 見る に、 下げ 物 其 儘に て 有り、 扨 こそ 小兵 衞手垂 なれ 共油斷 さへ せねば 切る 事 不能と 思 ひて、 鬥 

へ 入て 廻りの 屆 相濟、 小兵 衞義 は、 夫より 牢屋へ 返す とて、 共に 門外へ 出て 立 別る.' 時、 小兵 衞權 兵衞 

を 呼びかけ、 御 下げ 物 を 返すべし と 云 ふ、 權兵衛 あは やと m わ ひ、 腰 を 探る に 下げ ものな し 權兵衞 あきれ 

报て、 こ はいかに と 問 ふ、 小兵 衞云、 されば 流石 御 役柄 程あって、 今日 色々 透 間 を 窺 候へ ども、 少.^ 御 

油斷 見え 不申候 故， 切 得す 候處、 唯今 御門へ 御 入の 節、 腰 を 探り 給 ひて より、 犬に 御油 斷の氣 相 見え 候 

故、 其 所 を 切る はたやす く 候と 答へ ければ、 權 兵衞大 に慙愧 して、 我 卑しき 身ながら、 大切 成る 役義を 
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勤る 上 は、 隨分物 每に心 を r 用る と 思へ ども、 まのあたり かく 怠馒 あり、 人 マ汝が I 言 こそ、 我心の、 師な 

れ、 總 じて 油 斷と云 ふ 物 大事に は 出ぬ ものな り、 皆 加 様の 事より 起て、 大に身 を 過ち、 いか 成る 大事 を 

も 引出すな り、 今日 圖らす も、 假 初の 戲に仍 り、 汝が 金玉の 言 を 得たり と、 小兵 衞を 禮拜 して 立 別れぬ、 

權兵衞 が 後悔、 小兵 衞が 權變、 皆 名人の 出會 成け り、 惜哉 小兵 衞事、 色々 の 功 有て 一 旦 助命せられ し：^、 

再犯 有て 被捉、 竟 に被處 死刑 畢、 

〇 並 河 五一郎 話の 事 

五 畿內志 を 編し 並 河 五 I が 云る は、 昔の 神祇官 は 今の 奉行 屋敷 東の 內に 在る 稻 荷の 社是な りと 云々、 實も 

明 德記を 見る に、 山 名氏淸 討死 場の 所に、 神^！^-苑の西ニ條の南祌祇官を後ろに當てと有れば、 五一 が^|^,- 

と 符合す、 又 櫛笥通 (千 本通りより 一 町 束) 蛸 藥師通 (本名 四 條坊 門) 門の 迁田 間に 小祠隼 神と いふ あ 

りと 同人の 說 なり、 是を聞 誤て、 はや ふさを、 はやく さの 祌と 心得て、 夫より 小兒 のく さの 願 を掛 るに、 

隨分驗 有て、 段々 諸人 願 を 籠め、 鰭 馬 を 揚げ、 小祠を 修補し ける 儘に、 翁が 若き 頃 迄 は、 田 間に 僅 方 二 

尺 迄 もな き 程の 祠 成しが、 今 は 華表 も 出来 3 方 境 も 少く廣 まり、 祠も大 く 成て、 繁昌 有體 なり、 嫋の頭 

も 信から と 云 ふ 類 ひ 成べ し， 當時 はやら せらる、 錦 天 祌も、 元六條 河原 院の舊 跡に て、 後世 今の 地へ 引 

れ たり、 去に 仍て今 も此寺 を六條 道場と 稱す、 其來 由 を 以て、 融 公の 像 遣りけ る を 幸 ひ、 大臣 装束の 古 

像 故、 菅 神と 祭る は 近年の 事な り、 此の 來由を 聞て 信 を 喪 ふ 人 有り、 甚 僻事 敷、 木 象 元 何なり や、 一 株 

の 古木たり、 彫刻 せれば 尊像と 成る、 調度に 製 すれば 調度と 成る、 融 公を菅 公に 轉する 時 は、 まさに 菅 

公な り、 奚ぞ是 を 欺ん や、 松 永霜臺 が、 余瘡の 家法 も、 今 疾藥と 成れば、 疾を 治す、 是 にて 思量すべし、 

〇 蛸と ボケの 酢と 喰 合せの 事 

元 文 Q 頃 敷、 大津の 人 所用 有て、 北 近 江へ 行と て、 夙に 起き 行 厨 を 腰に 携 へて 出かける が、 途中 市 店に 

立 寄て、 辨當 をた う べんと 披き 見る に、 持參 せし 蛸に 酢 を 忘れ 掛 ざる 故に、 彼 茶店に て、 酢 を 乞 ふに、 
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折から 酢 は、 切たり ボケの 酢なら ば 有 合すと 答 ふ、 さあら ば、 夫 にても 不 苦と、 持參の 蛸に ボケ Q 酢 を 

掛て是 を 食し、 終に 旅ん は 出 行ぬ、 其の後に て、 皿に 少し 殘 りたる 蛸？ 其 儘に て 棚へ 片付け Is 處に、 暫 

く 有て 棚より 物の 落る 音す、 何 心なく 是を 見れば、 件の 蛸 張 裂 ごとく ふくれ 廣 がりて、 棚より 落し fpj ほな 

り、 是を 見る 者怪み 思ふ處 に、 其の 遷何 川と かや 云る 川端に、 旅人 體の者 行 れ E 木て 居る と 沙汰す る 故 

に、 波 茶 亭主、 其の 年頃 人相 着類 等 を尋 るに、 右の 旅人に 相違な し、 拉は 蛸に ボケ C 酢 は大禁 な 

る 事 を、 各始て 知た ると なり、 其の 頃 翁が 知た る 大津の 人の 物語な り、 總 じて 鮮魚に ぼけの 酢 は惡敷 由、 

其 後 餘人も 申しき、 心得 居べき 事 なれば、 筆の 序に 記し 置 ものな り、 

0 寺 內宮內 狂歌の 事 

甘露 寺 家の 內寺田 宮內は 狂歌に 名 を 得たり、 或る 武家へ 不圖訪 ひける に、 其 家の 子息 辖を 半ば 書 一 W. なり、 

寺 田 を 見付けて、 此の 畫に賛 をと 望まる、 を兒 ば、 蔓 のみ 出来て、 未だ 何とも 知れ ざれば、 猜豫 して 有 

しに、 頻に乞 はれけ る 故、 其の さま 夙の 蔓と見 ゆるに iid せ、 瓜の 蔓と五 文字 を 申 3-1 しければ、 忽 其の 蔓 

を 葡萄に 替て いかに，/ \ と責ら る.^ に 取 あ へ す、 

风の蔓 に 茄子 はならぬ 浮世と てぶ どう 見事に 遊 はされ たり 

と 申ければ、 各々 宫內が 頓村を 惑す、 

〇 和漢 文法の 事 

中 一 は 物 毎に 優長なる 様 なれ ども • 文章 は 短 かくして、 而も 理義 分明な り、 日本 は 人 はげしく、 小賢し 

げ 成れ ども、 文章 迂遠な り、 此の 前歸 帆の 唐人 沖 中に て、 病人 出 來難義 せし 時、 崎 府へ口 十 船に て、 急病 

請醫の 四 字 を 書 送、 直に 醫者を 被 差 越、 間に合た るな り、 然る を, 胡國の 癖と して、 斯ろ折 にても、 近頃 

御世 話ながら の、 くれ， -賴入 のな どと、 色々 文章 を 鍩る 事、 國 風と は 云な から、 IS 々入らぬ 事な り、 

是も 古へ は 今程に はな かりし が、 次第に 人輕 薄に おもねりて 益 長く 成る、 宮根權 現 什物の 內に、 曾 我 時 
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宗が文 有り、 文章 は、 

昨夜 隣 火 忽消貴 寺 安穏 珍重 候 時宗 

と 有り、 以前 は 文章 も 短く、 是 にて 濟 たりと 云 ふ、 然れ ども 此の 文の 事實を 聞け は、 北條九 代の 內、 時 

宗の 文なる 由、 實も 師の坊へ 送る 文と は 見えす、 時の 執 柄 家より 送らる- -文體 なり、 書面 短き も 一 つ は 

其譯 ならん かし、 時宗の 宗の字 も 遠 ふ、 五 郞時致 は、 北條時 政の 烏帽子 子に 成て、 時の 字 を もら ひ、 北 

條五郞 時 致と 名乘 し. S 宗に 非す 致な り、 然る を 今緣 記を說 くに も- 北條 時宗に すれば、 ^人 合點 せぬ ゆ 

ゑ、 幸 ひに して • 曾 我 時宗に して 並べたり、 

〇 異名の 笑 談の事 

若き 友 どち 日頃 睦び ぬる 妓屋. - 後家 名前に て、 其の後 家 片眼なる 故に、 聖ー 々々と 呼ぶ (聖 ー國師 片眼 

なる 故に 世 諺に 片目 を聖 一 と 云) 是輿 我と かやに 友 どち 云 合て、 彼聖 一が 亭へ 行と て、 常に 出 にくがる 息 

子 を、 今日は 格刖 なりと て 誘 ふ、 彼 息子 も 何と ぞ行 たく 思へ 共、 今日 出に くし、 跡より まかるべし、 さ 

き は 何方と 問 ふ、 誘 ふ をの こ は 何 心なく、 聖 一方 成る. S を 答 ふ、 聖 一所 はと 問へば そこ， （-と 云 ふ、 扨て 

約束の 通、 內の 首尾 をつ くろ ひ あとより あたふたと 心せき 行ける 道す がら、 去 にても 聖 一 と 計に て、 聢 

と 名 をき かざりし が、 聖 一とい へる から は、 松屋の 一 なるべし と 思 ひ、 其邊 りで 松屋お.！ £ とい ひて 尋れ 

ども 鬼 角 知れす して 徒らに 歸 りしと なん、 斯る 間違 は 事々 有べき 事ぞ かし、 

〇 堀江 治部齋 書道に 志し. -事 

堀江 治部齋 は、 む そ ぢの頃 迄、 無筆 同前 成しが、 不圖筆 道に 志し、 先づ 一 文字 を 引 事、 年 を 以て 算ふ、 

稍 一文字 自肉 たり、 次に 棒 を 引 事數年 また 自然な り、 拉て丸 を 書く 事 幾 春秋、 是も 熟しぬ、 手 習 ふ 事 は 

是 のみに て、 暮 齢に 及て、 書に 名を發 す、 

〇 誦經念 怫の事 
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佛 前に 向て 誦經 念怫 すれば、 あらゆる 妄念う かぶ、 是心 魔と 尋れば さに 非す、 一心 は 器の 水の 如し、 

に 絕す氣 の動搖 する に仍 て、 彼 水た ぶ /、、と 動く、 物の 影 は 移らす 看 經の折 は 心氣靜 りし 故に、 彼 水 も 

動き.^ る、 水靜 なれば もの/ \ の 影 は 移るな り、 是を 移す まじと する は 無理な り、 北ハの 移る に 住て 著せ 

さるが 執行な りと 被 申し、 坐 禪觀法 素より 此 道理なる べし、 

〇窮2^ 嚙猫事 

寳曆 の始、 中京 何某 方に、 夜々 燈の 消る 事 有り、 不思議 さに、 是を ためし 見れば、 夜 更て大 なる 舊 {T 取 出 

て、 油 をね ぶる 故に 如此、 依 之 近隣の 猫 を 借りて 掛け i るに、 例の 頃 彼 鼠 出て、 行 燈に掛 りし 處を、 猫 

見濟 してね らふ、 鼠 また 猫 を にらむ、 稍久 敷い どみ 居け るが、 猫 ひらつ と 飛 かかりけ る を、 鼠 飛 違て 猫 

の 咽 へ 喻付嚙 殺して 去ぬ、 是に 驚て、 方々 にて 逸物の 猫を搜 し、 やう やう 尋 求て、 件の 鼠 を ねら はけせ 

るに、 いつもの 通に 鼠 出て、 又 彼の 猫と 白眼 合處 に、 此猫は 少しも 鼠に 掛ら す、 白眼 詰て 居る 事 久し、 

A 取堪へ 兼ね 猫に 飛懸 りけ る を、 何の 苦も無く 引く はへ て嚙 殺しけ ると なん、 窮鼠 却て 嚙 猫の 謂、 愛に ま 

の あたりな りけ り、 夫に 就て 考 るに、 碁 を 打つ 人の 曰、 勝負 は 障子に 移る 日影の 如し、 世界 を 照らす 日 

の 力とう す、 紙 一 枚の 力れば、 突破って 入ぬべき に、 さもなくて、 明 暮氣根 くらべす る內 に、 さすが 薄 

紙の 力なれば 程 ふる 儘に 破る、 なり、 破る- -と 否と、 ^に 髪 を 人れ す、 日影の 內へ 入が 如し、 如何様の 

小敵 にても、 此方より 破らん とする に 無理な り、 弱敵 ほど、 己と 破る- - 所有り、 そこ を 阐を脫 さぬ 物な 

りと 申き、 所謂 武術の 水 月の 位 も 皆 一 なり、 

〇 公卿 某 質素の 事 

寬 延寳曆 のころ 何 卿と やらん 質素の 人に て、 小祿 貧窮 を 申 一 兄て、 綿 服の 願 あり、 御 ゆるし を 蒙て、 四季 

に 用ゐら る. - 木綿 縞の 罩 上下 を 持へ、 素より 衣服 悉く 綿 服に！ て、 御 番參內 にも、 装束 は當番 の、 非藏 

人に 預け 置、 途中に て 件の 上下 を 着し、 無 僕に て往來 せらる、 常に 自炊に て、 奥方 もた すきが けにて は 

六 五 七 


草  翁 


  六 五八 

しり もと を 働き、 息女 も 母 有て、 外々 男女の 召 仕な し、 斯て身 を 約 せらる. - 故に、 小家領 ながら、 賄 

料潤澤 に、 勝手 向 あしから す、 諸 拂等聊 滞な く、 立 人 者 も 満足す る 様に、 あしら はる、 故に、 此 前東武 

御 使 を 被 蒙し 節 も、 早速 用意 整 ひ、 供 週り も餘の 公卿 達より 結句 美々 敷 出来て、 日頃の さまと は、 格別 

の 遠 ひなり、 儉 約の 仕形 は、 かしら を 超れ ども、 花 奢の 過た るより は 遙に增 るべ し、 

〇 松 任 屋幽靈 の 事 

享保 十四 五 年の 頃、 京都の 松 任 屋德兵 衞と云 ふ 問屋に， 松 之 助と て 十四 五 歳の 男子 有り、 さの み 美質と 

云 ふに も あらね ども、 宿 因の 成る 處か、 女 Q 執着 を受る 性に て、 其邊り 小女兩 人し つ 心なく、 松 之 助に 

戀ひ 忍て 旣に 二人が 靈、 松 之 助に つきて、 或 時 は 呵責に 逢 ふ 如く、 宙に引 はられ、 釣 上られ、 雨女が こ 

はねに て 恨 かこち、 嫉妬の 問答な ど 目前に 在が ごとく、 唯 形はなくて、 松 之 助が 口 を 借りて しゃべる 計 

なり、 是に惱 まされ、 松 之 助 心地 煩 はしく、 色 青ざめ、 病 ふの 床に 臥す、 二親 悲しみて、 其 頃 千 僭 供養 

を 遂げられし 象 海 和 尙を招 じて、 祈 加持 を賴 ぬるに 仍り、 象 海 色々 敎 化せら る、 始は驗も^^かりしが、 

次第に 歸 伏して、 和ぐ 様 なれ ども、 月 を かさねて 退かす、 鬼 角す る內 に、 一 人の 娘 は E 水ぬ、 靈は其 儘 立 

さらで、 和 尙幷に 弟子 聞 首座 (今 壬 生 村新德 寺に 有る 天巖 和尙是 なり) への 問答い と哀 なる 事共り、 我 

は 此の世 を 去りぬ と覺て 我が 淺 ましき 形、 自らの 眼に 遮り、 二親の 歎き を 見る につけ、 いと！ - 悲しく 侍 

るな ど、 語る、 或 時 は和尙 のお はせ し 儘、 々迎 出よ と 呼べ ども、 松 之 助 出す、 や. - 有て 出る ゆえな ど 

遲 かりし ぞ と尋れ ば、 餘 り取亂 したる さま 故、 着替て 出ぬ と 云、 其 小袖 を 問へば、 何 色に て 模様 は 何な 

りと 云へ ども、 姿 は 見えす、 娘の 親 は 貧 敷 者に て、 近き 邊 りなれば、 斯様の 咄迄 も、 一 々聞て、 其 小袖 

は重寶 致せし 小袖な りと て 歎き^ぬ、 所て や、 示し を 請 c、 雨女が 靈も難 有き 功力に 引れ、 和 尙幷聞 首 

座へ、 暇 乞して 立 去る、 其 後 は 再び 来らす、 松 之 助 も快氣 して、 元々 通に 成ぬ、 其 頃 都鄙に 專ら此 沙汰 有 

て、 松 任屋が 方へ、 人 群り て是を 見聞す、 德兵衞 難 義に思 ひて、 色々 制止 すれ 共 ひば こそ、 理不盡 に、 


草  翁 


家 內へ人 押 込み、 取り/, \ 批判 をな す 事 市の 如し * まのあたり！ 二世 有りと 打詈れ 共、 三世の 事 は 無益の 

論な り、 一念 凝らば 斯く有 まじき に 非す、 夫に 依て 三世 有と 云 ひ、 又 無と 云 も 俱に迷 ひ 成るべし、 此前 

生れな がらの 盲人 黑 {n の 色 を 問 ふに、 是に 答る に黑 きとより 外に 云樣も 無し、 其黑 きを 知らぬ 者に は、 

千度 說ても 解が たし、 凡 身に て 三世の 論、 是に 等し、 昔爲家 卿の 若き 時、 慈圓 僧正の 門弟に 成 給 ひ、 歌 

稽古 有しに、 慈圓 より 爲家 卿の 許へ 送らる 、文に、 少將 どの、 頃日 歌 御け いこ 有が 難義 など を 少しも 問 

はせ 給 はす、 器 EE の 御 心 ざしと 見え 侍る と 書 送られし となり、 なべて 物の 奥 儀 をいた く 探らす はよ から 

ぬに や、 其 場へ 至らば 自ら 開くべし、 祌怫も 唯た うとみて よし、 深く うがてば 色々 の 事 もやつ きて、 却 

て 疑 を 生じ、 信う すらぐ 事 多し、 

〇 有德 公寛 仁の 事 

有德院 殿御 代 御 鹿 狩に、 御先 手 頭 某、 組 を 連て 稗 先を備 しに、 まだ 夜 深き に、 後の方より 唯 一 人馬に 乘 

切て 来る 人 有り、 彼 某 咎めて、 御先 手 某- 此所を 固め、 罷在處 に、 何事 成 や 狼藉な りと 急 度 振 返り 見れ 

ば 上様な り、 はっと 驚て 平伏す、 則 彼 人の 名 を 呼せ 給 ひ、 精 を 出せと ヒ意 にて、 乘拔給 ふ、 御 跡に て 相 

備の 同役へ 此 次第 を 語る 某 浮沈爱 に究 ぬ， 早 * 退て 遠慮 を 可 伺と 存す るな りと 語る、 同役の 人 聞て、 曾 

て 夫に 及べから す、 其 御言 葉 を 被掛し 所が 御免の 印し なり、 然るに 遠慮 を 伺れ なば、 却て 思 召に 叶 ふま 

じと 申 故に、 其 儘に て 御用 相 勤し に、 何の 御咎も 無り しと かや、 彼 人の 直 物語な り、 (向井 兵 庫 後 伊賀 

守 京 町奉行 を 勤し 人な り) 其 御 時代に、 斯る事 多し、 濱 御殿 御成の 節、 掃除人 足 一人、 うろた へ殘 居て、 

人 御の 音に 駭き、 走り出る とて、 御 目通りへ こけつ まろびつ 行當る 如くして 5?^ 出ぬ、 御供の 面々 苦々 敷 

も 思ふ處 に、 其邊り を御覽 有て、 目 付 共 は不居 やと 御尋 なり、 居 合せ 不申旨 申 上 るれば、 夫 切に て 何の 

御沙汰 も 無り となん、 目 付の 目に 掛 りて は、 御 用捨 遊され がた きとの 思 召なる べし、 

Q 角力 取 渦が 崎の 事 
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仙臺の 渦が 崎と 云 角 ふ 力 取り 稍 年た けて おくれたり、 其頃巖 石と いふ 取 出の 角力 (後に 諾問津 と 云) 初日 

より 勝 そめて、 段々 八日 目 迄に、 片屋の 名 有る 相撲に 悉く 勝て 今 は 合す 相撲な し、 翌は 誰と 取らせん と、 頭 

取 其の 評する 處に、 禍が崎 出て、 明日 我 取らん と 云 ふ、 頭取 を 始め、 其 外 相撲の 好士、 相撲 溜に 來て是 

を 聞き 必 無用な. os、 今少し 若き 時なら ば 勿論の 事な り、 おくれの 身に て 、斯様の 取 盛の 角力に 對 する は、 

いらざる 事な り、 色々 止れ 共 不聽、 我 聊思ふ 所有り、 是非に 可 取と 云 ふに 仍り、 習の 手相 かくの 如しと 

行司より 見物へ 披露す、 渦が 崎 は、 日頃 最負 多き 相撲 故、 是を 聞く 人お くれの 身に て 迚も 叶 ふま じきに、 

扭々 無用 成 事 哉と 氣 毒に 思 ひ、 去 にても 流石の 上手 なれば、 如何に や 有べき と 取々 に 評判して、 翌を待 

兼ね、 好士 いち 早く 詰掛 て、 彼の 勝負 を 待つ、 旣に兩 方名乘 合せせ て、 立 合 ふと、 否、 岩石が 領を禍 が 

崎檔と 張る、 巖石氣 を 立て、 例の 得手 を 以て 満を 一 擧 に投ん とする 所 を ほぐれ を 取て、 見事に 巖石を 投げ 

たり、 其時數 千の 見物、 我 を 忘て 踊り 揚り、 手 を 拍ち扇 を 投げ 是を 譽る聲 雷の 落る 如し、 最食の 見物、 渦 

を 扇ぎ 立ぐ 如何に やよ くく 覺ぇ あれば こそ 望て 取し 甲斐 有て、 比類 無き 勝負 驚 入ぬな り、 我々 見切 者 

にて、 凡 勝敗の 筋 を も 見 分れ 共、 今日の 事に 於て 合點不 行、 奈何と 問 ふ、 渦が 云く、 御 不審 尤に 候、 此程ぁ 

れ是が 取 を 見る に、 誰と 取に も 得手の 一手 を 以て 勝績 けぬ、 此の 一 手 計なら ば ほぐれ 取て 可 勝手 段 有 之 

處に、 應々 今 を 盛の 者 共、 其 工夫 付ざる や、 悉く 負ぬ、 我なら ばお くれたり とも 取て 可 見と 存れ ども、 

取 出の 角力に、 おくれ を 掛る時 は、 必す取 出の 方より、 得手 を不 出、 唯 一 通りに 取 物な り、 夫に て は 折 

角 望て 立 合 ひても 無訟と 存じ、 頃日 其 得手 を 出させる 工夫 を 致 居候が、 昨日 漸々 存候 故、 望て 取 候ぬ、 

其 工夫 は 別儀に 非す、 手 合 を 致 候と 否、 敵の 頗を張 候が 則 其、 手 立な り、 夫に て 相手に 氣を 持せ、 おく 

れの あしら ひ を 忘れさせ、 得手 を 出さん の 謀に 乘て 候、 案の ごとく 其 謀に 乘 候て、 思 ひの 儘に 勝 候ぬ と 

申ければ 聞く 人 渦が 崎、 か 機變を 感ぜし とか や、 

〇 謠 曲者 園 久兵衞 の 事 


謠 曲者 園久兵 衞、 搽磨路 に 弟子 有て、 先年 招かれ、 彼 地に 暫く 滯留 する 內に、 洛に謠 のト： 手下り し 由、 

近鄉 聞った へ、 あれ 是來 て、 知る 人に 成り、 謠を 所望す る 故 一曲 謠ふ、 さの み 感心の 體も 無し- 跡に て 

噂 を 聞けば、 指た る 事 もな き、 唯の 謠 成る よしの 沙汰な り、 總 じて 上手 名人の 事 を聞傳 へて は、 何で 格 

^の 事 も 有様に 思へ ども、 錄竟 唯の 事な .cz 其 唯が ならぬ 事と 知るべし、 古人の 傳 記記錄 にて 事々 敷 聞 

ゆる 事 も 皆 其の 如くに や、 
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ヘム 湖 草 卷之 五十 七 

塵 泥拔萃 

〇 菓子の 狂歌の 事 

武者 小路 殿 歟烏丸 殿 敷 忘れたり、 御門 弟の 某 新 製の 菓子 「けぬ が 上」 と 云へ る を 棒ければ、 賞し 給て， 

其 家の 雜 掌なる、 人の 取敢 すよ める 由して 下し 給 ふ、 

心ざしぁ っき：^かのけぬが上に積りてふかき雪もめづらし 

假 初の 戯 も優艷 なりけ るよ、 菓子 は 氷 砂 搪 に 衣 を 掛け 製れ るな り、 銘は 誰が 名付けし やらん、 いと を か 

しげに 聞 ゆ、 

C 石 原巿正 逸 道の 事 

石原巿 正は鄕 中の 神職な り、 き はめて 早道の をの こに て、 常に 浪花に 友 有りて、 是へ往 きか ふ 事 近 村へ 

經歷 する 如し、 ：= 返りに 參宫 せし 事お しと かや、 或 時 用事 有て， 山道 を 通る に、 山賊 二三 人 有りて 酒手 

を 乞 ふ、 爱ぞと 思 ひて、 懷へ手 を 入れ、 サァ 酒手 をく れん、 我に 鑌 けよ とて、 隨分 逸足 を 出して 歩む、 

さらで だに 早道の をの こが 逸足 を 出せるならば、 なに かは鑌 くべき、 山賊 も 一 一 一町が 程 は 追 ひかけ しが、 

あれ は 天狗 歟と 罵る 昔、 幽かに 跡に 聞え て 止ぬ、 其 時 着た る 菅笠の 菅、 風 を 含て おの づ から 拔 けたる 由、 

自身が 物語な り、 其 友た る 人 兼て 早道に 付て 見 度 思 ひ、 石 原に 斯と中 せば、 迚も 叶 ふま じ 入らぬ ものと 

留 けれ 共、 遠方 は 所詮 及びが たし、 責て祗 園 淸水は 同道し なんと 云 ふ、 去らば とて 伴 ひける に、 何とな 

く 足 取お くる- - 儘に、 或は 走り 追 付て 漸く 祗園迄 はた どお つける が、 最早 叶 はすと て、 二 軒 茶屋の 邊に 
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腰 を かけぬ、 されば こそと 石 原 計淸 水へ 參る、 跡に て大 息をつき、 あっき 茶 を 一 服た うべ 切らぬ 內 に、 

はや 石 原 は 向 ふより 戾 りぬ、 希代の わざな りけ り、 常に 石 原が 云る は、 世人の 人足 計りに て 歩行す る 故 

草 臥る、 なり、 我 は ある 時 は 足に て 歩み、 又 腹に て 歩み、 扭て乎 さて 腰と 歩き 所を替 るな り、 夫に て 足 

りて 草 臥る 事.！ しと 申しき、 總 じて 一 事に 得た る 人 は 益 有りて 楠 兵の 泣 男 すら 功 を 立てに き、 增て早 

道な ど武 にあり て は 云に 及ばす、 常々 の 益い くばくな らん、 

〇 長 If 唐 商人の 事 

長 崎 商人 曰、 唐土、 吾 朝、 人情 尤も 異なる 事無し、 南京の 人 は 人品 宜し けれども 商事す、 どくして、 杜 

秤 を はね 込む 15- など、 和 朝の 人の 及ぶ 事に 非す！ 國幷に 外 國の人 は、 人品 格 ふっか なれ 共 商 正路に て 

相手に 成よ し、 -报 互に 毎年の 様に、 崎府 にて 出會ふ 故、 唐人と も 心 易く 成り、 和語 能 通じ、 あの方の 様 

子 を 問に、 瞎も 金つ まりに て、 代呂 物の 趨り、 何 角 工面の 賢き 事、 和國 はだしの 沙汰な り、 諸相 場 を 聞 

けば、 たと へば 大紋 Q 飛紗綾 着尺に て 二 寸八分 高直 成 時が 三 匁 位、 其 Q 餘准之 由 〔割 註】 此類御 買 上 一 d 

段の 凡 十五 匁の よし 落札 直 段 は 四十.^ 位 凡 如 此の 割べ 口な り」 日本の 氣 にて は、 めったに 安き やう なれ ど 

も、 其國を 以て 見れば、 其 害の 事な り、 担し 【割 註】 銀 通用 は此 格に て 差閊有 まじ、 錢 通用 は 如何し 

たろ 物に や 和 Q 一  錢の 割にして は錢 殊の外 卑く 成る 可 追 尊」 廣 商人 在府の 內、 妓に相 馴て子 を 設る額 

多し、 ^55 人の子 を懷姙 すれば、 c 卜 速 奉行所へ 訴へ、 出生 すれば 撿使を 受こ、 改有 となん、 さて 所に て 養 

育す るに、 其 唐人 大方 年每に 渡る により、 年々 彼の 幼兒へ 土産 を 持 わたり、 富裕の 人 は、 崎 府の入 を 

額み 家屋 舗 等 を 求て、 嬰兒の 家督と す、 總 じて 日本に て 出生の 子 を、 異國へ 連れ：^ る 事 御 制 禁に仍 り 如 

此、 故に 父子 離別の 淸哀 なる 事 多し、 紅毛 は 都て 鼻高く 先 赤し、 出生の 子 皆 同質に て かくれな し、 一 固 

の 人相 同 敷 事、 餘國に は 類な き、 へ ひ ノ敷國 なり、 

〇 女中と いふ 語の 事 
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ぼんと 町の 座敷に 俳諧 Q 會 有て、 四 五輩ェ 案して 居る 中、 中 居の 女 酒肴 を 運びて 付 居れ ども、 うかれ 客 

と 違 ひ、 皆々 物案じの 姿 なれば、 不與氣 にて、 傍に 侍る 所に、 繩手裏 を 麗しげ なる 女の 通れる を、 連座 

の內の 人， 向 ひに よき 女中が 見 ゆると 申せば、 彼 Q 中 居 見て、 ィ ェ. （- あれ は 女中 樣 では 御 虚り ませぬ、 

町ので 御座り ますと 申しぬ、 彼の 邊の妓 を さして 女中々々 と唱る 故、 其の 餘は 女中と は 云 はぬ ものと 堅 

く. &し覺 たる も を かし、 

〇 三 井淨貞 華奢の 事 

洛の三 井淨貞 (今の 三 井 一統が 爲には 主家な り淨貞 家は當 時衰廢 す) と 云 ふ 町人 奢り 高し、 吉見 喜齋と 

云 ふ 茶人と、 常に 親し、 暮 行く 歳の 日數も 僅に 殘れる ころ、 喜齋 許へ、 人して 廳峯 の茅窒 しつら ひ 成就 

しぬ、 獨り 見に まかる もさう/^ しきに、 いざと 誘ひ來 ぬ、 折から 年の いとなみ 最中な り、 い つ とても、 彼 

方へ いざな はれて は、 日 を 重ねて 歸ら ざる を、 喜齋が 妻女 兼て 知 ぬれば、 斷を云 やり 給へ と；； ムへ ども、 夫 

も 疎き に 似たり、 一先 づ件ひ 行て、 早々 歸 りなん とい ふ、 穴 賢 疾く戾 り 玉へ と 約して、 使と 俱に 喜齋は 

出 行き、 淨貞と 伴 ひ、 鷹峯 へま かる、 拔山莊 のこな たより 彼の 茅窒 をつ く， 打眺 て、 淨貞 云る は、 此 

の 山家の 中に て、 藁屋 にし つら ひし は、 物數奇 あしかり けり、 喜齋 何と 思 はる、 やと 問 ふ、 實 にもと 答 

ふ、 夫より 室に 入て 先づ內 のし つら ひ は ともあれ、 茅葺は 早く 崩して、 瓦 葺に替 へと. 5 なき 事に 長途 を 

誘 ひて 與 なし、 いざ 島 原へ 行なん と 云 ふ、 喜齋は 取敢す 常の 形に て、 まかりし 故、 餘り 見苦しと 云 ふ、 

夫は菩 齋 ほどの 人に 似合す、 衣服 を 飾りて 何に せらる i ぞと笑 ふ、 さらばと て麾峯 より 駕を 飛して 島-ぬ 

へ 行く、 職 日の 迫る をよ そに なして、 長閑き 心地して 遊び 戲る內 に、 僅かの 日 數も盡 きて、 はや 大晦日 

になり ぬ、 喜齋 妻女との 約 も 相違して、 心う はの 空に て やう/, \ 座敷 をぬ けて、 足 を. g に歸り 道す がら 

思へ る は、 定めて 年の 仕舞 ひも 不都合に て、 さぞ や 妻女の つぶやき なんと、 家. M: ながら 直に も 得 這 入ら 

で、 密かに 外面より 內の體 を 窺 ひみれば、 みそか もはや 暮々 て、 妻女 は 表の 妻女と 快く 打 語り 居る、 先 
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はつねで あしから やと 思 ひ、 すっと 這 入て、 いかに やと 尋れ ば、 今年 は 幾年に なき 仕舞 ひに て 例より 早 

く 取い となみし とい ふ、 喜 齋合點 行す、 其譯を 問へば、 拔 は 何事 も 御存じな きに や、 一 n: 伴 ひ 行 玉 ひし 

跡へ、 彼の 方 手代 衆 下男に 錢 かます を 持せ 來、 事し げき 折から、 喜 齋老を 誘 ひ 申し、 さぞ 留 主の 內難義 

たるべし、 夫 故暮の 仕拂ひ 此方より 致 遣候樣 申し 付ら れ しなり、 買 掛り其 外 一 式 書付 15^ せられよ と 有 之 

故、 悉く 差 出せば * 算盤に て さらく とおき 立 見て、 扭々 僅の 仕拂 哉と 笑 ひ、 折角 主人の 心 ざしに て 越 

されし 事 なれば、 まだなん ぞ おも ひ 出されよ、 っゐ でに 仕舞 ふて 歸る べしと 申さる、 ゆ ゑ、 あらゆる 事 

ども 申出し、 それ. <\ に 持へ 吳 られ、 今年 ほど 緩やか 成る せいぼ は 無しと、 斜 ならす 悅ぶ、 喜齋扨 もと 

始て 我を折り、 世上の 人 毎に おもての 潛上 を專ら する 事なる に、 頃日 數 日の 內、 彼 人と 膝 を 組 居たり し 

に、 其 色目 見えす、 追 名に お ふ淨貞 なりと 感心せ しと かや、 加樣の 類の 潛上 をす る 人 は 稀 成るべし、 

〇 千 足 屋又眞 吝嗇の 事 

百足 屋又 眞は是 に反して 吝 なり、 召 仕 ふ 手代 夏の 頃 縮の 帷子 を 着し 居る を 見咎めて、 以ての外 不興 じ、 

1^ 義 する、 彼の 手代 云る は、 右の 縮 は、 疵物に て、 晒 島より 直 段 下 直 故、 勘定 合に て 着した る 由 申披き 

ける に、 更に 肯ぜ す、 其の 直 段の 事に は あらす、 某が 手代た る もの、 縮 を 着る と 世上に 沙汰 有て は、 家 

風の 害な り、 總 じて 町人の 故 もな きに 苗字 を名乘 り、 物 毎分 限 を 越る は、 永久の 謀に 非す、 町人 は 唯 何 

屋の 誰に て濟む 事な り、 萬づ 其の 規矩 を 及す 時 は、 あたらす といへ ども 遠から すと て、 右の 手代 を 暇 を 

出しけ る を、 色々 佗け る 故、 漸く 宥 免し、 過怠と して、 十日の 間 米を蹈 せけ ると かや、 此の 親 仁 常に 起 

て 表 を 明け、 店に 多 葉 粉 盆 を ひかへ 寒氣 とも 不云 遠見して 居る 故、 近邊の 若人 朝歸 りな どす るに、 迷惑 

して f 槿ゃ 見せす 一輪^く 親 仁」 と 申して 忌 嫌 ひける となん、 或 時 養生の 爲、 有馬溫 泉へ 心 易き 醫師を 

伴 ひ 行き 日 を 重ねて 逗留す、 其 間に も ざん/ ^.\吝 さか 成る 事の みに て、 醫師我を折けるが漸く^！洛する 

と、 直に 白銀 五 枚 縮緬 一 疋 添へ、 此 程の 禮の 由に て、 醫者 方へ 送る、 醫者 驚て 門 違 ひならん と 斷を云 へ 
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ども、 手代 も 添 ひ 來り相 達 ひも 無れば、 早々 又眞 方へ 行き、 御影に て寬々 入湯し、 是 よりこ そ 御 禮可申 

處、 唯今の 御使甚 以て 迷惑 仕ぬ、 如何 成 思 召に やと 尋れ ば、 又眞倩 聞て、 其 許に は產 業に 御 緩怠 1?^ と 見 

えて 歎し く 侍る、 今度 湯治に 御 失 却 無しと 思 召 や、 全く さに 非す 甚御失 却を掛 しなり、 此 一 月が 程、 療 

治 を 差 置、 い たづら に 暮し玉 ひし 事、 我 故 なれば 責 ての 寸志に 謝するな りと 答し とか や、 此の 又 眞隱居 

以前 仁左衞 門と 號 せし 內は、 遊 所な ど は 足 踏 もせす、 隱 剃髮 してより、 殘生を 養 ふ 所な りと て、 遊里 

へ も 折々 まかれ 共、 隨分垢 付た る 不斷着 を 持せ 行て、 遊 店の 上り口に て 直に 是に 着替 て、 途中 着用の 衣 

服 は 念 を 入て 墨： チ ：一 ぬる を、 友た る 人夫 は餘 りなり と 笑へば、 又眞 眉を颦 て、 旁は不 了簡 成る 申 様 哉、 遊 

里 は 酒？ 油の 類 衣服に 掛 りて、 不淨の なり、 然るに 世の 人 常に-^ 服 を 着て、 加 様の 所へ 美服 を as る は 

何の 用ぞ や、 大成 問 違 ひなるべし、 不淨の 所では 不淨の 物 を 着る がよ し、 去と て 途中 はさながら 不相應 

の もの も 着が たければ、 途中より 着 35 を改 るな りと 申き、 吝 さかながら 一 理 有て、 面白き 言葉 あまた あ 

り ぬれ ど 聞. ほし 侍る、 

C 移 屋甚右 衞鬥大 滔の褰 

柊 Is ^右衛門 は、 かくれな き 大酒に て、 其 頃 今 一 人 何と やらん 云 へ る禪 門と 此の 兩人は * 1 席に 一 斗 宛 

の 滔を飮 と 云 ふ ia^ 院 御所 叙 聞 ましく 兩人を 召れ ける に 格 屋は餘 の 事と て 召れ なば 面目た るべ けれ 共、 

酒に ての 譽れは 恥な りと て、 所勞を 申立て 參ら す、 今一 人 は 召に 應 じて 院參 し、 一斗の 酒を飮 しと や、 

此格屋 或 時、 矢 橋の わたり を乘 ける に、 荷 桶に、 酒 一斗 餘 入て 持た る 童 僕 同船し ける が、 戯に 申け る は、 

哀れ此の船中に此の酒^^飮人有らば振舞ひなんと云ふ、 柊屋 聞て 我：^ べきが 彌々 振舞 ふやと 問 ふ、 いか 

にも 振舞 ふべき が、 其替に 一滴 にても 淺 りなば 代物 を. 取ん と 云 ふ、 さらばと て 引 掬 ひ. -\ ひた 飮に飮 て 

忽ち 干ぬ、 乘 合の 人々 あきれ 栗て 見物す、 實僕 はよ もやと 思 ひて 戲に 申せし が、 親方の 手前 難儀な りと 

當惑 する を、 柊， isi 見て さ/ J そ 有らめ * たと へ斷を 申す とも、 其 代 は 遣す 積に て 飲たり とて、 料 足 を 渡 
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して 立^れぬ、 此事を ある 草紙に 他に よそへ て 書き 載たり、 虛談に 非す、 其 子孫 蛭 牙齋羅 人が 直 物語な 

り， 

C 岡 和 仙の 事 

岡 和 仙と 云 ふ 碁 打、 棋會の 席を設 くるに、 人 寄 少な かりけ わば、 或 人、 

碁 やなら ば寄大 炊な と 有べき に 岡 和 仙と は 御手 違 ひ 哉 

〇 京師 落 書の 事 

牧野 河內守 京都 所 司 代 の 節、 洛の 町に て 鬼 や 角 批判 の 事 有け るに 退役の 時、 

河ち どり 立ば 嬉しく おも へ どもな ど かね Q 歸らぬ ぞうき 

其 跡 土 岐丹後 守 仰 付ら れ しかば  . 

紋 きしゃう 又 かる かやで 有まい か牧 やかし は を 見る につけても 

〇 人交彌 六左衞 門の 事 

右の 牧野 河內守 取次 番の士 に、 入交彌 六左衞 門と 云 ふ 者 有り、 珍ら しき 姓名に て、 其 上 言語の 少し さガ 

かならぬ 男 故、 諸家の 使者 來て名 乘合ふ 時 姓名 聞え 兼る 故、 再往 いひても 見えす、 さの みは 問 ひ 難くて 

歸り 懸け 門番に 其 士の名 を 尋て歸 る 使者 多 かりし となん。 

〇 拜賀 实謠 曲の 事 

堂上 方拜 賀の实 席へ 謠 曲の 者 を 召れ ける に、 幸 ひ 御 長袖の 賀筵拜 見 もした しとて、 或 素人 二三. < ^申合せ 

參 りしに、 何の 大納言 かの 中納言 殿、 段々 參向 有て、 式々 の 盃濟み 酒宴 闌に 及び、 それん \- の 祝儀つ ゐ 

で宜 敷うた ひける に、 輿に 乘じ給 ひて 何 大納言 殿と やらん は是を 付けよ とて、 何敷謠 出し 玉 ふ を 聞けば、 

其謠を 知らす、 二三 句うた ひて、 サァ 付けよ と宣 へど も、 唯 ハツ，， <\ と 計に て * 汗をかき 居る 故、 餘の 

公卿 達氣の 毒が りて、 助 音 有り、 謠ひ 終りて、 皆の 者 は、 謠の 役に 来りながら、 是を 知らぬ やと 笑 15 
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r ふ 故、 素人 共 赤面して、 唯今の は 何と 申す 謠 にて 候 やと 申に ぞ， あれ は 俊成忠 度な りと て 各 こぞり て 笑 

ひ 玉 ひ、 結句 是が 興に 成て、 猶々 酒 も長ぜ しと かや、 此の 謠 遠き 物に も 非す、 普通の 者. • 謠の樣 にもな 

し、 さすが 素人 故 各覺ぇ ざり しも を かし、 堂上 方に て は、 此の 謠 武家の 四海 浪と 同前に て、 假 初の 參會 

草 一 にも 出ぬ 事な く、 殊の外 近き 謠と 思召處 に、 知らぬ と 申せし 故、 人々 笑 ひ 給 ひぬ となん、 理り哉 松の 葉 

の 散り 失ば、 正木の 墓 長く つた はり、 鳥の 跡 あらん 其 程 は、 よも 盡 せじな、 敷 島の 歌に は、 神 も 納受の 

と 云 ふ 文句 なれば、 堂上に 專ち謠 玉 ふ 害 Q 事な り、 此の 素人の 噺に、 や ごとな き 御參會 なれば、 さ 程 優 

美に 物每平 人と は 違 ふらんと 思 ふ 慮に、 酒 振 其 外 打 解 玉 ふ體、 更に 平 人と 替る 事無し、 去れ 共 貴 卿々 々 

と宣 ふば かり は眞 似の ならぬ 所と 申き、 

〇 數 ならぬ 身と いふ 事 

數 ならぬ 身な ど 常 ざまの 人の 云 ふま じき 事に や、 畢竟 云 はすして 知れた る 事 なれば なり、 光廣 卿の 耳底 

記 云、 貴人なら ぬ 人の、 數 ならぬな ど 詠ぬ ものな り、 其 故 はなんでも なけれ ども、 數 ならぬ 杯と よむ は 

貴人 高位の 人の 事な り、 久 我大將 殿、 愚 庵と 御 付 有た る を、 稱功院 笑 給 ひしな り、 愚 極と 云 ふ 事 唐 日本 

に 二人 名前 有り、 至極の 智者 成が 故な り、 讀 方の ロ傳 なり 云々、 憶 ふに、 今時 人の、 謙 下の 心に て 付る 

名に 間遠 多 かるべき 歟、 

〇 加州 太守 老中へ 返答の 事 

先年 何 かの 御 事に て、 金子 五萬兩 加州へ 御 借用 被 仰懸事 有て、 先 づ御內 がら 御 聞 合 有べ しとて、 加州 太 

守 登城の 砌、 御 老中 松 平 左 近將監 太守 を 呼び かけられ、 密談 有しに， 先づ 御用 金 は 何程の 御 事に 候 やと 

被 尊、 五萬兩 程の 俵の 由、 將監 返答 有ければ、 奉 長ぬ、 何時も 仰つ けらるべき 由、 餘り速 か 成る 御請 故、 

却て いか^ 敷 被存候 や、 重ねて 將監被 申け る は、 中將 殿に は、 御大 家の 事に 候へば、 加 程の 儀 は 容易に 

思 召べ く 候へ ども、 猶亦其 筋の 御 家来へ、 とくと 吟味 被 仰 付、 其 上に てるの 御 返答 可然由 申さる. -處 に、 
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是 は將監 殿の 御言 葉共覺 えす 候、 御內 分に もせよ、 上への 御請に、 爭で 卒爾 を 申 上 候 はんや、 當 家の 骸 

代々 大阈數 州 宛 行 はれ、 無比 類 高祿を 食しながら、 格別の 御 奉公 も 無く、 誠に 冥加に 餘り候 仕 合 故、 責 

て 御 恩 謝の 爲に、 預け 下さる 上ニケ 國の義 は、 とくと 心掛け 置、 風土の 事 は 勿論、 其 外不依 何事、 胸中 

に 心得 罷在御 尋に應 じ、 御 卽答相 成 候様覺 悟仕處 なり、 增 して 金銀 米 は不及 申、 大切の 儀に 候へば、 中 

々家来 任せに 不致、 一 々勘定 合 等 致し 罷在候 中に、 公儀 御用 金の 義は、 當時御 在 城の 御 天守 御 普請 仰 付 

られ候 は、 當家 一 分と して 造營仕 程の 儀 は、 先祖より 手當 仕置 候ぬ ，剩へ 今度 御 W の 程の 俵に 於て を や、 

直に 聊の御 事に 候へば、 卽墜の 御請 仕 候と、 詳 に演述 有ければ、 將監 かへ す 言葉 も 無く、 犬に 感心 せら 

れ、 則 上聞に 達せら る、 處に、 有 德院公 最も 其 將器を 賞美し 給 ひ 勿論 掷金も 早速 被 差 上ぬ とか や、 

〇 常世 英傑の 將の事 

明 和の 末 山 州 淀 城主 稻葉丹 後 守 K 益 (ィに 美 濃 守 正弘) 箕裘 を稟嗣 てより 其臣田 邊釆女 信吉か (ィに 勝 

敬後權 太夫 改) 物に 觸れ、 緩怠 非 儀 ある を 兼、 て 量 知 せらる と雖 も、 筋目と 云 ひ、 さし も當時 家長の もの 

非を顯 して 除かれん 事 を 厭れ、 夫と なく 身 退く 樣の內 意 有て、 田 邊は役 を 退きぬ、 さて 家臣 某 を 呼て 

曰、 當家窮 し、 公私の 事に 差 岡候條 以ての外の 油斷 なり、 儉約是 々を 以て 往々 に 償 ひ 行べ し、 且つ 先年 

火難に 仍り 兵器 多く 失せぬ、 是暫も 難 差 置 事ながら、 當 ffl の 借 銀 だに 返 辨滯る 折 なれば、 其 調 俵 出來難 

からん、 吾 幸 ひに 數 年の 間に 身 を 約して、 密に 用金 を貯 置ぬ、 其 數旣に 一 萬 1- に 及ぶ、 是を 以て 武器 Q 

用 たるべし、 去ながら 御靜謐 の砌、 當 家に 於て、 武器 修復の 事、 上への 憚り 世の 聞え 旁 以て 穏便なら す、 

伎 之 其 意趣 を 江府へ 言上 を經て 執行 は^、 尤も 御 聞 得 も 可 有事 なれ ども、 右 丸の 內 炎上の 事 も、 最早 餘 

程 年を經 たる 上、 人 r と 成て 是を 申立る 時 は、 先代の 怠 を顯す 道理 故、 是を 以て 言上に 及び難し、 詮 する 

處、 一度に 是を 整ん とせば、 世の 批判 も 有べ し、 年を經 て、 追々 に 不足の 物 を 補 ふより 外の 仕樣 は 無し、 

但我貯 の 金 を 以て、 差 當る借 銀の 方を捨 置て、 武具の 修復 を するとい ふ 事 を、 銀 主共洩 聞かば、 町人の 
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  六 七。 

心に て は 不都合 不實の 様に 思 ふべ し、 此段 尤も 歎 か はしと 雖も餘 事と 違 ひ、 武器の 事 は、 偏に 差 置が た 

し、 我 不實に 非ざる 段 は、 此後身 を 約し、 連年の 功 を 積て、 銀 主 共へ は 申 技くべし と 委く被 命 之ければ、 

其 臣大に 感服して、 其 命に 隨ひ、 とり. に 用意 を 整け ると ぞ、 斯る 治平に も將 器の ん絕 せぬ こそ 目 度 

けれ、 是に 付ても 細 川 越 中 守 重 賢の 事 を 傅へ 聞く に，' 彼 家 代々 不如意に して、 江戶 にての わる 口に も、 

かな 氣の 出る 鍋签の 呪に、 細 川と 書けば かな 氣出 すと 申 程の 事 成し も、 重 賢 家督の 始、 格別の 儉約を 取 

立て、 入 國の節 長 臣等を 集めて、 こま- 4\. 法令 を 申 渡され、 自分の 着用 も 綿 服に 改られ ける を、 長臣の 

內 より 申け る は 御 小身の 御 家に は、 左様の 儀 も 承 及 候へ ども、 御當家 は 御代々、 終に 其 例 無 之、 此儀は 

如何と 申 けれども、 是は 家例に 拘 るべ からす、 自らの 心の 戒 なり、 家中 大身 は 申に 不及、 其の 以下 質素 

を宗 として 面々 程々 の覺悟 有べ し、 我 綿 服な りと て、 大身の 輩 右に 准す るに は不 及、 且當家 借 銀の 事、 

是迄 相對の 仕方 不宜 と覺 ゆ、 凡 其 家へ 立 入る 百姓 町人 等 其 家の 用 を 聞に 付け、 銘々 相 應の德 分 を 得る に 

仍り、 其 恩 を 忝と して 立 入ん 事 を 願 ふ、 おや 金銀 を 用 立 者 は、 夫々 の 利 分 取 事 なれば、 猶更銀 主の 方よ 

り、 用 立ん 事を冀 ふべき に、 傳へ 聞く 當 家の 用 向 をば、 世上に 忌 嫌 ひて 是を 避ん とする を、 役人 共 色々 、 

調練 を 以て 是を饞 し、 討って 漸く 借り 入る、 由、 是甚 不實の 至、 他聞 を耻 るに 堪 たり、 左様の 手段に し 

て、 金銀 を 調る 事、 向後 堅く 停止 たるべし、 前 よりの 借 銀 段々 約束 違 ひ、 不實に 相 成 可 有 之 分 は、 我 

々儉約 を 以て これ を 償ん、 以後 新に 組 借 銀の 分 は、 手法 を改て 實義を 以て 相對 すべし とて、 是 迄の 銀掛 

りの 役人 悉く  られ、 銀 主の 分へ も 改て申 渡 有 之、 始の程 は、 又是も 一 つの 調練なら めと、 皆 人 肯がは 

ざり しが、 月 を 超え 年 を 重て、 重 賢の 一一 一一 c 行 相等しく、  f ヒ路 なる に 各 心 伏して、 當時彼 家の 通用、 他家に 

勝りて、 最も 自由な りと かや、 總 じて 國 政の 直なる 事、 皆 是に准 すれ は、 國中大 に 潤色す、 就中 刑 S 非の 

內、 國中拂 の 一 刑 を 止ら る、 其 謂 は 犯 科の 者、 國を拂 ふと 云 は、 公儀の 政道に は 有べき 事な り、 私領に 

於て さやうな る 徒ら 者 を、 我 國を拂 て、 他領へ 趨 らしむ る 事、 他 國へ對 し、 甚無禮 狼藉たり、 ^後 右の 


科 相 當の者 は * 仕樣 有と て、 I 廓 をし つら ひ、 夫へ 追 込み 放し 囚人， 0 如に して、 差 置き、 家中 を 始め、 

城下 鄕 中に 至る 迄、 人夫 入用の 節 は、 無賃に て 渠等を 可 雇 遣と 被 令、 札 を 以て 廓の 出 人 を改 させ、 帳面 

に 名前 を留 て、 改の 役人 札 之、 其 內に非 を改て 出精し、 家業に 取 付く 志の 者 有れば、 役人 吟味の 上、 名 

所 を 書 出し 其 段 被 申 上れば、 則 其 科 を 免して、 廓 を 出す、 ^？！右雇れ岀候ョ數も、 悉くお 扶持 を 被 付 置に 

仍り 出精して 毎日 雇る」 者 は、 扶持米 大分 延有之 を、 役人 其助定 して 科 免の 節 賜 之、 則是を 元手と して、 

產 業に 取 付 もの 多し、 又 入 廓 以後 も聊 改めす、 再犯の 者 は國の 費な りと て、 小 科と 雖も靳 之 其 外國政 

の 事數々 承りし が 忘れたり、 又 一年 朝鮮人 來聘の 頃に や、 宗對馬 守 不如意に 付、 細 川 家と 緣 有に 任せ、 

米 一 萬 石 借用 有 度 由、 使者 を 以て 賴 越る-^ 處に、 軍： 賢諾 せられす、 家臣 等 是を氣 の 毒に 思 ひ、 御 緣も存 

之 儀、 適の 御 頼の 事に 候へば、 少分威 共 御 許諾 有 度， H 申け るに、 m, 賢 云、 勿論 宗家へ 對し、 全く 疎 意 を 

以て 許容せ ざるに 非す、 被 賴品惡 敷 故な り、 侯 家 互に 私と して 糧米を 通用す ると 云 事 尤も 上へ 憚 有り、 

用金 無心なら-は、 隨 分身 程の 事 は 用 立べき 物 をと 申されければ、 家臣 實 にもと 口 を 閉づ、 重 賢の 行狀度 

々に I に 評する に 就て、 我 も 思 ひ 當れる 事 有り、 一日 植木へ 立 寄て 見れば、 杉 苗 を夥敷 集めて 荷作り 致. 

し 居け る を、 何方へ 遣す にやと 問へば、 是肥 後へ 下し 候と 申す、 其 所 を尋れ ば、 彼 國に方 何 里と かや 茫 

々たる 荒 地 有り、 作 毛 一切 不生立 樹木 も 無 之、 郊野な り、 當 太守 其 地 を 撿分有 之、 是國 土の 費な りと て 

上方より 杉 苗 を 夥敷取 寄せ、 彼 地に 檢 付ら る、 後年 榮 えなば 犬なる 國の 利益 成べ しと 語る、 { 貧 も 曰 頃沙 

汰 すろ 重 賢の 量 知 口 尤もなる 哉と ぞ思 ひし、 就 夫 以前 江 州 大津町 支配の 御 代官 古 郡 文 右衛門 は、 志 篤き 士 

なり 在役の 內關寺 逢坂 其 外大津 領の兀 山に 松 苗 を 隈なく 植 させたり、 當分は 其 功 も 見え ざり しが、 數十 

年を經 て、 近年 右山々 陰々 とへ 仏 生 茂りて、 結構なる 御 林 山と 成り、 年々 の 松茸、 且當時 御用 木 足代 木 等、 

多く 此 山より 出る、 今の 人 は 目前の 御 奉公 を心掛 て、 加 様の 御 奉公 をす る 人 稀な り， 今時 物^ 輕薄 なり 

し 事、 譬は 或る 鍍 冶の 語りし は、 古の 冶工 は、 H^s を 打お ろす 時 は 隨分鈍 かりし、 數 百年 を經 るに 隨ひ、 

六 七 1 


  六 七 二  ， 

其鐵 自然に 鍊れ てわざ 者と 成な り、 唯今 はさに 非す、 當 分の 間に合ねば 合點 せぬ 故に、 打お ろす 所 を わざ 

と鐵 をす かうて 盛りに 打な り、 去に 仍り 1 1 一 百年の 間の 新 匁殊外 はやりて、 麼々 の 土の 指 料に 専ら 用 之、 

此類 古の 锻 冶の 如く、 手數を 重ねば、 みなす かうて 一 向に 役に は 立 まじと 申き、 扱 又 播州 宍栗 領主 本 多 

肥 後守忠 可な ども、 英雄の 聞え 故、 絀川重 賢の 芳名 を 聞 及て 心 床しく 思 ひ、 交り を 結ばれし が、 菓 賢の 

行狀被 難し 泰を 聞し かど も、 忘れ 侍る、 人 r も 人物 無にし も 非す、 

〇土岐玄叔亞^^發見の事 

洛の土 岐玄叔 と 云 ふ醫師 は、 元來 僅に 業を營 みて、 貧しく 暮し. -が、 立身 を 志して、 先 づ可然 家居 を 買 

求ん と、 あれ 是へ 頼て、 銀 子 を 借り 集ぬ、 四條 堀川 高 倉 通の 角 屋敷 を 買得し、 頓て移 居 せんとて、 人足 

を 遣し、 其 家の 掃除 を させけ るに、 穴藏の 石垣 を 洗 はせ 見せに、 何と やらん 底に 光 有て、 唯なら ぬ體な 

れば、 其 內の石 を 一 つ 拔て功 者に 見せければ、 是は 昔の トタンな り、 當時 通用す る トタン は、 殊の外 性 

惡し、 此 時代の トタン、 適に 出れば、 價甚 尊し と 云 ふに より、 段々 堀 穿ちて 改見 るに、 四方の 石 坂 悉く 

トタンに て 積 上たり、 依 之 先 家主へ 尋れ ども， 曾て 其 所以 を 不知、 然る 上 は 天より 與へ給 ふ 幸-幅な りと 

て、 北 (筋の 人へ 觸 流せば、 追々 に 見に 來て、 斯る トタン は當時 外に 無しと て、 其 絶品 を 褒め、 銘々 に 入 

札す、 さらで だに 近年 トタン 大に拂 底に して、 相場 至て 尊き 最中に、 斯る絕 品し かも 夥しく 出た る 事な 

れば、 我 一 に 競ひ勵 て、 札 を 入る 程に、 此上も 無き 價と 成て、 悉く 售 渡ぬ、 玄叔圖 らすも 大金 を 得て、 

始の 調練 は 物 か は、 借 銀の 分 不殘濟 し、 餘金を 以て、 我 思 ひ 付の 事 を かせぎ 見る に、 新る 運 なれば 成す 

程の 事に^ 潤 を 得て 富裕の 身と 成り、 <fr は 子 係 其 家に 榮ゅ、 近世 最上の トタン をみ て は、 是 は玄叔 成ら 

んと 云る は此 謂な り、 


翁 


草 


耳底 記の そこ 爱を 少し 拾 ふ 

〇僧 正 遍昭の 歌の 事 

古 んマ にての 作者 いづれ と定 家に 勅問 有し かば、^ 正 遍昭と 勅答、 まこと すくなき は、 いか と あれば、 

夫 こそ 歌と いふ 物 なれと 申されき、 

〇 粟^ n:s: 眼 筆 屏風の 事 

粟田口の 法眼が かきたる 屏風 有り、 竹に 梅の 畫 なり、 是 を永德 見て 云 ふ 事 は、 あはた 口の 法眼の 綺 なり、 

まづ は 見事な りしと つ、 きに 云 ふなり、 予云扨 も 奇特なる 事 をし や あると 云 ひたれば、 そこで 云 ふ 事 は、 

見やう に 習 ひ 有り、 何 を も 其 物の 程に かきたる なり、 

r 名香 をき く 習 ひの 事 

名香 をき く 習 は 蘭 奢 待 を 本と して 夫より 淺 きこき、 あるひ は、 ききが なきな ど、 分別す るな り、 

〇 禁裏 御 能の 事 

去月 禁裏に 御 能 あり、 穿 S に 云く、 小 進 遊屋の 衣裳 似 あはなん だな り、 此時大 阪の太 鈹打彌 三が 云、 共 

事に て 御座 候、 小 進 衣裳に 手の なき は、 一 つも 御座な きなり、 た. - まる、 程に やと 云、 R 其 事な り、 如 

何様と する 事に、 よき 事 はなき なり、 いつもの 事に て、 其內に 何と やら、 めづ らしき 事の 有が よきな リ、 

其 時 予が方 を御覽 じて、 さやう に 風雅な どの 事 も 有な り、 よの 事 はしらす、 風雅な ど はさ やうに 有り 歌 

など もい かさまと 忍 ふと わるくなる とが 一度な り、 此次 云く、 主の 氣に あはん とする はわる し、 違 はぬ 

様に する よきな り、 碁に 勝ん とする が惡 敷な りと 云 事 有な り、 それ もい か 様と する もの わるき と 云 ふに 

つきての 事な りと 官ー ふ、 

咄の 次に 云く、 しふ や 能事の 外、 ト： わたり 能大 ぎれ に 成たり、 あの 藝も 功の 入 さまに わろ く 成 ものなる 

かた 様と なし、 奇特な り、 大きれ にて 詰る 所の つまりた るが みよき なり、 

六 七三  ， 
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I   六 七 四 

宗說 に謠を 所望 すれば、 長った と 云てから、 其 儘もう たはす、 ちっと 逗留して 又遲 くもなく 謠 出したり、 

所望と 謠出 す^の 拍子い く 度 も 同じ様に 有な り、 

〇藝 の あがる とい ふ 事 

久 次郞蓉 上りた ると あるつ ゐ てに、 何の 藝も 上る 分際が とうと 定 つて あると 見えたり、 私 云藝の 分際 有 

て あがる 程、 主の 分際 あると 云 ふ 事、 今迄 覺て 五六 度 もお しゃった なり、 

〇 中庸 を 得べき 事 

物の 抄を する に、 跡に 云 ふ 事 を 先に 云うて よい 所 も 有り、 また 後に 云 ひよ き 所 も あり、 云 過す も わろ し、 

たらぬ も わろ し、 其內云 過した る は あしきと 覺 えたり、 いひ も 過 さす、 云 も 落さぬ かたがよ いなり、 

〇-: ポ養 連歌の 事 

宗養 連歌 いかにも 細かに 有しな り、 それが 求た る やうなる 事 は、 一圓 無り しなり、 たビ いつもの 荻の 上 

風な ど 云なる 事 成しな り、 それが 誠によ ひものが 出て 有り、 是 でな ふて はと 思 ふやう に 有しな り、 

〇 宗祗宗 長 等の 事 

宗胝 物の 註 をした る 樣な事 はなき なり、 短くて 長く 書た るより は 能く Sg ゆるな り、 あそこが よくた けた 

るい はれな り、 

物の 細かに 成た る は宗牧 からな り、 人に 能く 物を敎 へたる 者に て 有しと なり、 

宗長は 古今 傳授 したれ ども、 餘り念 を も 入れなん だな り、 我 は 速 歌し にて こそ あれ、 道 をった へて 何す 

べき 事に も 非す、 連歌の つけ ぁぢ だに よくばと 云 ふ事餘 りか ま はなんだ なり、 その かみ 昔 も 今 もと 云 歌 

をよ みたれば、 三 光 院殿昔 もと い ふに 今 は 有 もの をと 仰ら れ しなり、 

〇 詠歌 制の 詞の襄 

かすみ かねた る 今朝 見れ は 雲 も 梗も锂 れて& おかねた るみ よし野の 山  家  隆 


草  翁 


花の やど かせ  おも ふとち そこと もしら す行暮 ぬ 花の 宿 かせ 野 邊の鶯 (此所 名な し 本ノマ 、) 


うつる もく もる 難 波 かた 霞まぬ 波 も かすみけ りうつ る もく もる 朧月夜に 具  親 

嵐 そかす む  相 坂 や 木末 〇 花 を ふくから に 嵐 そかす む 關の杉 むら  宮 R 卿 

月に あまきる  山た かみ 峯の 鼠に ちる 花の 月に あまきる 明かた の {:^.  讃  岐 

霞に おちる  くれて 行 春の みなと はしらね とも I ほに おちる 宇治 Q 柴船 寂  蓮 

むなしき 枝  よし野 山 花 Q ふる 里 跡た えてむな しき 枝に 春風 そふく 攝  政 

花の 露 そふ  駒と めて 猶水 かはん 山吹の 花の 露 そふ 井手の 玉 川  俊  成 

花の 雪ち る  また やみん かた 野の.， t ちの 櫻 狩 花の 雪ち る 春の 曙 (此所 名な し 本ノマ 、) 

みたれ てな ひく 春風の 霞^と くた え 5^ より 亂 てな ひく あ を 柳の 糸  大  輔 

雪の 玉 水  山 ふかみ 春と もしらぬ 松の 戶に たえく.，； い、 る 雪 水 式  子 

141 さへ に ほふ  よし 山 花の さかり やけ ふならん 空 さへ.^ ふ嶺 の- H 雪  守覺法 親王 

浪に はなる、 霞た つ 末の 林 山 ほの くと 浪に はなる k 模 雲の {仝  家  隆 

す、 しくく もる よられつ る 野 もせの 草の かけろ ひて 凉 しく * る 夕立の さ 西  行 

雨の ゆ ふくれ  うちし めり あやめ そか をる 郭公な くや 五月の 雨の タ くれ 攝  政 

きの ふ はう すき 小 倉 山し くる- -頃 Q 朝な/ \ きの ふ は 薄き I 今の 紅葉  定  家 

ぬる ともをら む 露し くれ もる 山陰の 下 もみち ぬる ともをらん 秋の 形見に {! 祭  隆 

ぬれて やひと り 下 もみち かつ 散 山の 夕 時雨 ぬれて ゃ獨 鹿の 鳴らん (此所 名な し 本ノマ 、) 

かれて や 鹿の  あらし 山 色 か はり 行 秋風に かれて や 鹿の 妻 を こふらん 知  家 

尾花な みよる 鶴な く眞 野の 入江の 濱 風に 尾花な みよる 秋の 夕 くれ  俊  成 

露の 底なる  あと もな き 庭の 淺 茅に むす ほ、 れ 露の 庭なる 松 蟲の聲 式  子 


六 七 S 


や 二  翁 


六 七 六 


隆 

鳥羽院 

蓮 

卿 


g: やせし まの 秋の 夜の 月 やせし まの！ K の 原 明かた ちかき 沖の 釣 ふね { 糸 

色な ろ 波に  あす もこん 野路の 玉川获 こえて 色なる 浪に月 やとり けり 俊 

玉 川の 峯の 山吹 かけ 見えて 色なる 波に か はつ 鳴な り  後 

霧 立の ほる  むらさめの 露 もまた ひぬ 橋の 紫に 霧 立の ほる 秋の 夕暮 寂 

わたれ はに こる 散 か、 る もみち の 色 は 深 けれと わたれ はに こる 山川の 水 ま 

わたらぬ 水 も  立 田 川 あらし ゃ峯 によ はるらん わたらぬ 水 も 錦た えけ り 宫 

こほりて 出る  しかの 浦 や 遠 さかり 行く 浪間 よりこ ほりて 出る 有 明の 月 家 

あらしに 曇る 小 初 瀬ゃ岑 のとき は 木 吹し ほり 嵐に 曇る 雪の やまもと 定 

やよ しくれ  やよ 時雨 もの 思 ふ 袖の なかり せ は 木 薬の 後に 何 を 染まし 慈 

雪の ケ暮  駒と めて 袖う ち拂 ふかけ もな しさの、 渡の ゆきの ゆ ふくれ 定 

雲 ゐる嶺 の  もらすな よ 雲ね る峯 Q 初し くれ 木の葉 は 下に 色 か はると も 攝 

われても 末に 瀬 を はやみお にせ かる、 瀧 川の われても 末に 逢ん とそ 思 ふ 崇 

身 を 木から しの 消え わ ひて 移ら ふ 人の 秋の色に 身 を こから しの 森の 下露 定 

袖 さへ 浪の  見る め こそ 入ぬ る 磯の 草なら め 袖 さへ なみの 下にく ちぬる 讃 

ぬると も 袖の ，；； ^戀 は棋の 下葉に もる 時雨ぬ ると も 袖の いろに いでめ や 後 

我の みしりて  忘れて はう ちな け かる、 夕 哉 我の みしりて 過る 月日 を  式 

外 一？ はぬ 水に  思 ひ あまり 人に と は や 水き： 瀬 川 結 はぬ 水に 袖 はぬ る やと 公 

た、 あらまし の 思 ひつ、 へに ける 年の かひ やなき た、 あらまし の 夕 暮の空 後 

我 身に けたぬ  不一 一の 根の .中；：4 にや 今 はまが へまし 我 身に けたぬ し 煙 を 前 入道 太 政大ほ 

きの ふの 雲の  おも ひ 出る たか かね ことの 末な らんきの ふの： i(4 の 跡の 山嵐 家  隆 


德 


鳥 羽 


鳥 


家 

院 


末の しら 雲 

巧 も 旅ね の 

淚 にあら すな 

嵐 もしろ き 

ベら なり 

此外少 K 可 有 之 

右 詠歌 制 之 詞雖非 於 耳底 記 之內、 光廣 卿 別紙 之 以有于 聞 書 而令書 寫、 附其末 也、 

右耳 底 記の 奧 書 也、 ： 


あけ は 又 こ ゆ へき 山の なれ やわけ 行く 月の 末の 白雲 (此所 名な し本ノ マ 、) 

かり 衣 袖の 淚 にやと る 夜 は 月 もた ひ寢の 心地 こそ すれ 祟 德 院 

立 かへ り 又も 來て 見ん 松 島 や をし まの 苫ゃ 波に あらすな 俊  成 

みよし 野の 高ね の樓 散に き や 嵐 もしろ き 春 Q あけぼの  太 上 天皇 

山た かみ 見つ- 1 わかこし 櫻 はた-風 はこ、 ろに まかす へらな り 貰  之 


六 七 七 
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翁 


  六 七 八 

翁 草 卷之 五十人 

永 夜 若 談拔萃 

永 夜^ 談は、 不知 何人 編、 文法 古體 にて 實記 たるべき 物な り、 少々 愛に 拔萃す 

〇 淺野家 先祖の 事 

淺野 先祖 は 又 右衛門と 申 候て、 屋 張の 町人 有德 なる 者な り、 質 借な ど 仕 居候、 又 右 衞門子 を 淺野彈 正と 

云 ふ、 妻 はおく 殿と 云 ふ， 後號長 成院、 又 右衛門 妹の 子に て 姪な り、 從弟緣 組な り、 

長 成 院母儀 は 七 まかり 殿と 云 ふ、 又 右衛門 妹な り、 

〇^ 吉公 父母の 事 

木 下藤吉 郞秀吉 (後 號筑前 守) 御 父 は、 木 下 彌左衞 門 (ィ に彌 右衛門) と 云 ふ、 尾 州 愛知 郡 中々 村の 住 

人な り、 愛知 郡に 上 中 村 中， -村下 中 村と 云て あるな り、 彌左衞 門 は 信 長の 父信秀 の足輕 なり、 年寄て 後、 

中々 村へ 引 込む、 其の 時 太閤と 女チ 一人 有り (村 雲 殿と 云、 後瑞 龍院、 是に秀 次の 母 儀 あり) 彌左衞 

門 死て より、 信 秀の意 坊に筑 阿 彌と云 者 有り、 此の 者 中々 村の 者な り、 依 有 病 者 中々 村へ 引 込 居候、 彌 

左衞門 女房 後家に て 居候 故、 所の 者 筑阿彌 を 入聱に 遺す、 筑 阿 彌子美 濃 守後號 大和 大納言 女子 一 人、 

(筑 阿彌 娘) 權現樣 へ 太閤より 被 遣、 太閣と は種替 りの 兄 fi- なり、 

太閣御 本妻 號 政所、 (淺野 又 右衛門 妹 子な り) 彈 と 政所と は從 弟な り、 

太閤 御 母 儀 は、 尾 州 旭と 云 ふ 所の 人なる 故、 旭 殿と 云 ふ、 秀吉 天 下 を 御 取り 有て より、 大政 所と いふ、 

何れも 山城 國靈 山の 麓高臺 寺に 御影の 御 位牌 等 有て、 號龍 雲院、 
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秀賴御 母 淀 殿 は 江 州 淺井郡 小 谷 城主 淺井備 前 守 長 政 娘な り、  _ 

〇 淺野長 政 女の 事  - 

長 政に 信 長 妹 I 耳な り、 此の 復に娘 三人 有て、 一女 は 淀 殿、 二 女 は 京 極 宰相 窒京 極の 御 方と 號す、 三 は 尾， 

州の 住 佐^ 與九郞 と 云 ふ 人に い 方へ、 太閤より 被 キ- 遣 後に 取 返し、 太 閣の甦 丹 波少將 (秀次 弟) と 云 人の 一 

方へ 被 遣 候、 息女 一 人 有り、 是を 九條の 太閤へ 被 遣 候、 丹 波少將 死去の 後、 右 內窒台 德院樣 へ 被 遣、 大ー 

御秦 所と 申す、 御子 八 人 有り、 大猷院 様 御 母儀樣 なり、  一 

0 小 谷の 方 0 事  一 

淺井沒 落の 後、 妻 (小 谷の 御 方) の柴田 修理 方へ 再 稼す、 修理 自害の 節 申 候 は、 秀吉 より 降參仕 候へ と- 

申 越 候へ 共、 あの 猿め に は 降參は 1^- 被 成 候、 其方 は 女の 事に 候へば 不苦 候、 其の上 信 長 妹に 候 問、 秀吉) 

惡くは d:^ 問 敷 間 出城 被 致 候へ と 申 候、 小 谷の 御 方 被 申 候 は、 湾 井 自害の 節、 俱に 自害 可： a ものが、 斯様 

に 生续り 無-向 目 候に、 今度 も 又 出城して 猿め が 介抱 を 請ん 事不相 成、 共に 自害 せんとな り、 さあら ば 娘 一 

三人 は 我が 子 にても なし、 淺 井が 娘 信 長の 姪 なれば、 秀吉 も惡く はせ じ、 城 を 出し 候へ とて、 三人の 息 一 

女 は 皆 出 拔、 後に 一女 は秀賴 公の 御 母堂、 二 は 若 狭の 宰相の 妻、 三 は 台德院 様の 大御 臺樣 なり、 柴 HE 自ー 

害の 節、 小 谷 御 方 を 何と ぞ尋 出し 助けよ とて 毛 利 勘 八 (後 伊勢 守) を 被 遣 候へ 共、 早 自害の 跡な り、 一 

0 秀吉公 本妻の 事 

太閤 本妻 は 尾 張の ゴ キリの 禰宜の 娘な り、 淺野叉 右衛門 妹の 子 姪なる を 養， ひ 置り、 或 時 信 長 魔 野の 歸 り.、 

に、 叉 右衛門 所に て 休息 あり、 彼 娘 茶 を 運びし を、 信 長所 望. て連歸 り、 秀吉に 被 遣、 叉右衞 鬥 は 有德ー 

なり、 藤吉は 貧な わと て 被 遣、 秀吉又 右衛門 長屋に て 祝言 致す、 是， リ に 大政 所と 號す、 右 祝言の 時 は、 一 

簀 子の 上に 藁 を 敷て、 其 上に igii を 敷き、 御 祝言 有し， E、 後に 大政 所 直の 御咄 しなり、 大阪 落城 以後 目..； 

出度と て、 權現樣 へ 大政 所掷 出の 節、 權現樣 御上 下 を 召れ、 御待受 なされ 候. を、 小 栗 大和 見て、 何ぞ や" 
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  六 八 〇 

機 子 をに くみ、 其 家の 潰れる を 目出度と 申 様なる 不義 ものに 對し、 御 祝義は 無益な りと 申せし とか や、 

〇 家康公 妻子の 事 

權現樣 御 本妻 1  ま 河 八 「川義 元の 姪、 關ロ刑 部と 云 人の 女な り、 關 口に 女 一 一人 有り、 御 本妻 は 築山 殿と 號す、 

妹 は 台 德院様 御 使 I 牟禮鄕 右衛門 妻な り 此の 御腹 一岡 崎三郞 信康、 ニ加納 様、 (奥 平 九 八郞窒 ) 三 は御ガ 

フ様、 (三 州 鵜 殿の 女の 腹 號西郡 殿、 日蓮 宗京窒 町本禪 寺に 位牌 有、 始北條 氏 直 室、 後 池 田 三 右衛門に 嫁)、 

四は三河守榇、(越前中納言^^屋大宫司女の腹 一 說には 家の 女房と 云、 權現様 御子に て 無 之 由に 仰ら れ御 

總領に 立ら れす、 下 總結城 順 友 方へ 人 it に 遣され、 結 城 様と 申 候) 五 は 台德院 様、 (御 母 三 州 泉 酒 井左衞 

門 尉 家人 石 原 百度 右衞門 室、 召 仕の 下女な り) 六 は 良 雲 院樣、 (御 母 三 州 三 川 衆 家の 女房 蒲 生秀行 窒後淺 

野但馬 守 室) 七 は 薩摩守 様、 (台 德院樣 御 同腹) 八 は 御 男子 (御む すめ は 3. 州 衆 三 井左衞 門と 云 者の 後家 

なり、 御 目 附三井 左 衞！： 母な り、 高麗 陣 の 節、 肥 前名 古屋 にて お 誕生、 七日 目に 御 母子共 御 逝去) 九 は 

民 部 様、 (御 松 様 信 濃 衆、 權現様 御 召 仕の 女房 衆、 御菓子 奉行な り) 十 は 上 總介樣 、(御 母 遠 州 金 谷の 人、 

駿州島 田へ 緣付、 離別して 金 谷は歸 居て 御鷹 野の 節 御覧な され 召 出さる) 十 一 は 萬 若様、 (御 母 穴 山 梅 雪 

女 水 戶へ被 遣， 水戶の萬^；と號、 二十 八 萬 石、 北 ハ跡を 頃日 水戶 殿へ 被 遣、 右の 御 家中 $： 萬 君の 御 家來な 

り) 十二 は 尾 張 大納言 様、 (御 母 は 京 八幡 衆 童 名 五郎太 郞) 十三 は紀伊 大納言 様、 (御 母 小 HZ 原 衆、 正木と 

云 ふ 人の 娘、 意 名 長 幅 君、 後 號常陸 介) 十四 は 水 戶中納 言 様、 (右 御 同腹) 十五 は (i: 母武州 遠山と 云 ふ 

人の 女 今の 太 田 備中守 伯母な り、 太 田道灌 筋たり) 

〇 小 栗 直言の 事 

薩摩 守様關 ケ^に て 頸 を 御 取り 1： 前へ 稗 出な され 候、 權現 様御悅 びな され 諸 大名 も譽 申され 候、 小 栗 又 

申 候 は、 ^廻る 敵の 足 手 を 押へ て 頸 を とらせられ 候を譽 申 候へば、 いつも 敵 は 弱き 物と 思 召て、 後の 爲 

惡く 候と 申す、 薩摩守 様 も 是を御 聞 被 成、 御 立腹な され 候 由、 又 一 は久敷 御使番 にて 覺有 ものな り、 權 
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様へ も、 すね 11 り、 惡ロ など 仕る 故、 立身 もえせ す 一 代 五 kn 石 取な り、 死る 年 御加增 下され 問 もな く 死 

去な り、 

〇 家康 公に 關 する 小話の 事 

權現樣 御自身の 御 働 終に なし、 蒲 生氏鄕 など も、 自身の 働な し、 武勇 智辨 にて 大身に たるな り、 權現様 

圍碁御 好 被 成、 御 下手 候 由、 淺野彈 正 福阿彌 など 御 相手 候 由、 

權現樣 は吝き 御大 將の 由、 御 代官の 御 勘定 御 直に 御聽被 成、 何百 何十 何 貫目 迄 は、 御藏へ 納め、 何百 何 

十 何 匁 何分と 有る 餘分 は、 御 私 銀に なされ、 金子 も 同お なり、 其 銀 子 盡候節 は、 女 藤 衆 を 集め、 御 算用 をな 

され、 誰が し は 何 匁、 又は 何分に 成る、 或は 何.^ と 成 候と、 女臈 衆の 手の指 を 出させ、 御算 ffl なせれ 候 由、 

權現康 無筆 同前の 惡筆 なり、 御せ いちい さく 御 ふとり 被 成、 御髮 太く 無口な り、 兒苦敷 御 男 振な り、 戰 

場 或は 御鷹 野の 時 も、 御 釆配を 取らせら るれば、 摩利支天の 如く 御座 候、 御音聲 十七 八 町 ほど 聞え 候 由 

〇 太閤 活量の 事 

太閣は 活量の 人な り、 權現樣 御 膝 を 枕に なされ 仰け る は、 日本 は拉 置き、^ 迄 も 手に入れ 思 ふ 事 も 無し、 

信 玄ゃ謙 信な どと 云 ふ 人道 共、 存生に 候はビ そくび 押へ て 引付け 能き 咄 坊主た るべき 物 をと 宣ふ となり 

其 網 私に 曰、 此四 五條、 祌祖の 御 事 を、 あからさまに 著しぬ る は、 編者の 世に 阿らぬ 實記 たるの 謂なる 

べし、 謹で 考之、 是は 編者の 生 意 を 過てり と 謂ん や、 言 は祌祖 の洪德 千歳の 後 迄 も 篤く 尊信せ すん ば 

有べ からす、 而を 本文の 如き は、 下 愚の 人の 信憐 ぐに 似たり、 信 磷ぐ とき は 阈恩を 忘る、 飽迄 も祌祖 

の 御 事 は 祟す るに 不如、 さりと て I に 流布す る 記録の 如く、 文 華 を 以て 謗 刻む は、 人 亦 之 を 信ぜす、 

却て 疑 を 生す、 唯 有りの 儘 を かざらす 錄 する 時 は、 1： 祖の御 事に も、 愚意に 落ざる 事 は、 憚りな く 論 

之て、 識者の 後 勘 を 竣っ事 間々 多し、 武 王の 紂そ 討が 如き 下 愚の 見 屈かざる 事、 今古 珍しから す、 爱 

に 記す 本文の 數ケ條 は、 後記に して 益な き 事、 神 祖を辱 奉る は 入らぬ 事な り、 譬ば御 人柄の 事 を 記せ 
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んに、 御 長 は 高から すと 雖も、 武具 を 召れ、 陣頭に 立せ 給 ふ 時 は、 實に 摩利支 }f< の 如しと 計りに て濟 

む 事な り、 是文 華に 非す、 又 過失 を掩 にあら す、 小 細の 事を捐 て、 耍を擧 るな り、 御手 跡の 事 も、 祌 

祖に 限る ベから す、 戰國に は 旦夕 武を嗜 むの 外な し、 文と いへ 共、 治世の 如く 書に 吸 を 曝す 暇 有べ か 

らす、 良 君と 稱す 大將 は、 文意の 大綱 を 知て、 文字の 精密に は 至らす、 云 はビ、 生 知 安行の 類 ひなる 

べし、 况ゃ 手蹟に 於て を や、 是を學 ぶの 暇な どか 有ん や、 太 閣秀吉 公、 加 藤淸正 各惡 筆な り、 其餘名 

高き 人々 皆 書の 事 は 拙 かりし と晃 えたり、 人物の 事 も， 徒然 草に 書る 如く、 其 人 を 聞て、 頓て其 形 を 

想像に、 又 其 思 ひやり の 合 ふたる 例な し、 故人 素より さ 有べ し、 源の 義經 は、 美男 かと 思へば、 いか 

にも 醜き 小男な りしと かや、 楠 子 尤も 不 男の 小兵、 太 閻秀吉 は、 所謂 猿の 異名 有り、 必す 世に 識く名 

公 は 人品 惡 敷が 多し、 仙臺 正宗 は 器 貴： 骨抦 宜しく 書 も 凡そ 善く、 鍛冶の 道 を も 得られ、 何 角 揃 ひし 大 

將の 様に 承りぬ、 ：i 田 信 長の 像 は、 大德寺 芳壽院 に 在り、 是は御 容貌す、 どく、  ^^高く天晴武將と見 

ゆる 影像な り、 此の 像 彫刻 成しに、 紬川幽 齋當院 に參詣 有て、 尊像 を拜 し、 さながら 在す が 如く 恐し 

くて Si 近く は拜し 難しと て、 遙 隔て 拜 せられぬ とか や， 寺 僧の 傳說 なり、 等 持院に 在る、 足 利 代の 

像 も、 格別 醜き はなし、 近年 西の 丸 家 基 公 (俊 明 院殿家 治 公の 御子 奉號 孝泰院 殿) 薨^の 後、 京都 大 

佛師左 京に 彫刻 仰 付ら れ、 尊像 成りて 年寄の 者へ は、 .2： 々拜 ませけ る、 我も往 きて 拜 しける が、 御容 

貌の 端嚴美 置なる 事 云ん 方な し、 黑袍御 束 帶の御 姿な り、 1^ 雛を兒 ろが 如し、 斯も 麗く艷 かに 渡ら 

せ 給 ひしに や、 一人 惜き御 事 哉と 申せば、 或 人の 曰、 總 じて 加 様の 尊像 は、 其大旨 を 採て 強ちに 似 奉 

らす とも、 後世に 御 威風の 輝く 様に 作りな ほす 事故 實 なりと 云り 實に さも 有べ し、 右に 記す 名將 達の 

醜 も、 像に 刻む は、 此の 意 を 以てする 成ろ べし、 旣に 太閤 秀吉 公の 像を拜 する に、 諺に 云 ふ 猿の 如く 

にも 非す、 或 人の 說 尤も 宜 なる 歟、 

〇讒 信 信 玄の死 を 惜しまれし 事 
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佾玄 死去 を 聞き、 謙 信淚を 流し 被 申け る は、 信玄 存生の 問 こそ あれ、 勝賴 代に ならば、 國 治り 申 間 敷、 

向後 信 濃 方へ 向て 鐵炮を 打 物 あらば、 曲事 たるべし と 令せられ ける となり、 

其蜩 曰、 信玄 死去の 事 を、 御 家の 若 士傳へ 聞て 勇み 悅ぶ、 神 君 之 を 聞て、 大に 御氣色 損じ 宣 ひける は、 

武門に 生れん 者、 左様の 志に て は 行末 心許なし、 隣國 に名將 有れば、 自家の 武催不 怠、 之 を 喪 ふ 時 は、 

自ら 武に 怠慢 出来るな り、 信玄 死去 は 我家の 弱りと やならん、 今 手 切の 時節 なれば、 弔 使 は 遣 さね 共、 

返す-, -惜 むに 堪 たりと 裨落淚 有し 事、 岩 淵 夜話 敷、 何やらん に 見當れ り、 燒失 故、 書名 聢と 不覺、 

〇 大野 壹岐 守の 事 

元 和 元年 五月七日、 秀賴御 出馬の 處、 俄に 域 中へ 御 引取の 子細 は、 修理 弟 大野 壹岐守 (初 名巿 兵衛) 權 

現 様 御 側に 被 召 仕、 三千 石 下され、 御意に 人罷在 候處、 七日の 朝、 壹岐守 を 召れ 被 仰 候 は、 其方 は 母 も 

兄 も 城に 罷在 候へば、 參度 は參り 候へ、 此方 は 馴染 計に てこ そ あれ、 少も不 苦と 被 仰 候、 壹岐守 申 上け 

る は、 私 義は御 厚恩の 者に 裤座 候へ 共、 御意 は 難 有 候へ 共 參間敷 候、 達て 被 遣 候 は.^、 爱 元にて 御成 敗 

遊され 被 下 候 様に と 申 上る、 其 時 御意 被 成し は、 さらば 其方へ 無心 有が 承歟 との 仰な り、 いか 様の 義な 

りと も、 奉 長 候と 申す、 其 時 自筆に 書狀認 候へ とて 御前に て文言 御 好 御 書せ 被 成 候 は、 今日 秀賴公 御 出 

馬な され 候義、 御 無用に 候、 七 組の 者 逆心 仕 候 11、 御 出馬 必す御 無 川と 御 書せ 兄の 一 修理 方へ 遣され 候、 

サぉ 使の 者に 御意に て、 如斯書 候へ ども、 偽りて 可 申 事 も 可お 候 やと 思 召 候な り、 御意， 坊ー i 阿彌を 横目に 

被 遣 候、 夫 ゆ ゑ秀賴 城外 迄、 御 出 候へ ども、 又 城 內へ御 引 入 候、 に 御 出馬 被 成 候 はビ、 始終の 事 ，不 

知、 先づ 一 旦の御 勝利 は 可 有 之 由、 

其蜩私 曰、 永 夜 若 談は始 に 云る 如く、 文法 百 有餘年 以前の 風俗に て、 說々 殊勝なる 事 多し、 惟 此の 一 

箇 のみ、 愀 然として 眞僞に 惑 ふ、 抑 も 祖^の 神 策、 御 一 生の 間に、 ^る 偽計 を 用ら れ たる 事な し、 去 

れば こそ 名君の 聞え、 千歳に 貫 けれ、 此 本文の 謀 書の 如き は、 先 縦 無に 非す、 近く は、 關ケ 原の 御陣 
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  六 八 四 

の 頃、 大 谷吉隆 が、 中川宗 半に 謀 書 を 書せ、 加 賀利遠 を 欺し 如き、 是は 普通の 奸將の 成す 所に て、 最 

も陋 し、 可惡の しきな り、 神 祖究て 御 心より 出べ からす、 但し、 御主 意 は覺ぇ ざれ ども、 大野 壹岐 

守 を 城 中へ 遺 はされ たる 事ば、 實錄に 出たり (玉露 叢 か 燒失故 書名 聢と 不覽) 左様の 事を好 事の もの 

聞 はつり、 附言 杜撰して、 本文の 如く 書け るな り、 此 一箇 は假 初ながら、 後世 1: 君の 御 瑕 瑾爱に 記る 

も 憚り 多 けれ 共、 責ても 編者の 妄語 を 挫む 爲に、 愛に 記し 畢ぬ、 前 條に祌 君の 御 事 を 卒爾に 書る と、 

此 一條に て、 編者の 淺陋 知られたり、 或 人 之 を 聞て、 素より 御 偽計の 事 はさ も 有なん、 去ながら、 大 

阪一擧 に 於て は、 御 偽計 無にし も 非す、 是も其 類 ひならん かと 云り、 予 憤然として、 詈り 叱して 曰 

く、 われ も 大阪ー 擧の御 事に 於て は、 恐れながら 前に 評論せ り、 夫 はよ しゃ 御 偽 策に もせよ、 事廣大 

なり、 愛の 一條 は、 愚 將の用 ふる 淺 なる 術な り、 祌祖 の掷深 量より 聊も出 まじき 事な り、 必 しも 此の 

本文 を 信す る 事な かれと 答 ふ、 

0 大猷院 兵法の 說の事 

大猷院 殿御 意に. 兵法 は 老人 ほど 可 遣 事な り 若き 時 はいか 樣 にも 働き もなる 故に、 取合 もすべし、 老人 

に 成て は、 手足 も 思 ふ 儘ならす、 此時 は彌々 兵法 人 所な り、 手足 叶 はすと も、 不慮の 時、 其 儘 も 有べ か 

らす、 然 らば 老人 は、 彌々 兵法 を 執行すべき 事な り、 刀 脇差 を さす 内は必 す、 可 執： c:、 もし 刀 脇差 もと 

りおき て 丸腰に 成べき 者 は、 夫 は 又 執行せ す 共、 少は尤 なりとの 御意な り、 

〇 左 近 太 郞の事 

南部 家 衰微の 時、 家来 左 近太郞 (各 字闕) 上方へ 巡禮 して 安土へ 着て、 一 宿 をす、 時に 信 長、 明日 能 興 

行 Q 由に、 左 近太郞 宿の 亭主に 見 度. E 申す、 亭主 案內 にて 昆 物す、 安土 城に て、 太閤 秀吉 其の 頃 は 未だ 

木 下； i 吉と 云し 時な り、 萬 事 申 付ら れ候 風情、 唯 人なら ぬ を、 左 近太郞 見て、 亭主に 名 を 問 ふ、 亭主 爾 

々と 答 ふ、 藤吉 も- 乂左近 太 郞が體 を 見て、 知人に 成り、 藤吉 宅へ 左 近 を 招く、 其 後 左 近 馬 ニ疋を 南部よ 


り 送る、 如此 人魂の 上、 年を經 て秀吉 天下 を 知し 召、 小 田 原陣に 1^ ち、 奥州 發向 Q 時、 左 近 太 郎を呼 出 

し、 南部 一 跡 を 左 近に 與ふ、 左 近 曰、 南部 は 代々 の 主筋な り、 かれに 被 下 候 様に と 願 ふ、 秀吉 感じ 給 ひ、 

則 其 意に 任、 南部の 正統 び 家 を舆 す、 是左 近が 忠節に 仍て なり、 委は四 家 勘 老に在 n 【割 註】 四 家 は 

正宗 會津蘆 名 最上 上 杉 景勝 此四家 を 記す 書な り、 保 科 肥 後 守 家来 作 之、 但し 不出 他」 

〇 鈴 木石 見の 事 

鈴 木石 見と 云 ふ 者 は、 權現 様より 水 戶中納 言 殿へ 御附 なされ 候 無 隱武邊 者な り、 或 時 石 見水戶 殿の 刀 を 持 

ち、 御城 大廣 間の 溜の 間に 在し 時、 伊達正宗 も 其 所に 被 居し かば、 nn を 放ち 見る 故、 正宗 も 不審に 思 ひ 

石 見に 謂て 曰、 其方 我等 を 目 を不放 見られ 候い か 様の 事に 左程 見 候 や、 其方 は 何者 ぞと 問れ ければ、 石 

見 答へ ける は、 我等 事 は 聞 も 及ばれ 候べ し、 水戶 殿の 內に鈴 木石 見と て隱れ なき 者に て 候、 御 自分の 事、 

音に は 聞し かど、 見る 事 は 今が 始 なり、 然れば 水戶は 奥州の 御先 手に て 候、 奥州に て 逆心 をすべき 者 は、 

御 自分より 外にな し、 依て 御 自分の 顔 を 能く 見覺 置、 逆心 あらば 其方 御 首 を 可 取 爲に如 斯見申 候、 水戶 

の內 にて、 其方 御 頸 を 取べき 者 は、 拙者なら ではなし と 云 ひければ、 宗其心 入 を 感じ、 我等なら で 奥 

州に て 可逆 心 者 はなき と 見られ 候 は、 如何にも よき 目 利に て 候、 何の 日に 可 申請と て、 則水戶 殿へ、 其 

斷を 云て、 私宅に 呼 寄せ、 自身に 給仕 をして 殊の外 馳走し、 終日 顏を 見せられし となり、 

〇 德川 家の 祖先 及 ひ 葵の 紋 Q 由 來の事 

御 當家は 新田 義 良より 御 傳來の 様に いへ ども、 さに 非す、 新田 大炊 介義 重より 御 傳來、 その 時より 御紋 

葵の 丸な り、 御系圖 にも 義 重と 有り、 酒 井家より 奏御紋 上 候と 云 ふ、 本 多 家より 上 候と も 申せ ども、 兩 

說 ながら 違 ひ 申 候、 實は義 道 御代より の 丸な り、 由 良 信 濃 守 (當時 高 家 衆) 方に、 義 重の 甲 カウ ガイ 

小柄 鍔 有 之、 皆 葵の 丸な り、 公儀へ 差 上 度と あれ ども、 今に 召 上られす 候 由、 義 重は惡 源太義 平の 甥な 

り、 義重義 良 同家 なれ ども、 義重 はせ」 子 筋なる か、 
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其蜩 曰、 義重 を^ 子 筋 かと 云 ふ 事、 編者の 甚不 吟味な り、 八 権 太郞義 家の 三男、 式部 大輔 義國 は、 新 

田 足利兩 家の 祖な り、 義國の 長男、 則 義重始 て 新田 を稱 す、 庶子の 段に て はなく、 新 H の 鼻祖な り、 

故に 慶長、 國 初の 頃、 勒 有て 神 祖へ菊 桐の 御紋を 賜りけ るに、 勅答 曰、 菊 桐 御 紋の事 は、 往年 足 利 家 

へ 下し 賜、 後年に 至り、 當家 拜領什 事、 眉目 薄き が 如くに 候、 哀れ 庶幾 は、 鼻？^ 義重、 父廣忠 へ贈官 

を 賜な ば、 面目 たるべく 候、 仍て御 紋の儀 奉辭旨 勅答 有ければ、 則義 重へ 鎭守府 將軍御 父廣忠 公へ、 

正 二位 大納言 を 贈らせ 給 ふ、 是御當 家 御 鼻祖の 誰 例な り、 新田 家 I 旦 衰微の 譯は、 故 右大將 頼^ 公の 

義兵の 始に、 一族の|6^^なれば新田義重を殊に催促有しに、 義軍； 其 身 を 高ぶり 傲て、 催促に 不應、 其 

後賴 朝の 猛威 海內に 及ぶ に 至て 降參 せらる. -故、 時に あはす して 衰微せ り、 足 利は始 より 右大將 家に 

屬 せし 故に、 時に あ ひ、 新 は國 人の 如く 埋れて 有しが、 夫より 三百 年を經 て、 新 S 小 太 郞義貞 に 至 

り、 鎌 倉 北條を 亡し、 大功 を 立て、 大に家 を 興す とい へど も、 一 族 足 利 尊 氏に 權を 奪れ、 竟に 新田 は 

亡びて、 足 利 一 銃の 代と なる、 義貞の 一族、 脇屋、 堀 口、 江 田、 大館、 siBT 鳥居、 岩 松、 ，良 m、. 

1 ノ井、 大 井田、 荒 川、 金 谷、 其 外數家 有れ ども、 元 弘建武 の 頃、 德 川と 稱 する 人不 見、 稀に 得 川と 

有 を 見當れ り、 是御 家の 事と 見えたり、 得 を德に 改められし にや、 この 德川は 世 良 5： と 同家の 様に 承 

り 及ぬ、 實に さも 有べき か、 第 七 代 有 章院殿 家繼公 は、 ft の 御 年に て、 御 兄 君 御 二方 御座に 仍り、 御 

幼名 世 良 m 鍋 松 君と 奉稱し 事、 佘も かすかに 覺ぇ 居れり、 是則世 良田と 御 同家の 事 知ぬべし 

葵 御 紋の俵 所以 聢と 不知、 十 ：！ へより 色々 說 有り、 大猷院 様 御代 八幡 御 造營の 時、 內陣の 御紋皆 葵の 丸な 

り、. 然れば 新 K 義 東-より 费の 丸歟， 但尾張 殿お 袋 様、 八幡の 禰{且 の 女房な り、 故に 權現様 御造營 なされ 

候 や、 たと へ 御 造營冇 とも、 葵の 丸 は 北 ハ 時分 は、 御 付 被 成 間 敷 事な り， 秀賴の 時分 なれば なり、 治部少 

輔 よりの 十三 ケ條の にも、 緣 の：^ みおに より、 八幡 神 領の撿 地 を 除る 事と あり、 如斯一?.^:;を考れば、 

御造營 被 成 候 やとな り、 葵の 丸の 儀、 義 重よりの 紋歟 不知、 
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其 網 曰、 御 絞の 事 を 編者 色々 に 書り、 但由 良家に 有 之古來 Q 武器 各 葵の 丸の 由 なれば、 是 Jt? なる 證な 

り 不可 論、 

0 葦毛の 馬の 事 

葦毛の 御馬 御 厩 に不立 は、 八幡の 御影 葦の 馬に 召し 御座 候、 其 御 遠慮 か、 

0 德川家 よ り 禁裏 へ獻 上物の 時の 事 

今に 至て 禁裏へ 何 ぞ被差 上 候 時 は、 勾當內 侍より 傳奏 迄へ 奉書に、 新田 殿より 何 被 進 面白く 思 召 候、 此 

由傳へ 候へ との 勅書な り、 其 勅書 傳奏 衆より 江 戶へ參 り 候、 

〇 新田 萬 诒郞の 事 

新田 萬 治郞殿 事、 權 現樣關 八州 御 取な され 候 時、 萬 治郞殿 は、 武州 忍に 百姓 をめ して 御 入 候 故、 同家 

の 事故、 後々 は 壹萬石 も 可 被 下 思 バロに て 召け るに、 萬治郞 返答に、 其方 は. 子 筋、 我等 は 總領家 なれば、 

縛 を 引て 我 を請ぜ ば可罷 出と なり、 內府様 聞 召、 あほうめ が 同様の 好み を 以て 申 遣 候に、 斯る 返答 をす 

る 條不屆 なりと て、 終に 召 出されす、 其 後 萬治郞 困窮に 及び、 南光 坊を頓 み， 大献院 様へ 訴訟 有 けれど 

も、 南光 坊 取次 申されす、 故に 春 日 局に 便り 訴訟す、 春 日 殿 色々 巾 上られ、 渐 金百兩 其方 乎 前より 差遣 

し、 其 分に 仕置 候へ と 上意 故、 其 通に 執 計 はれ 候、 其 後 萬 治郞居 宅の 適、 阿部豊後守 殿 知行 被 成、 さすが 

御 同姓に て 難義の 體を氣 毒に 思 ひ、 掷 老中 鉀 相談に て、 豐後守 殿より 贰百石 を 遣 候、 夫より 今に 至り、 

正月 一 一日の 御 目 見なり、 

其蜩 曰、 當時 此の 裔上州 田 島 住居 岩 林滿次 郞と稱 す、 

〇 松 平 伊豆守 臨 死 の 時の 處 分の 事 

松 平 伊豆守 臨 死の 時、 公方 家 御 自筆の 物、 不淺大 なる 桶に 水 をん、 能 3- して、 1^ 火に 燒き、 右の 灰 を 袋 

に 入れ、 首に かけて 被 終し とか や、 
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〇 黑田長 政 抱負の 事 

黑田如 水子 筑前守 長 政 幼少の 時、 父 如 水 或る時 粕谷內 膳 を 招請て 被 申け る は、 御手 前 事 しづが 嶽に 於て， 

七 本 鎗の事 世に 名高し、 悴長 政、 貴殿の 武名に あやからせ たし 御 ^を 賜らん となり、 內膳辭 退 あれ 共、 

達て 所望に 仍り鎰 を 遺す、 如 水 悅て長 政に 與ふ、 長政不 喜して 鐘 を 取て、 次の間へ 出て、 鎗を 捨て 被 申 

ける は、 如 水 は 老耄し 給 ふに や、 我內膳 づれが 武勇に あやかる 心 更にな しと 不 興ぜられ ける を、 内膳傳 

へ 聞て、 さ こそ あらめ、 長 政が 生先賴 母し と 被 申しが、 果して 內瞎 より 遙に增 れる將 となられ しなり、 

〇 大猷院 人 を 評せられし 事 

大猷院 様 中 根 臺岐守 を 召て、 誰 はよ き 者と 聞 召れ 候、 さなり や、 壹岐守 上意の 通 を 巾 上る、 又 世 問に さ 

も 云 ふか、 愛岐守 左様と 申 上る、 又 年寄 共 は 如何 云 ふや、 壹岐守 老中の 面々 も、 譽被 申と 申す、 其 時 上 

意に 左様に なべて 譽る者 は、 輕薄 もの か、 柔弱 者 かなり、 半分々々 に 善き と 云 ひ又惡 きと 申 者に こそ 目 

利 は あれと 上意な り、 

〇 台 德院勵 精の 事 

ムロ德 院様御 病氣に 成せられ 候 節、 御 老中 被 申 上 候 は、 御 不例 中、 專ら御 政事 を， 御 聽被遊 候 事、 御病氣 

の爲に 不可 然候、 御用 向 御 差 略 被 遊候樣 にと 申 上らる、 其時ト 意に、 其 心 故に 拔群 能き 人出 来す、 將軍 

樣へ被 爲附候 御 人 も 無 之、 へ i 命 寡き と 思 召 候に 仍り彌 々御用 を 御 精 御 出しな され 候との 上意な り、 難 有 

思 召な り、 

〇 家康 公大 竹鄕 右衛門 を 賞せ られし 事 

權現樣 御代 大竹鄕 右衛門 大刀 を さし 御供す、 上意に 鄕 右衛門、 其刀拔 事自， W なり や、 大竹 云く 拔事 不自由 

なる 刀を士 がさし 可 申 や、 ト： 意に さ 有らば 御前に てぬ けと 被 仰、 則 御言の 下に 拔く事 速な り、 御機嫌 能く 

御 泊り へ 着せられ、 鄉 右衛門へ、 百 石 i: 加増 下さる、 時に 松 平九郞 右衛門と 申す 仁、 御供の 節、 御 刀 を帶す 
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還 御 Q 節、 被 仰 候 は、. 先日 大刀 をよ く拔 たると て、 大竹鄕 右衛門に 加 5f を とらせた るに、 汝又 如此， 渠 

等と は 違 ひ、 汝は松 平 を も名乘 身と して、 斯様の 志不及 是非と て、 大に御 叱の 上、 御 家 を御拂 なされ、 

年を經 て水戶 殿へ 遣 はされ 候な り、 

〇 鬼 兵法の 事 

板 倉 周 防 守の 言に、 世間に うさぎ 兵法と て、 敵に 逢ぬ 先に、 とやかくと 工夫し、 其 事 を 積る を あしきと 

云へ ども、 必す うさぎ 兵法が 能な り、 子細 は 上使に 參 りたる は如此 すべし、 御 奉公 何 を 被 仰 付は斯 く、 

自らの 政道 は斯 くすべき と、 常に 鬼 兵法 を 遣 ふ事尤 なり、 鬼 兵法なら すば、 實の時 役に立べ からす、 是 

を惡 敷と て、 何も 覺 悟せ ぬより は增 なり、 隨分汝 らう さぎ 兵法 を 遣べ しとな り、 

〇 大猷院 平 重 盛 を 評せられし 事 

大 猷院樣 上意に、 小松內 大臣 は 賢者の 樣に 云へ 共、 淸 盛の 惡行を 歎て、 神に 說て、 我 命 を 縮め、 其上敎 

訓の 仕樣 あしき 故に、 淸 盛の 惡 末世に 傳 へ て隱れ なし、 爱を 以て 見れば 不孝の 人な りと 仰ら れき、 

〇 台德院 及び 大猷 院御咄 衆の 事 

台 德院樣 御咄衆 (每 日晝夜 登城 の 面々) 

平 野 遠 江 守 立 花 飛驛守 加 藤 左 馬 介 脇 坂 中 書 佐 久間大 膳 

谷 出 羽 守 丹 波 五郎左衛門 有 馬玄蕃 佐 久間備 前 三 好 因幡 

內藤唯 心 堀 田若狹 猪 子內匠 前 波 半 人 靑木民 部 

(小身 衆) 近 藤 石 見 本 多 三 彌 初 鹿野傳 右衛門 撗 田 甚右衞 門 眞 E 隱岐 

. 久 世 三四郞 坂 部 三十 郞 道 三安淸 

大 猷院樣 御咄衆 

柳 生但馬 佐久 間將監 內藤 平 左衞門 大 橋立慶 大河 原 源 五左衛門 
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小幡孫 I 

〇，4 戶城雨 溜 桶の 事 

御城 內に雨 溜 桶八ケ 所に 有 之， 此の 桶 大火 事 以前 は、 銀に て 有 之、 火事に 燒 失に 付、 唐 銅に て 仰 付ら る、 松 

平 伊豆守 指圖 にて、 八の 桶 を 九つ 搏 させられ 候、 此桶ー つ にても 大分の 御物 入に て 候 問、 餘慶は 不入も 

のと 各 被 申 候へ 共、 伊豆守の 了簡 有 之 由に て、 九つ 持へ させ、 拖 名と 申 鑄物師 方に て 桶 致 出来、 直 段 は 

桶 一 つ 五 百 雨の. m なり、 奉行 衆 餘り直 段 高直な りと て、 鐘 物師方 吟味 候處、 掛冃夥く^^；く候故、 御 入用 

多く 掛り 候、 地金の 積 を 御 i7 味 被 下 候へ と 禱物師 申せ ども、 此桶 一 つ を 牛ニ疋 にて 牽 候へば、 容易に 衡 

にて 掛申義 難 成、 其 時 伊豆守 作の 餘慶の 桶 一 つお 碎 かせ、 掛目を 改られ 候へば、 桶 一 つ 金百兩 にて 出来 

る 積な り、 總 じて 御城へ 召せられ 候 諸 品、 二割 三 割の 利 を 以て 下さる k なり、 右の 桶 其 葬 W にて 百兩に 

相當 なり、 鑄 物 師大に 困り、 御 佗言 仕し となり、 此桶長 五尺撗 三尺 五寸 深さ 三尺 五寸厚 四寸と 云り、 

〇 松 平 越 中 守 老人 を 近づけられし 事 

松 平 越 中 守 云、 老人 はたと ひ 不能な りと も、 節々 對談 すべし、 何 ぜには 益 有り、 況ゃ場 を 踏た る老士 は、 

殊に 賞^して 咄を可 聞 事な りと て、 家来の 內 にも、 年老た る 者 をば、 常々 傍に 近付け 置れ しと ぞ、 

其蜩 曰、 今の.； I： 川 侯の 祖 なり、 寳 永の 末 迄 は、 代々 勢 州 桑 名の 城主な り、 然るに 新參 Q 出頭 人、 野 村 

增 右衛門、 輕卒の 類より 經 上る、 千 戴 百 石を領 し、 國の 仕置 を 蒙りて、 犬に^ 政 を 行 ひ、 奢重疊 す、 

家の 大事に 及ん とする に 至て、 家中 二つに 割れて、 大に 騒動す、 旣に 東武に 聞え て 公 裁に 及ん とす、 

因兹、 野 村 父子 從類、 幷に荷 撸の者 共、 悉く 刑せられ (此條 前 卷に委 記) 漸く 家中 鎭り しか ども、 此 

事 世に かくれな し、 公儀 表 不首尾に て、 本 高 は 無 相違， 越後 高 田へ 所替仰 付ら れ、 其後寬 保の 頃 奥州 

臼 川 へ 移らる、 

0 三好宗 三が 刀の 事 
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三 好 宗三刀 を 宗三左 文字と 云 ふ、 三 好打 死の 時帶 す、 i 今 川 義元指 料と 成る、 桶狹 にて 打 死の 時、 

利 新 介 取て 信 長へ 上る、 信 長 象眼 を 人れ、 織 田 尾 張 守 信 長 今 川 義元を 討取剠 所持の^と 銘ぜら る、 後に 

權現樣 御 道具に 成り、 大阪へ も 御 帶し被 成 候、 右の ごとく 兩將打 死の 刀 なれ 共 少しも 御 構 無 之、 

〇 安藤 帶 刀の 事 

安藤 帶 刀に 井伊 掃 部 頭 姉 川 合 戰の事 を尋ら る、 帶刀其 時 は、 某い まだ 十四 歲故、 うろ，/ \ して 手に 合不 

申と 何事な き挨稷 なり、 總て帶 刀 一 生の 軍咄 に、 少も かざりた る 事な く、 有の 儘な り 姉 川 合戰已 後、 權 

現 様御戰 場に 於て、 帶刀 一度 も 不覺を 取らす と 云 ふ、 八十 四 歳に て 歿せら る、 常に 無口に て 言 事 は 唯 二 

言な り 夫 はよ し 是は惡 しと 云 事ば かりなり、 其 善 惡も委 き 事 は 其方に て 知れと 計り 申さる、 又 さう かと 見 

れば、 太平 記 評 钊を講 する 席に て， 其 評の 上 を 論ぜら る-^ 事、 甚 精密に て 聞 事な りしと、 或 人語れ り、 帶 

刀鎗銀 持へ なり、 鎗持 或る時 銀 を は づし盜 む、 家老 中 聞て、 悪き 奴 哉、 油斷 して 人に 取られた らん は 如 

何せん、 已が預 りの 物を盜 む條、 不屆千 萬な り、 成敗 致すべし、 但 一 應 主人へ 可 申 上と て、 達之處 に、 

帶刀 云く、 其 者 妻子 有り や、 答 子^ 四 人 有り、 給 分 は 何程 ぞ、 答 十五 傣 なり、 帶刀 云く 夫なら ば 道理な 

り、 妻子の 育 ひ 一人前 不足な り、 子供 飢は盜 む 間 敷物に 非す、 五 俵加增 して 罪を赦 せよ と 申 付ら れ しと 

なり、 

〇 家康公 寛大の 事 

攛現樣 御 出頭の 女中に、 殊の外 嫉妬深く、 自餘の 女中 を 側へ 遣 はさぬ 樣に 致に 仍.^ 御 あき 被. お， 當分 

大久 保七郞 右衛門へ 御 預け、 遠 州 一 一 へ 遣 はさる、 ズ其 時分 小 笠 原 越 中 守と 云 ふ 者、 是も御 勘氣に て、 同 

前に 御預被 置候處 に、 如何して か、 彼女と 密通せ り、 七郞 右衛門 聞て 大きに 驚き、 脇より 上聞に 達して は 

彌々 申披無 之、 直に 言上 せんと、 則 申 上る 處に、 殊の外 御機嫌 能く、 越 中 は 未だ 女房 無 之 やと 御 尊に 付 

無しと 申 上る 處に、 さ 有らば 彼女 を 女房に 下さる i との 仰な り、 七郞 右衞鬥 案に 相 遠して 日頃に は 斯様 
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の 不義 不作法 は 殊に 御惡 しみ 深く、 嚴 刑に 行 はるれば、 此度も 本人 は不及 申、 預り人 迄 も、 急 度 御 科 を 

可 蒙と 覺 悟せられ しに、 案の 外なる は 如何 成 子細な り や 不知、 越 中 守 も 御免 を 蒙り、 其 子 權之丞 切支丹 

故 御 改易な り、 大 阪御陣 前の 事な り、  ， • 

〇 家 康公京 の 町の 事 をき かれし 事 

關ケ原 後、 京の 町の 事 を、 御 大工 頭 中 井 大和へ 御尋 有り、 ニ條 掷 城の 事 を 御 聞な さるべき と 存候處 に、 

！ 禁裏、 第一 一 傾城 町 を御尋 有と なり、 

〇 家康 ハム 年貢の 說の事 

權現様 上意に、 百姓の 年貢 を 取る 事、 鷹の し、 あての 如し、 過る も惡 し、 不 及も惡 しとな り、 

〇 畠 山 休山大 阪大 將 の 事 を 評せし 箏 

昌山休 山 云、 大阪 の大將 衆、 人數を 持た る 故、 大身の 様に 聞 ゆれ ども、， 何も 小身な り、 大野 主馬 知行 千 

石な り、 人 は 一 萬 持た るな り， 御陣に 付、 金子 を秀賴 より 過分に 付 下され、 人 を 抱た ると なり、 大野 修 

现は 一 萬 五千石な り、 

秀顿の 御藏 入、 畿內爱 かしこに て ra: 十 萬 石な り、 代官 片桐市 正、 伊藤 左 馬、 井上 小 右衛門に 其 外に も 有 

り、 大阪向 小豆 島 も秀賴 御藏 入な り、 

私 曰 餘錄に は 攝河泉 七十 萬 石と 有り、 

〇 大 阪七與 衆の 審 

大 阪七與 衆の 內、 中島 式部 少輔 は、 金の 御門の 問、 秋 山の 櫓に て 切腹、 堀 田 圖書介 は、 屋敷に て 切腹、 

大阪覺 書に は、 堀 田圔書 介、 大廣 間にて、 加州 缃 ffl 與 右衛門に きして 討死と 有り、 野々 村 伊豫 守 は、 二 

の 丸に て 切腹す-、 速 水 甲斐 守 は、 秀賴の 側に て 切腹、 青木 民 部 少輔は 御 使に 參 候と、 駭府に 御 差留、 伊 

東 丹 後 守 は.^ を 立 退 後に 召 出さる、 
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難波戰 記、 其 外 餘錄に は、 青木 民 部と 一 緒に 駿府へ 御 使に 參り、 直に 被 差留と 有り、 大阪覺 書に は、 

伊東 丹 後 守 は 逆心して、 鐵炮を 打 出と 有り、 孰是 なるや 可 追考、 

眞野藏 人 tr 御陣前 病死、 子 豐前守 は、 御陣 後藤 堂 和 泉 守に 仕 ふ、 

眞野豐 後 守、 へ i 錄には 蘆 W 曲 輪に 於て、 秀賴 一所に 切腹と 有り、 

其 外 渡 邊內藏 介、 月見 櫓の 下にて 貞宗の 脇 指に て 腹 を 切る、 木 村長 門 守， 山 口 左 馬 介、 內藤新 十郞、 增 

田 藏人备 打 死なり、 

〇 家康 公人の 一代 を 評せられし 事 

權現樣 上意に、 人 一代の 內に 了簡 三度 替る 物な り、 十七 八に て 物の 心究り 忠孝 身持定 候、 扨 夫より 能く 

勤行、 二十 七 八に 成 時分 存樣 は、 此年迄 勤め 見 候に， ^に 年寄 候 者 とても 替事無 之 ものと^ 候との 念 出 

來て、 老功 を 侮り 候 樣に相 成 候、 扨 二十 七 八より 三十 七 八 迄 勤め 立身 もせす、 替事無 候へば、 そこにて 

令 退屈、 此 上させる 事 も 有 まじければ、 樂を 致す が增 なりと 存じ、 夫より 己が 得 方の 樂を行 ひ、 或は 命 

を 損じ、 或は 不義の 者と 成り、 一 生 空しく 廢る なり、 必す 右三 度替る 可し と 上意な り、 


六 九 三 


草 


翁 


  六 九 四 

翁 草 卷之 五十 九 

〇 五 音 開 合 及 記憶 傳の事 

世俗の 言語に、 五 音 開 合を辨 へざる 片言 多し、 譬ば山 は 音 サンな り、 上よりの 讀っビ けに 寄って、 上に 

引 字 か、 刎 字.！？^ れば、 其緣 にて ザンと 濁る、 然るに 或は 魯山 杯と、 上 一 字 假名の 下に 在る 山 を ザ ンと濁 

る 事、 何の 故 も 無く 惡敷 なり、 X 一字 假名なら すと も、 引 字 刎 字の 外、 或は 天 台 山の 類 悉く 清むな り、 

北 ハ他是 に 傲 ふべ し、 又 昨日 は實 は、 此類 上に 詰る 入聲 あれば、 ワイ ゥェ ヲ、 アイ ゥェ ォ、 皆タチ ッテト 

に變 す、 

アン  ヰン  ゥ  ェキ  オン 

S 八 音 悉有 闕腋 怫恩 

幾 等 にても 事な り 又 上に 刎 字 有れば、 アイ ゥ ェ ォ皆ナ 一一 ヌ チノに 變す、 

顿阿 瞋恚 霖雨 近衛 i 曰 

其 他 准 之、 加 様に 變 する も 「タチ ッテト r ナ II ヌ子ノ と、 五 音 混ぜ すして、 其の 一 音へ 變 じかた まる 處、 

和音 深 妙の 道理 是 なり、 五 音 各 其 字 を 引けば、 悉く 「アイ ゥェォ を 生す、 「カァ 「キイ 「クウ 「ケェ 「コ ォ此 

格な り、 子 母 字の 道理 是 なり、 然る を 口上 を 立派に 云ん とて は、 故 もな きに、 〈をな と 云 ひ、 ハをタ と 

云. 4 類 ひ 卑俗に 多く 有り、 せめて 深遠の 事 を こそ 辨へ すと も、 加 程の 事 をば 心得て よし、 古 來謠曲 を 好 

む 輩 は、 五 音 開 合 を 尊ら に嗜 み、 喉 舌齒牙 唇の 假名に 無理な き 様に 心掛け、 訓 音の 謠ひ 分け 假名 遣 ひの 

分ち、 ヂジ ヅズの 差別、 人 每に是 を穿議 しける が當 世の 謠 曲に、 此嗜は 稀な り、 諸 藝の輕 薄に 成 事斯の 

如し、 た 1- 程 拍子 さへ 問に 合へば、 能き と 云 ふ 様に 成ぬ、 其 程 拍子 だに 己が 心に はよ しと 思 ひても、 誠 

の 拍子へ は 行ぬな り、 前卷 にも 耳底 記 を抬ひ 記す ごとく、 宗 節が 畔 a ひ 出す 所、 遍 くも 早く も 無り しと 


草  翁 


元廣 卿の 書 置 給 ふが 是 誠の ほど 拍子なる べし、 亂舞 音曲 は 云に や 及ぶ、 なべて 今日の 世渡り 士農工商、 

それぞれの 業に、 皆 程 拍子 有り、 夫 を 音曲に のみ 有と 思 ふ は 大成 僻事な り、 日用の ほど 拍子 違へば、 音 

曲 は 物 か は、 大に害 をな すなり、 又 碁 を 打 人の 云、 世渡り は、 シテゥ の 如し、 よしと 思 ふ 事 も 一 手 違へ 

ば、 シテゥ の 崩れた る 如く、 是 迄の よき 事 も 悉く あだと 成な りと 云り、 唯 人 は 油斷 せぬ を耍 とす、 さり 

とて 是を あしく 心得て、 人の 云 事 を 我よ こしまに なぞらへ て 我 を はかる 歟と疑 ふ は 間違な り、 是 は油斷 

せぬ と 云 物に は 非す、 素より さか しらなる 事 は 更なり、 さもな き假 初の 事 を も 心 深く 疑 ひ 聞 は-は、 向 ふ 

の 人 も 又 心 を 置て、 眞の交 は出來 がた し、 此 道具 紛れの せぬ 様に 有た きなり、 斯 云へば あしく 嗚呼が 

ましき 様になれ ども、 翁が ごとき 無 擧短才 の 世 外の 者の あだし ごと 成と て、 あながちに 捨耠 ふべ， 「：ら す、 

よき はよ きにし 給へ、 無學 者の 早 攀問も 稀に は 用に 立 事な きにし も あらす、 返す-^ も：^ 斷有 ベから す、 

世 外の 我 杯 は、 油！？ しても 何 かくる しきと 思へ ども、 生 ある 內に是 を 離る.^ 事 は 成らす、 今 も油斷 せぬ 

事ニッ あり {TfJ^ 此紋を 付て 心を戒 む、 吾 は 唯 知 足の s 字 也、 叉 is 誠 君恩 此句を t- にして 、常- .-arf 一 

に 向 ふごと く^ に拜 むな り、 是 一 ーッを 克己 0 道具と す、 明 和 八 年の 頃、 何とか やい へ る 漂 入洛に 来て 記 

憶 傳と號 して、 方 金 一 片の 謝禮を 以て、 諸人に 口授す るに、 爱に競 ひ 集る 人 干々 に 及びて、 頓に 四百 兩 

程の 金 を かきあつめ、 彼 もの は 暮に何 地へ か 失せぬ、 世のから き 事 を 云ひ詈 る 中に も、 叉 か、 る妄 事に 

蕩 かさる- - やから も 有れば、 世界の 事 は 一概に 一. ム難 し、 鄙 諺に 一寸先き は §i の 夜と 云る は、 實に 尤なる 

敷、 唯お ろかに 後 を はかる 故に こそ、 もろ/、.." の 雜念を 生す るぞ かし、 彼 者の 傳 を；？ - 聞に、 さした る 事 

なき^！ほ-蒙の戲なり、 そ 記憶 は 其 人に 在て 傳には 寄る ベから す、 又 一 つに は 心 を 用る と闭 ひざる とに 寄 

べし、 愚 父が 常に 訓し は、 總 じて 物を覺 ゆるに は先づ 物に よそへ、 其事を^1\っるに、 夫 は 響ば 何事の 有し 

年と 覺 るが よし、 凡そ 一年の 內に 何事 も 無き 年 はなし、 夫 を目當 にして、 其 事より は 前と か 跡と か考れ 

ば、 大 むね 違 ふ 事な し、 叉數を 以て 覺る 次第 は、 いか 様に 成と も 三十 一 文字に 字數を 合つ ビり 置き、 入 

  六 九 五 


翁 


草 


  六 九 六 

用 毎に ひたと 吟 すれば、 後に は 口にた まらす よく 覺る 物な り、 我不學 不覺成 故に、 幾 等 も 歌を搏 置ぬ と 

敎 示せり、 佘も實 にもと 思 ひて、 敎に 任せ 色々 歌 を つづりて 用 之に、 甚益 有り、 思 ひ 出る 儘に 左に 書付 

侍る、 是 人事の 無盡藏 なれば、 此後 何事に 不依此 格 を 以てつ にるべし、 たと へ 百 首 千 首 にても 入用の 

事、 且 好む 事 を つらぬる 故に、 覺 安く、 女子の 百人一首 を覺 ゆる ごとく、 いっとな く 暗ん する 物な り、 

なまじいの 記憶 傅よりも 益 有 かと 覺 侍る、 (但 古より 有 来る 所の 歌 も 一 所に 左に 著す) 

〇 寄籍朱 引の 歌 

右 所 中 は 人の 名 左官 中 一 一に 書の 名 左に は年號 

P キンゴ セン  金 葉詞花 

八 代 は、 古、 撰、 拾 遣に 後 拾 遣 や、 金、 詞、 千載、 新 古今 也、 


和歌 八 代 集 

十三 代 集 

源氏物語 目錄 


. ンョク  ヰ セン 玉 葉 ザィ 

新 勅、 繽後、 續 古今  繽拾、 新 後、 玉、 續千 

續後 拾、 i、 新 後 •  新 千、 新 拾、 新績古 

お rr  末 ft  口 H  它 

桐壺 に、 箒 木、 (仝 蟬、 夕顔の、 紫 を、 摘む、 紅葉 はの、 实 

里  He 標  風 

葵、 榊、 花 散、 須 磨に、 明 石、 み を、 蓬生、 關屋、 ^合の、 松 

薄雲に、 朝顏、 乙女、 玉 かつら、 初音、 こて ふに、 螢、 とこ 夏、 

火  藤 柱 抆裏葉 茱木橫 

筋、 野 分、 みゆきの、 袴、 撗ゃ、 梅、 藤、 若、 柏、 笛 礼、 鈴む し、 

ゆ ふ 霧に、 法の-、 まほろし、 雲、 句 ふ、 紅梅、 竹 川、 橋、 椎か本 

總 角に、 早 蕨、 やとる、 東屋 は、 うき、 靖蛉 も、 手 習 ふた、 夢 


二十 一史 


ゼ  >  力 ン シ ヨシ ョ  .T1 叱 シ IT 

史記 前、 後漢、 三國、 晋、 


南史、 宋書、 南齊、 梁 


翁 


シ 3 ホ 7 シ 

陳、 北、 魏、 


！齊、 周、 隋 


唐五史 宋史、 遼、 金、 元 


七 雄の 發句 

七 書 

六 經 

書十體 

五 音 (サ シス セソ) 


七 雄ゃ秦 楚燕齊 趙魏韓 

法 ゥ r ゥ、 や  問對 

孫子、 吳子、 司 馬、 尉 撩に三 略 や、 六韜、 太宗、 是七書 也 

樂經 は秦に 亡びて 六經も 夫より 後 は 五 經とぞ い ふ 


古文 體、 大小 篆に籀 文 や 八分隸 章に 行 飛白 草 

「ァ 「ヮ r ャ喉 「サ 「タ r ラ 「ナ 舌に 「力 は 牙 音 「サ は齒 昔に て 「ハ r マ は 唇音 - 

(淸 ハ齒 音濁ハ 舌音) 一 

前齒 「金 奥齒は 「木に て、 喉 は 「土、 舌 は 「火 ぞ かし、 唇 は 「水 


同 知 五行 

五行 生剌  生剌は 隣が 生よ 又隣み な划 すると 兼て 知 ベ し 

此謂は 五行の 順 を、 「木 「火 「土 「金 「水と 立て 木の 隣 は 火な り 木 生 火と 相 生す 木の 又隣 は 土な 

と 相 刻す、 餘可傚 之、 

名香 (十一 種) 

城 寺に て 十 一 姓な 


-木划 土 


シャ ゥャゥ  つ ゥ» -ン っボク 

名香 は 法隆、 東大、 逍遙 ゃ三芳 野、 紅 墓、 枯木、 中 川、 法 華 經に花 橘の 八橋 や 園 


近世 年號 


大 永ゃ亨 綠天 文弘 治より 永 祿元龜 天 正文 祿 

慶 十九 元 和 は 九年寬 二十 疋保慶 安み な 四 年づ. - 

承 應ゃ明 麿萬诒 三年に 寬文 十一 一延 寳は八 

天 和 三 貞享四 元 十六 ゃ寳永 七に 五 年疋德 


六 九 七 


六 九 八 


享 I 一十 元 文 五 年 寬保三 延享四 年 寛 延も三 

寶ー暦 は 十三 年に 明 和 八 安永 九 年； 大明は 八 

1 事を數 首に て 覺る類 は 其 歌の 列 を 違ぬ 樣に覺 るを耍 とす 


假 名 遺 


代 守 本尊 


0 


忌 


運 行 

不 成就 日 


假名 遣 ひ は 「ハヒ フへネ 「ワイ ゥ ヱ ヲのニ 音 を 第 一 に辨 ふる 事な り 左の 歌 を以考 

味すべし 

上に 有 わ の 假名 は^わな りけ り 中 下の わ ははと ぞ寄 ベ き 

ぃゐ ともに 上中下に つか ふなり ひ をい とよぶ は 巾 下と 知れ 

0  C 〇  0  0  0  0 

きく はう の 假名に なしつ 、 へ ひ は 叉 ふと 書か へ てと もに をと よ へ 

えと ゑと は 上中下に 置 もす る へ をえ とい ふ は 中と 下な り 

ffra の を は， 町れ に も 11^ け お は 上 ぞ屮下 にて は ほ を をと も 云 

子 は 干 乎 丑 寅 はみ な虛 藏卯は 文殊に て 辰 已籍. 賢よ 

午 勢 至、 未と 屮は大 ョ に 酉 は 不動 ぞ戌亥 八幡 

齋日は 八日 十四 五一 一十三 一 一十 九み そか 殊につ 、しめ (小の 月は朔 日な り) 

正 二 三 四 ハ七 八 九十 十 一 十二 

^未 寅屮卯 酉お や 戌： J.>^ 午 子 は 血 忌な りけ り 

(其 月の 節より 節 道 を 用 ゆ 故に 月 前後へ 跨る と 可 知)， 

ニニ 1 一四 五六 七 八 九十 十一 十二 

未 戌 辰 寅 午 巳 酉 や 申 亥 女に 丑 卯 は 運行 日な り 

正 七 は 三よりか ぞ へ 九日め 二八 は 1 一より 三 九朔日 


四十 は 四 五 霜 は 五日 六と 極 六日に こそ は 初り に けれ 

三ヒ 三日 十一 日 二人 

七 十九 日 廿七曰 二 パ 

pr 卜 四 日 十二 日 マ" 卜 一 

四十 廿日 廿 八日 F 十一 

右不 成就 日の 事 は 色々 說 有て 用る に不 及と 雖、 今專ら 世俗の 用る 所 なれば 假に 愛に 載る、 

七 淸 華 


二 日 

十八 日 

五 日 

廿 一 日 


十 日 

廿 六日 

十三 日 

廿 九日 


三 九 

六十 1 1 


朔 日 

T 七日 


九 日 

廿 五日 


六 日 十 西日 

廿 二日 晦 日 


洛中 竪 小路 


同撗 小路 


翁 


草 


淸花家 は 花 山、 西 園、 大炊、 P 久家、 轉法、 德大、 菊亭と 知れ 

八， 出川ト モ 


寺 


マチ テゥ n ウジ パパ マチ .WJltr. 通 

御幸、 緩、 富铆、 堺、 頂 (今 高 倉 

つへ マチ マチ タナ マチ ノザ トウ ヰン  コ ウジ ガ* 

兩 か窒、 衣、 新、 釜、 西、 小 西、 油、 醒- 

ャテゥ  寺 通 

松、 日暮 しに. 智惠 光院、 淨福、 千 本， 扨 は 西陣 _ 


マチ トウ ヰン ャテゥ 

云) 間の 東に 車、 烏 丸、 

力 〈  マチ クマ 1,1 ン  ャ 

堀、 よしや、 猪、 隠、 黑、 大宮、 


ノ內賣 

寺、 上 立、 

立賣 町 

下、 椹 木、 

, -路 


者 小路 條 賣 

, 中立 〔 


:y 出 川 誓 

五つ、 今や、 元、 武、 一 、 

町 ャ町川 條卜路 

丸太、 竹 • 夷、 二、 押、 お 池 

ウジ n ウジ  0 


長者、 三 通わ、 

小路 條 

鄉、： 1L 一、  is お ：！ 


馬 口 

鞍 や- 

出水 _ 

^、 錦、； g: 條、 賴、 怫、 高迁 や、 松、 萬壽 寺に、 五從 せき だ や、 

魚の 棚、 珠 數屋、 二 筋、 萬 年 寺、 七條 越て 通り 町な し、 

竪 小路 0 內 上下に て 町名の 替候分 

上 r 葭 屋 町 上 「黑 門 通 上 「日 暮 通 上 「車 屋 町 

下 「岩 上 通 下 「薪 シ 町 下 「神 泉苑町 下 「不明 門 通 

マチ 上 門  町暮シ 泉苑町 ャ町 門 通 座 ャ町 

よしや、 岩 馬 は 新シ、 日 くれ 神 車 は あけす 釜 も怫 ぐぞ 

六 九九 


上 一釜 座 通 

下 「佛具 や 町 


草  翁 


七 〇0 


洛陽觀 音 廻りの 順 六角 やせい 願 寺阖子 下御靈 かう 堂 過てよ し 田黑谷 

長樂寺 かう 雀 ニケ 所、 淸 水に 五ケ所 六 はら 扱お たぎ 寺 

大怫 やせん ゆ じニケ 所 今 熊 を 伏 見 街道 九條 へぞ 出る 

原  寳 紙屋 川 

東 寺より 松 西 東 蛸 やくし 出水 下 立 1 一ヶ所 かい 川 

東 向觀音 過て 天皇 寺 淸和院 にて 札 ぞ納る 

月の出 汐を 知る 朔日は 「卯の 四十 一 「未の 四 1 一十 一 日 「亥の 四な りけ り (毎日 四 划づ、 延候 なり) 

和 泉  ， 

五畿 七道  畿內と は 山城 大和 河 內ぢゃ いづみ 攝津の 五ケ 國を云 

摩 張 河 江河 斐 模蔵上 

伊が^ 勢に 志 尾 三 遠 駿甲豆 相 武房總 二に 常 陸 東海 

濃 驛濃伊 安 下 奧陸 

近 江ぢゃ 美の 飛 だ 信の 上野に 野 州む つ 出 羽 東 山と 云 

狭  前  能 登  渡 

若さ ぢゃ越 ぜん 加賀 にのと 越 中越 後 佐 ど をば 北陸と 云 

馬 幡伯耆 

丹 波 丹 後但因 ほうき 出 雲お に 石 見隱岐 こそ 山陰 道 なれ 

獒  安藝 

幡 磨作備 州三ッ にあき 周 防 長 門 合せて これ を 山陽 

i 讃岐  ， 

紀伊 あわ ぢ 阿波さぬ き 伊よ 土 佐が 南海 道の 六ケ國 なり 

ゼ ン ゼ ン ゼ ン 向 薩摩  ッシマ 

西 海は筑 豊 肥 日 隅 さつ 摩岐 外に 二 島 壹岐對 島な り 

ゴ ゴゴ大 

無海國  海な き は 山城 大和 ゆが 河內 つくしに ちく 後 丹 波 美 作 

甲斐 

近： d 路ゃ 美の 飛 だ 信の かいの 阈 上野 野 州是は 海な し 

(5: 筑後 に 無 海と 云 は 非な りと 云 K  ) 


草  翁 


プ  口山 下山 野 藥師市 

五十 三 大草津 石 部 水 土 坂の 關龜庄 石に 四日 桑名路 

池鲤鮒 川 坂  賀 

宫鳴 海ち り 藤 赤に 五井 吉田 ふた 川 白須荒 井前坡 

松 井  谷 田 部 マリコ 

濱見 付袋褂 川に つ 坂 やかな 島 藤 枝 岡 丸 子 宿 

由 井原  ダ根 

府中 江 尻 沖つ ゆい 祌 よし 原 や 原 沼 三 島 箱 小 田 原 

澤塚  川 

大 磯の 平 塚藤戶 程が や も かな 川 崎に 是ゃ品 川 

ハ ^ 勢參宮 の 歌 大草津 石 ベ 水 土坂ノ 關窪津 雲 松 小 畑 山 田ョ) 

曲舞の 出  夕顔に 安達 玉 井 玉 かつら 敦盛 もり 久 みな 木 拍子 

居士 

竹 生 島 白 髭 東岸 唐 船に 邯鄲鉢 木本 拍子な り 

田 村 前 ！ ^ 一  風俊寬 棲 川 せい 願 寺 こそ 二の 拍子 なれ 

二の 拍子 井筒 野の 宮 船橋に 揚貴 妃佛千 手な りけ り 

蟻 通 驟鹉實 盛 老松に 海士 のかる も 上 一の 拍子な り 

田 村 後 二人 靜に道 盛 も 龍 田 烏 頭 は 一 拍子なる 

I 拍子 百 萬 はせ を 賴政ゃ 小 羽衣 花筐 のち 

小町 

|iU 刈に 關寺定 家 難 波 熊 野 三 井寺 山姥 一 拍子 哉 

雲 休 院龍祌 西 行 柏 崎 朝 長姨捨 一 拍子な り 

錦 木の 當麻 阿漕に 紅葉 狩 安宅 鶴 こそ 一 の 程 なれ 

  七 01 


草  翁 


—，   七 。二 

1 の 程 吳服釆 女に 蟬檜 垣是 界天鈹 に花筐 前 

白 樂は船 辨慶に 自然 居士 遊行 浮 船志賀 一 の 程 

杜若 源氏 供養に 殺生 石 淸經兼 平み な 一 の 程 

二の 前 は 高 砂 八 島藤戶 三輪 斑 女郎花 木賊 東北 

江 口 こそ 片 拍子に て 出る なれ 小 鈹ょリ もとる は 梅 かえ 

有 氣無氣  木 は 「酉に 火 は 「子 金 は」 卯 水 土 は 「午より 有氣に 入と 知べ し 

^  Jf^-fltu^^ お CJKile.^ お 水； tL はつ 一毛に- 5 なり ..— 


翁 草 卷之 六十 

爲人 紗拔萃 

〇 秀吉公 西國城 0 御指圖 の 事 

秀吉 公の 代に、 西國？ is 大名 居城 を 可 築と て、 各 堅固の 地を搶 圔に顯 し、 太閤の 披見に 入 奉る 處に、 暫く 

工夫 有て 宣 ひける は、 諸侯 心當の 地形 は、 皆惡き 所な り、 地の利 堅固に 築くべし とて、 大概 惡き地 計に 

差 II し、 繩張 悉く 畫圖に 記して 賜 ふ、 各 本 國に歸 て 其 繩張を 用 ひ、 居城 不殘 築きたり、 年 經て後 仰に 曰 

く、 西國 所々 の 城主 共、 城 取 を 頼し 問、 若し 我 存生の 內に、 敵と 成す におて は、 責 落す に輙き 様に、 繩 

張 をして 遣したり と宣 ひし、 此 物語 を 聞て、 一 座の 老人の 曰、 秀吉公 右の 御內 心に て、 繩張 をし 給 はに、 

諸 大名 城 を 築 終て 後 も、 其 意 を輕々 敷は宣 ふま じき 慮に、 斯く 有し 事 は 3 深き 謀略 成べ し、 されば 义西 

國の 城主 共に 亂を與 せ さ 間 敷 御 工夫に も 有ん か、 

〇柴 木 村甚助 孝悌の 事 

備 中國淺 口 郡柴木 村に 甚 助と 云 ふ 農 人 有り、 僻地の 民 なれば、 孝悌-の 敎 をば、 誰 有て 說聞 せんや、 され 

共 彼 者 親兄弟に 孝涕 Q 道 を 盡す事 、 更に 比類 無り ければ、 g^ts 侯 是を聞 給 ひ、 感心 不？. r 自筆に 感狀を 

書て 賜 ふ、 その 文に 曰、 

備中國 淺ロ郡 柴木村 抱 之 田 方 三 反 昌ニ反 都合 五 反、 依 感有孝 涕の行 永代 與之， 素^ 地の 民、 雖 不知 有 

孝涕の 行、 誠 天質 靈妙 也、 郡 中 皆 至 然共美 足 天質の 靈也、 故以 天祿 賞 之 者 也、 

承應 三年 十 一 月 十三 日  光政 判 
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柴木 村甚助 

誠に 有難き 國 主の 志、 天鑑 曇り 無して 森 羅萬像 を 照し、 大明 無私 照 至 公 無私 心と かや、 されば 甚 助が 孝 

悌の 道に 叶へ る 事、 生 知と も、 云つべし、 諸國の 遠里邊 土に も、 加樣 0 者 有べ けれども、 其 名 埋れて 末 

代に 聞え ざらん は、 淺 多き 事な り、 我と 同志の 人 有らば、 聞傳て 書に 記し 後の世に 留め 給へ かし、 

〇 ト傳 兵法の 事 

土 佐の ト傳と 云 ふ 者、 兵法 を 一派 立て、 無手 勝 流と 號す、 或 時 東國へ 下りけ る 折から、 江 州 矢 橋の 渡り 

にて、 乘合 船に 乘 しが、 其 中に 三十 七 八 計の 男、 長 高く 髭黑 にして 言語い かつな り、 船中に て 唯】 人口 

をた、 き 傍若無人に、 兵法 を 自慢す る、 卜 傳始は 知らぬ顔 にて、 打陲 居たり しが、 餘り 慮外なる 過言 を 

聞 襞て、 彼 男に 云け る は、 扭も 種々 の 御物 語 を 承る 物 哉、 其 中に 兵法の 抗言 こそ 心得ぬ 事 なれ、 吾等 も 

若干より かたの ごとく 精 を 出し、 稽古し たれ 共、 今迄 人に 勝ん と は 思 はす" 唯今に 負ぬ 様に 工夫す るよ 

り 外に、 更に 他事 無しと いへば、 彼 男 聞て、 御坊 はいみ じ や、 兵法 は 何 流 ぞと問 ふ、 いや 唯 人に 負ぬ 無 

手 勝な りと 答 ふ、 男 云く、 無手 勝なら ば、 御坊の 腰の 兩刀 は、 何の 爲ぞ、 ト傳 いふ、 以心 傳 心の 二 刀 は、 

我慢の 鋒 を 切り、 悪念の 萠を斷 つと 云へば、 さらば 御坊と 仕 相 を 致さん に、 無手して 勝 給 はんや、 ト傳 

云く、 されば 我心の 劍は、 活人劍 なれ 共、 對 する 人惡人 なれば、 其 儘 殺人 刀と 成る、 男腹に 居 兼て、 船 

頭に 向 ひ、 此の 船 を 急ぎ 押 着よ、 陸に ト： りて、 勝負 を 決せん と 怒 h> ければ、 ト傳潛 に乘衆 船頭に 目く ば 

せして、 陸 は 往還の 巷に て、 見物 事々 し、 あの 唐 崎の 向なる 離島に て、 人に 負ぬ 無手 勝 流 を 見参に 入ん、 

乘 合の 御 ふせう に 急ぎの かた，.^ も 有らん すれ ども、 あれ 迄 押させて 御 見物 あれ かしと て、 船 を f に 押 

せて、 彼 島へ 着と 等しく、 彼の 男 三尺 八寸の 刀す るりと 拔き、 岸の 上へ 飛揚り、 御坊の 眞甲 二つに なさ 

ん、 ^ぎ揚 り 玉へ と詈れ ば、 ト傳 聞て 暫く 待 給へ、 無手 勝 流 は、 心を靜 にせねば 成らぬ 事な りと て、 徐 

* と 裳 を 高く 挾み 上げ、 腰の 兩刀は 船頭に とらす るな. 其の 水掉を 我に 得させよ と、 船ば たに つ、 立て、 


水 棹に て 向の 岸へ ひらりと 飛 かと 見れば、 さは 無くて^ を 沖へ つき 出す、 男 驚て こ はいかに、 御坊 は揚 

り 給 はぬ かと 云へば、 何に しに 揚り 申べき、 ロ惜 くば、 水 を 游で來 り 給へ、 一則 授て 引導 せん、 無手 勝 

流は是 なりと、 高 笑し ければ、 男餘 りの 無念 さに、 惡 しきた なし 返せ 屍せ と 怒れ 共、 更に 聞 人す して、 

湖水 一町 計 隔て、 扇 を 開き 招きつ.^、 此 兵法の 極秘 をば、 定て 殊勝に 思 ふべ し、 執心なら ば 重て 傳 へん、 

さらば/ \ と 云 捨て 山 田 村に 着船す、 

〇 小 田 原 陣中の 事 

太 閥 相 州 小 田 原陣の 時、 家 康公は 東口の 蓮 池より 押 鬼り 給 ふに、 此の n に條曲 輪と 云 出 丸 有り、 夫より 

又 橋 有て 持 固た る 出 丸な り、 家康 公、 此出丸 を 可 取 工夫し 給て、 井伊 兵 部 を 召て、 橋歟々 々と 計り 仰 有 

て、 子細 を 仰ら れす、 兵 部是を 心に かけて、 種々 思案 をめ ぐらす と雖 も、 其理 分明なら す、 いか 樣に橋 

下の 水の 淺深 を尋 させ 給 ふ 物 成べ しと 推量して、 橋の 下に 杖 を 立て、 水の 淺深を 試み、 其 杖に 印し をつ 

け、 猶又兵 部 自ら 水中に 下りて、 能く 見 證し斯 と 申 上れば、 鬼 角 仰 もな く 又 橋 敷々々 と 計り 宜 ひて、 水の 

淺 深に は聊も 取合 給 はす、 兵 部 不審に 堪 兼ね、 今度 は 自身 密に 行て、 橋の 强弱 安危 を 見る に、 橋桁 以の 

外 弱ければ、 立 歸て其 由 を 申 上る、 其 時家康 公宣 ひける は、 此問 其方に 謂し は 橋の 强 弱の 事な n、 是程 

の 事 をば 定て 思ひ當 るべ しと 推量り て 云ざる なり、 加 様の 惠迄 我が 云 付る 事 は、 家 康に不 似合な りと 宣 

ふ、 此 物語の 底 心 を、 或 老人の 語りけ る は、 さしよりの 曲 輪 を 取て、 鑌く曲 輪 を 一度に 取ざる 事 は、 家 

康に不 似合 事な りと 沙汰すべし、 橋 弱く ば、 軍士 を 渡す に 可 落 事 必定な り、 橋强 くば 手間 入らす 可 取 物 

なりと 工夫；. 給 ふ 奥意な り、 橋歟々 々と 仰ら れ しに、 兵 部 思 ひ當ら ざる 事、 四十 八日な りと かや 其後此 

曲 輪 を 討 取べ しとて、 廣瀨美 濃、 三 科 肥 前に 相 圖れと 仰 付ら る； g 人 承て 當 家の人々 の 若き 子供、 或は 其 

弟 甥な ど 餘多聚 り 居 侍る、 是 等へ 仰 付ら れては 如何と 中 上れば、 此俄 尤可宜 とて、 總 家中へ 相 令 させら 

る、 廣瀨三 科が 了簡 は、 若聚共計に仰付らる\,^9らば、 i§々f^ 子^ 功名 させんと て、 我々 も俱に 出て 
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可 働 事 疑 ひ 無し、 夫の みならす、 其 者の、 伯父 兄弟 親類 迄 出ん に 於て は、 人數も 不足な し、 卽 時に 乘 取べ 

し、 若 又 取 損じたり とも、 此曲 輪に 於て は、 物の 數 ならねば、 若輩 計に 云 付て、 遊 役 させて 見 給た ると 

風聞せば、 難 無るべし と 廣瀨三 科が 慮りけ ろと ぞ聞 えし、 扭總 家中 此令を 聞て、 勇み 逸まざる は 無し、 

案の ごとく 其 子供の 親の 親類 眷屬 加って、 若き 者 どもに、 手柄 を させんと 掉 ぬる^に、 早速 此曲 輪を乘 

取る、 こ k に 最前 家康 公の 工夫し 給 ふ 如く、 橋の 本に て、 人數閊 ぬる 時、 井伊 兵 部 元より 知た る 事 なれ 

ば、 此橋危 しとて、 繽の曲 輪 を 取ら すん ば、 {ネ 唐 公の 御 心底 も I に ロ惜き 事な りと て、 自身 橋 爪に 押 寄 

せ、 鐵炮を 取て 放つ 時、 誤て 二重 籠した る 筒 なれば 卽 時に 裂て、 指の 股 を 損じたり と雖 も、 兵 部 是を物 

ともせす、 其 手に て！； 炮を 提げ、 ゑ. S ゃ聲を 出し、 蒐 りければ、 其 威に 勵 されて、 橋より 向の 出 丸 を も、 

終に 乘 取け ると ぞ、 誠に 井伊 兵 部が 戰功 は、 家康 公の 御 智謀より 興り、 軍 慮の 賢き は、 廣； i 三 科に 出た 

り、 去れば 名將の 奥意 は、 一 言 出ても 其理 深し となり、 

〇 內藤四 郞左衞 I： 夢想の 事 

關ケ 原陣の 時、 家 康公濱 松 を 御 出馬 有て、 其 後に 內. 藤 W 郞左衞 鬥中 ける は、 今度 肝要の 事 を 申 落したり、 

其 や. 1 は、 關ケ 原へ 御 羞の翌 =、 有無の 御 合 戰可被 遊 候 様に、 言上すべき 物 を、 犬に 失念したり、 若 御 

心 を 付ら れ すして、 翌日の 合戰御 延引 あらば、 大事 有べ し、 其 故 は 今度 家康 公に、 上方 衆 餘多隨 ひ 奉て 

上りたり、 自然 戰間 有に 於て は、 いか 様 成る 密薛を か 巧み 出さん、 のみ 心 元 無しと 申け る、 誠に 四郞 

左衞 1： 工夫の 如く、 家康 公も覺 悟し 玉 ひ、 御着 無 御合戰 有て、 勝利 を 得 給 ひしと なり、 此四郞 左衞門 

は、 武功 人に 15 え、 智謀 深き eix と 今に 云ひ傳 へたり、 或 翁が 曰、 家 康公未 天下の 主と 成り 給 はざる 始、 

濱 松に 31? 給 ふ 時、 內. a 四 郞左衞 e: 夢想の 吿 有り、 白 張 装束 着た る 人、 門のと じきみ に 立て 居たり し を、 

夢 心に 怪く思 ひて、 如何 成 者 ぞと尋 しに、 我 は 是家康 へ 使に 來 りしと 云て. 一首の 歌 を 詠吟す、 

疾 花に 和 泉河內 Q を さまり て 金の 橋 を わたす よね くら 


是を四 郞左衛 門に 渡して、 其 使は歸 る、 四郞左衞門是を見^；这るに、 濱 松の 町 を 過て、 八幡宮の 鳥居の 内 

へ 行と はて- 頓て 夢は醒 たり、 內 一 i 此 よしを 家 康 公へ 言上せ しとな り、 夢想 oiic より 百 曰に 當 つて、 秀 

忠公御 誕生 有り、 關ケ原 IS 勝の 後、 天下の 主と 仰れ 給 ひて、 武州 江戸に 御座 有れば、 市中 迄 家作り 結構 

に 成り 大橋 を：^ し • 米倉 橋と 云 も出來 たり、 夢想 是迄は 合 ひたれ 共、 和 泉 河 內の事 は、 更に 合 點に不 及 

と、 度々 心に 懸て 語りし が 其 後家 康公 河 へ 御 隱. 的. 有 つ て 、 秀忠將 軍 の 御代に 至り、 大阪： 亡 して こそ、 

和 泉 河內の 夢想 を 思 ひ 合 せ し と な り、 按 る に 內藤奚 ぞ 夢幻 泡 影 の 理を辨 へ ざらん や、 智 深き な れ ば 、 

1 度秀 賴を責 亡し 給 はすん ば、 天下 穩に 成り 難 からん と、 是非に 慮って 夢想に 寄せて、 よね くら 橋 迄 合 

ひたり、 和 泉 河 內の裹 迄 は、 合 點に不 及と、 常々 語りし は、 當來 の理を 能く 勘へ て 未来の 理 も^く 有べ 

しと 察した る 物な り、 去れば 大將の 人 を 見て取 立 給 事、 近代に 至て は、 信玄 公秀 吉 公家 康 公と 承る、 

〇 花房 助兵衛 武功の 事 

秀吉 公の 時、 備前中 納言秀 家の 臣に、 花房 助 兵 衛と云 ふ 者 有り、 秀吉 公の 氣に 背き 佐 竹へ 流さる、， 公 

は始 より 助兵衛 に御细 切なる 故、 其方が 子 を 一 人 取 立て 遣すべし、 江 戶近邊 Q 寺に 預け 置べ し、 折を以 

て 召 出さる べしとの 御 事故、 助 兵 衞難有 存じ、 枠 一人 武 州の 內、 長榮山 本文 寺の 聖人に 預け 置き、 其 後 

象 康公鷹 野に 出させ 給 ひ、 池 上に 立 寄 給 節、 彼 助兵衛 子に 御茶 を 持せ て蒂 出け る を御覽 有て、 此者は 何 

者の 子 ぞと尋 給 ふ、 聖人 敬て 是 は何國 ともなく 浪人 もの、 枠に て 候と 申 上る、 家 康公聞 召し、 さらば 此 

者 を 我に 給 はれ、 使 ふべ しと {呈 ふ、 聖人 則 御請 申 上らる、 苗字 も 尋る名 も 無き 者な りと 申 上る に仍 り、 

其 時 御^に 召 連ら れし、 榊 原 式部が 子分に して、 苗字 を 名乘ら せよ と宣 ひ、 後年 榊 原飛驛 守と 名乘^ は、 

此の 花房 助 兵衞が 子な りと 傳 承る、 抑々 此助 兵衞事 は、 西國 にて 人 も 能く 知る 武功の 聞え 有ければ、 家 

康公も 他に 異に 思 召け る. 其 後 太閤 薨去 有て、 景勝 陣の 時、 助兵衞 家.：. M 公の 幕下へ 參る、 家康 公官； く、 

佐 竹 事 今度 景勝と 一味して 敵と 成て 可 出 者 か、 又 我爲に 味方と 成て 出 問 敷 者 か、 常々 助 兵 衞は佐 竹 家中 
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に 在し 者 なれば、 定て其 趣 を委く 知べ し * 眞 直に 申すべし となり、 助兵衞 承り、 されば 佐 竹 は 常に 正直 

第一 の 人な り、 然ば何 ぞ御爲 に 敵と 成て 可 出 や、 出 申 敷 者な りと 申 上け るに、 左 有ん に 於て は、 今度 

佐 竹 出 叩 敷. S の 起請文 を 以て 可 申 上. a 仰 出さる- -處 に、 助兵衞 云く、 佐 竹 事家康 公に 對し 奉り、 聊 疎略 

敷と は 幸存れ 共、 起請文 を 以て 佐 竹 事 を 請 合 奉る 事 は 難 成 由 申 上る に仍 り、 其 儘に 差 置れ ぬ、 世 治 

て 後、 家康 公宣 ひける は、 花房 助 兵衞は 武功の 者と 思 ひしが 、案に相違して 武功 は 無 之 者な りと 宣 ひて、 

其 後 は 公の 御前 も、 巳 前と は替 り、 次第々々 に 遠ざかり つるな り、 右の 因緣を 助兵衞 死後に 臨て 、一門の 

者 共に 語て 云く、 扭も我 思ひ當 るべき 事 を m 心 ひ不當 して 家廣 公に、 一言の 御請 を 申 損じ、 御前 も 遠ざか 

り、 一世の 問、 此 身上に て朽 2^ るな り、 此趣を _J ^生の 內に、 各へ 語て 聞すべし、 去れば 名將に 仕へ 奉る 者 

は、 假 初の 事に も、 心 を 付て 物 を 申すべき 事ぞ かし、 家康 公の、 佐 竹 は 景勝に 與 して 可 出か、 又 出 問 敷 

かと 御尋の 時、 出 問 敷と 申た るに 依て、 さ 有らば 起請文 を 書け と 宜し を、 其 義は成 難しと 申 切て、 書 ざ 

りし 事 後悔 千 萬な り、 其 時 起請文 を 書 たれば とて 可 出 佐 竹が 出 問 敷に も 非れば、 誠の 證據に は 思 ひ 給 問 

敷 けれども、 上方 勢 を 始め 旗本に 至る 迄、 扱 は 佐 竹 は 必定 出ざる べし、 是迄佐 竹 家中に 在し 花房が、 能々 

內證を 知 すん ば、 何とて 祌文を 可 書 や、 旣に是 を 誓し 上 は、 佐 竹 事 は、 心 易しと 諸 軍の 心 を 易から しむる 

時 は、 則 味方の 競と 成る、 此謀を 以て 被 仰し 事 を、 唯一 偏に 聞 誤て、 自然 佐 竹 出た る 時の 後難 を 畏れて、 

是を書 ざり し 事、 愚 味の 至り、 後悔 餘り 有り、 夫より して 家康 ハムの 思 召 入の 深き も、 いつしか 淺く 成ぬ 

ると 覺て、 死期に 臨み、 是 のみ ロ惜き 次第な りと 云し とか や.' 去れば 此 花房 は、 西國 にて 武功の 名 ある 者 

と は 云ながら、 加 様 € 者 は東國 に 幾 萬 も あるべき に、 取 分け 此の 助兵衞 を御悃 になされ、 太閤の 勘氣を 

得た る 者の 其 子 を 取 立 て 、 榊 原が 苗字 を 以 て 召 出 さる、 杯い か 成 思 召に て、 左程 御 賞 成 や と 推量り 奉 

るに、 ^5_-國の事は勿論なり、 I 度； 大下を 5!- 給ん に、 西！； の 事 i お： 不案 S: なれば、 其 節の 案內 者の 思 召た る 

べき かと 智 ある 人の 申 合り、 ぶ 曰 1; 狄經 公の 鷲：^ 十 郞を用 ひられし も、 案內 者の 爲ぞ かし、 名 將の心 古今 一 
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致な り、 花房 末期に 及で、 一門に 是を遣 一一 一一 〔せし も、 是叉 武功 名人の 故な り、 士 たる 者 愚に 思 ふべ からす 

c_#i 和尙の 言の 事 

或 人 策 彥和尙 の 許に 來て、 扱 も 誰々 け 善人に て 候と 云へば、 夫 は 身罷りた る やと 問 ひ 給 ふ、 いなと 申せ 

ば、 其 時、 人の 心 は 知れぬ 物に 侍る、 遮って 譽る事 勿れ、 又 誰は惡 人に 候と 云 ふに、 其 答 も 同事に て、 

毀る 事 勿れと なり、 去れば 邵康節 は、 人の 謗り を 聞て、 未嘗 怒、 人の 譽るを 聞ても 朱嘗 喜、 人の 惡むを 

聞ても 末嘗 和、 聞 人 言 人 之 蕃則就 和 之， 又 從て是 を 喜べり、 故讓 にも 其 志を顯 せり、 樂見 善人 樂聞 善事、 

樂道善 言、 樂行 善意、 人の 惡を 聞て は 芒 刺 を脊に 負が 如くに 思 ひ、 人の 善，， 聞て は 蕙蘭を 腰に 佩る が 如 

くに 思 ひ 給と なり、 有難き 訓 なり、 

〇 園 居の 辨の事 

人 は 二十に して 冠し、 三十に して 妻を娶 り、 五十に して 仕へ、 七十に して 宫を 返し、 其 後世 を遁 る、 事 

其 身 を 安くす る 故に 隱 居と 云 ふ、 され， ども 其 人の 德、 高き 時 は、 朝廷より 杖 を 賜 ふ、 又參內 して 道 を 論 

じ、 義を談 す、 八 九十 歳に 及て は 朝廷に 杖つ く 事 も 成らざる 時 は、 fK 、子 自ら 其屋へ 行幸 成て、 其 事 を 問 

給 ふ、 何ぞ隱 居と 云 れんや、 彼 商 山の 四 皓世を 遁れ、 箕 山の 許 由、 是又 論す るに 足らす、 然れ共 是は君 

臣德 高く 道の 道た る 時の 事なる べし、 道の 與 ると 廢れ ると、 人事の 宜 きと 不宜と 夭 道の 盈^、 人の 力の 

及 所に あらす、 如此 なる 時 は 深く 世 を 厭 ひ、 隱 1!::- しても 可な らん 乎、 かたちば かり は隱 居して、 心の 隱 

居せ ぬ 人 は、 子に 家 を 譲ても 子 を 恨る ii^ も 有リ、 隱 居の 二字 を 忘れつ.^、 世 問 を 勤る 者 有り、 如 此の 隱 

居 こそ 慾に 股の 見え ざれば、 其 調 ひの 顯れ て最兌 苦く ぞ 見えに ける 蔣詡が 三徑、 劉 商 錫が 陋室、 何も 心 

床 敷 事な り、 

捨か ぬる 人 もす つれ は捨る 世に など 捨られ です てかぬ る身ぞ 

此歌或 僭の よみ 給へ る を、 不圖思 ひ 出て 爱に 書付 侍る、 

  七 0丸 


翁 


草 


[ill  AMO 

〇廣£ 義太夫の 事 

水 野 日向 守 家中に 廣田 義太夫と 云 者 有り、 少身 にて 右筆 を 勤".^ たりし が、 慶長 十九 年 五月 六日、 嶋野ロ 

にて 手に 合 ふ胄首 一 つ 取て、 日向 守の 見參に 入る、 日向 守感 悅不淺 時、 義太夫 愼て 望け る は、 明 H の 御 

備に も 先手に 召 加 へらるべき や、 推參 成る 事に 候へ ども、 同く 御手 廻りに 召 置れば、 身 不肖ながら 御先 

途を見 屈け 討死 を 期せん の 外 他の 望 無 之と、 頻りに 丹心 を 顯し願 ひければ、 日 州 其 忠誠の 偽らざる 體に 

愛て、 則饌 本に 召 置れ、 我 手に 合な ば、 汝も 手に 合べ し、 さも 無くば 側 を 離る- -事 なかれと 約して 翌 

七日 t 明 寺 口へ 出張 せらる、 其 日 はさした る 事 あら じと 思ふ處 に、 晚景に 及で、 敵の 多少 は 不知、 一群 

眞 しくら に、 s 向 守の 本陣へ る、 義太夫 莞爾として 日 州の 眞 先に 立ち、 曰 州 も 物 あ ひ 近く なれば、 鎗を 

取て 立る、 義太夫 鎰を 横た へ、 敵中へ 蒐 入ん とせし が、 後 を 急 度 見て、 今生に 於て 主君の 拜顏是 迄な り、 

我に 暇 を 賜れと、 聊 臆した る氣 色な く、 敵中へ 蒐 入る、 敵 は 多勢な り、 混々 と鎗を 付け 忽に廣 田 は鎗下 

の 討死な り、 日 州 眼前に 廣 田が 討死 を 見て、 こ はロ惜 とて 自身 火. 出る 程 戰ひ數 十 ケ所創 を 被り 本陣-"^ 

れ しが、 義太夫が 討死の 勇 しげなる を憐 て、 戰 場より 廣 田が 死骸 を 取 寄 られ ける に、 數 多の 鎔創 にて 

朱け に 成り、 目 も 當られ ぬ 有様 成る を、 日向 守 自ら 拜を 以て 廣 田が 口 を 開て、 末 後の 水 共 成なら ばなれ、 

先づ 氣付藥 を^ ひ 見ん と、 藥を 口中へ 吹 人 させら る、 に天數 最不盡 にや、 廣田息 を 吹 出しけ るに ぞ、 愈 

藥を ffl ひければ、 不思議に 蘇生 をぞ したりけ る、 扱 外科 を 以て 創を療 用す るに、 餘 多の 鎗疵 急所 を脫れ 

ければ、 追 日 平 愈し、 其後！？^馬へ人湯して、 悉く 本復す、 斯て世 治て 後、 和 州 郡 山 六 萬 石の 地 を 日向 守 

に 賜 ひ、 仍ほ 今度 大阪に 於て、 功 有る 諸士 へ、 夫々 賞祿 有る 中に、 廣田 一人 は、 其 期を延 て、 重て 諸臣 

を 集 被 申け る は、 廣田 義太夫 軍 忠の事 は、 各々 眼前の 處 なり、 然れば 恩祿の 事、 . ^群に 遣 はし 度 3 で A は 

如何にと 有 けれ は、 皆 一同に 御 尤の御 事の， S 申 之、 是 故に 千 石の 加增 にて、 長臣の 列に 人 ちれ、 後年 迄 

長命し、 廣田阖 書と 云 ひし 家老 は、 此の 義太夫の 事な りと ぞ、 


〇 高木 村 越 武勇 0 事  I 

家康 公の 御內、 高木 主 水、 村 越與三 右衛門、 遠 州に ての 働 は、 兩人田 中 Q 細 繩手を 引退に、 敵十齋 計り 

追 直る、 主 水 幾度と なく、 鐽を振 廻し、 一足 も 引 まじ、 一 餘參 らんと 蹈 止れば、 村 越 は 弓に 矢 をつ が ひ、 

翁 脇 を 詰る ぞ、 心 閑に 一 鎗 せよ と訇 り、 敵 しらめば 雨 人 引退く、 此道 一騎 打に て、 雨 方 は 沼な り、 敵 一 

度に 押 鬼る 事 成 難き 地形な り、 兩人 心得た る 勇士 なれば、 撗 溝に 橋の 有 處を目 け、 其 所に て 取て 返し、 

無二無三に 鬼り、 向 ふ 敵 を 突 伏る、 村 越 鐘^ を 詰る ぞ 討て 討てと 聲を 懸て番 へる 矢 を 放ち、 其 場に て兩 

人して、 敵 三人 を 討 取り、 雨 人 共 恙なく 引取たり、 武功 無類 成る 勇士と 云々， 此 物語 を 聞て、 或 人 云く、 

或は 溝 或は 橋 何れも 一 つ 凝る 地形 を 目 付に して 返す がよ しと 云 事 書に 顯然 たり、 鏠脇を 詰る に 刀 を 上と 

し 弓 を 中と し、 鐵炮を 次と す、 其 子細 は 翁 脇の 刀 は、 鎗 突入よりも 蹈 込ねば、 其 刀 敵に あたらす、 故に 

刀に て鎗脇 をす る を、 就中 譽る、 さあら ば、 鎗 よりも 手. 柄と 云べき なれ ど、 先 づ鎗を 敵に つけぬ 前 は、 

刀に て 成り 難し、 鏡 を 付る ゆえに、 刀に て鎗脇 をす る、 仍て其 手柄 翁に 積ぐ、 弓 は 又 精兵 は 知らす、 小 

兵 は 根 矢に て 十 間より 延ては 思 ふ 程の 譽 無し、 六 七 間 たるべし、 然れば 鐘つ く 人の 跡より 射ても、 二 間 

三 間 たるべし、 故に 刀に 續て、 弓 を譽 たり、 鐵炮は 一町 二 町 さきの 者 にても 打 落す、 況ゃ十 間 二十 問に 

て も 中り 自巾 なり、 因玆 鐵炮鎗 ii をば、 弓より は 又 次に 譽 たり、 武士道 不" As の 家に て は、 鎗脇を 詰る 

と 云へば、 ：e れも 同事 Q 樣に 心得た る も 有らん、 さに は 非す、 能々 武道の 象議 有べ し、 

〇 家康 公船藥 見様 御 指南 の 事 

大阪陣 の 時、 世 問の 風聞に、 西國 より、 島 津其外 大阪へ 手 合 Q 內通 有て、 兵船 數千艘 にて 上る と 専ら 申 

觸 しける 故、 家康 公使 番を 召て、 木津 と？ ゆの 間に 船の 露り 所有 や 具に： て來 れと宣 ふ、 長て 御前 を 立ん 

とする 時 呼 返し 給 ひ、 右の 見様 は 何と 合點 して 行ん とする ぞと問 給 ふに、 使 番の者 遠慮して、 更に 其理 

由 を不申 上、 家 康公以 の 外 怒 給て、 其方 何 を 分明に 知て、 其理を 不問して 行ん と はする ぞ、 凡 船 を かく 
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る 所と 云 は、 昆蒙 有事な り、 濱 近き 礎 際に は、 船 はかから ぬ 物な り、 或は 入江 或は 船 入 杯の 無き 所に は 

かゝり 難し、 船に 乘て五 問と 漕 出せば、 陸より 船に はならぬ ものな り、 汐の 干潟に 船 を かけて は 船 も、 

た，， す、 乘 ても瞧 出す に 不自由な り、 人 江诸の 水の 淺深 泥土 砂 石 迄に 心 を 付る 者な り、 其 子細 を も 不知、 

^を HE 當に て歸 らんと 思 ふぞと 有て、 右の 趣 を委く 語り 閜せ給 ひ、 旣に被 遺と きに、 秀忠の 使 番衆を 

も 副て 遣し 玉へ と 有しに 仍り、 家康 公の 使番 衆、 一 兩日は 待 けれ 共、 遲 かりし 故、 先づ 行て 木津 より 和 

泉界 迄の 問 を： て、 急ぎ 歸て 此の 三ケ 所の 問に は 船 を かけ 置べき 所 無き 由 を 中 上ければ 公 聞 召し 

扨 は西國 より 島津其 外押來 共、 輙く 船を掛 S はべき 所 無しと 思惟し 給て、 其 後 秀忠の 使番も 行た るかと 尋 

給 ふに、 是は 遲く參 たる 故に、 道 にても 不逢由 を 申す、 公 御 不興 有り、 若き 者 共に 加 様の 事を^ 習 はす 

べき 爲に つけて 遣せ と 云つ るに、 一緒に 往 ざる 事 曲事な りと 使 を 以叱給 ふとな り、 旗本の 說に は、 秀忠 

公の 使番衆 は、 聞 損じて 大和の 木 滓へ 行た る 杯と、 人々 申 合り、 誠に 使 1^ の 無案內 故な り、 家 康公は 名 

將に てまし ませば、 海陸の 理を 能く 知せ 玉 ひ、 . ^津和 泉^の 間の 船掛 を^せ に 遣 はされ し 事 誠に 深き 

御 工夫 有ん- 凡慮の 及ぶ 所に あらす、 是を忍 ふに、 火 身 も 小身 も、 朝暮萬 事に 心 をつ けざる は、 大成ぎ 

なるべし、 秀忠 公の 使^ 衆 船の か k り 所 を 見よ との 仰 を 承て、 船 着 も 無き、 大和の 木津へ 行し は、 無 調 

法な り、 木津と 計り 聞て は、 似た る 名の 誤に も 成らん 乎、 大和の 木津攝 州の 木津 間違 易し、 されば 心懸 

けの 功 者と 云 は、 物に 能々 念 を 入れ、 云 ふ 所 を 能々 言 ひ 聞く 所 をよ く 聞て、 差當 たる 理を脫 さねば 誤 も 

少 きものな り、 

〇 大 阪鉀陣 扱の 事 

w% 長年 中た 阪陣の 物語 は、 世^に 流布す るの みならす、 其 手 害に あ ひ、 始終の 沙汰 眼前の 様子 を 見た る 

人世に 多く あれば、 此書披 の 時、 前後 相違の 處 添削 を 待 物な り 「【割 註】 其蜩 云、 此爲 人鈔梓 行の 年曆 

は 寬文ニ 年な り、 右御陣 より 僅 i: 十餘 年後の 梓 行 故に、 此文章有り」 #^或軍飾の曰、 相 州 小 田 原の 大 
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扱の 事合點 仕た る やと 被尋 故、 予 答て III、 大抵 合點 仕たり、 今の 世に も 時節 有らば、 臨 機 應&の 品 は 多.; 

かるべし と 申せば、 軍師 曰、 は 其方 は 物語 計り 能く 覺て、 其理を 工夫せ ざる 故、 目前に 有し 事 を さへ 一 

思 ひ當ら すと 見えたり、 武士道の 物； を 聞ん 時 は、 其理を 工夫して、 我覺 たる 武邊 の理に 引合せ 見る 物な 一 

り、 さらば 小 田 原 0 大极を 近お 用 ひ 給 ふ 其理を 語て 聞 せん、 抑家康 公大 阪城を 扱 にせさせ 給 ふ 事、 是皆 

右の 工夫な り、 大阪は 名 城と 云 ひ、 其 上長 陣に 於て は 過ち 有べ しと、 鍾て 悟り、 先づ大 扱を懸 て、 二度， 

目に 攻 落し 給 ふ 事、 是 併ら 家康公 謀 を 廻して、 京 極 殿の 母 懷を极 人に 定られ し 事 第 I なり、 其 時 寄 手， 

は悉仕 寄の 内より 金 掘 を 入て 掘 を ほり 崩させん との 下知に 仍る、 然 らば 近 國の金 掘 を 呼ん と 有て、 丹 波 一 

山に 居たり ける 余 掘 を、 板 倉 伊賀 守に 可 喚 越 由、 若き 出頭 衆 申ければ、 伊賀 守 曰、 丹 波 山の 金 掘 は、 一 一 

向 域な ど 掘 崩す 事 は 知べ からす、 甲斐の 國の金 掘なら では 叶 難しと て、 近き 丹 波より は不 呼して、 遙々！ 

甲斐より 呼 越て、 巨細 を 金 掘に 尊れば、 六ケ敷 城な り 共輒き 事な り、 況ゃ此 城 を やと 云 ふ、 尤も 一片 

切 岸の 山に 添た る は、 さも 有なん、 是は掘 深う して 水 又 深ければ、 掘 底に 成て 如何 有ん と 云 ふに、 金 掘 

云、 城の 底に は 板 を 以て 箱 を さし、 夫 を 沈めて 通る 巧 有り、 其宮 の持樣 有り、 去らば 指圖 せよ とて、 檜 

板 を 取 寄せ、 所々 の 陣屋へ 觸 しめて 大工 を 集め、 樋 を 打て、 山の 如くに 積 上る、 其 後 京 極 殿の 母 俵 を、 城 一 

內へ 遣して、 家康 公宣 ふ は、 我に 於て 聊心辣 無しと 雖も、 秀忠氣 强成者 なれば、 是非に 城 を 掘 崩し、 秀ー 

頼 を 亡さん とて、 遙々 甲斐の 國 より 佘掘迄 も 呼 越たり、 此者共 は 信玄の 時代に、 度々 城 を 掘 崩した る 功一 

者 なれば、 いと 易く 請 合たり、 依 之 諸 大名に 云 合て、 頻に其 用意 をな す、 掘の 底 を 通らん 謀に は、 村 木 を i 

寄せて 樋 を 巧み、 夥 敷積累 ねたり、 是僞に 非れば、 竊に人 を 越ても 見せ 給へ、 我等 此企を 見て、 様々 留： 

め 侍れ 共、 秀忠合 點し給 はす、 さ 有ん 時 は 終に 秀賴 滅亡し 給べ し、 "家 康公此 期に 臨んで、 一世なら ぬ愁ー 

嘆な り、 秀 忠は秀 頼に こそ 遣 恨 有と も、 更に 我が 孫娘の 知た る 事に 非す、 秀頼亡 給 ふ 時 は、 我 孫娘 も 共 一 

に： べし、 今迄ながら へて、 孫の 故な く 亡ぶ る を 目前に 見るべき 事悲 みの 误 やむ 時-なからん、 秀忠は 4^ 一 
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頼の 舅 なれば、 少し 心に 合ぬ 事 をば、 婿に 對 して 堪忍 有、 向後 秀忠 と秀賴 和睦 有て、 我な き 跡 にても 二 

人 談<^ し 給て、 天下 愈々 靜謐の 基 を 仰がれん 事專 用な り、 秀賴も 母 公 も、 其 分別 をし 給 はビ、 我 も 亦 一 

つに 成て、 秀忠 へ隨分 異見 を 加 ふべ し、 是 偏に 我 孫 を 助 度の 餘 なりと、 言葉に 道理 を • 含ませて、 誠し や 

かに 宣 へば、 京 極 殿の 母 儀、 此趣 きを 秀賴の 母 公へ こま，， ^語り ませば、 追 女 儀の 事 なれば、 未 來を少 

も 辨へ給 はす、 唯一 筋に 秀頼を 救ん とのみ の 御 心に て、 母 公 扱に 乘し給 ふ 故、 今 は 早 秀頼も 和平の 方に 

引れ し は、 運の 盡 たる 所な り、 家康 公より 京 極 殿 Q 母 儀に、 本 多 佐 渡 守、 板 倉 伊賀 守 兩人を 差 副ら れ、 

秀忠 公へ 種々 御 異見 有ければ、 秀忠公 は 鬼に 角に、 此度攻 亡 さで は 叶 まじと、 重 疊仰有 けれども、 强く 

家康 公より 御 異見 故、 親の 命に 背ん 事、 恐れ多き 事 なれば、 さらば 和睦 仕べ し >  扨 も秀賴 我に 榍を つき 

給ふ處 に、 御 異見に て、 和平 仕る 事 なれば、 何ぞ 一 つ 其 印なくて は 成 難し、 秀賴に 於ても、 能々 思案 を 

廻らされ、 秀忠も 重て 手 を 失 はざる 様に 侍らば、 御 異見に 順って 和平 有べき との 俵な り、 家 康公聞 召、 

以ての外 御腹 立 有り、 拔も 秀忠は 我に 背いて、 不 入所の 意地 强し、 是 偏に 大 なる疵 なり、 然れ ども 夫 を 

惡 敷と 敎 劉しても、 扁 なる 生れつきの、 今 俄に 直るべき にも 有ら ざれば、 事 を 左右に 寄せて、 又 和 す 

まじき など、 云 出しな ば、 是程 成就し 懸 りし 事の、 又 破れん も 如何な り、 此上は 秀賴へ も 吾等 異見 を 加 

ふべ しとて 城 內へ仰 遣 はされ ける は、 秀忠の 意地 强き 段々 如此 なり、 もし 事 延引せば、 吾等が 異見 空 敷 

成て は訟 無し、 此上は 秀賴も 是非に 分別 有て、 籠城の 難 を 開かれ、 以来 無 隔心樣 談ぜら るべ し、 和平の 

しるしに は、、 外 曲 輪の 堀ば かり 埋 初る を 證 として、 秀忠 も歸陣 し、 我も駿 府へ歸 り、 鷹 野に 日を暮 し、 

天下 安全 老後の 遊樂 誠に 以て 望む 處 なりと、 樣々 手を盡 されて、 終に 扱に 成り、 外 曲 輪の 堀 一重 埋らる 

べきに 究り ける、 互に 御 和平 有る 上 は、 起請文 を 取替し 給 はんとて、 秀賴も 母 公 も 同く 起請文 を 被 調、 

家康 公秀 忠 公-これ 又 牛王寳 印の 裏 を 飜し給 ふ 【割 註】 諸 記に は 大御所と 秀賴 公との 御 誓盟の 事を錄 す、 

文の 通り雨な り ゃ追考 すべし」 御 筆 元の 證人 おは、 木 村長！； 守 を 差 55 さる、 家廉公 大老に てまし ます 
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おかちと 云し 女房、 御手の 血 を 漏し gl& に 塗 付て、 木 村長 門 守に 渡す、 其 後家 康公は 無 程 上洛 

し 給へば、 大阪 にも 安堵の 思 ひ を 成し 給 ふ、 杻又^ 睦の 印に は 大阪外 曲 輪の 堀 一重 埋 させ 給 ふ、 其の 奉 

行 は 本 多 上野 成，； g 隼 人 安藤 帶刀 なり、 其 外 普請 奉行 は 總大將 の 中 にても、 萬 事 功の 人た る 人 を 差 出し、 

外 曲 輪の 堀 を 埋め、 夫より 二の丸に 取掛 る、 秀賴公 を 始め 城 中の 面々 これ を 見て、 御 約諾 相違な りと し 

て、 城より 人 を 出し 咎 之に、 本 多 上野 承り 仰尤 なり、 物 頭 ども 聞 誤て 埋 かけた るな り、 去らば 下知 を 加 

へんと て、 其 場へ 出で 其 由 を 堅く 申 付れば、 何れも 心得たり と 返答しながら、 上野 介歸れ ば、 其 跡に て 

推 參の奴 原 ども、 散々 に惡 口して 埋 たき 儘に 埋 ぬる 間、 母 公 これ を 怒り 悲み 給て、 おたまと 云 ふ 女房の 

御前 を 遣して、 いかに 斯 はする ぞ、 更に 心得られす と宣 へば、 成瀨隼 人生 得 わる 口 者 なれば、 其 返答 は 

せす して、 其 女房に 向 ひ、 扱 も そなた は 美 目よ く 姿 かたちの うつくし やな ど、 戲れ けり、 安藤 帶刀は 物 

を も 更に 不言して 鬼 角せ し 間に、 下知 も不 聞、 埋寄 るに 仍り、 是は怪 敷 事 なれば、 其 儘に 差 置 難し、 急 

虔家康 公へ 御斷可 有と て、 おたまに 大野 主馬 を 相 副へ、 京都へ 差 登 せらる、 扭本多 佐 渡 守に 相對 して、 右 

の 趣 を 具に 申せば、 佐 渡 守 承り、 枠 上野 介と 云 ふた わけ 者、 物の 下知す る 事 を も 不知して、 不覺の 次第、 

是非 を 云に 據 無し、 唯今 御 使の 旨 を 家康へ 披露 申べき が、 二三 日 風 病に 一 li され、 藥を用 ひ 玉へば、 平 愈 

の 上 披露 申さん とて 不栗、 其 後 は 佐 渡 守 も、 氣分惡 しとて 出仕せ す、 板 倉 伊賀 守に 催促 すれば、 佐 渡 守 

快氣 次第、 同前に 披露 申さん とて、 鬼 角す る 內に大 阪の堀 はは や 本丸 迄 寄 趣る、 其 到 來を密 に 聞て、 大 

阪 よりの 仰の 趣 言上 すれば、 家 康公聞 召、 是は 道理 至極せ り、 先 各 は 急ぎ 歸る べしと 有て、 頓て佐 渡 守 

を 差 下さる、 佐 渡 守 大阪へ 下りて みれば、 堀 は 悉く 本丸まで 埋 寄て、 齊 請の 者 は 一 人 も 無し、 佐 渡守僞 

あきれて、 是迄 はよ も埋間 敷と 存じつ るに、 扭も 無分別 者 共の 寄 合に て、 早 盡く埋 たる 事 不覺の 第一 、 

言語に 不及、 此上は 何共 可致樣 無し、 枠 を 始め 此義 に掛り 合た る 奉行 役人、 各 曲事 たるべし、 急ぎ 罷登 

り 此由を 申さん とて、 佐 渡 守 は 上洛す、 其 後 東西 愈々 和平 相濟 み、 兩公關 東へ 下向し 給 ひ、 翌年 五月 和 
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平 破れて、 終に 大阪を 攻滅し 給 ふ、 是 近代の 大扱 なり、 此謀 のき、 處は、 先 京 極 殿の 母 儀 を 扱の 使に し 

給 ふ は 秀賴の 母 公と 姊妹 たる 故な り、 扱 又 堀 を ほり 崩さん とて、 金 掘 を 呼 給 ふに、 板 倉 伊賀 守 近き 丹 波 

山の 金 掘 をは不 呼、 遠き 甲斐の 國の金 掘 を 呼 越て 云 聞せ ける は、 堀の 底 を 通って、 城へ 掘 入ん 事 は 有べ 

き 事に 非れ ども、 信玄の 時代に も、 掘 崩た る覺 有と 僞せ、 毽々 の 道具 を 調て、 城內の 見聞 夥敷 響かせて 

拔极を かけて、 和平の 験に は、 外 曲 輪の 掘 一 重 計り 埋んと 約束し、 萬 事 上野 介が 緩に 仕な し、 物 奉行 は 

下知 不聞樣 に 仕 成して、 城內 より 使 ひ 出れば、 隼 人 帶刀其 趣 を 推量り、 京都に て は 伎 渡 守 所勞氣 なりと 

て、 出仕せ ざる 事、 又 板 倉 $ ^賀守 は、 佐 渡 快氣を 待て、 御 使の 趣 を 披露 せんとて 延引せ し 事、 底意 を尋 

れば堀 を 悉く 埋 ぬる 注進 を 待て、 其 上に て 事 を 取 計ら はんとに 在り、 又 家康 公、 御 誓紙の 時 御手の 血 を 

取て、 牛 王に 塗た る は、 おかちと 云 女房な り、 後に 榮生院 と 云り、 木 村長 門 守、 さし も 利發者 なれ 共、 

名將の 前にて は、 其智も 曾て 不出 にや、 此の 女家康 公の 指の 血 を 出さん とする 時、 公の 宣く、 老眼に て 

見え 難し、 血 を 出して 付けよ と 有しに、 其 時 品 をよ く 仕な し、 我 無名指の は づれに 針 を 刺し、 公の 指に 

塗 付て、 隱 謀の 誓紙 を 調し 事、 尋常の 女人に 非す、 流石 名 將の御 側に 召 仕 はる- - 程の 者な りし、 大阪落 

居の 後、 或 人 公の 御前に て 申け る は、 大 阪大 扱. の 意趣、 滅亡の 次第、 更に 凡慮の 及ぶ 所に 非す、 古より 

名大 將 多し と雖、 加 様の 計 は 承た る 事 も 侍らす と 申ければ、 公宣く 是は我 智謀に あらす、 太 開の 敎られ 

し 事な り、 相 州 小 田 原の 扱の 趣 は、 武田 信玄の 家風 を傳 へ、 吾等 秀吉 に指圖 申たり、 大阪の 事 は 城 を 取 

立 給 時に、 此城 はカ攻 などに は 中々 思 ひも 不寄、 扱 を かけて 二度目 ならでは、 責 落す 事 成 難しと、 語り 

給 ふ 事、 我に 敎られ たるに て はなき か、 此 物語 を將 たる もの 聞ざる は 無り しか ども、 心 を 付ざる に仍り 

聊思 ひ當ら すと 宣 へり、 去れば 相 州 小^ 原の 扱の 趣 を 聞て、 大阪の 事に 心の 付ざる は、 軍法の 鍛鍊 よは 

き 故な り、 此後 とても 事 を かへ て、 其 軍 利 無にし も あら じと、 軍師 以 Q 外に 耻 しめられ しと かや、 此の 

物語 を 予密に 片耳に て、 仄に 聞て 記し 付 侍れば、 其理 雲泥 萬 里の 遠 ひ 多 からん、 誠に 物 知た る 人 こそ、 


和漢の 理を 聞て、 和の 物語に は、 漢の 故事 を 引合せ、 漢の 物語に は、 和の 故事 を 引用て、 是を喩 すに、 

文盲 第一 なれば、 其理 分明に 知 難し、 殊更 名 將の御 噂 を 筆に 任せて 記し 事、 恐 人 侍れ ども、 老 者の 座談な 

れば さも 有べ しと 思て 記 付たり、 熟思 ふに、 關 白秀吉 公、 初は纔 かの 松 下 嘉兵衛 が 宅に 身 を寓せ 給し が、 

一心の 術 を 以て 天下 を 掌握の 中に 治めし 而已 ならす、 朝鮮 迄責 伏ら れし 事、 本朝に 於て 類 ひ 無し、 さば 

かりの 名 將の大 阪の城 を 取 立 給 ひ、 成就 C. 上に て、 諸 國の大 將の志 を閜ん とて、 此 城の 責 やういか^ 可 

有と 宣へ ば、 皆々 ロを閉 て默然 たり、 其 時 秀吉公 曰、 地の利 堅固に して 思 ふ 儘に 築た る 城 なれば、 カ攻 

に責て 落る 利 は 少し、 此城は 一度 扱を掛 て、 堀 を 埋め、 虎口 を 破りな どせ すして は、 輙く 落城 成り 難し 

と、 諸將に 向て 語り 給 ひし 事 は、 大成 誤に 聞え 侍れ ども、 必す 趣向 落着の 所 あらんと 云へば、 座 上の 賓 

客 云、 愚意の 可 及 所に 非れ 共、 忍 ふ 事 云ざる は 腹 ふくる k とやらん なれば • 他聞の 嘲 を 不顚、 木 意に は 

非れ 共、 事の 心 を 案す るに、 是 更に 秀吉 公の 誤 給 所に あらす、 未来の 工夫 まし ましての 事なる べし、 如 

何と なれば、 秀吉に 於て、 世 を 糖せ 給 はん 年頃の 嫡子 無し、 幼少の 秀賴生 立 給 迄 は、 秀吉 公の 壽命 不足 

所 を 慮り、 扱秀賴 幼稚の 間に、 薨 逝し 給 はぐ、 母 公の 指阔多 かるべし、 秀吉 公の 良臣、 皆 取 立の 者 なれ 

ば、 我が 行^ をば 能々 見 及たり、 忠節 を 忘ざる もの は、 秀賴を 可 取 立， さは 有ながら 家 康名將 にて まし 

ませば、 秀賴の 代に 至て は、 大名の 中よりも 天下 を 奪ん とする 者 出来らん、 我 取 立の 者 も、 i 上に 恐 撣 

て災を 免れん 事 疑 有べ からす、 兎角 我 一 代と 工夫 有て 宣 たる もの 成べき や、 猶 不審 云々、 

私 曰、 秀吉 公の 奥意 庸愚 は 測る ベから す、 本文の 說の 如く、 一代 切の 心に しても、 まのあたり 後 来の 

大事 を、 諸侯に 聞 せらるべき 事に あらす、 而 るに 諸侯の 問 ひもせ ぬ 事 を、 能々 說 聞せ 給 ふに は、 何ぞ 

奥意 有ての 事 成べ し、 又秀吉 公の 斯く宣 ひしと ほり、 實に爾 なり や、 叉 は 神 君の 御 策に て、 虚 事なる 

や も 不可知、 實 に秀吉 公の 宣ひ 置れ し 事なら ば、 城 中に も 古老の 輩、 殘 居れば、 是 を聞傳 へす と 云 事 

有 まじ、 若 左 あらば 极を かけ 絵 ふに 至て、 是に心 付ざる 事 や 有べき、 又 甲斐の 余 掘の 事 も、 城 中に 眞 
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田 左 衞鬥も 籠居れば、 信玄の 代の 事 を 聞せ 給 はんに 分明 成べ し、 しかれば 是扱を かけん 爲の計 策と 量 

知 有べき を、 北ハ儀 無き こそ、 偏に 運の 窮 する 所 成べ し、 

又秀吉 公、 伏兑木 幅 山に 城 を 築き 給 ひ、 成就の 祝儀と て、 日本の 諸 士を聚 て、 饗應 有り、 其 上に て 太閤 

宣ふ は、 此城を 築き 了り て滿足 何事 か是に 如ん、 然れ ば、 諸士の 志す 所 其 慮り を不淺 聞ん と 有け るに、 

誰 有て 何 を 可 申 哉、 唯 子孫 繁榮御 壽盡期 不可 有な ど 申 上る に、 太閤 重て 宣ふ は、 天下 を 一 枚に 治め、 所 

々城 取 心の 儘に 築き、 此城 迄出來 する 事 本. び 至極な り、 最早 思 ひ 殘す事 無れば、 最期 を 待 計りな り、 仍 

て 生前の 點世を せんと 宣 ひて、 

露と 落ち 露と 消ぬ る 我 身 哉な に は の 事 も 夢の また 夢 

是を 披露 有け り、 人 問 僅 kn 歳に 足らす して 死れば、 北ハ 問な に はの 事に も 心 を 寄せて 力の 不及處 を 憂る 中 

に、 昨日 はけ ふの 昔に 成て、 歸らぬ 光陰 を あだなる 夢に たと へ られ たり 云々、 

右に 錄 する 小 田原大 扱と 云 は、 太閤 御代に 相 州 小 ffl 原 北 條氏政 氏 直 父子 爲 退治、 太閤 自ら 十 萬 餘騎を 

率して 發向 せらる、 小 HT 原 は 名 城と い J5、 關 八州の 人數循 籠る 故、 容易に 責 落さん 事 難し、 こ k に 小 

早川左金吾^^景は、 尾 州 淸洲の 城代に 置れ ける を 被 召 呼、 太閤 宣く、 餘 り長陣 にて、 諸 軍氣を 屈する 

ごとく 見えたり、 唯今の 體 にて は、 早速 落城すべき 共不 見、 所々 に 付 城 を 構へ、 我 陣 城 石垣 山に は 三 

好 孫 七郞を 名代と して、 其方 を 差 副 置、 大抵の 事 は、 家康を 頼て、 一雨 月 S 間、 京都へ 上り、 仕置 等 

定て、 纏て 下向す べしと 思 ふ は 如何に、 心中 か 不殘可 申と なり、 隆景 謹で 云、 身 不肖に 候へば、 愚意 

其理 に可當 をば 不存、 先づ 以て 今度の 御長陣 は、 一 段然 べき 御 勝利の 极 本と こそ 存 すれ、 然ば 先づ此 

時の 御上 京 を 取 止め、 暫く 御 逗留 有て、 ^に 城 を 責給事 を 取 止、 弓 鐵炮の 嗚を鎭 め、 仕 寄 を 固く、 夜 

陣夜 討を掛 ざる 様に S? 心して、 此上彌 々長 陣の體 を 敵に 兒 せ、. 亂舞遊 宴 杯 を 催して、 敵に 退屈 させら 

れ可 然と 申 上らる、 秀 吉公甚 信伏 有り、 其方 父 元 就の 時に も Inii- に 似た る 事 有 やと 仰 給 ふに、 仰の 如く 
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品 こそ #1 り 侍れ、 幾度 も 加 様の 事 仕たり と 被 答、 隆景は 代々 の 名人な りと 御感 不淺、 ^其諫 Q ごとく 

彌々 長 陣の體 を 敵に 見聞 させら る、 抑々 秀吉公 石垣 山へ 押 寄 給 ふ 初めより、 陣屋の 掛樣、 城 中 目 を 驚 

す、 子細 は 一 夜の 問に、 所々 に 矢 倉 を 上げ、 白 土 を 付て、 偏に 城郭に 等く して、 敵に 見せ 給、、 是は先 

年 毛 利 退治の 時、 備 中高 松 城に て、 淸水 長お 衞門 を水責 にし 給 ひし 時、 此謀を 被 用、 其 仕形 は、 在々 

の 家 を 毀 取て 矢 倉 陣屋の 具と し、 戸板 を 集め 上に 杉 原紙 を 張て、 白 土と 見せ、 或は 黑塗 にして 腰板に 

用 ひ、 敵の 耳目 を駭 かされし が、 當時 は增て 殿下の 御 勢 ひなれば、 事の 自由 思 召 儘に 調 ひ、 向 城 丈夫 

なる 上に、 頃 B は 寄 手に 亂舞 小歌のば さら 事始 り、 優々 寛々 たる 被 ひに て、 いつ i: 敗の 可分 體も 無れ 

♦K、 城 方弋こ 退屈の 色 見えけ る を、 隆景 能く 見濟 して、 品よ き 時分な り、 東國 の案內 者た る 家 康へ御 

內談 有て、 御 計 策 可 然とな り、 秀吉公 諾し玉 ひて、 則家康 公に 談じ 給に、 尤も 能き 時分な り、 乍 去 某 

が 手より 智略 を 仕な ば、 愁ひ北 條と緣 者た るの 問、 却て 謀の 致しに くき 事 有 之べ し、 敵に 由緣 無き 上 

方 衆の 中より 計 策 有て 宜しから んと宣 へば、 秀吉公 浮 HI 秀 家へ、 密に斯 と 仰ら る、 冈玆秀 家 謀 を 遇ら 

す、 浮 田 寄 口 を 固めた る 城 將は岩 月十郞 なり、 或 時 浮 m 家より 城內へ 今度 子絀 有り 暫く 矢留 し^へ と 

云ければ、 城 中矢留 して 是を待 時に、 秀家陣 より 侍 一 人出て、 長 陣の勞 を 慰し、 祈 柄 上方より 到來 

すと て、 京 南都 諸 白 大樽十 荷、 生 鲷十を 贈る、 岩 月十郞 敵の いみ じき：^ 情 を 感じ、 遣 上方 人な りと 

て 返々 も 賞美して 、個の 返答 を 以て 使を歸 し、 一 兩日 過て、 城より 矢 留を呼 はり、 一人の 士 出て、 互 

の勞 倦を述 ぶ、 又 贈物 を携へ 出て 是は 近國 伊豆の 內、 ；：： i 川と 云 所の 三年 酒な り、 不 珍と 雖、 所の 賞 

!g なれば 奉 贈の 由な り、 浮 田 相 應の懇 答して、 其 後 は 色 を 替へ品 を替へ 手を盡 して 音信 絶る 間 無し、 

其 手 立 は、 浮 田家に 武功の 才智 有と 聞 ゆる、 花房 助 兵衞が 最初より 取營 みたる 工夫な り、 餘り 度々 の 

使に て、 却て 敵 心 元 無く 思 ひなば、 計 謀の 障な らんと、 其 後 は 年齢 二八 計り 成る 小姓の 淸ら なる を 撰 

て、 使に 遣 はす、 近年 迄 存命し 利 川 肥 後 杯 も、 其 頃 十七 八に て 群 際 迄の 使 を、 毎度 勤ら る 由、 自 から 
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語りき、 岩 n も 此の ilw に滕 されて、 亙の 將 終に： nj^ 參せ すして； 5^ 死 せん も 本意 無く、 願く ば 越の 《-參 

を 庶幾す と 巾 越ければ、 秀家も 尤も.！ 一ボ む 所な りと 稱 際に 來て對 面す、 夫より 少し 程 過て、 秀 家より i ぞ 

使 を 以て 十郞 方へ 被屮越 意趣 は、 北條 殿より 御 年增の 家康公 さへ、 秀吉 公と 和平 ある 上 は、 北條 ^も； 

御 持 分の 國相 遠な き 様と 御 談合 有て、 和睦し 給 はビ、 御 互の 幸甚な り、 幸 ひ 御 緣有之 家 康公も 是に御 一 

在 陣の事 なれば、 能き に 御 談合 あれ かしとの 趣な り、 岩 月 是を肯 ひ、 其 後 城 中 各 相談せ しと 见 えて、 一 

日 を經て 後、 岩 月 方より 浮 田家へ 和平 許諾の 返答 有ければ、 秀 家より 去らば 關白 家へ は 吾等より. MX 刀 一 

を 可 中、 城 中より は家康 公へ 可 被 仰 遣との 事に て、 城より 家 公の 方へ、 人質 を 出し 扱に 成る、 家康ー 

公の 御 指 11 にて、 秀吉 ヘムの 家臣 を 城へ 被 遣. 北 條長臣 等と 相談 可 然とて、 石 W 治 部 少輔、 黑田勘 解 由、 

羽 柴下總 に、 家康 公の 家老 を 副へ、 城へ 被 遣、 北條の 家老と 相談して、 彌々 分 阈無相 遠に 究り、 秀吉ー 

公へ 北條殿 ー禮の 約束に て、 互に 祌文を 取替して、 終に 和 談の體 に 見え、 何事 も 家康 公と 不相眷 樣ョ; 

なり、 城 巾の 人々 畏 籠城に 退屈の 上 なれば、 門 を il くと 否、 大水の 出る 如く 群り 溢て 退散す、 餘り 待： 

兼て、 此 彼の * を 破て、 散 者 も 多し とか や 斯る處 に秀吉 公より 北條 殿へ 使 を 以て 時宜の 爲 なり、 一 

城 を  一 m 一 御 下り あれ、 さなくて は 和平の 驗 無しと なり、 氏 政 聞て、 是は存 の 外の 儀な り、 此の儘 城に 一 

居て 分阈相 遠お^ 敷との 約諾 成に、 夫を變 じて 下城 せん 事 は、 存も^ 寄と 有ければ、 秀吉公 重て 使 を 

以て 其 儀に 於て は、 和談を 破り 可 申と なり、 氏 政 兎 やせん 角 やと 思案 せら るれ 共、 和睦 を 聞， W 否、 ^ 

1 日 二日の 問に、 士卒 右往左往に 退散して、 俄に 又 籠城 せん 手 立な し、 家康 公の 御 異見に て、 氏 政せ』" 

ん かたなく 下城 有り、 共 後上 方 勢 城へ 入替 て、 嚴 重に 间之、 猪 氏 政 は法體 If 有 之と、 秀吉 公より 頻り！ 

に 使 を 被 立 候、 所詮 下城の 上 は、 何事 も 心に 不叶、 無 是非 法體 せられければ、 則家康 公へ 被 K、  二十 一 

日計り 過て 竟に氏 政 は 切腹せ り、 氏 直 は 京都へ 被 送、 抑ん r 度 和平^ 許 策 は、 家康 公の 御 取 計に て、 秀ー 

吉 公へ 樣々 御 指南 有と かや、 又 時節 を 窺 ふ 工夫 は、 小 早川隆 景の諫 なりと 云り、  ， 
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ひ 橫田责 瀬 武功 Q 事 

大阪 ァ 、王 寺 表の 合戰 に、 先 衆 崩褂る 時、 撗田甚 右衛門、 味方 2 朋る. -中を 唯 一 歸 馬を乘 除て、 古き 築地 

の 破れ 淺 たる 其 上に、 馬を乘 上て 控 たり、 されば 何程 武き者 にても、 大勢の 崩 か、 るに、 押 隔られ て は 

難 叶 物な り、 其 程 を 能く 考 知て 築地 を 虎口の 如く S ひて 殘 たる は 武功の 名譽 なり、 築地に 乘 上し 事、 高 

きを 用れば、 衆 輩に 淮 阻ら れす、 其 上 崩る 味方 を 追 ふ 敵 迄、 一 人に は 目 をも掛 まじき 物な り、 地形 見合 

工夫 分別 を 用る 處專 m なり、 偏に 殘 りたる がよ しと 計り 心得て、 退く 事 を 不知 者 は、 蝸牛の 壁に 上りた 

るが 如く 成べ し、 此前 三州吉 田に て 信玄の 眼前に 於て、 廣瀨鄕 右衛門 大手より 敵 突出、 迫 合の 內に、 廣 

溯 脇道 を.； 来 通りて、 敵の 後 を 白 母 衣 を掛て 1:;^ 廻り、 敵、 味方に 追 立ら れて 引退く 時、 又 急に 小道へ はづ 

す、 其 折し も 信玄は 土岐を 同心せられ しが、 土岐廣 瀬が 様子 を 見て、 名 を 被 問、 信玄 いふ、 是は 廣瀨鄉 

右衛門と 申 我 召 仕ふ士 なり、 あの 如く 成る 事 を 仕る は、 今に 不始と 答ら れ、 其 後土岐 氏に 廣瀨を 見知 

給へ とて、 手づ から 轡を賜 ふ、 されば、 廣瀨功 者に て 敵の 後へ 行 は、 歸 べき 利 を 能々 考 知るな り、 其 上 

又 宜き程 を 見合 ひ 溢 者 を 討て 歸る、 是皆 武功の 成す 處 なり、 撗田廣 瀬が 進退の 覺悟を 聞て、 武の 後學に 

すべし とぞ、 

〇 三皇 以下 藤 代の 事 

三皇、 伏義、 神 農、 黃帝 (又 曰 天皇 氏 地皇氏 人皇 氏) 五 帝は少 吴、 顓現、 高 辛、 帝喾、 唐堯、 虞舜 (又 

曰 伏犧祌 農黃帝 堯舜) 五 帝の 後大禹 荷り、 是を夏 后 氏と す、 (大 禹， 帝 啓、 大康、 帝杼、 帝槐、 仲康、 帝 

相、 帝不 降、 帝扃、 帝 廑、 帝孔 甲、 帝阜、 帝發、 榮、 帝 芒、 帝 池 十七 主 四百 五十八 年ィに 四百 讲九 年)、 

夏の 桀王を 亡して？ I 王是を 承く、 是を商 (號殷 後改) と 云. (成 湯、 大申、 大康、 小 甲、 沃丁、 大戊、 仲 

丁、 外 壬、 河亶 甲、 祖乙、 祖辛、 沃甲、 祖厂、 南 庚、 陽 甲、 雍己、 盤 庚、 小 辛、 小 乙、 武丁、 祖庚、 祖 

甲、 廩 辛、 庚 丁、 武乙、 大丁、 帝 乙、 紂、 一 一 十八 主 六 百 四十 四 年) 封 王 を 亡して 武王是 を 承く、 是を周 
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王と す、 各稱 王、 (文、 武、 成、 康、 昭、 穆、 恭、 懿、 孝、 夷、 厲、 宣、 幽、 平、 桓、 莊、 壁、 惠、 襄、 

頃、 医、 定、 簡、 靈、 景、 悼、 敬、 元、 貞、 定、 哀、 思考、 威烈、 安烈、 顯、 愼靓、 銀、 東 周 君 三十 七 

主、 除 文 王 東 周 君 也、 凡 八 百 七十 年、 東 周 五代 惠王 人皇 一代 祌武 にあた る) この 夏、 殷、 周、 を 三代 

と號 す、 其 後平 王 東遷の 後 春秋 戰國と 成る、 去れ 共 皆 周 を 主と し崇 む、 周 衰て秦 の 昭王是 を 承く、 始皇 

帝に 至て、 遂に 燕、 趙、 韓、. 魏、 齊、 楚、 の 六 國を滅 し、 天下 を 一 銃して 二世に 傳 へて 子 嬰が 時 亡ぶ、 

秦 (始 皇、 二世、 孺子 嬰、 三 主 四十 年、 人皇 七 八 孝靈孝 元の ころ) 漢の 高祖 是を繼 ぐ、 西漢 とす ぺ孝元 

帝より 十 一 代垂仁 帝の ころに 至) 劉 氏稱帝 (高祖、 惠帝、 呂后、 文 帝、 景、 武、 昭、 宣、 元、 成、 哀、 平 

十二 〔ぜ 一 百 十四 年 除 孺子嬰 也 王 莽篡位 十六 年) 是を 前漢と 云、 時に 漢の 光武 中興して 王 莽を誅 す、 是を 

東漢 とす、 (十 一 代垂仁 帝より 十三 代成務 帝の 頃、 光、 武、 明、 章、 和、 瘍、 安、 順、 冲、 質、 桓、 靈、 

献、 十二 帝 百 九十 六 年) 獻 帝に 至て 亡ぶ、 是を 後漢と 云、 後 漢の後 三 國是を 承て (十四 代 仲哀、 十五 代 

神 功の 頃) 鼎 足の 如く、 曹氏 は魏に 在り、 (文 帝、 明 帝、 齊王、 高責卿 公、 陳留王 五主 四十 六 年) 劉備は 

蜀に 在り (稱 帝、 昭烈、 後 帝 二 主 四十 三年) 孫 權は吳 に 在り、 天下 三分たり、 三 國の後 司 馬 炎 立て 是を 

西晋 とす、 晋 (司 馬氏稱 帝、 十六 七 代應神 仁德の 頃) 西 (武 帝、 惠、 懷、 愁) 東 (元、 明、 成、 康、 穆 

哀、 帝 突、 簡文、 孝武、 安、 恭 十五 年 百 五十六 年) 西晋 後東晋 とす、 惠 帝より 以來五 胡 中華の 地を亂 し、 

群雄 並 起て、 五 梁、 四 燕、 三秦、 二 超、 一 夏、 一 蜀、 共に 十六 國迭に 興り 迭に 亡ぶ、 兩晋の 問に 於て、 

王 劉晋を 取て 宋 とす、 宋 (劉 氏稱 帝、 武、 少、 文、 孝、 武、 廢、 明、 蒼 梧 王、 順 帝 八 主 六十 年) 蕭道成 宋を取 

て齊 とす、 齊 (蕭 氏、 高 帝、 武帝、 明 帝、 東昏 侯、 和 帝 五主 1 一十 四 年) 蕭愆齊 を 取て 梁. とす 梁 (蕭 氏、 

武、 簡文、 元、 敬、 稱帝 四. 王 五十 四 年) 霸先、 梁を滅 して 陳 とす、 是を 南朝と 云、 陳 (陳 氏、 武帝、 文 

帝、 臨海 王、 宣帝後 主 五、 H.:^ 二 年) 東晋、 孝武の 際にして、 柘跋珪 立て 後魏 とす、 魏の 後室 煙、 繼て西 

^とす、 其 善 見、 糖て、 東魏 とす、 東魏 仪を禪 て高祥 起て 北齊 とす、 西魏 位を禪 て、 宇 文覺、 起て 後 周 
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とし、 其 後、 北齊を 周と す、 汫せ 保つ 所、 西魏 に^り、 恭 帝の 際、 X. 蕭登、 諸侯の 國に附 唐して- - ；チ 

梁と 成る、 是を 北朝と す、 周の後^^を禪て、 揚堅、 11 て隋 とす、 南朝の 陳氏 北朝、 後 梁 も 亦お て、 天下 

を滅 して 一 統 したり、 隋 (楊 氏稱 帝、 文、 恭、 三 主 三十 八 年、 卅四 五代 推古舒 明の 頃) 隋の後 位 を 

禪て、 李 淵 起て 唐と す *(^ 六代皇 極より 六十 代醍 蘭の 頃 迄) 唐 (李 氏、 高祖、 太宗、 高宗、 中宗、 則 天 

暴宗、 玄宗、 肅宗、 代宗、 德宗、 順宗、 憲宗、 穆宗、 敬宗、 文宗、 武宗、 宣宗、 妻 示、 僖宗、 昭宗、 昭 

宣帝ー 不 一 、王 1 一 百 八十 九 年) 哀帝の 時衰 ふ、 其 後 朱 全忠、 是を糧 て 又 後 梁と す、 五代、 後 梁， (太祖、 均 

王 二 主 十七 年) 梁 敗て 後、 李 存勗、 繼て (醍糊 帝より 六十 二 代 村 上の ころ) 後 唐と す、 後 唐 (莊 宗、 朋 

宗、 閔帝、 潞王、 M 主 十三 年) 唐、 敗して 後、 石 敬 唐、 繼て晋 とす、 後晋 (高祖 齊王ー ー主士 一年) 晋、 

敗して 後、 劉 知 遠、 礫て 後漢 とす、 後漢 (高祖、 隱帝 1 一 主 四 年) 漢 敗して 後、 後 周と す、 後 周 (太祖、 

世宗、 恭帝三 主 十 年是を 五代と 云 合 七三 主唇數 五十 四 年) 唐 宋の亂 に、 諸の 節度 使、 兵力 有る 者、 各國 

土に より 王と 潛號 す、 吳、 楚、 燕、 秦、 閬、 殷、 胡 越、 南 唐、 南 平、 三漢、 三蜀、 十 有 餘！； 承繼 て、 五代 

の季を 襲て 後 周を滅 して 趙の 太祖 觸て是 を大宋 とす、 (六十 1 一代 村 上帝より 八十 三代 土 御門 帝に 至 宋. 趙 

氏、 太祖、 太宗、 眞宗、 仁宗、 英宗、 神宗、 哲宗、 徵宗、 欽宗 (南宋〕 高宗、 孝宗、 光宗、 寧宗、 理宗、 

度宗、 恭宗、 端宗、 帝罱 十八 主 三百 二十 年) 鐵 木眞、 蒙古より 出て、 是を承 繼て大 元と す、 (八十 三代 土 

御門 帝より 九十 代 後宇多に 至) 元 (蒙古、 世祖、 成宗、 武宗、 仁宗、 英宗、 泰定、 明宗、 文宗、 順 帝 九 

主 八十 九 年) 順 帝に 終て 大 明に 歸す、 (九十 九 代 後光 嚴 より 百 十代 明 正の 頃 迄) 明 (朱 氏、 太祖、 建 文 成 

祖、 仁宗、 宴 示、 英宗、 景宗、 英宗 sfi) 憲宗、 孝武、 世宗、 穆宗、 祌宗、 光宗、 喜宗、 崇禎 皇帝 十六 

主 自洪武 元年 至崇藏 十六 年 二百 七十 六 年) 淸の 世祖韃 子より 出 是を承 籠て 大淸 とす、 (百 十 一代 後光明に 

あたる) 淸、 

三皇 より 後季に 至る 凡 三千 八百餘 年、 夏、 殷、 周、 其 半に 出て 最も 道の 長たり、 是を 三代と 云、 
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〇 毛 利 元 就の 事 

傳 聞く 大 江の 元 就 雲 州^ 向の 時、 土卒を 引て 軍 を 押る、 に、 夜に 掛て被 申け る は、 思 ふ 子細 有れば、 自 

是 先へ は 押 まじと なり、 衆 將其心 を 不知、 是を元 就に 尋 るに、 されば 此 川下の 螢火 を 見る に、 其 光り 一 

町程績 きたり、 其 中 問の 斷 たる は、 いか 様に も 人の 渡りし 所 疑 有べ からす、 定て あの 向の 山の 茂りに 伏 

兵 あるべし、 油斷 すべから すと て、 軍士に 下知し、 扭 斥候 を 越さる、 に 栗して 伏 有しと かや、 又 月朔 

日 早天に 手水 漱 して 東方に 向 ひ、 暫く 默坐 有しに、 近習 粟屋 彌次郞 と 云 もの、 元三の 御 祝 を 召 上らる k 

樣 にと 伺 けれども、 鬼 角の 返答 無し、 苒應に 及び、 元 就 其 座 を 立れ、 彌次郞 に 向 ひ、 汝 元三 を 祝す る 道 

理を知 やと 宜ふ、 彌次郞 謹て 默 止す、 元 就 さらば 語って 聞すべし、 世の 愚なる 者 は、 元方 を拜 して 昆布 

栗 を 取り、 屠蘇 酒 を 酌み、 壽 命長穩 子孫 繁昌 を 祝して 深慮な し、 予が 志す 所 は、 元三 は、 年の 始、 月の 

始、 日の 始 なれば、 寅の 一 天より 起て、 一 年中の 工夫 をす るな り、 譬ば 去年 を 以て 今年 を 思 ふに、 去年 

東國は 五穀 熟して 夫々 饒 なれば、 民 も 其 所 を 得、 不慮に 兵 亂與て も、 兵粮 も事闕 ざる を考 へ、 西 國は水 

旱 損に 飢 たる 色 有れば、 萬 民 安堵の 思 ひ をな さや、 假令兵 亂の危 きに 臨ます とも、 艱難の 不堪 救 事 を 計 

り 知て、 今年 萬 民 を 可 救 手 立、 己 を 責て儉 約 を 守り、 扨 又 召 仕 ふ 諸 士に可 令 渡 箇條を 案じ、 彼 も 不恨我 

も 非を不 云、 阈家 安全の 用意 をな して、 事の 急なる に當 りても、 聊 上下 當 惑な き 様に 覺悟 する を 以て、 

元日の 祝と は 云り、 凡 一年の 計 は泰に 有り、 一 日の 計 は 寅に 在り、 一生の 計 は 勤る に 在と かや、 起べき 

時に 不起して、 其 日の 用 を 缺く事 は、 將 たる 者の 行に 非す、 それく. - 太刀 を 持 来れと 宣 ふに、 並居た る 

小姓 共 は、 不阖仰 出された る 事 なれば、 心 付な くして 默 止け るに、 彌次郞 つと 立て、 鎧の 飾りた る 床の 

間へ 行き、 右の 太刀 を 取り 来る、 元 就 莞爾として 今の 物語に て 彌次郞 が 心の 付 所 早く も替れ りと 被感し 

とか や、 此の 元 就 Q 由 來を尋 るに、 始は 藝州吉 田に 於て、 僅 三百 貫を領 して、 雲 州の 尼 子に 屬し 居られ 

しが、 尼子晴 久愚將 にて、 父 勝 久には 似るべき もな きを 11- 限り、 防 州大內 家の 麾下と 成り、 數度雲 州へ 
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發 向し、 尼 子と 鋒 先 を 爭ふ內 に、 大 內義隆 不慮に、 賊臣陶 尾 張守晴 賢が 爲に 滅亡せられ、 其 後 元 就智計 

を 以て 大內の 弔 軍して、 微勢を 以て 陶が大 軍 を 一 擧に攻 崩して 晴賢を 討ち、 竞に雲 州 尼 子 も降參 させ、 

中國十 州の 十 守と 成り、 威名 を 四海に 振 はる、 素 生 寛仁 大度に して、 胸に 天地の 機を藏 し、 世の 治亂を 

豫め 察し 給 ふ名將 なり、 常に 仁義 を 守り、 禮を 以て 節し 給へば、 一門 眷屬 にも 聊 不和 無く、 民 を 撫育す 

る 事、 手足の 如く、  士卒 を 慈む 事 腹心の 如し、 故に 其 世 四 傑と 稱 する 名 將の內 にも、 第 一 に 此元就 を 呼 

び、 扨 北 條氏康 武田信 玄上杉 謙 信と、 世世 賞し ける も實 に理ぞ かし、 

〇 大阪陣 後 評判の 事 

1 日 老功 者 四 五 人 寄 合 ひ、 大阪陣 の 物語す、 扨 も 家康公 京都へ 御着 有て、 洛中の 者 共 * 今度の 事い か樣 

と 取沙汰す る ぞと宣 ければ、 日向 半兵衞 いふ、 關柬御 旗本 は、 人 も 揃 ひ、 殊に 御 譜代の 藤々 なり、 大阪 

は 集 勢に て、 何の 證據も 無き 者に、 金銀 莫大に 賜に 仍り聚 来れば、 爭で 一 戰の功 を もな すべき や、 竹 流 

の 金子な ど 大半 請 取ば、 落 行べき と 京竄も 申な り、 旗本の 批判 も、 さやう の 通な りと 申 上れば、 公 忽ち 

色變 じ、 大に 怒て 宣く、 己 何 を 知て 武道 無案內 なる 事 を 申ぞ、 推參 至極な りと て 日向 を 追 立 給 ふ、 折節 

御前に 板 倉 伊賀 守、 本 多 佐 渡 守な ども 有 合 けれ 共、 鬼 角 可 申 上様 もな く 返 出す、 暫く 有て、 日向 を 召 出さ 

れ、 いかにも 御 快く 打 笑せ 給て、 汝 弓矢 不案內 にて、 物の 云樣を 知らざる 也、 竹 流の 金子 を 大半 請 取ば、 

落 行べき 杯と 此方の 者 も 云へば、 是を大 阪に洩 聞て、 落ぬ 手 立 をせば、 味方の 難镲 なり、 隨分落 失る 樣 

にす るが 味方の 吉事な り、 必 重て 加 様の 事 をば 申べ からすと 大に 戒め 給と なり、 誠に 名將の 慮不淺 事な 

りと 云へば、 其 座の 老人 聞て、 家康 公の 取沙汰 は 京宣も 知て 云 ひ、 其ト： 關東 旗本に 風聞 すれば、 叱 給 ひ 

たると て、 是を云 ひ 止に は 有べ からす、 加 様の 時節 下々 の 雜說は 無限と 雖も、 聢 としたる 人の 云ぬ 事 は 

人證據 にせす、 されば 日向 半 兵衞が 御前に て 右 沙汰 を 中 上る を、 其 儘に 聞 置せ 給へば、 家 康公も 左 思 召 

せば こそ、 何の 御 咎め も 無り， しと、 世上 漏 聞え て は 如何 やと 思 召て、 叱らせ 給と 見えたり、 大阪を 物 深 
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  _  七 二 六. 

く、、. -こ， くき 康に仕 立ら れて、 油斷 さすべき との 御 智謀と 見えたり、 更に 言語の 及ぶ 處に 非す とい ふ、 傍 

の 老功 者 聞て、 仰の 通 吾等 聞 及びた る 事に も、 是に 符合せ る 事 有り、 城 中よりの 落人 を搦 て、 御前へ 牽 

居 ゆるに、 公 落人へ 御 直に 尋ね 給 ふ は、 城 中米の 竇買有 や 如何に、 落人 云く 有り、 具に 直 段 を 答 ふ、 狹 

問 一 つ に足輕 幾人 立 居る や、 答足輕 三人、 雜 一 間に 士 如何程 掛り 居る や、 答 1 一 邸に 一 人 程、 騎馬 足輕預 

りたる 侍 幾程 ぞ、 答 幾人 浮 勢の 員數、 答 幾 等、 米倉の 在所、 答 何方、 此類 答の 趣 を 書留 させ、 扨 唯今 は 

何々 と 云 所より、 米 を 出す や、 倉 數幾等 杯と 尋 させられ、 城の 大抵 を 分^し 給 ひ、 何 萬 何千 何百 間 有べき 

と 積り、 含 數を考 へ、 米 直 段に て 有 米の 多少 を考 へ、 城 中 總人數 の 兵粮 を 目論し、 市中の 米の 賣_ ^を考 

へ、 又 城內賫 餅^ やと 尊 給へば、 有と 答、 餅の 大小 且つ 白粉 赤 小豆 兩 様の 餅 を も 費や、 何れも 有と 答、 

扨 は 城 中に 食物 多き なりと 心に 不審し 給し にや、 餅の 大中小 を 土に て 作らせ、 落人に 見せて、 其 大小 を 

云 は 尹 一て 聞 給 ひ、 又 器に 剛き 土と 柔らか 成る 土と 犬に ゆるき 土と 別々 にして、 餅 を 三樣に 作て、 城 中の 

寶餅、 何れの 剛柔ぞ と 問せ 玉へば、 落人 其 中に て大に ゆるき を 指て 是程 なりと 答、 扨 は 城 中に 米穀 澤山 

に は 有 まじき と 察し 給 ひ、 落人 をば 髮を 剃て、 城 中へ 追 入れ 給 ふ、 其 者 城に 歸て、 此出を 忠節 顔に 語れ 

ば、 方々 へ 呼 寄せて 是を 聞く、 後藤 又 兵衞、 或 人に 語りけ る は、 家 康の餅 迄 鑿せ らし は、 今始て 聞た 

り、 兎角 萬 事に 就て、 工夫 強き 人 なれば、 詰の 勝負 は 成 難 からん と、 舌 を卷て 恐れし， 承ぬ と 語れば、 

末座の 老人、 是を 聞て、 誠に 小蠡を 以て 巨 海 を 量 見る に、 家康 公の 御 ift 至極せ り、 假 初に 聞た る處 は、 

城 中の 人數の 積り、 兵粮 Q 考を 知らるべき 爲成 べしと 思へ ども、 此の 落人い かで か 軍士の 積 米食 其 外の 

爭 迄 を 巨細に 知べき や、 此 者が 言 を 取 用 ひ 給 ふに は 非す、 是を 近付けて、 問 ひ 給 は 敵方へ 聞 せん 爲の謀 

成べ し、 扨 こそ 城 內へ追 返された る は 肝要の 聞處 なり、 城 將秀賴 公若將 なれば、 軍法 術 可 被 知事 愚な り、 

臣下 亦 年若ければ、 寓づ. 站 1@を" 个知、 因玆軍 0 行 ひ、 工夫の 深き 素 を、 豫め 敵に 知らせて、 不戰 ^ に-鍵 

を 威 さしむ る 事、 後藤 又 兵衞が 一 言に て、 勝利 顯れ たりと 云へば、 中座の 老人 語て 云、 冬 御 陣に御 旗本 


草  翁 


よりの 斥候、 公の 御 指圖を 以て、 横田祌 右衛門に、 其の 外 一 兩人差 副へ 遺さる、 冬の 事 なれば、 寒風 甚 

し、 三人 共に 衣服 を 重 着て、 馬に 乘 行ける が、 敵の 出た る 物色 なれば、 いざ 近く 寄て 究ん と、 三人 同 

時に 馬より 下り立、 兩人 は帶を 解き 上の 衣服 を脫 去る、 其 隙に 撗田は 物 早く 雨 人に 先立て 進み 行く、 是 

は始 より 先に 於て は、 歩 立に 成るべし と て覺 悟し たれば、 衣服 能き 程 重 着て、 帶を 堅く し、 其 上に 風 

を 凌ん 爲に、 衣服 を 厚く 重ねて、 手拭 を 以て 上帶 にし たれば、 馬より 下りる と 等しく 上なる 手拭 帶を解 

去て、 衣服 を脫ぎ 去り、 刀 を 指し 其 儘 行 故に 如此、 殘兩人 は 右の 支度に 遲々 して 横 h: に 二 町 計り 後れけ 

る、 撗田は 先の 様子 をと くと 見濟 して 歸る 時、 漸く 兩人 来れり、 其時撗 as 雨 人に 向 ひ、 先の 様子 は 見切 

たり、 いざ 歸り 給へ と 同心して 歸る、 歸 田が 覺悟を 聞て、 諸人 大に 感心す， 此撗 w、 始は茶 五 郞と號 し、 

甲 州 衆 ド小美 濃が 子なる を、 橫 EE 十郞 兵衞實 子な くして、 養 ひて 子と す、 高 天神 其 外 所々 にての 武功、 世 

に 知る 處 なり、 當時御 糊 衆 横 E 筑後守 (五 千 五百石) G 祖 なり、 

〇 中 川 瀕兵衞 手柄の 事 

昔日 荒木 攝津 守、 和 W 某と 淀川 を 境 ひ 陣 して、 軍 は 明日と 約す る 時、 攝津守 筆 を 取て、 和 田の 二字 を 

書き 壁に 振て、 諸 土に 向 ひ、 和 田 を 討ん と 思 ふ楚、 是に 點を掛 べしと 云、 老功 士を 始め、 誰も 點を掛 る 

もの 無き 處に中 川 瀨兵衞 と 云若士 進出で、 黑 墨に 點を掛 たり、 舊 功士 見 之、 若輩の：^ を覺 悟して 推參な 

りと 咎れ ば、 瀨兵衞 云、 手柄 は 老幼に 限る ベから す、 御免 あれと 答て、 宿-はに 歸て、 妻に 語 之て 別 を 期 

す、 其妻聊 不愁、 供に 勇て 海老の 吸物 を 以て 瀬 兵衞に 酒を勸 め、 首途を 祝す、 斯て瀨 兵 衞は其 夜 不圖立 

出しが、 如何した りけん、 同夜 子の刻に、 首 一 級 提げ 歸り、 荒木 攝 州が 前に 出て、 和 田が 首 を 輙く討 取 

畢、 明日の 御 合 戰に被 及 迄 も 有 まじ、 令 夜 殊更 御油 斷有 ベから すと て、 首を實 檢に備 ふ、 荒木 犬に 一! き 

感心して 諸 士に是 を 令して、 尤も 用心 堅固に 申 付、 扭中 川に 問て 云、 汝 奈何に して、 和 田が 首 を 獲る 事 

の斯く 容易 成 や、 中 川 云、 若輩の 慮 は、 尋常 理に 當らぬ 事の みなる ベ けれども、 今夜 幸に 軍 利 を 得た る 
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所 二つ あり 明日の 一 戰 なれば、 敵定て 淀川の 淺深を 測らん と、 夜. B. 斥候 を 出すべし、 其 Q 上 和 田が 質 を 

察する に、 其 斥候 計り を賴 みに すべから す、 究て 自身 斥候に 出べ しと 工夫した る是ー つ、 又 某が 水練 を 

得た る 處是ー 一つ、 此 一 一つの 利 を 以て 敵の 斥候 を 出さぬ 先に、 川 を 渡て、 向の 岸に 添た る 柳の 陰に 伏て 待 

處に、 案の 如く 和 田 は 二。 おの 備に 出た る を、 件の 木蔭より 能く 見濟 して、 密に 敵中へ 紛 入り、 不意に 和 

田が 首 を 討つ と 否、 水中に 飛 入て、 虎口 を遁 歸畢、 翌日 戰場 にて 捨ん命 を 今宵 捨てば 易 かりな ましと 思 

ひ定 て、 軍 利 を 得たり と、 辯 舌 分明に 演 ければ、 攝津守 を 始め、 諸 士舌を 振て、 H< 晴後 生長るべき 若士 

なりと 感賞 する 事 比類 無り ける、 此の 瀬兵衞 淸秀、 後に 信 長 公秀 吉 公に 仕へ て、 功名^に 知る 處 なり、 

當時豊 後 岡 城主 中 川 修理 太夫 久貞 (七 萬 石) 祖な.=^、 其 先 は 丹 波馬路 邑の鄕 中より 出たり と 云へ り、 
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翁 草 卷之 六十 一 

老人 雜話 拔萃 

老人 は 江村 專齋 なり、 諱は 宗貞、 醫を 業と す、 初 加 藤 肥牧に 事へ、 後に 森 作 牧に事 ふ、 永 祿八年 光 

源 院殿亂 の 年生、 寬文四 年 六月 沒す、 滿百歳 

新 安 手簡 云、 老人 雜話 は、 江村 宗貞 物語 を、 細 川 桃 庵 被 書 集 候 物の 由 被 仰 候、 桃 庵 事 浪人の 時、 江 

戶. l; 野 寺 中に 居住、 拙者 若き 時分 出 會申候 (進 藤 元 翁 書) 

私 曰、 原本 誤字 多く 理義 分り 兼る 事 多し、 故に 刪 補して 少々 拔萃す 

〇 五山 大詩會 の 事 

五山の 大詩會 を 短冊 切と 稱す、 南 禪寺傳 長老の 時、 短冊 切の 會 有り、 龍 山 賞 雪と 云 ふ 題に て 詩 を 作る、 其 

後 結て 無 之、 會の式 は 五岳の 長老、 及び 西堂會 し、 早朝 粥 を 供す、 而 して 題 評と 云 事 有り、 出世の 人 各 

題 一 つ を 書て、 一座 を 互に 囘し、 可 然を其 日の 题に定 むる を 題 評と 云、 題定て 後、 其 題 を 上座の 壁に 貼す、 

而 して 引合 紙 を、 廣き 短冊に 切て、 三枚 重ね、 面々 の 前に 置く、 硯擎輋 架 水滴 等、 突を盡 して、 面々 に 

供す、 詩 成て 草稿 を 一 座の 衆囘し 見て 後、 淨 書して 座 心の 文臺に 載す、 而 して 五岳より 一 人 宛 出て 呤す、 

五山の 呤 聲各殊 なり、 詩事畢 て大饗 有り、 亂舞 酒宴 夜に 人と ぞ、 

〇 一遍 上人 踊 念佛の 歌の 事 

遊行 上人の 始祖 を 一遍 上人と 云 ふ、 隆蘭溪 に 法 を 聞く、 歌學に 勝れたり、 是 故に 今に 至て 其の 法 流の 

者 は、 連歌 をせ り、 昔し 或 人 一遍 上人 を 嘲て 云く、 躍 念 佛を爲 す は， 佛の 踊躍 歡喜 といへ る 意なる べし、 
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然. el ども 是れ のみに て成怫 不審し とい ふ、 上人 和歌 を 以て 答て 云く 「はね はねよ 躍らば を どれ 春 駒の 法 

の 道に はは やきば かり ぞ」 是 等の 事 を 書た る 書 一 卷 有と ぞ、 

〇^^武峯の事 

多武 峰の 事、 鎌足 入 鹿 を 討ん と 欲する 時、 帝と 此の 山に 人て 談合す、 是 故に 此の 峯を談 山と いふ、 鎌足 

を祠 りて 談山權 現と いふ、 談と多 武と聲 近く、 又 入 鹿 を 討て 武功 多し と 云 ふ 心に て、 多 武峯と 云、 

〇 京 中 四書 を 素讀す る ものな かりし 事 

老人 少年の 時、 洛中に 四書の 素讀 する 人 無し、 公家の 中、 山 科 殿 しれり とて、 三部 を 習 ひ、 孟子に 至て、 

本 を 人に 借し 置たり とて、 終に 不敎、 竄 はしらざる なり、 

〇 論語 講談の 蓽 

右の 時分 外 家の 道 伯と 云 人、 論語 を 講談す、 惶窩 も、 惶窩の 伯父 宣 首座 (相 國寺普 光 院僧董 父の 弟) も、 

老人と 同く、 每度講 席に 出づ、 右の 時分 妙 心 寺の 南 化、 天 龍 寺 策彥名 有り、 

0 攝政繼 嗣の事 

五攝 家： 止統 絶る 時 は、 淸 花の 家の人、 又 其より 下等の 家の人な り 共、 嗣く 事例な り、 親王 家の人 を 以て 

嗣 がしむ る 事 法に 非す、 方今 近衛 殿、 一 條殿、 親王 家の人 を 以て 嗣 がしむ る は 非な り、 上の 私な り、 【割 

註】 私 曰 近 衞應山 公 一 條惠觀 公 は 後陽成 帝の 皇子な り」 

攝 家の人 は 初 官少將 より 歷 昇る 例な り、 

〇 定家卿 自筆 新 勅撰集の 事 

立資の 町人 所持す る 定家卿 筆の 新 勅-撰 を、 ，1 川- に 求ら れし 時、 直、 白銀 拾锭 なり、 其 頃 第 一 の 買主 

なり、 今 は 烏 丸 家に 有 之 

〇 連歌の 事 
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宗？ a は， 个 より 百 IT 五十 年 以前の A 、なり、 其 時會の 給仕な どせ し 者に、 成 庵と 云へ る 有り、 老人は其^^庵 

に會 すと なり、 聯 歌の 式定 りて 盛に なりけ る は、 宗祗 よりな り、 其 以前 は 百 句 滿る事 まれに して、 唯 言 

拾 Q 様に 有しと ぞ、 

〇 連歌師の 次第 

昌休 昌叱 (紹巴 弟子) 昌琛 昌程 紹巴 (昌休 弟子) 元紹 (昌 叱の^) 元 的 

〇 貫 之 筆 土 佐 日記 Q 事 

貫 之 自筆の 土 佐 曰 記 は、 蓮華 王院の 什物な りし を、 定 家卿寫 せる 本、 連歌師 玄 的が、 所に あり <li 'は 加 質 

の家藏 となる、 定 家の 寫本、 全く 自分の 筆力に 寫し、 末 二三 葉 をば、 貫 之が 自筆の 本の 大き、 字の 形と 

も 摸して 書れ たり、 是は 後世に、 貫 之が 書法 を 不知 者、 是を 法と せん 爲 とて 践 にかく、 是を 以て 見れば、 

貫 之が 自筆 は定 家の 時 さへ、 至って 稀な りと えたり、 今時 往々 に、 人の 家に 貫 之が 眞跡 とて 所持す る 

は、 可 笑 事な り、 定 家の 時 迄 は、 貫 之 自筆の 本 有りと 見えて、 其 本の 大きさ 圖 をして-:; 几 家の 本に あり、 

霣 之が 本 は 今 は 絡ぬ、 定 家の 本 は、 老人 度々 見たり しに、 貫 之が 書法 か はりた る字樣 なり、 今時の 蜃物 

と は 似た る 物に 非す、 定 家の 本 は、 今 は加賀 より 八條 殿へ 參ら すと ぞ、 

〇 得 長 壽院の 事 

得 長壽院 は、 今の 三十 三 間 堂に 非す、 鳥 羽院の 御造營 なれば、 昔 は 鳥 羽に 有 けんかし、 蓮華 王院 は、 後 

白 河院の 御造營 にて 新 千 體怫を 安置す、 今の 三十 三 問 堂な り、 增鑒 拾芥抄 にも 明らかな り、 

〇 大怫寺 號の事 

大怫 の寺號 は方廣 寺な り、 

〇 小 池 御所の 事 

ニ條 殿の 小 池の 御所 は、 今の 窒 町の 小 池の 町な り、 御池の 御所 は 應仁亂 の頃燒 失し、 老人 幼少の 頃 は、 
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小 池の 跡 遺れ り、 小 池より 泉 湧出で 四條へ 流れへ マの 月鲜の 町より 西へ 流る、 小 池の 邊には 庭の 石 杯 あり、 

大 松に 藤な ど 纏へ る も殘れ り、 二 條殿は 傍に 小さき 屋を 造りて 御 趣す、 ニ條の 御所の 十 境の 名 ある も此 

の 小 池の 御所な り、 信 長の 時に 一 一 條殿 をば、 報恩 寺 (今の 近衞 殿の 屋敷 敷) を 易 地に して 移し、 小 池の 

御所 を 取 立て 屋形を 結構し、 小 池に 反 橋な ど を 掛け、 烏 丸 通に 東の 壁 を かけ 、室町の 東側の 町家 は 有て、 

後に 長 壁 を かけたり、 門 は 南面な り 此の 御所 成就して、 暫く 信 長 住して、 頓て、 陽光 院 殿へ 獻す、 陽光 

院殿は 御 陽 成 院の御 父な り、 春宫 にて 御卽 位に 不及崩 じ 玉 ふ、 陽光 院御遷 りの 時、 老人 も 新 在家 六 町中 

の 役に 指れ て 供奉したり、 養 安 院玉翁 も故冇 しに や 供奉す、 織 筋の 塞目隔 子の 服 を 着す、 老人と 同年に 

て 十 一 二 歳の 時な りと 語れり、 信 長 は 此の 御所 を 陽光 院 殿へ 進 じ、 又 如 前 上京の 時 は、 妙覺 寺に 館す、 

妙 覺寺は 今の 室町 藥師 町に 在り、 小 池の 御所の 鄰 なり、 

〇 醫師延 壽院の 事 

老人 幼き 時、 延壽院 玄朔は 巳に 壯年 にして、 故 道 三の 世嗣 とて、 洛中 醫師 のト： 首な り、 人々 敬慕す、 故 

道 三 は 其 時 はや 耳遠く、 療治 もた え-^ にて 隠居せ しなり、 玄朔 盛んに 療治 はやり、 方々 へ 招待す、 其 

時 は 肩 輿と 云 ふ 物なくて、 大 なる 朱 傘 を 指し かけさせ、 高木 履に て 杖 をつ き、 何方へ も 歩行す、 人々 羨 

む ほどに 有しと ぞ、 

〇 靈陽院 信 長と 戰， 爭の事 

公方 霞陽院 殿、 信 長へ 謀叛し、 京 悉く 燒亡 せし は、 老人 九 歳の 時な り、 其より 己 後の 事 は、 大形に 記憶 

すと 語れり、 時に 應ニ年 八十 九 歳な り、 

〇 秀頼公 參內の 事 

秀頼五 歳の 時 參內、 伏 見より 行列 をな す、 太閤 は ニー 二日 前に 入洛" せりて、 中立 寶 最上 殿の 屋敷に 御座す 

參內 の日迎 ひに 御 出 有り、 窒町を 南へ 指す、 見物 群集す、 太閤 立 髪の 馬に 駕す、 むり やうの 濶 袖の 羽織 


に 鳥 を 背 縫に し、 襟 は指箔 なり、 無 底の 投 頭巾 を 着 玉 ふ、 馬の 左右に 五十人 計り 徒 立 有り、 半 町 許り 間 

有て、 又 千 人許從 ふ、 大 怫 の邊 にて 秀賴 公に 御出會 太閤 舆に乘 移り、 秀賴公 を 前に 置 玉 ふ、 錢を 箱へ 納 

れば 廻る 人形 を 輿の 先に 持す、 諸 大名 は大 房の 馬に 乘り 一 一行に 供奉す、 是は聚 樂の城 破れ ん伎、 中 一 年 

過ての 事な り、 

〇 太閤 能 を 好まれし 事 

太閤 肥 前の 名 護屋に 御座す 時、 吳松 越後と 云 ふ 能 太夫 御見舞に 參り、 其の 時より 能 を 御す き 有りて、 御 

自分 も 度々 被 成 事な り、 

太閣於 禁中 能 を 被 成 時、 吳松も 立 合に 能 をす、 吳松能 をす る 時 は、 太閤 長柄の 刀を帶 し、 虎の 皮の 大巾 

着 を 下げて、 橋懸の 中程に 立ながら 見物す、 能 架ける にも、 其 立 給 ふに より、 太夫 衣装 を 着ながら、 

腰 を か めて 通りけ ると ぞ、 

或 時 太閤 馬に のりて、 烏 丸 通 を參內 す、 新 在家の 下女 四 五 人、 赤 前垂 を かけて 見物す、 太閤 馬上より 見 

て 云く、 唯今 內 裏にて 我れ 能 をすべし、 皆々 見物に こよと、 【割 註】 太閤 禁中に て 能 有る 時 猿 樂に物 被 

下さる 時 は 同様に 出て 拜領し 肩に かけて 入と ぞ」 

〇 太閤の 歌の 事 

太閤 全盛の 時、 何事 も 人の なす 事 は皆是 をな す、 式法の 歌の き 有り、 其 時 は 装束に て 上. おに 座す、 友 古 

とい ふ 者、 御前に 近付き、 感じた る體 にて 退き、 座中に 歌を吟 す、 實は皆 友 古が よめるな り、 

〇 ニ條 城の 事 

一 一條 城は關 ケ原陣 過て 頓て 造れり、 

〇 鎧の 着 やうの 事 

鎧 をき る 事、 昔 は人不 練に して、 天井に 釣て、 下より 我 身 を 入る と 云、 人の 笑 草に いふ 事な り、 武事 銀 
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鍊の 人に 問へば、 急なる 時 は 釣て 置て、 下より 身 を 入る、 事、 尤 よしと ぞ、 

〇 慧 星の 事  • 

元 和 三年の 領、 近 江湖より 星 出で {4! に 飛ぶ、 數百 丈に 霞く 事 あり、 人皆慧 星と 云、 

〇 泰 局の 事 

慈照院 殿の 時、 春 日の 局と いふ 女 有り、 彼が 所爲 にて、 應 仁の 亂與り 天下 騷 動す、 近 來の春 日 局の 號は 

是 を不考 して 然る 歟、 

〇 眞 E 安房 守の 事 

太閤 小 E 原陣の 前に、 關東 土地の 圖を 見る、 東照宮 近く 侍る、 時に 眞田 安房 守 末席に 在り、 太闍 云、 安 

房 來て圖 を 見よ、 汝を中 山道の 先手に 云 付る となり、 此時 家康と 同輩に 呼で 圖を 見せ 玉 ふ 事、 國郡 をい 

かほ ど拜領 したらん よりも 樂 かりし と 云、 安房 守 は 伊豆守の 父な り、 東 照{ 呂と 意趣 有て、 中 あしき 人 

なり、 其 後 太閤 安房 を 近く 召て、 汝衆康 に 禮に往 て 問 をよ くすべし、 長に はま かれよ と 云へ る 有り、 旅 

にて 不如意 ならむ とて、 袷廿 進物 迄 遣され、 富^ 左 近 を 添て 被 遣、 太閤の 仰 なれば、 東照宮 も 是非な く 

對 面せら る、 後 富 田に 逢て、 東照宮 云く、 先日の 事 は不及 是非、 重ねて 石 川伯耆 を、 此樣に 被 仰 付ぬ 樣 

に、 取 成し 賴 むと 宣 ふと ぞ、 此人又 犬に 意趣 有て 間惡 し、 然 ども 是も亦 小 W 原 陣中に て 禮に被 遣し と 

ぞ、 

〇 櫻 井 左 吉の事 

志洋 が嶽の 時、 櫻 井 左吉が 高名 無比 類、 七本鎗 にも 優れり、 早く 死す る 故に 人 不知、 

Q 長 岡 玄蕃の 話の 事 

長 岡玄蕃 云、 五 r 關ケ 原陣の 時、 引て 退く 馬 武者 を 兌て、 回せと いひければ、 則 立歸り 組む、 吾 組敷れ て、 

e に 首 を 1^ ら れんと せし に、 郞等來 りて I を 引退け、 我に 首 を とらせたり、 危き に ひけり、 足を^ 
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さ卞； く 武者に は、 必 すか へ せと 云べ からざる 者な りと い へりと ぞ、 玄蕃は 度々 功 有る 者な り、 

〇 太閤 家康 公に 關 八州 を 與 へ し 事 

^e-照宮太閤に馬をっなぎ玉ふ後、 關 八州 を與 ふとい へど も、 實は 六ケ國 半な り、 常 陸 は 佐 竹に 與 ふるな 

り， 

〇 上野 國佐 野の 事 

上野 佐 野 は殊外 富燒の 地な り、 太閤 東照宮 を關 東に 封 じて 後、 佐 野 修理 太夫 を此に 封す、 修理 多 村の 者 

なり、 、 上野 半國を 修理に 與 ふといへ ども、 佐 野 彼に 屬 すれば、 皆 取た る も 同前な り、 

〇 慶長庚 子の 事 

石 田 慶長慶 子の 一 事、 其 時 迄 知る 者な し、 前 知す る 者 は、 加-威-肥 後 守 一 人な り、 是 故に 東照宮 景勝 追討 

の爲 に、 關 東進 發の 時、 肥 後 守 達て とめ、 石 田必す 異心 あらんと 云、 東照宮 信ぜす して 遂に 發す、 是故 

に 諸 將皆從 て 柱く、 肥牧 一 人 國に歸 る、 

〇 太閤 諸將を 饗せし 事 

太閤に 諸 大名 出仕 すれば、 多く 留て 饗す、 或は 棊、 或は 象戲、 或は 亂舞、 好に 隨 ひて 遊ぶ、 太閤 常に 云 

く、 よき 夢を見す るが なと、 口癖に 宣 ふと ぞ、 

〇 太閤 大言の 事 

太閤 常に 身を輕 くす、 德善 院等諫 む、 太 闇 云、 天下に 我に 勝る， 王な し、 誰か 謀反 せんと、 

〇 太閤 小牧に 出陣の 事 

小 牧陣の 時、 先手より 御馬 を 出されよ と 云 来る、 太 閣其時 伏 見に て 利久が 茶の 會の 座に あり、 路 次より 

出て 尻 を まくり、 ゑい やくと 云て、 直に 出陣し 玉 ふ、 

〇 太閤 磊落の 事 
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太 閣萬事 早速な り、 或 時 祐筆 隔醍の 醍の字 を 忘る、 太閤 指 を 以て 大の字 を 書して、 汝-个 知 敷、 如斯 書べ 

しとな り、 又 高 匿の 軍 中へ 奉書 杯 下さる、 にも、 機た る 紙に 善き、 又 あしき 所 は 墨に て 消し 遺 はさる、 

とぞ、 

〇 太閤 氏鄕を 引見して 謠本 をた のまれし 事 

太閤 氏 鄕を余 t 津に封 じて 後出 仕す、 太閤 他事 を不 聞して、 汝手 をよ く 書り、 謠の本 を 一 番 書きて 吳ょ、 

紙硯 を持來 れと宣 ふと ぞ、 君 ほ 心 易き？？ 柄な り、 

〇 家康 公太 闇の 履 を 直されし 事 

太閤 或 時 宇喜多 殿に て 能 を 見物し 玉 ふ、 庭へ 下り 玉 ふ 時、 東照宮 下りて 屐を： 止う す、 太 閣手を 以て 東 照 

宫の肩 をお さ へ て德川 殿に 屐を 直させ 申す 事よ と宣 ふと ぞ、 

私 曰此屐 の 事、 餘 書に は、 仙 臺：， y 宗と 在り、 東 照せ！ 1 を 憚りて 書る 也 可 追考、 

〇 氏 鄕諸士 を 饗する 時の 事 

蒲 生 氏 鄕諸士 を 饗する 時 は、 自ら 頭 を裹て 風呂の 火 を燒れ しと ぞ、 

〇 細 川 三齋戰 功の 事 

紬川越 中 守 (三 齋) 終に 戰功 なし、 一 度 信 長 死去の 年、 甲斐 國合戰 に 能く 陣を 張れり とて、 太閣 褒美す、 

此 一 事の みとい ふ、 

〇 明 in 光秀の 事 

明 智初は 細川幽 齋の臣 なり、 幽齋 家老 米 田 助 右衛門な と あしく 當 りければ、 明智 こらへ す、 信 長に 歸し、 

遂に 丹波國 (五十 萬 石 計) 近 江に て 十 萬 石を領 す、 明智 常に 云く、 全く 米 田が 陰な りと 是 故に 三 齋を壻 

とす、 

明 智^ 山の 北、 愛宕に 續 きたる 山に 城廓 を 構へ、 此の^ を 周 山と 號す、 自分 を 周武に 比し 信 長 を 殷紂に 
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比す、 是 謀反の 宿志な り、 

〇 水栩繩 張の 事 

太閤の 時分 は屋を 作る に、 指 圔と云 事を不 云、 繩 張と 云、 太閤 大 下 を 得て 後、 水 棚の 繩張を 見て、 向へ 

短し 臺 所に 相 應せ すと 云、 太閤 宣く、 我 天下 を 得る とい ふと も、 人の 手長く 成べ からす、 向 へ 長く する 

理有 るべ からすと なり、 

〇津 田 長 門 守 改易の 事 

治 部 少輔亂 の 年、 津田長 門 守 (所領 二 萬 石) と 云 ふ 人、 鞍馬 詣の歸 る さに、 加 茂に て 女の 乘 たる 輿 を あ 

けて 見たり、 此女は 後藤 長乘が 妻な り、 光 乘と云 老人 付來、 (長乘 が 伯父な り) 長 門が 所爲を 見て、 是は 

長乘が 妻な り、 長 門 殿 見知たり、 比 興なる 事 を 遊ばす と 辱し めたり、 長乘は 東照宮 御懇 志の 者 なれば、 

長 門 守 身上 危 しと 人 皆い へり、 其 秋 改易 せらる、 東照宮 亂 やみて、 御 上洛の 時、 桑 名へ 迎に 出て、 直に 

申 上しと ぞ、 

〇 辨當の 事  ， 

信 長の 時分 は辨當 とい ふ 物な し、 安土に 出来て 辨當と 云 ふ 物 有り、 小さき 內に 諸道 具 を さまる と 云、 僞 

ならん とて 信ぜぬ 者 も 有しと ぞ、 挾 箱と いふ 物 もな し、 挟み 竹と 云 ふ 物 を 用 ひたるな り、 挾 箱 は 大阪の 

津田長 門 守 初て 製す とぞ、 

〇 信 長 慶賀の 能の 事 

信 長、 城 を 武衞陣 に 築き、 公方 をす ゑて 慶賀の 能 有り、 老人 も四歲 許に て 孰 母に 抱れ て 見物す、 其 日 信 

長 は 小 鼓 を 打れ しなり、 長 岡 三齋は 老人に 二つ 長 じ六歲 ，ば かりにて 疆々 を 一 番ま はれし、 其時歸 りに、 

門外に て盜 人に 後の 紐 を きられし 事を覺 えたり と 語れり、 其の 頃の 盜人 は、 刀の 弃、 小刀な ど を 拔て取 

事 を 得たり、 是 故に 盜人を ぬきと 云し、 今の すりと 云が 如し、 
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〇 繫陽院 の 事 

露 陽院殿 (足 利將軍 十五 代義昭 後號昌 山) は、 十三 代 光源 院殿 (義 輝) の 弟に て、 南都 一 乘院 門跡な り、 

永 綠 八 年 光源 院殿 を、 三 好が 黨弑 せし より 還俗して、 方々 の 大名 を 頼れ けれ 共、 承引せ す、 岐阜に 往て 

信 長 を 頼む、 信 長 許諾して 上京し、 三 好が 黨を 討て、 義昭を IK 下の 主と 定め、 本國 寺に 置て、 其 身は岐 

阜 へ歸ら る、 其 後 三 好が 餘黨 又發 りて、 本 國寺を 攻め (同 十 一 年) 巳に 外郭 を攻 破けれ ども、 信 長上 京 

の 問に 服した る 伊丹 池 m の輩來 て、 三 好が 殘黨 を討盡 す、 信 長 も 早速に 馳 登られ けれども、 亂鎭て 後な 

り、 拔本國 寺 も 心 元な しとて、 窒町武 衞陣に 城 を 築て、 昌山 をす えらる、 而 るに 其 後 信 玄に滕 され、 信 

長に 謀反す、 信 長 其 儘 上りて、 城 を 攻^す、 公方 逃れて 宇治の 牧の 島の 城に 籠る、 信 長 追 駄爱を も乘破 

る、 公方 は渐 逃て、 中 國の毛 利 を 恃んで 躍れ 居る、 太閤の 代に 成て、 傳を 以て 出られたり、 元 公方の， 事 

なれば、 會釋 も格刖 に、 所領 も相應 に附ら るべき と 思しに、 案の 外 僅 三百 石を與 へて、 咄の 衆と す、 其 

後 幾程 もな く 病死 せら る、 と 云 ふ、 

私 曰、 秀吉 登庸の 始、 姓氏 無し、 故に 公方 義昭 へ、 足 利の 世 系 を 嗣ん事 を 望まる、 義昭其 俗姓 を陋し 

めて、 許容な し、 秀吉訟 方な く、 鬼 角して 豐臣姓 を 立ら る、 本文の 如き は、 其 返報に 義昭を 辱し めら 

る、 と 見えたり、 

〇 佐々 陸 奥 守の 事 

佐々 陸 奥 守 は 信 長 譜代の 家な り、 柴田 など、 同じ、 信 長 死去の 後、 秀 吉に征 せられ、 陸 奥 守降參 して 坊 

主に 成り 大津へ 来る、 其 時秀吉 大津の 城に 在て 禮を受 く、 陸 奥 入道 大津城 中に 於て 武道 物語 有り、 淺野 

彈正を 散々 に 叱り、 武道の 事 何とて 和 主 等の 知事に 非す と 云、 人 聞 之、 治部彈 正は當 時の 出頭 人な り、 

而るを 斯く惡 言に 及ば、 後に て惡 かりなん と 批判せ り、 太閤 肥 後半 國を與 ふ、 (半 國は加 藤 主計 頭領、) 

人 都の 後、 一 授度々 發り、 樣子惡 かりければ、 身上 果たり、 彈正 のさ、 へ も 有しと 云、 奧守道 號は道 閑、 
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尼 崎に 石塔 在り、 尼 崎の 寺に て， ini: ほす と 云、 【割 註〕 京 出水 千 本 西へ 入 曹洞宗 慈眼 寺 は 伎々 陸 奥 守 寺な 

り、 則 陸舆守 石塔 在り」 

〇 禁裏 御 衰頹の 事 

信 長 S 頃 迄 は、 禁中の 微々 なりし 事、 邊 土の 民屋に 異ならす、 築地な どはなくて、 竹の 垣に 茨な ど 這 ひ 

纏 ひたる さまな り、 老人 も 子供の 時 は 遊びに 行て、 椽 にて 土な どを翫 び、 破れた る 簾 を、 折節 明けて 見 

るに 人 もな き體 なり、 信 長 i: 領 など 沙汰せられ、 造作 等 有し 故に、 少し 禁裏ら しく 成たり、 因 之 叙感有 

て 信 長 を 高官に 進めら る、 

禁中、 信 長の 時より 興隆と は 云へ ども、 太閤の 初 迄 はま だ徴 々なり-、 近衞 殿に 歌の 會 など あるに、 三方 

の臺色 飽迄黑 きに、 ころくと する 小豆 餅を乘 せて 出されたり、 然れ ども 歌 は 今時の 人に 十倍す とぞ、 

常 盤 井 殿と 云 ふ 公家に、 目 見 を 望む 人 有り、 媒介の 人 を 入れければ、 夏衣 裳に て は耻か 敷と 宣ふ、 苦し 

からすと て、 具して 行たり、 彼 人 も 夏の 装束の 事な らんと 思 ひしに、 帷子 もな きと 見えて、 蚊帳 を 身に 

卷て 逢れ ける とぞ、 信 長の 時分の 事な り、 

〇 觀世 太夫 及び 樋の 口 太鼓の 事 

觀世黑 雪は宗 雪が 孫な り、 宗雪 子な し、 保 生 太夫が 子 を 養子と す、 三郞と 云、 黑雪は 三郞が 子な り、 宗 

雪 も三郞 も、 東照宮 御懇 にて、 兩人 とも 三 州に て 死す、 今に 至て 觀 世の 家 御 家の 太夫なる は此 故な り、 

相國 寺に て 石橋 兩度 有しに、 初 度は宗 雪、 後の 度 は三郞 なり、 是は 百年 許已 前の 事な り、 脇 は 小 次郞、 

太鼓 は 高 安道 善な ど 出づ、 小次郞 一 の 弟子に 堀 池 宗窒と 云 ふ 者 在り、 二日の 能に 張 良 を 二度 芝居より 所 

望し ければ、 宗窒 にさせたり、 

樋の 口と 云 太鼓の 上手、 津の國 より 來て 京に て 時め きけ る は 道 善より 遙に 後な り、 極 口 鼓 は 老人 も 度々 

き.. た". 石 井 了 雲が 姪に 石 井 傳左衞 門と 云 者 有り、 新 在家 南 町に 居る、 彼が 亭 にて、 囉子 有て、 極ロ擊 
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ける を も 聞ぬ、 是聞を さめな り、 了 雲 も 撃たり、 樋 口 は 太閤の 御前に 御用 有て、 襟 子 二番 過て 来る、 笛 

は 一 增 なり、 樋 口 一 增に御 老僧い ざ 一 番 仕らん と 云 ふ、 一 增は其 時 老人な りしと ぞ、 

1 增は豊 後の 者に て、 備前屋 と 云 ものな り、 I 增 京へ 來 てより" 牛 尾な ど 云 ふ 笛吹 も 音 を 人け り、 其 頃 

笛 彥兵衞 木 野な ど 云 ふ钪の 上手 有しと、 桑 垣 元 二と 云 ふ 鼓 者 名高し、 觀世 又次郞 などより 先輩な り、 道 

成 寺な ど 有る 時 は、 又次郞 より 桑垣擊 たる 事 多し、 桑 垣 は 宮增が 弟子に て、 男色な り、 鼓 はす ぐれ ざれ 

ども 物 を 知た る 事 比な し、 

〇 太閤. s: 裏にて 能の 事 

太閤 內 裏にての 能 度々 の 事な り、 其 頃謠を 作て、 明智 討、 高野詣 など 有り、 高 野詣に は、 大政 所の 幽靈 

出て、 あら 有難の 御？ やとい ふ 事 有り、 太閤と 東照宮と 加賀 大納言 殿と、 三人 狂言 も 有り、 毛 利 輝 元、 

鼓 を 顦れし 事 も 有り、 道知當 手になる 事 も 有り、 明智討 も明智 になる は 其 頃 山 崎に 居し 太夫 吳松 なり、 

〇 法 華 亂の事 

法 華 亂と云 は、 百 二十 年許已 前の 事な り、 (承應 二 年) 老人 父旣 在な どが 當歲か 二 歳の 頃な り、 日蓮 宗行 

れて、 京 中に 寺々 多く 成た るに、 叙 山より 悉く 追放 せんとす、 法華宗 是を 担ぎ、 大 なる 合戰 有り、 今の 

新 在家の 者に 法華宗の 旦那 多し、 合 戰の時 打 死 多し、 老人が 外 曾祖も 討死せ り、 此時は 公方 家微 にして、 

上々 輕き 故に、 放^ 成る 事 多し、 (私、 曰 後奈良 院 御宇 天文の 始武將 は 萬 松 院義晴 公) 

〇 飯 尾彥六 左衞門 歌の 事 

飯 尾 彥六左 衞門は 慈 照 院義政 公の 右筆な り、 鳥 養 様の 書法 は釵 尾よ お出たり、 和歌 も 好く 詠 じ、 亂後京 

盡く燒 亡した る を 見て よめる、 (應仁 記に 見えたり)、 

住 馴し都 は 野 邊のゅ ふ 雲雀 あがる を 見ても 落る 淚か 

〇 金銀 少 かりし 事 
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.J1JJ は 金銀 澤 山に.！： るせ" Id 卜お i 以来たり、 台 德院毆 の 御 時、 佐 久間フ カン 所持の 雲 山と 云 ふ 茶 入 を 金 森 

黄金 百 に 求む る、 台德院 殿御 聞 有て、 其 價を與 へんと 宣ふ， 折節 金參 拾錠冇 之， 七 拾 錠 不足な りと 云、 

今の 世と 甚 相違す、 南都 東大寺の 奉加お 頼 朝 金 五 拾兩を 寄進 せんと 云れ けれども、 其年旱 にて 調 は ざり 

しとい ふ 事 東 鑑に兑 えたり、 

〇 菊 水の 茶釜の 事 

太閤の 時分 茶釜の 名物 は 菊 水の 签 とて、 菊と 水と を紋 につけた る签 有り、 ロ廣く はた 一 寸許殘 りたる 

どなり、 蓋 は 藥鑪の 様に 打き せ ふたなり、 蒲 生の 家に 在し 物と ぞ、 

〇 大 講堂の 茶釜の 事 

公方 家に 有し 大 講堂と いふ 签は、 叙 山より 出たり、 大 講堂と 云 字 を 釜の 腹の 撗に鑄 付たり、 丁酉の 炎上 

に滅 す、 是 もロ濶 し、 

〇 古筆の 事 

後 京 極 殿の 書 給へ る 歌仙 あり、 中 殴の 色紙な り、 九條 殿に 今に 傳れ り、 梶井 門跡に、 世 尊 寺 伊賴の 書る 

朗詠 集 有り、 佐理 より 六 代 目な り、 佐理の 朗詠より 賞翫 すと ぞ、 

0 氏鄕利 家康を 評せし 事 

蒲 生 氏鄕の 近臣 氏鄕に 問て 云く、 太閤 巳 後 關白殿 (秀 次) に 馬 をつな がん やと、 氏鄕答 云、 彼 愚人に 從ふ 

者 誰か 有ん と、 又 問 ふ 天下の 主た らん 人 は誰ぞ と、 答 云、 加賀の 叉左衞 門な り (大納言 利 家) 又 問、 又 

左衞門 これ を 得すば 如何、 答 又 左 衛門不 得ば 我 得べ しと、 東照宮の 事 を 問へば、 答 云、 是は 天下 を 得べ 

きに 非す、 人に 知行 過分に 與 ふる 器量な し、 又 左 衞門は 人に 加增 分に 過て 與 ふる 物き.^ なり 取る <  i 

は此 人な りと 云り とぞ、 

〇 石 田 三 成 奉公人の 心得 をい へ る 事 
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石 田 三 成 云、 奉公人 は 主より 取 もの をつ かひ 合せて 殘 すべから す、 すは盜 なり 4 おひ 過て、 借錢 する は 

愚人な りと、 

〇 茶 入の 事  . 

茶 入 高直に 成た る も 近代の 事な り、 老人 少年の 頃 は、 ， 世上お しなべ て 名物と 云 は 玉 堂と いふ 茶人と 利 休 

が圓瘦 肩衡と 計な り、 是も 何程と いふ 事 もな く、 無類の 名物の 樣に いふなり、 其 後相國 寺に 在し 名 を も 

相國 寺と いふ 唐の 肩 衝を古 m 織 部 黄金 十 一 枚に 求む、 是 高直の 始 なり、 程 もな く 加 賀へ千 五 百 i に 喪る、 

是は織 部と 治 打 中 悪 敷 ゆ ゑ、 勘定 をせ つかれて 其爲に 寶られ しなり、 道哲親 圓淨坊 取次に て、 代金 を 持 

て 来りし 時、 老人 織 部 殿に 居 合たり、 黄金 六十 枚と、 i 王の 茶壺 一 持來 る、 壺は 此方より 所望の 由な 

り、 圓座 肩衝は 江戸に 在し が、 丁酉の 火に 失すと ぞ、 

日 野肩衝 は、 日 野 唯 心 大文字 屋に寶 玉 ふ 時、 老人 を 呼て 此の 茶 入 黄金 五十 枚に 賣 べき 約束す、 少し 味惡 

敷 事 有る ほどに、 五十 貫お として 四十 £ 枚に なりと も、 森 美 作 殿 杯に、 御 取 あらば 遣し 度 事な り、 袖に 入 

て 持 行 見せよ と宣 ふ、 見せ けれ 共 代物と k の ひかね たるに、 仍り 首尾せ す、 遂に 大文字 屋が 手に 落つ、 

〇 小 倉 色紙の 事 

小 倉 色紙 は 元 來$ ^勢國 司 所持に て、 屏風 一 雙に百 枚 押て 在し を、 宗祗の 弟子 宗長勢 州へ 下りし 時、 一 雙， 

共に 國 IF 與ふ、 宗長辭 退して 一 隻を 留め、 一 隻を うく、 一 隻は勢 州に て 火災に 燒 失す、 一隻 殘 つて 世に 

傳ふ、 それ も 三十 枚 許 有り、 紹鶏： 大の 原の 歌と 八重 萚の 歌と を 表具し 掛 物にすと なり、 

〇 鶴の I 聲の事 

利 休 子 道 安 茶の 會に、 老人 五六 年 ほど * おて 會す 、鶴の 一 聲と いふ 花 入に 花 を 生て、 終に 一 度も掛 物の か. - 

りたる 事 無り き、 今程 道具 種々 つらね、 華美 を あらそ ふ は 心 入 格別な り、 其 鶴の 一 聲は、 今 公方 家に 有と ぞ 

〇 普光院 及び 小姓の 事 
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f" 光院 殿の 時、 4^野參詣に 先を拂 ひける に、 或 少年 馬より， F 、か と き 0 所に C^ぐ.S3.S^T普光院殴 

見て.. 福阿彌 とい ふ 目 明 を 遣 はして 問し む、 問べき 詞 なくて、 「相 見ての 後の 心に くらぶれば、 と 云 ふ 歌の 

下の句 は 何と 申 ぞと問 ふ、 少年 答、 「誰か 誠より しくれ そめ けん」 と 云 ふ 歌の 上の句 は 何と 申ぞと 答へ け 

り、 其 由 を 申 上る、 齊 光 殿 面白き 者な りと て 召 出して 寵愛 甚し、 因 之 前年より 寵愛の 小姓に 心 遠ざかり 

ければ、 其 小姓 恨て 立 退き、 嵯哦 の邊に 隱れて 居け わ、 方々 尋求 けれども ，不知、 或 時 公方 嗟哦へ 遊行 有 

し に > .1羅 の 遠く 薰るを 聞 給 て、 此の 香 外に 有べ られゃ 、 此邊 に 不審な る 者 有 る 敷、 能尋 見よ と て 人 を 遣 

す、 或 茅屋の 內に彼 少年 机上に 香 を 柱き 閑に して 有け る、 公方 直に 至り 玉 ひて、 前々 Q あやまり を ゆる 

し、 還り 仕 へ よと 色々 と 仰け る ゆ ゑ、 鬼 角に 不及、 頭 を 下げ 泪を 落す、 公方 悅び酒 を 呼て 盃を さし、 又 返さ 

せて、 日頃 好める 謠をー 曲 所望 有ければ、 姨拾 の小謠 をうた ひける、 公方 彌惑 じて 寵愛 昔に 倍せ り、 赤 

松 普光院 殿を弑 せし 時 は、 能 有て 鹈 羽の 中 入 0 時、 剠^ せりと ぞ、 此時 公方の 帶 せし 脇差 は、 拔國 光と 

いふ 名物な り、 本阿彌 とい ふ 同朋、 刀 脇差 を 日頃 預り、 死 前 雨 度拔け 出た る 科に て、 禁獄せられ ける と 

ぞ、 後に 前表と 知れて、 拔國 光と いふ、 本阿鼸 日蓮 宗に歸 依す る 事、 此 獄中より と 云 ふ、 

〇 寳 池坊證 信の 事 

歙 山の 僧寳池 坊證信 は、 平家 能 登 守の 弟な り、 寳池坊 に 堅 座し、 學 問の 大願 を 起し" 源平の 亂を 知らす、 

後に 牒狀か 返 狀かを 書れ よと て、 窓より 入る、 事 有り、 „i ん時始 て 知れり、 然れ ども 坊を不 出、 三 大部の 

私記 を 著す、 文義甚 勝れたり、 今に 1；$ 岳に 其坊 有り、 今 は 寳池坊 と は 云ざる なり 

〇 肩 衣 半 持の 事 

近衛 龍 山 公 は、 三 貌院殿 C 父な り、 衰微の 時薩 摩に 御座す、 翁 衣 半 袴 は 龍 山 公の 初 製な り、 素 襖の 袖 を 

取り、 それに 襞 を 加る 者な. RN、 

〇 雪踏の 事 
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雪踏 は元來 有て、 革 を 付る 事 は、 利 休な りと 云傳 ふ、 

〇 木綿 足袋の 事 

木綿 足袋 は、 今の 製法の 如くなる は、 長 岡 三齋の 母、 初て 製す、 ニー 齋の 茶の に 出ら る、 時 足 冷る とて 

なり、 

〇 ノ觀 流の 事 

茶の 會に ノ觀 流と 云 者 有り、 是は 上京の 坂 本屋と て、 荼の會 を 好む 者 有り、 おどけた る 茶の 會を 出す、 

初 號を如 夢觀と 云、 後改て ノ觀と 云、 一 溪故道 三の 姪！^ なり、 ノの字 人の 字の 偏な り、 人に 及ばぬ とい 

ふ 意と ぞ、 宗 易より 少し 後な り、 

私 曰 世 藤に 異風なる 事 をノタ 事と 云 ふも是 より 出たり と 或 記に 在り、 

〇 香 爐の會 の 事 

香爐の 茶の 會と いふ 事 有り、 主人 炭 を 直して 後、 長 盆に 香爐と 香合と 香 筋 を 置て 出す、 料理 まだし き 時 

是を 出して、 勝手 n の 障子 を はたと たつるな り、 其 時 上客 香爐 にある 香 をき- -、 左の 袖より 懷に 入、 姓 

留て 右の 袖より 出し、 柱 殼を懷 中して、 次の 人へ ま はす、 次の 客 又 香合の 香 を 銀盤へ つぎ 聞て、 左の 袖 

より 入て 右へ 出す 事 上客の 如し、 末座に 至て、 柱 を はりて 殘 りたる 一 炷を、 香爐 におき、 上客に 呈 すれ 

ば、 上客 勝手口に 置き 主人の 爲に するな り、 客 五 人 なれば、 香 五片、 六 人 なれば、 香 六片、 香合に いる 

、なり、 大 さは 二分 四方 厚さ 八 分 中な り、 若 料理 間もなく、 又は 客 を 試ん と 思へば、 勝手の 障子 を 細目 

にあけ てお き、 其 時 は 初より つぎて 出せる 香 計 をき、 て 廻し、 勝手口へ 直す 法な り、 香 爐も必 靑磁の 勝 

れ たる を 用る にも あらす、 溯戶 などの こびた るよ し、 心得 有べ し、 茶屋に 棚 有 は、 香爐 をお き、 香を炷 

時は爐 へ は薰物 をた かぬ 者な り、 

〇 林道 春 圖書編 を 貸さ りし 事 
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I^H^^J^:  ,  4*T)、.k, ^ 、珀 に fP を 1^- て 借られ けれ 共、 我 手に入らざる 由に て 

終に かさす、 惺窩翁 人に 語て 云、 道舂は 非道の 者な り、 圖書編 彼が 手に入る 事 分明な り、 偽て 無しと 云 

は 非道な り、 借す 事なら ぬと いふより 遙に 劣れり とぞ、 

〇 文章 達德 綱領の 事 

吉田素 庵に 在し 文章 達德 綱領 十卷 を、 戶田以 春と 云 者 借りて 失へ りと いふて、 終に 返さす、 今 亡ぶ、 

〇 惺离 の說を 聞きた る 人々 の 事  . 

惺窩 翁に 儒道の 事 少し 聞た る 人 は、 細 川 越 中、 淺野采 女、 曾 我 丹 波、 小 畑 孫 一 、 城 和 泉 等な り、 

〇 淸原極 藤の 事 

野 極に 淸原極 藤と 有 は 舟橋 家な り、 當時 は皆稱 して 極 藤 殿と 云り、 外 記環翠 軒の 曾 玄孫の 間な り 

〇 太閤 伏 見に て 砲聲を 聞され し 事 

太閤 伏 見 在 城の 時 鐵炮四 五十 計 放す 音す、 人皆怪 む、 太閤 云、 大名 共 鳥な ど 打に 出て 歸る さに こみた る 

玉藥を 打ぬ くな らんと あざ笑 ふて 御座す、 則 見せに 遣し たれば、 はたして 雨り、 此： S め 共 聞て 少し 氣味惡 

く 思 ひて、 一 兩日過 御前へ 出づ、 太閤 笑 ふて 云、 此 頃の 遊び 面白 かりし やと、 少しも 心に 掛玉 はぬ 體な 

りしと ぞ、 

〇 太閤 抱負の 事  ， 

太閤 常に 云 ふ、 天下に 我 ほどの 主な し、 故に 我に 謀反す る 者 有 まじと なり、 

〇，江 ロ三郎 右衛門の 事 

江 ロ三郞 右衛門 は、 丹 羽 沒後越 前 黄 門 公へ 召 出され、 一 萬 石 を 賜 ふ、 越 前の 家の 子に 高木 勘 平と て、 武 

勇の 者 あり、 新参者の 過分の 所領す る を 怒て、 或 時 江 口の 膝に 迫りて 問 ふ樣、 上方の 武邊 とい ふ は 如何 

様なる を申ぞ と、 江 口答 云、 上方の 武邊と 云 は、 人に 武邊 者と いはれ て、 此 殿の 様 成る 所へ 召 出されて、 
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高 知行と る を 申す と 答、 高木 尻 もな き體 にて、 ゥン とい ふて 退きし とぞ、 若 江 口 自分の 前々 よりの 武功 

など を 云 立な ば、 我 も 夫 程の 事 は 八 百度 もしたり とい はんと 思 ひしに、 江 口が 案に 相違の 返事 故、 返す 

詞 なかり しと ぞ、 ：丄 ロは武 のみなら す、 才も 勝れた る 者な りと ぞ、 

〇 黑田如 水 臨終の 時の 事  - 

黑 ffl 如 水 病 重く、 死 前 三十日 許の 問、 諸 ほ を 篤り 辱し む、 諸臣 驚て 偏に 亂 心の 體 なり、 是を 諫めん は、 

筑前守 殿なる べしと て、 長 政に 達す、 長 政 則 父の 枕元に 往て、 是を諫 む、 如 水 長 政の 耳 を 取て、 小聲に 

云れ ける は、 是 汝が爲 なり、 亂 心に 非す、 諸臣に 倦れ て、 早く 筑前 殿ん 代に なれ かしと 思 はせんた めな 

りと 被 申しと ぞ、 

〇 美少年 羽 柴長吉 の 事 

羽 柴長吉 は、 太 闇の 小姓 無類の 美少年な り、 太閤 或 時人な き 所に て、 近く 召す、 日頃 男色 を 好み 給 はぬ 

故、 人 皆 奇特の 思 ひ をな す、 太閤と ふて 云、 汝が姊 か 妹 か 有 やと、 長吉 顔色よ き ゆ もな り 

〇 一 柳監 物の 事 

1 柳 監物缺 唇な り、 人 指 合 をい へ ば、 殊外 怒る、 晉符 堅に 似たり、 

〇 島田彈 正直 言の 事 

島 田彈正 (越 前 守 兄號. S 也) 直士 なり、 戶島刑 部 井上 主計 を 斬し 後に、 城 中に て 各 評論 有て、 戶為 が擧 

動 殿 に 於て、 前代未聞の 事な 力と 云、 由 也 座に 在て 云 は、 又 重ねても 年寄 衆 をき らんなら ば、 殿中な 

ら ではなる まじと 云、 痛快な り、 又 或 時 老中 會 して 米 高直に して、 萬 民 困窮す との 評議 有り、 其 時 由 也 云、 

老中の 歷々 米の 買 置な どめ さる、 間、 米 何としても 下 la に は 成 まじと い ふ、 誰 買 したる と 問れ ければ、 

先づ酒 井讃岐 殿から が 買 置め さると 云、 其 時讃州 云、 我聊此 事な し、 さらば 深 津九郞 右衛門 r 酒 井 家老 、を 

f<  ：? さ、 I き、 き. gg-r 一う おき ま y4,、 き- g.g は 買し を 知たり、 


p フ に-. -^t り "『.-は&„29に=??^^すゃ， 其 外證據 多し と 云 詰たり、 如 此の 人い ま は 不聞ヒ 誦ー 」 二-一-一  5-- 一一 

C 鷹の 事 

鷹の 事に 能く 通じた る は、 古の 根 津と云 者な り、 鷹の 羽 を績ぐ 事、 根津が 娘より 起れ りと 云傳 ふ、 根津 

が留 主に、 鷹の 羽 を 損 ひて、 前の 羽 を 以て 績 置し を、 根津歸 りて 手に 据 ゑて 不審し、 鷹 常より 羽 を ひき 

て 重し とて 問 出しけ ると ぞ、 奇特なる 事な わと 云ひ傳 ふ、 

〇 宣 長老 惺窩を 崇敬せ し 事 

相 國寺普 光 院の宣 長老 は、 大德 寺の 儈董甫 の 弟に て、 惺窩の 伯父な り、 當時 五岳 第 一 Q 擧者 なり、 宣 《サ 

て 云、 錄 首座に 逢て は、 物が いはれ すと 云り、 其 儘 こみつ けらる k 故な り、 當 時の 人宣を すぐれたる 人 

としる 其 人 かくい ふ 故に、 拉 は惺窩 傑出なる 人と いふ 事 を 初て 知れり、 萚 首座 は 惺窩の 事な お、 


七 Hit 


七 四 八 


翁 草 卷之 六十 二 


享保之 初 幾內諸 組與カ 名前 有增 (安永 三年より 五十 有餘 年) 


： 京 所 司 代) 水 野 和 泉守祖 

(同心 支配)  (同) 

羽 太 半 右衛門 

(同)， 

大 島 儀 右衛門 

(同) 

岡 田 平 左衞門 

田中權 太夫 

佐 合 五郎右衛門 

佐 竹平藏 

戶田彌 次 右衛門 

安藤 愁 太夫 

太 田 源次郞 

. 佐 藤 萬 右衛門 

山 口 與左衞 門 

. . -. i  .1.4X1 銜， 


眞木十 助 

(外側 破損 方〕 

戶 田 又 右衛門 

C 從是 以下 次第 不同) 

星 野 善 太夫 

伊 藤 權 右衛門 

岡 田 藤兵衞 

小川 左 I 郞 

祌應 市兵衞 

赤 林 八 左衞門 

岡 本 平兵衞 

吉田太 郞左衞 門 

大 野 市 右衛門 

i  f  ^ 


(同) 

高 岡 十 平 太 

(同) 

宮本助 六 

小 菅 忠 右衛門 

加 藤 久左衞 門 

奥 村 權之進 

古在 彌 五右衛門 

森 山 三 左衞門 

高 田 甚左衞 門 

柳 下 藤 左衞門 

相 原 定 右衛門 

加 藤 空 之 進 


(同) 

大 岩 

(御  方〕 

廣 0 

安 井 

今 村 

芦 谷 

都 筑 

並 河 

戶 田 

柳 下 

竹 內 

石 川 

t 皮 


半 兵 衞 

金 左衞門 

左 太夫 

武 兵 衞 

數 右衛門 

藤 九 郞 

新右衞 門 

勘 左衞門 

忠次郞 

佐 五兵衛 

藤 右衛門 


草   ^ 


野 德 右衛門 

I： 京 町奉行) 山 口 安房 守 組 

目 付 新 家 方 

石 崎 喜 右衛門 

勘定 方 同心 支配 兼 

四方 田 袁之丞 

證文方 

田 中 七 右衛門 

一田 檫 右衛門 

上 同 

村 上 新 右衛門 

(京 町奉行) 識訪肥 後 守 組 

^事 方 r 

深 谷 平 左衞門 

勘定 方 

下田 忠八郞 

證文方 

本 多 文 助 

御番方 

入 江 安右衛門 

上 同 

飯 窒 十 右衛門 

(御 門番) 小 宮山傳 右衛門 

中 川 數 右衛門 

鈴 木 重 助 

藤 田 武兵衞 


缺所 方御番 方よ リ兼役 

眞野 孫之丞 


拓榴 角兵衞 

(東 組と 稱) 席順 (古新 之 列を以 す) 

勘定 方  ，：■  >  I  ,: 

山 田 源兵衞 

御 番方上 同 

0 津 叉 左衞門 

御番方 r 

西 尾 甚 右衛門 

久 保 丹 左衞門 

證文方 f 

m 中 郡 右衛門 


草 間 五右衛門 

上 同 

加 納武助 


木 村 勝 右衛門 

御番方  _ 

本 田 金 五右衛門 


(西 組と 稱) 席順 (役 列を以 す) 


上 同 

熊 倉 山 J 


太 夫 

石 橋 嘉 右衛門 

上 同 

三 浦 傣 右衛門 

上 同 

砂 川 金 右衛門 

上 同 

木 村 源 右衛門 

南 組) 

早 苗 甚左衞 門 

須賀井 三 左衞門 


上 同 同心 支配 兼 

眞 野 八 郞兵衞 

上 同 

才 木 喜 六 

御 番方缺 所 方 兼 

手 島 織 右衛門 

同上 

鵜 飼 治 五右衛門 

上 同  r- 

比 良 甚兵衞 


岡 山 翁 助 

佐 治 丈 右衛門 


公事 方 

石 島 半 助 

勘定 方 

山 上 藤 右衛門 

上 同缺所 方せ 

神澤 彌十郞 

御番方 

蘆 谷 藤 左衛門 

上 同 

石黑 平八郞 


勘定 方 同心 支配 兼 

野村與 一 丘ハ衞 

上 同 

中 井 孫 助 

棚 橋 源 左衞門 

同上 

渡 邊 熊 右衛門 


內藤庄 太夫 

村 田 圑七郎 


七 四 九 
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(右 同) 曲 淵 重 左 衞門組 (北 組) 

小 倉 源八郞  渡邊 勘 右衛門 

野 條 忠 右衛門  金 原 政之丞 

鈴 木八郞 右衛門  小 野 宇右衛門 

(伏 見 奉行) 北 條遠江 守 組 

岡 田 助 之 進  律 田 順 右衛門 

橫. 田 彥兵衞  杉 山 六 郞兵衞 

村 井 傳之丞  三輪 伴五郞 

(奈良 奉行) 中 坊美作 守 組 

中條甚 五右衛門  橋 本 龜 右衛門 

玉井與 一 右衛門 

(大阪 町奉行) 鈴 木 飛 彈守組 (東 組と 稱) 


同心 支配 

由 井助 太夫 

/羽： 津 元 右衛門 

從是 次第 不同 

淺 羽 又 左衞門 

朝 岡 三 左衞鬥 

早 川 安左衛門 


上 同 

大 西 作 左衞門 

上 同 

小 泉 伊左衛門 

ェ藤七 郞左衞 門 

八 田 伴 右衛門 

關 根 庄右 右門 


小 倉 丈 之 助 

加 藤 益 之 進 


大 島七郞 右衛門 

伊 出 忠左衞 門 


齋 藤 甚 右衛門 


宗旨 役 

八 田 軍 平 

地方 

田 中 仁 左衞門 

牧 野 平 左衞門 

金井與 一 右衛門 

由 井 喜 右衛門 


丹 羽 角兵衛 

石 川 三助 


長 瀬 久 右衞？ 

小 泉 貞右衞 S 


中 條 


上 同 

西田淸 太夫 

寺 西 諸 左衞門 

寺 西 儀 左 衞！： 

弓 削 權左衞 門 

吉田源 太左衛 門 


草  翁 


阿 部 伊右衛門 

瀨 E 八 右衛門 

服 部 平 右衛門 

(右 同) 松 平日 向 守 組 

同、 レ 支配 

三 宅三郞 右衛門 

；永 田 官兵衞 

從是 次第 不同 

葛 山 久之丞 

淺 井藤 七郞 

勝 部 六 郞左衞 門 

安藤 保 兵 衞 

三國 岡之丞 

山 本 , 


大 垣 喜 內 

牧 野 金 左衞門 

荻 野 勘 左衞鬥 

西 組と 稱) 

上 同 

^ 屋 金 左衞門 

上 同 

田 坂 重 左衞門 

安井 新十郞 

仁 木 右近 右衛門 

黑 崎 政 右衛門 

近 藤 吉 右衛門 

大 森 與 懇兵衞 

nK  3  - 


右 雨 組の 名前 少 々 混 雜宥之 可追改 


田 中 源 右衛門 

m 矢 市 左衞門 


宗旨 役 

小島 甚五 右衞 ^ 


地方 


大 森 與 右衛門 

生 駒 五左衛門 

仁 木八郞 右衛門 

黑 崎 岡 右衛門 

內 山 林 右衛門 

杉 山 丹 左衞門 


上 同一 


桑 原 信 右衛門 

中 島 民 右衛門 

松井與 五右衛門 


成 瀨 勘 右衛門 

大須賀 萬 右衛門 

川 方 宫 右衛門 

伴 藤 右衛門 

片 山 

吉 W 勝 左衞門 


享保六 年 已來京 町奉行 組與 力役 替前錄 (韻 1 謂 請 S 解 S 瞻讀 

亨保五 年 山 口 安房 守 組 同心 出 役 着用の 籠に 付、 安房 守 下知 を 令 違背に 仍り、 同心 支配 石 崎 喜 右衛門 山 田 5g 

兵衞を 以て、 被 穿 藝處に 同心 四十 八 人の 內十餘 人 は 無 別條、 其餘 三十 餘 人の 者 共、 頭の 差 圖を强 く 及 難 

  七 五一 


翁 


草 I 
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溢、 一 銃に 御 暇 を 相 願に 付、 同心 支配の 者 色々 理害 を爲申 聞、 漸相鎭 候 得 共、 兼々 支配の 取 計 不行屆 故 

に、 加 様の 不法に 及 候 越度に 寄り、 石 崎 喜 右 銜門山 田 源 兵 衞兩人 共 逼塞 被 申 付 置、 同年 安房 守 は 定式の 

參府有 之 候. 處、 在 府中 病死に 付、 跡 町奉行 佐 渡 奉行より 河 野 勘 右衛門へ 被 仰 付、 豊前 守に 被 任、 翌年 上京の 

上、 石 崎 喜 右衛門 山 田 源 兵 衞兩人 共同 心 支配 被 差 免、 四方 田 重 之 丞田中 源 右衛門 西尾甚 右衛門 三人 を 被 

召 呼 被 申 渡 候 は當組 同心 風俗 不宣 趣 粗相 聞 候、 因 慈 向後 同心 支配の 名目 を 相 改め、 右三人 を 同心 頭に 被 仰 

付 候 間、 同心 四十 八 人 を 組 分 致し、 十六 人 宛 右三人 組と 唱 不作法 無 之 様に、 急 度 加 下知 相 預可申 候、 右 

に 付 同心 小頭 も 是迄脇 山 治 左 衞門上 林 平 兵衞兩 人に 候處、 此度中 川 小 助 を 被 加役 名を與 頭と 相 改め、 M 

鬮取を 以て 同心 十六 人 宛 三組に 分り、 四方 田 重 之 丞組與 頭 脇 山 治左衞 門出 中 七 右衛門 組與 頭上 林 平兵衞 

西尾甚 右衛門 組 與頭中 川 小 助に 定め、 且亦西 組者是 迄の 名目に て、 同心 支配 一 人相 增、 入江 安右衛門 被 

仰 付 同心 與頭も 柏 原治郞 右衛門 增 役に 加る、 

東 組 役 替前錄 

亨保六 年 缺所方 眞野孫 之丞傣 下役 同心 鈴 木 元 右衛門 自殺の 儀に 付、 役儀 被 召 上 逼塞、 右 御免 以後 引退 相 

願、 養子 久次郞 へ 番代被 仰 付、 缺所方 跡 影鹽津 又左衞 門へ 被 仰 付、 同 七 年 公事 方 石 崎 半 助 死、 枠 助右衞 

aj- 番ャ nq 入、 

. (石 島 半 助 跡 公事 方)  (石 t 喜右衞 門跡 目 付 新 家 方)  (E 中 七 右龠門 脉證文 方御番 方よ") 

石 崎 喜 右衛門  H3 中 七 右衛門  西 尾 甚 右衛門 

同 八 年 山 田 源兵衞 勘定 方より 公事 方へ 增影 以後 公事 方 三人に 相 成 勘定 方 一 人 減、 

同 九 年 石 島 助 右衛門 病死 枠 無 之に 仍り、 弟 半 之 丞被召 出、 幼年に 付 草 間 五右衛門 門 粋 同 甚助儀 石 島 半 之 

丞代番 相 勤、 

同年 妻 木 市 之 進 儀、 稍及成長代番村上^^太夫 (新 右衛門 事) 儀 引退、 市 之 進出 勤、 

同 十 年 缺所方 鹽津又 左衞門 死、 養子 耍助組 人缺所 方、 跡 役 蘆 谷 藤左衞 門、 


翁 


草 


同年 缺所方 蘆 谷 藤 左 衞門義 病身に 付 相 願 退役 歸番、 跡 役 加納武 助、 

同 十六 年 蘆 谷 藤 左 衞門病 氣に付 返番、 養子 祐四郞 組 入、 

同年 久保彌 三 右衛門 養子の 儀に 付 越度 有 之、 御 暇、 石 島 半 之 丞義稍 及 成長、 番入被 仰 付、 是迄半 之丞代 

番相勤 候、 草^ 甚 助傣、 久保彌 三 右衛門 明 跡へ 御 抱 入に 成、 

同年 與カ 席順 是迄新 古の 列 を 以て 着座 候 得 共、 向後 は 役 順に 列候 様に 相定、 同 十 < 年 公事 方 上田 權右衞 

門 退役、 養子 源 右衛門 組 入、 跡 公事 方御番 方より 石黑 一一； 十郞 (平 八郞 事) 

同年 勘定 方 山上 藤 右衛門 枠 兵藏組 入、 跡役替 左の 通、 


役替組 入の 分 朱に て 記 


公事 方 

. 石 崎 喜 右衛門 

山 田 源兵衞 

石 黑 三 十 郞 

勘定 方 

四方 田 重之丞 

同 籐右衞 門 アト 

： 朱) 木 村 勝 右衛門 


目 付 新 家 方 

草 間 五右衛門 

同 

田 中 七 右衛門 

同 勝 右衛門 アト 

(朱) 田 中 郡 右衛門 

證文方 

西 尾 甚 右衛門 

同 郡 右衞門 アト 

(朱) 神 澤 彌十郞 


缺听方 

加 納武助 

同 彌十郞 アト 

(朱) 石 川 金 五右衛門 

御 番方本 多事 改 

眞 ， 


同 


同 


妻 


野 久次郞 

木 孫十郞 

津耍助 


御番 方 

蘆 谷 祐四郞 

石 島 半之丞 

草 間 ® 助 

上 田 源 右衞鬥 

(朱) 山 上兵藏 


加役 同心 支配 前錄 可追考 


闕所方 以前 者御番 方よ. リ兼 役に 候處享 保の 中頃より 御番 御免 本 役に 定る 

公事 方 

同 十九 年 山 K 源兵衞 死、 枠 左 內組入 跡役替 左の 通 

公事 方  目 付 新 家 方 

石 崎 喜 右衛門. 田 中 郡 右衛門 

同  同 五 右衞門 アト 

石黑 三十 郞 (朱) 西 尾 甚 右衛門 


缺所方 

石 川 金 五右衛門 

同武助 アト 

(朱) 蘆 谷祐. 四郞 


御番方 

上 田 源 右衛門 

同 兵葳事 

山上 五兵衛 
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同源 兵衞 アト 

(朱) 木 村 ^右衛門 

勘定 方 . 


同 七 右衛門 アト 

(朱) 加 納武助 

證文方 

神澤 彌十郞 


(朱) 草 間 五右衛門 (朱) 眞 野 久次郞 


同年 證文 方神澤 彌十郞 死、 養子 平 蔵 組 入、 

同年 目 付 新 家 方 田 中 郡 右衞門 死、 枠 条之助 幼年に 付" 

目 付 新 家 方 

西 尾 甚 右衛門 


公事 方 

石 崎 喜 右衛門 

石 黑 三 十 郞 

木 村 勝 右衛門 

勘定 方 

四方 田 重之丞 

草 間 五右衛門 


加納武 助 

同 郡 右衞門 アト 

(朱) 石 川 金 五右衛門 

證文方 

眞 野久， 郞 

上 田 源 右衛門 


妻 木 孫十郞 

鹽 津要助 

石 島 半之丞 

草 基 助 


上田 源 右衛門 弟 上田 與 

缺 方 

蘆 谷 祐四郞 

(朱) 山 上 五 兵 衞 

御番方 

妻 木 孫. T 郞 

鹽津要 助 

石 島 半之丞 ， 


同 

X 朱) 叫 


H 左內 


郞代番 相 勤、 役特 左の 通 

御番方 

山 田左內 

神 澤平藏 

(朱) 上 田與 一 郞 


草 間 甚助 

耍助弟 (朱) 「鹽津 又 十郞」 千 太 郞代番 相 勤 


田 中 七 右衛門 

同年 御 番方鹽 津耍助 死、 枠 千太郞 若年に 仍 

同 二十^ 勘定 方 四方 as 重之丞 退役、 粋 重內組 人跡 役替 左の 通 

公事 方  目 付 新 家 方  缺所方 . . 

石 崎 喜 右衛門  加 納武助 .fg 吐 五 ず、 r 

同  同  同 祐四郞 アト 

石黑 三十 郞  石 川 金 五右衛門 (朱) 妻 木 孫ト郞 

同  同甚 右衛門 アト  御番方 、， . S 

木 村 勝 右衞鬥 (朱 )蘆 谷 祐四郞  石 島 半之丞 


御番方 

^  W 與ー郞 

鹽津 又十郞 

朱) 四 方 田重內 


翁 一 


草 


勘定 方 

草 間 五右衛門 

田 中 七 右衛門 

同 m 之丞 アト 

(朱) 西 尾 甚右衛 


讀文方 

眞野 久次郞 

上 田 源お 衞 s:. 


草 間甚助 

同 

山 田吉助 

同 平 蔵 事 ， 

神澤 與兵衞 


同年 勘定 方 草 間 五右衛門 退役、 枠 源 五右衛門 組 入 

勘定 方 跡 役 當分闕 

同年 勘定 方 田 中 七 右衛門 退役 萬 平 組 入 

勘定 方 跡 役 (朱) 石 川 金 五右衛門 跡目 付 新 家 方 當分閱 

同 二十 一 年 (元 文 改正) 公事 方 石 崎 喜 右衛門 退役、 養子 j^.^, 郞組 入、 跡 役 左の 通 


ム事方 同心 支配 

石 黑 三 十 郞 

木 村 勝 右衛門 

同 喜 右衛門 アト 

(朱〕 西 尾 甚 右衛門 

勘定 方 同心 支配 

石 河 金 五右衛門 

同 甚右衞 門 アト 

(朱) 加 納武助 


目 付 新 家 方 

蘆 谷 祐四郞 

同武助 アト 

(朱) 妻 木 孫 4- 郞 

同^ 役 

(朱) 神 澤 與兵衞 

證文方 

眞 野 久次郞 

上 £ 源 右衛門 


元 文 三年 勘定 方 本 多 金 五右衛門 死、 養子 金藏組 入- 

公事 方 同心 支配 兼  目 付 新 家 方 

, 石 黑 三 十郞  蘆 谷 祐四郞 

木 村 勝 右衛門  妻 木 孫十郞 

西 尾 甚 右衛門  祌澤 與兵衞 


缺所方 

山上 五兵衛 

同 彌十郞 アト 

(朱) 田 中 萬 平 

番方 

石 島 半之丞 

草 問甚助 

山 田吉助 

跡役替 左の 通、 

缺所方 

田 中 萬 平 

(朱) 草 間甚助 

御番方 

石 島 半之丞 


御番方 


同 


上田 與ー郞 


鹽津又 十 都 

同 重內事 

w 方 田 重之丞 

草 間 源 五右衛門 

(朱) 石 S 左 五郎 


御番方 

鹽津 又十郞 

同 

四方 田 重之丞 

草 間 源 五右衛門. 


七 五 五 


草  翁 


七 五六 


勘 34 兼 助 證 野 久次郞 同 山 HI 吉助 同 石 崎 左 五郎 

(朱 >3 上 H 兵衞  上田 源 右衛門  上田 與ー郞 (朱) 本 多、 金 ci,  } 

同年 加役 川 方 新規に 被 相 立 東 組に て (朱) 石黑 三十 郞 (朱) 加 納武助 西 組に て (朱) 中 井 孫 助 (朱) 不破伊 左 f 

門 被 仰 付 候、 是は御 支配 國の內 に 有之大 川筋 諸 御用 相 勤 候 趣 也、 

但 加役 川 方 名目の 俵、 已前闕 所 方の 兼 役に、 賀茂 川筋 御修覆 御用 相 勤、 是を川 方と 相唱 候、 然處 

其 頃 角 倉 平 次 御 奉公 願の 俊 願の 通 相濟、 賀茂 川筋 堤 奉行 被 仰 付 候 故、 夫 汔し闕 所 方に て 取 計 候 右川 

筋 御用の 俵 は 其 節 品 分 有て 御用の 筋に 寄 目 付 新 家 方へ 相 分り、 闕所 方に も少々 支配 招殘り 其餘は 

平 次 方へ 引渡 候、 此度被 相 立 候 川 方と は、 格別 趣意 違 候 事、 

同 五 年 目 付 新 家 方 妻 木 孫十郞 死、 甥 良 助 組 人跡 役替 左の 通 


公事 方 问 心 支配 

石 黑 三 十 

同 同心 支配 兼 

木 村 勝 右衛門 

西 尾 甚 右衛門 

勘定 方 同心 支配 E 方 

加 納武助 

同 五兵衛 事 

山 上 藤 右衛門 

同增 役 

(朱) 上田 源 五右衛門 


方 兼 目 付 新 家 方 

郞  蘆 谷 祐四郞 

祌 澤 與 兵 衛 

同 孫十郎 アト 

(朱) E 中 萬 平 

證文方 

眞、 野 久次郞 

同源 右衞門 アト 

(朱) 壁 津 又十郞 


寬保ー 一年 公事 方 西尾甚 右衛門 退役、 枠 新 太郞組 入- 

公事 方 同心 支配 兼 役  目 付 新 家 方 

石黑 三十 郞  蘆 谷 祐四郞 

同 同心 支配 號役  同 

木 村 勝 右衛門  祌澤與 兵 衞 


缺所方 

草 間甚助 

同 萬 平 アト 

(朱) 石 崎 左五郞 

御番方 半 之丞事 

石 島 五三郎 

同 吉助事 

山 田 源兵衞 

上田 與ー郞 


跡役替 左の 通、 

缺所方  } 

草間甚 助； 

石 崎 左 五郎， 


御番方  ザ 

草 間 源 五右衛門 

同 

多 


本 

(朱) 妻 


木 


金 

良 


藏 

助 


御番 方 

本 多 

同 良 助 事 

妻 木 


金 藏 

孫四郞 


翁 


川 加 川 同 公 石 
方納方 人事 黑 
御 武跡加 方 三 


同 甚右衞 門 アト 

(朱 禽 野久 次郞 

勘定 方 同心 支配 川 方 

加 納武助 

山 上 藤 右衛門 

と 田 源 右衛門 


同 

田 中 萬 平 

證文方 

鹽津 又十郞 

(朱、) 山 田 源 兵 衞 


御番方 

石 島 五三郎 

上田 與ー郞 

同 

四方 田 重之丞 

草 間 源 五右衛門 


(朱) 西 尾 新太郞 


寬保 三年 目 付 方 田 中 萬 If 死、 枠 傳五郞 組 入 跡役替 左の 通、 

公事 方 同心 支配 川 方 役名 此 時分よ" 改 る.) 目 付 新 家 方改兼 _  ^所 方 


石 黑 三 十 郞 

同 同心 支配 

木 村 勝 右衛門 

眞野 久次郞 

勘定 方 同心 支配 川 方 

加 納武助 

山 上 藤 右衛門 

上 田 源 右衛門 


蘆 谷 祐四郞 

神 澤 與 兵 衞 

(朱) 山 田 源兵衞 

證文方  $ 

鹽津 又十郞 


草 S  助 

石 崎 左 五郎 

御番方 

上田 與一郞 

四方 田 重之丞 

草 間 源 五右衛門 

本 多金歲 


1: 番方 

妻 木 孫四郞 

西 尾 新太郞 

(朱) 田 中 傳五郞 


同年 田 中 權八郞 稍 及 成長に 付 上田 與 一 郞 引退、 權八郞 出勤、 

寬保ニ 年 公事 方石黑 三-十 郞義江 府へ被 召 御用 被 仰 付 候 上、 御 目 見 勘定へ 被 召 出、 三十 郞明 跡へ 木 村 郡 次 

御 抱 入 


•  へ.^ ® (朱) 加 納武助 

役 跡 勘ぜ方 分缺 

(朱，： 山 上 藤 右衛門 

S 加役 (朱) 上 田 源右衞 I： 


i^^, (朱 i 谷 祐四郞 


セ五七 


草  翁 


セ 五八 


延享 三年 公事 方 木 村 勝 右衛門 退役、 枠 八郞組 人、 跡役替 ほ J 


神澤 與兵衞 

山 E 源兵衛 

同 又 十 郞事祐 四郎ァ 

鹽 津 太 郞兵衞 

證 

石 島 五三 郞 


(朱) 四方 田 重之丞 


公 久次郞 事 

眞 野 嘉 右衛門 

同 支 

加 納武助 

同 勝 右衛門 アト 

(朱. 蘆 谷 祐次郞 

勘 支出 

山 上 藤 右衛門 

同年 御番方 W 中 郡 右衛門 死、 同苗彌 五左衛門 組 入、 

同 四 年役替 左に 記、 

眞 野 嘉 右衛門 

同 支 

加 納武助 

同 支 

蘆 谷 祐四郎 

勘 支 川 

山 上 藤 右衛門 

上 田 源 右衛門 

同增 14 

□□□  □□□ 


0 


山 田 源兵衞 

鹽 津 太 郞兵衛 

同 與兵衞 アト 

(朱) 石 橋 五三郎 

證 

四方 田 重 之丞 

同 五三郎 アト 

(朱) 本 多金藏 


缺 甚介事 f  ,J 

草 ^ 右衛門 

石 崎 左 五郎 

番 源 右 衞門事 ， ， 

草 間 安 兵 衞 

本 多金藏 

妻 木 孫四郞 


草 間 右衛門 

同 左 E 郞事 

石 崎 吉 右衛門 

草 問 安^衛 

妻 木 孫四郞 

西 尾 新太郞 


同年 目 付 方 石 島 五三 郞死 1 

眞 野 嘉 右衛門 

加 納武助 


養子 五三郎 組 入、 跡役替 左に sfn 

山 田 源兵衞  石 崎 吉 右衛門 

鹽 津 太 郞兵衞 (朱) 草 間 安兵衛 


番 

同 


同 


同 


同 


西 尾 新太郞 

田 中 傳五郞 

田 中 權八郞 

木 村 郡 次 


(朱) 木 村 源八郞 


番 

同 


同 


同 


田 中 傳五郞 

木 村 郡 次 

木 村 源八郞 


(朱) 田中彌 五左衛門 


木 村 郡 次 

木 村 源 八 


翁 


草 


同 五三郎 アト  番 

間 五右衛門 

證  同 

四方 田 重 之丞 

同  同 

木 多金藏 


妻 木 六 郞兵衞 


同 


同 


田中彌 五左衛門 


西 尾 新太郞 (朱) 石 島 五三郎 

田 中 七 右衛門 


枠 小 十郞組 入、 跡 役替如 左、 

0  ^ 


0 津 太 郞兵衞 

草 問 五右衛門 

同源 兵衞 アト 

(朱) 四方 田 重之亟 

證 

本 多金藏 

同 重之丞 アト 

(朱) 石 崎 吉 右衛門 


草 間 安 兵 衞 

同 右衛門 ァ ト 

(朱) 妻 木 六 郞兵衞 

西 尾 新太郞 

田 屮 七 右衛門 

木 村 郡 次 


番 


木 村 源八郞 

田中彌 五左衛門 

石 島 五三郎 


蘆 谷 祐四郞 

勧 支 

山 上 藤 右衛門 

上 田 源 右衛門 

神澤與 兵 衞 

同 五 年 公事 方 加 納武助 退役 • 

公武 助 アト 支 

眞 野 嘉 右衛門 

问支 

蘆 谷 祐四郞 

同 支出 武助 アト 

(朱) 山 川 藤 右衛門 

勘 川 

上 田 源 右衛門 

神澤 與兵衞 

一 同 藤右衞 アト 

(朱) 山 田 源兵衞 

同年 山上 藤 右衛門 儀 御 用 向 手 違 有 之に 付、 加役 川 方 被 召 上、 跡 川 方 (朱) 祌澤 與兵衞 

寬延 三年 公事 方 蘆 谷 祐四郞 山上 藤 左 衞門傣 常々 勤 方 不宜、 其 上 譯も有 之に 付、 永の 御 暇 被 下、 京都 徘 IP 

御 構の 旨 被 仰 渡、 祐四郞 明 跡へ 平塚彥 右衛門、 藤 右衛門 明 跡へ 鹽津懋 五郎 御 抱 人、 並に 跡 役替如 左、 

公 支  目  . 缺  番 

眞 野 嘉右衞 門  墜 津 太 郞兵衞  草 間 安 • 兵 衞  E 中彌 五左衛門 

同 川 祐四郎 アト 加役 同心 支&ぉ 同  同  同 

(朱) 上 田 源兵衞  四方 田 重之亟  妻 木 六 郞兵衞  石 島 五三郎 

同 藤 右衞門 アト  同 五右衛門 アト  番  同 

(朱) 山 田 源 兵 衞 (朱) 西 尾 新太郎  田 中 長 右衛門 (朱) 甕 津您 五郎 

n  1  七 五 九 


同 

(朱) 加 納 小十郞 


七 六 〇 


翁 


草 


祌澤 與兵衞  石 崎 吉 右衛門 

同源 右衛門 アト  同 金蔵 アト  同 

(朱〕 草 間 五右衛門 (朱) 加 納 小十郞 

同源 兵衞 アト 

本 多金藏  - 

藤 右衛門 アト 加役 同心 支配 

同 四 年 公事 方 眞野嘉 右衛門 退役、 枠 彌三郞 組 入 跡 役 替如左 


同 


木 村 郡 次 (朱) 平 嫁 彥 右衛門 

木 村 源八郞 


上 田 源 右衛門  鹽 津 太 郞兵衞 

同 嘉右衞 門 アト 加役 同心 支配 同 


(朱， 山 田 源兵衞 

同 川 嘉右衞 門 アト  同 

(朱) 神 澤 與兵衞 、 ，. 

勘  證 

草 問 五右衛門 

同 支  同 

本 多金藏 

同 與兵衞 アト 

(朱) 妻 木 六 郞兵衞 


四方 田 重之亟 

, 西 尾 新太郞 

_ 石 崎 吉 右衛門 

, 加納 小十郞 


草 問 安 兵 衞 

同 六 郎氏衞 アト 

(朱) 木 村 郡 次 

番 

田 中 七 右衛門 

木 村 源八郞 

田中彌 五左衛門 


番 


石 島 五三郎 


同 


同 

同 


鹽津惣 五郎 

平 塚 彥右衞 門 


(朱) 眞 野 彌三郞 


寳暦 三年 公事 方 祌澤與 兵 衞闕所 方 木 村 郡 次 退役、 郡 次 枠 貞之亟 與兵衞 養子 彌十郞 組入パ 51 席順 不 巡に 相 

見 候 得 共 贞之丞 は是迄 33^ 習 出勤 致 候に 付 席順 先へ 出る) 跡 役替如 左、 

同年 勘定 方 草 問 五右衛門 退役、 枠 甚助組 人、 


右三人の 跡 役 同年 冬 一 緒に 被 仰 付 

公 支 川  目 

上 田 源 右衛門  四方 田 重之亟 

同 支  同 

山 田 源兵衞  西 尾 新太郎 

同 舆兵衞 アト  同 太 郞兵衞 アト 

(朱) 本 多金藏 (朱) 草 間 安兵衛 


缺郡次 アト 

(朱) 田 中 七 右衛門 

同 安兵衞 アト 

(朱) 木 村 源八郞 

番 

田中彌 五左衛門 


番 

(朱) 木 村 貞之亟 

(朱) 神 澤 彌十郞 

(朱〕 草 間甚助 


翁 


草 


妻 木 六 郞兵衛 

同 金蔵 アト 

(朱) 鹽 津 太 郞兵衞 

(朱) 加 納 小十郞 


石 崎 吉 右衞鬥 

同小 十郎 アト 

(朱) 眞 野 彌三郞 


同 


同 


同 


石 島 五三郎 

鹽津愁 五郎 


平 塚 彥 右衛門 

同 五年證 文 方 石崎吉 右衛門 病 氣に付 退役 歸番、 跡 役 (朱) 石 島 五三郎 

同年 石崎吉 右衛門 退番、 養子 藤 三郞組 入、 

同 九 年 公事 方 上 HI 源 右衛門 死、 孫 源 之 助 幼年に 付 上田 七兵衞 代番、 跡役替 左記、 


s: 方 田 重之亟 

西 尾 新太郞 

草 間 安兵衛 

證 

石 島 五三郎 

同 負 之丞事 

(朱) 木 村 九 郞兵衞 

彌 11 一郎 アト 


缺 


公 支 

山 田 源兵衞 

同源 右衞門 アト 川 方 

(朱) も 多金藏 

同源 右衞門 アト 同心 支配 

(朱) 妻 木 六 郞兵衞 

,M 津 太 郞兵衛 

同 

加納 小十郞 

眞野彌 三 郞 

此1 行本ノ マ 、 

同 七 年 御 番方草 間 五右衛門 (甚介 事) 自殺、 弟 甚助組 人、 


同 


同 


田 中 七 右衞鬥 

木 村 源八郞 

田中彌 五右衛門 

鹽 津 惣五郞 

平 塚 彥 右衛門 


同年 目 付 方 草 間 安兵衛 退役- 

公 支 川 

山 田 源兵衛 

同 支 川 

本 田金藏 

妻 木 六 郞兵衞 


枠 源 五左衛門 組 人、 役替 左の 通、 


- 四方 w 重之亟 

■ 西 尾 新太郞 

石 岛 五 三 郞 


缺 

同 


木 村 源八郞 

田 中 源 五右衛門 

鹽津 五郞 


番 


祌澤 彌十郞 

同 甚介事 

草 間 五右衛門 

石 崎 藤 三 郞 

(朱 上 田 與 七兵衞 


番 

上 田 與 七兵衞 

草 問^ 助 

(朱) 草 間 源 五左衛門 

七 六 1>  a 


七 六 二 


翁 


草 


同 


鹽 津 太 郞兵衞 

加納 小十郞 


0 


同 


木 村 九 郞兵衛 


同 


平 塚 亲 右衛門 

祌澤 彌十郞 

石 崎 藤 三 郞 


(朱) m 中 七 右衛門 

,眞 野 彌三郞 

同年 御 番方草 間甚助 自殺 無嗣、 跡 役へ 妻 木 六 兵 衞枠丈 五郎 御 抱 人、 

同 尔御番 方 上田 與七 兵衞 死、 因玆 上田 源 之 助 後 晃代番 後 四方 田 重 之亟、 枠 九十 太 相 勤、 

明 和 口 年 公 裏方 山 田 源兵衞 死、 枠 吉助紐 入 跡役替 左の 通： 


公 支 r  i 

本 多 金 

同源 兵衞 アト 同心 支配 

妻 木 六 郞兵衞 

同 川 方 

(朱) 加 納 小十郞 

勘 支 

墮 津 太 郞兵衞 

-眞野 彌三郞 

同小 十郞 アト r- 

(朱) 木 村 九 郞兵衞 


同 


四方 田 重之亟 

, 酉 尾 新太郞 

(朱) 石 島 五 三 郞 

一 m 中 七 右衞門 

同 九 郞兵衞 アト ..^ 

(朱) 鹽 津想 五郎 


缺 

同 


同 


木 村 源八郞 

田中彌 五左衛門 

平 塚 彥 右衛門 

； E 澤彌. h 

石 崎 藤三郞 

草 間 SS 五右衛門 


番 

同 


妻 木 丈 五郎 


同 

(朱〉 


四方 田 

田 


九十 太 

吉 助 


同年 目 付 方 四 方 田 重之丞 退役、 枠 九十 太 被 召 出 


但 九十 太 事是迄 上田 源 之 助 代 番相勤 候に 付、 右 替本多 金 藏悴豊 三 郞源之 助 番勤 之、 跡役替 左？ s~ 

公 5^=- 多金藏  西 尾 新太郞  田中彌 五左衛門  山 田吉助 

同^  J  4.  0 同？ 貝お 0 同彥 右衛門 事 源 八. g アト .^J.?..,  二に 

木 六 郞兵衞 石 島 五三 郞 (朱) 平 塚 1 活十郞 (朱) 四方 田 九十 太 

同 I 納 小十郎 (朱！ぉ之| ァ源ト 八 郞 番祌澤 彌十郞 (さ 本 多 豐 三 郞 


翁 


草 


勘 支  證  同. 

0 津 太 郎兵衞  田 中 七 右衛門  石 崎 藤三郞 

眞野彌 三 郞，， 鹽津您 五郎  草 間 源 五右衛門 

木 村 九 郞兵衞  妻 木 丈 五 郞 

同年 上田 源 之 助^ 入、 徂是迄 代 番相勤 候、 本多豊^^-郞幷眞野彌三郎枠嘉右衞門儀與カ幷に番入被仰付、 

本^^豊五郞眞野嘉右衞門上田源之助と席順相定、 

同 五 年 御^方 四方 田 九十 太 死、 養子 重 之亟組 入、 

同年 目 付 方 西 尾 新太郞 死、 養子 新 太郞組 入、 跡役替 左に 記、 


公 支 川 

本 多 金蔵 

同 支 

妻 木 六 郞兵衞 

同 川 

加納 小十郞 

勘 支 

鹽 津 太 郞兵衞 

眞 野 彌三郞 

木 村 九 郞兵衛 


同 


石 島 五三 郞 

, 木 村 源八郞 

(朱 S 中 左衞門 

證 

田 中 七 右衛門 

鹽 津 愁五郞 


缺 

平 爆 表 4 '郞 

同彌 五左衛門 アト 

(朱) 神 澤 彌十郞 

石 崎 藤 三 郞 

同 

草 間 源 五右衛門 

妻 木 丈 五郎 

山 S 源 兵 衞 


番 


同 


同 


本 W 豐 三 郞 

眞 野 嘉右衞 門 

上 E 源 之 助 

ra: 方 田 重之亟 


同 

(朱) 西 尾 新太郞 


同年 御番方 上田 源 之 助 病身に 付 退番、 其 跡へ 親類 上田 彌 右衛門 組 入、 

同 九 年 公事 方 本 多 金蔵 妻 木 六 郞兵衛 勘定 方眞野 彌三郞 退役、 金 藏枠豊 三 郞彌三 郞悴嘉 右衛門 は r 是 迄の 

席順の 通、 & 郞兵衞 枠、 六 郞兵衞 (本 次 郞事) 組 入 被 仰：^、 跡役替 左記、 

. ^納小 十郞  木 村 源八郞  ； t 澤彌 十郎 # 四方 田 重之亟 

1  七 六 一 一一 


同 


田中彌 五右衛門 

(朱) 草 間 源 五右衞 1: 

鹽津您 五郎 

(朱) 石 崎 藤三郞 


番 


番 


妻 木 巿之進 


山 m 源兵衞 

同 豐三郞 事 

本 多 金 右衛門 

眞 野 嘉 右衛門 


同 支 

(朱) 木 村 九 郞兵衞 

同 支 

(朱) 石 島 五 三 郞 

勧 金蔵 アト 川 方 

鹽 太 郞兵衞 

(朱) 田 中 七 右衛門 

(朱) 平 塚 表十郞 

安永 二 已年闕 所 方神澤 彌十郞 退役、 養子 条之助 組 入 跡闕所 方、 (朱) 西 尾 新太郞 

西 組 役 替前錄 

享保九 年 同心 支配 (御番 方) 人： d 安右衛門 死、 枠 安右衞 

勤、 跡 同心 支配 (朱) 渡 遷 熊 右衛門、 

同年 闕所方 (桂 友 之 進 代番) 棚 橋 源 左衞門 退役、 桂 元 右衛門 (友 之 進 事) 番入 

跡 闕所方 (朱) 棚 橋八郞 右衛門 

同年 證文方 本 多 文 助 死 無嗣、 一 家 績の內 より 八 h: 新 左 衞門被 召 出、 

跡 證文方 (朱) 鵜 飼 次 五右衛門 

同 十 年 公事 方 深 谷 平 左衞門 退役、 # 平 左 衛門組 入 跡役替 1ま 記、 

, 熊 倉 市 太夫  石橋 嘉 右衛門  手 島 織 右衛門 

同 支  同  同 

眞 野 八 郞兵衞  中 井 孫 助  棚 橋八郞 右衛門 

同市 太夫 アト 支  同 喜 六 アト  番 

(朱) 野 村 與 一 兵衞 (朱〕 砂 川 金 左衞門  渡 邊 熊 右衛門 

.> 田 忠八郞 き 三 浦 儀 右 衞！：  釵 窒 十 右衛門 


七 六 四 

番 


同 


西 尾 新太郞 

E 彌右 衛？： 

(朱) 妻 木 六 郞兵衞 


(金彌 事) 幼年に 付、 元 木 平 次 右衛門 代番相 


番 

同 


同 


比 良 甚兵衞 

元 木 平 次お 衞門 

桂 元 右衛門 

m 新左衞 n 


翁 


草 


同 與兵衛 アト 

(朱) 才 木 喜 


同 


同 


六  鵜 飼 次 五右衛門  木 村 源 右衛門 

同年 闕所方 棚 橋八郞 右衛門 死 枠 龍 助 幼年に 付 棚 橋 八 太夫 代 番被仰 付、 

跡 闕所方 (朱) 渡邊熊 右衛門 

下田 庄蔵番 代 」：y 蔵 事 

同年 勘定 方 下田 忠八郞 死、 下田 庄右衞 門番 入、 跡役替 左記、 


(朱 深 谷 平 左衞門 


公 


熊 谷 市 太夫 

眞 野 八 郞兵衞 

同 支 

野 村與ー 兵衞 

才 木 喜 六 

同忠 八郞ァ ト 

三 浦 俵 右衛門 


手 島 織 右衛門 

同^^；右衞門ァト 

(朱) 深 谷 平 左衞門 

釵 室 十 右衛門 

同  源 右 衞門事 

木 村 定十郞 

同 

比 良 甚兵衞 


番 


同 


同 


目 新 

石 橋 嘉 右衛門 _ 

中 井 孫 助 

欲 川 金 左衞門 

-鵜詞 次 五右衛門 

同 支 儀 右衞門 アト 

(朱) 渡 邊 熊 右衛門 

平 七 事 

同年 闕所方 手 島 織 右衛門 退役、 粋鄕 右衛門 組 入、 

跡 闕所方 

豊次郞 事 

同年 公事 方 熊 倉 市 太夫 死、 枠小瞎 幼年に 付 眞野八 郞兵衞 枠 六 郞左衞 門 代 番被仰 付、 跡役替 左記、 


元 木 平 次 右衛門 

桂 元 右衛門 

八 田 新 左衞門 

棚 橋 八 太夫 


(朱) 下 田 皮 右衛門 


公 支 

眞 野 八 郞兵衞 

同 支 

野； 與ー 兵衞 

同 

中 井 孫 助 

才 木 喜 六 

三 浦 儀 右衛門 


石 橋 嘉 右衛門 

砂 川 金 右衛門 

同源 助 アト 

(朱) 渡 邊 熊 右衛門 

證 

鵜 飼 次 五右衛門 

同 熊 右衞門 アト 

(朱. } 深 谷 平 左衞門 


元木：4.,f^、右衞門 

同 平ん 衞門 アト 

(朱^ 良 甚兵衞 

飯 窒 助 左衞門 

同 

木 村 定十郞 

八 田 新 左衞門 


番 


桂，， 元 右衛門 

棚 橋 八 太夫 

下 田 ^右衛門 

手 島 鄉 右衛門 

(朱) 眞野六 郞左衞 門 

七 六 五 


同 


同 


同 


七 六. K 


翁 


草 


同 十八 年 闕所方 元 木 平 次 右衛門 比 良 甚兵衞 俵、 闕所藏 へ 盜賊入 候 御 穿議に 付、 越度 有て 丙 人 共 永 御 暇 被 

下、 平 次 右衛門 儀 は 入江 安右衛門 代 番の傣 に 付、 平 次 右衛門 一 分の 御 暇 被 下 安右衛門 事 未 若年 故、 代番 

立 替被仰 付、 野村與 一 兵衞枠 亲三郎 安右衛門 代番相 勤、 且比良 甚兵衞 明 役へ は不破 伊左衛門 稗 抱 入に 成 

跡 闕所方 (朱) 木村與 惣兵衞 (定 十郞) (朱) 八 田 新 左衞門  - 

同年 御 番方飯 窒助左 衞門死 同 苗 文 左 衞門組 入、 

同 十九 年 八月 公事 方 眞野八 郞兵衞 死 豊太郎 (枠 六 郞左衞 門 事) 組 人、 跡 役替如 左、 . 

伍 眞野 豐次郞 事、 是迄 能：： 倉 小 ii 代 番相勤 居候 處小膳 義稍致 成長 候に 付 番人 被 仰 付 市右衞 門と 致 改名 出 


, 勤 I、  ！！ぶ入—郎俊は八郎兵衞と改^^孰八郎兵衞跡へ被召出候事 


公 同心 支配 

野 村與ー 兵衞 

同 八 郎兵衞 跡 同心 支配 

中 .5 孫 助 

(朱) 才 木き 六 

三 浦 俵 右衛門 

(朱) 石 橋 嘉 右衛門 


目 新 

砂 川 金 左衞門 

同 同心 支配 

一 渡 逢 熊 右衛門 

(朱〕 深 谷 平 左衞門 

鵜 飼 次 五右衛門 

(朱) 木 村 與 您兵衞 


同 


新 左衞門 


番 

同 


(朱) 手 島 鄕 右衛門 

桂 元 右衛門 

棚 橋 八 太夫 

下 田 庄 右衛門 


同 


野 村 彥三郞 

_不 破 伊左衛門 

飯 窒 文 右衛門 

(朱) 熊 倉 市 右衛門 

(朱) 眞 野 八 郞兵衞 


同一 一十 卯年 十 一 月 公事 方 野村與 一 兵衞 死、 枠 彥三郞 組 入、 與 一 兵衞と 改名、 但 是迄彥 三郞骸 入江 安左衞 

門 代 番相勤 居候 處、 安左衛門 事 稍 成長に 付、 潘入被 仰付與 一兵 衞傣は 親 跡へ 被 召 出 候 事、 跡 役替如 左、 

目 斩  缺  番 

^£ 井 孫 助 砂 川 金 左衞門  手 島 鄕 右衛門  飯 0 文 右衛門 

司 與ー& ：萄 アト 同 支  同  fc. 

だ 木 喜 六  渡 邊 熊 右衛門 (朱) 不 破 伊 左衞門  熊 倉 市 右衛門 

同番同 

(朱 ニニ 浦 儀 右衛門 (朱) 木 村 與 惣兵衞  桂 元 右衛門  眞野 八 郞兵衞 


翁 


草 


M 石 橋 嘉右衞 門  鵜 飼 次 五右衛門  棚 橋 八 太夫 

同  同：^ 


(朱) 人 江 安右衛門 

同 

(朱) 野 村 與 一 兵衞 


(朱) 深 谷 平 左衞鬥 (朱) 八 田 新 左衞鬥  下 田 注 右衛門 

同一 一十 I 辰年 四 巧 御 番方桂 元 右衛門 死、 枠 元次郞 幼年に 仍り、 爲代番 棚 橋 源 右衛門 再勤、 同年 (元 文改 

元) 十 一 月 棚 橋 源 右衛門 儀 老年 故 桂 元 次 郞代番 立 替之儀 相 願 引退、 右 代 番河合 次 右衛門 被 召 出、 元 文 1 i 

年 巳 正月 役替 左の 通、 

勘定 方增役 (朱) 不破 伊左衛門  跡 闕所方 (朱) 観窒文 右衛門 


同 三年 八月 目 付 新 家 方 砂 川 余 左衞門 退役、 f: 右 源 次 事 金左衞 門と 改名 組 入、 


公 支 

中 


目 新 支 

渡 0 熊 右衛門 


缺 


木 村 與 愁兵衞 

(朱) 手 島 鄕 右衛門 

鵜 飼 次 五右衛門 

八 田 新 左衞門 


飯 窒 文 右衛門 

(朱) 眞 野 八 郞兵衞 

棚 橋 八 六" 夫 

下 田 庄 右衛門 

0 倉 市 右衛門 


跡 役眷加 左、 

番 安 右 衞門事 

人 江 吉 兵 衞 


野 村與ー 兵衛 

河 合 次 右衛門 

(朱) 砂 川 金 左衞門 


井 孫 助 

才 木 喜 六 

■ 三 浦 儀 右衛門 

石 橋 嘉 右衛門 

深 谷 平 右衛門 

不 破 伊左衛門 

同 四 未年 四 n:: 勘定 方 石橋 嘉 右衛門 返 役、 枠 友 之丞組 入、 跡 役 勘定 方當 分闕、 

同年 證文方 八 田 新 左 衞門闕 所 方 誤 室 文 右衛門 籠 役儀 御免、 跡^ 文 方 (朱) 野村與 一 兵 衞跡闕 所 方 (朱 河へ" 

次 右衛門 被 仰 付、  • 

同 五 申年 九月 役替如 左、 

公 支 W  目^  缺  番 

中 井 孫 助  木 村 與 慰兵衛  河 合 治 右衛門  熊 倉 市 右衞門 

七 六 七 


草  翁 


同 支  .< 

„ "才 木 喜 六！ 

三 浦 儀 右衛門： 

深 谷 平 左 衞門ー 

不 破 伊左衛門 一 

同 支  I 


同 


手ィ 島 鄕 右衛門 

(朱) 眞 野 八 郞兵衞 

證 

鵜 飼 次 五右衛門 

野村與 一 兵衞 


同年 同月 勘定 方 渡邊熊 右衛門 死、 枠 十 郞兵衞 組 入 


孫 助 

喜 六 


公 支 

中 井 

同 支 

才 木 

三 浦 儀 右衛門 

深 谷 平 左衞門 

不 破 伊左衛門 

(朱 木 村與ー 兵衞 


目 新 

手 島 鄕右衞 門 

眞 野 八 郞兵衞 

(朱) 野 村 與 一 兵衞 

證熊 右衞門 アト 同 支 

鵜 飼 次 五右衛門 

(朱) 河 合 次 右衛門 


延享ー 一せ， 年 四月 公事 方 才木喜 六 越度 有 之 永 御 暇 被 一 

公 支 川  目 

,1 井 孫 助  手 島 鄕 右衛門 

同 同 支  同 

三 浦 ^右衛門  眞 野 八 郞兵衞 

同 川 同 支  同 . 

(朱) 不 破 伊左衛門  野 村與ー 兵衞 

勘  證 治右衞 門^ 

、ぼ 谷 平 左衞鬥  河 合 理 右衛門 


棚 撟八太 夫 

八 m 新 左衞門 

下 田 庄 右衛門 

鼠 窒 文 右衛門 


跡 役 左記、 

"^棚 橋 八 太夫 

(朱〕 鈸 窒 文 右衛門 一 

八 田 新左衞 門； 

下 田 庄 右衛門 一 

同市 右 衞門事 つ 

熊 倉 市 太 夫： 


七 六 八 

同 


同 


同 


入 江 吉 兵 衞 

砂 川 金 左衞鬥 

石橋 友之丞 


番 

同 


人 江 吉 兵 衞 

砂 川 金 左衞門 

石橋 友之丞 

(朱) 渡 邊 十 郞兵衞 


明 跡へ 前 田 五 郞右衞 門 御 抱 入，、 跡 潜 如 左、 


缺 

同 


棚 橋 八 太夫 

釵 窒 文 右衛門 

下 田 庄 右衛門 

熊 倉 市 太夫 


番金左 衞門事 

砂 川 八 左衞門 

石撟 友之丞 

渡 邊 十 郞兵衞 

(朱 前 E 五郎右衛門 


翁 


草 I 


木 村 與 三兵衞 (朱) 本 多 新 左衞門 


へ < 


人 江 吉 兵 衞 


(朱) 賴飼次 五右衛門 


同 四 卯 五月 公事 方 中 井 孫 助 退役、 悴直 次郞組 入、 跡 役替如 左、 


、ム支 

三 浦 儀 右衛門 

同 川 支 

不 破 伊左衛門 

(朱) 手 島 鄕 右衛門 

深 谷 平 左衞門 

同 同 支 川 

木 村 與 惣兵衞 

同 


同 


」 呉 野 八 郞兵衞 

, 野 村 與 一 兵衛 

(朱 窒 文 右衛門 

證 

河 合 理 右衛門 

本 多 新 左衛門 


缺 

棚 橋 

同 

(朱) 入 江 

番 

下 田 

同 

熊 倉 


八 太夫 

吉 兵 衛 

庄 右衛門 

市 太夫 


賴飼次 五右衛門 

同年 九月 公事 方 三 浦 俵 右衛門 退役、 枠 小 藤 太 組 入、 跡 役替如 左、 


公 支 

不 破 ^左衞 門 

手 島 鄕 右衛門 

同 支 川 

(朱) 木 村 與 您兵衞 

勘 同心 支配 

深 谷 平 左衛門 

鵜 飼 次 右衛門 

(朱) 眞 野 八 郞兵衛 


同 


野村與 1 兵衞 

釵 窒 文 右衛門 

(朱〕 河 合 理 右衛門 

一 本 多 新 左衞門 

(朱) 砂 川 八 左衛門 


棚 橋 

入 江 

下 £ 

熊 倉 

石 橋 


八 太夫 

吉 兵 衞 

庄右衞 門 

市 太 夫 

友之丞 


番 

石橋 友之丞 

渡 邊 十 郞兵衞 

同 

前 田 五郎右衛門 

(朱) 中 井 直次郞 


番 

同 


同 


渡 邊 十 郞兵衞 

前 田 五郎右衛門 

巾 井 直次郞 

(朱：) 三 浦 小 藤 太 


七 六 九 


草  翁 


七 七 〇 


同年 十 nr. 勘定 方 鶴 飼 次 五右衛門 退役、 悴吉 之丞組 人、 跡 役 替如左 


公 支 _ 

不 破 ^左衞 門 

手 島 鄕 右衛門 

木 村 與 您兵衞 

勘 支 

深 谷 平 左衞門 

M 野 六 郞兵衛 

同 次 五右衞 門跡 

(朱) 野 村 與ー 兵衞 


V 窒 文 右衛門 

P 河 合 理 右衛門 


棚 橋 八 太夫 


(朱) 人 江 吉 兵 衞 

證 

本 多 新 左衞門 

砂 川 八左衞 I： 


($ 渡 邊 十 郞兵衞 

き 下田 庄 右衛門 

熊 倉 市 太 夫 

石橋 友之丞 


延享五 辰年 (寬延 改元) 十二月 御 1^ 方 下田 庄右衞 I： 退 1^s、 枠 菅五郞 組 人、 

寬延四 未年 (十 一 月 寳" 勝 改元) 五： n: 御 番方熊 倉 市 太夫 退番、 養子 籐兵衞 組 入 _ 

寳暦 1 削 rj:. 八ム， fjrj; 不破 左衞^ 死、 枠 喜 間 多 組 入、 跡」 ま替如 左、 

渡 邊 十 郞兵衞 


公 同心 支配 川 方 

手 島 鄕 右衛門 

同 支 川 

木 村 與 愁兵衞 

同 伊左衛門 ァ 卜 

(朱^ 谷 平左衞 E 

勘！： 心 支 

眞 野 八 郞兵衞 

野 村與ー 兵衞 

同 

(朱) 本 多 新左衞 E 


同 


同 


釵 窒 文 右衛門 

； I： 合 if 右衞 e: 

，人 ：d 吉 兵 衞 

砂 川 八 左衞門 

(朱) 棚 橋 八 太夫 


缺 

(朱) お 橋 友之丞 

番 

前 田 五郎右衛門 

中 井 ■ 直太郞 

同 

鵜 飼 吉兵衞 


同 十月 御 番方前 田 五郎右衛門 退番、 悴彌四 郞組入 _ 


同 


前 Ek- 郞 右衛門 

中 井 直 次 郞， 

三 浦 小膝 太 


同 


(朱」 鶴 飼 吉之丞 


同 


三 浦 小 藤 太 

下田 菅五郞 

熊 倉 藤 兵 衞 

不破喜 間 多 


草  翁 


同 三 酉年 三 nr> 勘定 方 野村與 一 兵衞 死、 養子 彥三郎 組 入、 跡 役替如 左- 


ヘム 支； 

乎 島 鄉 右衛門 

同 支 川 

木 村 與 三兵衛 

深 谷 平 左衞門 

眞 野 八 郞兵衞 ■ 

本 多 新 左衞鬥 

右 跡 役 當分闕 

同 九月 公事 方 手 島 鄕右被 門 死 

公 支 川 

木 村 與 愁兵衞 

深 谷 平 左衞門 

同 鄉右衞 門 アト 支 

(朱) 眞 野 八 郞兵銜 

本 多 新 左衞門 

同 支 八 郎兵衞 アト 

(朱) 飯 窒 文 右衛門 


目 支  缺 

0 窒 文 右衛門 

同  同 

河 合 理 右衛門 

同  番 

入 江 吉 兵 衞 

證  同 

砂 川 八 左衞門 

同  同 

棚 橋 八 太夫 


渡 逢 十 郞兵衞 

石橋 友之丞 

中 共 直次郞 

三 浦 小 藤 太 

鹈飼 吉之丞 


下田 菅五郞 

熊 倉  一 i 兵 衞 

不 破 喜 ^ 多 

(朱) 野 村 彥三郞 


悴平七 幼年に 付 本 多 新 左 衞門悴 祐次郞 平 七 代番相 勤、 跡 役 替如左 • 


河 合 理 右衛門 

入 江 吉 兵 衞 

同文 右衞門 アト 

(朱 若 橋 友之丞 

證 

砂 川 八 左衞門 

棚 橋 八 太夫 


同 十二月 公事 方 深 谷 左衞門 退役、 養子 平 四 郞組入 < 

公 支 川  B 

木 村 與 您兵衞  A 江 吉 兵 衞 

同 支  同 

眞 野 八 郞兵衞 . 石橋 友之丞 


渡 邊 十 郞兵衞 

(朱) 闕 

番 

中 井 直次郞 

同 

三 浦 小脇 太 

同 

鹈飼 吉之丞 


跡役替 左記、 

^ 渡 邊 十 郞兵衞 

同 友之丞 アト 

鵜 飼 吉之丞 


下 5- 背 五郞 

熊 倉 藤 兵 衞 

不破喜 ii 多 

前 E 彌四郞 

野 村彥三 郞 

(朱) 本 田 祐四郞 

番 


同 


同 


同 


同 


前 田 彌四郞 


野 村 彥三郞 

七 七 1 


同 川 平 左衞門 アト 

(朱 ) 本 £ 新 左衞門 

勘 支 

飯 室 文 右衛門 

與 一 兵衞 アト 

(朱) 河 合 现 右衛門 

同 新 左衞門 アト 

(朱) 砂 川 八 左衞門 


番  同 

(朱) 中 井一 は次郞 

證  同 

棚 橋 八 太夫 

同 八 左 衞門門 安  同 

(朱) 三 浦 小 藤 太 


下田 菅五郞 


七 七 二 

同 


同 


本 多 祐四郞 


熊 倉 藤 兵衞 (朱) 深 谷 平四郞 

不破 喜^ 多 


同 四 戌年 1 一月 目 付 方 石橋 友 之丞儀 常に 勤 方 不宜に 付 永 御 暇 被 下、 右 明 跡へ 友 之 丞緣者 東 組 上 W 源 右衛門 

悴權 右衛門 御 抱 入、 目 付 方 跡 役 朱 ^ 渡 逢 十郞兵 衞闕， 方 (朱〕 不破喜 問 多、 

同 六 子年 三月 設文方 棚 橋 八 太夫 退役、 養子 爲次郎 組 人、 跡 役 證文方 失 丄不破 喜 問 多 闕所方 (朱) 下 五 

郞 同年 手 島 平 七 债稍及 成長 候に 付 番人 被 仰 付、 代番本 多^ 次 郞懷代 1 御免、 同 八 寅^、 十二月 公事 方 本 

多 新 左衞門 退役、 悴 助次郞 新左衞 門と 改名 組 人、 跡役特 左記、 


木 村 與 悠兵衞 

同 支 川 

0 野 八 郞兵衞 

同 支 新 左 衞門ァ ト 

(朱) 釵 窒 丈 右衛門 

河 合 理右衞 門 

砂 川 八 左衞門 

(朱) 入 江 吉 兵 衞 


中 井 次 郞 

渡 邊 十 郞兵衞 

同吉 兵衞ァ ト 

^ 飼 吉 之 丞 

證 

三 浦 小 藤 太 

同 喜 問 ：^' 事 

不 破 伊左衛門 


下田 菅五郞 


同 十 一 巳年 目 付 方 渡邊十 郞兵衞 死、 枠 茶 之丞糾 入- 

公 支 川  目お 次郎事 

1. 木 村 與 二 一兵衛  中 t.k  0 助 


(朱) 熊 <:^q 市 太夫 

番 

前 田 彌四郞 

同 

野 村與ー 兵衞 

同 平 w 郎事 

深 谷 平 左衞門 


跡役替 左記、 

缺  . 

熊 倉 in ズ 7T\ 


番 

上 m 權 右衛門 

同^ 次郎 事 

棚 橋 與 右衛門 

乎 島 平 七 

(朱) 本 多 新 左衞門 


棚 橋 與 右衛門 


草  翁 


同 支 川 

眞 野 八 郞兵衞 

同 支 

0 窒 文 右衛門 

河 合 现 右衛門 

砂 川 八 左衞門 

人 江 吉 兵 衞 


鶴飼吉 之 丞 

(朱ビ 二 浦 小 藤 太 

不 破 左衞門 

(朱) 下 田 勘 右衛門 


同 勘 右衞門 アト 

(朱) 前 田 彌四郞 

野 村與ー 兵衞 

深 谷 平 左衞門 

上 田 權 右衛門 


同 


手 島 平七郞 

本 タ义 新 左藏門 

(朱) 渡 邊 甚之丞 


同 九 月 勘 方 河 合理 右衛門 死、 右 跡へ 桂 大蔵 被 召 出、 元 右衛門と 改名、 跡役替 左記- 


公 支 川 

木 村 與 三兵衞 

同 支 川 

眞 野 八 郞兵衞 

同 支 

0  0 文 右衛門 

砂 川 八 左衞門 

人 江 吉 兵 衞 

同理 右衛門 アト 

(朱) 中 井 孫 助 


目 

鷓飼 吉之丞 

同 

三 浦 小 藤 太 

同 孫 M アト 

(朱) 不 破 ^左衞 門 

證 

下 田 勘 右衛門 

同 伊左衛門 アト 

(朱、 野 村 與 一 兵衛 


缺 

番 


同 


熊 倉 市 太夫 

前 田 彌四郞 

深 谷 平 左衞門 


同 


同 


乎 島 平七郞 

本 多 新 左衞門 

渡 邊 甚 之 丞 


同 


上 田 權 右衛門 (朱) 桂 元 右衛門 

栩 橋 與 右衛門 


同 十一 一 年 七月 公 is^ 方 飯 客 文 右衛門 死、 養子 直 次郞文 右衛門と 改名 組 入、 跡役替 左記、 

公 支 川  目缺番 

水 村 與 三兵衞  飼 吉 之 丞  熊 倉 市 太 夫  本 多 新左銜 e: 

同 支 川  同  同彌 S: 郎 アト 

眞 野 八 郞兵衞  不 歧 左衞門 (朱：) 手 島 平七郞  渡 透 甚 之 丞 

^久 右衞門 アト  同小 藤 太 アト  #  同. 

(朱) 中 井 孫 助 C 朱) 下田 勘 右衛門  深 谷 平 左銜門  桂 元 右衞門 


七 七 三 


草  翁 


七 七 四 


勘 

同 


砂 川 八 左衞門 


入 江 吉 兵 衞 

同 孫助ァ ト 

(朱) 三 浦 小 藤 太 


野 村 與 三兵衞 

同 勘 右. M 門 アト  同 

(朱) 前 田 彌四郞 


上 K  .權 右衛門 (求) 釵 窒 文右衞 鬥 


栩 橋 與 右衛門 


同 十月 公事 方 木 村與三 丘ハ衞 死、 悴 政 十郞組 人、 跡役替 左記 


公 支 川 

眞 野 八 郞兵衞 

同 支 

中 井 孫 助 

同與 一一： 兵衞 アト 

(朱) 三 浦 小 藤 太 

勘 支 

砂 川 八左衞 門 

同 

入 江 吉 兵， 衞 

同小 藤 太 アト 

(朱) 不 破 左衞門 


ml 


鶴 飼 吉之丞 

同 

下 m 勘 右衛門 

同 伊 左 衞門ァ ト 

(朱) 熊 倉 市 太夫 

一野 村與 一兵衛 

同 

"一 §  S 彌四郞 


手 島 平七郎 

同市 太お アト 

(朱 ：)棚 橋 與 右衛門 

# 深 谷 平 左衛門 

同 

上 田 橫 右衛門 


同 十三 未年 三月 公事 方】 r:K? 八 郞兵衛 退役、 養子 兵 之 進 組 入 八 郞兵衞 と 改名- 


公 支； 

屮井孫 助 

三 浦 小 藤 太 

. 同八郎 兵衞 アト 

(朱) 入 江 吉 兵 衞 

勘 支 川 

砂 川 八 左衞門 

不 破^ 左衞門 


下 m 勘 右衛門 

同 

熊 倉 市 太夫 

1： 士  C 之 永 一 アト 

(朱) 深 谷 平 左衞門 

- 野村與 一 兵衞 

同 . 

. 前 S 彌四郞 


缺 

同 


手 島 平七郞 

棚 橋 與 右衛門 

上 田 權 右衛門 

本 多 新 左衞門 

渡邊 甚之丞 


番 

同 


本 多 新 左衞門 

渡邊 甚之丞 

桂 元 右衛門 

. 銀 窒 文 右衛門 

(朱) 木 村 政十郞 


跡役替 左記、 j 

- & 元 右衛門 一 

釵 室 文 右衛門 一 

眞 野 八郞 兵衞』 


草  翁 


同吉 兵衞. アト 

(朱) S 飼 吉之丞 

同 五 nr 御番： f:- 飯窒文 右衛門 病身に 仍り御 暇 相 願 退番、 右 跡へ 眞野嘉 傳次被 召 出、 

明 和 三 酉年 九月 闕_^ 方 棚橋與 右衛門 永 御 暇、 右 跡へ 鹽津大 次 郞御抱 入、 跡 闘 所 方、 

同 十 月 御 番方木 村 政 十郎儀 逆上 勤 相 成 難に 付 永 御 暇、 右 跡 長 尾 十 郞助御 抱 人、 ， 

同月 勘定 方 砂 川 八 左衞門 退役、 • 悴健 次郞組 入、 跡 役 替左ー 


公 支 川 

中 井 孫 助 

同 支 川 

三 浦 小 藤 太 

同 支 

入 江 吉 兵 衞 

勧 支 

不 破 伊左衛門 

同 

鵜 飼 吉之丞 

同， <  左 衞門 アト 

(朱) 下 E 勘 右衛門 


B1 


態 倉 市 太 夫 

深 谷 平 左衛門 

同 勘 右衞門 アト 

(朱) 野 村 與 一兵 衞 

證 

前 田 彌四郞 

同與 一 兵衞 アト 

(朱) 眞 野 八 郞兵衛 


缺 

同 


同 


同 


手 島 平七郞 

上 E 權 右衛門 

一本 多 新左裔 門 

一渡 邊. 甚之丞 

_ 桂 元 右衛門 


番 

同 

同 


」具 野嘉 薄.^ 

，甕 津 大次郞 


長 尾 十郞助 

(朱) 砂 川 健 次郞 


同 五子 年 公事 方 三 浦 小 藤 太 死、 跡役替 左記、 


公 支 川 、 

中 井 孫 助 

同 支 川 

入 江 吉 兵 衞 

同小 藤 太 アト 

. (朱) 不 破 伊左衛門 _ 

勘 

鹈 . 飼 .吉 之 丞 

同 支 

. 下 H 勘 右衛門 


熊 倉 市 太 夫 

村 與 一兵衛 

同 平左衞 門 アト ■ 

(朱ノ 手 島 平 七 郞 

ノ丽田 彌四郞 

, 眞 野 八 郞兵衞 


缺 

上 a 權右衞 門 

同 平七郞 アト . 

(朱) 本 多 新 左衞門 

邊甚 五右衛門 

桂 元 右衛門 

同 眞野改  . 

. 飯 窒嘉傳 次 


番 


同 


同 


へ鹽 津 大次郞 

一長 . 尾 十郞助 

に 砂 川 健次郞 


七 七 五 


七 七 六 


翁 


革 


同 伊左衛門 アト 

£o 深 谷 平 左衞門 

同 八月 勘定 方 下田 勘 右衛門 死、 跡役替 左記、 


公 支： 

中 井 孫 助 

同 支 川 

入 ； な 吉 兵 衞 

同 支 

不 破 伊左衛門 

鵜 飼 吉之丞 

深 ハへ" 平 左衞門 

同 勘 右衛門 アト 

(朱) 野 村 與 一 兵衞 


En 


熊倉巿 太夫 

手 崎 平七郞 

同與 一 兵衞 アト 

(朱) 前 田 忠次郞 

. 眞 野 八 郞兵衞 

同 忠次郎 アト 

(朱) 銀 室嘉傳 次 


缺 

番 

同 


同 


一 上 田 權 右衛門 

，本 多 新 左衞門 

一渡 邊甚 五右衛門 

一 桂 元 右衛門 

，戀 津大. ^郞 


番 


同 


>ズ 尾 十郞助 

, 砂 川 健次郞 


同 十 一 H 三 浦 小 藤 太 枠 梅藏下 ffl 勘 右 衞！： 悴菅 五郎 御 抱 入、 梅藏儀 病氣に 付、 中 井 直 次 郞代番 相 勤、 菅五 

郞能 若年に 付 鵜 飼 孫 之 進 代番勤 之、 

同年 中 井 直次郞 (孫 助 枠) 入：：：： 判次郞 (亩兵 衛悴) 鶴 飼 孫 之 進 (告 之丞 枠) 野 村鐵藏 (與 一 兵 衞悴) 成 

與カ並 番入被 仰 付、 

同 六 丑年 十二； n: 勘定 方赖飼 吉之丞 退役、 枠 孫 之 進 御 抱 入、 且亦孫 之 進 儀是迄 下田 菅五郞 代 番相勤 候處右 

之 通に： tz:、 下田 代番 入江 判 次 郞へ被 仰 付、 

公 支 川  目：^  番 

中 井 孫 助  手 島 平七郞  ， 

同 支 川  同 

人江吉 兵 衞  前田忠 次郞 

同 支  同市 太夫 アト  番 

不 破 伊左衛門 (朱) 眞 野 八 郞兵衞 


-上 田 權 右衛門 

I 本 多 新 右衛門 

桂 元 右衛門 


同 


同 


つ 砂 川 健次郞 

に 中 井 直次郞 

入江 半， flN 良 


■m 谷 平 左衞門 ^ 窒 嘉 傳ナ、 臨- 津 勝 右衛門 

同  同 八 郎兵衞 アト  同 

野村與 一 兵衞 (朱 J 渡邊甚 五右衛門  長 尾 十郞助 

同 吉之丞 アト 

(朱) 熊 倉 市 太夫 

同 九 辰年 一 一月 三 浦 梅 藏儀番 入、 俵左衞 門と 改名、 

安永 一 一 巳年 闕所 方、 本 多 新 左衞門 退役、 養子 高 四郞、 實 弟御 抱 入、 

跡 闕所方 (朱) 桂 元 右衛門 

同 三 午年 野村與 一 兵衞 退役、 枠 彥三郞 (鐵藏 改庄太 兵衞又 彥三郞 と改) 被 召 出 


同 


公 支 

中 井 孫 助 

同 支 川 

入 江 吉 兵 衛 

同 支 

不 破 伊左衛門 

深 谷 平 左衞門 

熊 倉 市 太夫 

同與 一 兵衛 アト 

(朱) 手 島 鄕 右衛門 


目 


前 田 忠 ，  ダ、 郞 

眞 野 八 郞兵衞 

同鄕 右衛門 アト 

(朱) 銀 窒 嘉 傳 次 

證 

渡邊甚 五右衛門 

同 嘉傳次 アト 

(夫) 上 田 權 右衛門 


桂 元 右衛門 

同權 右衛門 アト 鹽津改 

(朱) 栩 橋 勝 右衛門 

長 尾 十郞助 

同 健 次郎事 

砂 川 直 右衛門 

中 井 直次郞 

入江 钊次郞 


同 


1 飼 孫 之 進 

に 野 村鐵歲 


役替 左記、 

番 

鹧飼孫 之 進 

野 村 彥三郞 

三 浦 傣 右衛門 

同 

本 多 高四郞 


同年 下田 定之進 事渐及 成長 候に 付、 番人 被 仰 付、 

翁 一 同年 七月 御 番方長 尾 十 郞助儀 病死、 無 嗣に仍 り、 親類 前 田 忠次郞 枠長藏 事、 木 村 源 右衛門と 改名、 十郞； 

助 跡へ 被 召 出、  ，： 


箪 


七 七 七 


翁 


草 


  セ七八 

翁 草 卷之 六十 三 

〇 大限 貨殖 家 辰已屋 久左衛 門家噪 動の 事. 

攝大 阪西橫 堀に 辰 巳 屋と云 ふ 近世の 豪家 有り、 元来 は 僅の 炭 問屋な りしが、 先^ 左衞門 (同 商賣 木津屋 

吉兵衞 四 男) 先年 辰 已屋へ 養子に 來、 家相 績し て 後、 剃髮し て 休 貞と號 す、 享保 十六 年 亥 六 月 二日 死 

す、 此の 休 良 天性 質朴に て、 家 を 能く 治め、 運に 乘 じて 渡世 無 怠慢、 日. を 追て 富有の 名 を 得、 枠 久左衞 

門 代、 享保 十七 年 壬 子年 關西虫 入 飢饉の 節 も、 公儀より 飢 人へ 御 救 米 を 賜 ひ、 幷に其 所々々 の 富有の 者 

へ 一分の 救 を 仰 付ら れ、 大阪 にて は 大和 屋三 郞左衞 門、 平野 屋 五兵 衞、 和 泉 屋吉右 衞門， 辰巳屋 久左衞 

門 杯へ 御 下知 有 之に 仍て、 相 應に銘 々救 を 差 出し、 且义諸 大名 衆へ 公儀より 拜借米 を 仰 付ら れ、 尤米渡 

返納 等 之 支配、 此の 人相 勤 候 故、 諸 に 名を發 し、 時め きけ る處 に、 久左衞 門 重病 を 受て元 文 四 未年 

l^n^ 八日 死す、 歿 期に 大和 屋三郞 左 衞門を 招て、 跡の 儀 萬 端賴置 候. S なれ 共 聢と遣 匕：：： 無り ければ、 古き 

手代 共 歎 之、 久左衞 門 養子 未だ 若年の 事 なれば、 久左衞 門弟 木津屋 吉兵衞 〔割 註】 親 休 貞の實 家へ 休 

一男 を 養子に 遣 木^ 屋 を相鑌 す」 辰 巳 屋の遣 跡 後見 致させた き 者ながら， 吉兵衞 事 、日頃の 行跡 不. 

木 津屋の 身上 も 薄く 成り、 家 も 家 質に 差 入 程の 體 にて、 自分が 少々 文才に 慢じ、 ^屋敷に 擧校を 建て、 

公 滴へ 達して 志の 書生な ど を 集め 扶助し、 上 を不惲 異體 多き 故に、 加 様の 族 を 久左衞 門 死後に 入 込せ、 

萬づ 我儘に 擧 動せ なば、 亡 家の 基な りと 潜 かに 計って、 辰 巳 屋跡式 吉兵衞 取締 申 間 敷の 偽 遣 書 を 調け る 

を、 手代に 吉兵衞 內應の 者 有け る 故、 吉 兵衞、 大に 怒て、 辰 巳屋菜 手代 共 を 悉く 追 出し、 自ら 辰 巳 屋吉兵 

衞と S: 苄、 中陰 を 勤め、 忌 明 後、 華麗 を！！ して、 芝 a: 遊里 杯に 入 込て、 目 覺敷ー W 行 をな して， 公儀へ も 

家 5- を 勤め、 諸事 大和 屋三郞 左 衛門を 頼. み 表向き、. 相 湾け る 所に、 其 後久 左衛 門に 右 古き 手代 


草  翁 


A ハ附 添、 吉兵衛 を 招 手 取、 訟 出に 仍り * 御？ サ JI に 成り、 謀 書の 事 尤も 六ケ 敷、 先久左 衞門實 女い わ 名代 

として 罷出候 當久左 衞門實 家. 銅屋 より 附來候 手代 新 六と 申 者、 牢舍被 仰 付、 猶+- 和 尾 三 郞左衞 門へ 公 

儀より 下知 有 之、 吉兵衞 儀は隱 居の 格に 相 成り、 當久 左衞門 致相續 候樣內 分の 取 計に て、 先 は 表 向相濟 

と雖、 中々 萬 事 辰巳屋 方の 取 計に は 相成不 申、 鬼 角 吉兵衞 心 傣に榮 華 を 極め、 驕の餘 り 其 身 は洛に 登り 

て 堂上 方の 家人と 成り、 阖 書と 改名し カン セィ の圖 子に 大屋 敷 を 求め、 堂上 方 を 招請し、 帶刀打 物 を 持 

せ、 大阪 往来 致候處 に、 大阪 御^所へ 何の 御 屆も不 致、 右の 所行 故、 大和 屋 より 路 次へ 人 を 差 出し、 內 

分に て是を 差留、 俄に 元の 町人と 成て、 大阪へ 立层候 由、 加 様の 類 不可 勝 計、 因兹 京大 阪の事 を， 好む 物 

師 共、 時 を 得て 取 入 無用の 金銀 を 費 させ、 將に 辰巳屋 浮沈の 時節と 見えければ、 無 慙ゃ久 左衞門 娘い わ 

は、 若年ながら 伯父の 行跡 を 悲しみ" 家の 破： 一政と 痛く 歎て、 是が爲 に 煩 ひ 付て 果ぬ、 依 之 久左衞 門 妾腹 

. に 今 一 人 女子 有 を、 吉 丘へ 衞枠鋼 次郞に 娶んと 披露し、 久左衞 門 方貸附 諸 證文 名前 も、 綱 次 郞に改 候 所々 

多 有 之 由、 偖 暇 を 出された る 手代 共 は、 件の 趣 を 委く書 調べて、 東府へ 下り、 評定 所の 御 箱に 入る、 是 

故に 評定の 上、 台 聞に 達し 元 久五ギ 庚申 正月 五日、 同 二月 ト： 旬、 兩 度に 大阪 表へ，^. 叩 令に 依て 右懸り 合の 

者 共、 悉く 東 武へ被 召 呼、 就中 町奉行 稻垣 淡路守 ffl 人馬 場 源四郞 は、 網懸乘 物に て 與カ兩 人 同心 四 人付 

添、 二月 一二 日 大阪發 出、 東 武へ參 着す、 段々 穿議の 上、 同 四月 左の 通 御 仕置 被 仰 渡、 

申 渡 

申 正月 九日 入牢  (大阪 橘 町 二 町 目) 木律屋 吉兵衞 (三十 八歲) 

右吉 兵衞 儀、 兄 辰 巳屋久 左衞門 死後、 辰 巳 屋へ人 込 居候て、 久左衞 門 同様に 可存 3 曰、 手代 共へ 巾 渡 致 後 

見の 由 屆出候 節、 稻垣淡 路守幷 に 家来 共へ 過分の 音物 致 候、 其 ヒ淡路 守家來 馬場 源 郞に 便りて、 公邊の 

事 可 承合爲 に、 まいな ゐ品々 贈物いた し、 辰巳屋 身ト： 向 を 成 儘に 取 計 ひ、 手代の 六 人. i 體に暇 を 出し、 

當久左 衛門懐 は、 自分の 了簡 を 以て 出訴 致 候 日より、 ，1 敷牢へ 入れ 置、 先 久左衞 門 娘い ゎ義、 實 姪の 事 
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に 候處、 重病に 懸 is 候 を 見捨て、 其 身は爲 遊興 上京 致し， いわ 死後 辰 巳屋を 鋼次郞 に相績 させ 可申爲 に、 

いわ 妹ち うと 綱 次 郞盃事 被 致、 先 久左衞 門より 所々 貸付 置 候 銀 子 百 貫目 以上の 分 は、 當 久左衞 門と 吉兵 

衞述 名に 證文 仕替、 或は 貸增 いたし、 吉兵衞 又は 綱次郞 名前に 改 させ、 且亦 手代 平 兵衞に 辰巳屋 Q 銀 子 

を 以て 家屋敷 調 くれ、 其 外 夥多 金銀 自分の 放^に 遣 ひ 捨て、 諸道 具 等 買 込み 木 津屋の 商 仕 入家& (借 銀內 

拂 等に 引取り、 時節 を 見合せ、 當 久左衞 門に 非難 を附 け、 實 父方へ 相 返し、 辰 已屋の 家督 可 致 押 領と相 

巧 候 旨 申し、 重々 不屆 至難に 付 遠島 申 付 候、 

申 二月 十五 日 揚り屋 入  (大阪 町奉行) (稻垣 淡路守 用人) 馬場 源四郞 

右 源四郎 俄、 木 津屋士 "兵 衞と致 心 易 同道 茶屋 等へ 罷越、 吉兵衞 振舞に て 遊興" たし、 吉兵衞 辰 已屋へ 引 

越 致 後見 候 儀、 淡路 守へ 申達 吳候樣 相 願 候處、 久左衛 門弟の 事に 候 得 者、 尤 の.^ 及 挨拶、 彼是 取 持 候て 

無 滯相濟 候 上、 淡路守 方へ 出 候 祝 物品々、 幷 家老 川 人 共へ 相 贈 候 品、 何も 過分に 候 IT 樽 一 品は留 m 气 

共餘 は^ 返 候 様 淡 路守申 付 候 故、 外 役人 共 は 肴 代 等 指 返 候處、 源 郞儀 は、 淡 路守申 付 を不相 用、 其 品 

々を 不殘 留置、 其 上淡路 守へ 申 聞、 取 成いた し不 目立 様、 品々 贈物 致させ、 且乂粋 吉三郞 へ 金 持の 小， J 

差 一 腰、 吉兵衞 より 遣し 候 を 致 受納、 其 外 自分 湯治 致 候 路金五 拾 雨、 吉兵衞 へ 無心 を 申、 貰 候 儀 共、 奉 

行 所に 相 勤ながら 重々 不屆 至極に 付、 松 平 左 近將監 殿御 指 圖に仍 死罪 申 付 候、 

申 三月 十五 日  (大阪 平 右衛門 町 具足 屋次 兵衞 五人組) 近江屋 十兵衞 

(同所 山 本 町 年寄)  荒物屋 七 郞兵衞 

右の 者 五 組 支配の 內、 具足 屋次 兵衞、 奈良屋 源 右衛門 儀、 辰 巳 屋先久 左衛門 方より、 家 質に て 銀 子 

借 請 居候 處、 久左衛 門 死後、 借增 いたし、 吉兵 衞幷に 綱次郞 宛名 前に 證文を 咨替候 儀、 得と 不遂 吟味 巧 

成證 又に 役 判 致 候 段 不埒に 付、 過料 五 百 貫 文 宛 申 付 候、 


草  翁 


死 遠 
罪 島 


入揚入 

牢屋 牢 


モ 
八 


五十 日戶 / 預け (重病に 付不召 出) 

急 度 叱 同 

同 

無搆  同 

同 

無 構 銀 子 は 久左衞 門 方 へ 追 々 可 相 返 候 

於 大阪五 貫 文 宛 過料 

急 度 叱  同 

同 

無搆  同 

辰已屋 親類 


(大阪 滴 町 二 丁目) 木津屋 吉兵衞 

(稻斑 淡路守 家来) 馬場 IS 四郞 

(辰 巳屋久 左衞門 手代) 與 兵 衞 

平 兵 衞 

(牢死) 庄 右衛門 

(中の 島)  大和 屋 德 左衛門 

同 三郞 右衛門 

(手代) 作 兵 衞 

(家 守) 喜 兵 衞 

(手代) 仁 兵 

喜 兵 衞 忠 兵 

九 右衛門 庄 

(同 1^ 南 新 町 二 丁目) 大 和 

(同所 平 右衛門 町) 

(山 本 町」 

(同所 吉野屋 町) 年 寄 


十 


衞 

如 軒 

兵 衞 

七 郞 兵 衞 

喜 右衛門 

(月 行事) 市 郞兵衞 太 郞兵衞 

(曾 根 崎 村)  高 渡 壽 八 郞 

庄屋 年寄 

(大阪 內兩巷 町) 布 屋卯之 松 


草  翁 


六衞衞 

屋 

德 源 萬 久 

兵 兵 兵 兵 

衞 衞 衞 衞 


七 八 二 


同 先 久左衞 門 募 

■ 同 親類 

同 

當久左 衞門實 父 


久左衞 門 事 構 無く" 

入牢， 


家督の 憐、 彌相繽 致- 


(大 阪內 平野 町) 

(同 一 丁目) 

(同道 修町 一 丁目) 

, (泉 州 佐 野) 

(大阪 吉野屋 町) 

元手 代 共 呼 Ha- し、 家 名前 


森 田 ■ 藤 右衛門 . 

河 內 屋太郞 右衛門 

紙屋 吉 右衛門 

唐銅屋 M (茂 作 

辰巳屋 久 左衞鬥 

等の 儀、 勝手次第 改可申 候、 


中 


此 度の 儀に 付 以後 我 

儘 不牡様 可 申 付 候 

渡 


(木 itii: 屋 吉兵衞 手代) 

(同龜 井町)  橘 

、半 兵 

(辰 巳屋久 左衞門 手代) 嘉 兵 

(新 _ 


物 


(大阪 橘 町 二 丁目 木津屋 吉兵衞 手代) 物 助 元 助 左 助 

其方 共 主人 吉兵衞 罪 輕成候 様に、 深 川 八幡^ 知岩祌 HZ 永 井町 宇治川 正 順へ 相賴 候處、 取 持 可 遣. 偽 候 

を 誠と 存、 此度吉 兵衞致 持參候 辰已屋 所持 の 金子 を 以て、 公邊 の 役人まい なゐ として、 金子 反物 差遣、 芝 

1： 明 前、 或 新吉原 町に て 遊女 野良 杯 を 呼、 振舞いた し 候. E、 主人 吉兵衞 牢舍& 居候 折 柄に 候： t 者、， 萬 相 

愼可 I？ あ 在 候處、 右 振舞に 事寄せ 自分 S 遊興 等 を 催し 主家の 金銀 猥に 遺舍 不法の 事共 不屈の 至に 付 重き 追 

放 申 付 候、 

(深 川 永代 寺 門前 八 町 久 右衛門 店，) 禪僧 知 岩 

其方 木 屋吉兵 衞科輕 く 成 候 様 取 持 可 遣： &相 偽、 吉兵衞 の 手代 共より 過分の 金銀 を 出させ、 重き 役人 


翁 
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の 家來、 或は. 此度呤 咪掛の 役人の 名 を 指、 まいな ゐに遣 候 由 相僞、 余 銀 反物 敷 多 かたり 取、 重々 不屈 至 

極に 付、 町中；^；廻獄門に申付候、 

(大傳 馬 町 二 丁目 家主) 范屋 勘 右衛門 

其方 儀 木津屋 吉兵衞 手代 共 を 知 岩 方 へ 同道 致し 引合、 其 上 知 岩賴に 住せ 吉兵衞 方より 巳屋 0 金 參拾兩 

近 江 屋嘉兵 衞と申 宛名に て 借 遣 候 儀 ども 不 5r に 付、， 江 戶拂申 付 候、 

(神 田 永 井町 茂兵衞 店) 宇 治 川 正 . 順 

其方 傣木 津屋 吉兵衞 手代 宿 預の儀 相談 申懸 候に 付、 掛り 役人の 內に 知人 有 之 候 問、 承 合 可 遣 由 申 聞、 金 

贰百疋 貰 候 故、 與カ 共の 名 を 書付 見せ 候て、 掛 りの 役人 振舞 候 由、 手代 共へ 相 偽、 聖天町 喜. < を 以水野 

備前守 組 與カ福 島 佐 太夫へ 申込、 兩 度 迄 新吉原 町に て 振舞せ、 住 太夫 を 吉兵衞 手代 共へ 引合、 宿 預の能 

相賴 遣、 右 兩度共 其方 儘 も 遊興 所へ 出合、 遊女 を 呼 事相 調、 吉兵 衞宿預 にも 成 候 者、 禮金 過分 取 可 申 相 

巧 候 段、 不屈 至極に 付、 死罪 申 付 候 

(淺 草聖天 町家 主) 喜 八 

其方 儀 宇治川 順 申 合、 福 島 佐 太夫 方へ 罷越、 木 津屋吉 兵 衞宿预 の 儀 申 聞、 手代 共 致 面談 候 様に^ 頓、 

新吉！ ^町に て 振舞 爲致、 其 節 問 違 候に 付、 翌 n 正 順 申合せ、 吉兵衞 手代 共 を 佐 太夫 方へ 召 連參、 宿預の 

儀猶乂 相賴、 又々 新吉 原に て 振舞 爲致、 右 兩度共 其方 儀 も、 其 場に 罷越願 之 通に 齊候 はビ、 禮ゃ 過分に 

取 可 申 相 巧 候 段、 重々 不屆 • に 付、 重 追放 申 付 候、 

, (本 石 町 三 丁目 太 右衛門 店) 嘉 兵 衞 • 

其方 儀 木 尾 吉兵衞 宿預の 俵、 功 者 成 者へ 賴 度- w、 吉兵衞 手代 共に 付、 字 治 川 E 順へ 引合 新吉原 町に て 

致 振舞 候 節 も、 致 案， 内罷 越、 其 上 正 順 方より 吟味に 掛候與 力 共の 名 を 書付、 手代 共へ 見せ 候 節 も 使致不 

屆 至極に 付、 江 戶拂申 付 候、 

] —— ^ I -  .  七 八 三 
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I  .  .  七 八 四 

.  (本 石 町 三 T 目 家主 木 津屋吉 兵 衞江戶 宿) 淸 兵 衞 

t フナ^ ド于 治. あ 順 取 持に て、 役人 を 振舞 候^ 參吳 候樣、 吉兵衞 の 手代 共 申に 付 、司お」 こて i ^一興 所へ. 參り、 

JS?s「"UJS?str 右 f 爲相 拂、 彼是 取 持いた し、 其 上吉兵 f 牢已 やき；；"？ 手代 

共より 預脱留 早速 可-詠 出處、 吟味の 上、 右の 段 及，： n 狀不 腐に 付、 ，y 戶拂巾 付 突、 

じ， -5  (水 野備前 守組與 力) 福 島 佐 太 夫(ニ十八^^^) 

傣令呤 味 逢、 町人 喜 八き に 尊、 木 膽吉禱 手代 共へ 於 新 富 町 出合、 右 i 所 ^ 十入ノ 4,;, 

兩簠 歩、 自身 方へ 請 取 入用に 霧 由、 總て御 謹に 相， 響 は、 蒙 可 相愼儀 勿論に 候處、 

き 右の 條不屆 至極に 付 死罪 申 付 候、  ネ^.. -クビ -..^1^ 剩^ を 1 

四月 六日  - 

右の 外 

(石 河 土 佐 守組與 力) 藤 田 淸兵衞 平 塚 伊右衛門 

右 兩人福 島 佐 太夫 一 件に 付 永 御^  Ifr 


右 御 役柄 不相應 の 儀 有 之 青山 大膳亮 へ御預 

右 父 相模守 行跡 不宜に 付 改易 

右 小 普請 入 

永 暇 

無 構 


(御 本丸 御 扈從) 小 出 相模守 


出 右近 


(御 醫師) 

(加納 遠. y 守 用人) 

(同 目 付) . 


丹 羽 正 伯 


富 樫 彌助 

永 井 兵 右衛門 
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右 兩人も 辰 巳屋掛 合に て 遠慮 致 居候 上 右の 通相濟 

(大阪 順 慶町近 藤自短 方に 居候) 與 兵 衞 (四十 五歲) 

右 與兵衞 儀、 傍 攀仁兵 衛幷辰 已屋久 左衞門 親類 共、 吉兵衞 を 可 久離旨 共々 申 合 置、 裏返り 吉兵衞 儀に 致 

內通、 仁 兵 衞儀久 左衞門 印判 を盜 出し、 且亦召 仕 女 杯と 致 密通 候 由、 無 證據傣 共、 吉兵衞 へ 僞り申 聞 候 

に 付、 吉兵衞 此镇を 忠節と 存、 家屋敷 幷商仕 人 銀 等 迄 吳可申 旨 致 約束 候處、 其 後 吉兵衞 氣に遠 候 故、 X 

々裏返り、 吉兵衛 不埒の 儀 共 を、 佐々 美 濃 守^ 所へ 密に訴 出、 又 此度吉 兵衞呼 下し 候 跡より 慕 ひ參、 道 

中に て 佗 一一 一一！： 扱し、 非 分の 吉兵衞 に 荷 據致呤 味 之 節も不 成 書付 差 出、 表裏 至極、 重. -不 届に 付 重 追放 申 

付 候、 

(辰 已屋久 左衞門 手代) 平兵衞 (三十 九歲) 

右平 兵 衞傣、 辰 巳屋有 銀に て、 家屋敷 一 ケ所、 木 津屋吉 兵 衞調吳 候に 付、 慾 心より 吉兵衞 に荷撸 いたし、 

辰 巳屋の 金銀 心 次第に 吉兵衞 へ 渡、 其 ヒ咎輕 く 成 候 様に と存 し、 吉兵衞 遣 ひ抬候 金銀の 高 申^ ひ、 且又 久 

左衞門 居間 釘/に 致 候 傣は無 之 候.. ffi、 傍輩 庄 右衛門と 申 合， 僞 成る 書付 差 出、 幷吉兵 衞致出 牢候は 可 遣 

と金 七百兩 久左衞 門へ は 不申聞 持 下り、 雜 物の 內に 園し 置、 吉兵衛 仕置 申 渡 候 上 にても、 其段不 申出、 

畢竟 盜取候 同前の 仕形、 重々 不 届に 付 重 追放 申 付 候、 

(中の 島)  大和 屋愁 左衞門 

同 三 郞左衞 門 

右 兩人傣 吉兵衞 と 久左衞 門 手代 共 及 出入 候 節、 取扱 掛り 落着 不致內 に 返 候 段、 未熟の 致 方 不埒に 付戶メ 

申 付 候、 日數 五十 日 

(右手 代) 作兵衞 

右手 代作 兵衞 儀、 .SL 兵衞傣 手代 共 暇 遣 候 節、 立 會取鎭 め、 何事 も存 寄の 懐 申 間 敷 旨 主人 三 郞左衞 門 申 付 

  七 八 五 
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遣 候 fir 吉兵衞 共に 暇の 儀 申 渡 候. s、 主人 申 付の 趣 を 背き， 不埒に 付 急 度 叱， 

(大阪 町奉行) 稻 垣 淡 路 守 

此度 大阪 町人 辰 巳屋久 左衞門 養子 當 久左衞 門と、 木 津尾吉 兵衞出 人の 儀、 遂 吟味 候處、 吉兵衞 不^ 0 條 

草 一 さ 相 決し、 一 件 夫々 御 仕 11^ 相濟 候、 幷發端 去 未 1 一巧 一 1 日 吉兵衞 より 其方 役所へ 屆候 は、 木 it 屋吉兵 衞事辰 

はし 屋吉 兵衞と 改名 致し、 當久左 衞門致 後 候 段 御 達 候 由、 此俵先 久左衞 門 遣 狀幷諸 親類 等の 存寄も 承钆、 

其 上に て 可 承 置 儀の 處、 爲 其傣不 吟味. の 至に 候、 旦亦 五月 朔日、 當 久左衞 門に、 手代 新 六 差 添 願 出 候 節、 

新 六 儀 人 牢申付 候 由、 是は 家-米 馬場 源 四 郞申候 を 承 込、 取 捌 候 事と 相 聞え、 奉行 人に 不 似合 事に 候 其 上 

申 付 ゆる かせに 候 故、 源 四郞寨 吉郞 衞と馴 合、 或は 金子の 無心 を 申、 或は 音物 品々 受納 致、 其方 儀も吉 

兵衞 贈物 受納 致 候 段、 自分の 職分 第一 可相愼 俵、 致 犯 逆候條 重々 不屆に 被 思 召 候、 依 之 御 役 被 召 放 知行 

半 知 被 召 上 閉門 被 仰 付 者 也 

(大阪 町奉行) 佐々 美 濃 守 

大阪 町人 辰 已屋久 左衞門 手代 共より 木津屋 吉兵衞 事、 押領の 仕形と 相 見え 候 由 其方 役所へ 訴出 候處、 大 

和 屋惣左 衞門同 三 郞左衞 門 取 极致度 旨 1^ 出 候 故、 訴狀 下げ 遣 候 由、 此俵先 久左衞 門より 證文も 無 之 儀に 候 

へば、 篤と 可 遂穿議 の處、 取扱人 共の 申 旨に 任せ、 訴狀 下げ 遣 候 段 等閑の 仕形に 候、 依 之 逼塞 被 仰 付 者 也 

又 御 書付の 寫 

奥 向. Q 面々 奉行 役人へ 訴訟 人 願 等の 俵、 賴 がまし き 事 無 之 様との 儀、 前々 より 心得 有 之 候 事に 候 得. A  ノ 

若 左様の 義有之 候歟、 且亦 老中 若年 寄 其 外 役人の 家 米 等より、 願 人 等の 儀に 付、 願が ましき 儀 候 は^、 

老中 叉 は 支配 迄 無遠慮 可 申 聞 候、 右の 趣 可 相 達 113、 街 沙汰 有 之 候に 付 可 申達 候、 此段可 申 通 候、 

五月. 十二 日 

如斯御 裁許 相濟、 一件 四月 中旬 迄に 悉 滑す、 大阪 町奉行 兩人 共、 右 故障に 仍ゎ、 當分缀 奉行 水 谷 信 <^ 
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守 出阪、 暫く 町方の 支配せられ、 無 程 佐々 美 濃 守 は、 逼塞 i; 免 當役其 儘 相 勤ら れ、 淡 路守跡 役 松 浦與次 

郞被仰 付 河内 守に 被 任 被 相 勤 候 事、 

〇 京師 豪 富 町人 喪家 幷に衰 廢の事 

石 河自巷 

先祖 尾 州 犬 山城 主の 由 浪人 後 京師に 来て 町人と 成る、 八 九十 年 前身 上 潰 當時跡 無、 

袋 尾常皓 

弟與左 衞- 門 

先祖 は 室町 三 條邊長 崎 商人の 手代に て、 其 後 自分に 長 崎 商 を 致 富裕に 成る， 六 七十 年 以前 身上 潰れ 僅に 

殘、 

高 屋淸六 

姓 は 田 中 先祖 は 公 傣直參 Q 土なる 由、 浪人 後 京の 町人と 成る、 居 宅 は 丸太 町兩替 町の 行當 今の 奄根 屋敷 

の 隣、 當時 錢屋了 喜舗是 なり、 先年 身上 潰、 清水寺 奥の 掷堂は 此高屋 の 建立な りと ぞ 

二 村 靡 安 

元 越後 浪人の 由、 居 宅 は 下 立 寶窒町 兩替善 六が 屋敷、 元此壽 安が 宅地な り、 石 河 自 庵と 同時 身上 潰、 當 

時 無 跡、 

平野 祐見 

御 代官 平野 藤 次 一家な り、 居 宅 は 西洞院 六角 下る 町、 今の 三 井 (示竺 の 屋敷な り、 其 後兩替 町に 移住す、 

先年 身上 潰、 

糸 屋十右 衞 門 

出 所 越 前 敦賀囘 米に て 富有に 成り 後 京に 住す、 居 宅 は 烏 丸三條 下る 町な り、 是も石 河自庵 同時に 身ト： ほ、 
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  七-へ 八 

上京 聚樂へ 引 籠、 三代 目に 至りて 行衞 なく SK- る、 此糸屋 十 右衛門 西嗚 瀧に 禪院を 建立す、 今の 妙 光寺 是 

なり、 世に 印 余 堂と 云、 

兩替 善 六 

是は 元來輕 き兩替 より 段々 立身 致、 七 八十 年 以前 は 京 第 一 の 兩替屋 と 成り、 二 代 目 善 六に 至る、 元祿 の- 

頃 身上 遣、 居 宅 は 下 立 賣烏丸 西へ 人 町に て、 凡 一 町 四方 程の 地面な り、 後に は 銀墜中 村內藏 內爱に 住す 

兩替 善四郞 

所 は 室町 大門 町に 住す、 三代 目に て 先年 身上 潰、 

阿 形 宗 珍 

此 先祖 は江戶 大火 事後 京へ 引越、 三代 目に 至り 身上 潰、 宗珍枠 基 兵衞は 仙臺へ 引越 家士と 成る、 當時阿 

形が 一 家 多 有 之處悉 潰、 京都に は 一 軒 も 其 跡 無 之 

小牧 宗左衞 門 

出 所 は 勢 州 松 坂より 西南 小 牧と申 在所な り、 居 宅 は 三 條武藤 町兩眷 初代の 宗左衛 門 は 後 順 古と 號、 二 代 

目に 至り 身上 潰、 

平野 淸左衞 門 

居 宅 衣 之 棚 1 一條 下る 後 下の 町に 住す、 一 一代 目に 至り 身上 遣、 

圖子ロ 

是は長 崎 問屋に て 室町 御池 上る 町 西側な り、 町人の 借 銀 千 四百 貫目 も 引 負 候 故、 時の 所 司 代 板 倉-尚 防 守 

裁斷 に、 町人の 分際に て、 過分の 銀 子 引 込 不屆の 旨に て、 圖 子ロ碟 罪に 被 行跡 斷絶、 

大 黑屋德 左衞門 

居 宅 は 新 町 一 一條 下る 町 東側 上 角、 長 崎 問屋に て 方々 の 借 銀 千 貳參百 貫目に 及ぶ、 所 司 代 板 倉內膳 正、 任 先 
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例 德左衞 門 を 被 梟首 

三 宅 五郎兵衛 

居 宅 は 中立 寶五郞 兵衞、 後宗 因と 云、 其 子 五郎兵衛 後に 宗 也と 云、 關ケ原 御陣の 節、 立 花 宗茂當 分 一二 宅 

方に 滞留す、 其 賞と して 宗 茂より 千と せの 視宮 を與 ふ、 こ Q 硯宮 近世 銀座 深 江 庄左衞 門 所持せ し を、 銀 

座御咎 のとき、 公儀へ 上る、 外道 具 は 御 拂に成 候へ 共、 此硯宮 と 片輪 車の 手莒、 是は和 州法隆 寺の 什物 

なり、 若狹盆 右三 色 は、 ニ條御 域へ fa る、 扭宗也 事 は 身上 潰 以後 筑後柳 川へ 立 越、 立 花 家の 養 ひ を受る 

京地に 無 跡、 

新屋 伊兵衛 

居 宅 三條、 後の 伊 兵 衞遊藝 に ふけり、 身上 を 喪 ひ、 阿 州へ 能 太夫に 有 付 無 跡 

米澤屋 久左衞 門 

三條 梆 馬場 西へ 入 町、 麻苧 問屋 三 四 代 繁昌に 相績 し、 其 後久 左 衞門山 事に 掛り、 身上 潰、 先祖 は 京 白 川 

口の 床髮 結成し が、 米澤 飛脚 余 贰百兩 落した る を 拾 ひ、 彼國の 使に 戾す、 上 杉 家に 聞 之、 其 廉直 を 賞し、 

彼等 を 取 立 上方 用事 被 申 付と 云、 

那波 屋九郞 右衛門. 

先祖 は 潘州那 波より 出る 親 を 常 有と 云、 總領九 郞左衞 門、 後に 壽順弟 十 右衛門 後 正 齋と號 す、 兩家ー 旦 

は 繁昌せ しが、 fi. 齋家は 先年 遣、 九郞 右衛門 方 も 段々 衰微して 諸家の 大名より 滞 銀の 訟有 之に より、 

年 公儀より 閉門 仰 付ら れ、 今 於 其 分に 蟄居す、 

兩替 善五郞 

苗 名 は 井川 室町 下立賨 上る 町に 住す、 昔 は 京大 坂に て 第 一 番の 大兩替 成しが、 大名 借し に 身上 潰、 當時 

逼塞の 身分な り、 
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  七 九 C 

辻 次郞 右衛門 

是も 兩替善 五郎 以後の 大兩替 にて、 室町 出水 上る 町に 住す、 先年 身上 憤、 営 時 逼塞な り、 

金屋勝 右衛門 

ニ條窒 町 西へ 入 町に 住す、 長 崎 問屋な り、 以前 は 唐人 京 迄も參 り、 右の 宿 致 候處、 其 伎 切支丹 御 制禁に 

成 候 故、 唐人 も 京都へ 不來、 其砌 唐人より 預り 一 候 代物 銀 子等、 悉く 金屋が 得分と 成る、 夫より 益富冇 

に 成 候 由、 三代 目 祐竹其 子 勝 右衛門に 至り 新田 事に 掛り 身上 潰、 

八文字 屋 宗 貞 

八文字 屋淨巴 弟 は 宗貞と 云、 淨巴 は四條 通に 住す、 宗 貞は 三 條東 洞院 西へ 入 町な り、 兄の 家 は 先年 潰、 

宗貞方 は 枠 彥三郞 迄 は 無 恙相續 せし が、 其 子 藤五郞 代に 至り、 借 銀 重り、 口々 分散に て 逼塞す、 

久住 權兵衞 

先祖 は 勢 州 神 戸より 出る、 西 洞 院ニ條 上る 町、 那波 町の 隣、 今の 雲 州 屋敷 是 なり、 長 崎 商 致 大名 借し に 

て 身上 潸 

和久屋 九郞 右衛門 

窒 町ニ條 上る 町に 住す、 長 崎 商人な り、 後の 九郞 右衛門に 至り 大名 借に て 身上 遣、 

三 井 三 郞 左衛門 

居 宅 は 室町 御池 通 近頃 迄 押 小路 通.^ 一之 藥^ 町と 並 有 之 所 令の^ 宅と 北 隣 藥師町 百 足^が 屋敷と 同 一 所に 

て 凡 1 一十 口 程の 地 屋敷 計 を百赏 目に 買得して 住す、 元祖 紹良 1 一代 ！！ 三 郞左衛 門 後に 淨惹と 云、 か 

侈 高く して、 世に 其 名 を 呼る、 三代 目 三 郞左衛 門 は、 不器量 者に て、 次第に 店 振 も siT 、成り、 ，： 八 名：^ も 

滞り、 諸. 借 銀 重り、 年賦の 斷を 立て 逼塞す、 

三 井 六 右衞 門 
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元祖 SH- が 弟 助 三 郞. の 子な り 、招 負 養て 一 一代 目 三 郞左衞 門が. HI- とす、 所 は 御池 町 三 郞左衞 門が 南に 住す、 

六 右衛門 後に 道惠と 云、 究て奢 ものに て 後 は^ 瀧 の 山莊に 籠る、 時の 人 鳴 瀧の 龍宫と 呼ぶ、 竞に 後年 借 

金 重り 身上 潰、， 

浦 井 七 郞兵重 

同 彥 右衛門 

右 雨 人 は 兄弟たり、 親 常 良 代に は 富有の 名 有り、 兄弟が 代に 至り、 奢 甚く、 大名 衆よりの 返 銀 は 滞り、 

身. u 潰、 la 方な く 兄 七 郞兵衞 は、 酒 井 雅樂頭 家 土と 成り、 彥 右衛門 は 姓 を 星 合と 改め、 臭 平家の 家 土と 

成り 候 由、 

千切 屋 您左衞 門 

居 宅 は 烏 丸三條 下る 町 衣 金 人の 商より 段々 富有に 成る、 先年 は 京 三. 條 より；.：： i 戶迄 街道 一 番の 身上と 沙汰 

致け るが、 其 後子您 右衛門 代に 至り 借 銀 方 年賦 斷を 申立、 今幽 に相續 す、 

三木權 太夫 

先祖 は 播州 三 木より 出る、 居 宅 は 下 立 賫窒町 東へ 人 町な り、 元 浪人に て 京へ 引越、 町人と 成る、 里 H 家 

の 家老 栗山大 瞎と緣 者に て、 其 頃 は 筑前屋 と！^ す、 然るに 栗 山 事 主人と 出入 事 有て 公 裁に 及に 仍り、 其 

砌 より 權 太夫 も黑 田家の 出入 を 被 止、 然共 分地 甲斐 守 家へ は 今以て 出入す、 中頃 長 州 表の 紙 を 藏本致 候 

處、 相 使 松坂屋 又左衞 門が 引 負に 仍り三 木 家 も 身上 半 潰に 成る 其 上 甲斐 守 家の 仕送りに、 大分 金銀 を 失 

ひ、 諸方 借 銀 重り 當時 逼塞の 身分な り、 

玉屋 忠兵衞 

居 宅 は窒町 巾立賣 下る 町. なり、 親好 叔は 大名 借に て 犬に 富榮 たり、 後の 忠兵衞 好意と 號す、 名高き 遊 人 

にて、 過分の 金銀 を 失 ひ、 其 上 諸家の 大名 返 銀 相 滞り 身上 潰、 
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I  七 九 二 

上澄屋 次兵衞 

町佛 光寺 下る 町に 住す、 元蒔繪 粉の 上 澄商賣 にて、 先祖 は輕き 者に 候處、 段々 繁昌 致し、 大名^ 0 仲 

^に 人り、 其 後 諸家の 返 銀相滯 り、 二 代 目に 至り 身上 潰、 而れ共 外よりの 借 銀 無 之 故、 三代 EI は 元の 上 

澄 商 寶相績 す、 

百足 屋 久左衞 門 

窒町 御池 町 西側に 住す、 其 後西 洞院 御池 西 へ 人 町 へ 移住す、 大名 借 或は 兩替 等べ 手 廣く銀 子 を 出し 候處、 

先々 相滯 身上 潰、 今 無 跡、 弟 仁左衞 門跡 は、 於 今 無恙、 窒町 御池 町に 住す、 

丸屋事 花房 ー黨 

窒町 蛸藥師 町に 丸屋 とて 一家 同町に 五六 軒 有 之、 苗字 を 花房と 云 ふ、 公傣 直參士 にも 同姓 多 有 之、 右 各 

大名 借 致 候處、 皆々 身上 澄、 當時 一 軒 も 無 之、 

田邊屋 平三郞 

四條 通に 住す、 元は 江戶通 ひの 道具屋に て、 段々 身上 宜く 成り、 大名 借し を 致し、 四 條の內 にて は 第一 

番の 分限と 申け るが、 二 代 目 平 三郞に 至り 身上 潰、 

藤屋 巿兵衞 

窒町禅 池に 住す、 元祖 市 兵衞は 同町 藤 尾 淸兵衞 乎 代に て、 主人より 元手 銀 五 百 目 貰 ひ 僅の 身上に て 候 を、 

袋屋 より 市 兵衞が 性質 を 見 屈、 銀 百 貫目 貸 遣し、 夫 を 以て 長 崎 商 致 臨機 應變の 計略 を 以て、 過分の 金銀 

を貯 へ、 二 代 目 迄 は糙成 身上 成しが、 三代 目 巿兵衞 奢 者に て 大名 借し に掛 り、 竟に 身上 浪、 

津 久 井太郞 右衛門 

東 洞 院三條 下る 町に 住す、 元祖 太 郞右衞 門 は、 勢 州 臼 子より 出る、 江 戶本町 四 丁目に 小 物 店 出し、 段 

々仕出し、 二 代 目 迄 無 恙相鑌 し、 三代 目に 成お 身代 を 二つに 分 候處、 店向不 商に 成り、 上州の質，^^迄も 
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相 仕舞 兩家 共に 身上 潰、 

潘磨屋 長 右衛門 

二 條新町 西へ 人町藥 種商賣 にて 京 一 番 の藥師 成しが、 二 代 目の 長 右衛門 榮耀 者に て 遊藝を 事と して 家業 

を 忘れ、 後に は 山 事に 掛り、 和 州 余 峰 山の 金山 を 願 ひ竟に 身上 潰、 

薩摩屋 新兵 衞 

後 素朴と 號す、 親 を 道甫と 云、 若年より 行跡 惡く 女色に 耽り、 法體 して 小川 中立 賣 下る 町に 引 込、 茶 を 

業と し、 中年に て 死し、 身上 も 段々 衰へ 大名 方 返 銀 は滯り 身上 潰に 相 成り、 弟 宇 兵衛其 跡相繽 すと 雖、 

是亦 不行跡 故、 他より 金銀 を 取組 無 之、 渐く幽 に相績 す、 但し 此總領 室町 中立 寶 上る 町 薩摩 屋祐 仁幷錢 

屋了喜 杯 は、 薩 州の 用 向 を無滯 勤め、 罎分 無事に 相續致 居候、 

家 原自元 

親は自 仙と 云、 西 洞 院竹屋 町 上る 町に 住す、 細 川 家 立 花 家 杯に 大分の 損 銀 有 之、 居 宅 を 明 逼塞す、 

大黑屋 九 右衛門 

1 名 富 山と 號す、 祖父 を 淨圓と 云、 勢 州 伊澤の 住人な り、 江戸 本 町 一 丁目に 吳服店 有 之、 三代 目 九右衞 

門幷弟 助 右衛門 伯父 六郞 右衛門 杯 示 合、 積もな く安資 の 手法 を 立 候 故、 店 表は賑 く繁： ：2 の 體に相 見え 候 

得 共、 內分損 銀 多く、 借金 重り、 竟 に亡滅 す、 其 跡 店 を 大阪の 一 家 大和 屋 より 取 立て、 江 戶本町 二 丁目 

にて、 吳服商 を 興 立す、 

片木 勘兵衞 

大宮絲 屋町樋 口に 住す、 絲商第 一番の 者に て、 又 手代 迄 ◊ の 暖簾 を かくる 家 百 餘軒有 之 時め きけ るが、 

其 身の 奢より 身上 薄く 成り、 後 は 色々 の 事に 掛り竟 に 身上 遣、 

家 城 太 郞次郞 

i   七 九 三 
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翁 一 江 戶店は 本 5M  一丁目 京 仕 人 店 は 御池 町 雨 替店は 名代 十 郞兵衞 新町姊 小路 上る 町 大阪兩 替店は 今 橋 筋な り 

勢 州 伊澤の 住人、 於江戶 伊豆 藏富 山家 城と て、. 其 頃の 大店な りしが、 元來 身上 名代 程に は 無 之 故、 竞に 

借 銀 重り、 年賦 斷を立 僅に 相繽 す、 

中川淸 三 郞 

屮 ^ 所 勢 州 松 坂な り、 京 兩替店 は 新 町三條 下る 町、 江 戶雨替 店 は、 元雨替 町、 米 店 は^ 勢 町、 大阪 雨替店 

は會所 町な り、 江戶町 屋敷 も、 十 ケ所計 致 所持、 御爲巷 御用 を 勤め、 親 常 故 伯父 常 印より 打 續き储 成る 

身上な りしに、 淸三郞 幷に孫 三 郞兩人 共に 怫 道に 深く 思 人、 其 身 も 出家し、 妻 娘 を も 尼に 致し、 兄 を 常 

有 弟 を 常 立と 號す、 居 宅 を 去て 銘々 に 遁世し、 家業 は 手代 任せに 致し 幼子 を 立 置 候 故、 自ら 身上 向 取し 

まらす、 手代 は 引 負 致し 段々 衰へ、 借 銀 方斷を 申、 身上 潰、 

日野屋 長 左衞門 

問 之 町ニ條 下る 町に 住す、 關東 問屋な り、 幼年に して 孤と 成る 其 身の 才智に 慢 じて 手代 共 を 疑 ひ、 十七 

歲 より 自ら 諸 勘定 をして 家業 を 專に致 候 得 共、 若 氣故手 遠 多き 故 後に は 行跡 も惡く 成る、 竞に相 鑌成難 

く、 家 株 迄 も 外へ 渡して 逼塞す、 

柴 . 田 宫 內 

驟 町ニ條 下る 町に 住す、 養父 は 下 玄と云 浪人に て貯有 之、 右 (呂內 を 養子と して 娘に 娶 合す、 宫內は 水 野 

美：^ 守 家老 水 野玄蕃 1 一男に て 主家 斷 絶して 浪人して 居た る を 養子と せり、 卞玄 死後 宮內が 內證の 借金の 

さしひき 一」、 北 脇 市兵衛 方へ 大分の 金銀 を 取られ、 自是北 脇 は 立身し、 宮內は 散々 に 成て 家 を 失 ふ、 

菱 屋 十兵衞 

御池 町に て卷 物商賣 致し、 親 代に は 富裕の 聞え 有しが、 後 千 右衛門 不行跡 者に て 身上 遣、 . 

吉野屋 右衞鬥 


草  翁 


押 小路 卿 馬場 東へ 人 町に 住す、 親は嘉 右衛門 後宗 吾と 云、 實父 にて は 無 之、 宗 吾妻の 弟な り、 想 右衛門 

氣 かさ 者に て、 長 崎. _r 所 雨 替を致 し 方々 勤 廻 候 故、 其 身の 分限よりも 名高く 手廣く 取引 致 候 所に、 中 

頃より 大名 衆の 取引 滞に 仍て諸 向 年賦い 斷を 立、 漸くに 相镇 す、 

銀  座 

元 fS 吹替 より 日本の 銀 数度 吹 改り、 其 度 毎に 賃銀 を 被 下 有增考 申處、 凡 四 五 拾 萬 貫目と 立、 此吹賃 四 分よ 

り 六 分まで 被 下、 是を 平均 五分と 見て、 一度に 贰萬五 千 貰 目な り、 是を五 度合 拾 貳萬貰 目な り、 而 るに 

僅 十 年 計の 內に、 銀座 中 家 村 共に 沾 却し、 今日 續が たく 相 成 は 如何 成故ぞ や、 全く 奢 超過す るの みなり 

總 じて 銀座の 風俗 昔より 如此、 盛衰 手の 裏 を 返す 如くなる 事 可 笑、 

絲 割賦 

元來 割賦 は 長 崎に て 京へ 百 丸の 絲を被 下、 右の 絲 を寶拂 ひ、 其 餘分を 以て 仲ケ 間の 雜出 をい、 跡 を 夫々 

配分 致す 事な り、 仲 ケ問は 大勢 なれば、 先年 時節よ き 頃 だに、 中々 割賦 計に て は 格^の 家督に も 無 之！^ 

去に 仍り寳 永の 頃 錢座を 願 ひ、 錢を吹 出し 候處、 其 後 大錢を 吹き 無 程 大錢御 停止に 成 候に 付、 大分の 這 

失 を 致し、 其 上 近年 長 崎の 仕 法 も 改り候 故、 益 割賦 人 共 窮に 及び 古き 家の 者 共當時 大分 跡 もな く 成り 

僅に 殘る者 共 は 逼塞す、 

吳 服 所 

公 俵 吳望所 を始、 諸家の 吳服所 達 杯 云 者、 何れも 身上 宜きは 無 之、 段々 困窮に 及 候、 元来 商人に 非す 

合力 扶持 方 等 を 家々 より 貰 ひ、 町人の 心 を 失 ひ、 武士の 眞似 する 様に 成て、 自ら 世渡りに 疎く、 其 上 北； 

家に 由緒 有 之 用達 共 も、 當時 はお 〈向 肴 板の 様に 成て、 調 物に 店々 を 問合せ、 下 なる を專に 調へ、 或に 

入札を以て買上らる、^^、、  m 達 は 名 計に て 追々 困窮す、 

兩替屋 

  七 九 五 


草  翁 


  .¥ 六 力 

兩替商 賣の傣 は、 百 餘年 以来、 上品の 身上 は 右に 記、 中分の 者 不知 其 員、 今に 相續 する は 無 之、 其 所 

以は兩 替と申 者 は、 餘の代 呂物は 無 之、 金銀 錢 のみ を 取扱 ひ、 大名 豪家の 貸 引 を 肝 煎、 世上-にても 安利 

にて 金銀 を 持 込 候 故、 自然 末々 手代 迄 も 金銀 を 大切に 不存、 且 相場の 思 人 米 商 同前に 相 成り、 偏に 大博 

突 を 打に 同じ、 故に 多く は 家風 惡く 成て、 永く 其家不 相績、 穴 賢よ く 守り 愼む べし、 

右 は 商家 三 井が 家書に して 各 家 衰廢の 所以 を詳に 記して 自家 敎誡 になせ し 趣な り、 奥 書に 高 房と 有り、 

爱に 記す る は 其 大略 而已 なり、 本書に 年 曆を不 記 故、 各 家 興慶の 時節 分明なら す、 可 追考、 夫より 下つ 

かた 當 世に 及 迄 を倩考 るに、 さし も 人に 知られし 豪家の 衰る事 不可 勝 計、 况泛々 の 家に 於て を や、 翁が 

物覺 初めし 後の 事 を 指 を 折らば、 其 限な からまし、 去れば 迚、 興 家の 類 は、 其 十が 一 にも 及び難し、 盛 

.ItM は 世の 有様 なれば、 こも/ 1,.- なるべき に、 など. ゃ斯く 偏よ る 事 は、 世の 衰 るに 似 たれ 共、 更に 左に 非 

す、 唯 御代 Q 盛んなる 德 化に 誇り、 奢の 超過と 貪欲の 爆 盛との なせるな らん、 穴 賢餘所 事と 不 思して、 

貴と 無く 賤 となく 大 となく 小と 無く、 啻自の 脩 身を宗 とする に 如かざる ベ けんや、 
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